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『 バ ー チ ャ ファ イタ ー ら 」 に つい て 何 か 書い て くれ と 頼ま れ た の だ が 、 そ れ は た また ま 私 が いち ば ん 気に入っ て いる 
ビデ オ ・ ゲ ー ム だ っ た 。 普通 は 、 私 は ゲー ムセン ター で それ ほど の 時 間 を 過ごし は し な い 。 ゲ ー ム セン ター の お 得 
意 様 の 大 部 分 は 少年 と 若者 で あり 、 私 は 4 1 歳 の 文学 畑 の イン テリ 人 だ 。 その 私 が 、 最 近 で は ちょ くち ょ く ゲ ー ム セ 
ンタ ー に 出かけ て いる 。 そ し て 、 私 は いつ で も 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー ら 」 を プレ イ し て いる 。 


私 は 長い こと 、 サ イ バ ー ス ペー ス 論 と ヴァ ー チ ャ ル ・ リ アリ ティ に 関心 を 持っ て きた 。「 バ ー チ ャ ファ イタ ー ど 」 に 
は 、 ゴ ー グ ル や グロ ー ブ を 使っ た 類 の ヴァ ー チ ャ ル ・ リ アリ ティ ほど の 没入 感 は な い 。 し か し 、「 バ ー チ ャ ファ イ 
ター1」 と 「 ら 2」 は 、 あり ふれ た “ 敵 を 叩き の めす "タイ プ の ビデ オ ・ ゲ ー ム に 比べ て 、 途方 も な く 先 を 行っ て いる 。 
「 モ ー タ ル ・ コ ン バ ッ ト 」 の 平面 的 な 映像 か ら 、 濃密 で 触感 を 覚え る パー チャ ファ イタ ー」 に 乗り 換え る の は 、 い わ 
ば 子供 用 の 三輪 車 を 放り 出し て ハイ パワ ー の ホン ダ の マシ ン に 変え る よう な も の だ 。 「 プ ライ マル ・ レ イジ 」 を プレ 
イ し た 人 々 は 奇怪 な グラ フィ ッ ク と 飛び 散る 血 し ぶ き を 賞賛 する が 、 いっ つた ん 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 を プレ イ す れ 
ば 、 “本 当 に ハマ る " 体験 を する こと に な る の だ 。 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 は 写真 の よう に リア ル で は な い 。「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 は いか に も ビデ オ ・ ゲ ー ム らし い 
ーー つま り 、 私 の 考え る 「 ビ デオ ・ ゲ ー ム は か く あ る べき だ 」 と いう よう に 見 える の だ 。 最近 の ビデ オ ・ ゲ ー ム の ほぼ 
と ん ど は 、 チー ブ で 出来 の 悪い 映画 の よう だ 。 私 は この 娯楽 メデ ィ ア に 関し て は 、 それ は 誤っ た 観念 で ある と 信じ 
て いる 。「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 は 映画 に は で き な い こと 、 また 決し て や ろう と は し な いこ と を や っ て いる 。 こ の 点 
か らし て 、「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 は その 他 の ゲー ム に 比べ て 、 自己 の 芸術 的 な 精神 に より 忠実 な の だ 。 


確か に 、 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー ら 」 に は 、 高速 な ポリ ゴン エン ジン と いう 大 き な 利 点 び が ある 。 こ の 技術 的 優位 性 は 強 
力 で あり 、 敬意 と 賞賛 に 値する 。 し か し な が ら 、 私 が 特に 感銘 を 受け た の は その 技 サ の レベ ル で あり 、 ゲー ム の 細 
部 へ の 配慮 だ 。 例え ば 背景 、 海辺 の 場面 で の 美しい 雲 と ヤシ の 木 だ 。 

コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス を 作る 人 間 が 、 よく ヤシ の 木 や 雲 を レン ダリ ング し よう と し て いる こと 、 そし て 
よく 見 か ける コン ピュ ー タ の ヤシ の 木 や 雲 が いか に ひど い 出 来 栄 え か と いう こと を 知っ て いれ ば 、 これ ら の こと が 
さら に 感動 的 に 思わ れる だ ろう 。 背景 は 的 確 で か つ 機知 に 富ん で いる 一 一 万 里 の 長城 、 夕 間 の 日 本 の 茶室 (訳注 : 
原文 ママ )、 酔 拳 の 船 醍 の よう な の その そ と し た 動き 、 陽気 で し か も ぞっと する よう な アメ リカ の 都会 の 腐敗 。 そこ 
で は 、 ジ ャ ッ キ ー・ ブ ライ アン ト と サラ ・ ブ ライ アン ト の パン ク ・ ツ イン ズ が 、 残忍 で と びき り 暴 力 的 な 若い 人 生 を 
送っ て いる 。 この ゲー ム を デザ イン し た 人 々 は 、 と て も ヒッ プ で し か も 自分 達 の 仕事 に 対し て 真 語 だ 。 彼 ら は 強力 
な イマ ジ ネ ー シ ョ ン を 持っ て いる 。 私 は それ を 賞賛 する 。 


それ に キャ ラク ター が 素晴らし い 。『「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 の プレ イヤ ー に よっ て は 、 ファイター た ちの これ みよ が 
し の 派手 な 動き を 通 し て 、 や みく も に 先 へ 進 も うと 戦う 者 も いる が 、 私 に と っ て は 、 ち ょ っ と し た キャ ラク ター の 
ディ テー ル が ゲー ム の 一 番 気 に 入っ て いる 部 分 だ 。 体 を くね ら せ る サラ 。 勝ち 誇っ た 鈴 の よう な 姿勢 で 立ち あがる 
パイ ・ チ ェ ン 。 影丸 の 超自然 的 な トン ボ 返 り 。 狼 の 酔っ 払っ た 喘 笑 。 勝ち 誇っ た 雄叫び と あざ けり 。 こ れ ら は も 
は や ディ テー ル の 域 を 越え 、 ゲー ム に 魂 を 吹 ぎ 込ん で いる 。 
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pART1 闘い の 構造 、 攻 撃 と 防御 を 知る 闘い の 構造 
理想 の 攻防 基本 姿勢 


技 が 届く と いう こと 、 届 か な いと いう こと 
単発 技 と し コンビネーション 

カウ ンタ ー 

ディ レイ 

先行 人 力 

強制 立ち と 強制 し ゃ が み 

投げ られ る 時 、 投 げ けら れ な い 時 

投げ 一 立ち と し ゃ が み ー 

投げ の 特殊 例 

追加 攻撃 ダウ ン 攻 撃 & 追 い 打ち 
キャ ラク ター 別 の ダウ ン 攻 撃 、 追 い 打ち 攻撃 解説 
ガー ド ボ タ ン 使 用 法 

千本 パン チ と は ? 

ジャ ンプ 攻撃 
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ダウ ン 攻 撃 対策 

よろ めき と は ? 

よろ めき の 対処 方 法 
移動 よ け に よる 攻撃 回 避 

し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク 
起き 上 が り の 攻 騙 

蹴り 起き を ガー ド さ れる と いう こと 
起き 上 が り の 攻防 一 その 2 一 
相手 を 無防備 な 状態 に する 


pART2.] 「 バ ー サ スシ ティ ] 対 応 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー ら 」 
ー そ の 特徴 と 対策 一 


paRTO9 デジ タル に 勝つ 技 性 質 考察 
防御 か ら 反 撃 へ 一 強 さ の 礎 、 対 抗 技 ー 
対抗 技 一 打撃 技 編 一 

投げ 技 で の 対抗 技 

喰らい 対抗 技 

対抗 技 が な い 時 の 行動 

自動 選択 コマ ンド と は 

キャ ラク ター 別 の 主 な 自動 選択 コマ ィ ン ド 
自動 2 択 の 防御 策 “ファ ジイ ガー ド " 
レバ ガチ ャ 考 

ボタ ン 連 打 考察 

確立 2 分 の 1 と 確立 4 分 の 1 

攻撃 パタ ー ン を 作り 、 そ し て 壊す 


pART4 ウェ ッ ト に 勝つ 確実 な 状況 把握 
リン グ の 位置 を 意識 する 
反応 速度 の 限界 
情 と 実 . 
相手 の 2 択 を か いく ぐり 、2 択 を 迫る 
身体 か ら 受 ける 影 
無敵 の バー チャ ロイ ド 
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渋谷 洲 一 


@ |]967 年 10 月 1 日 生ま れ 欠 職 業 ライ ター 


[週刊 ファ ミコ ン 通 信 」 編集 部 を 経て 、 現在 は 過激 な 文体 と スピ ー ド 感 溢れ る テキ スト を 駆使 する フリ ー ラ 
あー と し て 活躍 する と と も に 、 自ら "ハイ ロー ラー 会 総帥 "と 名 乗り 、 脳 内 快楽 物質 の 分 泌 の た め な ら 金 品 
は お ろか 生命 を も 殿 わ な い 活動 を 展開 中 。 ファ ミコ ン が 爆発 的 に 普及 し 始め る 頃 か ら 様 々 な メデ ィ ア に 登 
場 、' 職 業 と し て の ゲー マー" の 認知 に 大 きく 貢献 し た 。 リ リー ス 直 後に 「VF2] の 人 筐 体 を 購入 し た こと が 話 
題 に な っ た が 、 ゲー ム の シス テム や グラ フィ ッ ク よ り も 、 プレ イヤ ー そ の も の や ゲー ム を 介し て 発生 する 事 


象 の 方 に 魅 か れ て お り 、 本書 で は その スタ ンス の 下 で 協力 。 


代表 作 『 バ ー チ ャ ファ イタ ー マ ニ アッ クス 』「 真 サム ライ スピ リッ ツ 棒 銀 流 兵法 口伝 聞書 』 『 デ モン ズブ レイ ゾン 公 式 ガ イド 』 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 を 初め て 見 た 時 、" これ だ " 
と 思っ た 。 後 は も う 、 が むし ゃ ら だ っ た 。 


そし て 、 あら ゆる ジャ ン ル の ゲー ム を 欧 明 期 か ら 
や り 続 けた 俺 の 予想 を 越え て 、『2」 は 目 の 前 に 
現れ た 。 "これ し か な い “ と 、 俺 は 思っ た 。 


ニュ ー ア スト ロ シ テ ィ の 「2 」 を 発売 日 と 同時 に 
購入 。 薄 暗い 10 辿 ほ どの 部 屋 に 、9 人 も の バー 
チャ ジャ ン キ ー が 集まる 。 現代 の 阿片 視 を 見 
る よう だ 。 日 夜 、 黙 々 と プレ イ 。 皆 が 悦 静 まっ た 
頃 か ら 、 ひとり 黙々 と や る 。 息抜き が て ら や り 、 
来客 が あれ ば や り 、 寝る 前 に や り 、 起き て は 
まだ 和 や る 。 


SHOJI や HAL と 、 延 々 と 対戦 。 お 互い 競い 
合い 、 腕 も 上 が る 。 だ が 、 リ スク が な いと な る と 、 
本 気 に は な れ な く な っ て くる 。 負け て も 、 ボ タン 
を 押せ ば 何 度 で も 対戦 で きる の だ か ら 当 然 
だ 。 それ な ら ば と 、 金品 を 賭け て 対戦 する よう 
に な っ た 。 お 五 い 容赦 が な く な り 、 勝ち に 汚い 。 


俺 は そう し た 闘い の 中 で 、 次 第 に 何と も 言い よ 
う の な い 虚 無 感 に 囚われ る よう に な っ た 。 


俺 は こん な こと を し て いて 、 いっ た い 何 が 
楽し いん だ ? 


本 当 に 強い と は どう いう こと だ ? も ちろ ん 連勝 
で きる こと は 強い と いう こと だ 。 し か し … … 。 待 
ち に 徹し 、 シス テム の 盲点 を 突い て 、 勝つ 。 これ 
を 善 し と する の か 、 悪し ほ と す る の か 。 ゲー ム を 
楽し ん で いる の か 、 ゲー ム に 楽し まさ れ て いる の 
か 。 自分 一 人 で 層 に 入っ て いら れれ ば 良い と 


いう の か 。 だ いた い ゲーム が 強い 、 上手い か ら 、 


それ が どう し が こ 。 


メー カー や オペ レー ター、 他 の プレ イヤ ー の せい 
に する 時 代 は 去っ た 。 いや 、 去っ て ほし い 。 今 、 
何 が 楽し い の か 、 何 が 名 作 な の か 、 何 が 強い 
と いう こと な の か 。 それ ら を 判断 する の は 、 ハー 
ド や ソフ ト 、 流行 と いっ た 外因 的 な 要素 だ け で 
は な い 。 結局 は 自分 、 個人 で は な い の か 。 


境 ( 人 の 意識 ) を 変え る に は 、 ま ず は 確固 た 
る 己 の スタ イル を 提示 し な けれ ば な ら な い 。 常 
に 己 が 、 ま た は 他人 が 、 己 の プレ イ を 見 て いる 


と 意識 する と ころ か ら 、 す べ て は 始ま る 。 し か し 、 


"自分 で ある と いう こと ”、 と は 何 か ? 


深夜 、 首 都 高速 環状 線 を バイ ク で 走る 。 コン ク 


リー ト の 壁 で 囲ま れ た 首都 高 は 、 す べ て が ブ 
ライ ンド コー ナー だ 。 そん な と ころ を プッ 飛ば すん 
だ か ら 、 いつ 死 ん で も お か し く は な い 。 忠 わ れ 
る か も 知れ な い が 、 死 を 意識 し た 時 俺 は 生き 
て いる 実感 を 得る 。 だ か ら 、 ハイ ロー ラー( 速 い 
奴 ) に 出会っ た 時 、 俺 は 狂喜 する 。 命がけ の 
ハイ スピ ビー ド バ ト ル 。 全身 に アド レナ リン が 滅 る 。 
肉体 も 精神 も 全て が 輝く か の よう だ 。 


そし て 、 九 死に 一 生 を 得 て 、 無事 に 帰路 に つ 
き 、 バイ ク を 降り る 。 この 時 、 現実 と は 、 な ん て 
生 温 い 温 室 の よう な と ころ な の だ ろう と 感じ て し 
まう 。 俺 は こん な 現実 に 甘んじ て いて 、 は た し 
て 生き て いる と 言え る の か ? 俺 は 俺 で ある と 、 
確信 を も っ て 言え る の だ ろう か ? 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 を 通じ て 生じ た 疑問 は 、 加 
速度 的 に 次 な る 疑問 を 生ん で いっ た 。 例え ば 、 
バー チャ ルリ アリ ティ 。 


9 年 前 、 俺 は イン ター ネッ ト 上 で 「 ロ ー グ 」 を 心 克 
楽し ん で いた 。"@" が 自分 、D" が 火 を 吹く ドラ 
ゴン と いっ た 具合 に 、 グラ フィ ッ ク は 極端 に 原 
始 的 。 し か し 俺 は 、 イエ ンダ ー の 魔 除 け “," こ 
の か 一 笠 の 広 を 扶 ち 坦 る と いう 日 的 の た め に 
何 百 と いう 時 間 を 費やし 、 し か も つい に "を 
取る こと は で き な か っ た 。 


死 を 意識 する こと に よっ て 得 ら れる 、 生 の 実感 。 
生 温 い 現 実 よ た り も 、 リ アル な 仮想 現実 。 そ も そ 
も 現実 っ て 、 何 な ん だ 。 


大 げき で 青臭い 疑問 、 だ と は 思う 。 が 、 | バー 
チャ ファ イタ ー」 と いう ゲー ム に 、 これだけ の こと を 
考え さき せる 素因 が あっ た こと は 確か だ 。 と に も か 
くに も 俺 に と っ て 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 は 、 衝 光 
だ っ だ 。 


DJ SHOJI。BIG BAND の DRAGON。 な 
ぜ だ ろう 、 ゲー ム な ん て 、 見 向き もち し な か っ た 連 
中 が 、 狂っ た よう に ハマ っ て いる …… 。 連日 対 
戦 に うつ つ を ぬか し 、 そ の 結果 する さま じい ス ピー 
ド で 上 達し て ゆく 。 奴等 を 強く し た の は 、 俺 で 
あり 、 俺 を 強く し た の は 、 奴等 で ある 。 


今 き ら な が ら 俺 は 気付 いた 。「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 
を 、 ゲー ム を 、 面白 くす る 最大 の 要素 は 、 人 間 
だ と いう こと 。 これ ほど まで に 、 他 人 が 気 に な 
り 、 他 人 を 必要 と する ゲー ム な ど な か っ た 。 


この 本 の 制作 に 携わる に あたっ て 、 ゲー ム の 攻 
略 は 他 の バー チャ ロイ ド た ち に 任せ る こと に し 


一 手 m フ ァ イ タ ラー ウフ に ド 呈 一 


た 。 それ より も 俺 は 、" 人 "と いう 要素 に 魅 か れ 
だ の だ 。 


1995 年 、 今 。 デ ジタル テク ノロ ジー の 新しい 可 
能 性 が 模索 きれ よう と し て いる 今 現在 、「 バ ー 
チャ ファ イタ ー 2 」 と いう ゲー ム が 熱烈 に 支持 さ 
れ て いる こと 。 俺 は 、 こ の こと に 何ら か の 重要 
な ワケ が ある よう に 思え る 。 


政治 、 経済 的 な 思惑 か ら テ クノ ロジ ー 上 開発 が 
進む 一 方 、 イ ンタ ーネット 、 DTP、 テク ノミ ュー ジッ 
ク な ど に "人 "と テク ノロ ジー と の 新しい 関係 性 
を 感じ る 今 。 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー2」 に 魅 か れる 
人 々 は 、 何 を 考え 、 何 を 求め 、 何 を 感じ 、 何 を 
想い 、 どん な 生 を 生き て いる の で あろ うか 。 


そこ で 俺 は 、 何人 か の バー チャ ジャ ン キ ー た ち 
に イン タビ ュー する こと で 、 そ の 答え を あぶ り 出 す 
こと が で きる の で は 、 と 考え た 。 少な く と も 俺 が 
考え て いる こと が 、 どれ だ け 他 の 人 間 の 感覚 
か ら ず れ て いる の か いな い の か 、 そ れ を 判断 
する 指標 に は な る で あろ う 。 彼ら に 問う た 質問 
は 、 次 の よう な も の だ 。 


「VF」 の と どこ に 魅力 を 感じ る か 。 


「VF」 を 初め て 見 た 時 、 どの よう な 衝撃 を 受け 
た か 。 


「VF」 と 出会っ て 、 変化 し た こと は 何 か 。 


サイ バー スペ ー ス に 対し て 、 どの よう な 可能 性 を 
感じ る か 。 


あな た に と っ て ゲー ム と は 何 か 。 
あな た に と っ て 現実 と は 何 か 。 


あな た に と っ て 最も 気持 ちの いい 皮 間 と は どん 
な 時 か 。 


生き て いる 実感 を どん な 時 に 感じ る か 。 
あな た に と っ て 死 と は 何 か 。 


た か が ゲー ム 、 へ ビー に 考え 過ぎ だ ぜ 。 と 見 で 
笑っ て いた 、 か つて の 俺 や あま た の プレ イヤ ー 
た ちよ 。 『 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 と 共 に ある 今 だ か 
ら こ そ 、 これ ら の 質問 の 意味 を 考え て みて も よ 
い の で は な い だ ろ うか 。 


構成 : 渋 谷 洋一 


* ロケテ スト と は 


ロケ ーション テス ト 。 メー カー が 試作 の ゲー ム の 実 _ 


発売 前 に 、 人 気 (イン カム 数 や 回 転 率 ) 期 待 値 調 


査 の た め 、 一 時 的 に 設置 し て 行う テス ト の こと 。 
主 に その メー カー 直営 の 大 規模 な ゲー ムセン ター 
に 置か れる 。 当然 、 ゲ ー ム マニ ア た ち は 、 ロ ケ テ ス 
ト の 段階 で や り 尽 くし て し まい 、 そ の デー タ を 正常 


な 値 か ら 、 著 し く 的 外れ な も の に まで し て し まう 。 


“の スー パー メガ ロス ペッ ク 
外形 寸法 (mm) 1230(W) ※X2260 て 3200 
調整 可 (D)X1880(H) 重量 378kg AC100V 
140W 50 イ ンチ プロ ジェ クシ ョ ン デ ィ ス プ 
レイ スー パー メガ ロ 筐 体 は 、220 万 円 と 
高価 だ が 、 巨 大 な スク リー ン に 映し 出さ 
れる 美 豚 で 下 派 手 な 映像 が も た ら す アイ 
キャ ッ チ 効果 は 高く 、 集 客 率 を 大 幅 に 上 
昇 さ せる 。 


づつ ポリ ゴン ジャ ン キ ー( 後 述 ) の 会 場内 に 吊 き 
れ た 大 型 ス クリ ー ン で は 、“"MODEL2" 及 び 『VF2! 
の デモ ンス トレ ーション と し て 、 特 別に パイ の 演舞 
(し か も 酔 拳 ) が 披露 され 、 集 まっ た 人 た ち を 比 か 
せ た 。 芳 か し く 揺れ る パイ が 、 製 品 版 で は ジジ イ NNS 


ここ で 触れ た ほか に も 、 続 編 の 作り 方 と し 
て 『 ス ペー スイ ン ベ ー ダ ー'90』 『 エ レベ ー タ ー ア 
クン ョ ン リ ベン ジ ] な どの よう な リメイク 作品 も あ 
れ ば 、 ドン キー コン グ ] シリ ー ズ の よう に 、 シ ステ 
ム が まっ た く 違 う が 登 場 する 主人 公 ( キ ャ ラク ター) 


は 同じ と いう 続編 も ある 。 


ウー キー ニ ィ 1 o 2 om mm デキ ュ ma = 記さ 


text: 渋谷 潤一 


'94 年 10 月 。 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 (以下 「VF」) が “1 "か 
ら “2” へ と 進歩 を 遂げ た 。 いち 早く ジョ イ ポ リス で 、 「VF2』 
の ロケ テス ト 「 が 行なわ れ 、 ア ミュ ー ズ メン ト パ ー ク の 集 
客 効 果 を 上 げ て いた 。 「VF2」 に 群がっ て いる プレ イヤ ー 
の 中 に は 、 前 作 で 武 名 を 苗 か せ た ス ター プレ イヤ ー も い 
る 。 「VF1」 と の プレ イ 感 覚 の 微妙 な 違い に 戸惑い な が 
ら も 、 勝率 は いい よう だ 。 

'94 年 10 月 20 日 スー パー メガ ロ 筐 体 ^ に 収め られ た 
「VF2」 が 発売 され る 。 全国 の 大 規模 な ゲー ムセン ター に 
置か れ 、 そ の 最新 の 映像 の クオ リティ が 、 表現 能力 が 、 
人 々 に 感銘 を 与え る 。 アー ケー ド ゲ ー ム の スタ ンダ ー ド の 基 
準 が 、 こ の 日 、 塗り 替え られ た 。 

| VF1」 か ら 「VF2」 へ の 変更 点 。 そ れ は まず 、 全体 的 
に グラ フィ ッ ク の 向上 が 図ら れ た こと 、 キ ャ ラク ター が ふた 
り 増 え 、 選 択 可能 な ファ イタ ー が 10 人 と な っ た こと 。 まあ そ 
ん な 変化 は デモ シー ン を 見 れ ば 、 お 馴染 の キャ ラク ター に 
泥 じ つて 、 酔っ 払っ た じい さん が 床 に 寝そべっ た り 酒 を 飲ん 
だ り 、 手 先 を 夫 ん が ら か せ た 兄 ちゃ ん が スル スル と 滑る よ 
うに 動き 回 っ て いる の だ か ら 、 一 目 瞭 然 。「VF1」 と は 
異な る 質感 を 持つ 、 テ クス チャ ー マ ッ ピン グ され た ポリ ゴン 
の キャ ラク ター が 、 演舞“ し 、 闘う 。 背景 も 舞台 も より 写 
実 的 に より 精密 に な つて いる 。 も っ と も 、 グ ラフ ィ ッ ク が 前 作 
より も 級 密 に 精細 に な り 、 キャ ラク ター が 増え る な ん て こと 
は よく ある こと で 、 ヒッ トゲ ー ム が その 続編 を 出す 場合 、 大 
抵 こ うし た 容量 の 拡大 や 視覚 的 な 改善 が な され る も の だ 。 
メー カー 側 に し て みれ ば 、 ヒ ッ ト し た ゲー ム の 続編 ^ は 、 
前 作 の 人 気 が 高けれ ば 高い ほど それ な り の 人 気 を 見 込 
むこ と が で き 、 制作 前 か ら あ る 程度 の ヒ 小 が 約束 され て い 
る 。 言っ て みれ ば “安全 で 損 を し な い 商品 "と いう こと だ 。 
そう し た 現状 に 甘んじ て き て いた た め 、 こ れ ま で の いわ ゆ 
る 続編 も の は 、 は た し て それ が “2” と いう 、 冠 を か ぶせ る 
に 相応 し いも の な の か どう か 。 それ は 、“ バ ー ジ ョ ン 1.1” と 
か 、 改 訂 版 "と か 、 いう も の で は な い の か と 、 余 計 な こと を 
考え させ られ る 中 途 半端 な も の ば か り 。 それ な ら ば 、 いっ そ 
の こと ター ボ だ と か 、 ダッ シュ だ と か いう ほう が 、 潔く 男らしい 
と いう も の だ 。 


だ が IVF」 の “2” は 、 そ ん な 心配 は 微塵 も 必要 な い 
ほど 、 バッ チリ と “2” で あっ た 。 雑誌 な ど に 掲載 され た 静 
止 画 で は な く 、 俺 が 初め て 「2」 の 動画 と 音声 を 見 聞き し 


" 耳 ぐ = 正 王 "" = で ン テ 


た の は 、 『VF1」 の 最後 の 大 会 「 フフ イナ ル バ ト ル 」 の 予 


人 
選 が 頻繁 に 行なわ れ て いる 頃 の こと 。 予選 が 行なわ れ て つ テイ トナ USA 

こ を jp 口 琶 坦 ーー 『「 デ イト ナ USA』 で ピッ トイ ン し た こと が ある だ ろう か 。 テク ス 
いる ゲー ムセン ター で は 、 近 登場 の 「VF2 」 の ビデ オ が チャ ー マ ッ ピン グ さ れ た ピッ トク ルー が 登場 し 、 故障 車 の 破損 個 


デモ ンス トレ ーション と し て 流さ れ て いた 。 所 を 即座 に 修復 し て し くれ る の だ 。 実は ここ で 、『VF2]」 の キャ ラ 
クタ ー の た め の テ スト が 、 い くつ か 行なわ れ て いた 。 名 作 は 一 

夜 に し て な ら ず 。 前 作 、 前 々 作 の 技術 が 活き る 。 

'94 年 9 月 。! パッ と 見 た 瞬間 。「VF1」 と の その あま り I ーー 


に も か け 離 れ た 映像 の 質感 に 、 俺 は 面 食 ら っ た 。 も ちろ 
ん 「VF2」 は 「 デ イト ナ USA* で 使用 され た モデ ル 2 
と いう 基板 を 用 い 、 新 し く 追加 され た テク スチ ャ ー マ ッ 
ピン グ と いう 機能 に よっ て 、 より 写実 的 に 、 現 実 味 が 加え 
られ る と 知っ て いた と いう の に …。 

俺 の 想像 を 超え た も の が 、 そ こ に あっ た の だ 。 俺 の 想像 
を 超え た も の …。「 ポ ン 」 の コピ ー 時 代 か ら ゲー ム を や り 
狂い 、 学 校 さぼ っ て バイ ト し て 88 を 買い 、 何 時 間 も か け て 
プロ グラ ムコ ー ド を 打ち 込み 、 ア ー ケ ー ド ゲー ム の 基板 を 集 
め ま く り 、 買っ て きた は いい が 扉 か ら 入ら ず 、3 画 面 ボ ディ ー 
ソニ ッ ク 仕様 の 大 型 筐 体 を 家 の 外 で 腐ら せ 、 ま だ イン ター 
ネッ ルト と いう 言葉 も な く 広 域 ネ 人 トワーク な ど と 呼ば れ て いた 
頃 か の ら サ イ バ ー ス ペー ス に 没入 し 、 テ キス ト の "D"? に 
恐怖 し て いた この 俺 を …。 

瞬 帝 の 存在 感 、 そ し て それ が 動く 様 を 目の当たり に し た 
ら 、 予 選 大 会 の こと な ど 、 ど う で も よく な っ て し まっ た 。 も っ と 
も 、 新 宿 ジャ ッ キ ー や 池袋 サラ を は じ め 、 強豪 が 揃い 踏み 
し て た ん だ か ら 、 は じ め か ら 半 分 は あき ら め て いた の だ が 。 


まあ 、 そ ん な こと は どう で も いい 。 し か し 、 こ の 俺 様 の 想 
像 を 超え て 、 進歩 し た 「VF2」 !! な ぜ そ こま で 見 る 者 に 衝 
撃 を 与え た の か 。 それ は 、 マ イナ ー チ ェ ン ジ で も リニュ ー ア 
ル で も な く 、 ニュ ー リ ー メ イド で あり フル モデ ル チ ェ ンジ で 
あっ た か ら に 他 な ら な い 。 車 に 例え て 言え ば 、 基本 コン セ 
プ ト は その まま に 、 動力 性 能 の 根本 を な す 、 シ ャ ン 一 や 
エン ジン の 理論 が 変更 され 、 大 きく 飛躍 を 遂げ た と いう こ ーー 
と に な る 。 前 に 言っ た よう に 、 こ れ ま で の “2” と 称し た 続編 AA 
の 多く は 、 マ イナ ー チ ェ ン ジ で よし と し て いる も の ば か り 
だ っ た 。 ゆえ に 俺 は 、 続編 へ の 進歩 の 尺度 を | その 程度 
の も の 」 と 決め 込み 、 次 作 に あま り 期 待 せ ず に いた 。 だ が 
「VF2」 は 、 そ ん な 俺 の 既成 概念 の 男 囲 で し か 計れ な い 、 
陳腐 で 短い 物差し を へ し 折る 、 可 能 性 と いう 文字 が 描か 
れ た テク スチ ャ ー を ペタ リ と 張り 付け 、 そし て どこ まで も 伸び 
縮み する こと の で きる 粋 な メジ ャ ー を プレ ゼン ト し て くれ た 。 


陽 : 2 人 金塊: 14 体力 : 35(36〉 強 さ : 16(16) 守 信 : 4 経験 : 68 
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*/ 「MODEL2」 

CG ボ ー ド 「MODEL2」 は 、 毎 秒 30 万 ポリ ゴン 表現 の 3D グ 
ラフ ィ ッ クエ ンジ ン と 32 ビ ッ ト RISC CPU を 核 と し て 構成 さ 
れる 。 前 作 の 『VF1」 で 使用 され た 「MODEL1」 と 比較 し て 、 
後述 する テク スチ ャ ー マ ッ ピン グ 機 能 の 採用 を は じ め 、 様 々 な 
面 で 強化 が 図ら れ て いる 。 ち なみ に 「MODEL2」 が 初め て 
使用 され た ゲー ム は 、'94 年 3 月 発表 の 『 デ イト ナ USAl。 


"0 "9 “10 ポリ コン 、 テ クス チャ ー マ ッ ピン グ 、 画 像 取り 込み に つ し 
CG の 描画 方 法 の ひと つ で ある ポリ ゴン (写真 左上 ) を 解説 する に は 、『VF1』 を 思い 出 
も ら う の が 一 番 早い だ ろう 。 立体 の 表面 に 板 を 張り つけ た よう な 印象 を 受け る アレ 
個々 の 板 の 位置 や 向き は 一 定 の 計算 式 に 基づい て 決定 され る た め 、 物 体 を 移動 させ た り 2 
向き を 変え た り と いう の が 簡単 に で きる 。 た だ し 、 その 自由 度 や 速 さ は ハー ドウ ェ ア パ ワー 6 
に 左右 され る 。 『VF2」 や 『VF リミックス 』 で も 採用 され て いる テク スチ ャ ー マ ッ ピン グ ( 写 真 
右上 ) は 、 こ の ポリ ゴン を 構成 する 板 の 一 枚 一 枚 に 柄 を 貼っ て いく 手法 。 目 の 錯覚 を 利用 
し て 、 ポリ ゴン の カク カク を 目立た な くさ せる こと も で きる 。 計算 に よっ て 描画 を 行なう ポリ 
ゴン に 対し て 、 実際 の 映像 を デジ タル カメ ラ な ど で 取 り 込 み 、 コ ンピュータ 上 で 再現 する と 
の それ が 画像 取り 込み (写真 左下 ) だ 。 静止 画面 で は リア ル に 見 える が 、 
ニメーション 処理 され て いる た め に 動き が コマ 送り と な り 、 ぎこちなく 見 えて し まう と いう 
アル リット G 大 めい だ る ( 
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CG の 描画 方 法 の 実例 2 
ポリ ゴン 『 バ ー ジョ レー ンク PT 

テク スチ ャ ー マ ッ ピン グ 2 0 
画像 取り 込み 『 ク ー 2 
いずれ も アー ケー ド / セガ So 


ーー ま 11 セカ サタ ー ン 
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グラ フィ ックス エン ジン は 「MODEL1| か ら 「MODEL21|7 
へ と 変更 され 、 テ クス チャ ー マ ッ ピン グ "機能 を は じ め と 
し て その 表現 能力 は 大 きく 飛躍 し た 。 前 作 で ある 
「VF1」 は ポリ ゴン 処理 ? の 、 表 面 は つる っ と し て エッ ジ 
は カク カク と し た 表現 だ っ た 。 俺 と し て は これ は これ で 、 
“らしく”" と て も か っ こい いと 思う 。 だ が 、 ゲー ム や コン ピュ 
ー タ に あま り 詳 し く な く 、 CG と いえ ば | キャ リア ・ ガ ー ル ? 」 
と か が 言っ ちゃ う 隣 の ミ ヨ ち ゃ ん に 言わ せれ ば 、 段ボール 箱 
みた いな 服 着 た キャ ラク ター の どこ が リア ル な の か と いう 
こと に な る 。 |VF1 」 は 、 視 覚 的 な リア リティ ー で は な く 、 キ 
ャ フク ター の モー ンション か ら 伝 わっ て くる 感覚 的 な リア ル さ で 
勝負 し て いる と いう の に …。 

どう や ら 画像 取り 込み ! り し た キャ ラク ター の 方 が 凄い 
し 、 リ アル だ と 思っ て る らし い 。 薄っぺら な 世界 と 、 奥行 き 
の ある 世界 と いう こと の 違い が 分 か ら な い の か 、 な ん ら 気 

に も し て いな い 。 お そら くそ れ は モニ ター に 映し 出さ れる 動 
く イ メー ジ を 、 テ レビ に 対す る 時 と 同じ よう な 感覚 で 、 た だ 
受動 的 に 受け 止め て いる か ら だ 。 イン タラ クティ ビ テ ャ ィ イン 
ター フェ イス に 触れ 、 自 分 の 感覚 的 入出 力 を コン ピュ ー タ 
に 同化 させ て 初め て 得る こと が で きる リア ル さ 、 つ まり 自分 
か ら 能 動 的 に 関わ る こと で 、 モニ ター の 向こう 側 に 奥行 き 
の ある 世界 を 作り 出せ る と いう こと に 気づい て いな いら し 
い の だ 。 まさ に テレ ビ 的 感性 。 動く イメ ー ジ に 対し 、 テ レビ 
的 に 見 て 、 テ レビ 的 に 感情 移入 し 、 テ レビ 的 に 反応 ( 無 反 
応 ) す る 。 

だ が 、 そ ん な ミ ヨ ち ゃ ん も 「VF2」 の キャ ラク ター た ち を 前 
に し て は 、 素直 に "すっ ご ーー い " と 感激 の 声 を 洩 ら す 。 確か 
に |VF1 』 の 革新 的 と も ちい える シス テム の 偉大 さ は 、 分 か 
る 人 に し か 分 か ら な か っ た し 、 一 見 し た だ け で は 、 そ れ ま で 
の 格闘 ゲー ム か ら 飛 び 抜 けた リア ル さ 、 そ の 奥行 き の 深 さ 
が 分 か ら な か っ た 。 だ が 、「VF2」 は 、 目 で 見 た だ け で 、 誰 
で も その 内 に 秘め る すご さ を 容 易 に 想像 する こと が で き 
る 。 それ ほど 「VF2」 の グラ フィ ッ ク は 出来 が 良い 。 

か くい う 俺 も 「VF2」 の サラ を 初め て 見 た と き 、 ほん の 
少し 周 れ て し まっ た 。 横 に 並ん を だけ で 、 な ぜ か 照れ ちゃ や う 、 そ 
れ ぐ らい の 美人 に 出会っ た こと は 、 生ま れ て この か た 、 幾 
た び ぴか あっ た 。 その 幾 た び か の 一 度 が まさ か 、 バー チャ ファ 
イタ ー の サラ フラ と は …。 


'94 年 11 月 22 日 。 セ ガサ ター ン 「! の 発売 日 で ある 。 俺 


高 性 能 32 ビ ッ ト CPU|SH2 (28.6MHz,25MIPS) 」 を 2 基 


、 搭載 する ハイ パフ ォ ー マ ンス マシ ン 。 定価 34.800 貴 
(95 年 8 月 現在 )。『VF2』 の 移植 も 決定 し て いる 。 


mmmcm ニ mmmm コ = ィ 生 


の 周り で も 、 セ ガサ ター ン を 発売 日 と 同時 に 手 に 入れ 


大 
る と 、 鼻息 荒く 公言 し て いる 者 が 何人 か いた 。 も ちろ ん そ 1 の 人 な ケー ム プ レイ ヤー が 、 厚い 信頼 を 寄せ て 
、 二 いる 数 少な い 優 秀 な ブラ ンド ゲー ム メー カー、 ブ ラン ド 
れ は セガ サタ ー ン 本 体 と 同時 に 発売 され る セガ サタ ー ン OS の 
版 IVF」 を 一 刻 も 早く プレ イ し た い が た め だ 。 セガ サタ ー る の が 、AM2 研 で ある 。「 そ れい け ! ココ ロジ ー」 で は ンク 持 ーー 
ト o KN 軸 S だ ニ ジー 。 葬 
ン 版 「VF] は 、「 オリ ジ ナ ル の アー ケー ド 版 と 同様 の プレ 還 誠 人 N20MR 補 SAY が 人 そう 手 月 ド 、 80 
ー a4。 *12 .、 は 経っ て いな い が 、 多 く の フ レイ ヤー に と っ て は 、 す で に 定評 の ある 安心 の ブラ ンド 
感覚 を 再現 する ] と 、 AM2 研 “部 長 で ある 鈴木 裕 氏 に な っ て いる 。 また AM2 研 の すご いと ころ は 、 そ うし た 手前 勝手 な プレ イヤ ー の 期 
が 、 人 点 で 発言 し て いた ほど の 入魂 作 。 セ ガ 待 以 上 の 出来 で 、 作 品 を 創り 上 け 、 そ し て 次 々 と 発表 し 続け られ る だ け の スタ ミナ と 
外 発 力 と 底力 を 兼ね 備え て いる 点 だ 。 
サタ ー ン の キラ ー ア プリ ケー ショ ン と な る の だ か ら 力 Au sd 


を 注ぐ で の は 当然 と し て も 、 それ 以前 に セガ サタ ー ン ユー 
ザー 予備 軍 は 、「AM2 研 が 移植 する の な ら 間 違い な い 」 2 ー ォ 13 ュ っ 
、 まだ 見 ぬ そ の ぷり の 言 し て いた 。 の OcUi キラ ー ア プリ ケー ショ ン と は 
0 人 層 較 言え ば その ハー ドウ ェ ア に お ける 看板 
結果 、 移 植 “に 際 じ て の 、 グ ラフ ィ ッ ク や モー ショ ン の ク 1 2 


ソフ ト の こと で ある 。 | その ソフ ト が ある か ら 
オリ ティ 低下 は 、 ハー ドウ ェ エア パワ ー の 差 を 考え れ ば 、 いた こそ この ハー ド を | 、 と いう 購入 動機 を 生じ さ 


せ 、 他 の ハー ド を 脅かし 殺す 力 を 持つ アプ リ 


090IEMGGIN RIE ケー ショ ン の こと 。 セガ サタ ー ン 版 『VF] が ま 
要 な の は 、 ア ー ケ ー ド 版 と 寸分 違わ ぬ プ レイ 感覚 だ 。 そ れ 本 者 呈 呈 ) で に それ だ 。 任 天堂 の 次 世代 機 「 ウル トラ 
が 実現 され た セガ サタ ー: VF| 。 これ ほど 嬉し い 移 植 64」 で は 、 ドゥ ー ム 3』 が 予定 され て いる 。 画 

RM 導 面 は 全 世 界 で 数 千 万 合 と いう 、 過 去 最も 成 
は な いた だろ う 。 果 を 上 げた と 思わ れる キラ ー ア プリ ケー ショ 


ン ソ フト の 一 例 。 


さて 惹 で は セガ サタ ー ン 版 「VF」 の 話題 で 盛り 上 が っ 
て いた この 日 、 俺 の 部 屋 に は ニュ ー ア スト ロ シ テ ィ 2 筐 
体 の [VF2 1 が 、 到 着 し た 。 この 日 は 、 セ ガサ ター ン 版 
「VF」 の 発売 日 で あり 、 ニュ ー ア スト ロ シ テ ィ 2 筐 体 版 の 
[VF2」 の 発売 日 で も あっ た の だ 。 前 々 か ら 無 理 を 承知 で 、 
AM2 研 の パブ リ シ テ ィ セ クシ ョ ン の 黒川 文雄 氏 に 、 一 般 
販売 を し て いな いと ころ を 強引 に 買お うと 頼み 込ん で …。 
それ が 、 つい に 実現 し た の だ 。 

一 般 販 売 は し て いな い 「VF2」 だ が 、 ディ スト リ ビ ュ ー 
ター や オペ レー ター な ど を 通じ て 、 個人 購入 し た 者 も 多く 、 
俺 の 知人 で も 思い 浮か ぶ だ け で 、 7 人 も いる 。 アー ケー ド 
ゲー ム の 中 古 基板 を 安価 に 購入 し て 、 自宅 で 楽し む マ ニ 
ア は これ まで 存在 し た 。 だ が 一 部 の わが まま な 金持ち を 
除い て 、 筐 体 ご と 新品 (定価 95 万 円 も する ) を 購入 する 者 
が 、 し か も 景気 の 悪い この 時 期 、 こ れ ほ どの 数 で 現れ た 
こと が ある だ ろう か 。 も ちろ ん 、 な い 。 「VF1」 で 、 何 十 万 円 
と いう 金 を 注ぎ 込み 、 こ れ は 買っ た 方 が 早い と 感じ させ 、 
さら に 「2」 の 揺るぎない 完成 度 と 可能 性 を 感じ と り 、 彼ら 
を 一 見 無謀 と も いえ る 行為 に 走ら せる ( 俺 も そう だ し )。? 


筐 体 が 家 に ある 。 「VF2」 上 達 の た め に これ ほど よい こ 
と は な い 、 誰 も が そう 思う だ ろう 。 誰 よ り も 長い 時 間 を か 


*15 ニュ ー ア スト ロ シ テ ィ ら 

外形 寸法 (mm)750(W)X905(D)X1445(H) 
重量 93kg AC100V 140W スー パー メガ ロ 筐 
体 よ り も 発売 日 が 遅れ る こと 1 カ月 、 普 及 タ イ 
プ の 対戦 筐 体 と し て 販売 。 スピ ー カ ー 部 が 
新設 計 と な り 、 音質 面 で の 改善 が 見 られ る 。 
定価 95 万 円 。 一 般 販 売 は し て いな い 。 
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1 1122 。 セガ サ ターン を 先行 予約 し 、 購 入 し た リア ル タ イム ユー ザー が 、“]1.22” と 年 月 
を 入力 し 、 イ ニシ ャ ライ ズ し 、 意 気 揚 々 と 『VF1」 を プレ イ し よう と し て いる 時 、 俺 は 『VF2 1 
の IMODEL2 | の ソフ トウ ェ ア デ ィ ッ プス イッ チ の IDRINK| を ON に 設定 し て いた ……。 と い 
う の は 、 ちょ っ と 違っ て 、 実 は ドア 付近 の 柱 が じゃ まし て 、 部屋 に 搬入 し た の は 、 翌日 。 ピア ノ 
運搬 業者 を 呼ん で 、 ク レー ン で 吊っ て 窓 か ら 運 び 入 れ て も ら っ た の だ 。 借金 し て まで 買っ た 
IV F2。 玄関 の 前 に 置か れ た 半日 の 長かっ た こと し か り だ 。 


OOKKE き ぎ P) 内 GO W プ タ 
り ま 有朋 NE DAT な 


りき RGRR 
HHV CH 用 用 ! 朋 K 拉 朋 


難 種 設定 スイ ッ チ に つい て 
ひと 昔 前 の アー ケー ド ゲ ー ム は 、 基板 上 に 設け られ た いく つか の スラ イド スイ ッ チ の オ 
ン オ フ の 組み 合わ せ で 、 ゲ ー ム の 難易 度 や コイ ン 数 な ど 各 種 設定 を 行っ て いた 。 最近 で 
は 画面 上 で イニ シャ ライ ズ し た り 、 各 種 設定 を 変更 する こと が で きる 。 「VF2」 で は 何 本 先 
取 制 に する だ と か 、 台 の 大 き さ 、 ダ メー ジ の 度合 いな ど 多 岐 に わた り 設 定 可 能 。 ち な み 
に 「DRINKION と いう の は 、 瞬 帝 の 飲酒 に に よる パワ ー ア ッ プ を 可能 に し た と いう こと 。 こ 
れ が オフ だ と 、 瞬 和 帝 に いく ら 酒 を 飲ま せ て も 一 NON また IVR2UNICS、 欠 じ 
ジッ ト 数 、 稼 動 時 間 は も ちろ ん 、 対 戦 ダ イア グラ ム も デー タ と し て 記録 され る 。 こ れ に よ 
り 、 ど の キャ ラク ター が どの キャ ラク ター に どれ ほど 勝っ て いる の か 、 負 け て いる の か 、 
その パー セン テー ジ は グラ フ と し て 表示 され 、 一 目 瞭 然 と な る 。 


開発 環境 に つい て 
某 月 某 日 。AM 2 研 へ 訪問 する と 、 シリ 
コン グラ フィ ックス 社 の 新型 モデ ル で あ 
る グラ フィ ッ ク ワ ー ク ステ ーション 『 イ ン 
テディ <] (写真 上 ) が 無造作 に 部 屋 の 端 に 
置い て あっ た 。 それ も 何 十 台 と 山積 み 
に な っ て ! マシ ン 自 体 も 相当 高価 だ 
が 、 開発 用 ソフ トウ ェ ア も それ に 負け な 
いく らい の 代物 を 複数 用 いて いる は ず 。 
そう 考え た ら 、 ク ラッ と し て きた 。 AM 2 研 
パブ リ シ テ ィ セ クシ ョ ン の 中 島 靖 支 氏 
に よれ ば 、 新 入社 員 ひ と り ひ と り に 渡 
す た め に 片っ端 か ら イ ニシ ャ ライ ズ し て 
いる 最 中 と の こと 。 さす が は セガ 、 さ す 
が は AM 2 研 と いっ た と ころ か 。 ちな み 
に セカ で は 、 ア ー ケ ー ド ゲー ム も セ も ガサ 
ググ: キン リ 有人 の の お ルン シク グラ ウツ の 
ス 社 の マシ ン で 開発 し て いる と いう 。 現 
在 の 主 カ 機種 は 『 イ ン デ ィ 』 、 場合 に よ | 
っ て は 『 オ ニキ ス 』 と いう 大 型 コ ン ピ ュ ー | 
タ を 使用 する こと も 。 グラ フィ ッ ク ツ ー ル | 
は マイ クロ ソフ ト 社 製 の 『SOFT IMAGE』 
(写真 下 ) が 主流 と な っ て いる 。 普通 、 メ 
ー カ ー の 開発 環境 と いう の は ベー ル に 
包ま れ て いる も の だ が 、 こ の 日 の 取材 で 
その 片鱗 を 垣間見 る こと が で きた 。 


け て 遊び 、 練習 し 、 攻略 する こと が で きる の だ か ら 。 だ が 、 
実際 に は 思い が け な い 落と し 穴 が 隠れ て いた 。 筐 体 を 家 
に 招き 入れ 、 1 万 回 を は る か に 越え て プレ イ し た 、 こ の 俺 
が 言う 。 筐 体 が 家 に ある と いう こと は 、 長い 目 で 見 る と 、 実 
は 良く な いこ と な の だ と 。 

は じ め の うち は 、 技 の 練習 を し た り い ろ い ろ な 実験 を 
行っ た り で きる の で 、 急激 に 上 手 く な っ て いく 。 だ が 、 し ば 
らく する と 、 か な り バ リエ ーション に 富ん だ 来客 者 (対戦 者 ) 
が ひっ きり な し に 来訪 する に も 関わ ら ず 、 腕 の 上 達 は 横 遣 
い 状 態 に な つて し まう 。 や は り 、 不 特定 多数 の 人 間 と 対戦 
する と いう 点 で は 、 ゲ ー ム セン ター に 遠く 及ば な い 。 結局 
は 、 井 の 中 の 星 で 、 対戦 も マン ネリ 化し て し まう の だ 。 そし 
て 、 これ まで 有利 で ある と 思わ れ た [| 無料 で 何 度 で も る でき 
る 」 と いう 利点 が 、 こ こ で 逆 に 足 を 引っ 張っ ぱる こと に な る 。 
ゲー ムセン ター で は 、100 円 な り 200 円 な り の コイ ン を 投 
入 し て 対戦 する 。 だ が 、 家 に 帰れ ば 、 い っ た ん ソフ ト を 購 
入 し て し まう と 時 間 の 許す 限り 繰り 返し プレ イ で きる コン 
ン ュ ー マ ー 機 と 同じ 感覚 で 「VF2」 が 遊べ る 。 そう な る と 、 プ 
レイ する 度 に お 金 を 払う の が 、 ほ ん の 少し だ けい や に な る 。 

さら に 家 の 中 で プレ イ し て も 、 金 を 払っ て な い の で 、 い 
まい ち 真 剣 に な れ な い 。 そこ で 考え た の が 、 な に が し か の 
金品 を 賭け て の 対戦 。 緊張 感 の 度合 い が 変 わり 、 お 互 
い 目 が 血 走る ほど に 真剣 に な る 。 短期 間 で 異常 な まで に 
急速 に テク ニッ ク が 上 達し て いく 。 だ が 、 や は り 罠 が 待っ て 
いた 。 今度 は 、 本 番 と も いえ る ゲー ムセン ター で の 対戦 に 
お いて 、 真剣 に な れ な く な っ て し まう 。 家 で の 対戦 で も 、 勝 
敗 に 固執 する あま り 、 な り ふ り 構 わ ず 勝 ち に いく よう に な る 。 
精神 も 技術 も 停滞 、 そ し て つい に は ゲー ム の 本 質 を 見 失 
いか ける と ころ まで きた 。 

俺 は 、 筐 体 を 手放し た 。 自分 に 対す る 戒め も 含め て …。 
俺 は 宣言 する 。 「VF3」 で は 完全 スト リー ト 復活 だ ! 


プレ イヤ ー に と っ て 、 バー チャ ロイ ド に と っ て 、 最も 重要 な 
I VF2」 に お ける 変更 点 は 何 か 。 それ は 、 「VF1」 が 30 分 の 
1 秒 刻 み の 世 界 で あっ た の に 対し 、「VF2]」 で は その 倍 、 
60 分 の 1 の 秒 刻 み の よ りき め の 細 か い 世 界 に な っ た と い 
うこ と だ 。 映像 出力 方 式 は 前 作 同 様 、 NTSC 水 平 同期 
24KHz の ミディ アム レゾ リュ ーション で ある も の の 、 秒 30 
コマ の アニ メー ショ ン か ら 秒 60 コマ の アニ メー ショ ン と な り 、 
キャ ラク ター の 動き は 、 より スム ー ス に 自然 に "な っ た 。 


その た め 相 手 の 動 き や 、 キ ャ ラク ター の モー ショ ン を 見 て か 
ら 繰り 出し て も 間に合う 攻撃 も いく つか ある 。 

し か し 、 バー チャ ファ イタ ー 格 闘 家 と も いえ る 上 級 プ レ 
イヤ ー た ち は 、 そ の よう な 場合 の 反撃 技 は 、 す で に 体 で 覚 


えて いる こと で あり 、 100 パ ー セ ント それ に 反応 し 対処 する 。 


そん な こと は 上 級 プ レイ ヤー 同士 に と っ つて は も は や 当たり 
前 の こと で 、 1 本 が 30 秒 と いう 時 間 の 大 部 分 に お いて 、 そ 
うし た 見 た 目 の 動 き を 越え て 闘 つ て いる の だ 。 

技 を 繰り 出し た と き 、 一 連 の モー ショ ン が 途切れ る まで 、 


次 の 行動 に は 移 れ な い 。 その 硬化 時 間 が 切れ る 、" 瞬間 "。 


いう な れ ば |「VF2」 で は 、 そ の "瞬間 " が 、 2 分 の 1 に 収縮 
され た の た だ 。 
ある 間合い か ら 、 行 動か ら 、 攻 撃 に 転じ る 。 か わす 。 


一 歩 引 く 。 ジャ ンプ する 。 ガー ド す る 。 立ち 尽く す 。 上 級 プ 


レイ ヤー は 、 そ の “一 瞬 " に レバ パー と ボタ ン を 通じ 、 次 に な す 
べき こと を 叩き 込む 。 硬化 時 間 か ら 解 放さ れ た 、 す べ て の 
瞬間 、 瞬 間 に 、 勝 負 の 駆け 引き を 賭し て いる 者 に と っ て 、 
その 瞬間 の ひと 粒 の 細か さ 、 単位 は と て も 重要 な こと で 
ある 。 これ まで 、 上 級 プ レイ ヤー 同士 の 闘い で は 、 30 分 の 
1 秒 単 位 で 、 技 が 決ま る 決ま ら な い の せ め ぎ 合い を し て い 
た 。 そし て 30 分 の 1 秒 と いう 刺 著 の ひと 粒 を ハイ レベ ル の 
闘い の 中 、 瞬 間 的 に 感じ と り 、 素晴らし く 高 揚 し た 領域 に 


一 瞬 で も 己 が 立っ た こと を 実感 し 、 感動 し て いた の だ が …。 


これ か ら は 、 60 分 の 1 秒 単 位 の 粒子 で 時 は 流れ る 。 
30 分 の 1 秒 を 実感 する こと は 、 す で に 常人 の 域 で は な い 。 
それ が 60 分 の 1 秒 と も な れ ば 、 さ ら に 困難 な こと で あろ う 。 
だ が 、 そ うし た 環境 が 存在 し 、 弱肉強食 の 理 に 従う な ら ば 、 
そこ に 生息 する 生物 は 、 生き る た め 順 応 し て いく 。 

利 那 。 一 説 に 一 弾 指 ( 指 で は じ く 短い 時 間 ) の あい だ 
に 65 和 那 ある と いう 。 一 弾 指 が 65 利 那 。 一 秒間 が 60 フ 
レー ム 。 よう や く 人 類 は 、 利 那 の 単位 の 世界 で ゲー ム を 楽 
し み は じ め 、 刺 那 の 数 珠 の ひと 粒 の せめ ぎ 合 い の 中 、 そ 
の ひと 粒 を 確か な 実感 と し て 、 握り 締め よう と し て いる 。 


* 1/ モー ショ ン キ ャ プチ ャ ー の 威力 

人 間 の 動き を リアル タイ ム で 、 コ ンピュータ 上 に シミ ュ 
レー ト す る 装置 。 当然 の こと だ が 、 前 作 で 使用 し た シ 
ステ ム に 改良 が 加え られ て いる 。 詳細 は 、 機 密 事 項 と い 
うこ と で 明らか に は され な か っ た が 、 人 間 の 動き を 捕捉 
する カメ ラ の 台数 が 増え 、 さ ら に 各 関 節 に 張り 付け ら 
れ た マー キン グ の 数 も 増加 し て いる と 思わ れる 。 


Fear DS STEASI S 
(CR っ DP コーナ cry7jeae さ ? 


前 作 の ボツ キャ ラク ター が 今回 よう や く 日 の 目 を 

見 る こと に 。 当初 、 主 人 公 (左上 )。 は アキ ラ で は 

な く ジ ャ ッ キ ー だ っ た 。 大 和 ( 中 央 ) は 柔道 家 と い 

う 設定 。『VF」 で の 和 柔道 と いう の も 面白 そう だ 。 

シバ (中 下 ) は 「MODEL1」 の メモ リ 内 に 存在 する 

が 、 表示 ルー チン は 削除 され て いる 。 制作 途中 の 

_ ジャッ キー( 右 上 ) と ウル フ ( 右 下 )。 案外 格好 よく ま 

_ と まっ て いる 。 モニ ター 上 で 初め て 動く 『VF』 ( 左 
AND 生み た cyAtr4P KA 


68 


"KENJI" 1993 new charactor 


は ムダ 79 


(日 ) 


15) <f/ ん 21 い リク 


| 上 AckiE 上 WOLF_ 


015 


7995. 3. 22. 23:0 の 新宿 2 丁目 CLUB AUTOMATIX に て 


Derrick May 


人 @ 1963 年 生ま れ 氏 DJ、 ミ ュー ジ シ ャ ン 


アメ リカ 、 デトロイト 生ま れ 。 子供 の 頃 は クラ フト ワー ク や YM0 に 影響 を 受け た 


ト ・ テ クノ の 創設 


高校 時 代 に デ ト ロ イ 


ホアン ・ ア トキ ンス と 出会い 、 テ クノ へ の 道 を 歩み 始め る 。 86 年 か ら 自身 の レー ベル 
TRANSMAT を 開始 、 HHYTHIM IS RYTHIM 名 義 で "STRINGS OF LIFE" 


、IT IS WHAT IT IS、 


THE_ BEGINNING な どの 名 作 を 発表 し 、'90 年 頃 ま で デトロイト テク ノ の 中 心 人 物 と し て 活躍 し た 。 
その 後 は 、 ミュ ー ジ シャ ン と し て の 活動 は 中 断 、 D J と し て 世界 各地 で プレ イ し て いる が 、 その 軍 作 さと オ 
リ ジ ナ リティ あふ れる DJ プレ イ に よっ て 、 テ クノ ・ フ ァ ン の 間 で は 神格 化 さ えさ れ て いる 。 今年 、 約 5 年 点 
り の 自分 の 作品 を 、 ベル ギー の RS&SS レ コー ド か ら リ リー ス す る 予定 。 

代表 作 『Classics} (ソニ ー レ コー ズ 、 95 年 夏 発売 予定 ) 通訳 : づ プロフィール 作成 : KEN=G0 (ELE-KING) 


ボ ポニー テー ル の 女の子 ……。 サ ラ は ゲー ム の 中 で 、 
昔 の ブル ー ス ・ リ ー の よう に 見 えた よ 。 彼女 を 見 
た 時 、 す ご い 衝 撃 ……、 そ うま る で 、 突然 恋 に 
洛 ち ゃ っ た ぐら い の 衝 撃 を 受け た よ 。 好き だ ね 。 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 を ロン ドン で 初め て 見 た 時 、 
| これ は すご い ]」 と 直感 し た 。 アー ティ ステ ィ ッ ク で 
クリ エイ ティ ブ だ 。 格闘 も の と し て は 初め て 、 数 百 
回 も や っ た ん じゃ な いか っ て いう くら い 、 そ りゃ 


も う 、 や っ て る ぜ 。 普段 好き な ゲー ム は 、『NBA 
JAMI! 
…… い デトロイト は 、 法律 で ゲー ムセン ター 自 体 が 


禁止 きれ て いる ん だ 。 大 き な ゲ ー セ ン で 、 ド ラッ グ 
な ん か の 取り 引き が 行なわ れる か ら 、 な ん だ っ 
て よ 。 まっ た く バ カ げ て る 法律 だ ぜ 。 


[スタ ー ゲ イト 」 と か 「 ジ ャ ウゥ スト 」 の 頃 ('80 年 代 当 
初 ) に は 、 ゲー セン は まだ あっ た ん だ けど な 。 こ 
れ っ て 、 知っ て る ? そう 、 いい ゲー ム だ 。 最高 の 
ゲー ム だ と 思う 。 「 ロ ボ ト ロ ン 」 と か ね 。 最近 の 
ゲー ム は 確か に いい ん だ けど 、 や っ て て 退屈 に 
な る と き が ある 。 「 ス ター ゲイ ト 』 (ウィ リア ムズ 社 
| ディ フェ ンダ ー』 の 続編 ) の 新しい バー ジョ ン 、 
凡 っ て ほし いと 思わ な いか ? 


ビデ オ ゲ ー ム 自体 好き だ し 、 遊ぶ の も すご く 好 
きだ 。 も ちろ ん 、 テクノロジー 的 側面 も 好き だ け 
ど 、 基本 的 に は 、 楽し むために ゲー ム を や っ て 


る 。 精神 的 な チャ レン ジ だ と 思っ て や っ て る ん だ 。 


と て も 簡単 な こと さ 。 (と プロ ジェ クタ ー に 映る 「 デ 
イト ナ USA」 を 指し て ) 見 て みな よ 、 車 と か バイ 
ク で 200km/h 出し て 走る あな ん て いう の は 、 現 
実 世界 で は ほとん どの 人 が や る こと が で き な 
い 。 た くさ ん の 人 が 持っ て いる 夢 や ファ ンタ ジー、 

を 唯一 体験 で きる の が 、 ゲー ム の 中 の 世 
界 な ん だ 。 だ か ら 、 そ こ に 上 魅 か れる ん だ と 思う 。 
それ が 、 より リ アル に な れ ば いい ね 。 


た だ 、 ゲー ム の 音楽 は どれ も あま り 良 く な い 。 
ゲー ム に マッ チレ し た 音楽 で 、 ステ ー ジ ご と に ドラ 
マテ ィ ッ ク に 変わ っ て いっ て 、 も っ と チャ レン ジ 精 
神 や モチ ベー ショ ン を 続か せる べき だ 。 セガ や 
ニン テン ドー か ら 依 頼 が あれ ば 、 巡 ん で 作る よ 。 


僕 の 音楽 を 聴く 人 は 、 例 えば 、(「『 デ イト ナ USAJ 
を 指し て ) こ の ゲー ム を や る に し て も 、 音 を 消し て 
と うい う 音 楽 が 流れ て いる か 、 想像 で きる 人 な 
ん だ と 思う 。 基本 的 に 、 つ ま ら な い 人 は つま ら 
な い ゲ ー ム を や る も ん だ よ 。 

すご く お か し な こと だ けど 、 ゲー ム の 常用 性 に 


湧 れ て し まっ て いる 人 が いる 。 まあ 、 みん な そう 


だ と 思う し 、 僕 自身 も そう だ けど 。 ゲー ム の サブ 


リ ミ ナ ル 効 果 と か 刷り 込み 効果 と か 、 そ うい う 
も の じゃ な く て 、 単に ゲー ム に 人 入れ 込ん で し まっ 
て 、 ゲー ム そ の も の が 生活 みた い に な っ て し まっ 
て る ん だ 。 も っ と 遠く に 、 も っ と うま く 、 っ て いう よ 
うな 感じ に 。 変 な 話 だ けど 、 自 分 自身 が ゲー ム 
に な っ て し まっ て いる よう に さえ 、 思う ん だ よね 。 


だ けど 今 の ゲー ム に も 、 が っ か りさ せら れる こと 
が 結構 ある ん だ 。 な ぜ か っ て 言う と 、 チ ャ レン ジ 
の 要素 が すご く 減 っ て いて 。 人 間 的 要素 …… 6 
ゲー ム に は 、 そ の 人 が 負け て 悔し い 思 い を し て 、 
| じゃ あ 、 明 日 こそ は も っ と うま く な っ て や る 」 っ て 
いう 要素 が な いと ダメ だ と 思う ん だ けど 、 そ うい 
う 要 素 が 欠落 し て いる も の が 、 結構 ある よね 。 
あま り に テク ノロ ジー ば か り に 走り すぎ て いる も 
の と か 。 その 辺 の 部 分 が うま く で き て いな いも 
の が 多い ん じゃ な いか な 。 


人 間 性 だ と 思う よ 。 音楽 に 関し て も そう な ん だ 
けど 、 人 間 性 。 人 間 と 機械 の 融合 が すご く 大 事 
だ と 、 いつ も 思っ て る 。 バー チャ シリ ー ズ や 『 バ ー 
チャ ファ イタ ー」 は 、 自分 が キャ ラク ター を 手足 の 
よう に 操れる 点 が いい 。 見 た 目 と か 操作 性 と 
いう イン ター フェ イス が 、 ゲー ム に と っ て は 重要 だ 、 
と 僕 は 思う 。 


バー チャ ルリ アリ ティ で は 、 バカ げた ゴー グル を 
被る の が ある よね 。 モン サー 付 の デー タグ ロー ブ 
だ と か 。 あれ は すご い ア イデ ィ ア で は ある けど 、 
そう いう 機器 を 使う も の と は 違っ て 、 人 間 と い 
う 要 素 が 入っ て くれ ば いい と 思う 。 それ が どん 
な 形 に な る か は 分 か ら な い 。 だ けど 、 テ クノ ロ 
ジー を 使っ て 人 間 性 を 表現 する こと は 、 も っ と 
可能 な ん じゃ な いか な 。 


現 実っ て いう の は 、 朝 日 の 中 で 目 覚め て 、 新 
鮮 な 空気 を 吸っ て 、 お いし い 水 を 口 に 含ん で う 
が い を する みた いな も の だ ね 。 バー チャ ルリ ア 
リティ ー は 、「 ワ イル ド パ ー ム ズ 」 っ て いう 映画 が 
あっ た けど 、 そ れ み た い に 、 有 眼鏡 を か け で て まっ 
た く < 違う 自分 だ け の 世界 に 行け る よう な も の 。 


現実 は 逃げ ば られ な いも の だ し 、 ゲー ム に は な 
り 得 な いも の だ か ら 、 現実 と た バー チャ ルリ アリ 

ー は 絶対 的 に 異な る も の だ 。 そこ に 逃避 し 
よう する 人 も いっ ぱい いる ん だ ろう けど 。 ファ ン 
タ ジ ー と いう も の は 、 自 分 の 現実 と 違っ た 人 生 
を 歩む よう な も の だ か ら 。 だ か ら 今 で も ドラ ッ グ 
が ある ん だ 。 で も 、 人 間 は ファ ンタ ジー だ け で は 
生き て いけ な いか ら ね 。 


トチ ャ ファ イタ ラーゼ ブ に 呈 ー 


何 か を 成し遂げ た 時 、 そ れ が 僕 に と っ て は 重 
要 だ けど 、 大 き な 変 化 の 一 部 に な れ た 時 と か 、 
目 分 が その 変化 の 助け に な っ た っ て 思え た 時 、 
それ が 一 番 幸 福 だ し 、 エク スタ シー で あり 、 至 
昌 の 時 だ 。 


山 ほど 出回っ て る クソ みた いな ゲー ム を プレ イ す 
る 人 は 、 ク ソ み た いな 音楽 を 聴か る きれ て いる 。 
音 の ゲー ム で いい も の も 、 ア メリ カ で は 全然 売 
れ て いな い 。 どん な に いい 物 で も 、 売れ な いっ 
て いう の は 、 本物 が 分 か る 人 が 、 実は 少な い 
か ら な ん だ 。 …… 音楽 と ゲー ム は ある 意味 で 同 
じ 、 ひと つ な ん だ よ 。 


自分 自身 の 人 生 を 生き る こと っ て いう の は すご 
く 大 切 で 、 そ れ に は いろ ん な こと を 経験 し て 自 
分 の 可能 性 を 試す と いう こと が 重要 な ん だ 。 そ 
の 人 の 人 生 を 良く する 、 楽し くす る も の は 、 た っ 
だ た ひと つ し か な いわ け じ ゃ な い 。 それ は 今日 聴 
く 音 楽 か も あし れ な いし 、 明 日 飛行 船 に 乗る こ 
と か も し れ な い 。 2 お 


シリ アス (上 真剣) に な る た め に シリ アス (深刻 ) に な 
る 必要 は な い 。 以前 、 テ クノ を 作っ た 人 間 、 開 
拓 者 と し て 、 あま り に も そう や っ て シリ アス に 生き 
て きた 。 だ けど ある 時 、 巡っ て くる すべ て の 可能 
性 に 対し て 自分 を 開い て 、 オ プティ ミス ティ ッ ク 
(楽観 的 ) に 、 オー プン マイ ンド に 生き る よう に と 、 
自分 を 変え た その 上 間 か ら 、 す ご く 生 き て る 実 
感 を 感じ る よう に な っ た 。 楽に な っ た し 、 より 多 
く の こ と を 学べ る よう に な っ た 。 


自分 自身 の 夢 じ ゃ な く て 、 誰か の 心 の 中 と か 、 
定 屋 の 中 で 生き る こと 、 そ れ が 死 だ 。 生き る 癌 
びと は 全く 逆 の 、“ リ ビン グ ・ デ ス ”" (生き な が ら 
に し て 死ん で いる ) の よう な も の だ ね 。 僕 に 言わ 
せれ ば 、“ 他 人 の 心 の 中 や 夢 の 中 で 生き る こ 
と "。 それ が 死 の すべ て さ 。 それ 以上 で も 、 そ れ 
以下 で も な い 。 自 分 自身 の 夢 を 見 ず に は 、 僕 
は 何 も 出 来 な いん だ 。 


ner 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 に お ける 間合い と 、 音 
楽 の リズ ム の 共通 点 。 今 は 答え られ な いけ ど 、 
これ は お も し ろ い 問題 だ と 思う 。 も し か し た ら 僕 
は 、 音 楽 を 作る こと に よっ て その 答え が 見 える 
か も し れ な い 。 ゲー ム も た だ お 人 金 を 入れ れ ば 始 
まる と いっ た も の じゃ な く て 、 も っ と 素 晴 し いも 
の に な り 得 る か も し れ な い 答 え が ね 。 


構成 : 渋谷 洋一 


*] ポリ ゴン ジャ ン キ ー 

テク ノ と 言え ば コン ピュ ー タ 、 コ ンピュータ 
者 ス は ビデ オグ ゲー か ら は クラ ク ウ とら 
ムセン ター が 一 緒 に な っ て も 不思議 で は な 
い 。 と 言っ た 感じ で 、 ワ ン ナ イト の クラ ブ 
色 の 農 い イベ ント が 994 年 7 月 20 日 、 川 崎 ク 
ラブ チッ タ で 開催 され た 。 ス ペー スシ ャ ワ 
ーTV デ ィ レ クタ ー の HAL を 中 心 と し 、 セ 
ガ の バッ クア ッ プ も あっ て 、 イ ベン ト は 成 
功 。 DJ に 佐藤 大 、 VJ に 野沢 現 。 VJ( ビ 
デオ ジョ ッ キ ー) と は 聞き 慣れ な いか も 知れ 
が 0 が テクノ / の イベ ント に ほこ うし た に 
ジュ アル 的 要素 が 必要 不可 欠 。 音 を 見 て 、 
絵 を 聴き 、 心 で 感じ る の だ 。 フ ライ ヤー 制 


作 は 松本 弦 人 。 俺 も 企画 と し て 参加 し た が 、 


ほとん ど 何 も や っ て いな い 。 た だ 、 HAL と 
ゲー セン 帰り に 「 こ うし た も の を 俺 た ち 
で や り た いね 」 と 言っ た こと が きっ か け と 
な っ た の だ け は 確か だ 。 


* 各種 大 会 に つい て 

『VFl の 対戦 大 会 と 言っ て も 、 セ ガ 主 催 の 全国 規模 の も の か ら 、 街 の ゲー セン レベ ル ま で 、 多 種 
多様 。 も ちろ ん その 規模 に よっ て 、 栄誉 の 大 き さ が 変わ っ て くる 。 セガ 主催 の 全国 大 会 は 、 ま 
ず 地 区 予選 を 各地 の ゲー ムセン ター で 開き 、 優 勝者 を 選出 。 次 に 関東 、 東 北 な ど 地域 の 中 の 
優勝 者 を 選出 。 そし て セガ 本 社 で 、 まさ に 全国 レベ ル の 決勝 戦 が 行わ れ 、 日 本 一 、 い や 世界 
ー の バー チャ ファ イタ ー 格 闘 家 を 決定 する 。 そこで 得 た 賞状 は 、 街 の ゲー セン レベ ル の 賞状 何 
百 枚 、 い や 何 千 枚 の 価値 に な る だ ろう か 。 また 話題 づく り と 宣伝 の た め に 、 ゲー ム 専 門 誌 や ー 
般 誌 の 関係 者 を 集め た 雑誌 社 対抗 大 会 も よく 行なわ れる 。 下 の 賞状 は 、 そ の 年 の 『VFI 推進 
に 大 きく 貢献 し た 人 物 へ 、 セ ガ か ら 特 別に 贈ら れ た も の 。 "94 年度 の マン ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤー は 、 新 
宿 ジャ ッ キ ー、 池 袋 サ ラ 、 そし て この 俺 、 渋 谷 洋一 の 3 人 。 今年 は 新風 が 吹き 荒れ た 。 受賞 者 
は も う 決 まっ て いる と は 思う が 、 師走 の 楽し み と し て お こう 。 
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text: 渋谷 潤一 


1995 年 3 月 30 日 。 渋 谷 の ライ ブ ハ ウ ス で 、「VF2」 を 中 心 
と し た 最新 の ポリ ゴン ゲー ム と テク ノミ ュー ジッ ク を 融合 し 
た イベ ント 、 [ポリ ゴン ジャ ン キ ー2 1 「 が 雨 の 降る 中 、 
真っ 昼間 か ら 開 催さ れ た 。 前 回 の [ポリ ゴン ジャ ン キ ー| 
は 、 ク ラブ 色 の 濃い 朝 5 時 まで の ワン ナイ トイ ベン ト だ っ た 
が 、 今 回 は アル コー ル 類 の 販売 も な く 、 健 全 な イメ ー ジ で 
全体 が 覆 わ れ て いた 。 会 場内 の 大 型 ス クリ ー ン に は 、VJ 
に よる ビデ オ 映 像 や 「 MODEL3」 を 想定 し た 試作 段階 の 
シュ ー テ ィング ゲー ム の デモ ンス トレ ーション が 映 され 、 佐 
藤 大 を 中 心 と し た DJ に よる テク ノミ ュー ジッ ク が 途切れ な 
く 流さ れ て いる 。 ゲー ム を する 者 と 踊る 者 が ご ちゃ 混ぜ に 
な っ た 光景 は 一 種 異 様 で あっ た 。 だ が 異様 と 感じ る 軽い 
拒絶 反応 は 、 新 し いこ と や も の に 出会っ た 時 の 、 挨拶 の 
よう な も の 。 同年 6 月 17 日 に は 、 や は り 渋 谷 に 於 いて | ボ 
リ ゴ ン ジャ ン キ ー ス ペ シ ャ ル 」 も 開催 され 、 定 期 的 な イ 
ベン ト へ と 成長 し つつ ある 。 俺 自身 | ポリ ゴン ジャ ン キ ー 
1」 企 画 立案 者 の ひと りな の で 、 今後 の 展開 を 見 守っ て い 
さ た いと 思っ て いる 。 


IVF」 は 対人 格闘 ゲー ム で ある が ゆえ 、 街 の ゲー セン レ 
ベル か ら セ ガ 主 催 の 大 規模 な も の まで 、 多種 多様 な 大 
会 が 全国 各地 で 頻繁 に 行なわ れ て いる 。「VF2] 発 表 
時 に は 、「 フ ァ イ ナ ル バ ト ル | と 題し た セガ 主催 の 全国 大 
会 予選 が は じ ま り 、1995 年 6 月 12 日 に は 、 ハ イレ ベル な 
地区 予選 を 勝ち 抜い た 数 十 人 の 強豪 に よる 決勝 戦 が セ 
ガ 本 社 で 行なわ れ た 。 そし て 優勝 者 ( 柏 ジ ェ フ リー) に は 、 
な ん と ニュ ー ア スト ロン シテ ィ 人 筐 体 の 「VF2」 が 賞品 と し て 授 
与 さ れ た 。 この 時 、 女性 同士 の レデ ィ ー ス 大 会 も 行なわ れ 、 
池袋 サラ と 師弟 関係 に ある 弟子 サラ が 優勝 し た 。 


ゲー ムセン ター で も し ら け た 顔 し て 、 彼 氏 の 横 に 立ち 尽く 
す ば か り で 、 あ まり ゲー ム に 関心 が な か っ た 女 た ち 。 だ が 、 先 
の レデ ィ ー ス 大 会 を 例 に し て も 、「VF」 に 関し て は 女 の ゲ ー 
ム に 対す る 態度 や 姿勢 の バラ ンス が 、 大 きく 変化 し は じ め 
て いる よう だ 。 渋谷 プラ イム で は 「VF2 カ ッ プ ル 大 会 」 な る 
も の も 行わ れ た 。 今 そ うし た 大 会 が 可能 に な る ほど 、 女 が 
ゲー ム に 関心 を 持ち 、 そ し て 参加 し は じ め て いる 。 コス プ 
レ ? を する の も そう だ 。 男 で コス チュ ー ム プレ イ す る 奴 も い 
る が 、 コ スプ レ は 女 の ほ う が そ の 割合 は 大 きい 。 新 宿 ジ ャ ッ 
キー こと 羽田 隆之 氏 も 、 上 友 ジ ャ ン に ジャ ッ キー と 同じ ファ イ 


ヤー パタ ー ン を ペイ ント し て 、 ネオ コス プレ な ど と 称し て いる 
が 、 い っ た い ネ オ コ ス プレ っ て 何 ? と 間 い た だ し て みる と 、 
| コス プレ の よう で 、 コス プレ で な い 、 新 し い 感 情 移入 の 
表現 方 法 な の で す | と 、 わか っ た よう で よく わか ら な い 答 え 。 
どう や ら 、 コ スプ レ す る こと に 今 だ 照れ が ある だ け の こと ら 
し い 。 ゲ ー ム を 楽し む の は 、 何 も ゲー ム プ レイ だ けが すべ 
て で は な い 。 


バー チャ 道場 “と いう 看板 が ある 。 これ は AM2 研 が 
雑誌 社 対 抗 ゲ ー ム 大 会 の 優勝 者 に プレ ゼン ト し た も の だ 
が 、 現在 で は 最も 強い と され る プレ イヤ ー に 引き 継が れる 
チャ ン ピ オ ン ベ ル ト 的 な も の に な っ て いる よう だ 。 先日 、 そ 
の バー チャ 道場 近辺 の 人 々 に より 、 セ ガ 主 催 の | 百人 組 
手 | が 開催 され た 。 要する に 、 百 人 の プレ イヤ ー が ひと り 
の スタ ー プ レイ ヤー に 向かっ て 、 間 明 入 れず に 次 々 と 闘い 
を 挑む と いう 過酷 な 儀式 で ある 。 どれ だ け 勝 ち 続け られ る 
の か 、 ど れ だ け 勝 率 を 上 げ ら れる の か 。 対戦 相手 と 闘い 
な が ら 、 同 時 に 己 と 闘う 。 「VF」 は 、 反応 速 度 の 極み だ け 
で は 勝敗 が 決ま ら な いと ころ に 、 ゲー ム の 楽し さ 、 奥 の 深 
さ が あ り 、 こ の よう に 実際 の 格闘 技 の 儀式 を 模 す こと も で 
き 、 ま た 比較 し 得る ほど の 世界 を 持っ て いる 。 袖口 が 広く 
懐 が 深い か ら こ そ 人 気 が あ り 、 多く の 人 に 支持 され る の だ 。 


「VF」 は 、 プ ロタ クト 製品 ? と し て 時 計 や ら T シ ャ ツ や 
ら 様 々 な も の が 発売 され て いる 。 中 で も シン ク が 制作 し た 
大 会 の ビデ オ は 、 プ レイ ヤー に と っ て 、 上 級 者 の 技 の 切れ 
味 を 見 た り 、 そ の テク ニッ ク を 盗ん だ りす る の に 役立つ て い 
る 。 人 気 ゲ ー ム の キャ ラク ター は 、 必然 的 に UFO キ ャ ッ チ 
ャ ー 用 の ぬい ぐる み が 発 売 され る 。 これ が どう し た も の か 、 
デフ ォ ル メ さ れ た いわ ゆる 2 等 身 キ ャ ラク ター に な っ て し ま 
う 。 俺 は こう し た 2 等 身 キ ャ ラク ター が 、 腹 の 立つ ほど 大 嫌 
い 。 手 の 中 に 握り し め 、| か わい い 」 と か な ん と が 言っ て る 
奴 を みる と 拳 で 殴り た く な る 。 正直 、 あ れ は 気持 ち 悪 い 。 
日 本 人 の 美的 セン ス と は 、 あ あし た も の だ っ た の だ ろう か 。 
あれ を 見 て る と 、 日 本 の 調子 こい た 無節操 お ちゃ ら け 文化 
の 具現 の よう で 、 俺 は 慎 る 。 まあ 、 俺 が 古い タイ プ の 人 間 
だ と し て 、 そ れ は いい と し よう 。 し か し 、 こ こ で 評価 すべ き は 
オリ ジ ナ ル の 「VF1」 そ し て 「VF2」 の 世界 (基板 ) の 中 に 、 
一 切 の ギャ グ や お ちゃ ら け 的 要素 を 盛り 込ま な か っ た 点 
だ (ジャッキー ステ ー ジ に 現われ る 鳥 な どの ハー ド 性 能 を 
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_ 民族 、 時 代 を 表わす 風俗 衣装 。 
数 年 前 か ら 画 や アニ メ の キャ ラ 


クタ ー を 模 し た 人 た ち を 多く 見 か け 
て きた 。 最近 で は 模 僚 さ れる 題材 
に 、 ゲ ー ム の キャ ラク ター が 増え て い 


_ る 。 現在 で は 幕張 メッ セ な どの 大 
_ 型 会 場 で 数 万 人 の 人 を 集め て し 
、 まう ほど 加熱 し し いる 。 だ が 時 に 


は 、 似 て も 似つか ぬ 春 肌 や パイ が 
大 量 発 生 し て 、 夢見 が ちな 少年 が 


目 を 醒 ま すこ と も ある 。 写真 は 有名 
: な ) スプ レー ヤー"、 双子 サラ , 


4 村 抽 空手 の 儀式 の ひと っ に 特 
人 組み 手 と いう も の が ある 。 ひと り の 空 
手 家 に 対し 、 休 むこ と な く 次 か ら 次 へ と 、 
入れ 代わ り 立 ち 代 わり 百人 の 対戦 者 と 
組み 手 を 行なう も の で 、 極 真空 手 の 達 
人 の 中 で も わずか に し か 成し遂げ た 者 
が いな い 過 酷 な も の で ある 。 その 百人 
組み 手 を 「VF2] で や っ て し まお うと いう 
イベ ント が セガ 主催 で 行なわ れ た 。 キャ 
サ 夫 91 勝 、 柏 ジェ フリ ー94 勝 、 池 袋 サ ラ 
88 勝 、 ブ ン ブ ン 丸 96 勝 、 新 宿 ジ ャ ッ キ ー 
91 勝 。 さ す が は スタ ー プ レイ ヤー、 素 晴 
らし い 戦 歴 を 残し て いる 。 な お 、 百 人 す 
べ て と の 対戦 を 終え る まで に は 数 時 間 
か か る と いう 。 写真 は バー チャ 道場 の 看 
板 。 文字 は 後述 の 有 井 伸 孝 氏 、 書 。 


* 各種 プロ ダク ト 製 品 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー ザ ・ エ ター ナル ・ バ トル 


東芝 EMI 4.800 円 [税込 ] 


「 第 1 回 バー チャ ファ イタ ー チ ャ ン ピ オ ンシップ 全国 
大 会 / が ・ エ ター ナル ・ バ トル 」 の 模様 が 、 前 夜祭 や 


コス プレ の ショ ー タ イム も 含め て 収録 され て いる 。 


[バー チャ ファ イタ ー2 サウ ンド トラ ッ ク ! 
東芝 EMI 2.000 円 [税込 ] 


ゲー ム 中 で 使用 され て いる 曲 を 収録 。 段 


位 認定 時 な どの 声 も 入っ て いる 。 全 23 曲 。 
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* 各種 プロ ダク ト 製 品 
右上 『 バ ー チ ャ ファ イタ ー パ ズル 
天田 印刷 加工 現在 は 生産 中 止 
右 中 『 バ ー チ ャ ファ イタ ー2 ポ スト カー ド 』 
セガ エン ター プラ イ ゼ ス 非売品 
右 下 『VF ア クシ ョ ン ファ イタ ー| 
バン ダイ 200 円 [税込 ] 
No ヤジ 54 の マウ バツ ト NM 
エニ ックス 2.800 円 [税込 ] 
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THE ULTIMATE 3D FIGHTING ACTION! INTO THE NEXT LEVEL. 


QA 


寄 


ce 
ポリ ゴン ジャ ン キ ー で パイ の 演舞 シー 
ン と と も に 、 戦 闘 機 が 立体 空間 に 飛 人 ーー 
靖 す る シー ン が デモ ンス トレ ーション と 

し て 、 時 折 大 型 ス クリ ー ン に 投影 され 

て いた 。 この 映像 は 次 期 主力 CG ボ ー 

ド 、「MODEL3」 を 想定 し て 大 型 コ ン 

ピュ ー タ に より 作成 され た も の か ? 

「MODEL3」 の スペ ッ ク に 関し て は 、 

機密 事項 と な っ て いて 何 ひ と つ 明 ら か 

に され て いな い 。 だ が 、 そ れ ら の 映像 

を 見 る 限り 、 かなり の 期待 が で きそう 

だ 。 映像 自体 は 94 年 に 制作 され た も 

の な の で 、「MODEL3」 は すでに ほぼ 

完成 し て いる の で は な い だ ろ うか が 。 


模索 する た め の お 遊び や 、 バグ に よる いた し 方 な いも の 
は 目 を つぶ る と し て )。 どん な に 厳粛 で 高貴 な 儀式 で も 、 
途中 で 糞 が 破裂 し た り 、 お な ら の ラッ パ が ファ ン フ ァ ー レ で 
鳴っ た り し た ら 、 す べ て が 台無し に な る 。 名 作 と 調 わ れる 作 
品 に は 、 一 点 の 曇 も あっ て は な らい の だ 。 また 、 く だ ら な い 
ギャ グ が な いと いう こと は 、 創造 し 開発 する に あたっ て 、 突 
っ 走り きっ た 証 で も ある 。 振り 返っ た り 、 立ち 止ま っ た り 、 
足踏み し た り せ ず す 、 突っ 走っ つて いる 限り 、 他 の 追随 を 許さ 
な い 。 す で に 大 手 ゲ ー ム メー カー 各社 も 、 ポリ ゴン 表現 に 
よる 高 機能 な 3D-CG グラ フィ ックス エン ジン を 搭載 し た 
CG ボ ー ド を 開発 し 、 量産 で きる 体制 が 整っ て いる 。 ゲー 
ム 業 界 全 体 が 、 古 いあ る 部 分 の 技術 を か な ぐり 捨て 、 新 
し い 技 術 を 取り 入れ 、 大 きく 変わ ろう と し て いる 。"80 年 代 
前 半 の 東明 期 の あの 興奮 が 、 こ の 業界 に 今 一 度 、 巻き 
起こ ろう と し て いる 。 水面 下 で どれ だ け で か い タ イト ル が 、 
プロ ジェ クト が 、 動い て いる の か 。 一 ゲー ム プ レイ ヤー と し 
て 、 噂 話 だ け 聞 いて いて る も 血液 が 逆流 する よう な 高 ぶ り 
を 覚え る 。 モニ ター に 手 を 突っ 込ん だ で らい の 感覚 じゃ 、 も 
の 足り な い 。 帰 つ て これ な く て も いい か ら 俺 は 、0 と 1 の 簡 
潔 な る デジ タル の 、 そ れ で いて 混 と し た 世界 に 完全 没 
入 す る こと を 望む 。 俺 と し て は 「VF3」 は 次 期 主力 CG ボ ー 
ド 、 モ デル 3 『 で 発売 し て ほし い 。 真剣 、 本 気 、 マ ジ 。 こっ 
陰 ず か し い が 、「VF」 の 対戦 に は 、 こ うし た 瞬間 が た っ ぷり 
と 用 意 さ れ て いる 。 ゲー ムセン ター に は 、 そ れこ そ 有 人 象 無 
家 に あら ゆる ゲー ム が 用 意 さ れ て いて 、 どれ も 楽し い が 、 
| VF」 は その 楽し さ の 質 が 、 他 の も の と は 違う 。 他 の も の と 
は 違う と いう 感触 は 、 どこから 伝 わっ て くる の か 。 その 要因 
の ひと つと し て 最 先端 の 理論 と 技術 や 、 そ れ ら を 導入 する 
姿勢 と 実力 か ら 来 る の か 。 答え が 出る は ず だ 。 


銀座 に て 、| バー チャ ファ イタ ー グ ラフ ィ ッ クス 」 "と 
題し て 、AM2 研 デザ イナ ー の 有 井 伸 考 氏 の 作品 を 中 心 
と し た グラ フィ ッ ク 展 が 開催 され た 。 有 井 氏 の 活躍 は 、 
様々 な メデ ィ ア 媒体 に 幾度 と な く 紹 介さ れ 、 そ の セン ス の 
良さ は 以前 か ら 注 目 され て いた 。 俺 が 特に 気に入っ つて いる 
作風 は 、 カ ク カ ク と し た ポリ ゴン の キャ ラク ター な の に 、 感 
じ る サラ の 色気 、 ジ ャ ッ キ ー の 精 さ と いっ た 、 素材 に 生 
を 吹き 込 も うと する と ころ だ 。 単なる 素材 の 流用 で は な い 
と いう と ころ に 、 お 膝下 の AM2 研 の グラ フィ ックス チー ム 
が 直々 に 手がけ る 意味 も 生じ よう 。 し か し 、 これ まで ゲー ム 
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業界 に お いて こう し た キャ ラク ター 展開 ' や は あま り 例 が 
な く 、 プ ロモ ーション 展開 と し みて も 新しい 試み で ある 。 


1995 年 6 月 14 日 。 [バー チャ ファ イタ ー リ ミッ クス 」? 
が 発売 され た 。 アー ケー ド 版 の ハー ドウ ェ ア は 、 ST-V ( 開 
発 時 の コー ド ネ ー ム は [タイ タン | ) と いう も の で 、 コン シュ ー 
マ 機 で ある の セガ サタ ー ン と 互換 性 の ある マシ ン だ 。 スペ 
ッ ク は セガ サタ ー ン と ほぼ ば 同等 。 アー ケー ド マ シ ン と し て は 
少し 物足りな い が 、 コ ン シ ュ ー マ と アー ケー ド の 橋渡し 的 存 
在 を 活か し 、 ア ー ケ ー ド し か や ら な い 人 に セガ サタ ー ン を 
買わ せ 、 コ ン シ ュ ー マ で し か 遊ば な い 人 を ゲー ムセン ター 
へ と 足 を 運ば せ 、 両側 面 か の ら の アプ ロー チ を 可能 に する 。 
「 リ ミッ クス 」 は 、 セ ガサ ター ン 版 「VF1」 の キャ ラク ター に 
| VF2」 ラ イク な テク スチ ャ ー を 貼っ た も の と 考え れ ば よい 。 
また リプ レイ 時 の チラ つき も 解消 され た 。1995 年 5 月 中 
旬 。 セ ガサ ター ン が つい に 出荷 台数 、100 万 台 を 突破 し 
た 。 それ を 記念 し て 、 | サタ ー ン あり が と う キ ャ ン ペ ー ン 第 
1 弾 」 と し て 高 品位 な ポー トレ ー ト CG を CD -ROM 「" 
に パッ ク し て 、10 万 名 に プレ ゼン ト し た 。 『VF』 は 、 今 で は 
も うす っ か り セ ガ の 看板 ソフ ト に まで な っ て いる 。 


「VF」 を 素材 と し た T シャ ツ や 時 計 な どの アイ テム 「「) 
が ある 。 これ ら は 渋谷 に ある | ゲイ ムソウ ル ]| や 横浜 ジョ イボ 
リス な どの ATP (アト ラク ショ ン ・ テ ー マ ・ パ ー ク ) で 入手 で 
さる 。 また 、 そ うし た 。 オフ ィ ン シャ ル な キャ ラク ター グッ ズ で な 
いも の を 身 に つけ た 人 も 、 テ クノ 系 の クラ ブ や 秋葉 原 と い 
っ た 特殊 な 場所 で 、 よく 見 か ける 。 「VF」 が と て も 好き で 、 
た だ 個人 的 に 制作 し 、 身 に つけ て いる 。 その 中 の ひと つ 
に 、 ネンド! と いう 5 人 組 の 集団 が いる 。 彼ら は ゲー ム 
と 宗教 が 好き で 、 個人 的 に そう し た 素材 を 加工 し 、CG や 
T シ ャ ツ と し て 表現 し て いる 。 ゲー ム は 着る も ん じゃ な く 、 や 
る も ん だ ぜ 。 だ が 、 ゲー ム の イメ ー ジ や テク ノロ ジー が 、 ゲ 
ー ム 以外 の 場 で 必要 と され 、 浸透 じ し て こそ 、 ゲー ム が 文化 
と し て 認め られ 、 ま た 文化 と し て の 広がり や 成長 が ある の 
で は な い の だ ろう か 。 また ゲー ム が 、 よう や く フ ァ ッ ショ ン と 
し て 成立 し 得る ほど の レベ ル ま で 来 た こと を 示唆 し た 。 ど 
ちら に し て も 、 1 VF」 と いう 素材 が あっ て 、 そ の 素材 が 優れ て 
いた か ら こ そ 、 こう し た 加工 が 許さ れ 、 また そう し て みた いと +O *10 
いう 人 が 70 き 直っ た は ず だ 。「VFI は 、 ま すず 人 も な ュ 、 
そし て 環境 を 変え る 。 「VF1」 で 啓発 され た 者 も 「VF2」 で 5 
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11 ティ ムソウ ゥ ル 
「VF』T シ ャ ツ ( 左 ) 3,300 円 『VF2』T シ ャ ツ ( 右 ) 非売品 
「VF」 ニッ トキ ャ ッ プ 2,400 円 『VFl 腕時計 3,800 円 


1 の ネン ド ・ グ ラフ ィ ッ クス 


ワー 四 ニ パム の o 2 m ロ P い FPP 0 デキ ュ = 中 


初め て 衝撃 を 受け た 者 も 、「VF」 に 共鳴 する 様々 な 表現 者 
と 相互 に 関わ り 合 い 、 こ れ か ら さ ら に 変化 し 、 そ の 取り ま 
く 環境 が 大 きく 変わ っ た 時 、 気が付く と 一 大 ムー フ メ ント に 
な っ て いる 。 そう 願い た い 。 


1995 年 5 月 11 日 。 アメ リカ "で セガ サタ ー ン が 発売 さ 
れる 。 これ まで アメ リカ で は 基板 の 安い 、 画像 取り 込み の 
対戦 格闘 ゲー ム 「 モ ー タ ルコ ン バ ッ ト 」 シ リー ズ が 人 気 を 博 
し て いた 。 基板 が 安い と いう こと は 、 リ スク が 少な く 単 純 
に オペ レー ター が 買い や すい と いう こと だ 。 単価 が 安い 
分 、 ゲ ー ム セン ター に 設置 され る 確率 は 高く 、 事 実 ア メリ カ 
で 「 モ ー タ ルコ ン バ ッ ト 」 シ リー ズ は か な り ヒ ッ ト し 人 気 を 得 
て いる 。 だ が 、 ア メリ カ で セガ サタ ー ン が 発売 され 、 そ れ と 
同時 に 「VF 2 」 が セガ サタ ー ン 版 で 登場 し た ら ど うな る だ ろ 
うか 。 | 3D」。 アメ リカ で の ゲー ムセン ター の 持つ 印象 は 、 
こう 略 さ れ て いる 。 日 本 で いう と ころ の | 3K」 に 等 し い 。 
「3D」 と は “Dirty"、“Dark"、“Dengerous"。 汚く 、 暗く 、 
そし て 危険 。 アメ リカ で の アー ケー ド ゲ ー ム 市 場 は ゲー ム セ 
ンタ ー が 35 パ ー セ ント で 、 残り 65 パー セン ト が 、 シ ョ ッ ピ ン 
クセ ンタ ー や 食堂 の 隅 に 置か れ て いる も の だ そう だ 。 日 本 
で も ゲー ムセン ター が | 3D」 と まで も いか な く て も 不良 の 
温床 に な っ て いた 時 期 が あっ た 。 現在 で は 、 大 手 メー カー 
の た ゆま め ぬ 努 力 に より 、 そ うし た イメ ー ン は 完全 に 払拭 さ 
7C。 


ネン ド は 草野 剛 、 藤 本 建 太郎 、 穴 沢 一 大 の 3 人 で スタ ー ト し 、 現在 は 5 名 で 活動 中 。 まず ネン 
ド と いう 名 前 が 決ま り 、 任天堂 と 語感 が 似 て いた こと か ら 、 任 天堂 の ロゴ マー ク を 模 し て ユニ 
ッ ト の ロゴ を 作っ た と ころ か ら 活 動 が 始ま る 。 シャ ツ や グラ フィ ッ ク の 作成 は あく まで 個人 的 
な 趣味 、 ク ー ル な デザ イン が モッ トー と いう だ け あ っ て 、 商業 ライ ン に の っ た 製品 の 画 一 的 な 
34 二 2s72 そ れ ら に ジー、 人 だ ちら が イエ ス 。 イン ディ ペン デン ド な ノリ が 5 馬 し UiGG で 


高速 を デジ タル 回 線 で イン ター ネッ ド "を サー フ す る 。 
サイ バー スペ ー ス 、 聞こ え は いい が 、 現時点 で は 無 意 味 
な 増殖 し 続け る 無数 ( 5 百 万 ) の 塊 ( 混 沖 ) で し か な い 。 イ 


も 新鮮 。 写真 は 、 彼 ら の 作品 の 一 部 だ 。 


*13 海外 の 「VFI 環 境 

海外 で の 『VF』 の 人 気 は どう だ ろう 。 セ カ 海 外 SC 事 業 本 部 の 東 千 峰子 氏 に 聞い た と こ 
ろ に よる と 、 日 本 と 海外 の ファ ン で は 、 そ の ゲー ム に 求め て いる ポイ ント が 違っ て いる 、 
と の こと 。 日 本 で は 隠し コマ ンド な り 、 対 戦 テ クニ ッ ク な り の 実戦 的 な 情報 を 第 一 と し 、 
専門 誌 も そう し た 情報 は 欠か すこ と の で き な い 記事 の ひと つ に な っ て いる 。 だ が 海外 
で は 、 そ うい っ た 内 面 的 な こと は あま り 気 に し て いな いと いう 。 ユー ザー は ゲー ム に 対 
し 主 に 視聴 覚 的 効果 を 求め 、2 次 元 よ り は 3 次 元 が 、 グラフィック も サウ ンド も 豪華 な ほど 
いい 、 と いっ た こと らし い 。 実際 、 海 外 の ゲー ム 専 門 誌 を 開い て みて も 、 隠 し コマ ンド な 
どの 特集 記事 は 見 当たら な いし 、 イ ギリ ス で の 『VF』 大 会 の 優勝 者 は 、 パ ンチ と キッ ク の 
連打 だ け で 優勝 で きた と いう 。 ま あ 、 海 外 の ゲー ム 筐 体 は スタ ン デ ィング の アッ プラ イト 
型 が 主流 で 、 ジ ョ イス ティ ッ ク も 日 本 の も の より 大 きく 、 根 本 的 に 細か な 操作 を 反映 する 
こと は 不可 能 に 近い 。 そ うし た こと も 理由 の ひと つ な の だ ろう 。 ま た アメ リカ で は 、 新 
作 ゲ ー ム が な か な か 入荷 し て こ な いら しく 、 ドラ イブ ゲー ム が 100 週 間 連 続 イ ンカ ム ト ッ プ 
に な っ て た りす る 。 し か も 、 そ うし た 人 気 の ゲー ム は 大 抵 、 近 隣 の ゲー セン で も そこ に 
一 台 し か 入荷 し て いな い 、 と いう 状況 な の で 、 そ の ゲー ム の 空き を 待っ て いる 間 に 隣 の 
ゲー ム を や っ た りす る の で 、 一 台 人 気 の ゲ ー ム を 入れ れ ば ゲー ムセン ター も な ん と か な 
る と 、 高 を 括っ て いる の が 現状 だ 。 た だ 、 コ ン シ ュ ー マ の 市 場 は いい よう で 、 サ ター ン 
も ! VF』 同 梱 で 399 ド ル で 販売 し 、 出 足 は 好調 。 次 世代 機 戦 争 で 先行 逃 け 切 り を 狙っ て 
いる と いう 。 海外 な ら で は の 比較 広告 が 功 を 奏し 、32X も また 好調 。 ヨ ー ロ ッ パ で の ア 
ン ケ ー ト 調査 に よれ ば 、『 ソ ニッ ク 』 は 、「 不 思 議 の 国 の アリ ス ] の 『 ア リス 』 より も 知名 
度 が 高い と いう 結果 が 出 た そう だ 。 


ンタ ーネット サー フィ ン と は 、 い わ ば 巨大 な ゴミ の 山 を 渡り 

歩く よう な も の 。 だ が 、 そ の ゴミ の 山 を ほじ くり 返し て みれ ば 、 
と き に は 己 の 価値 観 に 沿う 宝石 の よう に 光輝 くも の に 遭 
山 する こと が ある 。 掘れ ば 掘る ほ と 、 そ の 確率 は 高く な る 。 
こち ら が 情熱 を 傾け れ ば 傾け る ほ と 、 そ の 答え が 、 そ の 倫 
え の 核 心 に 近づく こと が で きる の だ 。 た だ 、 ほじ くり 返す と 

いう 行為 が な けれ ば 、 宝 の 山 は 絶対 に 発見 で き な い 。 そ 

も そ も コ ンピュータ 自体 が 、 イ ンタ ラク ティ ブ 。 コン ピュ ー タ 

が 生み 出し た イン ター ネッ ト も ビデ オ ゲ ー ム も る も 、 行動 が な け 

れ ば 、 な に も 起こ ら な いと いう こと を 誰 も が 漠然 と 感じ て 

いる の た が 寺 6 


ノ %、 ~ エ ぐ 5+ 王 エエ "ロー 王 = エ ャ ュ と テ 


くだ ら な い テ レビ 番組 で 、「 お お きく な っ た ら な に に な り 
た い ? 」 な ど と 、 丈 の 短い ピン ク の スカ ー ト を は いた オ ネ ー 
チャ ン が 、 ズボン か ら シ ャ ツ が は み 出 し て いる さも いた いけ 

な 少年 に マイ ク を 突き つけ て いた 。 その 少年 は 鼻 を 垂らし 
な が ら 、| か め ニ ンジ ャ 」… と 。 現在 の 子供 た ち は 、 生ま れ 
な が ら に し て 家 に ゲー ム 機 が あっ た の だ ろう か 。 や は り そ れ 
以前 に 、 当然 テレ ビ は あっ た だ ろう 。 衰え て いる と は いえ 、 
まだ まだ テレ ビ の 力 は 絶大 だ 。 将来 、 子 供 た ち に 「 大 きく 
な っ た ら 何 に な り た い ? 」 と 訪ね た と き 、 テ レビ の 世界 の ヒ 
ー ロ ー で は な く 、 ソ ニッ ク や ジャ ッ キ ー、 ウ ルフ と いっ た ゲー 
ム の 世界 の ヒー ロー に 「 な り た い 」 と いっ て くれ る 時 が 、 い 
つの 日 か 来る だ ろう 。 別に テレ ビ が 嫌い な ん じゃ な い 。 ゲ 
ー ム が 、 環境 が 変化 し 、 進歩 し て いく な ら ば 、 人 類 も それ 
に 応じ て 進歩 し て いく で あろ うと いう こと 。 た だ 、 そ れ だ け 
だ 。 これ か ら は 、 た だ 流れ ゆく スト ー リ ー の 中 に 感情 移入 
する テレ ビ 的 感性 は 、 糞 の 役 に も 立た な く な る だ ろう 。 時 
代 が 、 環境 が 、 己 が 介入 し 、 スト ー リ ー さ え 変 えて し まえ る 
世界 を 提示 し て いる 。 この 先 、 イ ンタ ラク ティ ブ な コン ピュ 
ー タ 的 感性 が な く て は 、 生き て は ゆけ な い 。 まあ 、 今 の 子 
供 た ち で あれ ば 、 幼い 頃 か ら ゲ ー ム 機 に 親しみ 、 遊 ん で い 
る の だ か ら 、 心配 せ す と も コン ピュ ー タ 的 感性 は 培 わ れ て 
いる し 、 そ うし た ステ ー ン ジ が 目 の 前 に 現れ て も 、 そ れこ そ ゲ 
ー ム を クリ ア す る か の ご と く 、 越え て 行く こと だ ろう 。 


"13 32X 専 用 「VF」 は 10 月 20 昌 発売 予定 で 価格 は 未 
定 。 操作 性 や 技 は オリ ジ ナ ル に 忠実 に 再現 され て いる 。 
た だ 、 ハ ー ド ウェ ア に 依存 する ポリ ゴン 数 の 低下 だ け は 
防ぎ よう が な い 。 こ の 32X 版 『VF】 で は 新た に トー ナメ ン 
ト 戦 も 行なえ 、 ま た キャ ラク ター の 服 の 色 も 8 色 の 中 か ら 
選ぶ こと が で きる 。 


"13 アメ リカ の 「VF| 関連 書籍 

左下 は CES 会 場 で 配ら れ た 、 い わ ゆ る 攻略 本 。 海外 の 攻略 本 (スト ラテ ジー ブッ ク と 
いう ) は 、 カ ラー ペー ジ や ビジ ュ ア ル は 少な く 、 質 の 悪い パル プ に 文字 が 難 列 さ れ た 
味気 な いも の 。 それに 比べ これ は パブ リ シ テ ィ が 目的 と は いえ 、 オ ー ル カラ ー で ソフ 
ィ ス ティ ケイ ト さ れ た も の だ 。 右 下 は アメ コミ 版 『VF』|。 キ ャ ラク ター も いい も ん 食っ て 
そう だ な と 思え る ぐら い 、 体 の 線 は が っ ちり と 描か れ て いる 。 同じ 素材 で も 文化 が 違 
えば 、 料 理 (表現 ) す る 段階 で 自然 に 変わ っ て くる と いう こと 。 日 本 の キャ ラク ター (ヒー 
ロー) は 、 そ れ と 比較 する と 編 々 し い 。 編者 と 同じ 立場 に あり な が ら 怒 る と こわ い 、 と 
いっ た と ころ か 。 ア メリ カ の ヒー ロー は 、 敵 だ か 味方 だ か わか ら な い ほ ど 、 凶 悪 な 顔 を 
し て いた りす る 。 た か が 黄色 か 白 か と いう 皮膚 一 枚 の 美意識 だ が 、 こ う も 違う の だ 。 
エジプト 風 や 中 華 風 も 見 て みた い が 、 日 本 人 と し て は 水墨画 師 が 描く ポリ ゴン キャ ラ と 
選 う の も いい な 。 そう そう 、 パ ー チ ャ ファ イタ ー の タトゥ ー も 見 た い ぜ 。 入 れる か 。 
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7995。. 3。 30。 20:30 濾 谷 オン エア イー スト ポリ ゴン ジャ ン キ ー2 会 場 に て 


佐 朋 大 


一 手 wm フ ァ イ タ ラー ウフ に 


@ | 969 年 7 月 24 日 生ま れ 便 ゲ ー ム & コ ンピュータ ・ メ ディ ア 関 連 文筆 業 、 作詞 家 、 小説 家 


1 992 年 4 月 に 、 ゲ ー ム 文化 と クラ ブ 文 化 を ミッ クス し た イベ ント 「『 東 京 ゲ ー マ ー ズ - ナ イト グル ー ブ 
(tgng)』 を 始め る 。 以後 、 同 イベ ント を 中 心 に 、 ゲ ー ム の ファ ッ シ ョ ン 化 を 目論む 企画 を 続け る 。 1984 年 
に [バー チャ ファ イタ ー』 に 出会い 衝撃 を 受け 、 セガ 協賛 の 「 ポ リ ゴ ン ジャ ン キ ー』 を SEP で 企画 する 。 これ 
か ら も 『 バ ー チ ャ ファ イタ ー』 が リリ ー ス され 続け る 限り 、『 ポ リ ゴ ン ジャ ン キ ー』 も や っ て いき た いこ と 願っ 
て いる 。 『 バ ー チ ャ ファ イタ ー』 に 関し て は 、 プレ イヤ ー と いう より 視聴 者 的 な 立場 を と っ て お り 、 対戦 を する 
EPC 華 豚 な プレ ー を 背後 か ら ジ ッ と 見 て いる こと に し て いる 、 と の こと 。 現在 、『 週 刊 フ ァ 


ミコ ン 通 信 . 


誌上 で コラ ム 『 フ ロッ ピー ディ スコ 』 を 連載 中 。 


代表 作 | 関 時 BIHE3mEIK6 共著 ) 「 パ ルス マン 』( フ ロッ グマ ン レ コー ズ 、 プロ デュ ー ス ) 


[か っ こ ワ リー」| っ て 思い まし た よ ( 笑 )。 | 何 、 今 き 
ら 段 ボー ル !? 」 と か 。 [ええ !? AM 2 研 、 次 こ 
れ !? | と か っ て 思っ て 。 で 、 自分 で や っ て | うわ 、 
これ すっ ぱげ ぇ わ 」 っ て な っ た 。 


スポ ッ ト 21 に も 、 僕 は "見 に "行く ん で す ( 笑 )。 


や り に 行っ た ら ボ コ ボ コ に され る ん で 。 自分 が 


や れ ば や る ほど 、 そ の 人 が どれ ぐら いや っ て る 
か 、 わ か る 。 そう な っ て くる と 、 「 カ ッ チ ョ イイ な ー」 
と か 。 それ は 例え ば 、 ボ クサ ー と か そう いう の を 
見 る の に 近い 感覚 で すね 。 


いや 、 みん な 「 本 気 だ ぜ !」 っ て 言え る よう に な っ 
た 。 「「 バ ー チ ャ ]」、 俺 本 気 な ん だ よね 」 っ て 、 | あ 、 
それ か っ こい いな あ 」 っ て 思え る 。 それ が や っ ぱ 
り 、 全然 違う な っ て 。 


騒い じゃ いま すね 。 単純 に ゲー ム 好 きだ か ら 。 
「 じゃ あ 、 俺 も ゲー ム 好 きだ か ら 、 首 か ら ゲ ー ム 
ボー イ 提 げ よ う 」 と か っ て いう 風 に 。 そう いう 状 
況 が な い 当 時 は 、 自 分 か ら " や ろう "っ て 思い ま 
し た ね れ 。 


身体 感覚 に 近く な る っ て いう か 。 動き が すご い 
スム ー ス な 感じ が し た 。 「 あ 、 これ 、 こう や る と 動 
くん だ 」 と か っ て どん どん 覚え て いく の が 、 育て 
る 感覚 に 近い 。 いや 、 自 分 が 育っ て いく 感覚 に 
近い か な 。 ある 意味 、RPG み た いな 感じ で 、 だ 
ん だ ん 育っ て いく の を 、 自分 で 楽し ん で いく 、 そ 
うい う 感 じ で すね 。 


いや これ だ け で 意外 と いけ る ん じゃ な いか 、 言 
葉 の 制約 が な い 、 コ ミュ ニケ ーション の 入力 方 
法 っ て いう の が 出来 つつ ある ん じゃ な いか 、 と 。 
それ は 、 ゲ ー ム に よる コミ ュ ニ ケー ショ ン で も あ 
る ん で すけ ど 、 十字 キー と 3 つ ボ タン か ら 入 力 
する コマ ンド に よる コミ ュ ニ ケー ショ ン で も あっ て 。 
それ で 、 全て 終わ っ ちゃ うん じゃ な いか 、 そ し た 
ら 、 す ご い 可 能 性 が 。OS が 人 簡単 に な る 可 能 
性 っ て いう の は 、 ゲー ム に ある ん じゃ な いか な 。 


分 の 目線 が ゲー ム の 目線 に な ら な く て も 人 入り 
込め る ん だ っ て いう の が 、 す ご い 分 か っ た 。 そ 
れ は 「 バ ー チ ャ 」 で 、 「 あ 、 これ は 俺 だ 」 っ て 、 キャ 
ラク ター に スッ と 人 入っ て 、 | イ テ ッ !」 っ て いう 風 に な 
れる よう に 。 それ は すご い 、 サ イ バ ー ス ペー ス と 
言え る よう な 感じ が する 。 


限界 が 自分 の 中 に ある 、 と 。 体 に 与え る 刺激 、 
体感 っ て いう の に は 限界 が ある 。 そん な 時 に 
「 バ ー チ ャ !」 が 出 た っ て いう の は 、 す ご い 。 結構 、 
歴史 的 事件 か も し れ な いな 。 リア リティ っ て いう 


の が 内 面 に 入っ て いっ て 、360 度 グル グル 回 る さ 
れる こと より 、 僕ら に は リア ル に 感じ る 。 


“現実 っ て 辛い "っ て いう より は 、“ 
る "と 。 例え ば 「 シ ムシ ティ 』 と か に ハマ っ て い 
時 、 街 と か 出る と 、 頭 の 上 に アイ コン が ビュ ー っ 
と 飛ん で いる よう な 気 が す る と か 、 座っ て ゲー ム 
を や っ て る 自 分 が ゲー ム の 中 の 街 に いる よう な 
気 が す る と か 、 クラ っ と な る 上 問 に 、 現実 っ て 
「 頭 の 中 だ け な ん だ 」 と か 、「 現実 、 変え られ る 
じゃ ん 」 と か 。 そう いう 感じ が 、 す る 。 


副 と 何と か な 
る 


“バー チャ ルリ アリ ティ "みた いな も の が 、 す ご い 
ハイ パー リア ル に な れ ば な る ほど 、 周り が 大 事 
に な っ て くる 。 指 の 先 と か 爪 と か 、 爪 の 形 と か 
大 事 に な っ て きた り と か 。 も う 、 家 は いい か ら こ 
の 本 欲し い 、 と か 。 所 有 欲 を 満た す 部 分 が ミ 
ニ マ ル に な っ て る よう な 気 が す る 。 それ が 、 リ ア 
リティ に な っ ちゃ う の か な 、 っ て 気 が し ます けど 。 


際 0 ST 同和 MD 

* 点 "な ん で す よ 。 クラ ブ で 、 どの 国 も 同じ 曲 か 
か っ て 。 言葉 な い 0 同じ よう な 服 着 て 、 
汗 ダク ダク に な っ て 踊っ て 。 どの 国 行っ て も 、 同 
じ 夜 な ん で す よ 。 それ で 、 街 出れ ば 外国 な ん で 
すけ ど 、 中 入れ ば [ イ ヨ ー ッ !」 っ て 感じ で 。 それ 、 
すご い 。 点 で 世界 が つなが っ て る 。 


そう いう の っ て 、 コン ピュ ー タ で で きる こと に 近い 
感じ が し て 。 それ は 、 音 楽に お いて の テク ノ っ て 
も の が 、 す ご い 成 し 遂げ て る よう な 気 が し て い 
る 。 ファ ッ シ ョ ン も そう な ん で すけ ど 、 点 じ ゃ な い 
で すか 。 街 の 中 で 人 が グ ァ ー ッ て いる の に 、“ あ 、 
あの 服 俺 持っ て る 。 今日 着 て な いけ ど 、 あ の 服 
は すご い 好 きだ "っ て 思っ た ら 、 も う 、 こ いつ オッ 
ケー と か 思う じゃ な いで すか 。 そう いう 、 点 な ん 
だ けど グロ ー バ ル 。 で 、 グロ ー バ ル な ん だ けど と ミ 
ニ マ ム 。 そう いう の すっ ご ゆい 引か れる 。 


で 、 リ アリ ティ が ミニ マル に な る こと と 、 パー チャ 
ルリ アリ ティ みた いな と こ が 、 点 で グロ ー バ ル に 
な る こと っ て いう の は 、 プ ラス と マイ ナス が まっ す 
ぐ 向 き 合 っ た 時 の よう に 、 同じ も の に な る よう 
な 感じ に 近い よう な 気 が す る 。 

僕 は すご い 楽 天 的 で 快楽 主義 者 な の か も し 
れ な い 。 あの 、 辛い 時 に 生き て る 実感 を 持つ 
人 も いる じゃ な いで すか 。 あの 、「 う わ ー、 俺 壮 
い ー。 生き て る っ て 感じ する ーー」 み た いな ( 笑 )。 
僕 は こう 、 スコ ー ン ! っ て 抜け た 上 朋 間 に 、| 俺 、 で 
きる じゃ ー ん 中 っ て いう 時 に 、 す ご い 生 き て る 感 
じ が する 。 


えー っ と ね ぇ 、 いろ ん な 朋 問 が 気持 ちい いで す 
けど 、D」 や っ て る 時 に つなぎ が 決ま っ た り と か 、 
スパ ッ と 次 の 曲 に 入っ た りす る と 、 メチ ャ ク ナ チャ 
気持 ちい いで すね 。 それは 例え ば 「 バ ー チ ャ 』 
の 決め が 人 入る 時 に 近い か も し れ な い 。 


ちっ ちゃ い 夢 は 無限 に ある ん だ けど 。 お っ きい 
夢 っ て の は 、 な く な り ま し た ね 。 そ れ は 、 ネガ ティ 
ブ な 意味 で は な く て 、 ポジ ティ ブ な 意味 で な く 
な っ て きた よう な 。 例え ば 1 巻 か ら 10 人 巻 まで あ 
る 本 で 8 巻 が 抜け て た ら 、 そ の 日 の うち に 買わ 
な きゃ 気 が 済ま な いと か 、 そ うい う の は も う 、 ど 
ん どん な く な っ て き て 、 す ご い シ ンプ ル に 、 そ の 
瞬間 瞬間 が 面 折 けれ ば いい な ぁ 、 っ て いう 。 
「 い や ぁ 、 今 日 は だ いぶ 面白 か っ た な ぁ 。 明 日 
も ラッ キー で 行こ う ]」 と か 、 そ うい う 感 じ 。 


「 自 分 が 無く な っ ちゃ う 、 う わ ー な ん か 残し と か 
な きゃ と か 、 そ うい う の は な く な り ま し た 。 逆 に 、 
周り が 去っ て いっ て し まう こと の 方 が 居 い 、 か も 
し れ な い 。 それ は 、 自 分 が 消え て いく よう な も 
ん で す よ ね 。 自分 を 長く 知っ て た 人 間 と か 、 物 
と か が 無く な っ て いく っ て の は 、 自 分 が 無く な っ 
て いく 感じ に 、 す ご い 近 い 。 死 が 、 自 分 の 死 っ 
て いう より 周り の 死 の 方 が 、 自 分 の 死 み た い 。 
[「 う ぉ 一 、 生き 残っ ちゃ っ た よ !] っ て いう の が 、 す 
ご い 居 い 気 が する 。 


すご く 親 し い 人 が 、 近 所 に いっ ぱい いる 、 と 。 
それ は 、 例え ば 血 が つなが っ て る と か そう いう 
こと か も し れ な いけ ど 、 精 神 的 な 意味 で 近い 
人 っ て いう の が 、 世界 中 に いる よう に な る “ムラ ヲ 。 
それ は すご い 、 いい“ ムラ "に な る ん じゃ な いか 
な 。“ 川 向こう "と か 必要 な い 。“ 川 向こう "は 世 
界 だ か ら 。 で 、 人 種 と か そう いう の も な いし 、 さ っ 
き 言 っ た よう に 、 十字 キー と か が あれ ば 、 言 葉 
は いら な く な る わけ だ し 。 そう な れ ば 、 す ご い 。 


こう 、 情報 が バシ バシ ッ と 行き 交 っ て る よう な 精 
神 に な っ て 、 肉体 の 方 は 、 そ の スピ ー ド に 追い 
つこ うっ て いう より 、 逆 に どん どん 遅く な ろう っ て 、 
する よう な 。 「 ゆ っ くり マラ ソン し よう 」 と か 「 ひ な 
た ぼっ こし よう 」 と か 。 


精神 的 に は 、 人 間 っ て 情報 多 す ぎる か ら 、 も っ 

と 開放 し て あげ な いと 、 き っ と 肉体 の 方 が 辛く 
な っ ちゃ うん じゃ な いで すか ね 。 で 、 や っ ぱり 、 
その 両方 を デジ タル カル チャ ー が 救っ て くれ る 
よう な 気 が す る 。 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 や る の も 、 
きっ と そう な ん じゃ な いん で すか 。 
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格闘 トー ナメ ント と は 


世界 格闘 トー ナメ ント と は 、 流 派 を 問わ ず 世 界 


最強 の 格闘 家 を 決定 する た め の 競 技 会 で あり 、 村 
今回 (TVF2」 ) は 第 ら 回 目 の 大 会 と な っ て いる 。 紀 
だ が 、 そ れ は あく まで も 表向き の 顔 。 トー ナメ 本 壮 計 胃 半 
ント を 主催 する の は 、 巨 大 企業 6 社 で 結成 され 臣 要 議 還 : 
た 兵器 開発 コン グロ マリ ッ ト ( 企 業 複合 体 ) で あ 記 押 に 粒 | 
り 、J6( ジ ャ ッ ジ メン ト 6) と いう 名 で 暗黒 社会 半 王 較 較 1 
を 牛耳っ て いる の だ 。 その J6 が 開く トー ナッ > に 
ント の 真 の 姿 は 、 組 織 の 実験 材料 と な る べき 人 生計 王 
ーーーーー デ ーーー 


材 の 発掘 を 目的 と し た も の で 、 前 回 (「VF1」) も 
組織 が 開発 し た 改造 人 間 " デ ュ ラ ル " の 実戦 テス 
ト と 新た な 素材 の 確保 が 狙い だ っ た と 言わ れ 
る 。 トー ナメ ント の 参加 者 た ち は 、 その 事実 を 
知っ て が 知ら ず か 、 世界 最強 の 座 を 賭け て 闘い 
続け る の で ある 。 


ご EE 
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基本 ルー ル ・ 勝 利 務 件 


世界 格闘 トー ナメ ント は あく まで 
競技 で ある 。 顔面 や 訪 所 を 含む 打撃 ST 
攻撃 も 認め られ る ヴァ ー リ ・ ト ゥ ー ノッ クア ウト 


リン グ ア ウ ト 


ド 型 で ある が 、 哉 器 の 使用 な ど は 厳 
祭 こ と され て いる 。 こ こ で 、 そ の 基本 
ルー ル を 結 介 し て お こう 。 


相手 の 攻撃 を 受け 続け る と 、 体 力 が な く な っ た 時 点 で ダウ 
ン し て ブッ クア ウト 負け と な る 。 初期 出 荷 状態 で は 体力 
は ど 00 ポ イン ト あ る が 、 投 げ 技 と ダウ ン 攻 撃 の セッ ト を ら 
回 も 喰らえ ば 、 ゼ ロ に な る の は あっ と いう 間 で ある 。 


残り 体力 が ゼロ に な ら な く て も 、 リ ング か ら 足 を 踏み 外し 
て 場外 に 出 て し まう と 負け に な っ て し まう 。 リ ング の 広 
さ は 筐 体 の 設定 に よっ て 変化 する が 、 初期 出荷 状態 で の 大 
ささ は 14 メー トル に な っ て いる 。 


と 


mw と 
ュー さ ェ ニー ーーー 


この ゲー ム で は 1 セッ ト 30 秒 と いう 時 間 制 限 が 設け られ タイ ム オ ー バ ー に な っ た 時 点 で 1、 つ プレ イヤ ー の 残り 体 規定 本 数 (初期 状態 で ら 本 先取 勝負 ) を 終了 し て も 決着 が つ 
て いる が 、 こ の 時 間 内 に ノッ クア ウト また は リン グ ア ウ ト 有力 が 同じ だ っ た 場合 は 、 引 き 分 け = ドロ ー と いう こと で 両 か な か っ た 場合 、 通 常 よ りか な り 狭 い リ ング で 決定 戦 が 行 
で 勝負 が つか な けれ ば 、30 秒 が 経過 し た 時 点 で 体力 が 少 者 と も に 勝ち ポイ ント が 加算 され 、 場 合 に よっ て は そこ で な われ る 。 リ ング の 大 き さ は わずか 4 メー トル 。 制限 時 間 
な い 側 が タイ ム オ ー バ ー で 負け と な る 。 勝負 が つく こと も ある 。 も 1S 秒 し か な いた め 、 あ っ と いう 間 に 勝 負 が つく だ ろう 。 


020 


全 ス テー シン 紹介 


「VFo] に は 、 ラ ウ か ら ア キラ まで 順に 対戦 し て いく 通常 
ステ ー ジ に 、 ボ ー ナ スス テー ジ で ある デュ ラル 面 、 サラ 対 
ジャ ッ キ ー 戦 専用 面 を 合わ せ て 計 1 ら つの ステ ー ジ が 人 存在 す 


BACKGKROUND 


OF BATTLE-STAGE 


る 。 それ を 順に 紹介 し て いこ う 。 


中 国 の 悠久 の 歴史 を 感じ させ る よう な 、 古 い 石 塔 が 立ち 
並ぶ ステ ー ジ 。 遠く まで 続く 石畳 の 街道 が 、 大 陸 の 広 さ 
を 象徴 し こい る よう だ 。 対 CPU 戦 で の この ステ ー ジ の 
対戦 相手 は ラウ 。 ステ ー ジ の 最初 に 、 リ ング 上 を つむ じ 風 
が 舞う と いう 仕掛 けが は どこ され て いて 、 地 味 な が ら 魅 
力 あ る ステ ー ジ と な っ て いる 。 


STAGE4 武闘 場 vs バイ 
中 国 の 紫禁城 を 思わ せる 壮 豚 な 建物 の 前 に 特設 され た 武 
闘 場 。 対 CPU モー ド で の 対戦 相手 は パイ に な る 。 リ ン 
グ の 外 に 設置 され た 炉 か ら は も う も うと 煙 が 上 が り 、 外 
壁 の 外 に 垣間見 える 大 地 と 青空 は あく まで も 広大 で あ 
る 。 特別 な ステー ジ エフ ェクト は な い が 、 思わ ず 闘 い を 忘 
れ て 風景 に 見 入っ て し まい そう だ 。 


STAGE7 時 成 寺 vs 影丸 
躍 の 鳴き 声 が 聞こ える 、 寂 し い 山 寺 の 前 の 特設 リン グ は 
カゲ ステ ー ジ 。 こ の ステ ー ジ は 仕掛 けが 多く 、 横 に 立て 
て ある 松明 な ど は 相手 を 吹き 飛ば し て 倒す こと が で き 
る 。 ま た 、 こ の ステ ー ジ で カゲ が 勝つ っ て くる くる 回 転 す 
る 勝ち ポー ズ を 出す と 、 そ の まわ り を 木の葉 が 舞い 踊る と 
いう 演出 も つい て いる 。 


STAGE1o 沖 州 ・ 鉄 獅子 vs アキ フ 
対 CPU 戦 最後 の ステ ー ジ は 、 中 国 河北 省 は 武術 の 里 " 注 
州 "。 八 極 拳 ゆか り の 演 州 ' 鉄 獅子 像 の 前 の 特設 ステ ー ジ 
で 、 八 極 拳 士 で ある アキ ラ と の 闘い が 繰り 広げ られ る 。 
州 に は この 鉄 獅子 像 が 実在 し 、 そ の 近く に は 和 李 氏 八 極 
拳 の 創始 者 で ある 李 書 文 が 葬 ら れ た 墓 も ある 。 拳 法 家 を 
目指 す 者 た ちの 憧れ の 地 と いえ よう 。 


STAcGE2 コロ ン ア ム vs サラ 
対 CPU 戦 で サラ と 対決 する こと に な る この ステ ー ジ は 、 
古代 の ロー マ を 盟 獲 と させ る 石造 り の 巨大 な コロ シア ム 
で ある 。 明 る い ス テー ジ 1 と 比較 する と 暗め の 背景 で 、 
空 は どん より と 曇り 、 と き お り 稲 光 が 目 の 端 を 知 く 。 
BGM と 雷鳴 で 気付 ほ は に くい が 、 ときどき 鳥 の 鳴き 声 が 聞 
こえ て くる の で 確か め て みる の も 一 興 か 。 


YS 

STAGE5 万 里 の 長城 vs リオ ン 
あの 有名 な 万 里 の 長城 に 設置 され た リン グ で の 闘い 。 相 
手 は 蜂 範 拳 使 い の フ ラン ス 人 リオ ン ・ ラ ファ ー ル 。 対戦 
開始 時 に は 大 きく ドラ の 音 が 鳴り 響 ま 、 バ ッ ク の " 決 斗 腸 
負 " の 看板 と あい まっ て 熱闘 を 予感 させ る 。 人 余談 だ が 、 
軸 移 動 を 繰り 返し 力 メ ラ ア ング ル を 1 80 度 変え る と 、 棋 
逢 対 手 " と 書か れ た 看板 を 見 る こと が で きる 。 


ーー 
や で ここ 


STAGE8 木 が 茂る 岩山 vs ジャ ッ キ ー 
どこ と も 知れ ぬ 山 奥 に 設置 され た リン グ で の 闘い 。 前 作 
と うっ て 変わ っ て 強敵 と な っ た ジャ ッ キ ー が 相手 で あ 
る 。 よ く 見 る と わか る が (対戦 中 は そん な 余裕 は な い だ 
ろう が )、 遠景 の 震 の 上 に は 1 羽 の 鳥 が 止ま っ て いる 。 実 
は この 鳥 に は 大 き な 秘 密 が ある 。 次 ペー ジ の "その 他 の 
エフ ェ ク ド を 参照 の 事 。 


BONUS STAGE 海底 神殿 vs デュ ラル 

な ぜ か 水中 で 闘う こと に な る ボー ナス ステ ー ジ の 相手 
は 、 銀 色 に 輝く 改造 人 間 デ ュ ラ ル 。 こ の ステ ー ジ で は 行 
動 ス ピー ド と 音声 の ピッ チ が 通常 の 2 分 の 1 に な る が 、 
コン ボ 系 の 技 以 外 の 入力 タイ ミン グ は 通常 の まま な の で 
気 を 付け る こと 。 た だ し 、 こ の スズ スロー 効果 は 対 CPU 戦 の 
時 だ け で 、 対 人 戦時 に は 通常 の スピ ー ド に 戻る 。 


0*ーー 


STAGE3 黄河 上 の 後 vs 細 帝 

広く 遠く 流れ る 川 "黄河 "。 酔 拳 使い の 弾 帝 と の 闘い の 舞 
台 と な る の は 、 こ の 黄河 上 を 流れ る 後 の 上 で ある 。 渡 に 
揺 ら れ て 移動 する ステ ー ジ は 、 な か な か 趣き 深い も の が 
ある 。 ちな み に 、 ウ ルフ の ジャ イア ント スイ ング で 川 の 中 
に 相手 を 放り 投げ る と 、 そ の まま 相手 が 水面 に 立ち 上 が 
る 現象 が 見 られ る こと が ある 。 


STAGE6 ココ ナッ ツ ビ ー チ vs ジェ フリ ー 
お そら く オ ー ス トラ リア 近辺 と 思わ れる 、 コ コナ ッ ツ の 木 
が 茂っ た 美しい 浜辺 。 対 戦 相手 は も ちろ ん ジェ フリ ー。 
波 の 音 と 青空 が 闘い で 疲れ た 心 を 和 ま せる 。 こ の ステ ー 
ジ で 投げ 技 を 決め た り 、 ア キラ の 謀 脚 ( 技 を 出す 時 の 強い 
踏み 込み ) を 出し た りす る と 、 遠 く の 木 か ら 樺 子 の 実 が 沙 
ち て くる 。 


STAcGE9 カナ ディ アン ロッ キー vs ウル フ 
カナ ダ の ロッ キー 山脈 中 腹 に ある 、 転 落 防止 用 の 金網 で 
囲ま れ た リン グ で の 闘い 。 対 戦 相手 は ウル フ 。 音 を 聞け 
ば わか る よう に 、 相 当 の 強 さ で 風 が 吹い て いる 。 ウ ルフ 
は あの 格好 で 寒く は な い の だ ろう か 。 ジ ェ フ リー スズ ステー 
ジ と 同様 、 ア キラ の 岩 脚 か 投げ 技 の 衝撃 で 、 金 網 を 揺 ら 
すこ と が で きる 。 


こい で さい 2 の ペー も 


EXTRA STAGE シン カゴ サラ vs ジャ ッ キ ー 
サラ と ジャ ッ キ ー と の 対戦 で し か 見 られ な い シ カゴ ス 
テー ジ 。 この ふた り の 組み 合わ せな ら 、 対 CPU、 対 人 ご ち 
ら で も この ステ ー ジ で 対戦 で きる 。 通常 は 効果 音 と し て 
パト カー の サイ レン が 鳴り 響い て いる が 、 極 々 まれ に 、 銃 
声 と 女性 の 悲鳴 を 聞く こと が で きる だ ろう 。 せ ぜひ 効果 音 
に も 神経 を 集中 べ ご せ て ほし い 。 
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盟 で ある こと を 認定 致し ます 
量 朋 2 衝 の 放 件 7 あ ク リア て す 


INSIDE OF VF2 


| VF2」 に は 下 に 挙げ た 4 つの ゲー ム モ ー 
ド が 存在 する 。 前 作 と 同様 の モー ド 以 外 
こも 、 学 回 初 登場 の 新 モ ー ド まで 存在 す 
る の で 、 ぜ ひ す べ て の モー ド で プレ イ し 
て みて ほし い 。 


人 胡 殿 は 段位 鐘 定 試合 に お いて | クリ ア 面 衣 計 計 | | 1 


| 若 記 の 成績 を 収め まし た の で 


2 の 症 Gomm 
| 術 点 |5uP8| | 趣 
| 合 放 価 放 D8| 


Im ステー ジ ク リ アァ を 月 奉 せ / 


対 単 時 の 騰 数 に よる メ ン o os ジ 変 5 
対人 戦 で 連勝 を 続け る と 、 画 面 上 部 の メッ セー ジ 
が 変化 する こと は 知っ て いる だ ろう か ? 4 連勝 
'、5 か ら 19 連 勝目 まで 
"、20 か ら 39 連 勝目 まで は 
"打倒 | チャンピオン"、40 連 勝 以上 だ と " 君 が や ら 
ね ば 誰が や る ! "と 刻々 と 変わ や っ て いく の だ 。 


目 ま で は "対戦 者 乱入 可能 
は 連勝 記録 を 止め ろ ! 


対 CPU モー ド 
CPU 相手 に 闘う 、 い わ ゆ る 対 コ ンピュータ ー 戦 。 


る が 、 後 方 ダッ シュ で 間合い を 離し 、 そ れ を 追っ て 


な 攻略 法 が ある 。 


対戦 モー ド 
上 ふたり の プレ イヤ ー 同 士 が 闘う 対人 戦 モ ー ド 。 98 


台 の 筐 体 を 背中 合わ せ に 設置 し た 台 で 、 向 い 合せ 賠 
で 対戦 する の が 主流 。 達人 同士 の 闘い だ と 、 対 戦略 
し て いる か わ 園 議 


相手 の 顔 を 見 な く と も 、 誰 を 相手 に 
がかっ て し まう と いう 。 この 対戦 モー ド こ そ が 、 
IVF2」 の 楽し さ の 真髄 と 言え る だ ろう 。 


段位 認定 モー ー ド 


要 は 、 プ レー 内 容 を 採点 し て くれ る 対 CPU モ ー ド 。 
各 キ ャ ラク ター ご と に 設定 され た 規定 技 を 出し つ 
SF こと で 、 段位 (得点 ) が 決 

され る 。 ち な み に 最 高 は 9 段 だ が 、 こ の 域 に 達 
和枝 の 合作 本 書 に も 
協力 し て くれ て いる 新宿 ジャ ッ キ ー ブン ブン 丸 
池袋 サラ の 3 人 が 、 セガ の 公認 バー チャ 道場 で 9 
段 を 取っ て いる 。 


エキ スパ ー トモ ー ド 

この モー ド を 遊ぶ に は 以下 の 特別 な が コマ ンド か が 必 
要 。 まず 、 キ ャ ラク ター セレ クト 画面 中 に レバ ー を 
導 合 合 つる や 必 尽 の 順に 入力 。 する と 、 通常 より 
強い CPU キャ ラク ター と 闘え る エキ スバ パート モー 
ド に な る 。 この 強 さ の 秘密 だ が 、 実は 対 CPU モ ー 
ド で プレ イヤ ー が 使っ た 戦法 を コン ピュ ー タ ー が 
学習 し て お り . 普 通 は 見 られ な い 大 技 や 特殊 な 連係 
を CPU キャ ラク ター が 使っ て くる の だ 。 プレ イ す 
る 度 に 相手 が 強く な る モー ド と いう わけ だ 。 


ここ arrayareeeri 
1 - 
- 
で の Ko dl 「Q - 
の 
ct/ Ka9/// 


ーー 
ピコ ーー 一 こ 
デー 


「 旨 1 
貞昌 村主 ESE 
だ きけ 人 た) 


KN こっ は 己 に 叶 (6⑥ AN !) SN 


アド バタ イズ 画面 で の スタ ツブ プール 
めで た く エ ン デ ィング を 迎え る と 表示 され る スタ ッ 
フス クロ ー ル 。 これ を コイ ン 投 入 前 の アド バタ イ 
スズ 画面 で 見 る 方 法 が ある 。 や りか た は 簡単 で 、 コ 
イン を 投入 する 前 (クレ ジッ ト ゼ 口 の 時 ) に スタ ー 
ト ボ タン を 押し て いる と 、 組 帝 が 酔 拳 の 演舞 を 
や っ て いる と ころ に スタ ッ フ スク ロー ル が 流れ だ 
す の だ 。 


P 29 で 挙げ た 順番 で 計 11 人 の キャ ラク ター と 闘っ 瓶 
て いき 、 そ の すべ て を 倒す の が 目的 と な る 。 難易 較 詞 
度 は 設定 に より 変更 可能 。 けっ こう 手ごたえ が あ 農 


くる CPU キャ ラク ター を 投げ て し まう と いう 簡単 較 


還 げ CAYE 万 SE7 と の 大 設 


面 CHEDILS 公 7 5 シー-7 軸 


DES て た 、 
証明 24.。 司 


mL 


カゲ の マス ク が 取れ る 

前 作 で は 筐 体 起動 後 3 ヵ月 が 経過 する と 見 る こと 
が で きた カゲ の 素顔 。 今回 は 多少 条件 が 変わ っ て 
いる 。 まず 、 1 P、2 P 関 係 な く カ ゲ が 20 連勝 し な 
く て は いけ な い 。 そう する と 、 そ れ 以 降 カ ゲ が 顔面 
付近 に ダウ ン す る ほど の ダメ ー ジ を 受け る と 、 マ 
スク が 取れ て 素顔 を 拝め る よう に な り 、 電 源 を 落 
と すま で は その 状態 が 続く 。 


7or4kepc 
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エン ディ ング で の 残像 操作 

キャ ラク ター の 残像 が 美しい エン ディ ング の リプ 
レイ 。 実は この 残像 パタ ー ン を プレ イヤ ー が 操作 
で きる の だ 。1 P 側 の レバ ー で 残像 を 表示 する 間 
隔 を 、2P 側 の レバ ー で その 残像 を 表示 する スピ ー 
ド を 、 そ し て @ ボ タン で は 残像 を いく つ 出 すか を 
変更 で きる 。 全部 で 3 0 段階 ある の で 、 い ろ い ろ と 
調整 し て みる と お も し ろ い だ ろう 。 


定 …‥ 体 力 、 リ ング サイ ズ 、 難 易 度 設定 他 


「VF2」 で は 、 以 上 の 各 モー ド の 他 に 細か い 
設定 の 変更 が 可能 だ 。 筐 体内 部 に ある サー 
ビス ボタ ン を 押す と 、 左 の 写真 の よう な メ 
ニュ ー が 表示 され る 。 大 半 は メモ リー チェ ッ 
ク や サウ ンド テス ト な どの メン テ ナ ン ズ 用 


の の ひ の だ が だ ぼら 1RNO な ノノ 


間 間 Pi 5 「 _ 時 半 メニ ュー だ が 、"GAME ASSIGNMENT" 
Re の 項目 を 選ぶ こと で 、 キ ャ ラク ター の 体力 、 
me 人 リン グ サ イズ 、CPU キ ャ ラク ター の 強 さ 
ラ 。 “ 4 (体力 、 ア ル ゴ リ ズム 別に 設定 可能 ) な ど が 
ー・ = 8 隊 迷 匠 匠 細 | 設定 で きる よう に な る 。 中 で も お も し ろ い の 


は 、 画 帝 が 酒 を 飲ん だ 時 に 強く な る か どう か 
ーー 較 詩 。 を 設定 する "DRINK" の 項目 。 滅多 に 経験 で 
AS っ > ささ な い だ ろ うな が 、 飲 ん で も 飲ん で も 強く な 
ら な い 酔 拳 使い で プレ イ し て みる の も 一 興 
会 が あっ た ら 試 し て みて ほし い 。 


それ まで の 対戦 成績 が 見 られ る "BOOK KEEPING'。 試し に リン グ サ イズ を 最大 に し て みた 。 これ だ け 広 い 
細か く 分 析 し て みる と 、 な か な か が 興味 深い 。 と 、 場 外 負 け を 気 に せ ず 勝 負 が で きる と いう も の だ 。 だ 。 


スロ ー リ プレ イ 

ひと 勝負 ご と に 見 る こと が で きる リプ レイ 画面 。 
勝負 が つい た 瞬間 に @⑥⑯@ ボ タン を 押し 続け る と 、 
これ を キャ ン セ ル 不 能 の スロ ー 表 示 に で きる と い 
う の は 有名 だ ろう 。 原則 と し て この リプ レイ は 1 
コイ ン に つき 1 回 し か 試せ な い が 、 例 外 と し て 4 
連勝 すれ ば 、 再 び ス ロー リプ レイ を 見 れる よう に 
な る (不可 能 な バー ジョ ン の 筐 体 も ある )。 


ニニ ュー ニー ニニ ニー 
2 プレ イヤ ー 側 キャ ラフ 選択 
も は や 、 わ ざわ ざ 書 く こ と も な い ほ ど 有 名 な 隠し 
テク ニッ ク 。 キ ャ ラク ター を 選択 する 時 に レバ ー 
を 上 方 向 に 入力 し な が ら ボ タン を 押す と 、 2 P 側 


キャ ラク ター を 選択 で きる と いう も の だ 。 た だ し 、 


同 キ ャ ラ 対 戦時 に ぬ ふたり の プレ イヤ ー が 共に この 
操作 を し た 場合 、 先 に 入力 し た 者 が 2 P キ ャ ラク 
ター で プレ イ で きる よう に な る 。 


BGM 変 更 
ゲー ム 開 始 時 に 1P ま た は 2P の スタ ー ト ボタ ン を 
押し て いる と 、 通 常 と は 違う B GM を 聞く こと が 
で きる 。 1P ス ター ト ボ タン な ら 『V F 1」 の ジャ ッ 
キー の 曲 が 、2P ス ター ト ボ タン な ら 同 じ く サラ の 
曲 が 流 れ て くる の だ 。 前 作 の アレ ンジ バー ジョ ン 
に な っ て いる の で 、 ぜ ひ 一 度 試し こみ て ほし い 。 


ラウ の 弁 朋 
ラウ 同士 の 対戦 を 続け 、 か つつ 片方 の ラウ が 勝ち 続 
け て いる と 、 あ る 面白 い 現 象 が 発生 する 。 な ん と 、 
勝っ た ラウ の 弁 髪 が 伸び 、 そ の 分 負け た ラウ の 髪 


が 短く な っ て いく の だ 。 最 高 で 8 段階 の 変化 が 見 
られ 、 最 も 短く な っ た 状態 で は 弁 髪 の 先 っ ぽ だ け 
が 後頭 部 か らぶ ら 下 が っ た よう な 状態 に な り 、 情 
け な い こと この 上 な い だ ろ う 。 


勝ち ボー ス 選 選択 

ひと 勝負 つい た 時 に 出る さま ざま な 勝ち ポー ズ 。 
この 時 、 好 き な ポ ー ズ を 選択 で きる の は ご 存 知 だ 
ろう か ? や り 方 は 簡単 で 、 勝 負 が つい た 瞬間 に 
⑥、⑥、@⑥ いずれ か の ボタ ン を 押し 続け こい れ ば い 
い 。 通 常 は ラン ダム で (また は エク セレ ント 勝ち 
し た 時 の み ) し か 見 れ な い 勝ち パ ポーズ が 自由 に 選 
べ る よう に な る の だ 。 


CHRLLEAHGER 


ジャ ッ キ ー ス テー ジ の 死 の 鳥 

ジャ ッ キ ー ス テー ジ で 、 レ バー の 下 、@、@⑥、@⑥、 ス ター 
ト ボ タン を 1 P 側 、2 P 側 で 同時 に 入力 する と 、 
遠く に 止ま っ て いる 鳥 が 負け て いる 側 の キャ ラク 
ター に ま と わ り つ き 始め る 。 ま た 、 対 CPU 戦時 に 、 
CPU より 体力 が 多い 状態 で リン グ ア ウ ト 負 けし て 
ゲー ム オ ー バ ー に な り 、 その 後 レ バー を 上 に 入れ 
た まま に し よう 。 今度 は 鳥 が プレ イヤ ー キ ャ ラク 
ター を 連れ て 行っ て し まう の だ 。 
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歩く 
レバ ー を 右 か 左 方 向 に 倒す と 、 キ ャ ラク ター は その 
方 向 に ジリ ジリ と 歩き 出す 。 レ バー か ら 手 を 離せ ば 、 
その 場 で 止ま る こと が で きる 。 歩く スピ ー ド 自体 は 
か が なり 遅い が 、 そ れ 故 に 相手 と の 距離 を 細か く 調 節 
する の に 適し た 動作 と いえ る 。 ま た 、 軸 足 が 変 わっ 
た 時 に も 、 こ の 操作 で 調整 で きる (P.50 参照 )。 


走る 


レバ ー を 相手 方 向 に 2 回 素 速く 入力 し 、2 回 目 に レバ ー 
を 倒し た まま に する こと で キャ ラク ター は 走り 出 
す 。 ある 租 度 (3 メー トル ) 相手 に 接近 する と 自動 的 
に 立ち 止ま っ て し まう が 、 相 手 が ダ ウン し て いる と 
泌 斉 する まで 走り 続け る こと が 可能 だ 。 ま た 、 歩 く 
動作 と 違っ て 後ろ 向き に 走る こと は で き な い 。 


ジャ ンプ 

レバ ー を 上 要素 の 方 向 ( 左 上 、 上 、 右 上 ) の いずれ か へ 
倒す と 、 キ ャ ラク ター は ジャ ンプ する 。 レ バー 入力 
が 一 瞬 ( 約 0.2 秒 以内 ) な ら 小 ジャ ンプ 、 そ れ 以 上 倒し 
続け る と 大 ジャ ンプ に な る 。 ジ ャ ンプ 中 に も @⑥、⑥ 
ボタ ン を 押し て 特定 の ジャ ンプ 攻撃 を 出す こと が で 
さる 。 ま た 、 玄 め 後方 に 小 ジ ャ ンプ し よう と する と 、 
バク 転 や 側 転 動作 に な る キャ ラク ター も いる 。 


し ゃ が む 

レバ ー を 下方 向 の 要素 に 倒す と キャ ラク ター は し ゃ 
が お む 。「VF2」 の 中 で も 重要 な 動作 の 一 つ で 、 こ の 状 
態 で 防御 に 徹し た 場合 上 段 、 下段 攻撃 や 投げ 技 、 空 
中 攻撃 の 一 部 まで も 防ぐ こと が 可能 だ 。 こ の 状態 か 
ら 歩 いた り 、 ク イッ ク 移 動 を する こと も で きる 。 た 
だ し 、 中 段 攻撃 が ヒッ ト し た 場合 の デメ リッ ト が 大 
さく な る の で 決し て 無敵 な わけ で は な い 。 


軸 証 SHRNBXEGHWQWKENS 25" 詞 ICHREBERGER pe ク イッ ク 移 動 

ーー 寺 レバ ー を 同じ 方 向 に 素 速く 度 倒す と 、 キ ャ ラク ター 
は 一 定 距 離 を ダッ シュ で 移動 する 。 前 進 が クイ ッ ク 
フォ ワー ド 、 後 退 が ステ ッ プ バッ ク と 呼ば れる 。 キ 
ャ ラク ター に より ダッ シュ ー 回 の 移動 時 間 、 距 離 は 
玩 な る の で P36 の キャ ラク ター 移動 性 能 表 を 参考 
に し て ほし い 。 相 手 と の 距離 を 素 速 く 詰 め た り 離 れ 
た り の 行動 を 取る 場合 に 最適 の 動作 だ 。 ち な み に 、 
合 舌 ( ま た は 性 珍 ) と いう 入力 で 、 し ゃ が ん だ ま 
まで も クイ ッ ク 移 動 が 可能 に な る 。 


振り 返る 

相手 に 背後 を 取ら れ た 場合 は 、 レ バー を 相手 側 へ 短 
く 倒す こと で キャ ラク ター は 振り 返る 。 振り 返る 最 
中 は 無防備 な の で 、 状 況 を 判断 し た 上 で キャ ラク ター 
を 振り 返ら せる と いい 。 レバ ー の 代わ り に @、@ ボ タ 
ン を 押す こと で 、 振 り 向き つつ 攻撃 を 出す こと も 可 
能 で ある 。 
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馬 本 操作 


それ で は 、 基 本 中 の 基本 で は ある が 、 筐 体 の レ 
バー や ボタ ン の 操作 法 に つい て 触れ て みた い 。 
ある 程度 プレイ に な れ た 諸君 も 、 も う 一 度 「VF2」 


の 虹 本 を 振り 返っ て みよ う 。 決 し て 無駄 に は 
な ら な い は ず だ 。 


し ゃ が み ク イッ ク 移動 の 利点 


し ゃ が み ク イッ ク 移 動 の テク ニッ ク は 、 
実戦 で は 大 き な 意 味 を 持つ 。 ます 相手 
の 懐 に 入り 込み や すく 、 ダメ ー ジ 変化 
技 を 効果 的 に ヒッ ト さ せら れる 。 ま 
た 、 レ バー 下 入 力 の 場合 より 短 時 間 で 
し ゃ が め る と いう 利点 も ある 。 普通 に 
し ゃ が み 姿 勢 に な る に は 最長 11 フ レー 
ム か か る が 、 全 層 多 操 作 で し ゃ が お 
と 、 理 諭 的 に は わずか 3 フレ ー ム で し 
ゃ が め る こと に な る 。 さ まぐ ざま な 局面 
で 応用 で きる テク ニッ ク な の で 、 ぜ ひ 
会 得 し て お きた いと ころ だ 。 


@ ボ タン 

相手 の 攻撃 を 防ぐ 、 つ まり ガー ド す る 場合 は @ ボ 
タン を 押す 。 レ バー を 下方 向 に 入力 し な が ら @⑨ 
ボタ ン を 押す と 、 キ ャ ラク ター は し ゃ が み ガ ー 
ド を する 。@ ボ タン を 押し て いる 間 は 、 し ゃ が 
む 以 外 の レバ ー に よる 動作 や @、⑥ ボ タン に よる 
攻撃 を 出す こと は で き な い 。 ま た 、@ ボ タン は そ 
の 使い 方 が ガー ド だ け に 留まら ず 、 さ ま ざ ま な 
面 で 活用 する こと が 可能 だ 。 


複数 の ボタ ン を 
同時 に 押し た 場合 


⑥ ボ タン で パン チ 、⑯ ボ タン で キッ 
ク 、⑥ ボ タン で ガー ド と いう の は 既 
に 説明 し た が 、 そ れ ら の ボタ ン を 同 
時 に 押し た 場合 は どう な る の だ ろ 
うか ?2 まず 、⑥ と @ ま た は @⑥ と ⑨ 
の 組み 合わ せ の 場合 、 そ れ が 固有 技 
の コマ ンド で な い 限 り 通 常 バ ンチ か 
通常 キッ ク が 出る 。 つ まり @⑧ ボ タン 
は 無視 され る と いう わけ だ 。 そ し て 
⑥ と ぐ @ 同 時 、 ま た は @⑥ と @⑯ と @ ら 同時 
押し の 場合 は 、 パ ンチ が 優先 され て 
出る 。 この 現象 を 利用 すれ ば 、 コ マ 
ンド 入力 失敗 時 の フォ ロー が で きる 
こと も ある の だ 。 


CHRNPION 2 BINS H CRLLENGER 
作 * 
nf す N で 4 ULUIM B 
__! 国 園 ご ご 


EK ボタ ン 

相手 を 攻撃 する 場合 に 必ず 使う っ ボタン で ある 。 
基本 的 に は 、⑥ ボ タン を 押す と 手 ま た は 腕 を 使 つ 
た パン チ 系 の 攻撃 を 、@⑥ ボ タン を 押す と 定 や 膝 を 
使っ た 攻撃 、 つ まり キッ ク 系 の 攻撃 を 出す 。 例 
えば 、 単 純 に @ ボ タン を 押し た 場合 は 上 段 パ ンチ 


が 、⑥ ボ タン の 場合 上 段 キ ッ ク が 出る 。 こ の ど つ 


の ボタ ン に 方 向 レ バー を 加え た 操作 の 組み 合わ 
せ で 、 さ ま ざ ま な 攻撃 を 繰り 出す こと が で きる 。 


ガー ド 中 の コマ ンド 入力 
[ガー ド 中 は 何 も で き な い 」 と 前 述 し た 。 確 か に その 
通り だ が 、 技 が 発生 し な い だ け で あり 、 実 際 は @ ボ タ 
ン を 押し て いる 最 中 で も コマ ンド 入力 は 受け 付け ら 
れ て いる 。 つ まり 、 コ マン ド の 最後 の ボタ ン を 入力 
する 直前 に @ を 離せ ば 、 し っ か り 技 を 出す こと も で 
きる し 、 コ マン ド 入 力 の 途中 で 無防備 に な る こと も 
避け られ る 。 ま た 、 技 に よっ て は コマ ンド 入力 中 の 
動き で 相手 に 攻撃 タイ ミン グ を 読ま れ て し まう も の 
も ある ( ゆ ゅ ゅ @⑥ な ど ) た め 、 そ れ を 防ぐ た め に ガー ド 
し な が ら コ マン ド 入 力 を する と いう テク ニッ ク か 必 
要 に な っ て くる の だ 。 


で G) ボ タン 活用 法 


⑥ ボ タン は 攻撃 を ガー ド す る だ け に 留 ま 
ら ず 、 さ ま ざ ま な か な 効果 が 期待 で きる 使用 法 
が ある 。 ここ で は 、@ ボ タン が 持つ 何 か し 
ら の 行動 を "止め る "機能 に 注目 し て 、 特 殊 
な 活用 法 を いく つか 紹介 し た い 。 


(で TTCNRLUEHDEREETEE 記 ye 丘 T FTTCHP1UHI TI NL 
| 


和信 の 


〆 往 


クイ ッ ク 移 動 距 離 の 調節 
レバ ー 動 作 に よる 歩く 、 ク イッ ク 移 動 、 走 る な どの 移 
動 中 に @ ボ タン を 押す こと で 移動 中 に 切 停 止 す る こ 
と が で きる 。@ ボ タン を 押し た 後 は すぐ に ガー ド 状 
態 に な る の で 、 移 動 中 に 攻撃 を 受け る 確率 は 確実 に 
低く な る 。 例え ば 「VF2l で 重要 な 動作 の 一 つ 、 ク イッ 
ク 移動 中 に @ ボ タン を 使う と 微妙 な 距離 の 調節 が 可 
能 に な る 。 相 手 の 打 撃 技 を クイ ッ ク 移 動 で ギリ ギリ 
当たら な い 位 置 で 回 避 す る よう な こと が で き 、 実 戦 
で も その 効果 を 発揮 し て くれ る 。 


VS 
本" 


し 、 


ーー の * 


技 を ガー ドキ ャ ン セ ル す る 

前 作 か ら あ っ た 要素 に 、" ガ ー ド キャ ン セ ル " と いう も 
の が ある 。 こ れ は 技 の モー ショ ン の 途中 で @ ボ タン 
を 押す ご と に より 、 技 を 中 断 す る と いう テク ニッ ク 
だ 。 こ の 方 法 で キャ ン セ ル を か けら れる の は 、 通 常 
キッ ク (⑥) と @⑥06 コ ン ビ ネー ショ ン の キッ ク だ け で 
ある 。 キ ッ ク の モー ショ ン が 開始 され て か ら 実 際 に 
相手 に ヒッ ト す る まで の 間 な ら 、 ど の タイ ミン グ で 
も キャ ン セ ル で きる 。 た だ し 、 キ ャ ラク ダー に よっ て 
は キャ ン セ ル で さき な いも の も ある 。 各 キャ ラク ター 
の 技 解説 を よく 読ん で 把握 し て お いて ほし い 。 


具体 的 な コマ ンド 入力 
タイ ミン グ 


コマ ん 用 
ここ で 、 次 種 コ マン ド の 入力 タイ ミン グ を 
いく つか に 分 類 し て 、 それぞれ の 具体 的 な 
入力 の コツ を 解説 し て みよ う 。 いま だ に ど 
うし て も 思い 通り の 技 が 出 な いと いう 諸君 
は 、 こ の 解説 を も と に 自分 の 操作 の どこ が 
間違っ て いた の か を 確認 し て みて ほし い 。 


コマ ンド を 正確 に 入力 し て 確実 に 技 を 出せ る と いう こと は 、 
| VF2」 に お いて 勝利 を 得る た め の 必 要 条 件 で ちあ る 。 どれ だ け 
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相手 の 動き を 読ん で 素 速 く 反 応 し よう と 、 肝心 の 技 が 出せ な い 
の で は 話 に な ら な い 。 に も か か わら ず 、 ある 程度 経験 を 積ん だ 
プレ イヤ ー で あっ て も 、 出 し た い 技 が 出 な いと いう 事態 は 起こ 
り が ち で ある 。 この 項 で は 、 どう すれ ば 正確 に コマ ンド 入力 が 
で きる か と いう こと を 解説 し て いき た い 。 


コマ ンド 入力 の 原則 


まず 人 確実 に 技 を 出す た め の 第 ] 原則 は 、 入力 受付 時 間 (* 1 ) 内 
に コマ ンド を 入力 する 、 と いう こと で ある 。 だ が 、 入 力 受付 
時 間 と 一 日 で いっ て も 、 そ の 入力 規則 に は さま ざま な パタ ー 
ン が ある 。 そ こ で 、 右 ペー ジ に コマ ンド 入力 タイ ミン グ の 各 
種 バ ター ン を 取り そろ えて 解説 し て みた 。 自 分 の 入力 方 法 
と 見 比べ て 、 こ の 例 の 通り に 入力 で き て いる か どう か を 再 確 
認 し て みて ほし い 。 

ゴマ ンド 入力 の 第 ら 原 則 は 、 人 硬化 時 間 中 (2) の コマ ンド 入力 
は 一 部 が キャ ン セ ル さ れ て し まう 、 と いう も の だ 。 例 えば 
種類 の 技 を 連続 し て 出 そ う と する 場合 、2 番 目 の 技 の コマ ン 
ド を あま り 早 く 入力 し て し まう と 、 こ の 原則 の た め に 入力 が 
無視 され て し まう 。 ま た 、 コ マン 入力 中 に 相手 の 攻撃 を 受 


ける と 、 ガ ー ド の 成 和 谷 に か か わら すず 硬化 時 間 が 発生 する の で 、 


その 段階 まで に 入力 され た 分 の コマ ンド は や は り 無 視 さ れ 
る の だ 。「『VF2」 で は ある 程度 の 先行 入力 “3) が 許さ れ て い 
る の で 、 こ の よう な 原因 で 技 が 出 な いと いう こと は 起こ り に 
くい が 、 今 一 度 、 自 分 の 入力 タイ ミン グ が 速 す ず ぎ な いか どう 
か に つい て も チェ ッ ク し て みる べき で あろ う 。 


より 正確 な コマ ンド 入力 の た め に 

さて 、 前 述 の ふた つの 原則 を 堅実 に 守っ て いて も 、 実 際 に は 
入力 ミス は 結構 発生 し て し まう 。 そ の 原因 と し て 考え られ 
る こと は 、 ま ず プ レイ ヤー の 姿勢 の 悪さ だ 。 正確 に 正面 を 向 
いて 筐 体 の 前 に 座っ て いる つも り で も 、 体 が 斜め に な っ て い 
る と いう の は よく ある こと 。 こう し た 場合 、 方 向 に レバ ー 
を 入力 し て いる つも り で も 方 向 に な っ た り 名 方 向 に な っ 
た りす る た め 、 正 確 な 入力 が で き て いな いこ と に な る 。 ま た 
姿勢 の 悪さ だ け に 限ら ず 、 レバ ー の 握 り 方 に よっ て 入力 し に 
くい 方 向 と いう も の も 出 て くる の で 、 入 力 を 失敗 し や すい 場 
合 に は レバ ー の 握り 方 か ら 変え て みる 柔軟 さ が 必 要 に な る 
だ る ろう 。 

コマ ンド 入力 失敗 の 原因 と し て も う ひ と つ 考 えら れる も の 
と し て “プロ グラ ム に よる コマ ンド 自動 選択 現象 "と いう も 
の が ある 。 例 えば 、 ア キラ で 闘っ て いて 沖 近 (@⑥) の 直後 に 側 
及 ( 人 ⑯) を 出し た い 時 、 素 直 に ⑥ る ⑥⑯ と 入力 し て も 環 揮 朋 
(@⑥⑯) が 出 て し まう 。 こ れ は 、⑥ を 押し た 後 で 20 フ レー ム 以 
内 に ⑯ が 入力 され る と 、 環 挿 腺 の 入力 と し て プロ グラ ム 上 で 
認 誠 され る た めで 、@ 入 力 と @ 入 力 の 間 の レバ ー 入 力 は 無視 
ざれ て し まう の だ 。 

た だ 、 こ の 現象 に 対し て は 簡単 な 防止 法 が 存在 する 。 実 は 、 
各 技 の コマ ンド を 入力 し 終わ る 度 に @ ボ タン を 押せ ば 、 プロ 
グラ ム 上 の コマ ンド 認識 に キャ ン セ ル を か ける こと が で き 
る の で ある 。 例 えば 沖 捧 か ら 側 腺 へ の 連係 を 確実 に 行ない 
た い 場 合 、@ ボ タン を 押し て 沖 挿 が 発生 し た 直後 に @ ボ タン 
を 押す と 、 プ ログ ラム 上 に 薔 積 され た コマ ンド は クリ ア さ れ 
て し まう 。 そ こ で る @⑥ と 入力 すれ ば 、 単発 の 側 月 と し て 確実 
に 認 誠 され る と いう わけ だ 。 こ の @⑧ ボ タン に よる コマ ンド 
キャ ン セ ル 技 は 必須 テク ニッ ク と も 言え る も の な の で 、 必 ず 
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用 語 解説 
*1. 入力 受付 時 間 

コマ ンド 入力 を 必要 と する 技 を 出す 場合 、" 入 力 
受付 時 間 " と いう も の が 関わ っ て くる 。 この 時 間 
内 に コマ ンド を 完成 させ な い 限 り 、 どん な に 正 
確 に コマ ンド を 入力 し て も 技 は 発生 し な い 。 入 
力 受 付 時 間 に は 、 コマ ンド 入力 の 操作 と 操作 の 
間 に 受 付 時 間 が ある タイ プ 、 一 定時 間 内 に 一 連 
の コマ ンド を 完了 させ る タイ プ の 2 種類 が ある 。 
入力 受付 時 間 は , その 時 間 が 短い ほど 技 を 出す 
こと が 難し く な り 、 逆 に 長い ほど 簡単 で 、 さ ら に 
コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 で あれ ば ディ レイ (詳し く は 
打撃 技 の 項目 を 参照 ) が か け や す く な る 。 

*2. 便 化 時 間 

何 か 技 を 出し た り 相 手 の 打撃 技 を 受け た りす る 
と 、 キ ャ ラク ター は 行動 不能 の 状態 に な っ て し ま 
う 。 こ れ を 硬化 時 間 と いい 、 出 し た 技 に よっ て 、 


また 受け た 技 に よっ て 行動 不能 時 間 の 長 さ は 
増減 する 。 原則 と し て 、 硬 化 時 間 中 は プレ イヤ ー 
の 操作 は 一 切 受け 付け られ な い の で 、 実 戦 
で の 勝敗 を 直接 左右 する 大 切な 要素 だ と 言 
えよ う 。 

*3. 先行 入力 

先行 入力 と は キャ ラク ター の 硬化 時 間 中 に 次 の 
攻撃 の コマ ンド 入力 を あら か じ め 行 な う 方 法 の 
こと だ 。 原則 と し て 、 硬化 時 間 中 に キャ ラク タ 
ー は 行動 を と る こと は で き な い が 、 硬化 時 間 が 
終了 する 12 フ レー ム 前 か ら コ マン ド 入 力 が 受け 
付け られ る 。 先行 入力 が 成功 し た 場合 、 硬化 
時 間 が 解け た 直後 に 次 の 技 を 出す こと が で き 
る 。 コマンド 入力 に 必要 な 時 間 が 節約 され る 
だ け と は いえ 、 この 差 は 大 きい だ ろう 。 


: 池 発 生 
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環 振 腺 (⑤⑭) 完 成 
NSREIGTto eSN、 -… d 


ワン スト ロー ク 系 … p 、KK*G な ど 

これ に つい て は 入力 タイ ミン グ に 苦労 する こと は な い は 
ず だ 。 コマ ン 入力 の 原則 で 述べ た 便 化 時 間 中 の 入力 が 
な けれ ば 問題 は な い 。 せい ぜ い 、 必 た つ 以 上 の ボタ ン を 
同時 に 押す 時 に タイ ミン グ が ずれ な いよ うに 注意 する ぐ 
らい だ ろう つ 。 


ボタ ン 連 打 系 ・… E 、E E KK など ( 図 1) 

いわ ゆる コン ビ ネ ー シ ョ ン 系 の 技 に 多い タイ プ 。 この 手 
の コマ ンド は 入力 受付 時 間 に 余 裕 が ある も の が 多い の 
で 、 ボ タン を 押す 順番 、 回 数 に だ け 気 を 付け て いれ ば いい 。 


レバ ー 十 ボ タン 系 A… ゞ 、 お など 

( 図 2-1,2-2) 

方 向 レバ ー 入 力 の 直後 に ボタ ン を 押す タイ プ の コマ ンド 
で 、 レバ ー 入 力 中 な らい つ ボ タン を 押し て も 大 丈夫 と い 
う も の ( 図 2- 1 )。 共通 技 の 下段 パン チ や 中 段 キッ ク な ど 
が それ に 分 類 さ れる 。 レバ ー の 後 で ボタ ン を 押す と いう 
順番 さえ 間違え な けれ ば 入力 ミス は 発生 し よう が な い 
が 、 ボ タン を 押す 瞬間 に レバ ー を 離し て いる と 技 は 出 な 
い 。 また 、 ラウ の 連環 転身 掃 脚 (6⑥⑥ ひ @⑯) の よう に 、 コ 
ン ビ ネー ショ ン 技 と 複合 され て いる 場合 、 最初 の パン チ 
を 入力 し た 直後 か ら 層 入力 を 始め て いて も いい ( 図 2- 
2)。 @⑥@⑥@⑥ の 途中 の レバ ー 入 力 は 無視 し て も ら え る の で 、 
確実 に ひ ⑥ を 入力 で きる だ ろう 。 


レバ ー 十 ボタ ン 系 B… ツ p 、 必 下 な ど 

( 図 3-1,3-2,3-3) 

レバ ー+ ボ タン 系 コマ ンド の も う ひ と つの パタ ー ン で 、 
レバ ー 入 力 後 ボ タン を 押す まで に 制限 時 間 ( 入 力 受付 時 
間 ) が 設け られ て いる も の 。 タイ ミン グ が シビ ア そ うだ 
が 、 レ バー と ボタ ン を 同時 に 押す よう に すれ ば 問題 は な 
い 。 図 3- 1 、 3-2 を 見 て も ら え ば わか る と 思う が 、 レバ ー 
入力 後 一 定時 間 内 に ボタ ン を 押す 必要 が ある だ け で 、 そ 
れ 以 外 は レバ ー エ サボ タン 系 A と 同じ 感覚 で 入力 し て いれ 
ば いい 。 ま た 、 特 殊 な パタ ー ン と し て サラ の ダブ ル ジ ョ 
イン トバ ッ ト が あり ( 図 3-3)、 \ ボ タン 入力 後 き ボタ ン を 


図 1 : バイ 双 拳 旋風 腺 ( ゃ pk) の 入力 タイ ミン グ 


図 e-1 : アキ フ 月 提 ($ ゃ ) の 入力 タイ ミン グ 


図 e-2 : ラウ 連環 転身 掃 脚 mmm ゞ k) の 入力 タイ ミン グ 


ずっ と レバ ー の 入力 を 
続け る こと を 示す 。 


※ 各 図 の 見 方 JP 」 (名 ノ 


入力 する まで レバ ー を ゅ に 入れ た まま に し て お く 必 要 が 
ある の で 注意 する こと 。 ほか に 、 ジャ ッ キ ー の スラ ント ロ 
ー ス ピン キッ ク (@ mk) も 同様 の 入力 方 法 で な いと 技 が 
出 な い 。 覚え て お こう 。 


レバ ー 十 ボタ ン 系 C… ぐ ④ ツ p、①) 政 な ど 
( 図 4) 

レバ ー+ サ ボタ ン 系 コマ ンド 最後 の パタ ー ン は 、 特定 の 時 
間 内 に 一 連 の コマ ンド を 入力 する タイ プ だ 。 前 述 の ら 例 
と は 違い 、 入力 途中 の 時 間 制 限 は な いし 、 最後 に 方 向 レ 
バー と ボタ ン を 同時 押し する 必要 も な い 。 また 、 原則 と 
し て 指定 され た 方 向 以外 の レバ ー 入 力 が ある と 技 が 出 な 
い の だ が 、 4 フレ ー ム 以内 の 入力 ミス な ら ば 無視 され る 
も の も ある の で 大 丈夫 だ 。 例え ば 、 ラ ウ の 地 旋 朋 を 
ゅ る 々 京 と 入力 し て し まっ て も 、 8 方 向 の 入力 が フレ ー 
ム 以 内 で 、 か つ 16 フ レー ム 以 内 に すべ て の コマ ンド を 
入力 し 終え て いれ ば 、 ち ゃ ん と 技 が 出る 。 慣れ れ ば それ 
ほど 難し い コ マン ド で は な いと 言え よう 。 


姿勢 限定 系 …( ぐ ⑧ 、() 底 な ど ( 図 5) 

コマ ンド 表 を 見 て いる と "や "と いっ た 記号 が 時 折 目 
に つく が 、 これ は 特定 の 姿勢 で し か 出せ な い 技 で ある こ 
と を 示す も の 。 この 系 統 の コマ ンド の 入力 タイ ミン グ は 、 
すでに 説明 し た 各種 パタ ー ン の 応用 に な る 。 例え ば ラウ 
の 斜 下 掌 と 斜 上 掌 の 場合 を 考え て みよ う 。 ラウ が 最初 に 
直立 し て いた と する と 、 る 方向 に レバ ー を 倒し た 直後 
(10 フ レー ム 以 内 ) に ゃ ボタ ン を 押す と 斜 下 掌 @ Sm) が 
出 て 、 ぁ 入力 を 1 1 フレ ー ム 以上 続け て か ら ゃ ボタ ン を 押 
す と 斜 上 掌 (3・S mp) が 出る 。 一 見 この 差 は 入力 時 間 の 違 
いか らく る よう だ が 、 あく まで も ラウ の 姿勢 だ けが 問題 
で 、 入 力 タ イミ ング 自体 は 下段 パン チ ( ゞ m) と 変わ ら な い 
の だ 。 


ジャ ンプ 攻撃 系 …②⑦K、 人 で (ダウ ン 攻 撃 ) な ど 
( 図 6) 

ジャ ンプ 攻撃 の コマ ンド 入力 タイ ミン グ は 、 他 の コマ ン 
ド と は まっ た く 違 う も の に な っ て いる 。 図 6 を 参考 に し 


な が ら 詳 し く 解 説 し て みよ う 。 まず 、 小 ジャ ンプ と 大 ジャ 
ンプ の 違い は 、 レバ ー 入 力 の 長 さ で 決定 され る 。 上 方 向 
( 尺 、 合 、 ね の いずれ か が か) に レバ ー を 倒し 、13 フ レー ム ( 約 
0.2 秒 ) 以 内 に 戻す と 小 ジ ャ ンプ に 、13 フ レー ム 以 上 入力 
を 続け る と 大 ジャ ンプ が 出る 。 そし て 、 肝心 の ジャ ンプ 攻 
撃 の 入力 タイ ミン グ だ が 、 レバ ー 入 力 中 で 13 フレーム 
が 経過 し て いな い タ イミ ング (T 1)、 レバ ー は 戻っ て いて 
13 フ レー ム が 経過 し て いな い タ イミ ング (1)、13 フ レー 
ム 経 過 し て 小 ジ ャ ンプ か 大 ジャ ンプ が 確定 し て いる タイ 
ミン グ (T3) の 3 つ に 分 類 さ れる 。 これ を 理解 し た 上 で 、 
実際 の 技 の 入力 タイ ミン グ を 説明 し よう 。 

まず 、 コマ ンド 表 中 で "⑥⑯、 合 @、 含 @⑥' な ど と 表記 され 
て いる 技 は 、 レバ ー 入 力 後 T1 の タイ ミン グ で @、⑥ ボ タ 
ン を 押す と 出す こと が で きる 。 例え ば 大 ダウ ン 攻 撃 
( 含 6⑥) は レバ ー 上 方 向 と ボタ ン を 同時 に 押し 、 レバ ー を 
13 フ レー ム 以 上 倒し っ ぱな し に すれ ば いい 。 

次 に "(同時 )" の 表記 が ある も の だ が 、 これ は T「 1 、「 ら 2 ど ち 
ら の タイ ミン グ で も 大 丈夫 。 た だ し "る ⑯" と "(同時 )⑥' の 
技 を 両方 持つ っ つて いる キャ ラク ター の 場合 は 、「1 の タイ 
ミン グ で k を 押す と 4⑯ が 、「T ら の タイ ミン グ で ⑯ を 押す 
と (同時 )⑥ の 技 が 出る 。 つま り 、 レバ パー と ボタ ン を 同時 
に 押す か 、 レバ ー を 戻し て か ら ボ タン を 押す か で 違う 技 
が 出る と いう こと だ 。 また 大 ジャ ンプ 攻撃 の 場合 、 含 @ 
で も (同時 )⑥ で も 同じ T1 の タイ ミン グ で の 入力 に な る 事 
も 覚え て お こう 。 

最後 に "(上 昇 中 )"、“( 下 降 中 )" の 表記 が ある 技 だ が 、 これ 
は と も に T3 の タイ ミン グ で コマ ンド を 入力 する よう に 
な っ て いる 。 ど ちら の 技 が 出る か は 、 ボタ ン を 押し て か が から 
着地 する まで の 時 間 を 逆算 し て 、 その間 に 技 の モー ショ 
ン を 出す の が 間に合う か どう か で 決定 され て いる 。 つま 
り 、 同 じ "( 上 昇 中 )" と 指定 が ある 技 で も 、 モー ショ ン が 長 
いと それ だ け 早 く 入力 する 必要 が ある し 、 モー ショ ン が 
短けれ ば ジャ ンプ 頂点 を 過ぎ て か ら 人 入力 し て も 間に合う 
と いう こと だ 。 この 入力 タイ ミン グ は 技 ご と に 実 な っ て 
いる の で 、 確実 に 技 を 出す た め の タ イミ ング は 目 分 自身 
で 会 得 し て いく し か な い だ ろ うつ 。 


図 3-3 : サラ ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト ( ゞ gk) の 入力 タイ ミン グ 


2 引 
ク 


MM 


斜 下 掌 (立ち) 斜 上 掌 (し ゃ が み ) 
図 6 : 小 ジ ャ ンプ 攻撃 ・ 大 ジャ ンプ 攻撃 の 入力 タイ ミン グ 
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次 の コマ ンド 入力 を 受け 付け る 
時 間 の 長 さ を 示す 。 


ウル フ アキ ラ 


茶 本 性 能 


比較 


身長 体重 比較 

答 キ ャ ラク ター の 体重 は 、 主 に 攻撃 を 受け た 際 
の 吹き 飛ば は され 方 に 関係 し 、 空 中 コン ボ (P.39 
参照 ) の 成 合 に 深く 影響 を 与え て いる 。 体重 の 
軽い キャ ラク ター ほど 、 カ ウン ター で 攻撃 を 受 
けた と き に 高く 遠く 吹き 飛ば され 、 リ ング 外 に 
も 運ば れ や すい 。 逆 に 重い キャ ラク ター は すぐ 
地面 に 着地 する の で 、 ダ ウン し た 際 の 連係 技 が 
つなが り に くい 。 図 を 見 て も わか る 通り 、 お お 
むね 身長 が 低い ほど 体重 は 軽い 。 た だ 、 ふ た り 
の 女性 キャ ラク ター が 例外 で 、 身 長 の わり に は 
体重 が か な り 軽 い 方 に な る よう だ 。 


構え ・ 姿 勢 比較 

キャ ラク ター の 姿勢 が 最も 影響 を ほ 与 える の は 、 
密着 し た 時 の 懇 と 腰 の 問 の 距離 、 つ まり 投げ 問 
合い で ある 。 前 傾 姿勢 の キャ ラク ター ほど 腰 が 
後ろ に 引け て いる た め 、 投 げ 問 合 い に 入 り に く 
い 。 つ まり 投げ に くく 投げ られ に くい 訳 だ 。 区 
を 見 れ ば 一 目 了 然 だ が 、 投 げ が 得意 な ウル フ と 
ジェ フリ ー は 、 か な り 直 立 に 近い ファ イ テ ィ ン 
グ ポ ー ズ を 取っ て いる 。 逆 に リオ ン な ど は 、 相 
当 投げ 技 を 決め に くい キャ ラク ター だ と いう の 
が わか る だ ろう 。 ま た 、 姿 勢 が 影響 を 与え る も 
う ひ と つの 要素 に 、 相 手 の 打 撃 技 の 当たり や す 


さと いう も の が ある 。 一枝 に 言え る も の で は な 、 通常 将 155Cm 通 演 姿 勢 161cm 
い が 、 コンパ クト な 姿勢 の キャ ラク ター に は 、 し ゃ が み 姿 勢 116cm し ゃ が み 姿 勢 116cm _ 


ど ご つ し て も 打撃 技 が 当たり に くい よう だ 。 


移動 速度 ・ ジ ャ ンプ カ 比 較 

キャ ラク ター に よっ て 移動 速度 が 異な っ て いる 
と いう の は 、 プ レイ ヤー 諸君 に は 衆 知 の 事実 で 
あろ っ うっ 。 原則 的 に は 、 体 重 の 重い キャ ラク ター は 
移動 ス ビ ー ド が 遅く 、 体 重 の 軽い キャ ラク ター 
は その 逆 で ある 。 だ が 、 ス ピー ド が 遅く と も 1 
回 の ステ ッ プ で 多く の 距離 を 移動 で きる 場合 、 - 
遅い キャ ラク ター だ か ら と いっ て 回 避 能 力も 劣 W 
る と は 言い きれ な い 。 キャ ラク ター の スピ ー ド の 和 
違い は 、 あ くま で それ ぞ れ の 流派 の 持つ イメ ー ーー ec 
ジ に よる 違い だ と 認識 し て いよ う 。 A 4 ,。 ] 

また 、 ジ ャ ンプ カ は カゲ が ズバ 抜け て 高い 中 1 ミダ 
力 を 見 せ 、 妨 者 と し て の 威厳 を 誇っ て いる 以外 電 
は 、 他 の 9 キャ ラク ター は 1.8 メ ー ト ル と 一 定 

し て いる 。 し か し 、 対 戦中 に 大 ジャ ンプ を 使う 人 1.8 
局面 は 限ら れ て いる の で 、 た と え ジ ャ ンプ カカ が m Im 
司 く て も あま り 意 味 が な い 。 つなみ に 、 ど ん な 0.46 msec 0.62 1.00 msec 1.00 0.44 』sec 0.62 1.00 Im/Sec 1.00 
うか ら リン ヴァ ウト する こと は earu、 時 9> < 人 BB> < 人 BBB> <IHEHIBIIIBI8 


シン 衝 2 プ 
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後 移 動 Im/sec 前 移動 
ステ ッ プ パック m/sec クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド 


攻撃 スピ ー ド ・ 攻 撃 力 比 較 

「VF 2 J は キャ ラク ター に よっ て 攻撃 力 と 技 を 
繰り 出す スピ ー ド が 異な り 、 お お むね それ は 反 
比例 の 関 作 に な っ て いる よう だ 。 威力 の ある 技 
ほど ご 、 ス ピー ド は 遅い と いう わけ だ 。 中 に は 例 
外 的 な キャ ラク ター も いる よう だ が 、 そ れ 故 に 
前 作 こ と 比べ る と キャ ラク ター ご と の 明確 な 個性 
が 見 える よう に な っ た と 言え る 。 ち な み に こ の 


の テ 
比較 は パン チ 、 キ ッ ク 、 中 段 キ ッ ク だ け を 例 に 


取っ た 、 あ くま で 参考 程度 の デー タ で ある 。 固 SDeed  m/sec damage SDeed  m/sec damade Speed  m/sec damage Speed  m/sec damage 
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打撃 技 の 基本 


この ゲー ム に お ける 打撃 技 と は 、 相手 に 拳 
や 足 な ど を 叩き つけ る こと に よっ て ダメ ー 
ジ を 与え る 攻撃 法 の こと だ 。 一 動作 か ら な 
る 単発 打撃 技 と 、 複数 の 打撃 を 組み 合わ せ 
た コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 の 2 種類 が 存在 し 、 
さら に 上 段 攻撃 、 中 段 攻撃 、 下段 攻撃 な ど と 
いっ た いく つか の 攻撃 属性 (後述 の "攻撃 属 
性 "を 参照 の 事 ) に 分 類 さ れる 。 これ ら 打 撃 技 
の 特徴 は 、 まず 技 が 相手 に 届く まで に ある 
程度 の 時 間 が か か る と いう こと と 、 相手 が 
ガー ド に 成功 する と ダメ ー ジ を 与え られ な 
いと いう こと だ 。 その た め 、 どう し て も コマ 
ンド 入力 合戦 に な り が ちな 格闘 ゲー ム で あ 
りな が ら 、 相手 の 動き を 読む 、 ス キ を 突く 、 
な ど 現 実 の 格闘 技 さ な が ら の 気分 が 味わえ 
る の で ある 。 


at ここ 
ジテ で 、 坦 > SS 1 や ) 4 
h ・ Ah 1 


KK 


CN で 邊 3 
+ まず と 

ュ ェ ー- っ と *、 
ーー pe ー 


達人 の 域 に 達 す れ ば 、 相手 の 動き ( 技 の 挙動 ) を 見 て か ら 的 
確 な 反応 が で きる よう に な る 。 現実 の 格闘 技 と な ん ら 変 わ 
る と ころ は な い 。 
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の も 大 き な 特 徴 。1 ポ イン ト で も 体力 が 残っ て いれ ば 充分 


に 逆転 可能 だ 。 
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攻撃 属性 に つい て 


打撃 技 に は 必ず 攻撃 属性 と いう も の が 存 
在 する 。 攻撃 属性 と は 相手 の 身体 の どの 
部 分 に 攻撃 が ヒッ ト す る か と いう も の で 、 
上 段 攻 撃 、 中 段 攻撃 、 下段 攻撃 な どの 攻撃 
属性 が ある 。 それ ぞ れ の 属性 の 特徴 を 把 
握 す る こと で 初め て 相手 の 防御 状態 を 崩 
すこ と が 可能 と な る だ ろう 。 


1 訂 1DCL 


上 段 ( 上 段 強 ) 攻撃 

立ち 状態 の 相手 に ヒッ ト す る が 、 しゃ が み 
状態 の 相手 に は 空振り し て し まう 。 基本 的 
に 立ち ガー ド で 防御 可能 だ が 、 な か に は 立 
ち ガ ー ド を 突き 崩す 上 段 強 攻撃 が あり 、 し ゃ 
が ん で 避け る 以外 の 回 避 法 は な い 。 


上 段 攻 撃 に は 全体 的 に ダメ ー ジ が 大 きい も の が 
多い が 、 し ゃ が ん で 避け られ る と 、 この よう に 空 
振り し て し まう . 


中 段 (特殊 中 段 ) 攻 撃 

立ち 、 し ゃ が み 両 状態 の 相手 に ヒッ ト し 、 
し ゃ が み ガ ー ド の 相手 か ら ダ メー ジ を 奪う 
こと が で きる 。 これ を 防御 する た め に は 立 
ち ガ ー ド が 必要 と な る 。 また 、 し ゃ が み ガー 
ド を 外す だ け で ダメ ー ジ を 奪わ な い 特殊 中 
段 攻 撃 と いう も の も 存在 する 。 


中 段 攻 撃 に は 、 相 手 を よろ めか せ た り ガー ド を 外 
し た り と いっ た 効果 が ある 。 


下段 攻撃 

相手 の 足元 に 対す る 攻撃 で 、 立 ち ガ ー ド の 
相手 か ら も ダメ ー ジ を 奪え る 。 下段 ガー ド 
の み で 防御 が 可能 だ 。 また 、 空 中 の 相手 に 
対し て は 、 画 面 上 で は ヒッ ト し て いる よう 
に 見 えて も 空振り し て し まう 場合 が 多い 。 


相手 の 足元 を 突く 下段 攻撃 は 、 技 の 出 が か り を 
潰し た り 相 手 を ダウ ン さ せ た り と 、 地味 な が ら 
効果 が 高い も の が 多い 。 


空中 攻撃 

基本 的 に 中 邊 攻撃 と 同様 の 当たり 判定 を 持 
つが 、 攻撃 を 繰り 出す 位置 に より 地上 に い 
る 相手 に 当て る の か が 不可 能 な 技 も ある 。 ま 
た 、 通 常 の 中 段 攻撃 特有 の ガー ド 4 分 の 3 
や ガー ド バ ハーフ と いっ た 特性 が な い 。 


ジャ ンプ 攻撃 以外 に も 、 パ イ の 痛 転 脚 (G⑯) や 
カゲ の 葉 龍 ( 必 必 @ 二 ⑥+③) の よう に 空中 
攻撃 の 属性 の 固有 技 が ある 。 


ダウ ン 攻 撃 

ダウ ン し て いる 相手 を 攻撃 する 唯一 の 手 
段 。 全 キ ャ ラク ター 共通 の ジャ ンプ 系 の ダ 
ウン 攻撃 ( 合 @⑥、 含 @⑥) と 、 一 部 の キャ ラク ター 
が 持つ 打ち 下ろ し 系 の ダウ ン 攻 撃 (q@、 
S⑥⑯) に 大 別 さ れる 。 


ダウ ン 攻 撃 に は 、 そ れ ぞ れ 有 効 射程 が 決め られ 
て お り 、 あ る 欄 度 離れ て ダウ ン し た 相手 に は 届 
か な いこ と も ある 。 


コン ビ ネ ー シ ョ ン と は 複数 の 技 を 切れ 目 な くつ な げ て 出す 連続 技 の こと を 言 
い 、 コ ン ボ と 略す こと も ある 。 コン ビ ネ ー シ ョ ン は キャ ラク ター ご と に 特定 の バ 
ター ン が あり 、 ほ と ん どの 場合 ボタ ン か ら 始 まる 。 ま た 、 最 初 の 1 発 目 が ヒッ 
ト し た 場合 に 、 相 手 が ガ ー ド し よう と 反撃 を 試み よう と 残り の 打撃 が すべ て 連 
続 ヒ ッ ト す る 完全 コン ビ ネ ー シ ョ ン と 、 ど ん な に 素 速く 入力 し て も 相手 が 途中 
で ガー ド 可 能 な 不 完全 な コン ビ ネ ー シ ョ ン の 必 た つ に 大 別 さ れる 。 原則 と し て 、 
コン ビ ネ ー シ ョ ン の 構成 が 長け れ ば 長い ほど 、 相 手 に ガー ド さ れ た 後 の ス キ が 
大 きく な る こと も 認識 し て お いて ほし い 。 


連係 技 


連係 技 と は 、 あ ら か じ め コ マン ド 表 に 用 
意 さ れ て いる コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 と は 異 
な り 、 プ レイ ヤー 自身 が 複数 の 技 を 組み 
合わ せ て 作り だ す 、 疑 似 コ ン ビ ネー ショ 
ン と で も 言う べき 攻撃 法 で ある 。 例え ば 、 
ダウ ン 技 で 宙 に 浮い た 相手 に 別 の 技 を 
ヒッ ト さ せ た り (空中 コン ボ と 総称 する )、 
硬化 時 間 の 短い 技 で 相手 の 反撃 を 誘い カ 
ウン ター を 狙っ た り と 、 さ まぐ ざ まな 連係 
方 法 が 存在 する 。 た だ し 確実 に 相手 に 
ヒッ ト す る と いう 保証 は な く 、 プ レイ ヤー 
の 経験 や 読み 、 反 応 速度 を 必要 と する テ 
クニ ッ ク と 言え よう 。 
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完全 コン ビ ネ ー シ ョ ン の 代表 例 

リオ ン の 連環 究 掌 (@⑥@⑥) は 、 完 全 コ ン ビ ネー ショ 
ン の 代表 例 だ 。 最初 の 1 発 、 ま た は 2 発 目 が ヒッ 
ト し た 場合 、 後 述 の ディ レイ を か け な い 限り 途 
中 か ら ガ ー ド する こと は 不可 能 で ある 。 た だ し 
技 の 後 の ス キ は か な り 大 きい 。 


ティ レイ 


ディ レイ と は 、 い わ ゆ る "ひと り 時 間 差 攻撃 "の 
こと 。 コンビネーション の 入力 タイ ミン グ を ず 
らし 、 技 の 間 に フ ェ イ ント 的 な イン ター バル を 
置く テク ニッ ク だ 。@⑥⑥⑯⑥ な どの パン チ 系 コン 
ビ ネ ー シ ョ ン 以 外 に も 、 デ ィ レ イ を か けら れる 
技 は 数 多く 存在 する 。 詳し く は キャ ラク ター 別 


の 技 解説 を 参照 の こと 。 


る だ ろう 。 


ダブ フル スピ ン キ ッ ク (K K) の ディ レイ 
ジャ ッ キ ー の ダブ ルス ピン キッ ク (⑯⑯) も ディ レイ 
可能 な コン ビ ネ ー シ ョ ン で ある 。 1 発 目 の 蹴り 足 が 
ほとん ど 引 っ 込ん で か ら で も 2 発 目 の 蹴 り を 出す 
こと が 可能 な た め 、 か な り ト リッ キー な 攻撃 が で き 


不 完全 コン ビ ネ ー シ ョ ン の 代表 例 

ウル フ の 1 、2 、 ア ッ パー(@ ら ら @) は 、1 発 目 を 相手 に 
ヒッ ト さ せ て も 、 最後 の アッ パー だ け は ガー ド さ れ 
て し まう 可能 性 が ある 。 後述 の ディ レイ の テク ニッ 
ク な ど を 使っ て 、 ヒ ッ ト 率 を アッ プ さ せる こと か が 必 
要 に な る だ ろう 。 


連係 技 の 代表 例 


スク ァ ト スト レー ト (@⑤) で 相手 を 牽制 し 、 志 わ ず し 
ゃ が ん だ と ころ に 中 段 攻撃 の ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ 
ト ( ゆ ゅ ⑥⑥) を 叩き 込む と いう 連係 技 。 ダ ブル ジョ イ 
ント バッ ト を ゅ ゆ ゅ 必 ⑥② と いう よう に 入力 すれ は 、 相 
手 が 立 ち ガ ー ド し 続け た 場合 に も 、 ネ ッ ク ブ リー カー 
ドロ ッ プ ( ゆ ゅ ⑥) が 出る 自動 2 択 攻 撃 と な る 。 


039 


投げ 技 


投 け 技 の 基本 


授 げ 技 は 打撃 技 と 違い 、 ガ ー ド 中 の 相手 に も ダメ ー ジ を 与え 
る こと が で きる 。 た だ し 、 基 本 的 に は 立ち 状態 の 相手 に 対し 
て の み 有 効 で 、 し ゃ が み 状 態 の 相手 を 投げ られ る の は ウル フ 
と ジェ フリ ー の 上 ふたり に 限ら れる 。 こ の 投げ 技 の 分 類 だ が 、 
ます 大 本 投げ と コマ ンド 投げ に 大 別 さ れる 。 基本 投げ と は 


全 キ ャ ラク ター 共 


基本 投げ 例 全身 捜 ( 


全 キ ャ ラク ター 共通 の ら も +@⑥ で 出せ る の が 基本 投げ 。 
ダメ ー ジ は 少な めで 投げ 抜け され る 可能 性 も ある 。 


に skHOYWPIOTH2 さ は TSNIDT 


PB 転身 咽 掌 ( や ゆ ラウ 
コマ ンド 投げ は 、 2 スト ロー ク 以 上 の 入力 が 必要 な 
も の が 多い 。 手間 は か か る が 、 ダ メー ジ は 大 きい 。 


授 げ 技 分 類 表 
上 段 投 け 


下段 投 け 
上 下段 投げ 
返し 技 系 


崩し 技 系 


tk 通 の コマ ンド @⑥+@ で 出す こと が で き 、 最 も 
商 単 な 投げ で ある 。 た だ し "投げ 抜け "で 回 避 さ れる こと も あ 
る の で 注意 が 必要 だ 。 また コマ ンド 投げ と は 、 各 キャ ラク ター 
ご と の 固有 コマ ンド で 出す 投げ 技 で ある 。 こ ちら は 投げ 抜け 
され る 危 険 は な い が 、 入 力 に 手間 が か か る 分 、 成 功 し づら い 
と 言え よう 。 こ れ ら の 投げ 技 は さら に 5 つ に 分 類 さ れる が 、 
それ に つい て は 下 の 投 げ 技 分 類 表 を 参照 し て ほし い 。 


ーー=CHINPfONEE1 biN 


・G・ ア キラ ) 


CHHELEE 和 GE 用 


EHHHPIOTN 1 BIR 


立っ て いる 相手 を 投げ る 投げ 技 。 コ マン ド 入 力 時 に 相手 が し ゃ が ん で いる と 、 通 常 パ ンチ な ど が 出 
て スキ が で き て し まう 。 基本 投げ (⑥+@⑥) を 始め と し 、 ほ と ん どの 投げ 技 が この 属性 を 持っ て いる 。 


し ゃ が ん で いる 相手 を 投げ る 投げ 技 。 ウ ルフ と ジェ フリ ー の ふた り だ けが 、 こ の 属性 の 投げ 技 を 持 
つ 。 投 げ を 仕掛 ける 側が 立ち 状態 で コマ ンド を 入力 し な いと 成功 し な い の が 特徴 と 言え よう 。 


相手 が し ゃ が ん で いて も 立っ て いて も 投げ られ る 投げ 技 。 相 手 の 背後 か ら 仕掛 ける 投げ の 一 部 が 
この 属性 を 持つ 。 これ を 回 避 す る に は 、 背 後 攻撃 な ど で 投げ 成立 条件 を 月 すし か な い だ ろ う 。 


相手 が 出し た 打撃 技 を 受け 流す 技 。 た だ し 、 す べ て の 打撃 技 を 受け 流す こと は で き な い 。 各 返し 技 
と 受け 流し 可能 な 打撃 技 は 、 各 キャ ラク ター 別 攻略 の 技 コ マン ド 一 覧 表 を 参照 し て ほし い 。 


通常 の 投げ 技 は 相手 を 必ず ダウ ン さ せる が 、 こ れ は 相手 の 体勢 を 月 す の み で 打撃 技 を 加え る スキ を 
生み だ す に 過ぎ な い 。 一 部 に は ダメ ー ジ を 与え る も の も ある が 、 基 本 的 に は ノー ダメ ー ジ の 技 だ 。 


投 け 技 成立 の 条件 


投げ 技 を 成功 させ る た め に は 、 下 記 の 投げ 技 属 性 を 
相手 の 体勢 に 一 致 さ せる 以外 に 、 原 則 と し て 以下 の 
4 通り の 炒 件 を 成立 さけ な けれ ば いけ な い 。 一 部 例 
外 が ある も の の 、 こ れ ら の 条件 が 揃っ た 場合 に 投げ 
技 は 成功 する 。 


投げ 問 合 し \ 以 内 で ある 

返し 技 を 除く 全 投 げ 技 共 通 の 条件 
で 、 そ の キャ ラク ター 固有 の 投げ 問 合 
い ( 相 手 と 上 自分 の 腰 と 腰 の 問 の 距離 ) 
以内 で な いと 投げ は 成功 し な い 。 大 
半 の キャ ラク ター は 1.4 メ ー ト ル 、 ウ 
ルフ とこ ジェフ リー の み 1.5 メ ー ト ル 、 
また サラ と ジャ ッ キ ー の ネッ ク ブ リー 
カー ドロ ッ プ ( ゆ ゅ ⑤) に 限り 1.8 メ ー 
トル の 投げ 間合い を 持つ 。 


投 け 無効 時 間 外 で ある 

キャ ラク ター が 打撃 技 を 受け る と 、 投 
げ 技 に 対し て 無敵 状態 に な れる 投げ 
無効 時 間 と いう も の が 発生 する 。 こ 
の 時 間 内 に 相手 が 授 げ コマ ンド を 入力 
し て も 失敗 し て し まう た め 、 攻 撃 を 受 
けた 後 の 人 硬化 時 間 中 に 一 方 的 に 投げ 
られ る 事態 は 防 が れる の だ 。 詳し く 
は 後述 の 防御 回避 の 項 (P.45) を 参 
照 し て ほし い 、。 


相手 の 攻撃 力 が 

発生 じ て い な い 
投げ 技 の コマ ンド な を 入力 し た 直後 に 、 
相手 が すでに 打撃 技 の コマ ンド 入力 
を 終了 し て いて 、 か つ そ の 打撃 技 が ま 
だ ヒッ ト し て いな い 場 合 、 返 し 技 以外 
の 投げ 技 は 自動 的 に 失敗 し て し まう 。 
た だ し 、 一 部 スウ ェ ー 且 軸 移 動 系 の 
打 委 届 技 に 関 し て は 、 攻 撃 力 が 発生 す 
る 前 に 授 げ られ て し まう も の も ある 。 


相手 と 自分 の 軸 の ずれ が 
30 度 以内 

相手 と の 向き の ずれ が 30 度 以内 で 
ある と いつ うこ と が 、 全 投げ 技 共 通 の 条 
件 。 横 転 起 キ 上 が り 直 後 や 、⑤⑥+@ 投 
げ の 投げ 抜け 直後 な ど に 軸 ず れ 状 態 
に な りや すい 。 た だ し 、 た と え 軸 が ず 
れ て も 移動 か 攻撃 を する た び 向 き が 
修正 され る た め 、 ずれ が 30 度 以上 
に な る こと は ほとん ど な い だ ろう 。 


投 け 技 後 の 
硬化 (タダ ウン) 時 間 に つ いて 


キャ ラク ター が ダウ ン す る と 、 あ る 一 定時 間 は ダウ ン し た まま 
起き 上 が れ な い 。 こ れ を ダウ ン 時 間 と いい 、 大 本 的 に 打撃 技 に 
よる ダウ ン 時 間 よ り 投 げ 技 に よる ダウ ン 時 間 の 方 が 長く な 
る (詳し く は P.49 の 起き 上 が り 解 説 を 参照 )。 た だ し 、 ア キ 
ラ の 倒 身 捜 服 (@⑥+@) の よう に 投げ 技 と 打撃 技 が セッ ッ ト に 
な っ た 技 の 場合 、 最 後 の 突 き の ダ メー ジ の み を 元 に ダウ ン 
時 間 が 設定 され る た め 、 投 げ 技 で あり な が ら す ぐに 起 ぎ 上 
が られ て し まう と いう 事態 が 発生 する 。 投 げ 技 選択 の 隊 に 
は 意識 し て お きた い 要 素 で ある 。 


CHIHDIOH 2 81IHS 


CHRLLEHEEH 


パイ の 倒 身 陰 掌 ( ツ 層 : 下 ) 
この 技 も 最後 の 突き の み で ダウ ン 時 間 が 算出 さ 
れる た め 、 相 手 は 予想 以上 に 素 速く 起 キ 上 が る 
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アキ ラ の 揚 如 (G G ③ E ) 

一 見 打撃 技 の 揚 糧 は 、 返 し 技 、 つ まり 投げ 技 の 
一 種 に 分 類 さ れる た め 、 相 手 の 起 き 上 が り は 予 
想 以上 に 遅く な る 。 


プア キラ 倒 身 捜 服 


関係 上 、 続 け て の 投げ は 狙え な い 。 


ウル フ ブレ ー ン バス ター 
完全 に ウル フ の 背後 を 取れ る た め 、 投 
げ 外 し た 側が 比較 的 有利 で ある 。 投 げ 
と 打撃 の 2 択 も か け や す い 。 


ジェ フリ ー 


ジャ ッ キ ー ノー ザン ライ ト ボム 
ふた り で 地面 を 転がっ た 後 ジ ャ ッ キ ー 
だ けが ダウ ン す る 。 ダ ウン 時 間 は ゼロ 
に 近い の で 、 ほ ほ 仕 切り 直し の 状態 。 


サフ フロ ント スー プ レッ クス 
サラ を 振り ほど いて 真横 に 回 り 込む 。 
この まま で は 投げ は 狙え な い が 、 の ん 
びり し て いる と 逆 に 投げ を 喰らう 。 


倒 身 捜 服 の 投げ 外し 後 は 、 ほ ば ぼ アキラ 
の 真横 に 回 り 込 ん だ 形 に な る 。 朋 度 の 


/ ッ ク フ リ ッ プ 
ジェ フリ ー に 完全 に 後ろ を 取ら れる 形 に 
な る が 、 距 離 が 離れ る た め 逃 げ る の は 
簡単 。 う か つ に 攻め な い 方 が 無難 だ 。 


全 キ ャ ラク ター 共通 
より 投げ 技 の 回 避 を 行なう 


キャ ラク ター 
アキ ラ 
バイ 
ピン ウ / 
ウル フ 

ドン 2 りー 


Pal 
2 

シャ ヤッ Se 
シュ ジン 
リオ ン 


投げ 抜け 後 の 硬 化 時 間 表 


技 名 

倒 身 捜 朋 

転身 捜 倒 

肩車 頭 落 
ブレ ー ン バス ター 
バッ ク フ リ ッ プ 
ボディ リフ ト (Q⑥+†⑥) 
大刀 

フロ ント スー プレ ックス 
ノー ザン ライ ト ボ ホム 
酔 歩 転身 肘 
破 刀 手 秋 服 


パイ 和 提 人 
腕 を 振り 払っ つた 後 、 お 互い に 背中 を 向 
けた 形 に な る 。 攻撃 が 届か な いこ と が 


多い の で 、 一 度 逃 げ る の が 無難 か も 


ジェ フリ ー 
いっ た ん ダウ ン し た 後 ジ ェ フ リー の 育 
後 を 取る 。 
だ が 、 ダ ウン の 時 間 の 分 不利 で ある 。 


ボディ リフ ト 


育 後 授 げ の チャ ンス の よう 


投 け 抜け に つい て 


の @⑥+⑨ 投 げ は 、“" 投 げ 抜け "に 


こと が で きる 。 具体 
的 に 言う と 、 相 手 が 6+③@ コ マン ド を 入力 し て か 
ら 10 フ レー ム 以 内 に 自分 も 6+@ の コマ ンド を 
入力 する こと で 、 投 げ 抜 けり こと が で きる 。 投げ 外 
し の モー ショ ン や 投げ 抜け 後 の 便 化 時 間 な ど は 
相手 キャ ラク ター に より それ ぞ れ 異な る の で 、 別 
表 と 下 の 解 説 を 参照 し て も らい た い 。 


硬化 時 間 
(自分 : 相 手 ) 


46:46 
OO 
91:94 
49:50 
61:61 
192452 
42:44 
60:60 
61:61 
9D209 
43:42 


相手 と の 距離 
単位: メー トル) 


1.13 
2.04 
1.64 
1.08 
2.13 
1.03 
0.9/ 
1.12 
0.95 
1.26 
1.67/ 


授け 條 し 位 の 世 置 関 人 


ラウ ー 


衣 加 洲 ーー 


ラウ の 肩 か ら 降 り て 再び 向き 合う 形 に 


な る 。 


密着 し て いる よう だ が 、 投 げ 間 


合い か ら は 外れ て いる の で 打撃 技 で 。 


カゲ の 腕 を 振り ほど いた 後 、 カ ゲ の 横 
腹 を 取る 。 カ ゲ の スピ ー ド を 考え る と 
特に 有利 な 位置 と は 言え な い 。 


リオ ン 破 好 秋 厩 


腕 を 振り ほど いた 後 、 再 び 正面 に 向 か 


許 歩 転身 肝 

投げ を 振り ほど いた 後 は 、 シ ュ ン の 終 め 
後方 を 取る 形 に な る 。 軸 は 30 度 以上 すず 
れ て いる の で 、 投げ 技 は 入ら な い 。 


アン 


い 合 う 。 リ オン の 攻撃 スピ ー ド は 遅い 
の で 対応 は 難し く な い だ ろ うっ 。 


カウ ンタ ー と は 


何 か 技 を 出し て いる 途中 や ジャ ンプ し て いる 最 
中 な ど に 攻撃 を 受け る と 、 通 常 よ り も 大 き な ダ 
メー ジ を 受け て し まう 。 こ れ を カウ ンタ ー と い 
い 、 さ まぐ ざ まな 場合 に 起こ りう る 現象 で ある 。 SR 
どの よう な 状況 で カウ ンタ ー に な っ た か で 、 ダ 
メー ジ の 増加 率 は 変わ り 、 最 大 で は 通常 の 1.5 
倍 の ダメ ー ジ を 与え る こと も で きる 。 こ の カウ 
ンタ ー で 技 が 決ま る 状況 を 狙う こと は 、 実 戦 で 
勝利 する た め の 基 本 の ひと つと 言え る だ ろう 。 


よく 音 を 聞い て いる と 、 普 通 な ら " ビ シッ "の と ころ が "バキ ー ン " 
と 効果 音 が 鳴る こと が ある 。 こ れ が カウ ンタ ー だ 。 


8 ーー ニー デニ ーー 
カウ ンタ ー だ と 通常 より も 相手 が 高く 遠く に 飛ば され 、 各 種 連 
係 技 (空中 コン ボ ) の 成 知 な ど に 影響 を 与え る こと に な る 。 


科 則 ・ 授 げ カ ウン ター 
授 げ 技 に も 打撃 技 と 同様 カウ ンタ ー が あり 、 相 手 の 技 の 
硬化 時 間 中 に 投げ 技 を 成功 させ る と 、 通常 の 授 げ ダメ ー 
ジ X1.185 十 | の ダメ ー ジ を 相手 か ら 奪え る 。 こ の 性 質 上 、 
返し 技 に は カウ ンタ ー は 存在 し な いこ と に な る 。 ま た 、 
アキ ラ の 倒 身 捜 腺 (6+@⑥) や リオ ン の 七星 天 分 肘 
(Q⑥+⑥) な ど 、 ダ メー ジ が 何 段 階 か に 分 か れる 投げ 技 の 
二 、 カ ウン ター で ダメ ー ジ が 増加 する の は 最初 の 1 段 
階 目 の ダメ ー ジ の み で ある 。 


042 


KeCHRUDEHGEG gree 


カウ ンタ ー の 種類 成立 朱 件 


カウ ンタ ー 攻 撃 に は 、 以 下 に 解説 する よう に 4 つの 種 
類 が ある 。 それ ぞ れ カウ ンタ ー と な る 条件 は 違う が 、 
相手 の 動き に 打撃 技 を 合わ せる こと で ダメ ー ジ 増 を 
狙え る 点 で は 同じ で ある と 言え よう 。 た だ し 、 同 時 に 
復 数 の 柔 件 を 満た し た と し て も 、 適 用 され る の は ひと 
つ だ け 。 その 場合 、 通常 カウ ンタ ー、 提 所 カウ ンタ ー、 
空中 カウ ンタ ー、 小 カウ ンタ ー の 順 で 、 優 先 順位 が 決 
定 さ れ て いる 。 例 えば 相手 が 空中 で 硬化 し て いる と 
ころ に 攻撃 を 当て る と 、 空 中 カウ ンタ ー に は な る が 
小 カ ウン ター は 適用 され な いこ と に な る 。 


] の CHHHPIDH 】 
」 8 本 wm 西 細 角 員 カウ ンタ ー 
相手 の 攻撃 力 が 発生 する 前 に 
た < の 自分 の 攻撃 を ヒッ ト さ せ た 場 
合 、 また は 相手 と 自分 の 技 が 
同時 に ヒッ ト し 自分 の 攻撃 の 
ダメ ー ジ 量 が 上 回 っ て いた 場 
合 は 通常 カウ ンタ ー と な り 、 
通常 の 攻撃 ダメ ー ジ の 1.5 倍 
が 合計 ダメ ー ジ と な る 。 


じ CHHCHEIUEH 


較 下 国 急所 カウ ンタ ー 
四 請 畔 攻撃 が 手足 な どの 未 構 に ヒッ 
| ト せ すず 、 直 接 身体 ( 頭 、 胴 体 ) に 
ヒッ ト し た 場合 、 そ の 攻撃 は 
| 急所 カウ ンタ ー 扱 い に な り 、 
通常 の 1.25 倍 の ダメ ー ジ を 
与え る 。 た だ し 、 ダ ウン 攻撃 の 
易 合 、 急所 に ヒッ ト す る と 逆 
に 0.75 倍 の ダメ ー ジ に な る 。 


空中 カウ ンタ ー 

相手 が 通常 の 状態 で ジャ ンプ 
し て か が ら 攻 撃 が ヒッ ト し た 
場合 、 そ の 攻撃 は 空中 カウ ン 
ター 扱い に な り 、 通 常 ダ メー 
ジ の 1.5 倍 の ダメ ー ジ と な 
る 。 た だ し 、 相手 を 宙 に 浮か 
せ て か が ら の 追撃 は 、 た と え 空 
中 で 当たっ て いて も 通常 ダ 
メー ジ と な る 。 


小 カ ウン ター 
ga 較 還 旨 相手 が 技 を 出し た 後 の 硬 化 
議 明 絆 較 時 問 中 に 打 机 技 が ヒッ ト し 
た 場合 、 そ の 攻撃 は 小 カウ ン 
ター 扱い に な り 、 技 の ダメ ー 
ジ x 1.1255 十 1 の ダメ ー ジ 
を 相手 に 与え る 。 攻 撃 を 喰 
ら っ て 発生 する 硬化 時 間 中 
| の ダメ ー ジ は 、 通 常 通り の ダ 
メー ジ に な る 。 


カウ ンタ ー の 効果 


ダメ ー ン ジン 30 以下 の 技 で 
ダウ ン を 奪え る 
カウ ンタ ー に よる ダメ ー ジ 増加 
か ら 直 接 派生 し て くる 効果 に 、 
ダメ ー ジ が 30 以 下 の 技 で も ダウ 
ン を 奪え る と いう も の が ある 。 
ダメ ー ジ 930 以下 の 技 の 大 半 は 便 
化 時 間 が 少な いた め 、 様々 な 技 
を 連係 させ る チャ ンス が 生ま れ 
る の だ 。 


相手 の 投げ 無効 時 間 が 
短く な る 
打撃 を 受け る と 投げ 無効 時 間 が 
発生 する こと は すでに 述べ た が 、 
カウ ンタ ー ヒ ッ ト の 場合 、 通 常 
より も 投げ 無効 時 間 が 少な く な 
る 。 つ まり 、 相手 が 動け な い 間 
(硬化 時 間 中 ) に 一 方 的 に 投げ る 
チャ ンス が 生ま れる わけ だ 。 


通常 より も 相手 を 高く 
遠く 浮か せる 
通常 ヒッ ト で も 相手 を ダウ ン さ せ 
る 技 の 場合 、 カ ウン ター で ヒッ 
ト す る と さら に 高く 遠く に 相手 
を 浮か せる こと が で きる 。 こ れ 
に よっ て 通常 は 連係 不可 能 な 技 
に つない で いく こと も で きる よ 
うに な る だ ろう 。 


カウ ンタ ー で 攻撃 を 当て る こと で 、 一 体 何 の 得 が あ 
る の か ? も ちろ ん ダメ ー ジ 増加 は 大 き な 交 力 だ が 、 


それ だ け で は な い 。 こ こ に カウ ンタ ー ヒ ッ ト に よる 


メリ ッ ト を 、 簡 単に まとめ て みた 。 
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例 1) 

リオ ン の 弾 服 (⑧ K) 

リオ ン の 弾 服 (@@) は 、 通常 カウ ン 
ター また は 急所 カウ ンタ ー で 相手 を 
ダウ ン さ せる こと が で きる 。 相手 の 
重量 に も よる が 、 その 後に 窒 陰 掌 
( ぐ @⑥)、 下 統 挿 ( 々 @⑥) と いっ た 技 を 連 
係 さ せる こと が 容易 に で きる 。 


例 2) 

ジェ フリ ー の ロー ナッ クル (⑤⑤) 
ー ボ ティ リフ ト (④: で ) 

ロー ナッ クル 直後 に ボディ リフ ト を 
狙っ た 場合 、 投 げ 無効 時 間 の 関係 
で 投げ 技 は 絶対 に 成功 し な い 。 だ が 
ロー ナッ クル が カウ ンタ ー で ヒッ ト し 
た 場合 に は 、1 フ レー ム だ け 一 方 的 に 
相手 を 投げ られ る 瞬間 が 発生 する 。 


例 3) 本 ーー 
サラ の ライ ジン グ ニ ー( ず 層 ) 
っ ー コ ン ボ ライ ジン グ クニ ー 


0 0 0 0 
硬化 時 間 が 長い ライ ジン グ ニ ー は 、 
通常 他 の 技 に 連係 させ る こと は 難し 
い 。 だ が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 時 
の み 、 パ ンチ 系 の コン ビ ネ ー シ ョ ン 、 
例え ば コン ボラ イジ ング ニー な ど に 
連係 させ る こと が 可能 で ある 。 
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ガー ド 以 外 の 攻撃 回 避 法 


防御 ・ 回 遊 | 


⑥ ボ タン に よる ガー ド 以 外 に も 、 相手 の 打撃 技 を 
無効 化す る 方 法 は いく つか ある 。 こ の 頂 で は 、 そ 
の 様々 な 攻撃 回 避 方 法 に つい て 解説 し て みた い 。 


カー ド の 基本 


1. ス テッ フ プ バ ッ ク に よる 回 避 

どん な に 強力 な 打撃 技 で も 、 当たら な け 
れ は ば 意味 が 無い 。 そ こ で 、 ス テッ プ バ ッ 
ク (@ の ) で 射程 距離 外 に 逃げ る と いう 
の も 、 打撃 技 回 避 の 有効 な 手段 と な りう 
る 。 回避 後 の 反 撃 も 比較 的 容易 な た め 、 
実戦 で は 重要 な 回 避 テ クニ ッ ク で ある 。 


ここ まで 打撃 技 、 投 げ 技 と いう 攻撃 手段 に つい て 解説 
し て きた が 、 こ こ で それ ら の 攻撃 を 防ぐ 方 法 に つい て 
も 述べ て みた い 。 まず 打撃 技 を 防ぐ た め に 重要 な の が 、 
⑥ ボ タン を 押す こと で 可能 に な る "ガー ド " で ある 。 ガー 
ド に は 立ち ガー ド し ゃ が み ガ ー ド の 2 種類 が あり 、 そ 
れ ぞ れ 特 定 の 属性 の 攻撃 を ガー ド す る こと が 可能 だ 。 
また 、 攻撃 を 喰らっ た 後 の 便 化 時 間 中 、 技 を 出し て いる 
間 、 ジ ャ ンプ 中 、 相手 に 背中 を 向け て いる 時 に は 、@ ボ 
タン を 押し て いて も ガー ド 不 可能 な の で 注意 し よう 。 


足 2. シャ ンプ に よる 回 避 

多少 特殊 な 回 避 法 に な る が 、 小 ジャ ンプ 
| で 下段 攻撃 を 回 避 し て 着地 直後 に 反撃 
する と いう 方 法 が ある 。 た だ し . 相 手 の 攻 
届 を か な り 先 読み する こと か が 必要 に な 
る た め 、 初心 者 に は 難し い 高 等 テク ニッ 
ク と 言え る 。 


3. 特 殊 な 打撃 技 に よる 回 避 

ー 部 の 打撃 技 に は 、 極端 に 姿勢 が 低く な 

っ た り 体 を 開い た り と いっ た モー ショ 

ン を 持つ た め 、 当たり 判定 が 極端 に 小さ 

く な る も の が ある 。 こ の 特性 を 意図 的 
ーー に 使用 する こと で 、 相手 の 攻撃 を 回 避 す 

紹 @ 細 る ここ も で きる の だ 。 


@ ボ タン を 押し て いて も 、 打 撃 技 の 属性 に よっ て は ダメ ー ジ を 
受け る こと が ある 。 例 えば 立ち ガー ド 状 態 で は 下段 攻撃 を ま と 
も に 喰らう こと に な る 。 
4. 軸 移動 技 に よる 回 避 


| カゲ 、 シ ュ ン 、 リオ ン の 3 人 は 、 左右 方 
| 向 に 平行 移動 し な が ら 攻 撃 する 軸 移 動 
技 を 持っ て いる 。 こ の 技 を 使え ば 、 相 手 
の 直線 的 な 打撃 技 を 回 避 し つつ 攻撃 す 
る こと が で きる 。 た だ し 、 これ も 先読み 
が 必要 な テク ニッ ク で ある 。 


時 則 5. 返 し 技 に よる 回 避 

呈 | アキ ラ 、 パ イ 、 カ ゲ が 持つ 返し 技 を 使え 
ば 、 相手 の 攻撃 を その まま 受け 流す こと 
』 が で きる 。 た だ し 、 受 け 流し 可能 な 打撃 
技 は 限ら れる た め 、 相手 の 攻撃 を ある 程 
度 先読み する こと が 要求 され る だ ろう 。 


た こえ ガ ー ド が 完璧 で も 、 投げ 技 に 対し て は 無力 で ある 。 こ こ 
に 、 攻め る か が 守る か の 究極 の 選択 が 生ま れる こと に な る の だ 。 


各種 攻撃 に 対す る 防御 方 法 
原則 と し て 立ち ガー ド で ガー ド 可 能 。 例外 と し て 上 了 段 強 攻 


エ 
上 放 買 生 なけ は 、 し ゃ が ん で 回 避 す る し か 道 は な い 。 

下 放 撃 しゃがみ ガ ー ド で ガー ド 可 能 。 立ち か らし ゃ が み 状 態 に な る 
まで の タイ ムラ グ を 考え な いと 、 間に合わ な いこ と も ある 。 
上 pe 原則 と し て 立ち ガー ド で ガー ド 可 能 。 た だ し 特殊 中 段 攻撃 
だ け は し ゃ が み ガ ー ド で も ダメ ー ジ を 受け な い 。 

中 枚 到 原則 と し て 立ち ガー ド で の み ガー ド 可 能 。 ま れ に し ゃ が む 

すく こと で 回 避 可 能 な 空中 攻撃 も ある 。 
3 量 本 的 に ガー ド で は 回 避 不 能 。 逆 に バン チ な どの 技 を 出す 


こと で 、 投 げ 技 を 回 避 す る の が ベス ト で ある 。 


カー ド 失 敗 の 妥 因 


プレ イヤ ー 諸 君 の 中 に は 、 確実 に ガー ド ボ タ ン を 押し て いた 
の に 攻撃 を 受け て し まっ た と いう 経験 を 持つ 者 も 多い だ ろ 
う 。 そ れ に は 必ず 原因 が ある は ず だ が 、 その 原因 が わか ら な 
いう ち は 騙 され て いる よう な 気 が す る か も し れ な い 。 こ こ で 
は 主 な ガー ド 和 失敗 の 原因 と 、 その 解決 法 に つい て 解説 し よう 。 


ガー ド ボ タ ン の 押し そこ な い 
特に 説明 の 必要 は な い だ ろ う が 、 要 は 、 
@ ボ タン を 押す タイ ミン グ が 遅れ た 
り 、 同 時 に @ や ⑯ ボ タン を 押し て し まっ 
て いる の だ 。 経験 論 だ が 、 @ ボ タン を 
親指 で 押す よう に し て いる と 多少 確実 
性 が 増す よう だ 。 試し て みて ほし い 。 


記 計 GHRTEIIO2UIUH1S 令 較 語 識 
立ち ・ し ゃ が み ガ ー ド の 間違い 
すでに 説明 し た よう に 、 攻撃 属 性 に 応 』 


の で 、 相手 が 出す 技 の 属性 を 正確 に 把 
握 し て お く こ と か 必要 だ 。 


じ た ガ ー ド を し て お か な いこ 完璧 な 防 ーーー ビエ ゴー イー で の 
御 は 望め な い 。 見 た 目 は 上 段 攻撃 な の 還 還 生 還 品 還 ma Sa < 
に 中 段 や 下段 属性 を 持つ 技 は 結 多 し い 還 還 結語 kisss ES っ / 
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硬化 時 間 中 に 攻撃 を 受け る 
便 化 時 間 中 、 つ まり 何 か 技 を 出し た 直 
後 は 、 い くら @ ボ タン を 押し て も ガー 
ド は 不可 能 だ 。 こ の 事態 を 防ぐ た め に 
も 、 と に か く 無 駄 に 技 を 出す の は 殺 物 。 
スキ の 少な い 技 を 組み 合わ せ 、 無 防備 
な 状態 を 減ら す よ うに し よう 。 


途中 か ら は ガー ド 不 可能 な 技 
上 の 項目 と 同様 に 、 打撃 技 を 受け た 後 
の 硬化 時 間 中 も ガー ド は 不可 能 。 ほ と 
ん どの コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 の 場合 、 最 
初 の 1 発 を 喰らっ た 後 で @ ボ タン を 押 
し て も 、 続け て 攻撃 を 喰らっ て し まっ うっ 。 
あき ら め る し か ない 。 


ガー ド 失 敗 後 タメ ー ジ と ダウ ン 一 


ガー ド を 失敗 し た 場合 に 何 が 起こ る の か ? ま 
ず 当 然 の こと な が ら 、 キ ャ ラク ター は ダメ ー ジ 
を 受け る 。 こ の ダメ ー ジ が 30 未 満 の 場合 、 攻 
撃 を 受け た キャ ラク ター に は 一 定 の 硬直 時 間 と 
投げ 無効 時 間 が 発生 する こと に な る ( 下 の 計 算 
式 を 参照 の 事 )。 また 、 ダ メー ジ が 30 以 上 に な っ 
た 場合 、 攻 撃 を 受け た キャ ラク ター は ダメ ー ジ 
を 受け た 上 に ダウ ン し て し まう 。 こ の 後 の ダ ウ 
ン 時 間 に つ いて は P.49 で 紹介 し て いる の で 、 
そちら を 参照 し て ほし い 。 


CHNNPIORN' 91N)、 | _ CHQLLEH6ER 


ーー ニュ ーー ーー デー 
攻撃 を 喰らっ た 時 ば か り で は な く 、 ガ ー ド に 成功 し た 時 も 便 直 
時 間 と 投げ 無効 時 間 は 発生 する こと を 忘れ な いよ うに 。 


ST NmNCHRbURTOF RSS 志 We・…* 


ズ エー ニニ ニー D 、* dc 


まれ に ダメ ー ジ 30 以 下 の 技 で ダウ ン す る こと が ある 。 こ れ に 
つい て は P.49 の "ダウ ン 規 定 技 " の 項 を 参照 の 事 。 


打撃 後 の 硬直 時 間 計算 式 


ヒッ ト 時 ダメージ 量 X0.8 十 6 
ガー ド 時 ダメージ 量 メ 0.67 十 6( 最 大 22) 


打撃 後 の 投げ 無効 時 間 計 算式 
ダメ ー ジ 量 X0.8 十 17( 通 常 ヒッ ト ) 


ヒッ ト 時 ダメ ー ジ 量 x0.8 十 5( カ ウン ター ヒッ ト ) 


ガー ド 時 ダメ ー ジ 量 メ 0.67 十 16( 最 大 32) 


※ 数 字 の 単位 は すべ て フレ ー ム 。 1 フレ ー ム は 約 0.01/ 秒 
計算 結果 の 小数 点 以 下 の 数 字 は 切り 捨て 
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防御 ・ 回 避 利 


"浮く "と いう こと 


これ まで に も 何 回 か "浮く "と いう 表現 を 使っ て きた が 、 
これ に つい て 多少 解説 し て お こう 。 相 手 の 攻撃 を 喰 ら 
っ て 、30 以 上 の ダメ ー ジ を 受け る と ダウ ン し て し まう 
が 、 こ の 後 キ ャ ラク ター が 吹き 飛ん で 地面 に 落ち る ま 
で の 状態 を "浮い て いる "状態 と 呼ぶ 。 こ の 浮き 方 ( 吹 
さ 飛 点 距 離 、 角 度 ) は 、 攻 撃 の 種類 と ダメ ー ジ に より 細 
か く 変 化し 、 さ ら に 攻撃 を 喰らっ た 側 の 姿勢 に よっ て 
も 変化 する 。 こ の 吹き 飛 点 軌道 に つい て 下 に 詳し く 図 
示し て お いた の で 参考 に し て ほし い 。 


CHHHPIOH | PiH 


ーー 
相手 を ダウ ン さ せる 時 に 、 な る べく 高く 


浮か せる こと に 留意 し て お く と 、 空中 コ 
ン ボ へ 楽に 連係 で きる よう に な る 。 


浮き 方 の 決定 は 腰 の 位置 を 基準 と する た 
め 、 し ゃ が ん で いる 相手 を 浮か せ た 場合 
の 軌道 は 通常 時 より 低く な る 。 


通常 攻撃 

通常 45′ 1.0 
カウ ンタ ー トク 2 
空中 カウ ンタ ー 53” 1.2 
浮い た 後 の 追い 打ち 33”" 1.0 
アッ パー 系 

通常 内 
ガウ ンタ 79. 1 


中 直入 ウン タデ 70 
浮い た 後 の 追 い 打 ち 50'" 1.2 
※ ア ッ パ ー 系 と は 、 下 か ら 突 き 上 げ る 
技 全 般 を 指し 、 ヒ ザ 系 の 技 、 斜 上 掌 、 
服 登 裏 旋 婚 な ども 含ま れる 。 


ー フ ーー LH 

アキ ラ の 右 所 肢 

(通常 ) 

通常 夫 SA 

カウ ンタ ー 2 

空中 カウ ンタ ー 61′ 1.4 

浮い た 後 の 追い 打ち 50'" 1.2 

/ す の 右 拉 

( 朋 し 直後 ) 

通常 1 

5 グー 4 

空中 カウ ンタ ー 80' 2.5 

浮い た 後 の 追い 打ち 80' 2.5 

カゲ の 争 亡 弾 

通常 25 19 生生 

カウ ンタ ー 64" 目 之 S SN 2 

空中 カウ ンタ ー 53 1.2 電 し 

浮い た 後 の 追 い 打ち 22" 1.0 
No 通常 ヒッ ト 時 

印 の 角度 こ 長 さ は 、 攻撃 カウ ンタ ー ヒ ッ ト 了 

ヒッ ト 時 の 軌道 と 吹き 飛ぶ の 


力 の 大 き さ を 表わす 。 4 種類 誠二 ンー 
の 矢印 の 区 分 は 次 の 通り ー ww ばい た 後 の 追い 打ち 時 


特殊 な 状態 変化 と その 回 避 法 


相手 の 技 を 受け た 場合 、 ガ ー ド 成功 、 通 常 ヒ ッ ト 、 ダ ウン 
( 学 く ) と 3 種類 の 状態 変化 が ある こと は 理解 し て も ら え 
た と 思う 。 だ が 、 出 し て くる 技 と 技 を 受け る 側 の 状態 に 
よっ て は 、 こ こま で の 原則 で は 説明 で き な い 状態 変化 が 
起こ る こと も あり うる 。 こ こ で は その 特殊 な 状態 変化 に 
つい て 説明 し て いき た い 。 


特定 の 打撃 技 に よる よろ めき 

特定 の 打撃 技 を 相手 に ヒッ ト さ せる と 、 相手 が よろ めい て 通常 より 長く 硬直 する 
こと が ある 。 そ の 件 は 以下 の 通り 。 ま ず 、 し ゃ が ん だ 相手 に 中 段 キ ッ ク ( く )、 
肘 攻 撃 ( ゆ @)、 ア キラ の 禅 門 頂 肘 ( ゆ ウ 必 ⑥) 、 猛 虎 硬 乳 山 ( 必 @⑥) 、 ジャ ッ キ ー の ビー 
トナ ッ ク ル (⑥+⑯) を ヒッ ト さ せ た 場 合 。 そ し て 立っ て いる 相手 に ジャ ッ キ ー の スピ 
ニン グ バ ッ ク ナ ッ ク ル (る @@) 、 スマ ッシュ フッ ク (る @⑥) を ヒッ ト さ せ た 場 合 で ある 。 


CHRLLENGER O CNNNPION 1 gi 


上 記 の 癌 技 の 詳細 な 
デー タ (よろ めく 時 間 
な ど ) は 、P54 か ら の 
キャ ラク ター 別 攻略 
に ある 解説 を 参照 し 
て 飲 し い 。 


カー ド 外 し (特殊 中 段 ) 

コマ ンド 表 で 特殊 中 段 と 分 類 さ れる 技 は 、 し ゃ が み ガ ー ド の 相手 に ヒッ ト す る 
と 相手 の ガー ド を 外し 、 いわ ゆる "の け ぞ っ た "状態 に する こと が で きる 。 こ の 状 
態 は 前 述 の よろ めき と は 違い 、 あ くま で も 通常 の 硬直 と 同じ も の 。 だ が 、 強制 的 
に 立ち 状態 に すけ る こと で 相手 の 行動 に 制限 を 付け る こと が 可能 に な る た め 、 実 
用 性 は 高い と 言え る だ ろう 。 


ラウ の 笠 上 掌 ( 殺 ⑥) 
を コン ビ ピ ネ ーション 
の 1 発 目 に 組み 込め 
ば 、 し ゃ が み ガ ー ド の 
相手 に も 2 発 目 以降 
が ヒッ ト す る 。 


| VF2」 で は 、 特 定 の 状況 で 攻撃 を 受け る と 
ダメ ー ジ が 減少 する こと が ある 。 例 えば 中 
段 攻 撃 は し ゃ が ん で いる 相手 に も ヒッ ト す 
る が 、 し ゃ が み ガ ー ド の 状態 だ と ダメ ー ジ が 
通常 の 4 分 の 3 に な る 。 ま た 同様 の 状況 で ダ 
メー ジ が 半分 に な っ て し まう 特定 の 技 も あ 
り 、 ぞ それ ぞ れ ガー ド 4 分 の 3、 ガー ド ハ ー ブ フ 
と 呼ば れる 。 


ガー ド ハ ー フ と ガー ド 4 分 の 3 主計 詞 m 


衣 し 技 に よる よろ めき 

打撃 技 だ け で な く 、 一 部 の 投げ 技 に よっ て も 特殊 な 硬化 = よろ めき 状態 に な っ 
て し まう こと が ある 。 よ ろ め き を 生み だ す 技 は 、 アキ ラ の 崩し 技 全 般 、 パイ の 燕 
風 輪 閉 ( ゆ ⑥+⑯+⑨⑥) と 近 燕 掛 塔 ( も ね ひ @⑥+⑨@)、 ラウ の 柳 手 掛 塔 (@ せ @⑥+@) で あ 
る 。 こ れ ら の 技 の 後 の 便 化 時 間 に つ いて は 、P54 か ら の キャ ラク ター 別 攻 略 の 
ペー ジ に 話し い 。 


用 投げ 技 の よう だ が 相 
手 は ダウ ン せ ず 、 し 
ば らく ふら ふら と 無 
防備 な 状態 を 続け る 
| こと に な る 。 打 撃 技 
で 追撃 し よう 。 


ダウ ン 規 定 技 に よる ダウ ン 

同時 に 30 以 上 の ダメ ー ジ を 与え る と 相手 が ダウ ン す る こと は すでに 述べ た が 、 
打撃 技 の 一 部 に は 、 ダメ ー ジ 30 未 満 で も ダウ ン を 奪え る 技 が 存在 する 。 こ れ は 
ダウ ン 規 定 技 と 呼ば れ 、 足 払 い 系 の 技 に この 特性 を 持つ も の が 多い 。 ダ メー ジ 
の 関係 で 相手 は すぐ に 起き 上 が る が 、 ダウ ン を 奪っ た こと で プレ ッ シ ャ ー を か 
け ば あこ と は で きる だ ろう 。 


独 帝 の 下段 攻撃 で ある 
前 旋 掃 服 ( ひ @+@) は 、 
| 10 タ メー ジ し か な い の 
| に 相手 を ダウ ン さ せる 
こと が で きる 。 な か な か 
イヤ な 技 で ある 。 


CHRERIGH さま IHHS 


SN 。 SR ed _- 
2 E < に ょ っ 
Se に 


上 段 強 攻 撃 で ある ウル フ の アッ クス ラリ アッ ト 中 段 攻 撃 の ほとん が 、 こ の ガー ド 4 分 の 3 特性 を 持 
( ゆ ゅ ゆ 必 ⑥) も 、 相 手 が 無 防備 か ガー ド し て る か で つ 技 で ある 。 だ が 一 部 の 技 を 除き 、 実 戦 で の 影響 


は ゼロ に 等 し い 。 
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タダ ウン 後 の 追い 打ち 各種 


と うい う 時 に ダウ ン す る か 


防御 ・ 回 避 の 項 で 、 ダ メー ジ を 30 以 上 喰らう と ダ 
ウン する と 説明 し た が 、 実 戦 で ダウ ン 状 態 に な る 
シチュ エー ショ ン は それ だ け で は な い 。 原則 と し 
て 投げ 技 を 喰らう と 必ず ダウ ン す る し 、 ダ ウン 規 
定 技 の 存在 も ある 。 ま た 、 キ ャ ラク ター に よっ て 
は 自発 的 に ダウ ン す る こと も で き 、 それぞれ ダ ウ 
ン 状 態 の 性 質 は 変わ っ て くる の だ 。 


CRRRPION 1 BIN し し CHHLLEGER 


ーーーーーー 


の 


い 


N 


70 と 


これ まで に も 説明 し て きた 典型 的 な ダウ ン 状 態 
で 、 ダウ ン 時 間 は 中 程度 。 起 き 上 が る まで の 時 間 
に つい て は 次 ペー ジ 参 照 。 


投げ 技 に よる ダウ ン 

投げ 技 で ダウ ン 状 態 に な っ た 場合 、 そ の ダメ ー ジ 
に も よる が 打撃 技 で の ダウ ン よ り も ダウ ン 時 間 が 
長い の が 特徴 で ある 。 


自分 か ら ダ ウン する 

仕掛 けた 側が 自分 か ら ダ ウン 状態 に な る 技 も 一 部 
存在 する 。 ダ メー ジ を 喰らっ て な い の で 比較 的 素 
速く 起き 上 が れる 。 


さて 、 相 手 が ダ ウン し た 場合 に は 、 い くつ か の 方 
法 で 追い 打ち を か ける こと が で きる 。 ま すず 、 空 中 
コン ボ と 俗 に 言わ れる 空中 で の 追い 打ち 。 そし て 
ー 部 の キャ ラク ター の み 可 能 な バウ ンド 中 の 相 
手 へ の 追い 打ち 。 最後 に 全 キ ャ ラク ター 共通 の ダ 
ウン 攻撃 と 呼ば れる 追い 打ち で ある 。 癌 追い 打ち 
の 特徴 に つい て は 下 の 図 表 を 参照 し て ほし い 。 


追い 討ち 攻撃 一 覧 
ダメ ー ジ 直後 (空中 ) 
各種 打撃 技 


相手 が 高く 浮い た 場合 に は 、 様々 

な 打撃 技 で 追い 打ち で きる 。 場合 
に よっ つ て は 続け て ダウ ワン 攻撃 も 可 
能 な 場合 が ある 。 


最も メジ ャ ー な 連係 は 、 パ ンチ 系 コン ビ ネ ー シ ョ 
ン や スピ ー ド の ある 中 段 、 下段 攻撃 。 本 書 で は 空 
中 コン ボ と 総称 する 。 


バウ ンド 中 
カゲ ・ 流 影 脚 ( ヴ 層 下 ) 
シュ ン ・ 旋 風 掃 服 ( め K*@) 
前 旋 掃 服 (:K) 
連 前 旋 掃 肛 ( や や :KK) 
連環 前 旋 掃 朋 ( め やや:K) 
リオ ン ・ 軌 腺 ( 忠 ) 
前 掃 服 (や) 
上 の 3 人 だ け は 、 地面 で バウ ンド 
中 の 相手 に ヒッ ト す る 攻撃 を 持っ 略 に 
て いる 。 ダ ウン 攻撃 が 間に合わ な バウ ・ ジン ド の 角度 に よっ っ て は 下段 キッ / ク や 他 の 回 有 


い 時 は これ で 。 技 が ヒッ ト す る 場合 わあ る 。 パ イ 、 カ ゲ に は 下段 
キッ ク で の 追い 打ち も 入り や すい 。 


rg 丘 こ エーー エ DHHHPTHOUIT1T 記 TFT 


タウ ン 後 (ダウ ン 攻 撃 ) 
大 ダウ ン 攻 撃 ($) 
小 ダ ウン 攻撃 (④) 
kkk ン 攻撃 


CHRNP10N 1.DIR さい ee CHHLLEHGEf 


最も 簡単 な 追い 打ち 攻撃 が これ 。 
上 か ら 順 に 与え る ダメ ー ジ は 小さ 
く な る が 、 相手 に 回 避 さ れる 率 も 
低く な る 。 


相手 ( こ 回 避 さ れ た 時 の こと を 考え る と 、 ぐ @⑥ や る @ 
の ダウ ン 攻 撃 を 依っ て お くべ きか も し れ な い 。 


起き 上 が りか た の 種類 


続け て 、 ダ ウン し た 側 の 起き 上 が り 方 に つい て 解説 し よう 。 


、 、 起き 上 が り 時 間 計 算式 
ます 起き 上 が る 時 の モー ショ ン は 、 ダ ウン 時 の 姿勢 に よっ A 値 = 打撃 技 の 場合 NN ( 技 の ダメ ー ジ ェ 2ー フ ) x2 
て 変わ っ て くる 。 さ ら に プレ イヤ ー 自 身 が 4 種 の 起き 上 が 還 の NM 凍 
、 語 誠 に ら ツ ニー 』 ン て へ ペ 画 自 ー 

り 方 法 を 選択 で き 、 最終 的 に 起 ぎ 上 が り ざ ま の 攻撃 の 有無 wA 値 は この 後 、 1 フレ ー ム ご と に ポイ ント を 1 ずつ 減少 さ は て いく 。 
も 働 意 に 決定 で きる 。 そ の パタ ー ン に つい て は 下 に 図示 し 日 値 ニ ダウ ン し た 側 の ボタ ン 連 打数 x4 
て お いた 。 ま た 、 起 キ 上 が る まで の 時 間 は 受け た ダメ ー ジ ※B 値 は ダウ ン し た 直後 か ら 、 1] フレ ー ム ご と に ポイ ント が 累計 され て いく 。 

サコ と 個 ー の ゝ い ュ プ ド A 値 く 値 と な っ て か ら 最 初 に 押さ れ た ボタ ン に よっ て 起き 上 が り 方 法 確定 。 
ロー の 運 打 速度 で 釜 化す る 。 その 40 フ レー ム ( 画 帯 のみ 60 フ レー ム ) が 経過 し て も 起き 上 が り 方 法 確定 に 必要 
計算 式 も 挙げ て お いた の で 参考 に し て ほし い 。 な 操作 が な され な か っ た 場合 は 、 通 常 起 キ 上 が り に 確定 する 。 


英 顕 方 向 仰向け 英 中 方 向う つ 伏 せ 


に 


英 中 方 向 爺 向 け 


SPY 


ーー で Sm こ = 


その 場 起 きま 上がり 横転 起き 上 が り 前 ・ 後 転 起 ぎ 上がり ヘッ ドス プリ ング 起き 
(入力 な し ) (@ 入 力 ) (レバ ー る 方向) (レバ パー$ 方 向 ) 


0 


「 NN oe 舞 間 


上 段 蹴 り 起 ぎ (RWKk 


蹴り 起き を し な い 場 合 の 姿勢 と 硬化 時 間 
起き 上 が り 攻 撃 に は 、 上 段 占 り 起き と 下段 上 蹴 り 起き の 2 種類 が 存在 する 。 こ の 攻撃 直後 の 起き 上 が り 攻 撃 を し な い 場 合 で も 、 起 き 上 が り の モー ショ ン 中 に 和 入 力 を し 続け る こと で 、 
姿勢 だ が 、 実は どちら の 攻撃 を 選択 し た か で 変わ っ て し まう の だ 。 原 則 と し て 、 上段 蹴 り し ゃ が み 状 態 の まま 起き キ 上 が る こと が で きる 。 起き上がり 際 に 下段 攻撃 を 重ね て くる よう 
起き の 直後 は 立ち 姿勢 、 下段 蹴り 起き の 直後 は し ゃ が み 人 姿勢 で ある 。 上 跳 り 起 き 直 後に 何 か な 相手 な ら 、 この し ゃ が み 起 き 上 が り で ガー ド を 固め て お け ば 、 うま く 防 件 する こと が で き 
別 の 技 を 出し た い 時 に 、 この 姿勢 に よっ て コマ ンド 入力 に 失敗 し て し まう 場合 が ある の で 、 る だ ろう 。 ま た 同様 に 、 投げ 技 を 狙っ て くる よう な 相手 に 対し て も 、 この テク ニッ ク で 対応 
自分 の 姿勢 に つい て は し っ か り 意 識 し て お こう 。 で きる 。 う まく 起き 上 が り 攻 撃 に 織り 混ぜ て 使っ て いこ う 。 
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軸 下 と は ? 


軸 定 と は 、 キ ャ ラク ター が 通常 キッ ク (⑤⑥) を 出す 際 
に 軸 に な る 足 、 別 の 言い 方 を すれ ば 前 に 出 て いる 
方 の 足 の こと を 言う 。 ゲー ム ス タ ー ト 直後 で あれ ば 、 
右 定 が 軸 定 に な る わけ だ 。 こ の 軸 定 が 相手 と 同じ 
( 軸 定 が 順 方 向 ) か 逆 に な っ て いる ( 軸 定 が 逆 方 向 ) か 
は 、 実 戦 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し て くる 。 ここ で は 、 
軸 定 が 持つ 意味 に つい て 説明 し た い 。 


軸 足 が 順 方 向 

軸 定 が 相手 と 同じ 場合 、 両者 の 接近 が 容易 で 投げ 技 を 決め や すい 。 
半面 、 打撃 技 、 特に 軸 赴 側 か ら 出 る 技 に 関し て は 、 相手 が 体 を 開い て 
る た め 空 振り し や すく な る 。 “投げ 狙い な ら 順 定 " と 覚え て お こう 。 


軸 足 が 逆 方 向 

軸 足 が 逆 だ と 、 今度 は 間合い が 詰め に くい た め 投 げ 技 を 決め る の が 
非常 に 困難 に な り 、 逆 に 打撃 技 を 当て る の が 容易 に な る 。 一 部 、 空 
振り し や すい 技 も 出 て くる が 、 打 撃 技 を 狙う な ら 逆 定 " が 原則 で ある 。 


軸 足 を 変化 させ る 方 法 


さて 、 実 戦 に お いて は 、 投 げ 技 を 狙い た い の に 軸 定 が 逆 
に な っ て いる 、 と いう 事態 が 出 て くる と 思わ れる 。 そ う 
いう 場合 に は 、 何 と か し て 軸 定 を 変え な く て は な ら な い 。 
軸 定 を 逆 に する に は 以下 の 3 通り の 方 法 が ある が 、 それ 
ぞ れ 使用 で きる 状況 は 変わ っ て くる 。 軸 定 を 変え る 必要 が 
出 て きた 時 の 状況 に 応じ て 、 こ れ ら の 軸 定 変化 テク ニッ 
ク を 使い 分 け て いか な く て は な ら な い だ ろ う 。 


特定 の 技 に よる 軸 足 変化 

各 キ ャ ラク ター に は 、 それぞれ 必ず 、 使 用 
前 後に 軸 足 が 聞 に な る 技 が 存在 する 。 す で 
に 相手 と の 技 の 応酬 が 始ま っ て いる 時 に 
は 、 その 技 自体 が 率 制 の 役目 を 果たす た 
め 、 こ の テク ニッ ク で 軸 足 を 変え る の が 
適当 だ ろう 。 


通常 歩行 に よる 軸 足 の 初期 化 
レバ ー を 前 、 また は 後ろ に 入れ 続け る と 、 
キャ ラク ター は ゆっ くり 歩き だ す 。 この 時 、 
軸 足 は 自動 的 に ゲー ム 開 始 直 後 の 状態 ( 右 
征 が 軸 足 ) に 戻る 。 相手 と に ら み あっ て い 
る 状態 な ど で は 、 この 方 法 で 軸 足 を 変え 
る と 簡単 で ある 。 


ラン ニン グ に よる 軸 足 変化 
相手 と の 距離 が 遠く 離れ 、 距離 を 詰め つ 
つ 軸 足 を 変え た い 場 合 に は この 方 法 が ベ 
スト 。 相手 に 向かっ て 走る ( ゆ 際 ) 信 中 で 、 
⑥ ボ タン を 押し て 急 停止 する の だ 。 駆 け 
る 足 の 前 後 動 を よく 見 て いれ ば 、 それ ほ 
ご ど 難し いこ と で は な い 。 


軸 足 の スレ が も た ら す デメ リッ ト 


軸 足 が 実戦 に 及ぼ す 影 響 に つい て は 前 ペー ジ で 簡単 に 解説 し た が 、 さ ら に 、 軸 
足 の ズレ が も た ら す デメ リッ ト に つい て 、 具体 例 を 挙げ て 解説 し て いこ う 。 こ 
れ ら の 事項 は 、 相 手 キ ャ ラク ター や 相手 の 姿勢 次 第 で 結果 が 変化 する 特殊 例 だ 
が 、 そ れ で も 知ら な いと 損 を し て し まう 類 の も の な の で 、 ぜひ 覚え て お いて も 
らい た い 。 こ の 例 に 挙げ た キャ ラク ター を 相手 に する 時 に は 、 それ を 逆 に 利用 
し て 自分 を 有利 に する こと も で きる の だ か ら 。 


し ゃ が ん で いて も 当たら な い 痛 転 脚 (5k) 


と アア アン アッ アア アア クマ ジン ン ャ マタ ャ マップ 


ee ーー ラテ ーー 


パイ 、 ラ ウ の 背 転 脚 (⑯) は 空中 攻撃 に 属す る だ が 、 軸 足 が 逆 の 相手 に 対し て は 、 た と え し ゃ 
の で 、 通常 な らし ゃ が み ガ ー ド し て いる 相手 に が ん で いて も 空振り し て し まう ケー ス が 多い 。 
も ヒッ ト さ せる こと が で きる 。 常に 軸 定 に 気 を 使 つう 必要 が ある 。 


軸 定 が 逆 だ と 投げ られ な い リ オン VS リオ ン 


軸 足 が 逆 だ と 授 げ に くく な る こと は 既に 述べ 軸 赴 が 逆 で あっ た 場合 、 ご れ だ け 接 近 し て も 投 
た が 、 リオ ン 同 士 の 対戦 の 場合 、 軸 定 の 向き が げ 間 合い に 入れ な く な る 。 こ の 状態 で 投げ 技 を 
同じ で も 投げ 技 を 仕掛 ける の は 難し い 。 狙う つの は 、 まさ に 愚 の 骨頂 で ある 。 


連係 技 の 成否 が か か る ジャ ッ キ ー の 電 足 
ジャ ッ キ ー の ニー キッ ク (ゆめ)ー ス トレ ー 
トリ ー ド (⑥) 一 サマ ー ソ ルト キッ ク (R⑯) 

の 連係 は 、 相手 の 軸 定 が 目 分 と 同じ で な い 

と 決し て 成功 し な い 。 逆 足 だ と どう し て も 
最後 の サマ ー ソ ルト キッ ク が 空振り し て し 

まう 。 他 の キャ ラク ター で は 、 サラ の 連係 

に 軸 足 の 影響 び 大 きい も の が 多い よう だ 。 


朋 し 技 に は 
軸 足 を 揃え る 効果 が ある 


ここ で 、 軸 足 に 関す る 面 提 い 例 を 紹介 し 
て お こう 。 ア キラ 、 バイ 、 ラ ウ が 持つ 骨 し 
技 に は 、 相手 の 軸 定 を 強制 的 に 自分 と 同じ 
に し て し まう と いう 効果 が ある の だ 。 自 分 
か ら 軸 定 を 変え る こと で スキ を 見 せ て し 
まい そう な 時 に は 、 こ の 方 法 で 相手 の 軸 
中 を 変え る こと が で きる 。 


撃 歩 翻 騰 の 場合 


アキ ラ の 撃 歩 翻 膳 ( せ @+@) は 、 崩し た 後 の 相手 
の 投げ 無効 時 間 が 極端 に 少な い の が 特徴 だ が 、 さ 
ら に 崩し 技 独特 の 軸 定 を 揃え る 効果 が 加わ る た 
め 、 投 げ 技 の 成功 率 は グン と アッ プ す る こと に な る 。 
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各種 記号 ・ 早 呈 使 


キャ ラクター 別 
技 テ ー タ 集 関 連 


あや コマ ンド  ④ 入 力 受付 時 間 
@ 技 名 I 属性 
NN I / 
Q 技 番号 / @ 特 性 アイ コン 


① 技 番号 .…- 各 キャ ラク ター ご と の 技 デ ー タ 完全 リス ト の 技 番号 に 対応 する 。 索引 代わ 
り に 使用 し て ほし い 、。 


⑧ 技 名 .… そ の 技 の 名 称 を 示す 。 読み が 難し いも の に 関し て は 、 その 技 の 読み 方 を ひら 
が な で 表記 し た 。 


③ コ マン ド その 技 を 出す た め の コ マン 入力 方 法 を 示す 。 記号 の 見 方 に つい て は 、 
次 ペー ジ の コマ ンド 表記 解説 を 参照 し て ほし い 。 


④ 入 力 受付 時 間 前 ま の コマ ンド を 、 どう いう タイ ミン グ で 入力 すれ ば 技 が 出る か 
と いう 時 間 的 条件 を 示 よ 各 記 号 に 関し て は 通常 の コマ ンド 表記 に 準じ る が 、 数 字 の 見 方 
に つい て は 、 下 の 入力 受付 時 間 表 記 例 を 参照 し て ほし い 。 数 字 の 単位 は フレ ー ム ( 注 )。 
入力 受付 時 間 表 記 例 
数 字 一 その 数 字 の フレ ー ム 数 が 過ぎ る まで に 次 の コマ ンド を 力 。 

例 ) 層 。 政 方 向 レバ ー の 右 を 押し 、 そ れ か ら 6 フレ ー ム 以内 に 衣 を 入力 。 


(ゴマ ンド ) 数 字 一 カッ コ 内 の コマ ンド を 、 数 字 の フレ ー ム 数 以内 に 入力 する 。 
例 1) (④ 層 ' 層 (*))i。 カッ コ 内 の コマ ンド 操作 を 計 14 フ レー ム 以 内 に 行 な う 。 
例 2) (④ 必 0) 層 )6 。 牙 。 カッ コ 内 の 操作 を 計 6 フ レー ム 以 内 に 行ない 、 そ の 後 15 フ レー ム 
以内 に 衣 を 入力 する 。 


⑤ 技 属性 … そ の 技 の 端的 な 性 質 を 示す 。 それ ぞ れ の 属性 の 詳細 は 、 次 ペー ジ の 攻撃 属 
性 解説 を 参照 し て ほし い 。 
⑥ 特 性 アイ コン 技 属 性 以外 の 特殊 な 性 質 が あれ ば この アイ コン で 示す 。 各 ア イコ 
ン の 意味 に つい て は 、 下 の 特 性 アイ コン 一 覧 を 参照 し て ほし い 。 
特性 アイ コン 一 覧 

| その 技 を 出し た 後 、 キ ャ ラク ター の 軸 足 が 逆 に な る こと を 示す 。 軸 足 が 変わ ら な 


と うう い 場 合 は 特に 表記 は し な い 。 な お 軸 足 に つい て の 詳細 は 、「VF2] 基 礎 知識 ・ 
軸 足 の 項 を 参照 の こと 。 


コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 の よう に 複数 回 相手 に ヒッ ト す る 技 の 場合 、 そ の 数 回 の 攻撃 
⑤ の タイ ミン グ を 、 プ レイ ヤー の 任意 で 遅らせ する こと が で きる か どう か を 示 , な お 
ディ レイ に つい て の 詳細 は 、「VF2] 基 礎 知 識 ・ 打 撃 技 の 項 を 参照 の こと 。 
し ゃ が み ガ ー ド の 相手 に ヒッ ト し た 時 に 、 ダ メー ジ が 通常 より 少な く な る 技 を 示す 。 


は ダメ ー ジ が 半分 に な る ガー ド ハ ー フ を 、 罰 は ダメ ー ジ が 4 分 の 3 に な る ガー ド 4 
分 の 3 を 意味 する 。 詳し く は 「VF2] 基 礎 知識 ・ 防 御 の 項 を 参照 の こと 。 


で 出し た 直後 に 自分 が ダウ ン 状態 に な っ て し まう 技 を 示す 。 
3 相手 に ヒッ ト する と ダメ ー ジ に 関係 な く ダウ ン を 春 え る 技 を 示す 。 


⑦ ダ メー ジ その 技 の ダメ ー ジ 量 を 示し 、 基本 的 に ウル フ の ジャ イア ント スイ ング 
( ゐ @ ら ひる ゆ ⑤⑥) の ダメ ー ジ を 100 と し て 算出 され て いる 。 通常 は ひと つの 数 字 で 表記 さ 


as 1 人 em le 中 事  g ク ー ジ 


ーー _⑧ 攻 撃 力 発 生 ・ 持 続 時 間 


いわ ゆる ヒジ 打ち の こと だ 。 中 段 攻撃 の は ず な の に し ゃ が み ガ ー ド 2 LM 
の 相手 に 空振り する こと が 多い が 、 軸 足 が 聞 に な っ て いれ ば 確実 ンプ 生化 時 間 
ヒッ ト す る 。 特に リオ ン に し ゃ が まれ た 場合 は 、 軸 足 が 逆 で な いと に ンプ 

作 衝 有三 
絶対 と 言っ て いい ほど 空振り する の で 、 軸 足 の 方 向 に は 常に 注意 を 深 和 一 ⑩] 撃 便 直 
払っ て お く よ う に 。 一 応 、 心 意 把 ( ぱ 必 @⑥) の よう に コマ ンド の 最後 投げ 無効 時 間 表 
が ゆ @⑥ と な っ て いる 技 を 失敗 し た 時 に 、 保険 的 な 役割 を 果たす こと 本 
も ある 。 と は いえ 、 アキ ラ に は 禅 門 頂 対 と いう 優秀 な ヒジ 系 の 技 が S ⑲ ⑨ー 一 一 ニキ 
ある の で 、 上 歩 頂 肘 の 出番 は 少な い だ ろ う 。 ⑳ 21 22 19 _- _ ⑪ ゆ よろ めき 時 間 

9 32 28 29 


れる が 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 な ど 複 数 回 攻撃 が ヒッ ト す る 技 に 関し て は 、10+10+12:30 と 
いう よう に その 回 数 分 の ダメ ー ジ 量 を 明記 し た 。 また 、 相手 と の 距離 に より ダメ ー ジ が 
変化 する 技 は 20-45 と いう よう に 、 その 他 の 各種 条件 に よっ て ダメ ー ジ が 違っ て くる 技 
は 40/35 と いう よう に 、 それ ぞ れ ダメ ー ジ の 違い を 表わし て いる 。 


⑧ 攻 撃 力 発 生 ・ 持 続 時 間 . 攻 撃 力 発生 時 間 は コマ ンド 入力 後 ど れ く らい の 時 間 で 
相手 に ダメ ー ジ を 与え られ る 状態 に な る か を 示し 、 攻撃 力 持 続 時 間 は ダメ ー ジ を 与え られ 
る 状態 が どれ くら い の 時 間 続く か を 示す 。 と も に 単位 は フレ ー ム で 、" 攻 撃 力 発 生 時 間 - 攻 
撃 力 持続 時 間 ' と いう よう に 表記 する 。 複数 回 相手 に ヒッ ト す る 技 に 関し て は 、 回 目 以 
降 に ヒッ ト す る 攻撃 の 発生 持続 時 間 を アイ コン を 複数 繋げ る こと で 表わす 。 


例 1) 電 P 計 寺 
コマ ンド 入力 後 12 フ レー ム で 攻撃 力 が 発生 し 、 そ の 状態 が 3 フレ ー ム 続く こと を 示す 。 
92 12= 肝 


コマ ンド 入力 後 9 フレ ー ム で 攻撃 力 が 発生 し て 2 フレ ー ム その 状態 が 続き 、 さ ら に 12 フ レー ム 後 に 
2 発 目 の 攻撃 力 が 発生 し て 2 フレ ー ム その 状態 が 持続 する こと を 示す 。 た だ し プレ イヤ ー が ディ 
レイ を 狙っ た 場合 、 そ の 入力 タイ ミン グ の 遅れ に 応じ て 、2 発 目 以降 の 攻撃 力 発 生 時 間 も 遅 れ 
る こと に な る 。 


⑨ 硬 化 時 間 .- そ の 技 を 出し た 後 、 次 の 行動 に 移 れ る よう に な る まで の スキ (単位 は フ 
レー ム ) を 表わす 。 この 時 間 内 は どん な 操作 を し て も 、 キ ャ ラク ター は ノー ガー ド 状 態 で 
放置 され る 。 詳し く は 、 「VFZ」 基礎 知識 ・ コ マン ド 入 力 の 頂 を 参照 の こと 。 な お 、 特 殊 な 
条件 下 で 硬化 時 間 が 変化 する 場合 、 カッ コ 内 に その 硬化 時 間 を 示し て いる 。 


⑩ 打 撃 便 直 ・ 授 げ 無 効 時 間 表 


ij 打撃 硬直 時 間 … こ の 表 の 上 段 は 、 そ の 技 を 受け た 相手 が 行動 不能 に な っ て し まう 時 間 
を 表わす (単位 は フレ ー ム ) 。 横 軸 は どの よう に 相手 に ヒッ ト し た か を 示し 、⑯) は 普通 に 
こち ら の 技 が ヒッ ト し た 場合 、 ⑳ は カウ ンタ ー( ダ メー ジ 1.5 倍 ) で 技 が ヒッ ト し た 場合 、 
⑩⑯ は 相手 が 技 の ガー ド に 成功 し た 場合 の 行動 不能 時 間 を それ ぞ れ 意味 し て いる 。 た だ 
し 、 ヒ ッ ト す る こと で 相手 が ダウ ン し て し まう 技 の 場合 は 、 ガード 成功 時 に し か 硬直 時 間 
が 発生 し 得 な い の で - - 22 と いう よう に 表記 され る 。 


《8 投げ 無効 時 間 … 「VF2] 基 礎 知識 投げ 技 の 項 で 説明 し た 通り 、 何 か 打撃 を 受け た 相 
手 に は 投げ 技 に 対す る 一 種 の 無敵 時 間 、 つ まり 投げ 無効 時 間 が 発生 する 。 表 の 下段 は 、 こ 
の 投げ 無効 時 間 の 長 さ を 表わし た も の で ある (単位 は フレ ー ム )。 表記 方 法 は 打撃 硬直 時 
間 こ 同様 で 、 通常 ヒッ ト 時 / カ ウン ター ヒッ ト 時 / ガ ー ド 成功 時 の 順に 、 投げ 無効 時 間 の 長 
さ を 表 記し て いる 。 


⑪ よ ろ め き 時 間 .…. あ る 特定 の 状況 で 特定 の 技 を 相手 に ヒッ ト さ せ た 場 合 、 通常 の 硬 
直 と は 違う よろ めき "硬直 が 生じ る 。 この よろめき 時 間 ' は 、 その 場合 に 相手 が どれ く 
らい の 時 間 よ ろ め いて いる か を 表わし た も の で ある 。 相手 を よろ めき 状態 に する 可能 性 
が な い 技 に つい て は 、 この 項目 は 割愛 させ て も ら う 。 な お 相手 が よろ めく 条件 に 関し て 
は 、 「VFg」 基礎 知識 防御 の 頂 を 参照 し て ほし い 。 


注 ) | バーチ ャ ファ イタ ー2」 に お ける 時 間 の 単位 は "フレ ー ム "と いい 、 一 般 的 な 時 間 単 位 で いう と 
60 分 の 1 秒 ( 約 0.017 秒 ) に な る 。 劇場 映画 の 1 秒 あ た り の コマ 数 が 24 コ マ で ある こと を 考え る と 、 プ 
レイ ヤー に と っ て は 、 ま さ に 刺 那 的 な 時 間 感 覚 が 要求 さむ て いる こと に な る だ ろう 。 


完全 技 デ ー タ リス ト 関 連 


の 入力 受付 時 間 区 属 性 


③ コ マン ド 


① 技 番号 ご 名 
AKIRA (結城 ) 晶 
NO 支 名 コマ ンド 入力 受付 時 間 
信太 本 攻撃 
] 沖 控 ( ち ゅ うつ すい )) ⑥ ー 上 彼 
ど 月 揮 ( ほ うす い ) ひ @⑥ 一 下段 
3 昇 服 ( し ょ うた い ) ⑯ ー 上 段 
4 易 前 服 ( よ う ぜ ん た い ) ひ ⑯ ー 下段 
5 側 服 ( そ く た い ) ぶ ⑯ ー 中 段 


① 技 番号 .. キャ ラク ター 別 攻略 ペー ジ の 、CG に つけ られ た 技 番 号 に 対応 する 。 目次 
代わ り に 利用 し て ほし い 、。 


⑧ 技 名 .…… そ の 技 の 名 称 を 示す 。 読み が 難し いも の に 関し て は 、 カッ コ 内 に 技 の 読み 
を ひら が な で 示し た 。 


③ コ マン ド .… そ の 技 を 出す た め の コ マン ドド 入力 方 法 を 示す 。 記号 の 見 方 に つい て 
は 、 下 の コマ ンド 表記 解説 を 参照 の こと 。 


④ 入 力 受 付 時 間 .… 左 の コマ ンド を 、 ど うい う タ イミ ング で 入力 すれ ば 技 が 出る か 
な ど と いう 入力 条件 を 示す 。 各 記号 に 関し て は 通常 の コマ ンド 表記 に 準じ る が 、 数 字 
の 見 方 に つい て は 、 前 ペー ジ の 技 デ ー タ 解説 に ある 入力 受付 時 間 表 記 例 を 参照 し て ほ 
し い 。 数 字 の 単位 は フレ ー ム 。 


⑤ 技 属性 .… そ の 技 の 端的 な 性 質 を 示す 。 それ ぞ れ の 属性 の 詳細 は 、 下 の 攻撃 属性 解 
説 を 参照 し て は し い 。 


⑥) ダ メー ジ その 技 の ダメ ー ジ 量 を 示し 、 基 本 的 に ウル フ の ジャ イア ント スイ ング 
(る ら ひ ぐ ゆ ⑥) の ダメ ー ジ を 1 00 と し て 算出 され る 。 通常 は ひと つの 数 字 で 表記 
され る が 、 コ ン ビ ネー ショ ン 技 な ど 複 数 回 攻撃 が ヒッ ト す る 技 に 関し て は 、 
"10+10+20+30" と いう よう に その 回 数 分 の ダメ ー ジ 量 を 明記 し た 。 また 、 相手 と の 
距離 に より ダメ ー ジ が 変化 する 技 は "50 一 40' と いう よう に ダメ ー ジ の 違い を 表 
記し た 。 


⑦ 攻 撃 力 発生 ・ 持 続 時 間 .…… こ の 技 デ テー タリ スト に お ける 攻撃 力 発生 持続 時 間 
も 、 前 述 し た 物 と まっ た く 同 じ で ある 。 数 字 の 単位 は フレ ー ム で 、" 攻 撃 力 発生 時 間 - 攻 


コマ ンド 表記 解説 
( 記 ) パン チ ボ タ ン を 押す こと を 示す 
(I) キッ クボ タン を 押す こと を 示す 
(Q) ガー ド ボ タ ン を 押す こと を 示す 


この 記号 で 結ば れ た 複数 の コマ ンド を 同時 に 入力 する こと を 示す 。 
例え ば KR*@) は キッ クボ タン と ガー ド ボ タ ン を 同時 に 押す こと を 示す 。 


矢印 の 方 向 に 一 瞬 だ け 方 向 レ バー を 入力 する こと を 示す 。 原則 的 に た と え 1 フレ ー 
(や ) ム で も 入力 が あれ は 大 丈夫 だ が 、 こ の 直後 に や 、S、@⑥ ボ タン の いずれ か の 入力 
が ある 場合 に は 、 ボ タン が 押さ れる まで は 方 向 レ バー を 戻し し は いけ な い 。 


入力 より も 長い レバ ー 入 力 が 必要 な 場合 に は この 記号 で 示す 。 た だ し その 入力 
に は さま ざま な 目的 が あり 、 そ れ に より 入力 時 間 も 変化 する 。 例 を 挙げ ける と 、 キ ャ ラ 

の クタ ー が 大 ジャ ンプ を する た め の 入 力 (最低 13 フ レー ム 以 上 ) 、 キ ャ ラク ター を し ゃ が 
み 状 態 に する た め の 入 力 (10 フ レー ム ) 、 踏み 込み パン チ 、 キッ ク を 出す た め の 前 
進 方 向 へ の 入力 (最低 6 フレ ー ム 以上 ) な ど が ある 。 詳細 は 技 の 解説 を 読ん で 
理解 し て ほし い 。 


キャ ラク ター が 立っ て いる 状態 で コマ ンド 入力 の 必要 が ある こと を 表わす 。 
キャ ラク ター が し ゃ が ん で いる 状態 で コマ ンド 入力 の 必要 が ある こと を 表わす 。 


GS SS 


た 1 相手 の キャ ラク ター と の 距離 が 、 自 分 の キャ ラク ター の 投げ 問 合 い 以内 で コマ ン 
ド 入 力 の 必要 が ある こと を 表わす 
& 相手 が し ゃ が ん だ 状態 で 、 か つ 投 げ 間 合い 以内 で コマ ンド 入力 の 必要 が ある こと 
を 表わす 。 


飛 相手 の 背後 を 取っ た 状態 で 、 か つ 投 け 間 合い 以内 で コマ ンド 入力 の 必要 が ある 
こと を 表わす 。 


⑤ タ メージ 攻撃 力 発生 持続 時 間 
⑧ 硬 化 時 間 
⑨ 返 し 技 
⑪ 備 考 
ダメ ー ジ 発生 ・ 持 続 健 化 返し 技 備考 
10 d- の 13 上 pP、 針 上 
10 10- ら 8 外 下 
30 1 の -4 どの 上 K、 外 上 
10 14- どの 外 下 
ど 3 1 4-3 どら 5 中 K、 外 中 ⑥ 1 / 


撃 力 持続 時 間 " と いう よう に 表記 し て お く 。 複数 回 相手 に ヒッ ト す る 技 に 関し て は 、 ど 回 
目 以降 に ヒッ ト す る 攻撃 の 発生 持続 時 間 を 、10-2/10-3/16-4 と いう よう に 表記 し た 。 


⑧ 硬 化 時 間 .…… そ の 技 を 出し た 後 、 自分 の キャ ラク ター が 次 の 行動 に 移 れ る よう に な 
る まで の スキ の 長 さ を 表わす 。 この 時 間 ( 単 位 は フレ ー ム ) 内 に は どん な 操作 を し て も 、 
キャ ラク ター は ノー ガー ド 状 態 で 放置 され る 。 た だ し 、 先 行 入 力 と いう 例外 も ある の で 、 
「VF2] 基礎 知識 ・ コ マン ド 入 力 の 頂 を 参照 の 事 。 


⑨ 返 し 技 … ア キラ の 外 門 系 の 返し 技 、 パ イ の 燕 旋 撮 柳 や 螺旋 抜 掌 、 カ ゲ の 小手 返し 
な ご ど で 返 され て し まう か どう か を 示す 。 加 賠 号 と 返し 技 と の 対応 に つい て は 下 の 解 説 


痕 H 召 

0eu rgb 上 P … 燕 旋 撮 柳 (パイ ・ ゐ ⑥)、 小 手 返し (カゲ ・⑥) 

剖 略号 に 対応 する 返し 技 上 K … 螺 旋 返 掌 (パイ 6@⑥) 
中 P … 燕 旋 握 柳 (パイ ・2@⑥) 
中 K … 森 脚 旋 転 (パイ ・ 必 ⑥) 、 ド ラゴン スク リュ ー (ウル フ ・ ゆ ⑥) 
外 上 … 外 門 頂 肘 、 揚 旭 、 単 頂 ( アキ ラ ・'⑨ ぐ の @ ら ) 
外 中 … 外 門 頂 肘 、 背 歩 裏 対 、 上 歩 衝 輩 ( アキ ラ ・③@ ゆ ら @⑥) 
外 下 … 翻 身 単 打 、 双 拍 手 ( ア キラ ・@\@⑥) 


⑪⑩ 備 考 .…… 上 記 で 解説 し た こと 以外 に 特筆 すべ き 特徴 が あれ ば ここ で 示す 。 各 剛 号 の 


ボド の 埋 コ ッ @3/4 … そ の 技 が ガー ド 4 分 の 3 の 特性 を 持つ と と を 示す 
交 略号 の 意味 ⑥ ] /2 … そ の 技 が ガー ド ハ ー フ の 特性 を 持つ こと を 示す 。 
ダウ ン … ヒ ッ ト し た 相手 が 、 ダ メー ジ に 関係 な く ダ ウン する こと を 示す 。 
目 ダ ウン … そ の 技 を 出し た 側が 、 自分 か ら 倒れ て し まう 技 で ある こと を 示す 。 
軸 … そ の 技 を 出し た 前 後 で 、 足 の 組み か た が 逆 に な っ て し まう こと を 示す 。 
デイ … そ の 技 を 出す と き に 、 ディ レイ を か ける こと が 可能 で ある こと を 示す 。 


攻撃 属性 解説 


上 段 攻 撃 
上 段 強 攻 撃 


中 眉 攻 撃 


特殊 中 段 攻撃 


腰 か ら 上 に ヒッ ト 。 立ち ガー ド 可 能 。 し ゃ が ん で いれ ば 当たら な い 。 

腰 か ら 上 に ヒッ ト す る が 、 立ち ガー ド 不 可 。 し ゃ が み ガ ー ド で 回 避 可 能 。 場合 に 
より ガー ド ハ ー フ の 特性 を 持つ 技 も ある 。 

腰 の あたり に ヒッ ト 。 立ち ガー ド 可 能 。 し ゃ が み ガ ー ド は 不可 だ が ダメ ー ジ は 4 分 
の 3 に 減少 する (ガー ド 4 分 の 3)。 技 に よっ て は し ゃ が み ガ ー ド の 相手 に 通常 の 
半分 の タダ メージ し か 与え られ な いも の も ある (ガー ド ハ ー フ )。 
基本 的 に 中 段 攻撃 と 同じ だ が 、 ガー ド さ れ た 場合 に 立っ て いる 相手 に も し ゃ が 
ん で いる 相手 に も ダメ ー ジ を 与え る こと は で き な い 。 た だ し 、 し ゃ が み ガ ー ド の 
相手 を 強制 的 に 立ち 上 が ら せ る 効果 あり 。 


腰 か ら 下 に ヒッ ト 。 立ち ガー ド 不 可 。 し ゃ が み ガ ー ド 可能 。 小 ジャ ンプ する こと で 


ルイ 7 車 受 

下 眉 攻撃 回 避 が 可能 な も の も 多い 。 

ダウ ン 攻 撃 ダウ ン し た 相手 を 攻撃 する 。 ガー ド 不 可 。 相手 は ボタ ン 連 打 で 回 避 可 能 。 
基本 的 に 中 段 攻撃 だ が 、 立 っ て いる 相手 に し か ヒッ ト し な いも の と 、 し ゃ が ん で 

如 中 攻撃 いる 相手 に も ヒッ ト す る 完全 中 段 属 性 の も の が ある 。 た だ し ガー ド 4 分 の 3 や 
ガー ド ハ ー フ で ダメ ー ジ を 減少 させ られ る こと は な い 。 

上 身投げ 立っ て いる 相手 を 投げ る 技 。 し ゃ が むと 回 避 で きる 。 

下段 投げ し ゃ が ん で いる 相手 を 投げ る 。 立つ と 回 避 で きる 

上 下段 投げ 相手 が し ゃ が ん で いて も 立っ て いて も 投げ られ る 。 背後 か ら の 投げ に し か な い 。 

叶 し 技 相手 の 体勢 を 月 し て ガー ド 不 能 の 状態 に する 。 原則 的 に ダメ ー ジ が な い 技 が 

朋 ほとん ど で あ る 。 
相手 が 特定 の 攻撃 を 仕掛 け て きた 時 の み 有 効 な 反撃 技 。 相手 の 攻撃 を 受 

返し 技 け て 投げ て し まう も の と 、 相手 の 攻撃 を か わし て 打撃 技 で 反撃 する 動作 の も 
の の 2 種類 に 大 別 さ れる 。 

移動 技 通常 の 移動 以外 の 特殊 な 移動 方 法 。 軸 を ずら し て 移動 し た り 逆 立ち を し た り 


と いっ た も の が ある 。 


U5O 
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アキ ラ の 特徴 は 、“ 一 撃 必 殺 ” の 爆発 的 な 威力 を 秘め た 打撃 技 だ 。 
単発 で 威力 の 大 き な 打撃 技 を 多く 会 得 に て いる アキ ラ の 流派 で ある 
八 極 源 は 、 中 国 挙 法 の 中 で も 屈指 の 破壊 力 を 誇る 。 相手 の 懐 に 入 
り 込 ん で 剛 猛 な 一 打 で 相手 を 倒す 、 接近 上 単 打 の 挙 法 で ある 。 その 
た め 、 固有 技 は 接近 戦 の 攻防 に お いて 最も 威力 を 発揮 する も の が 
多く 、 up 旨 蘭 し また 、 硬 
化 時 間 が 短く て 相手 を 押し 固め る こと が で きる 禅 頂 肘 や 躍 歩 頂 肘 、 
相手 の 攻撃 を 受け 返す 外 門 頂 ) 粒 謙 は まじ め と する 攻防 一 体 の 返し 技 
や 相手 の ガー ド を 無理 や り 外 すり 呈 護 ※、 そ し て 投げ 技 系 の コン ビ ネ ー 
ショ ン で ある 月 撃 雲 身 双 虎 堂 を 持つ て いる 。 これ を 見 る 限り で は 、 極 
め る ほど に 完全 に 近づく キャ ラク ター と いう 印象 を 受け や すい が 、 簡 
沙 で 地味 な 技 も 多く 、 そ の 効果 を 最大 限 に 発揮 する に は 相当 な 修 
練 が 必要 不可 欠 で あろ う 。 し か し 、 そ の 努力 が 結果 と な っ て 実感 で き 
る や り が い の あ る キャ ラク ター、 それ が アキ ラ だ 。 


7ev7 か 2Z7z の 7 人 の zZ77 の ※ 喜 : 小 里 浩一 


PROFILE 、 ( Siqture: 780c7? 


る 3 


Hobby: 人 SOS 了 .007 ヵ / Sec. 


Blood Type: : 7.0072 / Sec. 
Birhdy. 7968.9.23 Quik Forward: 7.8377 / Sec. 
(ounlry: ぴ DG72 Siepbak: 7.8372 / Sec. 


Fiqhiing Syle: 万 gyo- 人 e7 jump: 7.8077 
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AKIRA (結城 晶 ) 


入力 受付 時 間 


ゅ 6@⑥ 
16 ゅ 6@ 
16 ゆ 10 ゆ 6@⑥ 
( ぐ る ⑥⑤⑥) ら 8 

> 6@⑥ 

#(q ゆ ⑤)20 

⑯ 十 @1@ 放 す 
16 ゅ 6⑥⑯ 

p 16 ゆ 6⑥⑯15⑥ 
(q ウ ゆ ⑥+†⑮)28 
⑥ ど 0@ 

⑥ ど 0@⑥ 


X⑥ 十 ⑥ 

( ゥ ゅ ⑥) 15 
(GS⑥+⑯) ら 0 
(ゆで ゆ ⑥+†⑮)30 


( 近 )@⑥ 十 6 二 @@ る ⑥+⑤@⑥( ゆ ⑥) 


No 技 名 コマ ンド 

久 大 本 攻撃 

] 沖 捧 ( ち ゅ うす い ) (⑫⑰ 

ど 崩 搾 (ほう すい ) V@ 

3 昇 服 ( し ょ うた い ) ⑯ 

4 易 前 服 ( よ う ぜ ん た い ) ひ ⑥⑯ 

5 側 服 ( そ く た い ) KC 

育 後 攻 撃 

6 拳 背 搾 ( け ん は いす い ) @⑥ 
挙 育 捧 (B) ウ ⑥( 還 @⑥) 

7 背 落 肉 (は いら く へ き ) 2() 

8 背 服 ( は いた い ) ⑥⑯ 

9 破 膝 服 ( は し つた い ) ⑥ 

10 地 旋 服 ( ち せん た い ) 2 ⑯( 表 ⑥) 

@ ダ ウン 攻撃 

11 槍 下 糧 ( そ うか ほう ) ty【o) 

12 撃 月 搾 (げき ほう すい ) 合 @⑥ 

候 小 ジャ ンプ 攻撃 

13 落 歩 斜 捧 (らく ほし ゃ すい ) @⑥( 同 時 ) 

14 落 歩 揮 ( ら く ほ すい ) ⑥( 上 昇 中 ) 

15 跳 刺 服 ( ち ょ うし た い ) ⑯( 上 昇 中 ) 

16 刺 服 (し た い ) ⑯( 下 降 中 ) 

信 大 ジャ ンプ 攻撃 

17 落 撃 双 搾 (らく げき そう すい )  ⑥( 上 昇 中 ) 

18 登 脚 (と うき ゃ く ) ⑯( 同 時 ) 

19 飛 弾 服 ( ひ だ ん た い ) ゅ ⑯( 上 昇 中 ) 

ら 0 落 歩 服 ( ら く ほ た い ) 人 ⑯( 上 昇 中 ) 

ら ] 尊 刃 服 ( い じん た い ) ⑯( 下 降 中 ) 

らら 風門 倒壊 (いう も ん と うか い ) の @⑯⑥( 上 昇 中 ) 

人 @ 回 有 の 技 

ら 3 上 歩 頂 有 対 ( じ よう ほ ち ょ うち ゅ う ) 必 @⑥ 

4 禅 門 頂 対 ( り (も ん ちょ うち ゅ う ) ウ ゆ 必 @⑥ 

5 躍 歩 頂 討 (や く ほ ちょ うち ゅ う ) ゆ ゅ ウ ゅ ウ @⑥ 

ら 6 揚 糧 ( よ うほ う ) る ⑥ 

7 猛虎 便 乳 山 ( も うこ こう は ざん ) ゆ ⑥ 

ら 8 白虎 双 掌 打 ( び ゃ っ こそ うし ょ うだ ) る ゆ @⑥ 

ら 9 独歩 頂 膝 ( ど っ ぱち ょ うし つ )  @⑯+†@ 後 @ 放 す 

30 右端 脚 ( み ぎ た ん きゃ く ) ゆめ 

31 連環 服 ( れ ん か ん た い ) ウツ ⑯⑯ 

3 ら 鉄山 箇 ( て こつ ざん こう ) の ウ 必 ⑥+⑥⑯ 

33 八 門 開 打 ( は ち も ん か い だ ) ⑥@⑥ 

34 環 手 服 (か ん すい た い ) ⑥@⑥ 

信 投 げ 技 

35 倒 身 捜 服 ( と うし ん そう た い ) ( 近 )⑥+@⑥ 

36 心 意 把 ( し ん い は ) ( 近 ) ウ ゆ ゅ ⑥ 

3/ 規子 究 林 (よう し せん りん ) ( 近 ) つ ⑥ 十 ⑥ 

38 大 纏 崩 揺 ( だ いで ん ほう すい ) ( 近 ) 必 m ウ ゆ ⑥ 二 ⑥ 

9 月 郊 寺 身 双 席 堂 ほう げき うん し ん そう て しょう) 

40 崩 拳 (ば ぼん けん ) ( 近 )⑥ 十 ⑥ 二 @ 
鍛 子 究 林 (よう し せん りん ) の ⑤⑥ 十 ⑥ 
双 掌 (そう し ょ よう) の @⑥( ゆ ⑥⑤) 

信 朋 し 技 

41] 開 騰 (か いこ ) ⑥+†⑥ 

42 翻 膳 ( ほ ん こ ) の ⑥ 十 ⑥ 

43 撃 歩 翻 膳 ( げ き ほ ほん こ ) @⑥+⑧ 

44 進歩 里 有 府 ( し ん ぽ ぼり こ ) ②@⑥ 十 ⑥ 

45 順 歩 翻 騰 ( じ ゅ ん ほほ ん こ ) m せ @⑥ 十 ⑨⑥ 

信 返 し 技 

46 外 門 頂 肘 ( が いも ん ちょ うち ゅ う ) ( 対 上 @⑥)⑥@@⑥ 

4/ 揚 糧 (よう ほう ) ( 対 上 @ 軸 逆 )@ ゐ e@⑥ 

48 単 軸 頂 (た ん よく ちょ よう) ( 対 上 ⑥)⑥ ぐ @@ 

49 外 門 頂 肘 ( が いも ん ちょ うち ゅ う ) ( 対 中 6)@⑥@⑥ 

50 痛 歩 裏 対 (は い ほ り ち ゅ う ) ( 対 中 ⑥)⑥ ゆ は @ 

ら 51 上 歩 衝 鼻 (じょう ほし ょ うこ う ) ( 対 中 @ ・ 軸 逆 )@ 必 @ 

52 翻 身 単 打 ( ほ ん し ん た ん が だ) ( 対 @)⑥ せ @ 

53 双 拍 手 ( そ う は くし ゅ ) ( 対 @⑥)⑥ せ @ 


崩 拳 後 14( る ね く ⑥+⑯)14 
誰 子 窟 林 後 17( る @⑥)16 


*pP 66 十 ⑨ 
た @6⑥ 十 ⑨ 
* ひ 6⑥+⑥ 
* ウ 6⑥ 十 ⑨ 
*(@ せ ⑥+†⑥)16 


⑥20@6@⑥ 
⑥206G6@⑥ 
0@6@⑥ 
@⑥20 は 6@⑥ 
@⑥20 ウ 6@⑥ 
⑥20 み 6@⑥ 
⑥ ど 0V6@⑥ 
⑥20V6@⑥ 


発生 ・ 持 続 


- ら 

10- ら 
1 ら - 人 4 
14- ら 
14-3 


1 ら - ら 
14-5 
15-4 
16- ら 
16-3 
14-d 


16-4 
45-3 


44-4 
ら - づ 
づ d-4 
ら ど - 和 4 


83-2 
17-20 
な な / 
10-4 
77-4 
81-4 


1g-g@ 
10- ら 
10-g 
18-6 
11-3 
11-5 
15-g 
19-9 
13-3/ 1 1-5 
11-3 
9-/ 10- ら 
9-/1 ら -4 


攻撃 属性 ダメ ー ジ 
上 妥 1 

下段 10 

上 段 30 

下段 10 

中 段 23 

上 段 1 

上 段 1 

中 段 14 

上 段 3 

下段 10 

下段 30 
ウッ 1 ら 

ダウ シン ど 0 

空 30 

空 30 

空 30 

中 段 20 

空 30 

空 30 

空 40 

に コ 30 

空 30 

宇 40 

中 段 19 

中 段 60 一 40 
中 段 どら 0 一 40 
中 段 50 

特殊 中 段 ら 50 一 65 
中 段 30 一 70 
中 段 30 

中 段 30 

中 段 30+30 
特殊 中 段 080 
上 中 2 段 10+12 
上 上 2 段 10+30 
上 段 投げ 0+10+10 
上 段 投げ 60 

上 段 投げ 40 

上 段 投 げ 0+ 15+65 
(攻撃 属性 他 の デー タ に 関し て は 以下 参照 ) 
上 段 投げ 15 

= 3③ ら 5 

5 50 

上 段 月 し ー 

上 段 崩 し ー 

上 段 月 し ー 

上 段 月 し ー 

上 段 月 し 10 

上 段 返 し 50 

上 段 返 し 50 

上 段 返 し 50 

中 段 返し 50 

中 段 返し 50 

中 段 返し 50 
下段 返し 50 
下段 返し 50 


便 化 返し 技 備考 


13 民 欄 、 短 眉 
8 外 下 
ご 上 K、 外 上 
らら 外 下 
ら 5 中 K、 外 中 


18 下 、 半 上 軸 
記 】 

19 

ら 4 上 K、 外 上 

己 1 外 下 軸 
うう 外 下 


35 


りら /( ど 9) 


ど / 
局 | 
どど 
ら 4 上 K 


65 中 P、 外 中 
ど 9(30) 中 P、 外 中 
ら 3 中 P、 外 中 


ら 6 ド P、 外 上 


38 ⑥3/4 


18 上 P 
らら 下 罰 ディ 


113 

108 

/3(9 ぢ ) 

100 軸 


45(5 1) 
64(69) 
ら ど 


うど (4 の ) 
43(55) 
43(54) 
34(49) 
69(11 ら 5) 


49 
65 軸 
ら 1 
ら 0 
| 軸 
84 
らら 
5 ら 軸 


※ 便 化 時 間 の カッ コ 付 き 数 字 に つい て … 撃 月 挿 : カ ッ コ 内 は ダウ ン 攻 撃 失 敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 神門 頂 肘 : カ ッ コ 内 は 技 が ヒッ ト し た 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 その 他 の 技 : カ ッ コ 内 は 相手 の 硬直 時 間 を 表わす 。 


ちゅ うす い 


沖 上 段 攻撃 


が ら @ を 入力 する こと で 踏み こみ を 深く し た り 、 @ ボ タン と 同時 に や @⑨ 
ボタ ン を 押す こと で 、 その 場 か ら 移 動 し な い パ ンチ に 変化 させ る こと が 
で きる 。 また 、 連続 し て @ や ⑯ ポ タン を 押せ ば 、 八 門 開 打 (@⑥) や 環 挿 朋 
(@⑯) な ご どの コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 に つなぐ こと も 可能 で ある 。 攻撃 判定 が 
上 上段 な の で し ゃ が ん で 避け られ る こと も ある が 、 相手 へ の 牽制 や 連係 技 
へ の 布石 と し て 十分 に 役に立っ て くれ る 技 だ 。 中 で も 沖 控 か ら 側 月 へ の 


前 に 一 歩 踏 み 込 みな が ら 打 ち だ す 形 の 上 段 パ ンチ 。 レバ ー を 前 に 入れ な 12 3 


IN) 
連係 は 、 入力 が 楽 で 実戦 で も 効果 が ある は ず 。 ⑳ 16 
@ 27 


ほう すい 


2. 崩 揮 (。⑯。 ぐ る ⑧)p) 下段 攻撃 


いわ ゆる 、 し ゃ が み パ ンチ の こと 。 攻撃 判定 が 発生 する の が 速い 下段 攻撃 
な の で 、 相手 の 技 を 潰す 性 能 に 関し て は ピカ イチ で ある 。 相 手 の 下 腹部 あ 
た り に ヒッ ト す る せい で 、 訪 所 カウ ンタ ー を 取り や すい の も あり が た い 。 
また 、 ひ @ ぢ コマンド 入力 後 1 フ レー ム で し ゃ が み 状 態 に な れる の で 、 投げ 
技 の 回 避 に も 利用 する こと が で きる 。 実 戦 に お いて は 、 狐 席 便 肛 山 
( す ゅ ⑥) や 白虎 双 掌 打 ( 財 やゆ ⑥) な ど 、 しゃがみ 状態 か ら 出 す 技 の 出鼻 の 
スキ を 減ら す た め に も 崩 振 は 有効 だ 。 や @・ ゆ @ ぢ と いっ た 入力 法 を 使え ば 
簡単 に 崩 捧 一 猛虎 便 記 山 の 連 係 に な る 。 し ゃ が み 状 態 か ら の 選択 肢 が 豊富 


ーー 
三 ニ | 


な アキ ラ に と っ て 、 この 崩 捧 は 重要 な 牽制 技 の ひと つ に な る だ ろう っ 。 


し ょ うた い 


昇 服 ⑯) 上 段 攻 撃 


軸 定 と 逆 の 方 の 足 (立ち ポー ズ で 後ろ に 引い た 方 ) を 使っ た 蹴り 。 ダ メー ジ が 30 
あり 当たっ た 相手 は 確実 に ダウ ン す る が 、 空振り し た 場合 の スキ は 大 きい 。 単発 
で 使う こと は まず な く 、 キッ ク の 途中 で ガー ドキ ャ ン セ ル を か が かけ て フェ イン ト 
と し て 使う こと が 多い だ ろう 。 また 、 沖 捧 と 同じ く レ バー を 前 に 入力 し な が ら @⑯ 
ボタ ン を 押せ ば 、 踏み 込み な が ら の 蹴り こ な っ て 多少 リー チ が 長く な る 。 た だ し 、 
その 場合 は 通常 の 昇 月 より も 便 化 時 間 が 長い (24 フ レー ム ) の で 注意 する ここ 。 
ちな み に 、 この 踏み 込み 昇 服 を 使っ た "真空 蹴り "と いう 面白 い テ クニ ッ ク が ある 。 
踏み こみ 昇 服 の 途中 (正確 に は 12 フ レー ム 目 ) で ガー ドキ ャ ン セ ル を か が ける こと 、 
キッ ク の モー ショ ン は キャ ン セ ル さ れる か が 攻撃 力 は 発生 する と いう 現象 が 起こ 
る 。 つま り 、 4 フレ ー ム の 攻撃 力 持 続 時 間 と 24 フ レー ム の 便 化 時 間 が 消滅 し 、 す 
ぐに 次 の 技 を 出す こと が で きる の だ 。 タイ ミン グ が 難し く 実 戦 的 で は な い が 、 見 
事 ヒ ッ ト さ せれ ば 連環 服 ( ゆ 必 @⑥⑯) な ど へ の 連係 も 可能 だ 。 


よう ぜ 


に 


た い 


6 - 
9 - - 


4. 易 前 腺 ざ (。②)K 下段 攻撃 


アキ ラ の 下段 キッ ク 。 比較 的 リー チ が 長く 攻撃 判定 が 強い 
の で 、 下 段 攻撃 の 少な い ア キラ が と て も 重宝 する 技 で ある 。 
立ち 状態 か らい き な り 技 を 出し て くる よう に 見 える の で 、 
相手 に 見 切ら れ て 反撃 を 受け る こと が 少な いと いう 長所 も 
ある 。 また 、 昇 服 と 同じ く モ ーション 中 に @ ボ タン で キャ ン 
セル し 、 技 を 中 断 す る こと も で きる 。 立 ち ガ ー ド を 続け る 
相手 へ の 牽制 に は 最適 の 技 だ が 、 中 段 攻撃 に よる 反撃 も 受 
け や す い の で 確実 に ヒッ ト さ せる よう に 心掛け た い 。 


側 腺 ④ 中 段 攻撃 


いわ ゆる 中 段 キ ッ ク の こと 。『VF1』 の 時 と 比較 する と 、 攻 撃 力 発生 時 間 が 約 
0 .03 秒 短く な り 逆 に 人 硬化 時 間 が 0 .05 秒 ほど 長く な っ た 。 と は いえ 、 他 の キ 
ャ ラク ター と 並べ て みれ ば 十分 スキ は 少な い ほ うな の で 、 側 朋 か ら の 交 種 連 
係 は 相変わらず 安定 し て 使い 勝手 が いい 。 ま た 、 し ゃ が み 状 態 の 相手 に ヒッ 
ト す る と よろ めき の 状態 に する こと が で き 、 よ ろ め いた 相手 に 対し て さま ざ 
まな 追撃 が 可能 で ある 。 実戦 に お いて は 、 沖 捧 を ヒッ ト さ せ た 直 後 や 禅 門 頂 
肘 ( ゆ 必 ⑤) が 届か な い 距 離 で 相手 が し ゃ が ん で いる 場合 な ど に 出す と 効果 的 
だ 。 注意 し な く て は な ら な い の が 、 洗 一 側 服 の 連係 を 使う 場合 に 、@⑥ ボ タ 
ン の ヒッ ト 後 に ガー ドキ ャ ン セ ル を 行わ な いと 環 揮 懇 (@⑯) が ディ レイ で 出 て 
し まう こと だ 。@:@・ る @ と 入力 し て 確実 に 側 服 を 出 そ つ う 。 


き 呈 ら の 


人 
⑱ 


25| 
Q @ 
の 24 - 
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= go 
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汗 
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ーーー 
ーー 
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に す の ) 


31 


邊 
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けん は いす い 


6. 拳 育 搾 ⑤(。 め ⑧。⑯(⑧) 上 段 攻撃 


内 

に と 
相手 に 背後 を 取ら れ た ら 、 この 拳 背 畠 が 基本 だ 。 相手 に 背中 を 向 と 12 3 
けた 状態 か ら そ の まま @⑥ ボ タン を 押す だ け で 、 振り 向き つつ バ 
ンチ が 出せ る 。 振り 向き 攻撃 の 中 で 最も 攻撃 力 発生 時 間 が 短く 、 「12 ミ = (14 
この パン チ の モー ショ ン 中 に ⑥ や ⑯ ボ タン を 連続 で 押す こと に 
より 、 振り向き ざま の 八 門 開 打 (@@) や 環 挿 服 (@⑥) な ど を 出す 19 ⑳ 
こと も 可能 で ある 。 た だ し 、 リー チ が 短く 硬化 時 間 も 思 っ た 以上 
に ある の で 、 相手 が 接近 し て いる 時 以外 で の 使用 は 避け た 方 が S ⑲⑩ ⑥ 


| 


7 背 落 肉 ⑤ [③] 中 段 攻撃 


振り 向き ざま に 腕 を 振り 下ろ し な が ら 拳 を 叩き 

つけ る 技 。 背後 攻撃 の 中 で 最も リー チ が 長く 、 か 

つ 便 化 時 間 が 短い の で ガー ド さ れ て も 反撃 の 心 守 

配 が 少な い 。 し か も 攻撃 判定 が 中 段 な の で 、 し ゃ 

が ん だ 相手 に も ヒッ ト す る 優れ た 技 と 言え る 。 19 | 
⑨ 
22 
22 


の 


ちな み に ' 努 "と は 中 国 拳法 の 用 語 で 、 上 方 向 か ら 
振り 下ろ す よ うに し て 打つ 攻撃 の こと を 言う 。 


ゆ 
(8 


es 口 9 
は : 代 言 の ) 


は いた い 


育 服 K 上 段 攻撃 


相手 に 育 中 を 向け た 状態 で の ボタ ン を 押し て 出 
る 、 振り 向き ざま の 上 段 キ ッ ク 。 カウ ンタ ー で 


ヒッ ト す れ ば 大 き な ダ メー ジ を 奪う こと が で き 
る が 、 し ゃ が ん で 避け られ た 場合 も っ と も スキ 
が 大 きい 技 で も ある 。 普通 に 背後 を 取ら れ た 時 24 | 
に は 別 の 技 を 選択 し て お いた ほう が いい 。 相手 

が 大 ジャ ンプ で 背後 に 回 っ た 時 に 迎撃 技 と し て ぐ ⑨ 
使う こと が 可能 な の で 覚え て お こう 。 と 


9。 破 膝 腹 MK [③@] 下段 攻撃 


振り 向き つつ 相手 の 膝 を 上 蹴る 技 で 、 モ ーション 的 に は 易 前 服 
(⑯) と 似 て いる 。 背 後 攻撃 を し ゃ が ん で か わす 相手 に 有効 
だ ろう 。 だ が 、 カ ウン ター で ヒビ ヒット し て も ダウ ン を 堆 う こと 
は で き な い 。 便 化 時 間 は それ ほど 長く な い の で 、 うま く 他 の 技 
に 連係 させ て いき た いと ころ だ 。 この 時 、 易 前 服 と 違っ て 攻撃 
後 の ア キラ の 姿勢 は 立ち 状態 扱い の た め 、 ゆ 入力 で 猛虎 硬 記 
山 に つなげ る と いっ た テク ニッ ク が 使え な い の で 注意 し よう 。 


ゆ 
(8 
ん た い 


0. 地 旋 腺 ゆ (。②)K 下段 攻撃 


振り 向き つつ 地 を 払う よう な 蹴り 、 つ まり 足 払い を 出す 技 だ 。 

し ゃ が ん だ 状態 で の ボタ ン を 押せ ば 出せ る が 、 ほ @ 入 力 の ほう 

が 時 間 を 節約 で きる 。 相手 の 下段 攻撃 以外 の 技 を 回 避 し な が ら 14 己 刀 
ヒッ ト さ せる こと が 可能 で 、 リ ー チ も 長い の で 使い 勝手 も い ーー 
い 。 また 、 この 技 は ヒッ ト 後 の 相手 の 倒れ 方 が 特殊 で 、 ア キラ 331 

の ほう に 引き 込ま れる よう に ダウ ン す る の が 特徴 。 檎 下 答 

(る @⑥) に よる 追撃 や や りや すい だ ろう 。 た だ し 、 相手 に ガー ド Q) ⑨ 
され た 場合 に は 硬化 時 間 が 長い た め 反 撃 を 喰らい や すい 。 覚悟 E 

し て お こう 。 


060 


げき ほう すい 


11. 撃 月 揮 ④①⑤  [④⑤] ダウ ン 攻 撃 


級 や か な 軌道 を 描き つつ ジャ ンプ し て 、 ダウ ン 中 の 
相手 に パン チ を ヒッ ト さ せる 技 。 ダメ ー ジ が 20 と 少 

な い 上 に 攻撃 力 発生 時 間 が 長く 、 簡単 に 避け られ て 45 選 
し まう こと が 多い 。 だ が 、 便 化 時 間 が 比較 的 短い の で 還 
痛 地 後 の ス キ は 少な い 方 で ある 。 また 、 交 地 し た 時 に 
相手 と の 距離 が 離れ の が 、 この 距離 は 、 その後 の 起 

さ 上 が り の 攻防 を 制す る に 最も 適し た 距離 と 言え る 。 

その た め 、 ダウ ン し た 相手 に 接近 する 目的 で 撃 崩 捧 

を 使っ て も 有効 だ ろう 。 


そう か ほう 


12. 椎 下 粉 ⑧  [⑧] ダウ ン 攻 


その 名 の 通り 、 樋 を 下方 向 へ と 突く よう に 拳 を ヒッ ト さ せ 
る ダウ ン 攻 撃 。 ダ メー ジ が 少な い 技 で 相手 が ダウ ン し た 時 
な ど 、 す ぐに 起き 上 が っ て くる こと が 予想 され る 場合 に は 、 
撃 月 搾 の 代わ り に 村 下 糧 を 使う ご 確実 だ 。 1 発 ヒ ッ ト さ せる 
と 少し 後退 し て し まう の で 、『VF1」 の よう に ダウ ン し た 相 
手 に 連続 で ビッ ト さ せる こと は で き な く な っ て いる 。 ちな 
み に 、 カウ ンタ ー で 浮い た 相手 が 地面 に 落ち る 前 に ヒッ ト 
させ る と 、 わずか に 相手 を 弾き 飛ば すこ と が 可能 。 リン グ 
際 で 使え ば リン グ ア ウ ト も 狙え る だ ろう 。 


内 


軌 同 藤 


| 2 7 
Re 旬 の ん らく ほ し ゃ すい 
Ak 73. 落 歩 綱 提 ,。。>map) 空中 攻撃 
小 ジ ャ ンプ する と 同時 に @⑥ ボ タン を 押す と 、 落下 中 に 挙 を 地 
面 に 叩き つけ る よう な モー ショ ン の パン チ が 出る 。 中 段 攻撃 


で ダメ ー ジ も 大 きく 当たっ た 相手 は 必ず ダウ ン す る 。 た だ し 、 
小 ジ ャ ンプ 攻撃 全般 に 言え る こと だ が 、 技 の モー ショ ン が 大 
きく 攻撃 力 が 発生 する まで か な り の 時 間 を 必要 と する 。 相手 
の 下段 蹴り 起き に 合わ せ た り 、 よろ めい て いる 最 中 な ど 相 手 が 
迎撃 で き な い 状況 に 限っ て 使用 する こと 。 猛虎 硬 則 山 ( 必 ⑤) S ⑲ ぐ ⑥ 
で 相手 が 尻 も ち を つい た 時 な ど が 狙い 目 だ ろ う 。 ちな み に 、 


- - 22 

この 技 が 当たっ て 空中 に 浮い た 相手 に は 、 禅 門 頂 肘 ( ゆ ウ ウ ⑥) 9 
で の 追い 討ち が 可能 で ある 。 9- - 32 
らく ほ すい 
落 歩 振 he 3 ま 半 中 空中 攻撃 
落 歩 斜 揺 より 少し 遅らせ て 6 ボタ ン を 押す こと で 、 着地 と 同 
時 に 腕 を 真横 に 突き 出す よう な パン チ が 出る 。 小 ジ ャ ンプ 攻 
撃 の 中 で 最も 硬化 時 間 が 短い の で 、 相手 に 届 そ さえ すれ は ば 自 53 
分 の 硬化 時 間 中 に 反撃 を 受け る こと は な い 。 また 、 中 段 属 性 一 
の 技 な の で 、 空振り する こと も 少な い は ず だ 。 た だ し 、 攻撃 21 | 
力 発生 時 間 は 遅い の で 、 使う 局面 は 落 歩 斜 揺 と 変わ ら な い 。 
リー チ の 長 さ を 利用 すれ ば 、 相手 か ら 離 れ た 位置 か ら フ ェ イ Q ⑲⑩ 
ント 的 に 使う こと も で きる だ ろう 。 4T に 

9 - - 32 


061 


ょ ら . 


J /. 


062 


ちょ う し た い 


跳 刺 腺 っ ja。K) 空中 攻撃 


小 ジ ャ ンプ 上 昇 中 に @ ボ タン を 押す と 、 踏み つけ る よう に 
し て 蹴る 技 を 出す 。 誠 つ た 反動 で 半 歩 ほど 後ろ へ 下がり つ 
つ 着 地 す る の で 、 ガー ド さ せれ ば 反撃 も 受け に くい 。 また 
技 の 判定 が 下方 向 に 強い 中 段 属 性 の た め 、 相手 の 下段 攻撃 
を 潰し や すい の も 長所 の ひと つ だ 。 小 ジ ャ ンプ 攻撃 の 中 で 
最も 速く 攻撃 力 が 発生 する 技 な の で 、 ト 下段 蹴 り 起 き に 重ね 
て 出す 場合 に も タイ ミン グ を 取り や すい だ ろう 。 


らく げき そう すい 


落 撃 双 揮 ンー の (の 。⑧)( 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ 上 昇 中 に 、 レ バー を 前 方 向 に 入力 し つつ p 
ボタ ン を 押す と 、 着 地 間 際 に 両 腕 を ハン マー の よう に 
振り 下ろ し て 叩き つけ る 技 を 出す 。 し ゃ が ん だ 状態 の 
相手 に も ヒッ ト す る が 、 リ ー チ が 短い の で 避け られ る 
こと も 多い だ ろう 。 さ ざら に 、 六 地 し た 時 の 回 転 動作 中 
は 立ち 状態 扱い な の で 、 相 手 に 対し て 授 げ 技 や 打撃 技 
で の 大 き な 反 撃 チ ャ ンス を 与え て し まう 。 大 ジャ ンプ 
攻撃 の は と ん ご は スキ が 大 きい の で 、 う っ か り 大 ジャ 
ンプ し て し まっ た 時 の 保険 程度 の 意味 し か な い 。 狙っ 


《M 
て 使う こと は 避け た 方 が 無難 で ある 。 9 - - 32 


16 利 旧 ゅ ッ ャ ン フ m( 吾 ) 中 段 攻撃 っ 


豆 要 

その 名 の 通り 、 真横 に 突き 刺す よう に 蹴る 技 で 、 小 ジャ 
ンプ 下降 中 に @ ボ タン を 押す と 出る 。 この 技 も 中 段 判定 
で 、 し ゃ が ん だ 状態 の 相手 に も ヒッ ト す る 。 と ころ か が 攻 (⑦ 大 計 
撃 力 は 低く 、 カウ ンタ ー で ヒッ ト し な いと ダウ ン を 奪う 
こと は で き な い 。 ちな み に こ の 技 は 小 ジ ャ ンプ 攻撃 の 中 24 | 
で 唯一 地上 攻撃 扱い な の で 、 パイ の 螺旋 披 掌 (る @) で 受 

⑨ 


け 流さ れ た り ガ ー ド ハー フ で ダメ ー ジ が 減っ た りす る 。  ⑯ ⑲⑯@ 
あま り 有 効 な 技 で は な いと 言え よう 。 ⑧22 - 19 
032 - 29 


'93 選 呈 
Li 
NR mw 
Pe 
ーー デー 一 
る 
回 プア 
人 Lo 


@ を 
22 


と うき ゃ く 


78. 登 脚 大 ジャ ン フ 瑞 叶 ( 連 ) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ と 同時 に ②@ ボ タン を 押す と 、 ジャ ンプ と 同時 に 蹴り 上 げ る よ 
うな 技 と な る 。 攻撃 力 発生 時 間 が 短く ダメ ー ジ も 大 きい の で 、 リン グ サ イ 
ド に 追い 詰め られ た と き の 緊 急 回 避 や 、 大 ジャ ンプ し た 相手 を 迎撃 する 
対空 技 と し て 使う こと も 多い 。 し ゃ が ん だ 状態 の 相手 に も ヒッ ト す る の 
で 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド で 接近 し て いき な り 出 す 、 と いう 使い 方 も 有効 だ 。 60| 

⑨ 


さら に 「VF2」 で は 、 登 脚 が 空振り し て も 、 ジャ ンプ の 下降 中 に も う 一 度 
大 ジャ ンプ 攻撃 を 出す こと が で きる 。 相手 の 位置 や 姿勢 に 応じ て 、 後 述 の  ⑩⑲⑱@ 
巡 妥 (大 ジャ ンプ 降下 中 @) や 風門 倒壊 (大 ジャ ンプ 上 昇 中 @@ な ど で 地 9 較 上 2 
上 の 相手 に 対応 し よう 。 た だ し 、 相手 が 冷静 に 迎撃 し て きた 時 は 、 結局 の 

と ころ な すす べ は な い 。 (8 32 


だ ん た い 


2 き び ュ 
狂 < 菅 19 飛 弾 腺 ジャ ッ フェ の (の).⑬)) 民 ) 空中 攻撃 


ア 大 ジャ ンプ 上 昇 中 に レバ ー を 前 方 向 (ね や る で も 可 ) に と 403 
: 河 入力 し つつ @ ボ タン を 押す と 、 両足 を 揃え つつ 突き 出 
に す よ うに し て 蹴る 、 ド ロッ プ キ ッ ク の よう な 技 が 出る 。 《⑰ 情 計 
見 た 目 よ り リ ー チ が ある た め 、 相手 が 「 こ の 間合い な テ 
ら 大 丈夫 ]」 と 思っ た 時 で も ヒッ ト す る こと が 多い が 、 53 
と し ゃ が ん だ 状態 の 相手 に は 空振り し て し まう の で 用 心 


する こと 。 また 、 落 撃 双 揺 と 同じ く 、 着地 し た 時 の 回 転 ” ⑳⑩⑲ 
動作 は 立ち 状態 扱い と な る の で 、 相手 が 失敗 し な い 限 人 。 - 22 
り 、 投 げ 技 な ど で 確 実に 反撃 を 受け る 。 空振り だ け は 

絶対 避け て 使わ な く て は な ら な い 。 @・ : 


らく ほ た い 


20. 落 歩 腺 > フ jmwK) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ 上 昇 中 に @ ボ タン を 押し 、 空中 で 回 し 蹴り を 
出す 技 だ 。 『VF2] に な っ て 登 脚 (大 ジャ ンプ 同時 ⑯) の 攻 
撃 力 持 続 時 間 が か な り 長 く な っ た の で 、 迎撃 用 に 落 歩 朋 
を 使う 機会 は ほとん ご な く な っ て し まっ た 。 ジャ ンプ 中 
の 攻撃 タイ ミン グ を ある 程度 目 由 に ずら せる こと いう 長所 
は ある が 、 登 脚 と 違い 降下 中 に 再度 攻撃 を 出す こと は で 
さき ない の で 、 空 中 で 相手 と 接近 し た 時 くら い が 、 数 少な 
い 攻 撃 チ ャ ンス と な る だ ろう 。 


差 丸 妥 ジャ ン フ 牙 下台 ) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ 下降 中 に @ ボ タン を 押す と 、 踏み つけ る よ 

うに 蹴り を 出す 。 着地 後 の 便 化 時 間 が 短く 、 ガー ド さ れ 

て も 反撃 を 受け に くい 。 また 、 し ゃ が ん だ 状態 の 相手 に 《⑰, 硫 詩 
当て る こと が で き 、 カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ ば 浮い た ミ デ 
相手 に 各種 打撃 技 で 追撃 する こと が 可能 で ある 。 リー 10 

チ は 短い が 、 着地 の スキ を 狙っ て くる 相手 に は か な り 

有効 で め る 。 (N】 (⑳ ⑨ 


ふう つも ん と うか い 


22. 風門 倒壊 大 ジャ ン フ 上 衝 m く D( 。( く ) 。( ゆ ) )(W) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ 上 昇 中 に レバ ー を 後ろ 方 向 に 入力 し な が ら @ 40 3 
ボタ ン を 押す と 、 両足 を 揃え つつ 背後 に 向かっ て ドロ ッ 

プ キ ッ ク の よう な 蹴り を 出す 。 相手 を 大 ジャ ンプ で 飛び 人 展 言 
越し た 時 に 相手 の 後頭 部 を 狙っ て ヒッ ト さ せる よう に 使 二 


い の で 注意 が 必要 で ある 。 空振り し た 場合 は 落 撃 双 控 ( 大 
ジャ ンプ 上 昇 中 必 @) や 飛 弾 眼 と 同様 、 前 転 動作 中 に 投げ 
技 や 打撃 技 で 反撃 を 喰らう 可能 性 が 高い の を 之 悟 し て お 6 
こつ 。 
(9 


うと いい 。 た だ し 、 し ゃ が み 状 態 の 相手 に は ヒッ ト し な 43| 
く ) (⑨ 


⑨ 
22 
32 


063 


じょう ほ ち ょ うち ゅ う 


_23. 上 歩 頂 対 ② [⑤②p] 中 段 攻 撃 界 


いわ ゆる ヒジ 打ち の こと だ 。 中 段 攻撃 の は ず な の に し 
ゃ が み ガ ー ド の 相手 に 空振り する こと が 多い が 、 軸 足 
が 逆 に な っ て いれ ば 確実 に ヒッ ト す る 。 特に リオ ン に 12 選 呈 
し ゃ が まれ た 場合 は 、 軸 足 が 逆 で な いと 絶対 と 言っ て ーー 
いい ほど 空振り する の で 、 軸 足 の 方 向 に は 常に 注意 を 25 
払っ て お く よ う に 。 一 応 、 心 意 把 ( 必 @⑥) の よう に コマ 

ンド の 最後 が ゆ @⑤@ と な っ て いる 技 を 失敗 し た 時 に 、 保 ぐ ) ⑨ 
険 的 な 役割 を 果たす こと も ある 。 と は いえ 、 アキ ラ に は ⑳ 21 22 
禅 門 頂 対 と いう 優秀 な ヒジ 系 の 技 が ある の で 、 上 歩 頂 

肘 の 出番 は 少な い だ ろ う 。 投 


も ん ちょ うち ゅ う 


24. 禅 門 頂 肘 ②② [@,@,p] 中 段 攻撃 


低い 姿勢 で 相手 の 懐 に 潜り こみ 突き 上 げ る よう に ヒジ を 出す 技 で 、 アキ ラ の 
大 本 と な る 固有 技 の ひと つ だ 。 攻撃 力 発生 時 間 や 硬化 時 間 が か な り 短 く 、 突 
進 力 も ある の で 相手 を どん どん 押し て いけ る 。 禅 門 頂 肘 を 連発 する だ け で 相 
手 に が か な り の プレ ッ シ ャ ー を 与え る だ ろう 。 攻撃 属性 は 中 段 (ガー ド バ ハーフ ) 
で 、 立 つた 相手 に ビッ ト す れ ば ダメ ー ジ に 関係 な く ダ ウン を 奪え る し 、 し ゃ 
が ん だ 相手 に ビッ ト す れ ば ダメ ー ジ が 30 を 越え な い 限 り よ ろ め き 状 態 に す 
る こと が で きる 。 ガ ー ド され た 場合 で も 、 相 手 の 反 撃 技 を 外 門 頂 肘 (⑥@@⑥) 
な ご で 返し た り 、 ひ た すら ガー ド を 続け る 相手 な ら 投 げ 技 を 狙う の も いい 。 
注意 すべ き は 、 相手 に ヒッ ト し た 場合 に 便 化 時 間 が 長く (30 フ レー ム ) な っ て 
し まつ うこ こと 。 別 の 技 を 連係 させ て 追い 討ち を 狙っ て も 成功 し に くい の で 、 ダ 
ウン 攻撃 を 使う の が 無難 だ ろう 。 と に か く 禅 門 頂 肘 は 多種 多様 な 状況 に 対応 
で きる 技 な の で 、 アキ ラ を 極め た けれ ば まず この 技 を マス ター し 、 固有 技 を 
ヒッ ト さ せる 感覚 を つか むと いい 、。 


_25. 虫 歩 頂 肘 ②② 〇 ②() [の ,@,②,] 中 段 攻撃 お 只 間 


入門 頂 肘 と 性 質 が ほとん ご 変わ ら な い ヒ ジ 打 ち 。 大 き な 違 い 
は 、 軸 定 を 入れ 換え な が ら 前 に 踏み こん で 技 を 出す 点 で 、 禅 
門 頂 肘 よ り ヒ ジ が 届く 距離 が 長く な る 。 また 、 相手 に ヒッ ト 
し て も ガー ド さ れ て も 便 化 時 間 が 変わ ら な い の も 相違 点 の ひ 
と つ だ 。 この 便 化 時 間 の 関係 で 、 禅 門 頂 有 対 で は 無理 な 連係 も 
躍 歩 頂 対 で は 可能 に な っ て くる 。 例え ば 、 堅 歩 頂 対 を ヒッ ト 
させ た 相手 が 宙 に 浮い た 後 、 ダ ウン する 前 に 崩 振 ( ひ @⑥)ー 白 
虎 次 掌 打 ( 時 で 必 @⑤@) と 攻撃 を 繋げ る こと が で きる だ ろう 。 相 
手 を よろ めか せ た 後 の 追撃 や や りや すい は ず な の で 、 意識 的 
に 躍 歩 頂 対 を 多用 し て も よい か も し れ な い 。 た だ し 、 コマ ン 
ド 入 力 に 時 間 が か か る た め 、 相手 に 技 を 見 切ら れ な いよ うな 
注意 が 必要 で ある 。 


26. 揚 粉 ③④ [(③ ぐ ③⑤)。。] 中 段 攻撃 


低い 姿勢 か ら 相手 に 接近 し 、 突き 上 げ る よう に 拳 を 出す 技 だ 。 その 特殊 な モー 
ショ ン ゆ え に 、 相手 の 上 段 攻撃 を 回 避 し つつ 攻撃 する こと が 可能 。 ダメ ー ジ が 
大 きい 中 段 攻 撃 な の で 、 し ゃ が み ガ ー ド で ダメ ー ジ を 軽減 (ガー ド 4 分 の 3) さ 
れ て も 確実 に ダウ ン を 奪え る の も あり が た い 。 し か も 近 距 離 か ら 出 せ ば 、 し ゃ 
が み ガ ー ド され た 場合 に 急所 カウ ンタ ー の 効果 が 加わ っ て 、 ダメ ー ジ は 50 メ 
0.75( ガ ー ド 4 分 の 3 ) x 1 . 25( 訪 所 カウ ンタ ー ) =47 と な り 通 常 と ほとん ど 
交わ ら な く な る 。 だ が 、 この 技 の 攻撃 力 発生 時 間 は 固有 技 中 も っ と も 長く 、 技 
の 出 始め に 迎撃 され や すい 。 後述 の 崩し 技 な ど で 相 手 の 行動 を 封じ て か ら 使 
用 し た い 。 ちな み に 揚 糧 を 含む 代表 的 な 連係 に 、 進歩 里 騰 (@⑥+⑥) 一 右 搬 肢 
( ゆ ゆび )… 揚 旭 と いう も の が ある 。 入力 に は 少々 コツ が 必要 で 、 右 描 脚 ヒッ ト 
後 す ぐに 名人 と 先行 入力 し 、 方 向 に レバ ー を 入れ た まま 着地 と 同時 に @⑥ ボ 
タン を 押す と 空中 に 浮い た 相手 に 揚 糧 が 叩き こま れる 。 重量 級 以外 の キャ ラ 
クタ ー に は 成功 する の で 試し て みよ う 。 


064 


ーー ーー 


cp 
(ここ 


、 猛虎 硬 誠 山 ④②⑤) [Jo@,] 特殊 中 段 攻撃 詳 


近 距 離 か ら カ ウン ター で ヒッ ト さ せ た 時 の 爆発 的 な 威力 が 魅力 の 技 で 、 そ E 70-653 
の 勢い で 相手 を 一 和 気 に リン グ ア ウ ト さ せる こと も 可能 だ 。 攻撃 属性 は 特殊 


中 段 に な り 、 し ゃ が み ガ ー ド の 相手 に ダメ ー ジ を 与え る こと は で き な い が 、 & 匿 計 
強制 的 に ガー ド を 外し て 立ち 上 が ら せ る 効果 を 持つ 。 また 、 ノー ガー ド で し gd 

ゃ が ん だ 相手 に 遠 距 離 ( 約 1 .4 メ ー ト ル 以 上 ) か ら ヒ ッ ト さ せる と 、[VF2」 32 

か ら の 新 要 素 の ひと つ で ある " 尻 も ちち" を つい た 状態 に する こと が で きる 。 尻 

も ち を つい た 相手 は 完全 に 無防備 な 状態 と な る た め 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド S⑨9 


で 接近 し 各種 攻撃 を 決め る 大 き な チ ャ ンス と な る 。 実戦 で は 崩 挿 ( ひ ⑥ か 6 - 
ら の 連係 技 と し て も 使わ れる こと が 多く 、 禅 門 頂 肘 ( ゆ ゅ 必 @) と 並ん で アキ 

ラ の 攻撃 の 基本 と な る 技 に な る だ ろう 。 ちな み に 、' 猛 虎 硬 叩 山 ' と いう の は @⑱ - - 2932 
本 来 " 相 手 の 多種 多様 な 状態 を 月 し て か ら 一 撃 を ヒッ ト さ せる "と いう 一連 

の 流れ の 総称 で 、 掌 打 一 発 の こと を 言う わけ で は な い 。 


び ゃ っ てこ 


28. 拍 虎 到 掌 打 ②③②⑤ [MK@⑤③⑤)。] 中 段 攻撃 還 詳 


通称 "両手 猛虎 ' と いわ れる 技 で 、 低い 姿勢 か ら 両 党 を 思い きり 前 に 突き E 30 70 3 


出し て 打撃 を 与え る も の だ 。 猛虎 硬 克 山 と 違っ て 完全 な 中 段 攻撃 で 、 相 

手 が し ゃ が み ガ ー ド 中 で も 必ず ダウ ン を 奪う こと が で きる 。 アキ ラ の 打 

撃 技 の 中 で は 鉄山 軍 ( る ウ ウ @+@) に つい で 攻撃 力 が 高い の で 、 しゃ が 

ん だ 状態 か ら の 技 の バリ エー ショ ン の ひと つと し て 使う と いい 。 た だ 、 32 
硬化 時 間 が 長い の が 欠点 で 、 ガード され た 場合 に は 必ず と 言っ て いい ほ 

ど 相手 の 反撃 を 受け て し まう 。 撃 歩 動 時 (ひら +@) や 進歩 時 時 ( ら @+@) ⑩ 
で 相手 の 体勢 を 月 し て お け ば 、 ダメ ー ジ は 少な く な る が 確実 に ヒッ ト さ 
せら れる だ ろう 。 その 場合 、 上 @+@G ら @ ま た は ゆら @⑥+@⑥G ら @ と い 

う よ う に 一 気 に 入 力 す れ は ば 、 相手 を 崩し た 後に タイ ムラ グ な し で 白虎 双 9 ・ ・ 32 
掌 打 を 出す こと が 可能 で ある 。 


ぽ ぼ ちょ う 


29. 独歩 頂 用 Gaz [Xe.egz] 中 邊 攻撃 お 電 


アキ ラ の ヒザ 蹴り 。 「VF1」 か ら 継 承 さ べ れ た 技 だ が 、 コマ ンド 入力 方 法 が 変 
更 さ れ て いる 。 ゆ ゆ ⑥+⑥@ 後 @ を 放す "と いう コマ ンド が 短縮 され て ゆ ゅ ゅ の 


入力 が 不要 に な っ た も の の 、 @ と @ ボ タン を 押し た 後 @ を 放す まで の 時 間 が 15 詞 
1 フレ ー ム ( 約 0 .017 秒 ) 以内 と 実に シビ ア で 、 使い こなす に は 相当 の 練 ーー 
ター で ヒッ ト さ せ 、 鉄山 算 ( コ ウ 必 ⑥+⑥⑯) や 連環 服 ( ゆ 必 ⑯⑯) で 追撃 する と 


いつ 連係 が 可能 に な る 。 だ が 、 空中 に 浮か が せる の で あれ ば 、 技 の 入力 の 簡単 IN) 
さ な ご を 考え る と 、 後 述 す る 右 捕 脚 を 使っ た 方 が 楽 だ と 言え る 。 軸 定 を 入 


習 量 を 必要 と する 。 うま く 出 せる よう に な れ ば 、 立ち 状態 の 相手 に カウ ン 軸 
⑨ 
れ 替 えた い 時 に で も 出し て 、 ギャ ラリ ー 受 け を 狙う 程度 に し て お こう 。 6 


うつ た ん きゃ く 


30. 右 描 脚 ②③ [②@,R] 中 段 攻 撃 


その 場 で 跳び 上 が りな が ら 相 手 を 蹴り 上 げ る 、 いわ ゆる 飛び 蹴り で ある 。 便 
化 時 間 は 決し て 短い 方 で は な い が 、 通常 の 技 よ り 高 く 相 手 を 浮か せる た め 、 
環 振 妥 (@@⑯) や 鉄山 算 ( ゐ 必 必 @⑥+⑯) で 簡単 に 追い 打ち を か ける こと が で き 
る 。 また 、 右 所 脚 に は 他 の 技 に は な い 珍 し い 特 性 が あり 、 順 歩 翻 肥 
(ゐる @+⑨@) な どの 崩し 技 の 直後 に ビット させ る と 、 その まま ヒッ ト さ せ た 
時 より 高く 相手 を 浮か が せる こと が で きる の だ 。 この 崩し 技 一 右 所 脚 の 後に は 
ほとん どす べ て の 打撃 技 が 入り 、 代表 的 な と ころ で は 揚 糧 ( ぐ る ⑥)、 連環 服 
( ゆ ゅ ⑯⑤)、 独歩 怖 膝 (⑥+@・@ 離 す ) 一 鉄山 箇 ( コ ゆ 必 @⑥+⑯) な ご ど に 連 保 が 
可能 。 重量 級 の キャ ラク ター 以外 に は 、 ます 間違い な ぐ く 成功 する こと だ ろう 。 
た だ し 、 し ゃ が み ガ ー ド を し た 相手 に ヒッ ト さ せ て も 、 ガー ド 4 分 の 3 効果 で 
ダメ ー ジ が 30 を 切る た だ ため ダウ ン を 奪う こと は で き な い の で 注意 する ここ と 。 


か ん た し 


、 3i. 連環 臓 ②③ [の 』@K。R] 中 中 ら 段 攻撃 斉 


右 描 脚 か ら 左 描 脚 を 連続 し て 出す 、 つま り 左 右 の 定 で 交 互 に 相手 を 蹴り 
上 げ る 技 。 距離 に よる ダメ ー ジ 変化 が な く 、 安定 し た ダメ ー ジ を 期待 で 
きる 中 段 攻 撃 で ある 。 相手 が し ゃ が み ガ ー ド を し て いる と 1 発 だ け で は 
ダウ ン を 奪え な い が ( ガ ー ド 4 分 の 3)、 続 く 2 発 目 が 確実 に 相手 に ヒッ ト 
する の で 心配 は いら な い 。 た だ 、 2 発 と も ガー ド さ れ た 後 の ス キ は 大 きい 38. 

⑨ 


の で 、 武 歩 頂 肘 ( ゆ 必 必 @) な ど を 当て て よろ めか せ た 直 後 や 、 独歩 需 膝 


(@+⑧・@ 離 す ) を カウ ンタ ー で 当て て 浮か せ た 時 と いっ た 、 ほぼ 確実  ⑳⑩⑩⑯ 
当たる 状況 で し か 使う 機会 の な い 技 だ 。 また 、 飛び 蹴り の 性 質 を 最大 限 9) - = 22 
に 利用 すれ ば 、 例え ば サラ 、 ジャ ッ キ ー の 背後 攻撃 の ひと つ で ある ター 

ン . ロ ー ス ピン キッ ク ( 背 を 向け て ひ @) を 右 描 脚 で 避け 、 相手 の 技 の 戻り 8 ・ ・ 3 


モー ショ ン 中 に 左 所 脚 を 当て る 、 と いっ た 高度 な 使い 方 も で きる 。 


32. 鉄山 條 ④)⑤②)②! や < 飲 ) [(④②③(B* 家 2a] 


その 名 の 通り 鉄 の 山 が 体 当 た り を し た よう な 威力 を 持つ 鉄山 箇 は 、 ア キラ の 交 力 
の 全て が 集約 され て いる 技 と 言っ て も 過言 で は な い 。 技 の モー ショ ン が 体 を ひね 
りつ つ 背 中 を ヒッ ト さ せる 形 に な る の で 、 相手 の 打撃 技 、 特に 直線 的 な 技 を スカ 
し て カウ ンタ ー を 狙い や すい と いう 特性 を 持つ 。 相手 に 密着 し た 状態 で カウ ンタ 
ー ヒ ッ ト す れ は ば 単発 技 の な か で は 最強 の 破壊 力 ( ダ メー ジ 120 ) を 誇り 、 ご どん な 不 
利 な 状況 か ら で も 一 欧 逆 転 を 狙う こと が 可能 で ある 。 し か し 、 42 フ レー ム も の 長 
い 便 化 時 間 を 持つ た め 、 相手 に ガー ド さ れれ ば 確実 に 反撃 を 受け て し まう 。 さら 
に 、 他 の 技 と は 違っ て 攻撃 力 発生 時 間 直 前 (コマ ンド 入力 後 11 フ レー ム 以 内 ) に 投 
げ ら れ 判 定 が 存在 し 、 し か も その 投げ 間合い が 無限 に な る と いう 大 有 畔 点 も 存在 す 
る 。 進歩 里 騰 (②⑥+⑥) で 相手 の 背後 に 回 つた 時 、 沖 捧 (⑥) や 崩 捧 (@) で 相手 の 
反撃 を 誘っ た 直後 な ど 、 カウ ンタ ー で ヒッ ト す る よう な 局面 を 常に 狙っ て いき た 
い 。 ちな み に 、 コマ ンド は ゐる ゆ ゅ ゅ ⑥+⑯ だ が 、 方向 に レバ ー を 入れ っ ぱな し に し 
た 後 ゆ 必 @+@⑥ と いう 入力 で も 技 を 出す こと が で きる 。 別 の 技 か ら 鉄 山 凛 を 連係 
させ た い 時 な ご ど に 、 入力 の 手間 が 省け る の で 、 覚 えて お く と いい 。 


は ち も ん か い 


33. 八 門 開 打 [で ⑤] 上 中 2 段 攻撃 ぬき ① 謀 


単なる ワン ツー パン チ の こと だ が 、 前 進 し な が ら 上 段 パ ンチ と 中 段 パ E 12.12 3 
ンチ を 連打 し て いく の で 、 繰り 返し て 出す だ け で 相手 を 押す こと も 可 

能 だ ろう 。 し か し 、 相手 が 立っ た まま だ と 、 1 発 昌 が ヒッ ト し て も 休 故 ge 十 用 計 
か 2 発 目 が ヒッ ト し な いこ と が ある 。 これ は 、 2 発 目 の リー チ が 短い の 四 
で 、 1 発 目 の 沖 挿 (⑥) が 当たっ て 相手 が 後 ず まさ っ て し まう と 届か な く 18 | 

な る た めで ある 。 卒 制 の 沖 挿 を 相手 が し ゃ が ん で 回 避 し た 時 に 、 ディ 

レイ ぎみ に 2 発 目 を 出す と いっ た 使い 方 を する に と ど め 、 乱用 は 控え ぐ ⑨ 
る よう に し た い 。 2 発 目 が 届き さえ すれ ば 、 硬化 時 間 は 短い の で 相手 9) 16 20 
が ガー ド し て も 反撃 を 受け る 危険 性 は 少な い 。 と は いえ 、 この 技 だ け 

で ダウ ン を 奪う こと は 不可 能 な の で 、 スキ の 少な い 禅 門 頂 肘 ( ゅ ゅ @) (9 
な ご ど を 的 確 に 連係 させ て いく べき で あろ う 。 


斑 反 E 


34. 環 手 腺 (K [や K] 上 上 2 段 攻 撃 ① 


アキ ラ の も う ひ と つの コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 で 、 パン チ か ら キ ッ ク へ の 
連続 技 だ 。 パ ンチ が ヒッ ト す れ ば 確実 に キッ ク も ヒッ ト し て ダウ ン を 
奪え る た め 、 相手 の 攻撃 を ガー ド し た 後 の 反撃 技 と し て 安定 し た 力 を 
発 提 す る だ ろう 。 また 、 2 発 目 の キッ ク の 出 が か り を @ ボ タン で キャ ン 
セル する こと で 、 効果 の 高い フェ イン ト と し て 活用 する こと も 可能 。 の 

く ) ⑨ 


例え ば @⑥⑯・@ 紀 ②@ と いう よう に コマ ンド を 入力 すれ ば 、 環 拓 服 を 警 
成 し て し ゃ が も うと し た 相手 に 側 服 (@⑯) が 決ま る は ず だ 。 この 場合 、 
環 捧 眼 の ⑳② を ガー ドキ ャ ン セ ル し た 瞬間 に 次 の 側 服 が 出せ る た め 、 単 6 - 
発 の 池 控 (⑥) か ら 側 彩 へ の 連係 より 人 中 の 便 化 時 間 が 短く (実質 ゼロ 
に ) な る 。 重要 な ポイ ント な の で 、 よく 覚え て お いて ほし い 。 ⑱ 


KS RS 


066 


8 紀 


35. 倒 身 援用 mx6 人 G) 上 段 投 げ 


「VF1]」 で は で @⑥ と いう コマ ンド で 出す 技 だ っ た が 、 今回 、 全 キ 
ャ ラク ター 共通 の 基本 投げ (⑥ 十 @) に 変化 し た 。 それ に 伴い 、 相 


手 の 腕 を 掴ん で 引き 倒す だ け だ っ た 技 の モー ショ ン も 変更 され 、 
倒れ た 相手 に 正 拳 突き を 2 発 入 れ て か ら 小 ジャ ンプ で 後 ず さ る と | 13 
いう 形 に な っ て いる 。 この た め 投 げ ら れ た 相手 の 起き 上 が り 速 度 

が 飛躍 的 に 向上 し 、『VF 1」 の と き に 使え た 倒 身 捜 服 か ら 槍 下 燈 

(る ⑥) 連 打 で 相手 を 起 キ 上 が ら せ な い 、 と いう 地獄 の 連係 技 は で 

き な く な っ た 。 ちな み に 、 アキ ラ が 直立 状態 で な いと @+@ コ マ 

ンド を 入力 し て も 投げ られ な い の で 注意 。 相手 の 上 段 攻 撃 を し ゃ 

が ん で 回 避 し た 後に は 、 倒 身 捜 服 以 外 の 投げ 技 を 使用 し な く て は 

いけ な い 。 また 、 投げ た 直後 の アキ ラ の 後退 距離 が 意外 と 大 きい 

た め 、 リン グ サ イド に 追い 詰め られ た 時 に 使っ て し まう と 、 相手 

を 投げ た 後に 自分 か ら リ ング アウ ト し て し まう こと が ある 。 基本 

投げ な ら で は の "投げ 抜け "の 可能 性 も ある の で 、 十分 用 心して 使 

う で し こう つ 。 


し ん い は 


36. 心 意 把 / 六 ②W [(@ あ ⑮)。] 上 段 投げ 


相手 の 腕 を 掴ん で 手前 へ と 引き 込み 、 頭 と 肩 の 部 位 
を 使っ て 吹き 飛ば す 投 げ 技 。 アキ ラ の 投げ 技 の 中 で 

は 、 後述 の 大 纏 崩 挿 ( ゆ や 必 ⑥+⑥) と 並ん で も っ と 

も ダメ ー ジ が 高く 、 相手 を 遠く に 吹き 飛ば す 効 果 も | 108 | 
ある の で リン グ ア ウ ト を 狙う こと も 可能 だ 。 た だ し 、 

技 の モー ショ ン が 始ま っ て か ら 実 際 に 相手 に ダメ 

ー ジ を 与え る まで 1 秒 以上 か か る た め 、 タイ ム ア ウ 

ト 直 前 な ご ど 一刻 を 争う 状況 で 狙う べき で は な い 。 ま 

た 、 コマ ンド 入力 が 正確 で も 投げ 成立 条件 が 揃わ ず 

相手 を 投げ られ な か っ た 場合 、 相手 が 攻撃 し て こ な 

けれ ば 選 @ 入 力 が 認識 され 上 歩 頂 肘 ( 必 ⑥) が 、 相手 

が 何 か 技 を 出し て いれ ば 必 入 力 時 に アキ ラ が 一 瞬 

で し ゃ が ん で し まう の で 猛虎 人 硬 李 山 ( 千 必 @) が 、 そ 

れ ぞ れ 心 意 把 の か わり に 出る 。 投げ 失敗 時 に 出る 技 

と し て は 優秀 な 部 類 に 属す る の で 、 それ ほど 投げ そ 

こない を 恐れ る 必要 は な い だ ろ う 。 


林 / 線 ぐ (人 K) [(④②③:R)g] 上 段 投げ 


内 
KK し 
相手 の 側面 か ら 背 後に 回 り 込 み 背中 全体 を 使っ て 突き 飛ば す 技 
で 、 背後 か ら の 鉄山 箇 と 言え ば わか りや すい だ ろう か 。 投げ 技 扱 

いで ある が ダウ ン を 奪う こと は で きず 、 ダメ ー ジ も それ ほど 多く 

な い 。 だ が 、 この 技 の 直後 に は 、 自分 と 相手 の 硬化 時 間 の 差 が 1.9 
フレ ー ム も 存在 し 、 この 一 瞬 に どの 技 を 使う か に よっ て 、 鈴子 容 QS @ @ 
林 の 存在 意義 は 大 きく も 小さ くも な る 。 も っ と も 簡単 な の は 側 服 
(S@) で 、 確実 に 相手 に ヒット さ せら れる 。 神門 頂 肘 ( ゅ ゅ @)、 WM 92 - - 
中 歩 頂 肘 ( め ゆ ゅ ゅ @)、 鉄山 軍 ( る ゐ ゆ ゆら +@⑥) も よさ そう だ が 、 相 0 - 

手 と の 距離 が 2 メー トル 以上 ある た め 、 その まま 出し て も 届か な 

い 。 ゆ ゆ ( ゆ ゆ ゅ 必 ) コ マン ド の 後 ワ ン テ ン ポ 遅 ら せ て @ を 入力 す 

れ ば 距離 を 稼げ る が 、 相手 の 硬直 中 に ヒッ ト さ せる の は 難し い だ 

ろう 。 その まま の 位置 で 届く 技 と し て は 猛虎 硬 乳 山 ( ゅ ⑥)、 白 

虎 双 掌 打 ( を る ゆ ⑥) が ある が 、 こち ら は 入力 時 間 の 問題 で 相手 に 

逃げ る 余裕 を 与え て し まう 。 秋 せ 子 容 林 中 に る ひる と 先行 入力 し 

て し ゃ が み ダ ッシュ 状態 に な り 、 そ こ か ら ゆ ゅ @⑥ ま た は ぐ の 必 @⑥ で 

技 を 出せ ば 、 入力 時 間 を 節約 する と 同時 に 接近 し て ダメ ー ジ 増加 

を 図る こと が 可能 だ 。 ちな み に 、 リン グ サ イド に 追い 詰め られ た 

時 に 鈴子 容 林 を 成功 させ れ ば 、 相 手 と の 位置 を 入れ 替え な が ら 

ヒッ ト す る の で リン グ ア ウ ト を 狙う こと も で きる 。 と に か く 、 背 

後 を 取る だ け で は 有利 な 状況 を 作る こと は 難し い の で 、 相手 の 行 

動 に 合わ せ て 対応 で きる よう に 経験 を 積む べき だ ろう 。 


06/ 


/ し いしい に ん は つづ つ 9②9 し ! 


38. 大 纏 崩 捧 / 商 ②③④ ツ ゆ :WK (の ⑳ の ②(gxR)so] 上 段 投げ 


相手 の 腕 を 掴ん で 引き 込み つつ 、 腕 と 肩 
を 使っ て 一 気 に 吹 き 飛ば す 技 。 腕 を 引き 
込ん だ 瞬間 、 は ね 飛ば し た 瞬間 、 ダウ ン し 

た 瞬間 の 3 段階 に 分 か れ て ダメ ー ジ を 与え | 100 | 
る の が 特徴 だ 。 最終 ダメ ー ジ が ダウ ン 時 
の 25 だ けし か な い の で 、 相手 の 起き 上 が 
り が 速く 、 ダ ウン 攻撃 は まず 成功 し な い 。 
た だ し 、 吹き 飛ば す 距 離 が ウル フ の ジャ 
イア ント スイ ング (G@ 必 せる る 必 ⑧⑤⑥) 並み に 
あり 、 リ ング アウ ト を 狙う 技 と し て は 最 
適 。 ま た 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド か ら の コマ 
ンド 入力 ( ゆ ゆ 6 @⑥+@⑥) も 容易 で 、 使い 
勝手 の いい 投げ 技 で ある 。 スタ ー ト 直後 
に 猛虎 硬 乳 山 ( ゆ @⑥) で 相手 に 尻 も ちち を 
つか せ た 後 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド で 接近 
し て 大 纏 月 畠 を 決め れ ば 、 それ だ け で 相 
手 を リン グ ア ウ ト さ せる こと が で きる 。 


ぼん けん 


39. 崩 拳 / 輝 *IK*G) 上 段 投 げ 


』 2 
_40. 崩 撃 雲 身 双 虎 掌 / 間 KG(⑤@( 有 gOS(。 の ) 了 上 段 授 げ 。 
請 衣 チバ 宰 15.35・50 る 月 拳 、 鈴子 容 林 、 双 掌 ! と 、 3 種類 の 技 を 連続 し 


て ヒッ ト さ せる 一 連 の 流れ の 総称 で 、 ア キラ の 
(BKxG) (<⑤(⑧)( 有 )x( 必 )。(⑨⑮⑧)。 技 の 中 で 最も 強力 な 投げ 技 で ある と 同時 に 、 最 
45/64/52 も 強力 な コン ビ ネ ー シ ョ ン で も お ある 。 3 つの 技 が 
ぐ @⑳@⑯ すべ て 成功 すれ ば 鉄山 旬 (@ ゆ ゆ @+@⑥) に も 匹 
敵 する 威力 を 持ち 、 ダ メー ジ の 総量 は 「VF2」 
人 5169 - - 最強 の 投げ 技 で ある ジャ イア ント スイ ング 
(る ら せ ぐ ゆ ⑤) と 同じ 100! し か も 1 発 目 の 月 拳 
を 決め る に は 、 わずか 1 フレ ー ム の 時 間 的 余裕 
が あれ ば 十分 で あり 、 当然 の こと な が ら 投 げ 外 
され る 危険 性 も な い 。 崩 拳 入力 後 の コ マン ド 入 
力 は 時 間 的 制限 が 厳し く 難 度 が 高 そう に 見 える 
が 、 一 度 コ ツ を 掴め ば 後 は 練習 量 の 問題 に な る 。 
貞 体 的 な タイ ミン グ だ が 、 月 拳 を 入力 し た 後 、 
相手 が ダメ ー ジ を 受け る 前 に 鈴子 容 林 の コマ ン 
ド 入 力 を 完成 させ る 。 倫子 容 林 か ら 双 掌 へ の 
イミ ング も 同様 だ 。 わ ざと 月 拳 や 鶴 子 容 林 で 入 
力 を 中 断 し 、 別 の 技 に つなぐ の も 悪く は な い 。 
最近 は 崩 拳 (⑥+⑥+⑥) 一 鶴 子 容 林 (る ぐら ⑥+@) 
ーー 踏み 込み 鉄山 條 ( 必 只 ⑥+⑥) と いう 連係 が 
流行 り の よう だ 。 応用 範囲 は 広い の で いろ いろ 
と 試し て みる と いい 。 ち な み に 硬 直 時 間 表 の 
51 は 、 月 拳 で 技 を 止め た 場合 、69 は 祝子 守 林 で 
止め た 時 の 相手 の 硬化 時 間 を 表わす 。 
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_ 45. 順 歩 攻 騰 ga ぐ (g*@) [(⑨ ゆ :@)ie] 崩し 技 


- 41. 開 騰 sza/ 旨 の *@) [pr:@] 崩し 技 


相手 を 後方 に 押し や りな が ら 、 両 腕 を 突き キ 上 げ る よう に ガー ド 32 | 
を 外す 、 アキ ラ 独 特 の 崩し 技 の ひと つ だ 。 この 開 膳 は 、 相手 と 目 
分 と の 便 化 時 間 の 半 が 10 フ レー ム あ り 、 崩し た 直後 に 沖 捧 (⑥) N 刻 C 恒 G) 


か 環 挿 腺 (⑥⑤⑯) を 出せ ば 確実 に ヒッ ト す る 。 また 先行 入力 が 成功 ④⑰4 - 
すれ ば 、 禅 門 頂 肘 ( ウ 必 ⑥) や 躍 歩 頂 肘 ( ゆ ゆ ゅ 必 @⑥) を 使っ て も 逃 

げ ら れる こと は な い 。 た だ し 、 相手 と の 距離 は 1 .32 メ ー ト ル ま % 症 - - ・- 
で 開い て いる の で 、 与え る ダメ ー ジ は 少な い だ ろ う 。 立ち ガー ド 

に 固執 し が ちの 相手 な ら 、 接近 し て 投げ て し まっ た り 、 開 有 を 連 

発し て 押し て いく と いう 手 も あ る 。 ちな み に 、 全部 の 崩し 技 に 共 

通す る こと だ が 、 相手 の 軸 足 を 強制 的 に アキ ラ の 軸 足 の 状態 と 

揃え る 効果 が ある こと を 覚え て お こう 。 


ほん こ 


_ 42. 翻 肝 ga が) [②*@] 崩し 技 


一 見 する と 倒 身 捜 用 を 投げ 外し た 時 の モー ショ ン こ と 見 間違え て 

し まう が 、 実は 崩し 技 の ひと つ で ある 。 硬化 時 間 の 差 は 12 フ レー 

ム あ り 、 相手 を 崩し た 後に 斜め 方 向 へ 立ち 位置 の 軸 を 変え る こと 43 
が で きる の が 特徴 だ 。 この 翻 膳 の モー ショ ン 中 に せ 必 @、 また は Q ⑨ ⑨ 
ひる ゅ @ と 先行 入力 を 行っ て いれ ば 、 し ゃ が み 姿 勢 に な ら ず に 

獲 虎 硬 過 山 や 白虎 双 掌 打 を 出す こと が で き 、 確実 に 相手 に ヒッ ト &M り 55 

する 。 ここ で 白虎 到 掌 打 を 好 ん で 使っ て いる プレ イヤ ー が 多い よ @⑱ 
うだ が 、 翻 際 直 後 の 問 合い (1 .27 メ ー ト ル ) で は 、 わずか 数 ポイ ン 

ト の 差 で は ある が 猛虎 硬 肛 山 の ほ う が 大 きい ダメ ー ジ を 与え ら 

れる 。 無理 し て 白虎 双 掌 打 を 使う 必要 は な い だ ろ う 。 


げき ほ ほん こ 
43. 撃 歩 翻 騰 語 が 間 OB*G) [ ざ ,p*@] 崩し 技 
モー ショ ン 、 グラ フィ ッ ク 、 どれ を 見 て も 翻 有 内 ( ゐ @+@) と 区 別 が つか な い 崩 し 技 。 3| 
だ が 技 の 性 質 の 相違 点 は 予想 以上 に ある 。 まず 、 相手 の 硬化 時 間 が 翻 騰 よ り も 短く 、 
当然 月 し た 後に ビット す る 打撃 技 も 限ら れ て くる 。 また 、 翻 騰 よ り も 相手 と の 問 合 ⑳⑨ ⑲ @G 
い が 離 れ て し まう (1 . 44 メ ー ト ル ) と いう 特性 も あり 、 神門 頂 肘 ( ゆ ゅ ⑥)、 猛虎 硬 則 7 


山 ( 還 ゆ ゅ @⑥) な どの 技 は ダメ ー ジ が 減少 し て し まう 。 そし て も っ と も 重要 な の は 、 投 9 

げ 無効 時 間 の 違い で ある 。 実は 撃 歩 翻 笠 は 翻 騰 よ り も 投げ 無効 時 間 が 少な く 、 崩し 9 - - - 
た 後に 投げ 技 を 狙う の に 適し た 技 な の で ある 。 崩し て か ら 打 撃 技 を 当て た けれ ば 翻 

騰 を 、 投げ 技 を 狙い た けれ ば 撃 歩 翻 騰 を 、 と いう よう に 使い 分 け て いこ う 。 


44. 進歩 里 脇 四半 人 い ( 了 ー)*(G) [| 月 し 技 


相手 の 体勢 を 月 し 、 腕 を 手前 に 大 きく 引い て 背後 を 取る 。 オ ー プ ニン グ 軸 
デモ で 、 禅 門 頂 肘 ( ゆ 必 ⑥) の 後に アキ ラ が 使っ て いる 技 だ 。 背 を 向け た 

相手 を 前 に する と か な り 有 利 な 立場 に な っ た 気 が す る が 、 相 手 と 自分 の ③ ⑨ 
便 化 時 間 の 差 は わずか 9 フレ ー ム し か な く 、 完璧 な タイ ミン グ で 技 を 出 ca 3 
し て も クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド で 逃げ られ て し まう こと が 多い 。 鉄 山 算 を 

6 必 琉 6⑥+@⑥ と いう 入力 で 出し 、 逃 げ る 相手 を 追い つつ ヒッ ト さ せる と 
いう 荒 技 も ある が 、 ウ ルフ 、 ジェ フリ ー 以 外 の キャ ラク ター に は 反撃 さ 

れる 可能 性 が ある の で 用 心 し よ う 。 リ ング サイ ド に 追い 詰め られ た 時 に 
使っ て 位置 を 入れ 替え れ ば 、 相 手 は 走っ て 逃げ る わけ に も いか な く な り 、 

一 方 的 に 攻め る チャ ンス が 生ま れる だ ろう 。 ち な み に 、 走 っ て 相手 に 接 

近 し た 直後 に 進歩 里 承 を 使う こ 、 カ メラ アン グル が 180 度 回 転 する た 

め 、 そ の 後に 出し た い 技 の 入力 方 向 は 通常 と は 逆 に な る の で 注意 。 


じゅ ん ほ ほん こ 


相手 の 腕 を 掴ん で 地面 に 引き 倒す 定 払 い の よ うな 技 で 、 崩し 技 こ と し て は 珍し く 相 手 に 
ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 倒さ れ た 相手 は 地面 に 手 定 を つい て の ろ の ろ と 起き 
上 が っ て くる が 、 この と き 一 方 的 に 攻撃 で きる 時 間 が 43 フ レー ム も 存在 する (相手 の ボ 
タン 連打 に より 最短 19 フ レー ム ま で 減少 )。 た だ し 、 崩し た 後 の 間 合い は か な り 遠 く な 
っ て し まう の で 、 先行 入力 を 利用 し な いと ガー ド さ れる ここ と も 多い 。 先行 入力 に 成功 す 
れ ば 、 側 服 (⑥)、 禅 門 頂 肘 ( ゆ 必 ⑥)、 皿 歩 頂 肘 ( ゆ じゅ ゆ @⑤)、 猛虎 便 山 ( 千 必 ⑥)、 臼 虎 
双 掌 打 ( 時 で 必 ⑥)、 環 挿 服 (⑥⑯) と いっ た 技 が 理論 上 は 確実 に ヒッ ト す る 。 また 、 タイ 
ミン グ よ く ク イッ ク フ ォ ワー ド す る と 右 揃 脚 ( ゆ ゅ ⑤) を 届か せる ここ も 可能 で 、 空中 
に 浮い た 相手 に は さら に 揚 糧 (人 &@⑥) が ヒッ ト す る 。 この 追撃 は 人 生 キ ャ ラク ター に 確実 
に 決ま り 、 順 歩 翻 騰 か ら の 連係 と し て は 現在 の こと ころ 最高 の も の と 言え る だ ろう 。 
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_49. 外 門 頂 肘 ⑥⑤@ 
中 段 (返し [⑥⑤⑯,⑮] 
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47. 揚 燈 ゅ @③⑤⑧ 
上 段 返 し [@④③,@] 上 森 個 ー 


答 種 返し 技 (gp 項 ほか ) 


IVF2J」 に な っ て アキ ラ が 体得 し た 新しい タイ プ の 技 で 、 相手 
の 攻撃 を 受け 流し 、 そ の スキ に 一 撃 を ヒッ ト さ せる 技 だ 。 見 た 
目 は 打撃 技 の よう だ が 、 相手 が 技 を 出す の に 合わ せ て コマ ンド 
を 入力 する 必要 が ある の で 、 投 げ 技 の 一 種 と し て 分 類 さ れる 。 
大 別 す る こ 、 相手 の どう いつ 攻撃 を 返す か に よっ て 上 段 返 し 、 
中 段 返 し 、 下 段 返 し の 3 つの 属性 に 分 類 さ れ 、 さ ら に パン チ 、 キ 
ッ ク の 別 、 軸 定 の 位置 に よっ て も 技 が 変化 する た め 計 8 種類 の 
返し 技 が 存在 する こと に な る 。 だ が 、 相手 の 全て の 技 を 返せ る 
わけ で は な く 、 ラウ の 旋風 サ (⑮⑯+@⑥) な ど 名 し 蹴り 系 の 技 、 サラ 
の ラウ ンド キッ ク ( 全 ⑯) や ヒザ 蹴り な ど ジ ャ ンプ 系 の 技 、 ウ ル 
フ の ショ ル ダ ー タ ッ ク ル (ゐる ゆ ⑤⑥) な ど 体 当たり 系 の 技 、 リ オン 
の 双 耳 旋風 ( ゆ ⑥@+⑥@) な ど 両 手 で 攻撃 する 技 は 原則 と し て 返す 


た ん よ くち ょ う 


商人 の 3 箕 


上 段 愉 返し [⑥,⑤,@] 


50. 背 歩 裏 肘 G)(②() F1 内 
中 段 W) 返 し [@)@,] 林 員 a 


じょう ほ し ょ うこ う 


7 上 歩 衝 算 we 中 )(②)( 也 ) で 
中 段 民 返し  [⑤⑱,] 森 加 中 


こと は 不可 能 。 また 、 相手 の 技 の 攻撃 属性 と それ に 対応 し た 返 
し 技 の 属性 が 一 致し な いこ と も あり 、 例え ば ジャ ッ キ ー の ダッ 
シュ ハン マー キッ ク ( ゆ ゅ ぶ ) は 中 段 属 性 だ が 、 この 技 は 上 段 キ 
ッ ク 返 し の 単 細 頂 (@ ゐ G@⑥) で な いと 返せ な い 。 これ ら の 返し 技 
を 出す に は 全て の 技 に 対す る 知識 と 的 確 な 判断 力 が 必要 だ が 、 
相手 の 技 を 見 て か ら の 反応 速度 に 限界 が ある 以上 、 実際 に 返し 
技 を 出す に は 読み の 要素 が 大 きく な っ て くる だ ろう 。 一 部 の ア 
キラ 使い の 中 に は 、 牽制 の 沖 捧 (⑥) や 崩 捧 (@) を 出す 時 に 返 
し 技 の コマ ンド を 使う こと で 、 運 任せ で 相手 の 攻撃 を 返し て い 
る 者 も いる よう だ が 、 これ は 正直 言っ て みっ と も な い 。 相手 の 
攻撃 を 的 確 に 読ん で 技 を 出し 、 意味 の な い 返 し 損ね パンチ な ど ご 
を 見 せな いよ うに 精進 を 重ね て ほし い 。 


ほん し ん た ん だ 


52. 翻 身 単 打 ⑥③ 
下段 返し [ ツ ,W)] 青 略 


53. 到 拍 手 (OK め !6 ) 
下段 民 返 し [②,p)] 森 風 


( 
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社 門 頂 肘 ・ 躍 歩 頂 肘 か ら の 連 人 


… カ ガー ド 総 続 
月 撃 雲 身 双 虎 党 


1 0 い 2(OKCICU6 20 KO 。 


相手 に ガー ド さ れ た ら 

アキ ラ 使 い の プ レイ ヤー が 最も 多用 する 技 は 、 
お そら く 視 門 頂 肘 と 監 歩 頂 対 で あろ う 。 入 力 が 楽 
な つえ に 、 威 力 が 大 きく スキ も 少な い 技 と あっ て 
は 、 多用 する な と いう 方 が 無理 で ある 。 だ が 、 馬 
鹿 の ひ と つ 覚 え で 禅 門 頂 対 ば か り 繰 り 返 す の も 芸 
が な い 。 ここ で は 、 この 点 た つの 技 を 中 心 に し な 
が ら 、 いか に バリ エー ショ ン 豊 か に 闘う か を 主題 
と し 、 アキ ラ の 基本 的 な 技 の 組み 立て を 解説 する 
こと に し よう 。 


相手 に ガー ド さ れ た ら 

アキ ラ と いう こ 、 鉄山 戴 や 猛虎 便 過 山 な ど 威 力 
が 大 きい 打撃 技 の イメ ー ジ が 強く 、 その せい か 相 
手 の ガ ー ド も 固く な り が ち で ある 。 そこ で 当然 の 
事 な が ら 、 相手 に 技 を ガー ド さ れ て し まっ た 場合 
の 対処 法 も 会 得 し て お く 必 要 性 が 出 て くる 。 禅 門 
頂 有 対 や 躍 歩 頂 有 対 を 例 に 、 攻 撃 を ガー ド さ れ た 後 の 
反撃 法 を 考え て みよ う 。 


ガー ド し て … 


ます 必要 な の は 、 相手 の タイ プ を 見 極め る こと 
で ある 。 例え ば 基本 技 の パン チ で 牽制 を し て か ら 
攻撃 を 仕掛 ける タイ プ の 相手 な ら 、 禅 門 頂 肘 を ガ 
ー ド 後に 反撃 する 技 は 隙 の 少な い @⑤⑯ コ ン ビ ネー 

ショ ン か が しゃがみ パン チ で ある こと が 多い 。 こう 
いう 場合 は 外 門 頂 肘 や 翻 身 単 打 な どの 返し 技 が 有 
効 だ 。 それ 以外 の 技 を 返し て くる 相手 な ら 、 禅 門 
頂 対 を さら に 繰り 返し た り 、 場合 に よっ て は 鉄山 
田 で 大 ダメ ー ジ を 狙っ て も いい 。 た だ し その 反面 、 
さら に ガー ド さ れ た 時 の デメ リッ ト は 高く 、 逆 に 
カウ ンタ ー ダ メー ジ を 喰らう 可能 性 も ある だ ろ 
う 。 この よう に ガー ド 状 態 で 固まる 相手 に は 、 接 
近 し て か が から の 投げ 技 (月 撃 雲 身 双 虎 掌 な ど ) も 有効 
だ が 、 や は り 相 手 が 抵 抗 す る 場合 が 多い た め 、 投 
げ 技 の 決ま る 確率 は 低い だ ろう 。 


相手 が よろ めい た ら 
し ゃ が み ガ ー ド の 相手 に 禅 門 頂 肘 か 躍 歩 頂 肘 を 
ヒッ ト さ せる と 、 相手 は 一 定時 間 よ ろ め き 状 態 に 


相手 が 
よろ めい た 


相手 硬直 時 間 41-35 


な り 操 作 不 能 に な る 。 その 時 間 は 最長 41 フレ ー ム 
で 、 よろ めい て いる 側 の ボタ ン 連 打 に よっ て 35 フ 
レー ム ま で 短縮 可能 だ 。 対し て 神門 頂 肘 の 硬化 時 
間 は 30 フ レー ム 、 武 歩 頂 肘 の 硬化 時 間 は 23 フ レ 
ー ム で ある 。 この デー タ か が ら 考 えら れる 連係 可能 
な 技 は 上 の 図 に 示し た 通り 。 禅 門 頂 対 か ら の 連係 
だ と 、 相手 の 回 復 速度 し だ いで 入ら な い 技 も ある 
が 。 躍 歩 頂 討 か ら だ と この 図 に 示し た 技 は 確実 に 
成功 する は ず で ある 。 

注意 すべ き は 、 環 振 服 を 連係 させ る 場合 に レバ 
ー を 前 に 入力 し た まま に し て リー チ を 稼ぐ こと 
と 、 崩 撃 雲 身 駿 虎 掌 を 狙う 場合 に クイ ッ ク フ ォ ワ 
ー ド で 間合い を 詰め な く て は いけ な い 事 だ 。 また 、 
鉄山 包 へ つなげ る 場合 に @+@⑯ の 入力 を ワン テン 
ポ 遅 ら せ れ ば 、 相手 に 接近 し て 技 が 決ま る た め ダ 
メー ジ も 増加 する が 、 その 遅れ の 分 だ け 成 功 率 も 
下がる こと を 覚悟 し て ほし い 。 

ちな み に 、 こ の 連係 は 側 服 (&@⑯) や 上 歩 頂 肘 
( 選 @) で 相手 が よろ めい た 時 に も 応用 で きる 。 


Es 
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躍 歩 頂 肘 ② ゆ ゆ W 


相手 が カウ ンタ ー で 浮い た ら 

ここ で は 打撃 技 を 受け て 空中 に 浮い た 相手 に 対 
し 、 ど ん な 対処 を すれ ば いい か と いう こと に 関し 
て 解説 し て みよ う 。 

ます 第 一 段階 。 ア キラ の 持ち 技 の 中 で 、 空 中 コ 
ン ボ に 持っ て いき や すい も の は 、 臣 歩 頂 肘 、 右 捕 
脚 、 独 歩 頂 腔 の 3 つ で ある 。 こ の 第 一 段階 の 技 が 
カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ ば 、 上 に 図示 し た 技 は 理 
諭 上 すべ て 連係 可能 に な る 。 た だ し 、 監 歩 頂 肘 は 
密着 状態 で カウ ンタ ー ヒ ッ ト し な いと 沖 を は さ 
ん だ 連係 は 難し く 、 独 歩 頂 腔 も コマ ンド 入力 の 難 
し さか ら と 実戦 向き で は な いと 言え よう 。 も し 、 意 
識 し て 空中 コン ボ を 狙う の で あれ ば 、 右 揃 脚 か ら 
始め る の が 簡単 だ ろう 。 ち な み に 、 デ ー タ 的 な も 
の だ け を 考え る と 、 牙 歩 頂 肘 一 右 搬 脚 一 独歩 頂 膝 
の 順に 、 相 手 が 浮 く 高 さと 距離 は 大 きく な る 。 た 
だ し 、 進 歩 里 肝 ( 区 @+@⑥) な どの 崩し 技 で 相手 が 
よろ めい て いる 最 中 に 右 描 脚 を 当て る と 、 他 の ど 
ん な 技 よ り も 高く 相手 を 浮か せる (80 度 ) と いう 


独歩 頂 陵 KG・Gay 右 描 脚 ③② 


特性 が ある た め 、 空 中 コン ボ へ の 連係 が より 容易 
に な る だ ろう 。 

さて 、 い っ た ん 相手 を 空中 に 浮か せ た 後 は 、 第 
二 段 階 の 攻撃 と し て 沖 提 ま た は 月 控 を 当て て 飛 距 
離 を 稼ぐ こと に な る 。 ど ちら の 技 を 当て る か が は 、 
最初 の 相手 の 浮き 具合 に より 異な り 、 場 合 に よっ 
て は いき な り 第 三 段 階 に いっ て し まっ て も 構わ な 
い 。 当 然 、 相 手 が 高く 浮 け ば 沖 搾 を 、 浮 き 方 が 定 
りな けれ ば 月 畠 を 当て る こと に な る 。 ま た 、 第 三 
段階 で 猛虎 硬 叩 山 か 白 虎 駿 掌 打 を 使い た い 場 合 に 
は 、 コ マン ド の 性 質 上 、 こ こ で 月 搾 を 出し て し ゃ 
が ん で お く 必 要 が ある 。 も ちろ ん し ゃ が み ク イッ 
ク フ ォ ワー ド ( る の 急 ) を 使う 手 も あ る の だ が 、 コマ 
ンド の 難易 度 か らい うと 崩 控 を は さん だ ほうが は 
る か に 簡単 だ ろう 。 

そし て 、 第 三 段 階 で メイ ン の 打撃 技 を 当て 、 第 
四 設 階 で ダウ ン 攻 撃 を 決め れ ば 空中 コン ボ の 完成 
で ある 。 第 二 段 階 の 沖 、 月 搾 の 当て 具合 が 悪 け 
れ ば ここ まで 連係 で き な い こと も ある が 、 理 論 上 


は 上 に 図示 し た 技 は すべ て つなが る は ず だ 。 ひ と 
つ 注 意 し て ほし い の が 、 ダ ウン 攻撃 を 出す 際 に は 
必ず 槍 下 糧 ( ぐ @⑥) を 使う こと 。 撃 月 捧 ( 合 @) だ と 回 
避 さ れる 率 が 高く 非常 に リス ク が 大 きい か ら だ 。 
鉄山 信 や 白虎 双 掌 打 な ど 硬 化 時 間 が 長い 技 の 後 
は 、 ダ ウン 攻撃 を あき ら め る こと も 時 に は 必要 に 
な る 。 と に か く 、 威 力 が 大 きい 打撃 技 が 豊富 な ア 
キラ が 空中 コン ボ を 使う 意味 は 、 ひ と え に テ クニ 
ッ ク を 相手 に 見 せつ ける た め だ と 言っ て も 過言 で 
は な い 。 空 中 コン ボ を 狙っ た 時 に は 確実 に 成功 さ 
せ 、 無駄 な 空振り で 相手 に 蔵 まれ る こと が な いよ 
うに し た いも の だ 。 
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月 し 技 か ら の 実戦 的 連係 法 


有明 し た 後に 何 を する か ? 

朋 し 技 か ら の 連係 は アキ ラ 独 特 の 戦法 で あり 、 
この 崩し 技 を どれ だ け 使 いこ な せる か に アキ ラ の 
アイ デン ティ ティ が か か っ て いる と 言っ て も いい 
だ ろう 。 こ こ で は 、 各 種 月 し 技 か が か ら どの よう な 技 
が 連係 可能 か に つい て 、 数 値 デ ー タ を 元 に 検証 し 
て みよ つう 。 

まず 、 最 も 相手 の 便 直 時 間 が 短い 開 騰 。 こ の 後 
に は 環 捧 服 、 禅 門 頂 肘 、 躍 歩 頂 対 の 3 つの 技 が 連 
係 可能 。 た だ し 、 ダ メー ジ の 大 き さ と 相手 を 押す 
距離 で 見 る と 環 振 服 が 最も 効率 が いい の で 、 禅 門 
頂 肘 、 躍 歩 頂 肘 を 無理 し て 使う 必要 は な い 。 

次 に 翻 騰 、 撃 歩 翻 膳 か ら だ が 、 環 畠 服 、 禅 門 頂 


肘 、 躍 歩 頂 対 に 加え 、 猛 虎 硬 記 山 、 白 虎 双 掌 打 、 
鉄山 箇 が 連係 可能 。 こ こ で 注目 し て ほし い の が 、 
殺 虎 硬 記 山 と 白虎 台 掌 打 の コマ ンド 入力 方 法 で あ 
る 。 有 崩し 技 の モー ショ ン 中 に 限り 、 下 方 向 へ の 長 
い 入 力 が 必要 な く な る の だ 。 特 に 撃 歩 翻 騰 か ら の 
場合 、 ひ @ ら +@ ゆ ゅ @⑥ や せ @+@⑥@ 必 @⑥⑤ と いう コマ 
ンド 入力 で 簡単 に 技 を 出す こと が で きる 。 覚え て 
お く と 便利 だ ろう 。 だ が 逆 に 、 撃 歩 翻 騰 か ら 環 挿 
服 に 連係 させ た い 場 合 、 先 行 入力 を 使う と 勝手 に 
朋 搾 ( せ @⑥) が 出 て し まう 。 用 心して お いて ほし い 。 
相手 の 背後 に 回 る 進歩 里 騰 の 場合 、 連 係 さ せる 
技 の 選択 は 難し い 。 相 手 の 対応 に よっ て 有効 な 技 
が 違う か ら だ 。 一般 的 に 確実 な 連係 と し て は 、 禅 


幅 抽 肘 、 躍 歩 頂 肘 、 猛 虎 便 過 山 、 曰 虎 又 掌 打 、 鉄 
山 腹 な ど が 挙げ られ る が 、 相 手 の 反 応 (反撃 する 
か 逃げ る か ) や キャ ラク ター に よっ て 成否 は 変わ 
る 。 特 に サラ の ロー スピ ン キ ッ ク (⑯) の よう に 
優秀 な 背後 攻撃 が ある 場合 は 、 逆 に 手痛い 反撃 を 
喰らう こと に な りか ね な い の で 注意 し よう 。 
最後 に 順 歩 翻 騰 か ら の 連係 で ある が 、 上 自分 の 便 
化 時 間 の 長 さ さざえ 計算 に 入れ て お け ば ほとん どの 
技 を 連係 で きる は ず 。 た だ し 相手 と の 距離 の 関係 
で 、 鉄 山 箇 、 右 揃 脚 、 独 歩 頂 膝 、 揚 糧 の 4 つ は ク 
イッ ク フ ォ ワー ド し な いと 届か な い 。 ま た 相手 が 
屈み 込ん だ 姿勢 に な る た め 、 環 振 服 も 空振り し や 
すい こと を 覚え て お こう 。 


翻 騰 


撃 歩 翻 騰 


距離 
硬化 時 間 差 


※ 注 ) 便 化 時 間 差 と は 、 
朋 し 技 を か けた 後 の 
アキ ラ と 相手 の 便 化 
時 間 の 差 で 、 単位 は フ 
レー ム 。 アキ ラ が 一 方 
的 に 動け る 時 間 と 考 
えて ほし い 。 


環 捧 腺 


2 


ms 白虎 双 掌 打 ⑨⑤② ざ ⑤ 


鉄山 代 ④@@⑤②⑤ 
攻撃 力 発生 時 間 手持 


右 摺 脚 ② 独歩 順 膝 K*⑥・G 交 3 


攻撃 力 発生 時 間 
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その 他 の 実戦 戦 賠 


コマ ンド の 共用 に よる 2 択 を 迫る クイ ッ ク 移 動 ( ぷ ゅ ) か ら の 選択 可能 技 

アキ ラ の 固有 技 は 同じ レバ ー 入 力 で ボタ ン の 入力 だ け を 変え 
た 技 が 多い 。 その 中 で 最も 多い 入力 で ある クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド ) 禅 門 頂 肘 (② ざ ⑤) 
入力 ( ゆ ゆ ) を 利用 し た テク ニッ ク を 紹介 し よう 。 アキ ラ は 他 の 0 
キャ ラク ター と 違い 、 有 効 な 自動 選択 攻撃 を 持た な い の で 、 読 み い 3 右 搬 脚 ( ゆ ⑤ ざ W) 
や 反応 で カバ ー す る タイ プ の 2 択 攻 撃 が 必要 に な る 。 結局 の と こ 6 ) 躍 歩 頂 肘 (@⑨⑳ ざ ) 
ろ 中 段 攻撃 と 投げ 技 の 2 択 攻撃 で 、 自動 2 択 攻撃 を する 際 に は 投 _ ・(⑳)⑳⑱ (@⑯ (@@ の @@.@ 
げ 技 か 入る 距離 、 1.4 メ ー ト ル 以 内 か ら 仕掛 け な いと 意味 が な い 。 6 交 山 輩 "KO) 
相手 に 投げ 技 が 決ま る 状態 、 つ まり 立っ て いる 状態 で あれ ば す 大 纏 月 要 (③④②⑤②⑤: 人 K) 
か さす ず 崩 拳 を 狙い 、 崩 撃 寺 身 双 虎 掌 (6+@+@6@ ら ⑥+@ の @⑥) 
に 連係 する 。 相手 が 反撃 を し て きた り 、 し ゃ が ん だ 状態 で あれ ば 朋 拳 (⑤::⑥) 


路 歩 順 討 を ヒッ ト さ せ 、 よろ めい た 場合 は 環 拝 月 を 、 ヒッ ト し た 
場合 は 鉄山 箇 な ど で 追 撃 す る と いい 。 こう いっ た 読み や 反応 が 
必要 に な る 2 択 攻 撃 を 確実 に する に は 、 相当 の 練 泊 量 、 そ し て 実 
戦 で の 経験 が 必要 不可 欠 に な る 。 また 、 この 2 択 攻撃 が 失敗 し た 
時 な ご 多様 な 状態 に 対し て の 対処 法 を 知る 必要 が ある 。 対処 法 
に つい て は 読者 諸氏 が 独 目 で 発見 し て ほし い 。 最も 簡 で 決め 
手 に な る アキ ラ の 手動 2 択 、 征 非 マ スタ ー し て ほし い 。 


真空 蹴り の 実戦 応用 

P.61 で 解説 し た よう に 、 踏み込み 昇 服 ( 墜 ⑥ を コマ ンド 入力 
後 12 フ レー ム 目 で ガー ドキ ャ ン セ ル す る と 、 蹴り 定 は 引っ 込む 
の に 攻撃 力 だ けが 残る と いう "真空 蹴り "を 出す こと が で きる 。 
この 蹴り を 利用 し た 、 特殊 な 戦術 を 紹介 し よう 。 

この 蹴り の 実態 は 、 簡単 に 言う と 硬化 時 間 ゼ ロ の 上 有 段 キ ッ ク 
で ある 。 うま く 相 手 に ヒッ ト し た な ら 、 独歩 頂 膝 や 石 所 肢 が ヒ 
ッ ト し た 後 と 同じ よう に 、 各種 の 打撃 技 へ の 連係 が 可能 だ 。 問 
題 は 相手 に ガー ド さ れ て し まっ た 場合 で ある 。 こう いう 場合 に 
有効 な の が 、 真空 蹴り ( 員 ⑥⑥) 一 心 意 把 ( ウ 必 @⑥) と いう 自動 2 択 
連係 で ある 。 まず 相手 が ガー ド し 続け た と する と 、 真空 蹴り が 
ヒッ ト す る 間合い な ら 確 実に 心 意 把 が 成功 する 。 また 相手 が 反 
撃 を 試み た と する と 、 心 意 把 コマ ンド で 勝手 に 上 歩 頂 肘 ( 必 ⑥) 
が 出 て 、 し か も 人 硬化 時 間 の 関係 で 必ず 上 歩 頂 肘 が 先 に 当たる 。 
いっ た ん 上 真空 蹴り を ガー ド し て し まっ た 相手 は 、 下がっ て 逃げ 
る 以外 に 選択 肢 が な いと いつ うつ わけ だ 。 相手 の 反撃 が 読め る な ら 、 
心 意 把 を 鉄山 作 に 変え る こと で ダメ ー ジ 増 を 狙 つ こも いい だ ろう つう 。 


大 技 を 最大 ダメ ー ジ で ヒッ ト させ る 方 法 
アキ ラ の 固有 技 の 中 に は 外 藤 に よっ て ダメ ー ジ 値 が 変化 する | 中 本 別 ダメ ー ジ 秋 化 表 


技 が 多い 。 そ うい っ た ダメ ー ジ 変化 技 を 最大 ダメ ー ジ で 相手 に <el 食 ④③③(⑤・Q 


』 心 意 把 の コマ ンド は 、 相手 の 状態 に よっ て 別 の 技 
m の コマ ンド と 兼用 で きる 場合 が ある 。 まず 普通 に 
l 相手 が 立ち ガー ド し て いた 場合 、 当然 心 意 把 が 決 
lm まる 。 心 意 把 コマ ンド を 入力 開始 し た 瞬間 、 す で 
に 相手 が 何 か 打 撃 技 を 開始 し て いた 場合 、 ゆ 入力 
で 一 瞬 に し て し ゃ が み 姿 勢 に な る た め 猛 虎 硬 取 山 
が 発生 する 。 それ 以外 で 投げ 技 が 成立 する 条件 が 


間 治 た され て いな か っ た 場合 は 、 上 歩 頂 肘 が 出る こ 
上 に な る 。 この 技 は アキ ラ 唯 一 の 自動 選択 技 な の 
で 、 その 特性 を よく 把握 し て お こう 。 


当て る の は 至難 の 業 だ が 、 地 味 な 闘い 方 に な り が ちな アキ ラ が 、 
唯一 自己 主張 で きる 方 法 と いっ て も 週 言 で は な い 。 

まず 、 こ の ダメ ー ジ 変化 技 の ダメ ー ジ 人 算出 方 法 だ が 、 技 を 出 
し た 瞬間 、 つ まり コマ ンド 入力 が 完成 し た 瞬間 の 、 自 分 と 相手 
と の 腰 と 腰 の 間 の 距離 で 決ま る よう に な っ て いる 。 ダ メー ジ 変 
化 技 に 規定 され て いる の は 、 禅 門 頂 肘 、 躍 歩 頂 肘 、 猛 虎 硬 則 山 、 
白虎 双 掌 打 、 鉄 山 軍 の 5 つ 。 そ れ ぞ れ の 技 の 距離 と ダメ ー ジ の 
関係 は 右 の グラ フ を 参照 し こく れれ ば わか る だ ろう が 、 接 近 す 
れ ば する ほど ダメ ー ジ は 増加 する こと に な る 。 

と な る と 、 次 は いか に し て 近 距 離 で 技 を 出す こと が で きる か 
と いう 問題 に な る が 、 こ れ が な か な が 難し い 。 少 々 反応 が 鈍い 
相手 で も 、 ぴ びっ た り 接 近 さ れ て な お 、 手 を 出さ ず に いて くれ る 
わけ が な い 。 こ の よう に 相手 が 反撃 し て くる こと を 考慮 に 入れ 
る と 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド ( る @ せ 多 ) か が か ら 技 を 出す と い 
つう 方 法 が 有効 で ある 。 猛虎 便 叩 山 を 例 に 取る と 、 し ゃ が み ク イ 
ッ ク 移 動 で 相手 に 接近 し 、 そ こ で 必 @ と 入力 すれ ば 至近 距離 で 
猛虎 硬 肥 山 を ヒッ ト さ せる こと が 可能 だ 。 こ の 移動 方 法 を 取る 
と 、 相 手 の 投げ 技 と 上 段 攻撃 を 完全 に 無視 し て 接近 で きる た め 、 
相手 に 密着 で きる 確率 が 格段 と 高く な る わけ だ 。 

また 、 こ の し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド に は 、 も う ひ と つの 
利点 が ある 。 し ゃ が ん だ 姿勢 で 相手 に 密着 し た 場合 、 一 部 の 中 
段 攻 撃 が ヒッ ト し な いと いう 現象 が 発生 する こと が ある 。 こ の 
効果 の た め 、 こ ちら の 接近 に 対し ヒジ 打ち や 中 段 キ ッ ク で 迎 撃 
し よう と する 相手 に 、 カ ウン ター で ヒッ ト さ せ や すぐ な っ て い 
る の だ 。 こ の テク ニッ ク は ダメ ー ジ 変化 技 の みな ら ず 、 す べ て 
の 技 に 応用 可能 な の で 、 ぜ O ひ 会 得 し て お きた いも の で ある 。 
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か つめ ん せん た い 


括 面 旋 用 中 段 攻撃 再 紀 


その 場 起き すべ て の 姿勢 か ら (| 
横転 起き すべ て の 姿勢 か ら 構 転 後 牙 KK…・ 
前 ・ 後 転 起き 疫 足 方 向 . 爺 向け 、 疫 頭 方 向 ・ う つ 伏せ 時 後 寺 後 KK(K… 


体 を 起こ し な が ら 上 段 廻 し 蹴り を 出す 起き 上 が り 攻 撃 。 攻撃 属性 は 中 段 
だ が 、 多少 リー チ が 短い た め 相 手 が し ゃ が ん で いる と 空振り し て し まう 
こと も 少な く な い 。 技 が 届き さ えす れ ば 、 自分 の 便 化 時 間 中 に 打撃 技 で 反 
撃 を 受け る こと は な い の で 、 確実 に ヒッ ト す る 状況 で の み 使 用 する こと 。 


か つめ ん そう た い 


括 面 掃 肛 下段 攻撃 却 


その 場 起 き 敵 定 方 向 ・ 仰 向け 時 すま KKK 
横転 起き すべ て の 姿勢 か ら 構 転 後 民 (KK 
前 ・ 後 転 起き 敵 定 方 向 : 仰 向け 敵 頭 方 向 . う つ 伏 せ 時 後 転 後 め 政 ) 葉 ( 民 …・ 


括 面 旋 服 の 下段 バー ジョ ン と で も いう べき 技 。 括 面 旋 服 より 出 始め の ス 
ピード が 速い の で 、 相手 に 動き を 見 切ら れ て 回 避 さ れる と いう こと は 少 
な い 。 た だ し 技 の 後 の 便 化 時 間 は 大 きい の で 、 ガー ド さ ざさ れ た 場合 に は 反撃 
を 覚悟 し よう 。 また 、 技 の 便 化 時 間 中 に は し ゃ が ん だ 状態 に な っ て いる の 
で 、 下 段 授 げ を 受け る 可能 性 も ある 。 


そ うつ きゃ く 


地 掃 脚 下段 攻撃 


その 場 起き 敵 定 方 向 仰 向け 時 慌 民 民 … 
横転 起き 9 
前 ・ 後 転 起き 一 


相手 に 向かっ て スラ イデ ィング を する よう に 出す 直線 的 な 下段 蹴り 。 リー 
ナチ が 長く スキ も 少な い の で 積極 的 に 狙っ て も 差し 支え な い 起 き 上 が り 攻 撃 
だ 。 背後 か ら 攻 撃 を 受け て ダウ ン す る と 、 この 技 が 出る 体勢 に な りや すい 。 
た だ し 、 ラウ や パイ の 旋風 路 (⑮⑯ 十 @) を 喰らっ て ダウ ン し た 場合 、 相手 と 
の 軸 が ずれ て し まう た め に 見 当 違 い の 方 向 に 空振り し て し まう 。 要 注 意 だ 。 


= 


うた い 


_ 虎 到 腹 下段 攻撃 痢 。 


その 場 起き 頭 方 向う つ 伏 せ 時 (選民 … 
横転 起き en 
前 ・ 後 転 起 き 一 


両 妥 で 上 体 を 起こ し つつ 、 立て た 腕 の 間 か ら 両 定 を 突き 出し 
て 相手 を 蹴る 技 。 が か な り ト リッ キー な 下段 蹴り で 相手 の 意表 
も 突き や すい の だ が 、 いか ん せん リー チ が 短い た め 、 ヒッ ト 
させ る ここ と は 難し い 。 攻撃 後に は 後 転 し て 相手 と の 距離 を 取 
る の で 、 技 が 失敗 し た 時 の リス ク は 少な い だ ろ う 。 


起き 上 が り 攻 撃 各 竹 


アキ ラ の 起き 上 が り 攻 撃 は 、 上 段 帳 り 起き (各種 
体勢 か ら @⑯⑯……) に 属す る 括 面 旋 朋 、 駿 間 脚 こ 、 
下段 蹴り 起き (各種 体勢 か ら 生 ⑥⑯⑯⑯⑥……) に 属す 
る 括 面 掃 有 、 虎 双 朋 、 地 掃 脚 、 双 尊 掃 脚 の 計 6 種 
類 に な る 。 ダ メー ジ は すべ て 同じ だ が 、 攻 撃 力 発 
生 持続 時 間 と 便 化 時 間 は それ ぞ れ 異な る の で 、 
右 の 起き 上 が り 攻 撃 一 覧 を 参照 し て ほし い 。 


そ うつ し ょ うき ゃ く 


双 串 脚 中 段 攻 撃 府 志 


その 場 起き 一 
横転 起き 記 


前 ・ 後 転 起 き 敵 足 方 向 . う つ 伏 せ 、 敵 頭 方 向 仰 向け 時 前 転 後 ず KK) 芝 )…・ 


この 起き 上 が り 攻 撃 は 、 前 述 の 地 掃 脚 が 出せ る 体勢 で 前 転 起 さ 上 が り を し 
た 時 の み 可 能 な 技 だ 。 括 面 旋 服 と 同じ 中 段 属 性 だ が 、 こち ら の 方 が 多少 リ 
ー チ が 長く し ゃ が ん で か わ さ れ る こと も 少な い 。 た だ し 、 便 化 時 間 が 極 疫 
に 長い の で 、 相手 が 追っ て くる の を 確認 し て か ら で な いこ と 出す べき で は な 
い だ ろ うつ 。 


ぞ そ 人 
双 下 掃 脚 


その 場 起き 一 
横転 起き ー 


下段 攻撃 剖 


前 ・ 後 転 起き 敵 足 方 向 - う つ 伏せ 、 敵 頭 方 向 . 爺 向け 時 前 転 後世 K( 葉 … 


双 中 脚 の 下段 攻撃 版 。 技 の モー ショ ン も 双 中 半 と ほとん ど 変 わら 
な い の で 、 前 転 起 き を 追っ て くる 相手 に 2 択 を 迫る こと が で きる 
だ ろう 。 た だ し 硬化 時 間 の 長 さ も 双 剖 肢 と 変わ ら ず 、 ガー ド さ れ 
た 場合 に は 確実 に 反撃 を 喰らう 。 また 、 便 化 時 間 中 は し ゃ が み 状 
態 に な か っ て いる の で 、 ウル フ 、 ジェ フリ ー に 対し て は 下段 授 げ を 
喰 ら つ 可能 性 が ある ここ と も 覚え て お こう 。 


起き 上 が り 攻 撃 表 


その 場 起き 


英 足 方 向 
仰向け 


英 足 方向 
うつ 伏せ 
英 顕 方 向 
仰向け 
英 頭 方 向 
うつ 伏せ 
横転 起き 
英 足 方 向 
仰向け 
英 足 方 身 
うつ 伏せ 
英 頭 方 向 
仰向け 


英 頭 方 向 
52 は 


前 ・ 後 転 起 き 方向 ( 相 手 が い な い 方 向 ) に レバ パー 入力 


英 中 方向 
仰向け 


英 足 方 向 
うつ 伏せ 
敵 頭 方 向 
仰向け 


敵 頭 方 向 
うつ 伏せ 


に の 、 


EN 、 
2 


@)(G)(G)・…・ 


し の 、 


GS る 


2 
ET 


の 、 


Cy 、 


2 
ET 


括 面 旋 妥 に 9 い 3 34・5 
括 面 掃 妥 *(KKK 33・6 
括 面 旋 季 KKK(K・ 28・6 
地 掃 肢 ( ず K(KK 30・$ 
括 面 旋 有 いい 34・4 
地 掃 脚 ず 所 KK… 33・16 
括 面 旋 服 KK 34・4 
虎 双 朋 K2 い 9! 30・6 
括 面 旋 朋 KK 20・16 
括 面 掃 脱 K 2 15・$ 
括 面 旋 有 いい 22・14 
括 面 掃 妥 ず (KK)K 15・10 
括 面 旋 朋 KK(K) 25・13 
括 面 掃 脱 K 20、 い 9! い 15・10 
括 面 旋 服 人 KK 人 K 27-1 
括 面 掃 服 2 いい いで 15・8 
括 面 旋 妥 KK 17・8 
括 面 掃 服 す KK 17・8 
双 中 肢 KK K・ 17・5 
双 貴 掃 脚 や KKK 17・4 
双 串 脚 KK 19・5 
双 中 掃 肢 すむ K(K 19・4 
括 面 旋 有 KK 17・8 
括 面 掃 服 K 20. 177 
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00 


思う に 、 パイ は | 百 回 聞 っ て 百 回 勝つ ] の が 困難 な 、 言っ て し まえ ば 
強 さ き に ムラ が ある キ ャ ラク ター で は な か ろう か 。 動き は 素 速 く 、 使い や 
すい 中 有 段 攻撃 を 持ち 、 返し 技 も ある 。 アク ティ ブ に 攻め る に は 申し 分 
な い キ ャ ラ に も か か わら 実戦 で は と こ か 決め 手 に 欠け る 。 これ は 、 


0 て いる 最大 の 要因 で あろ う 。 し か 
し 、 そ こ に こそ パイ の 最大 0 


圧倒 的 に 攻め て 勝つ 、 と いう ファ イ テ ィ ング スタ イル は 美しい 。 だ が 、 そ 
こ に 至る まで の 道のり が 困難 な 生 区 ラ ほど 極め 甲斐 が ある こと は 、 茂 
然 た る 事実 だ 。 か つて の 條 の メ 作 議 キ ャ ラ だ っ た アキ ラ が そう だ が 、 そ 
れ は パイ に も 言え る こと な の で あ に 俺 は 、 今 で も アキ ラ の 道 を 追 
求 し 続け て いる 。 そし て 、 同じ 道のり を も う 一 度 、 パイ を 使っ て 辿っ て 
きた 。 そし て 、 ア キラ と 同様 に この 先 も 歩き 続け て いく 。 道 は 果て し な 


- い 。 だ が 、 俺 は 止ま を つも り は な い 。 この 本 を 手 に 取っ た 人 が 、 や は り 


同じ 道のり を 歩ん で くれ る こと を 、 俺 は 心から 信じ て いる 。 


南 : 平田 洋 
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PAI パイ チェン) 


No 


技 名 


@ 量 本 攻撃 


員 ト OPDO 一 


沖 拳 ( ち ゅ うけ ん ) 

掃 沖 拳 ( そ うち ゅ うけ ん ) 
高 蹴 服 (こう し ゅ うた い ) 
旋 栽 服 ( せ ん さい た い ) 
旋 中 腺 ( せ ん ちゅ うた い ) 


人 @ 背 後 攻撃 


O) 


ッ 
8 
9 


背 月 揮 ( は い ほ うす い ) 
育 月 拝 (B) 

背 連 月 捧 ( は いれ ん ほう すい ) 
背 沖 服 ( は いち ゅ うた い ) 

座 宮 踏 月 (ざか と うた い ) 

座 朱 踏 服 (B) 


⑯ グ ウン 攻撃 


10 
1 1 
18 


電 陰 掌 打 (らい いん し ょ うだ ) 
燕 朋 雷 撃 ( そ ん し ゅ うら い げ き ) 
燕 肌 高 箇 撃 (そえ ん し ゅ うこ うら い げ き ) 


人 @ 小 ジャ ンプ 攻撃 


13 
14 
15 
16 
17 
18 


騰 空 双 掌 (と うく うそ うし ょ う ) 
騰 弾 圏 控 ( と うだ ん けん すい ) 
飛燕 単 計 (ひえ ん た ん きゃ く ) 
飛燕 烈 多 (ひえ ん れ っ き ゃ く ) 
飛 刺 服 (ひし た い ) 

側 蹴 乳 ( そ くし ゅ うた い ) 


念 大 ジャ ンプ 攻撃 


19 
ら 0 
1 
ニコ 
ど 3 
ら 4 


落 撃 双 拳 (らく げき そう は けん) 
飛燕 登 肝 (ひえ ん と うき や ゃ く ) 
飛燕 魔 蹴 ( ひ えん よう し ゅ う ) 
飛燕 廻 脚 (ひえ ん か いき ゃ く ) 

燕 翔 族 刃 脚 ( ひ し ょ う 県 じん きゃ く ) 
若 痛 半 ( そ ん は いし ょ う ) 


人 @ 回 有 の 技 


どら 
ら 6 
ど / 
ら 8 
ど 9 
30 
91 
うど 
つづ 
24 
うら 
36 
づ / 
38 
つ 9 
40 
4 1 
4 ら 
43 


育 身 沖 拳 ( は いし ん ちゅ うけ ん ) 
究 沖 拳 ( せ ん ちゅ うけ ん ) 

裏 圏 揮 ( ひ けん すい ) 

側 中 脚 (そく ちゅ うき ゃ やく) 

高 端 脚 (こう た ん きゃ く ) 

用 登 裏 旋 脚 ( た いと うり せん きゃ く ) 
育 転 脚 (は いて ん きゃ く ) 

燕 陣 旋 風 脚 (えん じん せん ぷう きゃ く ) 
旋風 (せん ぷう が ) 

燕 旋 蹴 ( ス ん せん し ゅ う ) 

連 拳 旋風 拓 ( れ ん けん せん ぷう が ) 
連 挙 燕 旋 中 (れん けん えん せん し ゅ う ) 
連 拳 服 ( れ ん けん た い ) 
連 掌 (れん し ょ う ) 

双 拳 旋風 腺 ( そ うけ ん せん ぷう た い ) 
雷撃 掌 ( ら い げ きしょう ) 

連環 転身 脚 ( れ ん か ん て ん し ん きゃ く ) 
連 培 困 身 掃 脚 (れん か ん て ん し ん そう きゃ く ) 
連 環 育 転 脚 (れん か ん は いて ん きゃ く ) 


信 投 げ 技 


44 
45 
46 
4/ 


転身 捜 倒 ( て ん し ん そう と う ) 
旋風 燕 陣 (せん ぷう えん じん ) 
天地 頭 落 (て ん ちと うら く ) 
倒 身 際 掌 (と うし ん いん し ょ う ) 


人 @ 朋 し 技 


48 
49 


制 燕 掛 塔 (せい えん か と う ) 
燕 風 輪 翔 (えん ふう りん し ょ う ) 


人 @ 返 し 技 


S0 
ら 1 
7 
53 


燕 旋 撮 柳 (えん せん は いり ゅ う ) 
燕 旋 撮 柳 (B) 
螺旋 抜 掌 ( ら せん あん し ょ う ) 
泉 脚 旋 転 (か きゃ くせ ん て ん ) 


コマ ンド 


ウ ⑥(⑥) 
@ 

⑯ 

⑯ 

2 ⑯( 千 ⑤) 


S@⑥ 
合 ⑤ 
合 ⑥ 


⑥( 同 時 ) 
⑥( 上 昇 中 ) 
の ⑯ 

の ⑯⑥ 

⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 下 降 中 ) 


ゅ @( 上 昇 中 ) 
⑯( 同 時 ) 
 ⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 下 降 中 ) 
@⑯⑥( 上 昇 中 ) 


"4(②) 

1⑥⑤⑥ 

の ⑥ 

必 ⑯ 

ウ ゆ 人 ⑯ 

(#%ー%)⑥ 

⑥ 

KeIE ヨ Io) 

⑯ 士 ⑥ 

ひび ⑯ 二 ⑥ 

⑥( ヒ ッ ト 後 )⑥ 十 @ 
⑥( ヒ ッ ト 後 ) せ ⑥+@⑥ 
⑥⑯ 

⑥@⑥ 

⑥⑥⑯⑥ 

⑥@⑥@⑥ 

⑥⑥⑥⑯ 
⑥⑥@⑥ せ ゃ ⑥ 
⑥⑥⑥ い ⑯ 


( 近 )⑥ 十 ⑥ 

( 近 ) つ や ゆ @⑥ 

( 近 ) 必 せ @ 

( 近 ) 必 必 @⑥+⑥ 


( 近 ) ゐ せ @⑥+⑥ 
($) ウ @⑥ 寺 ⑥+@⑥ 


(上 @ 受 け )G@⑥ 
(中 @ 受 け ) ら @⑥ 
(上 @ 受 け ) や @ 
(中 ⑯ 受 け )⑥ 


入力 受付 時 間 


13⑥ 
の 13⑯9⑥⑯ 


2 6@⑥ 
S6@⑥ 
Ge16G6@⑥ 
16 ゆ 6⑥⑯ 
%⑯ 

S 19⑥ 


⑥( ヒ ッ ト 後 )10@+@ 


⑥( ヒ ッ ト 後 )10 ひ @+⑥ 


⑥198⑥ 

⑥18@ 
⑥19⑥18⑥⑯ 
⑥19⑥198@⑥ 
⑥19⑥19⑥28⑥ 
⑥19⑥19@⑥28\⑥ 
⑥19@⑥19@⑥628⑥ 


(@ ゆ ⑧⑤) ら 0 
( ゅ ゆ ゅ せ ⑤⑥)20 
16 6@⑥ 圭 ⑯ 


(@ せ @⑥+⑥)20 
66 二 め 二 ⑥ 


Ge6@⑥ 
2 6@⑥ 
Ge6@⑥ 
e6@⑥ 


攻撃 属性 


上 段 
下段 
上 段 
下段 
中 段 


上 上段 
上 段 
下段 
上 段 
下段 
下段 


の の 
ウシ 
ウン 


ワ ロ 
こ に 


レム ッ 
どこ ご 


ワウ ロ 
> 


ワ ロ 
こ に 


ワ ロ 
に 


中 段 


空中 
空中 
空中 
空中 
空中 
空中 


上 自 

中 段 

上 段 

中 段 

上 段 

中 自 

空中 

上 段 

上 段 

下段 

上 上 2 段 

上 ド 2 段 

上 上 2 段 

上 上 2 段 

上 上 上 3 段 
上 上 上 3 段 
上 上 上 上 4 段 
上 上 上 ト 4 段 
上 上 上 空 4 段 


上 段 投げ 
上 段 投 げ 
上 段 投 げ 
上 段 投 げ 


回 り 込 み 


上 段 返 し 
中 段 返し 
上 段 返 し 
中 段 返し 


14+14 


16+10 


14 

14 

1 ら 

18 

30 
40/35 
40 

ら 0 一 40 
5 一 45 
ら 0 一 30 


10+20 一 40 
10+20 一 40 


10+30 
10+10 
10+10+30 
10+10+18 


10+10+12+50 
10+10+12+40 
10+10+12+ ら 0 


50 
60 


30 
30 
30 
30 


8- ら 

10- ら 
10-4 
1 ら - 1 
14-3 


12-g 
15- ら 
12-1/5-2 
16- ど 
ど 1-8 
らら -4 


18-6 
9-9 
46-9 


44-4 
51-4 
12-3 
12-3/2-2 
35-4 
50-4 


8d- ど 
17-5 
63-10 


80-5 
81-4 


18-2 
11-3 
2g-2 
15-2 
14-7 
14-4 
20-2 
16-3 
2g2-6 
20-6 
8-2/18-4 
8-2/22-4 
8-2/14-4 
8-2/7-2 


8- ど //- ら / 14- ら 
8-@//-2/9-@ 
8-2/7-2/9-2/15-6 
8-2/7-2/9-2/18-5 
8-2/7-2/9-2/10-3 


15 


31 
75(39) 
7/5(46) 


18 
ど 0 
| 
40 
16 
18 


43 
68 
4/ 


10 
43 


ら 0 
16 
ら 4 
17 
30 
30 
34 
らら 5 


118 
118 
93 
13 ら 


68(103) 
47(55) 


66 
70 
70 
54 


※ 便 化 時 間 の カッ コ 付 き 数 字 に つい て … ダ ウン 攻撃 : カ ッ コ 内 は ダウ ン 攻 撃 失敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 製 燕 掛 塔 、 燕 風 輪 半 : カ ッ コ 内 は 相手 の 硬直 時 間 を 表わす 。 


返し 技 


下記 。 


外 下 


上 K、 


外 下 


中 K、 


時 。 
正 訂 、 


上 K。 


上 K 


よ と P、 
上 ぼ ビ 。 
だ 所 、 
中 K、 
よ K、 
上 K、 


モビ 。 


上 K、 
| 
上 K、 
彩 


外 上 


外 上 


外 中 


外 上 
外 上 


外 上 


外 上 
外 上 
外 上 
外 中 
外 上 
外 上 


外 上 


外 上 
外 上 
外 上 
外 上 


備考 


@1/ ら 


軸 


軸 
ダグ ウン 


⑥3/4 


軸 


ディ 、 ダ ウン 


目 ダ ウン 


軸 


ちゅ うけ ん 


池 拳 上 段 攻撃 


単発 の パン チ だ が 、 さら に @⑥ や @ を 入力 する こと に より 、 

コン ビ ネ ー シ ョ ン へ 移行 で きる 。 攻撃 力 発 生ま で の 時 間 は 

8 フレ ー ム と 、 パイ の 持ち 技 で は 最速 を 誇り 、 牽制 や 硬化 9 = 

中 の 相手 に 対す る と っ さ の 反撃 技 の 基本 で ある 。 レバ ー を 

後ろ へ 入力 し な が ら @ を 押す と 、 相手 が 上 段 攻撃 を 出し 10 

て きた 場合 に は 、 後述 する 返し 技 の 螺旋 抜 掌 (q@⑥) や 燕 

旋 撮 柳 (ね @⑥) が 出る の も 大 き な 利 点 。 ⑨ 
18 


品 呈 の 
ご 6③ 


) 
@⑱925 17 


そ うち ゅ うけ ん 


2. 掃 池 拳 (。 ゆ 。⑳/p 下段 攻撃 


下段 パン チ 。 攻撃 発生 が 早い の で 、 接近 時 に 相手 の 技 の 出 が か り を 
叩く に は 最適 。 覚え て お きた い の は 、 立 @ で 掃 沖 拳 を 出し た 時 の 方 
が 、 レバ ー を 下 に 入力 し た 時 より も 素早 くし ゃ が の み 状 態 に 移行 で 
きる と いう こと 。 相手 に スキ が あれ ば 、 掃 沖 拳 か ら そ の まま 月 登 
裏 旋 脚 (8 一 X⑯) に つなげ る こと も 可能 だ 。 


こ うつ しゅ うた い 


ーー デー テー 軸 リル 
3. 高 蹴 腹 K 上 段 下 撃 
足 を 真 上 に 高く 蹴り 上 げ る よう に し て 繰り 出す キッ ク 。 コマ ンド は まぎれ も な く 
基本 技 の 範 瞳 に ある が 、 その 性 格 は 固有 技 の 領域 に 入る だ ろう 。 ⑥ で 出る 上 段 キッ 
ク な が ら 、 技 の リー チ は 短い も の の 、 わずか 10 フ レー ム と いう 抜群 の 早 さ で 攻撃 人 在 言 
力 が 発生 する 。 相手 の 硬化 時 間 中 に 攻撃 する 場合 に も 、 後述 の 連 拳 服 (⑥⑯) よ り も ー ョ 
この 高 蹴 腺 の 方 が 有効 と な る 場面 が よく ある 。 至近 距離 な ら 、 相手 の 上 段 攻撃 の 30| 
出 が か り を つ 記 すこ と も 可能 だ 。 ヒッ ト す る と 、 相手 は 頭 を こち ら に 向け た うつ 
伏せ 状態 に な る 。 倒れ た 直後 の 相手 に は 、 通常 の 場合 で も 燕 襲 雷撃 ( 合 @⑥) が 、 カ ウ SQ ⑨⑲ 
ンタ ー で ヒッ ト す れ ば ほぼ 確実 に 燕 襲 高 雷撃 ( 含 @6) が 入る 。 (の 
8 - - 3 
せん さい た い 
4 旋 栽 腺 ②(.@②)K 下段 攻撃 
ロー キッ ク 。 与え る ダメ ー ジ は 小さ い が 、 パイ の 下段 攻撃 の 中 で は 掃 
沖 拳 に 次 いで スキ が 少な く 、 か つ 攻 撃 発生 が 速い 技 な の で 、 接近 戦 に 
お いて 欠か せな い 武 器 と な る 。 技 の リー チ も そこ そこ あり 、 後 述 する 6 大 合 
容 沖 拳 (る @) を 警戒 し て ひたすら 立ち ガー ド を 固め て いる 相手 へ の ー 
牽制 と し て も 効果 的 だ 。 し か し 、 か わ さ れ た と ころ に 相手 が 中 段 キ ッ 251 
ク を 出し て くる と 、 簡単 に よろ めか され て し まう 。 相手 が 何 度 も この 
パタ ー ン を 繰り 返し て くる よう な ら 、 架 脚 旋 転 (⑥) で 返す こと も 可 ⑨ 


開い て し まう と 、 あっ さり 反撃 を 喰らっ て し まう っ 。 掃 沖 拳 や 究 沖 拳 な 


N 
能 だ が 。 また 、 旋 栽 尿 を 単発 で ビッ ト さ せ て も 、 次 の 攻撃 まで に 問 が 6 16 20 1 
ど を 織り 混ぜ つつ 、 相手 に プレ ッ シ ャ ー を 与え 続け る よう に し た い 。 8 ダダ 


せ ん ちゅ うた い 


旋 中 用 ④K 中 段 攻撃 


| 
計 』 
攻撃 力 発生 まで の 時 間 が 短く 、 し か も リー チ が ある 中 段 21 3 
攻撃 。 パイ と いう キャ ラク ター に は 有効 な 中 段 攻撃 が 少 
な いた め 、 攻撃 の 組み 立て に は 欠か すこ と の で き な い 技 14 
だ 。 カウ ンタ ー で 旋 中 用 を ヒッ ト さ せ て 浮か せ た 相 手 に 
は 、 連環 転身 掃 脚 (⑥⑥⑥ ひ ⑥) な どの コン ボ が 入る 。 また 、 】 
し ゃ が み ガ ー ド を し て いる 相手 に ビット させ る と 相手 は 
よろ ける の で 、 すか さ ず 高 蹴 用 や 高 端 庄 ( ゆ ゅ 必 @⑯) な ど で の 
ダウ ン を 奪っ た り 、 傘 沖 拳 (⑥) で 浮か せ て か ら 連 環 転 6 
身 掃 脚 を 叩き 込む と いう 連係 も ある 。 の 


どき 6 


邊 


S の 
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は い ほ うす い 


6. 育 崩 搾 に 。 め 。②) 上 段 攻撃 


振り 向き な が ら 上 段 パ ンチ を 繰り 出す 。 技 の 性 格 は 沖 拳 (⑥) と ほ 10 3 

ぼ 同 様 で 、 連続 し て @ や @ を 入力 すれ ば 、 連 掌 (⑥@) や 連 拳 朋 

(@⑥⑥) が 出る 。 大 き な 違 いと し て は 、 沖 挙 か ら で は 不 完全 な コン 13 率 (1 全 当 
ボ で ある 連 拳 服 が 、 この 背 月 近 か ら 出し た 場合 に 限り 、 完全 な コ ーー 
ン ビ ネー ショ ン と し て 連続 で ビッ ト す る の だ 。 また 、 連 拳 旋風 号 19(23) 
(⑥ ヒ ッ ト 後 @+@⑥) や 連 拳 燕 旋 蹴 (⑥ ヒ ッ ト 後 ひる +@⑧) に つなぐ 

こと が で き な い 。 背 月 畠 は 、 6 や ゆら ⑥ で も 出る の だ が 、 この 場 

合 攻 撃 力 の 発生 は 3 フレ ー ム 遅く な り 、 硬化 時 間 は 5 フレ ー ム も 
長く な る 。 そし て 最大 の 相違 点 だ が 、 連 拳 服 や 連 掌 に つなぐ こと 

が で き な い の で ある 。 投 


きら の 
ら 
沈 呈 G 


は い 


7. 背 


ほう すい 


月 挫 ①⑤ |,] 下 下 2 段 攻撃 お 


振り 向き ざま に 、 相 手 の 下 段 ヘ パン チ を 2 発 繰り 出す 
技 。 トー タル の ダメ ー ジ は 28 と 大 きく 、 硬化 時 間 も わ 
ず か 15 フ レー ム 、 返 し 技 で 返 ご され な いな ど 、 長所 も 多 
い 。 アキ ラ の 進歩 里 膳 ( を ⑥ 十 @⑥) や デュ ラル の 第 子 容 林 
(る 人 ⑥+⑮) な ご ど で 痛 後 を 取ら れ た 場合 に も 、 安心 し 
て 繰り 出せ る 下段 攻撃 で ある 。 


遇 > 


は いち ゅ うた い 


8. 育 沖 豚 区 上 段 攻撃 


振り 向き ざま に 繰り 出す 上 段 蹴 り 。 硬 化 時 間 は 24 フ 30 3 

レー ム と 微妙 な と ころ で 、 空振り し た 時 に は 致命 的 

と な る も の の 、 ガー ド さ せ て か ら の 両者 の 攻防 は 、 716 己 

ほぼ 互角 の 状態 か ら 始 まる こと に な る 。 めった に 期 = 

待 で き な い こと だ が 、 背 沖 服 が カウ ンタ ー で ヒッ ト 24| 

し た 場合 に は 、 レバ ー を 前 に 入れ た 状態 か ら の 連環 

転身 掃 脚 ( 陸 ⑥@⑥⑥ ひ @) な ど で 追 い 打 ち を か ける こ S ⑲⑩ ⑥⑩ 

と も 可能 だ 。 ③④ 必 
9 ・ - 3 


F と どう だ い 


9 座 架 踏 腺 ③(。②。.)KK) [⑤K] 下段 攻撃 


振り 上 げた 足 を その まま 地面 に 呆 き つけ る よう な 下段 へ の 蹴り 

技 。 攻 撃 発 生ま で に 21 フ レー ム を 要する も の の 、 攻撃 力 持 続 時 間 

は 8 フレ ー ム と 長く 、 さ ら に ダメ ー ジ も 36 と 大 きい 。 硬化 時 間 も 21 = 午 5 誠 当 

18 フ レー ム と 短い 部 類 に 入り 、 相手 に 当たれ ば 反撃 を 受け る こと ー デ 

が な い の も 心強い 。 相手 に スキ が あれ ば どん どん 使っ て いこ う 。 背 18(20) 

明 捧 と 同様 に 、 座 架 踏 服 に は 2 種類 の 入力 コマ ンド が ある が 、 必 や 

入力 を し て し まう と 、 数 値 的 に 性 能 が 劣る 座 架 踏 服 が 出 て し ま (IN 詞 C 記 G) 

う の だ 。 入力 ミス に 注意 。 ⑳ - - 2 
缶 】 32 
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則 = 


10. 雷 陰 掌 打 ぐ SO [⑧⑤⑧] ダウ ン 攻 撃 


ダウ ン し て いる 相手 に 拳 を 落と し て ダメ ー ジ を 与え 
る 。 威力 こそ 小さ い が 、 素早 く 繰 り 出 せる の で 重宝 す 
る 技 だ 。 投げ 技 の 後 や 、 相手 と の 位置 の 関 作 で ダウ ン 
攻撃 を 姓 えな い 場 合 に は 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド で 近 
寄っ て 雷 陰 掌 打 を 狙い た い 。 相手 の 起き 上 が り が 遅 
い 場 合 に は 、 素早 く コ マン ド 入 力 を 繰り 返せ ば 、 連 
続 し てこ に ヒッ ト さ せる こと も 可能 だ 。 


えん し ゅ うら い げ き 「 * N 


11. 菩 襲 雷撃 ⑯⑤ タウ ン 必 撃 引 。 朗 


倒れ た 相手 に 向かっ て ジャ ンプ 、 その まま 両 ヒ ザ 
を 落と す と いう ダウ ン 攻 撃 。 失敗 し た 場合 の 便 化 
時 間 は 39 フ レー ム で 、 蹴り 起き な ご で 反撃 され る 
こと が 多い 。 ちょ っ と し た ダウ ン だ と 、 燕 襲 雷撃 
が 間に合わ な いこ と も 多い の で 、 うか つ に 出さ な 
い 方 が いい だ ろう っ 。 


信 ) 下 ダウ ン 攻 撃 


燕 襲 電撃 より も 攻撃 力 の 発生 が 7 フレ ー ム 遅い 

も の の 、 与え る ダメ ー ジ は 10 多 く 、 さら に 相手 

の 起き 上 が り 際 に カウ ンタ ー で ヒッ ト す る こと 46 記 虹 
が よく ある 、 と いう 長所 を 持つ 。 失敗 時 の 人 硬化 ーー 
時 間 も 燕 襲 電撃 より 7 フレ ー ム 長く な る の で 、 空 75⑯) 

振り は 禁物 だ が 、 高 蹴 服 (⑯) や 服 登 裏 旋 脚 (8 一 

X⑯) が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 に は 、 ま ず 

確実 に 燕 襲 高 雷撃 が 入る 。 これ は 覚え て お こう 。 


065 


73. 騰 空 双 掌 ハジ ャ ン フ 同 時 ( 双 ) 空中 攻撃 


ダメ ー ジ と 人 硬化 時 間 の 数 値 は 、 飛燕 単 肢 や 飛燕 烈 
脚 よ り も 優れ て いる が 、 攻撃 力 発生 まで に 実に 

44 フ レー ム を 要する た め 、 実戦 で の 有効 性 は 低 44 過 纏 
い 。 し か し 、 ヒット すれ ば 相手 は 確実 に ダウ ン す ーー 
る 点 と 、 さ ら に カウ ンタ ー で 当たれ ば 相手 は 浮く 18 
の で 、 ウル フ や ジェ フリ ー の よう に 極端 に 重い キ 

ャ ラク ター を 除い て は 連環 転身 掃 脚 (⑥@⑥@⑥ せ ⑥) SD ⑨ 
な ど が 狙え る 、 と いう 点 は 魅力 。 相手 の 下段 攻撃 

や 起き 上 が り の 下段 攻撃 を 予測 で きる な ら 、 敢 え 

て 使っ て も よい だ ろう 。 9 - - 32 


ん けん すい 


騰 弾 圏 揮 ジャ ンプ 見 中 ( 空中 攻撃 


小 ジ ャ ンプ 攻撃 中 、 最も 攻撃 発生 が 遅い 技 だ が 、 着 

地 間際 で 技 の モー ショ ン に 入る の で 、 出 始め か ら 

見 破 ら れ て し まい が ちな 脂 空 双 掌 と は 違い 、 フ ェ 51 選 
イン ト 的 に 使う こと が で きる 。 後述 の 側 蹴 腺 が 同 テ 
じ よ うな 性 格 を 持っ て いる が 、 確実 に ダウ ン を 礁 20 
える と いう 点 で は こち ら の 方 が 優れ て いる と いえ 

る か 。 た だ し 、 見 切ら れ た 場合 は あっ さり @⑥@ で 返 ぐ ⑨ 
補 4【 て と し ポコ 。 


えん た ん きゃ 


-15. 飛燕 単 脚 の K [guK] 空中 攻撃 き 


写 え る ダメ ー ジ は 小さ い が 、 攻撃 発生 まで の 時 間 と 攻撃 

後 の 便 化 時 間 の いずれ も が 短い の で 、 容 沖 拳 (@) と 同 

様 の 使い 方 が で きる 。 パイ の 小 ジ ャ ンプ 攻撃 の 中 で は 最 12 選 尋 
も 使用 頻度 の 高い 技 だ ろう 。 相手 の 体 に 当て れ ば 、 ガー ピー コ 
ド さ れ た 場合 で も 、 パ イ の 方 が 先 に 動け る よう に な る 。 21 
この 後 は 、 す か さ ず 沖 拳 (⑥) や 掃 沖 拳 ( せ @)、 投げ な ど 

に つない で いく と よい 。 ちな み に 、 パイ の 小 ジ ャ ンプ 攻 S) ⑨ 
撃 は 全般 に 便 化 時 間 が 短い た め 、 当て さえ すれ ば 打撃 技 H 21 22 
の 反撃 を 喰らう こと は 少な い 。 だ が 、 投げ と な る と 話 が 
別 な の で 、 使い どこ ろ に は 注意 し た い 。 @9 32 


工 烈 脚 の (MK [の KEK] 空 空自 攻 撃 


飛燕 単 脚 の 体勢 か ら り 、 さ ら に も う 1 発 蹴り を 
出す 。 その 分 ダメ ー ジ 量 は 増え て いる が 、 着 


地 し て か ら の 便 化 時 間 は な ん と 40 フレ ー ム 。 12 詩 2 池沼 
空振り し た り ガ ー ド され た 場合 に は 、 ほ ぼ ーー 
間違い な く 反 撃 を 喰らっ て し まう 。 よほど の 40| 
チャ ンス で も な い 限 り は 、 実戦 で は 飛燕 単 

脚 の 方 が リス ク は 低い だ ろう 。 人 


KS RS 


066 


た い 


(/ 飛 刺 服 ホッ ャ ンプ 上 遇 ( 致 ) 空中 攻撃 


生 す る の で 、 相 手 の 下段 攻撃 を 予測 し て 繰り 出す の な ら 、 肛 空 双 

掌 ( 小 ジャ ンプ 同時 @⑥) より も 使い 勝手 は いい 。 その 他 の 使い どこ 

ろ は 少な い だ ろ う 。 着地 後 の 硬 化 時 間 は 16 フ レー ム と 短い の で 、 161 
⑨ 
22 
27 


アキ ラ の 刺 服 ( 小 ジャ ンプ 下降 中 ⑯) に 似 た 名 称 だ が 、 まる で 別 の 
技 だ 。 小 ジ ャ ンプ の 軌道 で 、 降下 し 始め た あたり か ら 攻 撃 力 が 発 


誤っ て 出し て し まっ た 場合 は 、 沖 拳 (⑥) や 掃 沖 拳 ( せ @⑥) と いっ た 攻 
撃 発生 時 間 が 短い 技 を すか さ ず 出せ ば 、 先手 を 取る こと が で きる 。 


そ くし ゅ うた い 


側 蹴 脱 ハジ ャ ンプ 放 下 中 ( 台 ) 中 設 攻 撃 き 


いい 」 
小 ジ ャ ンプ の 下降 中 に @ ボ タン を 押す こと で 、 区 地 の 直 
後に この 中 段 へ の 蹴り が 出る 。 中 段 攻撃 属性 を 持つ が 、 
相手 が し ゃ が ん で いる と ころ に ヒッ ト さ せ て も よろ め 0 選 
が せる こと は で き な い 。 た だ 、 カウ ンタ ー で ヒッ トド すれ 


ば 相手 は 浮く の で 、 連環 転身 掃 脚 (@@⑥@) な ど を 叩 18 
⑨ 


き 込 むこ と も で きる 。 着地 後に 技 が 出る の で 、 騰 弾 圏 捧 
( 小 ジ ャ ンプ 上 昇 中 @) と 同様 に フェ イン ト 的 に 使え な い N) 
こと も な い が 、 お そら く は あっ さり 返 ぐ れる の が オチ だ ⑳ 22 
つろ つ 。 

@ 33 


らく げき そう けん ae 


双 開 ルッ ッッ フ meP(。⑳。⑬)W) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ か ら の 着地 間際 に 、 1 回 転 し つつ 振り 10 3 


19. 


マグ) 


1 」 の 
2 雪 
4 
の 1 っ 訟 
6 


上 げた 両 腕 を 相手 に 思い 切り 叩き つけ る と いう 豪 

快 な 技 。 し か し 、 見 た 目 と は 裏腹 に ダメ ー ジ は わ 《 志 計 

ず か が 30、 攻撃 判定 も 小 べ さく 、 さら に 意地 後 の 便 化 

時 間 は 43 フ レー ム と 長い 。 空振り し た 場合 に は 相 431 
? 


* 季 


手 か ら の 反撃 は 確実 で 、 し か も 空振り し て し まう 
可能 性 大 。 敢えて 出す 必要 は まっ た く な い 技 だ 。 S 


[信久 の ) 


えん と うき ゃ く 


の 40』 飛燕 登 肝 大 ジャ ンプ 同時 () 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ と 同時 に 相手 を 蹴り し 上げる 、 大 ジャ ンプ 攻撃 の 中 で は 
最も 使用 頻度 の 高い 技 。 リ ング 際 に 追い 詰め られ た 状態 か ら の 脱 
出 や 、 相手 の 大 ジャ ンプ の 迎撃 と いっ た シチュ エー ショ ン で 使う 17 
こと が 多い が 、 有効 な 中 段 攻撃 技 の 少な い パ イ の 場合 は 、 し ゃ が ー 
ん で いる 相手 に 当て る な ど 、 意表 を 突く 攻撃 と し て も 有効 だ ろう 。 681 
攻撃 判定 が 消え て か ら 68 フ レー ム に も 及 応 硬化 時 間 が ある が 、 下 

降 6 Q ⑲ 
昇 中 ね ゐ @⑥) を 出す こと で 、 完 全 な 無防備 状態 は 回 避 で きる 。 
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( ら 


_21. 飛燕 鷹 嘩 >>zjms の (。 の 。S)KK 空中 攻撃 お 


燕 の よう に 空 を 舞い 、 鷹 の ご と く 相 手 に 襲い 
か か る 。 華 豚 で 優雅 な 、 パ イ な ら で は の 大 ジャ 
ンプ 攻撃 だ 。 だ が 、 技 こ し て の 性 能 は 今ひとつ 


み で 、 63 フ レー ム も の 時 間 を か け て 下降 し た 後 
由 に 攻撃 力 が 発生 、 技 が 空振り に 終わ る と 47 フ 
3 レー ム も 硬化 し た まま と な る 。 非常 に 大 雑 把 な 、 
立ち 止ま っ て いる 相手 に すら 当て る こと が 難 
し い 技 な の だ が 、 対 CPU 戦 だ け は 例外 。 垂 直 大 6 - - 22 
ジャ ンプ か ら 飛 燕 魔 蹴 を 繰り 出す と 、 序盤 の 
ラウ 、 サラ 、 狂 帝 に は 面白 いよ うに 当たる の だ 。 9 - - 3 
ひび ひ えん か いき ゃ く 
ググ 飛燕 名 肢 大 ジャ ンプ 上 明 中 ( 天 ) 空中 攻撃 
合 か 馬力 杉 を 入力 し た 後に 、 ワ ン テ 30 3 
" ン ポ 遅らせ る よう な 感じ で @ を 押す 
と 、 飛燕 廻 肢 が 出る 。 上 昇 中 に 蹴り 
が 出 た 後 、 下降 中 も 蹴り の ポー ズ が S@ 
続く が 、 この 間 に は 攻撃 判定 は な く 、 W - - 22 
さら に 下降 時 に 燕 翔 族 妨 脚 や 燕 背 翔 (0 - - 32 
を 出す こと も で き な い の で ある 。 わ 
ざわ ざこ の 技 を 使う ぐら いな ら 、 飛 
手合 脚 を 使っ た 方 が いい )。 
時 
で 燕 翔 差 辺 脚 >。。 っ graMK) 空中 攻撃 
党 
飛燕 登 脚 ( 大 ジャ ンプ 同時 @) を 空振り し た り ガ ー 303 
ド さ れ て し まっ た 場合 に は 、 下降 中 に すか さ ず こ 
の 燕 翔 産 刃 脚 の コマ ンド を 入力 し よう 。 強力 な 攻撃 0 甘 委 
判定 を 誇り 、 ヒ ッ ト す れ ば ダメ ー ジ 30 で 相手 の ダ 一 
ウン は 確定 、 さ ら に 笛 に 浮い た 相手 へ の 連環 転身 掃 10 
脚 (⑥@⑥@⑥ ひ @) な どの 追い 打ち を か ける こと も 可能 
だ 。 対 CPU 戦 で は 、 飛燕 登 脚 一 燕 翔 攻 刃 脚 一 追い 打 S ⑨⑲9⑯ 
ち 攻 撃 、 と いう 黄金 パタ ー ン が 使え る 。 の に 3 
⑯ - 2 
5 
SN 
24. 燕 痛 翔 4>。 ン aa⑨(。⑮)。⑫) 候 ) 空中 攻撃 
ドロ ッ プ キッ ク の よう に 両足 を 背後 に 向かっ て と 40 3 
突き 出す 蹴り 技 。 後方 へ の 攻撃 な の で 、 正面 に 
相手 が いる 時 に この 技 を 出し て も 無 意 味 だ 。 飛 21 記 
燕 登 脚 (大 ジャ ンプ 同時 @) な ど で 相 手 を 飛び 越 3 
し て し まっ た 場合 に 、 相手 の 背後 か ら の 追撃 を 43| 
退け る 技 と し て 最適 だ ろう 。 し か し 、 あく まで 
も 救済 措置 の よう な も の で 、 相手 に 凌 が れ て し C 屋 G 


まっ た 場合 は 、 無防備 な 背中 を 43 フ レー ム に 渡 6 - - 22 
っ て さら け だ し 続け る こと に な る 。 


066 


は いし ん ちゅ うけ ん 


25. 背 身 沖 拳 ② |[⑤@] 上 段 攻撃 


上 半身 を 軽く 後ろ に 反 ら し て か ら パ ンチ を 出す 。 狙っ て 出す こと より も 、 相 14 3 
手 の 中 段 攻撃 を 螺旋 投 掌 ( は ⑥) や 架 脚 旋 転 (2 ⑥) で 返 そ うと し て 失敗 し た 場 

合 に 出 て し まう こと が 多い 技 だ 。 続け て ⑤ や @ を 入力 すれ ば 、 その まま コン 6 
ビ ネ ー シ ョ ン へ と 移行 で きる 。 ダメ ー ジ が 1 4 と 沖 拳 よ り も 大 きい た め 、 背 身 ーー 
沖 拳 か ら の 連 拳 有 (@⑥⑥) は 、 カ ウン ター で な く て も 完全 な コン ビ ネ ー シ ョ 四 
ン と し て ヒッ ト す る 。 さら に 、 相手 の 上 段 攻撃 を か わせ る と いう 特殊 な 効果 

も ある 。 た だ 、 実戦 で 相手 の 攻撃 に 合わ せ て 出す の は か な り 難 し く 、 さら に Q ⑨ 
攻撃 発生 まで に 18 フ レー ム も か か る た め 、 技 の 出 が か り を @⑥⑥ な ど で つ 点 さ 6 17 22 15 
れ て し まう こと も 多い 。 また 、 体 を 反 ら し た モー ショ ン の 時 に あっ さり 投げ 

られ て し まう の で 、 接 近 戦 で この 技 を 出す の は 控え た 方 が 無難 だ 。 @⑱ 28 22 25 


せ ん ちゅ うけ ん 


26. 究 沖 拳 ⑨⑤⑧ [| 中 段 攻撃 


三 き 
いい 
ガー ド を 「 容 つ 」 よ うに し て 、 相手 の 中 段 に 手刀 を 鋭く 叩き 込む 。 攻撃 
力 発生 まで わずか 11 フ レー ム 、 さ ら に 硬化 時 間 は 16 フ レー ム と 短く 、 
ガー ド さ れ て も 相手 の 体 に 当て さえ すれ ば 、 反撃 を 受け る こと は まず 4 茜 言 
な い 。 究 沖 拳 で 相手 に プレ ッ シ ャ ー を 与え つつ 、 自分 な り の 攻撃 を 組 - ビ 
み 立 て て いく よう に し た い 。 旋 中 服 (&⑯) で よろ めか せ た 直 後に 骨 沖 16 
⑨ 
22 
22 


拳 を 当て て 浮い た 相手 に は 、 連環 転身 掃 脚 (@@@Y⑥) な どの 追い 打 
ち が 狙 える 。 パ イ の 最も 基本 的 な 連係 だ 。 ち な み に 、 中 段 攻 撃 属 性 (N) 
を 持つ 容 沖 拳 だ が 、 ア キラ 、 パ イ 、 カ ゲ が 持つ 上 段 パ ンチ へ の 返し ⑳ 17 
技 で 返 ご れ て し まっ 。 

@ 28 


けん すい 


27. 裏 圏 挫 ④④⑤ [@④,] 上 段 攻撃 お 


いっ た ん ステ ッ プ バッ ク し て か ら 水 平 チ ョ ッ プ を 出す と いう 、 303 
異色 の 技 。 よほど 正確 に 攻撃 タイ ミン グ を 読ま な い 限り は 、 ヒッ 

ト さ せる こと すら 難し い 。 そ れ で いて 、 与 える ダメ ー ジ は わずか 1 2。 715 己 呈 
わざ わざ この 技 を 出す ぐら いな ら 、 ス テッ プ バ ッ ク で か わし て ー 
か ら 投 げ て し まう 方 が 楽 な くら い だ 。 相手 の 技量 が 自分 より 下 29| 

な ら 、 格 の 違い を 見 せつ ける 意味 も 含め て 、 一 度 く らい 狙っ て み 

る の も 悪く な い が 。 アキ ラ の 神門 頂 肘 ( ゆ 必 @) の 連発 に 対し て Q く ) ⑨ 
この 裏 圏 挫 を 合わ せ て いく と 、 効果 的 な こと も ある 。 


そ くち ゅ うき ぎゃく 


28. 側 中 脚 ツ K 中 段 攻撃 


本 | 
トド 
足 を 前 方 に 突き 上 げ る よう な 蹴り 技 。 旋 中 乃 (@) や 容 沖 拳 193 
と 並ぶ 、 パイ の 攻撃 組み 立て の 軸 と な る 中 段 攻撃 だ 。 旋 中 服 

の よう に 、 し ゃ が ん で いる 相手 を よろ めか せる こと は で きす 、 15 = 
よろ めい た 相手 に ヒッ ト さ せ て 和 宙 に 浮か せ た 場 合 で も 、 追い 三 


打ち 攻撃 を か ける こと は 難し い 。 し か し 側 中 脚 は 、 中 段 キッ 17 

ク な が ら ウ ルフ の 返し 技 で ある ドラ ゴン スク リュ ー(2⑯) で 

返 べ れる こと が な く 、 また 相手 が パイ の 場合 も 、 上 段 キ ッ ク S ⑲⑩ ⑨ 
の 返し 技 で ある 燕 旋 授 柳 (G@⑥) で な いと 返 ご ぐれ な い 。 この 特 9 21 22 19 
性 を 生か し 、 旋 中 腺 と うま く 使 い 分 けれ ば 、 相手 を 提 乱 する 

ー と が で きよ う 。 9 32 28 29 


た ん 


」 29. 高 端 脚 ②②) 芝 ) [ 〇 ,@, 区 ] 上 段 攻 撃 


前 進 す る と 同時 に 足 を 高く 突き 上 げ 、 相手 の 上 段 に 

キッ ク を 叩き 込む 。 攻撃 力 発 生ま で の 時 間 は わずか 

14 フ レー ム 、 さら に 7 フレ ー ム に 渡っ て 攻撃 力 が 持 「14 過量 
続 す る の で 、 相手 の 突進 に 合わ せ て 技 を 「 置 く ]」 よ う FT 
な 感じ で 高 端 脚 を 繰り 出す と ヒッ ト し や すい 。 また 、 30 
旋 中 服 (@⑯) で 相手 を よろ め か が か せ た 時 に も 、 相手 と の 

問 合 い が 離れ て いる 場合 は 、 この 高 端 脚 が 追撃 技 と 、) ⑨ 
し て も 有効 だ 。 惜しむ らく は 、 攻撃 属性 が 上 段 で ある 
が ゆえ に 相手 に し ゃ が ん で か わ さ れ や すい こと 、 そ 
し て 便 化 時 間 が 30 フ レー ム も ある こと だ 。 


た いと う 


30. 腹 登 裏 旋 脚 (お KK [KR] 中 段 攻撃 


ト い 
伸び 上 が る よう に し て 出す 、 中 段 攻 撃 属性 を 持つ 後ろ 回 し 蹴り 。 攻撃 力 発 E 40/353 
生ま で が 14 フ レー ム と 短く 、 その モー ショ ン に よっ て 相手 の 技 を か わし 
気味 に 攻撃 する こと が で きる 。 相手 と の 問 合 い が 近 い 方 が 、 与え る ダメ ー 紅 革 計 
ジ は 大 きく な る 。 し ゃ が ん だ 状態 か ら で な けれ ば 出せ な いと いう の が 難 ーー 


点 だ が 、@ で 掃 沖 拳 を 出し た 後に レバ ー を ニュ ー ト ラル に 戻し て @、 と 30 
いっ た 方 法 を 使え ば 、 し ゃ が ん だ モー ショ ン に な る まで の 時 間 を 短縮 し 
つつ 技 を 出す こと が で きる 。 さら に 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド S ⑲ ⑨⑩ 
(SW) で 間合い を 詰め な が ら 出し た り 、 さ ら に は ダウ ン 時 に レバ ー を 6⑳ - - 22 
に 入力 し た まま に し て 、 し ゃ が み 起 き の 状態 か ら す か さ ず @ を 連打 、 
起き 上 が り に 重ね て きた 相手 の 攻撃 を か わし な が ら 服 合 裏 旋 脚 を レッ ト 9 ・ - 3 
させ る 、 と いう 特殊 テク ニッ ク も ある 。 か わ さ れ た り ガ ー ド され た 場合 
の 硬化 時 間 は 長く 、 ⑥⑥ な ど に よる 反撃 を あっ さり と 食らっ て し まう 。 ま 
た 、 こち ら と 相手 の 軸 足 が 異な る 場合 、 有 登 裏 旋 卿 が し ゃ が ん だ 相手 に 
ヒッ ト し な く な っ て し まう こと が ある 。 接近 戦 で は 特に 注意 すべ き 点 だ 。 
に て ん きゃ く 
31. 背 転 脚 ⑮&K 空中 攻撃 
バク 転 の 体勢 か ら 蹴 り を 出す 技 。 空中 攻撃 属性 を 持つ た めし ゃ 
が ん で いる 相手 に も ヒッ ト 、 さら に ダメ ー ジ が 40 も ある の は 大 
き な 上 魅力 な の だ が 、 攻撃 力 の 発生 まで に 20 フ レー ム を 要 し 、 コ 
マン ド 入 力 か ら ワ ン テ ン ポ 遅 れ て 技 が 出る た め 、 タイ ミン グ を (20 過 
合わ せる の が 難し い 。 さら に 硬化 時 間 が 34 フ レー ム と 長い た め 、 
か わ さ れ た 場合 の 危険 も 大 きい 。 突進 し て くる 相手 に 対し て 早 34| 
め に 技 を 出す か 、 相手 の 起き 上 が り に 重ね る よう な 感じ で 出し ⑦ ⑨ @⑤ 
て いく 、 と いう の が ベタ ー だ ろう 。 ちな み に 、 対 CPU 戦 で リオ ン Ga、。 2 


が 相手 の 時 に 、 接近 し て か ら 背 転 脚 を 出す と 、 リ オン は 軸 移 動 
し て 自分 か ら 勝手 に 蹴り に 当たっ て くれ る 。 9 - - 32 


えん じん せん 上 ぶ ぷ う きゃ く 


-32. 燕 陣 旋 風 脚 ④*G 上 段 攻撃 此 。 


旋風 オ (⑥ 十 @⑧) と は 逆 に 、 時 計 回 り に 体 を 回 転 さ 
せ て 繰り 出す 上 段 回 し 蹴り で 、 相手 と の 間合い に 
よっ て ダメ ー ジ が 変化 する 。 旋風 より も 発生 時 
間 が 6 フレ ー ム 速い た め 、 単発 で 出す 機会 は こち ら 
の 方 が 多 い だ ろう 。 し か し 、 し ゃ が ん で か わ さ れ た 
場合 の 相手 の 反撃 の 容易 さ は 旋風 叶 と 大 差 な く 反 
撃 は 必至 、 さ ら に 回 し 蹴り に も か か わら ず ア キラ 
の 単 異 頂 ( ゐ @⑥) や パイ の 螺旋 抜 掌 (q@⑥) で あっ さ 
り 返 ぐれ て し まう の は 大 き な が な 弱点 だ 。 


090 


30 


34. 


36。 


せん 点 う が 


旋風 牙 ⑯:G) 上 段 攻撃 


体 を 反 時 計 回 り に 一 回 転 さ せな が ら 出 す 、 上 段 へ の 回 し 蹴り 。 
相手 と の 間合い で ダメ ー ジ は 変化 し 、 近い 場合 の 最少 ダメ ー 
ジ は 25 だ が 、 遠心 力 が 働く つま 先 の あたり で ヒッ ト さ せれ ば 
ダメ ー ジ は 45 ま で 増加 する 。 強力 だ が 、 攻撃 力 発 生ま で に 2 2 
フレ ー ム を 要する の は 上 段 攻撃 と し て は 致命 的 で 、 
応 で きる プレ イヤ ー な ら 、 技 の 出 始め の モー ショ ン を 確認 
て か ら で も 、 し ゃ が ん で か わす こと が で きる の だ 。 軸 
た 場合 に は 、 投げ や 打撃 技 で あっ さり 反撃 され て し まう 。 確 
実に 旋風 所 を ヒッ ト さ せ た い な ら 、 油 燕 掛 塔 (る せ @+⑧) で 
相手 を 転ば せ て か ら 出 す の が ベス ト だ 。 


えん せん し ゆ ゅ う 


燕 旋 蹴 ⑦:@ 
L@(。②。 ぐ ⑨)Kx@] 下段 攻撃 


地面 すれ すれ に 下段 回 し 蹴り を 繰り 出す 。 旋風 な ご と 同じ く 、 相 
手 と の 間合い に よっ て ダメ ー ジ 量 は 変化 する 。 相手 の 上 段 攻撃 を 
し ゃ が ん で か わし つつ 出し た り 、 旋 中 月 (人 ⑯) が カウ ンタ ー で ヒッ 
ト し て 笛 に 浮い た 相手 に 単発 で 当て る な ど 、 接近 戦 で は 心強い 存在 
だ 。 ヒッ ト す れ ば 確実 に ダウ ン を 奪え る の で 、 す か さす ず 燕 襲 電撃 
( 合 ⑥) を 出し て いこ う 。 いっ た ん か わざ され て し まう こと 、 中 段 キッ ク 
で よろ めか され た だ た り 、 下 段 授 げ で 大 ダメ ー ジ を 被る こと に な る 。 燕 
旋 跡 を 速め の 間合い で 出し 、 相手 が 出し て きた 中 段 攻 撃 を 燕 旋 失 柳 
(@⑤) や 架 脚 旋 転 (⑥) で 返す 、 と いう 手 も 一 応 あ る が 、 タイ ミン 
グ が 難し く 、 か な り の リス ク を 伴う 。 対 ア キラ 戦 で は 、 燕 旋 蹴 の 使 
い ど ころ に は 特に 注意 が 必要 だ 。 と いう の は 、 燕 旋 蹴 の 便 化 時 間 中 
に 猛虎 便 叩 山 ( 生 必 @⑥) を ヒッ ト さ せら れる と 尻 も ち を つか され 、 交 
潤 の 追撃 を 喰らっ て し まう こと に な る か ら だ 。 


1 


副 楽 誕 山 が 


風 サ と 。 ト 傘 か ⑥) Si 
eu ト 和 cx⑥) | 上 上 ら 段 攻撃 


沖 拳 (⑥) が ヒッ ト し た 瞬間 に 、 す か ざさ すず ⑯ 圭 @ を 入力 10:20-40 
する と 、 通常 より も 攻撃 力 の 発生 時 間 が 4 フレ ー ム 速 

く 旋風 オオ が 出る 。 し か し 単発 で 出す 技 よ り も ダメ ー ジ 
が 低く 、 な お か つ 便 化 時 間 が 10 フ レー ム も 長く な っ 
て し まう 上 、 両方 と も 攻撃 属性 が 上 段 な の で 、 実戦 で 341 
は これ と いっ た 使い どこ ろ は な い だ ろ う 。 


ぐ ⑲ ⑨ 
ゆ - - 19-22 
⑱ - - 2932 


連 拳 菩 旋 蹴 re( ツ WO) | (。②。③))W*) | 上 下 ら 段 攻撃 Si 


連 拳 旋風 所 と 同様 に 、 沖 拳 (⑥) が ヒッ ト し た 瞬間 に 燕 旋 蹴 の コマ 
ンド を 入力 する と 、 通常 の も の より も 攻撃 力 の 発生 が 2 フレ ー ム 
ほ ご 遅く な り 、 さら に 便 化 時 間 も 8 フ レー ム 長 く な る 。 これ だ け 
見 る と まる で メリ ッ ト が な さそ うな 技 だ が 、 実戦 で は 沖 拳 か ら 燕 
旋 蹴 が 出る まで の 中 送 半端 な 時 間 と 、 上 段 か ら 下 段 へ の 攻撃 の 
つなが り が いい フェ イン ト と な る の だ 。 バイ の 持ち 技 の バリ エー 
ショ ン と し て 、 あえ て 連 拳 旋風 に こだわ る と いう 姿勢 も また よ 
い だ ろ うっ 。 
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れん けん た い 


37. 連 拳 臓 MK [pk] 上 上 2 邊 攻撃 〇 O 


沖 拳 (⑥) に 続い て 、 体 を 半 回 転 させ る 上 段 後ろ 回 し 蹴り を 出す 。 E 10-30 3 
パイ の 場合 、 普 通 に 沖 拳 が ヒッ ト し て も 、 続 け て 出る 蹴り は 

ガー ド さ れ て し まう た め 、 通常 状 態 連 拳 妥 を 使う こと は 少な gp 記 【 有 
い だ ろ う 。 た だ 、 沖 拳 が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 は 、 ダメ ー 


ジ 量 の 増加 に よっ て 相手 の 硬化 時 間 が 延び る た め 、 蹴り の 方 も 38 
確実 に ヒッ ト す る 。 ちな み に 、 完全 な カウ ンタ ー (相手 が 技 を 出 

す 瞬 間 に 沖 拳 が ヒッ ト す る ) で な く て も 、 硬化 カウ ンタ ー (相手 ⑳ ⑨ 
の 技 の 硬化 時 間 中 に 沖 拳 が 決ま る と 、 ダメ ー ジ は 1.125 倍 士 1 と 6 0 
な る ) で あれ ば よい 。 連 挙 用 は 返し 技 の 基本 で も ある が 、 後述 の 

双 拳 旋風 用 を 出し た 方 が 有効 な 場面 も 多い 。 9 - ・ 2 


し ょ う 


_38. 連 洛 や 介 [p] 上 上 2 段 攻撃 ① 


2 発 連 続 で 沖 拳 を 繰り 出す 。 1 発 目 が ヒッ ト す 
れ ば 2 発 目 も 必ず ヒッ ト す る 、 完全 な コン ビ 
ネー ショ ン 。 後述 の 雷撃 掌 も 同様 の 完全 コン 
ビ ネ ー シ ョ ン な の で 、 連 掌 で 止め る より も 3 
発 目 を 出し た 方 が 、 写 え る ダメ ー ジ も 大 きく 
て 一 見 有効 そう だ が 、 わずか 11 フ レー ム と い 
う 便 化 時 間 が 接戦 で 有利 に 働く こと も 多い 。 
連 掌 で 反撃 し て お いて 、 直後 に 投げ や 究 沖 拳 
(人 ⑥)、 旋 中 朋 (⑯) に つない で いけ ば 、 相手 
を 翻弄 で きる だ ろう 。 


そう けん せん ぶ ぷう た い 


双 拳 旋風 腺 や ⑤K め 


上 段 パン チ 2 発 か ら 蹴 り を 出す 、 上 段 攻撃 だ け で 構成 され た コン ビ E 10.10.30 3 
ネー ショ ン 。 宙 に 浮か せ た 相 手 に 対し て 最も 手軽 に 入る 。 ま た 、 最 後 

の 蹴り が カウ ンタ ー ヒ ッ ト な ら 連 環 転 身 掃 脚 (⑥⑥@⑥ ひ @⑥) で の 追い 打 ーー 
ち も 可 能 だ 。 ダ ウン させ た 相手 に は 燕 襲 雷撃 ( 合 ⑥) が 、 起 キ 上 が り の 6 / 学 14 ョ 
遅い 相手 な ら 燕 襲 高 雷撃 ( 含 6) も 狙え る の で 、 ト ー タ ル の ダメ ー ジ 量 


ボ と し て ヒッ ト す る の は 2 発 目 の パン チ ま で で 蹴り は か わ さ れ て し ま 
うこ と が 多い の が 難点 。 スキ の 少な い 連 掌 で 止め 、 他 の 技 を つない だ 
方 が 確実 だ ろう 。 特殊 な 用 法 だ が 、 製 燕 掛 塔 ( お ね せ @⑥ 寺 ⑨⑧) の 後に 、 ⑥ 
を 入力 し て か ら 、 相手 が 起 キ 上 が っ て きた と ころ で ディ レイ を か けた 
⑥⑯ を 入力 する と 、 2 発 目 の パン チ と 3 発 目 の キッ ク が 決ま る 。 


則 に 


40. 雷撃 掌 ⑤⑤⑤ [pp] 上 上 上 3 段 攻撃 ① 


上 上段 パン チ 3 連 発 。 完全 な コン ビ ネ ー シ ョ ン で 、1 
発 目 が 当たれ ば 3 発 目 まで 全部 が ヒッ ト す る 。 総 ダ 
メー ジ 量 は 32 で 、 相手 の わずか な スキ を 突い て 叩き 
込む 反撃 技 こ し て は 悪く な い 。 た だ し 、 相手 に し ゃ 
が まれ る と 完全 に か わ さ れ て し まい 、 さら に 人 硬化 時 
間 中 に 簡単 に 投げ られ て し まう 。 また 、 問 合 い の 外 
で か わ さ れ た 場合 に も 、 投げ や 打撃 技 に よる 反撃 
喰らっ て し まう の で 、 離れ た 間合い で の 牽制 技 と し 
て は 不向き だ 。 こう し た 場面 で は 連 掌 (⑥@) で 止め 
る か 、 最初 の パン チ を 員 ⑥ で 出し て 、 相手 と の 問 合 
い を 少し で も 近づけ る よう に すべ きだ 。 
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4). 


4 グ . 


4J. 


か ん て ん し ん きゃ く 


環 転 身 脚 ⑤ や ⑤K 


四 l> 


Q 


|,O| 上 上 上 上 4 段 攻 撃 


雷撃 掌 か ら 旋風 所 を 繰り 出す コン ボ で 、 全部 が ヒッ 
ト し た 場合 の 総 ダ メー ジ は 82 と いう 強力 さ を 誇る 。 
た だ し 、 1 発 目 が ヒッ ト し て も 確実 に 当たる の は 3 発 
目 ま で で 、 最後 の 蹴り は し ゃ が ん で か わざ され て し ま 
う 。 39 フ レー ム と いう 便 化 時 間 は 致命 的 で 、 かなり 
の 大 反撃 が 待っ て いる だ ろう 。 地上 に いる 相手 に 対 
し て この 技 を 使う 必要 は まっ た く な く 、 旋 中 服 
(人 ⑥) で 相手 が 高く 浮い た 場合 の 追い 打ち 技 に 止め 
て お く 方 が 賢明 だ 。 た だ し 、 抽 燕 掛 塔 (@ せ @⑥+†⑧) 
の 後に すぐ さま この 連環 転身 脚 を 繰り 出せ ば 、 3 発 
目 の バ ンチ か ら 旋 風 叶 が 見 事 に つなが り 、 大 ダメ ー 
ジ を 与 える こと が で きる 。 


連環 転身 掃 脚 や や ⑤③K。 
|@⑤⑤.⑤①(。②。③④)| 上 上 上 下 4 段 攻撃 


総 ダ メー ジ 量 7 2 の 、 雷撃 掌 か ら 燕 旋 蹴 へ の コン ビ 
ネー ショ ン 。 攻撃 の 属性 が 上 段 か ら 下 段 へ と 切り 替 
わる の で 、\⑯ の 入力 の 際 に ディ レイ を か が けれ ば 、 
雷撃 掌 へ の 反撃 を 月 っ て ガー ド が 甘く な っ た と ころ 
に 燕 旋 蹴 を 当て る こと も で きよ う 。 だ が 、 相手 に そ 
こそ この 腕 が あれ ば まず 決ま る こと は な く 、 また 相 
手 が 最初 か らし ゃ が み ガ ー ド を し た まま だ と 、、 完 全 
に 防御 され て し まう 。 や は り 、 宙 に 浮い て いる 相手 
へ の 追い 打ち 攻撃 と し て 出す の が 基本 で あり 、 最も 
有効 に ダメ ー ジ を 与え られ る だ ろう 。 ちな み に 、 最 
後 の 燕 旋 蹴 が 出 た 後 の 便 化 時 間 中 は 立ち 判定 に な っ 
て いる の で 、 上 段 授 げに よる 反撃 を 喰らっ て し まう 。 


(gp)(S( 


S) ⑲ 
@- - 2 
@ 介 剖 還 


CO 


1 や (②③) 愉 ] 上 上 上 空 4 段 攻撃 


総 ダ メー ジ 量 は わずか 52 と 、 4 段 攻 撃 の コン ビ ネ ー 
ショ ン に し て は 少な い 。 し か し 3 発 目 の パン チ か ら 
わずか 10 フ レー ム で 痛 転 肢 の 攻撃 力 が 発生 、 相手 が 
し ゃ が み ガ ー ド を 続け て いた 場合 で も 、 最後 の 蹴り 
が ヒッ ト し て さら に ダウ ン 状 態 に な る な ど 、 技 こし 
て の 性 能 は 高い 。 ガー ド さ れ て も 、 育 転 脚 を 相手 の 
体 に 当て れ ば ある 程度 の 間合い が 確 介 ご れる の で 、 
反撃 され る リス ク は 少な い 。 ちな み に 、 3 発 目 の パ ン 
チ が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 に は 、 連 拳 朋 
(@⑥) と 同様 に 完全 な コン ボ こ と し て 痛 転 脚 が ヒッ ト 
する 。 近 燕 掛 塔 ( お ね せ ⑥+⑨⑥) の 後に 連環 育 転 脚 を 出 
し た 場合 は 、 連環 転身 脚 こと 同様 に 3 発 目 こ 4 発 目 が 人 確 
実に ビッ ト す る 。 相手 を 遠く に 吹っ飛ば し た い 時 に 
は 、 こち ら の 方 が 効果 的 だ ろう 。 
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て ん し ん ぞう と う 


44. 転身 捜 倒 / 光 :G) 上 段 投 げ 


相手 の 腕 を か ら め 取 り 、 そ の まま 引き 倒す 投げ 技 。 相手 が 立っ て いれ ば 、 こち 
ら が し ゃ が ん だ 状態 か ら で も 投げ る こと が で きる 。 レバ パー に よる コマ ンド 入 
力 を 必要 と せ ず 、 @ ぢ と @ を 同時 に 押す だ け で 瞬時 に 出る の で 、 上 段 攻 撃 を か 
わし た 直後 な どの と っ さ の 場合 に は 最適 だ が 、 基本 授 げ ゆえ に 相手 に 投げ 抜 
けら れ て し まう と いう 弱点 が ある 。 相手 と の 間合い や 体勢 に よっ て 投げ が 成 
立 し な い 状 況 で は 、 入力 し た 6@+@ コ マン ド は 沖 拳 に な る 。 これ は 、 ⑥ の み で 
出る 本 来 の 沖 拳 と まっ た く 変 わら な いも の な の で 、 ⑥+@ の 後に @ を 入力 す 
れ ば 、 投げ に 失敗 し た 場合 で も 自動 的 に 連 拳 服 (@⑯) に 切り 替わっ て くれ る 。 


WW Ws せん ぷう えん じん 


肩 か ら 相 手 に 当たっ て 足 を か け 、 体 を ちず ける よう に し な が ら 押 し 倒し て い 
く 。 パイ の 数 ある 持ち 技 の 中 で も 、 モー ショ ン の 派手 さと 美 し さ が ひと きわ 
目 を ひく 。 レバ ー を に 入力 し な けれ ば な ら な い の で 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド 
か ら だ と 入力 が や や 難し いか も し れ な い が 、 60 と いう ダメ ー ジ の 大 き さ は 魅 
5 “ 力 的 。 積極 的 に 狙っ て いき た い 。 投げ た 後に は 相手 と の 位置 が 入れ 替わる の 
ニー で 、 リ ング 際 に 追い 詰め られ た 場合 な ど に は 特に 有効 だ が 、 逆 に 相手 を 追い 
ェ De で 旋風 燕 陣 を 出す と 、 相手 を リン グ に 残し て パイ だ けが リン グ か 
ーー | 。 6 ら 転 落し て し まう こと が ある 。 滅多 に な いこ と だ が 、 一 応 注意 し て お こう 。 


_46. 天地 頭 落 / 泊 ②②⑤ [(⑤⑨@⑤)。] 上 段 投げ 朝 


相手 の 頭 を 脇 に 抱え 込ん で その まま 地面 に 引き 落と し 、60 と いう 大 ダメ ー ジ を 与え 
る 投げ 技 。 わ ず か 3 ステ ッ プ で コマ ンド は 完了 、 特に クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド か ら 続 け 

て コマ ンド を 入力 する こと が で きる の で 、 相手 の 技 を か わし て か ら も 狙い や すい 。 

天地 頭 落 が 失敗 し て も 、 掃 沖 拳 が 出る だ け な の で 、 リス ク は ほとん ど な い 。 また 、 93 
相手 を 後方 に 大 きく 放り 投げ る と 同時 に 、 相手 と の 位置 が 入れ 替わる の で 、 リ ング 

際 に 追い 詰め られ た 状態 か ら 立場 を 逆転 させ た り 、 相手 を 投げ 捨て て リン グ ア ウト 

させ た り も で きる 。 技 の 特性 は 、 同じ ダメ ー ジ 量 の 旋風 燕 陣 に 似 て いる が 、 実戦 で 

の 使い 勝手 は 天地 頭 落 の 方 が は る か に いい 。 


し ん い ん し ょ う 


4/. 


亜 い 


定 さ れ て いる の で 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド か ら の 入力 が 容易 に で きる 
の は 大 き な メ リッ ト 。 この 場合 は ゆ 必 を 入力 し て か ら ゆ ゅ @⑥+⑥⑯ と 入 
力 す れ ば 、 相手 と の 間合い を 大 きく 詰め な が ら 技 を 出す こと が で き 

雷 隊 掌 打 が 自動 的 に 入っ た 直後 に は 、 さ ら に も う 1 発 雷 陰 掌 打 
( ぐ @) で 追い 打ち が で きる の で 、 実質 的 な ダメ ー ジ 量 は 通常 状態 で 
60 と な り 、 旋風 燕 陣 や 天地 頭 落 と 同じ 数 値 に な る 。 


せい えん か が と う 


48. 没 燕 掛 塔 間 ④②⑰():@) LC⑨⑨W:x@⑥)so] 上 段 投げ 


相手 を 引き 倒し 、 さ ら に 起き 上 が っ て くる 相手 に 任意 の 追い 打ち 攻撃 を 用 そ える と いう 30 3 


特殊 な 投げ 技 。 技 目 体 の ダメ ー ジ は 小さ い が 、 それ より も 特筆 すべ き は 、 相手 と 自分 
の 便 化 時 間 の 差 で わる 35 フ レー ム に 渡っ て 攻撃 の チャ ンス が ある 点 。 遇 燕 掛 塔 か ら 
連環 転身 脚 (@@⑥⑯) で 追い 打ち を か ける と 、 総 ダ メー ジ 量 は 実に 90 を 超え る の だ 。 
また 、 高 端 財 ( ゆ ゅ ⑯) や 双 拳 旋風 朋 (@⑥⑥@⑥) 、 連環 育 転 脚 (@@@⑥\ せ ⑯) で 追い 打ち を か 
けれ ば 、 相手 を 吹き 飛ば すこ と も 可能 な の で 、 リン グ 際 に 追い 詰め られ た 状態 か ら の 
一 発 逆転 も 可能 だ 。 入力 に 慣れ な いう ち は 転 身 捜 倒 に な っ て し まい が ち だ が 、 これ は 
正確 に と 入力 し て いな いか 、 すべ て の コマ ンド の 入力 を 20 フ レー ム 以 内 に 完了 し 
て いな い 、 も し く は 上 自分 が し ゃ が ん だ 状態 で コマ ンド 入力 を 行なっ て いる か の いずれ 
か が が 原因 に な っ て いる こと が 多い 。 


, 
59(103) / 」 
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45. 旋風 燕 陣 / 旨 ②③ ツ WI(③ あ so] 上 段 投 げ 


入党 / 議 の の 人 ) [の ゆ /*W] 上 段 投げ 


相手 の 定 を 払い な が ら 押 し 倒し 、 倒れ た と ころ に 雷 陰 掌 打 で 追い 打 
ち を か ける 。 1 回 目 の ゆ 入力 か ら 次 の ゆ ゅ の 入力 受付 時 間 が 長め に 設 


えん ふう りん し ょ よう 


49. 燕 風 輪 翔 包 ②⑤:K:⑥) 33 
|② の OxG)| 下段 月 し 


相手 の 頭 に 手 を つき 、 側 転 し な が ら 背 後 を と る 技 。 相手 が し ゃ が 47(5) 
ん で いる 場合 に の み 出 すこ と が で きる 。 燕 風 輪 胡 で は ダメ ー ジ を 

号 え られ な い の で 、 背後 を こっ た 時 に 生ま れる 8 フレ ー ム の 便 化 

時 間 差 の 間 に ど の 技 を 入れ て いく か が 重要 と な る 。 アド バタ イズ 

画面 で 登場 する 燕 旋 蹴 (@+⑥) の 他 に も 、 相手 の 反応 が 遅い 場 

合 な ら 飛 燕 型 脚 ( ね ⑯⑯) や 連環 転身 掃 脚 ( ゆ ゆ @⑥@@⑥ せ ⑯) が 狙え る 

だ ろう が 、 や は り 旋 中 朋 ( 人 ⑯) が ベス ト だ ろう 。 相手 が 立っ て い 

て も し ゃ が ん で いて も ヒッ ト す る こと 、 さら に 相手 が 反撃 を 試み 

た と ころ に カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ ば 、 宙 に 浮い た 相手 に 連環 転 

身 掃 脚 な ご で 追い 打ち を か ける こと も で きる か が からだ 。 


50. 燕 』 擬 上 芝 w に 対し くつ )( 和 ) KON 上 段 返 し 技 


_ 中. 薫 旋 失 材 arasu@② [@] 中 段 返し 技 


ーー 


する と 、 相手 の 攻撃 を 受け 流せ る 。 入力 コマ ンド は 異な る が 、 技 の モー ショ ン と 
ダメ ー ジ 、 便 化 時 間 は ご どちら も 同じ だ 。 パイ の 他 に も 、 相手 の 攻撃 に 対す る 返し 

技 を 持つ キャ ラク ター は いる が 、 パイ の 場合 は 相手 の 技 に 攻撃 力 が 発生 する タイ 70| 
ミン グ に 合わ せ て 返し 技 の コマ ンド を 入力 し な けれ ば な ら な い 。 タイ ミン グ は 微 
妙 な の だ が 、 入力 が 遅れ て も 相手 の 攻撃 が カウ ンタ ー で 当たる 心配 が な い の は 大 

き な メ リッ ト と いえ よう 。 返し 技 が 成立 し な か っ た 場合 に は 、 沖 拳 (⑥) も し く は 

育 映 中 拳 (は ⑥) が 出 て し まう が 、 続け て @ ボ タン や @⑯ ボ タン を 入力 すれ ば 、 そこ 

か ら 連 掌 や 連 拳 服 を 出す こと も 可能 だ 。 た だ し 、 カ ゲ や サラ に 代表 され る 、 投げ 

を 兼ね た ヒジ 打ち に 対し て 燕 旋 撮 柳 を 狙っ て 失敗 し た 場合 は 、 痛 身 沖 拳 の スキ を 

つか れ て 手 も な く 授 げ ら れ て し まう こと に な る 。 


ん し ょ う 


り 〆. 螺旋 接 掌 上 ecaL(⑤( 了 ー) [②③⑤] 上 段 返 し 技 


相手 の 上 段 キ ッ ク に 合わ せ て る @ と 入力 する と 、 相手 の 足 を すく う よ う な 形 で 蹴り を 受け 
流す 。 反応 能力 に 秀 で た プレ イヤ ー な ら 、 ジャ ッ キ ー の サイ ド フ ッ ク キ ッ ク ( る G@) ぐら い 

は 、 技 が 出 た 瞬間 の モー ショ ン を 確認 し て か ら ゐ @ と 入力 し て も 返す こと が で きる 。 うま 

く 相 手 の 攻撃 を 返せ な か っ た 場合 に は 、 その 場 で 前 進 し な い 沖 拳 ( ぉ ゐ ⑥) が 出る が 、 これ は 66 
通常 の 沖 拳 (⑥) と 同じ も の だ 。 相 手 の 技 の タイ ミン グ が うま く 読 め な い 時 に 、 @@ を 繰り 
返し て 入力 し て いる と 、 コマ ンド 入力 受付 の 関係 で 連 掌 (⑥@) や 雷撃 掌 (⑥⑥) が 出 て し ま 

うこ と が ある 。 そん な 時 に は @@@ と 入力 し て 、 @ ボ タン で コマ ンド に キャ ン セ ル を か け 

て や る と よい 。 あま り 名 骨 に 返し 技 ば か り を 狙う の は 考え も の だ が 、 相手 が 技 を 出し や す 

い シ チュ エー ショ ン を こち ら で 作 っ て や り 、 「 出 させ た 」 技 を 返す と いう 積極 的 な 戦法 は 、 

「VF2」 の 面白 さ の 一 部 で あり 、 上 級 プ レイ ヤー の 証 で ある と 言え よう 。 


か きゃ くせ ん て ん 


人 シー 53. 架 脚 旋 転 諸 。aaL②) [②] 中 段 返し 技 


相手 の 中 段 キ ッ ク 攻 撃 に 対し て ら @ を 入力 する と 、 相 手 の 足 を 取っ て 引き 倒す 返し 技 
が 出る 。「VF2」 で は 中 段 キ ッ ク の 重要 性 が 増し て いる こと も あり 、 こ の 架 脚 旋 転 の 

存在 意義 は 大 きい と 言え よう 。 リ スク の 少な い 狙 い 方 ヒ とし て は 、 サ ラ の ジャ ッ ク ナ イ 

フサ イド ( ひ @@) や カゲ の 散弾 裏 蹴 り (⑥@⑥⑥@⑯)、 ジ ェ フ リー の ケン カキ ッ ク ( ゆ ゅ @) 回 
な ど 比 較 的 タイ ミン グ を つか みや すい 技 や 、 対 CPU 戦 で ダウ ン を 奪わ れ た 場合 に 、 起 

き 上 が り に 重ね て くる 中 段 キ ッ ク に 対し て 出す 、 と いう や り 方 が ある 。 ま た 、 燕 旋 喘 

( ひ @+@) を し ゃ が み ガ ー ド し た 相手 が 中 段 攻撃 を 合わ せ て くる 、 と いう パタ ー ン が よ 

く あ る が 、 こ うし た ケー ス で は 、 燕 旋 蹴 が 相手 の 体 に 当たっ た 直後 に は @ と 入力 すれ 

ば 、 簡 単に 保 脚 旋 転 も し く は 燕 旋 撮 柳 で 相手 の 攻撃 を 返す こと が で きる 。 相 手 が 中段 

キッ ク を 「 出 し た く な る 」 状 況 と いう の は 意外 と 限ら れ て お り 、 そ れ を 見 切る こと が 架 

脚 旋 転 を 生か す 第 一 歩 だ 。 と は いえ 、 技 の タイ ミン グ を 誤っ て 背 身 沖 拳 (⑥) が 出 て 

し まっ た 場合 に は 、 確 実に カウ ンタ ー で 中 段 キ ッ ク を ヒッ ト さ せら れ て し まう 。 
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096 


パイ ・ チ ェ ン の 基本 戦術 


牽制 の た め の 小 技 
(任意 の 回 数 使用 ) 


ダウ ン を 奪う 
決め 技 


飛燕 の ご と く 華 衣 な 格闘 家 

電光 石化 の スピ ー ド が 身上 の パイ 。 多彩 な 投げ 
技 や 、 中 、 下段 の 死角 が 少な い 打 撃 技 は 、 ど れ も 
その 敏 捧 ご が あっ て こそ の も の ば か り だ 。 し か し 、 
款 し いか な 一 発 の 威力 に 灸 ける た め 、 せっ か が く 体 
力 を 少し ずつ 削っ て 優勢 に 立っ て も 、 空中 コン ボ 
で 一 気 に 体力 を 奪わ れ た り リ ング 際 に ブッ 飛ば さ 
れ た り し て 、 あっ と いう 間 に 立 場 を 逆転 させ られ 
こと も 多い 。 や は り 、 打撃 技 は 布石 と し て 使い 、 
いか に 相手 に スキ を 作ら せ て 投げ 技 を 決め られ る 
か が 勝負 の 分 れ 目 と な る だ ろう 。 そ の 容姿 に 相応 
し い 華 豚 な る パイ ”" で の 闘い を 目指 し て ほし い 、。 


付か ず 離 れず で 戦う べし ( 図 1) 

スピ ー ド を 利 し て 相手 に 近づき 、 速い 技 を 繰り 
出し て 相手 の 攻撃 を 止め 、 問 合 い を 調節 し な が ら 
投げ 技 に つなげ る 。 幸い 、 パイ に は 技 の 出 が 速く 、 
射程 の 長い 中 段 攻撃 が 揃っ て いる の で 、 投げ 技 を 
狙う 場合 に は この ヒッ ト & ア ウェ イ が 有効 と な ろ 
う 。 相手 に 近づく 技 と し て まず 考え られ る の が 、 


状況 に より 較 還 に 
$ 使用 する 行動 


天地 頭 落 
の (⑨ 
な どの 


飛燕 単 肢 と 雷撃 掌 。 飛燕 単 郎 は リー チ が ある 上 に 
ガー ド さ せれ ば スキ は な く 、 雷撃 掌 は 上 段 攻 撃 だ 
が スピ ー ド が ある 。 いずれ も 反撃 され る こと は ほ 
と ん ご な い 、 非常 に 重宝 する 技 だ 。 接近 戦 に 持ち 
込ん だ ら 、 内 沖 拳 、 旋 中 月 、 沖 拳 、 掃 沖 拳 、 旋 栽 股 
な ど を 中 心 に 技 を 出し て いこ う 。 これ ら の 技 を ポ 
ン ポ ン と 上 ふたつ ほど 出し て 相手 の 反撃 を 誘い 、 そ 
れ を ステ ッ プ バッ ク で か わす か 避け る か し た ら 、 
状況 に 応じ た 投げ 技 を 狙っ て いく 。 た だ し 、 この 
間合い は パイ に と っ て も 非常 に 危険 で ある 。 同じ 
パタ ー ン を 繰り 返し て いる と 、 いずれ は 相手 に 読 
まれ て 手痛い 反撃 を 受け こし まう 。 で きる だ け 変 
化 を つけ る よう に し た い 。 


接近 戦 に お ける 有効 な 攻め ( 図 2 ) 

中 心 と な る 技 は 、 や は り 出 が 速い 中 段 攻撃 の 
野 沖 拳 。 こ の 技 を 連続 で 出す だ け で も か な り の 
プレ ッ シ ャ ー を 与え られ る が 、 キャ ラク ター に 
よっ て は @⑧⑥ の コン ビ ネ ー シ ョ ン で あっ さり と 返 
され て し まう の で 、 この 技 を 出し た 後 は 相手 の 行 


ステ ッ フ バッ ク 


菩 旋 撮 柳 ⑤ 
な どの 返し 技 


動 を よく 見 て 、 容 中 拳 を 連続 で 出す の は 2 回 くら 
い に と ど め て お いた 方 が いい だ ろう 。 

ダウ ン を 奪う 技 こ し て 重宝 する 旋 中 乳 は 、 相手 
を し ゃ が ませ る よう な 攻撃 の 後に 出す の が いい 。 
例え ば 、 雷撃 掌 や 連 掌 で 近づい た 後 な ど に 出す と 、 
相手 は し ゃ が ん で よ け よ うと する こと が 多い の 
で 、 も の の 見 事 に 引っ つか か っ て くれ る 。 これ は 飛 
燕 認 脚 で も 同様 の こと が 言え る 。 カウ ンタ ー で 技 
が ヒッ ト し て 相手 が 高く 浮い た 場合 は 連環 転身 
掃 脚 を 旭 う べし 。 パイ の 唯一 と 言っ て も いい 大 ダ 
メー ジ を 与え られ る 空中 コン ボ な の で 、 確実 に 入 
れ ら れる よう に し た い 。 た だ し 、 残 訪 な が ら 重 量 
級 の ウル フ 、 ジ ェ フ リー に は この 空中 コン ボ は 入 
ら な い の で 、 即 座 に ダウ ン 攻 撃 だ 。 ち な み に 、 相 
手 が ヒ ザ 状 り を 空振り し た 時 も 連環 転身 脚 を 叩 き 
込ん で お こう 。 

接近 戦 で 混戦 に な っ た ら 、 服 登 裏 旋 脚 か 燕 旋 
蹴 で 流れ を こち ら に 引き 込ん で や ろう 。 妥 登 裏 
旋 脚 は 掃 沖 拳 や 旋 栽 肛 か ら 、 燕 旋 蹴 は ほん の 少 
し ステ ッ プ バッ ク し て か ら 出 すこ と 有効 だ 。 ヒット 
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表 1) 返 し 技 の 具体 的 チャ ンス 
相手 キャ ラ 相手 が 出し て くる 技 
対 ア キラ 燕 旋 蹴 を ガー ド し て 猛虎 硬 各 山 を 
リン グ 際 で 押し 出し を 狙っ て 禅 門 則 を 
対 バイ 塞 沖 拳 か ら の 連係 を 
対 ラ ウ 掃 沖 拳 か ら の 斜 上 掌 を 
対 ウ ルフ ロー ハン マーー バ パ バー ティ カル アッ パー を 
対 ジ ェ フ リー ケン カキ ッ ク を 確認 し て 
対 カ ゲ 開始 直後 の や ⑮⑥ を 
散弾 裏 蹴り の 最後 の の ぐ を 


させ る こと が で きた ら 埋 陰 掌 打 ( ぐ ⑥) で 確実 に 追 
い 打 ち 。 た だ し 、 この ふた つの 技 は た ま に 出 すか 
ら 有 効 な の だ と いう こと を 忘れ ず に いて ほし い 。 
意表 を 突く 感じ で 出さ な いと その 効果 は 薄れ て し 
まう の だ 。 し か も 、 どちら も ガー ド さ れ た りか が わ 
され た り し た 時 の スキ は 小さ く な い 。 

パイ で 勝つ に は 、 いか に 投げ 技 に つなぐ か が に か 
か っ て いる 、 と いう こと を 最初 に 述べ た が 、 それ 
も これ ら の 打撃 技 を 意識 させ る こと に よっ て 、 格 
段 に 決め や すく な る 。 また 、 逆 に 投げ 技 を 意識 さ 
せる こと が で きれ ば 、 打撃 技 の 効果 も 倍増 する 。 
相手 の 行動 を 読み 、 こ ちら の 行動 を 読ま れ な いよ 
うに する 。 闘い に お いて は 基本 中 の 基本 だ が 、 こ 
の 基本 に 忠実 に 関 つ こと で 最も 力 を 発揮 で きる の 
が 、 パイ と いう キャ ラク ター で は な い だ ろ うか が 。 


返し 技 の 狙い どこ ろ 

パイ の 特徴 と し て も う ひ と つ 上 げ ら れる の が 、 
特定 の 上 段 と 中 段 の 技 を 燕 旋 撮 柳 ( つ ⑥・ は ⑥) や 
泉 脚 旋 転 (2⑥) な どの 返し 技 で 返せ る とい うこ 


B) 雷撃 掌 か ら 


上 理 * 掌 や)p) 


代表 


ど ) 


返し 技 相手 キャ ラ 相手 が 出し て くる 技 返し 技 

燕 旋 提 柳 (ね ⑥) 対 サ ラ ター ン ロ ー ス ピン キッ ク の 直後 の P⑩ を 燕 旋 失 柳 ( つ ⑥) 

燕 旋 所 柳 (⑥) ジャ ッ ク ナ イフ キッ クサ イド の 2 発 目 を 架 脚 旋 転 (2⑥) 
薦 旋 撮 柳 、 螺 旋 披 掌 (q@⑥) 対 ジ ャ ッ キ ー 開始 直後 の コン ボ エ ル ボー を 燕 旋 撮 柳 ( つ ⑥) 

燕 旋 択 柳 ( コ ⑥) 大 半 の 打撃 技 に 対し て 燕 旋 柳 、 螺旋 抜 掌 (G⑥) 
燕 旋 撮 柳 (つら ) 対 狗 帝 伏 挑 撃 か ら 月 英 叉 撃 な ど へ の 連係 を 燕 旋 撮 柳 ( つ ⑥) 
架 脚 旋 転 (⑥) 対 リ オン 箇 疾 歩 を 確認 し て 燕 旋 所 柳 ( つ ⑥) 

燕 旋 撮 柳 ( つ ⑥) 下段 連係 の 騰 撃 連 反 を 見 切っ て 燕 旋 失 柳 (つら ) 

架 脚 旋 転 (2⑥) 対 全 キャ ラ 燕 旋 蹴 を ガー ド し た 後 の 中 段 キッ ク を 架 脚 旋 転 ( じ ⑥) 


と 。 流れ を 変え られ る と いう 意味 で も 、 この 技 の 
存在 価値 は 非常 に 大 きく 、 ここ ぞ と いう 場面 で 使 
うこ と が で きれ ば 勝率 は グン と アッ プ す る は ず 。 
狙い どこ ろ は 、 各 キ ャ ラク ター の 定番 と な っ 
て いる 攻撃 パタ ー ン か 、 独特 の 連係 を 読み 切っ 
た 時 。 例 と し て 挙げ られ る の が 、 ラ ウ の 沖 捧 
( ひ @⑥) か ら の 斜 上 掌 ( 釘 ⑥) と いう 連係 。 一 試合 の 
中 で 2 回 も 返す こと が で きれ ば 、 同 じ 連 係 は 使 
っ て こない な い は ず だ 。 そう な れ ば こっ ちの も 
の 、 得意 の 攻撃 パタ ー ン を 封じ 込め た 相手 を 倒 
す の は 、 そう 難し いこ と で は な い 。 この 他 に も 、 
ジャ ッ キ ー が 好 ん で 使っ て くる サイ ド フ ッ ク キ ッ 
ク (@⑯)、 ダ ッシュ ハン マー キッ ク ( ゆ ゅ )、 ビー 
トド ナック ル (+⑳、 ラ イト ニン グ キ ッ ク 
(@+⑥⑯) な どの 技 は 、 すべ て 上 段 返 し 技 で ある 
燕 旋 撮 柳 で 返す こと が で きる 。 適当 に る @⑥ と 入力 
し て いる だ け で も 、 高い 確率 で 授 げ て し まえ る だ 
ろう 。 また 、 ジェ フリ ー の ケン カキ ッ ク ( ゆ ゆ ⑯) 
や リオ ン の 六 疾 歩 ( ゆ ゅ ゅ @) な ご ど は 、 技 が 出る モー 
ショ ン を 確認 し て か ら コ マン ド を 入力 し て も 十分 


に 間に合う は ず だ 。 こ うし た 技 を 確実 に 返せ る よ 
うに な れ ば 、 相手 の 攻撃 の 幅 を さら に 狭め ゆる こと 
に な り 、 闘い を 有利 に 進め る こと が で きる だ ろう 
(詳し い 返 し 技 の チャ ンス に つい て は 表 1 を 参照 の 
に だ 4 

し か し 、 返し 技 ば か り を 狙っ て この コマ ンド を 
連発 する の は や め た ほう が いい 。 狙っ て 返し た " 
か ら こ そ 相 手 が プ レッ シャ ー を 感じ る の で あっ 
て 、 マグ レ で 返さ ぐれ た だ け な ら 恐怖 感 は まっ た く 
な い だ ろ う 。 さら に 、 精神 的 ダメ ー ジ を 与え られ 
な い だ け で は な く 、 逆 に 自分 が カウ ンタ ー ヒ ッ ト 
を 喰らう 可能 性 が 大 きく な っ て し まう 。 うま く 使 
えば 勝敗 の 行方 を も 左右 する 返し 技 だ が 、 諸刃 の 
剣 で ある こと も 忘れ ず に 。 
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連続 技 を 極め る 

威力 の ある 技 が 少な い パ イ に と っ て 連続 技 、 特 
こ 空 中 コン ボ は 大 ダメ ー ジ を 与え られ る チャ ンス 
な の で 、 確実 に 決め られ る よう に な り た い 。 で は 、 
主 な も の を いく つか 挙げ て みよ う 。 


旋 中 服 か ら の 連係 連係 ( 図 1 ) 

旋 中 妥 が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 、 バイ 、 
サラ 、 リオ ン 、 鍵 帝 に は 浮き 具合 と 間合い 次 第 で 
連 環 転身 脚 が 入る 。 ま た 、 その 前 に レバ ー 前 入れ 
沖 拳 ( コ マン ド は 形 @⑥⑨) を 1 一 2 発 は さむ こと も で 
きる 。 た だ し ウル フ 、 ジェ フリ ー に は どう あがい 
て も 決ま ら な い の で 、 素直 に ダウ ン 攻 撃 を 出し た 
方 が いい 。 最 も 使用 頻度 が 高い 代表 的 な 連続 技 
だ 。 ま た 、 旋 中 懇 で 相手 が よろ めい た 場合 に は 、 
その 間 に 肉 沖 拳 を 当て て ダウ ン を 奪う こと が で 


さる 。 た だ し 、 間合い に よっ て は 究 沖 拳 が 届か すず 、 


届い て も 連環 転身 掃 脚 が 入ら な いこ と も ある 。 
この 場合 は 双 拳 旋風 月 な ら ほ ぼ 確 実 だ ろう 。 ウ 


答 種 局面 で の 戦術 


ルフ や ジェ フリ ー な どの 重量 級 な ら ダ ウン 攻撃 で 
ある 燕 襲 雷撃 の 方 が いい 。 容 沖 拳 を 高 蹴 服 (⑯) に 
し て も いい が 、 より 確実 に ダメ ー ジ を 与え た いな 
ら 中 段 攻撃 で ある 窒 沖 拳 を 使う べし 。 相手 の よろ 
めき 状態 か ら の 回 復 が 速い よう な ら 、 確実 で は な 
い が 投 げ 技 に いく と いう 手 も あ る 。 な お 、 その 時 
に は 投げ 抜け され る 危険 の ある 転身 捜 倒 (⑥+⑥) 
以外 を 出す よう に 。 


飛 刺 服 か ら の 連係 ( 図 2 ) 

当然 な が ら 重 量 級 に は 入ら な い 連 係 。 空 中 に い 
る 時 に 迎撃 され て し まう 恐れ も ある が 、 あま り 怖 
が る 必要 は な い 。 ま た 、 飛 刺 妥 の 後に 単発 の 沖 拳 
(@⑥@⑥) を は さむ こと も で きる が 、 確実 さ を と る な 
ら そ の まま 連環 転身 掃 脚 に つなげ た 方 が いい 。 


燕 閉 産 叉 肝 から の 連係 ( 図 3 ) 
飛燕 登 脚 (大 ジャ ンプ 同時 ⑯) を 空振り し て し まっ 
た 場合 に 、 燕 翔 産 刃 脚 (大 ジャ ンプ 降下 中 ⑯) を 出 


飛 制 妥 か ら の 連係 (図ら ) 


す と 相手 は よく 引っ か か っ て くれ る 。 カ ウン ター 
で ヒッ ト す れ ば 、 連環 転身 掃 脚 が 連係 可能 で ある 。 
た だ し 、 サラ 、 ジャ ッ キ ー に は サマ ー ソ ルト キッ 
ンク (⑯)、 カ ゲ に は 水車 蹴り ( ほ ⑯+⑥) で 返さ れ 
て し まう の で 下手 に 使う の は 控え よう 。 


燕 風 輸 玩 か ら の 連係 ( 図 4 ) 

下段 月 し 技 で ある 燕 風 輸 胡 は 優雅 で 美しい が 、 
パイ の 場合 は 育 後 か ら の 投げ 技 が な い の で 、 この 
技 を 出し た 後に は 何 を すれ ば いい の だ ろう か ? 
特に 有効 な 連係 と いう の は な か な か 思い つか な い 
だ ろう 。 な ら ば 、 優雅 つい で に 飛燕 烈 肝 (⑯⑥) 
を つない で みよ う 。 飛燕 弄 脚 は か な り の 先行 入力 
を 受け 付け もら える の で 、 後ろ に 回 り 込 ん で 着 
地 し た か し な いか と いう タイ ミン グ で コマ ンド を 
入力 し て し まっ て も 構わ な い 。 相手 が 一 目 散 に 逃 
げ て いっ た 場合 だ と 技 が 届か な いこ と も ある が 、 
それ で も 高い 確率 で ヒッ ト す る だ ろう 。 
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それ ぞ れ の 投げ 技 の 特徴 と 優先 順位 

パイ 最大 の 武器 で ある 投げ 技 だ が 、 使い どこ ろ 
に よっ て は リン グ ア ウ ト し て し まう な ど 、 と ん で 
も な いこ と に な っ て し まう 。 それ ぞ れ の 投げ 技 の 
性 質 と 用 法 を し っ か り 把 握 し 、 状況 に 適し た 技 を 
選択 し て いこ う 。 


@ 転身 捜 倒 (⑥+⑧) 

多彩 な 投げ 技 を 有する バイ と し て は 、 ほ と ん 
ど ご ど 使い道 の な い 基 本 コマ ンド 投げ 。 し か し 、 バイ 
は し ゃ が ん で いる 状態 か ら で も 相手 を 投げ る こ 
と が で きる の で 、 せ @+@ と いう コマ ンド で し ゃ 
が み パ ンチ を 出す と 意外 な 場面 で 相手 を 投げ た 
り 投 げ 抜 け で きた りす る 。 転身 捜 倒 で 授 げ た 後 
に は 埋 了 掌 打 は ほとん ご 決ま ら な い 。 それ どこ 
ろか 、 空振り し た と ころ に 起き 上 が り 攻 撃 を 員 
ら っ て し まう こと すら ある の で 、 狙わ な い 方 が い 
い だ ろ つう 。 


@ 倒 身 隊 学 ( ウ じ 必 @⑥+⑥⑤) 

ダメ ー ジ は 転身 捜 倒 と 同じ だ が 、 投げ 抜け さ 
れる こと が な い の こ と 、 雷 隣 掌 打 が 入り や すい の 
で こち ら の 方 が や や 有効 か 。 ま た コマ ンド の 性 
所 上 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド か ら 、 特に レバ パー を 
ゅ ウ 避 と 入れ て か ら @⑥+⑯ を 押す 感じ で コマ ン 
ド を 入力 する と 、 か な り 広 い 間 合い か ら で も 技 
を 決め る こと が で きる 。 相 手 を リン グ 際 に 追い 
詰め た 時 な ど 、 天地 頭 落 ( ゆ せ @⑥) を は じ め と する 
位置 が 入れ 替わる 投げ 技 を 狙え な い 状 況 の 時 に 
重 玉 する 。 


転身 捜 倒 


NG 
Ni の っ っ の 


便 身 陰 掌 ②②・ 放 


昌 / 天地 頭 落 ②⑤ 
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@ 天 地頭 沙 ( 必 せ ⑥) 

一 見 入力 が 難し そう な この 技 も 、 ク イッ ク フ ォ 
ワー ド ( ゆ 必 ) か ら 沖 捧 (V@) を 出す よう に する 
か 、 相手 の 近く で レバ ー を 4 分 の 1 回 転 さ せる よう 
に コマ ンド を 入力 すれ ば 、 簡 単に 技 を 出す こと が 
で きる 。 ま た 、 パイ の 背中 側 に 大 きく 相手 を 投げ 
飛ば せる と いう の が この 技 の 特徴 。 リ ング 際 に 追 
い 込 まれ た ら 、 一 発 逆転 を 用 っ て みよ う 。 


@ 旋 風 燕 陣 (G 必 ⑥) 

ダメ ー ジ 量 は 天地 頭 落 と 同じ だ が 、 レバ ー を 後 
ろ に 入れ る 必要 が ある の で 、 こち ら の 方 が 数 倍 決 
め に くい 。 た だ 、 非常 に 華 豚 な 技 な の で フィ ニッ 
シュ に 用 いる と 見 栄え が し て いい 。 天 地頭 落と 同 
様 、 技 の を 出し た 後に ボ ポジション が 大 きく 入れ 替 
わる 。 ち な み に こ ちら は 、 パイ が 前 方 に 移動 する 。 
リン グ 際 に 追い 詰め られ た 時 に 出せ ば 立場 は 逆転 
する が 、 逆 の 場合 で うか つ に 旋風 燕 陣 を 使う と り 
ング アウ ト 負 け を 吊 し て し まう こと に な りか ね な 
い の で 気 を 付け た い 。 


@ 望 燕 掛 塔 (G せ @⑥+⑥) 

技 自 身 の ダ メー ジ は た いし た こと は な い が 、 こ 
の 後に 連環 転身 脚 を つなげ る こと が で きる の で 、 
結果 的 に は 最大 の ダメ ー ジ を 与え られ る こと に な 
る 。 コ マン ド は シビ ア だ が 、 決め られ る 状況 で は 
確実 に 決め て いき た いと ころ だ 。 ま た 、 この 投げ 
か ら は 面白 い 連 続 技 が 決ま る 。 そ れ は 旋風 牙 
(⑥⑯+⑨) 一 旋 裁 服 ( せ @⑥) と いう も の で 、 ふっ 飛ん だ 
相手 が バウ ンド し て いる 間 に 、 さら に チョ コン と 


蹴っ 飛ば し て や る 、 と いう 屈辱 的 な も の 。 全 キャ 
ラク ター に 入る が 、 パイ と サラ に は 一 歩 踏 み 込 ん 
で か ら 旋 風 呈 を 当て な いこ と 旋 裁 服 が 届か な い の で 
注意 し よう 。 こ の 連続 技 で ノッ クア ウト 勝ち し た 
ら 、 も ちろ ん スロ ー リ プレ イ だ 。 


@ 燕 風 輪 翔 (% 必 @ 二 ⑥+⑨) 

下段 授 げ に 属す る 特殊 な 技 。 技 自体 で は ダメ ー 
ジ を 与え られ な い が 、 燕 旋 蹴 ( て @+⑨) や 飛燕 烈 
脚 ( コ ⑥⑯⑯) を ほぼ 確実 に つなげ る こと が で きる 。 
下段 蹴り 起き を か わし た 時 、 サ ラ や ジャ ッ キ ー の 
レッ グ ス ラ イサ ー ( せ @⑥+@) 、 シ ュ ン の 旋風 掃 服 
(6⑥+@⑧) を ガー ド し た 後 な ど に 狙 お う 。 


以上 の こと を 踏ま えて 、 客観 的 に 優先 順位 を つ 
ける こと 、 


旦 燕 掛 塔 > 天地 頭 沙 > 倒 身 陸 党 
> 旋風 燕 陣 ン > 転身 捜 倒 
(※ 燕 風 輸 翔 は 技 の 性 質 が 違う の で 対象 外 こ する ) 


と な る だ ろう 。 つ まり 、 スキ あら ば 押 燕 掛 塔 を 
狙っ て いき 、 決め られ る タイ ミン グ で は な い 時 は 
天地 頭 落 か 倒 身 陰 掌 、 そ し て 余裕 が ある な ら 旋 風 
燕 陣 を 狙い 、 製 燕 掛 塔 の 失敗 か せ @⑥+⑥ で 掃 沖 拳 
を 出し た ら 転 身 捜 倒 で 投げ て し まっ て いた 、 と い 
う 感 じ に な る の が ベス ト 、 と いう こと だ 。 た だ し 、 
これ は 個人 的 好み "を 一 切 排除 し て 考え た 順位 。 
旋風 燕 陣 が 好き だ と いう な ら 、 これ ば か り を 出し 
て も 構わ な い 。 だ が 、 勝つ た め に は や は り 制 燕 掛 
塔 を メイ ン に 使う べし 。 
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中 さき に がり 必 輸 栖 


パイ の 起き 上 が り 攻 撃 は 、 ここ に 示し た よう に 計 10 種 類 に な る 。 ダ 
メー ジ は すべ て 共通 の 20 ポ イント で 、 ヒッ ト し た 相手 は 必ず ダウ ン 
する 。 詳細 な デー タ は 右 の 起き 上 が り 攻 撃 表 を 参照 し て ほし い 、。 
それ で は 、 いく つか 特徴 的 な も の を ビ ピックアップ し て 解説 し て みよ 
う 。 ます 使い 勝手 の よさ か ら 見 る と 、 上 段 蹴 り 起き の 育 旋 朋 が 上 位 に 
挙げ られ る 。 水平 方 向 に 蹴り が 出る た め 、 し ゃ が ん だ 相手 に も ほぼ 確 
実に ヒッ ト す る の だ 。 そし て 下段 蹴り 起き の 中 で は 、 地 掃 旋 服 が 技 の 
出 が 早く モー ショ ン も 見 破 ら れ に くい 。 た だ し 、 この 技 は 多少 リー チ 
が 短い た め 相 手 の 位置 を よく 見 て 出す 必要 が ある 。 便 化 時 間 が バイ 
の 蹴り 起き 中 で は 最も 長い 35 フ レー ム な の で 、 決し て 空振り は 許さ 
れ な い 。 

逆 に 、 注意 が 必要 な 蹴り 起 ぎ だ が 、 ます 便 化 時 間 が 長い 後 旋 服 に 注意 。 
た と え 相 手 に ガー ド さ せ て も 、 硬化 時 間 中 に 反撃 を 受け る 危険 性 が 
大 きい の だ 。 また 便 化 と いえ ば 、 前 旋 掃 月 も 危険 な 技 で ある 。 この 技 
は 下段 蹴り 起き で あり な が ら 、 便 化 時 間 の 後半 に パイ が 立ち 状態 に 
な る た め 、 授け 技 と 打撃 撤 両方 で の 反撃 を 許す こと に な る 。 万 が 一 、 
蹴り 起き が ガー ド さ れ た りか わざ され だ た り し た 場合 に は 、 レ バー を 下 
に 入力 し な が ら @+@ を 連打 し て お こう 。 うま くい け ば 、 反 撃 を 狙う 
相手 を 反対 に 投げ る こと が で きる だ ろう 。 


ぜん せ 
ーー ムー 


| 


前 ・ 後 転 起 ぎ 方向 ( 相 手 が い な い 方 向 ) に レバ ー 入 力 


起き 上 が り 攻 撃 表 
その 場 起き 
前 旋 有 KRKK… 34・8 16 
男 缶 け 人 | 前 掃 旋 脳 K 20 い HE 32・8 18 
敵 足 方 向 | 後 旋 肛 KRKK… 27-7 26 
うつ 伏せ 後 掃 脚 K 20 い 9! ORE 29・7 26 
敵 頭 方 向 ん た 育 旋 朋 いい RE 34・4 20 
仰 向 け 後 掃 旋 朋 K 2 32・6 20 
頭 方 向 / GS 後 蹴 服 KKIIK… 34・4 22 
うつ 伏せ 地 掃 旋 朋 K 0 EE 29・6 35 
横転 起き eee… 
敵 足 方 向 和え 後 旋 服 KIRK… 20:16 24 
仰向け 後 掃 旋 朋 KK … 15:10 15 
敵 足 方 向 後 旋 服 (KIRKK… 24.12 24 
うつ 伏せ る 後 掃 旋 服 KK 15・10 15 
敵 頭 方 向 4 育 旋 朋 いい 9 い HE 25・13 22 
仰向け 後 掃 旋 朋 K 20! HE 15:10 15 
敵 頭 方 向 ce 後 蹴 肛 いい (HE 22・15 23 
うつ 伏せ 後 掃 旋 服 K 0 9 い HRE 15・10 15 


敵 足 方 向 あえ 後 旋 叔 OR… 177 26 
仰向け 後 掃 旋 服 ” ゅ KR… 177 26 
敵 足 方 向 双 起 脚 KR… 17・5 33 
うつ 伏せ る 双 起 掃 脚 K 2 いい HE 17-4 32 
敵 頭 方 向 ん た W 双 起 脚 (KRKIIK… 19:5 31 
仰向け 双 起 掃 脚 "や KR…t 19.4 32 
敵 頭 方 向 間 3 後 旋 妥 KKIKIKK… 17-7 26 
NE 後 掃 旋 用 "we… 177 26 


股 中 段 攻 撃 強 還 


その 場 起 き 敵 定 方 向 ・ 仰 向け 時 旋 衣 (区 
横転 起き 9 


100 


英 足 方向 . う つつ 伏せ 、 
頭 方 向 : 仰 向け 時 


ん た い 


掃 旋 用 下段 攻撃 選 


その 場 起き 敵 定 方 向 - 仰 向け 時 民 民 … 
横転 起き 6 
前 ・ 後 転 起 き 一 


こう せん た い 


後 旋 腺 中 段 攻撃 導電 


その 場 起 き 英 定 方 向 - 仰 向け 時 KKK 


= 英 足 方 向 - 爺 向け _ 
横転 起き 足 方 向 うつ 人 せ 時 横転 後 め の 


後 掃 脚 下段 攻撃 強 


その 場 起 き 敵 定 方 向う つ 伏 せ 時 ( ず 人 K) 臣 K)… 
横転 起き 当 
前 ・ 後 転 起 き 一 


は いせ ん た い 


背 旋 服 中 段 攻撃 強 還 


その 場 起き 敵 頭 方 向 . 仰 向け 時 記 区 … 
- 頭 方 向 - 仰 向け 時 

横転 起き 英 定 方 回 うつ 伏せ 、 構 転 後 ' 難民 ・ 

ー 敵 頭 方向. 仰向け 時 ー 

前 ・ 後 転 起き 一 


後 掃 旋 腹 下段 攻撃 放 


その 場 起 き 敵 頭 方 向 . 仰 向け 時 ( ず 下 下 下 … 
横転 起 キ "すべ て の 姿勢 か ら 模 転 後 め 下り 下 … 


前 ・ 化 販 超 さ 人 抽 うつ 伏せ 半 後 転 後 民 KK…・ 


し ゅ うた 


後 蹴 腹 中 段 攻撃 剖 較 


その 場 起 き 敵 頭 方 向う つ 伏 せ 時 臣下 (W… 
横転 起き 敵 頭 方 向う つ 伏 せ 時 欄 転 後 W(R… 
前 ・ 後 転 起 ぎ 一 


_ 地 掃 旋 腺 下段 攻撃 弓 


その 場 起き 敵 頭 方 向う つ 伏 せ 時 ( ず WK… 
横転 起き 9 
前 ・ 後 転 起き 一 


双 起 脚 中 段 攻撃 導 思 


その 場 起き 一 
横転 起 キ 一 
前 ・ 後 転 起き 半 宮 コー の 、 部 転 KR… 
コ 二 『 デ ン きゃ く 
双 起 掃 脚 下段 攻撃 強 
その 場 起 さ 一 
横転 起き 一 


頭 方 向 ・ 仰 向け 時 


前 ・ 後 転 起 き 敵 足 方 向 ` う つ 伏 せ 、 前 転 後 (KIRK)・ 是 
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押し て 押し て 押し て 、 浮か せ て 浮か せ て 淳 か し まく れ 。 ワン パタ ー ン ? 
ゴリ 押し 野郎 ? 負け 犬 の 剖 喘 え は 気 に す る な 。 そん な も ん 、 浮い た 
方 が 思い に 決ま っ て いる 。 多種 彩 な バリ エー ショ ン を 持つ 斜 上 P か ら 
の 連係 、 一 切 の 災 協 な し で 研ぎ 済ま され た 無駄 の な い 数 々 の 技 。 そ 
れ ら を 効果 的 に 使い 分 け 強 烈 な プレ ッ シ ャ ー を か け 続 け て いく 、 こ 
ae 何 発 も 


が 絶望 の ドン 底 へ と 落ち 


て いく 相手 の 次 を 確実 に 見 る こ 計 疹 で きる 。 それ を 恐れ て 何 も し て こ 
な い ヤ ツ は 、 eid ee ロー リス ク ・ ハ 


イリ ター ン の 内 中 コン ボ と 投げ 技 位 筐 状 攻 撃 。 強い 、 な ん て 強い ん だ 。 
し か し 境 慮 する こ と は な い 。 圧倒 的 な 力 を も っ て 葬り 去る こと こそ 、 
前 大 会 の 昔 者 と し て の 最高 の 礼儀 な の だ か ら 。 ラ ウ の 克 力 、 そ れ は 
力 に 他 な ら な い 。 これ 以上 に 素晴らし いこ と な ど あ ろう も の か 。 無謀 
な 挑戦 者 た ち に 、 己 の 力 の な さ を 思 い 知 ら せ て や れ 。 


支 南 : 谷塚 真一 (あら じ 谷 塚 ) 


7Zx/ め $S/Zz の 7 727 み を Z (Az7 7277 ん 2) 


Weight: 
B/W/H: 
Walk fomard: 
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LAU (ラッ チェ ン 
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No 技 名 メド 入力 受付 時 間 攻撃 属性 ダメ ページ 発生 持続 便 化 返し 技 備考 
@ 是 本 攻撃 
1 沖 捧 (ちゅう すい ) ⑥ 遇 上 段 | 則 9- ら 10 上 P。 クト E 
ど 掃 沖 拳 (そう ちゅ うけ ん ) @ 下段 10 10-g 8 外 下 
3 括 面 服 ( か つめ ん た い ) ⑯ 上 段 30 1 ど -4 らら に K。、 9 上 綱 上 掌 
4 旋 赤 服 (せん さい た い ) @⑥ 下段 10 14-g ご g 外 下 
5 旋 中 服 ( せ ん ちゅ うた い ) 名 ⑥ 5 中 段 らら 9 14-3 らら 中 KK、 外 中 @⑥1/ ら 
育 後 攻撃 
6 痛 沖 拳 ( は いち ゅ うけ ん ) ( ウ ) ーー 上 段 1 ら 12-g 18 正 違 。 電 上 軸 
育 叩 拳 (B) 2 ⑥( 生 ⑥) ー 上 段 所 14-5 己 ] 軸 
Z 痛 連 拍 掌 ( は いれ ん は くし ょ う ) せ @ 6@ 下段 14+14 15- 1/ ら - ら 15 軸 
8 痛 沖 服 ( は いち ゅ うた い ) ⑯ 思 上 段 36 山 軸 3 30 上 K、 外 上 対 上 党 
育 中 腰 (B) ウ 2 ⑯( 千 ⑤) 四 上 段 36 15-3 36 上 K、 外 上 
9 座 染 踏 朋 ( ざ か と うた い ) 2 6@⑥ 下段 36 ら 1-8 18 
人 @ ツ ウン 攻撃 
10 踏襲 撃 ( と うし ゅ う げ き ) SI⑥⑯ S6⑥⑯ が ウン ED) ら 1-8 51 
11 虎 爪 雷 蹴 (こそ うら いし ゅ う ) 合 @ タダ ウッ 30 4/-/ 60(29) 
12 虎 爪 連 蹴 ( こ そう れん し ゅ う ) 合 ら ダウ ン ど 5+15 5 ど -6/51-6 59( ど 9) 
人 @ 小 ジャ ンプ 攻撃 
13 騰 空 拉 演 (とう くう し ゃ し ょ う ) @( 同 時 ) 空中 30 どら 人 4-/ 16 
14 騰 空 中 拳 ( と うく うち ゅ うけ ん ) @( 上 昇 中 ) 空中 30 51-4 6) 
15 弄 火 虎 失 脚 ( れ っ か こせ ん きゃ く ) @( 直 後 ) 空中 ら 20 ら 7- ら 16 上 K 終 上 党 
16 飛 刺 服 ( ひ し た い ) ⑯( 上 昇 中 ) 空中 30 3 ら - ら ら 1 上 K 絆 上 党 
17 転身 掃 服 ( て ん し ん そう た い ) ⑯( 下 降 中 ) 下段 ら 0 54-3 ご ダウ ン 、 父 上 掌 
18 騰 空 虎 容 脚 ( こ うく うこ せん きゃ く ) の 空中 30 ら 4-3 らら 対 上 掌 
18 空 虎 脚 ( く うつ こき ゃ く ) ⑥⑯ 十 ⑥ 空中 うど 17-4 ら 4 綱 上 掌 
@ 大 ジャ ンプ 攻撃 
どら 0 騰 沙 双 畠 掌 ( て と うら くそ うす いし ょ う ) ゆ @( 上 昇 中 ) 空中 30 83- ら 43 
ど | 飛 蹴 腺 ( ひ し ゅ うた い ) ⑯( 同 時 ) 空中 30 17-5 68 
らら 騰 空 双 服 (と うく うそ うた い )  ⑯( 上 昇 中 ) 空中 40 7/-7 59 
ら 93 騰 空 端 肝 (と うく うた ん きゃ く ) @( 上 昇 中 ) 空中 30 10-4 8 
ど 4 騰 空 産 刃 脚 ( と うく うふ じん きゃ く ) ⑯( 下 降 中 ) 空中 30 7/-4 10 綱 上 掌 
ら 5 虎 脚 背丈 (こき ゃ く は いし ょ う ) ぐ @ ぐ @⑯( 上 昇 中 ) 空中 40 81-4 43 
人 @ 回 有 の 技 
どら 6 肘 撃 ( ち ゅ う げ き さ ) ゆ @ 6@ 中 段 19 11-8 ら 1 中 P、 外 中 ⑥3/4 
どら / 笠 下 掌 ( し ゃ か し ょ う ) ( 近 距 離 で ) @⑥ SS⑥ 中 段 15 193-3 性 必 喝 。 外 上 @3/4 
科 下 党 ( 速 距離 で ) @@⑥ SS@⑥ 中 段 15 17-3 ら 0 だ 。 . 半 上 ⑥3/4 
28 立 上 掌 ( し じゃ じょう し ょ う ) k【 ら ) % の ⑥ 特殊 中 段 ら 0 13-3 因 モ P。 多 上 @3/4 
どら 9 順 歩 沖 掌 ( じ ゅ ん ぽち ゅ うし ょ う ) る る @@⑥ ( ぐ 人 ⑤)28 中 段 ら 93-4 18 月 。 二 上 上 @⑥1/ ら 、 軸 
30 翻 身 肘 撃 ( ほ ん し ん ちゅ う げ き ) は @ 26@⑥ 上 自 14 19-3 る ニ 上 P、 外 上 
| 朋 登 裏 旋 脚 ( た いと うり せん きゃ く ) (%ー%)⑥⑯ am 中 段 40 14-4 30 上 K、 外 上 ⑥93/4 
3 の 側 中 脚 ( そ くち ゅ うき ゃ ぐ く ) 94 加 中 段 19 15-8 15 中 民 。 2 上 @1/ ら 
39 虎 脚 育 転 (こき ゃ く は いて ん ) INA S 16⑥ 空中 40 どら 0- ら 34 
34 地 掃 服 ( ち そう た い ) ゅ ⑯ ( ゆ ゅ せ ⑥)16 有 30 ど 1-3 30 外 下 
35 旋風 括 ( せ ん ぷう が ) ⑯ 十 ⑥ = 上 段 30…50 ら 4-6 ら 4 
36 燕 旋 跡 ( て ん せん し ゅ う ) @⑥+⑥ = 下段 どり 85 ら 4-6 うど 
3/ 連 拳 旋風 叶 ( れ ん けん せん ぷう が ) (⑥ ヒ ッ ト 後 )6+@ (⑥ ヒ ッ ト 後 )10@ 十 @ 上段 どり 一 40 18-4 94 ダ タダ ロン 
38 連 源 燕 旋 蹴 (人 れん けん えん せん し ゅ う ) (⑥ ヒ ッ ト 後 ) ひ ⑥ ぐ 十 @  (⑥ ヒ ッ ト 後 )10 ひ @⑥+⑥ 下段 ら 0 一 40 ら ど -4 34 ウル 
39 連 拳 服 ( れ ん けん た い ) ⑥⑥ ⑥20⑥ 上 2 帳 1 ど +30 9- ら /14-4 38 上 KK。 爺 上 ディ 、 弟 上 掌 
40 連 掌 (れん し よう ) ⑥@⑥ ⑥20@⑥ 上 上 2 段 12+1g 9-2/8- 15 正 愉 。 和 上 ディ 
4] 双 拳 旋風 服 ( そ うけ ん せん ぷう た い ) ⑥@⑥⑥ ⑥20⑥24⑥ 上 上 上 き 邊 12+12+30 9- ど /8-/14-4 ら 4 上 K、 外 上 ディ 、 綱 上 掌 
42 雷撃 掌 (らい げき し ょ う ) ⑥@⑥@⑥ ⑥20⑥24@⑥ 上 上 上 3 段 12 ど + 12+14 9-2/8- ら / 10-2 18 上 P、 外 上 ディ 
43 連環 転身 脚 (れん か ん て ん し ん きゃ く ) ⑥@⑥@⑥⑥ ⑥20⑥24⑥29⑥ 上 上 上 上 4 段 12+12+14+50 989-2/8-2/10-2/17-7 40 ディ 
4 連 所 新 所 肢 ( れ ん か ん て ん し ん そう きゃ く ) ⑥⑥⑤⑥ ひ @ ⑥20@⑥ ど 4629 せ 二 6 上 上 上 ト 4 段 12+12+14+40 9-2/8-2/10-2/18-5 43 ディ 
45 連 培 育 転 脚 (れん か ん は いて ん きゃ く ) @⑥⑥@⑥K@⑥ ⑥206⑥24⑥29 5⑥ 上 上 上 空 4 段 12+12+14+20 9-2/8-2/10-2/10-3 34 デイ ッ 。 デ ワッ 
46 連 掌 (れん し ょ う ) S⑥@⑥ S⑥37⑥ 中 上 2 段 15+ 1 どら 13-3/10-8 14 貞 P、 2 ディ 
4/ 連 掌 旋風 服 ( れ ん し ょ う せ ん うたい) る ⑥@⑥@ SI⑥37⑥25⑥⑯ 中 上 上 3 段 15+12+30 13-3/10-6/14-2 ら 6 上 K、 外 上 デイ ィ 、 冬 上 掌 
48 連環 掌 ( れ ん か ん し ょ う ) S⑥@⑥@ S⑥37⑥25@⑥ 中 上 上 3 段 15+ 1 ど +14 13-3/10-2/10-8 18 EE。 2 E ディ 
49 連 掌 転身 脚 (れん し ょ うてん し ん きゃ く ) 人 @⑥⑥@⑥⑥ SI⑥37⑥25⑥298⑥ 中 上 上 上 4 段 15+12+14+50 13-3710-27102717-7 40 ディ 
50 迷 学 新生 所 脚 (れん し ょ うてん し ん そう きゃ く ) 人 @⑥⑥@⑥ せ ひめ ⑥ 人 ⑥97⑥25⑥29V@⑥ 中 上 上 下 4 段 15+12+14+40 13-37102/10-2/18-5 43 ディ 
り | 連 党 痛 転 脚 (れん し ょ う は いて ん きゃ く ) SQ⑥⑥⑥⑥ 1⑥37⑥25⑥298S⑯ 中 上 上 空 4 段 15+12+14+20 133710.2710.2710-3 34 デイ オッ ウン 
全 投 げ 技 
5 ら 肩車 頭 落 (けん し ゃ と うら く ) ( 近 )⑥@+@⑧ 加 上 段 授 げ 40 知 109 
59 柳 車 旋 転 (りゅう し ゃ せん て ん ) ( 近 ) る @⑥ 10@ 上 段 投 げ 50 つ 98 和 目 ダ ウン 
54 転身 巴 咽 党 ( て ん し ん は いん し ょ う ) ( 近 ) る ゆ @ (q ゆ ⑥⑤)20 上 段 投げ 60 層 164 
人 @ 朋 し 技 
55 柳 手 掛 塔 ( ひ ゅ う し ゅ か と う ) ( 近 ) や ふせ @+⑥ (@ せ @+⑧)16 有明 し 10 こ 59(989) 軸 


※ 便 化 時 間 の カッ コ 付 き 数 字 に つい て … 柳 手 掛 塔 : カ ッ コ 内 は 技 が 成功 し た 時 の 相手 の 硬化 時 間 を 表わす 。 ダウ ン 攻 撃 : カ ッ コ 内 は 攻撃 失敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 
※※ 備 考 の 終 上 掌 の 表記 は 、 そ の 技 が ヒッ ト し た 後 @ を 押す と 、 自 動 的 に 斜 上 掌 が 出る 技 を 示す 。 


ちゅ うけ ん 


叩 拳 上 段 攻撃 


ラウ の 立ち パン チ で ある 沖 拳 は 、 単体 で 見 た 場合 牽制 の 意味 合い の 強い 技 で ある 。 最初 と 12 3 
に 沖 拳 を 出す と 、 相手 は し ゃ が むか (中段 を 多用 )、 ガー ド す る か (投げ を 主体 に 攻撃) 、 

引く か ( 斜 上 掌 ( 入 @) で 浮か せ て 空中 コン ボ ) と いう 反応 を し て くる 。 相手 の タイ プ を 見 @ 唇 計 
極め 、 タ イプ に 応じ て 前 述 の カッ コ 内 の 攻撃 を 選択 し 展開 する た め の リ トマ ス 試 験 紙 5 
と も いえ る 。 な お 、 ラウ は 、 沖 拳 を 出し な が ら 少 し ずつ 前 進 する 。 試合 開始 直後 に 沖 拳 10 
を 出し た 時 の 相手 と の 距離 、 こ れ が ラウ に と っ て の 最適 な 問 合 い で ある 。 すべ て に お け 

る 基本 な の で 、 是非 と も 覚え て お きた い 。 陵 6 と いう コマ ンド で 沖 畠 を 出せ ば 、 相手 が ぐ ⑨ 
開始 直後 に 攻撃 し て きた 場合 は 、 い き な り カウ ンタ ー を 取れ る こと も ある 。 ちな み に 、 9 16 20 
中 段 攻 撃 を 喰らっ て の け ぞ っ た 時 の 最も 基本 的 な 返し 技 で も ある 。 


そ うち ゅ うけ ん 


掃 沖 拳 (。)p 下段 攻撃 


ラウ に は 斜 上 掌 ( 久 @⑥) と いう 、 攻撃 の 主軸 と な る 強力 な 技 が ある 。 掃 沖 拳 は 、 103 
相手 に ダメ ー ジ を 与え る 技 、 と いう う よ り も 、 斜 上 掌 の た め に し ゃ が み 状 態 に 
移行 する た め の 技 、 も し く は 攻撃 や コン ボ の 合間 を 補う た め の つ な ぎ 技 と し 10 
て の 意味 合い が 強い 。 また 、 問 合 い を 取る た め の 技 と し て も 重要 だ 。 ち な み に 
ラウ に と っ て は 、 掃 沖 拳 が ギリ ギリ で 当たら な い 距 離 が ベス ト の 間合い 。 掃 沖 8 
拳 で 押し て 問 合 い を 調整 し つつ 、 斜 上 掌 な ど に つない で いく よう に し た い 。 

⑨ 

18 

17 


か つめ ん た い 


括 面 腺 K 上 段 攻撃 


この 技 を 単体 で 狙っ て 出す 場面 は 、 完全 に 攻撃 バタ ー ン を 読み 切っ た 時 を 除け 
ば 、 ほとん ご ど ない だ ろう 。 むし ろ 、 相手 と の 間合い が 離れ て いる 時 や 待ち 気味 
の 敵 に 対し て 、 挑発 の 意味 も 含め て 括 面 服 を 連発 し 、 自分 の 間合い に 誘い 込む 、 
と いう 用 法 の 方 が 多い は ず だ 。 相手 が 挑発 に 乗っ て 近づい て きた ら 、 すか さす 
終 上 堂 を カウ ンタ ー で 合わ せ て いこ う 。 ラウ 同士 が 対戦 し た 場合 に は 、 相手 が 
終 上 掌 か ら の 沖 拳 ( 久 @⑥) で 攻め て きた 時 に 、 少し 下がっ た 間合い か ら 2 発 目 
の @⑥ に 対し て 括 面 服 を 合わ せる 、 と いう 手 が 有 効 だ 。 な お 、 括 面 服 が ヒッ ト し 
た 後に @ を 押す と 、 自動 的 に 斜 上 掌 が 出る 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 に は 、 
計上 掌 か ら の 空中 コン ボ を 一 気 に つない で いこ う 。 


せん さい た い 


旋 栽 腺 (。②) 牙 下段 攻撃 


この 旋 栽 服 は 、 蹴り 技 と いう こと も あっ て 、 当然 な が ら 掃 沖 拳 の 当たら な 
い 問 合い で も ヒッ ト す る 。 相手 と の 間合い を さら に 広げ た い 場 合 に 使う 
と いい だ ろう 。 また 、「 あ と ちょ っ と ダメ ー ジ を 与え れ ば K0」 と いう 時 に 
は 、 掃 沖 拳 を 連発 し て 相手 を お びき 寄せ 、 近づい て きた と ころ に 旋 栽 服 を 
出せ ば 、 無防備 に 近づい て きた 相手 に チョ コン と いう 感じ で 当たる 。 た だ 、 
ラウ の 場合 は 遠く か ら の 技 よ り も 、 や や 接近 し た 間合い か ら 出 し た 方 が 
有効 な 技 が 多い の で 、 実戦 で は 掃 沖 拳 を メイ ン に し て 攻撃 を 組み 立て て 
いく こと に な る 。 その た め 、 旋 栽 服 の 出番 は 少な いか も し れ な い 。 


せ ん ちゅ うた い 


中 腺 ⑧) 中 役 攻 撃 - 生 


他 の キャ ラク ター の 中 段 蹴 り と 同様 、 カ ウン ター で 当て て 相 

手 を 浮か せる 、 も し く は し ゃ が ん だ 相手 を よろ めか せる た め 2 る 
の 技 で ある 。 や や 離れ た 問 合 い で し ゃ が ん で いる 相手 が 動 こ 714 主人 
うと する 瞬間 に 当て て いく 、 と いう の が 基本 と いえ よう 。 ラ 二 
ウ の 旋 中 腹 の 硬 直 時 間 は 短い 部 類 に 入る の で 、 当たら な い 間 25 | 
合い で の フェ イン ト と し て 使う こと も で きる 。 具体 的 に は 、 

相手 が 蹴り 足 の 戻り に 合わ せ て 近づい て き て 投げ に くる で あ  ⑯ 
ろう と いう 間合い より も 少し だ け 遠 いと ころ か ら 旋 中 懇 を 出 6 22 
す 。 そし て 「 失 敗 し た な 」 と 相手 に 思わ せ て お いて 、 近づい て 

きた 相手 を 逆 に 投げ て し まう 、 と いう わけ だ 。 32 - 


は いち ゅ うけ ん 


育 中 拳 ⑤(。 め ⑤。⑤⑫(⑧) 上 段 攻撃 お 


振り 向く と 同時 に 、 育 中 側 に いる 相手 に 向かっ て スト レー ト を 繰 1 3 
り 出 す 。 育 沖 拳 か ら 続け てこ パン チ か ら 始 まる コン ボ が つなが る の 
で 、 「 育 後 攻 撃 だ か ら 単発 技 だ ろう 」 と 思い 込ん で いる 相手 に 対し (12 等 (4 翌 記 


て て 一気に 攻 撃 を 畳み か かけ て いく こと が で きる 。 コン ボ の 中 に 下段 


攻撃 が 入っ て いる 連環 転身 掃 脚 (6⑥⑥ ひ @) な ら さ ら に 有効 だ 。 19(⑳ 
な お 、 背 沖 拳 は 二 種 類 の コマ ンド で 出る が 、 フレ ー ム 数 に 関し て 

は それ ぞ れ 一 長 一 短 が ある ( 技 デ ー タ の カッ コ 内 数 値 を 参照 )。 し S ⑲⑨ OO⑨ 
ゃ が ん で か ら の 背 沖 拳 は 技 が 出る の が ワン テン ポ 遅 れる の で 、 場 16 20 14 
合 に よっ て は フェ イン ト 気 味 に ビッ ト す る こと も ある 。 @⑳ 27 19 24 


は いれ ん は 


7. 背 連 拍 掌 ③⑤ [@⑤] 下 下 2 段 攻撃 お 


振り 向き な が ら 、 相手 の 下段 に 掌 底 を 二 発 当て る 。 技 14-14 3 

が 出る まで と 戻る まで の いずれ も が 速く 、 さら に 攻撃 

判定 が 2 回 出る 点 は 長所 だ 。 硬化 時 間 も 短い の で 、 相手 15 侍 2 顧 

と の 間合い が 近い 時 に は と りあ え ず 背 連 拍 掌 を 出し て デ 

お く よ う に し よう 。 そう すれ ば 、 ガー ド さ れ た 場合 で 151 

も 反撃 を 喰らう こと は な い 。 下段 ガー ド を させ て 相手 

が し ゃ が ん だ 状態 に な っ た ら 、 すか さ ず す 肘 撃 (⑥) な ⑨ 

どの 中 段 攻 撃 を つない で いく よう に し た い 。 22 
22 


は いち ゅ うた い 


_ 8. 育 沖 性 ( め ②) 上 段 攻撃 


振り 返り ざま に 繰り 出す 上 段 回 し 蹴り 。 攻撃 属性 が 上 段 な 363 
の で 、 し ゃ が まれ て し まう と か な り 危 険 だ が 、 背 沖 限 の ヒッ 
ト 後 に @ を 入力 すれ は 自動 的 に 斜 上 掌 が 出る と いう 、 非 常 = 1 = 
に 魅力 的 な 特性 を 持つ 。 後ろ を 取っ た 相手 が 投げ 技 や コン 12 (5 


ボ を 狙っ て きた 時 は 、 この 技 を 出す 絶好 の チャ ンス 。 背 沖 30(36) 
腺 を カウ ンタ ー で 叩き 込め ば 、 ⑥⑤ を 押す だ け で 笛 に 浮い た 

相手 に 対し て 斜 上 掌 か ら の 空中 コン ボ が 入る 。 (or は ⑥) S ⑲⑯ ⑨ 
で も 背 沖 用 が 出る が 、 こち ら は 硬化 時 間 が 長い ( 技 デ ー タ の 人 - - 22 
カッ コ 内 の 数 値 を 参照 ) な ど 技 の 性 能 は 劣る の だ が 、 フェ イ の 問 量 語 


ント 気味 に 技 が 出る 点 を うま ぐ く 使 えば 実戦 で 役 立 と う 。 


9 座 架 踏 腺 ①(MK [S,K] 下段 攻撃 


振り 向き つつ 、 し ゃ が むように し て 相手 の 腰 の 当たり 3 る 
に か か と を 当て て いく 技 。 踏み 込み が 大 きい の で 、 攻 

撃 の 射程 距離 が 長い 。 相手 の 技 を 間合い を 見 切っ て か の 甘 計 
わし 、 相手 が 硬直 し て いる 間 に 座 架 踏 月 を 出す 、 と い テ 
う 使い 方 が ベス ト だ ろう 。 相手 に 当て れ ば 、 ガー ド さ 18 | 

れ て も 反撃 の 心配 は な い 。 た だ し 、 いっ た ん か わ さ れ 
て し まう と あっ さり 中 段 攻撃 を 食らっ て し まう 。 と に ぐ ) ⑨ 
か く 間 合い に は 十分 注意 し 、 微妙 な 間合い や 慎重 な 相 『 
手 に は 無理 に 出さ な い 方 が 無難 だ 。 


⑨ 
@⑱- -2 
⑱-・- 2 


106 


出生 


EN 


こ そう らい し ゅ う 


か が かけ声 と 共に 高く ジャ ンプ し 、 相手 を 踏み つけ る 。 ラウ の 虎 爪 
雷 蹴 の 場合 、 失敗 時 の 便 化 時 間 は 短い の で か わ さ れ て し まっ た 
場合 の リス ク も 低い が 、 『VF1」 に 比べ る と ダウ ン 攻 撃 が 成功 す 
る シチュ エー ショ ン は 少な い 。 お むやみ に 出す と 、 痛い 目 に 合う 
こと に な る 。 宙 に 浮い た 相手 に コン ボ を 入れ る 、 と いう の が ラ 
ウ の 基本 的 な 闘い 方 な の で 、 連続 技 が 入ら な い 程 度 の 高 さ に し 
か 浮か せる こと が で き な か っ た 場合 に は 、 相手 が 和 宙 に 浮い て い 
る 間 に 虎 爪 雷 蹴 の コマ ンド を 入力 する よう に し よう 。 


こ そう れん し ゅ う 


虎 爪 連 蹴 (人) ダウ ン 攻 撃 


虎 爪 雷 蹴 と 同じ モー ショ ン か ら 襲 いか か り 、 相手 を 二 度 に 渡っ て 踏 
みつ ける 。 両 方 と も 入れ ば 、 トータル の ダメ ー ジ は 虎 爪 雷 蹴 より も 
多く な る が 、 ダウ ン し た 相手 が ヘッ ドス プリ ング で 起き 上 が っ て き 
た 場合 に は 2 度目 の 踏み つけ は か わ さ れ て し まい 、 ダメ ー ジ は 虎 爪 
雷 蹴 より も 少な く な る 。 さら に 、 か わざ され た 場合 に は 大 反撃 を 食 ら 
うこ と 必至 。 ラウ の ダウ ン 攻 撃 に 対し て 横転 起き を し て くる 相手 な 
ら 外 され る こと は あま りな い の だ が 、 この 点 に は 注意 し た い 。 


両手 と 共に 高々 を と 上 げた 片足 で ダウ ン し た 相手 を 踏み つ と 15 3 
け 、 さら に 屈辱 を 与え る か の よう に クル リ と 一 回 転 し て 

踏み に じ る 。 『VF1」 と は 違っ て 、 相手 が ダウ ン し て も ダ の 蕎 計 
ウン 攻撃 が 狙え る チャ ンス は 限ら れ て いる の で 、 最後 に od 
ヒッ ト さ せ た 攻 撃 の ダメ ー ジ が 小さ い 場 合 に は 、 す かさ | 
ず 近 寄っ て 踏襲 撃 を 入れ る クセ を 付け よう 。 特に 、 投げ 

技 の 後に は 虎 爪 雷 蹴 よ り も こち ら の 方 が 確実 性 が 高い 。 


PP へ 生生 


騰 空 約 学 ホ ジ ャ ンプ 語 ( 双 ) 空中 攻撃 


小 ダ ジャ ンプ し な が ら 、 FE 
いた め 、 下 段 攻撃 を 避け つつ 攻撃 する 技 と し て 非常 に 重 玉 する 。 また 、 攻撃 
本 量 DCC に 0 の お 作ら つ 
い を 狭め る 、 と いう 使い 方 も で きる 。 相手 が この 技 の 特性 を 知ら ず に し ゃ が 
ん で いる な ら そ の まま 騰 空 斜 掌 を 当て 、 特性 を 知っ て いれ ば 立ち ガー ド す る 
の で 便 化 時 間 の 短 さ を 利 し て 着地 と 同時 に 授 げ て し まう 、 と いう 戦法 が 有効 
(PE 普通 に ジャ ンプ する より も 早く ジャ ンプ 状態 に な る 、 と い 

点 。 例え ば 、 起き 上 が り 下段 攻撃 の モー ショ ン を 確認 し て か ら 騰 空 斜 掌 を 
出し て も 、 当て る こと が 可能 な の だ 。 当たれ ば ダウ ン 攻 撃 が 入る し 、 高く 浮い 
た な ら そ の まま 連環 転身 肢 (⑥⑥⑥⑥⑯) が 狙え る 。 し か も 、 万 が 一 攻撃 が 失敗 し 
て も 、 こち ら の ダメ ー ジ は 起き 上 が り 攻 撃 の 分 だ け な の で 、 リス ク は か が なり 
小さ いと 言え る だ ろう 。 た だ し 、 騰 空 斜 掌 は 意地 際 の 投げ や @⑥⑯ で あっ さり と 
きり 返 べ れ て し まう の で 、 乱発 は 避け た い 。 また 、 姿勢 の 関 作 か ら か リオ ン に 
対し て は 騰 空 斜 掌 が 少々 入り づら い 点 に は 注意 。 


- _10. 虎 爪 雷 蹴 人 ⑥ ダウ ン 攻 撃 


12 踏襲 撃 ④K) [⑧K] ダウ ン 攻 撃 


109 


と うく うつ ちゅ うけ ん 


14. 騰 空 沖 拳 ハジ ャ ンプ 上 昇 中 ( 也 ) 空中 攻撃 


小 ジャ ンプ し た 後 、 着地 と 同時 に 繰り 出す 中 段 103 
パン チ 。 攻撃 属性 が 空中 な の で し ゃ が ん で いる 
相手 に も 有効 。 ま た 、 ガ ー ド させ て し まえ ば と 51 凡 
りあ え ず 反撃 を 喰らう こと は な い 。 た だ 、 空中 
に いる 間 に 相 手 が @@ を 出し て くる と あっ さり 20 
され て し まう の で 、 実戦 で 騰 空 沖 拳 を 出す く 
らい な ら 他 の 技 を 使う 方 が は る か に いい 。 S ⑨⑲ ⑨ 
&D - - 22 
9- - 3⑫ 


れ っ か こせ ん きゃ 


。 烈火 虎 失 脚 ジャ ン フ 同時 ( 務 ) 空中 攻撃 


小さ く ジ ャ ンプ する と 同時 に 、 相手 の 中 段 あ た り へ チョ コン と キッ ク を 出 
す 。 着地 後に 6 を 押せ ば 自動 的 に 斜 上 掌 が 出る と いう 特性 を 持つ 。 TVF1」 で 


は 、 この 到 火 虎 笑 脚 か ら の @ ら ⑥⑥ ら @⑥⑥ と いう 6 段 攻撃 が あっ た が 、 それ も 過去 7 唇 言 
の 話 。 確実 に 攻撃 し た いな ら 騰 空 斜 掌 を 使っ た 方 が 無難 だ ろう 。 それ ゆえ 実 ココ 

戦 で の 使用 頻度 も 低い が 、 た ま に こ の 技 を 出す と 上 級 者 に 見 られ る こと も 16 

多い 。 何より 、 " 昔 の ラウ は こう だ っ た " と いう こだわ り を 見 せ た い プレ イヤ 

ー な ら 、 あえ て 烈火 虎 衝 脚 を 使っ て いき た いと ころ だ 。 この 技 が 有効 と な る S ⑨ 

場面 は 少な い が 、 攻撃 の リズ ム が 単調 に な っ た 時 に 織り 混ぜ て いく と 、 相 手 22 - 19 

の 下段 攻撃 に 対し て 当たる こと が ある 。 カウ ンタ ー を 取っ て 浮か せる こと 

が で きれ ば 大 ダメ ー ジ は 保証 され た も 同然 、 浮い た 相手 に は @ee@ee と ぃ 32 - 29 


う コ マン ド で 網 上 掌 か ら の 連環 転身 脚 が 入る 。 伝説 の 再現 だ 。 


だ い 1 
16. 飛 刺 妥 ゅ ッ ャ ン フ 上 中 ( 吾 ) 空中 攻撃 

烈火 虎 失 脚 と ほぼ 同じ モー ショ ン の 蹴り 。 烈火 虎 失 30 る 

脚 よ り も ダメ ー ジ は 大 きい が 、 攻撃 力 の 発生 が や や 

遅い と いう 欠点 が ある 。 後述 する 転身 掃 服 や 他 の 小 35 選 呈 

ジャ ンプ 攻撃 の 中 に 飛 刺 服 を 織り 混ぜ て いけ ば 、 相 Si 

手 の タ イミ ング を 狂わ せつ 攻撃 を 組み 立て て いく 21 | 

こと が で きる だ ろう 。 ちな み に 、 技 の ヒッ ト 後 に @⑥ 

を 押せ ば 斜 上 掌 が 出る 。 S ぐ ⑨ OO 
@- -.2 
9 - - 32 


て ん し ん そ と 


小 ジ ャ ンプ 降下 中 ( 民 ) 下段 攻撃 S2 
着地 と 同時 に 一 回 転 し な が ら 足 払い を 出す 。 攻撃 力 発 20 る 


生 が 遅い の が 難点 だ が 、 間 合い は 意外 に 広く 、 当たら 
な い だ ろ うと 甘い 間合い で 油断 し て いた り 、 や や 遠い 3 
問 合 い か ら @⑥⑯ で 合わ せよ うと し て きた 相手 の つま 先 還 
に ヒッ ト す る 、 と いう 場面 が よく ある 。 ラウ の 小 ジャ 281 
ンプ は 有用 性 の 高い 技 が 多い の で 、 単調 に な ら な いよ 
うに 出し 分 け て いけ ば 、 相手 は 空中 攻撃 と 下段 攻撃 に く ) ⑨ 
か な り 翻弄 され る こと だ ろう 。 た だ し 、 転身 掃 服 を か 6 斑 = = 
わ さ れ た 後 の ス キ は 大 きく 、 例え ば 相手 が ラウ な ら 斜 @ 6 
上 党 ( 久 ⑥) か ら の ⑥@⑥@⑯ が 必ず 入っ て し まう 。 
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と うく うこ せん き 


8. 騰 空 虎 替 脚 の K) 空中 政 撃 


体 を 一 瞬 の け ぞ ら せ て か ら 出 す 、 縦 に 一 回 転 し な が ら の 回 し 蹴り 。 
構え て いる 状態 で の 引い た 方 の 定 が 相手 に 当たる 。 し ゃ が み 攻 撃 に 


対し て カウ ンタ ー を 狙う 時 に 用 いる こと が 多く 、 ヒッ ト 後 に @ を 押 @ 臣 詩 
せ ば 斜 上 掌 が 出る 特性 を 利用 すれ ば 、 浮か せ た ま ま 空 中 コン ボ に 

つなぐ こと が で きる 。 モー ショ ン の 派手 さも 手伝っ て 上 魅 力 的 に 見 え 25 

る が 、 スキ が 大 きい の が ネッ ク 。 攻撃 力 発生 に も 若干 の 時 間 が か か 

る た め 、 あま り 頻 繁 に 使わ な い 方 が いい だ ろう 。 な お 、 体 を ひね る S ⑨ ぐ ⑩ 
と いう 体勢 を 利用 すれ ば 、 相手 の ヒジ 攻撃 を か わし な が ら 騰 空虚 WM - - 22 
穴 脚 を 当て る と いう 特殊 な 使い 方 も で きる が 、 多分 に 博打 的 な 要 の 騰 還 | 間 
素 を 含ん で いる 戦法 な の で 、 無理 に 狙っ て いく べき で は な い 。 


くう こ きゃ 


19。 空 虎 脚 の KG) 空中 攻撃 


小さ く と びあ が り 、 相手 の 中 段 に 突き 刺す よう に 側 方 か ら の 有 蹴 り を 3 3 
出す 。 小 ジ ャ ンプ 攻撃 な が ら 、 技 が 出る の が 非常 に 速い の が ポイ ン 

ト 。 ヒッ ト し た 後に @ を 押せ ば 、 騰 空 虎 容 脚 な ど と 同様 に 自動 的 に 人 大 計 
斜 上 掌 が 出る 。 実戦 で は 、 ダ ッシュ し て か ら 空 虎 脚 を 出す の も 有効 

だ 。 と いう の も 、 こち ら が ダッ シュ し て 近づい た 場合 、 相手 は し ゃ 

が み パ ンチ や @@、 中 段 蹴 り を 出し て くる と いう 反応 を し て くる こ 

と が 多い の だ が 、 それ ら を 返す こと が で きる ' 攻 撃 力 発生 が 速く 、 LN) 


ダメ ー ジ を そこ そこ 与え られ て カウ ンタ ー を 取り や すい " と 三 拍 子 MM - - 22 
揃っ た 技 が この 空 虎 財 だ か ら だ 。 た だ し 、 射程 距離 が 短い た め に 若 @⑩- - 9 


十 技 が 当たり に くい 点 に は 注意 し た い 。 間合い が 離れ て いる 場合 、 
相手 が 攻撃 し て くれ ば こち ら の 技 が 当たる の だ が 、 防御 し た まま だ 
と 技 が 届か ず に 相手 の 目 の 前 に 着地 し て し まう こと に な る 。 大 き な 
スキ の で きる その 瞬間 に は 、 確実 に 大 技 の 餌食 に な っ て いる だ ろう 。 


ジャッ フェ 上 ル 電 人 (。(@)。(④))(W) 空中 攻撃 


一 文字 に な りな が ら 、 組み 合わ せ た 両手 を 着地 
の 直前 に 相手 に 叩き つけ る 。 技 目 体 の メリ ッ ト 
93 選 呈 は ほとん ご ど な く 、 また 対戦 時 に 大 ジャ ンプ 攻撃 
を 出す こと は ほとん ご な い 。 実戦 で 使う の は 後 
述 の 飛 蹴 朋 こ 騰 空 訂 刃 肝 ぐ らい な の で 、 積極 的 
に 使う つこ と は まず な い だ ろ っ うっ 。 


ひ し ゅ うた い 
記 


27. 飛 蹴 服 大 ジャ ン フ 同 誠 ( 天 ) 空中 攻撃 


大 きく 跳び 上 が る と 同時 に 蹴り を 出す 。 技 の 
使い どこ ろ は 、 他 の キャ ラク ター と 同様 に 、 
リン グ 際 に 追い 詰め られ て か ら 脱 出 を 図る た 17 
め に 出し た り 、 し ゃ が ん で いる 相手 の 意表 を 9 
突く た め に 使う と いっ た と ころ だ が 、 ラウ に 68| 

は 膝 攻撃 が な い の で 、 攻撃 発生 時 間 の 短い こ 

の 飛 蹴 腺 が その 代用 技 と な っ て くれ る 。 この S ぐ ⑨ 
こと は 覚え て お いて 損 は な い だ ろ う 。 
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ジャ ンプ 上 遇 (>( 。(⑳)。③⑬ ) 台 ) 空中 攻撃 


403 ドロ ッ プ キッ ク の よう な 体勢 か ら 、 落下 中 に 

蹴り を 出す 。 や は り 実 戦 で は 特に 使わ な い 技 

《7 唇 計 。 だ ろう 強い て 使い 方 を 挙げ れ ば 、 技 を 当て れ 

ば ガー ド の 上 か ら で も 相手 を 押す こと が で き 

53 る こと を 利用 し て 、 リン グ 際 に いる 相手 を リ 
ング アウ ト さ せる こと ぐら い だ ろ うか 。 

C 星 G) 


く 
23. 勝 空 端 脚 ジャ ンプ 上 昇 中 () 空中 攻撃 


飛 蹴 服 よ り も 攻撃 力 発生 時 間 は 短い が 、 技 と 
し て の 性 能 は 劣る 。 使う 場面 も 、 飛 蹴 服 ( 大 ジ 
ャ ンプ 同時 @⑥) に 合わ せよ うと し て きた 敵 に 
対し て この 膳 空 端 池 を 合わ せれ ば 当たら な 
いこ と も な い 、 と いっ た 程度 。 あま り 過 大 な 
期 等 を せ ず 、「 ひ ょ っ と し た ら 当 た る か も 」 
と いう つく らい の 気持 ち で 使っ た 方 が いい 。 


ご うく う じん きゃ く 


1 


落下 し な が ら 、 相手 の 胸元 あたり に 距 り を 出す 。 飛 30 3 
用 ( 大 ジャ ンプ 同時 @) を 空振り 、 も し く は 防御 され た 

場合 に 、 騰 空 攻 叉 肝 の コマ ンド を 入力 し て お く と 、 相  // 号 
手 が こ ちら の 技 を 返 と そう と し て きた 時 の 保険 に な る 。 

技 が ヒッ ト し た 後に @ を 押す と 自動 的 に 斜 上 掌 が 出 10 | 

る の で 、 カウ ンタ ー で ヒッ ト し た な ら 簡 単に 空中 コン 

ボ が 入る 。 対 CPU 戦 の 序盤 で は 、 この 繰り 返し が 面白 ぐ ⑨ 
いよ うに 決ま る だ ろう 。 た だ し 技 を 見 切ら れ た 場合 は 、、 人 - - 
対戦 時 な ら キ ッ ク で あっ さり 返さ れ て し まう 。 @ 


こ きゃ く は いし ょ う 


25. 虎 脚 育 奈 大 ジャ ンプ 夏 下 ( ぐ D)( 。(③)。() )() 空中 攻撃 


これ も 減 多 に 使わ な い 技 だ ろう 。 ジャ ンプ キッ 0 る 
ク で 相手 を 飛び 越し て し まっ た 場合 に 、 この 技 


の コマ ンド を 入力 し て お く と 、 相手 が 当たっ て @ 眉 圭 
くれ る こと も ある 、 と いっ た 程度 の 技 で ある 。 

ちな み に 席 脚 背 翔 を 出し て 着地 し た 後 は 、 相手 431 

か ら 離 れる よう に 転がっ て いく が 、 この モー シ 

ョ ン の 後半 で 投げ 判定 が 発生 する た め 、 追い か S ⑨ 
け て きた 相手 に あっ さり 投げ られ て し まう 危険 便 - - 22 
が ある 点 に は 注意 。 の 敵国 肛 
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26. 肘 撃 ②⑤) [②, 下 ] 中 段 攻撃 


ラウ の 肘 。 この 技 の 目的 は 、 何と いっ て も 相手 を よろ めか せる こと 。 よろ めか せ た ら 、 

まず は 後述 の 冬 下 掌 を 出す 。 その 後 は 続け てこ @@⑥@⑯ と いう の が 普通 の 手 だ が 、 相手 の 

浮き 具合 に よっ て は 、 斜 下 掌 か ら の 連 掌 (る @⑥⑥) を 当て て か ら ダ メ 押 し の 連環 転身 掃 

脚 (P@@⑥\) を 叩き 込む 。 途中 で ガー ド さ れ て し まっ た 場合 に は 、 す ぐに コン ボ の 

入力 を 止め て 、 再度 肘 撃 を 入れ る か 、 相手 が 立ち ガー ド し た まま で いる な ら 投 げ を 

狙っ て いこ う 。 技 を ガー ド さ れ て も 反撃 され る こと は ほとん ご ど ない の だ が 、 空振り し 

て し まう と か な り 大 き な ス キ が で き て し まう っ 。 特に 、 技 の リー チ の 関係 で 、 軸 定 が 同 

じ 場合 に 当たら な いと いう 場面 が よく ある の で 注意 。 また 、 上 級 プ レイ ヤー は し ゃ が 6 動 
99 32 


プ 
aa 0 


み ス テッ プ バ ッ ク ( 必 ww) を うま く 使 いこ な し て くる の で 、 こ れ に 惑わ され る こと 和 l 


の な いよ うに し た い 。 


し や ゃ が し ょ う 


27. 斜 下 党 ⑧⑤⑧ [MS] 中 段 攻撃 


衝 下 掌 は 、 前 に 出し て いる 足 と 同じ 側 の 手 で 攻撃 する た め 、 技 の 間合い の 中 な ら 確 実に 相 
手 に 当たる と いう 特性 が ある 。 それ ゆえ 、 キ ャ ラク ター や 軸 足 の 関係 で 当たる は すず の 技 が 当 
た ら な い 、 と いう こと が な い 。 中 段 攻撃 属性 な が ら 、 し ゃ が み ガ ー ド の 相手 に は ダメ ー ジ を 
号 え られ な い の だ が 、 の け ぞ ら せ た 後に 相手 を 強制 的 に 立ち 状態 に させ る こと が で きる 。 
技 の 押し の 強 さ は 抜群 で 、 斜 下 掌 か ら の コン ボ に よる リン グ ア ウ ト 狙 いも ラウ の 重要 な 戦 
法 の ひと つ だ 。 実戦 で は 、 肘 軸 が ヒッ ト し た 後 や 、 次 に 説明 する 斜 上 掌 か ら 続け て 出す @⑥ 
を ガー ド さ れ た 後に すぐ この 技 を 出せ ば 、 こ ちら 側が 有利 な 体勢 に な る 。 また 、 普通 は し 
ゃ が ん で いる 体勢 か ら 斜 下 掌 は 出せ な い の だ が 、 ゆ ゅ 人 &@⑥ と いう 入力 な らし ゃ が み 状 態 か 
ら 冬 下 沿 へ と 移行 する こと が で きる 。 し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク ( 必 立 珍 ) を 多用 し て くる 相手 
に 対し て 掃 沖 拳 ( せ @⑥) 一 し ゃ が み 立 下 掌 ( ゆ ウ ゅ る &@⑥) を 出せ ば 、 前 述 の 特性 と あい まっ て 相 
手 を 止め る こと が 可能 だ 。 な お 、 この 技 は 相手 と の 距離 で 性 能 が 若干 変わ る ( 技 デ ー タ の カ 
ッ コ 内 の 数 値 参照 )。 間合い が 遠い と 踏み 込ん で か ら の 斜 下 掌 が 出る が 、 これ だ と ガー ド さ 
せ て も @⑥@⑯ で 返さ ぐれ て し まう し 、 か わざ され だ た 時 の スキ も 大 きく な る の で 注意 し た い 。 


し ゃ じょう し ょ よう 


28. 斜 上 掌 ⑯⑮ [J ぐ ⑤] 特殊 中 段 攻撃 


し ゃ が ん だ 状態 か ら 、 手の平 を 突き 上 げ る よう に 出し て いく 。 ラウ の 攻撃 組み 立て の 主軸 と な 
る 技 だ 。 相手 の パン チ の 戻り や 、 パン チ の 合間 に カウ ンタ ー で 当て て 、 相手 を 宙 に 浮か せよ う 。 
し ゃ が み キ ッ ク や し ゃ が み パ ンチ に 対し て も 、 相手 の 攻撃 に 終 上 掌 が ギリ ギリ が すっ て 当たる 
くら い の 感 じ で 合わ せ て いけ ば 、 カウ ンタ ー を 取る こと が で きる 。 斜 上 掌 は 、 通常 は し ゃ が ん 
で いる 状態 か ら の み 出 せる 技 な の だ が 、 コマ ンド を る 層 人 箱 @ と する こと に よっ て 、 立っ た 状態 
か ら で も 出す こと が で きる 。 斜 上 掌 一 @ の 後に る せ 釘 @⑥ と 入力 すれ ば 、 間髪 入れ ず に 続け て 斜 
上 掌 を 繰り 出せ る の だ 。 この や り 方 で 斜 上 掌 一 @ を 繰り 返し て いけ ば 、 相手 は 手 も 定 も で ず に 
押さ れる が まま 、 と いう こと に な る 。 注意 すべ き は 、 引い た 足 の 側 の 手 で 攻撃 する た め 、 相手 が 
し ゃ が ん だ まま で 何 も し て こない と 斜 上 掌 が 当たら な い 時 が ある 、 と いう 点 。 こう な る と 、 逆 
に 相手 に カウ ンタ ー を 取ら れ て し まう こと も 多い 。 特に リオ ン と シュ ン は 体勢 の 関係 で 綱 上 掌 
が 当たり に くい た め 、 決定 打 に 欠け る 闘い と な っ て 意外 な 苦戦 を 強い られ る こと が ある 。 この 
合 に は 、 前 述 の し ゃ が みか ら の 斜 下 掌 ( ゆ ゆ る @⑥) で 問 合 い を 仕切 り 直 す と いい だ ろう 。 


じゅ ん ぼ ちゅ うし ょ ・ 


、 順 歩 沖 尚 ③④⑤ [(SS⑤)。] 中 段 攻 撃 嘩 ハ 


前 方 に 低く か が み 、 大 きく 足 を 踏み 出し な が ら 手 の 平 を 出す 。 斜 下 掌 や 斜 上 掌 

と は 違い 、 し ゃ が ん で いる 相手 に も ダメ ー ジ を 与え られ 、 さら に よろ めか せる 

こと も で きる 技 だ 。 鋼 下 掌 と 同じ く 、 前 方 に 踏み 出し た 足 と 同じ 側 の 手 で 攻撃 「23 選 所 

する た め 、 体勢 に よっ て 技 が 当たら な いと いう 現象 は な い 。 「 斜 下 掌 や 斜 上 掌 ーー 

は 、 と りあ え ず し ゃ が み ガ ー ド し て いれ は ば 大 丈夫 」 と 相手 が 考え て いる よう な 紅 ) 

ら 、 順 歩 沖 掌 を 織り 混ぜ て 攻撃 し て いく と 効果 的 だ 。 な お 、 この 技 を 出し た 後 

は 軸 足 が 替わり 、 さら に 相手 と の 間合い は か な り 近 く な る が 、 最初 の モー ショ SD) ⑨ 

ン が 大 きい の で 、 あま り 離 れ た 間合い か ら 出す と あっ さり 見 切ら れ て し まう 。 5 22 - 
@⑱32 - 29 “" 


ほ ん し ん ちゅ う げ き 


翻 身 肘 撃 ②⑧ [⑤,。4a| 上 段 攻撃 


身 を 反 ら し 、 振り 上 げた 肘 を 打ち 下ろ し て いく 。 拳 を 当て る よう な モー ショ 
ン だ が 、 当たる 場所 は 肘 な の で 、 問 合 い は 狭い 。 攻撃 属性 が 上 段 で 攻撃 力 発 
生 が や や 遅く K、 さ ら に か わ さ れ た 場合 の スキ が 大 きい た め 、 技 と し て の 重要 19 詞 委 
度 は あま り 高 く な い 。 実戦 で は 、 単調 に な り が ちな 攻撃 の パタ ー ン を 変え た ー 
い 時 に 使う ぐら い だ ろ うか 。 た だ 、 双 拳 旋風 腺 (@⑥⑥⑯) や 連環 転身 掃 脚 29| 
(@⑥@⑥ ひ @) な ど 、 ⑥ を 2 発 以上 繰り 出す コン ビ ネ ー シ ョ ン の 1 発 目 に 翻 身 肘 

撃 を 使え る と いう 点 は 覚え て お く と いい だ ろう 。 この 場合 、 次 の @ の 入力 受 く ) (⑲⑨ 
付 時 間 は 43 フ レー ム 以 内 と な る 。 また 、 普通 の パン チ と 翻 身 肘 撃 が 同じ タイ 17 

ミン グ で 重なっ た 場合 は 、 こち ら が 打ち 勝つ こと が 多い と いう 利点 も ある 。 9) 28 
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た だ いとう 


有 登 裏 旋 脚 (43 が KK [gk] 中 段 攻撃 


| 
包 政 
し ゃ が ん だ 状態 か ら 、 伸び 上 が る よう に し て 出す 後ろ 回 し 蹴り 。 攻撃 力 発生 

時 間 が 短く ダメ ー ジ も 大 きい の で 、 使用 頻度 は 高い 。 技 の ソリ ー チ も ある の で 、 

離れ た 問 合 い の 相 手 が 牽制 と し て 出し て きた 技 に 対し て この 服 登 裏 旋 脚 を 4 = 
合わ せる と 、 カウ ンタ ー を 取り や すい 。 体 を ひね りな が ら 技 を 出す た め 、 タ 学 
イミ ング に よっ て は 相手 の パン チ を か わし な が ら 技 を 当て る こと も 可能 だ 。 30 
この 時 、 し ゃ が み パ ンチ に 対し て な ら カ ウン ター を 取る こと も で きる 。 脱 登 

裏 旋 脚 が ヒッ ト す れ ば 相手 は 上 方 向 へ 吹っ飛び 、 さ ら に ヒッ ト 後 に @ を 押 Q ⑨ @ 
せ ば その パン チ は 自動 的 に 斜 上 掌 に な る の で 、 か な り 楽 に 空中 コン ボ を 叩 ⑳ 
き 込 め る だ ろう 。 た だ し 、 相手 が し ゃ が み ガ ー ド し た まま 攻撃 し て こない 場 

合 は あっ さり か わ さ れ 、 大 き な ス キ を さら け 出 すこ と に な る 。 また 、 ガ ー ド 0 ・ - 2 
され た 後に も ら +@ 投 げ が 入っ て し まう の で 乱発 は 禁物 。 


そく ちゅ うき ゃ く 


32. 側 中 脚 ②K 中 段 攻撃 て 


に 
斜め 前 方 に わずか に 軸 を ずら し つつ 、 蹴り を 出す 。 
攻撃 属性 は 中 段 な の だ が 、 ヒ ッ ト す る 条件 づけ が 


非常 に 厳し い 。 と いう の も 、 この 側 中 脚 は 自分 と 相 15 訣 当 
手 と の 軸 が ずれ て いて 、 さら に し ゃ が ん で いる 場 Ii 
合 に 限っ て ヒッ ト す る の だ 。 その 他 の 場合 で も 、 あ 30| 
えて 使う シチュ エー ショ ン と いう の は ほとん ど な 

い 。 硬化 時 間 を 除け ば 、 同じ 中 段 攻撃 で ある 旋 中 妥 S ⑲⑳ 
(る ⑥) の 方 が 技 と し て の 性 能 は 上 な の で 、 特に こち 21 22 19 


ら を 使う 必要 は な い だ ろ っ う 。 


こ きゃ く は 


33. 虎 脚 背 転 ⑤K 空中 攻撃 


バク 転 し な が ら の 蹴り 。 コ マン ド を 入力 し て 、 一 呼吸 お いて か ら 技 が 

出る の で 、 狙っ て 当て る の は や や 難し い 。 単発 で 使う な ら 、 起き 上 が 

り 攻 撃 を か わ さ れ る の を 警戒 し て 、 何 も せ ず に その まま 起き 上 が っ 思 辱 
て くる 相手 に この 虎 脚 背 転 を 重ね て いく と 効果 的 だ 。 こう し た 相手 ー 
は 起き 上 が り 直 後に し ゃ が ん で パン チ を 連打 し て くる こと が 多い の 34 
で 、 伸ばし た 腕 に こち ら の 蹴り が ヒッ ト す る 形 に な る の だ 。 た だ し 、 

いっ た ん ガー ド さ れ て し まう と 硬化 時 間 が 長い た め 、 相手 の 投げ は ⑳⑮ ⑨ @⑨ 
入り 放題 に な る の で 注意 。 ちな み に パ イ と 同様 に 、 対 CPU 戦 で リオ ン 


が 相手 の 時 、 近い 問 合 いか ら 虎 脚 背 転 を 出す と 、 リ オン は 軸 移 動 し ゆ - - 2 
つつ 自分 か ら 技 に 当たっ て くれ る 場合 が ある 。 9 - - 32 


ここ こり 


段 へ 蹴り を 出す 。 や や 遠 め の 間合い か ら だ と 、 相 手 は 上 段 攻 撃 
を 出し て くる こと が 多い の で 、 タ イミ ング を 合わ せ て 地 掃 乃 を ー 
出す と 、 ガ ラ 空 き の 下段 に 対し て カウ ンタ ー で 技 が ヒッ ト す る 。 「21 過 婦 
また 、 攻 撃 が 中 段 だ っ た 場合 で も 、 低 い 技 の モー ショ ン の た め 四 

こ 代 2 


手 を 地面 に つき 、 一 回 転 し な が ら 足 を 伸ばす よう に し て 前 方 下 30 る 


に か が なり 優 位 を 保てる 。 相手 が 豚 登 裏 旋 半 の 当たら な い 問 合い 
で じっと し て いる 時 な ら 、 ガ ー ド され て も いい か ら と りあ えす ず 
地 掃 肛 を 出し て お く と よい だ ろう 。 い ずれ に せよ 、 便 化 時 間 が 
長い の で と に か が く 見 切ら れる こと だ け は 避け る よう に し た い 。 ゆ - 


ー 表 
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せん ぶ う が 


35. 旋風 牙 *G) 上 段 攻撃 


大 き な モ ーション か ら 繰 り 出す 回 し 蹴り 。 相 手 と の 間合い に 

よっ て ダメ ー ジ が 変化 する 。 遠 距離 で ヒッ ト す る と 、 遠心 力 

に よっ て ダメ ー ジ は な か な か の 数 値 と な り 、 相手 の 攻撃 と こ 

の 技 が 重なっ た 場合 で も 大 抵 は 打ち 勝て る 。 時 々 、 6@@ か ら サ 

イド キッ ク と いう 連係 を 出し て くる 相手 を 見 か ける が 、 この 

場合 は 一 歩 下 が っ た 位置 か ら 攻 撃 に 合わ せ て 旋風 提 を 出す 24| 
と 、 サ イド キッ ク に 対し て この 技 が ヒッ ト す る こと が ある 。 S ⑨ 
形勢 逆転 を 狙 っ て 一 発 勝負 で 出し て いく な ら 、 むやみ に 旋風 


牙 を 連発 する より も 、 こう し た 一 歩 引い た 問 合 い か ら 当 て て ゆ - - 2 
いく 方 が 、 カ ウン ター も 期待 で きる 。 た だ し 、 いっ た ん 防御 さ 《 全 - - 32 


れ た りか わざ され たり し た 時 の スキ は 非常 に 大 きい 。 


えん せん し ゅ う 


36. 燕 旋 蹴 ⑦(。②。⑧)WKxG) 下段 攻撃 剖 


相手 の 定 を な ぎ ざ 払 つう よう に 、 一 回 転 し な が ら 下 段 の 回 し 

蹴り を 繰り 出す 。 この 技 も 、 相手 と の 間合い に よっ て ダ E 20.35 3 
メー ジ が 変化 する 。 燕 旋 蹴 を 使う べき シ チュ エー ショ ン = 
は 、 同様 の 性 格 を 持つ 地 掃 月 と ほぼ 同じ だ 。 攻撃 力 発生 ( 24 = 


時 間 と 持続 時 間 か ら も 分 か る よう に 、 地 掃 服 の 方 が 技 と 
し て の 性 能 は 上 。 た だ 、 燕 旋 蹴 の 方 が 入力 コマ ンド が 簡 32| 
単 な の で 、 重要 な 場面 で の 失敗 が 少な いと いう 点 は メリ IN 抽 C 語 G 
ッ ト と いえ る か も し れ な い 。 ガー ド さ れ た りか わ さ れ た お T 。 。19-22 
場合 は 、 地 掃 服 と 同じ く 相 手 か ら の 大 反撃 が 待っ て いる 。 
9 - - 29-32 
けん せん ぶ ぷう が 


( J 問 量 の ( (で) 上 上 ら 段 攻撃 SM 


沖 拳 (@⑥) が ヒッ ト し た 後に 旋風 叶 の コマ ンド を 入力 する 
と 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 で ある 連 拳 旋風 こ な る 。 攻撃 
属性 が いずれ も 上 段 な の で 、 実戦 で 狙っ て 出せ る 場面 は 
ほとん ど な く 、" ギ ャ ラリ ー に 見 せる た め の 技 "の 部 類 に 
入る だ ろう 。 た だ 、 沖 拳 に 続け て 旋風 拓 が 出る まで に 一 
揚 の 間 が ある の で 、 使い 方 に よっ て は ディ レイ こと 同様 の 
効果 を 発揮 し て くれ る こと も ある 。 


38. 連 拳 燕 旋 蹴 ⑤。。、g⑨(。②⑫。④)K⑥) 上 下 2 段 攻撃 


沖 拳 (⑥) の ヒッ ト 後 に 燕 旋 蹴 を 出す と 、 コン ビ ネ ー 
ショ ン で ある 連 拳 燕 旋 蹴 が 出る 。 前 述 の 連 拳 旋風 
と 同様 に ヒッ ト 後 の 一 瞬 の 間 が フェ イン ト と な る こ 
と 、 さ ら に 上 か ら 下 と いう コン ビ ネ ー シ ョ ン で ある 
こと な どか ら 、 対戦 相手 に よっ て は 有効 と な る 場合 
も ある か も し れ な い 。 だ が 、 や は りこ の 技 も 実用 性 
は 低く 、 一 種 の 見 せ 技 で し か な い だ ろ う 。 ぐ ⑲⑩ 


れん けん た い 


39. 連 拳 服 KC [KK| 上 上 ら 段 攻撃 ⑩① 


パン チ か ら 後 ろ 回 し 蹴り こと いう 、 上 段 攻 撃 を 連続 し て 繰り 出す 
最も 短い コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 ラウ の 場合 、 連 拳 服 よ り も 後 で 紹介 
する 双 拳 旋風 朋 を 出し た 方 が 有効 な こと が 多い た め 、 サラ や カ 
ゲ な ど に 比べ る と この 基本 コン ボ の 使用 頻度 は 低い だ ろう 。 だ 
が 、 と っ さ の 反撃 の 際 に は 頼り に な る は ず だ 。 な お 、 相手 が 体重 
の 軽い キャ ラク ター な ら 、 双 拳 旋風 月 より も 連 疹 受 を 使っ た 方 
が 確実 に ダメ ー ジ を 与え られ る 。 な お 、 キッ ク が ヒッ ト し た 後に 
⑤⑥ を 押す と 目 動 で 笠 上 掌 が 出る と いう 特性 が ある の で 、 カウ ン 
ター を 取っ た ら と りあ えす ず @⑥@ を 出す と いい 。 


40. 連 掌 上 [や] 上 上 5 段 攻撃 C) 


上 段 パ ンチ を 2 発 続け て 出す 。 連 掌 が 通常 状態 で ヒッ ト し て も 相 
手 は ダウ ン し な い の で 、 この 技 で ダメ ー ジ を 与え る こと は さ ほ 
ご 重要 で ご は な い 。 むし ろ 自 分 の リズ ム を 保ち わな が ら 間 い 続 けた 
い 時 や 、 こち ら が 攻勢 に 回 っ て いる 時 に は 、 @ ボ タン で コン ビ 
ネー ショ ン に キャ ン セ ル を か けつ つこ の 連 掌 を 織り 混ぜ て いく 
と いい 。 うつ まく 使い こなせ ば 、 相手 に 主導 権 を 握ら せる スキ を 
写 え ず に 一 気 に 攻撃 を 展開 し て いけ る よう に な る は すず だ 。 


せん 上 ぶ う た い 


双 拳 旋風 腺 (PKK) [ppiK] 上 上 上 9 段 攻撃 


上 段 へ の パン チ 2 発 か ら 上 段 へ の 後ろ 回 し 蹴り 、 こ とい う コ ン ビ ネー ショ ン 。 攻め 込ん で ダ 12.12-30 る 
メー ジ を 与え る より も 、 反撃 技 と し て 使用 し た 時 に 高い 性 能 を 発揮 し て くれ る 。 と いう 

の も 、 例え ば 中 段 キ ッ ク を ガー ド し た 後に は 、 他 の キャ ラク ター だ と ⑤@ を 出す の か 普通 
だ が 、 ラウ の 場合 は 連 拳 有 尿 より も この 反 拳 旋風 用 の 方 が 有効 だ か ら だ 。 また 、 カウ ンタ ー 
を 取っ て 笛 に 浮い た 相手 に 双 拳 旋風 腺 を 入れ る と 、 最も 簡単 な 空中 コン ボ と な る 。 この 
時 、 相手 が 多少 重く て も 3 発 目 の 蹴り が 入っ て くれ る の が 嬉し い 。 最後 の る を 出し た 後 の 
硬化 時 間 が 短い た め ダウ ン 攻 撃 を 入れ や すく 、 さら に 押し が 強い の で リン グ ア ウ ト を 狙 
うこ と も で きる 。 ガー ド さ せれ ば 反撃 を 喰らう 危険 は 少な い が 、 上 段 の み の コ ン ボ な の 
で 相手 に し ゃ が まれ て し まう と お 手 上 げ だ 。 ちな み に 連 拳 妥 と 同じ く 、 キッ ク が ヒッ ト 
し た 後に パン チ を 出す と 自動 的 に 人 ジ 上 掌 に な る 点 は 、 覚え て お いて 損 は な い だ ろ う 。 


らい げ きしょう 


_42. 雷撃 掌 pp [pp] 上 上 上 8 段 攻撃 C) 


上 上段 パン チ を 3 発 連続 で 繰り 出す 。 3 発 全 部 が 入る と ダウ ン を 取れ 
る の だ が 、 対戦 相手 が 上 級 者 だ と 、 この ダウ ン が 仕切 り 直 し と な 
っ て 体勢 を 立て 直さ れ て し まう 場合 が ある 。 それ ゆえ 、 雷撃 掌 
り も ダウ ン し な い 連 掌 を 敢えて 多用 し た 方 が 危険 が 少な い 、 と い 
う 点 は 覚え て お く と よい だ ろう 。 これ を さら に 発展 応用 させ て 、 
連 掌 の 合間 に 雷撃 掌 を 織り 混ぜ て いく と いう テク ニッ ク を うま く 
使え ば 、 タ イミ ング を 微妙 に 変え る こと も 可能 だ 。 前 述 の よう な 
上 級 者 な ら 、 と ま ど い は さら に 大 きく な る だ ろう 。 


か ん て ん し ん きゃ く 


アウ 43. 連環 転身 脚 や PBRK  ① 北 
| ,, 下 | 上 上 上 上 4 段 攻撃 


雷撃 掌 の 後に 旋風 牙 を 出す 4 段 コ ン ビ ネー ショ ン 。 攻撃 属 | 
性 が すべ て 上 段 な の で 、 当然 な が ら 相 手 が し ゃ が ん で 固 ま 


っ て いる と な す 術 が な く 、 さら に 便 化 時 間 も 長い 。 単体 で ーー 
出し て いく より も 、 カウ ンタ ー を 取っ て 浮い た 相手 に 叩き 9 ぼ 6 有 10 ぼ 17 ーー 


込む の に 最適 な 技 で ある 。 旋 中 朋 (@) で 浮か せ た 後 に は 、 40| 
この 連環 転身 脚 を 叩き 込ん で いく の が 基本 だ 。 実戦 で は 、 

相手 の 浮き 具合 に 応じ て 、 次 に 述べ る 連環 転身 掃 脚 と 使い N 四 C 還 G 
分 け て いく よう に し た い 。 また 、 柳 手 掛 塔 (の ひ @+@⑨ で  ⑳ - - 22 


よろ めい て いる 相手 に も この 技 が 入る 。 


) 


ん か ん うき ゃ 


44. 連環 転身 掃 脚 ⑤⑤⑤③(。②。⑧)KK 
1,⑮| 上 上 上 下 4 段 攻撃 


撃 掌 か ら 燕 旋 蹴 へ と つなが る 4 段 コ ン ボ 。 カウ ン 
ター を 取っ た 場合 で も 相手 の 浮き 方 が 低い な ら 、 
連環 転身 脚 で は な く こ ちら を 使 お う 。 最後 が 下段 
攻撃 に な る の で 、 普通 に 技 を 出し た 時 で も 、 最後 の 
ひ @ を 入力 する 時 に ディ レイ を か けれ ば リス ク を 43| 
若干 減ら 9 すこ と が で きる 。 た だ し 、 単発 の 燕 旋 蹴 
(⑥⑯+@) よ り も 硬化 時 間 が 長い の で 、 か わ さ れ た り S ぐ ⑲ 
ガー ド さ れ た 場合 は あっ さり 反撃 を 喰らう こと に 2 紳 の 
9 や は り 用 途 を 限定 し た 方 が 安全 だ ろう 。 ちな 
こ 、 背後 か ら の 投げ 技 を 持た な い ラ ウ だ が 、 相手 9 - -・ 3 
背中 を 見 せ た 時 に 連環 転身 掃 脚 を 出す と 、 意表 
の お 


る づ 


ん か ん は いて ん きゃ く 


45. 連環 背 転 脚 PO や ⑤(⑤(。④⑤)K Q① 誤 
1,⑮K| 上 上 上 空 4 段 攻撃 


直撃 掌 に 続け て 虎 脚 背 転 に つなが る コン ビ ネ ー シ ョ 12.12.14.203 
ン 。 最後 の バク 転 キ ッ ク は 基本 ダメ ー ジ 量 は わずか 


20 だ が 、 攻撃 力 発 生ま で が わずか が 10 フレーム と 短く 、 9 8 受 10 受 10 玉 


さら に ヒッ ト す れ ば 相手 が ダウ ン す る と いう 特性 を 


持っ て いる 。 この 点 を 踏ま えて 、 ディ レイ を か ら め な 34 

が ら 出 し て いく と 有効 性 は さら に 高まる 。 軸 に 浮い 

た 相手 に も 入ら な いこ と は な い の だ が 、 連環 転身 肢 S ⑲⑨ 
や 連 舞 転 身 掃 脚 の 方 が ダメ ー ジ が 大 きい の で 、 特に ⑳ - - 22 
連環 背 転 肢 を 使う こと も な い だ ろ う 。 た だ 、 他 の 2 つ の 27 

の コン ビ ネ ー シ ョ ン と は 違い 、 連環 背 転 脚 は 縦 に 相 ンク 計 較 人 な 


手 を 飛ば すこ と が で きる 。 覚え て お こう 。 


ん し ょ う 


46. 連 掌 ③ME [SPP] 中 上 ら 段 攻撃 CO 


絆 下 掌 に 続け て 上 段 パ ンチ を 出す 。 単発 の 冬 下 掌 
(&⑥) よ り も 、 こち ら の 連 掌 の 方 が 便 化 時 間 が 非常 に 
短く スキ が 少な い の で 、 相手 の 体 に 当て さえ すれ ば こ 
ちら は か な り 有 利 な 立場 に な る 。 至近 距離 で 連 掌 を 出 


し て プレ ッ シ ャ ー を 与え つつ 、 中 段 攻 撃 か 下段 攻撃 か 14 

投げ 技 の 選択 攻撃 を 迫る と いい 、。 斜 下 掌 を 出す 時 に コ 

マン ド を る ぐる @⑥@ と 入力 する クセ を つけ る と 、 実戦 で 役 S ⑲ ⑨ 

に 立つ は ず だ 。 T) 16 20 14 
9 27 19 24 


れん し ょ う せ ん ぶ ぷう た い 


47. 連 堂 旋風 腺 ③⑤⑤K G) 
|⑳⑤.pK| 中 上 上 3 段 攻撃 


双 拳 旋風 服 (@@⑥) の 1 発 目 が 対 下 掌 に な っ た 3 段 コ ン 
ビ ネ ー シ ョ ン 。 全般 的 な 技 の 性 能 や 使い どこ ろ は 誠 基 


旋風 服 に 準ずる が 、 空中 コン ボ と し て 連 掌 旋風 服 を 出 ーー 

す と 、 より 遠く まで 相手 を 運 応 こと が で きる 。 し ゃ が 1351014 

ん だ 相手 を 立ち 状態 に し て か ら ⑥@⑯ を 出す の で 、 双 拳 26| 
(9 


旋風 用 以上 に 押し は 強い 。 それ ゆえ 、 より た や すく 相 

手 を リン グ の 外 に 押し 出せ る が 、 この 技 ば か り 出 し て Q 
リン グ ア ウ ト の 山 を 築い て も 虚しい だ け だ 。 試合 内 容 。 9 
を 捨て て も 勝ち を 拾い た い 、 と いう 時 だ け や お む を 得 ず 

使う 、 と いう 姿勢 で 試合 に 目 ん で ほし いも の だ 。 ち な  W・ - 32 
み に 双 拳 旋風 用 と 同じ く 、 最後 の 蹴り が ヒッ ト し た 後 

に 押し た ⑥ は 自動 的 に 斜 上 掌 と な る 。 
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れん か ん し ょ う 


48. 連環 掌 ③④⑤⑤⑧⑤) 6) 
| や ⑧| 中 上 上 3 段 攻撃 


冠 下 掌 に 続け て 上 段 パ ンチ を 2 発出 す 。 実戦 
で の 用 法 は 雷撃 掌 (@⑥@⑥) と ほぼ 同じ だ 。 斜 
下 掌 か ら 始 まる コン ボ は いずれ も 、 2 発 目 の 
攻撃 の コマ ンド 入力 受付 時 間 が 長い 。 ボタ 
ン を や みく も に 連打 する の で は な く 、@ ボ 
タン で 確実 に コン ボ に キャ ン セ ル を か が け 、 
単発 で の 斜 下 掌 (@@⑥)、 斜 下 掌 か ら の 連 掌 
(る @⑥@⑥)、 そ し て この 連環 掌 を 的 確 に 使い 
分 け て いけ ば 、 こち ら の ペー ス で 試合 を 組 
み 立 て や すく な る だ ろう 。 


れ ん し ょ う て ん し ん きゃ く 


49. 連 掌 転身 脚 ④⑬ や KR) ) 
|⑨, や | 中 上 上 上 24 段 攻撃 


通常 の 連環 転身 脚 (@@@⑥⑥) の 1 発 目 が 斜 下 掌 | 
に な っ た コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 軽量 の キャ ラク 
PMP 3 登 10 受 10 受 17 加 


学 転 身 肢 を 空中 コン ボ と し て 叩き 込ん 


2 を の うち 、 最初 の 40| 
一 撃 の み が 中 段 属 性 で 他 は すべ て 上 段 。 最初 

の 斜 下 掌 が 当たら な いと 非常 に 不利 な 立場 に S ⑲⑩ ⑨ 
な る 。 単発 で この コン ボ を 出す 時 は 、 至近 距 9) - コク 
離 か ら 、 もしくは 確実 に 相手 の 身体 に 当て る 

よう に し て 出す よう に し た い 。 9 - - 32 


れ ん し ょ うてん し ん そう きま きゃく 


0 連 雪 身 提 脚 mMPPS(.@。SDRW 「 
[9 gm,9(。@.S)R] 中 上 上 下 4 段 攻撃 ” 」 


斜 下 学 か ら 始ま る 連環 転身 掃 脚 。 上 中 下段 の 15.17.14.403 
攻撃 が ミッ クス され て いる の で 、 ディ レイ を 

か け な が ら 出 し て いく と より 効果 的 だ ろう 。 ーー 
最初 の 斜 下 掌 で カウ ンタ ー を 取っ た 場合 に は 硬 多 必 和 選 才 号 
連 掌 転身 掃 脚 が 入る ケー ス が 多い の だ が 、 2 発 43| 

目 と 3 発 目 の パ ンチ が 相手 に 当たっ て いな い 

よう な ら 相 手 の 浮き 方 は や や 低い と いう こと ぐ ⑨ 6@ 

に な る の で 、 即座 に この 連 掌 転身 掃 脚 に 切り ⑳ - - 22 
替え て いく よう に し た い 。 パタ ー ン で 技 を 出 

す の で は な く 、 五感 を フル に 駆使 し て 華 豚 に  W・ ・ 3 

技 を 使い 分 ける 。 それ で 勝利 し て 初め て 、 真 の 

ラウ 使い の 称号 が 与え られ る の だ 。 


れ ん し ょ う は いて ん きゃ 


-51. 連 掌 背 転 脚 や ⑤⑤(⑮(。④)K O 導 。 
[④,,,(⑤&K] 中 上 上 空 4 段 攻 撃 


連環 背 転 脚 (@P の 5) の 時 初 の バン チ が 15.17.14.203 
斜 下 掌 に な っ て いる 4 段 コ ン ビ ネー 


ン 。 久 人 デー タ の 届い を 徐 け は 、 技 人 要 妥 有名 度 ま 
の 特性 や 使い どこ ろ は 連環 背 転 脚 に ほぼ 31021021( 


環 到 
準ずる 。 た だ 、 宙 に 浮い た 相手 に 出し て い 34| 
く の な ら 、 より 大 き な ダ メー ジ を 与え ら 
れる 連 掌 転身 脚 か 連 掌 転身 掃 脚 を 選択 し S ⑲ 
た 方 が いい だ ろう 。 この 技 を 狙っ て 出す ⑳ - - 19 
会 に ン ィ ュ ナ ド 
会 は それ ほど 多く な い は ず だ 。 9 - - 29 
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52. 肩車 頭 落 や <⑥ 上 段 投げ 


相手 を 肩 越 し に 投げ 、 頭 か ら 落と す 。 こち ら が し ゃ 403 
が ん だ 状態 か ら も 技 を 出す こと が で きる の で 、 沖 

畠 ( ひ ⑥) を 出す 時 に 6@+@ と 入力 し て お け ば 、 間 

合い に よっ て パン チ と 投げ が 自動 的 に 選択 され る 109 
"自動 2 択 「 と な る 。 投げ た 後 は 、 即座 に 踏襲 撃 

( ぐ @) だ 。 た だ し 、 投げ 抜け に は 十分 注意 し な けれ 

ば な ら な い 。 な ぜ な ら ラ ウ の 場合 、 投げ 抜け し た 相 

手 の 方 が 先 に 動け る よう に な る か ら だ 。 で きる だ 

け 他 の コマ ンド 投げ を 使う よう に し よう 。 


りゅう し ゃ 


、 53. 柳 車 旋 転 ④⑤ [@p] 上 段 投げ 吉 


相手 の 体 の 下 に 前 か ら も ぐり こみ 、 その まま 反り 返 E 50 る 

る よう に し て 自分 の 体重 を あず けつ つ 後 方 に 落と 

す 。 投げ た 後に 体 が 入れ 替わる の が 大 き な 特 長 で 、 

状況 に よっ て は リン グ ア ウ ト も 狙え る だ ろう 。 これ 98| 

も 、 投 げ 捨て た 後に は 踏襲 撃 ( る @) を 入れ る よう 

に し よう 。 ちな み に 、 ラウ の 投げ 技 は ダメ ー ジ を 与 

える こと は それ ほど 重要 な 目的 で は な い 。 動か な い レス 
相手 に プレ ッ シ ャ ー を 与え 、 相手 に 積極 的 に 攻め さ ( 
せる (攻め て きた な ら 、 当然 カウ ンタ ー で 浮か せ て 
いく ) た め の も の 、 と いう こと を 覚え て お きた い 。 
や は り 、 “浮か せ て こそ の ラウ ”" な の だ 。 


54. 転 全 掌 ⑤ ツ の  [(③ ゆ )ao] 上 段 投げ 


相手 の ノド を わし 掴み に し て 持ち 上 げ る よう に ジャ ンプ 60 3 
し 、 その まま 後頭 部 を 地面 に 叩き つけ る 投げ 技 。「VF1」 か 

ら 引 き 継が れ た 技 だ が 、 基本 ダメ ー ジ 量 が 減っ た 上 に 虎 

連 暗 ( 含 @) も 入ら な く な っ て し まっ た の で 、 前 作 ほど 有 164| 
用 性 は 高く な い 。 特に この 技 に 固執 する 必要 も な い だ ろ 

う 。 な お 、 斜 下 掌 か ら の 連 掌 ( ら ⑧) の 後に 転身 巴 咽 学 の 

コマ ンド を 入力 する と 、 相手 の 状態 に よっ て 肘 撃 と の 自 

動 2 択 に な る 。 これ は 覚え て お いて 損 は な い 。 


⑨⑤)xG) [③④⑨x@)e] 上 段 授 げ お 


相手 を 突き 飛ば す よ うに し て 、 バラ ンス を 崩し て よろ めか せる 。 技 その も 10 3 
の が 与え る ダメ ー ジ は わずか だ が 、 硬化 時 間 に 注目 し て ほし い 。 数 値 デ ー 

タ に 2 種類 表示 され て いる 数 字 は 左 が 自分 の 、 右 が 相手 の 硬化 時 間 を 示し 

て いる 。 つま り 、 技 が 入れ ば 差し 引き 34 フ レー ム の 間 、 こち ら だ けが 一 方 MA 
的 に 攻撃 で きる の で ある 。 相手 が 軽量 級 な ら 連 掌 旋 風 服 (@@⑥@) を 、 重 

量 級 な ら 順 歩 沖 掌 ( ぐ Q⑥) か ら の 双 拳 旋風 乳 (@⑥@) を 叩き 込む の が ベス 

ト 。 変 わっ た 連係 と し て は 、 旋風 (6⑥+@) を 入れ て 、 ちょ っ と 浮い た 相手 

に 旋 栽 服 (@⑥ と いう 、 精神 的 に ダメ ー ジ を 与え る も の も ある 。 


IM 


フラワ 実戦 攻略 に あたっ て 


ラウ と いえ ば 立 上 掌 、 冬 下 掌 か ら の 強 烈 な ラッ シュ と 、 
学 い た ら 終 わり の 空中 コン ボ が すぐ 思い 出さ れる 。 し か 
し 、 対処 法 が ほぼ 確立 され た 今 で は 、 ワ ン パ ター ン の 攻 
撃 だ け で 勝つ こと は 非常 に 難し い 。 だ が 、 この 立 上 、 斜 
下 ラ ッシュ が ラウ の 主戦 力 で ある こと に 変わ り は な い 。 
攻撃 に バリ エー ショ ン を 持た せ 、 こち ら の 攻撃 に 対す る 
相手 の 対処 法 を 打ち 破る こと が で きる か 。 こ れ が 現代 の 
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し ゃ が ん で 
する 相手 に 


$ 上 P か ら の 攻撃 

ラウ の 技 の 中 で も 、 と か く 頼 り に な る の は 斜 上 
学 。 特に る 殺 @6⑥ の 入力 で 出る 、 立ち 状態 か ら 
の 斜 上 掌 一 沖 拳 の コン ビ ネ ー シ ョ ン は 強力 で あ 
る 。 この 技 は 俗 に 斜 上 P な ど と 呼ば れ 、 斜 上 Pー 掃 
沖 拳 ( せ ⑥) 一 斜 上 P…… と いう よう に 技 を 繰り 出 
す 9 だけ で も 相手 に か な り の プレ ッ シ ャ ー を 与え る 
こと が で き 、 うま くい け ば 相手 を 浮か せ て 空中 コ 
ン ボ に 持ち 込む こと も で きる 。 し か し 、 これ だ け 
で 勝て る 時 代 は と う の 昔 に 終わ っ て いる 。 た と え 
ば 、 綱 上 掌 を 返し 技 で 返 べ ぐれ た り 、 し ゃ が み パ ン 
チ に サマ ー ソ ルト キッ ク を 合わ され た り と 、 い 
と も 簡単 に 反撃 され て し まう 。 押し の 強い ラウ 
と いえ ども 、 同じ パタ ー ン で 攻め る と 危険 で あ 
る こと に は 変わ り は な い 。 以下 に 列挙 し た 攻撃 
の バリ エー ショ ン を 頭 に 入れ 、 状況 に 応じ て 使い 
わけ て は し い 。 
@ 絆 上 P 一 許 上 P 

立ち 斜 上 を 連続 で 繰り 出す だ け だ が 、 対処 法 を 
知ら な い 相 手 に は 絶大 な 威力 を 発揮 する 。 と くに 
重量 級 の キャ ラク ター 相手 で は その 威力 が 倍増 
する 。 @⑤ ボ タン の 入力 を 遅らせ る と 、 し ゃ が み ク 


基本 の 縦 上 P 連 人 


ラウ 使い に 求め られ る 重要 な ファ クタ ー な の で ある 。 


イッ ク フ ォ ワー ド で か な り の 距離 を 追い か ける こ 
と も で き 、 相手 に 逃げ られ る こと も 少な い 。 アキ 
ラ や カゲ な どの 当て 身投げ を 持つ キャ ラク ター に 
対し 、 こ の 連係 を 連続 で 出す の は 非常 に 危険 だ が 、 
この テク ニッ ク が 使え る と いう こと を 相手 に 見 せ 
る だ け で 、 相手 の 行動 を か な り 制 限 す る こと が で 
さ 、 有利 に 戦い を 進め る こと が で きる 。 ラウ 使い 
な ら ぜ ひ マ スタ ー し た い 基 本 の 連係 だ 。 
@ 守 上 P Xn 回 一 肘 撃 

計上 党 連 掌 の 連続 に 対し て の 有効 な 対処 法 に 、 
し ゃ が み 後 退 ( 座 ) と いう つの が ある が 、 これ を 多用 
し て くる 相手 に 非常 に 有効 な 連係 。 ヒッ ト し た ら 
相手 を 必ず よろ めか せる こと が で き 、 この 後に さ 
ま ざ ま な 技 に つなぐ こと が 可能 と な る 。 肘 撃 の 射 
柱 の 短 さ ご は 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド で 補う 
と いい 。 さら に 肘 撃 の 入力 を で ゆ @⑤ と する と 転身 
巴 咽 掌 と の 自動 2 択 に な る 。 
@ 訪 | 上 P Xn 回 一 旋 中 服 

し ゃ が み 後 退 、 ま た は し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク 
で 対処 し て くる 相手 に 有効 。 肘 撃 よ り は る か に 射 
柱 は 長い が 、 た と えよ ろ め か すこ と が で き て も 次 
の 技 に つなげ に くい 。 し か し 、 旋 中 服 を カウ ンタ ー 


で 当て て 相手 を 高く 浮か せる こと が で きた ら 、 各 
種 の 空中 コン ボ に つなげ る こと が 可能 だ 。 
@ 対 上 P Xn 回 一 連 掌 旋風 朋 

これ も し ゃ が み 後 退 、 し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク 
を する 相手 に 有効 。 旋 下 掌 は 斜 上 掌 よ り も 前 に 伸 
びる の で 、 後 退 さ れ て も ヒッ ト さ せる こと が で き 
る 。 笠 上 P の 連続 を 見 せ て お いて か ら 繰 り 出 す と 、 
か な り の 確率 で 引っ か か っ て くれ る 。 
@ 絆 上 P Xn 回 一 地 掃 服 

編 上 P の 嵐 が や び む ま で 、 た だ 何 も せ ず に ひ た す 
ら 立 ち ガ ー ド に 徹する 相手 に は 、 この 連携 を 見 せ 
て お こう 。 相手 が 地 掃 服 を 警戒 し 始め れ ば 、 有 利 
に 試合 を 運ぶ こと が で きる し 他 の 連係 も さら に 活 
さて くる 。 た だ し 、 地 掃 月 の モー ショ ン を 見 て 確 
実に ガー ド し て くる よう な 相手 に は 決し て 使っ て 
は いけ な い 連 係 だ 。 
@ 和 計上 P つ 癌 種 投 げ 技 

地 掃 服 へ の 連係 と 同様 に 立ち ガー ド 気 味 の 相 手 
に 有効 。 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド で 近づい て 
か ら 狙 う の が いい だ ろう 。 狙う 投げ 技 は ダメ ー ジ 
が 大 きい 転身 巴 咽 掌 か 連環 転身 脚 に つなげ られ る 
柳 手 掛 塔 だ 。 


空中 コン ボ そ の 1 一 浮か せる 準備 段階 一 


空中 コン ボ に 連係 可能 な 技 一 覧 
(原則 と し て 、 すべ て カウ ンタ ー ヒ ッ ト す る こと が 条件 ) 


地 掃 肛 @⑤ 
っ 


・ 
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小 ジ ャ ンプ 
同時 に 


※ そ の 他 一 部 の 起き 上 が り 攻 撃 か ら も 連係 可能 


浮い た 相手 が あま り 遠 くに 飛ば され て な 
い 場 合 に 限り め 、 こ こ に 掃 沖 拳 一 終 上 掌 の 
コン ビ ネ ー シ ョ ン を は さ お むこ と が 可能 。 


空中 コン ボ の チャ ンス を 逃す な !! 

紅 上 掌 以外 の 技 か ら で も 空中 コン ボ が 狙え る の 
が ラウ の 強み 。 いつ いか な る と き で も 空中 コン ボ 
に 持っ て いけ る よう に な れ ば 、 た と え 相 手 の 斜 上 
党 対 策 が 完璧 で も 、 強烈 な プレ ッ シ ャ ー を 与え る 
こと が で きる 。 斜 上 掌 だ け の ラウ は まっ た く 怖 く 
な い 。 常に 他 の 技 か ら の 空中 コン ボ の 恐怖 に さら 
すこ と で 、 精神 的 に も 有利 に 試合 を 進め る こと が 
で きる の だ 。 で は 、 空中 コン ボ に つなげ られ る 技 
と 狙い どこ ろ を 挙げ て みよ う 。 た だ し 、 すべ て カカ 
ウン ター で 当て る こと が 条件 で 、 さらに 重量 級 に 
は ほぼ 入ら な いと 考え て ほし い 。 

@ 括 面 脳 

比較 的 、 空中 コン ボ に つなげ や すい が 、 狙っ て 
当て る の は 難し い 。 チ ャ ンス を 逃がさ な いよ うに 
する だ け で 充分 だ 。 ち な み に 連 挙 服 (⑥⑥⑯) や 双 拳 
旋風 服 (⑥⑥⑥⑯) の ⑯ も 同様 に 連係 可能 で ある 。 

@ 施 中 朋 

重量 級 以外 の 相手 な ら 、 ほぼ 確実 に 空中 コン ボ 
に つなげ る こと が で きる 。 完全 に 空振り し な い 限 
り ス キ は な い の で 、 安心 し て 使っ て いこ う 。 

@ 騰 空 討 党 

下段 蹴り 起き を 先読み し た 時 な ど に 出す の が 一 

般 的 だ が 、 軽量 級 キ ャ ラク ター で な いと 大 し て 高 


烈火 虎 失 脚 


騰 空 芽 丸 腺 
大 ジャ ン フ 
降下 中 に 


空中 コン ボ 開 始 


対 上 沈 ・ 連 環 転 身 脚 (⑳ や ⑤ 記 )、 
絆 上 掌 ・ 連 環 転身 掃 脚 ($⑳② 選 )、 


連 掌 転身 脚 ( ぐ ⑥ や や) 、 
連 掌 転身 掃 脚 (⑧②)、 
科 上 掌 ・ 電 撃 党 一 笠 上 掌 ・ 連 環 転 身 掃 脚 


(⑳⑩⑤ や や や -ー ぐ ⑧ や や ⑤K) な ど 


く 浮 か な い 。 ダウ ン 攻 撃 の 方 が 確実 だ ろう 。 
@ 列 淡 虎 失 

リー チ は 短い が 、 便 化 時 間 が 短く 連係 が 容易 に 
で きる 。 また 、 た と え ガ ー ド さ れ て も スキ が 少な 
い の が あり が た い 。 た だ し 、 技 の 出 が か り が 非常 
に 弱く 、 実戦 で は あま り 有 効 で は な いと 思わ れる 。 
@ 騰 空 虎 究 脚 

接近 戦中 に と つ ぜ ん 下がっ て 反撃 を 誘い 、 それ 
に 合わ せる よう に 出す と いう よう な 使い 方 が 考え 
られ る 。 た だ し 、 空中 コン ボ へ 持っ て いく タイ ミ 
ング は シビ ア な の で 、 無理 に 狙う 必要 は な い 。 
@ 空 虎 肢 

遠く に 飛 点 烈火 虎 失 脚 と 考え て も いい だ ろう 。 
見 栄え は いい が 、 これ を 使う な ら 膳 空 虎 究 脚 の ほ 
うがい い 。 また 、 見 た 目 よ り も リー チ は 短い の で 
注意 する こと 。 
@ 騰 空 産 丸 朋 

飛 蹴 服 ( 大 ジャ ンプ 同時 ⑯) を わざ と 空振り し て 
か ら 出 す と 比較 的 決ま りや すい 。 着地 し て か ら の 
硬化 時 間 が 短い の で 、 空中 コン ボ に つなぐ の は 容 
易 だ 。 た だ し 、 サマ ー ソ ルト 系 の 技 で あっ さり 撃 
墜 べ され て し まう の で 乱用 は 控え よう 。 
@ 服 登 裏 旋 肢 

非常 に まれ だ が 、 近 距 離 で 当て れ ば 空中 コン ボ 


に つなが る 場合 が ある 。 覚え て お く 程 度 で いい だ 
ろう 。 た だ し 、 し ゃ が ん だ 相手 に は 、 ど ん な に 近 
距離 で ヒッ ト し て も 浮き が 足り な いた め 連 係 は ほ 
ほぼ 不 可能 に な る 。 
@ 地 掃 有 

サラ 、 パイ な どの 軽量 級 に 限り 、 空中 コン ボ に 
つなが る こと が ある 。 た だ し 、 失敗 する 場合 の ほ 
う が は る か に 多い た め 、 安全 策 を 取っ て 常に ダウ 
ン 攻 撃 を 月 っ て お く ほ うがい い だ ろ う 。 
@ 順 歩 沖 党 

編 上 掌 と 同じ 性 質 を 持ち 、 ぐ 人 @⑥@⑥⑥⑥⑥⑯⑥ な どの 
入力 で 一 連 の コン ビ ネ ー シ ョ ン に する こと が で き 
る この 技 は 、 カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ ば 確実 に 空 
中 コン ボ に つなが る が 、 技 の 出 が 遅く モー ショ ン 
が 大 きい の で 上 段 返し 技 の 絶好 の 的 に な り が ち 
だ 。 同じ パタ ー ン で 出し 続け る の は 禁物 。 

@ 誠 り 起 き 

上 段 で も 下段 で も 、 う まく 近く に 浮い て くれ れ 
ば 大 丈夫 。 回 し 蹴り 系 の 前 旋 服 、 後 旋 服 な ご が 特 
に 連係 させ や すい 。 その まま 連 掌 転身 掃 脚 に いっ 
た り 、 掃 沖 拳 一 衝 上 掌 一 連環 転身 掃 脚 と いっ た 連 
係 を し て いこ う 。 


121 


122 


電 由 コン ボ そ の 2 一 


相手 が カウ ワン ター で ぎ い た 


ノッ ク 


確実 性 か ダメ ー ジ か が 運 避 距 離 か …… 

空中 コン ボ の 基本 は 冬 上 P を 数 発 入 れ て か ら 、 
連環 転身 脚 か 連環 転身 掃 脚 に つなぐ と いう も の 。 
も っ と も 確実 な の は 、 相手 が 浮い た ら す ぐに 終 下 
学 や 冬 上 掌 か ら の 連環 転身 脚 、 ま た は 連環 転身 掃 
脚 を 叩き 込む こと だ が 、 せっ か く の お 楽し み タ イ 
ム を これ ば か り で 終わ ら せ て は 非常 に も っ た いな 
い 。 浮き 具合 、 キ ャ ラク ター の 重量 、 リ ング の 位 
置 な ど を 考慮 に 入れ て 、 さま ざま な 空中 コン ボ を 
使い こなせ る よう に な ろう 。 


@ 確 容 に いく な ら …… 

前 に 述べ た 闘い 方 の 通り 、 立ち 綱 上 掌 連 環 転 身 
脚 (人 殺 6P@⑥⑯) や 連 掌 転身 脚 (人 @⑥@⑥⑥⑯) が 
ベス ト 。 さら に 確実 に いく な ら 連 環 転身 掃 脚 だ 。 
た だ し 、 重量 級 の キャ ラク ター 相手 で は 成功 率 が 


ント 狙い 


空 虎 脚 の MK:@ 


具体 的 連 


落ち る の を 之 悟 する こと 。 


@ ダ メー ジ を 与え た い の な ら …… 
紅 上 P で 浮か せ た な ら 、 さら に 斜 上 P を 1 一 2 回 
入れ て か ら 絆 上 掌 連環 転身 掃 脚 (軽量 級 に は 連環 


転身 肢 ) が 入る 。 ウル フ 、 ジェ フリ ー に は 無理 だ が 、 


ほか の キャ ラク ター に は 比較 的 決め や すい 。 2 回 
め の 斜 上 P を 余 り に も 早く 出し すぎ ざる と 、 空振り 
し て し まう こと が ある の で 要 注 意 。 


@ リ ング アウ ト を 狙う な ら …… 

途中 まで は 上 の ふた つと 同じ だ が 、 フ ィ ニ ッシュ 
を 連 掌 旋風 月 に する と ダメ ー ジ と 引き 換え に 相手 
を 遠く に 飛ば すこ と が で きる 。 また 、 踏み 込み 沖 
拳 ( 叶 ⑥) を 数 発 入 れ て か ら 側 中 脚 へ つなげ る と い 
う コ ン ビ ネー ショ ン も ある 。 リオ ン 、 カゲ 、 ジャ ッ 


地 旋 脚 ゆめ 


時 係 拡 一 


Pe @@ 


燕 旋 跳 ゆ :@ 


キー、 ラウ 、 アキ ラ に は 3 回 、 サ ラ 、 バイ 、 シュ ン 
に は 4 回 も 空中 で 沖 拳 を 叩き 込む こと が 可能 だ 。 
ウル フ 、 ジェ フリ ー に も 2 発 く らい は 入る の で 試 
し て みて ほし い 。 ちな み に 、 浮い た 相手 に クイ ッ 
ク フ ォ ワー ド で グイ グイ 接近 し 続け る と 、 わずか 
だ が バウ ンド 距離 を 延ばす こと が で きる 。 


@ ギャ ラリ ー 受 け を 狙う の な ら …… 

普段 単発 で 使う こと も まれ な 、 旋風 牙 、 空 虎 脚 、 
飛 跡 服 な ど を つなげ れ ば 、 観客 に 受け る こと 間 違 
いな し だ 。 フィ ニッ シュ に 使っ て 相手 を 挑発 し よ 
う 。 た だ し 、 空振り だ け は 絶対 に 避け な けれ ば な 
ら な い 。 失敗 し た の を は た か ら 見 る と 、 た だ の 空 
中 コン ボ の イロ 八 も 知ら ず 適 当 に 技 出 し て る ヤツ 
に な っ て し まう の だ か ら 。 


その 他 の 実戦 戦略 


よろ めか せ て か ら の 攻防 

ラウ の 武器 に ひと つ に 、 肘 撃 で よろ めか せ て か ら の コン ボ が 
ある 。 よろ めい た 相手 に 斜 下 掌 を 当て れ ば 簡単 に 浮か せる こと 
が で きる が 、 や は り 立 ち 綱 上 掌 (人 殺 @) を 決め て 高 さ を 稼ぎ 、 
少し で も 多く の ダメ ー ジ を 与え る べき 。 この 時 の 斜 上 掌 は 単発 
で 止め 、 あら た め て 空中 コン ボ を 開始 する と や りや すい だ ろう 。 
重量 級 に は 、 終 上 P( 人 必殺 6@⑥) か ら の 斜 上 掌 連環 転身 掃 肢 
( 殺 ⑥⑥⑥@⑤⑥Y⑤⑧) で 決ま り だ 。 また 、 ミ ドル キッ ク で よろ めか せ 
た 場合 や 、 よ ろ め きか ら の 回 復 が 早い 人 を 相手 に し て いる 場合 
は 、 空 中 コン ボ に こだわ ら ず 投げ に いこ う 。 この 時 は 肘 撃 
( ゅ ゆ ⑥) と の 上 自動 選 択 に な る 転身 叫 咽 掌 (G ゆ ⑥) を 狙う の が いい 。 


柳 手 掛 塔 か ら の 連続 技 


技 目 身 び の ダメージ は ほとん ご ど な い に 等 し い が 、 さ ま ざ ま な 
打撃 技 を 確実 に 連係 させ る こと が で きる 柳 手 掛 塔 。 最も オー 
ソ ド ッ クス で 、 し か も 大 ダメ ー ジ を 与え られ る の は 連環 転身 肢 
だ が 、 目 分 と 相手 の 軸 足 が 逆 に な っ て いる と 最後 の 蹴り が 空 振 
り し て し まう の で 注意 し よう 。 また 、 リン グ ア ウ ト を 狙い た いと 
さ は 順 歩 沖 掌 か ら の 双 拳 旋風 服 ( く ぐ @@@⑥⑥) で 押し て も いい 。 
里 発 の 旋風 (@⑥+@⑥) で フィ ニッ シュ を 決め て も 見 栄え が よく 
て カッ コイ イ だ ろう つう 。 た だ し 、 最も 確実 に 技 が 入り 効果 が 大 き 
い の は 、 順 歩 沖 掌 か ら の 連係 で ある 。 


軸 足 を 意識 し て 戦う べし 

ラウ に と っ て 軸 定 が 同じ か 逆 か は 他 の キャ ラク ター 以上 に 重 
要 な 問題 だ 。 それ ぞ れ 長所 、 短所 は あり 、 どちら か の 軸 足 で 戦う 
と 有利 に な る と いう こと は な い が 、 軸 定 に よっ て 戦い か た を 変 
える 必要 が ある の だ 。 ラ ウ の 場合 、 軸 定 が 変わ る 技 が 大 変 少な 
い の で 、 無理 に 軸 定 を 変え る より も 戦法 自体 を 変え た ほう が は 
る か に 楽 な の で ある 。 
@ 軸 定 が 同じ 場合 

対 上 P が か わ さ れ に くく 、 連続 で 出し て ガン ガン 押し て いけ る 
こと が 最大 の メリ ッ ト 。 も ちろ ん 、 投げ 技 も 決め や すい が 、 肘 撃 
が 空振り し や すい こと を 忘れ ず に 。 対 重量 級 の 場合 に 軸 定 を 同 
じ に し て 戦え ば 、 斜 上 P 連 打 だ け で 勝つ こと が で きる だ ろう 。 
@ 軸 定 が 逆 の 場合 

最大 の 武器 で ある 斜 上 P が 非常 に 空振り し や すく 、 下段 パン 
ナ で 止め られ て し まう ここ と も 多い 。 し か し 、 肘 撃 の 有効 範囲 は 
か な り 伸 びる の で プラ スマ イナ ス ゼ ロ と いっ た と ころ か 。 ま 
た 、 空中 コン ボ が 当たり や すい と いう メリ ッ ト が ある 。 た と え 
ば ジャ ッ キ ー が 相手 の 場合 、 軸 定 が 同じ だ と 斜 上 P 一 斜 上 P 一 斜 
上 掌 ・ 連 転 身 掃 脚 の 空中 コン ボ は 決ま り に くい が 、 軸 足 が 逆 だ 
と か な り 容 易 に 最後 まで 当て る こと が で きる 。 斜 上 P を 警戒 し て 、 
相手 が 意識 的 に 軸 定 を 送 に し て くる よう な ら 、 それ を 見 越し て 
肘 軟 を 多め に 使う 、 順 歩 沖 掌 で 軸 定 を 同じ に する よう に 努め る 
と いっ た 戦法 を 取れ ば 、 有利 に 戦え る は ず だ 。 た か が 軸 定 、 さ れ 
ご 軸 定 で ある 。 


翻 身 肘 撃 の 有効 な 使い か た 
いま いち 使え な い 技 で ある 翻 身 肘 撃 だ が 、 サラ が ダブ ル ジ ョ 

イン トバ ッ ト を ディ レイ で 出し て きた 場合 に 、 そ れ を つぶ す と 
いう 効 末 が ある 。 つま り 、 肘 を ガー ド し た 後に 翻 身 肘 撃 を 出す 
と 、 続け て 出る 膝 を 回 避 し つつ 翻 身 肘 撃 を 当て る こと が で きる 
の だ 。 し か も 、 膝 蹴 り の 最 中 に ダメ ー ジ を 受け る と サラ は 浮い 
て し まう の で 、 斜 上 P か ら の 空中 コン ボ に つなげ る こと も で きる 。 
ディ レイ の ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト を 使っ て くる サラ は 多い の 
で 、 思い 切っ て 狙っ て みる 価値 は ある だ ろう 。 


よろ めい た 相手 へ の 打撃 


綱 下 掌 Sp ヒッ ト 人 綱 上 掌 ⑮⑤⑳⑨⑤ ヒッ ト 


よろ めい て いる 相手 へ の 打撃 は 、 決 し て カ 
ウン ター に な る こと が な い 。 空 中 コン ボ に 
持つ て いく た だ ため に は 、 相 手 を より 高く 浮か 
せる こと が で きる 冬 上 掌 の 使用 が 不可 欠 だ 。 


連環 転身 脚 (や K) 
順 歩 沖 党 ・ 双 拳 旋風 腺 (人) 
( 間 を 置い て ) 旋 風 牙 (K@) 
燕 旋 蹴 (W&:@) 
地 掃 服 (②③ 
騰 空 虎 究 脚 (⑳) 


KK! 2( り 


軸 定 に よる 打撃 技 へ の 影響 
順 足 の 時 の 肘 撃 


逆 足 の 時 の 斜 上 掌 


軸 定 が 変化 する 技 一 覧 


* この 4 つが 還 足 変化 に 使用 する 技 
育 沖 拳 ( 育 を 向け て ) で ある が 、 上 の 2 つ は 自分 か ら 振 

ヽ り 向 く 技 が な い ラ ウ に と っ て 有 
育 連 拍 掌 ( 育 を 向け て や ) 効 と は 言い 難い 。 ま た 、 柳 手 掛 塔 

ヽ は ラウ の 軸 足 は 変化 し な い が 、 相 
順 歩 沖 撃 (0⑧@) 手 の 軸 足 を 強制 的 に ラウ と 同じ 
柳 手 掛 塔 (③②@:@) に する と いう 特殊 な 効果 が あり 、 


多少 用 法 は 変わ っ て くる だ ろう 。 


翻 身 肘 撃 VS ダ ブル ジョ イン トバ ッ ト 


な * 1 Ra AS に の 人 2 
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起き 上 が り 攻 撃 各種 


ラウ の 起き 上 が り 攻 撃 は 、 上 段 蹴 り 起 ぎ 5 種 、 下 段 蹴 り 起 ぎ 5 種 の 計 
10 種 類 で ある 。 技 の モー ショ ン 的 に は 特徴 が め る も の は 少な く 、 平 
均 的 な 起き 上 が り 攻 撃 の 持ち 主 で ある と 言え る 。 

ラウ の 起き 上 が り 攻 撃 の 中 で 使い 勝手 の いい も の こと な る と 、 スラ イ 
ディ ング し な が ら 相 手 を 蹴る 後 掃 脚 や 、 横 万 向 に 上 り 定 が 出る 後 上 
服 が 挙げ られ る 。 どちら も 比較 的 リー チ が 長い 技 な の で 、 空振り し て 
し まう 危険 性 が 少な い の だ 。 

それ 以外 の 技 で は 、 その 場 蹴 り 起 ぎの 地 掃 旋 月 ご 前 転 蹴り 起き の 双 
起 脚 、 双 起 掃 脚 の 3 種類 が 注意 が 必要 な 技 だ 。 便 化 時 間 が か な り 長 い 
た め 、 空振り し た 場合 は も と より 、 相手 に ガー ド さ せ て も 反撃 を 唄 
らい や すい の で ある 。 特に 地 掃 旋 月 は リー チ が 短く 空振り し や すい 


起き 上 が り 攻 撃 表 
その 場 起き 

1 
ee 
人 
横転 起き eee… 
ee 
ミリ ロー トー 
リー トー 
EE 


前 ・ 後 転 起き ゃ 方向 (相手 が いな い 方 向 ) に レバ パー 入力 


本 計 開 
KKK… 34・9 16 
すず KKK… 32・8 18 
KKK… 28・6 26 
む KKK 29・7 26 
KKIK… 24・4 20 
すむ KKK… 32・6 20 
KKK…| 34・4 22 
KKK… 29・6 35 
KKIK… 20:16 24 
すす KK… 15・10 15 
KK KK… 24・12 24 
すず KKK… 15・10 15 
KKIK… 2 が 8 な 
KIRKIK… 15-10 15 
い ・ 8 22・15 23 
む KKK… 15:10 15 


ECO57B NE6 還 証 押 敵 足 方 向 か え 後 旋 乃 KKK… 17.7 26 
ちな み に 、 上 段 蹴り 起き の 前 旋 服 が カウ ンタ ー で 相手 に ヒッ ト し た 仰向け 後 掃 旋 服 KK 17-7 26 
場合 、 斜 下 掌 (@@⑥) 、 斜 上 掌 ( 入 6) な どか ら の コン ビビ ネー ション で 追 前 足 方 向 双 起 肢 KOK…| 17-5 33 
い 討ち で きる こと が ある 。 また 、 それ 以外 の 蹴り 起 さ カウ ンタ ー で も に 2 Se enc sa 
地 掃 服 ( 必 せ ⑥) な ど で の 追い 打ち が 間に合う こと が 多い の で 、 狙っ 晴 方向 双 起 脚 人 195 31 
いい だ ろう 。 区 5 AN - 

て みる と いい だ ろう 仰向け ルク 双 起 掃 脚 ” す 民 衣 衣 … 19・4 32 
頭 方 向 後 旋 朋 KKIK… 17.7 26 

93932 代入 を 後 掃 旋 服 K 0 いい 17・7 26 


ぜん せん た い 


前 旋 腺 中 段 攻撃 強 主 


その 場 起 き 英 定 方向 仰向け 時 放 表 ( 政 
横転 起き 一 
前 ・ 後 転 起き 一 


た い 


前 掃 旋 用 下段 攻撃 店 


その 場 起き ぎ 渦 定 方向 ` 仰 回 け 時 
横転 起き ー 
前 ・ 後 転 起き 一 


に 4 せん た い 

月 旋 朋 中 段 攻撃 吉 
その 場 起 き 分 け 時 球 区 
横転 起き 敵 頭 方 向 ・ 仰 向け 時 横転 後 加 牙 り 底 …・ 


前 ・ 後 転 起き 一 
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こう そう きゃ く 


後 掃 肢 下段 攻撃 却 


その 場 起き 敵 足 方 向う つ 伏せ 時 ず K 臣 衣 … 
横転 起き ー 


前 * 後 転 起き ぎ 一 


後 掃 旋 用 下段 攻撃 引 


その 場 起き 敵 頭 方 向 : 仰 向け 時 す KK K 
横転 起き すべ て の 姿勢 か ら 模 転 後 IKKK… 


ag 還 e き 区 中 方 向 . 仰 向 は 
前 後 転 起き 方 和 . う つ 伏せ 時 人 も 


後 蹴 腹 中 段 攻 撃 


その 場 起 き 敵 頭 方 向う つ 伏 せ 時 吾 下 政 …・ 
横転 起き 敵 頭 方 向 - う つつ 伏せ 時 棋 転 後 民政 …・ 


前 ・ 後 転 起き 一 


ち [を せん た い 
地 掃 旋 腹 下段 攻撃 
その 場 起き 英 頭 方 向 . う つ 伏 せ 時 と KKK 


横転 起き 
前 * 後 転 起 ぎ 一 


こう せ 


> 後 旋 腹 中 段 攻撃 尼 電 


その 場 起き 一 
に 豆 方向. 仰向け 、 本 転 後 ペ 写 … 
寺 横転 後 
語 和 。2 ー ロ ] ・ ロ 後 転 ? 政 贅 
前 * 後 転 起き 各 信 方 向う つ 伏せ 時 


双 起 脚 中 段 攻撃 問 


その 場 起 ぎ 一 
横転 起き ee 


、。 /。 。 。、、 届 中 方向 うつ伏せ 、 際 
前 ・ 後 転 想 計 頭 方 向 - 爺 向け 時 琶 後生 


きき そう きゃ く 


双 起 掃 脚 下段 攻撃 問 


その 場 起 ぎ 一 
横転 起き 5 
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俺 は 、 ウ ルフ と 共に 闘っ て いく こと を 誇り に 思う 。 お 世辞 に も 華 諾 
と は いえ な い 力 任せ の 打撃 。 ど れ も 、 スキ の 大 きい スロ ー モ ー 
ショ ン な 技 ば か り だ % す | な ど と いう つも り で 出せ る 技 
な ど ひ と つも な い 。 WW 美しい 投げ 技 
を いく つも 持っ て いる 。 持ち 」 基 蘭 た 相手 が 宙 に 浮く 一 瞬 。 そ の 
隙間 は 、 mcue 生 rrsarru だ が 、 相 
手 の 挙動 を 見 切り 、 確 実に 動 装 じ な けれ ば 、 投げ 技 を 決め 
る こと は で き な い 。 投げ る た め ( 守 五感 を 研ぎ 澄まし て 流れ を 感 
じ ろ 。 試合 が どん な に ヤバ い 滅 蘭 に な っ つて も あき ら め る な 。 心 が 
負け て し まっ て は タメ だ 。 焦ら ず 玉 手 の 動き を 傘 静 に 分 析 す る 。 
うつ むく な 、 前 を 向い て 闘え 。 福 て 、 自分 だ けが 感じ 6? こと の で 
きる チャ ンス を つか なむ の だ 。 
ハー ト で 勝つ *、 これ が ウル フ の 極論 だ 。 相手 の ハー ト を 飲み 込 
ん じ ま え ! 技 が どう の 、 動き が どう の 、 そ ん な こと は 関係 な い 。 ビ 
ビ ら せれ ば それ で OK。 どん な 相手 だ ろう が 、 そ れ だ け で OK だ 。 
も う 一 度 言 お う 。「 ハ ー ト で 負け る な を! 


7ex7 の y 26 5 の ZZ (g.. 0) 支 均 : 篠原 . 元 四 (ブン ブン 丸 ) 


11111153131 


129 


130 


WOLF (ウラ フォー タフ イー ルド ) 


No 技 名 コマ ンド 入力 受付 時 間 攻撃 属性 ダメ ー ジ 発生 持続 便 化 返し 技 備考 

久 大 本 攻撃 

1 ドレ ー ト ルン マー @⑥ ーー 上 段 14 1 ど - ど 6 上 玉 、 外 上 

ら ロー ハン マー ひ @⑥ ー 下段 10 10-8 8 外 下 

3 八 イ キッ ク ⑥⑯ as 上 彼 36 16-4 ど 0 上 胡 。 外 上 

2 トー マツ シュ ひ ⑥ デ 下段 1/ 16-3 ど 外 下 

5 フェ イス リフ トキ ッ ク 人 ⑯ 呈 中 段 33 16-3 35 中 KK、 外 中 

久 背 後 攻撃 

6 ロー リン グ ハ ン マー ⑤⑥ デー 上 段 【 妥 1 ら - ら 18 上 P、 外 上 軸 
ロー リン グ ハ ン マー(B) 2⑥( 先 ⑥) ー 上 段 仙 14-5 ら ] 軸 

7 バック ロー ハン マー V@⑥ 6@ 下段 30 14-4 19 上 PF。 外 上 軸 

8 バッ クキ ッ ク ⑥⑯ ー 上 段 30 16- ら どら 4 上 K、 外 上 
バッ クキ ッ ク (B) 2 ⑯( 馬 ⑥) 9 上 段 30 19-3 どら 8 記 K。 燃 上 

9 バッ ク ド ロ ッ プ キッ ク 2 6⑥ 下段 36 1 /-6 ど / 軸 

@ ダ ウン 攻撃 

1D エル ポー ドロッ プ SS⑥ S66⑥ ダウ ン ら 0 ど /-4 49 

] 1 エル ボー 合 ⑥ ダウ ン 30 34-6 / ど (3/) 自 ダ ウン 

12 八 イ エル ボー 合 ⑥ ダウ ン 40 5 ど - ど / ら (36) 自 ダ ウン 

13 サマ ー ソ ルト ドロ ッ プ 合 め ダウ ン どら 0 どら 9-6 G ど (/5) 

條 小 ジャ ンプ 攻撃 

14 ステ ッ プ ハン マー @⑥( 同 時 ) 空中 30 43-4 26 

15 ロッ クル ンチ ⑥( 上 昇 中 ) 空中 30 51-4 ど 0 

5 ビー ルル ウッ マー ⑯( 同 時 ) 中 段 30 39-/ に ⑥93/4 

1 / トー クラ ッシュ ⑯( 上 昇 中 ) 空中 30 35- ど ら 1 

18 ハン マー エッ ジ 人 ⑯( 下 降 中 ) 中 段 どど 5 ら -4 どら 4 外 下 @⑥3/4 

@ 大 ジャ ンプ 攻撃 

19 ジャ ン ピ ン グラ リア ッ ト 必 ⑥( 上 昇 中 ) 空中 30 893- ら 43 

0 ライ ジン グ ト ー ⑯( 同 時 ) 空中 36 17-5 74 

ど ] ミサ イル キッ ク p ⑯( 上 昇 中 ) 空中 50 ア //-9 43 自 ダ ウン 

らら 人 ハン マー キッ ク ⑯( 上 昇 中 ) 空中 30 10-4 ー 

らき セー ルク ラッ シュ ⑯( 下 降 中 ) 空中 30 77-4 10 

ら 54 バッ クサ イド キッ ク @⑯( 上 昇 中 ) 空中 40 81-4 43 

今回 有 の 技 

どら 5 ソニ ッ ク ア ッ パ ー ( 近 距 離 で )⑥ XS⑥ 特殊 中 段 に る 15-3 る 上 P、 外 上 ⑥93/4 
ソニ ッ ク ア ッ パ ー ( 速 距離 で ) Q⑥ % SQ@⑥ 特殊 中 段 58 18-4 56 下戸 。 計上 @⑥3/4 

6 バー ティ カル アッ パー 多 ⑤ SS ぐ ⑥ 中 段 4 13-9 どら 下記 。2 久 ド ⑥93/4 

7 レベ ル バ パック チョ ッ プ Q⑥ で 6@⑥ 上 段 46) ど 0-3 上 P、 外 上 

58 ボディ ー ブ ロ ー 2( つ ) p 6@ 中 自 どら 0 14-3 ら 4 ⑥3/4 

9 リバ ー ス スレ ッ ジ ハン マー す 必 ⑥ g ゆ @⑥ 中 段 30 1 ら -5 38 ダウ ン 

30 アッ クス ラリ アー ト ひつ (>) p 16 ゅ 6@ 強 上 段 40 どら 4-8 38 @⑥1/2 ら 、 ダ ウン 

31 ショ ル ダ ー ア タッ ク Q ゆ ⑥ 16 ゆ ゅ 6@⑥ 特殊 中 段 どら 0 一 70 18-1 1 3 己 ダウ ン 

3 エル ボー バッ ト Q⑥ 十 ⑥ 6⑤@ 十 め 上 段 30 13-4 どら 5 上 P 軸 

33 ニー ブラ スト p⑯ 必 6⑥ 中 段 30 15- ら どら 9 軸 、⑥3/4、 ダ ウン 

34 ドロ ッ プ キッ ク ⑯ 13⑥⑯ 空中 30 どら 93-5 どど 自 ダ ウン 

35 ロー・ ド ロッ プ キ ッ ク 必 せ ⑯ ( ゆ ゅ せめ ⑮) 16 下段 どら 0 16-5 44 ダウ ン 

36 ネッ ク カ ッ ト キ ッ ク ⑯ 十 ⑥ ー 上 段 36 ら 0-5 35 自 ダ ウン 

37 ロー リン グ ソ バッ ト 必 ⑥ 圭 ⑥ 6 め 6 十 ⑨⑥ 中 段 30 19-4 どど 軸 

38 フラ イン グ ニ ー ル キッ ク ゆ ゅ ウ ⑯ 十 ⑨⑧ 16 ゆ 6 の ⑥ 圭 ⑥ 上 段 30 ど 93-6 4/ 軸 

39 フロ ント ロー ルキ ッ ク m で 必 ⑥ 圭 ⑧ (で や 必 ⑥ 十 ⑥) ら 0 空中 30 30-5 9 自 ダ ウン 

40 人 ハン マー キッ ク ⑥⑤@⑥ ⑥19⑥ 上 上 2 段 14+30 1 ら -/ 1 ら -4 どら EK。 外 上 ディ 

41 ジャ ブ プ 、 ス トレ ー ト ⑥@⑥ ⑥19@ 上 上 2 段 14+14 12-/9-3 14 ド お 。 外 上 ディ 

42 ]、2、 ア ッ パ ー ⑥⑤@⑥⑥ ⑥⑤⑥19⑥25@ 上 上 中 3 段 14+ 14+ ら 8 1-/9-3/18-4 ら 66 志 選 、 外 上 ディ 、⑥@3/4 

43 エル ポー スマ ッシュ ⑥⑥ ゅ @⑥ @⑤⑥19@⑥25( ゆ ゅ ⑥)6 上 上 上 3 段 14+ 14+ ら 0 12-/9-3/126-4 らら 4 上 P ディ 

価 投 げ 技 

44 ブレ ー ン バス ター ( 近 )⑥+⑥ ー 上 段 投げ 60 ー 18 ア 自 ダ ウン 

45 ボディ スラ ム ( 近 ) ゆ ⑥ p 6⑥ 上 段 投 げ 50 9 178 

9 フラ ンク ケン シュ タイ ナー ( 近 ) ね ⑥ 十 @ 呈 上 段 投げ 60 ー 118 

47 スタ イナ ー ズ - ス クリ ュー ドラ イ バ ー  ( 近 ) ぐ Q⑥+⑯ (くく @⑥+⑥⑮)28 上 段 投げ 80 ー 13 

2 引 ジャ イア ンド スイ ング ( 近 ) や ゆ じ せる の ゆ @⑥ (で 必 せ の 必 ⑤) ら 6 上 段 投げ 100 剖 どら 6 

49 ジャ ー マ ン スー プレ ックス ( 喧 )6 二 ⑥ ー 上 下段 投げ 80 ー 176 

50 ドラ ゴン スー プレ ックス ( 貴 )6 十 6⑥ 十 @⑧ ー 上 段 投げ 85 ー 169 

51 ダブ ルアー ム ス ー プ レッ クス (⑱)@⑥ 十 ⑥ 十 ⑥ ゆ ウ 6@⑥ 十 6⑥ 十 ⑨ 下段 投げ 70 ー 188 

5 ら サイ ドス ー プ レッ クス ) ひ @⑥+⑥ せ 6⑥+†@⑥ 下段 投げ 60 ー 109 

53 タイ ガー ドラ イ バ ー () く ⑥ 十 ⑥ 二 @⑥ S6⑥ 十 ⑥ 十 ⑥ 下段 投げ 70 ー 179 

信 返 し 技 

54 ドラ ゴン スク リュ ー ゆ 2@ 2 6⑥ 中 段 返 し 60 9 893 


※ 便 化 時 間 の カッ コ 付 き 数 字 に つい て … ダ ウン 攻撃 : カ ッ コ 内 は 攻撃 失敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 


スト レー ト ハ ンマ ー ) 上 段 攻撃 


立っ た 状態 か ら ス トレ ー ト を 繰り 出す 。 パ ンチ ー 発 で も 、 重量 級 だ け あ っ て ダメ ー と 143 

ジ は 大 きい 。 コマ ンド は 、 ⑥⑤ だ け よ り も 末 ⑥ の 入力 を 薦め る 。 こち ら の 方 が 踏み 込み 

が 深く 、 パ ンチ が ヒッ ト し た 後 も 次 の 攻撃 に つなぎ や すい か ら だ 。 コン ビ ネ ー シ ョ 12 詞 
ン の 少な い ウ ルフ の 場合 、 パン チ は 当て る こと より も お むし ろ 相 手 の 動き を 止め る こ 

と の 方 が 重要 。 カウ ンタ ー で スト レー ト ハ ンマ ー を 当て 、 完全 な 硬直 中 に 相手 を 投 16 
げ る こと が で きれ ば 、 通常 の 1.2 5 倍 の ダメ ー ジ を 与え られ る 。 威力 ある 多数 の 投げ 

技 を 持つ ウル フ な ら 、 これ を 利用 し な い 手 は な い 。 スキ の 少な い 技 ば か り 連 発する ぐ ⑨ 

よう な チキ ン 野 郎 に は 、 少し 離れ た と ころ か ら 技 を 誘い 、 逆 に タイ ミン グ を 読ん で 9 7 22 

カウ ンタ ー を 狙い 、 ブン 投げ て や れ 。 @ 28 2 


2. ロー ハン マー ② ぜ (。⑮)⑮) 下段 攻撃 


下段 へ の パン チ 。 この 技 も 、 ダメ ー ジ を 与え る こと より も 相手 の 動き を 止め 10 3 

る こと が 主 目的 だ 。 攻撃 を ガー ド し た 後に こ に りあ え ず ひ @ と 入力 し て お け は ば 、 

相手 が 攻め 込ん で きた 時 の 保険 に も な る 。 ロー ハン マー か ら は 、 バー ティ カ 包 唇 計 

ル ア ッ パー( 殺 6⑥) や ニー ブラ スト ( ゆ ゅ ⑯@)、 ロー ・ ド ロッ プ キ ッ ク ( ゅ ゅ ひ ⑯) な 5 

ど を 続け て 出す と 有効 。 ロー ハン マー が カウ ンタ ー で 入れ ば 、 下段 投げ や 上 8 | 

段 投 げに つなぐ こと も で きる 。 相手 の 技 を ロー ハン マー や スト レー ト ハ ン 

マー で 止め られ る よう に な れ ば 、 上 級 の ウル フ 使 い だ 。 ⑨ 
18 
17 


3. ハイ キッ ク ⑮) 上 段 攻撃 


ダメ ー ジ は 大 きい が 、 他 の キャ ラ に 比べ て 技 が 出る まで が 
若干 遅い 。 使い どこ ろ は 限ら れる が 、 相手 の 大 ジャ ンプ 攻 


撃 に 対し て は 、 か な り 高 性 能 な 対空 技 と な る 。 つま 先 を 当 16 選 尋 
S ⑨ ぐ 


て る よう な 感じ で ハイ キッ ク を 出せ ば 、 安全 に 大 ダメ ー ジ 


ア を 与え られ る 。 そ の 後 は 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド ( ゆ 必 ) か ら 
6 ンー 1、2、 ア ッ パ ー(@@@⑥) な どの コン ビ ネ ー シ ョ ン へ つなげ 
we 


- 家 


NN 2 


4 ロー スマ ッシュ ⑨(。@) [(@g@)] 下 邊 攻撃 
ウル フ の ロー キッ ク は ダメ ー ジ は 大 きい 方 な の だ が 、 技 の 戻り が 


遅い た め 相 手 に 当たっ て も 反撃 を 食らう こと が ある 。 長い リー チ 1 
を 生か し 、 少し 離れ た 間合い か ら の 牽制 と し て 出し た り 、 ロー 八 (16 選 引 
ンマ ー か ら 続 け て 出す な ど 、 他 の 技 と 織り 交ぜ な が ら 使 っ て いく 
と よい 。 


s 9 回 


選 己 の 
トト 請 王 計 G) 


ゆ 
1 の 


5. フェ イス リフ トキ ッ ク ⑮⑧K) 中 役 攻 撃 


中 段 キ ッ ク 。 相手 の 技 に 打ち 負け る こと は まず な く 、 当 

た れ ば 必ず ダウ ン さ せる こと が で きる 。 だ が 、 技 の 出る 

スピ ー ド が あま り 早 く な い の で 、 モー ショ ン の 途中 で 相 「]6 過量 

手 の 技 で 止め られ た り 、 また 硬化 時 間 が 35 フ レー ム と 

長い た め 、 交わ され た 場合 に 反撃 を 食らう こと も 多い 。 351 
⑨ 


相手 の 起き 上 が り に 重ね た り 、 攻撃 の 合間 な どの スキ を 


狙っ て 出す の が 適切 。 IN) ⑨ 
MM - 22 
98・ - 32 


131 


( ら 


ロー リン グ ハ ン マー  )(。( め )。⑫(p) 上 段 攻撃 


育 後に 回 っ た 相手 に 対し 、 振り 向き ざま に ジャ ブ を 放つ 。 
ヒッ ト さ せれ ば キッ ク や パン チ の の コンビネーション に つ な 
が る し 、 カウ ンタ ー で 決ま れ ば その まま カウ ンタ ー 投 げ を 
入れ る こと も で きる 。 ロー リン グ ハ ン マー は まま ( 必 )@ の コ 
マン ド で も 出せ る が 、 こち ら は 技 の 出 が や や 遅く 、 ス キ も 
大 きい 。 後述 する バッ クロ ー ハ ンマ ー の 入力 を 失敗 し た 場 
合 に 出る こと も 多い の で 、 正確 な 入力 を 心がけ ろ 。 


7。 パッ クロ ー ハ ンマ ー ⑨() [@] 下段 攻撃 あ 


振り 向き な が ら 、 フッ ク の よう な パン チ を 下段 に 

叩き 込む 。 攻撃 判定 発生 まで の スキ が ほとん ど な 

く 、 敵 に ガー ド さ れ て も まず 反撃 され る こと は な 【 唇 計 

い 。 若干 リー チ が 短い た め 、 ギリ ギリ の 間合い だ ー コ 

と か わ さ れ て し まう 場合 が ある の で 注意 。 紅 ) 
く ) (⑨ 


⑨ 
ゆ 22 
9 - - 3 


8. パッ クキ ッ ク ⑱。(。( め 。②(K) 上 段 攻 


振り 向き ざま に 人 ハイ キッ ク を 繰り 出す 。 ウル フ の ブレ ー ン バ 
スタ ー(⑥+⑥) を 投げ 抜け し て 背後 に 回 っ た 相手 が 、 そ の ま 
ま 痛 後 授 げ を 狙っ て きた 時 に 、 リー チ の 長い この キッ ク の 餌 16 請 
食 に な る 、 と いう 場面 が よく ある が 、 硬直 時 間 が や や 長い の 

で 、 必ず し も 積極 的 に 使う 技 で は な い だ ろ う 。 財 ( じ )⑥ と い 24(25) 
う コ マン ド で も バッ クキ ッ ク が 出る が 、 あえ て こち ら を 出す 

メリ ッ ト は 少な い 。 後述 の バッ ク ド ロ ッ プ キッ ク の コマ ンド S ぐ S ⑨⑲⑩ Q⑩ 
入力 ミス で 出 て し まう こと の な いよ うに 気 を 付け ろ 。 T 22 
8 


内 


_9. パッ ク ド ロ ッ プ キッ ク ②⑰ [⑨.QW] 下段 攻撃 お 


背後 の 相手 に 対し 、 低空 の ドロ ッ プ キッ ク を 膝 の 辺り に 当 

て る 。 技 が 出る まで の スキ は 少な く 、 さら に リー チ も 長い 。 

技 を 出し た 後 は ダウ ン 状 態 に な り 、 起き 上 が る まで は 無 防 好評 言 

備 な の だ が 、 起き 上 が り の スピ ー ド は 非常 に 速く 、 ガー ド テ 

され た 場合 で も 相手 は 技 に 押さ れ て 後ろ に 下がる た め 、 反 四 

撃 を 受け る こと は まず な い 。 相手 と の 間合い が 極端 に 離れ 

て いな いな ら 、 まず これ を 出す の が いい 。 N 生 C 族 G) 
@- - 2 

⑧ 衝 0 時 遇 
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」 . 


6 


_10. エル ボー ドロ ッ プ  ⑧) 【S③] ダウ ン 攻 撃 


で エル ボー を 叩き 込む 。 技 の リー チ は 短く 、 近づい て か ら 

出す 必要 が ある が 、 中 途 半端 な ダウ ン 状 態 の 相手 に も 出し 6 太 圭 
て いけ る の は 魅力 。 後述 する エル ボー は 危険 性 が 高い た め 、 

お し ろ こ ちら を 多用 し た 方 が いい 。 49 


ダウ ン し て いる 相手 に 対し て 、 倒れ 込む よう に し て その 場 103 


エル ボー (④) ダウ ン 攻 撃 


飛び 上 が っ て 相手 に 肘 を 落と し て いく 。 ダメ ー ジ は 普通 だ が 到達 距離 が 短く 、 
か わ さ れ た 後に ダウ ン 状 態 に な っ て し まう の が 最大 の 難点 だ 。 また 、 ウル フ 
の 場合 、 ダ ウン 攻撃 を 出し て 起き 上 が っ た 直後 は 、 相手 と は 全く 別 の 方 向 を 
向い て し まう ほど 軸 が 大 幅 に ずれ て し まう 。 後述 の 人 ハイ エル ボー な ら 、 与え 
る ダメ ー ジ が 大 きい た め 相 手 が 起 キ 上 が る まで に 時 間 が か か り 、 その 間 に 電 5(37) 
の ずれ は 自動 的 に 修正 され る の だ が 、 エル ボー の 場合 だ と 、 自分 と 相手 の 起 

き 上 が り の スピ ー ド が あま り 変 わら な いた め 、 軸 の ずれ が 戻る 前 に 相手 が 攻 

撃 し て き て 、 ガー ド し きれ ず に 食らっ て し まう こと が ある の だ 。 相手 と の 距 

離 に も よる が 、 エル ボー より も エル ボー ドロ ッ プ の 方 が 確実 。 


目 療 


72.。 ハイ エル ボー (人 ダウ ン 攻 撃 


その 名 の 通り 、 エ ル ボ ー よ り 高 く 飛び 上 が っ て 肘 を 落と し て 
いく 。 その 分 ダメ ー ジ と スキ も 大 きく な る の だ が 、 それ 以上 に 
特筆 すべ き は 到達 距離 が 伸び る こと 。 「『VF2」 に な っ て か ら は 、 
相手 が 空中 に 浮い て いて も ダウ ン 攻 撃 の コマ ンド を 認識 し て 
くれ る の で 、 フェ イス リフ トキ ッ ク ( ぐ る ⑯) な どの 空中 で の コン 
ビ ネ ー シ ョ ン に つなげ な い 技 が 入っ た ら 、 即座 に ハイ エル ボー 
の コマ ンド を 入力 し ろ 。 


サマ ー ソ ルレ トド ロッ プ (人 ④) 民 ) ダウ ン 攻 撃 


前 転 軸 返り の モー ショ ン で 、 背中 か ら 相 手 に 体 を 浴び せ て い E 703 
く 。 持続 時 間 が や や 長い た め 、 相手 の 起き 上 が り 際 に 入る こ 

と も ある が 、 与え る ダメ ー ジ が 少な いこ と と 、 至近 距離 だ と 0 = 
相手 を 飛び 越し て し まう こと が ある 点 は マイ ナス 。 そし て 何 ー 
より も 、 か わ さ れ た 後 の ス キ が 極端 に 大 きい 。 腰 を 押さ えな 目 立 /《 
が ら ヨ ロ ヨ ロ と 立ち 上 が る モー ショ ン の 間 は 、 全く 無防備 な 
状態 に な っ て し まう の だ 。 無理 に 使う 必要 は な い 。 
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4. 


6. 


ステ ッ フ ハン マー >。 6 り ) 


小さ く 飛 び 上 が り 、 組ん だ 手 を 相手 に 叩き つ 
ける 。 使い ご ころ は 、 相手 の 起き 上 が り 下 段 
攻撃 を 読み 切っ た 時 ぐら いで 、 あま り 使 える 
技 で は な い 。 こう し た 場面 で は 、 攻撃 を か わ 
し て 下段 授 げ を 狙っ て いく 方 が いい 。 


ヒー ル ハ ンマ ー > ェ ン っ mm 必中 段 攻 撃 


ジャ ンプ し つつ 振り 上 げた か か と を 、 相手 の 頭 
上 へ 振り 下ろ す 技 。 フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー を 
出 そ う と し て 失敗 し た 時 に 、 この 技 が 出 て し ま 
うこ と が ある 。 ステ ッ プ ハン マー と あま り 変 わ 
ら な い が 、 持続 時 間 が 長い わり に 人 硬直 時 間 が 短 
い の で 、 相手 に 当て て ガー ド さ せれ ば 反撃 は 受 
け に くい だ ろう 。 攻撃 属性 が 中 段 と いう の も 悪 
く な い 。 


ゆ 
⑱9 


空中 攻撃 


四 


⑨ 
22 
32 


60 = 


N) 


8 
@ 


 /. 


ロッ ク パ ンチ 」』。。 ソフ 上 上 中 ( 也 ) 


小 ジ ャ ンプ の 着地 の 瞬間 に パン チ を 出 
す 。 六 地 まで 技 の モー ショ ン が 出 な い の 
で 、 投げ を 警戒 し て し ゃ が お 相手 に は よ 
く 当 た る 。 た だ し 、 ジャ ンプ し て いる 間 は 
スキ だ ら け で 、 反応 の いい 相手 だ と 簡単 
に ⑥⑯ な ご ど で 返 ご れる の で 注意 。 


空中 攻撃 


トー クラフ ッシュ か ジャ ンプ 上 昇 中 詩 ) 空中 攻撃 


小 ジ ャ ンプ し な が ら 、 斜め 下 に 向かっ E 30 3 
て キッ ク を 繰り 出す 。 他 の 小 ジ ャ ンプ 

攻撃 と 同様 、 積 極 的 に 狙っ て 使う 技 で 守 記 
本 35 呈 号 


NN) 
⑳ - 
@ 


21 
C 


18. ハン マー エッ ン > っ wmK 中 段 攻撃 電 


ジャ ンプ 後 の 意地 の 瞬間 に 、 側 方 に 
キッ ク 。 中 段 攻 撃 だ が 、 実戦 で の 使 
い ど ころ は ロッ ク パ ンチ ( 小 ジ ャ ン 
プ の 上 昇 中 に @⑥) と ほぼ 同じ 、 と いっ 
た 程度 。 た だ 、 ハン マー エッ ジ の 方 
が リー チ が ある の で 、 同 じ 状 況 で な 
ら こ ちら を 出す 方 が いい 。 


大 ジャ ンプ の 降下 中 に 、 ラリ アッ ト を 相手 30 3 
に 叩き 込む 技 。 攻撃 判定 の 発生 まで に 83 フ 

レー ム も か か る た め 、 実戦 で は まず 使わ な 衣 寺 
い だ ろ う 。 無理 し て 使う ほど の 技 で も な い 。 


20. ライ ジン クト ー ジャ ンプ 語 叶 ( 台 ) 空中 攻撃 


全般 に 技 が 出る の が ワン テン ポ 遅 い ウル フ だ が 、 唯一 素 速 く 攻撃 で きる 技 が この ライ 36 る 
ジン グ ト ー だ 。 大 ジャ ンプ する と 同時 に 相手 を 蹴り 上 げ る 。 離れ た 間合い か ら チ ョ コ 

チョ コ と 攻撃 し て くる 相手 に 、 ダッ シュ し て 一 発 ガイ ー ン と 食らわ す と 、 ダメ ー ジ と 細 詩 
同時 に 屈辱 感 も 与え られ る 。 相手 が 攻撃 し て きた 場合 で も 、 打ち 負け る こと は まず な 

い 。 バ ッ ク 大 ジャ ンプ し な が ら ラ イジ ング トー を 出せ ば 、 相手 の 技 を 避け つつ 攻撃 を 
ヒッ ト さ せる こと が で きる し 、 か わ さ れ た 場合 の スキ も ある 程度 軽減 で きる 。 


2 レン 


27. ミサ イル キッ ク ジャ ンプ 上 見 (2( 。(⑳)。⑨ )) 空中 攻撃 


着地 の 瞬間 に ドロ ッ プ キッ ク を 放 50 る 

つ 。 いっ た ん 攻撃 判定 が 発生 すれ ば 、 

持続 時 間 は 9 フレ ー ム と 長く 、 か な 計 : 三 

り の ダメ ー ジ を 与え られ る の だ が 、 77= 征 

いか ん せん スキ が 大 きい 。 し か も 、 43| 

技 を 出し た 後に ダウ ン 状 態 に な っ 

て し まう の は いた だ け な い 。 S ⑲ 
⑳- - 2 
@ 且 肌 
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22。 ハン マー キッ ク ジャ ンプ 上 昇 中 ( 台 ) 空中 攻撃 


小 ジ ャ ンプ 攻撃 で ある ハン マー エッ ジ ( 小 ジャ ンプ 303 
の 下降 中 に ⑯) と 同じ モー ショ ン で 、 空中 で キッ ク 


を 出す 。 空 中 に いる 相手 に 対し て の 攻撃 だ が 、 め っ 10 雇 
た に 使わ な い だ ろ う 。 ウル フ の 場合 、 大 ジャ ンプ 中 
に 2 度目 の 技 を 出す こと は で き な い の で 、 大 ジャ ン S ⑲ 


プ 攻 撃 に は 細心 の 注意 を 払え 。 


_23。 ヒー ルク ラッ シュ ぇ sy>zmreM 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ の 降下 中 に か か と を 落と し て 
いく 技 。 リー チ は あま りな い の だ が 、 硬直 
時 間 が 短く スキ も 少な いた め 、 すぐ に 次 の 
動作 に 移 の こと が で きる 。 大 ジャ ンプ 攻撃 
の 中 で は 有効 な 部 類 に 入る 。 


大 きく 飛び 上 が り 、 降下 中 に 後方 へ 40 る 
キッ ク を 出す 。 大 ジャ ンプ で 相手 を 飛 
び 越 えた 時 に 、 相手 が 着地 を 狙っ て 攻 守 三 
繋 し よう と 追い か け て きた 場合 に 出す 61 = 相 
と 効果 的 。 た だ 、 空振り し た 場合 に は 、 431 
非常 に 大 き な ス キ が で き て し まう 。 
S ⑲⑯ 
)- - 22 
85 - - 32 
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. ソニ ッ ク ア ッ パ ー  ⑧( [(④③⑧⑤] 特殊 中 段 攻撃 皿 


体 を 軽く 沈ま せ 、 伸び 上 が る よう に し て 繰り 出す アッ パー。 相手 と の 問 合 い E 22/28 3 
に よっ て モー ショ ン が 若干 変わ り 、 それ に 伴っ て 攻撃 判定 の 発生 時 間 や 硬化 

時 間 が 変化 する 。 相手 と 離れ て いる 時 に は 、 大 きく 踏み 込ん で か ら ソ ニッ ク 詩 狐 主語 
アッ パー が 出る (数 値 右 )。 この 場合 は 、 ガー ド さ せれ ば まず 反撃 され る こと 

は な い が 、 近づく まで に や や スキ が あり 硬化 時 間 も 長い た め 、 か わ さ な いよ 22/26 
う 注意 し た い 。 相手 と の 間合い が 近い 場合 は 、 踏み 込ま ず に その 場 で ソニ ッ 

クア ッ パ ー を 出す (数 値 左 :。 こち ら は 、 スキ が ほとん ど な く て 反撃 も 受け に S ⑨ 
くく 、 急所 カウ ンタ ー で も 相手 を 浮か が せる こと が で きる 。 た だ 、 し ゃ が み ガ 24/28 - 21722 
ー ド し た 相手 に 対し て 当て て も 、 の け ぞ る だ け で ダメ ー ジ は 与え られ な い 。 9359 - 3032 
投げ を 警戒 し て し ゃ が ん で いる 相手 に は 効果 的 な 牽制 技 だ 。 


4 


26. バー ティ カル アッ パー や ) [(④⑧⑤] 中 段 攻 撃 起 


し ゃ が ん だ 状態 か ら の アッ パー。 ソ ニッ クア ッ パ ー と は 逆 に 、 引き 足 22 3 
側 の 腕 で パン チ を 出す 。 技 の 攻撃 判定 が 発生 する まで の スキ が 少な い 

の が 大 き な 魅 力 だ ど 。 ロー ハン マー( ひ @) か ら 投げ 、 ロー ドロ ッ プ キッ 13 過 委 
ク ( ゆ ひ @⑥) な ど と 織り まぜ て 使う と 効果 的 。 バーティカル アッ パー は 、 

ざ ひ 久 6 と いう コマ ンド で 出す こと を 薦め た い 。 と いう の は 、 この 技 】 
は リー チ が 短い と いう 欠点 が ある の だ が 、 こ の 入力 に よっ て クイ ッ ク 

フォ ワー ド し つつ バー ティ カル アッ パー を 出す こと が で きる の で 、 リ ⑨ 
ー チ の 短 さ が カバ ー さ れる の だ 。 し か も この コマ ンド な ら 、 強制 的 に 6 
し ゃ が の 状態 に な る の で 、 普通 に し ゃ が ん で か ら の バー ティ カル アッ 
パー より も 、 すず 速く 技 を 出せ る 。 カウ ンタ ー で 決ま れ ば 相手 は 高く 浮 
く の で 、 確実 に 空中 コン ボ を 叩き 込め 。 


_ 27. レベ ル バ ッ クチ ョ ッ プ (②⑨) [@ 〇 ] 上 有 段 攻撃 


大 きく 体 を 反 ら し 、 逆 水平 チョ ッ プ を 叩き 込む 。 大 振り で 非常 に 
スキ が 大 きく 、 さら に 攻撃 属性 が 上 段 と いつ こと も あっ て 、 め っ 20 3 
た に 当たら な い 。 ダメ ー ジ 量 も 少な い の で 、 宙 に 浮い た 相手 に あ 

えて この 技 を 入れ て いく 必要 も な い だ ろ う 。 それ だ け に 、 喰らっ 「20 主 中 
た 相手 は 結構 な 屈辱 感 を 味わう つこ と に な る だ ろう 


28.。 ボディ ー ブ ロ ー ② ゆ ) 中 段 攻 撃 


低い 体勢 か ら 相手 の ボディ へ と 中 段 パ ンチ を ブチ 込む 。 前 に 出 
し た 足 と 同じ 側 の 腕 で 、 一 歩 踏 み 込 みな が ら パ ンチ を 繰り 出す 
た め 、 意外 に 問 合 い が 広い 。 スキ も 少な い の で 、 ロー ハン マー 
( ひ @⑥) な ど を 交え つつ 使っ て いく と いい 。 相手 に 接近 し た 状態 
で この コマ ンド を 入力 する と 、 ボディ スラ ム ( 側 ゆ ⑥) と の 自動 
二 択 が 成立 する 。 や や 離れ た 問 合 い か ら 、 ダッ シュ し て 必 @ を 
入力 する と 、 相手 が し ゃ が ん で いれ ば 中 段 攻撃 で あめ る ボディ ー 
ブロ ー が 出 て 、 立っ て いれ ば ボディ スラ ム が 出る と いう 、 凶悪 
な 2 択 を 迫る こと も 可能 だ 。 実戦 で も か な り 有 効 な 戦法 だ が 、 
⑥@⑥ を 素 速く 出せ る キャ ラク ター が ボディ ー ブ ロ ー を 耐え た 場 
合 に は 、 あ っ さり 反撃 され て し まっ う 。 
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32. エル ボー バッ ト ぐ ④⑧:K) [②③.:⑮] 上 段 攻撃 お 


アッ クス ラリ アー ト  ②⑤⑨(⑧) 
[②②⑤」 強 上 段 攻撃 


気 司 いと 共に ダッ シュ し て 、 相手 の 首 を 刈り 取る よう に 
腕 を 叩き 込む 。 攻撃 属性 は 強 上 段 で 、 相手 が 立っ て いれ 
ば ガー ド の 上 か ら で も ダメ ー ジ を 与え て 茜 ぎ 倒す 。 ウル 
プ の スピ ー ド & パ ワー と いう ファ イ テ ィ ング スタ イル 
を 角 徴 する よう な 派手 な 技 だ が 、 相手 に し ゃ が まれ る と 、 
あっ さり か わ さ れ た 上 に 背中 を 向け た 無防備 な 状態 に 
な っ て し まっ うっ 。 便 化 時 間 が 短い の で 、 相手 と の 間合い が 
近けれ ば 、 す ぐさ ざま バッ ク ド ロ ッ プ キッ ク ( ひ ⑯) な ど を 
出し て 意表 を 突く こと も で き な い こと は な い が 、 いずれ 
に せよ 多用 は 禁物 だ 。 


29. リバ ー ス スレ ッ ジ ハン マー (②) 
[(⑧②⑤」 中 段 攻撃 


組ん だ 両 腕 を 下 か ら 上 に すぐ くい 上 げ る よう に し て 相手 を 放り 投げ る 
中 段 攻 撃 。 攻撃 判定 の 発生 が 12 フ レー ム と 非常 に 速い 点 は 買え る が 、 


リー チ が 短く 便 直 も 時 間 も 長 い の が 難点 。 小 ジ ャ ンプ で 飛び 込ん で 
くる よう な 上 方 向 か ら の 迎撃 に も 適し て お り 、 タ イミ ング が 同じ で 


レッ ジ ハ ン マー を 入れ る 、 と いう テク ニッ ク も ある 。 


31. ショ ルター アタ ッ ク  ④ ツ () [②③⑤@⑤)。。] 特殊 中 段 攻撃 


上 か ら 下 に 叩き 下ろ す よ うに 肘 を 打ち 込ん で いく 
技 。 エル ボー と 名 が 付い て いる が 、 攻撃 属性 は 中 
段 で は な く 上 段 。 当たれ ば 一 発 で ダウ ン さ せら れ 
る も の の 、 リー チ が 短い た め に 当たり に くく 、 普 
通 の 状態 で 使う こと は まず な い だ ろ う 。 アッパー 
や ニー ブラ スト で 浮か せ た 相 手 に 対し て は 、 攻撃 
発生 まで わずか 13 フ レー ム と いう 速 さも 手伝っ 
て 、 パン チ か ら エ ル ボ ー パ ッ ド と いう か な り の ダ 6M 
メー ジ を 奪え る コン ボ が 入る 。 @ 


25| 
⑨ 


IN) 


ダッ シュ し て 相手 に 肩 か ら 記 つか っ て いく 。 非 常に シン プ 
ル な 技 だ が 、 ウル フ の パワ ー を も っ て すれ ば 、 た ち ま ち 一 撃 
必殺 の 技 と 化す 。 相手 と の 間合い に よっ て ダメ ー ジ 量 が 変 
化す る が 、 至近 距離 十 カ ウン ター で この 技 が 入れ ば 、 な ん と 
100 を 超え る ダメ ー ジ を 奪え る こと に な る の だ 。 攻撃 判定 
の 発生 まで が 短い こと も 魅力 。 だ が 、 いっ た ん 立ち ガー ド さ 
れれ ば 、 相手 は ほとん ど 動 かず に 密着 状態 と な る 。 こう な る 
と 、 まず 間違い な く 反 撃 を 喰らっ て し まう だ ろう 。 さら に 、 
相手 に し ゃ が み ガ ー ド され る と 、 ウル フ は ダメ ー ジ を 与え 
る こと な く 相 手 の 体 を 転がる よう に し て 乗り 越え 、 背中 を 
見 せ た ま ま 32 フ レー ム の 便 化 状態 に 入る 。 威力 は デカ い が 、 
外し た 時 の リス ク も デカ い の だ 。 ま た 、 リン グ 際 の 攻防 で 
高々 と 宙 に 浮い た 相手 を 、 ショルダー アタ ッ ク で リン グ ア 
ウト させ る と いう テク ニッ ク も ある 。 


も こち ら が 打ち 勝つ 、 と いう こと が よく ある 。 ロー ハン マー(Y⑧) 
の 後に 出す の が 一 般 的 だ が 、 や や 離れ た 間合い か ら 人 名 せ ゆ @⑤ と いう 
コマ ンド で 、 上 段 攻撃 を か わし た 後 や 軸 に 浮い た 相手 に リバ ー ス ス 


ぐ ⑲⑨ 
D - - 1922 
9 ・ - 29-32 


34. 


うう 


ニー フラ スト ゆ W 


ドロ ッ プ キッ ク ⑳) 空中 攻撃 背 


巨体 を 軽々 こと 軸 に 舞 わ せ て の 飛び 蹴り 。 か わざ され た り 
防 件 され る と 、 ダウ ン 状 態 に な る 。 コマ ンド を 入力 し 
て か が から ワン テン ポ 遅 れ て 技 が 出る の で 、 相手 の 攻撃 に 
合わ せ て 繰り 出す の が 得策 だ ろう 。 例え ば 、 こ ちら が 
攻め 込ん る で いる 状態 か ら ス ッ と 身 を 引き 、 相手 の 反撃 
を 誘っ て そこ に ドロ ッ プ キッ ク 、 と いっ た 感じ だ 。 相 
手 が 牽 制 で 出し て きた 下段 攻撃 に 対し て も 効果 的 だ 
が 、 視 門 頂 肘 ( ゆ ゆ 必 @) な どの 低い 体勢 か ら 出る 技 に 合 
わせ た 場合 、 相手 を 飛び 越え て し まう こと が ある の で 
気 を つけ た い 。 また 、 ガー ド し た 相手 は 技 に 押さ れ て 
後ろ に 下がる の で 、 卑 必 な 手 だ が リン グ 際 で 押し 出し 
を 狙う こと も 可能 だ 。 な お 、 ド ロッ プ キ ッ ク を か わ さ 
れ て 地面 に 落下 し た 直後 に は 、 上 段 の 投げ られ 判定 が 
発生 する 。 タ イミ ング と 問 合 い が 合え ば 、 吸い 込ま れ 
る よう に 投げ られ て し まう の だ 。 あま り 知 られ て いな 
い 事 実 だ が 、 この こと を 知っ て いる 相手 に は 、 うか つ 
に 出さ な いよ うに 注意 し ろ 。 


[②⑯| 中 段 攻 撃 


彰 地 後に 軸 定 が 変わ る 、 中 段 へ の 膝 攻撃 。 カウ ンタ ー で 入っ た 場合 
に は 相手 が 高く 浮く の で 、 追加 攻撃 も 含め の れ ば か な り の ダメ ー ジ を 
期待 で きる 。 だ が 、 技 の リー チ が 非常 に 短い た め 、 単発 で 出し て も か 
わ さ れ る こと が 多く 、 この 場合 に は 大 ダメ ー ジ を 覚悟 し な けれ ば な 
ら な い 。 安易 に 連発 し た り 、 離れ た 間合い で 使わ ず に 、 技 の 合間 に 織 
り 込ん で いく よう に し た い 。 


S ぐ ⑨ 
D - - 2 
IS 


35. ロー・ ド ロッ フキ ッ ク ②②⑱) [(③③⑮)」。] 下段 攻撃 却 


小さ い モ ーション で 繰り 出す 、 相手 の 膝 の 辺り を 狙っ 
て の ドロ ッ プ キッ ク 。 入力 コマ ンド は 難し い が 、 実戦 で 
は 非常 に 有効 な 下段 攻撃 だ 。 攻撃 判定 発生 まで が ロー 
キッ ク と 同じ 16 フ レー ム 、 さらに ヒッ ト す れ ば 相手 は 
ダウ ン す る 。 ダメ ー ジ は 少な い が 一 瞬 に し て 技 を 当て 
られ 、 その た びに ダウ ン し て し まう と な れ ば 、 相 手 に 
し て みれ ば 相当 な プレ ッ シ ャ ー だ ろう 。 ロー ハン マー 
( ひ @⑥) か ら の バー ティ カル アッ パー( 多 @⑥) や ボディ ブ 
ロー( ゆ @⑥) と いっ た コン ビ ネ ー シ ョ ン で 相手 を 立た せ 
れ ば 、 そこ に ロー・ ドロ ッ プ キッ ク を 決め られ る だ ろう 。 
だ が 、 絶対 に ロー・ ドロ ッ プ キッ ク を 読ま れ て は いけ な 
い 。 ひと た び ガ ー ド さ れれ ば 、 投げ で 反撃 され る ほど の 
大 き な ス キ が 生じ て し まう か ら だ 。 


(16 茹 
四 
ぐ ⑤ ⑨ @ 
Nm 


7 
9 - - 19 
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36. ネッ ク カ ッ ト キ ッ ク ⑱⑯):G) 上 段 攻撃 診 


ジャ ンプ し て 、 相 手 の 後頭 部 に 蹴り を 入れ る 、 いわ ゆる 自 3 3 
斬り " 。 出し た 後 は 、 ヒ ッ ト の 如何 に 関わ ら ず ダウ ン 状 態 に な 

る の で 、 大 反撃 は 受け る こと は な い だ ろ う 。 だ が 、 完全 な 上 段 編 芯 千 
攻撃 の 上 に 、 技 が 出る まで の スキ も 大 きい 。 狙っ て 使う 場面 も 

少な く 、 そ の 必要 も な い だ ろ う 。 な お 、 ニー ブラ スト ( ゆ @) で 261 
高く 浮か せ た 後 に ネッ ク カ ッ ト キ ッ ク を 当て れ ば 、 サッ カー 

の ダイ ビン グ ボ レー 顔負け の 空中 コン ボ と な る 。 ぐ (⑨ 


@⑳ 
(8 


KS KS 〇 ① 


37. ロー リン グ ソ バッ ト  ②):G) 
| ②. 愉 ):G) | 中 段 攻撃 


体 を 半 回 転 さ せな が ら 回 し 跳 り を 出す 。 踏み 込ん で か ら 技 を 
出す た め 、 射程 距離 は か な り の も の だ 。 技 を 出し た 後 は 体 を 
戻し つつ 後ろ に 下がる の で 、 一 定 の 間合い が 保 た れる 。 相手 
に ガー ド さ せ て し まえ ば 反撃 を 受け る こと は な く 、 相手 の 技 
に 合わ せる よう に し て ロー リン グ ソ バッ ト を 出せ ば 、 リス ク 
は さら に 低く な る だ ろう 。 か わ さ れ た 場合 で も 、 相手 が 技 の 
種類 を 読み 切っ て いな けれ ば 、 反撃 に 出る こと は 困難 だ 。 使 
い 勝 手 の い い 技 だ が 、 こ れ ば か り 出 し て いる と 街中 で 「 チ キ 
ン 野 郎 」 と 寺 ら れる 。 あま り 連 発し な いよ うに 。 


38. フラ イン グ ニ ー ル キッ ク ツ ゆ ツ が G) [⑤⑤K*⑥] 上 段 攻撃 お 


前 方 に 大 きく 踏み 出し 、 回 転 し な が ら 体 を 
浴び せ 、 か か と を ブチ 当て て いく 蹴り 技 。 
か な り 遠 くま で 届く が 、 相手 と の 間合い が 
近い 時 に この 技 を 出す と 、 攻撃 が 発生 する 
前 に つ 点 され て し まう こと が 多い 。 また 、 
攻撃 属性 が 上 段 な の で 、 か わ さ れ や すい の 
も 難点 だ 。 技 を 出し た 後 は 、 ダ ウン し な い 
で 後ろ に 下がり な が ら 起 き 上 が る の で 反撃 
を 受け る 危険 は 少な いと いえ る 。 だ が 、 起 
き 上 が り モ ーション の 最後 の 方 に 投げ られ 
判定 が 発生 する 点 だ け は 覚え て お け 。 


フロ ント ロー ルキ ッ ク ぐ ④⑨⑱:G) 朝 
[(④⑤⑨⑳⑯:⑥)a。| 空中 攻撃 


前 方 に 回 転 し な が ら 繰 り 出す 、 縦 割り の 浴び せ 蹴 り 。 技 の 30 3 る 
リー チ は 短く 、 ほとん ど 移 動 せ ず に その 場 で 技 が 出る よう 

な 感覚 だ 。 攻撃 属性 か ら も 分 か る よう に 、 し ゃ が み ガ ー ド 人 大 革 
の 相手 に 当て る こと も で きる 。 実戦 で の 使い 方 は ドロ ッ プ 

キッ ク (a@) と ほぼ 同じ だ が 、 攻 撃 判 定 の 発生 時 間 が これ 29| 
より も 遅い の で 、 技 を 出す タイ ミン グ に は 注意 。 ちな み に 、 

フロ ント ロー ルキ ッ ク に は か わ さ れ た 後 の 投げ られ 判定 は く ) ⑨ 


な い 。 6 - 
8 
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_40. ハン マー キッ ク [GR] 上 上 2 段 攻撃 ① 


パン チ か ら ハ イキ ッ ク へ と つなが る コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 ウル E 14.30 3 

フ の コン ボ の 中 で は 高 性 能 で 使い や すい 部 類 に 入る 。 「VF21 

に な っ て か ら は 、 ⑥②⑯ の @ も ガー ド ボ タ ン で キャ ン セ ル で きる 12 話 12 封 

よう に な っ た た め 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン を その まま 当て る より 

も 、 ガー ドキ ャ ン セ ル し て か らい か な る 攻撃 に 素 速く 移る か 4 

が より 重要 に な っ た 。 ウル フ な ら 、 コン ボ を キャ ン セ ル し て 

の バー ティ カル アッ パー(W@⑥) や ロー・ ド ロッ プ キ ッ ク S ぐ ⑨ 

( ゆ ひ @) が 有効 だ が 、 特に 有名 な の は 、 名 う て の ウル フ 使い WM - - 22 
投 


で ある ブン ブン 丸 が 開発 し た 、 @⑥ の @⑥ に 反応 し て 立ち ガー ド 
を 固め た 相手 を 、 ガ ー ド キャ ン セ ル か ら の ジャ イア ント スイ 
ング (q ウ 名 必 ⑧) で 投げ る 「 選 こき 投げ ] だ ろう 。 これ を 発 
端 に し て 、 コン ボキ ャ ン セ ル か ら の 攻撃 バリ エー ショ ン の 開 
発 合 戦 が 繰り 広げ られ た 、 と 言わ れる ほど だ 。 


SO 


_41. ジャ ズ ス トレ ー ト ))【] 上 上 2 段 攻撃 ① 


前 進 し な が ら パ ンチ を 2 発出 す コ ン ボ 。 
相手 の 状況 に 応じ て 、 パン チ を 出し た 後 


に は 適切 な 技 を つない で いき た し いし 、。 実戦 12 計 9 過 
で は 、 ロー・ ド ロップ キッ ク ( ゅ ゅ ひ ⑳) や ーー 


上 下段 投げ な ど が 有効 だ ろう 。 】 
S ぐ ⑨ 
&M 17 22 15 
9 28 21 25 
_ 42. 1.2、 ア ッ パ ー ( [⑤⑤⑤] 上 上 中 3 段 攻撃 Q①⑰ 坦 


ジャ ブ 、 スト レー ト か ら 続 け こ アッ パー ・1。 
を 繰り 出す 。 移動 距離 が 長い の で 、 うま HIT29 


く 使 えば 、 相手 に プレ ッ シ ャ ー を 与え つ 
つ リ ング 際 に 追い つめ る こと が で きる 。 
また 、 3 発 目 の アッ パー は スキ が 小さ い 
こと 、 さら に 中 段 攻撃 で ある と いう 点 を 
有効 に 活用 し た い 。 2 発 目 の パン チ が 入 
っ た 場合 、 普通 に 出し た 3 発 目 の アッ パ 
ー は つなが ら な い が 、 25 フ レー ム と いう 
コマ ンド 入力 受付 時 間 を 利用 し 、 デ ィ レ 
4 で イラ ング を を びら 選民 当て る と と 
が で きる 。 うま く カ ウン ター で 入れ ば 相 
手 は 宙 に 浮く の で 、 即 づ コン ボ に つない で 
いこ う 。 ち な み に こ の 1、 2、 アッ パー は 、 
カウ ンタ ー で 浮い た 相手 に 最も 手軽 に 入 
る コン ボ だ 。 慣れ な いう ち は 、 相手 が 浮 
いた ら す ぐに @⑥@⑥@⑥ と 入力 する と いい 。 
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44. プレーン バ スタ ー  / 漁 *⑥G) 上 段 投 げ 診 


⑥+@ で の 投げ 。 ダメ ー ジ 量 は 「VF1』 の 時 より も 若干 減っ て いる 。 ウル フ と 603 
の 場合 、 他 に 強力 な コマ ンド 投げ が 存在 する た め @+@⑥ 投 げ は 軽視 され が 

ち だ が 、 実戦 で ジャ イア ント スイ ング (る @ ら せる ウ ゆ ⑥) や 、 後 述 の スタ イ 137 
ナー ズ . ス クリ ュー・ ド ライ バー な どの 大 技 を 、 いか な る 状況 か ら も 出す と 

いう の は 難し い 。 完全 に 相手 の 動き を 読み きる 自信 が な い 場 合 や 、 サラ の 

サイ ド フ ッ ク キ ッ ク (⑯+⑥) や ウル フ の ロー リン グ ソ バッ ト ( ゆ じ ⑯+@⑥) 

な ど ス キ の 少な い 牽 制 技 を 相手 が 出し て きた 時 に は 、 ク イッ ク フ ォ ワー 

ド し て ブレ ー ン バス ター を 出す 方 が 無難 だ 。 投げ 抜け で きる 腕 の 持ち 主 


と の 対戦 な ら 、 す ぐさ ま 狙 い を ボディ スラ ム ( ゆ ⑥) に 切り 替え よう 。 リン ) 


ーー 
グ サ イド で ブレ ー ン バス ター を 出せ ば 、 その まま リン グ ア ウト させ る こ 】 SN 
と も で きる が 、 ウ ルフ 使い と し て は 、 ダメ ー ジ を 奪っ て KO し て か ら リ ン 』 ま ! と 
グ の 外 へ 投げ 捨て た と いも の だ 。 + 日 
) 尊 、 
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45. ボディ スラ ム  / 漁 ツ  [ あ ⑤] 上 段 投 げ 


ゅ ⑥ と 簡単 な 入力 で 出る 投げ 技 。 使用 頻度 の 高い ボディ ブロ ー が と 503 
同一 コマ ンド な の で 、 そ の 気 は な い の に …… と いう パタ ー ン が よ 

く あ る 。 投げ 抜け が うま い 相 手 に 対し て は 、 ブ レー ン バ ス ター よ 176 

り も こち ら を 出す よう に し て いき た い 。 投げ た 後 は 、 すぐ さま エエ 

ル ボ ー ド ロッ プ ( る く @⑥) だ 。 ちな み に 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド か ら ボ 

ディ スラ ム を 出す 場合 は 、 レバ ー を ニュ ー ト ラル に 戻さ な いと コ 

マン ド 入 力 を 受け 付け こく れ な い 。 この 点 は 注意 し た い 。 


46. フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー  / 育 ⑳):G) 上 段 投げ 


両足 で 相手 の 頭 を 挟み 込み 、 後ろ へ 放り 投げ る アク ロバ ティ ッ ク な 技 。 E 603 
1 ステ ッ プ で 技 が 出る の で 、 ほん の わずか で も スキ が あれ ば 入れ る こと 

が で きる 。 ジャ イア ント スイ ング (@ ら ひざ ゆ @) よ り 飛 距離 は 落ち る 

や の の 、 ある 程度 遠く まで 相手 を 投げ 飛ば せる の で 、 リン グ 際 に 追い つ 旧 
め ら れ た 場合 で も 、 この 技 で 一 発 逆転 を 狙う こと も 可能 だ 。 


47. スタ イナ ー ズ ・ ス クリ ュー ドラ イ バ ー  / 伯 ③③(⑧:K) 
[(⑧⑨⑧⑧:⑮)。a| 上 段 投げ 


ブレ ー ン バス ター の モー ショ ン で 相手 を 持ち 上 げた 状態 か ら 、 そ の まま 垂直 に 落と し て E 303 
膳 天 を 地面 に 打ち つけ る 、 危険 きわ まり な い 技 。 ジ ャ イア ント スイ ング (る ら ひ る ぐ ウ ゆ ⑥) 

より も ダメ ー ジ は 少な いも の の 、 コマ ンド が 短く (3 ステ ッ プ ) 入 力 受け 付け 時 間 が 長い 

(28 フ レー ム 以 内 ) と いう 利点 が ある 。 特筆 すべ き は 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド か ら 上 W 
技 を 出せ る 点 。 相 手 と の 出会い 頭 に コマ ンド を 入力 すれ ば 、 こち ら は し ゃ が ん だ 状態 な 

の で 向こう は 投げ る こと が で きず 、 こち ら 側が 一 方 的 に 投げ る こと が で きる の だ 。 ウル 

フ と ジェ フリ ー に の み 与 えら れ た 特権 と いえ よう 。 だ が 、 いく ら 使 いや すい か ら と いっ 

て も 、 スタ イナ ー ズ - ス クリ ュー・ ド ライ バー ば か り を 連発 し て いる ウル フ と いう の は 、 

いか に も 勝ち ば か り 狙 っ て いる よう で 見 苦し い 。 ウル フ で 闘う 以上 、 ここ 一 番 で は ジャ 

イア ント スイ ング を 決め た いも の だ 。 
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48. ジャ イア ント スイ ング / 食 @⑮①③⑧⑤⑨ 
[(〈④@⑨⑨⑧⑤ あ ⑤)as] 上 段 授 げ 


相手 の 両 定 を つか ん で ブン 回 し 、 と ど め と ば か り に 放り 投げ る 、 言わ ず と 知れ た ウ 1003 
ルフ の 代名詞 。『VF2」 に な っ て 、 投げ 技 の 中 で は 最高 の ダメ ー ジ を 与え られ る よう 

に な つた 。 コマ ンド 入力 に 5 フレ ー ム の 時 間 を 要する 技 だ が 、 こ れ を 使わ ず に スタ イ 

ナー ズ : ス クリ ュー・ ド ライ バー( ぐ る ⑥+⑥⑯) ば か り 出 し て くる 奴ら に は 、 ウル フ 使 い 
を 名 乗る 資格 な ど な い 。 サラ の ジャ ッ ク ナ イフ サイ ド ( ひ @⑥@) や パイ の 飛燕 烈 肢 
(4⑯⑯) を ガー ド し た 直後 は 、 ジ ャ イア ント スイ ング の 絶好 の チャ ンス だ 。 失敗 を 恐 
れず 狙っ て いこ う 。 ちな み に 、 硬化 中 の 投げ か どう か で 、 放り 投げ た 後に 入る ダウ ン 
攻撃 が 変わ っ て くる 。 体力 の 減り 方 が 大 きけ れ ば ハイ エル ボー ( 含 6) を 、 そう で な け 

れ ば エル ボー ドロ ッ プ (る @@⑥) を 確実 に 叩き 込め 。 


49.。 ジャ ー マ ン スー プレ ックス 六 :⑥) 上 下段 投げ 


背後 か ら 相手 の 腰 に 組み つき 、 後方 へ 価 03 
を 反 ら し な が ら 投げ る 技 。 し ゃ が ん で いる 

相手 も 投げ る こと が で きる 。『VF2」 で は 、 

キャ ラク ター に よっ て は 自分 か ら 振り 向 月 
く こ と が で きる が 、 相手 が 振り 向い た 瞬 

間 に 投げ て し まう こと も 可能 だ 。 この 坦 

合 、 相手 が 前 を 向い て いれ ば ブレ ー ン バ 
スタ ー が 出る 。 


ー50、 ド ラゴン スー プレ ックス 礎 叶 :K@ 上 投げ 


相手 を フル ネル ソン で 固め た まま 後方 に 投げ る 、 背 
後 か ら の 投げ 技 。 ダ メー ジ は ジャ ー マ ン スー プレ ッ 55 る 
クス より も 大 きく 、 硬化 時 間 も 7 フ レー ム 短 い が 、 

ドラ ゴン スー プレ ックス は 立っ て いる 相手 し か 投げ 169 
る こと が で き な い 。 完全 な 硬直 状態 の 相手 な ら ド ラ 

ゴン スー プレ ックス で 投げ る 方 が いい が 、 振り 向き 

攻撃 を すか し て 投げ る 、 と いう よう な スキ の 少な い 

状態 か ら りら は ジャ ー マ ン スー プレ ックス を 狙う 方 が い 

い 。 適 家 両 者 を 使い 分 ける よう に ろ 。 
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の 敵 | [@-K.@] 下 自 投げ 


[VF1」 か ら 引き 継が れ た 、 ウル フ の 下段 投げ 。 ダメ ー ジ も な か な か の E 703 
も の で 、 投げ た 後に は エル ボー ドロ ッ プ ( ぐ @) が 確実 に 入る 。 カウ ン 
ター 投げ で ダメ ー ジ が 増え れ ば 、 ハイ エル ボー( 含 @) が 高 確率 で ヒッ 

ト す る 。 ロー ハン マー( ひ @⑥) の 後 な ど で 、 しゃがみ ガ ー ド を 固め る 相手 192 
に 対し て 積極 的 に 狙っ て いこ う 。 ちな み に 、 「VF2」 で は 、 下段 蹴り 起き 

を し て きた 相手 を 投げ る こと も で きる 。 タイ ミン グ は シビ ア だ が 、 うか 

つ に 詳 り 起き を し て くる 相手 な ら 、 遠慮 な く 投げ 捨て て 未熟 さ を 思い 
知ら せ て や れ 。 


52. サイ ドス ー プ レッ クス 思 や :G) [⑤⑧:⑥] 下段 投 げ 


し ゃ が ん だ 相手 の 腰 に 手 を 回 し 、 脇 に 抱え て 引っ こ 抜 く よ う に 後方 60 3 
に 投げ る 。 ダ メー ジ 量 は 下段 投げ の 中 で も 最少 だ が 、 コ マン ド が 簡 
単 な の で 出し や すい の が 利点 、 バ ックス テッ プ (@ る で) と @ ボ タン で 109 
問 合 い を 調節 し つつ 下段 投げ を 出し た いと いう 場合 に は 、 こ の 技 で 

練習 する と コツ を つか みや すい だ ろう 。 ダ ブル アー ムズ スー プレ ッ ク 

ス と 同様 に 、 投 げ 捨て た 相手 に は 確実 に エル ボー ドロ ッ プ ( ぐ @@⑥) が 入 

る 。 な お 、 コ マン ド を 見 る と 、 相 手 が 立 っ て いる 場合 に は ブレ ー ン 

バス ター(⑥+⑥) と の 自動 2 択 に な る の で は …… と 思っ て し まう が 、 
残念 な が ら サ イド スー プレ ックス は 立っ て いる 状態 か らし か 出せ な 


い の で ある 。 


53. タイ ガー ドラ イ バ ー 3⑧():K*@) 
[ ぐ ③⑤:x@] 下段 投げ 


ダブ ルアー ム ス ー プ レッ クス の モー ショ ン の 途中 で 、 垂直 に 持ち 上 げた と 703 
相手 を その まま 真下 に 落と し て いく 。 投げ た 後 、 ウ ルフ と ダウ ン し た 相手 

の 間 に 若 干 の 距離 が で きる た め 、 下段 授 げ の 中 で 唯一 エル ボー ドロ ッ プ 179 
(る ⑥) に つなげ る こと が で き な い 。 さら に 他 の ダウ ン 攻 撃 も や 入り づら い の 

で 、 あま り 使 わな い 方 が 賢明 だ ろう 。 た だ し 、 相手 を リン グ 際 に 追い つめ 

て いる 状態 で 下段 投げ が 狙え る 場合 に は 、 迷 り ず タ イガ ー ド ライ バー だ 。 

と いう の は 、 他 の 2 つが 、 投げ た 後に 相手 と 位置 が 入れ 替わっ て し まう 

た め に 自分 が リン グ 際 に 近く な っ て し まう の に 対し て 、 タイ ガー ドラ イ 

バー は 相手 を その まま 前 方 に 落と す の で 、 位置 が 入れ 替 わ ら な い の だ 。 ま 

た コマ ンド の 関係 上 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド で 近づい て か ら 投 げ る 場合 に 

は 、 や や 出し や すい と いえ る だ ろう 。 


54. ドラ ゴン スク リュ ー  』gxcsu( ゆ (g) [②⑧⑧| 返し 技 


ミド ルキ ッ ク を 出し て きた 相手 の 足 を 取り 、 巻き 込む よう に 体 を 60 3 
ー 回 転 さ せ て 投げ て し まう 返し 技 。「VF2] で は 、 よろ めき と いう 

要素 の 導入 に 伴っ て 中 段 キ ッ ク の 重要 性 が 増し た た め 、 有用 性 は 83. 
高い 。 ら @⑥ と いう コマ ンド の お か げ で 、 失敗 し た 場合 で も スキ の 

少な い ロ ー ハ ンマ ー が 出る の で 、 リ スク は 少な い だ ろ う 。 ジェ フ 

リー の ケン カキ ッ ク ( ゆ ゅ ゅ @) は 技 の 出 が 遅い の で 、 モー ショ ン の 

最初 の 方 を 確認 し て か ら 入力 し て も 、 ドラ ゴン スク リュ ー で 返す 

ー と が で きる 。 サラ の ジャ ッ ク ナ イフ サイ ド ( ひ @@) の サイ ドキ 

ッ ク も 返せ る 技 の ひと つ だ が 、 こち ら の 場合 は ガー ド し て か ら で 

や ジャ イア ント スイ ング (G ら ひる ウ ゆ @⑥) が 入る 。 どちら を 狙う か 

は 、 言う まで も な い 。 
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投げ て 投げ て 投げ まく れ 


投げ 問 合 い に いる 場合 
) 了 Nz/。 。 信 
いし 人 


投げ 間合い か ら 外 れ て いる 場合 


| 政 主 日 日 で 
Ivy = 


ウル フ で 闘っ て 勝利 を 得る に は 、「 ど れ だ け 相 
手 を 投げ る こと が で きる か 」 が 重要 な 鍵 を 握っ て 
いる 。 だ が 、 相手 だ っ て そう 簡単 に は 授 げ させ て 
くれ な い 。 で は 、 どうすれば いい の か ? ここ で 
は 、 い か に し て 投げ る が "どん な 時 に 投げ る が " 
を 解説 し よう 。 


バ パンチ を ガー ド さ せ て か ら 

ウル フ の 持つ 打撃 技 の 中 で も 最も 優れ て いる 
技 、 そ れ は スト レー トバ ハン マー や ロー ハン マー と 
いっ た パン チ だ 。 これ ら を 自在 に 使い 、 相手 の ス 
キ を 見 出す こと で 勝機 を つか むこ と が で きる 。 だ 
が 、 パン チ ば か り 連 発し て いれ ば いい と いう も の 
で も な い 。 パン チ を 出し た 時 点 で の 相手 の 動き を 
見 極め る こと か ら 始 め よ う 。 まず 、 こち ら の パン チ 
を ガー ド し た 後 の 相手 の 動 各 次 の 打撃 技 を 警戒 
し て ガー ド を 続け た まま の 相手 な ら 、 当然 投げ を 
入力 し て や る 。 逆 に 、 こち ら の 投げ を 読ん で 反撃 に 
出る よう な 相手 な ら 、 そこ に 再度 パ ポンチ や ニー ブ 
ラス ト 、 バ ー テ ィ カ ル ア ッ パー 等 と いっ た 打撃 技 
を 叩き 込ん で 相手 の 攻撃 を 潰す 。 も し 、 攻撃 力 発 
生ま で に 時 間 が か か る 技 を 出し て くる よう で あれ 


ば 、 攻撃 を か わし て 便 化 時 間 中 に 授 げ て し まお う 。 
この 時 に は 、 相手 が どん な 技 で 来る や か を 素 速く 判 
断 ( 時 に は 予測 ) す る 必要 が ある 。 どん な に 効果 的 
な 技 で 反撃 し て ここ よう と も 、 二 手先 、 三 手先 を 読 
ん で 闘え ば 、 恐れ る こと は な い 。 


バン チ が ヒッ ト し て か ら 

相手 に バン チ が ヒッ ト し た 場合 は 、11 フ レー ム 
こち ら 側 が 先 に 動く こと が で きる 。 さら に 、 相手 
側 は 攻撃 を 喰らっ て し まっ た こと に より 、 多少 だ 
が 心理 的 に も 追い 込ま れる こと に な る 。 焦っ て 反 
撃 し て くる よう な ら 、 強力 な 中 段 攻撃 で 迎撃 を 。 
再度 パン チ を 繰り 出し て カウ ンタ ー を 狙っ て も い 
い 。 中 段 攻 撃 を 妃 れ て 上 段 ガ ー ド を 固め る よう な 
相手 は 授 げ 技 で 攻め る 。 

注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 相手 が パン チ を 
受け た 後 す ぐに ステ ッ プ バッ ク し て 問 合 い を 取っ 
て きた 場合 だ 。 授 げ られ な いし 、 中 段 攻撃 も 当たら 
な い 。 そ うい う 時 は 、 相手 が 下がる と ころ を し ゃ 
が み ク イッ ク フ ォ ワー ド ( る 必殺 ) で 追い か ける 。 
いっ た ん 下がっ た 相手 は 、 投げ 技 を 警戒 し て 下 
段 パ バン チ で 牽制 し て くる こと が 多い か ら 、 そこ 


を 狙っ て の フェ イス リフ トキ ッ ク が 有効 だ 。 


バン チ が カウ ンタ ー で ヒッ ト し て か ら 

バン チ が カウ ンタ ー で ヒッ トド すれ ば 、 ウル フ は 
完全 に 優位 に 立つ 。 普通 に ヒッ ト し て も 相手 を 投 
げ る こと は で き な い の だ が 、 カウ ンタ ー の 場合 は 
相手 の 便 直 時 間 が 22 フ レー ム 、 投げ が 無効 に な 
る の が 21 フ レー ム 。 差し 引き 1 フレ ー ム だ が 、 こ 
の 間 に は 便 直 中 の 相手 を 一 方 的 に 投げ る こと が 
で きる の だ 。 完璧 な タイ ミン グ と 間合い 、 そし て 
正確 な 入力 を マス ター すれ ば 、 強 力 な 武器 に な 
る こと は 間違い な い 。 これ は 、 TVF1』 で の 猛威 を 
振る つっ た ワン パン チ 投 げ ' と 同じ テク ニッ ク だ 。 

少し 間合い が 離れ て いた 場合 、 パ ンチ が カウ ン 
ター で ヒッ ト す る こと に よっ て 相手 が 投げ 間合い 
か ら は ずれ て し まう こと が ある の で 、 直後 の 投げ 
は 完璧 に 決ま る と いう わけ で は な く な る 。 だ が 、 
その 後 で 相手 が 少し で も ガー ド し よう も の な ら 、 
投げ を 決め て し まお う 。 反撃 に 出 て きた 相手 へ の 
対処 方 法 は 、 パン チ が 通常 ヒッ ト し た 時 と ほぼ 同 
じ 。 強力 な 中 段 攻撃 で 迎撃 する か 、 さら に も う 一 
発 カ ウン ター 狙い の パン チ だ 。 
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空中 コン ボ は 使い 分 けろ 

空中 に 浮い た 相手 に 叩き 込む 空中 コン ボ は 、 相 
手 の 体重 や ヒッ ト の 状態 に よっ て 、 その 時 ご と に 
入る 技 は 変わ っ て くる 。 状況 に 応じ て 、 適宜 使い 
分 ける 必要 が ある と いう わけ だ 。 さら に 、 空中 コ 
ン ボ に は ダメ ー ジ 量 を 重視 し た も の と 、 遠く まで 
運べ る タイ プ の 2 種類 が ある が 、 相手 と の リン グ 
サイ ド ま で の 距離 関係 や 体力 差 な ど 、 局面 に よっ 
て も 使い 分 ける よう に 。 


相手 を 浮か せる た め に は 

ウル フ の 持ち 技 の 中 で 、 空中 コン ボ に つなぎ や 
すい 浮か せ 技 は 3 つ あ る 。 ソニ ッ ク ア ッ パ ー、 バー 
ティ カル アッ パー、 そし て ニー ブラ スト だ 。 最も 
基本 的 な パタ ー ン と し て は 、 ロ ー ハ ンマ ー を 出し 
た 後 、 投げ 技 を 嫌っ て 反撃 に 出 て きた 相手 に 対し 


て カウ ンタ ー を 取る 。 こう すれ ば 相手 は 高々 と 浮 
き 上 が る の で 、 空中 コン ボ に 移行 で きる 。 た だ し 
ニー ブラ ス ト の み 、 ノー マル ヒッ ト で 浮か せ て か 
ら ロ ー ハ ンマ ーー フェ イス リフ トキ ッ ク と いう 空 
中 コン ボ が 入る 。 ちな み に こ の 空中 コン ボ は 、 浮 
き 方 が 低い 場合 に も 応用 で きる の で 覚え て お いて 
損 は な い 。 

基本 的 な ウル フ の 空中 コン ボ は 、 浮い て いる 相 
手 に スト レー トバ ハン マー を 数 発 入 れ 、 さ ら に ダメ 
押し の 一 撃 を ブチ 込む 、 と いう パタ ー ン と な る 。 
この 時 、 6 も を や みく も に 連打 し て いる と 、 ジャ ブ 、 
スト レー ト な どの コン ビ ネ ー シ ョ ン に 化け て し ま 
い 、 空中 コン ボ が 入ら な く な る こと が ある 。 これ 
を 防ぐ た め に も 、 パン チ の 後に @ ボ タン を 押し て 、 
コマ ンド 入力 受付 を 確実 に キャ ヤン セ ル し て か ら ス 
トレ ー ト ハン マー を 出せ 。 


キッ ク 
1 は だ 
の は 1 ます 才 


特例 と 特殊 な 状況 か ら 入 る 空中 コン ボ 

上 図 で 示し た 技 の 他 に 、 ロー リン グ ソ バッ ト 
( ゆ ゅ ⑯+⑥⑧) に よっ て も 相手 を 浮か せる こと が で き 
る 。 た だ し 、 浮 き 方 が 低い の で ボディ ブロ ー 
( ゅ ⑤) 程 度 し か 入ら な い 。 

また 、 起き 上 が り 攻 撃 が カウ ンタ ー で ヒッ ト し 
た 時 に も 相手 が 浮く 場合 が ある 。 例え ば ロー リ 
ング ヒー ルス タン プ ( 英 赴 方 向 、 仰向け の 時 に レ 
バー を 敵 と 反対 方 向 に 入れ て ⑯@⑯⑥……)。 ここ 
で も 空中 コン ボ を つなげ る の だ が 、 や は り 浮 く 
高 さ は 今ひとつ な の で 、 ロー ハン マーー フ ェ イ ス 
リフ トキ ッ ク が 入る ぐら い だ 。 覚え て いて 損 は 
な い ' 程度 の も の だ が 、 使え る と いざ と いう 時 に 
は 意外 に 役に立っ て くれ る 。 


その 他 の 実戦 戦略 


2 択 で 攻め ろ 

ウル フ の 持つ 強力 な 投げ 技 の コマ ンド を 利用 し た 2 択 は 、 基本 
的 に は 2 つ あ る 。 

まず 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド ( ゆ 必 ) か ら ゅ ゅ @ を 入力 し て の 自動 
2 択 。 相 手 が 立 っ て いれ ば ボディ スラ ム で 投げ 捨て 、 し ゃ が ん 
で いれ ば 中 段 攻撃 で ある ボディ ブロ ー で ブチ の めす 。 か な り 凶 
悪 な 2 択 だ が 、 相手 と の 間合い に は くれ ぐれ も 注意 。 投げ 問 合 い 
の 外 で ボディ ブロ ー が 出 て し まう と 、 止め られ て し まう 上 に 、 
キャ ラ に よっ て は @⑥@⑥ で 返さ れ て し まう か ら だ 。 

さら に 高度 な テク ニッ ク と し て は 、 ロー ハン マー か ら の 2 択 が 
ある 。 ロー ハン マー が ヒッ ト し て 相手 が 硬直 、 また は 技 を ガー 
ド し て いる 間 に 近 づい て し まい 、 立っ て いよ う が し ゃ が ん で い 
よう が 投げ て し まう の だ 。 相手 に し て みれ ば 、 こん な 嫌 な 2 択 は 
な い だ ろ う 。 た だ し 、 相手 が 打撃 技 で 迎撃 し て きた 場合 は 話 は 
別 で 、 う か つ に 近寄れ ば こち ら の 立場 が 不利 に な る 。 こう し た 
相手 に 対し て は 、 い っ た ん ステ ッ プ バッ ク し て 技 を か わし て 、 
それ か ら 投 げ て し まえ 。 


PK キ ャ ン セ ル を 極め ろ 

特に 上 級 者 が 相手 の 場合 に 効果 を 発揮 する PK キ ャ ン セ ル 。 コ 
ン ビ ネー ショ ン を 予想 し て ガー ド を 固め る 相手 を 投げ て し ま 
う 、 と いう この テク ニッ ク だ が 、 その 最大 の 利点 は パン チ の 後 
の 便 化 時 間 を 通常 より も 短く で きる こと 。 すでに 説明 し た 通り 、 
パン チ が カウ ンタ ー ヒ ッ ト し た 時 に は 、 相手 が 硬直 し て いる と 
ころ へ 投げ を 決め る こと が 可能 だ 。 この 場合 で も 、 前 述 の 理由 
か ら PK キ ャ ン セ ル を か けた 方 が 便 化 時 間 が 減る た め 、 投げ 技 に 
も つなぎ や すく な る の で ある 。 ちな み に 、 カウ ンタ ー が 取れ な 
か っ た 場合 は 、 即座 に フェ イス リフ トキ ッ ク や ニー ブラ スト な 
どの 中 段 攻撃 に 切り 替え よう 。 また 、 PK の コン ビ ネ ー シ ョ ン を 
し ゃ が ん で か わ そ うと し た 相手 に は 、 PK キ ャ ン セ ル を か ける と 
中 段 や 下段 攻撃 へ つなぎ や すく な る た め 、 対処 も 楽に な る 。 入 
力 に は 誤 練 と 状況 の 見 極め が 必要 だ が 、 精進 し て 自由 に 使い こ 
な し て ほし い 。 


テー ツア 。 
総論 

どん な に 強い と 言わ れる プレ ー ヤ ー に も 、 必ず 弱点 は ある 。 
大 切な の は 、 相手 の 攻撃 を 読 お と いう こと 。 漫然と 反撃 の 技 だ 
け を 考え る の で は な い 。 タイ ミン グ 、 間合い 、 流れ 、 フェ イン ト 
5 そこ に は 様々 な 要素 が 絡ん で くる 。 当然 だ が 、 本 か ら 得 た 
知識 だ け で 強 さ が 身 に つく ほど 「VF2」 は 甘い も の で は な い 、。 
何 度 も 対戦 し て 、 体 で 覚え る し か な い 。 そ し て 、 そ う や っ て 強く 
な っ て いっ て も 負け て し まう こと が ある 。 つ まり は 、 こ うい う 
こと な の だ 。 


IVF2」 に 絶対 は な い 

和 必勝 法 な ん て も の は 存在 し な い 。 ここ まで 書い て きた こと も 、 
今 主軸 に な っ て いる 戦法 で あり 、 この 本 が 世に 出る 頃 に は その 
流れ は まっ た く 違 っ て いる か も 知れ な い 。 
自分 の スタ イル を 作り 、 壊す 。 また 作り 、 壊す 。 そし て 作る 。 強 
く な り た い 和 気持 ち を 忘れ ず 、 努力 を 続け れ ば 必ず 勝て る 日 が く 
る 。 目 分 が 人 間 な ら 対 戦 す る 相手 も 人 間 。 お 互い を 高め 、 理解 
する こと が で きる 好敵手 と 出会え た 時 、 その 時 こそ バー チャ 
ロイ ド ” と し て の 至上 の 喜び を 知る こと だ ろう 。 


9 ボテ ィ ス ラム 
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クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド 


PKK キャン セル 


ジャ イア ント スイ ング 
ハン マー キッ ク (WO キッ ンク を て 。 ニー ブラ スト 
ボテ ィ ブ ロー 
PK キャ ン セ ル 恨 こ き 投 け 


中 離別 ダ メー ジ 変 化 表 
ショ ルター タッ クル 


60 。 


0 10 20 30 距離 


ウル フ の 技 の 中 で 、 相手 と の 間合い に よっ て 
ダメ ー ジ が 変化 する 技 は 、 ショルダ ー タ ッ ク ル 
の み 。 至近 距離 で 最大 ダメ ー ジ と な り 、 問 合 い 
が ら .5m 以 上 離れ る と 威力 は 3 分 の 1 以下 に な っ 
て し まう 。 接近 戦 で ショ ル ダ ー タ ッ ク ル を 出 
す 場 合 に は 、 ス テッ プ バ ッ ク ( ゐ の ) を 使っ て 相 
手 の 技 を か わし て か ら ゅ @ と 、 入力 コマ ンド の 
要素 を 活か し つつ ブチ か ませ 。 


14/ 


起き 上 が り 攻 撃 各種 


起き 上 が り 攻 撃 表 
その 場 起き 時 語 
敵 足 方 向 ロー リン グ ク リア ー  )(K)K)- 34・8 
仰向け ロー クリ アー K2 い 9 いい 32・8 
敵 足 方 向 ヒー ルキ ッ ク いい い 28・6 
うつ 伏 な は 27 イデ ティン グ キ ッ ク  ③)⑯(⑯)) _ 30・8 
敵 頭 方 向 ヒー ルキ ッ ク (KO)… 34・4 
仰向け ロー バッ ククリ アー  (④ ず KR)・ 32・6 
敵 頭 方 向 ロー リン グ ク リア ー ペペ )・ 28・8 
うつ 伏せ タブ ルル ヒー ルク リア ー ③④))K 30・6 
横転 起き 
ウル フ の 起き 上 が り 攻 撃 は 、 上 段 蹴 り 起き 4 種 、 下段 蹴り 起き 南 方 向 ロー リ ソ グ ク リア ー  ⑮)W)… 20:16 24 
旨 き 上 が り の 攻 罰 で 選択 を 詳 る と リカ バー が 大 変 難し い 。 起 き 英 足 方 向 2 5 
上 が り 攻 撃 を する か し な いか 、 また どの 起き 上 が り 攻 撃 を する 2 RE ES 0 
か と いう こと に は 、 神経 質 な ほど 気 を 使っ て も いい だ ろう 。 敵 頭 方 向 5 680 OR 
その な か で 比較 的 使い 勝手 が いい 技 は 、 後 転 蹴り 起き の ロー リ 仰向け ロ - パ ッ 22 リ アー の WWW… 1510 5 
ング ヒー ルス タン プ だ 。 敵 足 方 向 ・ 仰 向け か 敵 豆 方向 ・ う つ 伏せ 疫 頭 方向 ヒー ルキ ッ ク WS… 22.15 2 
の 状態 か らし か 出せ な い が 、 一 度 完全 に 後 転 動作 を し た 後 で 妨 うつ 伏せ ロー バッ ククリ アー OO… 15・10 15 
に 元 の 位置 まで 戻っ て くる と いう フェ イン ト 技 な の で 、 ダマ さ 
れる 相手 は 多い は ず だ 。 また 、 この 技 は 硬化 時 間 も 短 め な の で 、 前 ・ 後 転 起き ゃ 方向 (相手 が いな い 方 向 ) に レバ ー 入 力 
ガー ド さ れ た 場合 に ち も フ ォ ロ ー し や すい 。 落ち つい て 相手 の 反 吉 足 方 向 ロ - り > 光 人 7 WW… 24 2 
撃 を うま く や り 過ごそ う 。 それ 以外 の 技 に つい て は 特に 言う こ 仰向け ロー クリ アー ③④)E)… 17-7 26 
と は な し 。 起き 上 が り 攻撃 の 基本 で ある 必ず 相手 に 技 を 届か せ 癌 足 方 向 ホー スキ ッ ク 17-5 33 
る "と いう こと に 和 気 を 付け て 、 臨機 応変 に 使っ て いこ う 。 うつ 伏せ cy | ロー ホー スキ ッ ク  ④⑮ ペ KR… 17-4 32 
敵 頭 方 向 ば ホー スキ ッ ク  。 DOKO)… 19・5 31 
仰向け ロー ホー スキ ッ ク  ( ず ))… 19・4 32 
敵 頭 方 向 ま < ロ - リ ッ 多 - ル タツ 7 (KW)… 24・4 22 
うつ 伏せ ロー バッ ククリ アー  ( ず W(R))… 17・7 26 
_ ローリング クリ アー 中 邊 攻撃 誤 導 


英 足 方 向 ・ 爺 向け 、 
その 場 起義 吾 方向 うつ伏せ 時 KO… 

二 ロ ・ 仰 向け 、 
横転 起き 生生 の ロ うつ 伏せ 時 本 


前 ・ 後 転 起 ぎ 一 


_ ロー クリ アー 下段 攻撃 強 . 
その 場 起き 敵 定 方 向 . 仰 向け 時  ( ず K)K)… 


ー 英 足 万 向 ・ 仰 向け 、 ee 二 
横転 起き 敵 足 方 向 - う つ 伏 せ 時 横転 後 ( ず (K)(K)(K 


前 ・ 後 転 起き 敵 足 方 向 . 仰 向け 時 後 転 後 ゆ OCR)K)… 


ヒー ルキ ッ ク 中 段 攻撃 井 


1 三 | 敵 定 方 向 ・ う つ 伏 せ 、 の) . 
その 場 起き 誤 向 . 爺 向け 時 で の 


横転 起き 生 玉 向う つ 伏せ 時 屋 人 人 … 


前 ・ 後 転 起き 一 
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その 場 起 き 敵 定 方 向 ・ う つ 伏せ 時 (⑱⑱)))… 
横転 起 キ 一 
前 ・ 後 転 起き 一 


ロー バッ ククリ アー 下段 攻撃 北 


その 場 起き 敵 豆 方 向 . 爺 向け 時 (KR… 


ョ 敵 豆 方 向 - 仰 向け 、 
横転 起き 敵 頭 方 向 - う つ 伏せ 時 横転 後 ((K()( 民 )… 


前 ・ 後 転 起き 敵 頭 方 向 ・ う つ 伏 せ 時 後 転 後 ⑰()KO(K)… 


その 場 起き 敵 頭 方 向 - う つ 伏せ 時 (すず) … 
横転 起き ー 
前 ・ 後 転 起き 一 


_ ロー リン グ ヒ ー ル スタ ンプ 中 段 攻撃 理 導 


その 場 起 き 一 
横転 起き 5 


ん ma 疫 中 方 向 - 仰 向け 、 明 
前 ・ 後 転 起き 病 方 向う つ 伏せ 時 


_ _。 ホー スキ ッ ク 中 段 攻撃 坦 導 


その 場 起き 一 
横転 起き 


ar asaae 敵 足 方 向う つ 伏せ 、 。。」 … 


ロー ホー スキ ッ ク 下段 攻撃 序 
その 場 起き 一 
横転 起き 一 


前 ・ 後 転 起き ラッ 「 提要 前 転入 (KO… 
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10 人 の トー ナメ ント 参加 キャ ラク ター の 中 で 最大 の 体 駆 を 持つ 
漆黒 の パン クラ チ ス ト 、 ジ ェ フリ ー。 彼 の 魅力 は 多彩 な 投げ 技 
と 強力 な 空中 コン ボ 
いか な る ビン チ に 四 
の 流れ を 引き 戻す こと も 可 
心 に 植え 付け 、 マ シン ガン ニ 
に も タメ ー ジ を 与え れ ば 、 試 
ら に タメ 押し の 空中 コン ボ で 
だ が 、 ジェ フリ ー で 自由 自在 


ソン テン 会 発 2 吉 人 き 
:。 大 技 の 索 ろ し さき を 相手 の 
トリ プル ヘッ ド バ ッ ト で 精神 的 
主導 権 は 握っ た も 同然 。 さ 
ニッ ク を アビ ピー ル し て や ろう 。 
うと いう の は 、 言う ほど に 楽 
な も の で は な い 。 その 早 快 在 能 力 を フル に 引き 出し て 
や る た め に は 、 正確 な レバ ー 細 誕 を 行ない 、 級 審 な 駆け 引き 
で 相手 と の 心理 戦 を 制す る こと が 必要 だ 。 道 は 険しい 。 だ 
が 、 五感 を 研ぎ 澄まし 、 冷 静 に 相手 の 動き を 読み 、 一 上 に 
し て 相手 を 仕留め た 時 、 レ バー を 握る 現代 の パン クラ チ ス ト は 、 
ジェ フリ ー と 共に 叫ぶ だ ろう 。 11T WINI] 


支 南 : 小 里 浩一 
協力 : 宮山 武久 


7ex7 の ) 友 2z7c の 7 K の zZ7 の 


(@777272772/ 27227 人 AZ 作 47 4722///22 


PROFILE Siqlure: 78S9c772 
Aqe: 9Z Weiaht 777Ag 
Sex: 4o/e 8/W/H: 727/93/9Z 
job: ZS ん e7772G77 Walk oward: 0.6272 /Sec. 
Hobby: eggoe szc Move Bndkward: 0 ひ . プ 67。 / Sec. 
Blood Type: 旋 Dash: Z.0072 / Sec. 
Birhdy. 7957.2.20 Quick Foward: 7.2372 / Sec. 
(ouml: 人 乃 zs な oo Stepbak: 7.237 ヵ 2 / Sec. 


Fiqhting yyle: PC7c7ro が 72 jump: 7.8077 


誠一 


153 


154 


JE 上 FFRY (ジェ フリ ー. マ クワ イル ド ) 


No 技 名 
久 硬 本 攻撃 
1 か し レー ドナ ッ ク ル 
ら ど ロー ナッ クル 
3 だ 人 一 牛 ツク 
4 バー ティ カル キッ ク 
5 サイ ドキ ッ ク 
育 後 攻 撃 

6 スピ ン ナ ッ ク ル 

スピ ン ナ ッ ク ル (B) 
ア 7 バッ クダ ブル ハン マー 
8 バッ クキ ッ ク 

バッ クキ ッ ク (B) 
9 _ バック ヒー ルキ ッ ク 
借 ダ ウン 攻撃 
1 トン ピン ツゲ 
11 フラ イン グ ポ ディ プレ ス 
1 ライ デン ドロ ッ プ 
人 @ 小 ジャ ンプ 攻撃 
13 ハン マー ダウ ン 
14 ステ ッ プ ナッ クル 
15 ビー ルド ロッ プ 
16 ステ ッ プ キッ ク 
17 プッ シン グ キ ッ ク 
信 大 ジャ ンプ 攻撃 
18 ジャ ンプ ハン マー 
19 ライ ジン グ サ ン ハ ンマ ー 
0 キリ ング バイ ツ 


1 ジャ ヤン ピン グフ ッッ トス タニシ プ 


どど フラ イン グロ ー キ ッ ク 

9 ビー ルス タン プ 

4 リア キッ ク 

念 回 有 の 技 

と 5 スマ ッシュ アッ パー 
スマ ッシュ アッ パー 

6 ダブ ル ア ッ パー 

ら 7 バー ティ カル アッ パー 

58 エル ボー バッ ト 

9 エル ボー ハン マー 

30 ダッ シュ エル ボー 

] 下 履 ポ 一 アウ ゅ パー 

328 エル ポー スタ ンプ 

33 ダブ ル ハ ンマ ー ダ ウン 

34 トー キッ ク 

35 トー キッ クハ バハ ン マー 

36 ニー アタ ッ ク タ 

37 ケン カキ ッ ク 

3 ヒー ル ア タ ダック 

39 ヘル スタ ッ プ ブ 

40 ヘッ ドア タッ ク 

2 人 9] スト マッ ク ク ラ ッシュ 

425 ヒッ プア タッ ク 

43 ナッ クル キッ ク 

44 ダブ ルナ ッ ク ル 

45 1]、2、 ア ッ パ ー 

価 投 げ 技 

46 バッ ク フ リ ッ プ 

47 パワ ー ス ラム 

48 ボディ ー リ フト 

49 ヘッ ド バ ッ ト 

50 ダブ ル ヘ ッ ド バッ ト 

51 トリ プル ヘッ ド バ ッ ト 

658 スプ ラッ シュ マウ ン デ テン 

B3 トー キッ クス プラ ッシュ 


54 フロ ント パッ ク ブ リー カー 


59 バッ ク フ ブリー カー 
9 デオ アン ジロ ー 

ら 57 バル ワ ー ポ ボム 

58 マシ ンカ ガン ニー リリ シト 


コマ ン ド 


2 ⑥( 財 ⑥) 
@ 

⑯ 

2 ⑯( 生 ⑥) 
2 


人 ⑮⑯ 
合 ⑥ 
合 ⑥ 


⑥( 同 時 ) 
⑥( 上 昇 中 ) 
⑯( 同 時 ) 
⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 下 降 中 ) 


@⑥( 上 昇 中 ) 
ゅ @⑥( 上 昇 中 ) 
⑯( 同 時 ) 

ゅ ⑥( 上 昇 中 ) 
⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 下 降 中 ) 
@⑥( 上 昇 中 ) 


( 近 距 離 で ) ⑥ 
( 速 距離 で ) @⑥ 
る S⑥@@⑥ 
多 ⑤⑥ 

に 4( 
必 ⑥ ぐ の む @ 
ゅ ゆ @ 

ゅ ゅ @⑥@ 
の ゆ @⑥ 
こま ゝ 【() 
⑤ 
⑯@⑥ 
ゅ ⑥⑯ 

ゆ ゆ ⑯ 

ゅ Y⑯ 

せ @ 十 ⑥ 
> @⑥ 十 ⑯ め 
ウ 必 @⑥ 十 ⑥ 
⑥ 十 十 ⑧⑥ 
⑥⑤⑯⑥ 

⑥@⑥ 
⑥⑤⑥@ 


( 近 )@⑥+⑥ 

( 近 ) ゆ @ 

( 近 )G@⑥+⑥ 

( 近 ) つ や 必 @⑥ 十 ⑥ 


( 近 ) や ゆ @⑥ 十 6⑥ 必 @⑥+⑮ 
( 近 )6 ゆ @⑥†⑥ ゆ @⑥+†@⑥ ゅ 6⑥+†⑩ め 


( 近 ) る ⑥ 十 ⑯ 


(ひび 後 ) ひ る ゆ @⑥+⑯+†@⑥ 


( 近 ) や 必 必 @⑥ 十 @+†@ 
(区 )⑥+@ 

⑱) ひ @ 

() G@⑥ 二 @⑥+@⑨ 
) ひ ゅ @ 


入力 受付 時 間 


XS@⑥ 
る *【 ウ ) 
* ⑥39@⑥ 
る トウ 
p 6@ 


6⑥38(@G⑥)6 


16 ゅ 6@⑥ 


16 ゆ 6⑥37@⑥ 


(@ ゆ ⑥⑤)20 
(GS る @⑥)20 
6⑥⑯ 
69⑯45@⑥ 
p 6@⑥ 
16 避 6⑯ 
( ゅ せ ⑤)16 
141 ウロ は 
6@ 二 ⑯ 
( ウ ゆ @⑥+†⑮)20 
⑥19@⑥ 
⑥18⑥ 
⑥19@⑥25@ 


避 6@ 
eG6⑥+†⑥ 
(@ 必 @⑥+†⑮⑥)20 


ヘッ ド バ ッ ト 後 26( ゆ ゅ 66⑥+@) 
ダブ ル ヘ ッ ド ルッ ト 後 33( ゅ 66+⑳) 


( ぐ 人 ⑥ 十 ⑥)28 


攻撃 属性 


上 段 
下段 
上 段 
下段 
中 段 


上 上段 
上 段 
中 段 
上 段 
上 段 
中 段 


ーッ か 
ダウ ワン 
ウッ 


空中 
空中 
中 段 
空中 
空中 


空中 
空中 
空中 
空中 
空中 
空中 
空中 


中 段 
中 段 
中 中 2 段 
中 段 
中 段 
中 中 2 段 
中 段 
中 中 2 段 
中 段 
中 段 
中 段 
中 中 2 段 
中 段 
中 段 
中 段 
上 段 
上 段 
中 段 
空中 
上 上 2 段 
上 上 2 段 
上 上 中 3 段 


上 段 投げ 
上 段 投げ 
上 段 投げ 
上 段 投 げ 
上 段 投げ 
上 段 投げ 
上 段 投 げ 


トー キッ ク 後 44( ひ @ ゅ @+@+⑥)20 上 段 投 げ 
(ゐる ゆ ゅ ゆ ゅ ⑥+@+†⑨⑧)28 上 段 投げ 


6@⑥ 
S6⑥ 十 ⑥ 十 ⑥ 
(ひで ゅ ⑯)16 


上 下段 投げ 
下段 投げ 
下段 投げ 
下段 投げ 


どら + 19 


19+30 


19+19 


4+19 


30 

14+30 
14+14 
14+14+28 


60 

50 

60 

ら 0 

どら 0+ ら 0 
どら 0+ ら 0+40 
80 
100 
70 
100 

ら 50 

70 


1 
10- ら 
16-4 
16-3 
16-9 


1 に さっ 
14-5 
15-5 
16- ら 
19-3 
16-/ 


ら 6-4 
35-6 
60-4 


43-4 
51-4 
39-/ 
35- ら 
ら ど -4 


89- ら 
8d- ど 
17-5 
77-8 
10-4 
7/-4 
81-4 


15-3 

18-4 
15-3/ ら 0-4 
13-3 

1g-1 
12-1/2 ら 8-4 
16- ど 
16-2/1 ら - ら 
14-5 

18-3 

18-4 
18-4/ ら 4-6 
15- ら 

ら 6- ら 

19-4 

14-3 

ら 8-6 

19-6 

ら 6-10 
12-2/1 ら -4 
12- ら /9-3 
12-2/9-3/18-4 


10+10+10+30 一 


39 
78(66) 
77(64) 


ら 6 
ら 0 
ら 1 
1 
ら 4 


どど 
14 


163 
158 
どら 5 ら 
86(88) 
9/( 108) 
69 

ら 48 

ら 48 
1598 
1989 
198 
158 
130 
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E 過 、 
ER 
E 凡 。 
ます 
中 K、 


中 K、 
ただ 。 


上 K 


中 K、 


多 記 


人 
隊 


※ 人 硬化 時 間 の カッ コ 付 き 数 字 に つい て … ダ ウン 攻撃 : カ ッ コ 内 は 攻撃 失敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 ヘッ ド バ ッ ト 、 ダ ブル ヘッ ド バ ッ ト : カ ッ コ 内 は 相手 の 硬直 時 間 を 表わす 。 


外 上 
外 上 
外 上 
外 上 
外 中 


外 中 
外 上 


外 中 


外 上 
外 上 
外 上 


備考 


@⑥3/4、 ダ ウン 


軸 
軸 
⑥3/4、 軸 


@3/4、 軸 


軸 


自 ダ ウン (失敗 時 ) 


⑥3/4、 ダ ウン 


目 ダ ウン 


⑥1/ ら 
@⑥1/ ら 
⑥3/4、 デ ィ 
@⑥3/4 
@⑥1/ ら 
⑥3/4、 デ ィ 
⑥3/4、 軸 
⑥3/4、 デ ィ 
@⑥3/4、 軸 
@⑥3/4 
⑥3/4 


@⑥3/4、 デ ィ 、 ダ ウン 、 軸 
@⑥3/4、 ダ ウン 、 軸 


@⑥3/4 
⑥3/4、 軸 


@⑥3/4 

和 目 ダ ウン 
デザ 

ディ 

@⑥1/ ら 、 デ ィ 


自 ダ ウン 


軸 


軸 


スト レー トナ ッ ク ル  ) 上 段 攻撃 


便 化 時 間 が 短い の で 、 牽制 や コン ビ ネ ー シ ョ ン へ の 布石 こし て 使え る 。 カウ ンタ ー で 
ヒッ ト し た 場合 、 相手 の 打撃 便 直 時 間 で ある 23 フ レー ム に 対し 、 投げ 技 無効 時 間 が 


22 フ レー ム と な っ て いる 。 つま り 、 TVF1」 で の 悪名 高き 技 で あっ た "パン チ 投 げ " 12 選 
の チャ ンス が 、 わ ず か 1 フレ ー ム な が ら 存 在 する と いう わけ で ある 。 スプ ラッ シュ マ ー 
ウン テン (ぐる る ⑥+@) や フロ ント バッ ク ブ リー カー (ゐる ゆ ゆ ⑥+@⑥+⑥⑧) の よう な 、 コ 「6 | 
マン ド に クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド の 要素 が 入っ た 投げ 技 を 先行 入力 すれ ば 、 相手 と の 間 
合い を 詰め な が ら 投 げ て し まう こと も 可能 だ 。 S ⑨⑲⑩ ⑥ 

' & り 17 22 15 

8928 21 25 


2.。 ロー ナッ クル ②(。②)) 下段 攻撃 


ジェ フリ ー は 、 この ロー ナッ クル と スト レー トナ ッ ク ル (⑥) で 闘い を 組み 立て る の が 
実戦 的 と 言え る 。 攻撃 力 発 生 時 間 が 短く 、 下段 攻撃 と いう 性 質 も あっ て か 、 相手 の 突進 
を 止め や すい 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 は 、 ス トレ ー ト ナッ クル (⑥) と 同じ く パ 
ンチ 投げ の チャ ンス 到来 。 相手 の 下段 攻撃 に 対し て カウ ンタ ー で ヒッ ト し た な ら 、 
下段 授 げ を 決め る こと も 可能 だ 。 ジェ フリ ー は 中 段 攻撃 を 数 多く 持っ て いる が 、 単発 
で 出す の で は な く 、 ロー ナッ クル の 後に 使う よう に すれ ば 、 相手 に 読ま れる 危険 も 減 
る だ ろう 。 また 、 せ @+@ と 入力 する こと で 、 相手 の 状態 に 応じ て ロー ナッ クル と バッ 
ク フ リ ッ プ (⑥+@⑥) の 自動 2 択 攻 撃 に する こと が 可能 だ 。 


ダメ ー ジ は 36 と 高く 、 ヒ ッ ト す れ ば 確実 に ダウ ン を 奪え る が 、 攻撃 発生 
まで の 時 間 が 長く 、 上 段 攻 撃 と いう 攻撃 属性 ゆえ に 、 単発 で 使 つ 機 会 は ほ 
と ん ど な い だ ろう 。 ジャ ンプ し て きた 相手 へ の 対空 技 と し て 使う つく らい 
か 。 この 技 が 好き で た ま ら な い 、 と いう の で も な い 限 り 、 無 理 し て 使う こ 
と は な い 。 な お 、 ジ ェ フ リー の キッ ク 系 基本 技 の 攻撃 力 発生 時 間 は 全て 
16 フ レー ム と な っ て いる 。 覚え て お いて 損 は な い だ ろ っ う 。 


バー ティ カル キッ ク ⑰(。⑤) 避 ) 下段 攻撃 


攻撃 力 発 生 時 間 が 遅く 、 硬化 時 間 も 長 い の だ が 、 技 自体 の リー チ が 長い の で 、 し ゃ 
が み 状 態 か ら の 牽制 に は 適し て いる 。 実戦 で は 、 相手 の 突進 を 離れ た 間合い で 止 
め た り 、 ロー ナッ クル で 牽制 し て バー ティ カル キッ ク で 相手 と の 間合い を 取る 、 
と いっ た 使い 方 と な る 。 た だ し 、 便 化 時 間 が 25 フ レー ム と 長い た め 、 単発 で ヒッ 
ト し た だ け だ と 相手 の 反撃 が 間に合っ て し まう 。 で きる だ け 他 の 技 を 織り 混ぜ な 
が ら 出 し て いく よう に し た い 。 


wao 回 同業 


王 の 
き 選 @ 


⑤ @) 


5. サイ ドキ ッ ク ⑧⑱⑯) 中 段 攻撃 理 強 


中 段 キッ ク 。 射程 距離 が 長く 、 ダメージ が 33 と 威力 も 13 
大 きい 。 ヒッ ト す れ ば 確実 に ダウ ン を 奪え 、 カ ウン ター 

な ら ラ イデ ンド ロッ プ ( 含 @⑥) に よる ダウ ン 攻 撃 が 高 確 16 主人 
率 で 成功 する 。 だ が 、 ガ ー ド され て し まう と 攻撃 力 発生 9 
時 間 の 短い 技 や 投げ 技 な ど に よる 反撃 が 待っ て いる 。 35 
ジェ フリ ー に は 有効 な 中 段 攻 撃 が 多い の で 、 必 ず し も 

この 技 に こだわ る 必要 は な い 。 技 の リー チ を 把握 し て 、 S ぐ ⑨⑥ 
ケー スバ イケ ー ス で 出し て いく よう に し よう 。 GU - - 22 
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6. スピ ン ナ ッ ク ル  ⑧(。②⑤。④⑤) 上 段 攻撃 お 


攻撃 力 発 生 時 間 が 12 フ レー ム 、 硬 化 時 間 が 19 フ レー ム と 、 彰 後 攻撃 の 中 で も ス 12 る 
キ が 少な い 技 だ 。 た だ し 、 また は すら 入力 で し ゃ が みか 状態 か ら 出す と 、 攻 
凡人 生 時 間 が 14 フ レー ム 、 硬化 時 間 が 21 フ レー ム と な り 性 能 が 落ち る 。 また 、 ( 且 軒 人 計 計 
@ 入 力 で 出し た 通常 の スピ ン ナ ッ ク ル か ら は ダブ ルナ ッ ク ル (@@) や ナッ クル デ 
キッ ク (@@) な どの コン ビ ネ ー シ ョ ン に つなげ られ る の だ が 、 し ゃ が み 状 態 か 18⑦ 

ら だ と 単発 パン チ で 止ま っ て し まう 。 この よう に 、 一 見 欠点 ば か り の し ゃ が み 


スピ ン ナ ッ ク ル だ が 、 アキ ラ 、 パイ 、 カゲ の 返し 技 で 取ら れる こと が な いと い S ⑲ ⑥⑨ 
うさ さや か な 長所 も 持っ て いる 。 ⑧⑳ 16 20 14 
9 27 19 24 


_7. パッ クダ ブル ハン マー ② [ ざ ] 中 役 攻 撃 剤 8 


大 き な モ ーション か ら 繰 り 出 す 技 の よう に 見 える 30 3 
が 、 攻撃 力 発生 時 間 が 15 フ レー ム と 短く 、 し か も 

ガー ド さ れ て も 反撃 を 受け る こと は 少な い 。 さら 「15 芋 委 
に 、 攻撃 属性 が 中 段 な の で 、 背後 攻撃 と し て は 心 強 | 
い 存 在 だ 。 た だ し 、 リー チ が あま り 長 く な いこ と 、 23| 
アキ ラ 、 パイ 、 カゲ の 上 段 の 返し 技 で 返さ れ て し ま 

うと いう 点 に は 十分 注意 し た い 。 ぐ ⑨ 


⑨ 
22 


ゆ 
⑱:: 


8. バック キッ ク  )(。②⑫⑱。 め ⑯) 上 段 攻撃 


振り 向き つつ 繰り 出す ハイ キッ ク 。 か な り 大 味 な 上 段 攻 
撃 だ が 、 対空 技 と し て 使う か 、 背後 授 げ を 狙 お うと 突っ 
込ん で くる よう な 相手 に 対し て 早め に 技 を 出し て いく 
な ご ど 、 リー チ の 長 さ を 活か が すこ よい だ ろう 。 な お 、 し ゃ 
が み 状 態 か ら バ ッ ク キ ッ ク は 、 基本 ダメ ー ジ が 若干 減っ 
て いる が 、 相手 の 上 段 攻撃 に 対し て カウ ンタ ー ヒ ッ ト を 
狙え る こと も 多い 。 


_9。 パッ ク ヒ ー ル キッ ク WO) [②] 中 段 攻撃 訪 お 


振り 向き な が ら 、 か か と を 当て て いく よう な 蹴り を 出す 。 36 る 
技 の リー チ が 長く 、 さ ら に 攻撃 力 持 続 時 間 が 7 フレ ー ム 
も ある の で 、 相手 が 便 化 時 間 を 狙っ て 不用 意 に 出し て き 16 過 呈 


た 攻撃 に 打ち 勝つ こと が よく ある 。 た だ し 、 硬 化 時 間 が 
41 フ レー ム と 萌 後 攻撃 の 中 で は 最も 長く 、 ガ ー ド され 41| 
た 場合 で も 投げ 技 が 間に合っ て し まう ほど の スキ が 生 

まれ て し まう の で 注意 。 S ⑲ OO 
22 
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_10 スト ン ピ ン グ ⑧⑱) [⑧⑮] ダウ ン 攻 撃 8 


倒れ た 相手 に 至近 距離 か ら ダ メー ジ を 与え る ダウ ン 攻 20 3 
撃 。 相手 を 踏み つけ た 後 、 硬化 時 間 中 に 一 歩 後退 し 、 相 

手 の 起 き 上 が り 攻 撃 に 対応 し や すい 問 合 い に な る 。 ジェ 726 記 時 
フリ ー の 打撃 技 は 硬化 時 間 が 思っ た より 長い の で 、 カ ウ 

ンタ ー ヒ ッ ト で も な い 限 りこ の スト ン ピ ン グ で 追い 打 
ち を か ける の が ベス ト だ ろう 。 打撃 技 単体 の ダメ ー ジ が 
充分 に 大 きい の で 、 無 理 に ダウ ン 攻 撃 を 欲 張 る 必要 は な 
い は ず だ 。 ちな み に 、 この 技 を 出し た 後 は 軸 足 が 変わ る 

の で 、 起 き 上 が り 後 の 攻 防 に 備え て 軸 足 を 調整 する の に 

も 使え る だ ろう 。 


革 1. フラ イン グ ボ ディ ブレ ス 人 ⑬(p) ダウ ン 攻 撃 


ダウ ン 中 の 相手 を 、 胸 と 腰 で 押し 潰す よう に の し か か っ て いっ 103 
て いく 。 攻撃 力 発生 時 間 は 35 フ レー ム と 、 ダウ ン 攻 撃 と し て は 

比較 的 早い 部 類 に 入る の だ が 、 相 手 に 作 け られ た 場合 は その ま 必置 
ま 地 面 に 激突 し て 酸 態 を さら す 。 そこ か ら 立 ち 上 が っ て 体 替 を すこ 三 デ 
整え る まで 、 な ん と 66 フ レー ム に 渡っ て 完全 に 無防備 な 状態 放 
が 続く の で ある 。 ダウ ン の 長 さ と 飛 距 離 を 完全 に 把握 し て いな 

いな ら 、 うか つ に 出さ な い 方 が いい だ ろう 。 さら に 、 2 プレ イヤ 

ー カ ラー の ジェ フリ ー は 、 足 に レガ ー ス を 装着 し て いる た めか 、 

ダウ ン 攻 撃 の 飛 距離 が 50 セ ンチ 短く (!) な っ て し まう 。 た だ 、 

この 差 を 負け た 時 の 言い 訳 に 使う の だ け は 、 あま り に 見 苦し い 

の で や め に し た い 。 


_ 12。 ライ デン ドロ ッ プ ④⑤ ダウ ン 攻 撃 amo 思 


高々 る と ジャ ンプ し 、 ダ ウン し た 相手 を めがけ て 崩 103 
部 を ヒッ ト さ せる 技 だ 。 フラ イン グ ボ ディ プレ ス 

と 違っ て 、 避 けら れ た 場合 に は ダウ ン 状 態 に な る 詩 
の で 、 反撃 を 受け る 危険 は 減っ て いる 。 ヒッ ト し た 
後 は 、 相手 の 起き 上 が り 攻 撃 を 交 き や すい 問 合 い 上 ヶ 7 が 
に な る の で 、 サ イド キッ ク ( ぐ @) な どの 対処 法 を 

準備 し て お く と いい 。 また 、 軸 に 浮い た 相手 に 空中 

コン ボ が 入ら な い 場 合 に は 、 浮い て いる 間 に こ の 

技 の コマ ンド を 入力 し て お く よ う に し よう 。 
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1 


ハン マー タウ ン ジャ ンプ 本 計 ( 馬 ) 


両 腕 を 頭 の 上 まで 振り 上 げ 、 着地 と 同時 に 一 気 
に 振り 下ろ す 。 数 値 的 に も 性 能 は 低く 、 使い 勝 
手 が い いと は 言い 難い 。 使い ご ころ は 、 起き 上 
が り 下 段 攻撃 に 飛び 込ん で 合わ せ て いく 時 くら 
いか 。 ジェ フリ ー に は 、 有効 な 小 ジ ャ ンプ 攻撃 
は な い の で 、 実戦 で の 使用 頻度 は 低い だ ろう 。 


ヒー ルド ロッ プ >。> っ mm 避 ) 中 段 攻撃 


足 を 振り 上 げ 、 降下 し な が ら か か と を 落と し て い 
く 技 。 攻撃 力 持 続 時 間 が 7 フレ ー ム と 、 小 ジャ ンプ 
攻撃 で は 最も 長い た め 、 こち ら の 技 を 迎撃 し よう 
と し て 出し て きた 相手 の 手 定 に ヒッ ト し て 打ち 勝 
つ 場 合 も ある 。 だ が 、 所 座 は スキ の 大 きい 小 ジ ャ 
ンプ 攻撃 、 無 理 に 使う こと も な い だ ろ うっ 。 


四 


G 
る 
32 


NN) 


ゆ 
(9 


空中 攻撃 


。 ズ テ デ ツ フナ ソ クル ジャ ンプ 上 遇 中 ( 也 ) 空中 攻撃 


4 


6. 


着地 と 同時 に 、 相 手 の 中段 へ の バン チ を 出す 。 30 3 
着地 し て か ら 技 を 出す の で 、 攻撃 力 発 生 時 間 


が 51 フ レー ム と 遅い の だ が 、 逆 に 人 硬化 時 間 は 仙 攻 圭 

20 フ レー ム と 、 小 ジャ ンプ 攻撃 の 中 で は 最も 

短い 。 相手 の 起き 上 が り 下 段 攻撃 に 合わ せる 201 

他 、 よろ めき 状態 の よう な 、 相手 の み 動け な 

い 時 に 出し て いく の も 面白 い 。 S ぐ ⑲ OO 
⑳- - 2 
⑱⑩- -32 


ステ ッ プ キ ッ ク か ジャ ンプ 上 昇 中 ( 務 ) 空中 攻撃 


空中 か ら 、 斜め 下 に 向かっ て キッ ク す る 。 30 3 
攻撃 力 発生 時 間 が 35 フ レー ム 、 硬化 時 間 
が 21 フ レー ム と 、 小 ジャ ンプ 攻撃 の 中 で 写 
は 最も 高 性 能 と いえ 、 飛 ぶ こ と の 少な い 5 = 大 
ジェ フリ ー の 奇襲 技 と し て 使う と 、 状 況 21 
次 第 で は 意表 を 突 け る か も し れ な い 。 
S ⑨9⑯ 
) - - 22 
9 - - 32 


も 


19 


フッ シン グ キ ッ ク 


着地 と 同時 に 真横 に 上 蹴り を 出し 、 相手 を 定 の 
埋 で 押す よう な 技 を 出す 。 ダメ ー ジ が 22 と 、 
他 の 小 ジ ャ ンプ 攻撃 より も 低い た め 、 まず す 使 
うこ と は な い だ ろ う 。 また 、 バイ が 対戦 相手 
の 場合 に この 技 を 出す と 、 螺旋 抜 掌 ( る ⑥) で 
返 ご れ て し まう こと が ある 。 


HT 
1 の 


大 ジャ ンプ 後 の 着 地 間 際 に 、 両 腕 を 振り 上 げ て ハン 
マー の よう に 一 気 に 叩 きつ ける 。 中 段 属性 の 空中 攻 
撃 だ が リー チ は 短く 、 攻撃 力 発生 が 遅い の で 、 大 ジャ 
ンプ 中 に 迎撃 され る こと が 多い 。 また 、 着地 し た 際 の 
前 転 モ ーション の 間 に 授 げ を 決め られ て し まう の 
で 、 実戦 で は まず 使わ な い だ ろ う 。 


小 ジ ャ ンプ 論 中 台 ) 


IN) 
24 
35 


_19。 ラ イジング サン ハン マー py> っ mw ゆ (。(⑳。 人 人) 空中 攻撃 


20. 


空中 攻撃 


24 
@ @ 
納 較 

3 


の や 


空中 攻撃 


普通 に 出せ ば 、 間違い な く 地 上 に いる 相手 に 迎撃 
され て し まう 。 また 、 リー チ が 短い の で ほぼ ば 密着 状 
態 か ら で な いと 技 は ヒッ ト し な い 。 実戦 で 使う に 
は 、 あ まり に も デメ リッ ト が 多 す ぎる 技 だ 。 


大 ジャ ン フト 見 中 ( 双 ) 


。 ジャ ンプ ハン マー 


28| 


5 
の で 
si 


pch。 
7 
RS 
み 


に 


す 
1 
凍り 
ふ 油 20 


* 
ぎ 


移 


弐 > \ 


キリ ング バイ ツ 


大 ジャ ンプ と 同時 に 攻撃 で を き 、 しゃがみ ガ ー ド の 相手 
に 対し て も ヒッ ト さ せる こと が で きる 、 大 ジャ ンプ 攻 
撃 の 中 で 最も 使用 頻度 が 高い 技 だ 。 ジェ エフ リー に は 有 
効 な 中 段 攻 撃 が 多い が 、 意表 を 突い て これ を 出す と 効 
果 を 発 押 する だ ろう 。 た だ し 、 ジェ フリ ー は 大 ジャ ン 74 
プ 中 に 二 度 攻撃 を 出す こと が で き な い の で 、 いっ た ん 
空振り し て し まっ た りか わざ され た りす る と 、 下 で は 地 
獄 が 待つ こと に な る 。 


ジャ ンプ 財 ( 力 ) 


159 


21. ジャ ン ピ ン グフ ッ ト ス タン プ あ 
ジャ ンプ 見 (2( 。(⑳)。())) 空中 攻撃 

ダメ ー ジ が 50、 攻撃 力 持 続 時 間 が 9 フレ ー ム と 、 数 値 的 503 

(// 選 量 


に は 大 ジャ ンプ 攻撃 の 中 で 最も 高 性 能 な 技 。 技 の 射程 
距離 も 長く 、 ま た 空振り し た 場合 も 、 着 地 と 同時 に ダ 
ウン 状態 に な る の で 、 追撃 に よる 極端 な ダメ ー ジ は お あ 
る 程度 回 避 で きる 。 と は いえ 、 や は り 大 ジャ ンプ 攻撃 。 431 
よく よく 考え て か ら 出 さ な い と 、 余裕 を 持っ て 迎撃 さ 

れる の が オチ だ 。 C 量 Gr 


_22. フラ イン グロ ー キ ッ ク > っ mw(WK) 空中 攻撃 


攻撃 力 発生 時 間 が 10 フ レー ム と 、 大 303 
ジャ ンプ 攻撃 の 中 で は 極端 に 短い の 
で 、 対 空 技 と し て それ な り の 効果 を 仙 太 言 


期待 で きる が 、 性 能 は キリ ング バイ 
ツ (大 ジャ ンプ 同時 @) の 方 が 高い 。 稀 く ) ⑨ 
に 、 サ ラ や ジャ ッ キ ー の サマ ー ソ ル 6 有 MM =。 = 
トキ ッ ク (S@) に この 技 が 打ち 勝つ @ 

と いう 現象 が 起こ る が 、 その 確率 は 
ほとん ど 偶 然 に 等 し い ほ ど 低 い 。 


攻撃 力 発 生 時 間 が 77 フ レー ム と 遅い が 、 30 3 る 
硬化 時 間 が 10 フ レー ム と 短く 、 下 降 中 に 

改 連 が 出る た ゆめ 、 相手 の 迎 光 を 牽制 する gg 
こと も 可能 。 大 ジャ ンプ 攻撃 の 中 で は 比 デー 


較 的 使い 勝手 は いい と 言え る が 、 や は り 10 | 
⑨ 


使い どこ ろ は 少な い だ ろ う 。 


ジャ ッ プ gm( (区 ) 空中 攻撃 


この 技 は 他 の 大 ジャ ンプ 攻撃 と は 異な り 、 正 48 3 
面 で は な く 後方 に 対し て 攻撃 を 出す 技 で あ 
る 。 相手 を 飛び 越し て し まっ た 時 に 使う こ の 6] 


と が 多い が 、 相手 の 起き 上 が り に 合わ せ て 出 5 

し て ガー ド 方 向 を 惑わ せる 、 と いっ た 使い 方 431 

も 考え られ る 。 着地 時 の 回 転 モ ーション 中 

に 投げ 技 で 反撃 され て し まう 点 に は 注意 。 S ⑲⑯ ⑥ 
の - . 2 

⑱- - 32 


い 


スマ ッシュ アッ パー  ③⑧(⑤) [0⑤] 特殊 中 段 攻撃 
中 段 攻撃 だ が 、 し ゃ が み ガ ー ド され た 場合 に は 相手 を 強 E 72/25 3 
制 的 に 立ち 状態 に させ る だ け で 、 ダメ ー ジ は 与え られ な 


い 。 だ が 、 至近 距離 か ら この 技 で プレ ッ シ ャ ー を か けれ 
ば 、 相手 が 立っ て いる 時 間 も 長 く な る だ ろう 。 そう な れ 

ば 強力 な 上 段 投げ 技 を 持つ ジェ フリ ー に は 有利 な 展開 に 22/26 
な る 。 また 1 .5m 以 上 の 間合い か ら ス マッ シュ アッ パー 

を 出す と 、 一 歩 踏 み ナ 込む よう な モー ショ ン か ら の パン チ 
と な り 、 ダメ ー ジ 値 や 硬化 時 間 が 変化 する 。 女 所 ヒッ ト 
の 場合 や カウ ンタ ー を 取っ た 時 に は 相手 が 空中 に 浮く の 
で 、 即 座 に 空中 コン ボ だ 。 な お 、 デ ー タ 表 の 左 の 数 字 は 
近 距 離 @@、 右 の 数 字 は 遠 距 離 る @ の も の 。 


タダ フル アッ パー 
| が] 中 中 ら 段 攻 軸 


アッ パー パン チ 2 発 の コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 2 発 目 の 
アッ パー に は ディ レイ を か ける こと が で きる の で 、 
毎回 タイ ミン グ を ずら し な が ら 使 うと 効果 的 で あ 
る 。 便 化 時 間 が 短い の で 、 実戦 で は 次 の 技 へ の 連係 
を 考え つつ 出し て いく よう に し た い 。 


27. バー ティ カル アッ パー  ⑬⑯⑤) [8 ぐ ⑤]| 中 段 攻撃 埋 


し ゃ が ん だ 状態 か ら 、 垂直 に パン チ を 突き 上 げ る 。 ジェ フリ ー の アッ パー 系 の 技 
の 中 で は 、 唯一 し ゃ が み ガ ー ド の 相手 か ら ダ メー ジ を 奪う こと の で きる 技 だ 。 実 


戦 で は ロー ナッ クル (@⑥) か ら バ ー テ ィ カ ル ア ッ パー を 出す 、 と いう 連係 が 効果 [13 選 呈 


的 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ ば 相手 を 浮か せる こと が で きる 。 ここ で 、 空中 コン 
ボ で の 追撃 を 確実 に 決め て 印象 づけ れ ば 、 相手 は 警戒 し て 、 立ち ガー ド を 固め て 
くる だ ろう 。 そう な れ ば 、 上 段 投げ 技 を 決め る チャ ンス だ 。 また 、 バー ティ カル 
アッ パー の ガー ド 後 に 下段 パン チ を 出し て くる 相手 に は 、 いっ た ん 間 を お いて か SO 
ら 下 段 投 げ を 決め る 、 と いう テク ニッ ク も ある 。 24 1 


エル ボー バッ ト ② ざ [⑤⑨⑤] 中 段 攻撃 回 


ヒジ 打ち 。 ジェ フリ ー の 投げ 技 の 間合い 
で ある 1 .5m 以 内 で この コマ ンド を 入力 
すれ ば 、 相手 の 状態 に よっ て パワ ー ス ラ 
ム ( ゆ @⑥) と の 自動 2 択 攻 撃 と な る 。 中 段 
攻撃 な の で 、 相手 が し ゃ が ん で いる 時 に 
ヒビ ヒット すれ ば よろ めか せる こと が で き 
る が 、 相手 と 軸 定 が 同じ 場合 に は 空振り 
し て し まう の で 、 使う 際 に は 軸 定 に 注意 
する 必要 が ある 。 


29. エル ボー ハン マー  ②(⑤④) 


2 種類 の 中 段 攻 撃 の コン ビ ネ ー シ ョ ン だ 。 人 ハン マー の 
入力 タイ ミン グ が 意外 に シビ ア で 、 さら に 攻撃 発生 
時 間 が 遅い た め 、 ガ ー ド され て し まう こと が よく あ 
る 。 こつ な る と 反撃 を 喰らっ て し まう た め 、 使う こと 
は あま りな く 、 趣味 次 第 だ ろう 。 ディ レイ を か がけ や す 
い の が 、 唯一 の 救い か 。 
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_30 ダッ シュ エル ボー ⑤⑱⑤②)[⑤⑨ あ (p] 中 段 攻撃 電 如 


大 きく 踏み 込ん で か ら ヒ ジ 打 ち を 出す 。 攻撃 力 発 生 時 間 や 便 化 時 間 が 短く 、 ク 
イッ ク フ ォ ワー ド 要 素 を 含ん だ コマ ンド な の で 、 間合い を 狭め つつ 攻撃 で き 


る 。 し ゃ が ん だ 相手 に ヒッ ト す る と よろ めき 状態 に な る の で 、 し ゃ が み ク イッ 16 過量 
ク フ ォ ワー ド (@ 多 ) か ら の バー ティ カル アッ パー( 多 @⑥) や ニー アタ ッ ク ad 


( 必 @) な どの 中 段 攻撃 を 叩き 込ん で か ら 空 中 コン ボ に 移行 。 さら に 上 級 プ レ 
イヤ ー を 自認 する な ら 、 よろ めき が 解け た 直後 に スプ ラッ シュ マウ ン テ ン 
( ぐ る ⑥+⑥) を 狙い た い 。 相手 を よろ めき 状態 に で きる 技 こ し て は 、 前 出 の エ 
ル ボ ー バ ッ ト ( 必 ⑥) より も 信頼 性 は 高い 。 有効 に 使っ て いき た い 。 


エル ボー アッ パー 
[あゆ ⑤]| 中 中 ら 段 攻撃 


ダッ シュ エル ボー( ゆ ウ 必 ⑥) が か がら ア ッ パ ー カ ッ ト へ と 
つなが る コン ビ ネ ー シ ョ ン だ 。 2 発 目 の アッ パー は 攻 
撃 力 発 生 時 間 が 短い の で 、 ダッ シュ エル ボー の 直後 
に 相手 が 打撃 技 で 反撃 し て くる 場合 に は 、 攻撃 に 合 
わせ て @⑥@ を 押せ ば 、 ディ レイ が か か っ た アッ パー で 
カウ ンタ ー を 取れ る こと も 多い 。 また 、 空中 に 浮い 
た 相手 に 当て る と 、 か な り の 距離 を 運 点 こと が で き 
る 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト し て も ダウ ン を 奪う こと は 
で き な い が 、 その 後 コ マン ド を 先行 入力 すれ ば 打撃 
便 直 中 の 相手 を 投げ る こと も 可能 。 た だ し 、 相手 に 
近づき な が ら 投 げ る 必要 が ある 点 と 、 軽量 級 の キャ 
ラク ター だ と 、 技 が ヒッ ト し た 後に 大 きく の け ぞ っ 
て し まう た め 、 投げ 技 が 決ま り に くい 点 に 注意 。 


32. エル ボー スタ ンプ の ツ ( 
[(③ あ @)ao。] 中 段 攻撃 


大 きく 踏み 込み な が ら ヒ ジ を 打ち 下ろ す 中 段 攻 
撃 。 比較 的 コマ ンド 入力 が 簡単 で 、 か つ 攻 撃 力 の 
発生 も 速い の で 、 相手 の 攻撃 に 合わ せ て 使っ て 
いけ る だ ろう 。 ニー アタ ッ ク ( ゆ ⑯) な どの 中 段 攻 
撃 が 届か な い 間 合い か ら で も 下段 攻撃 を 潰せ る 
リー チ が ある の だ が 、 便 化 時 間 が か な り 長 く 、 投 
げ 技 に よる 反撃 を も 許し て し まう と いう 短所 が 
ある 。 な お 、 技 を 出し た 後 は 軸 定 が 変わ る 。 


33. ダフル ハン マー タダ ウン ④③⑧⑤⑧ 回 


[(④⑧⑮)ao] 中 段 攻撃 


踏み 込み つつ 両 腕 を 振り 下ろ す よ うに し て 303 
打つ 技 。 攻撃 力 発生 時 間 が 比較 的 短く 、 技 の 


リー チ も 長い 。 だ が 、 硬 化 時 間 が 非常 に 長く 、 * 杏 ま 
ガー ド さ れ た 場合 に は か な り 手 ひど い 目 に 

合わ され る 。 性 能 的 に あま り 良 い 点 は 見 つ 40| 

か ら な い が 、 見 た 目 の 迫 力 は か な りあ る の 

で 、 [趣味 に 合わ せ て お 使い 下さ い 」 と いっ 


た 感じ だ ろう か 。 
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36. 


0 


トー キッ ク ②⑦⑮⑯) [②⑱⑯| 中 段 攻 撃 回 


いい 
この 技 に は 、 カウ ンタ ー で ヒッ ト し て も ダウ ン を 奪う こと が で 21 る 
き な い と いう 特性 が ある 。 ヒッ ト 直 後 は 、 後 述 の トー キッ クス 
プラ ッシュ (る 必 @⑥@+@⑥+@⑧) の チャ ンス と な る が 、 トー キッ ク 18 鹿 
が ヒッ ト し た 後に 相手 が 何ら か の リア クシ ョ ン を 行なっ た 場合 
に は 、 この 技 は 決ま ら な い 。 これ を 逆 に 利用 し て 、 トー キッ ク の 24| 
後に 投げ 技 と 見 せ か け て 、 相手 が 反撃 し て きた と ころ を 迎撃 す 
る 、 と いっ た 使い 方 も 考え られ よう 。 技 自体 は 、 ガ ー ド させ て し ⑨ 
まえ ば 反撃 を 受け る こと は な い が 、 技 の リー チ が 短い の で 簡単 人 ) 須 
に か わ さ れ て し まう こと が ある 。 @ 


トー キッ クハ ンマ ー mW SO の) 
②⑧)) [②⑯⑤] 中 中 2 段 攻撃 


トー キッ ク か ら の 2 段 コ ン ビ ネー ショ ン 。 2 発 目 の コ 
マン ド 入 力 有 効 フ レー ム 数 が 45 フ レー ム と 長く 、 ディ 
レイ を か が かけ や すい 。 また 、 ハン マー ナッ クル が ヒッ ト 
すれ ば 、 カ ウンター で な く て も 相手 は 必ず ダウ ン す る 。 
た だ 、 人 ルン マー ナッ クル の 攻撃 力 発生 時 間 が や や 遅い 
た め 技 を 潰さ ご れ て し まう こと が ある 。 また 、 人 ハン マー 
ナッ クル を ガー ド さ れる と 、 出 の 速い コン ビ ネ ー シ ョ 
ン で の 反撃 が 待っ て いる 。 欠点 を 考え る と 、 使い どこ 
ろ の 限ら れ て し まう コン ピ ビ ネ ーション だ 。 


[|②⑯]| 中 段 攻撃 


ジェ フリ ー の 強 さ を 支え る 、 空中 コン ボ へ の 布 3 3 
石 と し て 多用 する ヒザ 蹴り 。 硬化 時 間 は 多少 長 

いも の の 、 ヒット すれ ば 相手 は 高く 浮く の で 、 715 雇 
確実 に 空中 コン ボ で の 追撃 が 決ま る 。 バー ティ 

カル アッ パー( 多 @) と 同様 に 、 ロ ー ナ ッ ク ル 29| 
( ひ @) か ら の 連係 が 基本 と な る 。 バー ティ カル 

アッ パー を 予測 し て 返し 技 を 狙っ て くる よう ぐ ⑨ 
な 相手 な ら 、 即 座 に この ニー アタ ッ ク ゆ ⑦@ に 
切り 替え 、 大 カウ ンタ ー を 取っ て や ろう 。 また 、 my 
相手 の 起き 上 が り に 合わ せ て 使え ば 、 リ ー チ の 

短 さ も カバ ー で きよ う 。 


き | 
ケン カ キッ ク ( ゆ () | の ②.②).)| 中 段 攻撃 LN 
大 きく 足 を 前 に 出し 、 相手 を 突く よう に 蹴り 飛ば す 。 攻撃 力 発生 まで に 
か な り 時 間 が か か る た め 、 技 の 出 が か り を あっ さり 迎撃 され て し まう こ 
と が 多い が 、 対 照 的 に 硬化 時 間 が 短い の で 、 ガ ー ド させ て し まえ ば こち 26 
ら は か な り 優位 に 立て る 。 投げ 技 の コマ ンド を 先行 入力 し て お け ば 、 相 
手 に 反撃 を 余地 を 与え る 前 に 投げ 捨て て し まう こと も 可能 だ 。 離れ た 231 
間合い か ら 相手 の 技 を 誘い つつ 、 と いっ た 使い 方 が 基本 と な る が 、 相手 
の 起き 上 が り に 合わ せ た り 、 ダ ッシュ エル ボー( ウ ウ @⑥) で よろ めい た 相 ぐ ⑨ 


手 に 狙っ て いく の も 悪く な い 。 近い 間合い で カウ ンタ ー で ヒッ ト し て MD 縛 四 語 22 
浮か せ た 相 手 に は 、 ロー ナッ クル ( ひ @⑥ か ら の エル ボー アッ パー 回 訂 
( ゆ ゅ 必 @@⑥) や サイ ドキ ッ ク ( ぐ @) な どの 追撃 が 入る 。 OM SR 半 ま 


163 


164 


39 


_39。 ヘル スタ ッ プ ④③⑤: 人 K [<R] 上 役 攻撃 


4」 . 


ヒー ル ア タ ッ ク ② ゆ 0⑱⑯) [|(⑤@ あ ⑱)i。| 中 段 攻撃 


振り 上 げた 中 を 相手 の 足元 へ と 落と こし て いく 上 由 り 技 。 
モー ショ ン が 速い た め ス キ が な いよ うに 見 える の だ が 、 
攻撃 力 発 生ま で と 人 硬化 時 間 は や や 長く 、 い っ た ん ガー ド 
され て し まう と 反撃 を 食らっ て し まう 。 クイ ッ ク フ ォ 
ワー ド か ら の 入力 が 容易 な の で 、 間合い を 詰め な が ら 技 
を 出し て いく か 、 相手 が 突っ 込ん で くる と ころ を ヒー ル 
アタ ッ ク で 迎撃 する 、 と いう 使い 方 が 効果 的 だ ろう 。 な 
お 、 技 を 出し た 後 は 軸 定 が 変化 する 。 


の 
( ら 


上 半身 を スウ ェ ー さ せ 、 相手 の 喉元 を 手刀 で 突く 。 スウ ェ ー 30 る 
の モー ショ ン 中 に は 、 相手 の 上 段 攻撃 を 避け つつ ヒッ ト さ 

せる こと が で きる 。 また 、 硬化 時 間 が 19 フ レー ム と 比較 的 【 陸 計 
短い こと を 利用 し て 、 空振り し た と 見 せ か け て し ゃ が ん だ 
相手 に 下段 投げ を 決め る 、 と いっ た 戦法 も 考え られ る 。 ちな 19| 
み に 、 ス トレ ー ト ナッ クル (⑥) が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 時 

に 、 ヘ ルス タッ ブ の コマ ンド を 先行 入力 し て お け ば 、 これ ら (C) 
2 発 が 連続 ヒッ ト す る 。 覚え て お こう 。 


40. ヘッ ドア タッ ク ②():K) | ②,:| 上 段 攻撃 


頭 突き 攻撃 。 攻撃 力 発 生ま で に 時 間 が か か る 上 に 、 
技 目 体 の リー チ も 短い の だ が 、 便 化 時 間 が 13 と 非常 
に 短い の で 、 相手 の 体 に 当て れ ば 反撃 を 受け る こと 
は な い 。 また 、 ダメ ー ジ 量 も さる こと な が ら 、 カ ウン 
ター ヒッ ト の 場合 は 相手 が 高く 浮く の で 、 空中 コン 
ポ ボ で の 追撃 の チャ ンス が 生ま れる の が 嬉し い 。 さら 
に 、 体 を 後ろ へ 大 きく 反 ら す と いう モー ショ ン を 利 
用 すれ ば 、 相手 の 上 段 攻 撃 や リー チ の 短い 中 段 攻 撃 
を 避け つつ ヒッ ト さ せる こと も 可能 。 と は いえ 所 証 
は 上 段 攻 撃 、 し ゃ が ん で 避け られ る と 反撃 は 必至 だ 。 


スト マッ ク ク ラ ッシュ  ⑯②(⑤):) 
|(②⑫⑳⑤:@)。。」 中 段 攻撃 


相手 の 腹部 を 狙っ て の 頭 突 き 。 実戦 で は 、 相手 と の 間合い を 一 定 
に 保 こ る スト レー トナ ッ ク ル (⑥@) の よう な 技 で 牽制 し つつ 、 相手 
の 反撃 を 誘っ て この 技 を 出す 、 と いう 使い 方 が 有効 だ 。 後ろ に 下 
が る モー ショ ン か ら 出 す 技 な の で 、 これ を 利用 すれ ば 、 相手 の 攻 
撃 を 避け な が ら ヒ ッ ト さ せる こと も で きる の だ が 、 便 化 時 間 が 長 
い の で ガー ド さ れ た ら 最 後 、 間違い な く 大 反撃 を 喰らう だ ろう 。 


4J. 


45. 


ナッ クル キッ ク KK) [⑤⑯)] 


スト レー トナ ッ ク ル (⑥) か ら 上 段 キ ッ ク へ の コン ビ ネ ー 
ショ ン で ある 。 ダメ ー ジ が 安定 し て お り 、 ダウ ン を 奪う こ 
と が で きる 技 な の で 、 使い どこ ろ を 心得 て お け ば 有効 な 
武宮 に な る 。 ダウ ン し た 相手 に は 、 ボ ディ プレ ス ( 合 @) に 
よる ダウ ン 攻 撃 が 入る 。 強力 な 投げ 技 の 多い ジェ フリ ー 
な ら 、 相手 の 技 を ガー ド し た 後 の 便 化 時 間 中 に は 投げ 技 
で 反撃 し た いこ ころ だ が 、 確実 に ダメ ー ジ を 与え た いな 
ら 、 投げ に こだわ ら ず こち ら で 反 撃 す る 方 が いい だ ろう 。 


1、 2、 ア ッ パ ー 
[| 上 上 中 3 段 攻撃 


ダブ ルナ ッ ク ル か ら の アッ パー へ と つなが る 3 段 攻撃 。 3 発 
目 の ア ッ パ ー は 、 離れ た 問 合 い か ら の スマ ッシュ アッ パー 
(る @⑥) と 同じ 性 質 を 持っ て いる 。 @⑥ を 普通 に 連打 し て いる 
だ け だ と アッ パー を ガー ド さ れ や すい の で 、 ディ レイ を か 
ける な ど し て ヒッ ト さ せ や すく する た め の 工 夫 が 必要 だ 。 
特殊 な 使い 方 と し て は 、 前 進 し な が ら パ ンチ を 繰り 出す の 
で 、 ガ ー ド し た 相手 を 押し て いく 場合 に も 使え る 。 ちな み 
に この 技 は 、 ニー アタ ッ ク ( ゆ ゆ ⑥) や バー ティ カル アッ パー 
( 入 ⑥) で 浮か せ た 相 手 に 入る 、 最も 基本 的 な 空中 コン ボ だ 。 


ヒッ プア タッ ク や ):⑱⑯:G) 空中 攻撃 診 


啓 部 を 相手 へ と ヒッ ト さ せる 、 その 名 の 通り の 技 で ある 。 攻撃 力 30 る 
持続 時 間 が 10 フ レー ム と 、 技 が 出 て し まえ ば 強力 な の だ が 、 攻撃 

力 が 発生 する まで に 26 フ レー ム か か る た め 、 技 が 出る 前 に 止め ら 
れ て し まう こと が 多い 。 し か も それ が 地上 に いる 間 だ と 、 相 手 に 
無防備 な 背中 を さら け 出 すこ と に な る 。 ガー ド さ れ た 後に は ダウ 21 | 
ン 状態 に な る の で 、 反撃 の 危険 が 小さ いと いう の が せめ て も の 麗 
いで ある 。 普通 の 状態 か ら 出 す よ り も 空中 攻撃 と いう 属性 を 活か 
し て 遠 距 離 か ら 相手 の 下段 攻撃 を 潰し た り 、 ガ ー ド され て も 技 の 
勢い で 相手 が 後ろ に 下がる と いう 性 質 を 利用 し て 、 リ ング 際 に 追 
い 詰め た 時 の 押し 出し 技 と し て 使う こと が 可能 だ 。 


上 上 ら 段 攻撃 ⑩① 


パン チ 2 発 の コン ビ ネ ー シ ョ ン だ 。 絶え ず 先 手 を 取 ろ 
うと 、 ダ ッシュ エル ボー( ゆ ウ ゅ ⑧) や スト レー トナ ッ 
クル (⑥) な ご を 連発 し て いる と 、 攻撃 の リズ ム が 単調 
に な っ て し まい が ち だ 。 そう いう 場合 に は 、 相手 に パ 
ター ン を 読ま せな いた め に も 、 この ダブ ルナ ッ ク ル 
を 織り 込ん で いく と 効果 的 だ 。 2 発 目 の パン チ の 攻撃 
力 発生 時 間 が 、 ジェ フリ ー の 持つ 技 の 中 で 最も 短い 
点 に も 注目 。 ディ レイ を か けれ ば 反撃 を 受け る リス 
ク も 減る し 、 カ ウン ター で ヒッ ト す れ ば パンチ 投 
げ ′” に つなげ て いく こと も 可能 だ 。 


_44 ダフ ブル ナック ル (⑤ [ ぁ ] 上 上 2 段 攻撃 〇 
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_46。 パッ ク フ リッ プ ( 則 :⑥ [@] 上 段 投げ 背 


相手 を 肩 に 乗せ て 担ぎ 上 げ 、 その まま 身体 ご と 後方 へ 投げ 落と す 技 だ 。 こ 60 3 
の 技 は 、 立ち 、 し ゃ が み の ど ちら の 状態 か ら で も 相手 を 投げ る こと が で き 
る の で 、 投 げ 技 が 有効 な 間 人 いで コマ ンド を ひ @+@ と 入力 すれ 自動? 。 人 
択 攻撃 と な り 、 バ ッ ク フ リッ プ (@+@) が 出 な く て も 自動 的 に ロー ナッ ク 

ル が 発生 し て 失敗 の スキ を 補っ て くれ る 。 基本 投げ な の で 、 相 手 に 投げ 抜 

けさ れ て し まう 可能 性 も ある が 、 その 場合 で や スキ は ほとん ど な い の で 、 

あま り 気 に し な いで いい だ ろう 。 投げ た 後 は こち ら も ダウ ン 状 態 に な る 

た め 、 相 手 へ の 追加 攻撃 は 入れ られ な い 。 


47. パワ ー ス ラム / 弥 ⑨⑤) | ざ ⑤] 上 段 投げ 


ボディ スラ ム の 体勢 か ら 、 自 分 の 体 も ろ と も 地面 に 叩き つけ て いく 。 投げ た 50 3 
後 は 、 相 手 と の 位置 が 入れ 替わる 。 コマ ンド が ゅ @⑧ な の で 、 パ ワー スラ ム の 

有効 距離 内 で は 、 共通 コマ ンド を 持つ エル ボー バッ ト ( ウ @⑥) や ダッ シュ エル 

ボー( ウ @⑥) など と の 自重 選択 攻撃 を 迫る こと が 可能 だ 。 コマ ンド 投げ で 投 9 
げ 抜 けさ れる こと が な い の で 、 ジェ フリ ー の 投げ 技 の 問 合 い を 把握 する た め 

の 練習 用 に 適し た 技 と いえ る 。 し か し 、 ダメ ー ジ 量 が 50 と 実戦 で は 今ひとつ 
破壊 力 に 欠け る の で 、 操 作 に 慣れ て きた ら 、 フ ロン トバ ッ ク ブ リー カー 

(q ウ 必 6+⑥+@⑧) や スプ ラッ シュ マウ ン テ ン (る る ⑥+⑥⑯) な ど 、 ジェ フリ ー 

な ら で は の 豪快 な 技 に 変え て いく こと を 勧め た い 。 


48. ボディ ー リ フト  / 光 ④⑤:G) 1@③:@| 上 段 授 げ 


相手 を 高々 と 持ち 上 げ 、 地面 へ 放り 投げ る 技 だ 。 投げ る 方 向 は 、 軸 定 60 3 
に よっ て 変化 する 。 右 定 が 前 の 場合 は 右 へ 、 左 定 が 前 の 場合 は 左 へ 

と 、 角度 に する と 約 90 度 ほど その 方 向 を 向い て か ら 投 げ 捨て る 。 ダ 252 
メー ジ は バッ ク フ リ ッ プ と 同じ だ が 、 相手 が 投げ 抜け の タイ ミン グ 

で る @@⑥+@ を 入力 する と 、 コマ ンド 投げ で ある に も か か わら ず 投 げ 

抜け され て し まう の で 注意 。 逃げ た 相手 は 背後 に 回 り 、 こ ちら は 何 

も で き な い まま 長 時 間 立 ち お 尽く すこ と に な る 。 上 級 プ レイ ヤー と 対 

戦 し た 場合 に は 、 この 危険 を 覚悟 の 上 で 使う よう に し た い 。 持ち 上 

げ て いる 時 間 が か な り 長 い の で 、 体力 が 優勢 の 時 に タイ ム オ ー バ ー 
寸前 で この 技 を 出し 、 そ の まま 勝ち 逃げ こい うこ と も 可能 だ が 、 あ 

まり に も 消極 的 で いた だ け な い 戦法 だ 。 


-49 ヘッ ド バ ッ ト 、 奈 の や <E 【(@ の 束 sl 上 身投げ 3 


|(③⑨⑳@:))so (の )@:⑮) | 上 段 投げ 


- 引 トリ ブル ヘッ ド バ ッ ト (人 g- や BC oe 
|(③⑨: ペ )。o(②.: ペ ))(②.W*⑯)| 上 段 投げ 


投げ 間合い に いる 相手 の 頭 を 敬 畑 み に し て 、 頭 突 き を 喰らわ せる 。 コマ ンド を 連続 し て 
入力 する こと で ヒッ ト 回 数 が 変化 する 特殊 な 技 。 二 発 目 ま で は 、 ヒ ッ ト し て も ダウ ン を 
奪う こと が で きず 、 相手 は よろ めい て 片 膝 を 付く だ け に 終わ る 。 し か も 、 この 状態 の 相 
手 に は いっ さい の 攻撃 が 無効 。 1 発 目 か 2 発 目 まで で 終わ っ た 場合 は 、 長い 便 化 時 間 の 
切れ 目 を つけ ば スプ ラッ シュ マウ ン テ ン (ぐる ⑥+⑥⑯) や ニー アタ ッ ク ( ゆ ⑯) な ご ど に つ 
な ぐ こ と も 可能 だ が 、 どちら も 博打 的 要素 が 強い 選択 な の で 、 無理 に 出す と 反撃 を 喰 ら 
う 。 3 発 目 まで 入れ ば 、 相手 か ら ダ ウン を 奪う こと が で きる 。 た だ し 、 ス トン ピン グ 
(人 ⑥) 以 外 の 攻撃 は 確実 に 避け られ て し まう の で 注意 。 手間 の か か る 技 だ が 、 フィ ニッ 
シュ ホー ルド と し て 使っ た 場合 、 派手 に 相手 を 吹っ飛ば せる の で 、 ギャ ラリ ー に は 受け 
る だ ろう 。 ちな み に 一 発 目 で 止め た 場合 の 相手 の 硬直 時 間 は 88 フ レー ム 。 二 発 目 で 目 
め た 場合 は 102 フ レー ム と な る 。 
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_ 52. スプ ラッ シュ マウ ン テ ン 6 ぬ 衝 SDGWxO 届 
[(⑨③W:⑯)ss] 上 段 投げ 


「VF1] か ら 3 引き 継が れ た 技 。 か つて は ウル フ も 同じ 技 を 持っ て いた が 、 90 3 
VF2] か ら は ジェ フリ ー 固 有 の 技 と な っ た 。 この 技 で 最も 有利 な の は 、 
コマ ンド に し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド (@ せ の 要素 が 含ま れ て 48 
いる 点 。 この た め 、 相手 と の 間合い を 詰め つつ 投げ を 決め られ る の だ 。 

チャ ンス が あれ ば どん どん 出し て いこ う 。 また 、 ロ ー ナ ッ ク ル ( ひ @) 

や ダブ ル ア ッ パー( ぐ @@) の 2 発 目 な ど が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場 

合 に は 、 わ ず か 1 フレ ー ム だ が 、 相 手 が 硬化 中 で あり な が ら 投 げ 技 を 

決め られ る 時 間 が 存在 する 。 タイ ミン グ は か な り シ ビア だ が 、 この 間 

に スプ ラッ シュ マウ ン テ ン の コマ ンド 入力 を 完了 すれ ば 、 『VF1」 で 猛 

戚 を 点 る っ た ワン バン ヂ チ ス プラ ッシュ " を 再現 で きる 。 な お 、 ダウ ン 
攻撃 で ちる ボディ プレ ス ( 人 ひ ⑥) が 確実 に ヒット す る の は 、 カ ウンター 

で 投げ が 決ま っ た 時 だ け で ある 。 


[⑥.(⑨③⑨③⑤:⑯⑥)ss] 上 段 投げ 


トー キッ ク (⑯) が ヒッ ト し て 便 化 し て いる 相手 を 、 ス プラ ッシュ 
マウ ン テ ン (で 投げ て し まう と いう 複合 技 。 合計 の ダメ ー ジ は な ん 
と 124、 さ ら に 投げ た 後に は ダウ ン 攻 撃 の ボディ プレ ス ( 全 ⑥) が 確 
実に ヒッ ト す る 。 トー キッ ク が ヒッ ト し た の を 音 も し く は モー ショ 
ン で 確認 し て か ら コ マン ド を 入力 し て も 、 十 分 受付 時 間 に 間に合う 
の で 、 あわ て る 必要 は な い 。 た だ し 、 トー キッ ク が ガー ド さ れ た 時 
は も ちろ ん 、 ヒット し た 後に 相手 が 何ら か の 入力 を 行なっ た 場合 に 
は 、 その後 の スプ ラッ シュ マウ ン テ ン は 成功 し な い 。 トー キッ ク か 
ら の 連携 ここ の 技 を 使い 分 け 、 相手 の 読み 違い を 誘う と いう 手 も あ 
る が 、 労 多く し て 益 少な し 。 実戦 で 固執 し すぎ て 定 下 を すく われ る 
こと の な いよ うに 注意 し た い 。 


54. フロ ント バッ ク ブ リー カー  / 光 ②③⑳②)::G) お 
[(④③ あ ざ ⑱⑧:⑯:)。a| 上 段 投げ 


つか まえ た 相手 を 風車 の よう に 一 回 転 さ せ 、 ヒザ に 背骨 を 叩き つけ る 。 70 る 
コマ ンド に クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド が 含ま れ て いる の で 、 相手 の 技 を 誘っ て 
か わし 、 その 技 の 戻り に 合わ せ て 近づい て 投げ る 、 と いっ た こと も で き hs9 
る 。 さら に 、 どん な 入力 タイ ミン グ で も 、 28 フ レー ム 以 内 に コマ ンド 入 

力 が 完了 し て いれ ば 、 技 は 発生 する 。 投げ 問 合 いと 入力 タイ ミン グ に 自 
信 が あれ ば 、 レ バー 入力 だ け 先 に し て お いて 相手 が 近づい て きた ら 

@⑥+@⑥+@、 と いっ た テク ニッ ク も 使え よう 。 た だ し 、 フロ ント バッ ク ブ 

リー カー を 失敗 し た 場合 は 、 ヒ ッ プ アタ ッ ク (⑥+@⑥+@⑥) に 化け て し まう 

の で 、 相手 に 反撃 の 糸口 を 与え る る こと に な る 。 ちな み に ぐ 方向 に レバ ー 

を 入れ っ 放し に し た 状態 か ら ウ ゆ @⑤+@+@ で も 技 を 出す こと が で きる 。 
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53 パッ ク ブリ ー カ ー 傘 *@ 上 下 身投げ お 


天 に 捧げ る が ご と く 相 手 を 高々 と 持ち 上 げ 、 相手 の 背骨 を ヒザ で 叩き 
折る 。 ダメ ー ジ は 100 と 、 投げ 技 の 中 で は ウル フ の ジャ イア ント スイ ン 
グ ( る ゆら せる ゆ ⑤) と 並 上 最 高値 を 誇る 。 背中 を 見 せ て いる 相手 が 立つ 
て いよ う が し ゃ が ん で いよ う が 投 げ る こと が で き 、 ダウ ン し た 相手 に 
は ライ デン ドロ ッ プ ( 含 @) が ほぼ 確実 に 入る 。 た だ 、 相手 も この 技 を 警 
戒 し て いる た め 、 そう 簡単 に 投げ させ て は も ら え な い 。 レバ ー を 長め に 
入れ て か ら @⑥+@ を 入力 する か 、 ロー ナッ クル (@) な ご ど で 相 手 を 固め 
て か ら 投 げ る 、 と いっ た 手段 が 有効 で は ある が 、 残 受 な が ら 確 実 な 方 法 
で は な い 。 ちな み に 、 背後 授 げ の 間合い は 、 通常 の 投げ 技 と 同じ 1 .5m 
な の で 、 授 げ る 時 の 感覚 は 変わ ら な い だ ろ う 。 


邊 椅 ぬら 


56. アイ アン クロ ー 包 ざ や [②]| 下段 投げ 


相手 の 顔 を わし づか み に し 、 高 々 と 持ち 上 げ て 地面 に 投げ 捨て と 503 
る 技 。 相手 が し ゃ が ん で いる 時 に 入る 下段 投げ 技 だ 。 ダメ ー ジ 
が 50 と 投げ 技 と し て は 低い 数 値 で 、 硬 化 時 間 も 長 いた め 、 決定 [98 
打 と し て は や や 表 い 。 た だ 、 コマ ンド が 簡単 で 、 さ ら に 顔 を つか 

まれ た 相手 は か な り の 辱 感 を 受け る 、 と いう メリ ッ ト が ある 。 

精神 的 ダメ ー ジ 優先 な ら この 技 を 、 威 力 重視 な ら 後述 の パワ ー 

ボム の 方 を 選ぶ と いい 。 


57. パワ ー ボ ム (xx⑯) (Pr⑯*@⑯] 下 身投げ 


し ゃ が ん だ 相手 を 背中 か ら 抱え て 持ち 上 げ 、 頭 か ら 地面 に 落と し て い 70 る 
く 危険 な 投げ 技 で ある 。 パイ の 燕 旋 蹴 ( ひ @+@) や サラ の レッ グ ス ラ イ 
サー( ひ @⑥+G) を ガー ド し た 後 、 起き 上 が り の 下 役 攻 撃 を すか し た 時 な 
ど が チャ ンス だ が 、 ど う せ な ら 相手 の 下段 攻撃 を 誘う シチュ エー ショ 

3 ン を 作り 、 そ の 技 を 空振り させ て 能動 的 に 決め て いき た い 。 投げ た 後 は 、 

スト ン ピ ン グ ( ぐ S@) で 確実 に ダメ ー ジ を 追加 する よう に し よう 。 


| /」 BR 
導 、 に ま 


58. マシ ン ガ ン ニ ー リ フト 角 ②⑯)[(⑨⑤⑨⑱⑯)e] 下段 投げ 人 


し ゃ が ん だ 相手 の 頭 を 両手 で つか み 、 連 続 し て 3 発 ヒザ 蹴り を 食 10.10'10-303 
ら わ せる 。 相手 が し ゃ が ん で いる 時 に し か 技 が 入ら ず 、 さ ら に コ 

マン ド の カタ イミ ング が シビア で ある に も か か わら ず 、 ダメ ー (人 

ジ は 60 と 低め 。 だ が 、 その 困難 さゆ え に 、 技 が 決ま っ た 時 に は 多 

大 な る 賞 費 を 受け る だ ろう 。 また 、 あえ て この 技 に こだわ る の が 

真 の ジェ フリ ー 使 い 、 と いう プレ イヤ ー も いる ほど だ 。 入力 の コ 

ツ は 、 ひと 以外 の 余計 な 方 向 に レバ ー を 入力 し な いよ うに する 

こと 。 また 、 方 向 の 入力 を し 続け た 後 で ゆ @ と 入力 し て も 技 が 

出る 。 これ は 覚え て お いて 損 は な い 、。 


Pt 』 
剛 い を 
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こ や 


ジェ フリ ー“ ら し さ " を 頂 め る 


スプ ラッ シュ 
チャ ンス の 例 


1、2、 ア ッ パー ⑤⑤⑤⑧ に 見 せ か けた 
タフ ルナ ッ ク ル ⑤⑤ 


と りあ え ず スプ ラッ シュ マウ ン テ ン 

ジェ フリ ー と いう キャ ラク ター の 存在 意義 と も 
言え る 大 技 、 ス プラ ッシュ マウ ン テ ン 。 ス プラ ッシュ 
マウ ン テ ン を 決め る こと な く ジ ェ フ リー を 語る な 
か れ と 言っ て も 過言 で は な い だ ろ う 。 だ が どう す 
れ ば 、 こ の スプ ラッ シュ マウ ン テ ン を うま く 決 め る 
こと が で きる の だ ろう か ? 全国 大 会 1 位 の 実績 を 
持つ スー パー プレ イヤ ー の 柏 ジ ェ フ リー は 、「 と り 
あえ ず 、 スプ ラッ シュ マウ ン テ ン で す よ 」 と 、 軽 く 語 
る 。 だ が 、 ち ょ っ と 適当 に 聞こ える この コメ ント に 、 
ジェ フリ ー の 真理 が 隠さ れ て いる の だ 。 

スプ ラッ シュ マウ ン テ ン と いう 技 を 詳し く 分 析 
し て みよ う 。 まず 、 間 合い が 遠 す ぎ た り 相手 が す 
で に 行動 を 起こ し て いて 投げ に 失敗 し て し まっ た 
場合 、 下段 パン チ で ある ロー ナッ クル が 自動 的 に 
出る こと に な る 。 これ に より 、 次 ペー ジ で 解説 し 


て いる ロー ナッ クル か ら の 加 種 連係 の 可能 性 が 生 
まれ 、 投げ が 失敗 し た 時 の リス ク も か な り 減 る 。 
いや 、 お し ろ 和 失敗 を チャ ンス に 積極 的 に 変え る こ 
と が で きる の で ある 。 また 、 コマ ンド 中 の 名 名 操 
作 に より 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド ほ ご ど で は 
な い が 相 手 と の 距離 を 詰め めこ と が で きる た め 、 
投げ が 失敗 する 可能 性 自体 も 非常 に 少な い の だ 。 
以上 の 理由 か ら 、 と りあ え ず スプ ラッ シュ マウ ン 
テン を 出し て お く こ と は 、 意外 と メリ ッ ト が 大 き 
く 効 果 が 高い 戦法 だ と 言え る だ ろう 。 

と は いえ 、 本 当 に 適当 に 技 を 出し て いて も 、 全 国 
大 会 どこ ろか 近所 の アー ケー ド で 袋 呆 き に ご れる 
の が オチ だ 。 それ な り の "スプ ラッ シュ チャ ンス "と 
いう も の も 存在 する 。 具体 的 に いう と 、 ス トレ ー 
トナ ッ ク ル 、 ロー ナッ クル が カウ ンダ ター ビッ ゥ ッ ド し 庄 
時 、 相手 の 攻撃 を 近 距 離 で か わし た 時 、 エル ボー 


⑧)(⑱ 


| ロー ナッ クル ②⑤ p 相手 が 上 段 
スト レー トナ ッ ク ル ⑤ 相手 が 肘 撃 ち を 空振り キッ ク を 空振り 
カウ ワン 気 一 で クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド @⑤@。,⑧) 
ヒッ ト し た 場合 … で 接近 し て … 
A エル ボー アッ パー 
⑤⑨⑤⑨ ざ ⑤⑤ に 見 せ か けた 
ダッ シュ エル ボー ⑤②⑤②⑤ ( 坪 
技 が 続く と 見 せ か が け て … 
スプ ラッ シュ マウ ・: 


アッ パー な どの コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 を 人 述 中 で 止め 
て 相手 の ガー ド を 固め させ た 時 、 エ ル ボ ー バ ッ ト な 
ど で 相 手 が よ ろ め いた 時 な ど が 、 ス プラ ッシュ マウ 
ン テ ン を 決め る チャ ンス で ある 。 

この よう に 、 ど ん な 局面 で も 常に この スプ ラッ 
シュ チャ ンス を 狙い 、 万 が 一 失敗 し た 時 に も ロー 
ナッ クル か ら の 連係 で ラッ シュ を か け 、 そし て 相手 
が 守り を 固め た ら 再 び ス プラ ッシュ を 狙う 。 この 、 
真 の 意味 で の 「 と りあ え ず スプ ラッ シュ マウ ン テ ン 」 
を 合言葉 に し て 、 あな た の ジェ フリ ー を どん ご どん 
強め て いっ て ほし い 、。 
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基本 連係 解説 


へ _ 


バー ティ カル アッ パー 
(⑳)(⑤) 


パワ ー ボ ム ⑧(⑤:⑯x⑥ 


スプ ラッ シュ 
マウ ン テ ン 
③(③⑧))*W) 
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ロー ナッ クル か ら の 変化 4 態 

下段 攻撃 が 少な い ジ ェ フ リー だ が 、 その 中 で も 
ロー ナッ クル は 様々 な 展開 が 可能 な 、 優秀 な 下段 
攻撃 で あめ る 。 ここ で は 、 その ロー ナッ クル か ら つ 
な いで いく 連係 4 種類 を 紹介 し て みた い 。 も ちろ 
ん ここ で 言う っ ロー ナッ クル と は 、 通常 出し て いる 
技 に 加え 、 ス プラ ッシュ マウ ン テ ン を 失敗 し て 出 
て し まっ た も の や 、 せ @+@ の 入力 で 投げ と の 自 
動 2 択 を 狙っ た も の も 含ま れる 。 


バー ティ カル アッ パー に 連係 

ジェ フリ ー を 使う 上 で の 要 と も 言え る 、 代表 的 
な 連係 技 で ある 。 最初 の ロー ナッ クル は 牽制 の 意 
味 だ け で は な く 、 バー ティ カル アッ パー を 出す の 
に 必要 な し ゃ が み 状 態 を 作り 出す た め の 役 割 も 果 
た し て いる 。 また 、 この 連係 は これ だ け で 完結 す 
る も の で は な く 、 バ パ バー ティ カル アッ パー の 後に 
様々 な 技 を つなげ る こと が 可能 だ 。 特に 相手 が 下 
段 パ ンチ で 反撃 し て きた 場合 、 高 い 確 率 で か わす こ 
と が 可能 な の で 、 パワ ー ボ ム な ど 下 段 授 げ の チャ 
ンズ ス と な る 。 アッ パー が 通常 に ビット す る と 相手 
の 状態 に 応じ て 投げ 技 や 打撃 技 を 使い 分 ける 必要 
が ある が 、 カウ ンタ ー で ヒッ ト し て 相手 が 浮い た 
場合 、 右 ペ ー ジ の よう な 多種 多様 な 空中 コン ボ に 


ニー アタ ッ ク W ゆ 中 


持ち 込む こと が で きる だ ろう 。 


スプ ラッ シュ マウ ン テ ン に 連係 
ロー ナッ クル が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 、 

わずか 1 フレ ー ム で は ある が 相手 の 硬直 中 に 投げ 
技 を 決め る こと が で きる 時 間 帯 が 発生 し 、 俗 に 言 
う ワン パン チ 投 げ " の チャ ンス が 生ま れる 。 この 
瞬 間 に ぴ っ た り コ マン ド 入 力 が 終わ る よう に すれ 
ば 、 どん な 投げ 技 で も 100 パ ー セ ント 確実 に 決ま 
る こと に な る ( 授 げ 抜け は 例外 )。 な ら ば 、 で きる 
だ け 大 きい ダメ ー ジ の 投げ 技 を 狙わ な い 手 は な 
い 。 ジェ フリ ー の 場合 は スプ ラッ シュ マウ ン テ ン だ 。 
ロー ナッ クル で 相手 と の 間合い が 離れ て し まっ た 
昌司 に は 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド で 問 合 い を 
詰め て スプ ラッ シュ マウ ン テ ン に 持ち 込 も う 。 


パワー ボム に 連係 

続い て 、 ロー ナッ クル が カウ ンタ ー で ヒッ ト し 
た の は いい が 、 相手 が し ゃ が み 状 態 だ っ た 時 の 連 
係 。 こう いう 場合 に は 、 相手 が し ゃ が ん だ まま 硬 
直す る の で 、 ワン パン チ 下 段 授 げ の チャ ンス と な 
る 。 ロー ナッ クル が ヒッ ト し た 後 は 、 あ る 程度 相 
手 と の 距離 が 開い て いる こと が 予想 され る の で 、 
クイ ッ ク フォ ワー ド で 投げ 間合い に 入り つつ パワ ー 


= マシン ガン ニー リフ ト ⑨@& 


ボム を 狙っ て いこ う 。 万 が 一 投げ に 失敗 し て も 再 
度 ロ ー ナ ッ ク ル が 出 て いる は ず だ か ら 、 さ ら に 状 
況 に 応じ て ロー ナッ クル か ら の 連係 に つなげ る と 
いい 。 ちな み に 、 使用 する 投げ 技 は 、 プレ イヤ ー の 
好み に 応じ て アイ アン クロ ー( ひ @⑥) で も マシ ン ガ 
ツーー ル アド で オー ケー 形 。 


自動 の 択 マ シン ガン ニー リフ ト 

ロー ナッ クル か ら バ ー テ ィ カ ル ア ッ パー の 連係 
を 読ま れ て くる と 、 ア キラ 、 パイ 、 カ ゲ が 相手 の 場 
合 に 上 段 返し 技 を 喰らう 危険 性 が 出 て くる 。 そう 
いう 時 に は バー ティ カル アッ パー を ニー アタ ッ ク 
に 変え る こと で 、 カ ウン ター ヒッ ト を 狙う こと が 
可能 だ 。 これ で 相手 が 高く 浮 け ば 、 バー ティ カル 
アッ パー と 同様 に 空中 コン ボ の チャ ンス が 生ま れ 
る だ ろう 。 また 、 この 連係 に は 自動 2 択 の 要素 も あ 
る 。 ロー ナッ クル を 受け た 相手 が し ゃ が み 状 態 で 
投げ 間合い の 中 に いる と 、 ニー アタ ッ ク の コマ ン 
ド を 入れ る だ け で 自動 的 に マシ ン ガ ン ニ ー リ フト 
が 出 て くれ る の だ 。 その 場合 、 先行 入力 し すぎ る 
と 投げ 間合い の 内 側 で も ニー アタ ッ ク に な りや す 
い の で 、 相手 の 便 直 時 間 が 終わ ら な い 程 度 に 必 ⑥ 
の 入力 を 遅らせ る よう に し よう 。 


_ 投げ だ け で は な い シ ジェ フリ ー の 魅力 る 4 


この 間 に 、 ス トレ ー ト ナッ クル (⑥) ま た 
は ロー ナッ クル (@⑥) を は さむ こと が 
で きる 。 特 に 軽い 相手 の 場合 、 ス トレ ー 
トナ ッ ク ル な ら 最 高 3 発 ま で 入る 。 


mm ーー 


ニー アタ ッ ク ② ざ ⑮ 
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ここ に 挙げ た 以外 に も 、 エ 
ル ボ ー バ ッ ト ( ゆ @⑥)、 ヘ ルス 
タッ ブ ( ひ @⑥+⑯) 、 バ ー テ ィ 
カル キッ ク ( ひ @⑯) な ど が 連 
係 可能 。 た だ し 、 つ な が る 
チャ ンス は 非常 に 少な く 、 
成功 し た と し て も あま り 効 
果 は な い 。 


ヒー ル ア タ ッ ク ツ ゆ ②⑱) 


ジェ フリ ー の 連係 中 最も 華 豚 で 、 最も 実戦 的 な 
空中 コン ボ に つい て も 触れ て お こう 。 ジ ェ フ リー 
の 場合 、 相手 を 貞 に 浮か せ て 空中 コン ボ に 持ち 込 
め る 技 と し て は 。 バー ティ カル アッ パー、 ニー ア 
タッ ク 、 ヘッ ドア タッ ク ( ゆ ⑥+⑥)、 ケン カキ ッ ク 
( ゆ ゅ ゅ @⑯@)、 ヘ ルス タッ ブ ( ひ @⑥+⑥) な ど が 挙げ られ 
る 。 最 も 確実 な の は バー ティ カル アッ パー、 ニ ー 
アタ ッ ク か ら の 連係 だ が 、 軽い 相手 に カウ ンタ ー 
で ヒッ ト す れ ば 、 残り の 技 か ら で も 多種 類 の 空中 
コン ボ に 持っ て いけ る だ ろう 。 

さて 、 これ ら の 技 か ら つ な が る 可能 性 が ある 打 
撃 技 は 、 相手 キャ ラク ター を 特定 し な けれ ば 実に 
13 種 類 ! エル ボー アッ パー な どの コン ビ ネ ー 
ショ ン を 途中 で 止め た 場合 を 考え る と 、16 種 類 に 


カウ ン 


タダ ブル ア ッ パ ー ⑧⑤⑤) 


で ヒッ ト 


タダ フル ハン マー タダ ウン ②③⑧⑤ 


も の ぼる 打撃 技 に 連係 可能 な の だ 。 さ ら に 、 最初 
の 相手 の 浮き 方 次 第 で は 、 ス トレ ー ト ナッ クル 
(最大 3 発 ) や ロー ナッ クル を 途中 に 挟み 込ん で も 
空中 コン ボ が 成り 立つ た め 、 ダメ ー ジ を 見 て も 運 
貞 距離 を 見 て も 下手 な 投げ 技 よ り も 有効 な 戦法 と 
な り 得 る だ ろう 。 

で は 、 この 空中 コン ボ の 中 で 特に 有効 、 ま た は 
有名 な も の を 挙げ て みよ う 。 ま ず 柏 ジェ フリ ー が 
得意 と する 、 バー ティ カル アッ パーー ス トレ ー ト 
ナッ クル 2 一 エル ボー アッ パー と いう 連係 。 こ 
れ は 別名 “常磐 線 ス ペ シ ャ ル "と 呼ば れ 、 浮い た 相 
手 を 遠く まで 運び リン グ ア ウ ト を 狙う の に 適し て 
いる 。 こ の 応用 で 最後 の エル ボー アッ パー を スト 
マッ ク ク ラ ッシュ に 変え だ コン ポ . ス ー 人 パー ひ た 


エル ボー スタ ンプ @@⑤⑧ キリ ング バイ ツァ っ cm 


し ボー アッ パー @@⑧ サイ ドキ ッ ク SE 


スト マッ ク ク ラ ッシュ ⑤②@② ざ >: 


・ ーー 
ーーー- 
デー 
語 ー ニ ーー 


ー ュ ーーーー 

ーー 
ューーー 

ば ーー 


ち " と いう も の も あり 、 こち ら は ダメ ー ジ 増加 と 
ギャ ラリ ー 受 け を 狙っ た も の だ 。 ブ ン ブ ン 丸 が 好 
ん で 使う 、 ニ ー ア タッ クー スト レー トナ ッ ク ル メ 2 
っ ー ダ ブル ハン マー ダウ ン の 場合 、 見 栄え が する と 
同時 に 相手 に 与え る 精神 的 ダメ ー ジ が 大 きい 。 こ 
の 他 に も 、 パ イ だ け に 連係 可能 な バー ティ カル アッ 
バーー ス トレ ー ト ナッ クル X メ 2 一 1、2、 ア ッ パ ー 
(@⑥@⑥@⑥) や 、 ダメ ー ジ は 少な い が 大 変 か っ つこ いい 
スト レー トナ ッ ク ル ー ヘ ルス タッ ブー ニー アタ ッ 
クー フラ イン グ ボ ディ プレ ス と いっ た 連係 や ぜひ 
試し て ほし い 。 どれ も 全国 的 に メジ ャ ー な 連係 で 、 
ジェ フリ ー 使 い に と っ て は 必須 と も 言え る テク ニッ 
ク な の で 、 ぜひ マス ター し て ほぼ しい 。 
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起き 上 が り 攻 撃 各種 


⑱ - - 19 
@ 


ジェ フリ ー の 起き 上 が り 攻 撃 は 、 上 段 起 キ 上 が り 攻撃 ( 中 段 属性 ) の スピ ニン 
グ ア ッ プ キ ッ ク 、 ラ イジ ング ヒー ルキ ッ ク 、 スピ ニン グ ヒ ー ル キッ ク 、 ラ 
イジ ング ヘッ ド バ ッ ト 、 ダブ ル ヒ ー ル キッ ク と 、 下段 起 キ 上 が り 攻 撃 の ス 
ビ ピニン グロ ー キ ッ ク 、 スラ イデ ィング アッ クス 、 スラ イデ ィング ヘッ ド バ 
ッ ト 、 ロー ダブ ルキ ッ ク の 計 9 種 類 で ある 。 

この 中 で も 特筆 すべ き は 、 ジェ フリ ー 特 有 の ヘッ ド バ ッ ト 系 起き 上がり 攻 
撃 で め る ライ ジン グ ヘ ッ ド バッ ト と スラ イデ ィング ヘッ ド バ ッ ト だ 。 この 
ふた つの 技 は 、 ダメ ー ジ 値 が 30 と 他 の 技 よ り 大 きく 硬化 時 間 も 短 い の で 、 
相手 に ガー ド さ せ た 後 に 反撃 を 受け る こと が 少な い 技 で ある 。 また 出 始め 


ング ヘッ ド バ ッ ト 、 ス ライ ディ ング 


29 ※ 敵 頭 方 向 ・ う つ 伏 せ 時 の ライ ジ 
ヘッ ド バ ッ ト の み ダ メー ジ 30 


の モー ショ ン が 酷似 し て いる た め 、 起き 上 が り を 近く で 待つ 相手 に 対し て 、 


上 段 か 下段 か の 2 択 を 迫る こと が で きる だ ろう 。 使い 道 だ け に 着目 し て み 


起き 上 が り 攻 撃 表 
その 場 起き 


敵 足 方 向 スピ ニッ グ ア ッ プ キ ッ ク 
伽 向け あ メル ピ = ン 名 - キ ッ ク 


敵 足 方 向 ライ ツン ル - ル キッ ク 
うつ 伏せ ET 2 プイ ン 7 ッ クス 


英 頭 方 向 ライ タッ 多 - ル キッ 2 
仰向け も ィ ピ = ン 字 - キ ッ 2 


英 頭 方 向 う 人 ゼン 2Ay ッ ドッ ト 

っ つ 伏 せ ET 27 全 27AyM ト 
横転 起 キ @@⑥⑤… 

敵 足 方 向 あえ = ッッ オッ ク 


仰向け ニン 2h- キ 2 
に エーーー 
ーー トー 
' 6 or 


敵 足 方 向 Ro 
伽 向け 凍 スピ ニン 2- キ ッ ク 


る と 、 ダ ブル ヒー ルキ ッ ク 、 ロー ダブ ル ヒ ー ル キッ ク で 同様 の 効果 が 得 ら 敵 定 方 向 | 7205: 有 7 1 回 
れる だ は ず だ 。 た だ し 、 あ くま で 直線 的 に し か 技 が 出 な いた め 、 相手 に 対 うつ 伏せ ロ -27 ル L- ル キ 72 
し て 征 字 型 に め ウ ン し て いる と 見 当 違い の 方 向 に 空振り し て し まう , 敵 頭 方 向 ん た 97M- 財 92 2 
その 他 は 英 頭 方 向う つ 伏 せ 時 に 出せ る スラ イデ ィング アッ クス が 、 リー チ 仰向け H-27 ル - ル キッ 2 の 
も 長く 、 敵 の 意表 を 突い て ヒッ ト し や すい 技 で ある 。 硬化 時 間 も 短 く 、 ガ 敵 頭 方 向  M。 ルル に 7y オ 22 WW@⑯… 7 
ー ド させ れ ば 反撃 は 受け に くい だ ろう 。 た だ し 、 ヘ ッ ド バッ ト 系 と 同様 に 、 うつ 伏せ 3 cyh-77  @@⑯@⑯… | 7 
軸 が ずれ た 位置 に いる 相手 に 対し 空振り し や すい の で 用 心 し よ う 。 本 
On ヽ ヽ Oo | 
スピ ニン グ ア ッ プ キ ッ ク 中段 攻 撃 理 紀 


その 場 起 き 


横転 起き 
前 ・ 後 転 起き 英 定 方 向 ・ 仰 向け 、 


敵 足 方 向 ・ 仰 向け 時 WW ペ )… 


導 5 SH け ae 人 


敵 頭 方 向 ・ う つ 伏 せ 時 後 転 後台 (WWK)…・ 


_ _ スピ ニン グロ ー キ ッ ク 下段 攻撃 者 


方 向 . う つ 伏せ 、 


その 場 起 ぎ 、 設 豆 方向. 仰向け 笛 
横転 起き 
前 ・ 後 転 起き ゾ 足 方向. 仰 司 


すべ て の 姿勢 か ら 槽 転 後 め KK) 


後 転 後 ((( 民 ) 民 )… 
敵 頭 方 向 ・ う つつ 伏せ 時 


敵 足 方 向う つ 伏せ 、 
その 場 起き 和 馬 方 向 . 仰 向け 時 


横転 起き 症 
前 ・ 後 転 起き 一 


その 場 起き 敵 頭 方 向 ・ う つ 伏せ ④KKR… 
横転 起き 一 
前 ・ 後 転 起き 一 


その 場 起き 敵 頭 方 向 ・ う つ 伏せ WW… 
横転 起き 一 
前 ・ 後 転 起き 一 


ーー _ 
その 場 起き 敵 頭 方 向 ・ う つ 伏せ KWR… 
横転 起き ー 
前 ・ 後 転 起 き 一 


人 
が Saw テ 


その 場 起き 敵 頭 方 向 ・ う つ 伏 は ③④)KK… 
横転 起き ー 
前 ・ 後 転 起 ぎ 一 


_ ダフ ブル ヒー ルキ ッ ク 中段 攻撃 WW 
その 場 起 きま 一 
横転 起き ba 
後志 き 向う つ 欠 せ 、 。 gaeKGR 


ロー ダブ ル ヒ ー ル キッ ク 下段 攻撃 央 


その 場 起 ぎ 一 
横転 起き 呈 


古 生 。2 ー 敵 足 方 向う つ 伏 せ 、 ク ク ' 失 )..・ 
前 ・ 後 転 起き 半 三 方向 . 爺 向け 時 後 WRK 
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誰 よ り も 上 租 に 動き 、 誰 よ り も 華 な 技 を 繰り 出し 、 そ し て 誰 に も な い 
動き で 相手 を 翻弄 きせ 、 思わ ぬ と ころ か ら 攻 撃 を 仕掛 ける ……。 
影丸 こい う 存 在 が で きる こと は 、 レ バー を 撮る 人 間 の 手 に よっ て 0 に も 
100 に も 変化 する 。 機械 の よう に 技 の 組み 合わ せ を 繰り 返す 者 、 自 分 
か ら は 考 を 出 き ず に 反撃 の み を 狙う 者 。 何 が 思い と は 言わ な い が 、 
多 稼 に し て 芋 肌 な 技 の ま な いか 、。 
すべ て の 動作 と 技 の 意味 を 考え 、 自分 だ け の 戦い を 見 つけ 出せ 。 技 
に 漠 れ る な 。 技 の 練習 より も 、 権 謙 の パタ ー ン を 見 抜く 眼力 を 身 に 付 
けろ 。 ひと つの 型 に は まっ た ら 、 敢えて それ を 朋 せ 。 誰か の 真似 を す 
る な 。 他人 の 背中 を 追い か け て いる だ け で は 、 何 の 成 長 も な い 。 自 
分 で 考え ろ 。 技 の 使い 方 や 効果 的 な 戦法 な ど 、 あっ て な いよ うな も の 
c。 常に 新た な 試み へ と 挑戦 し ろ 。 そ こ に 素晴らし い 発見 が ある か 
も し れ な い の だ か ら 。 
億 は これ か ら も 、 自 分 と 対戦 相手 を 了 府 ら せる よう な 戦い を 目指 し 続け 
る 。 た と え そ れ が 無駄 な 努力 だ と し て も …… だ 。 


喜 : 同上 英 人 (居酒屋 カゲ ) 


B/W/H: 
Walk Fomward: 
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KAGE み め ) 


No 技 名 コマ ンド 
人 @ 大 本 攻撃 
] 弾 挙 (だ ん けん ) ⑥ 
ら 地 所 り 弾 ( じ ずり だ ん ) ひ @ 
3 突き 返し 蹴り (つき か え し げ り ) ⑯ 
4 摺り 蹴り (すり げ り ) ひ ⑥ 
5 中 蹴り (な か げ り ) KS【Cy 
念 振り 向き 攻撃 
6 落 刃 返り (らく じん か えり ) で まこ 【() 
7 陽 刃 返り (よう じん か えり ) の @@⑤⑥+⑥ 
8 裏 旋 蹴り (うら つむ じ け り ) で EIC) 
9 龍 尾関 (りゅう び せ ん ) の @⑯ 十 ⑨⑥ 
信 背 後 攻撃 
10 裏 葉 ( う ら は ) @⑥ 
裏 葉 (B) 2 ⑥( 馬 ⑥⑤) 
1 1 裏 連 弾 ( う られ ん だ ん ) ひ @ 
12 逆 蹴 り ( ざ ゃ く げ り ) ⑯ 
逆 蹴り (B) 2 ⑯( 財 ⑥) 
13 半月 蹴り (は ん げ つ げ り ) S@⑥ 
14 背 龍 爪 NN いり ゅ うそ う ) 合 ⑩⑯ 
@ グ ワン 攻撃 
15 赴 落 と し (か か と お と し ) ぐ SI⑯ 
16 飛 延 弾 (ひえ ん だ ん ) 合 @( 敵 が 近 距 離 ) 
17 飛島 (あす が) 合 @( 敵 が 中 距離 ) 
18 飛翔 撃 ( ひ し ょ う げ き ) 合 @( 敵 が 速 距 離 ) 
@ 小 ジャ ンプ 攻撃 
19 手刀 (し ゅ と う ) ⑥( 同 時 ) 
0 飛び 正 拳 (と ぴ せ いけ ん ) @⑥( 上 昇 中 ) 
ら 1 飛び 前 蹴り (と び ま え げ り ) ⑯( 同 時 ) 
2 突き 躍 蹴 り し (つき か か と げ り )  ⑯( 上 昇 中 ) 
23 地 旋 ( じ つむ じ ) ⑯( 下 降 中 ) 
@ 大 ジャ ンプ 攻撃 
24 落葉 (らく よう ) p ⑥( 上 昇 中 ) 
25 飛翔 蹴り (ひし ょ う げ り ) ⑯( 同 時 ) 
6 空 巴 弾 (くう は だ ん )  ⑯( 上 昇 中 ) 
ら 7 丸太 蹴り (まる た げ り ) ⑯( 上 昇 中 ) 
28 飛び 中 蹴り (と ぴか か と げ り ) (下降 中 ) 
9 回 転 延髄 調 り (か いて ん えん ずい げ り ) @⑯( 上 昇 中 ) 
30 落葉 旋風 弾 ( ら く よ う せん ぷう だ ん ) ( 束 距 離 )V⑯ 
念 回 有 の 技 
31 肘 打 ち ( ひ じ う ち ) 必 @⑥ 
32 側 弾 ( そ くだ ん ) ウ @⑥ 
33 旋風 蹴り (せん ぷう げ り ) IMA 
34 浮 身 膝 蹴り (し ん ひざ げ り ) す ⑥⑯ 
35 地 走 り ( じ ば し り ) で ョ ッ た 12() 
36 流 影 脚 (| りゅう えい きゃ く ) ゆ ゆ ⑮ め 
37 葉 叶 龍 (は が りゅう ) ウツ ⑯ 二 ⑧ 
38 雷 龍 飛翔 脚 (らい りゅう ひし ょ うき ゃ く ) ゆ 必 @ 十 ⑯ 十 ⑨ 
39 落 関 刃 (らく せん じん ) すす 6 十 ⑯ 
40 落 関 刃 返 し (らく せん じん か が かえし) 還 必 @ 十 め ⑤⑥ 十 め 
41 裏 肉 丸 ( り せ ん じん ) の 必 ⑥ 十 ⑯ 
42 裏 肉 刃 返 し ( り せ ん じん か が かえし) の 必 @ 十 め ⑤⑥ 十 ⑯ 
43 風 内 刃 ( ふ いう せん じん ) せ @⑥ 十 ⑯ 
44 風疹 刃 返 し (ふう せん じん か が かえし ) ひ @ 十 ⑮⑤⑥ 十 め 
45 水車 蹴り (すい し ゃ げ り ) ⑯ 十 @⑥ 
46 旋 蹴り (つむ じ げ り ) ひ @⑯ 十 @⑥ 
47 幻 葉 ( げ ん よう ) KeI<E ヨ G) 
48 葉 重ね (は が さ ね ) ⑥⑥ 
49 烈 掌 ( れ っ つ し ょ う ) ⑥@⑥ 
50 烈 掌 脚 (れつ っ し ょ うき や ゃ く ) (2!(⑦(C 
51 散弾 撃 ( さ ん だ ん げき ) @@⑥@ 
52 散弾 裏 蹴 り ( さ ん だ ん うら げ り ) @@@⑥ 
53 散弾 風神 脚 (さん だ ん ぬう じん きゃ く ) ⑥⑥⑥K⑥ 
54 側 転 動作 (CX と | 
55 前 転 動作 の @ ウ せる の ウ 
56 後 転 動作 ウサ 必 ね 
57 回 転地 摺り 脚 (か いて ん じ ず りき ゃ く ) の q ウ ひる ウ ゆ ⑯ 
58 後 転地 摺り 脚 (こう て ん じ ず りき ゃ く ) 必 る ひじ で ⑯ 
59 連続 前 転 (前 ・ 後 転 後 ) コ q 必 ひく ぐ ウ ゆ @⑥ 
60 前 転 か ら 後 転 (前 転 後 ) る ひじ の ぐ @⑥ 
61 前 ・ 後 転 か ら の 回 転地 播 り 脚 (前 ・ 後 転 後 ) 〇 ね ウ ひ せる ウ ゆ ⑯ 
62 前 転 か ら の 後 転地 播 り 脚 (前 ・ 後 転 後 ) る ゆで ⑥⑯ 
63 前 ・ 後 転 か ら の 雷 龍 飛翔 肢 (前 後 転 後 )n ゆ ひ Q ゅ ゆ @⑥+@+6 
64 針 選 弾 ( し ん そ だ ん ) (2 回 前 後 転 後 )@ ゆ ひる ゆ @⑥ 
価 投 げ 技 
65 太刀 (た いと う ) ( 近 )⑥ 十 ⑥ 
66 弧 延 落 ( こ えん らく ) ( 近 ) や @ 
67 刀 霞 (か た な が すみ ) ( 近 )⑥ 十 6@+@⑥ 
68 影 霞 ( の か げ が すみ ) ( 近 ) や ウ @ 
69 葉 裏 霞 ( は うら が すみ) ( 貴 )6 二 ⑥ 
人 返し 技 
70 小手 返し ( こ て が えい し ) ( 敵 上 @ 受 け ) せ @ 


※ 硬 化 時 間 の カッ コ 付 き 数 字 に つい て … ダ ウン 攻撃 : カ ッ コ 内 は 攻撃 失敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 水車 蹴り : 技 が 空振り 、 ま た は ガー ド さ れ た 場合 の 硬化 時 間 を 表わす 。 


入力 受付 時 間 攻撃 属性 
ー 上 段 
- 下段 
ー 上 段 
- 下段 
- 中 段 
@16G6@ 上 段 
e で 16G6⑥+†⑨⑧ 上 自 
@16G6⑥⑯ 上 段 
@16G@6⑥⑯ 十 ⑥ 下段 
- 上 段 
- 上 段 
6@ 下段 
- 上 段 
- 上 段 
6@⑥ 下段 
中 段 
SC⑯ タダ ウン 
ダウ ン 
ダウ ン 
ダウ ン 
空 
下段 
空 
空 
下段 
空 
空 
空 
空 
空 
空 
空 
ゆ 6@ 中 段 
2 6@ 上 段 
空中 
4<) い 空中 
( ゐ ぱ は V⑮) ら 0 下段 
p 16 ゆ ゅ 69 下段 
16 ゆ ゅ 66 圭 @ 空中 
p 16 ゆ 6@ 十 め 十 ⑥ 下段 
sp 6⑥ 十 ⑯ め 中 段 
> 6@ 十 6⑥8@ 十 ⑯ 中 上 2 段 
( ゐ ゆ ⑥+†⑮)20 中 段 
(@ ゆ @⑥+†⑯)20.12@+⑥ 中 上 2 段 
ひ 6@+@ 上 段 
6@ 十 21@ 十 ⑯ 上 中 2 段 
RS 19@+@ 中 段 
- 空中 
6@+@ 上 段 
@⑥19@⑥⑯ 上 上 2 段 
⑥18@⑥ 上 上 2 段 
⑥19@21⑥⑯ 上 上 上 3 段 
⑥19@21@ 上 上 上 3 段 
@⑤⑥19@⑥ ら 1⑥28⑯ 上 上 上 中 4 段 
⑥19⑥21@⑥22(K⑯) 上 上 上 空 4 段 
@6o 移動 


( ゐ G じ せる ぐる ゆ )15(27) 移動 
( ウ る 必 や )12(-27) 移動 
( ゐ G ひ る ゆ ⑯) 12 下段 
(ゆる せ 必 で ぐ ⑥) 12 下段 
(る q じ せる 必 ⑥)26(- ら 5) 移動 
( ゆ ゅ る せ じ の ぐ @⑥)26(-30) 移動 
(ゐる 必 せる の ウ ⑯) ら 6 下段 
( ゆ ウ る ひじ の ぐ ⑥)26 下段 
(る ゐ ら ひる ぐ ウ ゆ @⑥ 十 ⑯ 二 ⑥)12 下段 
(@ ウ せる ウ ゆ ⑤)26(-26) 下段 


時 上 段 投 げ 
@6@ 上 段 投 げ 
呈 上 段 授 げ 
(@ ゆ ゅ @⑥⑤)20 上 段 投 げ 
加 上 下段 投げ 
6@ 上 段 返 し 


14+14 


ら 0 一 0 


16+16 


16+16 


16+16 


10+30 
10+10 
10+10+30 
10+10+1 ら 


10+10+12+30 8-2/7-2/9-2/16-4 
10+10+12+ ら 0 8-2/7-2/9-2/10-3 


50 


50 


8- ら 

10-8 
1 ど -4 
16-3 
14-3 


13-3 
14-3 
15-3 
18-4 


12-g@ 
15-3 
12-2/5-3 
16- ど 
19-3 
13-4 
31-/ 


28-5 
50-9 
58-92 
57-4 


43-6 
48-6 
10-4 
34- ら 
ら ど - 和 4 


9/- ど 
19-4 
993-/ 
10-4 
93-4 
95-4 
91-6 


11- ら 

12- ら 

ど 0- ど 

14-6 

19-6 

ら 6-/ 

らら 5-14 

ら 0-20 
15-4 
15-4/12 ら -3 
18-5 
18-5/13-4 
どら:9 

ど d-3/6-9 
10-4 

14-4 

どど - づ 

8-2/1 ど - 人 4 
8- ど //- ら 
8-2/7-2/14- ら 
8-2//-2/9- ど 


古 叶 


39 

59(59) 
80( ど 0) 
73(68) 


紀 思 
30 
ど 9 
1 ら 
39 


43 
88 
53 


10 
43 
45 


ら 1 
16 
34 
36 
4/ 
30 
46 
76 
ら 6 
ら 4 
どら 
きら 
19 
らら 
58(6O0) 
ら 8 
ら 1 
に イン 
13 


90 
98 
146/139 


75 


※ 葉 裏 起 の 2 種類 の 硬化 時 間 に つ いて … 左 の 数 字 は 立っ て いる 相手 に 技 を か けた 場合 の 、 右 の 数 字 は し ゃ が ん で いる 相手 に 技 を か けた 場合 の 硬化 時 間 を 表わす 。 


正 攻 


中 P、 
ーー 


外 下 


四 司 と 


外 上 


上 K 


上 K。 
則 局 に 
由 人 K。 
上 ピ 、 
中 K、 


> 0 上 
s。 外 此 


、 外 中 


2 上 
> 2 上 


、 外 上 
、 外 上 


外 中 
外 上 


外 上 


外 上 
外 上 
外 上 
外 上 
外 中 


備考 


@⑥1/ ら 


ダン / 


@3/4 


自 ダ ウン (失敗 時 ) 


@⑥1/ ら 


ダウ ッ 。、 重 


だ ん けん 


1. 弾 拳 上 段 攻撃 


向 へ 入れ っ ぱな し に し て @ を 押す と 、 さら に 一 歩 踏 み 出す よう な 弾 拳 ( 陸 ⑥) を 

打てる 。 反対 に @ ヒ レバ ー の 後ろ を 同時 に 入力 すれ ば 、 まっ た く 前 進 し な い パ 

ンチ と な る 。 弾 拳 (@⑥) を 当て て 相手 を ま せ て 中 段 や 下段 の 打撃 技 、 も し く は ク 101 
⑨ 
15 


モー ショ ン こ そ 他 の キャ ラク ター と 微妙 に 違う が 、 使い どこ ろ や 効果 は まっ た 10 3 
く 同 じ 単 発 の パン チ だ 。 弾 拳 を 繰り 出す と 少し だ け 前 進 す る が 、 レバ ー を 前 方 


イッ ク フ ォ ワー ド で 踏み 込ん で 投げ 技 を 入れ た り 、 そ の まま @ か ら 始 まる コン 
ビ ネ ー シ ョ ン へ と つなげ れ ば 効果 的 で ある 。 


呈 


、 地 摺り 弾 ⑮(。. ぐ ③)⑤) 下段 攻撃 


し ゃ が ん だ 状態 か ら 繰り 出さ れる 下段 の 10 3 

パン チ 。 リー チ も 短く ダメ ー ジ も 少な い が 、 

相手 の 上 段 攻 撃 や コン ビ ネ ー シ ョ ン な ど 負 唇 計 

を 止め る 場合 に 有効 で わる 。 し ゃ が ん で か 2 

ら パ ンチ を 出し て も いい が 、 @ と 入力 す 放 

る こと で 、 通常 より も 速く し ゃ が み 状 態 

作り 出す こと も 可能 だ 。 S ぐ ⑲⑨ 
eg リ 14 18 13 
9 25 17 2 


突き 返し 蹴り K 上 段 攻撃 


その 場 で 出る 上 段 の 蹴り 。 技 の 出 が 速く 、 命中 すれ 

ば 必ず ダウ ン を 奪え る と いう 技 だ が 、 か わ さ れ て し 

まっ た 時 の 硬化 時 間 が 長い 。 確実 に 当て な けれ ば 、 如 世 計 

投げ や 攻撃 力 の 大 きい 打撃 技 な ど 、 様々 な 反撃 を 覚 

悟 し な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 カウ ンタ ー で 入っ 30 
(C/ 


た 場合 は 葉 重 ね (⑥⑯) か ら の 流 影 脚 ( ゆ ゆ ゅ ⑥) や 散弾 
裏 蹴 り (⑥⑥⑥@) で の 追加 ダメ ー ジ も 期待 で きる 。 相 IN) 
手 が ク イッ ク フ ォ ワー ド な ど で 突 進 し て きた 時 な ど 
に 合わ せる と 当て や すい だ ろう 。 


4 播 り 蹴 り ⑤(。②⑫)MK) 下段 下 撃 


足 の 裏 を 地面 に 揃 り つけ る よう に 蹴り を 出す と いう 、 変 
わっ つた モー ショ ン の 下段 キッ ク 。 見 た 目 は 反撃 を 受け に くい 
投 の よう で は ある が 、 軽量 級 の カゲ に し て は 硬化 時 間 が や 
や 長い 。 その た め 、 キッ ク の 戻り や 出 始め に 、 相手 が リー チ 
の 長い 中 段 攻 撃 を 合わ せ て きた 場合 、 い と も 簡単 に 潰さ れ 
て し まう ここ と が 多い 。 と は いえ 、 突進 系 の 技 を 止め る に は 十 
分 な 性 能 と いえ よう 。 


な か げ 


5. 中 蹴り ⑧&K) 中 段 攻撃 


全 キ ャ ラク ター 共通 の 技 で ある 中 段 へ の キッ ク 。 技 が 22 3 
出る まで の 時 間 も 短 く 、 使い 勝手 が 非常 に よい 技 の 部 

類 に 入る だ ろう 。 し ゃ が ん だ 相手 に 当て れ ば ダウ ン せ 【 甘 計 
ず に よろ ける の で 、 素 速く 葉 重ね (⑥⑳⑤) な どの コン ビ ー 
ネー ショ ン を 入れ て いこ う 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 24 | 
場合 は 相手 が 浮く の で 、 パイ や サラ 、 ラウ 、 カゲ な ど 

と いっ た 軽量 級 の キャ ラク ター に 対し て は 、 さら に 前 IN 放 C, 
弾 裏 吟 り (@ ら ⑥@) も 入る 。 た だ し 、 ガー ド さ れ た 時 に 22 
は @⑥@⑥ な どの 速い コン ビ ネ ー シ ョ ン で 相手 に 切り 返さ 

れ て し まう こと を 忘れ ず に お きた い 。 9 32 - 3 


6. 落 刃 返り ④ ぐ ④)) [②③.] 上 段 攻撃 


大 きく 振り 挙げ た 手刀 を 相手 に 目 掛け て 
叩き つけ る 。 技 を 出し た 後 は 、 育 中 を 向け 
た 状態 に な る 。 空中 に 浮い た 相手 に 対し て 
入れ た り 、 その 大 き ね な 動作 で 一 瞬 だ け ひ る 
ませ る 時 に 効果 的 だ 。 また 、 この 技 を フェ 
イン ト と し て 出し 、 連続 し て 半月 蹴り ( 相 
手 に 背 を 向け て ひ ⑥) や 背 龍 爪 (相手 に 痛 
を 向け て 合 ⑥) 、 裏 連弾 (相手 に 育 を 向け て 
V@⑥) な ど を 狙う 、 と いう 手 も あ る 。 た だ 
し 、 近 す ぎる 間合い で 落 刃 返り を 出す と 、 
途中 で 技 を 潰さ れる 上 に 、 単に 育 中 を 見 
せる だ け に 終わ っ て し まっ つっ 。 


SR @ 回 


8 選 9 
の G 


⑧ り 


よう じん か が え 
る 

7. 陽 刃 返り ぐ ④ ぐ ④(@:G) [GS.④.g:@ | 上 段 攻 撃 
落 刃 返り と 同系 統 の 技 だ が 、 陽 刃 返 り は 少し だ け 前 進 し な が ら 下 か 143 
ら す くい 上 げ る よう な 動作 で 手刀 を 繰り 出す 。 発生 時 間 は 落 刃 返り 
より も 1 フレ ー ム 遅い が 、 硬化 時 間 は 1 フレ ー ム 短い 。 空中 の 相手 に は 人 【 臣 言 
当て に くい が 、 地上 に いる な ら 陽 刃 返り の 方 が 落 刃 返り より も 使い 呈 
勝手 は いい か も し れ な い 。 し か し 、 前 進 し て か ら 攻 撃 力 が 発生 する た 131 
め 、 攻撃 が 当たる 前 に 投げ 問 合 い に 入っ て し まう こと も 多い 。 この 時 、 
相手 が ら 6+@ コ マン ド を 連発 し て いる と 、 予想 外 の "背後 投げ " を 決め N 旦 C 還 G 
られ て し まう の だ 。 ⑳ 17 22 15 

(9 28 22 25 


裏 旋 距 り ④①④W [G④④,] 上 段 攻撃 


上 体 を 大 きく 前 へ 曲げ な が ら 振 り 向 く と 同時 に 蹴り 上 げ る 技 だ 。 上 段 攻 撃 で は ある 303 
も の の 、 相手 の 上 段 攻撃 や リー チ の 短い 中 段 攻 撃 を 避け な が ら 攻 撃 を ビット させ る 
こと が で きる 。 コン ビ ネ ー シ ョ ン の ラッ シュ で 押し て くる よう な 相手 に 対し て は 、 若 15 訣 当 
千 の 間合い を 取っ て か ら の 裏 旋 蹴り が 威力 を 発揮 する だ ろう 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト 
し 、 相手 が 高く 浮い た な ら 裏 葉 か ら の 散弾 裏 蹴り (相手 に 背 を 向け て @@⑥@⑥@⑯) な ども 
きっ ちり 入れ て お きた い 。 浮き 方 が 低い 場合 な ら 半 月 蹴り (相手 に 背 を 向け て ひ @) が 

いい だ ろう 。 ジャ ッ キ ー か サラ な 裏 旋 蹴り で ダウ ン さ せ た 時 に は 、 飛 延 弾 ( 全 ⑥) を 当 ぐ ⑨ 
て て 相手 の 頭 側 へ 回 り 込 み 、 ス プリ ング キッ ク (起き 上 が り 攻 撃 ・@ 連 打 ) を 誘っ て み 6 各 
る の も ひと つの 手 だ 。 @ 


りゅう び せん 
9. 龍 尾 閥 ④⑨③⑱⑭:G) [1@⑥,③⑤&Kx⑥ | 下段 攻撃 部 

全 キ ャ ラク ター の 振り 向き 攻撃 の 中 で 、 唯一 の 下段 攻撃 だ 。 ダ メー 12 る 
ジ こ そ 少 な いも の の 、 ノー マル ヒッ ト で も ダウ ン を 奪え る 上 に 、 近 

い 問 合 い で 龍 尾関 を 当て た 場合 に は 、 倒れ て いる 相手 へ 半月 蹴り 18 己 
(相手 に 背後 を 向け て せ @) で の 追撃 が 入る の で 、 ダメ ー ジ も 増え る 。 

相手 が 接近 戦 を 挑ん で くる よう な ら 、 積極 的 に 出し て いき た い 。 余 181 
談 だ が 、 リン グ 際 で 、 リ ング の 外 に 向かっ て 龍 尾関 を 放っ た 場合 、 

足 が 滑 っ て リン グ ア ウ ト と な っ て し まう の で 注意 。 弧 延 落 (q@) で S ⑨ ⑨ 
相手 を 投げ た 後 、 龍 尾関 で リン グ ア ウ ト を 狙っ た 時 に 起こ りや すい WW = 肌 
現象 で め ある 。 (8 に 6 24 


160 


10. 裏 葉 (⑤(。@(.(⑤②⑤) 上 段 攻撃 


目 分 の 背後 に 相手 が いる 時 、 単に @ を 入力 する と この 技 が 出る 。 単発 で 出し た 場合 
は 便 化 時 間 が 長い が 、 裏 業 は @ ら から 始ま る 葉 重 ね (@⑥⑥) や 散弾 風神 脚 (⑥@⑥⑥S⑥) な 
ご どの コン ビ ネ ー シ ョ ン の 1 発 目 と し て 出す こと が で きる 。 この 場合 、 硬化 時 間 な し で 
2 発 目 の 攻 撃 に つなが る 。 し ゃ が ん だ 状態 か ら @ を 入力 する と 、 その 体勢 か ら ダ イレ 
クト に 裏 葉 が 出る 。 ほ @ ぢ と いう 入力 か ら だ と 、 MM ショ ン が 入 
る の で 、 うま く 使 えば フェ イン ト と し て 有効 か も し れ な い が 、 多少 な り と も 知識 を 


持つ 相手 な ら 、 し ゃ が み ガ ー ド で 避け られ て し まう 可能 性 が 高い 。 し ゃ が み 状 態 か S ⑲ 
ら の 裏 葉 も 、 や は り 実 戦 で の 使用 に 耐え 得る 技 で は な い だ ろ う 。 カ ッ コ 内 の 数 値 は 16 20 14 
⑥ 以 外 の 入力 で 裏 葉 を 出し た 時 の デー タ で ある 。 

9 27 19 24 


うら れん だ ん 


裏 連弾 ①⑤ [@⑤] 下 下 Z 段 攻撃 


相手 に 背中 を 向け た 状態 か ら 、 素 速 く 下段 ヘ パ ン チ を 14.14 3 

出す 。 モ ーション を 見 る と パン チ は 1 発 だ け の よう だ 

が 、 実は 2 連発 。 1 発 目 が ヒッ ト す れ ば 2 発 目 も ます 問 肢 革 革 圭 

違い な く 当 た る 上 に 、 技 の 持続 時 間 は 単純 計算 で も 5 

フレ ー ム と 長い 。 この 2 発 の パン チ が 出 て いる 間 は 近 22 
⑲ ゅ 
22 
22 


づく こと さえ 容易 で は な いよ うに 思え る が 、 技 が 出 た 
後 は ノー ガー ド で の 棒 立 ち 状態 。 か わ さ れ て クイ ッ ク 

フォ ワー ド で 近づか れる と 、 1 フレ ー ム で 発生 する 投 
げ 、 も し く は 発生 時 間 の 短い 打撃 技 が 入っ て し まう 。 @ 
た と え ガ ー ド させ て も 、 裏 連弾 の 見 た 目 に 惑わ され な 

い 相手 な ら 、 容赦 な く 反 撃 に くる だ ろう 。 


12. 逆 蹴 り KR(。 ず (KJ②K) 上 段 攻撃 


育 後に いる 相手 に 対し て の 上 段 キ ッ ク だ 。 突き 返し 蹴り (⑥) と は 違っ て @ ボ タン 
で の キャ ン セ ル が で きず 、 便 化 時 間 な どの 数 値 面 で も 劣っ て いる 。 裏 旋 蹴 り 
(る q@⑥⑯) や 龍 尾 内 (や G⑯+⑥) な ご ど を 出し た 後に 、 相手 が 背後 投げ を 狙っ て き 
た な ら 当 た る の だ が 、 や は り リ スク は 大 きい 。 単体 で 使う に は 、 か な り の 読み が 
必要 と され る 。 時 (2)⑥ と いう 入力 で 、 一 瞬 だ けし ゃ が み モ ーション か ら こ の 
キッ ク が 出る が 、 これ は 後述 する 半月 蹴り が 失敗 し た 時 に よく 見 られ る 。 通常 
の 逆 蹴 り よ り は 、 フ ェ イ ント と し て の 有効 性 は 高い も の の 、 打撃 技 で 簡単 に 濱 
され て し まう こと も 多い 。 これ も 思い 入れ で 当て る 技 の ひと つ で は な か ろう か 。 
カッ コ 内 の 数 値 は @ 以 外 の 入力 で 逆 蹴り を 出し た 時 の デー タ で ある 。 


は ん げ つ げ 


3. 半月 蹴り ②K [ あ ] 下段 攻撃 


背後 に いる 相手 を めがけ て 、 半 回 転 し な が ら 足 払い を 出す 。 裏 旋 蹴り ( ゐ @) や 龍 尾 関 
(@@@⑯+@⑥) が ヒッ ト し た 後 の 追い 打ち と し て 使う こい う の が 、 実戦 で の メジ ャ ー な パタ ー 
ン だ 。 他 に も 、 振り 向き 攻撃 を フェ イン ト と し て 出し 、 相手 の 上 段 ガ ー ド を 誘っ て か ら 半 月 &E 看 圭 
蹴り を 喰らわ せる な ど 、 狙い どこ ろ は 多い 。 軸 が ずれ て 、 背後 に 回 っ た 相手 の 位置 が わか ら 
な く な っ た 時 に も 効果 的 だ 。 し か し 、 避 けら れる か ガー ド さ れる か し て し まう と 、 硬化 時 間 361 
が 長い た め 、 打撃 や 投げ 技 に よる 反撃 を 覚悟 し な けれ ば な ら な い 。 

S ⑨⑲ ⑨ 


は いり ゅ うそ う 


14. 育 龍 爪 ⑥④K 中 段 攻撃 


育 後 へ の 軸 返 り の 体勢 か ら 、 そ の まま 両 膝 を 落と し て いく 中 
段 攻 撃 。 半月 蹴り を 警戒 し こし ゃ が み ガ ー ド する よう な 相手 に 
旬 つ っ て みる と いい だ ろう 。 その 他 に も 、 相手 の 起き 上 が り 下 段 
攻撃 に 育 龍 下 を 重ね る と いう 使い 方 も 悪く な い 。 た だ し 、 独特 
な モー ショ ン と 攻撃 力 発 生 時 間 の 遅 さ か ら 、 技 が 出る 前 に バ 
レ て し まう 可能 性 が 高い た め 、 反応 の いい 相手 に 対す る フェ 
イン ト と し て の 効果 は 今ひとつ だ 。 また 、 ガー ド さ れ た 場合 は 
反撃 を 覚悟 すべ し 。 


15. 中 落 と し ⑧[③] ダウ ン 攻 撃 


片足 を 大 きく 振り 挙げ 、 倒れ て いる 相手 に 中 を 叩 
きつ ける 追い 打ち 攻撃 。 投げ で の ダウ ン 、 また は 
空中 コン ボ を 入れ た 後 の ダ ウン な ど 、 他 の ダウ ン WM 祐 等 
攻撃 が 入ら な い 相手 へ の 追加 ダメ ー ジ を 与え る た 

め に 使う 。 上 か ら 振り 下ろ す よ うに 攻撃 判定 が 発 39| 
生 す る の で 、 そ の 場 起 キ 上 が り を 途中 で 潰せ る こ 

と が ある 。 だ が 、 相手 の 起き 上 が り が 素 速い と 、 

起き 上 が し 攻撃 で 返さ れ て し まう 確率 も 高い 。 


えん だ ん 


飛 延 弾 aa< 人 O) ダウ ン 攻 撃 


ほぼ 垂直 に ジャ ンプ し 、 頭 突き で 相手 に 飛び 込ん で いく 。 攻撃 力 持 続 時 間 が 長く 、 ダ ウ 30 3 
ン 攻 撃 の 中 で は 最も 命中 率 が いい が 、 相 手 の 体 の 中 心 へ ヒッ ト す る こと が 多い た め 、 急 

所 ( 未 醒 ) カウ ンタ ー に は な り に くい 。 タイ ミン グ を 遅らせ て 飛 延 弾 を 放つ と 、 立 ち 上 が ( 訂 居 寺 
ろう と し た 相手 へ 命中 する が 、 この 場合 に は カウ ンタ ー ダ メー ジ が 岳 要 され る 。 ヒッ ト 三 
後 は 、 頭 を 抜く よう に し て 通常 の 体勢 に 戻る が 、 こ の 際 ダウ ン 攻 撃 を 仕掛 けた 位置 より 
後方 へ 着地 する た め 、 位置 に よっ て は リン グ ア ウ ト の 危険 性 が ある 。 また 、 相手 に か わ さ 

れ た 場合 、 カゲ は 地面 に 頭 が 突き 刺さ っ た よう な 状態 か ら 背中 の 方 へ 倒れ 込む が 、 この 

時 、 相手 を わずか だ が 押す こと が で きる の で 、 条件 さえ 揃え ば 相手 を リン グ ア ウト させ 

る こと も 可能 だ 。 な お 、 地面 へ 頭 突き を し た 直後 は 、 中 段 攻撃 で 反撃 を 受け や すい 。 


高々 と ジャ ンプ し た 後 、 両足 で 相手 を 踏み つけ る 。 弧 延 落 (e⑥) で 放り 投げ た 153 
後に 、 いっ た ん クイ ッ ク バ ッ ク し て か ら ダ ウン 攻撃 を 出す と 飛島 に な り 、 確実 

に ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 命中 後 は 前 方 宙返り し て 、 相手 に 背中 を 向 0 = 全 
けた 状態 に な る の で 、 さら に 背後 攻撃 を つない で いく こと も 可能 。 また 、 か わ 

され て も 両足 か ら 着地 する た め に 人 硬化 時 間 は 短い の で 、 微妙 に タイ ミン グ を ず 筐 | 
らし 、 わざ と 外し て 相手 の 起き 上 が り 際 の 無防備 な 状態 を 攻め る の も 手 だ 。 こ 
の 場合 、 軸 が ずれ た 状態 に な る こと が 多い た め 、 投げ は 入り に くい 。 実戦 で は 、 
相手 が 下段 パン チ を 連発 し て くる こと も 多い の で 、 旋風 蹴り (S⑯) な どの 中 段 
攻撃 を 出す の も 悪く な い 。 だ が 、 と に か く 相 手 の 起き 上 が り 攻 撃 に は 弱い 。 一 度 
で も 返 ぐ れ て し まっ た 対戦 相手 に は 、 飛鳥 は 使わ な い 方 が 賢明 だ 。 


ひ し ょ う げ 守 


18. 飛 閉 撃 msc 人 ぜ W ダウ ン 攻 撃 


高く 跳び 上 が り 、 両 ヒ ザ を 相手 の 体 へ と 落と し て いく 。 命 30 3 
中 後 は 前 転 で 離れ 、 相手 に 背中 を 向け た 状態 で 立ち 上 が 

る 。 遠 距離 で コマ ンド を 入力 し た 場合 の み 、 この 飛翔 撃 に 人 昼 圭 
な る の だ が 、 ダメ ー ジ は 飛 延 当 と 同じ 30 で 、 特に これ と 

いっ た 有用 性 も な い 。 当て る た め の 位置 は 非常 に 微妙 で 、 詳 (⑪) 
あえ て 出 そ う と 距離 を 測っ て いる うち に 、 相手 は 起き 上 

が っ て し まう だ ろう 。 実戦 で 見 か ける こと は まず な い は 

ず だ 。 また 、 出 た と し て も か わ さ れ る 確率 は 非常 に 高く 、 

こう な る と 68 フ レー ム が け て ゆっ くり と 立ち 上 が る こと 

に な る 。 この 時 、 カゲ は 立ち 状態 と 判別 され て いる た め 、 

背後 か ら の 投げ や コン ビ ネ ー シ ョ ン な どの 反撃 を 余裕 で 
喰らっ て し まう 。 クイ ッ ク バ ッ ク で 下がり すぎ て し まっ 

た ら 、 ダウ ン 攻 撃 を 出さ な い の が 最善 の 策 だ ろう か 。 
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し ゅ と う 


79. 手刀 ハジ ャ ン っ 本 時 ( 双 ) 空中 攻撃 


小 ジ ャ ンプ し な が ら 手 を 大 きく 振り か ぶり 、 着地 の 間 
際 に 手刀 を 落と す と いう 技 。 当て れ ば 確実 に ダウ ン を 


奪え る 攻撃 力 を 持っ て は いる も の の 、 ジャ ンプ の 瞬間 43 

か ら モ ーション に 入る た め 非 常に 見 切ら れ や すい 。 ま 

た 硬化 時 間 も 長 く 、 当たら な けれ ば あら ゆる 反撃 を 覚 221 

悟 せ ね ば な ら な い 。 あえ て この 技 を 当て た いな ら 、 相 

手 の 下 段 蹴り 起き に 重ね よう 。 ぐ ⑨ 
MD- - 22 
9 - - 32 


と 。 。 せい けん 
グ 0. 飛び 正 拳 ジャ ンプ ト 遇 中 ( 也 ) 下段 攻撃 議 
手刀 と 同 タ イプ の 技 だ が 、 こ ちら は 着地 直前 まで は 普 と 213 
通 の 小 ジ ャ ンプ に し か 見 えな い 。 攻撃 属性 も 、 小 ジャ 


ンプ 系 の 技 に は 珍し く 下 段 で ある 。 この 特性 を 活か せ 
ば 、 相手 に 小 ジ ャ ンプ か ら の 2 択 、 3 択 を 迫 れ な いこ と 
も な い 。 と 、 この よう に 歯切れ の 悪い 書き 方 を し た の 
は 、 や は り そ の 便 化 時 間 の 長 さ が ネッ ク と な る か ら だ 。 
フェ イン ト と し て 使い 、 最悪 で も ガー ド さ せる よう に 。 
さも な くば 反撃 は 必至 だ 。 


と まえ 


ジャ ンプ と 同時 に チョ コン と 蹴り 上 げ る よう な 技 。 10 フ レー 20 3 
ム で 攻撃 力 が 発生 、 持続 時 間 は 4 フレ ー ム と 非常 に 高 性 能 で 、 
アキ ラ や パイ の 返し 技 で 取ら れる こと も な い 。 中 段 攻撃 属性 人 [大 計 
を 活か し 、 リ ー チ が 短い 技 な どの 出 が か り を 潰す 時 に 威力 を 
発揮 する 。 な お 、 この 技 は 通常 で ヒッ ト し た 場合 で も 相手 を 29| 
ダウ ン さ せら れる 。 
S ⑲ 
9 - - 19 
8 - - 29 
つ か か と げ 
と 突き 嘘 蹴り ホ ジ ャ ンプ ト 上 昇 中 ( 台 ) 空中 攻撃 
小 ジ ャ ンプ の 下降 中 に キッ ク を 出す 。 攻撃 発生 ま 20 3 
で が や や 遅い の で 、 相手 の 起き 上 が り 直 後 や 硬化 
中 に 狙う と いい だ ろう 。 また 、 硬化 時 間 が 短い の 34 詞 主 
で 、 相手 が ガー ド し て いな い 状態 に 当て た 場合 に 
は 、 さら に 続け て 葉 重 ね (⑥@) な どの 素 速 い 技 が 入 121 
る 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 に は 、 相手 が 高 
く 浮く の で 、 空中 で の 追い 打ち 攻撃 が 可能 と な る 。 ぐ ⑨⑲ ⑨ 
⑱22 - 19 
832 - 29 


163 


じ つむ お じ 


23. 地 旋 ハジ ャ ンプ 邊 下 中 ( 務 ) 下段 攻撃 


小 ジ ャ ンプ の 着地 直前 に 繰り 出す 、 一 回 転 し な が ら の 足 払い 。 硬化 時 間 20 3 
が 長く 、 さ ら に その ほとん どの 間 が ガー ド な し の 立ち 状態 と な る た め 、 

ガー ド さ れ た りか わ さ れ た 場合 に は 大 反撃 を 喰らっ て し まう た め 、 使 9 大 き 
う 際 に は 覚悟 が 必要 な 技 だ が 、 突き 貴 蹴 り ( 小 ジャ ンプ 上 昇 中 @ ぬ ) と の 呈 
択 や 、 相手 の 起き 上 が り の 直後 に 重ね る な どす れ ば 有効 な 攻撃 手段 と 39 
な る 。 な お 、 発生 時 間 ギ リ ギ リ に @ を 入力 する こと で 一 瞬 動き が 止ま り 、 

ディ レイ 気味 の 地 旋 が 出せ る 。 C 量 G, 


9 所 う 
グ 4. ?: メジ ャ ンプ 見 (の ( 。(⑳)。(③) )) 空中 攻撃 

大 ジャ ンプ 攻撃 の ほとん ど に 言え る こと だ が 、 実戦 で E 30 3 

使う に は 無理 が あり すぎ る 。 この 落葉 も 当て られ な い 技 

の ひと つ で ある 。 大 ジャ ンプ の モー ショ ン は 普通 に 、 胸 ⑰ 唇 = 

の 高 さ まで 落ち て きた と ころ で 頭 突き 、 そ し て 回 転 し 

な が ら 着 地 す る 。 何 か の 失敗 で 大 ジャ ンプ し て し まっ た 43| 

と き の 保険 程度 に し か 使い 道 は な い だ ろ う 。 下手 を すれ 

ば 一 生 お 目 に か か れ な い 、 珍し い 技 と も いえ る 。 く ) ⑨ 

3 - 
@9 - 

ひ し ょ う げ 
飛び 上 が っ た 直後 に 蹴り を 出す 。 空中 に い 30 3 
る 相手 へ 命中 させ る こと も で きる が 、 し ゃ 
が み ガ ー ド し て いる 相手 に 当て て ダウ ン を 19 選 上 
奪 つ た り 、 リン グ 際 に 追い 詰め られ た と き ー 
の 脱出 方 法 と し て 使う の が 一 般 的 だ 。 た だ 
し 、 カゲ の 場合 、 ジ ャ ンプ カカ が あり すぎ る 
た め に 、 硬化 時 間 が 他 の キャ ラク ター より S) (⑨ 
も 14 一 20 フ レー ム も 長く な っ て いる 。 し 2 


ゆ 
か も 大 ジャ ンプ 中 に は 1 度 し か 攻撃 を 出せ 
な い の で 、 ガ ー ド され て し まっ た ら 着 地 後 

の 対処 方 法 で も 考え る し か な い 。 


くう は だ ん 


26. 空 巴 弾 ジャ ンプ 上 遇 (2)( 。(⑳)。(③ )) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ か ら 、 相手 の 胸 あ た り で 繰り 出し 10 る 

て いく キッ ク 。 何 か の 失敗 で 大 ジャ ンプ し て 

し まい 、 さら に 相手 が 着地 際 を 狙っ て 反撃 し CE 唇 信 

よう と し て いる 場合 に 空 巴 弾 の コマ ンド を 入 

力 し て お く と 、 まれ に 当たる こと が ある 。 531 
〈⑯ 


NN) 


③④ 且 
⑧ 
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30. 


」 丸太 蹴 りー らら > テ rmm( 履 ) 空中 攻撃 


グ / 


まる た 


ジャ ンプ の 上 昇 中 に 出る 、 回 し 蹴り 303 
に 似 た 技 。 技 の 発生 は 10 フ レー ム と 
非常 に 速い の だ が 、 地上 に いる 相手 印 三 
に は か すり も し な い 。 大 ジャ ンプ 攻 U0 = 妨 
撃 を 狙っ て いる 相手 に 対し て の 対抗 ぐ ⑨⑲ @ 
技 と し て ぐら いな ら 使 えな くも な い ) 還 
が 、 空中 戦 が 展開 され る こと は 、 実 

戦 で は めった に な い 。 これ も お 蔵 入  ・ ・ 32 
り の 技 だ ろう 。 


か か と げ 


(@⑥@⑥@⑥@) や 水車 就 り (G@+⑥) で の 追い 
打ち が 可能 だ 。 10 フ レー ム と いう 短い 硬 N) 
化 時 間 の 恩恵 を 最大 限 に 活か し た い 。 (9 = 

(8 


ずい げ 


さら に 高く 浮く よう な ら 、 散弾 裏 蹴り 10 
こら 


相手 が 間 地 際 に 大 ジャ ンプ 攻撃 で 反撃 し 
そう な ら 、 この 技 が 有効 だ 。 ダメ ー ジ が 
30 あ る の で 、 ノー マル ヒッ ト で も 相手 は 放 
浮い て し まう 。 カ ウン ター で ヒッ ト し て 93= 編 


7 28. 飛び 路 蹴 り > っ swK 空中 必 撃 


回 転 延 髄 蹴 り >。 ン rs で (。(⑤。⑫)) 芝 ) 空中 攻撃 


らく よう せん ぶ ぷう だ ん 


1 


両手 を 上 に 挙げ た ポー ズ で 高く 跳び 上 が り 、 回 転 し な が 
ら 降 下 し つつ 、 遠い 間合い の 相手 に 頭 突 き を 当て る 特殊 
な 技 。 全 起 ⑥ と 入力 すれ ば その 場 で 、 めで 後ろ へ 、 さ 
ら に 裏 旋 蹴り (G ゐ G⑯) な どの 振り 向き 攻撃 中 に 先行 入力 
で 思 ②⑥、 も し く は 合 ②⑥ か が KR 要 @ と し て も 落葉 旋風 弾 が 
出せ る が 、 攻撃 と し て は 意味 が な い 、。 対戦 で 狙っ て 当て る 
こと は 不可 能 に 近い が 、 相手 が 迎撃 の タイ ミン グ を 間 違 
えた な ら 、 た と え ジ ャ ッ キ ー や サラ が サマ ー ソ ルト キッ 
ク (S⑥⑯) を 出し て こよ うと も 、 この 技 の 餌食 と な る 。 動き 
こそ 遅い も の の 、 空中 で は (ほん の 少し だ け ) 判定 の 強い 技 
で ある と 言え よう 。 地上 で 待機 し て いる 相手 に は 無力 に 等 
し い の だ が |-。 相手 を 挑発 し た い 時 や 、 エン ター テイ メ 
ント 性 が 求め られ る 場面 な ど で 使う と 効果 が ある だ ろう 。 


落葉 旋風 弾 引 a< の KK) 空中 攻撃 


技 の モー ショ ン は 落葉 (大 ジャ ンプ 上 昇 中 に 


判定 が 発生 する 。 前 方 へ 大 ジャ ンプ で 脱出 し 
た 際 に 相手 が 追っ て きた な ら 、 この 技 を 使っ 
て みる の も いい だ ろう つう 。 し か し 、 か わ さ れ た 
時 の リス ク は 非常 に 大 きく 、 相手 が どの 技 を 
入れ よう か 迷っ て も 反撃 が 間に合う ほど の 長 
い 人 硬化 時 間 が 待っ て いる 。 


ゅ ⑤⑥) に も 似 て いる が 、 こち ら は 後方 へ 攻撃 
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34. 


1 


肘 打 ち ②⑤ [⑤⑤] 中 段 攻撃 


ダメ ー ジ は 少な く 、 カウ ンタ ー で な けれ ば ダウ ン は 奪え な い が 、 
し ゃ が み ガ ー ド に 対し て この 技 を 当て る と 、 相手 は よろ めく 。 散弾 
裏 蹴 り (@@@@) も ガー ド ハ ー フ 技 だ が 、 こち ら の 方 が 相手 と の 間 
合い が 近い の で 、 攻撃 力 発生 の 速い 打撃 技 を つなぐ の は 容易 だ 。 よ 
ろ め き 状 態 か ら の 回 復 の 下手 な 相手 な ら 投げ も 狙え る が 、 これ ば 
か り だ と 闘い の ワン パタ ー ン 化 を 招く の で 、 連発 は 避け た い 。 幻 葉 
(G@@+@) や 旋 蹴り ( せ @+@) な ど が 入っ て 相手 が 浮い た 時 、 散弾 IN 
裏 蹴 り (⑥⑥@@) が 入ら な い 高 さ な ら 、 肘 打 ちか ら の 流 影 脚 で 追加 6 首 
ダメ ー ジ を 狙う の が 得策 。 ちな み に 、 全 キャ ラク ター に 共通 し て 言 my 
える こと だ が 、 中 段 攻 撃 が 届き に くい リオ ン や 狂 帝 な ど に 対し て 


は 、 軸 足 が 逆 に な っ て いる 方 が 技 を 当て や すい 。 


32. 側 弾 @⑫⑤ [@⑤] 上 段 攻撃 


体 を 横 に 開き つつ 、 側 方 か ら バ ンチ を 繰り 出す 技 。 相手 の 上 段 パ ンチ 
や 持続 時 間 の 短い 上 段 攻 撃 を 避け な が ら 当 て られ る 上 に 、 ⑥ か ら 始 ま 
る コン ビ ピ ネ ーション の 最初 の パン チ と し て 組み 込む こと が で きる 。 使 
用 時 に 最も 和 気 を 付け る べき こと は 、 モー ショ ン 中 すべ て に 投げ 判定 が 
で き て し まう こと いう 軸 点 。 た と え 技 の 出 始め で あろ うと も 、 相手 が 投 
げ の コマ ンド を 入力 し て いた ら 、 次 の 瞬間 に は 放り 出さ れ て いる だ ろ 
つう 。 特に 、 ⑤+@ と 入力 し て パン チ と 投げ の 自動 選択 を 迫り つつ 攻撃 し 
て くる よう な 相手 に は 、 絶対 に 出し て は な ら な い 。 


せん ぶ う げ 


33. 旋風 中 り ⑤⑮ 


ぶし ん ひざ げ 


学 映 膝 蹴 り 


し ゃ が ん だ 状態 か ら 、 真 上 へ 高く 飛び 上 が りつ つ 出 す 膝 蹴り 。 弧 延 
落 ( ゐ ⑥) で 投げ 飛ば し た 後に 入れ た り 、 大 ジャ ンプ で 落下 し て きた 
相手 に 対し て 出す の が 普通 だ が 、 密着 状態 な ら 中 段 攻撃 技 と し て も 
使え る 。 また 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド ( ぐ 多 ) か ら 、 また は 上 
段 の 打撃 を し ゃ が ん で か わし た 直後 に 出せ ば 、 当たる 確率 も 高く な 
る だ ろう 。 その 他 に は 、 ジャッキー や サラ の サマ ー ソ ルト キッ ク 
(5@) や 埋 龍 飛翔 脚 (ウツ ⑤+@⑥+③) など 、 硬化 時 間 が 長い 技 を ガー LN) 
ド し た 後 な ら 確 実に 当たる 。 浮 身 膝 蹴 り が 当たる と 、 相手 は 前 に 飛ば 6 和 
ず に その 場 で 少し 上 へ 浮く た め 、 カウ ンタ ー で 入っ た な ら 散 弾 斉 蹴 (ay 
り (らら ⑥@) や 水車 蹴り ( ほ @⑥+@) で の 追撃 も 可能 。 


の ③K) [』 の 人 ] 空中 攻撃 


]4 = 


に 一 ーー ジコ 
し 生 ーーー コ 
ーー 


較 
2 


空中 攻撃 


散弾 風神 脚 (⑥⑥⑥ ⑥) の 4 発 目 の 蹴り を 単発 

で 出す 。 空中 攻撃 と な っ て いる が 、 対空 攻撃 

と し て 使う に は 攻撃 力 発生 まで の 時 間 が 長 

い 。 相手 の 中 段 蹴 りや パン チ な ど に 当て た り 、 
起き 上 が り に 合わ せる な どの 使い 道 し か な い 

だ ろう 。 な お 、 ぐ R@ と 入力 する と 、 技 に 移 

行 する 時 に 一 瞬 だ け モ ーション が 止ま り 、 発 

生 時 間 を わずか だ が 遅らせ る こと が 可能 。 こ 6 晶 
れ を 利用 すれ ば フェ イン ト に も な る が 、 技 自 (my 
体 の 硬化 時 間 は 長い た め 、 ガー ド さ せ て も 投 

げ や 打撃 で の 反撃 を 受け て し まう だ ろう 。 


35. 地 走 り ④⑯⑨W [(④@②⑨@)。] 下段 攻撃 比 き 


構え て いる 引き 足 方 向 へ 倒れ 込み な が ら の 足 払い 。 コマ ンド 入力 は 多少 難し 193 

めで は ある が 、 と を 意識 し 、 必 方 向 は 軽く 触れ る 程度 に 素 速く 入力 すれ 

ば 出 や すい 。 軸 足 が 相手 と 同じ 状態 な ら 、 一 部 の 中 段 攻 撃 を か わし つつ 地 走 19 計量 

り を 当て る こと が で きる が 、 逆 の 時 だ と 技 の 出 始め を 中 段 攻 撃 で 、 さ ら に は 

上 段 攻撃 で も 潰さ れ て し まう こと が ある の で 注意 。 出 始め も 弱い が 、 技 が 出 4/ 

た 後 の 人 硬化 時 間 も 長 い の で 、 ガー ド さ れ た ら 反 撃 は 確実 。 と は いえ 、 発 生 時 

間 の 速 ぐ と 相手 の 虚 を つく モー ショ ン を 活用 すれ ば 、 リン グ 際 に 追い 詰め ら ぐ ⑨ 

れ た 時 に 相手 と の 位置 を 変え 、 リ ング アウ ト を 防ぐ こと も 可能 だ 。 & り - - 19 
9 - - 29 


流 影 脚 ② ざ WW [の の 中] 下段 攻撃 痢 る 


地面 を 滑る よう に 前 進 し な が ら 足 払い を 繰り 出す 。 爪先 に 命 
中 し た な ら ダ メー ジ は 30、 服 の あたり な ら 20 と いう よう に 、 
間合い に よっ て ダメ ー ジ が 変わ る 技 だ 。 上 段 攻 撃 を か わせ る 
の だ が 、 攻撃 力 が 発生 する 前 だ と 中 段 攻撃 で 濱 さ れ て し まう 。 
単体 で は 意外 に 弱い 技 だ 。 ダウ ン さ せ た 相 手 へ の 追撃 と し て 
使う の が 最も 一 般 的 だ ろう 。 完全 に 倒れ た 相手 で も 、 その 直 
後 な ら 技 が ヒッ ト す る 。 な お 、 流 影 凶 を ガー ド さ れる か か わ 
され る か し た 場合 、 技 を か けた 側 は ガー ド し な い 立 ち 状 態 と 
し て 扱わ れる 。 つま り 、 上 段 授 げ と 、 ほとんど 全て の 打撃 に 
よる 反撃 を 覚悟 せ ね ば な ら な い の で ある 。 


37. 葉 龍 ②②(&⑥ [@@.@] 空中 攻撃 の 


つの. 


助走 し て か ら 前 方 に 跳び 、 き り も み し な 
が ら 相 手 に 蹴り を 喰らわ せる 豪快 な 技 だ 。 
空中 に いる 間 持 続 し て いる 攻撃 力 と 、 リ 
ング 際 へ 追い 詰め た 時 に 、 ガー ド さ せ た 
まま で リン グ ア ウ ト さ せら れる 押し の 強 
ざさ は 強力 。 起き 上 が り に 合わ せる の も 有 
効 だ が 、 横転 起き 上がり 等 で 相手 と の 軸 
が ずれ る と 外れ て し まう の で 注意 が 必要 
だ 。 た だ し 、 助走 の モー ショ ン 中 の 弱 さ と 、 
技 が 出 終わ っ た 後 の 長 い 人 硬化 時 間 が ネッ 
ク と な る 。 また 、 攻撃 力 発生 中 で あっ て も 、 
タイ ミン グ さ え 合 そえ ば 上 段 や ー 部 の 中 段 
攻撃 で 簡単 に 打ち 落と され て し まう 。 


らい りゅう 


= し ょ うき ゃ く 
記 記 1 


前 転 の 動作 か ら 、 両 手 で 体 を 押し 出す よう に し て 
飛び 蹴り を 出す 。 葉 叶 龍 同様 、 離 陸 し て か ら 着 地 
する まで の 間 は 攻撃 が 持続 する 。 至 近 距 離 か ら 中 
距離 で し ゃ が み ガ ー ド し て いる 相手 は 飛び 越し 、 
同じ 距離 で の 立ち ガー ド に は ヒッ ト と 、 見 た 目 は 
上 段 攻撃 だ が 、 攻 撃 属性 は 下段 。 ま た 、 最 初 の 前 
転 モ ーション の 一 部 に 限定 され る が 、 上 段 の 打撃 
は も ちろ ん 、 ア キラ の 神門 頂 肘 ( ゆ ウ じゅ @⑥) や 全 キ ャ 
ラク ター の 中 段 蹴 りな ど を 避け られ る と いう 特 
性 を 持っ て いる 。 これだけ 見 れ ば 強い 技 に も 思 
える が 、 小 ジャ ンプ 中 の 相手 に 当て て も まっ た 
く ダ メー ジ が 与え られ な か っ た り 、 雷 龍 飛翔 脚 の 
攻撃 力 発生 直前 は 下段 攻撃 で 、 発 生 中 も パン チ で 
辿 軸 で き て し まう な ど 双 点 は 多い 。 中 で も 重大 な 
の が 着地 後 の 便 化 時 間 。 長 い 上 に 、 上 段 の 投げ ら 
れ 判 定 が で き て し まう の だ 。 


直 龍 飛 翔 脚 ②②)(⑤:.⑥ [②③・S@] 下段 攻撃 
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39. 落 関 丸 ⑰② ツ (KK) [( づ ②,⑤] 中段 攻撃 


落 関 刃 は し ゃ が み 状 態 か ら 前 進 し 、 振り 上 げた 手刀 を 相手 に 叩き つけ る 技 。 
続け て ⑤+@ を 入力 する と 、 振 りき っ た 手刀 を その まま 水平 に 返し て いく 落 
関 刃 返し と な る 。 落 関 丸 が ヒッ ト す れ ば 落 関 刃 返し も 連続 技 と し て 入り 、 
後者 が ヒッ ト す る と 単発 で も 相手 は ダウ ン す る 。 し ゃ が み 状 態 か ら で な い 
と 落 関 丸 は 出 な い が 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド に 続け て 出し た り (コマ 
ンド は る ひる ウ ゆ @⑥+@⑥ と な る ) 、 揺 り 蹴 り ( ひ @) な どの 下段 攻撃 を キャ ン セ 
ル し て 出す と (コマ ンド は せ @⑥@⑥ ゅ ⑥+@⑥ と な る )、 この 技 も 活き て くる 。 地 
握り 弾 (や @⑥) が カウ ンタ ー で 入れ ば 、 落 関 丸 へ と つなが る 確率 が 高く 、 さ 9 22 7 
ら に 落 了 刃 返し ) か ら 流 影 用 ( ゆ ゅ @) へ と つなげ られ る 。 手 皿 く 立ち ガー ド  c、 古 | 罰 
し て くる 相手 で あわ れ ば 、 あえ て 落 関 刃 で 止め 、 投げ や 下段 攻撃 へ と 切り 換 
えて も いい だ ろう 。 た だ 、 軸 足 が 相手 と 逆 だ と 、 し ゃ が み ガ ー ド し て いる 相 
手 に 技 が 届か な く な る 点 に は 注意 し た い 。 


らく せん じん か が かえ 


40. 落 関 刃 返し ゆ ②⑤:KxK) 起 居 
[( づ )②, 選 *〈/*@] 中 上 2 段 攻撃 - 着 泊 を 


41. 裏 開放 @@(⑤:〈 [(@@*)c] 中 段 攻撃 輸 あ 


落 関 丸 や 落 関 刃 返し を 立っ た まま 出し た よう な モー ショ 

ン の 技 。 裏 関 刃 返し は 、 裏 関 刃 が ヒッ ト す れ ば 確実 に つ な 

が る 連続 技 と な る 。 だ が 、 裏 関 刃 の 出 始め が 非常 に 遅く 、 
た いて い ガ ー ド され る か 速い 打撃 で 潰さ れ て し まう 。 裏 18 記 
内 刃 返し は 単体 ご 当て て も ダウ ン を 奪え る が 、 上 段 攻撃 四 
の た め に 反撃 を 食らい や すい 。 技 を ヒッ ト さ せる より も 

むしろ 、 地 り 弾 ( せ て @) で 相手 の 攻撃 を 止め て か ら 裏 内 丸 SQ ⑲⑩ 
と いう 用 法 が 無難 だ ろう 。 ちな み に 、 軸 足 が 逆 の 時 に は 、 

落 関 丸 と 同じ く 裏 内丸 は ヒッ ト し な い 。 9 30 24 27 


表門 丸 返 し @⑤②:O:R 電導 
思 w な < 必 [(② の ②・〈)ao:⑯] 中 上 ら 段 攻撃 科 紅 - 
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4J. 


ふう せん じ 


風 関 丸 ①⑤・K [③,. 衣 ] 上 段 攻撃 


引い た 定 側 の 手 を 高く 振り 挙げ 、 1 歩 踏 み 込ん で 手刀 を 叩き 
つけ る 技 が 風 肉 刃 、 さ ら に 手刀 を 裏 拳 に 変化 させ 、 続け て 繰 
り 出 す 技 が 風 肉 丸 返 し だ 。 風 肉 刃 の ヒッ ト 後 は 確実 に 風 関 丸 
返し へ と つなが る が 、 これ だ け を 単発 で ビッ ト さ せ て も ダウ 
ン は 奪え な い 。 風 肉 丸 は 上 段 攻 撃 だ が 、 19 フ レー ム の 便 化 時 
間 中 は し ゃ が み 状 態 に な る 上 に 、 技 を 出し た 後に 軸 足 が 変わ 
る と いう 特性 を 持つ 。 相手 と の 軸 定 が 逆 の 時 に 風 肉 丸 ) が ヒッ 
ト し た ら 投 げ を 、 同じ 時 な ら 肘 打ち ( ゆ ゅ @⑥) な どの 中 段 攻撃 を 
狙う つ 、 こ いう よう に 使い 分 けれ ば 、 実戦 で も 使え よう 。 風 肉 丸 
と 風 肉 丸 返し を セッ ト で 使い た い の な ら 、 上 中 2 段 攻 撃 と い 
つ 攻 撃 属 性 の 構成 を 活か し て 、 相手 の 起き 上がり に 重ね て 出 
し て いく と いい だ ろう 。 


44. 


ふつ せん じん か が かえ 


風 剛 丸 返 し ⑨⑤:B:K 
L②,W*) si*W| 上 中 ら 段 攻撃 


すい し 


水車 蹴り ⑤K:G 中 段 攻撃 畔 選 


ジャ ッ キ ー や サラ の サマ ー ソ ルト キッ ク (K ぐ ⑯) に 似 
た モー ショ ン の バク 転 キ ッ ク 。 し か し 、 カゲ の 場合 
は ジャ ッ キ ー や サラ より も さら に 高く 飛び 、 滞空 ( 硬 
化 ) 時 間 も 当 て た 場合 で 58 フ レー ム 、 ガード させ た 
な ら 60 フ レー ム と 非常 に 長い 。 また 、 ガ ー ド バー フ 
の 特性 が ある た め 、 し ゃ が み ガ ー ド し て いる 相手 に 
当て て も 大 し た ダメ ー ジ は 期待 で き な い 。 実戦 で の 
使い どこ ろ と し て は 、 攻撃 力 発 生 時 間 の 速 さ を 活か 
し て 、 便 化 時 間 中 の 相手 へ の 反撃 や 宙 に 浮い た 相手 
へ の 追 軸 と し て 、 また 技 の 出 始め に 合わ せ て カウ ン 
ター を 狙う 時 な ど に 出す と よい 。 水車 蹴り も 旋風 蹴 
り (K⑥) と 同じ むく 、 る K⑯+@ と 入力 する こと に よ 
り 、 技 が 出る 前 の モー ショ ン を 一 瞬 だ け 止 め 、 フ ェ 
イン ト 和 気味 の ディ レイ を が か ける こと が で きる 。 
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46. 旋 蹴り ③(。②。③)WK⑥ 空中 攻 撃 


発生 時 間 が 短く 、 ダウ ン も 奪え る 使い 勝手 の よい 回 し 蹴り 。 空中 攻撃 と 35 3 

な っ て いる が 、 上 段 か ら 中 段 の 当たり 判定 を 持つ 特殊 な 技 だ 。 軸 足 が 相 

手 と 同じ で 、 試合 開始 直後 の 間合い より も 近い と ころ か ら 技 を 出せ ば 人 【 世 計 

中 段 、 そ れ よ り 離 れ て いる な ら 上 段 の 攻撃 属性 と な る 。 だ が 、 軸 中 が 相 

手 と 異な る と 、 た と え 密 着 状態 で お ろう と も 全て 上 段 攻撃 に な っ て し 28. 

まい 、 し ゃ が ん で か わ さ れ て し まう の で 注意 し て ほし い 。 相手 に ガー ド 

させ れ ば 、 わずか だ が 問 合 い が 開く の で 反撃 は 受け に くい よう に 見 え S) ⑨ ⑨ 

る が 、 実際 に は パン チ が 届い て し まう 。 さら に 人 硬化 時 間 は 28 フ レー ム 、 6M 后 計 22 

束 い 打撃 技 で な ら ほぼ 確実 に 反撃 され 、 タイ ミン グ さ え 間 違わ な けれ Gy 還 証 還 |32 

ば 投げ も 十分 に 入る と いう 微妙 な 時 間 だ 。 
げん よう 

47. 幻 葉 ④⑤⑯:G) [ ぐ ③,⑯:@| 上 段 攻 撃 

上 体 を か が め な が ら 前 進 し 、 上 段 の 回 し 蹴り を 繰り 出す 。 30 る 
モー ショ ン か ら も わか る 通り 、 持続 時 間 の 短い 上 段 攻撃 
や 中 段 蹴 り を か わし な が ら 攻 撃 へ と 移行 で きる 。 ノー マ の 大 計 
ル ヒ ッ ト し た 後に は 流 影 脚 ( ゆ 必 @⑥) が 、 カウ ンタ ー な ら 
水車 蹴り (G⑥+@⑥) や 散弾 裏 蹴 り (6⑥⑥@⑯) な ど で の 追撃 21 
が 狙え る 。 硬 化 時 間 も 21 フ レー ム と 意外 に 短く 、 これ は 
肘 打ち ( ゆ ゅ @) と 同じ 数 値 。 し か も 移動 距離 が ある た め 、 ⑤) ー 


離れ た 間合い か ら 相 手 の 懐 に 飛び 込ん で いく 技 と し て 有 6 誠 ・ 
効 だ 。 硬 化 時 間 の 短 さ を 活か す な ら 、 幻 葉 を ガー ド さ せ @ 
た 後に 投げ と 中 段 攻 撃 の 2 択 を 迫る か 、 素 速く 下段 攻撃 

に 移る と いい だ ろう 。 た だ し 、 肘 打 ちと 違っ て 体 が その 
場 に 残る た め 、 し ゃ が み ガ ー ド され た 時 は 投げ や 打撃 技 

で 反撃 され や すい 。 


RS RG 


48. 葉 重 ね (KR [9] 上 上 5 邊 攻撃 ① 


上 段 パン チ か ら 上 段 キッ ク へ と つなげ る 、 全 キャ ラ E 10.30 3 
クタ ー 共 通 の ⑥@⑯ で の コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 最初 の パ 

ンチ が ヒッ ト す れ ば 次 の キッ ク が 確実 に つなが る  W 村 滞 緒 詩 
と いう 、 非 常に 使い 勝手 の よい 技 だ 。 相手 の 技 の 硬 

化 中 に 反撃 と し て 使っ た り 、 技 の 出 が か り を 潰す な 221 
ど 、 用 途 は 非常 に 広い 。 また 、 2 発 目 の キッ ク は 突き 
返し 蹴り (⑥) と 同様 に 、 出 かかっ た と ころ を @ ボ タ ぐ ⑲ 
ン で 引っ 込め られ る の で 、 単なる コン ボ と し て で は 9 還 還 22 
な く 、 フ ェ イ ント 代わ り に 使っ て も よい 。 @ 32 


_ 49 烈 律 ⑤ [] 上 上 ら 段 攻撃 ① 


上 段 パ ンチ 2 発 の コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 攻撃 力 発生 時 間 10-10 3 
が 速く 、 便 直 時 間 も 短 い が 、 普通 の 状態 で 2 発 と も 当 


て て も ダウ ン は 奪え な い 。 単発 で 出す より 、 散弾 裏 蹴 (6 : 雪 7 : 学 
り (⑥@⑥@⑥@) や 散弾 風神 脚 (@⑥⑥⑥S@) の 効力 を 相手 に 

見 せつ け 、 警戒 させ た と ころ に フェ イン ト で 東 掌 を 出 131 
し 、 相手 が 立っ て いる な ら 投 げ か 下段 の 打撃 技 を 当て 、 

し ゃ が ん で いる な ら 中 段 の 打撃 技 へ と 変化 させ た る な ⑨ 
ど 、 次 の 攻撃 へ の つなぎ と し て 使う と いい 。 また 、 相手 WW 軸 18 
の 打撃 技 の 出 が か り を 止め る 場合 に も 有効 だ 。 @.25 
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れ っ し ょ うき ゃ く 


50. 烈 掌 脚 KR [|] 
上 上 上 3 段 攻撃 


天光 (@⑥) に 上 段 の キッ ク が 加わ っ た コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 
上 段 が 3 連続 する コン ボ な の で 、 実戦 の 使い 方 は や は り 
フェ イン ト に 限定 され る 。 葉 重 ね (⑥⑯) を 防御 し た 後 、 す ぐ 
に 打撃 で 反撃 し て くる よう な 相手 な ら 、 この 烈 掌 脚 に ディ 
レイ を か が け て 出す と 、 虚 を 突 か れ て 引っ 掛か る か も し れ な 
い 。 その 他 に は 、 宙 に 浮い た 相手 へ の 追撃 用 か 。 いずれ に せ 
よ 、 あま り 日 の 目 を 見 な い 技 で あろ う 。 


0 3 


6 /* ぞ 14 雇 委 


め 


さん だ ん げき 


51. 散弾 撃 ⑤⑤⑤ 


1⑤,⑤⑤]| 上 上 上 9 段 攻撃 


上 段 攻 撃 の パン チ 3 連 発 に よる コン ボ 。 前 進 し な 
が ら 攻 撃 が 出る の で 、 相手 と の 間合い を 詰め る 
時 に 使っ た り 、 技 の 出 始め に タイ ミン グ よ く 当 
て て 攻撃 を 止め た り で きる 。 また 、 後述 の 散弾 裏 
蹴り や 散弾 風神 脚 と 思わ せ て お いて 散弾 撃 で 目 
め 、 中 段 や 下段 へ の 打撃 や 投げ 技 へ と つなぐ 戦 
法 を 織り 混ぜ れ ば 、 攻撃 の バリ エー ショ ン も 増 


さん だ ん 


52. 散弾 理 中 り BK)  [,gK] 上 上 上 中 24 段 攻撃 


敵 弾 撃 に 続け て 中 段 攻撃 属性 の 回 し 蹴り を 放つ 。 
4 発 目 の キッ ク は ガー ド バ ハーフ で 、 ノー マル ヒッ ト 
な ら 相 手 は よろ めき 、 カウ ンタ ー な ら ば 笛 に 浮く 、 
と 悪く な い 特 性 を 持っ て いる が 、 どちら の 場合 も 
相手 と の 間合い が 広がっ て し まう 。 カウ ンタ ー 時 
に 、 ダウ ン し た 相手 に 流 影 脚 ( ゆ 必 ⑥) が 届く 程度 
で 、 追撃 は 不可 能 だ 。 だ が 、 この 特性 を 逆 に 利用 す 
れ ば 、 浮い て いる 相手 に 散弾 裏 蹴り を 叩き 込ん で 
リン グ の 外 ま で 運ん で し まう こと も で きる 。 な お 、 
相手 の 軸 定 が 逆 で 、 膝 と 膝 が ぶつ か る よう な 状態 
で ガー ド を し て いな い 場 合 、 散弾 裏 蹴 り の 最後 の 
キッ ク が 当たら な いこ と が ある の で 注意 し た い 。 


りつ . 


える だ ろう 。 


さん だ ん ふう じん きゃ く 


弾 風神 脚 や ⑤⑤⑤(W 


これ も 散弾 軸 か ら 入 る コン ビ ネ ー シ ョ ン の ひと つ 。 最後 
の キッ ク が 空中 攻撃 属性 を 持つ た め 、 小 ジ ャ ンプ 攻撃 や 
し ゃ が み ガ ー ド に も ヒッ ト す る 。 散弾 裏 蹴り に 比べ て 総 
ダメ ー ジ 量 こ そ 少 な いも の の 、 最後 の 蹴り が 当たれ ば 必 
ず ダ ウン を 奪え る 上 、 浮い た 高 さ に よっ て は 流 影 
( ゆ ゅ ゆ ゅ ) で 追撃 で きる 。 また 、 相手 が コマ ンド 入力 中 に 
こち ら の 攻撃 が 入れ ば 、 すべ て ヒッ ト さ せる こと も 可能 
だ 。 た だ し 、 4 発 目 の キッ ク を 出し た 後 、 わ ず か に 後ろ 
へ 移動 し て 相手 と の 問 合 い が 広がる も の の 、 34 フ レー 
ム と いう 便 化 時 間 の た め に 、 ガー ド さ せ て も 打撃 や 投げ 
に よる 反撃 を 受け や すい の が 難点 。 


ぐ ⑨ 
16 20 14 


@9 27 19 24 


CO sy 


1⑤),⑤)(。sz⑮(。⑨)⑮ |] 上 上 上 空 4 段 攻撃 


S ぐ ⑨ 
$ ゆ - - 19 
9 29 
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54. 側 転 (③④ 


手足 を 大 きく 広げ 、 相手 に 横 腹 を 見 せる よう な 感じ で 後ろ へ 側 転 する 。 使 
い ど ころ は 後 転 と 同じ と 考え て いい だ ろう 。 特殊 な 使い 方 と し て は 、 倒れ 
た 相手 に 接近 し た 状態 で 、 落 刃 返り (や 6@⑥) や 陽 丸 返り (つや @⑥+@⑥)、 埋 
旋 蹴 り (GqG⑯) な どの 背後 攻撃 の 直後 に 、 先行 入力 で 側 転 を 出せ ば 、 相手 
の 体 を 乗り 越え て 反対 側 へ 移動 で きる 。 これ を 応用 すれ ば 、 リン グ 際 に 追 
い 詰 め ら れ て も 、 一 度 ダ ウン させ れ は ば 立場 は 逆転 し 、 一 気 に 優位 に 立て る 。 
だ が 、 実戦 で 出す の は 難し い だ ろ う 。 な お 、 技 の モー ショ ン 中 に も 相手 の 
攻撃 は 命中 し て し まう こと を お れ な く 。 


55. 前 転 ③@②①⑨ の (の の ⑧ の aaz」 


攻撃 力 を 持た な い 、 た だ の 移動 。 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド より も 遠く へ 前 進 で き 
る も の の 、 移動 時 間 は こち ら の 方 が 遅い 。 また 、 モー ショ ン の 後半 部 分 か ら 上 
段 の 投げ られ 判定 が 発生 する た め 、 相手 が コマ ンド を 入力 し て いた 場合 は 確 
実に 投げ られ て し まう 。 た だ し その モー ショ ン の お か げ で 、 上 段 攻 撃 と 一 部 
の 中 段 攻 撃 を 避け られ る と いう 利点 が ある 。 な お 、 前 ・ 後 転 系 の コマ ンド 入力 
フレ ー ム の 後ろ に ある 数 値 は 、 その 技 が 出 た 後に 続け て 「 さ ざら に 」 と いう 名 の 
付い た 技 を 出す 場合 の 、 コマ ンド 入力 受付 フレ ー ム 数 を 示し て いる 。 例え ば 、 
この 前 転 か ら 続け て さら に 前 転 (る コウ せる ゆ ⑥) を 出す 時 に は 、 コマ ンド 入力 
を 27 フ レー ム 以 内 に 開始 する 必要 が ある 、 と いう わけ で ある 。 


56. 後 転 GMCDK り !(<② [(②⑧⑦ ざ ぐ ⑨③)a。g の 」 を 


後ろ へ 転がり 、 相手 と の 距離 を 広げ る こと が で きる 。 前 転 と 49 
同様 に 移動 する だ け の 技 だ が 、 モー ショ ン の 後半 部 分 に は 投 

げ ら れ 判 定 が ある た め 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド で 追わ れ た ら 覚 

悟 す る し か な い だ ろ う 。 フェ イン ト と し て 使え ば 、 そ れ な り 

の 効果 は ある か も し れ な い が 。 


か いて ん じ すず ゃ く 


57. 回 転地 播 り ) < ぐ ⑮(⑫( ⑨(⑨⑱)WW) |(③⑯⑲③⑧ ざ ⑱)s| 下段 攻撃 SM 
前 転 し て か ら 出 す 足 払い 。 技 を 当て た 距離 に よる ダメ ー E 20 35 3 


ジ 変化 が あり 、 爪先 で 当て て た な ら 35、 懇 の あたり が 
ヒッ ト し た な ら 20 と な る 。 対戦 で 当て る こと は 非常 に 29 選 
困難 だ が 、 前 転 の 投げ 判定 発生 を 狙っ て を 投げ に くる 

よう な 相手 に 対し て は 、 この 回 転地 摺り 脚 を 織り 混ぜ 40| 

て 惑わ す の も いい だ ろう 。 技 が 出 た 後 の 硬 化 時 間 中 は 、 

ガー ド を し て いな いし ゃ が み 状 態 と な る た め 、 下段 投 9 
げ や 中 段 攻 撃 で 反撃 を 食らい や すい 。 あ えて この 技 を 6M = - 1922 
旬 う な ら 、 起き 上 が 攻撃 を 読ん で 重ね て いく か 、 前 ca 

転 か ら の 肘 打 ち ( ゆ @⑥) と いう 2 択 を 迫る と よい 、。 


後 転 し て か ら 、 回 転地 摺り 脚 と 同じ モー ショ ン の 定 払 
い を 出す 。 0 沈 発 生 が 2 フレ ー の 人 佑 化 時 


以外 は 、 全て 回 転地 才 り 脚 と 同じ 。 後ろ へ 移動 する の 
多少 は 反撃 を 食らい に くい か も し れ な い が 、 狙っ 
て 命中 させ る に は 相当 の 読み が 必要 だ 。 相手 が コン ビ 
ネー ショ ン で 押し て きた 時 に 、 後 転 で 間合い を 外し て 
か ら 足 払い を 当て る 、 と いっ た 使い 方 が いい だ ろう 。 
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回 の 


6. 


6Z. 


ie 


連続 前 転生 ⑤ の ②③ の )(g) (③④⑤@ あ ⑧ の ざり ecss)」 


前 転 (q② 層 る ゆ ) ま た は 後 転 ( ゆ ひら る) を 43| 
入力 し た 後に 、 コマ ンド 入力 に より も う 一 度 前 

転 を する 。 2 回 目 ま で の 前 転 に 攻撃 判定 は な く 、 

1 回 目 の 前 転 と 同様 に モー ショ ン の 後半 部 分 を 

狙っ て 投げ られ た ら ど うす る こと も で き な い 。 

ちな み に 、 前 転 起 キ 上 が り 中 に 、 先行 入力 で 

@ 必 せる 必 @⑥ と 入力 し て より 遠く へ 逃 げ る 、 

と いっ た 珍し い 使い 方 も ある 。 


60. 前 転 か ら 後 転 放 4 の ⑧⑯ ぐ ⑨⑧ [(⑥@⑧⑨⑯⑨③@)sao)] 


前 転 ( や 必 る 必 )、 もしくは 連続 前 転 中 に この コマ ンド を 入力 する 
と 、 後 転 す る こと が で きる 。 タイ ミン グ よ くさ ら に 連続 前 転 な ど へ と 
つなげ れ ば 、 相手 を 惑わ せる に は 十分 な 動き と な る だ ろう 。 た だ し 、 
後 転 ( ゆ る せ ゆ Q) か ら さ ら に この 技 へ と つなげ る こと は で き な い 。 


前 後 転 か ら の 後 転地 手 り 脚 前 . 和 後 D()(③(⑨)( 
[(③⑤⑯⑨⑧ あ ⑮)。。| 下段 攻撃 


前 、 後 転 を 合わ せ た 回 転 動作 の 3 回 目 ま で な ら 、 
ひる ゆ ゆ @ と いう コマ ンド で いつ で も この 技 
を 出せ る 。 モ ーション 、 攻 撃 判定 、 硬 直 時 間 は 通 
常 の 回 転 才 り 脚 と 同じ だ が 、 発 生 時 間 は 2 倍 近 
く 遅 い 。 ち な み に 針 弾 (前 ・ 後 転 を 3 回 以上 入力 ) 
が 出 て か ら q@ ら ひる ゆ @ と 入力 し て も 、 こ の 回 
転地 摺り 脚 は 出 な い 。 そ の 場合 は q ゥ ひる ウ ゆ @@⑥ WM - 
と 素早 く 入 れる こと で 、 針 屋 弾 の 直後 に 回 転地 所 cmy 。 
り 脚 を 連続 し て 出す こと が で きる の だ 。 


前 転 か ら の 後 転地 播 り 脚 sg②③②⑬④)W 
(②③⑧③⑯ ぐ ⑮)。。| 下段 攻撃 


基本 性 能 は 後 転地 揺り 脚 ( ゆ る @ ひ 必 る @) と 同じ 。 連続 し て 回 転 す SO⑨ 


る こと で 相手 を 動 弄 し て お き 、 いき な りこ の 技 を 出せ ば 、 少 し は 6⑳ 間 思 2 
命中 率 が 高く な る か も し れ な い 。 た だ し 、 後 転 ( ゆ ぐせ ) や さ 
ら に 後 転 ( ウ る 必 ら る @⑥) か ら は 出す こと が で き な い の で 注意 。 = ・ 29-32 


らい り ゆ ゅ ゆう ひ し ょ よう きゃ く 


前 * 後 転 か ら の 雪 静 飛 閉 肢 前 - 後 後 P()(③(⑤)()*( 履 )*(G) 
|(④⑯⑨⑤⑧⑤⑨⑮:W*:@)。| 下段 攻撃 


通常 の 雷 龍 飛翔 脚 ( ゆ 必 @⑤+@+@) よ り も 格 35 3 

段 に 長い 硬化 時 間 を 持ち 、 攻撃 力 持 続 時 間 は 

約 半分 。 最初 の 前 転 (る ゐ じ ひ ぐ ゆ ) や 後 転 【 唇 計 

(ゆる せる ) を フェ イン ト と し て 出し 、 さ 

ら に 意表 を つい て この 技 に つなぐ 、 と いっ た 28| 
(C】 


使い 方 が 一 般 的 だ 。 他 に も 、 後 転 で 相手 の 起 

き 上 が り 攻 撃 を か わし 、 この 技 を 叩き 込む の IN) 
も いい 。 前 後 転 か ら の 回 転地 摺り 脚 と 同じ 6 往 - 
く 、 針 情 弾 (前 . 後 転 を 3 回 以上 入力 ) が 出 て し @ 
まう と この 技 は 出す 事 が で き な い 。 
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だ ん 


64. 針 昧 選 前 or 前 転 か ら 後 転 和 ぐ P(②)(①(③⑬(W(W) |(④⑤@⑨⑳⑧⑨⑤)。。| 下段 攻撃 強 


回 転 動作 の 3 回 目 以降 が 前 転 動作 な ら 、「 キ ュ イ ー ン 」 と いう 音 と と も に 15 3 
下段 の 攻撃 判定 が 発生 し 、 針 暴 弾 と な る 。 続け て 26 フ レー ム 以 内 に 

ゆら る 上 ゆ @ と 入力 すれ ば 、 新 バ ー ジ ョ ン の 「VF2」 で は 3 回 まで 、 旧 バ @ 蕎 言 
ー ジ ョ ン で は 無制限 に 針 訪 弾 を 出し 続け られ る 。 相 手 を 浮か せ て ダウ 

ン を 奪え る と いう 特性 を 持ち 、 倒 れ た 相手 へ 最高 4 回 まで ヒッ ト さ せら 33 
れる が 、 中 段 、 下段 の 打撃 技 で 簡単 に 潰さ れ て し まう 上 に 、 攻撃 判定 が 

出 て いな い フ レー ム 中 に は 上 段 投 げ が 入っ て し まう 弱点 に 注意 。 ち な S ぐ ⑲⑯ 
み に 、 ゐ ら せ @ ゆ @ と 素 速く 入力 する こと で 、 回 転 モ ーション が 止ま 6 = = 16 
っ た まま 高速 で 前 進 する 針 晃 弾 に な り 、 反 撃 を 受け に くく な る 。 ま た 、 @- - 26 


針 蝶 半 の モー ショ ン 中 に 素 速く q せ る る 必 ⑥⑯ と 入力 すれ ば 前 転 か ら 
の 回 転 孝 り 脚 に な る 。 必 る 必 せ 必 @⑤@+④⑥+@⑧ で は 前 転 か ら の 雷 龍 飛 
翔 脚 と な り 、 相 手 が 高 く 浮 いた 場合 に は これ が ヒッ ト す る 。 


た いと う 


65. 太刀 絢 :⑥) 上 段 投げ 


柔道 で いう "背負 い 投げ " の よう な 技 。 コマ ン E 503 
ド と タイ ミン グ が 最も 簡単 な の で 、 初心 者 向 


け の 投げ 技 で も ある 。 た だ し 、 ⑥+@ で 出す 基 
本 投げ ゆえ に 、 相手 に 投げ 抜け ご され て し まう 
こと が ある 。 対戦 で は これ だ け を 狙っ て いく 

全 は 少な いか も し れ な い が 、 打撃 が は ずれ 

た 時 の 保険 に は いい だ ろう 。 


えん らく 


66. 弧 延 落 名 ④⑤ [②③] 上 段 投げ 


相手 を 上 空 高く 蹴り 上 げ る 技 。 83 フ レー ム の 硬直 が 解け た 40 3 
頃 に 相手 が 落ち て くる た め 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド で 近づい て 

ギヤ コン ボ を 入れ る と 4 パターン が 一 単 発 で は 当て 
に くい 在 関 丸 返 し (さゆ @ ら +@⑥+@⑥) や 、 し ゃ が み ク イッ ク 

フォ ワー ド か ら の 浮 身 膝 蹴 り (コマ ンド は る る ひざ ゆ @ と な 

る )、 果て は 地 走り (G ら ひ @) ま で 、 ほぼ 全て の 打撃 が 入る 。 

技 の 組み 合わ せ や タイ ミン グ を 合わ せれ ば 、 相手 を 浮か せ 

た まま 遠く に 運ん で リン グ ア ウト を 狙う こと も 、 より 手軽 

に 大 ダメ ー ジ を 与え る こと も 可能 と いう 、 非常 に 強力 な 投 

げ で ある 。 ちな み に 、 弧 延 落 は し ゃ が ん だ 状態 か ら で も 出 

せる 投げ 技 の ひと つ で ある 。 
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か た な が すみ 


67. 刀 配 / 紋 *O:⑥) 上 身投げ 


相手 の 股 を すく う よ う に 投げ る 。 し ゃ が み 状 態 か ら で は 出せ ず 、 一 度 レ と 503 
バー を ニュ ー ト ラル に 戻さ な いと 入れ ら な い 。 投げ 抜け これ る こと が な 

いと いう ぐら いし か メリ ッ ト は な い が 、 余裕 の ある 時 に は ぜひ 狙っ て ほ 90| 
し い 。 弾 拳 (⑥) や 地 掘り 弾 ( ひ @) で 相手 の 動き を 止め な が ら 、 レ バー を 前 

方 向 に 入れ て 前 進 し 、 相手 が 打撃 を 警 大 し て 立ち ガー ド を する よう な ら 

刀 霞 を 狙 お う 。 ク イッ ク フ ォ ワー ド の 直後 に 出 そ う と する と 、 同じ コマ 

ンド 要素 を 持つ 雷 龍 飛翔 脚 ( ゆ ゅ ⑤+@6+@) に な っ て し まう こと が ある 。 

この 場合 は ゆ ゅ ゅ と 入力 し た 後に 7 フレ ー ム 以上 の 間 を 置く か 、 6 ボタ ン 

で いっ た ん コマ ンド を キャ ン セ ル す る と 、 二 龍 飛 翔 脚 に な り に くい 。 


氷 ク 記 受 


WC や ⑤(W) [(③ あ ⑤)ag] 上 段 投げ 


カゲ が 使う 授 げ の 中 で 、 唯一 コマ ンド 入力 に 2 フレ ー ム E 50 る 
以上 か か る 技 。 し か し 、 投げ の 間合い で は 相手 が 立っ 

て いれ ば 影 霞 、 し ゃ が ん で いれ ば 肘 打 ち ( ゆ ゆ @⑥) と 自動 

2 択 攻撃 を か ける こと が で きる 。 た だ し 、 こ れ は 相手 98| 
が 便 直 中 か よろ めい て いる 場合 の 話 。 肘 打ち が 届か な 

い 間合い で し ゃ が ん で いる と 、 も は や どう し よう も な 

い 。 この 場合 は クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド か ら ゐ ウ ゅ @ と 入力 

する こと に な る た め 、 技 が 出る まで に 時 間 が か か りす 

寺 て し まう 。 や は り 人 硬直 か よろ めき 中 、 も し く は フェ 

イン ト を 織り 混ぜ て 立ち ガー ド を 誘っ て か ら 使う の 

が いい だ ろう 。 


は うら が すみ 


69. 葉 裏 起 紗 ぬ *G) 上 下段 投げ 


相手 の 背後 へ 回 っ た 時 に @⑥+@ を 入力 する と 、 柔道 の ' 裏 投げ E 50 る 
と 同じ モー ショ ン で 相手 を 後方 へ 投げ 捨て る 。 背後 に 回 る 機会 
と いう の は 、 相手 の 埋 龍 飛翔 脚 (ツウ ゅ ⑤+@⑥+@⑥) を し ゃ が ん で 
か わし た 時 か 、 振 り 返り 攻撃 を し た 瞬間 ぐら いし か な い が 、 相 思 4RX 
手 が 背 中 を 見 せ て いる 状態 な ら 、 立つ て いよ う が し ゃ が ん で い 
よう が 、 同じ コマ ンド で 投げ が 入る 。 な お 、 相手 の 状態 に よっ 
て 硬化 時 間 が 変わ る (立っ て いる と 146 フ レー ム 、 し ゃ が ん で 


いる と 139 フ レー ム ) が 、 どちら も 大 し た 差 は な い 。 


小手 返し 上 攻 wk 計 し ツ ( 了 ー) [②| 返し 技 


相手 の 腕 を 取り 、 いっ た ん 引い て か ら 投 げ 飛 ば す 返 し 技 。 相手 50 3 
の 上 段 パ バン チ に 対す る 返し 技 だ が 、 ラウ の 綱 上 掌 ( 久 @⑥) や 斜 下 

党 (@)、 アキ ラ の 猛虎 便 有 山 (て ゅ ⑥) な どの 片手 で 出す 中 段 
の 打撃 技 を 捕らえ て 投げ 返せ る し 、 特殊 な 例 で は 、 リ オン の 騰 

撃 連 搾 (ば ⑥⑥@) を 切り 返す こと も で きる 。 また 、 パン チ か ら 入 

る コン ピ ビ ネ ーション の パン チ ヂ 部 分 も 、 タ イミ ング こそ 難し い が 、 

当然 返せ る 。 実戦 で は 、 地 所 り 弾 を 出 そ う と し た ら 相 手 が パ ン 

チ を 出し て いて 小手 返し (@) に な っ た 、 と いう 場面 も 多い が 、 

技 の 出 が か り を 確認 し て か ら コ マン ド を 入力 し て も 間に合う 

の で 、 ぜひ 狙っ て みて ほし い 。 対戦 相手 の 癖 や 攻撃 パタ ー ン な 

ど を 読め ば 、 捕まえ る 確率 も 高く な る だ ろう 。 
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影 朗 ③④② 
な と の 投げ 技 


中 蹴り ⑧ び ⑯) 
。 な どの 中 段 攻撃 


1) 素 速い 技 を 組み 合わ せ て 攻め る 

主 に 便 直 時 間 が 10 一 16 フ レー ム 以 内 の 技 を 組 
み 合 わせ て 攻め 、 反撃 の 奈 地 を 与え ず に ダウ ン を 
奪っ て 試合 の 流れ を こち ら に 向 か せ る こと が 目的 
だ 。 上 、 中 、 下段 へ 打撃 を 散ら し な が ら 人 徐々 に ガー 
ド を 崩し 、 ダウ ン す る 技 へ と つなぐ と いっ た 流れ 
が 一 般 的 。 また 強力 な 中 段 攻 撃 で ある 肘 打 ち を 
警 戚 し て ガー ド を 固め る よう な ら 、 クイ ッ ク フ オォ 
ワー ド ( ゆ 必 ) か ら の 投げ を 狙う こよ い 。 読み の 要 
素 よ り も 反応 速度 が 重視 され る の で 、 相手 の 出 方 
を 見 な が ら 対 応 で きれ ば ベス トト だ が 、 慣れ な いう 
ち は 2、 3 の 短い 連係 を いく つか 作り 、 それ ら を 無 
作為 に 出す だ け で も 効果 は ある 。 た だ し 、 この 方 
法 は パタ ー ン を 読ま れ て し まっ た ら 終 わり な の 
で 、 実戦 で 長期 に 渡っ て 使い 続け る こと は で き な 
い だ ろ う 。 対戦 時 に 有効 な 戦法 だ が 、 便 化 時 間 の 
短い 技 ば か り を 出し て いた の で は 見 た 目 に つま ら 
な い 対 戦 に な り が ちな 事実 は 忘れ な いで ほし い 。 


(2) ヒッ ト S ア ウェ イブ フェイント 

ここ で 言う ヒッ ト & ア ウェ イ ” と は 、 播 り 蹴り 
( ひ @) で 小 ダ メー ジ を 奪っ て ステ ッ プ バッ ク で 間 
合い を 広げ る 、 と いっ た 戦法 で は な い 。 主 に 素 速 
い 打 撃 技 で 押し 、 反撃 を 見 越し て 後ろ へ 引き つつ 
攻撃 へ 転じ る と いう も の だ 。 一種 の フェ イン ト と 
も 言え る この 戦法 を 最大 限 に 活か す に は 、 相手 の 
攻撃 パタ ー ン を 読む 必要 が ある 。 どの 技 を 入れ た 
時 に どん な 技 で 反撃 し て くる か が 分 か れ ば 、 あと 
は それ に 合っ た 攻撃 を 出せ ば よい 。 攻撃 を 避け る 
方 法 と し て は 、 ク イッ ク バ ッ ク (@ る 6)、 し ゃ が み 


- で 


後退 (区)、 し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク ( じ 性) な ど 
が ある が 、 危険 度 は 多少 高く な る も の の 前 転 
(ゐる 必 せ る ぐ 必 ) や 後 転 ( 攻 る せ 必 の) も 上 段 や 中 段 
攻撃 を 避け る 手段 と し て 使え る 。 な お 、 こ の 前 
転 、 後 転 に つい て は 後述 の "回転 を 使っ た 攻撃 * 
の ペー ジ を 参照 し て ほし い 。 


@ ス テッ プ バ ッ ク を 使っ た 避け 攻撃 
例 : 打撃 に よる 攻撃 一 ステ ッ プ バッ ク (@ む ) 
ー 幻 葉 ( つ ⑯+⑧) 
※ 上 段 攻 撃 や リー チ の 短い 中 段 攻撃 、 投げ 技 な ど 
の 問 合 い を 外し 、 相手 の 硬化 時 間 中 に 幻 葉 を 当て 
る 。 下段 攻撃 や 突進 系 の 技 に 対し て は 、 幻 葉 の 代 
わり に 龍 尾 剛 ( ゐ もつ ⑯+⑥@) で も よい 。 


@ し ゃ が み 後 退 ( 愉 ) を 使っ た 避け 
例 : 打撃 に よる 攻撃 
っ し ゃ が み 後 退 ( 因 ) 
ー 落 関 刃 ・ 落 内丸 返し ( 必 @+⑯⑥⑧+) 
※ カ ゲ 、 ラウ 、 ジャッキ ー と いっ た ヒジ を 多用 し 
て くる 相手 に 有効 。 軸 足 に も よる が 、 カ ゲ の 散弾 
裏 就 り (@@@⑥@⑯) も 、 し ゃ が み 後 退 で か わせ る 。 


@ よろ めか せ て か ら の フェ イン ト 
例 : 肘 打 ちっ ー よ ろ め きつ … 弾 拳 
ー ク イッ ク フ ォ ワー ド ( ゆ 選 ) 
ー 投 げ or 下段 攻撃 
※ 肘 打ち の 後に 葉 重 ね へ いく と 見 せ か け て 、 投げ 
や 下段 攻撃 を 狙う 。 よろ け 状 態 か ら の 回 復 が 早い 
相手 に は 、 意外 と 効果 が ある 。 


対戦 時 に お ける 基本 戦術 3 種 


反撃 を 受け な い 
程度 に 離れ る 


@ 反撃 を 誘う 
例 : 散弾 風神 脚 (⑥@⑥⑥K⑥) 一 相手 が ガー ド 

ー 裏 旋 蹴り (つる ⑯) 
※ 速 い 打 撃 か ら 散 弾 風神 脚 へ つない で ガー ド さ 
せ 、 反撃 を 狙っ て 近づい て きた 相手 に 裏 旋 蹴り な 
ど を 当て る 。 通常 な ら 投げ で 返さ べ れ て し まう 散弾 
風神 脚 だ が 、 ラ ッシュ か らい き な り 繰り 出す こと 
で 、 反 撃 を 微妙 に 遅らせ る こと が で きよ っ う 。 裏 旋 
蹴り を 使う の は 、 6 も +@ や ⑥@⑯ を 避け な が ら 攻 撃 
する た め 。 散弾 風神 脚 以外 に も 反撃 し た く な る 
技 で の 応用 が 可能 だ 。 


(3) トリ ッ キ ー な 動き で 相手 を 翻弄 させ る 

カゲ 特有 の 回 転 動作 (前 転 、 後 転 、 針 蝶 弾 な ど ) 
や 、 小 ジ ャ ンプ 攻撃 を 使っ た トリ ッ キ ー な 動き は 
相手 の 目 を 央 きき 、 タ イミ ング に よっ て は 打撃 技 さ 
えも 避け る こと が で きる 。 前 転 な ら ば 、 アキ ラ の 
禅 門 頂 肘 ( ゅ 必 @⑥)、 シ ュ ン の 転身 双 沖 掌 (@⑥+⑥) 
と いっ た 攻撃 判定 が 前 に 出る 技 を か わし な が ら 前 
進 す る 。 小 ジ ャ ンプ 攻撃 は 、 見 た 目 の 通 り 下 段 の 
打撃 技 を 避け られ る 。 突き 中 蹴り ( 小 ジ ャ ンプ 上 昇 
中 ⑯) で あれ ば 、 中 段 攻撃 属性 と いう つこ と も あっ て 、 
下段 攻撃 を 潰す 手段 の ひひ と つと し て 効果 的 だ 。 ま 
た 、 前 転 、 後 転 動作 を 3 回 以上 繰り 返す と 攻撃 判 
定 の で きる 針 以 弾 も カゲ 特有 の 技 で 、 ダ メー ジ は 
少な い が 相 手 を ダウ ン さ せら れる 。 と くに 前 、 後 
転 起 キ 上 が りか ら 出 せ ば 、 蹴り 起き を 警戒 し て 上 
段 ガ ー ド し て いる 相手 な ら ダ ウン 、 最低 で も ガー 
ド さ せる こと が 可能 。 そこ か ら ど うつ 展開 する か は 、 
プレ イヤ ー の 読み や 心理 作戦 次 第 だ 。 


回 転 動作 を 使っ た 攻撃 

回 転地 掘り 脚 ( コ ウ せ る ウ ⑮⑯) や 雷 龍 飛翔 脚 
(で つゆ じ せ る る 必 ⑥+⑥+⑥)、 針 尺 弾 (前 ・ 後 転 を 3 回 以 
上 入力 ) な どの 、 回 転 動 作 か ら の 連続 攻撃 は 、 い ず 
れ も 下 段 攻撃 。 技 を 受け る 側 か ら 見 れ ば 、 前 転 や 
後 転 を 見 て か ら 下 段 ガ ー ド する か 、 中 段 か 下段 攻 
撃 を 入れ て お け ば いい と いう こと に な る 。 そん な 
相手 に 回 転 か ら の 技 を 出し て も 空振り する か 潰さ 
れる か し て し まう の で 、 ガー ド す る 相手 に 対し て 
は 回 転 一 中 段 攻撃 、 打撃 で 潰し に くる な ら 、 前 転 
ー 前 転 か ら の 後 転 で 避け る と いっ た 工夫 も 必要 。 
前 転 一 前 転 か ら の 後 転 を 繰り 返し て か ら 後 転地 所 
り 脚 ( 必 る せ 必 で ⑥⑯) の よう に 、 一 見 無 意 味 と も 思 
える 行動 か ら 技 を 出し て も 効果 が ある だ ろう 。 相 
手 を 困惑 ご せる こと と 、、 攻撃 を 避け る と いう こと 
を 受 豆 に 置け ば 、 回 転 動作 や め 、 そ こ か ら 出 る 技 も 
使え な いこ と は な い の で ある 。 


起き 上 が りか ら の 針 請 5 澤 C あ お 向け ダウ ン 時 の み ) 

通常 の 起き 上 が り 攻 撃 で も 中 段 と 下段 の 2 択 攻 
撃 が か けら れる が 、 か わ さ れ た 時 の リス ク が 非常 
に 大 きく な る 。 その リス ク を 減ら す た め に 、 前 転 
も し く は 後 転 起 キ 上 が りか ら 針 包 弾 を 使う と い 
い 。 後 転 起 キ 上 が りか が から は 、 回 転 串 落と し (⑥⑯⑯⑥ 
…) と の 2 択 が 有効 。 前 転 起 キ 上 が り の 場合 は 、 と 
に か が か く 立 ち 上 が る こと を 最 優先 に 考え 、 針 尺 弾 で 
速く へ 逃げ る と よい 。 た だ し 、 相手 が 蹴り 起き の 


果 * 後 転 の 実戦 で の 活用 例 
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届 が な い 間 合い で 待っ て いる な ら 、 攻撃 な ご ど 出し 
て も 意味 が な い 。 起き上がり に 針 思 弾 を 出し て も 、 
反撃 の チャ ンズ を 与え て し まう だ け だ 。 

前 、 後 転 起 さ 上 が りか ら の 針 蝶 弾 の 入力 の タイ 
ミン グ は 意外 に 遅く 、 回 転 動作 が 終わ る あたり か 
ら ゃ ゆる ゆ @ ぢ 、 も し く は ゅ 人 る せ 必 で @⑥@ と 入れ 
始め れ ば いい 。 起き 上 が り の 前 、 後 転 が 1 回 目 と 
カウ ント され る の で 、 入力 され た 技 は 連続 前 転 ' 
か 前 転 か ら の 後 転 と な る 。 こ の 次 に 入力 され た 
@ 必 立 名 必 @ か ら が 針 明 弾 と な る の で 注意 し て 
は しい 。 


@ 前 転 起 き キ 上 が りか ら ー 
く a> 前 転 か ら の 後 転 ( 必 る せ 必 で ⑥) 
ー 針 罰 ( コ ウ ひ の 必 ⑥⑤⑥) 
く b> 連 続 前 転 ( コ q ウ せる る ウ ⑥) 
っ 針 尺 半 (@ コ 必 ウ ひ る の 必 ⑥) 


前 転 起 キ 上 が りか ら 出 す 針 思 購 は 、 当て る こと 
より も 遠く へ 逃げ る の が 目的 。 リ ング 中 央 な ら 
く <b> で 確実 に 遠い 間合い まで 移動 し 、 追い 詰め ら 
れ て いる な らく <a> で 針 選 弾 を ヒッ ト さ せる 。 意外 
に 知ら れ て いな いこ と だ が 、 針 蝶 溝 は カゲ の 後ろ 
側 に も 攻撃 判定 が で きる の で 、 後 転 で 相手 に 近 づ 
き 、 1 発 だ け 当 て て 遠く へ 逃げ る こと も 可能 だ 。 た 
だ し 、 ダメ ー ジ が 少な い 分 だ け 相手 の 起き 上 が り 
も 早い の が 難点 か 。 慣れ な いう ち は 、 対 CPU 戦 で 


前 * 後 転 か ら の 雷 龍 飛翔 肢 


飛び 前 蹴り 科 
小 ジャ ンプ 同時 


入力 を 練習 する と いい だ ろう 。 


@ 後 転 起 キ 上 が りか ら ー 
〈c> 連続 前 転 ( つ コ 必 せ 人 ゆ ⑥⑤) 
ー 鎮 弾 ( コ ウ ひ る る 必 @⑥) 
<d> 連続 前 転 ( つ q 必 せる る 必 ⑤) 
ー 針 内 弾 (コウ ひる の 必 ⑥⑤⑥) 
ー 後 転地 摺り 脚 ( コ せ る の ウ ゆ ⑯) 
〈e> 連続 前 転 ( つ コ 必 せ ゆ ⑧⑤⑥) 
ー 針 忘 絆 ( コ ウ ひ る 必 ⑤⑥) 
つ 連 続 後 転 (る ひじ ぐ で @⑥) 
ー 前 後 転 か ら の 回 転地 摺り 脚 
( ゐ G ウ せる の ウ ゆ ⑮⑯) 


後 転 か ら は 、 純粋 に 中 段 と 下段 攻撃 の 2 択 を か 
ける た め に 技 を 出す 。 ほとん どの 場合 は く <c> で - 
分 な の だ が 、 投げ 技 を 狙っ て くる 相手 な ら ば <d> 
や <e> の よう に トリ ッ キ ー な 動き で も いい だ ろ 
う 。 また 、 前 後 転 か ら の 回 転地 り 脚 を 、 前 ・ 後 
転 か ら の 雷 龍 飛翔 脚 に 変え れ ば 、 リン グ 際 か ら の 
脱出 に も 使え る 。 た だ し 、 アキ ラ の 狂 虎 硬 邑 山 
( 生 ゅ @⑥) と いっ た 前 方 へ 攻撃 が 出る 技 を 連発 し て 
くる 相手 に は 、 後 転 や 回 転地 摺り 脚 な ど は 無 意 味 
に 等 し い 。 この 場合 に は く <c> を ガー ド さ せつ つ プ 
レッ シャ ー を 与え 、 技 を 封じ て し まお う 。 
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小 ジャ ンプ 攻撃 (突き 貴 呪 り ) か ら の 連 人 


小 ジ ャ ンプ 攻撃 の 有用 性 

対戦 で は あま り 使っ て いる と ころ を 見 か が け な い 
小 ジ ャ ンプ 攻撃 。 だ が 、 相手 の 下段 攻撃 を 避け る 
と いう 空中 攻撃 属性 を 活か すこ と が で きれ ば 、 意 
外 に 心強い 戦力 と な っ て くれ る だ ろう 。 

実戦 で の 小 ジ ャ ンプ 攻撃 の 使い どこ ろ と し て 
は 、 ト 下段 蹴り 起き や 、 し ゃ が ん だ 状態 で 便 化す る 
相手 の 技 に 対し て 突き 交 蹴 り を 重ね た り 、 アキ ラ 
の 視 門 頂 肘 ( ゆ ウ ゆ 必 ⑥) の よう に 便 化 時 間 が 短い 技 を 
飛び 前 蹴り で 潰し た りす る と いう も の が ある 。 さ 
ら に 相手 が 便 直し て いる 間 や 、 技 が 出 て いる 途中 
に 小 ジ ャ ンプ 攻撃 が ヒッ ト し た 場合 、 発生 時 間 の 
速い 打撃 技 で 追加 ダメ ー ジ を 与え る こと も 不可 能 
で は な い 。 

た だ し 、 攻 撃 判定 が 発生 する 前 と 後 は 、 たとえ 
パン チ 1 発 で あめ っ て も ダウ ン し て し まう 。 試 し に 
2…3 回 ぐら い 小 ジャ ンプ 下 撃 を 出し て みて 、 確実 
に 潰 ご れる よう な 相手 と の 対戦 で は 、 小 ジ ャ ンプ 
攻撃 は 使わ な い 方 が いい か も し れ な い 。 

この ペー ジ で は 、 突き 下 蹴 りか ら の 連係 を 図示 
し て ある 。 「 攻 撃 属 性 の 連続 性 ] と 「 直 前 に 出し た 
技 に 相手 が ご う 反 応 し て くる か 」 を よく 考え 、 後 
述 の 攻撃 バタ ー ン を 参考 に 、 それ ぞ れ の 小 ジ ャ ン 
プ 攻 撃 の 特性 を 把握 し て 実戦 で 役立て て ほし い 。 


小 ジ ャ ンプ か ら の 攻撃 バタ ー ン 


く ] > 攻撃 属性 を 活か し た 小 ジ ャ ンプ 攻撃 

空中 攻撃 属性 を 持つ 突き 中 蹴 り 、 飛び 前 蹴り は 
し ゃ が ん で いる 相手 に も ヒッ ト す る 。 つま り 、 し 
ゃ が み 続 ける 相手 や 下段 攻撃 を 連発 し て くる 相手 
を 立た せる こと が で きる と いう わけ だ 。 この 時 、 
技 の リー チ と 技 を 繰り 出す タイ ミン グ だ け に は 注 
意 し た い 。 

下段 攻撃 属性 の 飛び 正 拳 ( 小 ジ ツ ャ ンプ 上 昇 中 ⑥) 
や 地 旋 ( 小 ジ ャ ンプ 降下 中 ⑯) は 、 突き 中 蹴 り を 警 
戒 さ せ て 相手 の 上 段 ガ ー ド を 誘い 、 フ ェ イ ント で 
出す と 効果 的 。 こち ら の 着地 を 狙っ て 投げ 技 を 出 
し て くる よう な 相手 な ら 、 ダウ ン こ そ 奪 えな いも 
の の 飛び 正 拳 の 方 が 強い 。 相手 の 起き 上 が り に 重 
ね る な ら 、 地 旋 で 攻め る と いい 。 た だ し 、 ガー ド 
させ た と し て も 反撃 を 受け て し まう ほど 便 化 時 間 
が 長い の で 、 ⑥ ボ タン の 入力 を ギリ ギリ まで 遅 ら 
せ て 、 立ち 状態 か どう か を 見 極め て か ら 決 め る よ 
うに し よう 。 


〈 ら > 着地 後 、 授 げ 技 へ 
相手 が 小 ジ ャ ンプ 攻撃 を 妃 れ て 動か ず に いる よ 
うな ら 、 小 ジ ャ ンプ か ら 技 を 出さ ず に その まま 着 


地 し て 、 投げ を 狙っ て も よい 。 この 戦法 は 、 突き 
貴 蹴 り を さん ざん 当て た 後に 使っ て いく と さら に 
効果 を 発揮 する 。 と は いえ 、 フ ェ イ ント と いう こ 
と も あり 、 成功 する 確率 は 非常 に 低い 。 相手 の 攻 
撃 パ ター ン と 性 格 を 読ん だ 上 で 使っ て いき た い 。 


〈3> 着地 後 、 打 撃 技 へ 

こち ら の 小 ジャ ンプ 攻撃 を ガー ド し た 後 、 意地 
の 瞬間 を 狙っ て 攻撃 を 仕掛 け こ くる よう な 好戦 的 
な 相手 な ら 、 葉 宣 ね を 出す 。 さら に ガー ド を 続け 
て か ら 上 段 パ ンチ を 出し て くる よう な 手堅い 戦法 
を 取っ て くる 場合 は 、 せ @⑥ と 入力 し て 小手 返し と 
地 挿 り 弾 の 2 択 を 迫る 。 突き 中 蹴り か ら の 連係 技 
( 業 重 ね な ご ) を し ゃ が ん で 避け る よう な 相手 な 
ら 、 小 ジ ャ ンプ の 章 地 直後 に 、 中 段 か 下段 の 打撃 
技 へ と つなご う 。 た だ し 、 や は りこ れ も フ ェ イ ン 
ト な の で 、 成 功 率 は 高い と は 言え な い 。 多用 は 避 
け 、 ここ ぞ と いう 時 に 使い た いと ころ だ 。 

小 ジ ャ ンプ 攻撃 が 、 相手 の 技 の 出 ば な を 挫 く よ 
うに カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 に は 、 上 図 の よ 
うに 、 浮き 万 に 応じ て 追い 打ち を か がけ て いこ う 。 


[ 弧 延 落 一 洋 身 膝 蹴り 一 散弾 裏 蹴 り ] の 命 中 柔 件 


相手 キャ ラク ター 名 投げ る 時 の 軸 足 クック フォ ワー ド (S③S) で の 移動 


ア ギ ラ ジャ ッ キー  .、 逆 少し だ け 移 動 

ラウ カゲ リオ ン シュ ン どちら で も 可 少し た け 移 動 
パイ サラ ど ち 5 で も 可 大 きく 移動 

* ウ ルフ ジェ フリ ー 送 ほん の わずか だ け 移動 

※ 重 量 級 に は 散弾 撃 (@@⑥⑥@) ま で か 掌 脚 (⑥@⑥⑯) し か 入ら な い 。 


弧 延 沙 一 


] 弧 延 落 で 投げ る 
コマ ンド : る @⑥ 


2 相手 は 弾道 の 頂点 。 
カゲ は 起き 上 が る 途中 
コマ ンド : 


技 の 説明 で も 触れ た が 、 弧 延 落 で 投げ 飛ば し た 
後 は 、 ほとん どの 打撃 技 や コン ビ ネ ー シ ョ ン で の 
追撃 が 可能 だ 。 と な る と 、 いく つか の 技 を 組み 合 
わせ る こと で 、 より 多く の ダメ ー ジ を 与え 、 な お 
か つ 遠 く へ 運 点 連係 を 編み 出す こと が で きる 。 現 
時 点 で 最も 有効 と され る 連係 は 、 浮 身 膝 蹴り 
( 財 必 ⑥) か ら の 踏み 込み 散弾 裏 蹴り ( 史 @⑥⑥⑥) 

空中 5 段 攻撃 。 単純 計算 で も 総合 ダメ ー ジ は 
100。 し か も 、 弧 延 落 か ら の 連係 の 中 で は 相手 を 
最も 遠く まで 運べ る た め 、 リン グ ア ウ ト が 容易 に 
狙え る 。 た だ し 、 アキ ラ と ジャ ッ キ ー が 相手 の 場 
合 、 軸 足 が 逆 の 状態 か ら 弧 延 落 で 投げ な いと 、 散 
弾 裏 蹴り まで は 入ら な い 。 さら に ウル フ 、 ジェ フ 
リー に 至っ て は 軸 足 逆 で 投げ て 浮 身 膝 蹴 り を 当 
て て も 、 入る の は 散弾 撃 (@⑥⑥) か が 烈 掌 脚 (⑥@⑥) 
止ま り で ある 。 その 代わ り 、 後述 する よう な 重量 
級 の み に 入 る 空中 コン ボ が 存在 する 。 それ ぞ れ を 
キャ ラク ター ご と に 使い 分 け よ う 。 


し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド (@ 殺 ) 
ー 浮 身 膝 蹴り ( ゆ ⑥) 一 ( 弾 拳 ( 較 @⑥⑨)) 
ー 散 弾 埋 蹴 り (6 ら @⑥) 
ウル フ 、 ジェ フリ ー 以 外 の キャ ラク ター すべ て 
に 入る 連係 。 さら に アキ ラ 、 ジャ ッ キ ー を 除け ば 、 
学 身 膝 蹴 り と 散弾 裏 蹴 り の 間 に 弾 拳 を 挟む こ と も 


浮 身 腔 蹴り 一 散弾 吾 蹴 り まで の 流れ 


3 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワ 


弧 延 落 か ら の 連係 


ュー ニー ーー 


ー ド で 少し だ け 移 動 プ た り に ヒッ ト さ せる 
コマ ンド : ゆ は や 四 コマ ンド :@⑯ 


可能 。 この 場合 、 レ バー を 前 方 向 へ 入れ た まま @、 
@⑥ の 順 で ボタ ン を 入れ る と 、 コマ ンド 入力 キャ ン 
セル が か か る た め に や りや すい 。 相手 に よっ て 、 
し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド の 移動 する 距離 が 微 
妙 に 異な る の で 、 添付 の 表 を 参考 に し て ほし い 。 


し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド ( せ 殺 ) 
ー 浮 身 膝 蹴 り ( 必 ⑥) 一 幻 葉 (G⑯+⑧) 
ー 中 沙 と し ( ぐ ⑥) 

ウル フ 、 ジ ェ フ リー の み 対 し て 、 軸 足 に 関係 な く 
入る 連係 だ 。 浮 身 膝 蹴り を ヒッ ト さ せ 、 地 面 へ 落 
ち て バウ ンド し た 相手 に 幻 葉 を 叩き 込み 、 さ ら に 
串 落 と し で と ど め を 刺す 。 これ を 当て る 場合 、 し 
ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド で 思い きり 前 へ 踏み 込 
お こと が ポイ ント と な る 。 踏み 込み が 足り な いと 
幻 葉 が 当たら ず 、45 も の ダメ ー ジ を 逃す 結果 と な 
る か が ら だ 。 


し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド ( 避 必殺 ) 
つ 浮 身 膝 蹴 り ( 必 ⑮) 
ーー 散弾 撃 (@@⑥@⑥) or 烈 掌 脚 (6@⑥@) 
これ も 上 記 の 連係 と 同じ ウツ ルフ 、 ジ ェ フ リー に 
対す る 連係 で ある 。 た だ し 、 弧 延 落 で 授 げ る 時 に 
は 軸 足 が 逆 に な っ て いる 必要 が あり 、 さら に し ゃ 
が み ク イッ ク フ ォ ワー ド を 移動 する か し な いか ぐ 


5 意地 直前 、 


ー ン 


蹴り を 入れ る ブ 


6 散弾 裏 


向 へ 入れ た まま コマ ンド :@⑥@⑥@⑥⑥ 
コマ ンド : 傘 


らい の 微妙 な 距離 に 調整 する 必要 が ある 。 これ ほ 
ど 難 しく て も 、 最後 に 烈 堂 脚 し か 入ら な い の だ か 
ら 、 あま り 狙 わな いい 方 が いい の か も し れ な い 。 


クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド ( ゆ ウ ゆ ) 
ー 落 刃 返り ( コ G@⑥) or 陽 刃 返り ( コ G⑥+†⑥) 
ーー 散弾 裏 蹴り (⑥⑥⑥⑥) 
弧 延 落 で 投げ た カゲ が 起き 上 が り 、 中 腰 ぐ らい 
の 姿勢 に な っ た ら ク イッ ク フ ォ ワー ド を 先行 入力 
し て お く と や りや すい 。 軽量 級 、 重量 級 を 問わ ず 
入る の で 、 確実 に 遠く へ 運び た い 時 に は 、 この 連 
係 が いい だ ろう 。 


クイ ッ ク バ ッ ク (@ や ) 
ー 直 龍 飛 翔 脚 ( ゆ 必 ⑤@+⑯+†⑥) 

この 連作 の 雷 龍 飛翔 脚 は 、 空中 で は な く 相 手 が 
落ち た 後に 当て る と ころ が ポイ ント 。 その た め に 
は 、 史 延 落 の 便 化 が 終了 する 寸前 に クイ ッ ク バ ッ 
ク を 先行 入力 し て お き 、 通常 移動 距離 の 半分 ぐら 
いま で 下がっ た と ころ で 埋 表 ー 飛 翔 脚 の コマ ンド を 
入力 する 。 弧 延 落 が カウ ンタ ー 投 げに な っ て いる 
な ら 、 総 ダメ ー ジ は 電 龍 飛翔 脚 と 合わ せ て 90。 見 
た 目 も 派手 で ダメ ー ジ も 大 きい が 、 連係 の 後 は 相 
手 に 育 中 を 見 せ た 状態 で 立ち 上 が る の で 、 確実 に 
K0 へ 持ち 込ま ね ば な ら な い 。 
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起き 上 が り 攻 撃 各種 


カゲ の 起き 上 が り 攻 撃 は 全部 で 9 種類 。 フ ェ イ ント 的 効果 が 高い 風車 
蹴り や 回 転 躍 落 と し 、 起き 上 が り に 攻撃 を 重ね られ に くい 裏 葉 播 り 蹴 
りな ど が 使い 勝手 の いい 技 に 挙げ ほら れる だ ろう 。 た だ し 全体 的 に リー 
チ が 短く 、 モー ショ ン も 大 きい た め 反 応 が 速い 相手 に は 避け られ て し 
まう 。 ガー ド さ せ た 場 合 も 硬直 時 間 の 関係 上 、 起 キ 上 が り 攻 撃 を 仕掛 
けた 側が 不利 に な る 技 も ある の で 注意 が 必要 で ある 。 

さて 、 カゲ の 起き 上 が り に 関し て は 特筆 すべ さき 事実 が あめ る 。 そ れ は 、 
敵 足 方 向 仰 向け か ら の 後 転 起 ぎ 、 お よび 敵 頭 方 向 仰向け か ら の 前 転 
起き が 、 それ ぞ れ 通常 の 前 転 (@ 必 せる ウ )、 後 転 ( る せ 必 の ) と 同 
様 の 性 質 を 持つ と いう こと で ある 。 つ まり 、 前 後 転 起 キ 上 が り 中 に 続 
け て コマ ンド を 入力 する こと で 、 連 続 前 転 (回 転 後 あら せ る 必 )、 前 転 
( 後 転 ) か ら の 埋 龍 飛翔 脚 ( 回 転 後 つ 2 せる る 必 @⑥@+⑥+†⑥)、 針 虹 弾 (前 ・ 
後 転 を 3 回 以上 入力 ) な ど を 出す こと が 可能 な の だ 。 だ が 、 メ リッ ト ば 
か り で は な い 。 敵 頭 方 向 仰向け の 姿勢 か ら 前 転 上 段 就 り 起 き を 出し た 
い 時 に 、 @⑯ ボ タン を ] 回 し か 押さ な いで いる と 、 相手 に 背中 を 向け た 状 
態 で 回 転地 摺り 脚 (G 必 せる る 必 ⑮⑯) を 出し て し まう と いう 大 き な 欠 点 
も 存在 する 。 前 転 起 キ 上 が り 中 に @ ボ タン を 連打 する こと で この 人 欠点 
は 解消 で きる の で 、 この 特性 は 絶対 に 忘れ な いよ うに 。 さも な いと 、 い 
ざと 言う 時 に 大 き な ピ ンチ を 迎え る こと に な る だ ろう 。 


起き 上 が り 攻 撃 表 

その 場 起き 本 
敵 足 方 向 竜巻 蹴り KID… 34・8 16 
仰向け 竜巻 摺り 蹴り KK⑯… 32・8 18 
敵 足 方 向 風車 蹴り EKD… 29・8 43 
うつ 伏せ ry | 裏 葉 摺り 蹴り 25:1 24 
敵 頭 方 向 葉 断 脚 いい EE 34・4 20 
仰向け 裏 竜 巻 握り 蹴り (KO… 32・6 20 
敵 頭 方 向 風車 中 り 。 ime 3.4 2 
うつ 伏せ 裏 葉 描 り 蹴 り あめ ⑯(R-… 29・6 35 

横転 起き 
敵 足 方 向 竜巻 蹴り OR 区 … 20:16 24 
仰向け 竜巻 皇 り 蹴り 。 KG… 15・10 15 
敵 足 方 向 裏 竜巻 蹴り KO… 24.12 24 
うつ 伏せ 裏 竜巻 捕り 蹴り RSR… 15・10 15 
敵 頭 方 向 葉 断 肢 KK)… の 9 
仰向け 裏 畜 巻 描 り 蹴り ず K… 15・10 15 
敵 頭 方 向 葉 断 脚 KK) … 80 人 <) 
うつ 伏せ 竜巻 捕り 蹴り OO… 15・10 15 


前 ・ 後 転 起 キ 方 向 (相手 が いな い 方 向 ) に レバ パー 入力 


敵 足 方 向 回 転 路 落 と し や … 24・4 22 
仰向け 竜巻 摺り 蹴り IE… 177 26 
英 足 方 向 龍 舌 忠 り 。 mm 17.5 33 
うつ 伏せ 地 播 り 掃 脚 ず 臣 … 17・4 32 
敵 頭 方 向 龍 舌 蹴り RE … 19・5 31 
仰向け 地 摺り 掃 脚 人 … 19・4 32 
敵 頭 方 向 内 Ge 回 転 路 落 と し OO… 24・4 22 
うつ 伏せ 竜巻 摺り 蹴り RW ペ R… 777 26 


就 り 中 段 攻 撃 導 5 


その 場 起 ぎ 英 定 方 向 ・ 仰 回 け 時 包 ( 愉 区 
横転 起き 英 定 方 向 仰向け 時 、 村 転 中 (KK) 民 …・ 
前 ・ 後 転 起き 一 


裏 竜巻 蹴り 中 段 攻撃 部 埋 
その 場 起 き 一 
横転 起き 敵 足 方 向 ・ う つ 伏せ 時 横転 中 / 愉 ( 民 …・ 


た つま き す 


竜巻 摺り 蹴り 下段 攻撃 引 


その 場 起き 殿 定 方 向 ・ 仰 向け 時 


_ 英 足 方 向 ・ 仰 向け 、 「 「 
横転 起き 頭 方 向 ・ う つ 伏 せ 時 横転 中 ( 贅 (( 吾 )…・ 
ーー 英 足 方 向 ・ 仰 向け 、 ーー 
前 ・ 後 転 起き 敵 頭 方 向 . う つ 伏 せ 時 後 転 中 ( 政 ' 政 ( 政 )‥・ 


すま (KK( 民 ( 民 )・・ 


_ 風車 中 り 中 段 攻撃 音 


ロ 敵 足 方 向 ・ う つ 伏 せ 、 っ っ 
その 提起 さ 義 頭 方 向 ・ う つ 伏 せ 時 WW9… 
横転 起 キ 一 


前 * 後 転 起き 一 


うら は す 


裏 葉 播 り 蹴り 下段 攻撃 庄 


その 場 起き 敵 定 方 向う つ 伏せ は 、 ( ず ペ 人 K)… 
英 頭 方向 ・ う つ 伏 せ 時 
横転 起き 。 


前 ・ 後 転 起き 


よう だ ん きゃ く 


肢 中 段 攻撃 強 


その 場 起き 敵 頭 方 向 仰 向け 時  ⑱)⑯… 


- 敵 頭 方 向 ・ 仰 向け 、 
横転 起き 和 古 方 向 - う つ 伏せ 時 便 転 中 WO… 


前 ・ 後 転 起 き 一 


うら た つま き す 


裏 竜巻 所 り 蹴り 下段 攻撃 強 


その 場 起き 敵 頭 方 向 . 仰 向け 時  ⑨⑯W ペ )W… 

_ 敵 足 方 向 ・ う つ 伏せ 、 ー 
横転 起き 向台 方 向 . 仰 向け 時 信 寺 中 < め ⑯/@OD 
前 ・ 後 転 起 き 一 


か いて ん か か と お 


、 回転 躍 落と し 中 段 攻 撃 尊 


その 場 起 ぎ 一 
横転 起き pn 


oe 英 足 方 向 . 仰 向け 、 ん 。。 加 
前 ・ 後 転 起き 益 箱 坊 向 . う つ 伏 せ 時 後 転 中 W)(R)() 


崩 舌 蹴り 中 段 攻撃 剖 電 


その 場 起き 一 
横転 起き 5 


前 ・ 後 転 英 中 方 向 ・ う つ 伏 せ 、。 
前 ・ 後 転 起き 疫 頭 方 向 ・ 仰 向け 時 前 転 中 (KK) 


そ うき ぎゃく 


_ 地 所 り 掃 脚 中 段 攻撃 導電 


その 場 起き 一 
横転 起き 軸 


。。 /。。、。 敵 足 方 向う つ 伏せ 、 。。 明 
前 ・ 後 転 起 き 疫 頭 方 向 ・ 仰 向け 時 前 転 中 ( 王 ( 民 )() 
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思 ら 


204 


よう に 攻撃 し て いく の が 彼 ? 


- する と いう こと は 、 あ と 2 発 


女性 と いう 性 で あり な が ら 、 極限 に まで 鍛え 上 上 げた ボディ 。 そ 

の 中 で も 、 彼女 の 脚 か ら 繰り 出 きれ る 蹴り 技 の 数 々 は 、 重 量 
級 キャ ラ た ちの それ より も 重く 激しい 。 彼女 と 同化 し た い の な 
ら ば 、 彼 女 自身 の スピ ー ド に つい て いけ る よう に な っ た 方 が い 


1 8 2 中 り 技 の 多 
ー ド され き と 非 常に 危険 で ある 。 だ 


か ら と いっ て 、 相手 の 攻撃 を 丹 ら こそ こ か ら 攻め て いく の は サ 
ラ の 闘い 方 で は な い 。 相手 共 炎 の 技 を 出す 前 に 、 叩き 込む 
= 『 戦 スタ イル で は な か っ た か ? 
催 か に 腕 は リー チ が 短い 。 U 坦 し 、 そ こ か ら 出る パン チ が ヒッ ト 
ハン チ と サマ ー ソ ルト 入力 で コン 
ボ ・ サ マー ソル ト に な る こと を 忘れ て は いけ な いと 思う 。 スキ 
あら ば ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク や サマ ー ソ ルト キッ ク な ど 、 大 ダメージ 
を 与え られ る 脚 技 を 使う の も いい し 、 素 速 い ク イッ 移動 を 利 
用 し て 投げ て し まっ で も いい 。 こ ん な に 速く 動け る 彼女 を 待た 


せ て は いけ な い 。 だ っ て 、 彼女 は あの サラ な の だ か ら 。 


全て の 愛 を あの 女 ( ひ と ) へ 707。 7995 池袋 サラ 


7ex7 の 77 の 2 の 7 の 77727776 (7 を e が 4772 Sg が) 
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SARAH (サラ . ブ ライ アン ト ) 


OOPO 一 


60 
61 
6 ど 


技 


名 


@ 基 本 攻撃 
スト レー トリ ー ド 


スク ァ ト スト レー ト 
ヴァ ー デ ティ カル フック: キッ ク 


ロー キッ ク 
ミド ルキ ッ ク 
信 振 り 向 き 攻撃 


バッ ク ナ ッ クル ダーン 
ルッ クズ ピッ キッ ク ダーン 


ビス 
多 
あ 
補 
タ 
安 


背後 攻撃 
ー ン ナッ クル 


・ ナ ッ ク ル (B) 


・ ロ ー ス トレ ー ト 


ンク 


・ パ バッ クス ピン キッ ク 
* ラ イジ ング キッ ク 
・ ロ ー ス ピン キッ ク 
ター ン ロース ピン キッ ク (B) 


信 ダ ウン 攻撃 


ザ サッ カー ボー ルキ ッ ク 
ジル ン ビ ン クー スク ンタ 
ハイ ジャ ンプ ニー スタ ンプ 


@ 小 ジャ ンプ 攻撃 
エル ボー 

ステ ッ プ スト レー ト 
ピン キッ の 


ステ デップ ラウ ンド キッ ク 


トル ネー ドキ ッ ク 


ステ ッ プ フッ クキ ッ ク 
ステ ッ プ ビー ルキ ギ キック 


@ 大 ジャ ンプ 攻撃 


ジャ ン ピ ッ グ ・ フック ナッ タル 


ジャ ンプ キッ ク 
ドラ ゴン キッ ク 
ミド ルキ ッ ク 
ヒー ルキ ッ ク 


ジャ ンプ ・ オ ー バ ー・ キ ッ ク 


人 @ 回 有 の 技 
ライ ジン グ エ ル ポー 


ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト 
スナ ッ プ バッ ク ナ ッ クル 


スウ エー スマ ッシュ 
ダブ ルキ ッ ク 
スム ピン ター ツキ ツク 


eo 


ダブ ルス ピン キッ ク 

サマ ー ソ ルト キッ ク 
年 2 デイ ブギ のり グ 

ジャ ッ ク ナ イフ キッ クサ イド 


デー 寺 ッ クタ 


ダル メデ ッ ヴ ニー 
ポジ ジン ジーー 
ダッ シュ ニー 


イリ ュー ジョ ン キ ッ ク 


ミラ ー ジ ュ キ ッ ク 
ベビ ニング キッ ク 
レッ グ ス ラ イサ ー 
サイ ド フ ッ ク キ ッ ク 
パン チハル ハイキック 


ハイ キッ クス トレ ー ト 


バン チ サ イ ドキ ッ ク 
ジ ヤ セブ 、。 え トレ ー ド 


ダブ ルパン チ ス ナッ プ キ ッ ク 
フラ ッシュ ピス トン パン チ (A) 
フラ w シ ュ ピ スト ン パ ッ ンチ デ ( 皮 
ワッ ウッ ショ ピス トド トシ パ バング (50 
コン ポラ イジ ング ニー 

コン ポ - サ マー ソル トド 

コン ポ ボ ・ サ マー ソル ト GB) 

コン ボ ・ ラ イジ ング キッ ク 
コン ポ ・ ラ イジ ング キッ ク (O) 


人 @ 投 げ 技 


フロ ジ シト スー プレ ックス 


ネッ ク ブ リー カー 
バッ ク ド ロ ッ プ 


コマ ンド 


2 ⑤@( 馬 ⑥) 
ひ @ 

⑯ 

ぐ ⑥⑮ 

⑥⑯ 

ひ @⑥ 

す ⑤ 


S⑥⑯ 
合 @ 
信 ⑤ 


⑥( 上 昇 中 ) 
@( 下 降 中 ) 
全 @⑯ 

(2 

@⑯+@⑨ 
⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 下 降 中 ) 


ゅ @⑤( 上 昇 中 ) 
⑯( 同 時 ) 

ゅ ⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 上 昇 中 ) 
@( 下 降 中 ) 
ゃ ⑥( 上 昇 中 ) 


ゅ @ 

> @⑥⑯ 
S⑥ 

ゆ @⑥ 

ぐ ⑮ 

す G⑥ 
すぐ ⑯⑨ 
す G⑯⑯ 
⑯ 

@⑥ 

ひ ⑯⑤ 
ゅ ⑥⑯ 

ゆ ⑯@⑯ 
すら ⑯ 

ゅ ゆ ⑥⑯ 
S⑯⑯ 
SI⑯⑯⑯ 
⑯ 十 ⑥ 

ひ ⑯ 十 ⑨ 
2 ⑯ 十 ⑥ 
⑤⑥⑯⑥ 

⑯⑥ 

⑤⑥ ひ @⑥ 
⑥⑤@⑥ 
⑤⑥⑥⑯⑥ 
⑥⑥@⑥ 
⑤⑥⑥⑤⑥ 避 ()⑥ 
⑥@⑥ 合 @ 
⑤⑥⑤⑥⑥⑥⑯ 
⑥⑥@⑥ 尺 (6)⑯ 
⑤⑥⑤ 避 (@)⑤⑯ 
⑥⑥@ 合 ⑥ 
⑤⑥⑥⑤⑥ 人 全 ⑥⑥ 


( 近 )⑥+⑥ 
( 近 ) ゆ ゅ @ 
( 疎 )6+@ 


入力 受付 時 間 


ぐ 16@6@⑥ 
e ぐ 16@6@⑥ 


S6⑥⑯ 


ゅ 6@⑥ 
6631⑥⑯ 
(%) SQ@ 

ウ 26@ 

ぐ 6⑤ 
(%) や 6⑥ 
(%)G6@12@ 
(%)G6@⑯19@ 


6⑥⑯ 

ひ 6@⑯23⑥⑯ 
> 6⑯ 

> 6616S@⑥⑯ 
(pp6⑥ 

> 16 ゆ 6@ 
S⑯24⑥ 


S⑯24⑯81⑥⑯ 


⑤⑥18⑥⑯ 
⑯15@⑥ 
⑤⑥19 ひ @ 
⑥198@⑥ 
⑤⑥18⑥81@ 
⑥19@ ら 1@ 


⑤⑥18⑥81K(@)⑥ 
⑥19@⑥ ら 1 合 @ 
⑤⑥19⑥21⑥26⑥ 
⑥19@⑥21@26(@)⑯ 
⑤⑥19⑥81 5(@)⑥26⑥ 
⑥19@ ら 61@26 合 ⑯ 
⑤⑥18⑥81 介 @⑥21@ 


> 16 ゅ 6@ 


攻撃 属性 


上 段 
下段 
上 段 
下段 
中 段 


上 段 
上 段 


上 段 
上 段 
下段 
上 段 
上 自 
上 段 
下段 
下段 


ダウ ウッ 
ダウ 
ダウ ン 


空中 
空中 
空中 
空中 
空中 
空中 
中 段 


空中 
空中 
空中 
空中 
空中 
空中 


中 眉 
中 中 2 段 
上 段 

上 段 

上 段 

上 上段 

移動 

ギド 上 2 自 
中 自 

中 段 
中 中 2 段 
中 段 
中 空 2 自 
空中 

中 自 
中 上 2 段 
中 上 上 3 段 
中 段 

下段 

中 段 
上 上 2 自 
上 上 @ 自 
上 中 2 段 
旧 貞 る 農 
上 上 上 3 段 
上 上 上 き 自 
上 上 上 3 段 
上 上 上 3 段 
上 上 上 空 4 自 
上 上 上 中 4 段 
上 上 上 中 4 自 
上 上 上 空 4 段 
上 上 上 空 4 段 


上 段 投 げ 
上 段 投 げ 
上 下段 投げ 


0 一 50 


30 

19+ ら 0 
18+20+ ら 1 
50 一 30 
0 

ど 0 

10+30 
30+8 
10+18 
10+10 
10+10+30 
10+10+10 
10+10+10 
10+10+10 


10+10+10+40 
10+10+10+30 
10+10+10+30 
10+10+10+30 
10+10+10+30 


発生 ・ 持 続 


8- ら 

10-8 
1 ら -4 
16-@ 
1 ど -9 


13-3 
19-3 


9-3 
14- ら 
に 
1 ら - ら 
16-3 
19-4 
14-7 
14-8 


18-3 
3d- ら 
48-5 


45-6 
51-4 
ら 0-3 
ら 8- ら 
ら 8- 人 4 
35- ら 
50- 人 4 


3-8 
17-5 
79-5 
10-4 
77-4 
81-4 


1 1-8 
11-2/14-4 
らら - ら 

ど 1- ら 
13-1/5-1 

1 ら -9 
13-3/19-3 
10-4 

13-9 
13-3/18-3 
15- ら 
15-2/50-6 
14-6 

13-5 

1 ら -3/ 10- ど 


18-G/10-2/18-8 


ら ど - の 

18-8 

15-3 
8-2/1 ら -3 

1 ら -4/ ら ど - ど 
8-2/ 1 ら -3 
8-2/9- ら 


8-2/9-2/ 1 4-8 
8- ら /9-2/ 1 1-8 


8-2/9- ら /9-8 
8-2/9-2/8- ら 


便 化 


10 
8 

ご 
らら 
38 


14 
己 ア 


1 

3 人 4 
らら 
30 
1 

33 
19 
ら 5 


48 
70(44) 
70(44) 


ら 4 
ら 0 
18 
ら 3 
ら 8 
18 
18 


43 
68 
43 


10 
43 


19 
28 
18 


18 
42(48) 
30 
d1 
ら 9 
58 
40 
36 
36 
きら 
ら 6 
36 
だ 。 
ら 9 
1g 
1 
11 
ら 8 
14 
16 
ま 紀 


8-2/9-8/11-8/14-6 40 


8-2/9-6/11-2/10-4 
8-2/9-2/9-8/10-4 
8-2/9-2/1 1-6/15-5 
8-2/9-2/8-2/15-5 


46(48) 
46(48) 
50 
50 


11 ら 
1 
81 


※ 便 化 時 間 の カッ コ 付き 数 字 に つい て … ダ ウン 攻撃 : カ ッ コ 内 は 攻撃 失敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 サマ ー ソ ルト キッ ク 、 コ ン ボ サザ サマー ソル ト : 空振り し た 時 の 便 化 時 間 を 表わす 。 


上 K 
: 自 才 


中 P、 


PP。 


JE 


: 形 代 。 
正 終 。 


上 K、 


K 
中 K、 


外 下 

KK。 
区 。 
下 選 。 
中 K、 
上 及 。 
正 民 。 
紫 紀 。 
尼 P 
旧 料 。 


外 上 
外 上 
外 上 
外 中 
外 上 
外 上 
外 上 
外 上 
外 上 


備考 


@⑥1/ ら 


軸 


ダウ ン 、 軸 
ダウ アン 


軸 
軸 
軸 
軸 


ダン 
ウッ 
ダウ ン 、 軸 


⑥3/4 


@1/ ら 8 


@⑥3/4、 ダ ウン 、 デ 


軸 
軸 


ーー 


ディ 


⑥ 1/ ら 、 
@⑥3/4 
⑥3/4、 
@3/4、 


軸 


@⑥3/4、 ダ ウン 、 


ディ 
ダウ ン 、 デ ィ 


@⑥3/4、 ダ ウン 


@⑥3/4、 ダ ウン 


ディ 

デイ 

ディ 、@3/4 
ディ 

ディ 

デイ 

ディ 

ディ 
ディ 、 軸 


⑨1/ ら 、 ダ ウン 、 
ゆめ 1/E、 ダ ウン 、 


ディ 、 軸 
ディ 、 軸 


自 ダ ウン 
和 目 ダ ウン 


ディ 、 軸 


軸 


ディ 
Pa と 


スト レー ト ・ リ ー ド ⑤ 上 段 攻撃 


試合 開始 直後 や 、 起 キ 上 が り の 直後 に 出す と 効果 的 だ 。 この 技 の も っ と も 優れ 10 3 
た 点 は 、8 フ レー ム と いう 攻撃 力 発生 時 間 の 速 べ に ある 。 技 の 問 合 い が 短 い の 
が 難点 だ が 、 叶 @⑥ と 入力 すれ ば 、 踏み 込 お よう に し て この 技 が 出る の で 、 若 干 8 
だ が リー チ が 補 わ れる 。 また 、 ⑥+@ と 入力 し た 場合 、 投 げ 技 が 成立 し な い 条 件 
下 で は この 技 が 出る 。 この 場合 、 踏み 込ま な いと いう 欠点 は ある が 、 上 段 パ ン 10 | 
チ と フロ ント スー プレ ックス の 自動 二 択 に な る た め 、 実戦 で は 有効 だ 。 
⑨ 
16 


S ⑨ 
&M 14 18 13 
@⑱25 7 22 


2. スク ァ ト ・ ス トレ ー ト ぐ ざ (。 )。⑳)) 下段 攻撃 


スト レー トリ ー ド (⑥) と 同じ く 、 相手 の 技 を 止め る 時 に 役立っ て くれ る 。 相手 が 接近 
し て いる 時 は 、 せ @+⑥@ と 入力 し て フロ ント スー プレ ックス と の 自動 二 択 を 狙う 方 が 、 


より 堅実 な 闘い 方 と 言え よう 。 相手 が この 技 に 反応 し て 、 し ゃ が み ガ ー ド し て きた り 下 紀 辱 言 

段 攻 撃 を 仕掛 け こ て きた な ら 、 ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク ( ひ @) や サマ ー ソ ルト キッ ク (K⑥) ー 

の チャ ンス だ 。 か な り の 確率 で 相手 の 鼻 面 に ヒッ ト す る だ ろう 。 また 、 ス ク ァ ト ・ ス ト 18 | 

レー ト が カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ ば 、 パ ンチ ハイ キッ ク (@⑥@⑯) や コン ボ ・ サ マー ソル ト 

(@⑥@⑥@⑥ S@⑥) が 確実 に 入る 。 た だ し 、 技 の リー チ が 短い の で 、 うか つ に 乱発 する と 間 違 S ぐ ⑲⑨ ⑨ 

いな く 相 手 の 中 段 攻 撃 を 食らう こと に な る だ ろう 。 ⑧⑳ 14 19 13 
8925 17 22 


_3. ヴァ ー テ ィ カル フック ・ キ ッ ク (GO 上 邊 攻撃 


E 303 上 段 キッ ク 。 "フッ ク ・ キ ッ ク " と いう 名 前 の 通り 、 側 方 か ら の モー ショ ン 
で キッ ク を 出す た め 、 こち ら の 足 に 相手 の 技 が 当たっ て この 技 が 打ち 負 
《6 記 等 ける . と いう こと は ほとん ど な い 。 この 性 質 を 利用 し て 、 ヴァー ティカ 
ル ・ フ ッ ク - キ ッ ク が ぎり ぎり 届く 問 合 い で この 技 を 出す と 、 相手 が 先 に 
221 技 を 出し て いて も 、 多 く の 場 合 は こち ら の キッ ク が カウ ンタ ー で ヒッ ト 
する 。 試合 開始 直後 に は 、 相手 は パン チ な どの 正面 へ の 打撃 技 を 出し て く 

に (0 。 る こと も 多い の で 、 い き な り この 技 を 出す と 有効 で ある 。 
KM - 22 
5- - 32 


4. ロー キッ ク ((。②⑫)) 下段 攻撃 


チョ ン と 当て る よう な 感じ で 下段 キッ ク を 出す 。 スク ァ ト ・ ス トレ ー ト (%@) よ 
り も 間合い が 広く 、 より 効率 よく 相手 の 技 を 止め る こと が 可能 だ 。 逆 に 、 正攻法 
で 闘っ て いる と ころ に 連発 され る と 非常 に 嫌 な 技 で も ある 。 し ゃ が ん だ 状態 か 人 【 起 言 
ら よ り も 、 ほら @ と 入力 し て 出し た 方 が 断然 速く 、 ミ ス も 少な い 。 ロー キッ ク の 直 
後に は 、 ジ ャ ッ ク ナ イフ キッ クサ イド ( ひ @⑥@) や サマ ー ソ ルト キッ ク (S@) が 221 
狙い 目 だ 。 対戦 が より シビ ア に な っ た 『VF2」 で は 、 と ど め の 一 撃 に は この ロー 

キッ ク を 使う と いい 。 ちな み に 、 一 見 早 そ うな 技 の モー ショ ン だ が 、 実 は ヴァ ー ⑨ 
テイ カル ・ フ ッ ク - キ ッ ク よ り も 攻撃 力 発生 時 間 が 4 フレ ー ム 遅い 。 至近 距離 な ら 6 引 脱 
スク ァ ト ・ ス トレ ー ト の 方 が 無難 だ 。 @ 2 


5. ミド ルキ ッ ク ③⑧⑧⑱) 中 段 攻 撃 


は っ きり 言っ て 、 使い どこ ろ の 難し い 中 段 キ ッ ク 。 と 言う の は 、 単 
体 で の 技 の 性 能 が 非常 に 中 途 半 端 だ か ら だ 。 し ゃ が ん で いる 相手 に 
ヒッ ト さ せれ ば 、 一 応 は よろ めか せる こと は で きる の だ が 、 便 化 時 
間 が 長い た め 、 ボー ッ と し て いる 相手 以外 に は 、 まず 技 は 入ら な い 。 
ライ ジン グ エ ル ボー( ゆ ゅ @⑥@) を 使う 方 が は る か に いい 。 ダメ ー ジ 面 で 
も 、 イリュージョン キッ ク ( ぐ &@⑯@⑯) や ミラ ー ジ ュ キ ッ ク (る ぐ ⑯⑯④⑤) 
を 出し た 方 が 、 硬化 時 間 か ら 見 て も メリ ッ ト が 多い 。 も し 、 間違っ 
て この 技 が 出 て 、 ガ ー ド され て し まっ た ら 、 相手 が 何 も 仕 掛け て こ 
な いこ と を 祈る の み だ 。 使用 頻度 は 極め て 低い が 、 相手 の 体力 が あ 
と 少し と いう 時 に は 、 下段 攻撃 の レッ グ ス ラ イサ ー( ひ @⑥+@⑨) と 中 
段 の ミド ルキ ッ ク で 二 択 を 迫る 、 と いう 戦法 が ある に は ある 。 


207/ 


200 


6. バッ ク ナ ッ クル ・ タ ー ン ぐ ぐ ⑨⑤⑧ [@③⑤]| 上 段 攻撃 
振り 向き つつ 、 裏 拳 を 出す 。 攻撃 の モー ショ ン が 終わ る と 、 相手 14 3 
(13 記 


に 背 を 向け た 状態 に な る 。 ダメ ー ジ を 与え る より も 、 サラ の 最も 
得意 と する 背後 攻撃 の きっ か け と し て 使わ れる 場合 が 多い 。 特 
に 接近 戦 に お いて は 、 上 段 パ ンチ の 代わ り に いき な りこ の 技 を 


出し て 、 続 け ざ ま に タ ー ン ・ ロ ー ス ピン キッ ク ( ひ @) と パン チ サ 14 

イド キッ ク (⑤ ひ @) と いう 、 下段 と 中 段 の 二 択 攻撃 を 繰り 返す と 、 

相手 は か な り ひ る むだ ろう 。 IN 旦 C 刻 G 
⑱14 22 15 
9 28 22 25 


体 を 反 回 転 さ せな が ら 、 飛 び 後 ろ 回 し 蹴り を 出す 。 E 30 3 
ウル フ の ロー リン グ ソ バッ ト ( 必 ⑯⑥+⑨) や 朋 電 の 単 

飛 跳 撃 (⑥+@⑥) と 同様 に 、 相手 の 下段 攻撃 を か わせ る 9 
の が 特長 。 技 を 出し た 後 は 、 相手 に 背中 を 向け る 体 デ 
替 に な る 。 バッ ク ナ ッ クル ・ タ ー ン (る @ @⑥) と 同じ よ 7/ 
うな 連係 が 出せ る が 、 硬化 時 間 が 長い た め に 相手 に 


攻撃 の チャ ンス を 与え る こと に な る 。 リー チ の 長 さ ぐ ⑨ 
も 、 この 短所 で 相殺 され て し まう 。 5 


8. ター ン ・ ナ ッ ク ル  ⑤)(。( ず ))。(⑫p) ) ョ 入力 時 の みぎ 3 き 有 
上 段 攻 撃 


後ろ 向き の 体勢 か ら 、 振り 向き つつ 裏 拳 を 出す 。 硬化 時 間 が 31 フ レー ム ( し ゃ が 703 
み 状 態 か ら 出し た 場合 は 34 フ レー ム ) と 非常 に 長い た め 、 この 技 を 単発 で 出す 
こと は まず な い 。 だ が 、 この 技 を パン チ サ イ ドキ ッ ク (⑥\⑥⑯) や コン ボ ・ サ マー 「9 14 層 明 
ソル ト (@⑥@@⑥⑥) な ど 、 最初 に パン チ を 出す コン ビ ピ ネ ーション 技 の 一 発 目 こ し 


て 使っ た 場合 、 タ ー ン ・ ナ ッ ク ル (⑥) の 硬化 時 間 が 省 か れ て 次 の 技 に つなが る の 31(3) 
だ 。 し か も 、 ヒッ ト さ せれ ば 相手 は 必ず ダウ ン す る 。 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 の コマ 

ンド を 入力 し て いれ ば 、 相 手 が 軸 に 浮い て いる 間 に 残 り の 技 が ヒッ ト す る こと ぐ ⑨ ぐ 
に な る の だ 。 ちな み に 、⑥+@ 入 力 で ター ン ・ ナ ッ ク ル を 出す こと は で き な い 。 WM こ 19 
相手 に 背 を 向け た まま 、 前 方 に パン チ を 出す だ け だ 。 @⑳ = > 29 


ター ン ・ ロ ー ス トレ ー ト ② ゆ や ) [②⑮] 下段 攻撃 


振り 向き ざま に 、 下段 へ ストレート を 繰り 
出す 。 同じ 下段 攻撃 属性 を 持つ ター ン ロー 
スピ ン キ ッ ク (V⑯) と 比べ る と 、 攻撃 力 発 
生 時 間 が 1 フレ ー ム 速い こと を 除け ば 、 これ 
と いっ た 利点 は 見 つか ら な い 。 特に こち ら 
を 使う 必要 は な い だ ろ う 。 


10. ター ン ・ キ ッ ク ) 上 段 攻撃 


上 段 へ の 後ろ 回 し 蹴り 。 ヴァ ー テ 
ィ カ ル ・ フ ッ ク ・ キ ッ ク (⑯) と 似 て 
いる が 、 こ ちら は ダメ ー ジ で 6 上 
回 る も の の 便 化 時 間 が 8 フレ ー ム 
長い 。 サラ の 痛 後 攻 撃 の 蹴り 技 の 
中 で は 、 攻撃 力 発 生ま で の 時 間 が 
最も 短く 、 と っ さ の 反撃 に は 役 立 
つ だ ろう 。 この こと は 、 頭 に 入れ 6 - 
て お いて 損 は な い 。 


11. ター ン ・ パ ックス ピン キッ ク ④⑱)[@.] 上 段 攻撃 内 


派手 に 飛び 上 が りな が ら 、 上 段 に 後ろ 回 し 蹴り を 出す 。 下段 攻撃 を 
か が わし つつ 繰り 出す キッ ク 、 と だ け 聞 く と 使い 勝手 が よさ そう だ が 、 
よく 考え て ほし い 。 下段 攻撃 を 行なう 相手 は 、 ほ と ん どの 場合 し ゃ 
が ん で いる 。 そこ へ 上 段 攻 撃 で ある この 技 を 出し た と ころ で 、 ヒッ 
ト す る わけ が な い 。 上 段 に 当たり 判定 が ある 下段 攻撃 を 持つ キャ ラ 
クタ ー も 確か に いる が 、 その 場合 で も 、 この 技 よ り も ター ン キッ ク 
(⑯) か 後述 の ター ン ・ ロ ー ス ピン キッ ク を 出す 方 が 賢明 だ ろう 。 た 
だ し 、 上段 攻 撃 に 対し て カウ ンタ ー を 狙う と いう の で あれ ば 、 この T) 
ター ン バッ クス ピン キッ ク で も 構わ な い の だ が 。 @ 


ター ン ・ ラ イジ ング キッ ク (上段 攻撃 


1 

KK し 3 

背後 に いる 相手 に 対し て 、 か か と で 顔面 を 蹴り 上 げ る 技 。 その モー ショ ン の た 

めか 、 技 を 食らっ た 方 は か な り の 屈辱 感 を 受け る 。 振り 向い た 直後 に この 技 を 

出す と 、 背 中 を 見 て 目 ご と く 近 づい て きた 相手 に ビッ ト す る こと が よく ある 。 5 情 圭 

だ が 、 硬化 時 間 が 長い た め 、 ガー ド さ れ た りす か され た りす る と 反撃 を 食らう ーー 

の は 必至 。 上 段 攻 撃 と いう こと も あり 、 多用 する 技 で は な い だ ろ う 。 33| 
S ⑲9⑯ ⑥ 


13. ター ン ・ ロ ー ス ピン キッ ク  )WR(。( ず ⑯) 
[②| 下段 攻撃 


サラ の 下段 攻撃 で は 唯一 頼れ る 強力 な 技 。 技 の モー ショ ン に 入れ ば 、 相手 の 上 
段 攻 撃 は も ちろ ん 、 中 段 攻撃 さえ も ヒッ ト す る こと は な い 。 リー チ が 長く 、 さ 
ら に 攻撃 力 発 生 時 間 と 便 化 時 間 の いずれ も が 短い た め 、 ガ ー ド させ て し まえ ば 
反撃 の 心配 も な い 。 た だ し 、 穫 ⑯ の 入力 で 出す と 、 便 化 時 間 が 6 フレ ー ム 長く な 
る の で 注意 し た い 。 ガー ド さ れ た 場合 で も 、 相手 は 間合い を 詰め よう と する こ 
と が 多い の で 、 間髪 入れ ず に パン チバ ハイ キッ ク (⑥⑥) を 出す と か な り の 確率 で 
ヒッ ト す る 。 この 連係 は 「 コ ン ボ 池袋 サラ 2」 と 呼ば れ 、 一 時 期 猛威 を 振る っ て 
いた 。 育 中 を 向け た 瞬間 に 、 相手 が 反射 的 に し ゃ が み ガ ー ド を 固め る よう に な 
つた ら 、 ターン ・ ナ ッ ク ル か ら の バ パンチ サイ ドキ ッ ク (⑥ せ ⑯⑭) に 切り 替え よう 。 
ヒッ ト す れ ば 相手 は よろ めく の で 、 さら に ダメ ー ジ を 奪う チャ ンス だ 。 
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_14。 サッ カー ボー ルキ ッ ク $⑬) [②⑨] ダウ ン 攻 撃 


ダウ ン し て いる 相手 を サッ カー ボー ル の よう に 蹴り 1 3 
飛ば す 技 。 息 の つ な が り も あっ て か 、 ジャッキ ー も 同 

じ 技 を 持っ て いる 。 レッ グ ス ラ イサ ー の よう に ダウ = 
ン 攻 撃 が 入り づら い 技 で 相手 が 倒れ た 時 や 、 ダ ウン 
し た 相手 の 体力 が 残り 僅か と いう 場合 に は 、 この 技 481 
で 確実 に ダメ ー ジ を 与え る よう に し た い 。 サラ の 場 

合 、 投げ 技 の 後に 人 @ ま た は 倉 @6 の ダウ ン 攻 撃 を 出 

し て も 、 対 CPU 戦 以 外 で は まず 入ら な い の だ 。 


75。 ジャ ン ピ ン グ ニ ー ス タン ブ プ  ④(⑧⑤ ダウ ン 攻 撃 


相手 に 向かっ て ジャ ンプ し 、 その まま 相手 の 上 に 乗る よう な 
形 で ヒザ を 落と す 。 相手 が 自分 の 後ろ に いて も お 構い な し に 、 
後ろ 向き で 飛ん で 行く 。 全 キ ャ ラク ター の ダウ ン 攻 撃 の 中 で 
も 最も 性 能 が 高く 、 失敗 する こと は 少な い 。 た だ 、 射程 距離 が 
や や 短め な の で 、 距離 が 開い て し まっ た 場合 に は 、 ダ ッシュ し 
て ダウ ン し た 相手 に 近づい て か ら こ の 技 を 出す よう に 。 


_16. ハイ ジャ ン ピ ン グ ニ ー ス タン プ (⑥) 
ダウ ン 攻 撃 


ジャ ン ピ ン グ ニ ー ス タン プ よ り も 高く 舞い 上 が る 分 、 40 3 
与え る ダメ ー ジ 量 も 大 きい 。 無理 さえ し な けれ ば 、 や 

は り 頼 れる 性 能 を 有 し て いる 。 ダウ ン 技 の 種類 や カ  W 詩 革 
ウン ター か どう か な ど に よっ て 、 どの ダウ ン 攻 撃 を 使 

うか を 瞬時 に 判断 で きる よう に 訓練 し た い 。 7()(⑭) 


ジャ ンプ し な が ら 相 手 の 脳 天 に 肘 を 入れ る 技 。 使い どこ ろ と 
し て は 、 や は り 相 手 の 起き 上 が り に 合わ せ て 出す の が 適切 だ が 、 
下段 攻撃 を 連発 し て くる 相手 に 出す と 、 攻撃 を か わし つつ し ゃ 5 : 
が ん で いる 相手 に ヒッ ト す る の で 、 意 外 な 効果 を 発揮 する 。 ギ 本 

リ ギ リ 当 た る か 当たら な いか の 間合い で 出す と 、 攻撃 持続 時 間 以 

の 長 さも 手伝っ て 結構 当たっ て くれ る が 、 反応 の いい 相手 だ と 

ジャ ンプ 中 に あっ さり 撃ち 落と され て し まう 。 運 良 く 、 相手 が S ⑨⑲⑯ 
反撃 せ ず に ガー ド し て くれ た な ら 、 す ぐさ ま 攻 撃 を 出す と カウ 6W 
ンタ ー を 狙い や すく な る 。 ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク ( ひ @) や コン @ 
ボ ・ サ マー ソル ト (⑥@⑥@⑥  ⑯⑥) な ど が お すす め だ 。 
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_18. ステ ッ プ スト レー ト >。> っ rs) 空中 攻撃 


小さ く ジ ャ ンプ し て 、 着 地 際 に 中 段 攻撃 属性 30 る 

を 持つ スト レー ト を 繰り 出す 。 エル ボー (上昇 

中 に @⑥) と 比べ る と 滞空 時 間 は 長い が 、 リー チ 全 尽 計 

が ある の で 問 合 い が 多少 離れ て いて も ヒッ ト コ 

する 。 入力 ミス で 小 ジ ャ ンプ し て し まっ た 時 員 

は 、 保険 と し て この 技 を 出し て お く の も 良い 

が 、 どちら か と いう と 硬化 時 間 の より 短い ス S ⑲⑨ ⑥⑨ 

テッ プ ヒ ー ル キッ ク ( 小 ジャ ンプ 下降 中 を 9 開 22 

使っ た 方 が 、 反 撃 を 受け る 可能 性 は 少な い 。 

9 - - 32 

ーーe 
ラウ ンド キッ ク  ④WK) 空中 攻撃 Si 
垂直 に 小 ジ ャ ンプ し て 、 一 回 転 し な が ら キ ッ ク す る 。 中 邊 攻撃 属性 を 持ち 、 25 る 
相手 の 下段 攻撃 を か わし つつ 技 を 当て る こと が で きる の で 、 例え ば 起き 
上 が り の 下段 攻撃 に 合わ せ て 出す こと も で きる し 、 カ ゲ の や っ か いな 技 720 怪 呈 
で ある 播 り 蹴り (と @) に も 十分 対処 で きる 。 硬化 時 間 も 知 く 、 ガ ー ド させ FR 
れ ば 反撃 を 受け る こと は な い 。 さら に パイ や カゲ 、 ア キラ 、 ウル フ の 返し 19 
技 が 無効 な の で 、 試合 開始 直後 か ら 返し 技 を 狙っ て くる よう な 相手 は ラ 
ウン ドキ ッ ク で 一 蹴 で きる 。 技 を ガー ド さ せ た 後 は 、 サ マー ソル トキ ッ ク S ⑨⑲⑯ 
(5⑯ や コン ボ ・ サ マー ソル ト (@⑥@⑥@⑥S@⑯)、 ハイ キッ クス トレ ー ト 鐘 ・ 22 
(⑯⑥) 一 サマ ー ソ ルト キッ ク (S@) を 出す と 、 意外 に 引っ か か っ て くれ る 。 9 2 
カウ ンタ ー で 入っ た な ら ダ ブル ジョ イン トバ ッ ト ( ゆ ゅ @⑥⑳⑯) や サマ ー ソ ル 


トド キック 、 コン ポラ イジ ング ニー(@⑥@⑥@⑥@⑥) の チャ ンス だ 。 


_20. ステ ッ プ ラウ ンド キッ ク ②W) 空中 攻撃 性 


前 方 に 踏み 込み つつ 放つ ラウ ンド キッ ク 。 この た め 、 25 る 
多少 相手 と 離れ て いて も 、 近づく よう に し て 技 を ヒッ 
ト さ せる こと が で きる 。 間合い を と っ て し ゃ が み 待 ち 「 29 記号 


を し て いる よう な 相手 に は か な り 有 効 な 技 で ある 。 技 

の 性 質 や 使い どこ ろ は ラウ ンド キッ ク に 準ずる が 、 あ 

まり 離れ た と ころ か ら こ の 技 を 出す と 、 見 切ら れ て 硬 

化 時 間 を 狙わ れる こと が ある の で 注意 。 IN) ⑨ 
22 


人 
9- - 層 


_21. トル ネー ドキ ッ ク ②*⑥ 上段 攻 撃 あお 問 


ステ ッ プ ラウ ンド キッ ク よ り も 、 さら に 派手 に 回 転 
し な が ら キ ッ ク す る 。 ダメ ー ジ は 相手 と の 間合い に 
よっ て 変化 し 、 最大 で は 50 と サマ ー ソ ルト キッ ク 
(S⑯) 並 み の 数 値 で ある 。 見 栄え の する 技 が 少な い 
サラ の 、 ギャ ラリ ー 受 け す る 数 少な い 技 の ひと つ だ 。 
た だ し 、 攻撃 属性 が 上 段 な の で ヒッ ト さ せる こと は 
か なり 難し い 。 どう し て も この 技 を 相手 に ヒッ ト さ 
せ た い の な ら 、 ダウ ン し た 相手 か らち ょ っ と 離れ た 
場所 で 起き 上 が り 下 段 攻 撃 を 誘い つつ 、 この 技 で 飛 
び 込 ん で いく と いい 。 
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_22. ステ ッ プ フッ クキ ッ ク 』ps> っ me(W) 空中 攻撃 


と 103 小 ジ ャ ンプ の 下降 中 に 、 前 方 に 中 段 蹴 り を 出す 。 後述 の ステ ッ プ ヒー 
ルキ ッ ク と は 、 射程 距離 に 違い が ある 。 硬化 時 間 が 12 フ レー ム と 意外 

《 庄 上 に も 短い た め 、 ガ ー ド させ れ ば 反撃 を 喰らう こと は まず な い 。 また 、 ラ 
ーー ウン ドキ ッ ク ( 全 @) と 同じ く 、 カ ウン ター ヒッ ト さ せる と ダブ ル ジ ョ 
121 イン トバ ッ ト ( ゆ @⑥@) や サマ ー ソ ルト キッ ク (S@)、 コン ボ ・ ラ イジ ン 
グ ニ ー (@⑥@⑥@⑥@) が 空中 コン ボ と し て 入る 。 た だ し 、 カウ ンタ ー 以 外 で 


⑯  。 は ほとん ど 連 係 不 可能 な の で 注意 し よう 。 狙い 所 と し て は 、 相手 の し 
当 目 |! 久 が み 起 き や 起き 上 が り 下 段 攻 撃 に 重ね た り 、 下段 攻撃 を 頻繁 に 使っ 
32 て くる 相手 に 対し て 使う と 良い だ ろう 。 


23. ステ ッ プ ヒー ルキ ッ ク 
か ジ ャ ンプ 下 直 中 ( 吾 ) 中 段 攻撃 


前 方 に 飛ん で 、 着地 際 に 蹴り を 出す 技 。 ス テッ プ フ ッ 
クキ ッ ク と 比べ て 攻撃 力 発 生 時 間 、 便 化 時 間 が 共に 長 
いた め 、 性 能 は 今ひとつ の よう に 見 える が 、 技 の リー チ 
が 長い の で 離れ た 間合い か ら の 攻撃 と し て は それ な り 
に 使え る 技 で ある 。 また 、 攻撃 力 持 続 時 間 が 4 フレ ー ム 
と 長い た め 、 し ゃ が み 起 さ を し て くる 相手 に 重ね る こ 
高 確率 で ヒッ ト す る 点 を 覚え て お こう 。 


_24。 ジャ ン ピ ン グ ・ フ ッ ク ナ ッ ク ル ッッ rme(。(@⑳)。③⑬) 
空中 攻撃 


数 値 的 に も 見 る や も の は な く 、 ま す 実 戦 で 使う つこ と は な い だ ろ う 。 


5 


ジャ ンプ キッ ク > っ mm(WK) 空中 攻撃 


中 段 攻撃 が 豊富 な サラ に と っ て 、 この 技 の 意義 は 高く な い 。 だ が 、 リ ング サ 
イド に 追い 詰め られ た 時 に 、 試合 の 流れ を 変え る 一 撃 と し て 効果 的 だ ろう 。 
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あい 和 区 だ も 40 る か つて の カン フー ・ ス ター で ある 故 ブル ー 
7 ] ス ・ リ ー を 税 御 と させ る キッ ク 。 だ が 、 あ く 


@ 詩 詩 まで も ギャ ラリ ー に 見 せる た め の 技 で 、 他 の 
ほとん どの 大 ジャ ンプ 攻撃 と 同じ く 、 実 戦 で 


431 使う こと は 少な い だ ろ う 。 
IN 族 C 刻 G) 
MM - - 2 
5- - 3⑳⑫ 


大 ジャ ンプ し た 相手 を て の ミ ドル キッ ク で 撃墜 する こ 303 
と も で きる が 、 そう いっ た 状況 な ら 、 サマ ー ソ ルト キッ 


ク (&@⑥) を 出し た 方 が は る か に いい 。 [10 選 揚 
。 S ⑲ 

ー ⑳ - - 2 

9 - - 32 


303 棒 立 ち 状 態 の パイ や 逮 帝 に ヒッ ト す れ ば 、 宙 に 浮い た 

相手 に コン ボ - ラ イジ ング ニー(⑥@⑥@@⑥⑯) が 入る 。 だ が 、 

「 7/ 過 糧 そん な に 甘い シチュ エー ショ ン が 実戦 で 出 て くる わ 
けが な い 。 当然 、 これ も お 蔵 入 り と な る 技 だ 。 


29. ジャ ンプ ・ オ ー バ パー・ キ ッ ク 
大 ジャ ン フェ Fm く B( 。()。() )( 空中 攻撃 


ジャ ンプ キッ ク で 相手 を 飛び 越え て し まっ た 40 3 


昌 合 の 保険 。 それ 以外 の 何 物 で も な い 。 


圧計 
四 
リウ 


⑨ 
)- - 2 
@ 。 32 


213 


30. ライ ジン グ エ ル ボー ② [②]| 中 段 攻撃 社 


ヒジ 攻撃 。 ダメ ー ジ 量 は 少な く 、 射程 距離 も 短い が 、 非 常に 性 能 の 高 15 る 

い 技 で ある 。 それ は な ぜ か ? ゆ ゅ ゆ @ と 入力 し た 場合 、 接近 戦 で は 脅 

威 と な る ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ と ライ ジン グ エ ル ボー と の 自動 「11 選 当 

二 択 に な る か ら で あ る 。 投げ の 入る 状態 で あれ ば 、 そ の まま 腕 を 首 に 

引っ か け て 押し 倒す 。 し ゃ が ん で いた な ら 、 ガ ー ド に か か わら すず 相手 19| 

は よろ めく の で 、 サ マー ソル トキ ッ ク (S@) を 叩き 込め 。 ガー ド さ れ 

た 場合 は 、 レ バー を 前 に 入れ た まま で 、 デ ィ レ イ を か けつ つ ダ ブル ジ S ⑨⑯ 

ョ イン トバ ッ ト ( ゆ ゅ ⑥@) を 出す も よし 、 ガー ド し て 固まっ て いる な ら 822 16 
投げ 技 と いう 手 も あ る 。 また 、 サ マー ソル トキ ッ ク と いっ た 打撃 技 を @⑳ 29 28 26 和 l 


いき な り 出 せ ば 、 攻撃 の バリ エー ショ ン を 広げ つつ 相手 を 惑わ すこ 
と が で きる よう に な る だ ろう 。 


_ 31. ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト つの KO 還 議 8 
[@, 包 的] 中 中 段 攻撃 


ヒジ か ら ヒ ザ 蹴 り へ の コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 「VF1」 で は ゅ ゆ ゅ に 入れ 
て @⑥ を 押し て @⑥ と いう 単純 な 3 ステ ッ プ で 技 が 出 た が 、 「VF2」 で 
は ライ ジン グ エ ル ボー( ゆ @⑥) を 出し た 後に 、 レ バー を 前 に 入れ た 
まま で @、 と いっ た 感覚 で コマ ンド を 入力 し な いと 技 が 出 な い 。 
また 、 ガ ー ド され た 時 に 反撃 され や すく な っ て いる の で 、 ヒ ジ が 28| 

(⑲ 


当たっ た こと を 確認 し て か ら @ を 押す よう に 心がけ た い 。 軸 足 

が 相手 と 同じ 状態 で ヒッ ト す れ ば 、 ウ ルフ と ジェ フリ ー を 除い UN) 
て は サマ ー ソ ルト キッ ク (S@) が 入る 。 リオ ン や パイ な どの 軽量 6 和 
級 が 相手 で 、 最初 の ヒビ ジ で よろ めい た と ころ に ヒザ が 当たっ た 

な ら 、 コン ボ ・ ラ イジ ング ニー (@⑥@⑥@⑥@) が 。 ちな み に 、 投げ 問 合 @ 
いで 必 玉 ⑥⑯ と 入力 すれ ば 、 ネ ッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ と ダブ 

ル ジ ョ イン トバ ッ ト の 自動 二 択 攻撃 を 出す こと が で きる 。 


32.。 スナ ッ プ バッ ク ナ ッ クル ⑧) [が や ⑤] 上 段 攻撃 


前 斜め 下 に 向かっ て 、 ス ナッ プ を きか せ た 裏 拳 12 3 
を 出す 。 一 見 する と 攻撃 属性 は 中 段 に 見 える が 、 

実は 上 段 。 し か も 立っ て いる 状態 か ら で な いと 12 選 
技 は 出 な い 。 数 少な い メ リッ ト と し て は 、 ス ト na 
レー ト ・ リ ー ド (⑥) で は 止め られ な い 相 手 の 上 段 14 | 
攻撃 の 出 が か り を 、 射程 距離 が 若干 長い この 技 

は 止め られ る 、 と いう も の が ある が 、 実際 に は S ⑨ 
そう いっ た 状況 下 で 両者 を 使い 分 ける の は 非常 20 懇 
に 困難 。 無理 に 使う こと は な い 。 @2 19 2 
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33. スウ エー スマ ッシュ ⑯⑧) [|] 上 段 攻撃 


ボク シン グ の 防御 技術 の ひと つ で ある スゥ エー の 体勢 か ら 線 14 3 

り 出 す パ ンチ で 、 相手 の 上 段 攻 撃 を か わす こと が で きる 。 と は 

いえ 、 そ の タイ ミン グ は か な り シ ビア で 、 実戦 で は まず 攻撃 を の 辱 言 

避け る こと は で き な い 。 お し ろ 、 パン チ か ら 始 まる コン ビ ネ ー テー 

ショ ン の 1 発 目 と し て この 技 を 使え る と いう 点 を 利用 し 、 フェ 19 

イン ト と し て 織り 込ん で いく 方 が いい だ ろう 。 な お 、 ス ゥ エー 

の モー ショ ン 中 に は あっ さり 投げ られ て し まう の で 、 至近 距 ⑨⑥ ⑥ 

離 で 誤っ て 出す こと の な いよ う 注 意 し て ほし い 。 22 15 
22 


25 


-34. ダブ ルキ ッ ク (④⑤⑯D [②③ 記 ] 上 上 2 段 攻撃 お 


1 回 の コマ ンド 入力 で 上 段 へ の 2 発 の 蹴り が 出る 。 
両方 も し く は 2 発 目 が ヒッ ト す る と 相手 は ダウ ン す 
る が 、 問 合い が 離れ て いる と 、 相手 が の け ぞ っ て し 13 待 5 庄 
まっ て 2 発 目 が 当たら な いと いう こと が ある 。 硬化 im 
時 間 が 長く 、 攻撃 属性 が 上 段 と いう こと も あっ て 、 29| 

ぐ ⑨ 


っ Ci 
2 の 5 


実戦 で の 有効 性 は 低い が 、 技 を 出し た 後に 軸 中 が 変 


わる と いう 点 と 、 キ ッ ク し な が ら 前 進 す る の で 技 を G' 
出し な が ら 間合い を 詰め る て と が で きる 、 と い 3 特 22 
長 は 、 覚 えて お いて も 損 は な い 。 
9 - - 3 
Oo る 
35. スピ ンタ ー ン キッ ク ず ぐ ⑱) 
18. 上 段 攻撃 
スピ ンタ ー ン キッ ク は 、 ダメ ー ジ を 与え る た め 
で は な く 攻 撃 の ぼっ か け と し て 使う 。 これ が 重 
要 な ポイ ント だ 。 技 の コマ ンド を 入力 し た 直後 12 過 婦 
に @ ボ タン で キッ ク の モー ショ ン に に キャンセル 
を か ける (コマ ンド は る G@@ と な る ) と 、 いき な 24 | 
り 育 中 を 向け た 状態 に な る 。 続け て ター ン ロー 
スピ ン キ ッ ク ( ひ @) を 出せ ば 、 一 瞬 で 展開 され る S ⑲ 


攻撃 に 相手 は か な り 動 押す る だ ろう 。 初心 者 は 、 6⑳ 2 較 還 
下段 パン チ か ら 出 す よ うに する と いい だ ろう 。 

上 級 プ レイ ヤー な ら 、 強制 的 に し ゃ が み 状 態 (9 32 29 29 
し て か ら 出 し た り (コマ ンド は は ひら ぐ @@ と 

な る )、 ローキック を キャ ン セ ル ( ら @@) し て か 

ら @@ と 入力 する 、 と いう テク ニッ ク も お ある 。 

こう する と 、 事 前 の モー ショ ン か ら は 予測 が つ 

か な く な る た め 、 うか つ に 近寄れ な く な る だ ろ 

う 。 ちな み に ダ ブル スピ ン キ ッ ク は 、 カ ウン ター 

で ヒッ ト し な い 限 り 相手 は ダウ ン し な い 、。 


36. ダブ ルス ピン キッ ク 人 工 「m 


| 8③.W 区 | 上 上 ら 段 攻撃 ③ ⑨ @ 
⑧⑱ 22 - 19 
@⑳ 32 29 29 
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_37. サマ ー ソ ルト キッ ク (⑮) 中 段 攻 撃 騨 導 


サラ の 代名詞 と も 言え る 、 持 ち 技 の 中 で 最大 級 の 破壊 力 と 503 
を 持つ 打撃 技 。 相手 の 起き 上 が り の 後に 少し 間 を お いて 
か ら 出 し た り 、 上 段 攻撃 を し ゃ が ん で か わし た 後 な ど に 0 計 
出す と ヒッ ト し や すい 。 また 、 相手 が 空中 に 飛ん だ と 思っ 


た ら 即 座 に これ を 出す と 、 意 外 と 当たる も の だ 。 た だ し 、 42(4⑯) 
「VF1」 で は 空中 へ の 敵 に 対し て 異常 と も いえ る 250% の 

ダメ ー ジ を 与え られ た が 、 今回 は きっ ちり 1 . 5 倍 と な っ て ぐ ⑲⑯ 
いる 。 また 、 「VF1」 の 時 に は 、 ガ ー ド され て も か な り 離 れ 6 還 訂 22 
た と ころ に 着地 し た の で 、 反撃 の 心配 は ほとん ど な か っ ら の 開 開 本 


た が 、「VF2J で は 、 ほ ん の 少し 後退 する だ け に な っ た た 
め 、 ガ ー ド され た ら 反 撃 必 到 と な っ て し まっ た 。 し か し 、 
ヒッ ト し た 場合 の 報酬 を 考え れ ば それ も や お む を 得 ま い 。 
な お 、 カッ コ 内 は ガー ド さ れ た 時 の 便 化 時 間 で ある 。 


38. ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク や 
|②⑱] 中 段 攻 撃 


下 か ら 相 手 を 蹴り 上 げ る ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク 。 続け て @⑯ を 
入力 する と 、 さ ら に サイ ドキ ッ ク が 出る 。 この 技 は 便 化 時 間 
が 長い た め 敬 遠 さ ご れ が ち だ が 、 相手 が 攻撃 し て くる な と 思っ 
た 瞬間 に 出す よう に すれ ば 、 面 白い よう つ に ヒッ ト す る 。 特に 
リオ ン や パイ な ど 、 移動 速度 が 速く て ヒッ ト ・ ア ンド ・ ア ウェ 
イ を 多用 し て くる 相手 に は か な り 有 効 こ 言え よう 。 2 発 目 の 
サイ ドキ ッ ク だ けが ヒッ ト し て も 相手 は ダウ ン す る の で 、 離 
れ た 位置 か ら フ ェ イ ント 気味 に 出し て も 効果 的 だ 。 途中 で 門 
り を キャ ン セ ル す る こと は で き な い の で 、 ガ ー ド し て いる 相 
手 に この 技 で 向かっ て いく こと だ け は し な いよ うに 。 相手 が 
ウル フ な ら 、 ガ ー ド させ た 後 で も ジャ イア ント スイ ング 
(ゐる 性 人 る ゆ ⑤@) を 入れ られ て し まつ うつ からだ 。 


_39。 ジャ ッ ク ナ イフ キッ クサ イド OK) [ED] 中 中 ら 段 攻撃 困 冶 〇 8 
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4 


_43. タダ ッシュ ニー の ツ ゆ [の の E| 中 段 攻撃 計 強 お 


_40。 ニー キッ ク の つ 語 [@②K] 中 攻撃 幸 紅 き 


ヒザ 蹴り 。 相手 の 起き 上 が り を 攻め る 時 に 使っ て 30 る 
いく と 、 ヒ ッ ト し や すい 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト す る 

と 相手 は 宙 に 浮き 、 続け て コン ボ 系 の 技 も ヒッ ト 15 己 呈 
する の で 、 か な りお 得 な 技 だ 。 カゲ 、 パイ 、 サラ 、 瞬 

帝 が 相手 な ら 、 軸 足 が 異な る 状態 で ち おれ ば 、 ノ ー マ 29| 
ル ヒ ッ ト で も コン ボ ・ ラ イジ ング ニー (@⑥@@⑥@) が 

オー ル ヒ ッ ト す る 。 カウ ンタ ー ヒ ッ ト な ら 、 軸 足 や ぐ ⑨ 

キャ ラク ター を 問わ ず コ ン ボ ・ ラ イジ ング ニー を つ 69 諾 講 

な げ て いこ う 。 し か し 、 硬 化 時 間 が 長い た め 、 ガ ー @ 上 中 
ド さ れる と 逆 に 大 ダメ ー ジ を 喰らう こと に な る 。 


47. ダブ ルス テッ プ ニ ー  ②()⑱)W) 
[|⑨②⑯ ぐ ⑧⑯⑮| 中 空 段 攻撃 


ニー キッ ク か ら ラ イジ ング ニー を 連続 で 出す 技 。 硬化 時 
間 の 長 ご を 考え る こと 、 完全 な 見 せ 技 の 部 類 に 入る と いえ 
る 。 ちな み に 、 パイ や サラ な どの 体重 の 軽い 相手 に 最初 
の ニー キッ ク が カワ ンタ ー で ヒッ ト し た 場合 は 、 ライ ジ 
ング ニー まで 連続 で 入る こと が ある 。 


_42 ライ ジン グ ニ ー ⑨@⑧⑯)[』.Q] 空中 攻撃 あき 


1 
KK 
し ゃ が み 状 態 か ら 、 か け 声 と 共に 大 きく 飛び 上 が っ て 攻撃 する 激しい ヒザ 40 る 
蹴り 。 相手 の 上 段 攻撃 を し ゃ が ん で か わし た 後 や 、 下 段 パ ンチ で 相手 の 動き 
を 止め た 後 な ど に 出す と ヒッ ト し や すい 。 軽量 級 に この 技 が カウ ンタ ー で 14 
ヒッ ト し た 場合 、 希 に だ が ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト ( ゆ ⑥@) や サマ ー ソ ルト 
キッ ク (s@) で の 追い 打ち 攻撃 が 成功 する 。 た だ し 硬化 時 間 が か な り 長 い 40| 
た め 、 ガ ー ド され た りか わ さ れ て し まっ た 時 に は 、 大 反撃 を 覚悟 し な けれ ば 
な ら な い 。 な お 、 る る 必 @ と 入力 する と 、 し ゃ が み の モ ーション が キャ S ⑲⑯ 
ン セ ル さ れ て 、 立ち ポー ズ か ら ラ イジ ング ニー を 出す こと が で きる 。 9 5 2 
投 32 


ダッ シュ し な が ら ヒ レザ 蹴り を 放つ 。 攻撃 力 発生 時 間 30 る 
が 意外 に 短く 、 ダメ ー ジ も 30 あ る た め 、 普通 に 当て て 

も 相手 は ダウ ン す る 。 や や 離れ た 問 合 い か ら 出す と 、 713 当 引 
より 効果 的 だ 。 また 、 ガ ー ド し た 相手 は 、 押さ れ て わ 

ず か だ が 後ろ に 下がる の で 、 リ ング アウ ト 狙 いと し 40| 
て も 利用 で きる 。 全般 に 、 サラ の ヒザ 攻撃 は 硬化 時 間 

が 長い 。 この 技 も 例外 で は な く 、 ガ ー ド され る と 必ず S ぐ ⑨ ⑨ 
と 言っ て いい ほど 反撃 を 喰らっ て し まう 。 特に 強力 6⑳ 還 還 22 
な 投げ 技 を 持っ て いる 重量 級 が 相手 の 場合 は 、 細心 @ 3 2 
の 注意 を 払っ て 技 を 出す よう に し た い 、。 
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44.。 イリ ュー ジョ ン キ ッ ク ① 
|⑧⑮⑯)| 中 上 ら 段 攻撃 


ミド ルキ ッ ク ( ぐ @) に 続い て 上 段 キッ ク を 1 発出 19.203 
す の が イリ ュー ジョ ン キ ッ ク 、 連続 し て 2 発出 す 
の が ミラ ー ジ ュ キ ッ ク で ある 。 この 技 の 面白 いと 12 う 5 10 過 胃 
ころ は 、 ミ ドル キッ ク よ り は イリ ュー ジョ ン キ ッ 

ク 、 イ リュ ユー ジョ ン キ ッ ク よ り は ミラ ー ジ ュ キ ッ 36 

ク と いう よう に 、 蹴り の 回 数 が 増え る ほど 、 硬 化 

時 間 が 短く な っ て いく こと だ 。 どう せな ら ミ ラー S ⑲⑯ 
ジュ キッ ク を 出し た 方 が 良い だ ろう 。 ガー ド さ れ 6 22 還 19 
た ら ど の みち 反撃 を 食らっ て し まう し 、 も し 最初 9 32 29 
の ミド ルキ ッ ク が ガー ド さ れ て も 、2 発 目 、 3 発 目 

の 蹴り が ヒッ ト す る 場合 わ ち わる の だ か ら 。 


_ 45. ミ フ ラー ジュ キッ ク ⑨⑧K 論 C) 
[ ぐ ⑨⑯,⑯| 中 上 上 3 段 攻撃 19.20.21 3 
2 叶 10 紀 19= 財 


321 


⑤ ⑨ @ 
) - - 20 
@⑫ 員 上 胃 商 


スピ ニン グ キ ッ ク  ⑯:⑥G) 中 段 攻撃 斉 記 


回 し 蹴り 。 ダメ ー ジ は 相手 と の 間合い に よっ て 変化 し 、 遠 
い ほ ご ど ダ メー ジ が 大 きく な る 。 返し 技 で 返 べ れる 心配 が な 
い の も 交 力 だ 。 攻撃 力 発生 まで に 時 間 が か か る た め 、 接近 
戦 で は 役に立た な い が 、 近 め の 間合い で の 乱打 戦 の 途中 で 、 
ー 旦 クイ ッ ク バ ッ ク し て か ら こ の 技 を 出す と 、 相手 が 目測 
を 誤っ て パン チ な どの リー チ の 短い 技 を 出し て し まっ た 
と ころ に こち ら の 攻撃 が 当たる 、 と いう 場面 が よく ある 。 
間合い が や や 離れ て いる 時 な ら 、 サ イド フッ クキ ッ ク 
( ゆ ⑯+⑨) と 併せ て 積極 的 に この 技 を 使っ て いき た い 。 と 
ころ で 、 密 間 し た 状態 で し ゃ が み ガ ー ド を し て いる 相手 に 
は 、 中 段 攻撃 で ある スピ ニン グ キ ッ ク が ヒッ ト し な いこ と 
が ある 。 これ は モー ショ ン に よる も の で 、 よく 見 る と グラ 
フィ ッ ク 上 で も 接触 し て いな い の だ か ら 、 仕方 の な いこ と 
と あき ら め よ っ う 。 


47. レッ グ ス ラ イサ ー ざ (。⑧)W*G) 下段 攻撃 


低い 姿勢 か ら の 、 相手 の すね を 狙う よう な サイ ドキ ッ ク 。 20 る 
カウ ンタ ー で ヒッ ト す る と 、 相手 は うつ ぶせ 状態 で ダウ ン 

する 。 相手 が 上 級 者 の 場合 、 ダウ ン さ せ た 後 に ジャ ン ピ ン 19 己 
グ ニ ー ス タン プ ( 合 @⑥) が 入る こと は まず な い 。 お と な し く 
サッ カー ボー ルキ ッ ク ( ぐ @) だ け に と ど め て お こう 。 この 36| 
技 は 「VF1」 か ら の 継承 技 の ー つ だ が 、 モー ショ ン が 変更 

に な り 、 さ ら に ダメ ー ジ が 26 か ら 20 と 減っ て いる 。 カウ ン S ぐ ⑲⑯ 


ター で ヒッ ト さ せな い 限 り 、 下 段 授 げ まで も 入っ て し まう 人 2 19 
ほど 弱体 化し て いる の で 、 最後 の 一 撃 と し て 使う 以外 は 、 @ 29 
な る べく 使用 を 控え た 方 が いい だ ろう 。 3 
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ら 、 相手 に ガー ド さ せれ ば 反撃 の 心配 が な いた め 、 技 

の 使用 頻度 は か な り 高 い 。 ダメ ー ジ は さほど 大 きく な 

い が 、 ヒ ッ ト す る と 相手 は 必ず ダウ ン す る 。 さら に 、 カ 221 
休 


相手 の 頭上 に 足 を 出し 、 そ の まま 中 を 振り 下ろ し て ダ 茜 
メー ジ を 与え る 。 攻撃 力 発生 時 間 と 硬化 時 間 の 短 さ か 


ウン ター で 当たっ た 場合 に は ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト 
( ゅ ゆ ⑥⑯) や サマ ー ソ ルト キッ ク (S⑥) で 追い 打ち が か 
けら れる の で 覚え て お いて ほし い 。 


上 段 パ ンチ か ら 上 段 キ ッ ク へ の コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 相手 の 技 を 
ガー ド し た 直後 に 返す コン ボ の 基本 だ 。 また 、 対戦 中 に 押さ れ 気 
味 に な つっ た と き に も 、 パン チバ ハイキック が 相手 の 技 の 出 が か り 
を 食い 止め て くれ る こと が し ば し ば ある 。 また 、 自分 が ダウ ン し 
た 時 に も 、 横 転 起 キ 上 が り 下 段 攻撃 の 後に コマ ンド を 入力 し て 
お く と 、 相手 が 投げ や 攻撃 を 仕掛 け こ きた 時 に 意外 に も ヒッ ト 
する 。 レバ ー を 前 方 向 に 入れ な が ら @@⑯ と 入力 する と 、 ス トレ ー 
ト ・ リ ー ド (⑥) と 同じ よう に 踏み 込み な が ら の パン チ ハ イ キッ ク 
が 出る 。 これ は 、 試合 開始 直後 に は か な り 有効 だ が 、 乱用 する と 
相手 は し ゃ が み ガ ー ド を 固め る の で 、 乱発 は 避け た 方 が いい 。 


50. ハイ キッ ク ・ ス トレ ー ト ⑯)。 ① 
|⑯⑮| 上 上 ら 段 攻撃 


ヴァ ー テ ィ カ ル ・ フ フック: キック (⑯) の あと に スト レー 30-8 3 

ト ・ リ ー ド (@⑥) を 出す 。 一 種 の フェ イン ト 技 の よう だ 

が 、 ヒ ッ ト す る と 意外 な こと に 、 重量 級 を 除い て は サ ん 朗 有 7 庄 計 

ー ソ ルト キッ ク (R⑥) が 入っ た りす る 。 また 、 起き 

あがり 中 段 攻撃 を や や 離れ た 間合い で か わし た 後に 12 

は 、 こ の ハイ キッ ク ・- ス トレ ー ト か ら の サマ ー ソ ルト 

キッ ク が 確実 に 入る の で 覚え て お きた い 。 ⑨ 
6 


57. パン チ サ イ ドキ ッ ク ⑧ ぐ ③@ 
| ⑧⑱ | 上 中 ら 段 攻撃 


「VF1」 で は サイ ドキ ッ ク の 部 分 が 上 段 攻 撃 で お っ た が 、 
「VF2」 で は 中 段 攻 撃 と な か っ た 。 この た め 、 し ゃ が み ガ ー 
ド を し て いる 相手 を よろ めか せる こと が で きる よう に な 
り 、 さ ら に ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク ( ひ @) が 確実 に ヒッ ト 
する 。 ガー ド さ れ た 場合 も 、 相手 に 反撃 の 余地 を 与え な ei 
⑨⑯ 
22 
28 


い 。 この 技 だ け で は な く 、 パン チ で 始ま る 全て の コン ビ 

ネー ショ ン に 共通 する こと だ が 、 最初 の 6 は 実は フロ ン IN) 
トス ー プ レッ クス (@⑥+@) で も 代用 で きる の だ 。 パン チ 人 用 
サイ ドキ ッ ク を @⑥+③ ひ @⑥ と いう コマ ンド で 出す と 、 相 @⑳ 2 和 l 
手 が 投げ られ る 状態 な ら ば フロ ント スー プレ ックス が 省 

烈 、 し ゃ が ん で いれ ば サイ ドキ ッ ク が ヒッ ト し 、 よろ め 
か せる こと が で き て し まう 。 接近 戦 で は どん どん 使っ て 
いく べき テク ニッ ク だ 。 
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_52. ジャ ブ 、 ス トレ ー ト [や ⑮] 上 上 ら 段 攻撃 C) 


コン ボ ・ サ マー ソル ト (@⑥@@⑥K ぐ ⑥) を 出す と 見 せ か け て 、 この 技 を 出し て か 
ら フ ロン トス ー プ レッ クス (⑥+@⑧) 、 と いう よう フェ イン ト の 前 振り に と 
し て よく 使わ れる 。 も し 、 この 技 か ら 続け て 、 ニー キ ッ ク ( ゆ ⑯) や ジャ ッ 
クナイ フキ ッ ク ( ひ @⑥) の よう に 、 レバ ー 入 力 +@ の 技 を 出し た 場合 、 ダ ブ 
ルパン チ ス ナッ プ キ ッ ク (@⑥@⑥@⑯) に な っ て し まう こと が ある 。 これ を 防ぐ 
た め に は 、 次 の コマ ンド を 入れ る 前 に @ ボ タン で コマ ンド を キャ ン セ ル す 
る か 、 も し く は 硬化 時 間 が 終わ っ て か ら 次 の コマ ンド を 入力 する と よい 。 


53. ダブ ルパン チ ス ナッ プ キ ッ ク や 0① 
[上 | 上 上 上 3 段 攻撃 


バン チ 2 発 か ら キ ッ ク を 出す 、 上 段 だ け の 3 段 攻撃 。 単体 で 使う 場 と 10.10.30 3 
全 は 、 ディ レイ を か けた 方 が ヒッ ト す る 確率 は 高い 。 だ が 、 こ の 投 


は 単体 で 出す より も 、 相手 を 浮か せ た 後 の 追い 打ち 攻撃 と し て 使 6 9 詩 1 邊 胃 


うこ と が 多い 。 相手 が 浮い た 場合 、 大抵 は サマ ー ソ ルト キッ ク 


(S@) が 入る が 、 相手 の 軸 足 が 異な っ て いる と 、 浮 いた 相手 の 足 の 28| 

間 に 自 分 の 足 が 入 っ て し まい 、 ヒット し な いと いう こと が 多々 あ 

る 。 だ が 、 逆 に この 技 な ら 入 る の だ 。 技 を 入れ た 時 の 軸 足 の 状態 を り に ⑨ 

把握 し て いる 場合 に は 、 両 者 を 使い 分 ける よう に し た い 。 け 「 柏 寺 2 ド ク 
⑳- - 32 


54。 フラ ッシュ ピス トン パン チ (A) 
[| 上 上 上 3 段 攻撃 


_55. フラ ッシュ ピス トン パン チ (B) WW ぐ ⑯(。⑮ 人 BC) 
[@@,@⑤] 上 上 上 8 段 攻 撃 


上 段 パ ンチ を 3 連発 する 。 『VF1」 に も この コン ビ ネ ー シ ョ ン は 存在 し た が 、 
コマ ンド が 若干 変更 され て いる 。 以前 は @⑥ の 後に レバ ー 入 力 だ け で 3 発 目 の 
パン チ が 発生 し た が 、 『VF2J で は レバ ー 入 力 後に @ を 押さ な いと パン チ は 出 
な い 。 それ ぞ れ 、 硬化 時 間 や 3 発 目 の パン チ の 攻撃 力 発生 時 間 が 違う が 、 それ 
より も (A) 一 (C) に 続け て 6 を 入力 し た 場合 、 コン ボ の 種類 が 変わ っ て くる こ 
と の 方 が 重要 だ ろう 。 ちな み に (A) だ と コン ボ ・ ラ イジ ング ニー が 、 (B) は コ 
ン ボ ・ サ マー ソル ト 、 (C) な ら コ ン ボ ・ ラ イジ ング キッ ク か が 出る 。 余談 だ が 、 パ 
イ の よう な 音 生 の キャ フン ダー に ニー キッ ク ( ゆ ⑥) を カウ ンタ ー で ヒッ ト さ 
せ た 場 合 、 軸 足 や 浮き 具合 に も よる が 、 @⑥@⑥ 合 @⑥@⑥QG⑥⑯⑥ と いう ラウ 並 の 空 
中 コン ピ ネ ー ショ ン が 入る の が 確認 され た 。 試し て みよ う 。 


56. フラ ッシュ ピス トン パン チ (C)  ⑤④⑤⑧ 。 ①③ 
|⑮④⑧| 上 上 上 3 段 攻撃 
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コン ボ ・ ラ イジ ング ニー や ⑤⑤&K 〇 ① お 
1⑤⑤⑤,⑯]| 上 上 上 空 4 段 攻撃 
ライ ジン グ ニ ー の 硬化 時 間 が あま り に も 長い た め 、 単 
発 で この 技 を 使う の に は 勇気 が いる が 、 相手 を 浮か せ 


た 後に この 技 で 追い 打ち を か ける の な ら 、 見 返り が 大 
きい 上 に 、 ギャ ラリ ー 受 け も 非常 に 良い 技 で ある 。 


6 ぼ 9 有 ] 学 10 諾 
_58。 コン ポ ・ サ マー ソル ト (A)  ()((④(。)G @ 請 回 
[⑥,⑤,⑤(④③)⑯] 上 上 上 中 4 段 攻撃 @- ・ 2 


コン ポ - サ マー ソル ト (B) や ⑤②R 埋 吉 O 
1⑤⑤,(③)⑮] 上 上 上 中 4 段 攻撃 


「VF1』 で は 「 コ ン ボ ・ サ マー ソル ト = テ サラ 」 と 言わ れる ぐら い 、 サラ に と っ 
て は 必要 不可 欠 な 技 で あっ た 。 それ は その コン ビ ネ ー シ ョ ン の スピ ー ド と 
号 え る ダメ ー ジ か らき て いた の で あろ う 。 し か し 、 『VF2』 で は 、 サマ ー ソ 
ルト キッ ク の 部 分 の ダメ ー ジ が 変更 され て いる 。 単体 で の サマ ー ソ ルト キ 
ッ ク (K⑯) が 50 で ある の に 対し 、 コン ボ で 使用 し た 場合 に は 30 に な っ て し 
まう の だ 。 と は いえ 、 パン チ が 一 発 で も 当たれ ば 、 その 後 の コ ン ボ の 残り 
が 全て ヒッ ト す る 、 と 言っ た 性 能 自 体 は その まま 受け 継い で いる の で 、 使 
いや すい ここ に は 変わ りな い 。 コマ ンド 入力 も 2 種類 ある の で 、 自分 の 好み 
に 合わ せよ う 。 ちな み に 、 下段 パン チ を カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せ た 後 は 、 こ 
の 技 が 100% つ な が る 。 覚え て お こう 。 


59。 コン ボ ・ ラ イジ ング キッ ク (A)  ⑤⑤⑤ 人 )(K) ゅ 開 記 及 
32 


[⑤,⑤,⑤,④⑱] 上 上 上 空 4 段 攻 撃 @⑱ = - 


_ コン ボ ・ ラ イジ ング キッ ク (C) や ②⑬W) OO 
[⑤,,④@,] 上 上 上 空 4 段 攻 撃 


別名 「 コ ン ボ ・ バ レ リ ー ナ 」 と 呼ば れ て いる 優雅 な コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 
「VF2J で グラ フィ ッ ク が 綺麗 に な っ た の に 伴い 、 より 華 豚 に 、 より 美しく 


な っ た と 言え よう 。 最後 の 蹴 り は 、 前 方 に 押し 出す 感じ で 出る の で 、 リン 
グ 際 に 追い 詰め た 時 に リン グ ア ウ ト 狙 いで 出し て いっ て も いい だ ろう 。 こ 50| 
れ で 押し 出さ れ た 場合 、 相手 は か な り の 屈辱 感 を 覚え る は ず で ある 。 コマ ③ 


ンド 入力 は 2 種類 ある が 、 どちら も 性 能 的 に は 大 差 な い 。 
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60. フロ ント スー プレ ックス  / 絢 :G) 上 段 投 げ 


相手 の 懐 に 入り 込ん で 後方 へ 投げ 飛ば す 。 サラ の 正面 か ら の 投げ と 503 
技 は 、 こ れ と ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ ( ゆ ウ ⑥) の 2 種類 だ け だ が 、 


軽快 な クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド と の 組み 合わ せ で 、 サラ の 投げ 間合い 
は 最大 で 2 . 5m に まで 広がる 。 6 も +@、 ゆ ウ ウ ⑥+@、 ひ @+@ を 織り 
混ぜ て 攻撃 する と 、 見 た 目 は た だ の パン チラ ッシュ だ が 、 投げ が 
有効 な 状態 に な っ た 途 端 に 投げ て し まう の で 、 相手 は 徳寿 され る 
だ ろう 。 硬化 時 間 の 長い 技 を ガー ド 、 また は か わざ され て し まっ た 
時 に は 、 反射 的 に @+@ を 入力 する くせ を 付け て お きた い 、。 通常 投 
げ な ら 投 げ 抜 けが で き 、 うか つ に 近寄っ て くれ ば 吸い 込む よう に 
投げ が 入る 。 攻撃 を 仕掛 け て きた 場合 に は パン チ が 出る の で 、 あ 
る 程度 な ら 相手 の 技 を 止め られ る 。 な お 、 確実 で は な い が 、 カゲ 、 
ラウ 、 瞬 帝 、 ウル フ が 相手 で 投げ 抜け を し た 時 に 、 相手 が ガー ド 、 
も し く は 離れ よう と し た な ら 、 必 ゅ 必 @+@⑧ と いう コマ ンド で 投げ 
て し まう こと が で きる 。 見 た 目 も か な り 格 好 良 い が 、 相手 を 動揺 
させ る 意味 で も か な り 有 効 な の で 、 ぜひ 試 し て ほし い 。 


6!. ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ 伯 ②@⑤ 朝 ヶ 
[あゆ] 上 段 投げ 


腕 を 相手 の 首 に 引っ か け 、 その まま 後頭 部 を 地面 403 
に た た きつ ける 投げ 技 。 ダメ ー ジ は 控え 目 だ が 、 

拉 げ 次 けさ れ な いと いう 利 応 が ある 。 また 、 相手 。 
が 投げ られ る 状態 に な い 時 は ライ ジン グ エ ル ボー 

( ゆ @⑥) に な る の で 、 投 げ 技 と 中 段 攻 撃 の 自動 二 所 

と な る 。 接近 戦 で は か な り 使 勝手 の よい 技 だ 。 


_62. パッ ク ド ロ ッ プ 訴 :⑥ 上 下段 投げ あ 


相手 の バッ ク を 取っ た 時 に 使え る 投げ 技 。 相手 が し ゃ が ん で 603 
いて も 投げ る こと が で きる 。 ダメ ー ジ も 60 と 意外 に 大 きい 
の で 、 チ ャ ンス が あれ ば 是非 と も 決め た い 。 ウル フ の ブレ ー 本 
ン バ ス ター(⑥+@⑧) や ジェ フリ ー の ボディ リフ ト (@G@@⑥@+⑧) 

を 投げ 抜け し た 時 や 、 カゲ の 雷 龍 飛翔 脚 ( ゆ ゅ ⑤+@+@) を 

し ゃ が ん で や り 過ごし た 時 、 相手 が 大 ジャ ンプ で 自分 の 上 を 
飛び 越え て いっ た 時 、 相手 が 振り 向き 攻撃 で 自ら 後ろ を 向い 

た 時 な ど が チャ ンス だ 。 相手 の 背中 を 見 た ら 、 す ぐさ まこ の 

技 を 出せ る よう に し た い 。 
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投げ と 打撃 の 自動 2 羽 


クス 3 


共通 コマ ンド :⑤⑤③⑤ 


サマ ー ソ ルト 
キッ ク 


ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ と 
ライ ジン グ エ ル ポー (コマ ンド : ゅ ゅ ⑥) 
相手 が 投げ 問 合 い に いる 時 に ゆ ゅ ゆ @⑥ と 入れ る 
と 、 ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ と ライ ジン グ エ ル 
ボー の 自動 2 択 攻 撃 に な る 。 この 時 、 相手 が 上 段 ガ 
ー ド し て いれ ば 前 者 が 、 し ゃ が み 状 態 な ら 後 者 が 
ヒッ ト し て さら に よろ めく 。 そこ へ サマ ー ソ ルト 
キッ ク (⑯)、 また は 踏み 込み か ら の コン ボ ・ サ マ 
ー ソ ルト ( 叶 @⑥⑥⑥) を 確実 に 入れ よう 。 ライ 
ジン グ エ ル ボー が ガー ド さ れ て も 、 レバ ー を 前 に 
入れ た まま で ワン テン ポ お いて か ら @ を 入力 し 、 
ディ レイ を か けた ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト 
( 必 @⑥⑤⑯) に 持っ て いく 手 も あ る 。 


フロ ント スー プレ ックス と 
スク ァ ト ・ ス トレ ー ト (コマ ンド : ひ @+@⑥) 
『VF1」 か ら 比べ る と か な り 強 力 に な っ た と 言 


プリー ニカ ー ド ロッ プ 


9 ce 較 2 が 
フロ ント ヌ ニ プ レッ クス | 


ター ン バ パック 
スピ ン キ ッ ク 
(の ③④)G) 
キャ ン セ ル 
「 振り 向き 
ン ヤ セック ノ プ イノ 
キッ クサ イド 
(①)⑱) 


われ る 下段 パン チ 。 相手 の 攻撃 を こと ご と く 止 め 
る この 技 は 、 実は ひ せ @ の 代わ り に ひひ @⑥+@ で も 出 
すこ と が で きる 。 し か も サラ の 場合 、 ス ク ァ ト : ス 
トレ ー ト が カウ ンタ ー で ヒッ ト す る と 、 な ん と コ 
ン ボ ・ サ マー ソル ト (@⑥@⑥@⑥@⑯) や パン チ ハ イ キッ 
ク (⑥⑥) が 確実 に 入る と いう お まけ が 付く 。 と は 
いえ 、 カウ ンタ ー ヒ ッ ト を 確認 し て か ら で は この 
連係 は つなが ら な い の で 、 ある 程度 の 見 切り が 必 
要 で ある 。 スク ァ ト - ス トレ ー ト を 出し た 後 は し ゃ 
が み 状 態 に な る の で 、 ライ ジン グ ニ ー(M 必 ⑯) が 
出し や すい が 、 ガー ド さ れ た ら ま ず 反 撃 を 喰らう 。 
体力 に 奈 裕 が ある 時 に 出す よう に し た い 、。 


フロ ント スー プレ ックス と 

スト レー トリ ー ド 十 (コマ ンド : @⑥+@+ の ) 
これ も スク ァ ト ・ ス トレ ー ト と 同じ く 、 ⑥+@ 入 

力 が 相手 と の 間合い に よっ て 上 段 パ ンチ に な る こ 


フロ ン 講 計 2 


ーー ツ % 四 吾 し 『 


間 ス クア ド スト レート 


共通 コマ ンド :⑤⑤:@ 


再度 
自動 2 択 攻撃 を 迫る 


と を 利用 し た 自動 2 択 攻 撃 。 この 特性 は 、 上 段 パ 
ンチ で 始ま る コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 の 最初 の 1 発 
目 の パ ンチ に も 応用 する こと が で きる 。 中 で も 
⑥+@⑯ と いう 入力 で 出す パン チバ ハイ キッ ク と 、 
⑥+@ せ @⑯ で 出す パン チ サ イ ドキ ッ ク は 、 実戦 で 
も か な り 多 用 され て いる 。 し か し 、 通常 の スト 
レー トリ ー ド を 投げ 間合い より 遠い と ころ か ら 
出す と 、 技 の 後に わずか に 前 進 す る の だ が 、 この 
⑥+@ ら 入力 は 近 距 離 用 の パン チ な の で どん な に 離 
れ て いて も 前 に は 進ま な い 。 この 問題 は クイ ッ ク 
フォ ワー ド ( ゆ 尾 ) 入 力 を 織り 混ぜ る こと で 解決 で 
きる の で 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド と セッ ト で 使用 す 
る こと を 勧め る 。 
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空中 の 相手 へ の 連係 

カウ ンタ ー ヒ ッ ト し て 笛 に 浮い た 相手 に は 、 こ 
ちら の 出し た 技 の 硬化 時 間 に 応じ て 空中 コン ボ 。 
これ の 基本 は サラ で あっ て も 変わ ら な い 。 ここ で 
は その 代表 的 な も の を 挙げ て みよ う 。 

まず 、 浮か せる 技 に は 4 種類 ある が 、 中 で も ニー 
キッ ク は 相手 の 下段 パン チ に カウ ンタ ー で 合わ せ 
る こと が 容易 で 、 ヒッ ト 後 に 入る 空中 コン ボ も 安 
定 し て いる 。 ニー キッ ク で 浮か ひか せ て か ら の サマ ー 
ソル トキ ッ ク は 、 軸 足 が 同じ な ら キ ャ ラ を 問わ ず 
ヒッ ト す る の で 必ず 覚え て お きた い 。 同様 に 、 ター 
ン ・ ロ ー ス ピン キッ ク も ニー キッ ク 並 み に 安 定 し 
て いる 点 を 基本 と し て 抑え て お こう 。 


空中 コン ボ 

サラ の 場合 、 空中 コン ボ は 宙 に 浮い た 高 さ も さ 
る こと な が ら 、 相手 と の 軸 足 に よっ て 入る か どう 
か が 左右 され て し まう 。 例え ば コン ボ ・ ラ イジ ン 
グ ニ ー と コン ボ ・ サ マー ソル ト 。 大 ダメ ー ジ を 与 
え 、 な お か つ 遠 くべ へ 運べ る メリ ッ ト の 大 きい 連係 


イミ 
和 


| 
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だ が 、 この 技 を 出す 時 の 軸 走 の 状態 に よっ て は コ 
ン ボ の 最後 の 技 が ヒッ ト し な いと いっ た デメ リッ 
ト も ある 。 その よう な こと の 無い よう に 、 軸 定 の 
状態 は で きる だ け 見 て お く よ う に し よう 。 

軸 足 が 同じ 時 に つなが る 連係 は コン ボ ・ ラ イジ 
ング ニー や 下段 パン チ か ら の ライ ジン グ ニ ー な ど 
の ヒザ 蹴り 系 、 逆 の 時 に は コン ボ ・ サ マー ソル ト 
や サマ ー ソ ルト キッ ク な どの サマ ー ソ ルト 系 が つ 
な が る と 覚え て お く と わか りや すい だ ろう 。 

な お 、 相手 が 小 ジ ャ ンプ 中 な ど に ヒッ ト し て 必 
要 以 上 に 浮い た 場合 、 軸 足 に 関係 な く コ ン ボ ・ ラ 
イジ ング ニー が ヒッ ト す る の で 、 チャ ンス を 逃さ 
な いよ う 心 が けた い 。 


"京橋 コン ポ " 

大 阪 で 発見 され 、 一 般 に "京橋 コン ボ " の 名 称 
で 知ら れ て いる の が 、 ス トレ ー ト ・ リ ー ド を 2 発 入 
れ て か ら の サマ ー ソ ルト キッ ク と いう 空中 コン 
ボ 。 ⑥⑤ は レバ ー 前 入れ 状態 で 入力 し 、@ で キャ 


サマ ー ソ ルト 
キッ グ 
(CN.9 


ジャ ブフ ブ 、 スト レー ト wp サマ ー ソ ルト キッ ク 
⑨⑤⑤)  () 


ン セ ル し て コン ビ ネ ー シ ョ ン を キャ ン セ ル す る 
の が コン ツ 。 連係 の 最後 の サマ ー ソ ルト は 単発 技 
な の で ダメ ー ジ が 50 と な り 、 ⑥ を 2 発信 れる ここ 
が で きれ ば コン ボ ・ サ マー ソル ト よ り も 大 き な 
ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 また 、 サマ ー ン 
ルト キッ ク の 当て 方 に よっ て は より 遠く へ 弾き 飛 
ば すこ と が で きる の も この 「 京 橋 コ ン ボ 」 の 特徴 
だ 。 ちな み に 、 軽量 級 相 手 な ら パ ンチ は 9 発信 る 
の で 試し て も らい た い 。 


ここ まで に 紹介 し て きた 各種 空中 コン ボ の う 
ち 、 コン ボ ・ ラ イジ ング ニー と ダブ ル ジ ョ イン ト 
バッ ト の 後に は 小 ダ ウン 攻撃 が 入り や すい の で 、 
起き あがり の 遅い プレ イヤ ー に は 忘れ ず に 入れ る 
よう に 。 

この 他 に も 、 ジ ャ ッ ク ナ イフ キッ ク 、 ダ ッシュ 
ニー、 コ ン ボ ・ ラ イジ ング キッ ク と いっ た 技 が 軸 
に 浮い た 相手 に つなが る が 、 与 える ダメ ー ジ が 小 
さか っ た り 、 ヒ ッ ト し に くい と いう 欠点 が ある 。 
お 遊び 程度 で 使っ て みよ う 。 


その 他 の 実戦 戦略 
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READY-GO! ー 
ーー 所 試合 開始 直後 に 先手 を 取る 
オー プ ニ ン グ ヒ ッ ト が その 試合 の 流れ を 大 きく 左右 する こと 
も ある 。 ここ で は 、 試合 開始 直後 に に 有効 な 技 を 紹介 し よう 。 踏み 込み パン チ ハ イ キッ ク (⑨④⑮Q)) 
① 踏 み 込み パン チ ハ イ キッ ク ( 只 ⑥@) ャ ーー 一 
一 番 スタ ンダ ー ド な 戦法 で ある 。 相 手 が 同じ 上 段 攻撃 を 仕掛 け ラウ ンド キッ ク (人 ④⑱) 
て きた な ら 、 悪く て も 引き 分 ける 結果 と な る 。 も し こち ら の 攻 ニュ ブラ ロウ ロン ドキ 、 
撃 が ヒッ ト し た な ら ば 、 ダウ ン 攻 撃 も 入る 。 “READY GO!" ステ ッ プ フワ ンド キッ ク (の 8 り 
② ラ ウン ドキ ッ ク ( 人 @) サマ ー ソ ルト キッ ク (⑮⑮) 0 
な カゲ の り 蹴 、 ア キラ 、 パイ な どの 返し 技 、 Sa SiCOScE 
強力 0 り 蹴 り 7 フ キラ 15 ど 0 の 95 し 玉 し ゃ が み ス テッ プ バ パック (⑨⑨⑯) 20 
ウル フ 、 ジェ フリ ー の 下段 パン チ に 対し て 最も 効果 的 。 カ ウン ー ジ ャ ッ ク ナ イフ キッ クサ イド (⑯⑯⑯) 
ター で 入れ ば ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト ( ゆ ゅ @⑥@) な どの 空中 コン - ・ ーーーーーーー…" 
ボ が 入る 。 し ゃ が み ク イッ ク フォ ワー ド (⑧⑮⑨⑱) 
③ ス テッ プラ ウン ドキ ッ ク ( ら @) ーー フ ロン トス ー プ レッ クス (⑨⑤⑥) 


リオ ン の 立 後 歩 (2@) や 、 スタ ー ト 直後 に ステ ッ プ バッ ク す 
る よう な 相手 に 対し て 有効 。 相手 を 引き つけ て か ら の 一 撃 | 
〈④ サ マー ソル トキ ッ ク (R⑥) 
スタ ー ト 直後 に 大 ダメ ー ジ を 与え 、 流れ を 一 気 に こ ちら 側 に 、。・ 
向け る こと が で きる 。 が 、 ガ ー ド され る と 手痛い 反撃 を 喰らい 、 
逆 に 相手 の 流れ に な っ て し まう 可能 性 も 大 きい 。 
⑤⑥ し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク ( ゆ ) か ら 
ジャ ッ ク ナ イフ キッ クサ イド ( ひ ⑥⑯⑥) 
相手 を 油断 させ 、 近づい て きた と ころ に 技 を 当て る 。 し ゃ が 
み ス テッ プ バ ッ ク は 上 段 (場合 に よっ て 中 段 ) 攻 撃 を か わす こと 
も 可能 な の で 、 普通 の ステ ッ プ バッ ク よ り は 安全 と 言え よう 。 
⑥ し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド ( る 必殺) か ら の 
フロ ント スー プレ ックス ( ひ @+†⑥) つの ゃ っ 
相手 が 上 段 攻撃 を 出し て きた 時 に 、 その 下 を くぐる よう に し し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク ( 必 必 珍 ) か ら 
て 投げ る 。 も し 投げ が 失敗 し て も スク ァ ト - ス トレ ー ト ( ひ @) が 
出る の で 、 相手 の 攻撃 を 止め る こと も で きる 。 その 後に 、 先行 入 


力 気味 に ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク (⑯) や 、 サマ ー ソ ルト キッ ク 
(S⑥⑯) な ご の 打撃 技 を 出す と ヒッ ト し や すい 。 また 、 し ゃ が み ク 振り 向き ガー ドキ ャ ン セ ル 
イッ ク フ ォ ワー ド か が から の サマ ー ソ ルト キッ ク と いう よう に 、 い ] 
さ な り 打撃 技 を 入れ る の も いい 。 


ガー ドキ ャ ン セ ル の 重要 性 


サラ の 場合 、 ガ ー ド キャ ン セ ル に は 2 つの 効果 が ある 。 

り と づつ は フエ イン ト 。 ワ ヴァー ディ カル フック ・ キ ッ ク (@⑯) 
と ロー キッ ク ( ツ ⑯)、 そ し て パン チバ ハイ キッ ク (⑥⑥⑯) は 、 蹴り 
の モー ショ ン の 途中 で キャ ン セ ル が で きる 。 相 手 が 上 級 者 だ と 、 
モー ショ ン を 見 て 一 上 肢 ガー ド を 試み 、 そ し て 蹴り 脚 が 戻る と こ 
ろ に 投げ や 打撃 技 を 入れ よう と 、 何ら か の 反応 を し て くる は ず 。 
そこ を 狙っ て 攻撃 力 発生 時 間 の 比較 的 短い サマ ー ソ ルト キッ ク 
(S⑯) や ニー キッ ク ( ゆ ⑮) な ど を 出す と 、 かなり の 確率 で ヒッ ト 


する 。 ち な み に 、 ガ ー ド キャ ン セ ル し た 直後 の 技 の 硬化 時 間 は ーーーーー 
限り な く ゼ ロ に 近く な る と いう 特性 が ある 。 詳し く 説明 する と 、 | 距離 別 ダ メー ジ 変 化 表 
普通 だ と 最初 の 技 ( こ の 場合 な ら ス トレ ー ト - リ ー ド ) が 出 た 後 す 
ぐ 、 技 が 戻る モー ショ ン な し で 次 の 技 (/ レ イキ ッ ク ) に つなが る と 
ころ が 、 パ ンチ ハイ キッ ク を キャ ン セ ル す る こと で パン チ の 戻 
り の モー ショ ン が な く な り 、 キッ ク の キャ ン セ ル に よっ て 蹴り 
脚 自体 もち ま と ん ど 出 な い 状 態 で 元 に 戻る 現象 生じ る 。 こ れ を 
利用 する と 、 コマ ンド を @⑥+@⑥ と し た パン チ ハ イ キッ ク を 出し 
て キッ ク を ガー ドキ ャ ン セ ル 、 続 け て これ も 自動 2 択 の ゆ ゅ @ 
を 連続 で つない で いく 、 と いう 連係 を 組み 立て る こと が で きる 。 
これ だ と 高 確率 で 相手 を 投げ る か 、 も し く は よろ めか せる こと 
が で きる だ ろう 。 た だ し 、 この 入力 に は 少々 コツ が 必要 で 、 キ ッ 
ク の 出る 前 に ガー ドキ ャ ン セ ル し て も コン ビ ネ ー シ ョ ン の 入力 本 
コマ ンド キャ ン セ ル と し て 処理 され て し まう の で 、 パ ンチ の 硬 ) 府 人 
化 時 間 は その まま 残っ て し まう の だ 。 江 り 脚 の 出 た 瞬間 に ガー 

ド ボ タ ン を 押す よう 、 体 に タイ ミン グ を 覚え 込ま せよ う 。 

さて 、 も う ひ と つ は し ゃ が み 状 態 か ら 一 瞬 で 後ろ 向き に な 
れる "振り 向き ガー ドキ ャ ン セ ル " で ある 。 サ ラ の 強力 な ター 
ン - ロ ー ス ピン キッ ク ( ひ @) な どの 強力 な 背後 攻撃 を 使う た め に 
は 、 と に か く 後 ろ を 向い た 状態 に な ら な けれ ば な ら な い 。 だ が 、 
ター ン ・ バ ックス ピン キッ ク ( @⑤⑯) で 蹴り の モー ショ ン を ガー 
ドキ ャ ン セ ル す る と 、 な ん と 一 瞬 に し て 相手 に 背中 を 向け た 状 
態 に な り 、 背 後 攻撃 が 出し 放題 と な る の だ ! コツ は 、 し ゃ が ん 
だ 状態 か ら よ ど み な く @@ と 入力 する こと 。 た だ しい し 、 振 り 向 
いた 直後 は し ゃ が み 状 態 に な っ て いる た め 、 す ぐに ター ン - ロ ー 隔 7ー 
スピ ン キ ッ ク か ター ン ・ ナ ッ ク ル (@) を 出す と 硬化 時 間 が 長く な に 二 較 
る 点 は 覚え て お いた 方 が よい 。 0 


き 、 
ミミ 三宮 


し ゃ が ん だ 状態 ( 還 ) か ら @⑯⑥ で 一 瞬 に し て 振り 向く 


サラ の 技 の 中 で 、 相 手 と の 間合い に よっ て 威 
力 が 変化 する 技 は 2 種類 。 い ずれ も 回 転 系 の 蹴 
り 技 で 、 遠 心 力 の た めか 問 合 い が 離れ る ほど 
ダメ ー ジ 量 は 大 きく な る 。 サ ラ の 闘い は 、 ミ 
ドル レン ジ か ら の 打撃 戦 に な る こと も 多い 。 
いっ た ん 距離 を 取っ て か ら 、 相 手 が 飛 び 込 ん 
に お で くる と ころ に ヒッ ト す る よう に 技 を 出す と 、 
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力任せ の 攻撃 で 相手 を よろ めか せ 、 確実 に 追い 打ち 攻撃 を 加え る 。 
技 自 体 の 硬化 時 間 は 長い も の が 多く 、1 発 1 発 を 確実 に 相手 に ヒッ 
ト さ せる くら い の 気 持ち で な けれ ば 、 そ の 都度 反撃 を 喰らっ て し まう 。 
実用 性 に 乏しい 、 い ね ゆる 店 せ 結 も 多い が 、 勝ち 負け は 二の次 
に し て 役 の 一 共 手 琴 連 し の 二 い が も し れ な い 。 ミド ルス 
ピン キッ ク が カウ ンタ ー で と ヒット 丹 府 後 の 彼 の ステ ッ プ を 見 ず し て 、 
ジャ ッ キ ー は 語れ な い の だ か 旨 貼 段 と 下段 に 攻撃 を 振り 分 け 、 
22 択 の 連 苑 で 相手 を 攻め 中 a こ と も 大 切 だ か より 重要 な 
の は 対戦 相手 を だ ます こと 。 70 謗 Rn7 レ イ を 使い こ な まあ っ と 2 が K 
相手 より も 優位 に 立つ 近道 だ . 開 薄 イ レイ を 警戒 し て 固まっ て いる 相 
7 邊 0NekdbhPAe 
ー 通 に し て 相手 の 体 を 根 こ 午 を 切れ 味 鋭い この 技 が あれ 
ば 、 どん な 魚 地 に 陥 つ て も 逆転 の 可 能 性 は ある 。 相手 に 芝居 を 植 
え 付 は 体力 と 同時 に 戦闘 意欲 を も そぎ 取る 。 最後 に リン グ に 立っ 
て いる の は この 俺 だ ! 俺 の 脚 は カミ ソリ だ ぜ ! 
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※ 便 化 時 間 の カッ コ 付 き 数 字 に つい て … タ ー ン キッ クミ ドル スピ ン キ ッ ク ライ トニ ング キッ ク : カ ッ コ 内 は カウ ンタ ー で 技 が ヒッ ト し た 時 の 便 化 時 間 を 表わす 。 ダウ ン 攻 撃 : カ ッ コ 内 は 攻撃 失敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 
サザ サマー ソル トキ ッ ク : カ ッ コ 内 は 技 が ヒッ ト し た 時 の 人 硬化 時 間 を 表わす 。 


7. スト レー ト ・ リ ー ド ⑤ 上 段 攻撃 


他 の キャ ラク ター と 比較 する と 、 攻撃 力 の 発生 は か な り 遅 め の 
部 類 に 入る 。 そ れ ゆ え 、 この 技 単体 で の 使用 頻度 は どう 考え て 
も 多い と は 言え な い 。 それ で も パン チ か ら の コン ビ ネ ー シ ョ ン 
技 が 豊富 な ジャ ッ キ ー だ け に 、 技 の 過程 に お いて は よく 見 か け 
られ る し 、 ノー ザン ライ ト ボ ム (⑥+@⑥) を 狙 お うと し て 問 合 い 
が 定 り な いよ うな 場合 に 出 て し まう " 技 だ ろう 。 な お 、 レバ ー 
を 前 方 向 に 入力 し な が ら 出 す パ ンチ は 、 通常 の それ より も 大 き 
く 踏 み 込ん で か ら 繰 り 出 す と いう 点 も 押さ えて お きた い 。 


相手 の 攻撃 の 出 が か り を 止め る 、 ある い は 投げ 技 を 回 避 す る た め 103 
に 使う こと が 多い 。 いっ その こと 、 この 技 を 出す 時 の コマ ンド は 

ひ @⑥+@⑥ と し て し まっ た 方 が いい か も 知れ な い 。 と いう の は 、 ス ト 人 [ 唇 言 
ロー ク が 長め の 投げ 技 を 入れ て きた 相手 を ノー ザン ライ ト ボ ム 学 
(@⑥+⑥) で 投げ る こと も で き 、 基本 投げ な ら 投 げ 抜け の 効果 も ある 8 | 


か ら だ 。 た だ し 、 こう し た 便利 な パン チ も 相手 の 中 段 キッ ク な ど 
で あっ さり と 潰さ れ て し まう 。 一 見 万 能 だ が 、 意識 せ ず に 乱発 し 【N 風 C 夏 G ガ 
て いる と 手痛い 一 撃 を 喰らう きっ か け と な っ て し まう 。 上 141813 

⑱25 の 


3. ヴァ ー テ ィ カ ル ・ フ ッ ク ・ キ ッ ク  K) 上 段 攻撃 


意識 的 に 単発 で 使う 機会 は な い だ ろう 。 偶発 的 に ビッ ト す る 場合 は ダメ ー ジ が 303 
1.5 倍 に な る カウ ンタ ー と な る こと が 多く 、 この 時 に 当たっ た こと を 確 認 し て か 

ら ⑯⑥ ボ タン を も う 一 回 押す と 、 ダブ ルス ピニン グ キ ッ ク (@@) が 出る 。 また 、 エ 12 記 
ル ボ ー ス ピン キッ ク ( ゅ ⑥@⑯) に ディ レイ を か ける つも り が 、 @ ボ タン が 遅 すぎ て 

つなが ら ず 、 単発 の ヴァ ー テ ィ カ ル ・ フ ッ ク ・ キ ッ ク に な っ た 時 な ど に 当たっ て 221 
くれ る こと が 多い 。 ちな み に 、 レバ ー を 前 方 向 に 入れ な が ら の 踏み 込み キッ ク 

を 利用 し た "真空 蹴り 「 と いう テク ニッ ク が 使え る 。 詳細 は P . 75 を 参照 に し て S ⑨ 
ほし い が 、 自在 に 使い こなせ る よう に な れ ば これ ほど の 武器 は な い 。 "真空 山 り ′ 9 同国 |22 
を 出さ ず と も 、 ヴァ ー テ ィ カ ルフ ッ ク キック な 途中 まで 出し て か ら @ ボ タン  c、 軸 計 還 中 
で キャ ン セ ル し て サマ ー ソ ルト キッ ク (S@) や 投げ 技 へ と つなぐ の も 効果 的 。 


_4. ロー キッ ク すず (。②)WK) 下 設 攻撃 


立ち 状態 か ら と っ さ に この 技 を 出し た いと き は 、 コ 10 3 

マン ド を ゆ @ と 入力 を する こと で 、 し ゃ が み 状 態 に 

な る まで の ロス タイ ム を カバ ー で きる 。 た だ し 、 硬 「16 選 呈 

化 時 間 が 長く 反撃 を 受け や すい 技 だ 。 相手 に 当たっ 

た は いい が 中 段 攻撃 や 下段 授 げ で 返 ぐ され て し まう こ 221 

と が 多い の で 乱発 は 控え た い 。 反応 が いい 相手 に 対 

し て は 、 特に 出し て は いけ な い 。 S ⑨ ⑤ 
ゆ 141813 
251722 


5. ミド ルキ ッ ク (中段 攻 撃 


リー チ の ある 中 段 攻撃 「 と し て その 使い どこ ろ も 多い 。 相手 に ガー 
ド さ えさ せ て し まえ ば 反撃 は 受け に くい が 、 それ で も 相手 の キャ ラ 
クタ ー と 対戦 相手 の 反射 速度 に よっ て は 返さ ぐれ て し まう 。 技 の 使い 
方 こし て は ダッ シュ ハン マー キッ ク ( ゆ ゅ ゆ ゅ ⑯) と そう 変わ り は な い の 
だ が 、 乱打 戦 で こつ っ ざさ の ゅ ゆ ゅ と いう 入力 が 間に合わ な いと 判断 し た 
昌司 に は 、 この 技 の 方 が 速く 出る こと に な る 。 な お 、 ダ ッシュ ハン マ 
ー キ ッ ク こ と 比べ た 場合 、 こ の 技 の 方 が 1 フレ ー ム だ け 便 化 時 間 が 短 
いと いう 利点 が ある 。 それ で も 反撃 され る の は 変わ り が な いと し た 
ら 、 入力 の 平易 さ の み に 注 目 せ ざる を 得 な い だ ろ う 。 


2。 スク ァ ト ・ ス トレ ー ト ツ (。 め 。⑳9/p 下 役 攻撃 


23J 


6. サイ ド フ ッ ク ・ タ ー ン ③④③( ②③ 上 段 攻 軸 


相手 と も み 合 っ て いる 状態 か ら と っ さ に この 技 を 使う の は 、 レバ ー の 14 3 
入力 と 攻撃 力 発生 の 遅 さ ゆえ に 容易 で は な い 。 それ で も 、 いっ た ん 後 
ろ を 向い て し まえ ば 、 相手 に か な り の 種類 の 選択 肢 を 迫る こと が で き 13 過 婦 
る 。 技 の リー チ が 長い の で 、 遠 め の 問 合い か ら 技 を 出し た 時 に 近寄っ 
て くる 相手 に 対し て 当たる こと も ある 。 その 他 、 起き 上 が り 攻 撃 を し 14 
て くる 相手 の 蹴り を ガー ド し た 直後 に は 振り 向く だ け の 硬化 時 間 が 発 
生 す る こと が ある の で 、 サイ ド フ ッ ク ・ タ ー ン を 試み る 価値 は ある 。 S ⑨ 
後述 の スピ ニン グ キ ッ ク ・ タ ー ン より も 攻撃 力 発生 時 間 が 短い の で 、 6 』 卒 22 5 
実戦 で 振り 向き 攻撃 を 仕掛 ける 場合 に は 断然 こち ら の 技 へ の 依存 度 の oc、 2 2 25 
方 が 高い こと に な る 。 
OO へ _ 旬 
7. スピ ニン グ キ ッ ク ・ タ ー ン ④ ぐ ④K) [③④③,K] 上 段 攻撃 
サイ ド フ ッ ク ・ タ ー ン より も 相手 に 与え る ダメ ー ジ は 大 きい 30 3 
が 、 攻撃 力 発生 時 間 と 硬化 時 間 の いずれ も が スピ ニン グ キ ッ 
ク ・ タ ー ン の 方 が 長く 、 性 能 が 落ち る と 考え て よい 。 この 技 19 己 委 
を 使っ て 振り 向く の な ら 、 や は り 起き 上 が り 攻 撃 を し て くる 二 
相手 の 蹴り を ガー ド し て か ら が よい 。 その 他 、 遠い 問 合 いか 27 
ら 牽制 で サイ ド フ ッ ク キ ッ ク ( る @) を 出す よう な 感覚 で この 
技 を 出す と 、 近寄っ て くる 相手 か ら ダ ウン を 奪え る こと も あ S ぐ ⑲ OO⑨ 
る 。 そう し た 場合 、 続け て 大 ダウ ン 攻 撃 が 狙え る わけ だ が 、 自 人 9 語詞 22 
分 より 後方 ヘ ダ ウン し た 相手 に 向かっ て 後ろ 向 さ に 大 ジャ ン  c、 提 証 還 | 
プ す る ジャ ッ キ ー の 姿 は 一 見 の 価値 が ある 。 
ンー 
』 
8. ター ン ・ ナ ッ ク ル  (。④)。②⑤)) 上 段 攻撃 3 選 
= Or Or 
2 種類 の コマ ンド を 受け 付け る が 、 ぢ だ け で 出し た ター ン ・ ナ ッ ク ル に 限り 、 20 3 


相手 に 背中 を 見 せ た 状態 で も パン チ か ら 始 まる コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 を すべ 
て 出す こと が で きる 。 その 場合 の コマ ンド は 正面 向き の 時 と 共通 で 、1 発 目 0 = (4 要 
の モー ショ ン の み が こ の 技 と な る 。 振り 向い た 状態 か ら 正 面 を 向く と いう 働 

き は ある が 、 単なる 立ち パン チ の ひと つと し て 考え て よい 。 裏 返 せ ば 、 この 31(34) 

パン チ を な 単発 で 使う こと は まず な いと いう こと だ 。 な お 、 技 が ヒッ ト す る と 

相手 は ダウ ン す る 。 続け て こ コ ン ボ の コマ ンド を 入力 すれ ば 、 相手 を 中 に 浮か く ) ⑨ 
せ て の 空中 コン ボ が 自動 的 に 入る こと に な る 。 ちな み に デ ー タ 表 の カッ コ 内 6 誠 計 

の 数 値 は 、 レ バー 入力 を 加え な が ら タ ー ン ナックル を 出し た 時 の も の 。 性 (my 
能 が 劣る 上 、 コン ボ に つなぐ こと が で き な く な る の で 入力 に は 注意 し た い 。 


9. ター ン ・ ロ ー リ ング フッ ク ぐ ④) 上 段 攻 撃 


攻撃 力 発生 まで の 時 間 は 長い が 、 後 ろ を 向い た 瞬間 に 123 
この 技 の コマ ンド を 先行 入力 し て お く と 、 単発 の 攻撃 
を 仕掛 けら れ た 場合 に 、 相 手 の 技 の 硬化 時 間 中 に ヒッ 722 
ト す る 場合 が ある 。 そ う で な く と も 、 硬 化 時 間 は 極端 
に 短い の で 、 ガ ー ド さえ させ て し まえ ば その 後 の 展開 111 
を 有利 に する こと が で きる だ ろう 。 
S ⑨⑲ 
eg リ 16 20 14 
9 27 19 24 
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ター ン ・ ス テッ プ ナ ッ ク ル ⑦ ざ ⑧ [③⑤⑥] 中 段 攻撃 理 


後ろ を 向い た 状態 か ら 単 発 の 中 段 攻撃 を 繰り 出す 。 ター ン と 14 3 
ステ ッ プ ・ ナ ッ ク ル か ら は コン ボ は つなが ら な いし 、 与え 

る ダメ ー ジ が 少な い 割 に 硬化 時 間 が 長い の で 、 パン チ が 素 [ 写 圭 
速い キャ ラク ター が 相手 だ と 返 ぐ れ て し まう し 、 投げ を 喰 

ら う 可 能 性 も ある 。 相手 が 正確 な 反応 と 判断 を し た ら 、 な 25 
す 術 な し だ 。 背中 を 見 せ て いる 最 中 は 相手 も 積 概 的 な 攻撃 

を 控え る だ ろう し 、 必ず 反撃 を 喰らう と まで は 言わ な い が 、 ⑨ 
単発 の 攻撃 を 仕掛 ける な ら ば や は り タ ー ン ロー スピ ン キ 作 還 2 
ッ ク と し た 方 が リス ク は 少な い は ず だ 。 @ 28 2 


1 ター ン ・ キ ッ ク ②【[@ 色 ] 上 段 攻撃 ” 


足 を 高く 振り 上 げ て 攻撃 し た 後に 、 ジ ャ ッ キ ー は 一歩 後 ろ に 下 3 3 
が る よう な ステ ッ プ を 踏む 。 その モー ショ ン が 非常 に 大 きい の で 
当然 硬化 時 間 は 長く 、 キ ッ ク が 相手 に 届か な か っ た 場合 に は そ 「14 記 引 
の 後に 大 反撃 (特に 投げ 技 ) を 喰らう こと を 覚悟 し て お きた い 。 こ 

れ は 通常 ヒッ ト も し く は ガー ド さ れ た 場合 の 挙動 だ が 、 カ ウン 47(85) 
ター ヒッ ト の 場合 に は 左右 へ 数 度 ス テッ プ を 刻む (数 値 表 の カッ 

コ 内 の 数 値 は その 時 の 硬化 時 間 )。 言 っ て みれ ば この 技 の 存在 価 ぐ ⑨ 
値 は カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せ た 時 の その 軽やか な ステ ッ プ に あり 、 WM 還 時 
ジャ ッ キ ー の スト イッ ク な ダン ディ ズム を 醸し 出す と ころ に あ @⑳ - - 2 


る 。 そん な わけ で 、 当然 な が ら 実 用 性 に は 乏しい 。 


72. ター ン ・ ロ ー ス ピン キッ ク や )(。( め の)。⑫)K)) [②,] 下段 攻 軸 


後ろ を 向い た 状態 か ら 繰り 出す 、 足 を 使っ た 単発 の 36 る 
下段 攻撃 。 技 の リー チ も 長く 、 ガ ー ド さえ させ れ ば 直 

接 的 に 反撃 を 受け る 心配 は な い 。 強力 な 下段 攻撃 に  W『 厩 計 W 記 講 
し いい ジャッキ ー に と っ て は 貴重 な 技 と 言え る だ ろう 

が 、 それ より も ジャ ッ キ ー が 相手 に 背中 を 向け る 場 25(23) 
面 が 実戦 で どれ だ け あ る か 、 と いう こと を 考え れ ば 、 

この 技 だ け を 特別 扱い する 必要 は な いで あろ う 。 ちな ぐ ) (⑨ 
み に 、 この ター ン ・ ロ ー ス ピン キッ ク は 2 種類 の コマ 6M 計 
ンド で 出す こと が で きる 。 数 値 家 の カッ コ 内 の 数 字 は 、 @ 
すす ⑥ ま た は は はぐ ⑥ で 技 を 出し た 時 の デー タ だ が 、 性 能 

か ら も 分 か る 通り ら @ と いう コマ ンド が 最も 実用 的 


28: 


で ある 。 
13。 サッ カー ボー ルキ ッ ク GO [SR] ダウン 攻撃 2 議 


し 
少な い ダ メー ジ で 相手 か ら ダ ウン を 奪っ た 場合 に は これ 
を 。 と に か が ぐ 安 定 し た 追い 打ち を 仕掛 ける 時 に 使う 技 だ 。 
特に 、 空中 に いる 相手 に 人 硬化 時 間 が 長め の 技 で 追い 打ち を 
が けた 後 や 、 コ ン ボ エル ボー スピ ン キ ッ ク (⑥@⑥ ゅ @⑥@) が 
ビッ ト し た 後 は 、 サッカー ボー ルキ ッ ク で 追い 打ち を か け 
た 方 が いい 。 ニー ス トラ イク ( ゅ ゆ る @@⑥+⑥⑯) で 投げ た 後に も 
この 技 が 入る こと が ある が 、 それ は 相手 が 横転 中 に 限ら れ 
る の で 注意 し た い 。 相手 が 素 速く 起き 上 が り 、 この 技 が 失 
敗 する と 、 同じ コマ ンド の ミド ルキ ッ ク が 出 て し まう 。 こ 
うな る と スキ だ ら け に な っ て し まう の で 注意 し た い 。 
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ジャ ン ピ ン グ ニ ー ス タン プ ④⑧) ダウ ン 攻 撃 


ジャ ッ キ ー の ダウ ン 攻 撃 は 高 性 能 な 部 類 に 入る の と 303 
で 、 当然 実戦 で も よく 使う こと に な る の だ が 、 エル 

ボー スピ ン キ ッ ク ( ゆ ゅ ゆ @⑥⑯) が ノー マル ヒッ ト し た 時 (33 
や 、 コン ボ エ ル ボー スピ ン キ ッ ク (⑥@ ゅ @⑥⑯) と いっ 

た 使用 頻度 が 高い 技 の 直後 に は 、 素 速く 起 キ 上 が っ 英作 ⑯ り 
て くる 相手 に 対し て は この 小 ダ ウン 攻撃 が 入ら な 

い 。 その 際 は 、 ダメ ー ジ ラン ク を 一 段階 落と し て サッ 

カー ボー ルキ ッ ク ( ぐ @) を 使う こと を お 薦め する 。 


75。 ハイ ジャ ン ピ ン グ ニ ー ス タン プ 人 や) ダウ ン 攻 撃 


大 ダウ ン 攻 撃 。 距離 や ダメ ー ジ 量 に よっ て 入る か どう か が 当然 異な 
る の だ が 、 感覚 と し て は 「 キ ッ ク 系 の 技 が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 
時 に は 、 ハイ ジャ ンプ ニー スタ ンプ が 入る 」] く らい に 覚え て お く と 
いい 。 確か に 小 ダ ウン 攻撃 より も 大 き な ダ メー ジ を 与え る の だ が 、 
到達 距離 は どちら も 同じ で ある こと に 注意 。 間合い が 定 り な いよ う 
な 時 は 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド ( ゆ 必 ) で 倒れ て いる 相手 と の 間合い 
を 調節 し て か ら ダ ウン 攻撃 を 仕掛 ける よう に する と いい )。 


76. エル ボー  』 ゅ ッッ テラ Emm(B) 空中 攻撃 


相手 の 起き 上 が り に 合わ せ て 出す よう な 使い 方 が いい 
の だ ろう が 、 いか ん せん モー ショ ン が 派手 過ぎ る の で 、 
すぐ に バレ て 簡単 に ガー ド さ れ て し まう 。 何 が 別 の 技 45 = 
を 出 そ う と し て 間違っ て 出 て し まっ た よう な 場合 以外 


は 、 実戦 で お 目 に か か る こと も な い だ ろ う 。 攻撃 力 持 24| 

続 時 間 が 長い の で 、 とっさ の 判断 に あぐね た 相手 に 対 

し て は 当たる こと も あろ う が 。 S ⑨⑲⑨ ⑨ 
&M - - 2 
8・ - 3⑫2 


77,。 ステ ッ プ スト レー ト > フ テ ws) 空中 攻撃 


小 ジ ャ ンプ 攻撃 共通 の 攻撃 タイ ミン グ で 技 を 30 る 
出す わけ だ が 、 小 ジャ ンプ 後 の 投 げ を 克 葉 し て 


し ゃ が ん で し まっ た よう な 相手 に 対し て 使う 

くら い に し か その 使い 方 は 浮か ば な い 。 た だ し 、 

ジャ ッ キ ー の 小 ジ ャ ンプ 攻撃 の 中 で は 最も 硬 20| 
(@⑳ 


化 時 間 が 短い 。 ガー ド さ えさ せ て し まえ ば 、 そ 
の 後 の 相手 と の 関係 は ほぼ 対等 に は な る の だ 
が 、 狙っ て 当て る 攻撃 で は な い だ ろ っ う 。 


ゆ 
9 - - 
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68. ステ ッ プ フッ クキ ッ ク ルウ ャ ンプ 上 時 中 ( 台 ) 空中 攻撃 


ジャ ンプ 中 の モー ショ ン は 小さ く 地 味 な の 30 る 

で 、 単なる 小 ジ ャ ンプ と の 使い 分 けが 可能 だ 

ろう か 。 与え る ダメ ー ジ は 30 と 意外 に 大 き 35 至 骨 

い 。 つか つ に 手 を 出 そ う と し て きた 相手 に 対 

し て は 、 大 音響 と 共に ダウ ン を 奪え る 技 だ 。 21| 

た だ し 、 アキ ラ や パイ の 上 段 返し 技 で 返さ れ 

て し まう 点 は 忘れ ず に お きた い 。 ぐ ⑲⑯ 
MD - - 2 
@⑯-・- 2 


79. ステ ッ プ ブヒ ー/ レキ ッ ク か ジ ャ ンプ 旗下 中 ( 務 ) 中 段 攻撃 電 


小 ジ ャ ンプ の 着地 直前 に 側 方 へ の 蹴り を 出す 。 途中 と 203 
まで は 、 単なる 小 ジ ャ ンプ と まっ た く 同 じ モ ー シ ョ 

ン な の で 、 相手 は 着地 を 待っ て か ら 攻 撃 を 仕掛 け て 52 選 
いい も の か どう か と 惑わ され る こと に な る 。 この た 
め 、 ある 程度 は 相手 を 引っ か けら れる 攻撃 で ある と 24 
言え よう 。 また 、 中 段 攻撃 な が ら 返 し 技 で も 返 べ れ な 

い の で 、 この 点 に つい て は 神経 質 に な ら な く て も い ⑨ 
い 。 た だ し 、 攻撃 力 発生 まで の 時 間 が 長い の で 、 空 中 6 及 
で 撃墜 され る 危険 性 は 付い て 回 る が 。 @ 


ジャ ン ピ ン グ ・ フ ッ ク ナ ッ ク ル 
ジャ ンプ 上 見 (>( 。(⑳)。(⑬ )( 了 ) 空中 攻撃 


ジャ ンプ の 上 昇 中 に コマ ンド を 入れ な と 303 
けれ ば な ら ず 、 な お か つつ 着地 直前 に 攻 

撃 力 が 発生 する た め 、 使い 勝手 は か な 732 選 呈 
り 悪 い 。 単なる 大 ジャ ンプ と の 使い 分 
けが で きる と は いえ 、 空中 で コマ ンド 431 
を 仕込 ん で お いて も 着地 する 前 に 叩き 

落と され て し まう こと の 方 が 多く な っ く ) (⑨ 


⑨ 
て し まう 。 実戦 で は まず お 目 に か か る 6⑳ 還 還 2 
こと は な い だ ろ っ う 。 


27. ジャ ンプ キッ ク ん,> フ mWK) 空中 攻撃 


近い 問 合 い で も み 合 っ た 状態 か ら 、 と っ さ に 出し て ダウ ン E 30 3 
を 奪え る 技 で あり 、 相手 に 与え る 精神 的 ダメ ー ジ も ある だ 

ろう が 、 ジャ ッ キ ー な ら こ の ジャ ンプ キッ ク を 出す より も 17 己 呈 
サマ ー ソ ルト キッ ク (⑥) を 使う べき だ 。 と いう の は 、 この 

技 が 当たる 状況 で は 、 ほ と ん どの 場合 サマ ー ソ ルト キッ ク 68| 
を 出し て も ヒッ ト す る か ら だ 。 な お 、 ジャ ッ キ ー は 大 ジャ 
ンプ の 下降 中 に も う 一 回 攻撃 を 出せ る の で 、 この 技 が 外れ ぐ ⑨ 
た か ら と いっ て そこ で 諦め る こと は な い 。 それ で も サマ ー 6 = 
ソル ト 系 の 技 を 使え る 相手 に は 、 当たる 確信 が ある 局面 以 
外 で は 出す べき 技 で は な い 。 


23/ 
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ど コ , 


SI で 
ミド ルキ ッ ク > テ rmm(KK) 空中 攻撃 
上 昇 中 に コマ ンド を 入力 する と 、 空 中 で の キッ E 103 
ク が 出る 。 攻撃 力 発 生 時 間 が 短い の で 、 相手 と 
同じ よう な タイ ミン グ で 大 ジャ ンプ し た 場合 、 [10 過 揚 
も し く は こち ら が 大 ジャ ンプ し て いる 時 に 相手 
も 大 ジャ ンプ し よう と し て いる 場面 以外 に は 、 ぐ ⑨ 
この 技 が 必要 な 状況 は 見 当たら な い 。 ちな み に 9 "の 
前 者 は 系 速い 反応 で の を 押す 必要 が あり 、 後 者 my 語 症 2 


は 相手 の 行動 を 予測 し て 技 を 出す こと に な る 。 


24. ヒー ルキ ッ ク > っ WTm( 民 ) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ の 着地 を 狙っ て 待ち 構え て いる 相手 
に 対し て の み 効 果 が ある 。 便 化 時 間 は 短い の で 、 
体重 の 軽い キャ ラク ター 相手 に この ヒー ルキ ッ ク 
が カウ ンタ ー で ビッド すれ ぽ ほ 、 サマ ー ツ ルト ギ ッ 
ク (S⑯) が つなが る 可能 性 も 。 た だ し 、 この 技 を 出 
さ ず に 着地 し て し まっ た 方 が より 有利 な 立場 に な 
る 、 と いう 状況 も ある 。 着 地 間 際 は 無防備 だ か ら 
と いっ て 、 と りあ え ず " 技 を 出す の は 控え た い 。 


大 ジャ ンプ の 上 昇 中 に コマ ンド を 入力 する 技 だ が 、 攻撃 判定 は 
着地 間際 で 発生 する の で 、 いっ た ん コマ ンド を 入力 し て し まう 
と 、 同じ 着地 間際 に 攻撃 発生 する ヒー ルキ ッ ク (大 ジャ ンプ トト 降 
中 @) に 切り 替え る こと は で き な く な る 。 技 の 基本 ダメ ー ジ が 大 
きい の で 、 大 ジャ ンプ の 着地 を 狙っ て 何 か 仕掛 け こ こよ うと し 
た 相手 に 対し て は 相当 な 効果 が ある だ ろう が 、 相手 に こち ら の 
着地 を 待た れ て し まう と や られ 放題 で 、 あま り い いこ と は な い 。 


25.。 ジャ ン フ ・ オ ー バ ー・ キ ッ ク 


大 ジャ ンプ し て 相手 を 飛び 越え て こし まっ た ら 、 こ 
の 技 の コマ ンド を 入れ て お く と いい 。 あせ っ て も 
た つい て いる 相手 の 背中 を 蹴る こと に な る か ら だ 。 
と は いえ 、 相手 が 冷静 な 対処 を し て きた ら そ れ ま 
で 。 反撃 に 適し た 位置 で こち ら の 着地 を 待た れ て 
し まっ た ら 、 プレ ー ヤ ー は 背中 を 見 せ た 状 態 で 長 
い 硬 化 時 間 と 共に 起き 上 が る こと に な る 。 相手 を 
飛び 越し た か ら と いっ て 必ず この 技 を 出す 、 と ま 
で は 考え な い 方 が いい 。 


p ャ ッ プ km く P((G ぐ 。( ゆ ) 区 ) 空中 攻撃 


22。 ドロ ッ プ キッ ク ッッ ラ Emm の (。(⑳。⑨⑬) 人 区 ) 空中 攻撃 


26. スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ ク ル ぐ ④) 上 段 攻 撃 


スキ が 少な く て 対抗 技 が 存在 し な い 、 優れ た 技 だ 。 単発 で 使っ て も いい し 、 スピ ニ 
ング ・- ス ラン トバ ッ ク ナ ッ ク ル (@@⑥ も 2@⑥) と 使い 分 ける と 攻撃 の 幅 も 広がる 。 上 段 
攻撃 で は ある が 、 攻 め の 組 み 立て に は 欠か せな い 技 だ 。 1.5 倍 の ダメ ー ジ を 与え る 


カウ ンタ ー ヒ ッ ト な ら 相 手 は 宙 に 浮く の で 、 そこ か ら は 続け こ ス トレ ー ト ・ リ ー ド 「14 選 二 
(@⑥) 一 サマ ー ソ ルト キッ ク (@) へ の 空中 コン ボ へ と つなげ る こと が で きる 。 通常 

ヒッ ト で も 相手 を よろ めか せる こと が で きる の で 、 追い 詰め る 技 と し て は か な り 14 
有効 だ ろう う 。 た だ し 、 よろ めい た モー ショ ン を 確認 し て か ら 追撃 で きる 打撃 技 と い 

う の は な い 。 スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ ク ル を ガー ド さ れ た 直後 に は 、 投げ 技 と ライ ジ に 


が ベス ト な の は も ちろ ん だ が 、 ファ ジー ガー ド を 意識 し て 、 ネッ ク ブ リー カー ドロ 


LN) 
ング エル ボー( ゅ ゆ @) の 2 択 を 迫る と 有効 。 投 げ 技 は 、 ニー スト ライ クウ e+e) 9 2 
@.32 - 

ッ プ を 狙う つも ひと つの 方 法 で は ある 。 


ディ レイ を が けず に 技 を 出し た 場合 、 1 発 目 が 当たれ ば 相手 は よろ めき 、 2730 3 
さら に 続く 2 発 目 で 大 きく 浮か せる こと が で きる 。 た だ し 、 こち ら の 硬 


化 時 間 も 長 め な の で 、 空中 コン ボ に よる 追い 打ち は 間に合わ な い 。 ディ 14 座 14 訣 
レイ の 受付 時 間 は か な り 長 い が 、 スピニング. スラ ント バッ ク ナ ッ クル 

(る q@⑥ ゆ @⑥) を 警戒 し た 相手 が し ゃ が ん で いる と 、 目 も 当て られ な い 結 の 】 
果 が 待っ て いる 。 そ れ ゆ え 、 ダブ ルス ピン ナッ クル に ディ レイ を か け て 

使う 機会 は か な り 限 定 さ れ て くる だ ろう 。 それ で も 、 相手 の 硬化 時 間 に く ) (⑨ 
対抗 技 と し て 使い 、 小 カ ウン ター を 取っ て 当て る 場合 、 攻撃 発生 時 間 6 腺 四 庄 
が エル ボー スピ ン キ ッ ク と 同じ で 、 な お か つこ の 技 の 方 が 相手 に 与え @ 

る ダメ ー ジ が 大 きい と いう 点 に 着目 すれ ば 、 使い どこ ろ は 数 多く 見 つ 

か る だ ろう 。 


28. スピ ニン グ ・ ス ラン トバ ッ ク ナ ッ ク ル G) 
( ぐ ⑤(⑫⑧) [②③⑮,⑯⑤] 上 下段 攻撃 


単体 で の スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ ク ル と この 技 と を 使い 分 ける こと 

で 、 相手 を か な り 翻 弄 で きる 。 ディ レイ を か ける の も いい が 、 1 発 目 

と 2 発 目 の 攻撃 の 間 に は 被 攻 軸 判定 が 存在 する の で 、 投げ 技 を 狙っ 引 想 玉 [相同 

て いる と 思わ れる 相手 に 対し て は ディ レイ な し で 技 を 仕掛 けた 方 が 

無難 だ ろう 。 また 、 遠い 問 合 いか ら 2 発 目の下 段 攻撃 の み を 当て る つ 251 
⑨ 


も り で 出し て いく の も いい 。 相手 に 届き さえ すれ ば 、 ガー ド さ れ て 
も 反撃 は 受け な い の で 、 技 を 出し な が ら 間 合い を 詰め る よう な 時 な IN) 
ど 、 スピ ニン グ - ス ラン トバ ッ ク ナ ッ ク ル を 使う 機会 多い は すず だ 。 9 診 2| 

32 - 


1 の 


29. スピ ニン グ ア ー ム キッ ク ぐ ⑮K) [②③⑤⑯] 上 上 2 段 攻撃 お @⑩① 


派手 な モー ショ ン か ら 上 段 へ の 2 段 攻撃 を 繰り 出す 。 軸 足 が 変わ る 
点 と 、 相手 と の 間合い に よっ て ダメ ー ジ が 変化 する と いう 特徴 を 
持っ て いる 。 見 せ 技 と し て の 要素 が 強い も の の 、 スピ ニン グ バ ッ ク 
ナッ クル が ヒッ ト し て 相手 が よろ けた 場合 に 、 デ ィ レ イ を か けず 
に ⑯ を 入力 し て いれ ば 、 そ の まま 回 し 蹴り が ヒッ ト す る 。 相手 が 
硬化 時 間 の 長い 技 を 出し た 時 の 対抗 技 と し て スピ ニン グ ア ー ム キ 
ッ ク が 有効 、 と いう 発想 も 生ま れる の だ が 、 実戦 で 試し て みる と 
何故 か が キッ ク 部 分 まで は つなが ら な い の で 、 あま り 実 用 的 で は な 
い 。 スピ ニン グ ・ ス ラン トバ ッ ク ナ ッ ク ル と 同様 に 長め の ディ レイ 
を か が ける こと が 可能 だ が 、 キ ッ ク の 硬化 時 間 は 長い の で 、 ガー ド 
させ て も 素 速い 反撃 で 返 べ ご れ て し まう 。 と に か く 、 この 技 を 出す 時 
に は が か な り の リス ク を 背負 うこ と に な る だ ろう 。 
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30. スピ ニン グ ・ ロ ー ス ピン キッ ク (③④) [②③⑤⑨⑯] 上 下段 攻撃 お ② 記 


ディ レイ を か けず に スピ ニン グ ・ ロ ー ス ピン キッ ク を 出し た 場合 、 
スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ ク ル が ヒッ ト す れ ば その 後 の ロ ー ス ピン キッ 
ク も 必ず 当たる 。 スピ ニン グ ア ー ム キッ ク ( ぐ @⑥⑥) の 下段 キッ ク 版 
と 考え て も いい の だ が 、 ディ レイ を か け て 使っ た り 、 離れ た 間合い 
か ら 出 し て も いい と いう 点 で は 技 の 性 質 は 異な る 。 それ で も 、 ガー 
ド さ れ て し まっ た 場合 に は 中 段 攻 撃 や 下段 投げ が 入り 放題 と な る 。 
ロー スピ ン キ ッ ク が ヒッ ト す れ ば 相手 か ら ダ ウン を 奪え る と は い 
え 、 その ダメ ー ジ は 相手 と の 問 合 い に よっ て 変わ り 、 し か も ダメ ー 
ジ の 数 値 は 低め に 設定 され て いる 。 さらに サッ カー ボー ルキ ッ ク 
(る @⑯) で の 追い 打ち も 間に合わ な いこ と が 多い 。 カウ ンタ ー 音 が 殴 
き 渡 っ た 時 に は 、 ハイ ジャ ンプ ニー スタ ンプ ( 含 @⑥) で さえ も 入る の 
だ が 。 これ ら の 理由 ゆえ に 、 スピ ニン グ ・ ロ ー ス ピン キッ ク の 使用 頻 
度 は 必然 的 に 低く な っ て し まっ て いる 。 


ライ ジン グ エ ル ボー ②⑤) [② あ p] 中 段 攻撃 


ジャ ッ キ ー の 攻撃 を 展開 する に 当たっ て 、 突破 口 と し て 大 きく 役立て た い 技 だ 。 よろ 
めき を 誘発 させ る 点 が 何しろ 大 きい が 、 エル ボー スピ ン キ ッ ク ( 必 @@) と いう コン ビ 
ネー ショ ン へ と つなげ られ る 点 か ら 見 て も 、 他 の どの キャ ラク ター より も いい 肘 
を 持っ て いる と 言え よう 。 ライ ジン グ エ ル ボー で 相手 が よろ けた ら 人 各種 の 追い 打ち 
を 、 ヒッ ト は し た が 相手 が よろ け な か っ た な ら 、 当たっ た こと を 確認 し て か ら ⑯ ボ ポタ 
ン を 押す だ け で エル ボー スピ ン キ ッ ク が 出る 。 ガー ド さ れ た 場合 で も 、 エル ボー スピ 
ン キ ッ ク を 警戒 し て ガー ド に 専念 し て いる 相手 に 対し て の 攻め の 選択 肢 は 豊富 に 用 
意 さ れ て いる 。 た だ し 、 技 が 届か な か っ た 場合 ひ の ス キ は か な り 大 きい 。 ス トレ ー ト - 
リー ド (⑥) か ら の ライ ジン グ エ ル ボー な ど を 織り 混ぜ つつ 、 この 技 と スラ ント バッ ク 
ナッ クル ( み @) と で 上 下 に 揺さぶり を か け て 相手 を 攻め 立て て いき た い 。 


9 が 。 


32. エル ボー スピ ン キ ッ ク ツ )K) [②,,@] 中 上 ら 彼 攻撃 C) 


ジャ ッ キ ー の 持つ 技 の うち 、 その 使用 頻度 は 最も 高い の で は な い だ ろ う 
か 。 そ し て 、 ディレイ 抜き で は 語れ な い 技 だ 。 ラ イジ ング エル ボー 
( ゆ ゅ @⑥) が ヒッ ト し た 場合 、 そ れ を 目 や 耳 で 確認 し て か ら @⑯ を 入力 し て も 
ちゃ ん と スピ ン キ ッ ク が 入る 。 た だ し 、 あま り 遅 く て は つなが ら な い の 
で 、 視認 し た ら す ぐに ⑯⑥ ボ タン を 押す こと 。 ラ イジ ング エル ボー を ガー ド 
され た と し て も 、 その 後に ディ レイ を か けた キッ ク を 出せ ば 、 反撃 に 出 よ 
うと 突っ 込ん で きた 相手 に スピ ン キ ッ ク が カウ ンタ ー で ヒッ ト す る 公算 
も 大 きい 。 た だ し 、 その 場合 は 一 種 の 賭け と な る 。 ひと た び 相 手 に ガー ド 
され る と 、 硬化 時 間 が 長い た め に や られ 放題 と な っ て し まう か が からだ 。 リス 
ク の 大 きい 技 だ け に 、 堅実 に 技 を 出し て いき た い 。 な お 、 エル ボー スピ ン 
キッ ク で 相手 が 倒れ た 場合 で も や 、 ノー マル ヒッ ト だ と ダウ ン 攻 撃 の 成 合 
は 微妙 。 起 キ 上 が り が 素 速い 相手 だ と 、 逆 に こち ら が ピン チ に 追い 込ま れ 
て し まう こと すら ある 。 


33。 スラ ント バッ ク ナ ッ クル ⑫⑤) [(④⑤⑤] 下段 攻 軸 


ジャ ッ キ ー が 使え る 強力 な 下段 攻撃 と 言え ば この 技 。 技 の リー チ は や や 短い が 、 ラ イジ ング エ 
ル ボ ー( ゆ ゅ ⑧) が 届く 間合い な ら こ の 技 も 届く の で 、 この ふた つの 技 を 使い 分 けれ ば 中 段 と 下 
段 へ の 揺さぶり を か けら れる 。 スラ ント バッ ク ナ ッ クル を ガー ド さ ご され て も 反撃 は 受け る こと は 
な い の で 、 攻撃 の バリ エー ショ ン は いく ら で も 考え られ る 。 この 技 を 見 て 下がる よう な 相手 な 
ら 、 ダ ッシュ ハン マー キッ ク ( ゆ ウ ウ ゅ ⑯) で 下がる と ころ を 仕留め て や ろう 。 た だ し 、 ス ラン トバ 
ッ ク ナ ッ ク ル を ガー ド さ れ て いた ら 、 相手 の バッ クダ ッシュ に 技 が 追い つか な いこ と が 多い 。 
また 、 この 技 は いっ た ん 立ち 状態 に な ら な いと 続け て 出す こと は で き な い の だ が 、 1 発 目 の コ 
マン 入力 が 完了 し た 瞬間 に クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド ( ゆ ゅ ゅ ) を 入力 し た り 、 (⑯⑥⑧) と キッ ク を キャ 
ン セ ル す る こと で スラ ント バッ ク ナ ッ クル の コマ ンド を 入力 する と 、 先 行 入力 で 2 発 目 が 出せ 
る よう に な る 。 相手 に 技 を 読ま れ た 場合 に は 中 段 キ ッ ク (S@) な ど で 漬 され て し まう が 、 じ っ 
くり と 様子 を 見 る よう な 相手 に 対し て は か な り 効 果 的 だ 。 また 、 ス ラン トロ ー ス ビン キッ ク 
(⑥@) と 使い 分 ける の も いい 。 カウ ンタ ー で スラ ント バッ ク ナ ッ クル が ヒッ ト す れ ば 、 高 く 
浮い た 相手 に スク ァ ト ・ ス トレ ー ト ( ひ @⑥) 一 サマ ー ソ ルト キッ ク (R⑥⑯) と いう 空中 コン ボ が 入 
る 。 た だ し 、 重量 級 の キャ ラク ター が 相手 の 場合 は サマ ー ソ ルト キッ ク の み の 追 い 打 ちと な る 。 


EEN3 


SD @ り 
SS の 
愉 は ⑤ 
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34. スラ ント ロー スピ ン キ ッ ク や (⑧(K) [(⑫⑤②⑤] 下 下 2 段 攻 撃 ①⑳ 放 お 


この 技 に 関し て は 、 まず コマ ンド の 入力 の こと に 触れ る 
必要 が ある だ ろう 。 スラ ント バッ ク ナ ッ クル を 出す と き 
に 履 方 向 に レバ ー が 入力 され て いな けれ ば な ら な い の は 
言う まで も な い が 、 レ バー を ゆ 方 向 に 固定 し て お か な い 
と 、 続い て の ロー スピ ン キ ッ ク は 出 な い 。 この 点 は 十分 憧 
えて お きた い 。 相手 が スラ ント バッ ク ナ ッ クル を 見 て 後 
ろ に 下 が ろ うと し た 場合 や 、 同 じ く スラ ント バッ ク ナ ッ 
クル の ガー ド 直 後に 反撃 に 転じ よう と し た 場合 に は 絶大 
な 効果 を 発揮 する 。 また 、 スラ ント バッ ク ナ ッ クル の モー 
ショ ン を 見 た らい っ た ん 様子 を 伺う よう に な る 相手 に 対 
し て は 、 ディ レイ を か が かけ て スラ ント ロー スピ ン キ ッ ク を 
出す と 効果 的 だ 。 た だ し 、 スラ ント と キッ ク 攻 撃 の 間 に は 
一 瞬 の や られ 判定 が ある の で 、 ゆっ た り し た ディ レイ を 
か け て いる と 、 サマ ー ソ ルト 系 の キッ ク で 返さ よれ て し ま 
う 恐 れ が ある 。 また 、 ロー スピ ン キ ッ ク を ガー ド さ れ て し 
まつ うと 下段 授 げ や 中 段 攻撃 を 入れ られ 放題 と な る 。 


35. スマ ッシュ フッ ク ⑧() [ ぐ ⑧⑤⑮] 上 段 攻撃 


よろ めき を 誘発 する 技 で は ある も の の 、 その 後に 確実 に つなが る と 143 
技 は 存在 し な い 。 だ が 、 サマ ー ソ ルト キッ ク (RK@⑯) や コン ボ エ ル 

ボー スピ ン キ ッ ク (@⑥@⑥ ゅ @@) 、 接近 し て 投げ る な どの 選択 肢 で 相 6@ 甘 詩 
手 を 追い 込む こと は 可能 だ 。 特に サマ ー ソ ルト キッ ク の 場合 だ と 、 

よろ めか され て 焦っ た 相手 が 何 か 技 を 出 そ う と し た と ころ へ カウ 16 
ンタ ー ヒ ッ ト ! と いう 美しい 連係 が 期待 で きる 。 硬化 時 間 は 短い 

も の の 、 単発 で し か 出せ な い 技 な の で 、 空振り し て し まう と 相手 か ⑨ 

ら の 反撃 は 必至 と 考え た 方 が いい 。 相手 の 技 の 出 が か り を うま く WM 還 

止め られ る と 大 き な 効 果 が 上 が る の だ が 。 @ 28 2 


36. スウ エー フッ ク や ) [⑥.⑤] 上 段 攻撃 


攻撃 を 避け な が ら 繰 り 出す パン チ 。 通常 の スト レー ト ・ リ ー ド (⑥) 14 3 
の 代用 と し て 、 パン チ か ら 始 まる 各種 コン ビ ネ ー シ ョ ン へ と つ な 

ぐ こ と が で き る 。 攻撃 が 発生 する まで の 間 は 打撃 技 に よる 被 攻撃 12 選 呈 
判定 は な い が 、 上 段 の 投げ られ 判定 が 生じ る 。 その た め 、 反応 速 

度 の 高い 相手 と の 対戦 で スゥ エー フッ ク を 出す と 、 あっ さり と 投 161 
げ ら れ て し まう 。 さら に 、 相手 の 攻撃 を 単発 で な ら 避 けら れる が 、 

2 発 以上 の コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 で 攻め て 来 て きた 場合 に は まっ た S ⑨ OO 
く 意味 を 為 さ な く な っ て し まう 。 唯一 の 可能 性 は 、 起 き 上 が り の 6 罰 22 15 
攻防 に 隠さ れ て いる と 思わ れる の だ が 。 @⑳ 28 2 25 


37. ニー キッ ク ツ )K) [②, 選 | 中 段 攻 撃 


空中 コン ボ 展 開 へ の 出発 点 と な る 技 。 と に か く カ ウン ター で 技 を ヒッ ト さ 
せる こと が 肝要 。 スト レー トリ ー ド (⑥) な ど を お と り に し た り 、 相手 の 起 
さき 上 が り 中 に 技 を 当て た り し て 攻撃 を 誘っ て お いて か ら ニ ー キ ッ ク を 出 


す と 、 カウ ンタ ー ヒ ッ ト に な りや すい 。 ちな み に 、 ノー マル ヒッ ト で も 小 寺 縛 圭 

ダウ ン 攻 撃 は 入る 。 な お ウル フ 、 ジェ フリ ー、 ジャ ッ キ ー の 3 人 以外 が 相 29| 

手 で ニー キッ ク を ガー ド さ れ た 場合 に は 、 まず 間違い な く 反 撃 を 受け る 

こと に な る の で 覚悟 し た 方 が いい 。 Q ぐ ⑨ 
MD - - 2 
@⑯- ・ る 2 


241 


_ 38. トー キッ ク ② ゆ ⑯ IS] 中 段 攻撃 果 


包 政 
攻撃 力 の 発生 が や や 遅 め で ある こと 、 そ し て カウ ンタ ー で ヒッ ト す る と 相手 21 3 
を 大 きく 浮か せる こと が で きる 点 が 特徴 と 言え よう 。 特に 、 や や 遅 め の 攻 撃 力 
発生 タイ ミン グ は 絶妙 で 、 ス トレ ー ト ・ リ ー ド (⑥) な どの 小 技 の 後に この 技 を 719 選 揚 
続け て 出す と 、 相手 が 反撃 に 踏み 切 ろ うと コマ ンド を 入れ 終わ っ た あたり で 
攻撃 が ヒッ ト す る の で ある 。 カウ ンタ ー を 取っ て 浮か せ た 後 は 各種 の 空中 コ 24 
ン ボ が 期待 で きる が 、 軸 足 に よっ て 入る 技 が 変化 する 。 例え ば 、 軸 足 が 逆 の 状 9 


態 で トー キッ ク が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た な ら 、 レバ ー を 前 方 向 に 入れ た スト ぐ ⑨ 
レー ト ・ リ ー ド ( 叶 ⑥) 1 発 か ら の サマ ー ソ ルト キッ ク (S@) と いう 空中 コン ボ が  ⑳ 2 四 22 
全 キャ ラク ター に 対し て つなが る 。 雪 足 を 見 る 余 窒 は な い が 確 実に 空中 で の 追 な 、 放 計 較 2 
い 打 ち を 決め た い 、 と いう の な ら ダ ッシュ ハン マー キッ ク ( ゅ ゆ @) が 最適 だ 。 
フッ クキ 回 思 志 
39. サイ ド フ ッ ク キ ッ ク ぐ ④⑱) [③⑮] 中 段 攻 撃 WW 
相手 の 下段 攻撃 を か わし な が ら 攻 撃 で きる 、 中 段 攻撃 属性 を 持つ 優れ た 技 。 起き 上 が り 703 
下段 攻撃 を し て くる 相手 に 重ね る 場合 に も 、 簡単 で 使い や すい 技 で ある 。 近い 間合い で 
サイ ド フ ッ ク キ ッ ク を 当て て カウ ンタ ー を 取る こと が で きれ ば ダッ シュ ハン マー キッ 4【 寿 計 
ク ( ゆ ゅ ゅ ゆ @) が 空中 で の 追い 打ち 攻撃 に な る の だ が 、 相手 と 問 合 い に よっ て は サマ ー 
ルト キッ ク (S@) も 入る こと が ある 。 後ろ に 下がり な が ら こ の 技 を 出す だ け で 勝て る 20 
こと も ある の だ が 、 それ で 「 勝 て ば よし 」 と し て いい も の か どう か 。 どう に も 扱い の 難 
し い 技 だ 。 そこ で 付い た 別名 が "チキ ン キ ッ グ 。 チキ ン ( 障 病 ) な 相手 に 対し て 絶大 な 効 S ぐ ⑨ ⑤ 
果 を 発揮 する と ころ か ら こ の 呼び 名 が 付い た の だ が 、 いつ し か 相手 の 出 方 を うか が い MD 還 四国 
な が ら サ イド フッ クキ ッ ク を な 連発 する チキ ンプ レイ ヤー が 増え 、 今や この キッ ク 自 体 co 議 四 還 9 


が チキ ン の 代名詞 と な っ て し まっ た 。 嘆かわしい 。 


40. サマ ー ソ ルト キッ ク ⑮) 中 段 攻 撃 


カゲ 、 サ ラ も 似 た よう な キッ ク を 使え る が 、 技 の 性 能 は ジャ ッ キ ー の 
も の が ピカ ー で 、 ダ メー ジ も 他 の 必 た り の 技 よ り も 10 多 く 設 定 され 
て いる 。 サ マー ソル トキ ッ ク の 攻撃 力 発 生 時 間 は 、 ストレート ・ リ ー ド 
(@) や スク ァ ト ・ ス トレ ー ト ( ひ @) と 同じ 10 フ レー ム 。 つま り 、 パン 
チ が 入る 局面 で は この 技 を 出し て も 当たる 、 と いう こと に な る の で 
ある 。 そし て 、 この 技 の 出 の 速 さ が 空 中 コン ボ で の 使い や すさ に も 貢 
献 し て いる こと は 言う まで も な い 。 詳細 は P . 248 か ら の 連係 ペー ジ S ⑨ 
で 紹介 し て いる が 、 サ マー ソル トキ ッ ク は 様々 な 場面 で 攻撃 の 要 と な 《M 軒 還 
っ て くれ る 。 カウ ンタ ー ヒ ッ ト す れ ば 、 相手 に 与え る ダメ ー ジ 時 も さ ml 
る こと な が ら 、 精 神 的 な ダメ ー ジ も 見 逃 せ は な い 。 た だ し 、 いっ た ん ガ 

ー ド され て し まう と や られ 放題 投げ られ 放題 と な る が 、 必ず 当たる 
局面 を 調べ 、 さら に 相手 の 行動 を 読み 切っ て 使え ば 恐い も の な し だ 。 

バク チ 技 の 代表 の よう に 評 さ れる こと も 多い が 、 攻め の 主軸 技 と し 

て 、 反撃 技 と し て 、 大 い に 使っ て いき た い 。 な お 、 数 値 表 の カッ コ 内 

の 数 字 は 、 サマ ー ソ ルト キッ ク が ヒッ ト し た 時 の 硬化 時 間 で ある 。 


ダッ シュ ハン マー キッ ク ツ ⑨) [ああ] 中 段 攻 撃 末 強 


ダッ シュ し て か ら 技 を 出す 、 リ ー チ の ある 中 段 攻撃 だ が 、 技 を 出し た E 303 
後に 生ま れる スキ が 意外 に 大 きい 。 攻撃 力 発生 の 最初 の フレ ー ム で 相 

手 に ガー ド さ れ て し まう と 、 その 後 の 相手 の 投げ を 回 避 す る こと が で 12 記 纏 
き な い の で ある 。 と は 言っ て も 、 ミド ルキ ッ ク ( ぐ @) と 併用 し て の 使い 

どこ ろ は 多い 。 ス ク ァ ト ・ ス トレ ー ト ( せ @) や スラ ント バッ ク ナ ッ クル 30| 
( ら ⑥) な どの 下段 攻撃 か ら の 連係 と し て 使う と 効果 的 に 決ま る 。 な お 、 

前 方 向 に 2 回 レバ ー を 入力 する 技 に 共通 し て 言え る こと だ が 、 コマ ンド ぐ ) ⑨ 
は ゆ ゅ 、 ゆ ⑥ く らい の 感覚 で 入力 する と いい 。 ゆ ゅ ゅ 、 @ と 入力 し て し ま 6 草 
うと 、 ニー キッ ク が 出 て し まう こと が 多い の だ 。 @ 
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42. ダフ ルス ピニン グ キ ッ ク ⑱)K) [|] 上 中 ら 段 攻撃 〇 下 店 


ここ まで ディ レイ が 掛け られ る 技 も 珍し い 。 1 発 目 を 蹴っ て 、 その 
蹴り 定 が 元 に 戻る ギリ ギリ ぐら い に 2 発 目 の @ を 入力 し て も 間 に 
合う つの だ 。 すべ て の キャ ラク ター が 持っ て いる 上 段 キ ッ ク に さら 
に も う 1 発 が 続け て 出る 、 と 考え れ ば 、 それ だ け で 相手 の 反応 の 
遅れ は 期待 で きる 。 逆 に 対戦 相手 に ジャ ッ キ ー を 迎え た 場合 、 ヴ 
ァ ー テ ィ カ ル ・ フ ッ ク キック (⑯) を 見 た ら も う 1 発 が 控え て いる 
可能 性 が ある 、 と いう こと を 常に 忘れ て は な ら な いわ け だ 。 2 発 目 
の キッ ク は 攻撃 属性 が 中 段 だ が 、 間合い が 遠 け れ ば し ゃ が ん で い 
て も 当たら な いし 、 その 後 は 手痛い 反撃 を 覚悟 し な く て は な ら な 
い 。 1 発 目 の ヒ ッ ト を 画面 上 で 確認 し て か ら @⑥⑯ を 押し て も 2 発 目 が 
間に合う こと が 多い が 、 そ こま で 素 速 い 反 応 が で きる の な ら 、 1 
発 目 で 浮い て いる 相手 に サマ ー ソ ルト キッ ク (&⑥) を 当て た 方 が 
大 ダメ ー ジ を 期待 で きる 。 


スピ ニン グ キ ッ ク  :) 上 段 攻撃 


攻撃 力 持 続 時 間 が 長い の で 、 や や 離れ た 間合い か ら 技 を 出し て 相手 を 誘 

い 、 突進 し て きた と ころ に 対し て 当たる よう に する か 、 相手 の 横 っ 面 を 

器 く こと も そう 難し く は な い 。 また 、 ス ピニン グロ ー ス ピン キッ ク 4 

(⑥+@⑤ ひ @+@) と 使い 分 け て 、 この 技 を ガー ド し た 後 で くる で あろ う 下 

段 攻撃 を 予想 し て し ゃ が み ガ ー ド へ と 移行 し て いる 相手 に 対し 、 中 段 攻 24| 
(⑲ 


4J. 


撃 を 狙っ た りす る よう な 使い 方 が いい だ ろう 。 多少 で も ジャ ッ キ ー の 技 

を 知っ て る 相手 な ら 、 こ の スピ ニン グ キ ッ ク を な を 見 た 後 は 、 ど うし て も ス LN) 
ピニン グロ ー ス ピン キッ ク の 2 発 目 を 警戒 する だ ろう か ら 、 直接 的 な 反撃 6 入 = 
は 受け な いと 割り 切っ て し まっ て も いい か も し れ な い 。 それ で も 、 届か な @ 
い 攻 撃 に は リス ク が ある こと に 変わ り は な い 。 無 意 味 に 出す こと の な い 
よう に 。 な お 、 この 技 は 相手 と の 問 合 い に よっ て ダメ ー ジ が 変化 する 。 


44. レッ クス ライ サー ②:G) [⑨(。@⑯。,⑨)W*⑥⑯] 下段 攻撃 


カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せれ ば 相手 を ダウ ン さ せる こと も で きる 0 る 
の で 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 な ど で 突 っ 込ん で くる 相手 に 対し て 
レッ グ ス ラ イサ ー を 出す か 、 いっ た ん 下がっ て お いて 相手 の 突 「19 選 呈 
進 に 合わ せる よう に 早め に 技 を 出し て お く よ う に すれ ば 、 攻め 

て くる 相手 に カウ ンタ ー で ヒッ ト す る こと は 多い し 、 幾 分 反撃 361 
は 受け に くく な る 。 それ で も 、 と に か く 硬 化 時 間 が 長 す ぎる の 

が いた だ け な い 。 通常 ヒッ ト の 場合 だ と 、 た と え こ の 技 が 相手 ぐ く ⑨ 
に ヒッ ト し て も 、 中 段 キ ッ ク や 下段 投げ で いと も 簡単 に 返さ ぐれ 6⑳ り 2 - 19 
て し まう の だ 。 た だ 、 あ と 一 撃 で 相手 を K.0 . で きる 状況 で 、 @⑳32 - 29 
自分 の 体力 は 一 回 反撃 を 食らっ て も まだ 闘え る ぐら い に 残 っ 

て いる 場合 な ら 、 この 技 の 利用 価値 は 一 気 に 上 昇 す る 。 ちな み 

に 、 和 宙 に 浮い た 相手 に 対し て 、 相手 を 遠く へ 運ぶ 働き を 持っ た 

追い 打ち 攻撃 と し て も 機能 し な いこ と は な い 。 


へ 1 いさ o 主 
45。 ミド ルス ピン キッ ク KMG! い 5( (③④ あざ ⑮:⑯)o| 中 段 攻撃 の 
ガー ド さ れ て し まう と 打撃 技 で も 投げ 技 で も や られ 放題 、 通常 ヒッ ト だ と 相手 は ダ 36 る 
ウン し な い 、 と デメ リッ ト が 大 きい よう に 見 える 。 それ で も 足技 と し て は 攻撃 力 の 発 
生 は 速い 部 類 で あり 、 何より も ミド ルス ピン キッ ク を カウ ンタ ー で ヒッ ト さ せ た 後 16 己貴 
に 、 全身 を ユラ リ と 揺さぶる ポー ズ を する と ころ に こだわ り た い 。 ジャ ッ キ ー と いう 
キャ ラク ター を 語る に は 、 こう し た 技 の 後に 余韻 の ある も の を 抜き に し て は 考え ら 41(1⑫5) 
れ な いか ら だ 。 スク ァ ト ・ ス トレ ー ト ( ひ @⑥) や スラ ント バッ ク ナ ッ クル (2@⑥)、 ライ ジ 
ング エル ボー( ゆ @⑥) か ら の 連係 技 と し て 、 また 離れ た 問 合 い か ら コ ン ビ ネー ショ ン 技 ぐ ⑨ ぐ 
で 攻め て くる 相手 の 出鼻 を くじ く よ う に 使い 、 彼 の 微笑 み を 見 て や ろう 。 な お 、 こ の WM 一 22 
場合 に は 硬化 時 間 が 大 幅 に 延び る た め (数 値 表 の カッ コ 内 の 数 字 を 参照 ) に ダウ ン 攻 @⑩ - - 鐘 


撃 は で き な く な っ て し まう が 、 相手 の 技 を ガー ド し た 後 の 対抗 技 と し て この 技 を 使 
うと 、 相手 か ら ダ ウン を 奪え て 、 さら に 小 ダ ウン 攻撃 も 入る こと は 覚え て お きた い 。 
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46. スピ ニン グ キ ッ ク ・ ロ ー ス ピン キッ ク FT1 
KG)(②(:G) [*⑥(⑥。③②。③)WKRx*@⑥] 上 下段 攻撃 


この 技 で 注目 すべ き は 、 最初 の スピ ニン グ キ ッ ク を ガー ド さ せ て し 州 -0:20-0 
まえ ば 、 次 の ロース ピン キッ ク は 絶対 に ガー ド で きず ヒッ ト す る と 
いう 点 。 相手 の 起 キ 上 が り 直 後 な ど 、 打撃 技 を 警戒 し て 立ち ガー ド 24 只 19 年 
に 専念 し て いる 相手 に 対し て 出し て みる と いい )。 単発 技 の スピ ニン 


グ キ ッ ク (⑯+@) と 使い 分 ける と さら に 効果 的 だ ろう 。 2 発 の 蹴り は 40| 
いずれ も 相手 と の 間合い に よっ て ダメ ー ジ 量 が 変化 し 、 ヒ ッ ト し た 
相手 は ダウ ン す る が 、 その 時 に 入る 追い 打ち は サッ カー ボー ルキ ッ SD) ⑲ ⑨ 

ク (S@) の み だ 。 また 、 ロー スピ ン キ ッ ク 部 を ガー ド さ れ て し まっ た 人 WM 1922 
兄 合 に 生ま れる スキ は や や 大 きい の で 注意 。 な お 、 ス ピニン グ キ ッ @- 2939 


ク が カウ ンタ ー で ヒッ ト す る と 、 間合い に よっ て は 続く ロー スピ ン 
キッ ク も 軸 に 浮い た 相手 に 当たる こと が ある 。 


47, ビー トナ ッ ク ル  ():K) 中 段 攻撃 言 」 


ニー ス トラ イク ( ゅ ゆ ゅ @@⑥+) を 仕掛 けた 時 に 、 投げ 条件 が 成立 せ ず に 出 て し まう こと 
が よく ある 。 また 、 そう し て 意図 せ すず に 出 た この 技 の ヒッ ト 率 は 意外 に 高い 。 それ も 
その は ず 、 攻撃 属性 が 中 段 で あり 、 攻撃 力 の 発生 時 間 も 遅 く は な いか ら だ 。 また 、 ビ 
ー ト ナッ クル は 相手 と の 軸 定 に よっ て 数 値 デ ー タ が 若干 変化 し て くる 。 この 性 質 に 
着目 する と 、 軸 足 が 逆 方 向 (異な る ) の 時 に ニー ス トラ イク の コマ ンド を 入力 する と 
投げ が 入り づら いた め に この 技 が 出 て し まい が ち だ が 、 その 場合 は 便 化 時 間 が 短く 


な っ て いる の で 反撃 も 受け に くく な る と いう わけ だ 。 いい こと ずく め の 技 の よう だ が 、 ⑨ 
実際 は 空振り し た り 相 手 に ガー ド さ れ た り し た ら 最 後 だ 。 ま た 、 し ゃ が み ガ ー ド し て 人 W = 22 
いる 相手 に 対し て は よろ めか せる こと が で きる も の の 、 そこ に 曜 実 に 叩き 込め る 技 co 証 還 32 邊 
は な い 。 その 場合 に は 再度 投げ を 狙う の が 有効 だ 。 ち な み に 右 の 数 値 デ ー タ は 、 カ ッ 

コ 内 が 軸 足 が 逆 の 場合 の も の だ 。 


48. ライ トニ ング キッ ク (KEK)KOKK aaas< 還 て) 
[⑦*KK)KIKK| 中 中 中 上 上 5 段 攻 撃 


5 発 の 蹴り の うち 、 どこ で 止め て も 対抗 技 が ある の で 、 反応 が よ す ぎる E 30 る 
相手 に 対し て は 出す の は 控え た ほう が いい 。 そこ まで 神経 質 に な ら な 
く て も 、 何 発 目 ま で 出す か を 常に 変化 させ る よう に し た 方 が いい 。 実 用 幼 臣 診 
性 の 逐 し い 見 せ 技 の よう に も 思わ れる が 、 実は 1 発 目 の 攻撃 力 発生 時 間 

は ジャ ッ キ ー の 全 技 中 で も 最速 で 、 小 ジ ャ ンプ 攻撃 の 迎撃 技 と し て も 3(106) 
機能 する 。 さら に 各種 ヒザ 蹴り ( ゆ @) に 対す る 唯一 の 対抗 技 と な り 得る 

が 、 残念 な が ら 2 発 目 以降 は つなが ら な い 。 な お 、 デー タ 表 に ある 数 値 は 、 ぐ ⑨ 
ダメ ー ジ 量 の 部 分 を 除い て は 5 発 目 の も の 。 攻撃 力 発生 時 間 と 攻撃 力 持 MM - = 22 
続 時 間 の 1 一 4 発 目 の 数 値 は それ ぞ れ 、9 - 3、14 - 3、12 - 3、15 - 3、16 - 3。 8 に 了 32 
また 、 4 発 目 まで の 硬化 時 間 は それ ぞ れ 26、24、25、27 フ レー ム で 、 デ ー 

タ 表 の カッ コ 内 の 硬化 時 間 は 、 5 発 目 の 蹴り が ヒッ ト し た 場合 だ 。 ちな 

み に 打 撃 硬直 と 投げ 無効 ひ フ レー ム 数 は 1 一 3 発 目 が 12/16/11 と 

23/15/21、4 発 目 は 14/18/13 と 25/17/22 (それ ぞ れ 左 か ら 通 常 ヒ ッ 

ト 、 カ ウン ター ヒッ ト 、 ガ ー ド 時 ) と な る 。 


49. パン チ ス ピン キッ ク (KR) [] 上 上 2 段 攻撃 


⑥・⑯ と ボタ ン を 入力 し た 時 に 、 相手 と の 距離 が 投げ 間合い で ある 1. 5 メー 
トル より も 離れ て いる 場合 に は この 技 が 出る 。 パ ンチ スピ ン キ ッ ク を 狙っ 
て 出す 場面 と いう の は 、 そ うな い の で は な い だ ろ うか 。 それ で も 硬化 時 間 
が 短い の で 、 サマ ー ソ ルト キッ ク (@⑥) を は じ め と する 他 の 技 へ の 連係 は 
し や すい し 、 最初 の パン チ が カウ ンタ ー で 当たれ ば 続く スピ ン キ ッ ク も 必 
ず 当 た る 、 と いう 優れ た 一 面 も 持っ て いる 。 た だ し 、 し ゃ が まれ て し まっ た 
ら そ れ ま で な の で 、 相手 が ガー ド に 徹し て いる と 思わ れる よう な と き に 出 ⑨ 
す の は 危険 だ 。 な お 、 近い 問 合 い か らら @、 ⑥⑥ と 入力 する と 、 最初 の PO 6 = 22 
は パン チ サ イ ドキ ッ ク と な っ て 相手 と の 問 合 い が で き 、 次 の @@ は パン チ @ 32 
スピ ン キ ッ ク に な る の で な か な か 使え る 連係 技 と な る 。 また 、 デ ィ レ イ も 

か けら れる が 、 この 技 の 場合 は 大 し て 意味 は な い だ ろ う 。 
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QA 


り 4. 


パン チ ハ イ キッ ク ゆあ ))K) [あゆ] 上 上 ら 段 攻撃 ⑤ 


レバ ー が 前 方 向 に 入っ て いな いと 技 が 出 な いと いう 制約 は ある も の の 、 
ダウ ン を 奪え る コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 と し て は 優秀 。 反射 神経 に 自信 が あ 
れ ば 、 パン チ が ヒッ ト し た の を 確認 し た 直後 に の を 押し て キッ ク も ヒッ 電 
ト さ せる 、 と いう 芸当 が で き な く も な い 。 上 段 攻撃 の み で 構成 され て い 10 塵 2 訣 
る の で し ゃ が まれ て し まう と 辛い が 、 ガー ド さ せ て し まえ ば 直接 的 な 反 

撃 は 受け な い 。 実戦 で は 中 段 、 下段 攻撃 を 警戒 し た 相手 が 立っ た まま で 281 

ガー ド を 固め る こと が 多い た め 、 連続 で 出し て も し ゃ が まれ る こと は そ Q ぐ ⑲ @ 
う 多 く は な い 。 と っ さ に 正確 な 入力 が で きる か どう か が この 技 の 使い 方 の - - 2 
の ポイ ント と 言え よう 。 な お 、 パン チ ハ イ キッ ク の キッ ク の 出 が か り に 

ボタ ン を 押す こと で 、 キッ ク を キャ ン セ ル で きる 。 9 - - 32 


パン チ サ イ ドキ ッ ク / 絢 ⑧&K) [| 上 中 ら 段 攻撃 


投げ 間合い の 相手 に 対し て @⑥⑯ と 入力 する と 、 パ ンチ サイ ドキ ッ ク が 出る 。 次 に 解説 す 
る バン チロ ー ス ピン キッ ク や 、 ス トレ ー ト リー ド (⑥) を 1 発出 し て か ら の スラ ント バ 


9 


ン が 広がる 。⑯ ボ タン を ディ レイ 気味 に 入力 する と 、 パ ンチ の 後 の 下段 攻撃 を 警戒 し て 
し ゃ が お 相手 に 対し て 中 段 攻撃 属性 の サイ ドキ ッ ク が いい 感じ で ヒッ ト す る だ ろう 。 サ 
イド キッ ク で 発生 し た よろ めき に は 、 ダ ッシュ ハン マー キッ ク が つなが る 。 踏み 込ん で 
の スト レー トリー ド ( 墜 ⑥) で 始ま る 攻撃 が 間に合う こと も 多い が 、 よ ろ め き を 目 で 確 
認 し て か ら 技 を 出し て いた の で は 間に合わ な い の で 、 あ ら か じ め 攻 撃 を 決め て お く よ う  e 
に し な く て は な ら な い 。 ち な み に 、 ウ ルフ や ジェ フリ ー と いっ た 重量 級 の キャ ラク ター @ 
が 相手 な ら 、 よ ろ め き を 確認 し て か ら サ マー ソル トキ ッ ク (@) を 出し て も 間に合う 。 


52. パン チ ・ ロ ー ス ピン キッ ク ⑧②( 
[| 上 下段 攻撃 


後ろ に 下がる 相手 に 対し て な ら 、 最初 の パンチ が 届け ば 続く ロー スピ ン キ 
ッ ク も 当たる 。 だ が 、 最初 の バン チ が カウ ンタ ー で ヒッ ト し て も ロー スピ 
ン キ ッ ク が 必ず つなが る わけ で は な い の で 、 ディ レイ を か けず に 技 を 出す 
利点 は あま りな い 。 それ より も むし ろ 、 パン チ の あと で 一 呼吸 置い て か ら 
次 の コマ ンド を 入力 する と いう タイ ミン グ を 心掛け る よう に し て 、 相手 の 
挙動 に 応じ て パン チ サ イ ドキ ッ ク と の 使い 分 け て いき た い 。 また 、 由 り 起 
さ を し て くる と 思わ れる 相手 に 対し て 、 離れ た 間合い か ら こ の 技 を 出し て 
相手 に 当たっ て も ら う 、 と いう よう な 使い 方 を し て も いい 。 


53. ジャ フ 、 スト レー ト ⑤⑤) [や ,p] 上 上 ら 段 攻撃 


この パン チ 2 発 の コン ボ を 相手 に ガー ド さ せれ ば 、 そこ か ら ラ イジ ング エル ボー( ゆ ⑤@) 、 結 果 
的 に コン ボ エ ル ボー(⑥@⑥ ゅ @@⑯) と スラ ント バッ ク ナ ッ クル ( み ⑥) で 中 段 と 下段 攻撃 の 2 択 を 
迫る こと が で きる 。 そう し た 意味 で も 、 ジ ャ ブ 、 ス トレ ー ト は コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 、 あ る い は 
技 の 連係 こし て の 通過 点 と いっ た 意味 合い が 強い 技 だ と 言え る 。 入力 に 関し て だ が 、 実戦 で は 、 
か な り デ ィ レ イ 気 味 な 入力 か ら で も つなが る 。 単発 の パン チ を 2 発出 す 時 に は 、 レバ ー を 前 方 
向 に 入れ な が ら 出 すか 、 @ ボ タン で コマ ンド を いっ た ん 白紙 に 戻す と いい 。 た だ し 、 相手 と の 
間合い を 詰め る た め に 、 安易 に こう し た 技 を 出す の は 避け た 方 が いい 。 


ディ レイ を か けず に 入力 を 行なっ た 場合 に は 最後 の キッ ク ま で 入る 12.12.30 3 
が 、 そ う や っ て 出し て いく より も 、 コン ボ エ ル ボー スピ ン キ ッ ク 

(@⑥@ ゅ ⑥@) を 出し た 方 が いい 。 と いう の も 、 技 を ガー ド さ れ て し まっ 計 
た 時 に エル ボー で 止め る こと が で きる の で リス ク が 少な く 、 ヒッ ト し 1026 を U 

た 時 に 与え る ダメ ー ジ も 大 きい か ら だ 。 また 、 ⑥⑥ ま で 出し た と ころ 28| 
で 次 の 攻撃 を 中 路 し た 時 、 相手 に 攻撃 の 意志 が 認め られ た 場合 に と っ 

さ の 反応 で る ボタ ン を 押す こと で 、 ダブ ルパン チ ス ナッ プ キ ッ ク の 3 ぐ (⑨ 
発 目 が カウ ンタ ー で 当たる よう な 場面 も 多い 。 た だ 、 狙っ て で きる 芸 6 
当 で も な いと 思わ れる が 。 @ 


sm て ) 
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ッ ク ナ ッ ク ル ( 愉 @⑥@) と 併用 する こと で 、 パ ンチ か ら の 中 段 や 下段 攻撃 へ の バリ エー ショ 1012 計 


ぐ ⑨ 
MD - - 19-2 
9 - - 29-32 
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フラ ッシュ ピス トン パン チ (⑤⑤() [⑧ ぷ ] 上 上 上 3 段 攻撃 


上 段 攻撃 だ け で 構成 され て いる の で 、 この 技 は 狙っ て 出す こと より も 、 コ 17.12.14 3 に 
ン ボ エル ボー (@⑥@ ゅ @⑥) の 入力 を 失敗 し て 出 て いる の を よく 見 か ける 。 そ あこ 
れ で も 1 発 目 、 2 発 目 の いずれ か を 相手 の 体 に 当て て お け ば 、 この 技 を 連係 M[ 屋 如 ) 人 当 l 基 圭 
の 一 環 と し て 考え た 場合 、 硬化 時 間 の 短 さ を 活か し て の サマ ー ソ ルト キッ 軸 
⑨ 
22 
21 


ク (S@) や し ゃ が ん た 相手 へ の サイ ド フ ッ ク キ ッ ク (G@)、 ある い は 立ち 

ガー ド の 相手 へ の 投げ 技 な ど に つない で いく 、 と いう 手 が あ る 。 前 提 条 件 

は ある も の の 、 失敗 時 の フォ ロー や 応用 は か な り で きる の で 、 フラ ッシュ NN 

ピス トン パン チ を ディ レイ を か け て 使う 意味 は まず な い 。 9 7 
@9 28 


ジャ ブス トレ ー ト バッ ク ナ ッ クル ⑤ ぐ ④⑤ 
| ⑤)() <③() | 上 上 上 893 段 攻撃 

3 発 目 が スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ ク ル な の で 、 ガー ド さ せ て し まえ ば 12.12.2 る 
いろ いろ な 技 に つなげ そう に 見 える の だ が 、 どう に も 便 化 時 間 が 長 


い 。 バッ ク ナ ッ クル が カウ ンタ ー ヒ ッ ト し て も 、 その 後 の サ マー ソン 名 破 寺 邊 当時 圭 
ルト キッ ク (K⑯) で の 追い 打ち も 間に合わ ず 、 ダウ ン 攻 撃 で 我慢 す 


る し か な い 。 また 、 単発 の バッ ク ナ ッ クル 同様 に 相手 を よろ けさ せ 281 

る こと も ある が 、 そ れ で も つなが る 技 は な い 。 必然 的 に 、 相手 へ の 

威 上 を 込め た 牽制 技 と し て 使う し か な い の で ある 。 た だ 、 攻撃 の テ ぐ ⑨ 

ン ポ を ある 程度 変え る こと が で きる の で 、 後述 の コン ボ エ ル ボー な 氏 2 - 21 

ど に 織り 混ぜ て 出し て いく と いい だ ろう 。 @⑱ 3 - 天 29 


_57. コン ボ ・ エ ル ボ ー ぷり ②(p [や 』p(②)| 上 上 中 3 段 攻撃 ⑦ 馬 


リス ク が 少な く 、 一 気 に 攻 撃 を 畳み か けた い 時 に 使え る 。 突進 力 を 
欲す る 際 の 攻撃 の 要 と な る 技 だ 。 3 発 目 の エル ボー は ライ ジン グ エ ル 
ボー( 必 @) と 全く 同じ 性 質 な の で 、 よろ めき も 期待 で きる 。 相手 が よ 
ろ め いた ら 再 度 コ ン ボ エルボー を 、 ノー マル ヒッ ト な ら @⑯ ボ タン を 押 
す と 後述 の コン ボ ・ エ ル ボ ー ス ピン キッ ク が 出る 。 この コン ボ は 、 最初 
の パン チ が ヒッ ト す れ ば 3 発 と も 入る …… は ず な の だ が 、 相手 の 体格 
に よっ て は 2 発 目 が 当たら ず 、 それ 以降 の 攻撃 が ガー ド さ れ て し まう 
芝 れ が ある 。 そん な 時 は 、 1 発 目 を レバ ー を 前 方 向 に 入れ な が ら の 踏み 
込み パン チ ( 唆 ⑥) に し て 、 残り の コマ ンド を 入力 すれ ば いい 。 た だ し 
この 場合 、 3 発 目 の エル ボー を 出す 時 に は レバ ー を いっ た ん ニュ ー ト 
ラル に 戻し て か ら 前 方 向 へ と 入力 し な けれ ば な ら な い の で 、 入力 に 関 
し て ある 程度 の 熟練 度 が 要求 され る こと に な る 。 


コン ボ ・ エ ル ボ ー ス ピン キッ ク  ⑤⑧② ざ (KK 0① 
|,⑤(⑤②⑧)。 | 上 上 中 上 4 段 攻撃 


コン ボ ・ エルボー に 続け て ス ピン キッ ク を 出す 4 段 コ ン ビ 
ネー ショ ン 。 実際 に 技 を 出す 時 に は 、 コン ボ ・ エ ル ボ ー を 
出す つも り で コマ ンド を 入力 し 、 3 発 目 の エル ボー が ヒッ 
ト し て いる の を 確認 し た ら @ ボ タン を 押す 。 これ で も きち 
ん と つなが る の だ 。 た だ し 、 エル ボー スピ ン キ ッ ク ( ゅ ⑥@⑥) 
の 時 より も 素 速い 反応 が 求め られ る 。 コン ボ ・ エルボ ー ス 
ピン キッ ク の 3 発 目 の エル ボー は 、 ほとん どの 場合 ノー マ 
ル ヒ ッ ト に な る の で 、 相手 が 技 を 喰らっ た 時 の 硬直 が 短 
いか ら だ 。 それ で も 、 か な り ロ ー リ スク で ある こと に 変わ 
り は な し 1。 糧 非 モノ に し た だ い デ テクニック だ 。 当然 だ が 、 ガ 
ー ド され た 時 の 反撃 は 手痛い も の に な る は ず な の で 、 こ 
の コン ボ を 最後 まで 出す 時 は 、 途中 の 攻撃 が 相手 に ヒッ 
ト し て いる こと を 目 や 耳 で 確認 を し な けれ ば な ら な い 。 


6. 
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. フェ ー ス クラ ッ シ ャ ー / 座 ):G) 上 下段 投げ 


59. ノー ザン ライ ト ボ ム /:G) 上 段 投げ 形 


ジャ ッ キ ー の 基本 投げ 。 投げ た 後 は 相手 の 頭 側 に 立て る の で 、 起き 上 が と 503 
り を 攻め る チャ ンス が 生ま れる 。 ジャ ッ キ ー の 持つ 投げ 技 の 中 で は 最も 

少な い ス トロ ー ク 数 で 出る の で 、 と っ さ の 時 に は これ が いい だ ろう 。 た 153 
だ し 、 ジャ ッ キ ー の 場合 は 投げ 抜け され る と 自ら が ダウ ン し て し まう 。 

特に 、 それ が 相手 を リン グ 際 へ と 追い 詰め た 場合 だ と 、 リン グ ア ウ ト し 

て し まう 危険 性 が ある の で 、 そ の 点 の み 注 意 し た い 。 な お 、 技 が 出 て か 

ら 投 げ 捨 て て 立ち 上 が る まで が ゆっ た り と し て いる の で 、 試合 の 流れ 

を いっ た ん 止め て し まい 、 相手 に 一 息 つ か せる 余裕 を 与え て し まう こ 

と が ある 。 仕 切り 直し の 後 の 行動 に は 注意 を 払っ た 方 が いい 。 


60. ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ / 衣 ②②⑧ 
[あざ] 上 段 投げ 


この 技 を 狙う こい うこ と は 、 そ の まま ライ ジン グ エ 40 3 
ル ボ ー( ウ ゅ @⑥) と の 自動 2 択 を 迫る こと を 意味 する 。 相 

手 に 近寄り な が ら @⑤ ボ タン を 押す よう な 気持 ち で 技 81 
を 出し て いく と いい 。 技 を か けた こち ら 側 も ダウ ン 

状態 に な る の で 、 それ まで の 流れ を 一 度 白 紙 に 戻し 

て し まう こと に な る か も 。 そし て ダメ ー ジ が 低い の 

は ネッ ク だ が 、 投げ 抜け の 心配 が な いこ と 、 技 が 成 

切 すれ ば 立ち 位置 が 入れ 替わる こと を 考え 併せ れ ば 、 

この 程度 の マイ ナス 面 は いた し か た な い だ ろ う 。 


ニー スト ライ ク  / 線 ②④( 
[(⑥⑨⑤*⑯)so| 上 段 投 げ 


クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド な ど で 相 手 に 近寄っ て コマ ンド を 入力 
( ゆ ゅ ゆ ゅ や @⑥+⑯) す る の が 実戦 向き だ 。 相手 の 状態 に よっ て ビー 
トナ ッ ク ル (⑥+⑯) が 出 て し まう こと も 多い が 、 それ は それ と 
し て 割り 切ら な いと 、 ダメ ー ジ が 大 きい この 投げ 技 が 使え な く 
な っ て し まう 。 素 速い 技 な の で 、 試合 の 流れ を 中 断 す る こと な 
く 怒 湖 の 攻め を 続け る こと が で きる の は 魅力 だ 。 また 、 相手 と 
の 立ち 位置 を 入れ 替え る 効果 に つい て も 忘れ て は な ら な い 。 言 
い 換 えれ ば 、 極端 に 相手 を 追い 詰め た 場合 の 投げ 技 と し て は 
さわ し く な いと いう ご と だ 。 


相手 の 振り 向き 攻撃 を 近い 間合い で か わし た り 、 リ オン 603 
の 小 ダ ウン 攻撃 で ある 沙 中 脚 ( 合 @⑥) か ら 逃 げた 時 、 ウ ルフ 

の ショ ル ダ ー ア タッ ク (@ ゆ @) を し ゃ が ん で 避け た 後 な 

ご ど 、 限ら れ た 状況 で の み 狙 う ラチ ャ ンス が ある 。 この 技 が 決 179 
まっ た 後 は サッ カー ボー ルキ ッ ク ( ぐ @⑯) で の 追い 打ち も 
期待 で きる 。 な お 、 相 手 が 立 っ て いな けれ ば 成立 し な い 
投げ 技 な の で 、 相手 に 近付い て 反撃 さ ご れ る の が 状 いと い 

う の な ら 、 ダッ シュ ハン マー キッ ク ( ゆ ゅ ⑯) な ご ど を 出せ ば 

確実 な ダメ ー ジ を 期待 で きる 。 た だ 、 これ だ と 「 お 茶 を 滴 し 

た 」 と いう 印象 は 拭え な い の だ が 。 
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サマ ー ソ ルト キッ ク へ の 布石 


| タタ 1 
Y 2 
As ⑥⑤ 


こち ら の 
起き上がり 攻撃 を 
ガー ド さ せ て 


この 技 抜 き で ジャ ッ キ ー は 語れ ず 

ライ ジン グ エ ル ポー( ウ ⑧ と スラ ント バッ ク 
ナッ クル (2⑥) で 中 段 、 下段 へ と 揺さぶり を か が かけ 
な が ら コ ン ボ エル ボー スピ ン キ ッ ク (@⑥⑥ ゅ ⑥⑥) 
や エル ボー スピ ン キ ッ ク ( 心 @⑥⑤) を 使う 。 これ を 
繰り 返せ け す だけ で も 、 確か に 対戦 で 勝て な いこ と 
は な い 。 だ が 、 何 か 忘 れ て は いな い だ ろ うつ うか? 
相手 の キャ ラク ター の 体力 は 言う まで も な く 、 筐 
体 の 向こう (も し く は 自分 の 隣 ) に いる プレ イヤ ー 
の 精神 力 を も 体 中 か ら 抜 き 取 っ て し まう 技 を 。 そ 
う 、 サ マー ソル トキ ッ ク だ 。 こ の 技 を カウ ンタ ー 
ビッ ト さ ざさ せれ ば 、 八 イ ジャ ン ピ ン グ ニ ー ス タダ ンプ 
( 含 @⑥) も 問 に 合う 。 ふた つ 合 わせ て 130 の ダメ ー 
ジ を 与え られ る し 、 サマ ー ソ ルト キッ ク を 警戒 し 
た 相手 の 動き が 固く な り 、 試合 の 流れ を 握る こと 
も 望め る の だ か が か ら 、 これ を 狙わ な い 手 は な い 。 


サマ ー ソ ルト 


当て る た め の 前 振り 技 
攻撃 力 発 生ま で が わずか 10 フ レー ム と いう 速 
さ を 誇る サマ ー ソ ルト キッ ク だ が 、 それ で も 出 会 


い 頭 で いき な り 当 て よう と し て も 、 うま くい か な 
いこ と の 方 が 多い は ず だ ろう 。 や は り 、 何ら か の 
方 法 で 相手 を 誘い 出し 、 乗っ て きた と ころ を 攻撃 
する 必要 が ある 。 上 に 示し た 技 は 、 相手 が ガー ド 
後に 反撃 に 出 た く な る よう な 、 それ で いて (当然 
の 前 提 だ が ) 確 実 な 対抗 技 が な いと いう 、 いわ ば 
「 サ マー ソル トキ ッ ク の た め の 前 振り 技 ] で ある 。 
これ ら の 技 を 相手 の 体 に 当て た 直後 に ほ @⑥ と 入力 
すれ ば 、 ヒ ッ ト 率 は か な り 高 く な る だ ろう 。 


特殊 状況 下 で 狙う 
起き 上 が り 直 後に け サマ ー ソ ルト キッ ク を 出す 、 
と いう の も 意外 に 効果 的 だ 。 特に 、 こ ちら が 横転 


ガー ド さ せ と から 。 


“ - な 
バチ サイ ド 逢 共 
1 7( 抽 半 四 


相手 の 
起き 上 が り 攻 撃 を 
ガー ド し て 


蹴り 起き し た 時 に 相手 が 近く に いて 、 その 蹴り を 
ガー ド さ せ た と いう よう な シチュ エー ショ ン で 
は 、 相手 が 反撃 に 出 よ うと し て くる こと も 多い 。 

ガー ド に 専 久 し て さえ いな けれ ば 、 特に 有効 だ 。 
ジャ ッ キ ー 同 士 で の 対戦 時 や 、 カゲ や サラ を 相手 
に 迎え た 時 に 、 同じ よう な こと を 狙わ れ た 場合 に 
は 、 相手 の 起き 上 が り 攻 撃 ( 上 段 で も 下段 で も 構わ 
な い ) を ガー ド し た 直後 に スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ 
クル (@⑥) を 出し て お け ば 、 相手 の 離陸 直後 を 叩 
き 落 と すこ と が で きる 。 さら に 、 ヒッ ト す れ ば 相 
手 は 宙 に 浮い て いる の で 、 空中 コン ボ も や り 放 題 。 
目 分 で 使う 戦法 の 防ぎ 方 くら い 知っ て お きた い 。 
ちな み に こ の 場合 、 ス トレ ー ト リード だ と 浮き 
が 低く な り 、 ス ク ァ ト ・ ス トレ ー ト を 出し て し ま 
うと 逆 に 打ち 負け て し まう の で 注意 。 


よろ めい た 相手 へ の 確実 な 追い 打ち 


ルル ボー や 
PP で も 可 ) 


6 


(振り 向き 状態 か ら で も 可 ) 


相手 を よろ めか せる 技 の 数 で は 、 ジ ャ ッ キ ー は 
ご どの キャ ラク ター に も 負け な い 。 問題 は 、 「 相 手 が 
ご どん な よろ めき 方 を し た 時 に どん な 攻撃 で 追い 打 
ち を か がけ る か 」 で ある 。 


ライ ジン グ エ ル ボー (コン ボ エ ル ボー) で の 
よろ めき 

まず 、 他 の キャ ラク ター に も ある ポピュラー な 
も の と し て は ライ ジン グ エ ル ボー、 つま り 肘 攻撃 
か ら の 追い 打ち 。 ちな み に 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 
で ある コン ボ エ ル ボー で の よろ めき に 関し て も 
まっ た く 同 じ こ と が 当て は まる 。 

相手 が ウツ ウルフ 、 ジェ フリ ー の 場合 に は その まま 
コン ボ エ ル ボー スピ ン キ ッ ク を 出せ ば 、 確実 に 全 
弾 を 呆 さ 込め る 。 それ 以外 の キャ ラク ター に つい 
て は 、 レバ ー を 前 方 向 に 入れ な が ら の 、 いわ ゆる 
踏み 込み パン チ ′ か ら ス ター ト す る コン ボ エ ル 
ボー スピ ン キ ッ ク が 望ま し い 。 この 場合 、 レバ ー 
を 前 に 入れ た 状態 で パン チ を 1 発出 し た 後 、2 発 目 
の 時 点 で は いっ た ん ニュ ー ト ラル に 戻し 、 そ し て 
3 発 目 の パン チ で は 再度 レバ ー を 前 に 入れ 直す 必 
要 が ある 。 慣れ な いう ち は ど うし て も 手 が 追 い 付 


BE サイ ドキ ッ ク EK 


よろ めき 時 間 


衝 -35 


よろ めき 時 間 


よろ めき 時 間 


よろ めき 時 間 
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か な い が 、 これ を マス ター する と し な いと で は 戦 
闘 能力 は 格段 に 変わ っ て くる 。 最初 は 頭 の 中 で 入 
力 の イメ ー ジ を 固め て お き 、 何 度 も 練習 し て モノ 
に し た い 。 


少々 特殊 だ が 、 エル ボー で よろ めか せ た 直 後に . 


ーー キッ ク か が ら の 追い 打ち を か ける と いう テク ニッ 
ク も ある の だ が 、 代 然 成功 率 は 低く な る 。 と いう の 
は 、 相手 が よろ めき 回 復 し て いた な ら 理 論 上 で も 
絶対 に 間に合わ ず 、 さ ら に わずか で も 間合い が 開 
いて し まっ た ら 技 が 届か な いか ら だ 。 これ ら の 二 
重 の 壁 を 乗り 越え る た め 、 離 れ た 間合い を クイ ッ 
ク フ ォ ワー ド で 詰め る な ど ご し て か ら ニ ー キ ッ ク を 
沿 び せる 、 と いう 方 法 も や ある の だ が 、 それ で も 危 
険 な こと に 変わ り は な い 。 見 せ 技 と し て は いい か 
も し れ な いし 、 相手 が よろ け 回 復 し た 直後 に 、 近 
寄 つ て くる ジャ ッ キ ー を 確認 し て 投げ を 狙っ て い 
る も の と 勘違い し て くれ れ ば 、 ニー キッ ク が カウ 
ンタ ー ヒ ビッ ト す る と いう こと も 多分 に あめ る の だ が 。 


その 他 の 技 で の よろ めき 
パン チ サ イ ドキ ッ ク も 、 肘 で よろ めか せ た 場 合 
と 同様 だ 。 相手 が よろ めい た の を 確認 で きた 時 に 


= ダッ シュ ハン マー キッ ク 
CGI い 9 


パン チ ハ イ キッ ク ⑨ 中 )(K) な ど 、 
踏み 込み パン チ ゅ p か ら の コン ボ 


レバ ー が 前 方 向 に 入っ て いな か っ た り 、 踏み 込み 
パン チ か が ら の 追い 打ち が 間に合わ な いと 判断 し た 
時 は 、 ダ ッシュ ハン マー キッ ク な ど ご 単発 で リー チ 
の ある 攻撃 を 出し て 間に合わ せよ う 。 

単発 の 上 段 攻撃 で ある スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ 
クル や スマ ッシュ フッ ク は 、 相手 を よろ めか せ た 
直後 に 先行 入力 で サマ ー ソ ルト キッ ク の コマ ン 
ド を 入力 し て お け ば 、 絶対 に 当たる 。 た だ し 、 1 フ 
レー ム だ け の アド バン テー ジ な の で 、 先行 入力 の 
コツ を つか ん で いな いと 辛い が 。 ちな み に こ の 連 
係 は 、 相 手 が よ ろ め か な く て も 有用 性 が 高い 。 ス 
マッ シュ フッ ク は 単発 な の で 、 相手 の 反応 速度 如 
何で は きち ん と ガー ド さ れ て し まう こと が 多い 
の に 対し 、 スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ ク ル だ と 、 そ こ 
か ら ダ ブル スピ ン ナ ッ ク ル (@@⑥@⑥) や スピ ニン 
グ ・ ス ラン トバ ッ ク ナ ッ ク ル (@@⑥ も ゆみ @⑥)、 スピ ニ 
ング ・ ロ ー ス ピン キッ ク (@@⑥ ひ @⑯) な どの コン ビ 
ネー ショ ン へ と 変化 させ る こと が 可能 。 つなぎ 方 
次 第 で は 攻撃 の 幅 が 大 きく 広がる 、 奥 の 深い 技 だ 。 


249 


250 


空中 コン ボ そ の 2 一 具体 的 連係 技 一 
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ニー キッ ク の カウ ンタ ー ヒ ッ ト か ら の 空中 コン ボ 
ニー キッ ク を 起点 と し た 空中 コン ボ で の 注意 点 
は 、 軸 足 が 大 きく 影 響 する こと 。 上 図 か ら も 分 か 
る よう に 、 軸 足 に よっ て 入る 技 が 変わ っ て くる の 
で 、 闘い の 最 中 は 常に 軸 定 の 方 向 を 頭 に 入れ て お 
く よ う に し た い )。 

コン ボ エ ル ボー スピ ン キ ッ ク は 、 相手 の 浮 き 方 
に 応じ て 確実 に パン チ を 入れ る 必要 が ある 。 体重 
の 重い ウル フ 、 ジ ェ フ リー に 対し て は 、 エル ボー 
で 止め て 小 ダ ウン 攻撃 に 切り 替え た 方 が よい 。 ま 
た 、 スウ ェ ー フ ッ ク か ら の フラ ッシュ ピス トンパ 
ンチ は 、@⑧@⑥@@⑥@ を 素早 く 先 行 入力 し た 後 、 一 呼 
吸 置い に か ら S@⑯ を 入力 する 。 た だ し 、 ウル フ 、 
ジェ フリ ー、 ジャ ッ キ ー に は この 空中 コン ボ は 入 
ら な い の で 注意 。 


トー キッ ク ( ⑥) の カウ ンタ ー ヒ ッ ト か ら の 空中 コン ボ 
・ 軸 定 が 順 方 向 の 時 
ー ビ ー ト ナック ル (⑥+†⑮) 
っ ー ダ ッシュ ハン マー キッ ク ( ゆ じ ウ ⑮) 
・ 軸 足 が 逆 方 向 の 時 
ーー 踏み込み か ら の スト レー トリ ー ド ( 叶 ⑥) 
っ サマ ー ソ ルト キッ ク 
トー キッ ク を 使っ た 空中 コン ボ も 、 ニー キッ 
ク と 同様 に 軸 足 の 影響 を 大 きく 受け る 。 こち ら 
は ニー キッ ク と は 反対 で 、 軸 足 が 逆 だ と サマ ー ソ 
ルト キッ ク へ と つなぐ こと が で きる 。 軸 中 を 見 て 


いる 余裕 が な けれ ば 、 常に ダッ シュ ハン マー キッ 
ク か ビー トナ ッ ク ル を 空中 で 当て る よう に すれ ば 
いい 。 特に 、 ダ ッシュ ハン マー キッ ク で の 追い 打 
ち は 相 手 の 体 が か な り 地面 に 近く な っ て か が から で も 
間に合う こと が 多い 。 た だ し 、 ビー トナ ッ ク ル の 
方 が 相手 の 体 は プレ ー ヤ ー の 近く に 落ち る た め 、 
サッ カー ボー ルキ ッ ク で の 追い 打ち が 期待 で き 
る 。 一 長 一 短 か 。 


スピ ニン グリ ツ ッ ク ナッ クル (Ge⑥⑤@) か ら の 空中 コン ボ 
っ コン ボ エ ル ボー スピ ン キ ッ ク 
十 サ ッ カ ー ボ ー ル キッ ク 
っ スト レー トリ ー ド 
っ サマ ー ソ ルト キッ ク 
カウ ンタ ー ヒ ッ ト し て 、 相手 の 体 が 宙 に 浮い た 
時 の み 可 能 な 空中 コン ボ 。 コン ボ エ ル ボー スピ ン 
キッ ク は 、 1 発 ず す つ タイ ミン グ を 計っ て パン チ を 
当て な けれ ば な ら な い の に 対し て 、 サマ ー ソ ルト 
キッ ク へ と つなぐ 方 法 は 、 先行 入力 気味 に コマ ン 
ド 入 力 す れ ば いい 。 ダメ ー ジ は さほど 変わ ら な い 
の で 、 使い 分 け は お 好み で 、 と いっ た と ころ か が 。 


スラ ント バッ ク ナ ッ クル ( 必 ⑥) か ら の 空中 コン ボ 
っ サマ ー ソ ルト キッ ク 
ー ス タツ アト ストレート 
カウ ンタ ー ヒ ッ ト 時 に は 、 や は り サ マー ソル ト 
キッ ク へ つなぐ こと が で きる 。 コン ボ エ ル ボー ス 


トレ ー ト 
ー ド ⑤) 「 

- サマ ー 

ソル ト 

キッ ク 。 
(CO い 


Z ラ ッ ン ュ 
(CO 2 20 ) 


ピン キッ ク も 不可 能 で は な い の だ が 、 他 の 技 よ り 
も 浮き 方 が 小さい の で 、 全 弾 を 当て る の は か なり 
難し い 。 


サイ ド フ ッ ク キ ッ ク (@⑯) か ら の 空中 コン ボ 
っ ー ダ ッシュ ハン マー キッ ク ( ゆ じ ウ ⑯) 

っ サマ ー ソ ルト キッ ク 
近い 問 合 い で 、 か つ カ ウン ター ヒッ ト し た 時 と 、 
か な り 制 限 さ れる が 、 一 応 こ の ふた つの 技 が 入る 。 
た だ し 、 サマ ー ソ ルト キッ ク は 実用 の レベ ル で は 
な いと 断言 で きる 。 相手 の キャ ラク ター を 選 点 の 
は も ちろ ん の こと 、 間合い も 成 合 に 影響 する と な 
る と 、 見 て か ら 反 応 し て いる 暇 は な いか ら だ 。 


上 段 蹴 り 起き (⑳⑯⑯… 他 ) か ら の 空中 コン ボ 
・ 軽 い 相 手 に 対し て カカ ウンター ヒッ ト し た 時 
っ ー サ マー ソル トキ ッ ク 
コンポ エル ボース ピン キッ ク 
・ カ ウン ター ヒッ ト し た 時 
っ ー ダ ッシュ ハン マー キッ ク ( ゆ ウ ウ ⑮) 
ー ミ ドル キッ ク ( ぐ @⑯) 
上 段 蹴 り 起 きも 、 技 を 出 そ う と し て いる 相手 に 
当たれ ば カウ ンタ ー ヒ ッ ト と な り 、 空中 コン ボ が 入 
る 。 相手 に 届か な けれ ば 大 変 な こと に な る 上 由 り 起 
きも 、 ひと た び カ ウン ター ヒッ ト で も すれ ば 、 こう 
し た 大 ダメ ー ジ を 与え る こと が 可能 と な る の だ 。 


その 他 の 実戦 戦略 


相手 に 2 択 を 迫る 


攻め の 中 心 と な る 主 な 2 択 を 右 に 挙げ て みた 。 中 段 と 下段 、 中 
段 と 授 げ と いう 2 択 び が ま と ん ど だ が 、 相手 の 起き上がり に 技 を 
重ね る 際 に は 、 スラ ント バッ ク ナ ッ クル ( 必 @⑥) か ダッ シュ ハン 
マー キッ ク ( ゆ ゅ ⑯) あたり を 重ね る の が いい 。 いずれ も 、 相手 が 
し ゃ が み 起 き を し た 時 に は 効果 を 発揮 する だ ろう 。 

これ ら は ジャ ッ キ ー の 持ち 技 の 一 部 し か 使っ て いな いし 、 単 
純 な 技 を 組み 合わ せれ ば 、 連係 は それ こそ 無限 に ある 。 あく ま 
で も 参考 程度 に と ど め て ほし い 。 スク ァ ト ・ ス トレ ー ト を 見 て 
後ろ へ 逃げ る 相手 に 対し て どう 行動 を 取る の が 最適 な の か 。 肘 
を 出さ れ た 場合 は いっ た ん ガー ド に 専念 し た 方 が いい の か 、 サ 

ー ソ ルト キッ ク な ら 間 に 合う の か 。 そん な 風 に 考え を 巡ら せ 、 
目 分 と 相手 の 行動 に 合わ せ た 攻 撃 を 見 つけ て 決め て し まえ ば い 
い 。 それ が 通用 し な く な っ た 時 に は 、 すぐ に 攻撃 法 を 切り 替え 
て 他 の 技 が 頭 に 浮か ぶよ うに し て お く 必 要 が ある 。 各自 イメ ー 
ジ ト レー ニン グ や シミ ュ レ ー ト を 重ね て 戦法 を 練っ て ほし い 。 


小 カウ ンタ ー 攻 撃 の 選択 


硬化 時 間 が 長い 技 を ガー ド し た 後に は 、 どの 技 で 反撃 すれ ば 
いい の か 。 も ちろ ん 、 ガー ド し た 技 に よっ て 変わ る の だ が 、 攻撃 
発生 時 間 の 短い サマ ー ソ ルト キッ ク (RK@⑯⑥) や コン ボ エ ル ボー 
ビン キッ ク (@⑥⑥ ゅ @⑥⑯) と いっ た あたり が 安定 し て いる だ ろう 。 
た だ し 、 ダウ ン し た 相手 へ の 攻撃 は 起き 上 が り の 早 さ と も 関連 す 
る の で 、 リス ク を 承知 で 小 ダ ウン 攻撃 を か ける か 、 サッ カー ボー 
ルキ ッ ク で 安定 し た ダメ ー ジ を 与え る か は プレ イヤ ー 次 第 だ 。 各 
攻撃 の ダメ ー ジ に つい て は 、 右 下 の 表 を 参照 し こ ほ し い 。 

注目 し て ほし い の は ミド ルス ピン キッ ク の 項 。 同 じ ジ ャ ッ キ ー 
を 相手 に 迎え 、 エル ボー スピ ン キ ッ ク を ガー ド し た と き に は こ 
の 連作 が 和信 る 。 ガー ド し た 相手 の 技 の 硬化 時 間 が 、 エル ボー ス 
ビン キッ ク と 同じ か それ 以上 の 硬化 が ある な ら 、 ミド ルス ピン 
キッ ク が 必ず 決ま る の だ 。 例 の 揺れ "| は わずか な の で 、 ダウ ン 
攻撃 に も いけ る 。 少々 奈 裕 が ある 時 に は 、 こう し た 技 を 出し て 
キャ ラク ター を 立て て いき た いも の だ 。 


カウ ンタ ー ヒ ッ ト の スク ァ ト ・- 
スト レー ト (⑤) か ら の 確実 な 攻撃 


スク ァ ト ・ ス トレ ー ト が 相手 に カウ ンタ ー ヒ ッ ト し た 時 は 、 
理論 上 は サマ ー ソ ルト キッ ク が つなが る こと に な る 。 また 、 そ 
れ が 相手 が 立ち 姿勢 の 時 な ら ば 、 加え て コン ボ エ ル ボー スピ ン 
キッ ク も つなが る 。 た だ し 、 1 フレ ー ム で も 遅れ た ら ヒ ッ ト は し 
な い の で 、 スク ァ ト ・- ス トレ ー ト の 後 の 攻撃 は 先行 入力 する くら 
い の つ も り で な けれ ば な ら な い 。 と な る と 、 ここ で 問題 が ひと つ 
生じ る 。 カ ウン ター ヒッ ト を 確認 し て か ら 、 続く 攻撃 の コマ ンド 
を 先行 し て 仕込 ん で お く と いう 芸当 が で きる か 、 と いう こと で 
ある 。 不可 能 と いう わけ で は な いか が 、 体調 その 他 の コン ディ ショ 
ン が いい 状態 で な いと 、 カウ ンタ ー か どう か の 判断 は 難し い だ 
る うつ 。 それ で も 、 スク ァ ト ・ ス トレ ー ト か ら コ ン ボ エル ポー 
ン キ ッ ク の コマ ンド を 連続 し て 入力 し て や れ ば 、 リ スク は か な 
り 軽 減 で きる 。 そこ まで の 攻撃 が 相手 に ビッ ト し て いる よう で 
あれ ば スピ ン キ ッ ク に まで つなげ れ ば いい し 、 ガー ド さ れ て い 
た ら 、 その 時 点 で コマ ンド を キャ ン セ ル す れ ば いい か ら だ 。 


距離 別 ダ メー ジ 変 化 表 


スピ ニン クア ー ム キッ ク 
スピ ニン グ キ ッ ク 


パン チ ス ピン キッ ク 


0 10 20 30 距 


スピ ニン グ キ ッ ク ・ ロ ー ス ピン キッ ク 


トー キッ ク (⑨⑮) 
ニー キッ ク (② ざ ⑮) 
スラ ント バッ ク ナ ッ クル (⑤⑤) 
ダッ シュ ハン マー キッ ク (⑨⑤②⑤@) 
ノー ザン ライ ト ボ ム (⑤:⑥) な どの 投げ 技 


エル ボー (⑤ ざ )or コン ボ エ ル ボー (⑤⑤⑱) 
スラ ント バッ ク ナ ッ クル (⑮⑤) 
ネッ ク フ ブリー カー ドロ ッ プ と 
エル ボー の 自動 2 択 (⑳⑤⑨⑤) 


パ バンチ 


タダ ッシュ ハン マー キッ ク (②②W) 
サマ ー ソ ルト キッ ク 
(クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド (⑤⑤⑨) 先 行 入力 後 ) 
ーー スラ ント バッ ク ナ ッ クル (⑤⑤) 
スク ァ ト - ス トレ ー ト ②③ 
ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ 
エル ボー と の 自動 2 択 (②⑳② ざ ⑤) 


百 種 攻撃 バタ ー ン の ダメ ー ジ 比較 


サマ ー ー ソ ルト キッ ク (⑥⑯. 60X1.125 十 =69) 十 ジャン ピン グー ニー スタ ンプ (④⑤ .0) 計 98 
サマ ー ソ ) トキ ッ ク (名 ・60X].125 十 | =69) 十 サッ カー ボー ルキ ッ ク (③⑬⑭ .15) 計 83 


TIMN- ス ピン キッ ク G@@O@、 12x1.125 二 ) 二 2 二 19 二 30=5) 計 9 
サッ カー ボー ルキ ッ ク (@⑲@⑯.15)  『 


キク (@. 30X1.195 十 |=6D キ スク ァ ト スト レー ト (⑯ 1) 


+ サ マー ルル トキ ッ ク (@@⑯-6) 計 0 


ミド ルス ピン キッ ク (@@@ Te 3⑯X1.125 十 = 和 D 計 7 
十 ジ ャ ン ピ ン グ ニ ー ス タン プ (④⑮ .%⑩) 6 


te 「 計 6 


スピ ニン グロ ー ス ピン キッ ク 
スラ ント ロー スピ ン キ ッ ク 


これ ら は すべ て 横 回 転 の 蹴り 技 で 、 間合い が 遠 
い ほ ご ど 与 える ダメ ー ジ が 大 きく な る 。 だ が 、 ジ 
ャ ッ キ ー の 場合 、 リ スク が 伴 な うた め 無 理 に 大 
ダメ ー ジ を 狙う 必要 は な い 。 特 に 下段 攻撃 は 、 
ガー ド さ れ た ら 相 当 な ダメ ー ジ を 覚悟 し な く て 
は な ら な い 。 上 段 攻撃 は 、 先読み の 要素 が 必要 
に な る が 、 か な り 離 れ た 問 合 い か ら 、 相手 が 飛 
び 込 ん で 来る と 思わ れる よう な タイ ミン グ で 技 
を 出し て お く よ う な 使い 方 や 、 一 転 し て ご く 近 
く で 出し た りす る と 効果 的 。 ス ラン トロ ー ス ピ 
ン キ ッ ク や バ パンチ ロース ピン キッ ク は 、 一 発 目 
の 手 の 攻 撃 を 相手 に 届か かせ て お け ば 、 バッ クス 
テッ プ で 逃げ よう と し て いる 相手 の 足 を 綺麗 に 
刈る こと が で きる 。 ざま あみ ろだ 。 
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起き 上 が り 攻 撃 各種 


起き 上 が り 攻 撃 表 

その 場 起き 時 
敵 足 方 向 1 9-7 イ 加 人 ルキ 7 人 … 34・$ 
仰向け ロー スピ ン キ ッ ク KR⑮… 32・8 
敵 足 方 向 ck 1 ラン ツク キッ ク  W(K… 28・6 
うつ 伏せ ロ - バ ックス P ン キック の … 25・1 
敵 頭 方 向 た スプ リン グ キ ッ ク O)… 34・6 
仰向け ロ - バ ックス ピン キッ ク すず (R)R)… 34・6 
敵 頭 方 向 と Ce 97-71 胃 2 ツ キリ 7 人 … 28・8 
うつ 伏せ 22 イ トロ - ル ルツ キック の 人 ペ (R… 33・6 


横転 起き @ee@… 


戴 拳 道 の 使い 手 ジ ャ ッ キ ー の 起き 上 が り 攻 撃 は 、 ほ と ん ご ど が 妹 サ ラ こ 癌 足 方 向 リー カイ 加 ツキ 7 人)… 20:16 。 24 
同種 の 技 で 占め られ て いる 。 敵 足 方 向 ・ うつ 伏せ 時 の その 場 蹴り 起き が 、 仰向け る ロー スピ ン キ ッ ク ③④ 伺 VO… 15:10 15 
サラ の 場合 ヴァ アーティ カル フッ クキ ッ ク と ステ ッ プ ロー スズ スピン キッ クタ na Da oo 0 
だ っ た の が 、 ライ ジン グ バ ッ ク キ ッ ク と ロー バッ クス ピン キッ ク に な っ Ca る MP ph 
て いる 点 が 唯一 の 相違 だ 。 だ が 、 けっ こう この 差 は 大 きい 。 ジャ ッ キ ー 0 ーー CE 
の 8 種類 の 起き 上 が り 攻 撃 は 、 挙動 で 攻撃 タイ ミン グ な ど を 読ま れ や す 敵 頭 方 向 ん た フク の ッッ 2 9 2 。 
いも の が 多く 、 フ ェ イ ント 的 効果 が 高い ステ ッ プ ロー スピ ン キ ッ ク が な 仰向け ロ - バ ックス 2 ツキ ッ ク  ⑨ ペ R… 15・10 5 
い だ け で 起き 上 が り の 攻 防 で は 苦戦 を 強い られ る こと も ある だ ろう 。 和貴 ライ クン 72 キ 2 了 負 … 22.15 23 
それ で は 、 特に 注意 が 必要 な 起き 上 が り 攻 撃 に つい て 解説 し て みよ う 。 うつ 伏せ ロバ ックス ピッ キッ ク (人 W) 芝 | 15:10 15 
まず 、 その 場 蹴り 起き の スプ リン グ キ ッ ク と 各種 姿勢 か ら 出 すこ と が 
で きる ヴァ ー テ ィ カ ルス ピン キッ ク は 、 リー チ が 多少 短い た め 実 戦 で 前 ・ 後 転 起き ゃ 方 向 (相手 が いな い 方 向 ) に レバ ー 入 力 
は 空振り する こと が 多い よう だ 。 また 、 前 転 蹴り 起き の スプ リン グ キ 敵 足 方 向 あえ 97-71 加 キック ペペ D… 17・7 26 
ッ ク と ロー スプ リン グ キ ッ ク は 硬化 時 間 が 長い た め 、 相手 に ヒッ ト し 仰向け ロー スピ ン キ ッ ク ③④) 飼 (W… 17-7 26 
な か っ た 場合 の リス ク が 大 きい 。 これ ら の 技 は 使用 厳禁 こい つ わ け で 吉 足 方 向 スプ リン グ キ ッ ク 飼 … 17・5 33 
は な いか が 、 相手 の 状態 を よく 見 て か ら 出 す の が 望ま し い だ ろう 。 ーー 
上 スプ リン グ キ ッ ク 下 R… 9.5 名 
仰向け ロー スプ リン グ キ ッ ク  (④)(K)K)… 19・4 32 
英 頭 方 向 ま GS 97-7f 加 2 ツ キリ 2 OO… 177 26 
うつ 伏せ ロー スピ ン キ ッ ク 中 RE)… 17-7 26 


その 場 起き 敵 足 方 向 . 仰 向け 、 KK(K… 
敵 豆 方 向 ・ う つ 伏 せ 時 ーー 
横転 起き 英 足 方 向 ・ 仰 向け 、 構 転 後台 ( 民 …・ 
英 足 方 向 ・ う つ 伏せ 時 昌 
前 ・ 後 転 起き 敵 足 方 向 . 仰 向け 、 後 転 後台 民 民 )…・ 
英 頭 方 向 ・ うつ伏せ 時 


その 場 起 き 敵 足 方 向 . 仰 向け 時 ず KK… 


= 英 足 方 向 ・ 仰 向け 、 ー 

横転 起き 吉 定 方 向 - う つ 伏せ 時 恒 転 後 麗 滞 

an ん mcsaar 敵 足 方 向 ・ 促 向け 、 の (WW 
本 剖 評 方 向 ・ う つ 伏せ 時 党 転 向 光生 
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ライ ジン グ バ ッ ク キ ッ ク 中 段 攻撃 導 志 


その 場 起き 洋 定 方 向う つ 伏せ 時 認 下 下 .… 


8 敵 頭 方 向 - 爺 向け 、 ea 
側 息 寺 。 交 頭 方 向 ・ う つ 伏せ 時 機転 後記)WO…: 


前 ・ 後 転 起 き 一 


敵 足 方 向 ・ う つ 伏せ 、 。、- 
その 場 起き 大 太 UE ト 2 40 (EEE 
6 頭 方 向 ・ 仰 向け 、 
横転 起 さ 。 癌 絹 方 向う つ 伏せ 時 横転 後生 … 


前 ・ 後 転 起き 一 


スプ フリ ング キッ ク 中段 攻 撃 導 
その 場 起き 敵 頭 方 向 ・ 仰 向け 時 WWK… 
横転 起き ー 
前 ・ 後 転 起 き 一 


その 場 起 き 敵 頭 方 向 . うつ伏せ 時 (あめ) 民 K… 
横転 起き 症 
前 * 後 転 起 ぎ 一 


スプ リン グ キ ッ ク 中 段 攻 撃 紀 旭 


その 場 起き 一 
横転 起き 剖 


、。 ん 。 。 敵 足 方 向 ・ う つ 伏 せ は 、。。 oy 
前 * 後 転 起 ぎ 生 王 方 向 . 仰 向け 時 玩 後 軌 雪 


ロー スプ リン グ キ ッ ク 下段 攻撃 


その 場 起 き 一 

横転 起き ー 

。 し 。 、 敵 足 方 向 ・ う つ 伏 は 、 の 
的 ・ 後 転 起き 三方 向 . 仰 向け 時 時 転 後 ま 語 
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の 61 


酔 湊 。 こ の 何と も 独特 な この 挙 法 が ゲー ム で どう 表現 され る の か 、 

IVEF2」 の 発売 当初 か ら 気 に な っ て いた 。 際 源 は よく 、 次 の よう な 言葉 | 
で 表 さ きれ て いる 。「 酔 に 似 て 酔 に あら ず 酔 態 、 酔 意 を 以 て 、 能 く 敵 
を 或 わ す |、 と 。 だ が 、 ロ ケ テ ス ト で 発 党 を 見 た 時 、 そ の 動き に 一 上 沙 肌 


し た こと を 今 で も 覚え て いる 。 hm " 半 この 言葉 に 反 
し て いる よう に 感じ た か ら だ 。 、 ブ レイ し て いく うち に 、 革 常 の 陳 


挙 ら し さき を 感 じ ら れ る よう に な っ た 。 技 は 攻撃 力 発生 時 間 が 遅い も の 
の 、 そ の 独特 な 動き か ら 自 分 の 敵 鹿 が 移動 し 、 相 王 の 攻撃 を 避け つ 
つ 攻 撃 で きる よう に な っ て いる も の が 多い 。 素 速い 動き と 技 で 接近 。 
反 壁 を 予想 し 、 そ れ を 避け つつ も 、 さ ら に 潰せ る 技 を 選択 。 そ し て カウ 
ンタ ー ヒ ッ ト で 度肝 を 抜く 。 弱 気 に な り 、 ガー ド を 固め た 相手 に 酔 歩 転 
身 対 を 決め て グイ ッ と 一 杯 。 飲め ば 飲む ほど 攻撃 力 は 上 が り 、 試合 
は まさ に 発 常 の 受 と な る 。 相手 を 惑わ し 、 試合 の 流れ を 創る 。 まき に 、 
IVEF2] の 世界 で の 酔 準 と は この こと だ ! そう 感じ られ た 時 、 も は や 発 


常 使い を や め る こと が で き な く な る だ ろう 。 


喜 : 工藤 滞 (k:k 雷 風 ) 


7ey7 の Ko/77 大 77 (人 ) 7 た な の 


Weight 


25/ 


SHUN ( 磁 ) 


No 技 名 コマ ンド 入力 受付 時 間 攻撃 属性 ダメ ー ジ 発生 持続 硬化 返し 技 備考 
人 @ 量 本 攻 較 
] 挑 撃 (ちょ う げ き ) ⑥ = 上 段 10 9- ら 13 上 P、 外 上 
統 挑 撃 (て ん ちょ う げ き ) ( 近 )@ 和 m 上 段 10 8- ど 11 EE に 。、 計 た 
仰 手 挑 撃 ( ざ よ うし ゅ ちょ う げ き )@⑥ 8 上 段 10 9-2 13 上 P、 外 上 
ら 伏 挑 撃 (ふく ちょ う げ き ) ひ @ ー 下段 8 9-3 10 外 下 
3 後 蹴 服 ( こ うし ゅ うた い ) ⑯ Fm 上 自 30 14-4 ど 人 4 上 K、 氏 上 
4 仰 究 肛 ( ぎ よう せん た い ) 42 い ee 下段 10 15-3 30 外 下 
5 側 端 肝 (そく た ん きゃ や ぐ く ) 名 ⑩ め oc 中 自 1 14-3 らら 5 中 KK、 外 中 @⑥1/ ら 
信 振 り 向 き 攻撃 
6 挑 撃 背 転 (ちょ よう げ き は いて ん ) や ぐら @ @G16G6@ 上 段 1 ら 14-4 らら 
7 了 賠 仙 廻 脚 (あせ ん か いき ゃ く ) や まで ICO @e@16G6⑥⑯ 上 段 30 ど 0-4 ら ] 
背後 攻撃 
8 痛 反 掌 ( は い は ん し ょ う ) ( ウ ) ー 上 段 12 12- ら 18 上 P。 外 上 
育 反 掌 (B) 2⑥( 馬 ⑥) ey 上 段 中 紅 15- ら どら 9 ドド に 、 外 下 
9 背 下 反 掌 (は いか は ん し ょ う ) ひび @ ひび 6@ 下段 14 16-3 3 1 電 
10 背 旋 豚 (は いせ ん た い ) ⑯ em 上 段 30 15-3 38 上 K。 狂 上 軸 ( 空 振り 時 ) 
育 旋 服 (B) ウ ⑯( 辿 ⑥) の 上 段 36 15-3 3 上 K。 外 上 二 ( 空 振り 時 ) 
11 低 踏 脚 (て いと うき や ゃ ぐ く ) ひ ⑥ ひ 6⑥⑯ 下段 36 18-4 58 軸 
人 @ ダ ウン 攻撃 
12 転 宙 落 脚 (て ん ちゅ うら くき ぎゃく) 全 @⑥ ダウ ッ 30 33-5 68(593) 
13 転地 肘 撃 (て ん ちち ゅ う げ き ) 合 ⑥ ダウ ン 30 59-4 14 自 ダ ウン 
人 @ 小 ジャ ンプ 攻撃 
14 飛天 月 撃 ( ひ て ん ほう げき ) の @ 空 30 ど 4-3 き / 上 P 
15 倒 地 反 衝 爪 (と うち は ん そう し ょ う ) @⑥( 同 時 ) 空 30 53-3 1 自 ダ ウン 
16 落 歩 挑 撃 (らく ほ ち ょ う げ き )  @( 上 昇 中 ) 空 30 53-3 1 
17 旋 子 ( せ ん し ) の ⑯ 空 づら 3 ど -3 44 自 ダ ウン 
18 龍 尾 脚 (りゅう びき ゃ く ) ⑯( 同 時 ) 空 30 14-4 29 
19 栽 下 服 ( さ いか が たい) 人 ⑯( 上 昇 中 ) 空 30 36- ど 1 
0 地 直 肛 ( じ げ ん た い ) ⑯( 下 降 中 ) 下段 0 46-/ 3 ど ダウ ン 
信 大 ジャ ンプ 攻撃 
ら ] 双 掌 頭 落 撃 (そう し ょ うと うら く げ き ) 必 ⑥@( 上 昇 中 ) 空 30 85-2 43 
ら 2 登 起 脚 (と うき きゃ ぐ く ) ⑯( 同 時 ) ピコ 30 16-5 78 
23 双 服 落 襲 (そう た いら くし ゅ う ) ウ ゆ ゅ (上昇 中 ) 空 40 78-9 53 
4 空 飛 端 肝 ( く う ひ た ん きゃ く )  ⑯( 上 昇 中 ) 空 30 10-4 ー 
ら 5 落 飛躍 服 ( ら く ひ し ょ うた い ) 人 ⑯( 下 降 中 ) 空 30 78-4 記 
ら 6 背 双 服 落 襲 ( は いそ うた いら くし ゅ う ) @⑯( 上 昇 中 ) 空 40 83-4 43 
念 回 有 の 技 
7 仰 飲 杯 手 ( ぎ よう いん は いし ゅ ) ぐる ぐ ⑥ (%) @⑥ 中 段 14 15-4 ど 3 上 P、 外 上 ⑥3/4、 軸 
28 月 牙 叉 撃 ( げ つが さい げき ) 焦 ⑤ (%) @⑥ 中 段 30 16-3 メア 上 P、 外 上 @⑥3/4、 ダ ウン 
29 横 掃 撃 (お うそ う げ き さ ) KeI( ツ 上 段 どら 4 15-4 1 上 P、 外 上 
30 連載 社 手 (れん さい が くし ゅ ) ウ @ ゅ 6@ 上 段 10+14+8 9-/G6-1/1 1-5 9 EE 
31 背 旋 肘 ( は いせ ん ちゅ う ) 2@⑥ ー 下段 どど らら -3(19-9) ら 4( ら 7) 
32 挑 腕 擦 拳 ( ち ょ うわ ん りょう けん ) 人 必 @ (せる ウ ウ ⑥⑤) ら 0 中 段 30 12-6 19 上 F。 外 上 馬 1/ 呈 、 ダ ウン 
33 仰 身 踏 服 ( ざ よう し ん と うた い ) ぐ ⑥⑯ es 中 段 24 17-3 33 ⑥3/4、 自 ダウ ン 
34 後 蹴 下 豚 (こう し ゅ うか た い ) ウ 《⑯ 必 2 6⑯ 下段 10 16-4 ど 8 外 下 
35 後 蹴 下 服 か ら 寝 る ウ 2 ⑯⑥ 2 6629@ ー ー 三 自 ダ ウン 
36 後 蹴 連 服 ( こ うし ゅ うれ ん た い ) は ⑯⑯ ウ 65⑳69⑯ 下 上 2 段 10+30 16-4/1 1 -3 1 上 P、 外 上 ディ 
37 後 蹴 連 服 か ら 寝 る ウ ⑯⑯③⑨ ゆ 2 6629@⑥23⑨ ー ー ー デオ 。 目 ま ウ ウン 
38 背 倒 連 旋 脚 ( は いと うれ ん せん きゃ く ) 必 ウ ⑥ ( ウ 必 ⑯)28 上 段 30+15 14-4/9-4 13 ダウ ン 、 自 ダウ ン 
39 邊 舞 双 転 脚 (ちゅ う 点 そう て ん きゃ く ) ウ 必 ⑯ p 16 ゅ 6⑯ 空 うら 1 7-9 3 ど 
40 翻 身 連 究 脚 (ほん し ん れん せん きゃ く ) や ⑯ 十 ⑨ G6@⑥⑯ 十 ⑥ 空中 20 1 1 -32 13 ダウ ン 
41 単 飛 跳 撃 ( た ん ひ ち ょ う げ き )  ⑯+@⑨ ー 中 段 35 16-5 58 @⑥3/4 
42 横 双 手 ( お うそ うし ゅ ) ⑯ 十 @@⑥ ⑯ 十 @20@ 中 上 2 段 35+ 19 16-5/44-4 19 
43 倒 脚 ( と うき ゃ く ) V び ⑥ 圭 ⑥ 6⑯ 圭 @ 中 段 Co) ど 1-3 3 人 4 @⑥3/4 
44 旋風 掃 服 ( せ ん ぷう そう た い ) す ⑥ 十 ⑥( じ ⑥ 十 ⑥) ae 下段 30 ら 5- ア 38 ダウ ン 、 軸 
45 前 旋 掃 服 (ぜん せん そう た い ) ひび @⑥ 十 ⑥ 6@⑥@+ サ ⑮ め 下段 10 ど 0-6 と 4) ダウ ン 
46 連 前 旋 掃 服 (れん ぜん せん そう た い ) せ @ 十 ⑯⑯ 6@⑥ 十 25⑥⑯ 下 下 2 段 10+10 0-6/ ら 0-6 選 / ダウ ン 
47 連 哲 前 旋 掃 服 (れん か ん ぜん せん そう た い ) せ @ 十 め ⑯⑯ ひ 6@⑥ 十 め 0250⑯25⑯ 下 下 下 3 段 10+10+10 0-6/ ら 0-6/ ら 0-6 ど / ダウ ン 
48 還 身 双 沖 掌 ( て ん し ん そう ちゅ うし ょ う ) @ 十 め ー 中 段 39 33- ら 30 @⑥3/4、 軸 、 飲 酒 
49 撃 転 旋 服 ( げ き て ん せん た い ) (2 ⑥ ら 23⑥⑯ 上 上 2 段 10+30 9- の / 1 3- ら 4 1 ジ ヤ 
50 連 撃 (れん げき さ ) ⑥@⑥ ⑥ ら 3@ 上 上 2 段 10+1 ら 9-/ 1 ら - ら 14 上 P、 外 上 ディ 、 軸 
51 叉 手 連環 撃 (さい し ゅ れん か ん げき ) @@⑥@@⑥ ⑥⑤⑥ ど 3@⑥ ら /⑥ 上 上 中 3 段 10+126+14 9-/ 1 26-2/ 19-3 ら 8 上 に 、 狼 上 る 1/ 選 、 ダ ウン 、 デ ィ 
52 座 盤 員 ( ざ ば ん て つ ) むせ ゞ 16 せ 移動 ー 30 
53 栽 膝 脚 (さい けい きゃ く ) ( 座 盤 員 か ら )⑥ ー 下段 4 16-4 36 
54 転倒 立 ( て ん と うり つ ) ウサ 必 ね ( 必 る せ 必 ) 1 ら 移動 = 4 の 
55 倒 身 連 脚 (と うし ん れん きゃ く ) (転倒 立 か ら )⑯ 間 中 段 30 1 1-24 20 ⑥3/4、 ダ ウン 
56 向 側 前 避 ( こ うそ く ぜ ん ひ ) る @ る 10@⑥ 移動 ー 1 
57 向 側 後 避 (こう そく こう ひ ) I み 4 ぐ ) 2 10@ 移動 ー ー 34 
58 後 側 後 避 払 手 (こう そく こう ひ 上 つつ し ゅ ) は @@ 必 10@⑥19@ 上 段 ど 0 9-4 1Z ディ 
59 後 側 後 避 双 手 ( こ うそ く こ う ひ そう し ゅ ) @⑤@ 十 ⑮ め ゆ ウ 2 10@⑥19⑥ 二 ⑥⑯ 上 段 30 19-4 ど / 
60 後 伸 避 ( こ うし ん ひ ) Ke【c) Ge6@ 移動 ー ー 28 
61 後 伸 避 払 手 ( こ うし ん ひ 尺 つ し ゅ ) G@@⑥ Q6@198@ 上 段 1 10-3 13 ディ 
価 投 げ 技 
62 酔 歩 転身 肘 ( す い ほ て ん し ん ちゅ う ) ( 近 )⑥ 十 @ ーー 上 段 投げ 10+10+10+20 一 178 飲酒 
63 倒 襲 裏 対 ( た と うし ゅ うり ちゅ う ) ( 近 )⑥ 十 ⑯ 十 ⑥ ー 上 段 投げ 30+20 ー 99 自 ダ ウン 


※ 人 硬化 時 間 の カッ コ 付 き 数 字 に つい て …… 転 軸 落 脚 : カ ッ コ 内 は ダウ ン 攻 撃 失 敗 時 の 硬化 時 間 を 表わす 。 背 旋 肘 : カ ッ コ 内 は し ゃ が み 状 態 か ら 出 し た 時 の 攻撃 力 発生 持続 お よび 硬化 時 間 を 表わす 。 
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ぎょ うし ゅ ちょ う げ き 


_1. 挑 撃 ⑤ 幼 挑 撃 原 爺 手 挑 撃 ゆ ⑤ 上 段 攻撃 


酔 共 で は 、 釣 と 呼ば れる 手法 で の 突き を 挑 撃 と 呼ぶ 。 角 帝 の 持つ 挑 撃 に は 3 種類 あり 、 その 場 で 
出す も の は 纏 挑 撃 、 軽く 手 を 伸ばし つつ 出す 技 は 挑 撃 、 一歩 踏み 出し て か ら の も の は 仰 手 挑 撃 
と 呼ば れ て いる 。 それ ぞ れ 入力 も 異な り 、 挑 撃 は ある 程度 の 問 合 い か ら @⑥ を 押す と 出る 。 コマ ン 
ド を ⑥+⑨@、 @⑥+⑯、 ⑥+⑯+⑥ と 入力 する か 1 . 5m 以 内 の 問 合 い で @ を 入力 する と 纏 挑 撃 が 出る 。 
仰 手 挑 軟 は 、 レ バー を 前 に 倒し つつ パン チ を 出す と 出る 。 技 の リー チ は 纏 挑 撃 が 最も 短く て 爺 
手 挑 撃 が 最も 長い 。 た だ 、 纏 挑 撃 は 攻撃 力 発 生 時 間 が 8 フレ ー ム で 硬化 時 間 が 11 フ レー ム と 、 他 
の 挑 撃 より も 性 能面 で 優遇 され て いる よう だ 。 ちな み に 、 どの 挑 撃 か ら で も コマ ンド 入力 受付 
時 間 内 に @⑥ や @ を 押せ ば 、 撃 転 旋 服 (@⑯⑥) な どの コン ビ ネ ー シ ョ ン に つなげ る こと が で きる 。 挑 
撃 を ヒット させ た ら 、 ディ レイ 気味 に な っ て も いい か ら 続 け て @ や @ を 出し て いく よう に 。 (※ 
石 表 の カッ コ 内 の 数 値 は 纏 挑 撃 の デー タ 、CG6 は 挑 撃 の も の 。) 


ふく ちょ う げ き 


2. 伏 挑 撃 や 下段 攻撃 


体勢 を 低く し て 、 相 手 の 下腹 部 に 釣 の 手法 で 突き を 入れ る 。 威力 は な いも の の 、 攻撃 と 8 3 


力 発生 時 間 が 9 フレ ー ム と 早く 、 人 硬化 時 間 も 10 フ レー ム と 短い 。 全体 的 に 技 の 出 が 今 

ひと つ 遅 い 細 帝 は 、 相手 に この 伏 挑 撃 を ガー ド さ せ て か ら 、 酔 歩 転身 肘 (⑥+@) や 中 

段 攻 撃 で ある 月 牙 叉 撃 ( 釘 @⑥)、 単 飛 跳 撃 (⑥+@⑥) な ど に つなぎ 、 相手 の ガー ド を 上 下 

に 振っ て 攻め る の が 基本 に な る (詳細 は P.276 で 後述 )。 伏 挑 撃 は レバ ー を 真下 に 入 10| 
力 し て いな いと 違う 技 が 出 て し まう の で 、 ノ 特に し ゃ が み 状 態 な ど で 出 す 時 は ⑥ を 

⑥+@ に 変え た 方 が いい 。 こう すれ ば 他 の 技 に な ら な い だ け で な く 、 投げ 問 合 い に 相 く ) (⑨ 

手 が い た 場合 に 自動 的 に 投げ 技 が 出る の だ 。 その 他 に も 、 重量 級 の キャ ラク ター が 人 12 16 

相手 の 場合 や 、 カウ ンタ ー で の 浮き 方 が 低かっ た 時 の 空中 コン ボ の つなぎ 技 ( 例 えば 23 15 

月 子 叉 撃 - 伏 挑 撃 一 旋風 掃 月 (2⑯+@) な ど ) と し て も 重宝 する 。 の 


こ うつ し ゅ うた い 


後 蹴 服 上 段 攻撃 


立っ た 状態 で の を 押す こと 、 身体 を ひね っ て か ら の 反動 を 利用 し た 上 段 回 し 蹴り を 出す 。 30 3 
この 蹴り 技 が 後 蹴 妥 で ある 。 狩 帝 の 後 蹴 肛 は リー チ が や や 長い が 、 攻撃 発生 時 間 が 14 フ 
レー ム 、 硬 化 時 間 は 24 フ レー ム と あま り 優 秀 な 技 と は 言え な い 。 主 な 使い どこ ろ は 相手 人 【 臣 言 
の 攻撃 を 予測 し て そこ に 技 を 当て る 、 相 手 の 技 の 出 始め を 潰す 、 大 ジャ ンプ や 小 ジャ ン ーー 


プ 攻 撃 の 迎撃 な ど 、 他 の キャ ラク ター と さほど 変わ ら な い 。 強い て それ ら 以 外 を 挙げ る 24| 

な ら 、 や や 離れ た 間合い で 相手 を 誘う 技 と し て 出す ぐら い だ ろ う 。 ちな み に 、 他 の キャ 

ラク ター の よう に キッ ク を @⑧ ボ タン で キャ ン セ ル す る こと は で き な い 。 キッ クキ ャ ン セ S ⑲⑩ ⑨ 

ル に よる フェ イン ト が で き な い の は 、 正直 言っ て 残念 で 仕方 な いと ころ だ 。 9D 江 タカ 
9 - - 32 


ぎょ う せ ん た い 


4. 仰 胡 腰 ①(。②) 挨 ) 下段 攻撃 


伏 は る よう に し て 身体 を 屈 め つつ 出す 、 相手 の 足元 へ の 下段 横 蹴り 。 通常 の し ゃ が み 状 態 よ り も 
低い 体勢 に な る の で 、 コマ ンド 入力 後 の 数 フレ ー ム の 間 、 中 段 攻撃 が 当たら な い モ ーション が 人 存 
人 在 す る 。 この 特性 を 利用 し 、 相手 が 出し て きた 中 段 蹴 り に 合わ せ て 仰 容 服 を 出せ ば 、 相手 の 攻め 
の 流れ を 止め る めこ と が で きよ う 。 た だ し 、 硬化 時 間 が 非常 に 長い た め 、 相手 が 冷静 に 反応 すれ ば 
中 段 蹴り で 必ず 返 ご ぐれ て し まう 。 多 用 は 避け た いと ころ だ 。 な お 、 この 技 は 後 蹴 服 と は 違い @ ボ 
タン で キャ ン セ ル で きる の で 、" フ ァ ジ ィ ガ ー ド " に 利用 する こと が で きる 。 これ は 、 例え ば サラ 
や ジャ ッ キ ー が 相手 で 、 コマ ンド を ゅ 避 @ と 入力 し て エル ボー と ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ と 
いつ 肘 と 投げ 技 の 自動 二 択 を 狙っ て きた 時 に 、 せ @ を @ ボ タン で キャ ン セ ル し て レバ ー を 離し 、 
@ ホ ボタ ン は 押し た まま に し て お く 。 タイ ミン グ が 合え ば 、 せ @ の 入力 に より 相手 の 投げ 以外 の 技 
が 選択 され 、 さ ら に こち ら は 自動 的 に 立ち ガー ド に な り 、 相手 の 攻撃 を 防げ る の で ある 。 タイ ミ 
ング が シビ ア な 上 に 、 先読み で 下段 授 げ を 狙っ て きた 場合 は 授 げ られ て し まう と いう 欠点 も あ 
る が 、 上 級 プ レイ ヤー は 月 当 以 撃 ( 久 @⑥) な ど 便 化 時 間 が 長い 技 の 後に 自動 二 択 を 迫っ て くる こと 
も 多い の で 、 仰 服 か ら の "ファ ジイ ガー ド " を 使っ て みる 価値 は ある だ ろう 。 


EID 


5. 側 端 脚 ⑬⑱) 中 段 攻撃 


三 
計 」 
軽く 前 に 跳び つつ 、 側 方 に 蹴り を 突き 出す 技 。 技 の リー チ は 短い が 、 攻撃 力 発生 時 間 が 21 3 
な か な か 早い 。 さら に 特筆 すべ きこ と は 、 ジャ ンプ する 瞬間 に は 下段 攻撃 を か わす こ 
と が で きる の で ある 。 この た め 下 段 パ ンチ や 、 サラ や ジャ ッ キ ー の レッ グ ス ラ イサ ー 714 過 全 
( ひ @⑥+@) 、 パイ や ラウ の 燕 旋 蹴 ( せ @+@) な ど に 対し て は 、 技 の 出 始め 以外 ほとん ど 
潰さ れる こと が な いと いう 強 さ を 誇る 。 また 、 ジ ェ フ リー の スプ ラッ シュ マウ ン テ ン 25| 
( ぐ ⑥+@) は 失敗 する と 下段 パン チ が 出る た め 、 側 端 脚 の 性 質 を うま く 利 用 すれ ば 、 
スプ ラッ シュ マウ ン テ ン ば か り 狙 っ て くる 相手 へ の 対策 技 と し て 使う こと も で きる だ Oo 
ろう 。 伏 挑 撃 か ら 側 端 書 を うま く か ら め れ ば 、 攻め は 有利 に 展開 する は ず だ 。 ⑳22 - 


欄間 


0 


ちょ う げ き は いて ん 


6. 挑 撃 背 転 ⑧②③⑤) [④,⑤,p] 上 段 攻撃 


る @⑥ と コマ ンド を 入力 する と 、 一 歩 踏み 出し て か ら 挑 撃 を 繰り 出し 、 そ の まま 振り 
向い て 相手 に 痛 を 向け る 。 この 一 連 の 動作 が 挑 撃 背 転 で め る 。 この 時 に 出る 挑 撃 は 、 
⑥ の み で 入力 する 技 よ り も 攻撃 力 発生 時 間 が 5 フレ ー ム も 遅い 。 さら に 、 弾 帝 に は 有 
効 な 背後 攻撃 が な い の で 、 無 理 に この 技 を 使う こと は な い だ ろ う 。 強い て 使い 方 を 挙 
げ る な ら 、 挑 撃 で 相手 を 謎 いつ つき @ ボ タン で キャ ン セ ル を か け 、 背中 を 向け た 状態 か 
ら 近 づい て きた 相手 に 背後 攻撃 を 出し た り 、 転がっ て 逃げ て 間合い を 取る な どの 選択 


9 回 周 葉 


が ある 。 さら に 、 上 級 者 な ら 背 中 を 向け た まま 向 側 前 避 ( く @⑥) で いっ た ん 逃げ 、 @ ボ IN) G, 
タン を 押し た まま で クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド (ゐる) を 入力 し 、 終 わっ た と 同時 に @ を 離す 16 20 14 
と いう テク ニッ ク も ある 。 こう する と 、 相手 に 背 を 向け た 状態 で クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド @⑱27 19 24 


で きる の だ 。 いずれ に せよ 、 相手 の 意表 を 突く こと 以上 の 効果 は な い が 。 


7. 阿 仙 廻 脚 ④④⑤)WK) [G@.@.K] 上 段 攻撃 


腰 に 手 を 当て 、 パ イ や ラウ の 旋風 号 (@+@⑥) の よう な 回 し 蹴り 30 3 
を 出し て か ら 相 手 に 背中 を 見 せる 技 。 攻撃 属性 が 上 段 な の で 

当て づら い が 、 技 の 攻撃 判定 自体 は 意外 と 強い 。 これ を 利用 す 多 在 計 
れ ば 、 相手 の 技 に 合わ せ て 出し て 潰し て し まう くら い の 使 い 
道 は ある だ ろう 。 ちな み に 相 手 に 背 を 向け た 状態 で 、 相手 の い 21| 
る 方 向 と 反対 側 に レバ ー を 入力 する と 、 前 転 し て 素 速く 逃げ 

る こと が 可能 に な る 。 中 段 攻 撃 す ら か わせ る ほど モー ショ ン S ⑲⑩ 
は 速い の だ が 、 投げ られ 判定 が ある た め 万 能 で は な いこ と を 
忘れ な いで ほし い 。 な お 、 この 辺り に つい て は P.277 の 「 背 後 

を と られ た 時 の 回 避 法 」 の 項目 を 読ん で ほし い 。 (8 


は い は ん し ょ う 


8. 背 反 掌 (。 め ⑤。②(p) 上 段 攻撃 


振り 返り つつ 、 背後 に 入る 相手 を 手の甲 で な ぎ 払 う 。 上 段 攻 撃 で 、 攻撃 
力 が 発生 する の が 12 フ レー ム と 遅い も の の 、 他 の 背後 攻撃 より は 速い 
の で 、 実 戦 で は 多用 する こと に な る だ ろう 。 この 攻撃 か ら パ ンチ や キッ 
ク を 続け て 出す こと に より 、 連 撃 (⑥@⑥) 、 叉 手 連 環 撃 (@@@⑥) 、 撃 転 旋 懇 
(@⑥@⑯⑤) な どの コン ボ に つなげ る こと が で きる 。 な お 、 育 反 掌 は @ 以 外 に 
も ⑥+⑥、 ⑥+@、 6、 ウ @⑥ ぢ と いっ た コマ ンド で も 出す こと が で きる が 、 
これ ら の 入力 だ と 硬化 時 間 が 長く な っ て し まい ( 右 表 カッ コ 内 の 数 値 )、 
さら に 連 撃 な ど に つなげ な く な っ て し まう で 注意 し て は し い 。 


は い か は ん し ょ う 


9. 背 下 反 掌 や [] 下段 攻撃 


振り 返り つつ 、 あ ぐら を か き な が ら 下腹 部 に 突き を 入れ る 技 。 容 勢 
が 低く な る の で 上 段 攻 撃 を 避け る こと が で きる も の の 、 攻撃 発生 が 
遅く 技 の リー チ も 短い た め 今ひとつ 使い づら い 。 さら に 便 化 時 間 
が 31 フ レー ム と 長く 、 ガ ー ド され る と ヒザ 蹴り な どの 中 段 攻 撃 で 
返さ べ れ る だ け で な く 、 上段 授 げ も 入っ て し まう 。 技 の モー ショ ン で 
相手 に 屈辱 感 を 与え る こと は で きる だ ろう が 、 それ ほど の リス ク を 
育 負 っ て まで 出す 必要 の ある 技 で は な い だ ろ っ つ 。 
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J (0. 


の 。 


は いせ ん た い 


育 旋 腰 O( め K。②) 上 段 攻撃 お 緒 


相手 に 育 を 向け た 状態 か ら 、 上 体 を 下げ つつ 上 段 回 し 蹴り を 
出す 。 攻撃 属性 が 上 段 で ある た め 、 この 技 の 使い どこ ろ は 相 
手 の 技 に カウ ンタ ー で 合わ せる ぐら いし か な い だ ろ う 。 な お 、 
衣 反 党 と 同じ く こ の 技 も 複数 の コマ ンド を 受け 付け 、 ⑥+@、 
すす ⑤、 は ⑯ な ご で も 出す こと が で きる 。 @ 以 外 の コマ ンド で 出 
し た 育 旋 月 の ダメ ー ジ は 36 に な る の で 、 出す の な ら こ の 入力 
で いこ う 。 ちな み に 、 育 旋 眼 を 当て る と 人 細 は 踊り 出す 。 これ 
ほど まで に 喰らっ て 屈 情 を 感じ る 技 は 他 に は な い だ ろ う 。 


て いと うき ゃ く 


低 踏 脚 ⑯ [③,@] 下段 攻撃 お 
振り 返る と 同時 に 相手 の すね 、 また は 膝下 を 狙っ て 蹴り を 入れ 3 3 
志 圭 


る 技 。 定 元 を すく う 技 で な い が 、 ダメ ー ジ が 36 あ る の で 充分 に 
ダウ ン を 奪う こと が で きる 。 た だ し 、 攻撃 力 発 生 時 間 と 硬化 時 間 
の 長 さ か ら 、 多 用 で きる 技 で は な い 。 や は りこ の 技 も カウ ンタ ー 


狙い で し か 使い どこ ろ は な い だ ろ う 。 強い て 他 の 使い 方 を 挙げ 281 

る と すれ ば 、 起 き 上 が り の 攻 防 で の 一 連 の 技 の ひと つと し て 使 

える ぐら い だ ろ うか 。 この 詳細 は P .274 か ら の 起き 攻め に つい S ⑨⑯ 

て の ペー ジ で 解説 され て いる の で 、 そ ちら を 参考 に し て ほし い 。 6 - - 22 
@⑩ - - 2 


て ん ちゅ うら くき ゃ く 


転 宙 落 脚 人 ⑥ ダウ ン 攻 撃 


倒れ て いる 相手 に 対し て 、 前 方 宙返り か ら 中 を 落と し て いく 。 右足 全体 
に 攻撃 判定 が ある の で 、 無 造作 に 出し て いっ て も 当たり や すく 、 さ ら に 

攻撃 力 発生 時 間 が 33 フ レー ム と 速い の で 、 信頼 度 は 高い と 言え る だ ろう 。 ーー 
単 飛 跳 撃 (⑥+@) な ど 、 相手 を ダウ ン さ せる 技 の 後に 入れ る ダウ ン 攻 撃 《 信 等 
と し て の 性 能 も 安定 し て いる 。 た だ し 、 この 技 に も た だ ひと つづ 弱点 が あ 6863) 
り 、 目 分 の 背後 で ダウ ン し て いる 相手 に 対し て は 一 度 振り 向 か な いと な 

ら な い の で ある 。 サラ な どの 場合 は 、 相手 が 自分 の 後ろ で ダウ ン し て い 

て も 、 ダウ ン 攻 撃 の コマ ンド を 入力 すれ ば 自動 的 に 相手 に 向かっ て 飛ん 

で いく が 、 狩 は 相手 が いよ うがい まい が 、 自分 の 向い て いる 方 向 に 転 

笛 沙 脚 を 出し て いっ て し まう っ 。 相手 を ダウ ン さ せ た ら すぐ 転 宙 落 脚 、 と 

機械 的 に 間 う の で は な く 、 方 向 を 見 極め 、 時 に は ダウ ン 攻 撃 を 出さ ず に 
起き 攻め に いく な ご ど 、 し っ か り と 状況 を 判断 し て 闘う よう し て ほし い 。 


ち ちゅ う げ き 


転地 肘 撃 人 ① や ダウ ン 攻 撃 示 


地面 を 素 速く 転がり な が ら 相手 に 近づき 、 ダウ ン し て いる 相手 30 3 
に 肘 打ち を 落と す 技 。 見 た 目 は 格好 良い の だ が 、 いか ん せん 攻 

力 発 生ま で に 59 フ レー ム も か か り 、 ま た 肘 に し か 判定 が な い ( 良 計 
の で 相手 が ちょ っ と 離れ て いる と な か な か 当たら な い 。 し か も 

ダメ ー ジ は 30 と 転 軸 落 脚 と 同じ な の で 、 勝 ち を 狙う 試合 な ら そ 14 
ちら を 出す こと を お 薦め する 。 や は りこ の 技 の 本 質 は 、 ダメ ー 

ジ を 与え る こと で は な く 、 転地 肘 撃 で KO し た 瞬間 に スロ ー リ プ 

レイ を 決め 、 相手 を 怒ら せ て 冷静 な 判断 力 を 失わ せつ つ 、 ギャ 

ラリ ー を 味方 に 付け る こと な の で は な い だ ろ うか ? 
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ひ て ん ほう げき 
ELg 


_ 14. 飛天 月 撃 ⑳ 空中 攻撃 


体 を ひね りな が ら 相 手 の 懐 に 飛び 込み つつ 、 遠心 力 を 利用 し た 裏 拳 を 繰り 
出す 。 攻撃 力 発 生 時 間 が 24 フ レー ム と か な り 遅 く 、 さ ら に ガー ド さ れ た 後 
の 硬化 時 間 が 37 フ レー ム と 長い た め 、 上 段 授 げ や 大 ダメ ー ジ を 与え る 技 724 証 
で の 反撃 を ほぼ 確実 に 喰らっ て し まう 。 欠点 が か な り 多 い 技 で は ある が 、 ーー 
空中 攻撃 属性 な の で 下段 攻撃 を か わし な が ら 攻 撃 で きる た め 、 し ゃ が ん で 37 
の 攻撃 を 連発 する 相手 に 対し て の 奇襲 技 に 使用 する の が 最も 有効 な 使い 
方 と いえ る 。 同様 に 技 の 特性 を 活か し 、 相 手 の 起き 上 が り 下 段 攻 撃 を 先 読 く ) ⑨ 
み し て 合わ せ て いく な ど 、 起 き 攻め に 使う こと も で きる 。 また 、 相手 の 懐 8 
に 飛び 込ん だ 直後 に 酔 歩 転身 肘 (⑥+@) を 出す 、 と いう 手 も あ る 。 


と う ち は ん そう し ょ う 


り 倒 } 反 人 衝 爪 ジャ ン フ 財 時 ( 双 ) 空中 攻撃 


小 ジ ャ ンプ と 同時 に 相手 に 背 を 向け 、 相手 側 に 倒れ つつ 手の甲 で 攻撃 を 加え て その まま と 303 

倒れ 込む お 。 この 一 連 の 動作 が 倒 地 反 衝 爪 で ある 。 技 と し て の 性 能 を 見 る と 、 攻撃 属性 は 空 

中 で は ある も の の 、 攻撃 力 発 生 時 間 が 52 フ レー ム と 遅 す ざる た め 、 相手 の 意表 を 突 か な 53 選 呈 
S ⑲⑯ ⑨ 


いと 当たら な い 。 た だ 、 技 を 出し た 後に ダウ ン 状態 に な る た め 、 飛天 月 撃 よ り は リス ク は 

低い 。 この 点 を 利用 する し て 使う し か な い だ ろ う 。 この 倒 地 反 衝 爪 は 、 コ マン ド か ら も 分 

か る よう に 垂直 、 も し く は 後方 に 小 ジ ャ ンプ し た 後に 技 が 出る が 、 入 力 タ イミ ング に よっ 

て は 前 方 へ の 小 ジャ ンプ 軌道 か ら 技 を 出す こと も 可能 だ 。 この 場合 、 コ ンピュータ に 飛 

天 月 撃 と 区 別 さ せる た め 、 を 入力 し た 後に 、 レ バー を 1 フレ ー ム 以上 ニュ ー ト ラル に 戻 償 ・ ・ 2 
し て か ら @ を 入力 し な く て は な ら な い の だ 。 し か も 、 @ の 入力 まで に 間 が 開 さき 過ぎ る と 、 ⑱ - - 3 
後述 の 落 歩 挑 撃 ( な つて し まう の で 、 慣れ る まで は か な り 難 し い だ ろ う 。 


く う げ き 


ほ ちょ 
落 歩 挑 撃 」。 ゥ ma) 空中 攻撃 


小さ く 跳 ね た 後 、 意地 と 同時 に 挑 撃 を 繰り 出す 。 この 時 の 挑 油 
は 、 通常 と は 攻撃 属性 が 異な り 空 中 攻撃 こ な っ て お り 、 さら に 


当たれ ば ダウ ン を 奪え る よう に な っ て いる 。 ヒッ ト 後 に は 、 ダ 53 選 人 
S ⑨ 


い ! 


ウン し た 相手 に 旋風 掃 服 (2⑯+⑥) や 転 宙 落 脚 ( 合 @⑥) な どの 追 
い 打 ち が 高 確率 で 入る 。 小 ジ ャ ンプ の 着地 後に 技 が 出る た め 、 
攻撃 力 発生 時 間 が 53 フ レー ム と か なり 遅く 、 こ の 技 単体 の 有用 
性 は 低い も の の 、 起き 上 が り 攻 撃 に 小 ジ ャ ンプ を 重ね て 、 ト 段 


攻撃 属性 を 持つ 後述 の 地 品 腹 と この 落 歩 挑 撃 と の 二 択 攻撃 を 行 人 - - 22 
な えば 、 か な り の 能力 を 発揮 し て くれ る だ ろう 。 @ - - 2 


7 旋 子 ⑦K) 空中 攻撃 


軽く ステ ッ プ し て か ら の あび せ 蹴 り 、 そ れ が 旋 子 と 呼ば れる 技 で あ と 153 
る 。 モー ショ ン は ウル フ の フラ イン グ ニ ー ル キッ ク ( 必 必 ⑥+⑨) に 

似 て いる 。 攻撃 力 発 生ま で が 32 フ レー ム と 遅く 、 あ まり 使え な さそ 732 選 是 
うな 技 で は ある が 、 中段 攻撃 属性 を 持つ 点 と 、 技 を 出し 切っ た 後に ーー 
ダウ ン 状 態 に な る た め ダ ウン 攻撃 以外 の 反撃 を 受け な いこ と を 利 利 
用 すれ ば 、 奇 襲 と し て は も ちろ ん の こと 、 起き 攻め な ど に も 使う こ 

と が で きる だ ろう 。 な お 、 旋 子 は か わ さ れ る こと の な いよ う 十 分 に S ぐ ⑨ 
注意 し て ほし い 。 と いう の は 、 着地 し た 瞬間 に な ぜ か 上 段 授 げ ら れ 6 入 - - 22 
判定 が 発生 し て し まう の だ 。 「 ダ ウン 状態 で 安定 ] と いう 考え で 旋 子 @ 

を 連発 し て いる と 、 と ん で も な い 目 を 見 る こと に な る だ ろう 。 


龍 尾 脚 』>。> っ mwmMK) 空中 攻撃 


両手 を 地面 に つき 、 龍 が 尾 を 跳ね 上 げ る よう に 天 に 向かっ て 蹴り を 出す 。 これ が 龍 と 303 
尾 脚 だ 。 攻撃 力 発生 時 間 が 14 フ レー ム と 後 蹴 服 (⑯) と 同じ 数 値 な が ら 、 攻撃 判定 が 

滅法 強い 。 また 、 その 独特 の 技 モ ーション の た め 、 下段 攻撃 と 上 段 攻 撃 を 数 フレ ー ム 14 選 
の 間 だ が か わし 、 さ ら に 攻撃 する こと が で きる の だ 。 相手 の 連係 パタ ー ン に 下段 パ 5 
ンチ が 含ま れ て いる な ら ば 、 この 龍 尾 脚 が 反撃 の 糸口 を 与え て くれ よう 。 この 他 に 29| 
も 、 全 キャ ラク ター に 対し て 龍 尾 脚 - 側 端 脚 (人 @⑯) が 、 また 軽量 級 の 相手 も し く は 龍 

尾 脚 が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 後に は 宙 舞 双 転 脚 ( ゆ 必 @) が 安定 し て つなが る な S ⑨⑩ OO 


ど 、 連続 技 と し て この 技 を 使う こと も で きる 。 いろ いろ な 局面 で この 技 を 惜しま ず 6 2 グ ィ 
使っ て いく こと も 、 償 融 に と っ て は 重要 な 戦法 の ひと つ だ 。 な お 、 技 を ガー ド さ れ た @ 32 
場合 に は 若干 スキ が あり 、 ⑥⑥ や 上 段 投げ な ど で 返 ご ぐれ て し まう の で 注意 。 の 交 認 上 
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さい か た い 


79。 栽 下 腺 LMK) 空中 攻撃 


小 ジャ ンプ の 薄 地 寸前 に 、 足 を 伸ばす よう に し て 蹴り を 繰り 出す 
技 。 中 段 攻 撃 属 性 を 持ち お 、 な お か つ 下 段 攻撃 を か わし な が ら 攻 撃 


で きる た め 、 使い どこ ろ は 他 の 小 ジ ャ ンプ 攻撃 と ほぼ 同じ だ が 、 36 選 婦 
後述 の 地 中 腹 や 落 歩 挑 撃 な ど 、 モ ーション が 似 て いる 技 を 織り 混 ニコ 
ぜ つ つ 、 二 択 戦法 を 展開 し て いく と か な り 効 果 的 だ ろう 。 攻撃 21 
発生 時 間 が や や 遅い も の の 、 硬化 時 間 が 短い の で ガー ド さ せれ ば 
ほとん ど ス キ は な い 、。 相手 の 判断 が 遅い 場合 や 、 試 合 の 流れ を 変 S ⑲ 
えた い 時 な ど に 、 積極 的 に 使っ て いく と いい 。 6 NR y。 
8 - - 32 
じ げん た い 
地 枯 朋 ハジ ャ ンプ 診 下 中 ( 吾 ) 下段 攻撃 SM2 
小 ジ ャ ンプ の 着地 と 同時 に 、 地 を 店 う よう に 足元 を す 
くう 蹴り を 出す 。 硬化 時 間 が 32 フ レー ム と 長い た め 、 
ガー ド さ れる と 上 段 投 げ や 大 技 で 返さ れ て し まう 。 し 46 当 
か し 、 ヒ ッ ト さ せる と 相手 を ダウ ン さ せる こと が で き ーー デー 
る の は 魅力 。 単発 で 使う より も 、 起 き 上 が り 攻 撃 に 小 32 
ジャ ンプ を 重ね て 、 モ ーション が 酷 公 し て いる 落 歩 挑 
撃 ( 小 ジ ャ ンプ 上 昇 中 @) と の 二 択 攻撃 を 迫 れ ば 、 闘い ぐ ⑨9 OO 
の 幅 が か な り 広 が る 。 6 - - 19 
@⑯ - - 2 
そ うし ょ うと うら く げ き 
27. 双 野 頭 落 ジャ ンプ フエ 兄 (2( 。(⑳。③) )() 空中 攻撃 
大 ジャ ンプ 後に 、 落 下 し な が ら 両 手 を 組み 合わ せ て 相手 30 3 
に 振り 落と す 技 。 一 応 、 中 段 攻撃 属性 を 持っ て いる が 、 大 
ジャ ンプ を し て か ら 技 を 出す た め に 攻撃 力 発 生 が か な り 95 
遅い 。 その た め 、 この 技 だ け で は あま り 使 えな い 、。 幼 帝 は al 
大 ジャ ンプ 中 に 2 回 攻撃 を 出せ る の で 、 後 述 す る 登 起 脚 を 431 
ガー ド さ れ た 後 の フ ォ ロ ー 技 と し て 考え た 方 が よい だ ろ 
う 。 た だ し 、 登 起 脚 自 体 が ガー ド さ れ た 直後 に 反撃 を 受け S ⑲ 
や すい の で 、 滅多 に 使う 機会 の な い 技 の ひと つ だ ろう 。 6 SI 0 
⑯- 32 


う きき きゃ く 


22 登 起 脚 。>。> っ msK) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ と 同時 に 正面 へ の 蹴り を 出す 技 。 攻撃 属性 は 中 段 、 攻 30 3 

撃 発生 時 間 も 16 フ レー ム と 大 ジャ ンプ 攻撃 で は 最も 早い 。 ダメ ー 

ジ 量 も 30 と 大 きく 、 当たり 判定 も な か な か 強い の で 、 試合 開始 と 16 当 
同時 に 登 起 脚 を 出し て 相手 の 出鼻 を くじ いた り 、 さら に は 相手 の ー 

連係 攻撃 を ガー ド し た 時 の 返し 技 と し て も 使え る 。 この 技 の 唯一 

の 欠点 は 、 硬 化 時 間 が 長い こと 。 それ を 補う た めか 、 技 を 出し た 

後 の 上 昇 、 下降 中 に 大 ジャ ンプ 攻撃 を 再度 出せ する よう に な っ て い S ⑨⑯ OO 
る 。 た だ し 、 後方 へ の 大 ジャ ンプ と 同時 に 出す 登 起 脚 ( 厚 《⑯) 以 外 
は すべ て 、 相手 の 大 ジャ ンプ 同時 @ で 返さ れ て し まう 。 
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服 落 襲 ンー の (。⑳。③) 区 空中 攻撃 


降下 し な が ら 体 を ひね り 、 両足 で 相手 を 蹴り 飛ば す 技 。 
技 の モー ショ ン だ け 見 る と 中 段 攻撃 の よう だ し 、 実 際 
に 空中 攻撃 属性 な の だ が 、 実は し ゃ が み ガ ー ド 可能 な 
技 で ある 。 その た め 、 技 の リー チ は そこ そこ ある が か な 
り 当 て に くく な っ て し まっ て いる 。 双 服 落 襲 の 使い ど 
ころ を 強い て 挙げ る の で あれ ば 、 登 起 脚 (大 ジャ ンプ 同 
時 ⑯) を 前 方 に 出し て ガー ド さ れ た 場合 、 反撃 が 遅れ た 
相手 に 対し て 使う つぐ らい で は な い だ ろ つう か が 。 


くつ ひ た ん きゃ く 


24. 空 飛 端 脚 ジャ ンプ 上 呈 中 ( 務 ) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ の 上 昇 中 に 、 レ バー を ニュ ー ト ラル に 戻し て @ E 30 3 

を 押す と 、 空中 で の 横 蹴り が 出る 。 この 技 が 空 飛 端 脚 で ある 。 

空中 に いる 相手 に 対し て 用 いる 技 で 、 登 起 脚 (大 ジャ ンプ 同 4L 望 計 

時 @ を ガー ド し た 後に 大 ジャ ンプ 同時 @ で 返 そ うと し て 間 

を お いて か ら 跳 ん で きた 相手 へ の 迎撃 の た め に 出す 、 と い S ⑲ OO⑨ 
22 


う 使い 方 が め る が 、 そう いう 場面 は 実戦 で は 減 多 に な い 。 こ 6 短 - - 
れ も 、 使う 機会 が ま は と ん ご ど ない 技 の ひと つと 言え よう 。 @ 


大 ジャ ンプ や 、 登 起 脚 (大 ジャ ンプ 同時 ⑯) の 
下降 中 に ⑯ を 入力 する こと で 、 栽 下 懇 (Y⑯) 


に 似 た モー ショ ン の 蹴り を 繰り 出す 。 双 有 落 78 選 皇 
龍 ( 大 ジャ ンプ 上 昇 中 ゆ @) と 同じ く 、 し ゃ が ーー 
み ガ ー ド 可能 な 空中 攻撃 な の で 当て に くい 技 131 
だ が 、 硬 化 時 間 が 短く 、 さ ら に ヒッ ト し た 後 
相手 が 浮く の で 、 仰 飲 杯 手 (る ⑥) 一 旋風 掃 股 ぐ ⑨ 
( 尼 ⑥⑯+@) ま た は 転 笛 落 脚 ( 全 @⑤) な ど と いう WM - - 22 
空中 コン ボ が 入る 。 大 ジャ ンプ を フォ ロー す @ RI 
る 技 と し て は か な り 有 効 だ ろう 。 
ンー つ くし ゅ つう 
. 貼 メ 服 落 ジャ ンプ 上 見 中 < ぐ ⑤)( 。() 。( ゆ ) )() 空中 攻撃 

大 ジャ ンプ の 落下 中 に 、 後 方 に 両足 で 蹴り を 入れ る 技 。 E 403 

前 方 に 蹴り を 出す 双 服 落 襲 と 対照 的 な 技 だ が 、 性 能 な 

ど は ほとん ど 変 わら な い 。 後ろ へ の 攻撃 と いう 性 質 か 《 胡 計 

ら 、 大 ジャ ンプ や 登 起 脚 (大 ジャ ンプ 同時 @⑥) な ど で 相 

手 を 飛び 越し て し まっ た 時 に 使う と 、 背 後 の 敵 に 対し 431 

て の 保険 な ろう 。 奇襲 攻撃 と し て の 効果 は 高い が 、 

いか ん せん 相手 に ガー ド さ れ た り し ゃ が まれ て し ま く ⑨ 


⑨ 
うと 最後 、 大 反撃 を 喰らっ て し まう 、 と いう の は 実戦 6 衣 22 
で 出す に は 問題 あり だ 。 投 32 


264 


ぎょ うい ん は いし ゆ ゅ 


_27. 和 飲 称 手 ⑨⑤ [Sp] 特 丈 中段 攻撃 直 き 


踏み 込み と 同時 に 、 欠 の 手法 で 相手 の 吾 を 下 か ら 突 き 上 げ る 技 。 攻撃 力 発 
生 時 間 が 15 フ レー ム こ と 意外 に 短く 、 攻撃 力も 4 フレ ー ム に 渡っ て 持続 する 
な ど 数 値 的 に は 優秀 に 見 える 。 だ が 、 中 段 攻撃 な が らし ゃ が み ガ ー ド に 対 
し て は ガー ド を 突き 上 げ る だ け に と どまり 、 ダメ ー ジ を 与え る こと は で き 


ず 、 さ ら に ガー ド さ れ て し まう と 上 段 授 げ か 、 サラ や カゲ な ご どの スピ ー ド の 

速い @⑯ に よっ て 反撃 を 喰らっ て し まう 。 序盤 戦 で は 空中 コン ボ に 組み 込 23| 

む お ぐら い に と ど め 、 多 用 し な いよ うに 先 を 付け る べし 。 た だ し 、 酒 を 3 杯 飲 Q ぐ ⑨⑲ 
むと ダメ ー ジ 数 は 16 こ と な る た め 、 相手 の 便 化 時 間 が 延び て 反撃 を 全く 受け 

な い 技 に 生ま れ 変わ わる 。 こつ うな れ ば チャ ンス 到来 、 ご ん どん 使っ て いこ う 。 - ー ー ー 


げ つ が さい げき 


28. 月 牙 叉 撃 ⑯⑤⑧ 18 ぐ (。②)] 中 段 攻撃 


し ゃ が み 状 態 か ら 、 大 きく 前 に 一 歩 踏み 込み な が ら 手 の 甲 で 相手 を 吹 
き 飛 ば す 。 有 で 闘い を 組み 立て て いく 際 に は 欠か すこ と の で き な い 
技 で ある 。 し ゃ が み ガ ー ド 不可 能 な 中 眉 攻 撃 で あり 、 さ ざら に ヒッ ト さ 16 選 中 
せる と 相手 が 吹き 飛 点 の は 魅力 だ 。 宙 に 浮か せ た 相 手 に は 確実 に 空中 ーー ジコ 
コン ボ を 決め た い 。 つなが る 技 と し て は 月 也 叉 撃 、 出 舞 双 転 肢 


( ゆ ゅ ゅ ⑤)、 仰 飲 杯 手 (&⑥)、 伏 挑 撃 ( せ @⑥) な ど が ある 。 浮か せ た 高 さ に 
応じ て 技 を 選択 し て ほし い 。 また 、 これ ら の 空中 コン ボ の 後に は 旋風 IN) 


掃 妥 (2⑯+@) ま た は 転 軸 落 脚 ( で @) で 追い 打ち 攻撃 を か ける こと も 6 
お 忘れ な く 。 ちな み に 、 月 中 叉 撃 は 通常 は 立ち 状態 か ら は 出せ な い が 、 

コマ ンド を る ひ 久 @ と 入力 する こと で 立っ た まま で 技 を 出す こと が 9 
で きる 。 月 又 撃 を 空中 コン ボ に 組み 込む お 時 に は 、 この コマ ンド で 技 

を 出す よう に する と より 確実 に ダメ ー ジ を 与え られ る は すず だ 。 


お うそ うけ げき 


横 掃 撃 ④⑤ 上 段 攻撃 


身体 を ひね り 、 その 反動 と 速 心 力 を 利用 し て 強力 な 裏 華 を 叩き つけ 
る 。 上 段 攻撃 な が ら 、 その 威力 は 24 と 高く 、 さ ら に 攻撃 判定 は か な 21 3 
り 強 い 。 相手 の パン チ 連 打 な ど を 先読み し て 、 それ に 合わ せる よう 15 選 語 
に 技 を 出し て 攻撃 を 止め る 、 と いう 使い 方 が ベス ト だ ろう 。 ちな み デ 
に 、 カ ウン ター ヒッ ト で も な く 、 ま た 酒 を 5 杯 以上 飲ん だ わけ で も 21 
な い の に 横 掃 撃 が ヒッ ト し た 相手 が 浮い て し まう こと が ある が 、 こ 
れ は 、 相手 の 急所 に 裏 拳 が 入っ た 時 に 起こ る 現象 だ 。 急所 を 狙い 、 Q ⑲⑩ 
さら に 当て る と な る と 意外 に 難し い が 、 手 の 先 端 で 当て る よう かな 感 6⑳ 22 - 
じ で 技 を 出す と 、 急所 に ヒッ ト し や すい よう だ 。 

9 32 - 


い が く し ゅ 


30. 連載 顎 手 ②⑤ [②] 上 上 上 9 段 攻撃 
前 進 し な が ら 3 発 連続 で 挑 撃 を 繰り 出し て いく 。 1 


十 作 二 
発 目 の 攻撃 力 発生 時 間 が 速く て 技 の リー チ も 長 1016 


い の だ が 、 連続 技 に も か か わら ず ヒ ッ ト の 具合 に 
よっ て は 途中 で 空振り する 場合 が ある と いう 欠 9 6 吐 
点 を 持つ 。 さら に 、 3 発 目 の ダメ ー ジ こと 硬化 時 間 29| 
⑨ 
15 
14 


の 関係 で 、 上 段 投げ や 強力 な 打撃 技 に よる 反撃 を 

確実 に 喰らっ て し まう た め 、 有用 性 は 低い 。 強い 

て 使い どこ ろ を 挙げ る と すれ ば 、 押 し の 強 さ を 利 6 和 
用 し て リン グ 際 で 押し 出す 時 ぐら い だ ろ う 。 ちな @ 
み に 、 上段 パ ンチ の 返し 技 を 持つ キャ ラク ター は 、 
連載 顎 手 の 1 発 目 し か 返す こと は で き な い 。 返せ 

な い 2 発 目 か ら 技 を 当て る よう に し て いこ う 。 
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は いせ ん ちゅ う 


31. 育 旋 肘 ⑫⑧ 下段 攻撃 


いっ た ん し ゃ が み 、 背 中 を あず ける よう に し な が ら 相 手 の 下 腹 E 223 

部 に 肘 打 ち を 入れ る 技 。 この 技 も 月 牙 叉 撃 ( 久 ⑥) 同 様 、 猟 帝 の 

主戦 力 と な る 技 と いえ る だ ろう 。 特 儲 すべ き 点 は 、 モ ーション 記 恒 他 双 計 

中 に 相手 の 中 段 蹴り や 肘 打 ち を か わせ る 瞬間 が ある と いう こ 

と 。 また 、 その 他 の 技 も 意外 に か わせ る こと が 多い の で 、 伏 挑 撃 24(2) 

( ひ @) か ら の 攻め に 組み 込ん だ り 、 間 合い を 取っ た 時 の 牽制 技 

と し て 重宝 する だ ろう 。 な お 、 コマ ン 入力 時 の 自分 の 状態 に SS ⑨⑲⑯ 

よっ て 技 の 性 能 が 若干 変化 する 。 数 値 表 に ある カッ コ 内 の 数 値 人 22 。 21 
31 


は 、 し ゃ が み 状 態 か ら 背 旋 肘 を 出し た 場合 の デー タ だ 。 @9 32 

ちょ うわ ん りょう け ん = 
32. 挑 腕 捧 拳 ⑦③⑧⑳⑤ [( ③⑤②⑤)。。] 中 段 攻 撃 明 論 3 

爺 飲 杯 手 よ り も さら に 大 きく 振り か ぶり 、 相手 の 顎 を 高く 突き 上 げ る 。 月 牙 叉 届 303 
( 久 @⑥) と 同様 に 、 ヒ ッ ト す る と 相手 が 浮く の で 、 空中 コン ボ を 入れ て いこ う 。 挑 腕 
擦 拳 か ら つ な が る 空中 コン ボ と し て は 、 挑 腕 僚 拳 一 月 子 叉 撃 … 追 い 打ち 攻撃 ( 旋 12 革 当 
風 掃 月 (2⑥+⑥) や 転 軸 落 脚 ( 合 ⑥) な ど ) や 挑 腕 僚 拳 一 挑 腕 擦 拳 一 追い 打ち 攻撃 が 
入り 、 軽 い 相手 を 浮か せ た な ら 、 挑 腕 僚 拳 一 挑 腕 拓 拳 一 月 中 叉 撃 と いう 空中 コン 19 
ボ も 可能 だ 。 基本 的 に 月 路 叉 撃 と 同じ 空中 コン ボ が 可能 と 考え て も よい 。 技 の 出 
が 速く 、 ガ ー ド させ れ ば 反撃 を 受け る こと も な い の で 、 挑 撃 を る @ ボ タン で キャ ン 


ろう 。 ちな み に 、 伏 挑 撃 ( せ @⑥) の 後 な どの し ゃ が み 状 態 か ら 挑 腕 擦 拳 を 出 そ う と 
する と 、 月 了 叉 軸 に な っ て し まう こと が ある 。 これ を 防ぐ た め に 、 ス テッ プ バ ッ 
クコ マン ド (Q@ ぐ で や ) を 先行 入力 し て 、 しゃがみ モ ーション を キャ ン セ ル し て か ら こ 
の 技 の コマ ンド を 入力 する (例え ば 、 伏 挑 撃 か ら 挑 腕 擦 拳 を 出す 場合 に は 、 コマ ン 
ド は せ @⑥ー る る どる 必 @⑥ と な る ) よ うに し よう 。 


セル し て 挑 腕 擦 拳 を 出し た り 、 相手 の 起き 上 が り 攻 撃 な ど に 重ね て みて も いい だ 6 動 - 
8 


KS NR Q 


ぎょ よう し ん と うた い 


33. 仰 身 踏 朋 ④⑥K) 中 段 攻撃 記 


コマ ンド を 入力 する と 、 軽 く 体 を 浮か せな が ら 後ろ に 倒れ つつ 前 方 に 213 
蹴り を 出し 、 そ の まま 仰向け で 寝 て し まう 。 この 一 連 の 動作 を 仰 身 踏 

眼 と 呼ぶ 。 あま り 知ら れ て いな いこ と だ が 、 攻撃 属性 は し ゃ が み ガ ー 17 記 
ド 不 可能 な 中 段 で 、 相手 を よろ めか せる こと も で きる 。 攻撃 力 発生 時 
間 が 17 フ レー ム と 若干 遅い の で 、 相手 の 攻撃 を 読ん で 迎撃 する の が 最 33 
も 有効 な 使い 方 と 言え る 。 な お 、 ダ ウン し て いる 長 さ は それ ほど 短く 

は な い 。 お や み に 寝 る と 、 ダウ ン 攻 撃 を 喰らっ て し まう こと に な る の ぐ ⑨ 
で 要 注 意 。 ちな み に 、 し ゃ が ん で いる 相手 に 爺 身 踏 妥 を 出し た の に 当 9 22 - 
た ら な い 、 と いう の は 軸 足 が 逆 に な っ て いる た め だ 。 


つう しゅう か た い 


後 蹴 下 腺 KK) [@K] 下段 攻撃 


片足 を 軸 に し て その 場 で 体 を 回 転 さ せつ つ 、 相手 の 足元 に 蹴り を 当て た 後 、 元 の 10 3 

姿勢 に 戻る 。 下段 攻撃 と いう 点 を 利用 し て 、 相手 の ガー ド を 上 下 に 揺さぶる 時 な 

ど に 用 いる と いい だ ろう 。 た だ し 、 後 蹴 下 肛 を その まま 単体 で 用 いる と 、 ガー ド さ 716 選 

れ た 後に @⑥ や 上 段 投げ で 確実 に 反撃 され る ほど 硬化 時 間 が 長い の で 意味 が な い 。 

派生 技 で ある 後述 の 後 蹴 連 服 や 、 後 蹴 下 妥 か ら 寝 る な ど を か ら め 、 虚実 織り 混ぜ 28| 

つつ 4 つの 選択 肢 を 使い 分 け て いこ う 。 な お 、 後 蹴 下 腺 は アキ ラ の 下段 返し 技 で 返 

され て し まう の で 、 対 ア キラ 戦 で は 背 旋 肘 ( ら @) を 主体 に 使う こと を お 薦め する 。 (C】 
18 


こ うし ゅ う か た い 人 


_35. 後 中 下 腫 か ら 寝 る ②@⑯@ [@K@] 朝 


後 蹴 下 肛 の コマ ンド を 入力 し て か ら 29 フ レー ム 以 内 に @ ボ タン を 押 
すこ 、 蹴り を 出し た 後に 体勢 を 立て 直さ すず 、 うつ 伏せ 状態 の まま で 倒 
れる 。 この た め 、 ダウ ン 攻 撃 以外 の 反撃 を 受け る こと は な い 。 後述 の 
後 蹴 連 服 の 2 発 目 が 入り そう に な い 時 は 、 即座 に こち ら に 切り 替え て 、 
倒れ 込ん で か ら の 起き 上 が り 攻 撃 で 相手 を 翻弄 させ る 戦法 を と る 、 
と いう よう に 数 軟 な 姿勢 で 使う の が ベス ト だ 。 うつ 伏せ 状態 の 起き 
上 が り 攻 撃 は 、 逮 帝 な ら で は の 読ま れ に くい も の が 多い 。 対 疑 帝 戦 が 
不慣れ な 相手 に 狙っ て みる 価値 は ある 技 だ 。 
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36. 


う / 


0 


こ うつし ゅ うれ ん た 


後 蹴 連 腺 ⑫K(K [@KR] 下 上 ら 段 攻撃 ① 


後 蹴 下 服 に 続け てこ 、 さ ら に 体 を ひね りつ つ 上 段 蹴り を 繰り 出す 技 。 下段 か ら 上 
段 へ の 攻撃 な の で あま り 意 味 が な そう だ が 、 後 蹴 下 服 が 入れ ば ほぼ 確実 に 上 段 
蹴り も 和信 る 。 し か も 10+30 と 2 発 分 の ダメ ー ジ は 大 きく 、 相手 を ダウ ン さ せる 
こと が で きる 。 技 の 便 化 時 間 も 短 い の で 、 多 用 し て も 問題 は な い 。 この 技 の 使 
い ご どこ ろ は 、 相手 の ガー ド を 揺さぶる と ころ に ある 。 挑 撃 (⑥) か らい き な り 後 
蹴 連 朋 を 出し た り 、 伏 挑 撃 (@⑥) か ら の 月 牙 叉 撃 ( 釘 ⑥) と 見 せ か け て お いて こ 
の 技 に つない だ りこ と 、 幅広 い 組 み 合 わせ が 考え られ る は ず だ 。 また 、 起き 攻め 
で 単 飛 跳 撃 (6⑥+@) と の 2 択 で 使う と いう の も 、 かなり 有効 な 戦法 と 言え る 。 


@ ・ 
の 隔 還 


ゆう つれ ん た 


、 後 蹴 連用 から 寝る ②K⑥ [@&@⑥] ① 示 


後 蹴 下 服 と 同様 に 、 後 蹴 連 服 も や コマ ンド 入力 後に @ ボ タン を 押す こと で 、 体 勢 を 立 
て 直さ ず に その まま うつ 伏せ 状態 で 倒れ て し まう こと が で きる 。 @ ボ タン の 入力 受 
付 時 間 は 最大 で 23 フ レー ム と 、 後 蹴 下 服 の 時 より も 6 フレ ー ム 短く 設定 され て いる 。 
使い ご ころ も 後 蹴 下 服 か ら 寝 る の と ほぼ 同じ だ が 、 それ より も 後 蹴 連 服 の 人 硬化 時 間 
を か な り 短 縮 で きる と いう 特性 を 利用 し て 、 後 蹴 連 服 が 当たら な か っ た 時 に は 即座 
に @⑥ ボ タン で 寝る の よう に し て ほし い 。 た だ し 、 常に 寝る クセ を つけ て し まう と 、 技 
を ヒッ ト さ せ た の に も 関わ ら ず 寝 て し まう 、 と いう こと に も な りか ね な い 。 後 蹴 連 
服 の ヒッ ト 後 に は ダウ ン 攻 撃 が 高 確率 で 入る 。 慣れ で コマ ンド を 入力 し て し まう こ 
と な く 、 し っ か り と 状況 を 見 極め て 使っ て いく よう に し よう 。 


は いと うれ ん せん きゃ 


38. 曽 仙 連 旋 脚 ②② [(@@KRs] 上 段 攻撃 彰 國 


大 きく 振り か ぶり 、 後 方 に 倒れ 込み な が ら 両 足 で 順番 に 回 し 蹴り を 出す 。 攻撃 
判定 が 上 段 に し か な い の で 一 見 する と 使い に くそ うな 技 だ が 、 意外 や 攻撃 力 
発生 まで の 時 間 が 14 フ レー ム と 短い 。 し か も 、 一歩 後退 し な が ら 技 を 出す の 
で 、 自分 の 体 は 相手 の 上 段 攻撃 が 当たら な い 位 置 に ある 。 この 特性 を 利用 すれ 
ば 、 相手 の 上 段 攻 撃 や 膝 蹴り な ど リ ー チ の 短い 中 段 攻撃 に 対す る 迎撃 技 と し 

て 使う つこ と が で きる 。 また 、 コマ ンド 入力 に 関わ ら ず 、 技 を 出し た 後に 必ず ダ 
ウン し て し まう 。 ちな み に 、 弾 電 の 技 を 出し た 後 の ダ ウン 時 間 は ほぼ 一 定 で 、 
相手 に 行動 を 読ま れ な い 限 り 通 常 の ダウ ン 攻 撃 は 当たら な い 程 度 の 長 さ だ 。 
わざ と 倒れ て 相手 を 誘い 込む の も 戦法 の ひと つ だ が 、 度 が 過ぎ る と 単なる 「 待 
ち プ レイ ヤー」 呼 ば わり され る 危険 性 が ある 。 注意 し た い 。 


京 


宙 舞 双 転 脚 ②③ [⑤②,R] 空中 攻撃 


相手 に 向かい 側 点 軸 返 り を し て 、 その まま 上 か ら 足 を きつ け て いく よ 35 3 
うに 出す 蹴り 。 空中 攻撃 と いう こと も あり 、 実戦 で の 使用 頻度 の 高い 技 だ 。 

出 始め の 何 モ ーション か が 過ぎ れ ば 空中 判定 に 変わ る の で 、 相手 の 下段 17 民 是 
攻撃 を 避け つつ 上 か ら 潰 し て し まう こと も 可能 だ 。 この 技 に は スピ ー ド aa 
が 速い こと と 、 技 の リー チ が あり 多少 離れ た 問 合 い か ら で も 当たる と い 321 
うふ た つの 利点 が ある 。 伏 挑 撃 か ら 、 ス ピー ド を 利 し て いき な り 負 舞 双 転 

脚 を 出す も よし 、 ス テッ プ バ ッ ク ( ゐ る 6) で 一 歩 下 が っ た と ころ を 追っ て IN 量 C 刻 G 
きた 相手 に 対し て 使っ て いく の も よい 。 月 了 夏 叉 撃 ( 久 ⑥、 挑 腕 挟 送 人 = -。 22 
(ひる ウ ゆ ⑥)、 龍 尾 脚 ( 小 ジ ャ ンプ 同時 ②) が カウ ンタ ー で ヒッ ト し た 時 に は の 

(軽量 級 な ら ノ ー マ ル ヒッ ト で も 可 )、 笛 舞 双 転 脚 を 空中 コン ボ に 組み 込む 
こと も 可能 だ 。 この よう に 優秀 な 技 で は ある が 、 ガー ド さ れる と 硬化 時 間 

が 32 フ レー ム も ある の で 、 上 段 投げ や ヒザ 蹴り 、 サ マー ソル トキ ッ ク 

(5@⑥) な ど で 返 べ れ て 大 ダメ ー ジ を 被る 。 弾 帝 の 技 は いずれ も 一 長 一 短 

が ある も の ば か り だ が 、 笛 舞 双 転 脚 は まさ し くそ の 典型 と 言え よう 。 


26/ 


ほん し ん れん せん さ ゃ 


40. 翻 身 連 究 脚 ⑯K:G [る Kr@] 空 


片足 で 後方 に ビョン ピョン と 下がり つつ 、 も う 一 方 の 足 で 3 回 つま 
先 蹴り を 出す 。 技 の モー ショ ン だ け 見 る と 単なる 挑発 技 に し か 見 え 
な い が 、 中 段 攻 撃 で あり 、 攻撃 力 発 生 時 間 が 11 フレ ー ム と 静 帝 の 固 
有 技 の 中 で も 最速 、 さ ら に 攻撃 力 持 続 時 間 が 32 と 非常 に 長く 、 数 値 
的 に は か な り 強 力 な 技 だ 。 た だ 、 実際 に は ガー ド さ れる と @⑥@⑥⑯ や 中 
段 跳 り な ど で 確 実に 反撃 を 喰らう し 、 さ ら に 禅 門 頂 肘 ( 必 必 @⑥) を は 
じ め と する リー チ の 長い 中 段 攻 撃 に 対し て も 弱い 。 使い どこ ろ と し 
て は 、 こち ら の 伏 挑 撃 (⑥) に 対し て 下段 攻撃 (特に 下段 パン チ ) で 反 6 プル o 
撃 し よう と し て きた 相手 の 技 を 潰し た り 、 攻撃 力 発生 時 間 の 速 さ を @ 32 - 29 
利用 し て 相手 の 起き 上 が り に 重ね る の が いい だ ろう 。 


た ん ひ ちょ う げ き 


三 呈 

飛 跳 撃 上 :G) 中 段 攻撃 て 」 
その 場 で 軽く ジャ ンプ し て 体 を ひね りな が ら 繰 り 出 す 、 ウ ルフ の ロー リン 35 3 
グ ソ バッ ト ( ゆ @+@) に 似 た モー ショ ン の 回 し 蹴り 。 宙 に 浮い て か ら 蹴 り を 
出す た め 、 出 始め の モー ショ ン 以 外 は 下段 攻撃 で 技 を 潰さ れる こと は な い 。 16 当 委 
し か も 中 段 攻撃 属性 な の で 、 相手 の 下段 攻撃 を 逆 に 潰す こと が で きる 。 後 
蹴 連 服 と 単 飛 跳 撃 を か ら め て 揺さぶり を か けた り 、 起 き 上 が り に 合わ せる 28| 
と いっ た 使い 方 の 他 に 、 向 側 前 避 (S⑥) で 接近 し た 時 に @⑤@ や 投げ を 狙っ て 
くる 相手 に 対し て 、 向 側 後 避 (2@⑥) や ステ ッ プ バッ ク (@ ぐ ) で 少し 問 合 い S ⑲ 


を 開け て この 技 を 出し て いく の も いい 。 ガー ド さ せ て し まえ ば 、⑥@ で 返せ 6 秋 

る の は アキ ラ ぐ らい まで 。 それ より @⑥@⑯ が 遅い キャ ラク ター は 返す こと が @ 当 選 剖 
で き な い の で 、 さほど 硬化 時 間 を 気 に す る 必要 は な い が 、 問題 は か わ さ れ 

た 時 。 当たら な か っ た 場合 に は 即座 に @ を 入力 し て 、 後述 の 横 双 手 に つ な 

げ る よう に 。 最悪 で も 投げ られ る こと だ け は 防げ る だ ろう 。 


42. 横 双 手 K@) [KK.@p] 中 上 2 段 攻撃 


単 飛 跳 撃 (⑥+@⑨) の コマ ンド を 入力 し た 後 、20 フ レー ム 以 内 に @ を 入力 する と 、 35.19 3 
着地 と 同時 に 上 半身 を ひね り 、 転身 双 沖 掌 (@+⑥) の よう に 両手 を 突き 出す 技 
を 出す 。 どう 出し て も 単 飛 學 撃 か ら の 連続 技 と は な ら な い 上 に 、 攻撃 属性 が 上  W 語 宮 放 記 計 
段 。 中 段 攻 撃 か ら 上 段 に つなが っ て も 、 立 ち ガ ー ド し た まま の 相手 に は 簡単 に 

され て し まう の で あま り 意味 が な い 。 で は この 技 の 使い どこ ろ は 、 と いう と 、 19| 
ふた つ 考 えら れる 。 まず す ひとつ 目 は 、 単 飛 跳 撃 が 当たら な か っ た 時 の フォ ロー。 
この 場合 、 相手 は 投げ を 狙っ て くる こと が 多い が 、 ディレイ が 受け 付け られ れ C, 
ば その 間 は 投げ が 決ま る こと は な い 。 横 況 手 を 出し て お け ば 最悪 投げ られ る こ 人 21 22 
と は 防げ る 、 と いう わけ だ 。 た つづ 目 は 、 横 双 手 の 出 始め の 数 フレ ー ム が 上 段 @⑲ 32 21 
攻撃 を 避け る 点 を 利用 し て 、 単 飛 跳 撃 の 後に の @⑥ で 返 そ うと する 相手 に 合わ せ 
て いく 、 と いう も の 。 た だ し この 場合 は 、 最速 の タイ ミン グ で @⑥@ を 出さ れる 
と 横 双 手 は 潰さ れ て し まう し 、 相手 が 中 段 攻 撃 を 重ね て きた な ら こ ちら は 一 方 
的 に 負け て し まう 。 アキ ラ や サラ に 対し て の 多用 は 避け よう 。 


と うき ゃ く 


43. 倒 脚 (KG) [SRK@] 中 段 攻撃 


= 
包 政 
前 方 に 軽く ジャ ンプ し て 、 倒立 する と 同時 に 体 を 弓 の よう に 曲げ 、 背 中 側 の と 35 3 
相手 に 向かっ て 忠 で の 句 り を 出し 、 その 後 元 の 体勢 に 戻る 。 中 段 攻撃 必 性 を 
持ち な が ら 攻 撃 力 発生 が 21 フ レー ム と 若干 遅く 、 ま た 便 化 時 間 が 34 フ レー の 医 き 
ム と 長い た め 、 ガード され た 後 は 上 段 投げ な ど で 安 定 し て 返さ れ て し まう 。 


そう 有効 な 技 に は 見 えな い が 、 モー ショ ン に 隠さ れ た 能力 が ある こと に お 34| 
気づき だ ろう か ? 写真 を 見 て も ら う と 、 体 が 地面 か ら 完 全 に 浮い て いる の 

が 分 か る は ず 。 この 間 は 、 下段 攻撃 が 完全 に 当たら な い の だ 。 し か も 、 足 は S ⑨ 
か な り 前 方 に 出 て いる の で 、 リー チ も ある 。 この ふた つの 能力 を 活か せ ば 、 介 - - 22 
倒 脚 は 下段 攻撃 の 対処 技 と し て か な り 役 立っ て くれ る だ ろう 。 9 - . 22 
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せん ぶっ うそ うたい 


_44. 旋風 掃 肛 (。 ゆ 。3)RKXG) 下段 攻撃 お 強 


体 を 低い 体勢 に し 、 片 手 で バラ ンス を 取り な が ら 大 きく 足 を 回 転 さ せつ 
つ 出 す 、 相手 の 足元 を すく う 足 払い 。 攻撃 発生 時 間 が 25 フ レー ム と か な 
り 遅 いも の の 、 技 自体 の 性 質 は パイ や ラウ の 燕 旋 蹴 ( せ @+@) と 大 差 は の 2 
な い 。 ガー ド さ れる と ほぼ 確実 に 下段 投げ や 肘 打 ち ( ゆ @)、 中 段 蹴 り 

(@⑯) 、 サ マー ソル トキ ッ ク (S@) な ど で 反 撃 を 受け る が 、 通常 の し ゃ 38 
が み 状 態 より も 低い 姿勢 に な る の で 、 モ ーション 中 は 肘 打 ちや 中 段 蹴 り 

を か わし て し まう 。 実質 的 に は し ゃ が み 投 げ 以外 は 喰らわ な いこ と の ぐ ⑨ 
方 多い の だ 。 これ は ラウ の 斜 上 掌 ( 急 @⑥) に 対し て も 当て は まる の で 、 人 
対 ラ ウ 戦 で は 旋風 掃 服 を 使い こなす こと が 勝利 へ の 第 一 歩 と な る 。 も 

し 技 が 当たら な か っ た 時 に は 、 続 け て 酔 歩 転身 肘 (6+@) な どの 投げ 技 
や 背 旋 肘 (2⑥) を 狙っ て いく と 意外 に 決ま りや すい 。 な お 、 この 旋風 掃 

服 は バウ ンド し て いる 相手 へ の 追い 打ち 技 と し て 使う こと も で きる 。 
空中 コン ボ で の 浮き 方 が 低い 場合 に は 即座 に この 技 を 入れ る よう に 。 


ぜん せん そう た い 


45. 前 旋 掃 腺 ①:K [や !g:| 下段 攻撃 


旋風 掃 月 より も か な り 素 速い モー ショ ン で 、 相手 の 足元 を 狙っ て の 足 払い を 出す 10 3 
の が 前 旋 掃 尿 で ある 。 この 技 は 少し 特殊 で 、 転身 双 沖 掌 (@+@) か 酔 歩 転身 肘 

(@⑥+@⑥) の どちら か を 1 回 以上 決め て 酒 を 飲む と 、 出 すこ と が で きる よう に な る 。 
条件 付き の 技 だ け あ っ て か な り 強 力 で 、 挑 撃 (@⑥) で 牽制 し た 直後 に いき な り 前 旋 
掃 服 を 出す 、 と いっ た 奇襲 攻撃 に 使え る 他 に 、 旋風 掃 服 と 同様 に 低い 姿勢 を 利 し 
て 相手 の パン チ や 肘 打ち な ど を 避け つつ 攻撃 し た り 、 倒れ た 相手 に 対し て の 追い 
打ち 技 と し て 使う こと も で きる 。 ガー ド さ れる と 下段 投げ や 中 段 蹴 り (@) で 返 IN) 
され て し まう が 、 旋 風 掃 用 と 同じ く タ イミ ング が 難し いこ と 、 さら に 飲ん だ 酒 の gg - 
杯 数 に よっ て 後述 の 連 和 前 旋 掃 服 や 連環 前 旋 掃 腺 に つなげ る こと が で きる の で 、 こ 

ちら 側 は か な り 優位 だ 。 酒 を 飲ん だ ら 、 多 用 し て いこ う 。 】 


ぜん せん そう た い 


46. 連 前 旋 掃 腺 ③:(K [KuK] 下 下 2 段 攻撃 
ks 夫 


前 旋 掃 服 を 2 回 連続 し て 繰り 出す 。 この 技 も 、 そ の ステ ー ジ 中 に 酒 
を 2 回 以上 飲ん で いな いと 出す こと が で き な い 、 と いう 衝 件 が 付い 
て いる 。 この 技 の 使い どこ ろ は フェ イン ト に ある 。 例え ば 、 連 前 旋 


掃 服 を 出す と 思わ せ て お いて 1 回 で や め て 、 し ゃ が ん で いる 相手 に 


いき な り 単 飛 跳 撃 (@+@) や 月 牙 叉 撃 ( 久 ⑥) な どの 中 段 攻撃 を 出し 27 
た りす る と 、 意 外 に 効果 的 だ 。 この 逆 で 、 中 段 攻撃 と 見 せ か け て 連 

前 旋 掃 服 で 足 を すく う 、 と いう 戦法 も よい 。 前 旋 掃 服 と 組み 合わ せ S ⑨ 
て 使え ば 、 相手 の ガー ド を うま く 崩 すこ と が で きる だ ろう 。 な お 、 SO 交 


ゆり 
前 旋 掃 月 こ 比較 する と 、 攻撃 力 発生 時 間 は 同じ だ が 、 便 化 時 間 は @ 
27 フ レー ム と 2 フレ ー ム 短く な っ て いる 。 この た め 、 ガー ド さ れ て 
も 前 旋 掃 朋 より は 返 ご ぐれ に くい だ ろう つう 。 


47/. 連 前 旋 掃 用 (PrRKORR [9-K 到 避 ] 下 下 下 8 彼 攻撃 訟 」 


前 旋 掃 肛 を 連続 し て 3 回 繰り 出す 、 この 系 統 の 技 の 
最終 形態 。 前 旋 掃 懇 、 連 前 旋 掃 及 こ 同様 に 、 そ の 試 
合 中 に 3 回 以上 酒 を 飲ん で いな けれ ば 連環 前 旋 掃 服 
を 出す こと は で き な い 。 数 値 デ ー タ で 分 か る よう 


に 、 基本 的 に は 連 和 前 旋 掃 服 と ほぼ 変わ ら な い 。 実戦 27 
で の 使い 方 も 、 フ ェ イ ント に 用 いる 他 は 空中 コン 
ボ に 組み 込む くら い だ ろ う 。 ちな み に 、 連環 前 旋 掃 SD ⑨ 


眼 が 出せ る まで 酒 を 飲め ば 、 ダ ウン し て バウ ンド 前 
中 の 相手 に 前 旋 掃 朋 一 連 前 旋 掃 月 、 ま た は 連 前 旋 @⑳ 
掃 月 一 連環 前 旋 掃 月 こい っ た 追い 打ち 技 が 入る 。 
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48. 転身 双 沖 掌 ⑥<K 中 段 攻撃 ” 剤 の 


低い 姿勢 で 体 を ひね り 、 螺旋 状 の 動き を で 生じ た エネ ルギー を その まま 

前 方 へ 放出 し な が ら 両 手 で 突き を 放つ 技 。 攻撃 属性 が 中 段 で 、 し か も 

ダメ ー ジ が 39 と 大 きく 、 相手 か ら 必 ず ダ ウン を 奪え る 。 さら に 、 転身 双 723 
沖 掌 が ヒッ ト し た 後に は 償 帝 は 酒 を 飲み 、 技 は キレ を 増す 。 この 酒 飲 ーー 
み の 効 果 に つい て は P .277 を 参考 に し て ほし い 。 さて 、 転 身 双 沖 堂 は 30 
攻撃 力 の 発生 まで に 32 フ レー ム を 要する た め 、 普通 に 技 を 出し て も な 
か な か 当て る こと は で き な い だ ろう 。 だ が 、 この 技 の 特殊 な モー ショ Q ⑨ 
ン に は 、 上 段 攻撃 を 完全 に 避け な が ら 攻 撃 す る こと が で きる と い 3 う 特 SN 
性 が 隠さ れ て いる 。 これ を 利用 し て 、 相手 の パン チ に 合わ せ た り 、 中 心 

に 寄る と 中 段 攻撃 に な る が 足 の 先 は 上 段 攻撃 属性 と いう 起き 上 が り 攻 
撃 に 合わ せ た り し て 使っ て いこ う 。 いずれ も 相手 の 攻撃 を 見 切る こと 
が 必要 だ が 、 細 帝 は 酒 を 何 杯 飲め る か が 勝負 の キャ ラク ター と も 言え 
る 。 騰 せ ず ど ん どん 狙っ て いこ う 。 ちな み に 転 身 双 沖 掌 は 、 立ち 状態 で 
あれ ば レバ ー が 左右 どちら に 入っ て いて も コマ ンド を 受け 付け て くれ 
る 。 し ゃ が み 状 態 か ら 出す 時 に は 、 1 度 必 ず レ バー を 離し て ニュ ー ト ラ 
ル に 戻し て か ら @⑥+@ と 入力 し よう 。 


て ん せん た い 


_49 撃 転 旋 肌 ⑤K [KR] 上 上 ら 段 攻撃 〇 O 


挑 撃 (@) に 続け て 回 し 蹴り を つなげ る 連続 技 。 挑 撃 、 
纏 挑 撃 ( 近 距 離 で @) 、 仰 手 挑 撃 ( 呈 @⑥) の いずれ の パン 
チ か ら も 撃 転 旋 服 を 出す こと が で きる 。 挑 撃 か ら 入 
る の で 、 攻撃 力 発 生ま で の 時 間 が 9 フレ ー ム こと 素 速く 、 
便 化 時 間 が 長い 相手 の 技 を ガー ド し た 直後 な どの 反 
撃 技 と し て か な り 重 宝 す る 。 と は いえ 、 ガー ド さ れ 
る と 41 フ レー ム と いう 長 さ の 便 化 時 間 が 待つ っ て いる 
の で 、 使い どこ ろ を 見 極め て 出さ な いと 痛い 目 に 合 
う 。 ちな み に 、 ⑯ は 特殊 な モー ショ ン か ら 繰 り 出さ 
れる の で @ ボ タン に よる キャ ン セ ル は で き な い 。 


ん げき 


50. 連 撃 ⑤) [⑤] 上 上 2 ら 段 攻撃 


挑 撃 (⑥) を 出し た 後 、 連 続 し て 逆 の 手 で 挑 撃 を 出す 。 撃 転 旋 腺 と 同様 に 、 3 
種類 の パン チ の いずれ か ら も 出す こと が で きる 。 不 完全 で は ある が 連続 
技 な の で 、 実戦 で は 挑 撃 と 併用 し て 使う と いい 。 例え ば 、 挑 撃 一 側 端 肝 
(@@) と いう 攻め 方 を 見 せ た 後に この 連 撃 を 出し 、 立ち ガー ド し て いる よ 
うな ら 投 げ を 狙っ て 、 そ れ を 嫌っ て し ゃ が も うと する 相手 に は 側 端 脚 を 出 14| 

⑨ 


す 、 と いう 連係 だ 。 伏 挑 撃 (@⑥) を 止め よう と する 相手 に は 、 いき な り 挑 


繋 か ら 単 飛 跳 撃 (6+@⑥) を 出し た り し て も いい だ ろう 。 と に か く 、 こ の 技 LN) 
は 相手 を 抑え 込む た め の 技 と 思っ て よい 。 上 段 の み で 構成 され る コン ボ 16 20 
だ が 、 硬化 時 間 の 短 さ を うま く 利 用 すれ ば か な り 使 える 技 と な ろう 。 @ 27 19 


さい し ゅ れん か ん げき 


57. 叉 手 連 環 撃 
[| 上 上 中 3 段 攻撃 


連 撃 か ら さ ら に 一 歩 踏み 込ん で 、 力 強く 仰 飲 杯 手 (⑥@) を 繰り 出す 。 この 一 連 
の 行動 が 叉 手 連環 撃 だ 。 使い ご ころ は 、 連 軸 か ら の フォ ロー が メイ ン と な る 。 
具体 的 に 説明 する と 、 この 技 の 最後 の 仰 飲 杯 手 は 単発 技 こ と は 異な り 、 ヒ ッ ト す 
る と 相手 を 必ず ダウ ン さ せる こと が で きる 。 その た め 、 相手 は @@ の 後に 立ち 
ガー ド を する こと が 多く な る 。 で そ 41 を 半 つて 技 和 を 止め ぶ う と 反 軸 を 試み た 相手 
に は 、 逆 に 思い 切っ て この 技 を 出せ ば 、 その 反撃 を カウ ンタ ー で 潰す こと が で 
さる の だ 。 た だ し 、 技 を 出す 間合い に は 十分 に 注意 を 払う よう に し た い 。 と い 
う の も 、 ガー ド さ れ た 時 の 人 硬化 時 間 は 28 フ レー ム で 、 3 発 目 まで を すべ て ガー 
ド さ せ た 場 合 に は それ ほど 影響 は な い の だ が 、 1 発 目 と 2 発 目 が 当たら ず に 3 発 
目 し か 当たら な か っ た 場合 に は 、 ち ょ うど 投げ 間合い に 入っ た 状態 で 便 化し て 
し まう 。 その た め 、 ガ ー ド され た 後に は 確実 に 投げ 技 が 入っ て し まう の だ 。 叉 
手 連環 撃 は 使い 方 次 第 で 強く も 弱く も な る 技 の ひこ と つ で あり 、 どの 程度 使い こ 
な し て いる か が プレ イヤ ー の レベ ル を 示す と も 言え る だ ろう 。 
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り 4 


、 転倒 立 ② ぐ ④③@ ぐ ④ [(@ ぐ ②③):。] 移動 


ざ ば ん て つ 


52. 座 盤 員 ② [⑤ 層 ] 移動 


コマ ンド な を 入力 する と 、 立 ち 状 態 か らい き な り その 場 に あぐら を か いて 座り 込む お 。 こ 30 
の 技 、 攻撃 力 を 持た な い が か 意外と 使い どこ ろ が あり 、 完全 に 座り 込ん で し まえ ば ほ と 

ん どの 中 段 攻撃 が 当たら な い の だ 。 中 段 蹴り (@) や 肘 打 ち ( ゆ ⑥) の 類 は も ちろ ん 、 

鉄山 外 ( コ ウ ゆ ゅ @⑤⑥+@⑥) で すら も 当たら な い 。 た だ し 、 座 盤 鉄 の 状態 は 、 し ゃ が み 状 態 に 

区 分 され る の で 、 パ イ 、 ウル フ 、 ジェ フリ ー に 対し て は 多用 し な い 方 が 無難 だ 。 特に 、 

基盤 の バー ジョ ン に よっ て は 、 ジェ フリ ー の パワ ー ボ ム ( ぐ @⑥+@⑥+@⑥) に よる " 座 盤 

鉄人 ハメ ( 問 合 い に 無 関係 に パワ ー ボ ム が 入り 、 し か も 投げ 終わ っ て 硬化 時 間 が 終わ っ 

た 直後 に 再度 パワ ー ボ ム の コマ ンド を 入力 する こと で 何 度 も 投げ られ て し まう )" が 

成功 する 場合 が ある の で 、 ジェ フリ ー に 対し て は 技 自体 を 出さ な い 方 が いい だ ろう 。 


ざさ いけ いさ きゃ く 


53. 栽 膝 脚 店 wxs 選 下段 攻撃 


座 角 鉄 状態 か ら ⑥ を 入力 する こと 、 片 手 を 地面 に つい て 相手 の 定 元 を すぐ 
つう 上 由 り を 出す 。 上 級 プ レイ ヤー な ら 、 相手 の 攻撃 を 座 毅 鉄 で よ け て 、 この 
栽 色 脚 で カウ ンタ ー を 取る 、 と いう 使い 方 も で きる が 、 半 件 が 限定 され 
る た め に 難点 が 多い 。 まず 、 技 を 出し 終え る と 一 瞬 だ け 上 段 授 げ ら れ 判 
定 が で き て し まう の で 、 ガ ー ド され る と ほぼ 確実 に 授 げ られ て し まう 。 
ヒッ ト し た と し て も ダメ ー ジ は 24 こ と 小さ く 、 相手 を ダウ ン さ せる まで に 
は 至ら な い 。 カウ ンタ ー で 当て れ ば ダウ ン を 奪え る の だ が 、 座 毅 鉄 か ら 
の 選択 肢 は この 技 以 外 に は な い の で 見 切ら れ や すぐ 、 減 多 な こと で は ヒ 
ッ ト し な い だ ろ う 。 座 交 鉄 自体 が 挑発 技 な の で 、 わ ず か な 長所 を 週 大 評 
価 せ ず 、 相手 の 怒り を あお りつ つう まく 栽 膝 脚 を 当て て ギャラ リー を 味 
方 に 付け る 、 と いう 程度 に 考え た 方 が いい 。 


狩 帝 最 大 の 挑発 技 と 言え ば 、 この 転倒 立 以外 に は 考え られ な い だ ろ う 。 コマ ンド を 421 
入力 する と 、 いき な り そ の 場 で 逆立ち を する 。 座 盤 喘 同様 に この 行動 自体 は 攻撃 力 
を 持っ て いな い が 、 両者 の 最大 の 相違 点 は 、 転倒 立 は この 状態 で 前 後に 移動 で きる 
こと だ ろう 。 攻撃 力 の な い 転 倒立 だ が 、 意外 な 長所 も 多い 。 まず 、 技 の 出 始め の モー 
ショ ン で 転身 双 沖 掌 (@⑥+⑥⑯) の よう に 上 段 攻撃 を 避け る こと が で きる 。 次 に 、 ピョン 
ピョン と 跳ね な が ら 移 動 す る が 、 その モー ショ ン 中 に 下段 攻撃 が か わせ る 。 使い よ 
うに よっ て は ラウ や パイ の 燕 旋 蹴 ( せ @+@⑧) 、 サ ラ や ジャ ッ キ ー の レッ グ ス ラ イサ ー 
( ひ @⑥+⑥) を 避け る こと すら で きる の だ 。 最後 に 、 振り 向き 攻撃 か ら 続け て 転倒 立 の 
コマ ンド を 先行 入力 する と (例え ば 、 コマ ンド は @@@⑥ ゅ る せ 必 で と な る )、 相手 と 
逆 に 向い て 逆立ち し て し まう 。 これ に つい て は 、P . 277 の "背後 を 取ら れ た 時 の 回 避 
法 " を 参考 に 実戦 で 活か し て ほし い 。 この よう に 探せ ば 色々 な 可能 性 が 見 つか る の 
だ が 、 や は り 挑 発 技 の 域 を 越え る も の で は な い 。 多用 は 禁物 だ 。 


と うし ん 


転倒 立 で 逆立ち し て いる 時 に ⑯ を 入力 する こと 、 転倒 立 の まま で 
つま 先 蹴 り を 連続 し て 出す 。 これ が 郷 帝 使 い の 間 で 「 最 大 の 屈 
辱 技 ] と し て こよ な く 愛 され て いる 倒 身 連 脚 で ある 。 屈辱 を 与 
える 技 と は 言う つも の の 、 攻撃 属性 は 中 段 で 攻撃 力 は 24 フ レー ム 
に 渡っ て 持続 、 し か も 技 が 出 キ っ て し まえ は 攻撃 判定 は か な り 
纏い いた め 、 相手 が 出し て きた 技 の は ほとん ご を 潰し て し まう ここ 


ミン グ で 出す か に すべ て の 神経 を 集中 し よう 。 うま く 当て る こ 
と が で さき た ら 、 転倒 立 の まま で 前 後に 動き 、 さ ら に 相手 を 挑発 。 oy 
倒 身 連 脚 で KO0 を 奪う た な ら 即座 に @+@⑥+@⑥ を 押し っ ぱな し に 
し て 、 リブ レイ 画面 を スロ ー 再 生 に し て や ろう 。 


が で きる 。 転倒 立 を 出す こと が で きた な ら 、 この 技 を どの タイ くり 
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うっ そく ぜん ひ 


56. 向 側 前 避 ぐ ⑥ [Se@] 移動 


相手 の 斜め 前 方 に 移動 する この 向 側 前 避 は 、 攻撃 を か わす こと より も 前 方 移動 の 手 
段 と し て 使っ た 方 が いい 後述 する シス テム 上 の 設定 も や さる こと な が ら 、 硬化 時 間 が 
生じ る こと を 除け ば 、 ス ピー ド も 速く クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド より も 移動 距離 が 長い の 
で 、 相手 を 翻弄 させ る 点 か ら も 有効 だ か ら だ 。 相手 と の 問 合 い が 広 い 場 合 に は 、 向 側 
前 避 の コマ ンド を 連続 入力 し て いこ う 。 と ころ で 、『V F 2」 で は 攻撃 、 ガ ー ド 、 ダッ 
シュ な ど キ ャ ラク ター の すべ て の 行動 が 相手 の いる 方 向 に 向かう よう 上 自動 的 に 修正 
され る "ホーミング (自動 追尾 / シ ステ ム "” が 設定 され て いる 。 この た め 、 体 抑 さ は あ 
まり 意味 が な いよ うに 見 える が 、 実は 対処 策 が 施さ れ て いて 、 避け コマ ンド が 入力 さ 
れ て か ら 10 フ レー ム 以 内 は ホー ミン グ さ れ な いよ うに な っ て いる の だ 。 理論 上 で は 、 
相手 の 技 の 攻撃 力 発生 時 間 と 持続 時 間 を 合わ せ た フ レー ム 数 か ら 10 フ レー ム を 引い 
た 数 値 が 、 避け コマ ンド 入力 タイ ミン グ と な る 。 例え ば 、 ア キラ の 猛虎 人 硬 肥 山 
(まま 必 ⑥) を 避け る と する と 、 攻撃 力 発生 時 間 は 11 フ レー ム 、 持続 時 間 は 3 フレ ー ム な 
の で 11 二 3 一 10 ニ 4 フレ ー ム (!) で 技 を 見 切っ て コマ ンド を 入力 すれ ば よい 、 と いう 
こと に な る 。 シビ ア だ が 、 タイ ミン グ さ え 合 え は 猛虎 硬 山 を 避け て 相手 の 側面 に 回 
る こと も で きる の だ 。 これ を 起き 攻め で 最大 限 に 活用 し た の が P . 274 で 紹介 する 
「 真 ・ 爺 (じじ い ) サ イク ロン 』 で ある 。 ぜひ 〇 実戦 で 活か し て ほし い 。 


0 


57. 向 側 後 避 ⑤⑮⑥ [@.@] 移動 


ゆ ⑥ と 入力 する と 、 サッ と 斜め 後方 に 体 を 引く 。 これ が 発 帝 の 体 抑 き 34| 
の ひと つ 、 向 側 後 避 で ある 。 相手 の 技 を 斜 め に 避け て か わす た め 、 使 

い 勝 手 は 後 伸 避 (G⑧) と は 比較 に な ら な い ほ どい い 。 な お 、 向 側 前 避 

の 項目 で 解説 し た "ホー ミン グ シ ステ ム " に だ け は 絶え ず 注 意 する よ 

うに し て ほし い 。 ちな み に 、 技 を 避け る 時 の 基本 は 相手 の 技 を 引き つ 

け て か ら 入 力 す る こと だ が 、 その 時 も 相手 の 技 の リー チ を ある 程度 

計算 に 入れ て お か な いと 、 瞬間 的 に 避け る こと が で き て も 、 結 局 技 を 

喰らう 羽目 に な る 。 猟 帝 で 闘う 時 に は 、 常に 頭 を フル 回 転 さ せる 必要 

が ある 。 そう し な いと 、 勝利 は いつ まで も 遠い まま な の だ 。 


2 ふつ し ゅ 
み み 

58. 後 側 後 避 払 手 ⑫⑥⑤ [@,@,p] 上 段 攻撃 
後 側 後 避 の コマ ンド を 入力 後 19 フ レー ム 以 内 に @ を 入力 する 20 る 
と 、 前 方 を 下 か ら 手 で 払う よう な 技 を 出す 。 上 段 攻撃 属性 な の 
で 、 後 伸 避 払 手 (る q⑥@) と 同様 に 相手 の や を 潰す の が 関の山 だ & 展 圭 
が 、 こち ら の 硬化 時 間 が 短い の で 、 他 の 技 が 出せ な い 時 に 後 側 ー 
後 避 払 手 を 使う の が 理想 だ 。 と は いえ 、 それ を 目 で 見 て 判断 
する こと は 人 間 ワ ザ で は ます 不可 能 。 禅 門 頂 肘 ( ゆ ゅ ゆ ⑥) を 避 
けた 後 な ど 、 相手 の 技 を 完全 に 予測 し て か ら 出 すこ と に な る S ⑲ ⑨ 
だ ろう 。 た だ し 、 攻撃 判定 が 弱い の で 、 相手 の 中 段 攻撃 に 対し 22 - 19 
て は 便 直 時 間 内 に 当て る よう に し よっ う 。 @⑳ 32 29 


2 と 人 2 名 


59. 後 側 後 避 到 手 ⑤⑫⑥⑤:⑯ 
[@,@E<KK] 上 段 攻撃 


ゆ @ を 入力 し て か ら 19 フ レー ム 以 内 に @+@ を 押す と 、 転身 30 3 
双 仲 党 (⑥+@) の よう な 両手 で の 突き を 繰り 出す 。 前 述 の 後 

側 後 避 払 手 と 同様 に 、 こ の 技 も 上 段 攻撃 な の で 基本 的 な 使い 人 5 直言 
方 は 後 側 後 避 払 手 と 同じ で ある 。 た だ 、 後 側 後 避 反 手 は 両手 デ 
で 技 を 出す せい か 、 攻撃 判定 が 強く リー チ も 長く な っ て いる 
よう だ 。 また 、 この 技 は 双 手 を 出す と き に 上 段 攻撃 を 避け る 


こと が で きる 。 この 特性 が ある の で 、 相手 の 上 段 攻撃 に 強い S ⑲⑩ ⑨ 
と 言え る 。 ちな み に 、 向 側 後 避 は 行動 中 投げ られ 判定 を 持っ T の 
て お り 、 その 間 の 投げ 技 は カウ ンタ ー 扱 い に な る 。 重量 級 の 

キャ ラク ター に 対し て は 慎重 に 使う よう に 。 9 - 2 
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_61。 擬人 払 手 @@"[@"] 上 邊 攻撃 ③ 


62. 


W 1 
いり) 


後 身 避 ④⑥ [@@] 移動 


邊 後 の に スッ と 下がっ て いく 、 償 帝 の 体 抑 ざ の ひと つ 。 さて 、 この 技 と 
ステ ッ プ バッ ク と ご どこ が 違 つのだ ろう ? ステ ッ プ バッ ク に は 硬化 時 間 
と いつ う も の が 存在 せ ず 、 移動 距離 も 長く モー ショ ン も 速い 。 さら に 、 後 
伸 避 に は 常に 投げ られ 判定 が あり 、 後 伸 避 自 体 が 技 な の で 投げ られ る と 
カウ ンタ ー 扱 い に な っ て し まう の だ 。 どの 面 か ら 見 て も 、 実戦 で の 有効 
な 使い 方 は な い 。 強い て 挙げ れ ば 、 わざ と 目 の 前 で 使っ て 相手 の 追撃 を 
読 い 、 そ れ を 何ら か の 技 で 潰し た り 、 間合い を 微 調整 し た い 時 に 使う ぐ 
らい だ ろう 。 ちな み に 、 レバ ー を 後ろ に 入れ た まま @ ボ タン を 連打 する 
と 、 後 身 避 が 連続 で 出せ る 。 知識 と し て 覚え て こう 。 


ひ ふつ し 


後 伸 避 の コマ ンド を 入力 し て か ら 19 フ レー ム 以 内 に ⑥ を 押す 青 
と 、 後 伸 避 の モー ショ ン 中 に 下 か ら 突 き キ 上 げ る よう な パン チ 


を 繰り 出す 。 これ が 後 身 避 払 手 で ある 。 後 伸 避 で 誘っ た 相手 の 

技 を 潰す た め の 技 と 考え られ る が 、 ダメ ー ジ が 小さ いた め 攻 

撃 判 定 が か な り 弱 く 、 下 手 を する と 技 を 避け て いた に も 関わ 同 
ら ず 、 後 身 避 払 手 を 出し て し まっ た ば っ か り に 逆 に や られ て 

し まっ た 、 と いう こと も ある 。 冷静 に 判断 すれ ば 、 こ の 技 よ り ⑨ 

も バッ クダ ッシュ (@ で ) か ら 撃 転 旋 服 (@⑯) を 出し た 方 が よっ WM 8 22 

ぼ ど 使 える 。 機能 より も 観客 に 多 せ る た め 、 相手 を 撤 発する た oy 

め の 技 。 使う な ら そ れ く らい 割り 切る こと が 必要 だ 。 


すい ほ て ん し ん ちゅ う 


酔 歩 転身 肘 :G) 上 段 投げ 


肘 打ち で 相手 を よろ めか せ 、 その まま 相手 の 体 の 周囲 を 回 り 
な が ら さ ら に 肘 打ち を 浴び せ か が か け て 4 発 目 の 肘 で 相手 を ダウ ン 
させ る 。 この 素 速 い 一連 の 動作 こそ が 酢 歩 転身 対 で ある 。 
⑤⑥+@ コ マン ド に よる 基本 授 げ な の で 投げ 抜け され る 心配 は 
ある も の の 、 投げ た 後に 酒 を 飲む どこ と が で きる の で 、 後 述 の 倒 
組 裏 対 よ り も 積極 的 に 狙 うだ け の 価値 は ある 。 な お 、 酒飲み の 
効果 に つい て は P.277 を 参照 し て ほし い 。 投げ 抜け され た 場 
合 に は 、 相手 に 育 を 向け た 状態 に な る が 、 弾 帝 の 場合 、 一 番 束 
い 育 後 攻撃 で ある 痛 反 掌 で も 12 フ レー ム も か か る の で 、 攻撃 
より も 相手 と 逆 方 向 に レバ ー を 入れ 、 転がっ て 逃げ た 方 が い 
い 。 た だ し 、 この モー ショ ン に は 上 段 投 げ 判 定 が ある の で 投げ 
られ る 可能 性 も ある が 、 この 辺 は 双方 の 読み 合い と な る だ ろ 
う 。 この 他 の 選択 肢 と し て は 、 向 側 前 避 ( ぐ ⑥) で 逃げ る と いう 
方 法 が ある 。 向き が 変わ る の で 正確 な 入力 が 困難 に な る が 、 完 
坪 に 入力 で きれ ば 確実 に 逃げ る こと が で きる 。 ちな み に 本 歩 
転身 対 の コマ ンド は 、 上 以外 の どの 方 向 に レバ ー を 入れ て い 
て も 入力 を 受け 付け て くれ る 。 最も リス ク が 少な い の は 、 失敗 
し た 時 に 伏 挑 軸 が 出る せ @+@ の 入力 で ある 。 


と うし ゅ う り ちゅ 


倒 襲 裏 有 対 ⑤.《:⑥ 上 段 投げ 


相手 の 腕 を 片手 で つか みつ つ 、 近づく と 同時 に も う 片 方 の 手 で 相手 の 額 を 突 
さき 上 げ て よろ めか せ 、 その まま 一 緒 に 倒れ 込み な が ら 肘 を 落と し て いく 。 ダ 
メー ジ 量 は 酔 歩 転身 肘 と 変わ ら な い が 、 コマ ンド 投げ な の で 投げ 抜け され る 
心配 が な い 。 酔 歩 転身 肘 を 警戒 し て 投げ 返し を 常に 狙っ て くる 相手 な ら 、 と 


技 で カウ ンタ ー を 取っ た 場合 、 最初 の ダメ ー ジ 量 が カウ ンタ ー の 対象 と な る 。 
倒 襲 裏 対 は 30 十 20 と 、 最初 の 威力 は 酔 歩 転身 和 対 より も 高い の で 、 カ ウン ター 
で 投げ られ る 時 は こち ら の 方 が 有効 と な る 。 この 点 で 使い 分 け て も よい だ ろ 
う 。 ちな み に 酔 歩 転身 肘 と 同様 、 レ バー が 上 以外 の ご どこ に 入っ て いて も コマ 
ンド は 受け 付け られ 、 相手 を 投げ る こと が で きる 。 リス ク を 減ら し た いな ら 、 
や は り 伏 挑 撃 と の 自動 二 択 に な る せ @⑥+⑯+@ で 入力 し て いこ う 。 


りあ え ず 倒 襲 裏 対 を 出し て いこ う 。 また 、 複数 の ダメ ー ジ が 与え られ る 投げ 
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姓 乏 に よる 起き 攻め の すべ て 一 「 真 ・ 館 (じじ い ) サ イク ロン | 一 


" さ 攻 め " と は 何 か 

試合 中 は 、 攻め の 流れ は で きる だ け 止 め た く な 
いも の で ある 。 相手 を ダウ ン さ せ た 後 、 何 も し な 
いま ま 仕 切り 直し と いう の は 具合 が 悪い 。 そこ で 、 
攻め の 手 を 止め みな いた め に 、 相手 の 起き 上 が り に 
技 を 重ね て 相手 か ら ダ ウン を 奪い 続け る 。 これ が 
いわ ゆる "起き 攻め " と いう テク ニッ ク で ある 。 
帝 の 起き 攻め に は 2 種類 あり 、 相手 の 起き 上がり 
攻撃 を か わし 、 その 便 化 時 間 内 に 投げ や 月 牙 以 撃 
を 決め る も の と 、 向 側 前 避 を 使っ て 相手 の 起き 上 
が り 攻 撃 を 無効 に し た り 、 相手 の 背後 に 回 り 込 ん 
だ りす る と いう 移動 起き 攻め の 「 真 ・ 郊 (じじ い ) サ 
イク ロン 」』 で ある 。 


通常 起き 攻め 

通常 の 起き 攻め は 、 相手 の 起き 上 が り 攻 撃 を 見 
切る こと か ら 始 まる 。 基本 的 な 流れ は 、 蹴り を 出 
され て も 当たら な い 問 合い を 取り 、 相手 の 攻撃 を 
か わし て 技 を 決め る と いう も の だ 。 この 場合 、 上 
段 攻撃 を か わし た 時 は 投げ 技 を 、 下段 攻撃 な ら 月 
了 叉 撃 か 宙 舞 双 転 脚 な どの 中 段 攻 撃 を 出し て い 
く 。 何 も し な いで 相手 が 起き キ 上 が っ た 時 な ら 、 側 
端 肝 な どの 中 段 攻 撃 や 後 蹴 連 月 な どの 下段 攻撃 で 
相手 の ガー ド を 揺 さ で ぶっ て や ろう 。 この 時 、 起き 
上 が り の モー ショ ン を し っ か り 見 て 、 無敵 時 間 に 
重ね な いよ うに 注意 する よう に 。 

弾 辻 の 場合 、 ダ ウン 攻撃 後に 相手 と の 間合い が 
離れ て し まう た め 、 ダウ ン 攻 撃 後 の 起き 攻め は こ 
れ を 逆 に 利用 する 必要 が ある 。 履 墜 で 走っ て 相手 
に 近づき 、 起き 上 が り 攻 撃 を 誘い つつ 、 目 の 前 で 
停止 し た り 、 い っ た ん 技 を 喰らう 間合い に 入っ て 
か ら ス テッ プ バ ッ ク ( る ゐる で) や 後 伸 避 な ど で 起 き 上 
が り 攻 撃 を か わし な が ら 攻 撃 す る 。 相手 が 何 も し 
な いで 起き 上 が っ て きた な ら 、 相手 に 密着 し て か 
ら 技 を 重ね る の も よい 。 

接近 し すぎ て 起き 上 が り 攻 撃 が 当たり そう だ っ 
た ら 、 相手 の モー ショ ン で どん な 起き 上 が り 攻 撃 
か を 判断 し て ガー ド す る 。 返せ る 攻撃 の 時 は 、 し 
っ か り と 返 そ う 。 これ も 、 ある 意味 で は 起き 攻め 
の ひと つと 言え る だ ろう 。 


移動 起き 攻め その ① 
「 爺 (じじ い ) サ イク ロン 

ダウ ン し て いる 相手 に 対し て 向 側 前 避 を 使っ て 
側面 に 回 り 、 相手 の 起き 上 が り 攻 撃 が ホー ミン グ 
(自動 追尾 / し て こない 位置 に 移動 し て 相手 の 攻撃 
を 無効 化し 、 完全 に 有利 な 状況 を 作る 。 これ が 
移動 起き 攻め こと 「 苑 サイ クロ ン 』 と 呼ば れる 
戦法 で め る 。 

この 起き 攻め は 、 相 手 を ダウ ン さ せ て か ら 右 ペー 
ジ 左 上 の 写真 の 位置 に 用 帝 を 移動 させ る こと か ら 
始ま る 。 ちな み に こ れ は 、 角度 的 に その 場 起き 上 
が り 攻 撃 が ホー ミン グ で き な い 位置 で ある 。 この 
時 、 注意 し て も らい た い の が 頃 の 定 の 位置 で 、 
前 足 の つま 先 が 相 手 の 腰 に 当たっ て いる よう に す 
る こと 。 多少 の ズレ が あっ て も 問題 な い の だ が 、 
この 位置 以外 だ と ホー ミン グ さ れ や すく な る の 
だ 。 向 側 前 避 で 側面 に 入る 時 に は 、 いっ た ん 相手 
に 密 間 し て か ら 移 動 し た り 、 向 側 前 避 を 2 回 行 な 
うな ど し て 調節 し て ほし い 。 ポジ ショ ニン グ が 完 
了 し た 段階 で 、 相手 の その 場 起 キ 上 が り 攻 撃 は す 
べ て 封印 され 「 苑 サイ クロ ン 』 は 終了 、 こ ちら が 
一 方 的 に 起き 攻め で きる よう に な る 。 


移動 起き 攻め その ② 

「 真 ・ 苑 (じじ い ) サ イク ロン 」 

だ が この 時 、 その 場 で 普通 に 起 キ 上 が っ た 後に 
相手 が 攻撃 を 出し て きた 場合 に 限り ホー ミン グ さ 
れ て し まう 。 つま り 、「 爺 サイ クロ ン 」 は 完璧 で は 


相手 が 通常 起き 攻め (相手 の 起き 上 が り 直 後 の 攻 め ) 
何 も し な い 時 起き 上 が り 起き 上 が り 
上 段 攻撃 を よ け て 下段 攻撃 を よ け て 


ペ マ に 1 アア (1 すま 
後 蹴 連 乳 ⑯⑯ な ど 、 酔 歩 転身 肘 ⑤'⑥ 
中 ・ 下 段 に 攻撃 を 振る な と の 中 段 攻 撃 な と の 投 け 技 
な いと いう ね わけ だ 。 ら の 向 側 前 避 に よる 移動 で 確実 に 攻撃 で きる よう 


ここ か ら も う 一 歩 進ん で 、 「 相 手 の 育 後に 回 っ 
て さら に 優位 に 立つ ] と いう 行動 が 加わ っ た の が 
「 真 ・ 郊 サイ クロ ン 」 で ある 。 具体 的 に は 、 相手 の 
その 場 起 キ 上 が り の モー ショ ン が 見 えた と ほぼ 同 
時 に 向 側 前 避 を 入力 すれ ば いい 。 これ だ け で 、 弾 
帝 は 相手 の 背後 に 回 っ て いる は ず 。 背後 か ら の 攻 
撃 は ガー ド が 不可 能 な の で 、 こち ら 側 が 完全 に 有 
利 に な る と いう わけ で ある 。 な ぜ 、 ホ ー ミ ング さ 
れず に 背後 に 回 る こと が で きる の か ? これ は 、 
向 側 前 避 の 「 コ マン ド 入 力 後 10 フ レー ム の 間 は 、 
相手 の ホー ミン グ が 無効 と な る 」 と いう 特性 を 利 
用 し て いる か ら だ 。 相手 が ダウ ン し て いる 間 に 向 
側 前 避 で 相手 の 頭上 に 回 っ て も 、 相手 が 起き 上 が 
る 時 点 で は ホー ミン グ が 有効 と な か っ て し まう 。 だ 
が 、 い っ た ん 相手 に 何ら か の 行動 を させ 、 それ を 
見 て か ら 向 側 前 避 す る こと に より 、 ホー ミン グ 無 
効 の 特性 が 効力 を 発揮 する (一 部 の 起き 上 が り 攻 
撃 は 例外 )。 その た め 、 相手 の 攻撃 か ら 逃 れつ つ 育 
後に 回 り 込 むこ と が で きる の で ある 。 な お 、 と に 
か く 相 手 の 背後 に 回 り 込 も うと 、 状況 を 無視 し て 
向 側 前 避 を 連続 入力 し て いる 人 が いる が 、 それ で 
は ホー ミン グ さ れ て し まう 可能 性 が ある の で 、 ほ 
と ん ど ご 意味 が な い 行 動 で め ある 。 

最後 に 、 細 か い 注 意 点 を まとめ て お こう 。 

1 . ヘ ッ ド スプ リン グ で 起き 上 が っ て きた 時 

これ は その 場 起 キ 上 が り と ほぼ 同じ で 、 安定 し 
て 背後 に 回 れる 。 

2 . 横 転 起 キ き を し て きた 時 

横転 起き に は 二 種 類 あ り 、 鎖 側 に 向かっ て く 
る 場合 と 、 離れ て いく も の が ある 。 前 者 は こち ら 
の 攻撃 が 当たら な いこ と も ある が 、 引き つけ て か 


に な る 。 後者 な ら 、 相手 が 技 を 出し て きた ら こ ち 
ら が 有利 に な る の で 、 接近 し て 攻め て いけ ば いい 
が 、 攻 撃 し な か っ た 場合 は 双方 五 分 の 仕切 り 直し 
と な る た め 、 通常 起き 攻め に 変更 し て 対応 する よ 
うに 。 
3 . 前 ・ 後 転 起き を し て きた 時 

この 場合 は 、 基本 的 に は 通常 起き 攻め で な く て 
は な ら な い 。 これ を 繰り 返す 相手 に は 、 先読み で 相 
手 が レ バー 入力 する 瞬間 に 向 側 前 避 で 頭 側 に 移動 
する と 、 入力 が 逆 に な る た め に 前 ( 後 ) 転 を 封じ る 
こと が で き 、 結 果 と し て 背後 に 回 る こと に な る 。 


起き 攻め と ダウ ン 攻 撃 の 相関 性 

[起き 攻め と ダウ ン 攻 撃 の どちら が 有効 か 」。 こ 
れ は な か な か が 難し い 質 問 で ある 。 実戦 で は 、 ほ と 
ん どの 場合 どちら か 一 方 し か 選択 で きず 、 特に 
「 真 ・ 爺 サイ クロ ン 」 は ダウ ン 攻 撃 後 で は ほとん ど 
間に合わ な い ( 旋 風 掃 月 (⑥+@⑥) な ど で 追 い 打ち 
を か けた 場合 に は 間に合う 可能 性 も ある )。 し か も 、 
起き 攻め は 相手 と の 読み 合い な の で 、 必ず ダメ ー 
ジ を 与え られ る と いう わけ で は な い 。 時 に は ダウ 
ン 攻 撃 で 確実 に ダメ ー ジ を 与え る こと も 必要 だ 。 
ちな み に 筆 者 は 、 相手 の 体力 に 応じ て 選択 を 変え 
て いる 。 試合 開始 直後 で お 互い の 体力 が 最大 の 時 
は 、 体力 差 が その まま プレ ッ シ ャ ー に も つなが る 
の で ダウ ン 攻 撃 を 出す 。 逆 に 、 体力 差 が 歴然 と し 
て いる 時 は 、 こち ら が 勝っ て いる な ら ト ド メ を 差 
し 、 劣勢 の 場合 は 一 発 逆転 に か ける べく 起き 攻め 
に 行く 、 と いう 感じ だ 。 と も あれ 、 この 選択 は 人 
それ ぞ れ 。 自分 な り の 配分 を 考え 、 対戦 を うま く 
勝ち 抜い て いこ う 。 
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接近 戦 の 心得 

接近 戦 で の 主力 と な る 技 は 、 攻撃 力 発 生 の 早い 
挑 撃 と 伏 挑 撃 、 相手 の 下段 攻撃 に 対し て 有効 な 側 
端 脚 、 龍 尾 脚 、 単 飛 跳 撃 、 そ し て 2 種類 の 投げ 技 で 
ある 。 中 で も 挑 撃 と 伏 挑 撃 が 中 心 と な り 、 色々 な 
選択 肢 が 派生 する 。 ここ で は その ふた つの 技 か ら 
の 連係 を 解説 し よう 。 


挑 軸 か ら の 連係 

まず は 挑 撃 。 使い どこ ろ は 、 試合 開始 直後 の よ 
うな 少し 離れ た 問 合 い か ら 、 相手 と 密着 し た い 時 
に 使う 。 相手 の 出鼻 の を くじ く よ う に 、 技 の 出 が 
か り に 合わ せる 感じ で 出す と いい 。 挑 撃 か ら 派 生 
する 選択 肢 と し て は 、 次 の よう な も の が ある 。 

1 . 連 撃 、 叉 手 連環 撃 な ど に つなげ る 。 

2 . @⑥ ボ タン を 押し て る @⑥ を 入力 。 撃 転 旋 服 に な 

ら な いよ うに し つつ 、 偶 英 脚 を 出す 。 

3. せ (or る )⑥+⑥ と 入力 し 、 投げ を 狙う 。 

1 は 、 挑 撃 に 反応 し て 固有 技 な ご ど を 出し て くる 
相手 に 対し て 有効 な 選択 だ 。 た だ し 、 下段 攻撃 を 
出さ れ て し まう と 意味 が な い 。 特に 相手 が カゲ や 
サラ の 場合 、 ひ せ @ で カウ ンタ ー を と られ る と 
⑥⑯⑥( サ ラ な ら コ ン ボ ・ サ マー ソル ト (@⑥@⑥@⑥⑯) 
な ど ) が 連続 技 と し て つなが る 危険 性 に は 注意 。 
この 下段 攻撃 に 対応 で きる の が 2 番 の 選択 肢 。 側 
端 脚 は 、 出 始め 以外 は 下段 攻撃 に 潰さ ご れ る こと は 
な いか ら で あ る 。 また 、 醍 歩 転身 和 (⑥+⑥) や 伏 挑 
撃 を 回 避 し よう と し て し ゃ が お 相手 に 対し て も 有 
効 だ 。 た だ 、 この 選択 肢 で 厄介 な の が 、 @ キ ャ ン 
セル を 見 切っ た 相手 が 投げ を 狙っ て きた 時 。 挑 撃 


し ゃ が お 相手 
立ち ガー ド し た まま の 相手 
、 屋 還 し て くる 相手 
ガー ド を 固め て いる 相手 


と 側 端 脚 は 連続 技 で は な い の で 、 硬化 時 間 中 に 投 
げ ら れ て し まう こと が ある 。 特に 、 重量 級 を 使う 
上 級 者 と の 対戦 時 に は 注意 し た 方 が いい 。 対策 と 
し て は 、 ディ レイ を か け て 1 番 に つなぐ の が いい 。 
2 番 の 選択 肢 を 予想 し て 立ち ガー ド し て いる 相手 
な ら 、 3 番 を 用 いる 。 P.259 で も 説明 し た 通り 、 
@⑥+@⑥ と 入力 すれ ば 伏 挑 撃 か 酔 歩 転身 肘 の 自動 
2 択 と な る 。 これ を 利用 し て 、 ガー ド さ れ て も 伏 挑 
撃 か ら さ ら に 攻め 込ん で いけ る よう に する の が 賠 
い の 基 本 姿勢 だ 。 た だ し 、 相手 が 肘 攻 撃 な ど を 出 
し て くる と こち ら が 負け て し まっ う 。 対処 方 法 は 1 
番 を 選 記 か 、 6 か ら の ディ レイ で 撃 転 旋 服 を 出す 
と よい 。 万 能 な 選択 肢 と いう の は 存在 し な い が 、 
読み さえ 当たれ ば か な り 押 し て いけ る は ず だ 。 


伏 挑 撃 か ら の 連係 

挑 撃 と 同様 、 伏 挑 撃 か ら も 同じ よう な 連係 が あ 
る 。 伏 挑 撃 は 、 挑 撃 ほ ど ビリー チ は な いか が 攻撃 力 発 
生 が 速く 、 硬化 時 間 も 短 い の で 、 相手 の 前 進 を 止 
め る より 、 連係 を 止め る の に 適し て いる 。 特に 、 
ラウ の 掃 沖 拳 ( せ @⑥) 一 斜 上 P( 殺 @⑥@⑥) か ら の 攻め 
や 、 ジ ェ フ リー、 ウ ルフ の 下段 パン チ か ら の ニー や 
アッ パー へ の 連係 に 対し て 有効 で 、 下段 パン チ を 
ガー ド し た 後に 最速 で 伏 挑 撃 を 出せ ば 、 高い 確率 
で 連係 を 止め られ る 。 この 他 に も 、 月 牙 以 撃 な ど 
硬化 時 間 が 若干 長い 技 を ガー ド さ れ た 時 、 フ ォ ロ ー 
と し て 出す の も よい 。 た だ し 、 そこ を 読ま れ て 潰 
され る こと も ある の で 注意 。 伏 挑 撃 を ガー ド さ せ 
た 後 の 選 択 肢 に は 次 の よう な も の が ある 。 

1 . 側 端 脚 を 出す 。 


2. 投げ を 狙う 。 

3. 固有 技 を 出す 。 

基本 と な る の は 1 番 で 、 相手 が 2 と 3 の 選択 肢 に 
対し 下段 パン チ を 出し て きた と ころ を 逆 に カウ ン 
ター で 狙う の が 目的 。 2 番 は 、 そ の 側 端 脚 に 上 段 ガ ー 
ド で 対抗 し よう と し て きた 相手 へ の 選択 肢 。 3 番 
は 、 反撃 より も ガー ド を 主体 と する 相手 に 対し て 
の も の で 、 単 飛 跳 撃 や 龍 尾 脚 な どの 中 段 攻撃 と 、 
育 旋 肘 や 後 蹴 連 服 な どの 下段 攻撃 を 用 いて 相手 の 
ガー ド を 揺さぶる こと が 目的 だ 。 た だ し 、 反撃 に 
出 て くる 相手 に は 、 判定 面 で 優遇 (下段 攻撃 を か 
わせ る な ど ) さ れ て いな い 限 り は 技 を 潰さ べ れ て し 
まう の で 、 うか つ に 出さ な いよ うに し よう 。 

この よう に 、 選択 肢 は 挑 撃 の 場合 と 似 て いる が 、 
それ ぞ れ の 攻撃 の 当たり 方 に よっ て 選択 肢 の 有効 
度 は 異な る 。 ガー ド さ れ た 時 と ヒッ ト し た 時 の 差 
は も ちろ ん 、 カウ ンタ ー か 、 そう で な いか で も 変 
わっ て くる の で ある 。 一 例 と し て は 、 ラウ の 掃 沖 
拳 か ら の 網 上 掌 は 、 ガー ド し た 後 な ら 伏 挑 撃 で 止 
まる が 、 掃 沖 拳 を 喰らっ て し まっ た 後に 伏 挑 撃 を 
出す と 逆 に 浮か され て し まう の だ 。 

最後 に 、 選択 肢 の 中 に は ステ ッ プ バッ ク (@ で) 
を 入れ て いな い が 、 その 理由 は 攻め の 可能 性 を 提 
示し た か っ た た めで ある 。 ステ ッ プ バッ ク を 多用 
し すぎ る と 、 相手 の 技 を 待っ て いる だ け の 消極 的 
な 対戦 に な り が ち だ か ら だ 。 と は いえ 、 相 手 の キ ャ 
ラ に よっ て は どう し て も 下がら な く て は な ら な い 
時 も 出 て くる だ ろう が 、 まず は 攻め て 、 下がる ベ 
き タ イミ ング が どこ か を 見 極め る 。 この よう に 、 
使用 は 最小 限 に 抑え る よう に し て ほし い 。 


その 他 の 実戦 戦術 


クイ ッ ク フォワード 、 走り 、 
向 側 後 避 か ら の 攻防 

弾 に は 、 攻撃 力 発生 が 速く 硬化 時 間 が 短い 技 は あま りな い 。 
その た め 、 間合い を 取っ て の 攻防 が 重要 と な る 。 戦法 と し て は 、 
3 メー トル 以上 離れ た 問 合 い か ら 選 隊 で 相手 の 懐 に 飛び 込み 、 
投げ を 狙っ た り 固 有 技 で 上 下 に 散ら し た りす る パタ ー ン が ひと 
つ 。 も つう ひと つづ は 、 向 側 前 避 を 中 心 に し て 攻め て いく と いう も 
の 。 向 側 前 避 に は リス ク も ある が 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド や 走っ 
て か ら の 攻撃 が 、 動き が 直線 的 な の で 見 切ら れ て し まい や すい 
の に 対し 、 終 め の 動き で 視覚 的 に も 相手 が 捕らえ に くい 利点 が 
ある 。 ま た モー ショ ン が 素 速 く 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド よ り も 移 
動 距離 が 長い の で 、 相手 の 距離 感 を 手 わ せる こと も で きる 。 

向 側 前 避 か ら 狙 う 技 と し て は 、 本 歩 転身 肘 、 単 飛 跳 撃 な どの 中 


段 攻 撃 、 背 旋 対 な どの 下段 攻撃 の 3 種類 。 投 げ 技 は 、 確実 に 投げ 


間合い まで 入る こと 。 中 段 攻撃 は 、 お 互い の 投げ 問 合 い の 外 で 、 
さら に パン チ が 届か な い ポ ジ シ ョ ン に 向 側 前 避 で 移動 し て 出 
す 、 と いう の が 理想 。 最 後に 下段 攻撃 だ が 、 これ は 相手 が pk な 
どの 素 速い 上 段 攻 撃 で 返し て きそう な 時 な ど に 出し て いこ う 。 


酒飲み の 条件 と 効用 

逮 希 は 、 基 本 投げ で ある 本 歩 転身 対 (⑥+⑥) と 、 固有 打撃 技 の 
転身 双 沖 掌 (@⑥+⑥) が 入っ た 後に 酒 を 飲む 。 その 効用 は 、(1)3 つ 
の 技 が 使用 可能 に な る 、 (2 ) 技 全体 の 威力 が 上 が る 、 の 2 つ だ 。 
(1 ) は 、 酒 を 1 杯 飲む と 前 旋 掃 服 ( せ @+⑥) が 、 2 杯 だ と 連 前 旋 掃 
服 ( せ @+⑥⑯⑮)、3 杯 で は さら に 連環 前 旋 掃 服 ( せ @⑥ 二 ⑥⑯⑯) を 出 
せる よう に な る 。 次 に (2) だ が 、 酒 を 1 杯 飲む ご と に 威力 が 5% 
ずつ アッ プ す る で ある 。 た だ し 上 限 が あり 、 最大 で 1 .4 倍 、 つま 
り 8 杯 まで し か カウ ント され な い 、。 弾 に と っ て は 、 (2 ) は より 
重要 な 変化 と 言え よう 。 な ぜ な ら 、『VF2」 で は 技 の 威力 に 応じ 
て ガー ド 側 の 硬直 時 間 が 変化 する た め 、 ある 意味 で 償 帝 が 相手 
より も 速く 動け る よう に な る か ら だ 。 右 の 表 を 見 れ ば 、 ダメ ー 
ジ の 増加 に 伴い 、 こち ら の 便 化 時 間 と ガー ド し た 相手 の 硬直 時 
間 の フレ ー ム 差 (以下 『 人 硬直 差 ) ) が 大 きく な る の が お 分 か り い た 
だ け よ う 。 表 の " 十 " 表記 は 、 氷 帝 が その フレ ー ム だ け 相 手 よ り 
も 早く 動け る よう に な る こと を 意味 し て いる 。 例 えば 、 硬直 差 
が |「+]」 の 時 に 、 伏 挑 撃 の 直後 に 側 端 脚 ( る @⑯) を 出し た と し よう 。 
相手 は 、 避け モー ショ ン を 含む 技 で も な い 限 り 、 攻撃 力 発 生ま で 
に 9 フレ ー ム 以上 か か る 対抗 技 で は 返せ な い 。 人 硬直 差 が [+3」 以 
上 に な れ ば 、 弾 需 の 固有 技 の は ほとんど が 有利 と な る の だ 。 


育 後 を 取ら れ た 時 の 回 避 法 

弾 帝 が 相手 に 背後 を 取ら れ た 場合 は 、 走 っ て 逃げ る の が 戦法 
と し て は 最も 確実 だ 。 妊 需 の 場合 、 相手 に 育 中 を 向け た 状況 で 
レバ ー を 反対 側 に 入れ る と 、 転がる よう に し て 相手 か ら 遠 ざか 
っ て いく 。 一瞬 で 遠く まで 逃 げ る こと が で き 、 中段 攻撃 を 避け 
る こと も 可能 な の だ が 、 転がり モー ショ ン 中 に 上 段 の 投げ られ 
判定 が 存在 する た め 、 投げ 技 を 狙わ れ た 場合 に は か な り 不 利 に 
な る 。 ア キラ の 進歩 里 有 笠 (⑥+⑥) の 直後 な ど は 特に 危険 で 、 下 
手 を する と 逃げ よう と する た び 授 げ ら れ 続 ける 結果 に な りか ね 
な い 。 だ が 、 攻撃 を 出 そ う に も 、 狗 需 に は 素 速い 背後 攻撃 が な い 
の で 、 アキ ラ の 鉄山 鼻 ( コ ゆ ゅ ゆ ゅ @⑥+⑥⑯) な ど で 逆 に 大 ダメ ー ジ を 
喰らう こと に も な りか ね な い 。 で は 、 どの よう に 対処 すれ ば い 
い の か ? まず 、 相手 に 背中 を 向け た 状態 か ら で も 出せ る と い 
つう 点 を 利用 し て 、 向 側 前 避 ( く ⑥) で 逃げ る と いう 手 が あ る 。 こ 
れ な ら 、 打撃 技 で も ある 程度 な ら か わせ る し 、 背後 投 げ 以 外 な ら 
投げ られ る こと も な いか ら だ 。 コ マン 入力 方 法 は 通常 と 変わ 
ら な い の で 、 キャ ラ の 向き に 対し て &@ か 必 @ か を 選択 すれ ば 
いい 。 ア キラ を は じ め 、 背後 授 げ を 持た な い キ ャ ラ に 対し て は 
この 選択 で ほとん ど 問 題 は な い 。 

八 イ レベ ル な テク ニッ ク に 、 進歩 禅 誇 一 鉄山 運 と いう アキ ラ 
の 連係 を 倒 身 連 脚 (転倒 立 か ら @) で 返す 、 と いう も の が ある 。 進 

歩 禅 誇 で 1P 側 か ら 2P 側 へ と 移動 ご せら れ た 時 に 、 先行 入力 を 利 
用 し て 便 直 が 解け る 12 フ レー ム 前 か ら ゅ る せ ゆ や と 、 通常 と 
は 逆 に 転倒 立 の コマ ンド を 入力 する と 、 相手 に 育 を 向け た まま 
逆立ち する 。 倒 身 連 脚 は 背後 に 当たり 判定 が ある 技 な の で 、 鉄 
山 箇 を 潰す こと が で きる の だ 。 た だ し 難易 度 は か な り 高 い 。 


接近 後 の 行動 各 種 


相手 の 行動 猟 帝 の 行動 

立ち ガー ド 投げ 技 
9 ] EK 6 SUN の 中 段 攻撃 
回 ′ 下 下 撃 側 瑞 肝 ②). 論 必用 (④) 


姓 天 の 接近 手段 


向 側 前 避 に よる 接近 


遠 距離 か ら の 走り 


酒飲み に よる 伏 挑 撃 (⑤⑤) の ダメ ー ジ と 硬直 差 の 変化 


スー 硬直 碁 *( 単 位 : フ レー ム ) 
株数 表 ヒ ッ ト Da の ) 加 ッ ターL9 ト ガー ド 時 8 リツ タ - 計 カウ ンタ ー 肝 
EC 0 _10 2 2 
ーーー | - 1 
hl も 01 1 
UE " 
SN まま NN まま 


* 便 直 差 は 十 の 数 字 が 大 きい ほど 償 帝 側が 有利 に な る 


育 後 を 取ら れ た 時 の 行動 の 例 


先行 入力 に よる 転倒 立 一 倒 身 連 脚 


向 側 前 避 に よる 逃げ 


2// 


起き 上 が り 攻 撃 各種 


※ た だ し 、 そ の 場 起き 上 が 
り 攻撃 の 旋風 掃 服 は ダメ ー 
ジ 20 一 30、 ま た 廻 旋 脚 、 前 
旋 掃 豚 ( そ の 場 蹴 り 起 き ) は 
ダメ ー ジ 30 で 例外 と な る 。 


シュ ン の 起き 上 が り 攻 撃 は 、10 キ ャ ラク ター 中 で 最も 多い 11 種 類 で あ 
る 。 し か も 、 その 場 蹴り 起き の パタ ー ン も 、 通常 より ひとつ 多い 9 パタ ー 
ン 。 自分 か ら 倒 れる 技 が ある シュ ン ら し く 、 起 き 上 が り 攻 撃 に 関し て は 
他 の キャ ラク ター より 充実 し て いる よう に 感じ られ る 。 

特筆 すべ き 技 を 挙げ て みる と 、 対 空 能力 に 優れ た 金 絞 穏 、 フ ェ イ ント 的 
価値 が 高い 旋風 掃 服 、 翻 身 撲 虚 な ど が そう だ ろう か 。 特に 翻 身 撲 虎 は 、 
後 蹴 連 月 か ら 寝 る (2⑯⑯⑨③) こ と で 自発 的 に 敵 足 方 向 ・ うつ伏せ の 姿勢 
に な る こと が で きる た め 、 使用 する 頻度 も 高く な る こと だ ろう 。 翻 身 撲 
虎 は デー タ 上 は 便 化 時 間 が 長い が 、 ダウ ン 状 態 に な っ て いる た め 予 想 以 
上 に デメ リッ ト は 少な い の だ 。 

あと は 警戒 する べき 技 だ が 、 これ も 金 絞 前 と 旋風 掃 服 が 挙げ られ る 。 前 
述 し た よう に 基本 的 に 性 能 は いい 技 な の だ が 、 空振り し た り ガ ー ド され 
て し まっ た 場合 の ひ の ス キ が か な り 大 きい 。 万 が 一 ガー ド さ れ た り 空 振り し 
て し まっ た 時 に は 、 相手 か ら の 反撃 を ほぼ 無防備 な 状態 で 受け る こと に 
な る 。 1 度 や 2 度 う まく 当 た っ た か ら と 言っ て 、 乱 用 は 避け る べき だ ろう 。 
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新宿 の ゲー セン で 、 初め て ロケ テス ト 版 の 「VE2」 を プレ イ し た の 
が 昨年 の 10 月 。 前 作 と は 比較 に な ら ぬ ほど 美しい 画面 に は 、 
見 慣れ な い 少 年 の 姿 が あっ た 。 彼 の 名 は "リオン ・ ラ ファ ー ル "。 
オレ は その 動き に 目 を 杖 わ : た 。 農 典 挙 だ 。 怪し い 構 え 
の 農 暴 挙 。 ラ ビッ ト 関 根 が 待 間 こし だ 虹 典 挙 。「 マ カロ ニ ほ うれ 
ん 蘭 』 の トシ ちゃ ん の 農 暴 挙 。 一 う 、 剛 由 拳 で あっ た の だ 。 
それ 以来 、 オレ と り オン と の 付 還 公 い は 続い て いる が 、 正直 な と 
ころ 未だ に リオ ン の キ ャ ラク タ 罰 茸 掴め て いな い の だ 。 押し て 強 
いと きも ある 。 91 いて 勝つ こと 。 と に か く 、“ ヒ ッ ト ・ ア ンド ・ ア 
ウェ イ ” と か が “ 弾 腺 中 心 の 攻撃 落 じ いっ た マニ ュ ア ル 的 攻略 法 で 
は 、 本 当 の リオ ン を 知る こと は 和書 対 に 不可 能 だ 。 多 感 な 15 歳 の 
少年 に “必勝 法 " と いう レー ル の 上 を 走ら せる の は 罪 で あろ う 。 
この 攻略 を 読む 共 の リオ ン 使い た ち が 、 オレ と 同じ 想い で リオ ン 
を 使っ て くれ る こと を 祈り つつ 、 未 吾 で ある の を 承知 で この ペー 
ジ を 担当 させ て も ら っ た 。 言葉 が 足り る と いい の だ が , 
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LIUINN (リオ ン . ラ ファ ー ル ) 
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下 統 捧 ( か と うす い ) 
容 心 服 ( せ ん し ん た い ) 
軸 服 (あつ た い ) 
弾 服 ( だ ん た い ) 


@ 振 り 向 さ 攻 撃 


6 
っ 
8 


究 掌 背 転 (せん し ょ う は いて ん ) 
後 蹴 妥 (こう し ゅ うた い ) 
下 究 服 育 転 (か せん た い は いて ん ) 


人 @ 背 後 攻撃 


9 
10 
1 1 
2 
13 
14 


痛 連 容 掌 (は いれ ん せん し ょ う ) 
育 歩 掃 手 (は い ほ そう し ゆ ゅ ) 

登 痛 容 掌 (と う は いせ ん し ょ う ) 
育 身 失 掌 ( は いし ん せん し ょ う ) 
後 容 脚 (こう せん きゃ や く ) 

廻 掛 脚 (か いか きゃ く ) 
廻 掛 脚 (B) 


@ グ ウン 攻撃 


15 
16 


落 路 脚 (らく し ょ うき や く ) 
飛 転落 豚 ( ひ て ん らく だ た い ) 


候 小 ジャ ンプ 攻撃 


4 
18 
18 
ら 0 
1 
癌 
ど づ 
どら 4 


騰 空 撃 掌 ( と うく う げ きしょう ) 
騰 空 育 撃 党 ( と うく う は い げ きしょう ) 
落 歩 統 控 ( ら く ほ と うすい) 
旋風 服 ( せ ん ぷう た い ) 
掛 統 服 ( か と うた い ) 

肉 転 空 脚 (せん て ん くつ きゃく) 
騰 空 政 脚 (と うく うし ょ うき や ゃ やく) 
地 掃 貴 脚 ( ち そ うし ょ うき や ゃ やく) 


@⑯ 大 ジャ ンプ 攻撃 


どら 
ら 6 
ら / 
ら 8 
どら 9 
30 


騰 空 落 双 揮 (と うく うら くそ うす い ) 
跳 飛 弾 肛 ( ち ょ う ひ だ ん た い ) 

騰 空 落 双 腺 (と うく うら くそ うた い ) 
飛 中 容 服 ( ひ ち ゅ う せ ん た い ) 

落 族 刃 服 ( ら く ふ じん た い ) 

騰 空 落 育 月 (と うく うら く は いた い ) 


人 @ 回 有 の 技 


31 

うど 
うう 
9 人 4 
うら 
36 
づ / 
38 
39 
40 
4 1 

4 ら 
43 
44 
45 
46 
4/ 
48 
49 
50 
51 

o7 
ら づ 
54 
55 
56 
ら 5/ 


容 陰 掌 ( せ ん いん し よ ょ よう) 

落 撃 掌 ( ら く げ きしょう ) 

掃 勾 手 ( そ うこ うし ゆ ゅ ) 

連 掃 勾 手 ( れ ん そう こう し ゅ ) 

騰 撃 畠 ( と う げ きす い ) 

騰 撃 連 捧 (と う げ きれ ん すい ) 
盤 肘 ( ば ん ちゅ う ) 

縦 跳 守 堂 (じゅ うち ょ う せ ん し ょ う ) 
泰山 双 狗 手 ( た いざ ん そう こう し ゅ ) 
魏 疾 歩 ( せ ん し っ ぱ ぽ ) 

父 歩 掃 手 (と うつ ほそ うし ゅ ) 

父 歩 背 掃 手 (と うほ は いそ うし ゅ ) 
双 耳 旋風 (そう じ せ ん ぷう ) 

狗 首 提 膝 (こう し ゅ て いし つ ) 
前 掃 服 ( ぜ ん そう た い ) 

登 旋 服 ( と う せ ん た い ) 

容 弓 腺 (せん きゅう た い ) 

後 掃 服 (こう そう た い ) 

疾 地 掃 乳 ( し っ ち そ うた い ) 

転身 近 陰 有野 (て ん し ん りょう いん きゃく) 
斜 前 歩 ( し ゃ ぜん ほ ) 

斜 後 歩 ( し ゃ こう ほぼ) 

磨 盤 手 ( ま ば ん し ゆ ゅ ) 

斜 歩 斜 掃 揺 (し ゃ ほし ゃ そう すい ) 
連 捧 服 (れん すい た い ) 

勾 手 連 捧 ( こ うし ゅ れん すい )) 
連環 容 掌 (れん か ん せん し ょ よう) 


人 @ 投 げ 技 


Io1<】 
o59 
60 
61 
6 


破 刀 手 秋 腺 (は と うし ゅ し ゅ うた い ) 
七星 天 分 肘 ( し ちせ いて ん 上 ぶん ちゅ う ) 
採 手 砲 細 ( さ いし ゅ ほう こう ) 

貼 身 双 勾 手 (て ん し ん そう こう し ゅ ) 
連 勾 手 育 襲 (れん こう し ゅ は いし ゅ う ) 


コマ ンド 


@ 

ウ 2 ⑥( 馬 ⑤⑥) 
⑥+†⑯ 

⑯ 

⑯ 

ウ 《⑯( 生 ⑮) 


合 @ 
合 ⑥ 


KN( ウ 

IN2( つ ) 

⑥( 上 昇 中 ) 
合 ⑩ 

合 ⑩⑯ 

の ⑥ 
⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 意 地 直 前 ) 


ゅ @( 上 昇 中 ) 
⑯( 同 時 ) 
 ⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 上 昇 中 ) 
⑯( 下 降 中 ) 
@⑥( 上 昇 中 ) 


人 @ 
SS⑤@@⑥ 
ドウ 

多 ⑥⑥⑤⑥ 
2@⑤⑥ 

2 ⑥@@⑥ 
ゆ @ 
合 @⑥ 
@@⑥ 
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SS⑥+†⑨ 
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ゅ ⑥ 
Y⑯⑯ 
V⑯⑥⑯ 十 ⑥ 
2 い ) 
⑯ 二 @ 
名 ⑮ 十 ⑨⑥ 
ゆ ゆ ⑥+@ 
人 ⑥ 

の 4 で ) 

@ ゅ @ 
⑥ る 人 る @⑥@ 
⑥@⑥ 
⑥@ 
⑥@⑥@@⑥ 


( 近 )⑥ 十 ⑨ 
( 近 ) つ @⑥+@⑥ 
( 近 ) 必 必 @⑤ 十 ⑧ 


( 近 ) 必 る な 必 G⑥ 十 ⑥ 


( 夏 )⑥+@⑥ 


入力 受付 時 間 


G16G6@ 
e で 16G6@⑥ 
e@16G6⑩⑯ 十 ⑨ 


(⑤ ぐ @⑥ 
(%)@@⑥12@⑥ 
(%) @ 
(%)@15@⑥ 
() は @ 

(%) ら C@⑥16@⑥ 
6@⑥ 


kelS)( 
16 ゅ 6@ 
(*) @@+⑥ 
66⑥ 寺 ⑥ 
6⑥⑯ 
V⑯25⑥⑯ 
⑯31⑯ 十 ⑧ 
16 せ 6⑥ 
S6⑯ 十 ⑥ 

> 16 ゆ 69 二 ⑬ 
SS10@ 
210@ 
@⑥10 ゅ 6@⑥ 
@⑥10S6@⑥ 
⑥ ら 9@⑥ 
⑥ ら 29@⑥ 

⑥⑤⑥ ら 9@ ど 3@⑥ 


e@6@⑥ 十 め 
ゅ p 16 ゆ 6⑥ 圭 ⑨⑧ 


( ゆ ウ る 層 履 で ⑥+†⑨)26 


攻撃 属性 


上 段 
下段 
上 段 
下段 
中 段 


上 段 
上 段 
上 上段 


上 段 
下段 
上 段 
上 段 
上 段 
下段 
下段 


ダウ 
タダ ウン 


プロ 
ーー デ 


ジロ 
こ = ビ 


ジロ 
こ に 


ロ 
こ に ご 


空 上 2 段 


レス = 
ここ 


ワ ロ 
こ = に 


下段 


空中 
空中 
空中 
空中 
空中 
空中 


中 段 
中 上 2 段 
下段 
下 下 2 段 
下段 
下 下 8 段 
中 段 
中 段 
上 段 
中 段 
下段 
下段 
上 上段 
中 段 
下 下 2 段 
下 上 2 段 
下段 
下段 
下段 
中 段 
移動 
移動 
上 段 
下段 
上 上 2 段 
上 上 2 段 
上 上 上 3 段 


上 段 投げ 
上 段 投 げ 
上 段 投げ 
上 段 投げ 
上 段 投 げ 


※ 人 硬化 時 間 の カッ コ 付き 数 字 に つい て … ダ ウン 攻撃 : カ ッ コ 内 は 攻撃 失敗 時 の 人 硬化 時 間 を 表わす 。 


12+1 ら 
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12+8 


ら 0 

12+30 
12+14 
125+14+15 


10+15+ ら 5 
30+ の 0 
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10+15+15+30 
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発生 持続 
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10-4 
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19-3 
16- ら 
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1 ど -9 
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1 ら -3 
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43-5 
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18-4 
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36- ど 
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893-4 


11-5 
11-5/10- 人 4 
1 ら -4 
12-4/13-4 
16-3 
16-3/5-3 
11- ら 

12-4 

ら 6- 人 4 

ら 8-6 

15-5 

の 3-3 

19-5 

16-3 
19-3/18-4 
19-3/ ら ら -4 
16-3/2-5 
15-4 

ど 6- ら 

30- 人 4 

ど 8-6 

17-5 

1 1-3/1 1 -3 
1 1-3/9-3 

1 1-3/9-3/9-4 


67(46) 
59(45) 


ど 3 
3/ 
らん 
19 
ど / 
44 
ら 1 

ら 8 


こ 4 


3 ど 


返し 技 


上 だ 。 
外 下 
上 K、 
外 下 
中 K、 


上 エビ 、 
上 K、 
上 し 。 
コー 
記 析 。 
上 に K、 


外 下 
外 下 


上 K 


上 P、 
上 P、 
中 P、 


中 P、 
外 下 
外 下 


外 下 
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外 上 
外 上 
外 中 
外 上 
外 上 
外 上 
外 上 
外 上 


外 上 


外 上 
外 上 
外 中 


外 上 


外 上 


備考 


、@1/ ど 


環 問 導 疾 普 


@3/4 
ルン 


り . 


と うす い 


1. 統 挫 上 段 攻撃 


リオ ン の 基本 パン チ 技 。 勾 手 と 呼ば れる 独特 
の 手つき で 、 敵 を 突く よう に 攻撃 する 。 攻撃 
の スピ ー ド は さほど 速く は な い が 、 牽制 の 役 ーー 
目 は 十分 に 果たす 。 6 ボタ ン や ⑯ ボ タン を 続け 6i 革 圭 


て 押す こと で 、 後述 の 勾 手 連 挿 (⑯@)、 連 現 6 
) ⑨ 
20 1 
9 2 


学 (6@@) 、 連 振 服 (@⑥⑯) へ の 展開 が 可能 。 


に 1 


あつ た い 


ビ ピード は ウル フ 、 ジェ フリ ー な どの 重量 級 キ ャ ラ 
クタ ー 並 み に 遅 い 点 に は 用 心 す べき だ 。 また 、 密着 
し た 相手 や し ゃ が ん で いる 相手 に ヒッ ト さ せる と 
妨 所 ( 頭 お よび 胴体 中 央 ) カ ウン ター に な りや すく 、 
相手 が 手 を 出し て いな く て も ダウ ン を 奪え る 。 た 
だ し 、 な ぜ か ジェ フリ ー に 対し て だ け は 急 所 カウ 
ンタ ー に な り に くい 。 


性 【 
@ 2 


2 下 統 提 ⑨(。. )⑤. 下段 攻撃 


相手 の 膝 あ た り を 狙っ て 出す 統 控 で 、 さま ざま な 技 を 止め る 効 
宋 が ある 。 た だ し 多少 リー チ が 短く 、 技 の スキ に 中 段 攻撃 や 下 
段 投 げ を 喰らう こと も ある の で 用 心 が 必要 だ 。 掃 勾 手 ( 釘 @⑥) や 
連 掃 勾 手 ( 久 ⑥⑥) な ど 下 段 攻撃 を 連続 させ 相手 の 反撃 を 封じ た 
り 、 旋風 服 ( 合 ⑤) な どの 中 段 攻撃 に 連携 させ け カ ウン ター を 狙っ 
た り と 、 単発 で 終わ ら な い 技 の 組み 立て を 心掛け よう 。 


せん し ん た い 


> リル 

心 腺 上 段 攻 撃 

自分 の 胸元 まで 膝 を 持上げ る 蹴り 技 。 見た目 か 

ら も 分 か る 通り リー チ は 短い 。 た だ し 、 出 始め の 

スピ ー ド が 速く ダメ ー ジ も 大 きい た め 、 相手 の 還 

突進 系 の 技 を 潰す の に 重宝 し た りす る 。 使う 局 14 記紀 

面 は 限ら れる が 、 いざ と いう 時 に 役に立つ 技 に 

な る だ ろう 。 一 応 キャ ン セ ル が 可能 だ が 、 特に 有 231 

効 な 活用 法 と いう の も な い だ ろ う 。 IN) C) G) 
&M - - 22 
9 - - 32 


リリ 
4. 軌 腺 ③(。)W) 下段 攻撃 の 3 
し ゃ が ん で 相手 の 足元 に 蹴り を 入れ る 技 。 け っ こう リー チ は 長い 
が ダメ ー ジ は 少な く 、 カウ ンタ ー で ヒッ ト し て も 相手 を ダウ ン さ せ 
る こと は で き な い 。 連続 し て @ ボ タン を 押す こと で 後述 の 後 掃 服 
( 立 0⑯) に つなげ る こと が で きる が 、 スキ が 大 きく な る た めこ の 加 (19 過 婦 
妥 で 止め て お く の が 一 般 的 な 用 法 で ある 。 また 、 ダウ ン し た 相手 が 18 
リン グ 上 で バウ ンド し て いる 間 、 この 軸 服 で 追加 ダメ ー ジ を 与え る 
こと が 可能 で ある 。 他 の キャ ラク ター の 下段 キッ ク と 違い 、 @ キ ャ ぐ ⑲⑩ @③ 
ン セ ル が で き な い こと も 覚え て お いて ほ し い 。 916 20 14 
@⑯ 27 19 24 
だ ん た い A = 
リリ ーー 
弾 腺 ⑧) 中 段 攻撃 マ ごう 千 了 
いわ ゆる 中 段 キ ッ ク 。 技 の 後 の ス キ は わり と 少な 
い 部 類 に 属し 、 リ ー チ も 長い の で 使い や すい だ ろ 
う 。 また 、 モー ショ ン の 最 中 は 相手 の 下段 攻撃 に 当 716 雇 当 
た り に くい と いう 特性 も ある 。 技 が 出る まで の ス ーー コ 


5 3 
10 = 本 
ロ 


IN) 
12 1 
23 15 


2065 


206 


せ ん し ょ う は 


6. 究 堂 背 暫 ③④ [@@] 


り 向 きか ら の コン ビ ネ ー シ ョ ン に 続け て も 効果 は ある 。 


7 後 蹴 腺 ④④K [@③④] 上 段 攻撃 


9. 


振り 向き ざま に リー チ の 長い 蹴り を 足元 か ら 突 きだ す よ 30 3 
うに 出す 技 。 上 段 攻 撃 で 硬化 時 間 も 長 いた め 使え な い 技 と 

いう 印象 が 強い が 、 3 種類 の 振り 向き 攻撃 の 中 で は 技 が 出 11 
る まで の スピ ー ド が 一 番 速い 。 と は いえ 、 空振り の 場合 に : 学 
リス ク が 大 きい の は 間違い な い の で 、 確実 に 当て て いく よ 26 | 
うに し よう 。 カウ ンタ ー で ヒッ ト さ せれ ば 、 宙 に 浮い た 相 

手 に 背 歩 掃 手 ( ひ ⑥) や 廻 掛 脚 ( せ @⑥) が ヒッ ト す る 。 ぐ ⑨ 


か に キー に 


8. 下 究 服 背 転 ④④③):G) 


上 段 攻 撃 


振り 向き ざま に 、 相手 の 顔面 あたり を 手 の 先 で 弾く よう に 打撃 を 加え る 技 。 
攻撃 前 後 の ス キ が 統 揮 (⑥) より わずか に 大 きい が 、 お お むね 同様 の 使い か た 
が で きる 。 この 技 で 相手 の 攻撃 の 出鼻 を くじ いて 、 後述 の 後 容 脚 (⑯) や 名 持 
脚 ( せ @) な ど で ダ ウン を 奪う と いう の が 一般 的 な 使い か た だ が 、 その まま 振 


ゆ 
1 の 


ー | 4 


17| 
@ 

2 

2 


[④⑥,④③,x⑥| 上 段 攻撃 


後 蹴 腺 と 同じ く 、 振り 向き ざま に 相手 を 跡 る 技 。 こ ちら の 方 
は 軽く ジャ ンプ し て 蹴り 上 げ る よう な モー ショ ン で 多少 リー 
チ が 短く な る が 、 相手 の 下段 攻撃 を 回 避 し や すい と いう 長所 
も 持つ 。 また 、 至近 距離 で 相手 に ヒッ ト し た 場合 、 女 所 攻撃 
と な っ て ダウ ン を 奪う こと が で きる の が あり が た い 。 浮い た 
相手 に は 背 歩 掃 手 (て @) 、 廻 掛 脚 ( せ ⑯) 、 連環 容 党 (⑥@⑥) な 
ど 多 く の 技 を 連係 させ する こと が 可能 で ある 。 


は いれ ん せ ん し ょ う 


背 連 究 掌 上 上 2 段 攻撃 う 3 


後方 の 相手 に 打撃 を 加え る 育 後 攻撃 で 、 腕 を し な ら せ る よう に 
振り 回 す た め 1 回 の コマ ンド 入力 で 2 発 分 の 攻撃 判定 が ある の が 
特徴 。 そ の まま ⑤ や ⑯ ボ タン を 連続 し て 押せ ば 、 連 振 肛 (⑥⑯)、 勾 
手 連 挿 (⑥⑥)、 連環 容 掌 (@@⑥) と いっ た 各種 コン ビ ネ ー シ ョ ン 
に つなげ る こと も 可能 で あり 、 通常 の コン ビ ネ ー シ ョ ン よ り も 1 21| 
⑨ 
20 
19 


発 分 打撃 回 数 が 多く な る た め お 得 と いえ よう 。 た だ し 、 あま り 素 
速く 次 の あめ ボ タン を 入力 し て し まう と 、 背 連 容 掌 の 2 発 目 が キャ N 
ン セ ル さ れる た め 通 常 コ ン ビ ネー ショ ン と 同じ 攻撃 回 数 に な っ HHT 
て し まう 。 少 し ディ レイ 気味 に 2 発 目 以降 の @ ボ タン を 入力 する 

よう に し て 、 確実 に 最大 ダメ ー ジ を 狙い た い 。 @9 27 


A 
葉 
14 


ー 


は い ほ そう し ゅ 


育 歩 掃 手 や [②⑮] 下段 攻撃 


下段 パン チ 系 の 背後 攻撃 。 技 の 前 後 の ス キ は 大 きい が 、 返し 技 で 取ら 
れる こと が な いと いう 長所 を 持つ 。 返し 技 マ ニア の アキ ラ 使 い に 対 
し て は 、 この 背 歩 掃 手 で ペー ス を 狂わ せ て や る の が いい だ ろう 。 また 
振り 向き 攻撃 の 段階 で 相手 が 南 に 浮い て いれ ば 、 最も 確実 に ヒッ ト 
する 追い 打ち 攻撃 と な り 得る 。 た だ し カウ ンタ ー で ヒッ ト し な いと 、 
硬化 時 間 中 に 反撃 を 受け る 可能 性 が 高い の で 注意 する こと 。 


ゆ 
(@ 
と う は いせ ん し ょ う 


1. 登 育 奉 掌 (⑱(。②。 ぐ ⑧)) 上 段 攻撃 


攻撃 判定 が 1 回 分 し か な い 点 を 除け ば 、 技 の モー ショ ン 的 に は 背 連 
沈 ( 育 中 を 向け て @⑥) と ほとん ど 変 わら な い 技 。 た だ し 性 能 を 比較 
し て みる と か な り 大 き な 違 い が あ る 。 硬化 時 間 が 非常 に 短い の に 加 


え 、 ヒッ ト し た 相手 が リオ ン の 近く に 引き 寄せ られ る と いう 特性 も 1 訣 
め あめ る た め 、 いわ ゆる パン チ 投 げ を 狙い や すい 技 な の だ 。 実際 に ヒッ 9 | 
ト さ せる の は 困難 だ が 、 試し て みる 価値 は ある だ ろう 。 

⑨ 

20 


2 背 身 失 掌 KK 上 身 攻 撃 


この 技 は 、 他 の 背後 攻撃 より も 多少 入力 タイ ミン グ が シビ ア で ある 。 完 
全 に 相手 に 育 中 を 向け て し まっ て か ら コ マン ド を 入力 し て も 、 背 連 容 
学 ( 育 中 を 向け て @) が 出 て し まう 。 やる ⑥ な どの 振り 向き 攻撃 を 出し 、 
その 便 化 時 間 が 続い て いる うち に 先行 入力 気味 に @ 十 ⑥ と 入力 する 必 
要 が ある の だ 。 技 の 性 能 的 に も た いし て 優れ て いる わけ で は な い の で 、 
実戦 で 使用 する こと は まず な いと 思わ れる 。 だ が 、 あえ て フィ ニッ シュ 
技 と し て 使 つ の も 、 リオ ン 使 い の 心 意気 と いっ た と ころ だ ろう か 。 


こう せん きゃ く 
4 ル 
13. 後 奉 脚 上 段 攻撃 
育 後 へ 向け て の 上 段 誠 り 。 通常 キッ ク で ある 窒 心 服 (⑥) よ り ス ピー ド が 
速く リー チ も 長い が 、 技 の 後 の 便 化 時 間 が か な り 長 い 。 し ゃ が ん で 回 避 
され た 場合 は も と より 、 た と え ガ ー ド させ て も 相手 の 反撃 を 喰らい や す モー 
い だ ろ う 。 た だ し 、 後 蹴 腺 (@ ゐ @⑥) や 下 究 服 背 転 ( る q つ ⑯+@) が カウ ンタ (12 羽生 


ー で ヒッ ト す れ ば 、 体重 が 軽い 相手 に は この 後 容 脚 で の 連係 が 可能 だ 。 30| 
⑨ 


か い か きゃく 


4. 細 掛 肢 ⑱(。 め ⑯。⑫)K)) 下段 攻撃 
相手 に 背中 を 向け た 状態 か ら の ロー キッ ク 。 この 技 は 、@ 36 3 
入力 の 場合 と ら @ ま た は 入力 の 場合 と で 技 の 性 能 が 微 
妙 に 変化 する (デー タ 表 カッ コ 内 の 数 値 は 2@⑯⑥( ま ⑥) で 出し 15 叶 (3. 
た 時 の も の )。 技 が 出る まで の スキ が 少な い の が じ @( ま @) 入 = デ 
で 技 の 後 の ス キ が 少な い の が の ⑪ 入 力 だ 。 実戦 に 影響 が 2 人)(22) 
出る こと は ほとん ど な い が 、 パイ の 燕 風 輪 翔 ( ウ ⑤+@⑥+@) 

で 背後 に 回 られ た 時 な ど に は 、 し ゃ が み 姿 勢 か ら の 玉掛 脚 が IN 邊 C 還 G) 
臣 力 を 発揮 する だ ろう 。 と に か く 、 背後 攻撃 の 中 で は ダメ ー Ga) 詳 計 還 上 22 
ジ 、 ス ピー ド の 両面 で 高い 性 能 を 持つ 技 な の で 、 相手 に 背中 

を 向け た ら 即座 に この 技 を 出せ る よう に 習慣 づけ て お こう 。 9 32 


20/ 


し ょ うき や ゃ く 


落 躍 脚 人 ⑥⑤ ダウ ン 牙 撃 


軽く ジャ ンプ し て ダウ ン し た 相手 に 現 を 叩き つけ る 小 ダ ウン 攻 30 3 
撃 。 他 の 大 多数 の キャ ラク ター と 違っ て 、 1 .6 メ ー ト ル と 固定 さ 

れ た 射程 距 離 ( 技 が 決ま る 前 後 の 腰 の 位置 で 算出 ) を 持つ の が 特 WW 肝 詩 
徴 。 そ の た め 、 相手 が 至近 距離 で ダウ ン し て いる 場合 に 、 相手 の 

真 上 を 通り 越し て し まう こと が ある の で 注意 する こと 。 また 、 技 四 YM6) 
の 前 後 の ス キ が 大 きく 、 相手 に 回 避 さ れ て 反撃 を 受け る こと も 

多い の で 、 うか つ に この 技 を 仕掛 ける こと は 禁物 で ある 。 


wp こ デ < 


き 
ます 
1 | は 
_4 


! 


、 


) 


し 


て ん らく た い 


16. 飛 転 落 乃 人 (や ダウ ン 攻 撃 


空中 で 1 回 転 し て 相手 に 足 を 叩き つけ る 大 ダウ ン 攻 撃 。 前 述 
の 落 中 脚 と 同じ く 射 程 距離 は 固定 で 1 .7 メ ー ト ル で ある 。 数 
字 だ け 見 れ ば た いし て 変わ ら な いよ うだ が 、 飛 転 落 月 の ほう 
が 体 を 伸ばし た モー ショ ン に な る た め 、 実際 に 相手 に 届く 有 
効 距 離 距離 は 長く な る 。 また 逆 に 、 右 定 ( 軸 定 が 逆 の 時 に は 
左足 ) に し か 攻撃 判定 が な い の で 、 落 中 脚 以上 に 至近 距離 の 
相手 に は 当たり に くい 。 攻撃 力 発 生 時 間 が 落 串 脚 と ほとん ど 
変わ ら な いこ と な ども 考え る と 、 大 ダウ ン 攻 撃 と いつ より も 
長 距離 ダウ ン 攻 撃 と 認識 し て いた 方 が いい だ ろう 。 


バ } 
ジン 
軽く 前 方 へ ジャ ンプ し 、 手 を 鎌 の よう に 振り 下 30 3 


ろ し て 攻撃 する 技 。 か な り 強 力 な 中 段 攻撃 で 技 


の 後 の ス キ も 少な く 、 下段 攻撃 を 多用 する 相手 念 長計 
に 対し て 有効 だ 。 た だ し 、 攻撃 力 が 発生 する まで 
の 時 間 は 遅 め な の で 、 起き 上 が り に 重ね る な ど は 】 
の 使用 に 限る 方 が 無難 だ 。 

C 届 G, 


18. 騰 空 背 撃 掌 (⑮⑤ 空中 攻撃 


騰 空 撃 掌 の 後方 ジャ ンプ 版 。 技 の 性 質 は 騰 空 撃 

掌 と ほとん ど 同 じ だ が 、 技 の 後 の ス キ は こち ら 

の 方 が か な り 大 きく 、 着地 を 確認 し て か ら 追 つ 43 計時 
て きた 相手 の 攻撃 を 受け て し まう こと さえ ある 。 

突進 系 の 技 に 対し て それ を か わし つつ 攻撃 を 加 
える と いっ た 使用 法 が 考え られ る が 、 狙っ て 出 


すべ き 局 面 は まず な い だ ろ う 。 万 が 一 に も 当て S ⑨ 
る こと が で きた な ら 、 全国 の リオ ン 使 い の 賞 賛 6M 太 ご =.22 
を 受け る に 足る 技 だ と 言え よう 。 9 - - 3 


260 


19. 


グ 」 


、 掛 統 腹 人 ⑥) 芝 [人 ⑥@R] 空中 攻撃 き 


らく ほ と うす い 


洛 歩 Y 挫 ホ ジ ャ ンプ ト 上 見 中 ( 双 ) 空中 攻撃 


軽く ジャ ンプ し た 後 、 着地 間際 に 相手 の 足元 0 3 
を 突く 技 。 出 始め の スキ が 大 きい の は 騰 空 撃 

掌 ( ね @⑥) と 同じ だ が リー チ の 面 で 多少 優れ て 「51 甘 
いる 。 相手 が 立っ て いる 少し 手前 を 狙っ て 飛 

ん で も 結構 当たる よう だ 。 完全 な 中 段 攻撃 で 、 27 
ヒッ ト す れ ば 確実 に ダウ ン を 奪え る の も 心 強 

い 。 相手 の 起き 上 が りな ど に 重ね て 出せ ば 、 地 ぐ ⑨ ぐ 
掃 中 脚 ( 小 ジ ャ ンプ 降下 中 @⑥) と の 2 択 (中 段 攻 6M 計 22 
撃 か 下段 攻撃 か ) を 迫る こと が で きる 。 @ 賠 開 際 


せん ぶ う た い 


20. 旋風 腺 (人 @K 空中 攻撃 Si 
軸 足 と 反対 側 の 足 (後ろ に 引い て いる 方 の 足 ) を 、 身 25 る 


体 を 回 転 さ せな が ら 高 く 振 り 上 げ て 相手 を 蹴る 技 
で 、 カ ウン ター で ヒッ ト し な く て も 相手 が ダウ ン 19 良和 
する の が 特徴 。 攻撃 属性 は 中 段 で 、 し か も 小 ジ ャ ン 
プ 攻 撃 に 分 類 さ れる た め 、 し ゃ が ん だ 相手 が 足 払 記 】 
いな ど を 出し て きた 場合 に 、 そ れ を 回 避 し つつ 攻 
撃 を ヒッ ト さ せる こと も で きる 。 この 技 が ヒッ ト S ⑨ ⑨ 
て 空中 に 浮い た 相手 に は 、 前 述 の 下 統 揺 ( ひ @⑥) を 6⑳M 計 22 
9 32 


当て て か ら ダ ウン 攻撃 を 仕掛 け よ う 。 


が と うた し 


前 述 の 旋風 服 の 後に の ボタ ン を 続け て 押す こと で 出る 技 。 
連続 廻し 蹴り と いう と 分 か りや すい だ ろう っ 。 旋風 朋 で 浮い 
た 相手 に 連続 で ビ ヒット する こと も 多く 、 最初 の つう ち は つ い 
⑯ ボ タン を 連打 し が ち だ が 、 回 避 さ れ た 場合 の スキ が ハン 


パ じ ゃ な く 大 きい の で 乱用 は 禁物 だ 。 旋風 服 を か わし て 投 

げ を 狙っ て くる よう な 相手 に 対し て 、 奇襲 攻撃 の つも り で 

出す と うま く 当 た っ て くれ る こと が ある 。 S ⑨ 
⑳- . 2 
(0 2 2 


せん て ん くう き 

、 関 転 空 脚 ⑨⑯ 空中 攻撃 問 お 
前 方 直 返 り の 要領 で ジャ ンプ し て 、 相手 に 下 E 20 3 
半身 を 叩き つけ る 浴び せ 中 り の よう な 技 。 攻 
撃 力 持 続 時 間 が 長く カウ ンタ ー で な く と も ダ '30 計量 
ウン を 奪え る た め 、 相手 の 起き 上 が り に 重ね 
て 出す と 効果 が 高い 。 た だ し 、 技 を 出し た 後 44| 
の 後 転 モー ショ ン 中 は スキ だ ら け で 、 技 を 相 


手 に ガー ド さ れ た 場合 ほぼ 確実 に 投げ 技 を 決 NN 
め ら れ て し まう の で 多用 は 禁物 で ある 。 相手 《M 語 還 記 
が ダウ ン し な か っ た 場合 、 保険 と し て @+@  (m 較 

を 連打 し て お く と いい だ ろう 。 


2069 


と う く うし ょ うき ぎゃく 


23. 騰 空 中 脚 か ジャ ンプ 上 見 中 () 空中 攻撃 SM 


小 ジャ ンプ の 後 、 空中 で 足 を 突き 出し て 蹴り を 入 と 203 

れる 技 。 ダメ ー ジ は 少な い が 当 た れ ば 確実 に 相手 

は ダウ ン し 、 さ ら に 、 ダウ ン 攻 撃 も 高い 確率 で 成 76 己 

功 する 。 だ が 、 技 の 出 始め に スキ が ある た め 簡 単に 王 

迎撃 され て し まう 。 大 き な リ スク と 引き 換え に し 

て まで 狙う べき 技 で は な い だ ろ う 。 また 、 空中 攻撃 

に 属す る の に 、 パイ の 螺旋 披 掌 (q@) で 投げ られ S ぐ ⑨⑯ ⑨ 

て し まう の も 難点 。 ⑳ - - 19 
8 - - 29 


そ うつ しょう きゃ く 


〆4. 地 掃 貴 脚 ホワ ャ ン フ 修 下台 下段 攻撃 Si 


小 ジ ャ ンプ の 着地 後 、 す ぐに 相手 の 足元 を 蹴る 技 。 ダ 

メー ジ は 20 し か な い が 、 足 払い 系 の 技 の た め ヒ ッ ト し 

た 相手 は 確実 に ダウ ン す る 。 小 ジ ャ ンプ の 着地 後 さ ら 6 = 
に 足 を 突き 出す た め 思 っ た より も リー チ が 長く 、 相手 

に 迎撃 され に くい 距離 か ら 飛 ぶ こ と で 技 の 成功 率 を 上 281 
げ る こと が で きる だ ろう 。 また 、 こち ら の 小 ジ ャ ンプ 

に 反応 し て し ゃ が み ガ ー ド を し て くる 相手 に は 、 前 述 S ぐ ⑨ 
の 落 歩 統 挿 ( 小 ジ ャ ンプ 上 昇 中 @) と 使い 分 ける こと で 、 人 三 9 
中 段 と 下段 の 2 択 を 迫 ろう 。 29 


25. 騰 空 : 
ジャ ンプ FE 見 92( 。(⑳)。⑧) )() 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ の 降下 中 に 両 腕 を 前 に 振り 下ろ し 0 3 

て 相手 を 攻撃 する 技 。 完全 な 中 段 攻撃 で し ゃ 

が ん で いる 相手 に も ヒッ ト す る が 、 技 が 出る 65 = 当 

前 に 反撃 され る 可能 性 が 大 きく 、 使い 勝手 は 

あま り よ く な い だ ろ う 。 唯一 、 こ ちら の 着地 43| 
⑨ 


を 待っ て 投げ を 狙っ て くる よう な 相手 に だ け 
は 有効 な 技 だ 。 LN) 


飛 弾 腺 >。 っ amK) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ と 同時 に 相手 を 蹴り 上 げ る 技 。 蹴り が 出る まで の ス 
ピード を 比較 し て みる と 、 瞬 帝 と 並ん で 10 キ ャ ラク ター 中 で は 
最速 を 誇る 。 また 、 あ る パソ コン ネッ ト で は 相手 の 起き 上 が り 
攻撃 に 打ち 勝つ た と いう 報告 も や あっ た 。 強力 な 技 が 少な い リ オ 
ン に と っ て は 、 ぜひ と も 使い どこ ろ を マス ター し て お きた いと 
ころ だ 。 な お 、 こ の 技 を 出し た 後に は 、 後述 の 騰 空 落 双 服 (大 ジ 
ャ ンプ 上 昇 中 必 ⑯)、 落 産 刃 服 (大 ジャ ンプ 降下 中 ⑥) 、 騰 空 落 育 
用 ( 大 ジャ ンプ 降下 中 や ⑯) の 3 種 の 蹴り 技 を 、 着地 前 に も う 一 度 
出す こと が で きる 。 


290 


ジャ ンプ ェ metE2( (の)。(④)( 残 ) 空中 攻撃 


いわ ゆる ドロ ッ プ キッ ク 。 ダメ ー ジ が 大 き 
く 攻撃 力 持 続 時 間 も 長い 方 で は ある が 、 し 
ゃ が ん で いる 相手 に は ほとん ど 当 た ら な 
いた め 使 い 勝手 は よく な い 。 それ で も 、 相 
手 の 反 応 が 遅れ た 場合 に 送 に カウ ンタ ー 53 

⑨ 


を 取る こと も で きる の で 、 うっ か り 大 ジャ 
ンプ し て し まっ た 時 に は 一 応 コ マン ド 入 S ⑨ 
力 だ け で も し て お こう 。 1 近 ノ / 

@ 32 


ひ ちゅ う せ ん た い 


28. 飛 中 窒 朋 大 ジャ ンプ ト 貞 中 ( 到 ) 空中 攻撃 


空中 で 小振り な 廻し 蹴り を 出す 技 。 コマ ンド 入力 の タ 30 3 
イミ ング 次 第 で 、 大 ジャ ンプ 中 の どの 位置 で 技 を 出す 

か を ある 程度 選べ る の が 特徴 。 そ の た め 硬 化 時 間 は 、 紐 圭 
任意 に 技 を 出し た 時 点 か ら 着地 する まで と いう こと に 

な る 。 着地 後 の ス キ は 、 単なる 大 ジャ ンプ の 着地 後 と S) ⑨ 0 


変わ ら な い の で 、 その 時 の 相手 の 状況 に 応じ て 対応 で M 還 ご 
さる だ ろう 。 まあ 率直 に 言っ て 、 失敗 し て 出 て し まっ 6⑱ 
た 時 以外 に は お 目 に か か る こと は な い 技 で ある 。 


らく ふ じん た い 
4 
ん 


准 丸 服 2grs) 空中 攻撃 


大 ジャ ンプ の 着地 間際 に 、 前 方 に 足 を 踏み 出す よう に し 303 
て 相手 に 打撃 を 与え る 技 。 技 を 出す 寸前 まで 相手 に 動き 

を 悟ら れ に くい の と 、 硬化 時 間 が 短い の が 長所 だ が 、 技 「79 主 揚 
が 出る まで が あま り に も 無防備 で ある 。 うっ か り 大 ジャ 

ンプ を し て し まっ た り 、 跳 飛 弾 服 ( 大 ジャ ンプ 同時 @) を 
失敗 し て し まっ た 時 な ど に 、 保険 の 意味 で 出し て お く と 

いう 使い 方 が メイ ン に な る だ ろう 。 S ⑨ 


空 落 双 用 と 同様 の 蹴り を 、 後 ろ に 向かっ て 出す 45 3 
技 。 方 向 、 つ まり 相手 の いる 方 向 に 向かっ て 跳 飛 

弾 有 を 出し て 空振り し て し まっ た 場合 、 相手 の 豆 6& 守 
の 上 を 通り 越し て 後方 に 着地 する 形 に な る 。 そん な 

時 に 、 この 騰 空 落 背 服 を 出し て お け ば 、 振り 向い て 431 
攻撃 し よう と する 相手 の 顔面 に 蹴り が 省 烈 する 。 大 

ジャ ンプ 攻撃 の 中 で は 最も 威力 が ある 技 だ が 、 使 ぐ く ) ⑨ 
う 状況 が 限ら れる た め 減 多 に 見 る こと は な い だ ろ 
う 。 着 地 し た 後 の 前 転 モ ーション 中 に 投げ られ 判定 @ 8 
が ある こと も 忘れ て は いけ な い 。 
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31. 共 陰 掌 ぐ ⑤ [⑬③⑤] 中 段 下 撃 


下 か ら ア ッ パ ー の よう に 相手 を 突き 上 げ る 技 。 中 段 攻撃 
に 属す る が 、 性 能 的 に は 通常 パンチ の 統 挿 (⑥) と あま り 
変わ り は な い 。 た だ し 、 統 控 を 当て た 時 より も ヒッ ト 後 
に 相手 と の 距離 が 離れ に くく 、 カ ウン ター で ヒッ ト さ せ 
れ ば パン チ 投 げ の チャ ンス が 生ま れる だ ろう 。 また 弾 服 
(&⑥⑯) で 相手 を よろ めか せ た 直 後に 出せ ば 、 ほぼ 確実 に 
相手 を ダウ ン さ せる こと が で き 、 さら に ダウ ン 攻 撃 も 決 
まる 。 覚え て お こう 。 


_32. 落 撃 党 ③(W( [(⑰ ぐ ③@@] 中 上 2 邊 攻撃 問 


和 陸 掌 の 後 、 続け こ 上 か ら 手 を 振り 下ろ し て 打撃 
を 与え る 技 。 最初 の 究 陸 掌 が カウ ンタ ー で ヒッ ト 
し な い 限 り 、 常に 2 発 目 を ガー ド さ れる 危険 性 が 
付き まとう た め 使 用 頻度 は そう 高く な い 。 し か し 、 
だ か ら こ そ 容 険 掌 の 直後 に 投げ な どの 反撃 を 狙 
っ て くる 相手 に 対し て 、 フ ェ イ ント 的 に ヒッ ト さ 
せる こと が で きる だ ろう 。 


33. 掃 勾 手 ⑯⑮ [(d③⑤] 下段 攻撃 


し ゃ が ん だ 状態 で 窪 際 掌 と 同じ 人 ⑥ 入 力 を する と この 技 が 
出る 。 簡単 に いえ ば 前 進 し な が ら の 下 統 揮 ( せ ⑥)。 攻撃 力 
発生 時 間 が 遅く 便 化 時 間 も 長 いた め 、 あま り 有 効 な 技 と は 
忌 え な い だ ろ う 。 だ が 下 統 搾 か ら 連 係 さ せ た り 、 後述 の 連 
掃 勾 手 、 騰 撃 捧 (2⑥)、 騰 撃 連 振 ( は @⑥⑥) な ど と 組み 合わ 
せ て 使う こと で 、 チク チク と いつ まで も 相手 の 足元 を つつ 
き 続け て 相手 の 攻撃 を て ことごとく 潰す こと も で きる 。 また 、 
し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド ( る や 殺 ) か ら 出 せる よう に 
な れ ば 、 攻撃 前 の スキ が 減少 し て さら に 有効 性 が 増す 。 ぜ 
会 得 し た い テ クニ ッ ク だ 。 


そう こう し ゅ 


_34。 連 掃 勾 手 (や [CS ほ ] 下 下 ら 邊 攻撃 


掃 勾 手 を 2 回 連続 し て 出す 技 。 た だ し 、 左右 の 手 で 交互 
に つつ く 形 に な る の で 、 相手 が 動か な か っ た 場合 に 電 
足 の 関係 上 ご ちら か が 空振り する こと も 多い 。 また 、 
ウル フ や ジェ フリ ー に 対し て 乱用 する と 、 簡単 に タイ 
ミン グ を 読ま れ て 下段 授 げ を 喰らう の で 注意 する こ 
と 。 掃 勾 手 の 説明 で 述べ た 通り 、 他 の 様々 な 下段 攻撃 
と 折り 混ぜ て 、 攻撃 の 切れ 目 を 相手 に 悟ら せな いよ う 
に する の が 肝心 で ある 。 
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と う げ きす い 


35. 騰 撃 提 ②⑤ [(⑳⑮⑧] 下段 攻撃 


上 体 を いっ た ん 後ろ に 引い て か ら 相 手 の 足 元 を つつ く 下 段 123 

攻撃 技 。 この 技 に は 相手 の 攻撃 を ある 程度 か わす 効果 が あ 

り 、 リ ー チ も 長い の で 使い 勝手 は いい は ず だ 。 た だ し 下段 4[ 起 圭 

攻撃 で の め り な が ら リ オン 自身 は 立ち 姿勢 で 技 を 出す 形 に な 

り 、 タイ ミン グ を 外す と 相手 の 上 段 攻撃 で 技 を 止め られ て 20| 

し まう こと も あり うる 。 また パイ 、 カゲ 、 アキ ラ の 上 段 返 

し 技 で 返さ れ て し まう の で 、 単調 な 連続 使用 は 厳禁 で ある 。 ⑨ 
20 
19 


と う げ きれ ん すい 


_36. 騰 撃 連 提 ⑫⑤()[(⑰@②⑤,] 下 下 2 彼 攻撃 


要 は 騰 撃 捧 の 2 連発 版 で 、 単発 の 騰 撃 控 よ り も 便 化 時 間 
が 少な い の が 大 き な 長 所 。 他 の コン ビ ネ ー シ ョ ン の よう 
に ディ レイ を か ける こと は 不可 能 で ある が 、 相手 の 打撃 
技 の 出鼻 を 止め る の が 主 な 目的 と な る の で 、 特に 不便 に 
感じ ゃ る こと は な い だ ろ う 。 膳 撃 捧 と 同じ く 技 を 出し た 直 
後 は 立ち 姿勢 に な っ て いる の で 、 容 際 掌 ( ぐ ⑥) に 連係 ご 
せ た り 、 硬化 時 間 中 に し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド 
(る 殺 ) を 先行 入力 し て お いて 掃 勾 手 ( 釘 @⑥) や 連 掃 人 勾 手 
( 乱 6⑥) に つなげ る と いっ た 戦法 が 有効 で ある 。 


ば ん ちゅ う 


盤 肘 ②⑤ | あぁ ] 中 段 攻撃 還 


いわ ゆる 肘 打 ち だ が 、 他 の キャ ラク ター の それ と は 大 き な 性 能 差 が あり 、 19 3 
活用 方 法 も 特殊 で 使い に くい 印象 が 強い 。 まず 長 す ぎる 攻撃 力 持 続 時 間 が 

使い 勝手 の 悪さ の 第 一 原因 。 攻撃 力 持 続 時 間 の 最初 の フレ ー ム で 相手 に ヒ 11 芋 雪 
ッ ト し た 場合 、 残り の 持続 時 間 プ ラス 硬化 時 間 が 攻撃 後 の ス キ と な る た め 、 

他 の キャ ラク ター の 肘 打 ちよ り ス キ が 大 きく な っ て し まう 。 また 、 ヒッ ト 24| 
し た 後に 大 きく 相手 と の 距離 が 開く の も 一 長 一 短 で 、 相手 か ら の 反撃 を 受 

け に くい 半面 よろ めい た 相手 へ の 追撃 が や り に くく な る 。 と は いえ 相手 の MO⑲ 
攻撃 を 止め る 効果 は 高い の で 、 下段 攻撃 の 合間 に 出し て 相手 を 竿 弄 し よう 。 3M 誠 : 
盤 肘 一 磨 盤 手 (⑥ ゆ ゅ @) の 連係 で 相手 の 後ろ を 取る (P .303 参 照 ) と いっ た 特 @⑱| 32 24 
殊 な 使用 法 も ある の で 、 ぜひ 極め て ほし い 技 で ある 。 


じゅ うち ょ う せ ん し ょ よう 


38. 縦 跳 在学 ④①⑤ 中 段 攻 撃 お 埋 


ー 部 の プレ イヤ ー の 間 で は リオ ン の サマ ー 

ルト と 呼ば れる ほど 対空 攻撃 性 能 が 高 了 
段 攻撃 で 相手 が し ゃ が ん だ 直後 や 、 こ ちら の 
起き 上 が り に 遠く か ら 技 を 重ね られ た 場合 な 
ど が 技 を 決め る チャ ンス だ 。 た だ し ガー ド さ 
れ た 場合 ひ の ス キ は と て つも な く 大 きい の で 、 
相手 の 反撃 は 必至 。 し か も 目 分 と 相手 の 軸 赴 
が 同じ 時 に は 、 相手 が し ゃ が ん で いる と 空 振 
りす る 場合 が ある の で 用 心 す る こと 。 ちな み 
に 相手 と の 軸 足 の 組み 合わ せ に よっ て ダメ ー 
ジ が 変化 する が 、 これ は 別に 右手 と 左手 で 攻 
撃 力 が 違う わけ で は な く 、 逆 定 の 時 に 坊 所 ( 豆 
部 ) カ ウン ター に な りや すい か ら で あ る 。 
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いざ ぎん そう こう し 


” 39. 泰山 到 狗 手 ⑤⑤ [④③⑤] 上 段 攻撃 


大 きく 上 体 を 後ろ に 引い て か ら 両 手 で 相手 の 顔 の あたり 
を 突く 技 。 技 の 出 は 遅い の だ が 、 攻撃 モー ショ ン の 前 半 
部 分 で 相手 の 攻撃 を か わし て か ら ヒ ッ ト さ せる こと も 可 


能 。 スタ ー ト 直後 の 間合い な ら ば 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 26 叶 
以外 の ほとん ご どの 打撃 技 を スカ し て 反撃 で きる 。 起き 上 

が り 直 後に 攻撃 を 重ね て くる 相手 な ど に 対し て も 有効 MI 
だ 。 上 段 攻 撃 に 属す る た め 下段 攻撃 で 攻め て くる 相手 に S @ 


は 無力 だ が 、 ダ メー ジ が 大 きい わり に スキ は 小さ い 技 な 
の で 、 実 戦 で の 使用 に 耐え うる 技 だ ろう 。 


⑨ 
22 
32 


40. 血 疾 歩 ②③ [@⑤,] 中 段 攻撃 


大 きく 前 に ダッ シュ し て 相手 を 突く 突進 系 の 技 。 技 の モー 


ショ ン が 大 きい 上 に 「 イ ー ン ! 」 と いう 掛け 声 も 出す の で 
見 切ら れ や すい 。 だ が 、 ガー ド さ えさ せ て し まえ ば 相手 の 
硬直 時 間 の 関係 上 、 打撃 技 で の 反撃 を 受け る こと は 少な い 胡 寺 
だ ろう 。 ある 程度 離れ た と ころ か ら 出 す の が 一 般 的 だ が 、 
後述 の 斜 後 歩 (@⑥) の 直後 や 弾 用 (@) や 盤 肘 ( ゅ @⑥) で 相 四 
手 が よ ろ め いて いる 間 に 出 すこ と で 、 意表 を 突く こと も で 
きる 。 ちな み に 軸 足 が 逆 の 時 に し ゃ が ん だ 相手 に ヒッ ト し N 四 C 四 G 
な いこ と が ある が 、 下 統 畠 ( ひ @) を 一 発 当て て お いた り 別  g) 議 証 上 上 22 
の 技 で ダウ ン を 奪っ て お く と 、 な ぜ ば か それ 以降 は 逆 足 の 簡 
疾 歩 も ヒット す る よう に な る (た だ し 対 リ オン の 場合 だ け 9 ・ 32 
は 無効 ) 。 原因 は 謎 だ が 覚え て お いて 損 は な い だ ろ う 。 
と う ほ そう し 
父 歩 掃 手 p:G) 下段 攻撃 
体 を 沈め て 相手 の 足元 を 手 で 払う よう な 技 。 下段 攻撃 で 
ある が リオ ン の 姿勢 は 立ち 状態 の まま 。 当然 タイ ミン グ 1 る 
し だ いで は 相手 の 上 段 攻撃 を 喰らっ て し まう こと も あり a 
うる 。 実戦 で は 投げ 技 を 失敗 し た 時 に 出 て し まう こと が (15 計量 
大 半 で 、 狙 っ て この 技 を 出す こと は あま りな いと 思わ れ 
る 。 統 挿 ( ひ @) や 掃 勾 手 ( タ @⑥) な ど を 使っ た 連続 下段 攻 20| 
撃 に 組み 入れ る と 、 問 合 い に よっ て は 自動 選択 で 投げ 技 Q ⑨ 
を 決め る こと が で きる が 、 その 場合 に も ひ @+@ コ マン 
ド で 下 統 挿 を 出し て お く 方 か 無難 だ ろう 。 18 22 16 
@⑱8 29 23 26 
ンプ 
叶 手 ⑨:G) [(⑰ ぐ ⑤:⑥] 下段 攻撃 族 
足 を 組み 替え て 体 を ひね る こと で 、 リ ー チ を さら に 延ばし た 人 歩 掃 
手 。 場 合 に よっ て は 弾 用 (@) が 届か な い 距 離 で も ヒッ ト さ せる こ 20 る 
と が で きる が 、 相手 と 軸 足 が 逆 に な っ て いる と 、 見 た 目 は 届い て い 昌 
て も 空振り し て し まう こと が ある 。 遠く に いる 相手 を 攻め る た め に 「23 選 引 
使う より も 、 姿勢 が 低く な る こと を 利用 し て 相手 の 攻撃 を 回 避 し な 
が ら 攻 め る た め に 使う べき か も し れ な い 。 タイ ミン グ さ え 合 えば 中 28| 
段 キ ッ ク で すら か わす こと が で きる は ず だ 。 た だ し 、 し ゃ が み 姿 勢 Q @ 


か ら の 技 が 豊富 な アキ ラ な ど に 対し て 使い 、 万 が 一 - も ガー ド さ れ ⑨ 
て し まう と 、 猛虎 硬 則 山 (@⑥) な ど で の 反撃 が 100 パ ー セ ント 決 人 W 二 計 9 
まっ て し まう 。 対戦 相手 に よっ て は 封印 する べき 技 か もし れ な い 。 6⑱ 計 29 
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44. 勾 首 提 膝 ②⑯) [@ 民 ] 中 段 攻撃 謀 あ 


45.。 前 掃 腺 KO [⑨(。@) ぷ ] 下段 攻撃 〇 ① 剖 


46. 登 旋 乃 ②⑯):⑥ [⑨(。②)K*⑥] 下 上 2 段 攻 撃 


そう じ せん 上 ぶ う 


43. 届 征 旋 風 ②⑤-⑥ [③@] 上 彼 攻 撃 


泰山 双 勾 手 (q@⑥) と 同じ よう に 両 腕 を 使っ て 相手 を 突 
< 技 。 泰山 双 祭 手 より 技 の 前 後 の ス キ は 少な い が 、 相 

手 の 攻 撃 を 回 避 す る 性 能 に 関し て は 劣っ て いる 。 と は 13 
いえ 上 体 を 後ろ に 軽く 引く モー ショ ン な の で 、 リー チ 19 革 
が 短い 上 段 、 中 段 攻 撃 な ら 充分 に 回 避 可 能 だ 。 投げ 技 
で ある 採 手 砲 個 ( ウ ツウ @⑤+@) を 失敗 し た 時 に この 技 に 14 

な っ て し まう た め 、 あま り い い イ メー ジ は な いか も し 

れ な い が 、 小 技 を 連発 し て 相手 の 反撃 を 誘っ て 出せ ば @⑩ 
有効 に 活用 で きる だ ろう 。 埋 量 級 の 相手 に 対し て は 、 
双 耳 旋風 (リカ ウンター ヒット) 一 双 耳 旋風 一 飛 転 落 脱 

( 信 @) と いっ た 連係 も 可能 で ある 。 授 


リオ ン の 技 の 中 で は か な り 使 用 頻度 が 低い 技 。 その 原因 は まず 、 し ゃ が み 

ガー ド を し た 相手 へ の 使い 勝手 の 悪さ だ ろう 。 ます 軸 足 が 逆 に な っ て な い 

と ヒッ ト し な い 上 、 ガー ド 4 分 の 3 効果 で 相手 を ダウ ツン さ せる こと が で き な ーー 
い 。 また 、 うま く 相 手 に カウ ンタ ー で ヒッ ト し た と し て も 、 連係 可能 な 技 は [16 過 呈 
限ら れ て くる 。 も っ と も 堅実 な の は 宙 に 浮い た 相手 に 弾 服 ( 人 ⑯) を ヒッ ト gi 
させ 、 大 ダウ ン 攻 撃 の 飛 転落 服 ( 含 6⑥) を 決め れ ば 30 メ 1 .5 十 24 十 40 で 計 

109 ダ メー ジ と な る 。 私 首 提 膝 一 勾 首 提 膝 と いう 連係 も や ある が 、 その 後 の ダ TN 重 C 刻 G 
ウン 攻撃 が 失敗 し や すい の で 弾 限 の ほう が 有効 だ うう 。 また 後述 の 宇 弓 上 co 還 証 22 
(ふせ @) を 連係 させ れ ば 、 計 93 ダ メー ジ で ギャ ラリ ー 受 け も 狙え る 。 より 

美しく 闘う た め に 、 た ま に は 狙っ て みて ほし い 技 で ある 。 9 - - 32 


ぜん そう 


皿 服 (し ⑥) か ら 連 続 し て 出す 足 払 い 。 ダメ ー ジ は 16 し か な 
い が 、 相手 に 当て れ ば 確実 に ダウ ン す る 。 た だ し ガー ド さ 
れ て し まっ た 場合 に は 、 相手 に 大 き な 反 撃 チ ャ ンズ が 到来 
し 、 ウル フ 、 ジェ フリ ー に 対し て は 下段 授 げ を 許す こと に 
な っ て し まう 。 乱用 は 避け 、 下段 か ら 中 段 の コン ビ ネ ー シ ョ 


ン を 相手 が 警戒 し て 立ち ガー ド を 続け る 時 の み 使 用 する こ 34 

と 。 ちな み に 、 この 技 を 正確 に 言う と 電 腸 か ら の 前 掃 用 で 

あり 、 前 掃 妥 と は 2 発 め の 蹴 り に 対す る 名 称 と な る 。 TN 邊 C 夏 G 
) - - 7 
9 - - 27 

と う せ ん た い 


皿 服 ( せ @) か ら 上 段 廻 し 蹴り へ の 連続 技 。 だ が 最初 に 皿 腺 を 喰らっ 


た 相手 は 、 反射 的 に し ゃ が お か 中 段 攻 撃 を 警戒 し て 立ち ガー ド を 続 E 12-30 る 
ける か の どちら か な の で 、 どちら に し て も 登 旋 腺 を ヒッ ト さ せる の 

は 困難 で ある 。 わざ と 軌 用 を 空振り させ れ ば 、 相手 が 反撃 し よう と 還 臣 生計 
する と ころ に 登 旋 腺 を 入れ る チャ ンス が ある が 、 そこ まで し て 狙わ 

な く て も … と いう 感じ は する 。 下段 、 中 段 の 連係 に 相手 が 慣れ て き 261 
た と ころ で 、 フェ イン ト 的 に 出し て 成功 率 を 上 げ よ う 。 @ 
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こう ぞ そう た いり い ) 


48. 後 掃 乳 ②K⑥ 下段 攻撃 


4/. 


せ ん きゅう た い 


弓 肛 ツ ⑮⑯ [⑨⑨⑮] 下 下 2 段 攻撃 痢 


上 体 を 片腕 で 支え て 2 回 連続 し て 相手 を 蹴り 上 げ る 技 。 その 特殊 
な モー ショ ン 了 ゆえ に 、 相手 の 打撃 技 を 回 避 し つつ ヒッ ト さ せる こ 
と も 可能 だ 。 2 発 目 が ヒッ ト す れ ば 相手 は ダウ ン す る が 、 体重 が 
軽い パイ や サラ は 1 発 目 で 遠く に 弾 か れ て し まう の で 、 2 発 め が 
当たら な いこ と が 多い 。 ポピュラー な 使い 方 と し て は 相手 の 上 段 の 

ンー 


系 コン ビ ネ ー シ ョ ン を か わし つつ 技 を 決め る と いう も の が お ある 。 
また 、 リオ ン の 起き 上 が り 攻 撃 を 相手 に ガー ド さ せ 、 反撃 に くる 選 
と ころ を 究 弓 用 で 迎撃 する 戦法 も 有効 だ 。 そ の 他 に も 軸 に 高く 浮 W 庄 

いた 相手 へ の 追撃 と し て 使え る が 、 小 ジ ャ ンプ で 自分 か ら 跳 ん だ @9 人 


⑨ 
半 24 
ト 
相手 に は 空振り し や すい の で 気 を 付け よう 。 


単発 の 下段 廻し 蹴り で ヒッ ト す れ ば 相手 は 確実 に ダウ ン す る 。 リー 
チ は それ ほど で も な い が 技 の スピ ー ド は 比較 的 速い の で 、 接近 戦時 
に 重 玉 する 技 だ 。 た だ し 他 の 技 に 連係 させ た り ダ ウン 攻撃 を 決め る 
こと は 難し く 、 決定 打 と は な りえ な い だ ろ う 。 相手 が 横向 き に 倒れ る 
の で 、 一 応 後 述 の 相手 の 背後 に 回 り 込 む テ クニ ッ ク (P . 303 参 照 ) が 
使え る 。 下段 攻撃 連続 の 陽動 に 9| っ 掛か ら な く な っ た 時 に 、 闘い の 流 
れ を 変え る 意味 で 出す と 効果 的 で ある 。 た だ し ガー ド さ れ た 場合 に 
は 、 ト 段 授 げ な ご どの 相手 の 反撃 を 覚悟 する こと 。 


5 身 持 陰 脚 


50. 転身 拓 陰 脚 ②⑤《:@ 
PT 中 段 攻撃 


技 の モー ショ ン 前 半 部 は 疾 地 掃 服 と 同じ だ が 、 後 
半 は 中 段 廻 し 蹴り へ と 変化 する 技 。 技 の 最初 に リ 
オン が 出す 掛け 声 が 、 同じ 中 段 突進 系 の 簡 疾 歩 
( ゆ 必 @⑤) と 一 緒 な の で 、 反応 の 速い 相手 に は ガー 
ド さ れ や すい 。 相手 の 起き 上 が り に 重ね る 場合 に 
疾 地 掃 服 と の 2 択 を が け て 使用 する の が ベス ト だ 
つの つう 。 単発 で 使う 場合 に は 、 ダメ ー ジ の 大 き さ 、 
スキ の 少な さ の 両面 で 優れ た 箇 疾 歩 を 使用 する 
よう に 。 
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UDG) [ ぐ ⑯*⑥| 下段 攻撃 強 お 
相手 に 向かっ て 突進 し て 足 払い を 出す 技 。 後 掃 服 と 21 3 
(26 記 中 


の 大 き な 違い は 、 そ の リー チ の 長 さ の お か げ で 、 相 
手 の 起き 上 が り に 重ね る と いう 使用 法 が 選択 で きる 
こと で ある 。 相手 が 上 段 起 き を 上 が り 攻 撃 を 選択 し た 
な ら ば 、 高い 確率 で 蹴り を か わす こと が で きる だ ろ 431 
う 。 また 、 掛け 声 の 違い で ば れ て し まう こと も 多い 
が 、 簡 疾 歩 ( ゆ ゅ ゅ @⑥) や 転身 挟 陰 脚 ( ウ 必 6@+@) と い ぐ ⑨ 
っ た 中 段 突 進 系 攻撃 と の 2 択 を 迫る こと も で きる 。 乱 9 軸 思 
発し な い 限り そう 簡単 に 見 切ら れる スピ ー ド で は な の 開 還 
い の で 、 思っ た 以上 に 使え る 技 と な る は ず だ 。 


し ゃ ぜん ほ 


# 上 


_52. 食後 歩 ⑯⑥。。<g。 [@@] 移動 技 


対 前 歩 と は 逆 に 終 め 後方 に 軸 移 動 す る 技 。 技 の 回 避 性 能 は 斜 前 歩 と ほぼ 同じ 
よう な も の で 、 回 転 キ ッ ク 、 パン チ 和 糸 や コン ビ ネ ー シ ョ ン 系 の 技 を 出さ れる 
と 回 避 し きれ な い 場 合 が 多い 。 単純 に 相手 の 攻撃 か ら 逃 げた けれ ば ステ ッ プ 
バッ ク (@ や ) を 使用 する べき だ 。 その た め 、 相手 の 攻撃 を か わし つつ 攻め る 
の が 目的 の 絆 前 歩 に 対し て 、 綱 後 歩 は 団 起 避難 的 な 目的 で 使用 する 事 に な る 
だ ろう 。 例え ば リン グ サ イド に 追い 詰め られ て 、 これ 以上 後ろ に は 逃 げ ら れ 
な い 時 な ど に は 重 玉 する 。 ちな み に 移 動 方 向 が 固定 の 冬 前 歩 と 違い 、 綱 後 歩 
は 必ず 軸 定 方 向 ( 右 定 が 前 に 出 て いれ ば 右 後方 、 左 定 が 前 な ら 左 後方 ) に 移動 
する 。 いざ と いう 時 あわ て な いよ うに 覚え て お こう 。 


ま ぼん し ゅ 


磨 盤 手 ⑥②) [| 上 段 攻撃 


くる くる 回 りな が ら 斜 め 前 方 ( 軸 足 側 ) に 移動 し つ 
つ 、 相手 の 横 っ 面 を 張り 倒す 技 。 な か な か 格好 は い 
い の だ が 、 いか ん せん 使い 勝手 が 悪い 。 う まく ヒッ 「26 詩 纏 
ト さ せ て も 、 自分 と 相手 の 硬化 時 間 は ほぼ 同等 な の 

で 特に 有利 な 連係 が な く 、 最初 に 軸 移 動 し て いる 間 

に も 投げ られ 判定 が 存在 する の で 、 相手 が 投げ コマ 

ンド を 入力 し て いる と 吸い 込ま れる よう に 投げ を 決 

め ら れ て し まう 。 だ が 、 相手 の 直線 的 に 伸び る 技 ( 中 6 募 
段 キ ッ ク や サマ ー ソ ルト キッ ク ) を 回 避 で きる た め 、 @ 
た や すく カウ ンタ ー で ダウ ン を 奪う こと が で きる だ 

ろう 。 また 、 条件 さえ 合え ば 相手 の 背後 に 回 り 込む 

と いう 荒 技 も 可能 (P . 303 参 照 ) な の で 、 真 に リオ ン 

を 使い こなす に は 必須 の 技 で ある と 言え よう 。 


92.。 


し ゃ そう すい 


斜 歩 斜 掃 搾 ⑥ ぐ ④ [@, ぐ ④@] 


下段 の 軸 移 動 攻撃 。 磨 盤 手 と 違っ て 当たれ ば 相手 は 確実 に ダウ ン す る が 、 
軸 移 動 中 に 無防備 な と ころ は 変わ ら な い の で 注意 する こと 。 いま いち り 
ー チ が 短い が 、 下 統 揮 (Y⑥) が 届く 距離 な ら りら まず ヒッ ト す る の で それ ほ 
ど 不 便 で は な い 。 衝 前 歩 と うつ まぐ く 組み 合わ せ て 使え ば 、 実戦 で も 効果 的 
に 使う こと が で きる だ ろう 。 闘い の 流れ を 変え た い 時 に は ぜひ 狙っ て み 
た い 技 だ 。 だ が 、 ガ ー ド され た 場合 に は リオ ン は 立ち 状態 で 硬化 し て し 


94. 


まう の で 、 投げ 技 、 打撃 技 の 両方 を 喰らう だ け の スキ が で き て し まう 。 必 S) ⑨ ⑨ 
ず ヒ ッ ト さ せる べく 、 問 合 い と タイ ミン グ に は 細心 の 注意 を 払う べき だ 。 6M 庄 還 計 9 
⑱⑯ - - 29 


終 前 歩 ⑧(⑯。。<sa 


リオ ン 独 特 の 移動 技 。 体 を 低く し な が ら 斜 め 前 方 に 軸 移 動 す る 。 相 手 
が 直線 的 な 単発 打撃 技 を 出し て きた 場合 、 そ の 攻撃 を か い 潜り な が 
ら 接 近 す る こと が で きる 。 スタ ー ト 直後 の 距離 な ら ば 、 斜 前 歩 1 回 で 
投げ 間合い に 入る こと が で きる だ ろう 。 原則 と し て 移動 方 向 は 軸 足 に 
か か わら すず 左前 方 に な る が 、 先行 入力 的 に 2 回 連続 で 斜 前 歩 を 行 お う 
と する と 、 な ぜ か 2 回 目 の 斜 前 歩 は 右前 方 に 移動 し こし まう 。 せっ か 
く 軸 を ずら す 意 味 が な く な っ て し まう の で 、 コマ ンド の 間 に @ 入 力 を 
織り 込む な ど し て 、 1 回 ずつ 確実 に コマ ンド を 入力 する こと 。 また 、 
相手 に 背中 を 向け て いる 時 に この コマ ンド を 入力 する と 、 振り 返り 
つつ 相手 か ら 遠 ざ ご か る と いう 特殊 な 軸 移 動 を する 。 この 場合 は 後述 の 
終 後 歩 と 同様 の 使用 法 と な る の で 、 そちら を 参照 し て ほし い 。 


上 段 攻 撃 強 お 3 


L⑨⑯] 移動 技 


因 


バハ 


ジン 


29/ 
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1 発 め が 当たれ ば 2 発 め も 確実 に ヒッ ト す る 完全 コ 
ン ビ ネー ショ ン 。 一 応 デ ィ レ イ を か ける 事 が 可能 だ 
が 、 あま り 意 味 は な い だ ろ う 。 他 の キャ ラク ター の 
よう に 拳 を 突き 出す の で は な く 、 腕 を 横 に 振り 回 す 
よう に 打撃 を 加え る た めか 、 返し 技 で 取ら れる こと 
が な いと いう 長所 を 持っ て いる 。 この 技 で 相手 の 反 
撃 を 誘っ て お いて 、 弾 服 (S⑯) や 究 際 掌 (@@) な ど 
の 中 段 攻 撃 に つなげ る と いう 手 も あ る が 、 相手 の 反 
応 に よっ て は 後述 の 連環 究 掌 に し て お いて ダウ ン 
を 奪っ た 方 が いい か も し れ な い 。 


は と うし ゅ し ゅ うた い 


58. 破 刀 手 秋 朋 


6WPxG) 上 段 投 げ お 


れん すい た い 


連 捧 腺 


他 の キャ ラク ター に と っ て は あら ゆる 局面 で 使え る 
⑥⑯ コ ン ボ も 、 リオ ン に 関し て は 使い 道 の な い 技 に な 
っ て し まう 。 その 要因 は 、 ひとえに 硬化 時 間 の 長 さ に 
尽き る だ ろう 。 連 挿 腺 が うま く ヒ ッ ト し て 相手 が ダウ 
ン し て も 、 ダウ ン 攻 撃 が 決ま ら な い の で は お 話 に な ら 
な い 。 1 発 め の 統 挿 (@⑥) 自体 の スピ ー ド も それ ほど 速く 
は な い の で 、 使用 する 局面 は まず な いと いっ て も いい 
技 で ある 。 通常 や の コン ボ を 出す べき 時 に は 、 後述 の 連 《 入 甘 
環 容 掌 の 使用 を お 胡 め する 。 @ 


56. 勾 手 連 捧 ⑤ や [や ⑤] 上 上 6 眉 攻 撃 〇 の 


pp)g 
L⑤,p や ] 上 上 上 段 攻撃 


3 発 す べ て 上 段 の 完全 コン ビ ネ ー シ ョ ン で 、 最後 の 1 発 が 
ヒッ ト す れ ば 相手 は 確実 に ダウ ン す る 。 と っ さ の 時 で も 
出し や すい わり に 効果 が 高く 、 他 の キャ ラク ター の @⑥⑥ 
コン ビ ネ ー シ ョ ン と 同様 の 活用 が で きる こと だ ろう 。 硬 
化 時 間 が 短い 技 の 直後 に 出し て 相手 の 反撃 を 封じ ひ た り 、 
相手 を 高く 浮か せ た 時 に 追撃 技 と し て 使っ た り 、 よろ め 
いた 相手 に 追い 討ち を か けた り と 、 リオ ン の コン ビ ネ ー 
ショ ン 技 の 中 で は 使い 勝手 は いい 方 だ 。 倒れ た 相手 に ダ 
ウン 攻撃 ( 合 @、 含 @⑥) を 決め る の は 難し い の だ が 、 軸 服 
( ひ ぐ ⑥) や 前 掃 服 ( せ @⑯⑯) で の 追い 打ち は 可能 で ある 。 


[@@⑯] 上 上 5 段 攻撃 ① 


四 
S @ 


KS RS 〇 


リオ ン の 基本 投げ 。 リオ ン の 姿勢 に 関係 な く 技 を 出す 事 が で 
さる の で 、 立 @+@⑧ と いう 入力 に し て お け ば 下 統 捧 と 投げ と の 
目 動 ら 択 に な る 。 @+@ と 入力 し て 投げ 間合い に 入り きれ な い 
と 父 歩 掃 手 (⑥+@) が 出 て し まう の で 、 この 入力 の クセ を つけ 
て お いた ほう が いい だ ろう 。 投げ 抜け され た 場合 に は 、 究 隙 掌 
(る ⑥) や 連環 容 党 な ど ス ピー ド の 速い 打撃 技 を 出す か 、 と り 
あえ ず ス テッ プ バ ッ ク で 逃げ る の が 無難 だ 。 ちな み に 、 この 技 
で 相手 を 倒し た 直後 に ダウ ン 攻 撃 を 仕掛 ける と 、 倒れ た 相手 
の 上 を 飛び 越し て し まう の で 注意 する こと 。 


5 の る 
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し ちせ いて ん 点 ん ちゅ う 


七星 天 分 肘 / 間 ③④:WK) [③④, 有 g:⑯] 上 段 投げ 


破 力 手 秋 腺 (⑥+⑥) と 非常 に よく 似 た モー ショ ン の 技 だ が 、 こち ら E 30-20 3 
は れっきとした コマ ンド 投げ 。 投げ 外し され る 心配 も な く 、 投 げ 間 


合い に 入り きれ な く て も 統 挿 (通常 と は 違い 1 歩も 踏み 込ま な い ) が 
出る た め リ スク の 少な い 投 げ 技 で ある 。 る 6⑥+@⑥@⑥@⑥ な ど と 入力 し 
て お け ば 、 投げ 失敗 時 の フォ ロー 連係 と な る だ ろう 。 この 技 で ダウ 
ン し た 相手 に 大 ダウ ン 攻 撃 の 飛 転落 服 ( 含 6) を 出す と 、 相手 の 上 を 
通り 越し て し まう の を 覚え て お く よ う に 。 また 、 投げ を 決め た 直後 
に 和 疾 歩 ( ゆ ゅ ゆ ゅ ⑥) を 出せ ば 反対 側 に 回 り 込 ひこ と が で き 、 相手 が 
蹴り 起き を 空振り し た スキ に 廻 掛 脚 ( せ @④) を ヒッ ト さ せる こと が 
で きる 。 詳し く は P .303 の 「 背 後 へ の 回 り 込 み 」 を 参照 し て ほし い 。 


さい し ゅ ほう こう 


-60。 控 手 和 発 員 ②②<@ [Sem・@] 上 邊 投げ 8 。 


相手 を 斜め 前 方 に 吹き 飛ば す 形 に な る た め 、 相手 を リン グ サ イド に 追い 込ん 
だ 時 に ダメ 押し と し て 使う つこ と が で きる 。 まあ そん な シチュ エー ショ ン で な 30-20 3 
く と も 、 相手 を 押し て 悪い こと は な い の で 積極 的 に 狙っ て も いい 。 クイ ッ ク フ 

ォ ワ ー ド ( ゆ 必 ) の コマ ンド と 兼用 で きる 上 、 失敗 し た 場合 に も 破 刀 手 秋 服 80| 
(@⑥+⑥) で 投げ て し まえ る こと も ある の で 、 使い 勝手 は 悪く な い だ ろ う 。 また 

カウ ンタ ー で 投げ が 決ま っ た 場合 、 後述 の 貼 身 双 勾 手 以外 の リオ ン の 投げ 技 

の 中 で は 最も ダメ ー ジ が 大 きい (30x1.5 十 20=65)。 た だ し 、 自分 の 硬化 時 

間 は 長い の で ダウ ン 攻 撃 を 決め る の は あき ら め た 方 が 無難 で ある 。 


し ん そう こう し ゅ 


_61. 同 身 双 勾 手 原 ②⑧⑨@③⑤:@⑥ 
|(⑨② ぐ ⑧ ざ ⑯⑮⑬(:⑯))。。| 上 段 投げ 


か な り 成 功 さ せる の が 難し い 投 げ だ が 、 合計 ダメ ー ジ が 70 と 10515.303 
高く 、 リ オン の 技 の 中 で は 最も 強力 な も の に な る 。 リオ ン の 移 

動 ス ピー ド の 速 べ を 活用 し て 、 ガシガシ ッ と 投げ て し まお う 。 

また 、 この 技 を 決め た 後に は 大 ダウ ン 攻 撃 で ある 飛 転落 服 69| 

( 含 ⑥) が 高い 確率 で 決ま る 。 合計 110 も の ダメ ー ジ を 与え る チ 

ャ ンス は 減 多 に な い の で 、 積極 的 に 狙っ て いこ う 。 


れん こう し ゅ は い 


う し ゅ う 
. 連 勾 手 育 襲 :G) 上 段 投げ 
相手 の 背後 か ら 痛 中 に し が みつ いて 首筋 を 引 E 1020.20 3 
っ 失 く 技 。 技 の 後 で リオ ン が 大 きく バッ クス 


テッ プ す る の で 、 リン グ サ イド に 追い 詰め ら 
れ て いる 時 に 狙う と 自分 か ら リ ング アウ ト し 
て し まう 。 通常 、 背後 か ら の 投げ を 決め る チャ 
ンス は 減 多 に な い が 、 リオ ン の 場合 、 自発 的 に 
相手 の 背後 を 取る テク ニッ ク (P . 309 参 照 ) が 
ある た め ガ ン ガ ン 狙 っ て いけ る だ ろう 。 この 
技 の 後 も ダウ ン 攻 撃 を 間に合わ せる の は 難し 
い の で 、 相手 の 起き 上 が り を 待つ よう に 。 
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図 弾 有 か ら の 連係 


リオ ン 連 係 技 概論 

リオ ン の 連係 技 に つい て 解説 する 前 に 、 一 言 だ 
け 言 っ て お きた いこ と が ある 。" リ オン は 攻撃 力 
が 低く 移動 ス ビ ー ド が 速い の で ヒッ ト &S ア ウェ イ 
戦法 が 有効 だ "な ど と いう セリ フ を よく 聞く が 、 
は っ きり 言っ て これ は 机上 の 空論 で ある 。30 秒 
と いう 時 間 制 限 が ある 『VF2」 に お いて は 、 ヒッ 
ト & ア ウェ イ な ご ど ご と いう 修 長 な こと を や っ て いて 
も 、 打 撃 力 に 劣る リオ ン が 勝て る 道理 は な い 。 
も ちろ ん 攻め る ば か り で は な く 戦 術 的 撤退 も 必 
要 だ が 、 攻め 8 : 逃げ 2 ぐら い の 割 り 合 いで 充分 
だ 。 ビッ トド ト ・ ヒ ビッド ヒット: ビッ トド 8 アウ ェ エイ と 
いっ た と ころ か 。 要 は 、 チ クチ ク と 相手 の 攻撃 を 
潰し つつ 、 相手 の 動き が 止ま っ うた り バ クチ 的 な 勝 
負 に 出 て きた 時 に 、 華麗 な 見 せ 技 を 決め る 。 こ れ 
が ナイ フ 好 き の 若 僧 リ オン の 戦闘 スタ イル だ 。 
待ち や 逃げ "で 勝ち た い プ レイ ヤー 諸君 は 、 早 


Wa 


人 よろ めい た 場合 


2 


相手 が 宙 に 浮い た 場合 


通常 お よび 
相手 が 


目 に 他 の キャ ラク ター に 転向 する よう に 。 


弾 肛 か ら の 連係 ( 図 1) 

最も 使用 頻度 が 高い と 思わ れる 弾 有 限 か ら の 連 
係 。 原 則 と し て 、 弾 服 は 当たる こと を 前 提 と し て 
出す べき 技 な の で 、 あえ て ガー ド さ れ た 場合 の 連 
係 は 無視 し た 。 注 意 す べき は 弾 服 で 相手 が よろ め 
か な か っ た 場合 に 、 胡 際 掌 を 連係 させ る パタ ー ン 。 
ここ で 攻撃 を 止め て も いい こと は 何 も な い の で 、 
クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド の 後に 投げ を 狙っ た り 、 盤 肘 
で 相手 の 反撃 を 封じ ひ た あ と 、 盤 対 か ら の 連係 ( 図 2 
参照 ) に 持っ て いく と いい だ ろう 。 ま た 、 体 重 が 
軽い 相手 に 弾 限 よろ めき 一 後 蹴 服 の 連係 が 決ま 
っ た 後に は 、 さ ら に 廻 掛 脚 痛 を 向け て ひ ⑯) 一 飛 
転落 服 と つなげ る こと も で きる の を 覚え て お く よ 
うに 。 相 手 が 上 記 の 連係 を 警戒 し ガー ド が 固く な 
る よう で あれ ば 、 即座 に 投げ や 下段 攻撃 中 心 の 攻 


リオ ン ・ ラ ファ ー ル 基本 連係 


め へ と 移行 し よう つう 。 だ が 、 テ クニ ッ ク に 自信 が な 
い プ レイ ヤー 諸君 は 、 こ と りあ え ず 弾 服 (カウンタ 
ー) 飛 転落 服 の 基本 連係 を 確実 に 決め る こと か 
ら 始 め る べき で あろ うか 。 


艇 肘 か ら の 連係 (図ら ) 

盤 対 で 相手 の 技 を 止め て 、 ムキ に な っ て 反撃 し 
て くる と ころ を 仕 罰 め る と いう 感じ の 連係 。 あ る 
程度 相手 の 攻撃 を 予想 で きる た め 、 回 避 能 力 が 高 
い 他 歩 育 掃 手 や 泰山 双 勾 手 へ の 連係 が 有効 な わけ 
だ 。 た だ し 、 相手 に ガー ド さ れ た 場合 に は 、 か な 
り 反 撃 を 受け る 可能 性 が 高い 。 連 環 容 掌 の 場合 、 
相手 に ガー ド さ れ だ た の を 確認 後 コ マン ド 入 力 を 中 
止 する こと で 危険 を 回 避 す る こと が 可能 な の で 、 
漫然と 技 を 出す の は 避け た いと ころ 。 また 、 技 の 
選択 に 関し て だ が 、 投げ 技 に 対し て は 連環 容 掌 、 
単発 系 上 段 打撃 技 に 対し て は 泰山 双 勾 手 、 中 段 打 


図ら | 盤 対 か ら の 連係 


撃 技 お よび コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 に 対し て は 父 歩 背 
掃 手 と 覚え て お こう 。 万 が 一 、 盤 肘 で 相手 が よろ 
めい て し まっ た 場合 に は 、 問 合 い の 関係 で 弾 服 か 
ら の 連係 へ 移行 し た 方 が いい だ ろう 。 ち な み に 盤 
肘 一 磨 毅 手 と いう 特殊 な 連係 が あめ る が 、 これ に つ 
いて は 次 の ペー ジ の 軸 移 動 が ら み の 連係 "の 項 を 
参照 し て ほし い 。 


下段 攻撃 中 心 の 連係 ( 図 3) 

下段 攻撃 で し ゃ が ませ て 中 段 攻撃 と いう の は 、 
『VF2」 の セオ リー と も 言う べき 戦法 。 こ の 連係 は 、 
その セオ リー を 逆手 に 取り 、 相手 の 反撃 を 延々 と 
潰し 続け る と いう つも の だ 。 連係 の 順番 は この 図 の 
通り で ある 必要 は な く 、 いき な り 究 陰 掌 や 下 統 挿 
か ら 始 め て も いい し 、 騰 撃 連 捧 か らい き な り 連 掃 
勾 手 、 区 陰 掌 か らい き な り 究 弓 服 と いう 手 も あ る 。 
も っ と も 一 般 的 な の は 、 騰 撃 連 捧 一 究 際 掌 一 下 統 


振 一 連 掃 勾 手 と いう コン ビ ネ ー シ ョ ン だ ろう 。 注 
意 し た い の が 騰 撃 連 挿 、 容 陰 掌 か ら 連 掃 勾 手 を 直 
結 し た い 場 合 に 、 し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド 
(る 多 ) を 使っ て 素 速 くし ゃ が まな いと 連係 に 
スキ が で き て し まう と いう こと 。 同様 の 理由 で 、 
下 統 揮 、 連 掃 勾 手 か ら 騰 撃 連 挿 、 究 陰 掌 に つなぎ 
た い 時 に は 、 ク イッ ク フォ ワー ド ( 必 必 ) の 入力 で 
す 速 く 立 ち 姿 勢 に な る 必要 が ある 。 相手 が し ゃ が 
み ガ ー ド で 固まっ た 場合 に は 、 容 弓 服 の 代わ り に 
旋風 服 や 縦 跳 容 掌 ( 合 6) で ダウ ン を 奪 お う 。 も ち 
ろ ん 弾 服 、 盤 肘 か ら の 連係 へ と つなげ て も 効果 的 
で ある 。 ちな み に 、 下 統 搾 の 入力 を せ @+@ と す 
る の は 、 投げ 技 の 破 刀 手 秋 服 と の 自動 2 択 が 期待 
で さき る か が から で ある 。 


回 転 コ ン ボ ( 図 4) 
と に か く リ オン が クル クル 回 っ て か っ こい い 連 


係 。 ま す 旋 風月 を カウ ンタ ー で 当て れ ば 下 容 服 背 
転 が 空 中 の 相手 に 追い 打ち で 入る 。 下 容 服 背 転 が 
カウ ンタ ー で 入れ ば 廻 掛 脚 で 追い 打ち が で き 、 さ 
ら に 飛 転落 服 ( 含 6⑥) も 入る 。 旋風 服 を 掛 統 服 
( 合 ⑯⑯) に し て お く な ど し て 相手 を 揚 乱 し て お け 
ば 、 いつ 攻め れ ば いい の か 分 か ら な く な る だ ろう 。 
また 、 旋 風月 を わざ と 空振り し て 、 攻め に は や っ 
た 相手 を 下 紛 服 育 転 で 迎え 撃つ と いう 戦法 も 考え 
られ る 。 と は いえ 、 決し て 成功 率 が 高い 連係 で は 
な く 、 技 と 技 の 間 の スキ も 大 きい 。 乱用 は 控え て 、 
ここ ぞ と いう 時 の 見 せ 技 と の 
い 。 ちな み に 相 手 に 育 を 向け た あと で 縦 跳 容 

( 合 @) を 出す と 、 ヒラ レラ と 舞う よう に リオ ン は 
相手 か ら 逃 げ て 行く 。 挑 発 技 と し て は 最高 で ある 。 
相手 が 追っ て きた な ら 廻 掛 脚 で 対応 し よう 。 


JU1 
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軸 移 動 を 活用 する た め に 

リオ ン は 玄 前 歩 、 斜 後 歩 、 斜 歩 旋 掃 、 磨 盤 手 
と いう 、 4 つの 軸 移 動 系 の 技 を 持っ て いる 。 これ ら 
軸 移 動 系 の 技 を 使用 する 目的 は 、 第 一 に 相手 の 攻 
撃 を 回 避 す る た めで ある が 、 画面 上 の アン グル を 
狂わ せる こと に より 相手 を 揚 乱 する こと も で き 
る 。 単純 に 考え れ ば 、 軸 移 動 で 相手 の 攻撃 を 回 避 
し て 攻め る こと を 繰り 返せ ば 勝て そう な 気 も する 
が 、 実際 に は 軸 移 動 中 に も 攻撃 を 受け る こと が 多 
い 。 まず 移動 中 は 投げ られ 判定 が 存在 する の で 、 
相手 の 反応 が 速い と ポン ポン 投げ られ て し まう 。 
また 回 し 蹴り な ご ど 回転 系 の 技 に 対し て は 無力 で あ 
る し 、 出 が 遅い 技 や コン ビ ネ ー シ ョ ン 系 の 技 な ど 
は リオ ン の 軸 移 動 に 合わ せ て ホー ミン グ し て くる 
の で 当たっ て し まう 。 相 手 の 技 を 読ん で 、 ある い 
は 誘っ て 、 的 確 な タイ ミン グ で 軸 移 動 を 行う べき 
だ ろう 。 


絆 前 歩 ( 図 1) 

さて 、 ま すず 斜 前 歩か ら の 攻撃 は 、 移動 後に 投げ 
と 打撃 の 2 択 を 迫る と いう 使い 方 に な る 。 移動 中 
に コマ ンド を 先行 入力 すれ ば 複雑 な コマ ンド の 貼 
身 双 勾 手 な ども 狙い や すい 。 こち ら の 挙動 が わか 


_ 軸 移動 が ら み の 連係 


こと グ 2 に 


天 ンジ 


り に くい の を 利用 し て 究 弓 服 に いく の も 手 だ 。 相 
手 が 下 段 パ ンチ で か わす よう な ら 旋 風 服 な どの 中 
段 攻 撃 で 仕 玉 め よう 。 この 連係 は スタ ー ト 直後 な 
ど に 狙う と 効果 的 だ 。 


絆 後 歩 (図ら ) 

絆 後 歩 の 回 避 性 能 は 実は それ ほど 高く な い 。 リ 
ング アウ ト 人 負け を 防ぐ た め の 貴 誠 回 避 技 と 考え て 
お くべ きか 。 た だ し 、 軸 移 動 に 伴っ て カメ ラ ア ン 
グル が 変わ る こと で 、 前 疾 歩 や 疾 地 掃 月 こい っ た 
突進 技 へ の 反応 を 遅らせ る こと が で きる 。 ある 程 
度 相手 か ら 距 離 を 置い て 笠 後 歩 を 繰り 返し 、 充分 
に カメ ラ ア ング ル が ずれ た と ころ で お も お むろ に こ 
れ ら の 技 を 出せ ば 、 ヒッ ト 率 は か な り 上 昇 す る こ 
と だ ろう 。 


歩 討 掃 揮 ( 図 3) 

終 歩 斜 掃 控 を 活用 する コツ は 、 いか に 確実 に 届 
く 間 合い で 出す か と いう こと と 、 いか に 技 が 出る 
まで の 相手 の 反撃 (特に 投げ 技 ) を 封じ の か と いう 
こと で ある 。 弾 服 か ら 仙 歩 斜 掃 搾 へ の 連係 な ら ば 、 
相手 が よろ めか な い 限 り ま ず 空 振り する こと は な 
く 、 弾 月 か ら の 連係 を 警戒 し て 相手 の 行動 も 牽制 


貼 身 双 勾 手 
KSVK り (CKD)0 ( 〇 


で きる 。 また 、 ダウ ン し た 相手 の 側面 に 笠 前 歩 を 
連発 し て 接近 し 、 相手 が 立ち 上 が る 瞬間 に 笠 歩 冬 
掃 搾 を 出し て 、 蹴り 起き を 回 避 し つつ ダウ ン を 礁 
うと いう 戦法 も ある 。 特に 威力 の ある 技 で は な い 
が 、 リオ ン ら し い 闘 い 方 を 重視 する な ら 、 ぜひ 一 
度 は 決め て お きた いと ころ だ 。 


磨 毅 手 ( 図 4) 

実は 磨 租 手 を 使っ て 相手 の 育 後に 回 り 込む と い 
う 超 テク ニッ ク が 人 存在 する 。 や り 方 が 少し 面倒 な 
の で 順 を 追っ て 説明 し よう 。 ます 軸 定 が 相手 と 逆 
に な っ て いな けれ ば いけ な い 。 も し 軸 足 が 揃っ て 
いた ら 、 弾 月 な ご を 一 発 当て て 調整 する こと 。 そ 
の 後 、 盤 対 を 当て て 相手 の 技 を 止め る と 同時 に 、 
磨 毅 手 回 り 込み に 適し た 間合い に 調整 し よう 。 そ 
こ で 磨 毅 手 を 出し た 瞬間 に 、 相手 が 反撃 し て き て 
くれ れ ば 、 きれ い に 痛 後に 回 る こと が で きる 。 相 
手 が 出し た 技 が 便 化 時 間 の 長い も の な ら ば 、 背後 
か ら の 投げ で ある 連 勾 手 育 襲 す ら 決 め る こと が で 
さる だ ろう 。 た だ し この 戦法 は 、 回 転 糸 や 攻撃 発 
生 が 速い 技 に 対し て は 無力 で ある 。 用 心 さ れ た し 。 


その 他 の 実戦 戦略 


リオ ン の 姿勢 に よる 長所 と 欠点 


蝶 算 拳 の 使い 手 で ある リオ ン の 構え は 、 他 の キャ ラク ター と 比 
較 す る と 特異 な も の と な っ て いる 。 こ の た め 、 他 の キャ ラク ター 
に は な い メ リッ ト が 発生 する の だ 。 そ れ は 、 し ゃ が ん で いる と 一 
部 の 中 段 攻撃 に 当たり に くく な る と いう も の 。 リ オン は 身長 が 
低い 上 に 上 体 を 大 きく 後ろ に 引い て 構え て いる の で 、 リー チ の 短 
い 中 段 攻撃 が 届か な いこ と が 多い の だ 。 軸 足 の 位置 に よっ て は 
普通 に 当たる 場合 も わる が 、 この 長所 を 活か すこ と が で きれ ば 実 
戦 で の 勝率 は 格段 に 上 が る だ ろう 。 た だ し 、 し ゃ が み ガ ー ド を し 
て いる と 、 ノー ガー ド で し ゃ が ん で いる 時 より 当たり や すく な る 
昌 合 が ある 。 注 意 し て お こう 。 


攻撃 に よる 回 避 


前 述 し た よう に 、 リオ ン は し ゃ が み 姿 勢 の 特殊 性 を 利用 し て 相 
手 の 攻 撃 を 回 避 す る こと が で きる が 、 それ 以外 に も 、 特定 の 技 を 
出す こと で 一 部 の 技 を 回 避 し つつ 攻撃 を 仕掛 ける こと が 可能 で 
ある 。 サ ラ や ジャ ッ キ ー な どの スウ ェ ー 系 の 技 と 同類 と 思っ て 
も ら っ て いい が 、 大 き な 違 いと し て 回 避 時 に 投げ られ 判定 が な い 
と いう こと が 挙げ られ る 。 格 園 ゲ ー ム に よく ある 無敵 状態 ' と は 
違い 、 完璧 に 回 避 で きる わけ で は な い が 、 相 手 の 攻撃 が 読め た 場 
合 に は 積極 的 に 使っ て いき た いも の だ 。 注意 し て お きた い の 
が 、 上 段 ・ 中 段 攻 撃 を 回 避 で きる 5 つの 技 。 こ れ ら の 技 の 性 質 
は 大 きく ふた つ に 分 か れる 。 ま ず 、 泰山 双 勾 手 と 騰 撃 捧 は 技 
モー ショ ン の 前 半 部 分 の み で 、 そし て 父 歩 背 掃 手 、 後 掃 服 、 容 
己 月 は 技 モ ーション の 後半 部 分 の み で 相手 の 攻撃 を 回 避 す る 
こと が で きる 。 こ の た め 、 肘 攻撃 な ど 攻 撃 力 発生 が 速い 技 に 
対し て は 前 者 を 、 中 段 キ ッ ク な ど 比 較 的 遅 め の 攻撃 力 発生 の 
技 に 対し て は 後者 を 使っ て いく べき で ある 。 


投 け 技 を うま く : 天 め る 

リオ ン の 特殊 な 構え が 実戦 に 影響 を 与え る も う ひ と つの 例 と し 
て 、 投げ 技 を 決め に くい と いう も の が ある 。 腰 を 引い た ファ イ テ ィ 
ング ポー ズ な の で 、 か な り 接 近 し な いと 投げ 問 合 い に 入れ な い の 
だ 。 極端 な 例 を 挙げ れ ば 、 リオ ン 同 士 の 対戦 の 場合 に 軸 足 が 逆 に 
な っ て いる と 、 投げ 間合い に 入る の は 実質 的 に は 不可 能 で ある 。 

さて 、 この 投げ に くく 投げ られ に くい リオ ン で 投げ を 決め る 
に は 、 フ ットワーク の 活用 が 不可 欠 。 ス テッ プ バ ッ ク で 相手 の 
技 を か わし た 後 や 、 前 の ペー ジ で 紹介 し た よう に 軸 移 動 で 相手 
の 攻撃 を 回 避 し た 直後 な ど が 投げ を 狙う チャ ンス だ 。 そ の 場合 、 
技 コ マン ド に クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド ( ゆ 必 ) が 含ま れ て いる 採 手 砲 
儲 ( ゆ 必 ⑥+⑥) を 使え ば 、 確実 に 問 合 い を 詰め る こと が で きる だ 
ろう 。 慣れ て きた ら ダ ッシュ 貼 身 双 勾 手 ( ウ 必 る ひじ @⑥+⑥) 
も 狙っ て みた い 。 も っ う 少 し 積極 的 に 授 げ を 狙っ て みた いと 
いつ なら 、 下 統 揮 (\@⑥)、 奏 陰 掌 (@@⑥) な ど を カウ ンタ ー で ヒ 
ッ ト さ せよ う 。 そ の まま の 間合い で パン チ 投 げに も っ て い 
ける だ ろう 。 ち な み に 各 投げ 技 を 狙っ て 問 合 い に 入り きれ な 
か っ た と する と 、 破 力 手 秋 服 と 貼 身 双 勾 手 の 場合 は 父 歩 掃 手 
(@⑥+@⑨) が 、 採 手 砲 信 の 場合 は 双 耳 旋風 ( ゆ @+⑥) が 、 七星 天 分 
肘 の 場合 は 前 進 し な い 統 振 (⑥+⑥) が 自動 2 択 技 と し て 出 て し ま 
う 。 い ざと いう 時 に 慌て な いよ う 、 日 頃 か ら こ れ ら の 各 技 か ら 
の フォ ロー も 考慮 し て お くべ き で あろ う 。 


相手 の 背後 を 取る 

軸 移 動 が ら み の 連係 の 項目 で 、 磨 毅 手 (⑯ 必 @⑥@) を 使っ て 背後 か 
ら の 投げ を 決め る テク ニッ ク を 紹介 し た が 、 相手 の 背後 に 回 り 
込 び だ け な ら こう いう 方 法 も ある 。 

ます 第 1 段階 は 後 掃 服 、 七星 大 分 肘 な ご ど 相手 が 横向 き に ダウ ン 
する 攻撃 を 決め る 。 次 に ダウ ン し た 相手 の 上 を 、 入 疾 歩か 内 掌 
育 転 か ら の 側 転 で 跳び 越え て 第 2 段階 終了 。 タ イミ ング が 合え 
ば 、 相手 は リオ ン に 対し 育 中 を 向け て 起き 上 が り 、 蹴 り 起 きも 空 
振り する 。 そ こ で 第 3 段階 の 攻撃 だ が 、 箇 疾 歩 で 跳び 越え た 場合 
に は 背中 合わ せ に な っ て いる た め 和 廻 掛 脚 が 、 側 転 で 跳び 越え た 
場合 に は 背後 を 取っ た 形 に な る の で 連 勾 手 痛 襲 が 狙え る は ず 
だ 。 相 手 の 起 ぎ 上 が り 方 次 第 で は ある が 、 覚え て 損 は な い 。 ち 
な み に 、 健 者 の 経験 か ら 言 うと 、 簡 疾 歩 一 廻 掛 朋 の パタ ー ン が 最 
も 成功 率 が 高く リス ク も 少な いよ うだ 。 


し ゃ が ん で いる と 当たり に くい 技 一 覧 


技 名 条件 相手 キャ ラク ター 
肘 打 ち 系 全般 (⑤@) 軸 足 順 リオ ン 以 外 
斜 上 掌 (⑳⑯⑤) ノー ガー ド ラウ 
腸 登 裏 旋 脚 (6) 軸 足 逆 ラウ 
バー ティ カル アッ パー(⑮⑤⑧) ノーガード ウルフ 
バー ティ カル アッ パー(⑮⑤) ノー ガー ド ジェ フリ ー 
サイ ド フ ッ ク キ ッ ク (⑤⑯:⑥) 朝 足 逆 サラ 
ビー トナ ッ ク ル (:*) 電 足 大 ジャ ッ キ ー 
単 飛 跳 撃 (⑥:⑥) 軸 足 逆 導 帝 
前 疾 歩 (あざ ⑤) 軸 足 逆 リオ ン 
縦 跳 塞 掌 (④⑯⑤) 軸 定 順 リオ ン 
回 避 能 力 が ある 技 一 覧 
導 風 恒 ” (@ 
の 
下層 を 回 避 下 守 原音 転 (@@@@) 
縦 跳 春 掌 (④⑧) 
泰山 双 勾 手 (③⑤) 
騰 撃 挿 (@⑤) 
上 段 ・ 中 段 を 回 避 像 歩 背 掃 手 (③⑤:@⑥) 
後 掃 朋 (⑨⑮:⑥) 
究 己 有 (⑨⑨@) 


相手 の 育 後 を 取る 手順 


相手 を 横向 き に 倒す 相手 の 上 を 通過 する 
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廻 掛 肢 (③④ ペ ) 


ーーー ーーー ー SESS 
ーー ーー ー ビ 


ーー ーーーーー ジ " に 1 
窒 掌 育 転 (@⑥⑤⑤) 一 側 転 〈②⑨) 


頁 沙 育 掃 手 (⑧⑤:@⑥) 入 疾 歩 (人 ②@⑤) 連 勾 手 背 襲 (@⑥・⑥) 
破 刀 手 秋 服 (⑤:@) 
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スチ ャ ダラ ハー M.C. ボ ー ズ 


@|969 年 | 月 15 日 生ま れ 劉 ラ ッ パ ー 


一 手 m フ ァ イ ラ ター マフ ド 


1990 年 5 月 、 ス チャ ダラ パー と いう ラッ プ グ ルー プ の 一 員 と し て レコ ー ド デビ ュー。 その 後 い ろ る いろ あっ 
て 、『 今夜 は ブギ ー バ ッ ク 」』」 が 大 ヒッ ト と な り 、 その 流れ で 大 ブレ イク 。 親友 で ある 小沢 健二 君 に 何 度 も お 礼 
を 言い な が ら 、 ニュ ー ア ス トロ シテ ィ を 購入 。 や っ た ぁ 、 これ で 毎日 家 で 『 バ ー チ ャ ファ イタ ー 2 』 が で きる 
ぞ ぉ 、 と 思い き や 、 2 年 ぶり の フル アル バム の レコ ー デ ィング に 突入 し て し まい 、5 ヵ 月 ほど 一 線 を 退く 。 
そう こう し て る うち に 出来 上 が っ た 『5th WHEEL 2 THE COACH』 だ が 、 か な り の 売れ 行き こと なっ て い 


る よう で 、 皆 


さん 、 本当に あり が と う ご ざ いま す 。 さあ これ で 、 今度 こ そ 『 バ ー チ ャ 2 』 や る ぞ お ぉ お 、 や り ま く 


る ぞ ぉ 、 と 思っ た 頃 に は 、 周 り の 人 た ち み ん な 強 え え 強 ええ 。 立場 な し ッ スズ 。 


代表作 「 ウ ウー リン グ サ ン ャ ンス 9 (エピ ッ ク ケッ ニー) 1 ワダ ルド アラ シー 


あ 、 買っ ちゃ うく らい 好き で す よ 。 僕 は 、 ま ず 
( 笑 )。 


これ 買う 時 に 、 何 で 危機 感 を 感じ て 買っ た か 
と 言う と 、 お 金 を いっ ぱい 使っ ちゃ う 、 っ て いう 
の も ある ん だ けど 、 ち ょ うど アル バム の 制作 期間 
に 入り つつ ある 頃 に 「2」』 が 出 ち ゃ っ た 。 アル バ 
ム 作 り 出 し た ら 、 ゲー セン と か あん まり 行け な い 。 
で 、 そ う 考え る と 、 も う 「 家 に で も 置い と くし か な 
い ! | っ て いう 感じ に な っ て ね 。 


「 俺 、 明 日 7 時 半 だ か ら 、 も う 寝 な きゃ !」 っ て 、 
“パシ パシ ッ 、 パシ パシ ッ " っ て 音 聴 き な が ら 、 寝 
て る ( 笑 )。 で も 、 段々 慣れ て きた 。3 時 、4 時 に 
は 「 俺 は も う 先 に 寝る 6 わ 」 っ て いっ て ね 。 みん な 
は 朝 ま で や っ て る か ら 。 朝起き て | わぁ 、 歯 ぁ 磨 
いて 行か な きゃ | っ て 時 に 、 奴等 は まだ や っ て た 
りす る 。 余裕 で 。 で 、 お 茶 と か 飲み な が ら 、 と り 
あえ ず 対 戦 を 5、6 回 や っ て 、 な ん て 。 結構 あっ 
た な 、 そ うい う 時 …… 。 みん な が や っ て た か ら 
か な ぁ 。 友達 も みん な や っ て た か ら 。 や っ ぱし 
面目 か っ た 。 


な ん か ね 、 こ こ で こう いう 、 負け て (フリ ー プ レイ 
の スタ ー ト ボタ ン を ) す ぐに 押す の に 慣れ ちゃ っ 
て る と 、 街 に 出 て も 、100 円 すぐ に 入れ ちゃ う 。 
な ん か 、 前 より も 。 | ハイ ハイ 條 っ て ( 笑 )。 全然 還 
み が な く な っ て 。 どん どん 勝負 に 弱く な っ て る っ 
て 感じ は する 。 


最 初 が 、| す ご いこ と に な っ て る な 」 っ て 思っ た な 。 
見 た 時 。 で も パー ッ と 普通 に 見 て て 、「 すご いけ 
ど 、 まぁ そん な に シビ ア じ ゃ な い の か な ー」 っ て 感 
じ で 、 最初 は 見 て た 。 そし た ら 、 や っ た ら 、 全然 
違っ た 。 一 発 で ハマ っ た な あ 、 ア ッ サ リ 。 | こん な 
に ちゃ ん と 動い て いい の か | と か 、 そ うい う 感 じ 。 
“ガツ ー ン ! "て 感じ の 。 動き と か 。 中 央 プラ ザ と 
か に 、 よ く 行 っ て た っ け 、 俺 。「 4 回 ある し 」 と か 
言っ て 。 金 も す ご い 使 っ た な あ 。 


あれ 、 普 通 に ほん と “人 "で すか ら ね 。 形 と し て 、 
動い て いる も ん が 。 | ちっ こい 人 が 動い て る 」 っ 
て 感じ だ か ら な ぁ 。 「 ス ター ウォ ー ズ 」 の 「1」 で 、 粘 
土 の 人 形 関わ せ て る シー ン っ て 知っ て る ? 
C3PO と R2D2 が 動か し て 、 粘土 の 怪獣 みた 
い の が 3D 喘 像 で 関 っ た りす る ゲー ム や っ て る 。 
子供 の 頃 、 そ を それ“ スゴ いな "っ て 思っ て 。 バー チャ 
見 た 時 。 あ 、 こ れ だ ! すご い 、 こ れ と バチ ッ と 
きた 。 


な ん だ ろ ? 角 イ ( 角 ば っ て る ) 部 分 が 。 あの カク 
カク し て いる こと を 含め て 、 す ご く オ シャ レ だ と 感 


の コロ アン の J( ギ ュー ジリ ーー 


じ た ん だ 。 グ 
く な い 。 


"ラフ ィ ッ ク 的 に も きた な ぁ 。 絵 が ダサ 


つい に は 家 に 招き 入れ て し まっ た 。 だ か ら 、 女 
だ っ た と し た ら 、 も う 同 棲 し ちゃ っ た ん だ 。 外 に 
いる ん じゃ な く て 。 家 に 連れ て くる ん じゃ な か っ 
た っ て 感じ は 、 少し ある けど ね 。 な ん か 、 | 外 で 
会 っ て た ら よ か っ た けど ]。 


人 と や る と 面白 いん だ よ な 。 人 と や る と 、 コミ ュ 
ニケ ーション の ひと つの 、 新しい も ん っ て 感じ が 
する 。 対戦 と か 、 特に 。 笑 で や る の っ て 。 | わ ー、 
こい つう ぅ 」、「 セコ 系 一 」 な ん て ( 笑 )。 街 で や っ て 
る と ね 。 絶対 会 うこ と の な い 人 た ち 、 っ て いう 
感じ の 人 と や る こと が で きる か ら 特 に 。 


お 金 入 れる 早 き が 、 も う 異 常 。 今 ま で の も の と 
比べ て 。 「 負け た 、 は い !」 っ て ( 笑 )。 も う 、 どん 
どん いっ ちゃ う 。 1 
ホン ト に な か っ た か ら 、 ここ まで の も の っ て 。 同 
こう も 入れ る し な ぁ 。 な ん な ん だ ろう な ぁ 。 負け る 
悔し さき 、 異常 だ よ 。 こっ ちと あっ ち で や っ て る 図 
を 見 て 、( お金 ) 入 れる の と か 見 て 、 ほ ん と 入れ 
ちゃ うな ー。 みん な 、 どん どん いく な ぁ 。 みん な 、 
全然 止ま ん な いも ん な ー。 


そう 、 こう 、 チ ンマ リ し た 感じ の 遊び が 好き な ん 
こう 、 何 か 使 っ て 遊ぶ よう な こと と か 。 ある 租 

度 ヒ マ だ っ た りな ん か する か ら 、 ダラ ーッ と で き 
時 の か な あ 。 で も 、 や っ て る ヒマ が ちょ っ と は 
あっ て 、 寝 ら れん な いけ ど や っ ちゃ う ! と か 言っ て る 
の っ て 、 好き ( 笑 )。 そ れ ぐ らい の 感じ が 好き な 
ん だ よね 、 な ん か ね 。 | ギリ ギリ だ けど 、 や っ ちゃ 
うー みた いな ね 。 


な ん か 。 これ ぐら い の 勢 いで 、 世 の 中 に 役 立 
つこ と も 作れ る だ ろう と 思え ば ね 。 これ は は ほん 
と 、 単 純 に 遊び で すご いこ と に な っ て る けど 、 
この 熱 い を も っ て 役立つ こと を 作ろ うと 思え ば 。 
すご いん じゃ な い だ ろ うか 。 こう いう 技術 が 他 
の 、 例え ば 医学 と か に 使わ れ た り し て 、 と うい 
う も ん か 、 わか ん な いけ ど 。 


現実 は ね 。 妄想 と 、 妄想 的 な 頭 の 中 で 考え て 
る こと と 、 現実 に 起こ る こと の 、 な ん だ ろう な 。 
な ん か どっ ち を どう 信用 し て いく か 、 みた いな と 
この 立場 の 置き 方 と し て は 、 な ん か 、 ほん と に 
電 空 の 何 も な いも の と 現実 の 目 に 見 える も ん 
で 、 半 分 半分 に し て る 。 自分 の 中 で は 。 科学 
的 に 証明 きれ な いこ と と 、 科学 で 証明 で きる 
こと と 、 っ て いう 風 な 。 だ か ら 、 全部 ネー プン っ て 
いう か 、 どっ ち が 本 当 で も いい っ て いう 。 これ が 


現実 に 見 えて る けど 、 別に な く て も いい 。 半分 
な ん じゃ な いか な あ 、 っ て いう 。 目 で 見 て 、 脳 で 
作っ て ん だ と 思え ば そう だ し 、 と か ね 。 な ん か や 
や こし い 。 だ か ら 、 どっ ち で も いい ! と 思っ て る 。 


“気持 ちい い 頻 間 "…… な ん だ ろう 。 …… | 何 も 
な い 時 」 か な あ 。 や っ ぱり ね 、 僕 は 今 作品 と か 
作る か ら 、 作り た い 、 出し 切っ た 時 か な あ 、 今 
は 。 な ん か 、「 終わ っ た !| っ て いう 、 作っ た 朋 間 
と か 。 歌 詩 と か 例え ば 書い て て 、 書き 上 が っ た 
瞬間 と か 。 歌 が 録 り 終わ っ た 瞬間 と か 。 な ん 
か 、 そ うい う で きた 、 物 作っ た 瞬間 と か か な あ 。 
人 に まだ 見 せる 前 の 、 自 分 の 中 で 完成 し た よ 
うな 感じ の 時 に は 、「 き た !」 っ て いう 、 ね 。 


大 切 に し て る も の は ね 、 や っ ぱ …… 自分 の こと 
で すけ ど 、 自 分 が いい 状態 に ある こと が 大 切 
だ ね 、 僕 は 。 す ご く 楽 だ と か 、 す ご く 楽 し い 状態 
に いる と か 。 そう いう こと を 前 提 に 、 いろんな こ 
と を や っ て る 気 が す る な 、 僕 は 。 構い こと に な り 
そう な 時 は や ん な い 、 と いう か 。 自分 の 精神 状 
態 と か 、 そ うい う の を 一 番 大 切 に し て る 。 


僕 が 楽し く な っ て る よう な 状態 な ら 、 み ん な は 絶 
対 楽 し い 、 っ て いう の は いつ も 思っ て る ん で す 
了 人 ミ し ませ た いな あ 、 人 の こと は か な 

分 と 共に 楽し まほ せ た い 、 っ て いう か ね 。 そ 
、 い つも 思っ て る ん だ 。 


瞬間 瞬間 に 一 生 懸 命 や る こと 、 み た いな も の 
な の か な ぁ 。 な ん か 、 与 えら れ た その 状況 で バー 


ン と 弾け る と か 。 な ん か 楽し く て 、 バー ン っ て 弾 
け て る よう な 状態 ん と こ に いる こと と か 。 将来 
的 な 、 と か じゃ な く て 、 一 上 一 明 が そう いう の で 


ある と いい な あ 。 


僕 は 、 愉 が りな ん だ けど 、 飛行 機 と か も 大 っ 嫌 
いな ん で す よ 。 高い 所 と か 、 深い 海 と か 。 な ん 
か 、 陸地 に いな いこ と と か 、 僕 か な り 嫌 い だ な 
あ 。 パニ ッ ク 状 態 に 陥る の が 嫌い 。 | ワ ァ ー!」 と 
か 、 す ご い 和 驚く と か 。 だ か ら 、 例え ば 飛行 機 が 
落ち そう に な っ た ら 、 絶対 パニ ッ ク に な る じゃ な 
い 。 それは 嫌 だ な 、 っ て いう 。 それ が 嫌い 、 怖 
いっ て いう の か な あ 。 パニ ッ ク が 嫌い 。 僕 は ね 、 
フラ ッ ト な 心情 で いた い 。 常に 。 


形 残 し て る か ら な あ 。 死ん で も 死な な い の か な 
あ 、 っ て いう の も 、 ち ょ っ と 思う ね 。 死ん で も な ん 
か 、 そ うい う も の の 魂 が 残る よね 。 言葉 だ っ た 
り と か 。 


構成 : 渋谷 洋一 


論説 1 賠 つ て いる の は 誰 な の が か が ? 福 木 野 衣 ⑲)| 数 年 前 の こと 、 わ た し は 国防 総省 か ら 
奇妙 な 依頼 を 受け た 。 オク ラ ホ マ 州 タル サ の 地下 一 マイ ル に 打ち 込ま れ た 核 弾頭 を 回 収 
し て ほし いと いう の で ある 。 予期 せ ぬ 事態 が 発生 し て 、 この 核 弾頭 が 特殊 な 放射 能 の 汚 
染 を 受け て し まい 、 接近 すれ ば た ち ど こ ろ に 大 脳 の 組織 を 破壊 する と いう の だ 。 奇妙 な 
こと だ が 、 こ の 放射 線 は 体 の 組織 や 器官 に は 無害 らし く 、 回 収 に あたる 人 間 は 脳 を 後方 
に 残し て いか な けれ ば な ら な い 。 そこ で 、 当時 の 科学 技術 を 結集 じ て 、 わ た し の 脳 を 安 
全 な 場所 に 保 和 窟 し 、 そ こ か ら 精 巧 な 無線 を 使っ て 、 体 に 対し て は 普通 通り の 機能 を 発揮 
で きる よう に し て お け ば よい 、 と いう の で ある 。 (いろ いろ 考え た あげ く 、 この 依頼 を 受け 
た わた し は 、 手 術 を 受け 、 地下 の 事故 現場 に 赴く こと に な っ た 。 と ころ が 、 い ぎ 手術 も 成功 
し て 麻酔 か ら 覚 め た と き 、 わた し を 待ち 構え て いる の が 頭 の 痛い 哲学 的 な 問い で あろ う 
と は 、 腔 に も 思わ な か っ た 。(《⑯ それ は 、〈 わ た し は どこ に いる の か ?) と いう も の で ある 。 
と いう の も 、 手術 後に は じ め て 、 生命 維持 装置 の 中 に 保存 さむ て いる わた し の 脳 に 出会っ 
た と き 、 奇妙 な 考え が 頭 を よぎっ た か ら で あ る 。 近代 的 な 大 脳 生 理学 に 揺るぎない 確信 を 
抱く 科学 者 の は し くれ で ある わた し は 、 何と か し て 〈 わ た し は 泡立つ 液 の 中 に 浮か ん で 、 
目 分 目 身 の 目 に 眺め られ て いる の だ ) と いう ふう に 実感 し よう と 努力 する の だ が 、 どう し て 
も ゃ て れ が で き な か っ た 。 自分 の 心 の 座 で ある は ず の 脳 が 、 どう し て も 自分 と は まっ た く 関 
係 な い タ ン パ ク 資 の 塊 り に し か 見 えな い の で ある 。 し か し 、 この よう に 考え る こと 自体 は 、 あ 
の タン パク 資 の 塊 り の 中 で 生じ て いる 電気 化学 反応 の 結果 の は ず な の だ 。 いっ た い 
わた し が いる の は 、 あ の 液体 の 中 な の だ ろう か 、 そ れ と も 、 脳 が な い 抜 け 毅 の は ず の 、 
(こち ら 〉 な の だ ろう か 。 その いずれ で も な いと し た ら 、 わた し は いっ た い ど こ に いる の か ? 
わた し と は いっ た いな ん な の か ? いつ に な くそ ん な 難解 な 問い を 抱え つつ 、 つ い に 地 
下 に 赴く 日 が や っ て きた 。 わた し は 、〈 く わたし) を 安全 な 地上 に 置い た まま 、 わた し の 身体 
だ け を 、 危険 な 地下 に 送り 込ん だ 。 と ころ が 実際 に は 、 そ うい う 実 感 を 持て な いこ と は す 
で に 指摘 し た と お り で ある 。 どう 理性 で 納得 し よう と し て も 、 危険 な 地下 に 赴く の は 「 自 
分 」 で ある と し か 思え な い の で ある 。(⑱ そし て 、 お そろ し いこ と が 起こ っ た 。 放射 能 が 大 
脳 だ け に 料 命 傷 を 与え る と いう 調査 は まっ た く の あ や まち で 、 ほど な く 身 体 に も 不可 逆 的 
な 及 響 が 現 われ 始め た の で ある 。 最初 に 耳 を や られ 、 そ の あと 声帯 が 機能 し な く な り 、 
地上 と の 交信 は 一 切断 た れ て し まい 、 し まい に は 目 が 、 そ し て 最後 に は 脳 無線 の 通信 装 
直 が 完全 に 壊れ て し まっ た 。 そし て つい に 、 わた し の 周囲 は 地獄 の よう な 闇 に 閉ざさ れ 
て し まっ た の で ある 。) し か し この 時 、 第 二 の 哲 学 的 問い が 不意 に わた し を 襲っ て きた 。 
この 暗 闇 は いっ た いく 〈 ど こ 〉 な の だ ろう 。 一 瞬 前 まで わた し は 地下 で 生き 埋め に な っ て い 
た 、 と し か 思え な か っ た 。 と ころ が 今 は ヒュ ー ス トン の 研究 所 に いて 生理 食塩 水 に 潰 


か っ て いる 、 と し か 党 え な い 。 わた だし に いま 残る れ て いる の は 、 れ て し まっ だ からだ で 
は な く 、 安全 に 保管 きれ て いる (この ) 脳 な の だ 。 と いう こと は 、 わた し は タル サ か ら 
ヒュ ー ス トン へ と 光速 度 で 居場所 を 変え た た こと に な る の だ ろう か ? その いずれ で も な い 
と し た ら 、 わ た し は いっ た い ど こ に いる の か ? わた し と は いっ た いな ん な の か ?」 ⑲⑱ 以 
上 は 、 ダニ エル ・C・ デ ネッ ト の 手 に な る SF 小説 風 の 思 考 実 験 の 一 部 を 、 | プレ イン ス 
トー ム 」 よ り 抜 粋 し て 再 構成 し た も の で ある 。 本 編 は 、 こ の あと いっ そう 魅力 的 か つ 複 
雑 に 展開 じ て い く の だ が 、 こ こ で は 必要 な 部 分 だ け を 要約 し て 使わ せ て も ら っ た 。 と いう 
の も 、 バー チャ ファ イタ ー」』 に うち 興 ず る と き 、 わた し た ちの ここ ろ と か ら だ は 、(〈 ヒ ュー スト 
ン ) と (タル サ ) に 引き 裂 か れ て いる の で は な いか と 、 思い 当たっ た か ら だ 。 わた し が 問い 
た い の は 、 闘い の 最 中 、 くわ た し 〉 は いっ た い ど こ に いる の か 、 と いう こと な の で ある 。 (⑲⑳) 
そん な こと は 簡単 で は な いか 、 わた し は ステ ィ ッ ク を 手 に し て 、 画面 の 前 の (ここ 〉) に いる に 
決ま っ て いる 、 そ う 考 える と き 、 あな た は すでに ゲー ム を や め て | ヒュ ー ス トン | に 戻っ つて いる 。 
ゲー ム の 最 中 に そん な こと を 考え よう も の な ら 、 だ いい ち 危 険 な | タルサ 」 で の 勝負 に 勝て 
っ こない 。(⑯) ゲ ー ム に 没入 し て いる と き 、 ア キラ の 、 カゲ の 、 そ し て サラ の 、 ジャ ッ キ ー の 
「 か ら だ 」 が 、 「 わ た し 」 で ある 。 わた し は 、 モ ニタ ー の 前 で 本 来 の か ら だ を 失い 、 ほとん ど 
| 脳 ] だ け に な っ て それ を 操作 し て いる 一 大脳 生 理学 上 の 理 届 は わか っ て いて も 、 デ ネ 
ッ ト が 思考 実験 で た くみ に 展開 し て みせ た と お り 、 ゲー ム の 最 中 に 限っ て 言え ば 、 | わた 
し 」 は 、 モ ニタ ー の 「 こ ちら 」 で は な く 、 モニ ター の 「 むこ う 」 に ある | タルサ 」 に 赴 い て いる の 
で は な いか 。 そし て 相手 に 負け た と き 、 そ の | わた し 」 は た ち ど こ ろ に | ヒュ ー ス トン 」 と い 
う 現 実 まで 、 光速 で 居場所 を 移動 、 し た の だ ろう か ? そもそも | わた し 」 と は 、 な ん な の だ 
ろう か ? デネット の 話 は 荒唐無稽 で 、 と て も 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」』 な ん か に は 比較 で き 
な い 、 そ ん な 高度 な 手術 な ん て 、 これ か ら 何 百年 た っ て も 、 非 現 実 的 きわ まり な い 一 な る 
ほど た し か に そう だ ろう 。 し か し そう いう ひと の た め に は 、 デ ネッ ト の 仮説 を ふま えた うえ で 
再 展 開 さ れん た 、 デ イヴ ィ ッ ド ・ ハ ウリ ー・ サ ン フ ォ ー ド に よる この 話 の リメイク ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン を 、 
多少 の 再 構成 を 加え つつ か いつ まん で 紹介 じ て お こう 。⑲⑱ | あの 悲 展 か らし ば らく し て 、 
ま ぬ け な 話 だ が 、 た だ で きえ 危な い 場 所 に 赴く の に 、 さ ら に 輪 を かけ て 危険 な 手術 を す 
る こと も な いと いう こと に 気がつい た 。 埋もれ た 弾頭 を 回 収 す る た め に 、 生身 の 肉体 に 
代わ っ て 一 台 の ロボ ッ ト が 地 中 に 送り 込ま れ た 。 この ロボ ッ ト は 、〈 わ た し 〉 の 〈 か ら だ / と 
同じ よう に 均整 が と れ て お り 、 表面 は スキ ンタ クト ・ ト ラン スミ ッ タ で お お われ 、 頭 部 に は イヤ 
ホン や アイ ビデ オ に 送信 する た め の マ イク と カメ ラ が 付け られ て いた 。 関節 も わた し の 身体 
と 同様 に で き て お り 、 日 常 生活 と 同じ よう に 運動 する こと が で きた 。 口 や 吾 な ど 、 呼吸 し 
た り 食 物 を 摂取 し た りす る 機構 は 一 切な か っ た 。 に あたる 場所 に は スピ ー カ ー が 付い 


て お り 、 わ だ し の 日 の 前 に ある マイ ク で 捨 っ た だ た 音 を すべ て 送り 9 出す よう に な っ て いた の で 
ある 。(⑨ こ うし た 精 妙 な シス テム を 採用 する こと に よっ て 、 科学 者 た ち は わ た し が 先 の デ 
ネッ ト の よう な 古典 的 な 哲学 上 の 問い に さい な まれ る こと を うま く 排 除 し よう と も くろ ん で い 
た に ちがい な い 。 デネット が 陥っ た 混乱 は 、 まさし く (〈 こ ころ ) と (からだ ) を めぐ る デカ ルト 以 
米 の 二元論 に ほか な ら な い 。 そう で ある 以上 、 生理 学 上 の 心 の 座 で ある 脳 と 身体 が まさ 
し く 物 理 的 に 分 断 さ れる こと が な けれ ば 、 簡単 に 解決 する 問題 で ある 、 と いう の だ 。(⑲⑳ 
し か し 、 こと は それ ほど 単純 で は な か っ た 。 いっ た ん この 遠隔 操作 の シス テム を 着用 する 
と 、 と た ん に わた し は 、 自分 を ロボ ッ ト の いる 場所 に 置き た く な る の を 抑え られ な か っ た 。 
いま 目 分 が いる と し か 思え な い 場 所 に は 、 前 の 場合 と 違っ て 、 わた し の 脳 も 身体 も な い 
に も か か わら まそ うな の で ある 。 生理 学 的 に 言え ば 本 来 の 自分 が いる は ず の 場所 を 、 脳 
と 身体 の 外 か ら 眺 め て みた 。 わた し は 全身 を メデ ィ イア ・ ス ー ツ に 覆い 尽く され て 、 い まわ た し 
が ここ で 取 ろ うと し て いる ポー ズ と 完全 に シン クロ する か た ち で 、 ゆ っ くり と 動い て いる 。 
いや 、 待て よ ? あちら の わた し が 本 当 の 私 で ある 以上 、 ここ で わた し が と っ て いる ポー ズ の 
方 が 、 あちら の ポー ズ に シン クロ し て いる の だ ろう か ? その いずれ で も な いと し た ら 、 わた し 
と は いっ た い ど こ に いる の か ? わた し と は いっ た いな ん な の か ? わた し は 気 に な っ て 、 
あわ て て メデ ィ ア スー ツ を 外し て みた 。 本 当 の わた し で ある は ず の 人 間 が ひと つ ひ と つ 装 
赴 を 外し て 行く 様 は 、 は っ きり と 視野 の 前 方 に 確認 する こと が で きた 。 し か し その と き 、 デ 
ネッ ト の 時 と まっ た く 同 じ こ と が 起こ っ た 。 完全 に メデ ィ ア スー ツ を 外し た 明 間 、 〈 わ た し ) と 
いう リア リティ は また し て も 、 非 連続 的 に 空間 を 移動 し た か の よう に 思え た の だ …… い わ 
ぱく (タル サ ) か ら ( ヒ ュー スト ン 〉 へ と 。」 人 いか が だ ろう か 。 ここ まで くれ ば 、 レバ ミー チャ ファ イ 
ター」 ま で あと 一 歩 、 と は いわ な いま で も 、 いずれ この 描写 に 近い と ころ まで 「 バ ー チ ャ フ 
ァ イ タ ー] が 進化 する こと は 、 ゲー ム 機 の 現在 の 水準 を 踏ま えて も 、 むしろ 自然 な くら いな の 
で は な いか 。(⑱) デ ネッ ト の 例 よ り も サン フォ ー ド の 例 の 方 が より レバ ー チ ャ ファ イタ ー| に な ぞ 
ら え て 考え られ る と いう の は 、 な に も シス テム の 現実 性 だ け の こと で は な い 。 デネット の 例 に 
は 、 文学 通り 取れ ば | 脳 」 と 「 か ら だ 」 そ し て 「 わ た し | し か 現われ な い の に 対し て 、 サン フ ォ 
ー ド の 例 で は 、| わた し | と 「 わ た し の か ら だ 」 に 加え て 、 「 ロ ボッ ト の か ら だ 」 が そこ に 付け 加 
えら れる か ら だ 。 ひと り の 「 わ た し | と ふた つの 「 か ら だ 」 一 ルミ バーチャ ファ イタ ー]| を 闘う 際 に 
起こ っ て いる の も 、 こ れ と 同じ 現象 で ある 。 ひと た び ス ティ ッ ク を 手 に する や 、 [わた し | の あり 
か は ロボ ッ ト の | か ら だ 1」 に まで 非 連続 的 に 移行 し 、 [| か ら だ 2」 は 忘れ られ る 。 と ころ が 
対戦 が 終わ っ て ステ ィ ッ ク か ら 手 を 離し た と た ん 、 | わた し | の あり か は 「 か ら だ 1 | か ら 切 り 
離さ れ 、| わ た し 2」 に まで 光速 を 越え て 「 戻 っ て | くる 。⑲ い や [わた し | と [からだ 」 を 切 
り 郊 し て 考え る こう し た や り 方 それ 自体 が 古典 的 で 不毛 な の か も し れ な い 。 な ぜ な ら 、 現 


代 に お ける 様々 な メデ ィ ア の 身体 へ の 介在 は 、 そ うし た 二元論 それ 目 体 を 解体 し 、 より 混 
合 的 で ハイ ブリ ッ ド な 主体 を 形成 する は ず だ か ら だ 。 し か し 、 いか に メデ ィ イア が 技術 革新 
を 突き 進め よう と 、「 わたし] の 在り 方 まで が 抜本 的 に 革新 され る こと は あり えな い 。 ここ に 
いる と 同時 に あそこ に いる |「 わ た し | と いう 認識 が 論理 的 に 矛盾 し て いる 以上 、| わ た し 」 は 
どん な と き で も 「 こ こ 」 に し か 存在 し えな い 一 「 わ た し 」 の | 脳 」 や 「 わ た し 自身]」 が | わた し 
の 外側 に 実際 に 物理 的 に ある 時 で すら 、 そ の こと は 変わ ら な い 。 いや むし ろ 、 そ の こと が 
変わ りえ な いと いう こと を 、 以上 の まわ りく どい ふた つの 例 で 見 て きた の で は な か っ た か 。 
⑯) も っ と も 重要 な の が 、 | 脳 」 で も [か ら だ 」 で も な い の は も は や あき ら か だ ろう 。 肝心 な の 
は 、「 わ た し が いる と いう 感覚 ] で ある 。 し か し これ で は 、 デ カル ト か ら 一 歩も 進ん で いな い 
こと に な る の で は な いか と 聞か れれ ば 、 そ れ で よい の だ と し か 答え よう が な い 。 デカ ルト が 
方 法 的 懐疑 の すえ 辿り 着い た 歴史 的 認識 が 、 た か だ か ゲー ム と いう メデ イア の 助け を 借 
り て いく ら で も 可能 に な る の な ら ば 、 こ ん な お 手軽 で 便利 な こと は な いで は な いか 。(@⑨ し 
か し 、 メデ イア が 介在 する こと に よっ て 、 反対 に そこ に 大 き な 混 乱 が 生ずる こと も また 、 見 て 
きた と お り で ある 。 これ まで の 話 を 総合 すれ ば 、「 わ た し が いる と し か 思え な い ] 場所 (= 匠 
思う ) に 「 わ た し | は ある (= ゆえ に 我 あ り ) の だ と いう こと 、 そ し て その 場合 、| わ た し | の 在り 
か が 「 わ た し の 脳 と か ら だ 」 の 外 に 生ずる こと も 、 場合 に よっ て は 可能 で ある 、 と いう こと 、 
この ふた つが 、 現代 に お ける デカ ルト 的 認識 の リメイク ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン で ある 。(⑱ も ちろ ん 、 
現在 の | バー チャ ファ イタ ー] が そこ まで 強 い リ アリ ティ を | タルサ] の 中 に 発生 させ る と は 四 
えな い 。 し か し 、 お お むね 体感 ゲー ム 、 と り わ け 格 闘 ゲ ナム は 、 これ まで 述べ て きた 線 に 
沿っ て 「 進 化し て いく に 人 違い な い 。 だ と し た ら 、 こう し た ゲー ム に 付き まとう | 仮想 現実 と 
いう 表現 の 可能 性 は 、 どれ ん だけ リア リティ の ある 仮想 の 空間 を 現実 に 作り 出せ る か と いう 
より も 、 ど れ だ け 「 わ た し の か ら だ 」 に 対す る リア リティ を 現実 に 仮想 化 で きる か と いう こと に 
か か わっ て いる 。 (付記 : 執筆 に あたっ て は 、 D・R・ ホ フス タッ ター/D・C・ デ ネッ ト 編 著 | マイ ンズ ・ ア 
イ | (監訳 = 坂本 百 大 /TBS ブ リタ ニカ ) を 参照 し た 。(@) 要 木 野 衣 Noi Sawaragi 美術 評論 家 
正直 に 申し まし て 、 バー チャ ファ イタ ー」| を や っ た こと は ほとん ど あ り ま せん 。 少し だ け か じ る より は 、 まっ た 
く や ら な い 方 が いっ その こと いい か も し れ な いと 思い 、 あ る 時 期 か ら は 割り 切っ た 関係 に な り ま し た 。 職 
業 に "美術 評論 家 ” と ある 通り 、 主 に 現代 美術 の 評論 を 手掛け て いま す が 、 いわ ゆる 「 現代 美術 ]」 と 呼 
ば れる も の は 大 嫌い で すま, し た が っ て 、 著作 の 多く も 美術 を 音楽 や 科学 、 風 俗 や 宗教 の 方 へ と 脱出 させ 
つつ 解放 する 系 統 の も の が 多い よう で る 『 シ ミュ レー ショ ニズム 」( 河 出 文庫 ) と か 『「 ヘ ルター スケ ルター」 
(トレ ヴィ ル ) と か 、 あ と [資本 主義 の 滝 副 (太田 出版 ) と か 。 村上 龍 と の 対談 集 神 は 細部 に 宿る 】( 温 
新 社 ) は 怪 書 。 NHK-BS2 で 隠れ る よう に や っ た 『 無 重力 TV 1-3] (伊藤 ガ ビ ン ら と の コラ ボレー ショ ン / 
は 、 今 で は 犯罪 的 な 伝説 で す 。 


。 。 ョ 8B 言 
7//s7a7o7 守 庫 友 
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れ な し い ) 尽 の に 1 


『2.1" 」 を 購入 。 早速 、 自己 創出 の た め の イ ニシ ャ ル ・ 
メガ バイ ト 

こと りか か る 。 これ か ら わ が 愛 機 TBMac の 750MB チッ プ 内 に 創出 され 

て いく で あろ う ワ ー ル ド を 『「7onel と 命名 。 


es が 50547 8:24 Z 

いつ で も 死ぬ の は 他 入 | 

Se ど テ デュエ シ ャ ン は 言っ だ | 

と 寺山 修司 は 言っ た MM 
と ぼく は 言う ー SN 
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「 ぼ く が 罪 を 忘れ な いた め に 」 


Wo7e が 7478 7gMgc 05e7 74:74-77 799/ 

[暴走 拡散 する 『GENESIS』 ワ ー ル ド 」 「 

人 工 生命 プロ グラ ム ソ フ ト の 発展 型 と し て 登場 し た 人 工 生命 世界 創出 ソフ ト 『GENESIS』 
シリ ー ズ は ヴァ ー ジ ョ ン ア ッ プ を 重ね て 、 現在 v 3.1 と な っ て いる 。 (中 略 ) 元 来 、 こ れ は パー ソ 
ナル ・ コ ンピュータ の 数 百 MB 程 度 の メモ リー を 対象 と し て 、 そ こ に 単純 な 人 工 生命 を 創出 し 、 
オー ト ポ イ エー シス "に 基づき 生命 進化 の 初期 像 を シミ ュ レ ー ト する こと が 主眼 で あっ た 。 
(中 略 ) v 2.1 か ら 奇 妙 な 現象 が 報告 され る よう に な っ た 。 (中 略 ) そ も そ も 数 畠 MB の チッ プ 上 
で 展開 され る 世界 な ど 地 球 の 生物 進化 の 過程 で いえ ば 、 約 40 億 年 前 程度 の も の を シミ ュ レ ー 
ト し た も の に 過ぎ な い は ず で あっ た 。 (中 略 ) 人 工 生命 世界 が 他 の メモ リー へ と 転移 し 、 拡散 
する こと が 確認 され た 。 (中 略 ) 演 算 速度 の 遅い パー ソナ ル ・ コ ンピュータ で は その 進化 の 速 
度 も 遅 と を と し た も の で は ある が 、 確 実に 「GENESIS』 に よっ て 創出 され た 様々 な ワー ルド が 
ネッ ト 上 を 交錯 干渉 し あい な が ら あ た か も それ 自体 が オー ト ポ イ エー シス で ある か が の よう 


に リゾ ー ム "的 多 次 元 世界 を 創出 し て いっ て いる 。 


窓 の 外 で は 、 パ ンク 風 の 身なり を し た 少年 が 何 か 喚 きた て な が ら 銃 を 乱射 し て いる 。 援 つか の 死 。 
体 も 見 える 。 それ で も ぼく の 視界 に 入る 景色 は どれ も 結晶 の よう に 純 で 静 溢 な も の 。 還 償 と し た も 
の と は 隔絶 し て いる 。 
元旦 は 一 年 で 一 番 退 屈 な 日 だ 。 1 が な る まま に 手元 の も 2 な 還 は 
ネッ ト に 接続 する 。WWW "で NIH "サー ビス に アク セス し 、 新規 NIH グ ラン ト '* を チェ ッ ク 3 
る 。 誰 々 が 落ち 、 誰 々 が うま く と れ た か 一 瞬 の うち に わか っ て し まう 。 し か し 、 それ で お し まい 。 米 上 
の 知人 た ちの 研究 朋 用 が どうのこうの と いっ た と ころ で ぼく [は 
ピュ ー タ ネッ ト で ぼく た ち は 世 界 と 結ば れ た が 、 同時 に 世界 は ぼく た ち を 分 断 し て し まっ た 。 
ああ っ 、 コ ンピュータ 通信 は 本 当 に 退屈 な 代物 だ と 思う 


「 ぼ く が 罪 を 忘れ な いた め に 」 


ofe が 7478 が gu/e 33:7077 7998 

ント ロン の 有 

ビ ト ゲノム 計画 は 様々 な 問題 を 内 包 し な が ら も 数 年 後に は ヒト ゲノム 全 解 読 と いう 偉業 
を 成 し 逐 げ よ うと し て いる 。 (中 略 ) こ れ ま で 様々 な アプ ロー チ が な され て き て は いる が 、 
この 眉 階 に 至っ て 本 格 的 に イン トロ ン に 光 が 当 て られ る こと に な る 。 (中 略 ) イ ント ロン は 
何 の た め に 存在 する の か 。 本 当 に 無 意 味 な も の な の か 。 (中 略 ) 我 々 は 自分 が 見 て いる 夢 の 
すべ て を 覚え て いる わけ で は な い 。 その 認知 し えな い 夢 の 部 分 に 相当 する も の が 、 イ ント 
ロン な の か も し れ な い 。 (中 賠 ) 進 化 は イン トロ ン に 何 を 封印 し て し まっ た の で あろ う 。 わ 
だ し ば 思う 。 イン トド ロン の 夢 が 見 て みた いと 。 


結局 、 一 番 いい 暇つぶし は コン ピュ ー タ ・ ゲ ー ム と いう こと に な る 。 DSP “内臓 アン プ と 33 イ 
ンチ モニ ター に エイ ジス ・ ウ ラ ヌ ス ・EX3 ” を つなげ [エクストリーム ファイターズ“”」 を 楽し 


_ お 。 と いっ て も そん な に うま いわ け で は な い 。 それ で も 連続 技 が 決ま っ た 時 の 克 快 感 は 何 物 に 
、 も 代え 難い 。 し か し 、 何 より る 今回 オプ ショ ン で 加わ っ た 残 減 モ ー ド は すご い . どう し て も 相手 
、 を ノッ クア ウト で き な い 時 に 残 減 キー を 一 押し する だ け で 相手 か 爆死 し て し まう と いう 過激 な 
。 も の . とにかく スカ ッ と し た い 時 は これ に 限る 。 


ジ * AX 
VC で ニン ィ ン ** 
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「 ぼ く が 人 罪 を 忘れ な いた め に 」 


。 Aofe 約 552 CGome 72:47-48 7998 

_ | 計 従 関係 の 逆転 (一 つの 可能 性 )」 

_ 数 年 前 より 報告 され て いる コン ピュ ー タ - ゲ ー ム 中 毒 患 者 。 (中 略 ) 彼 ら は 通常 は 何事 に も や る 気 
_ が な く 、 廃 人 の よう な 行動 し か 示さ な い が 、 コ ンピュータ に 向かい 合っ て いる 時 だ けい わ ば 能動 


_ 的 な 活動 を 示す 。 (中 略 ) こ の 現象 の 最も 理解 し や すい 解釈 は 、 彼ら が コン ピュ ー タ : ゲ ー ム の 世界 


_。 で は 神 に も 近い 主役 で あり 、 一 方 、 現 実 で は 情け な いま で の 短 小 な 存在 で し か な いか ら と いう こ 
_。 と に な る 。 これ は あく まで 彼ら (人 間 ) が 主体 で の り 、 その 主体 の 現実 世界 と 仮想 世界 と の 関係 性 
、 のみ に 失点 を 置い て いる 。 (中 略 ) 私 た ち 人 間 が 本 当 に 主体 な の か ? (中 略 ) 彼 ら は コン ピュ ー タ の 
。 仮 旬 世 界 に 操 ら れ て いる だ け で は な い の か ? (中 略 ) 彼 ら が コン ピュ ー タ と コネ クト し た 瞬間 に 、 
。 彼ら は コン ピュ ー タ の 未 模 と し て イキ イキ と 活動 を 開始 する の だ 。 


、 ゲー ム に も 供 き る 。 と て も 退屈 だ 。 机 の 上 の 愛 機 TBMac の ディ スプ レイ に 陰 one」 が 映っ て いる 。 つい 数 日 。 
、 前 まで は 、『Zone」 に も 結構 興奮 し た の に 、 今 で は も うす っ か り 借 き て し まっ て いる 。 現在 、『Zone」 の 内 時 間 MI 
5 Bee 経時 変化 も 現実 の こち ら 側 の それ と 変わ りな いま で に 緩徐 な も の と な っ て いる 。 そし て 、 


ディ スプ レイ に は 、 大 き な 欠 伸 を し 、 暇 で 暇 で 仕方 が な いと いう 顔 を し た も う 一 人 の ぼく が 映っ て いる 。 


に どこで る 退屈 な ニー 世紀 が も う 銘 まっ て いる 


「 ぼ く が 罪 を 忘れ な いた め に 」 


7 罰 /s727O7 カ 山本 偽 裕 


別 唐 昌司 

1960 年 12 月 18 日 生ま れ 

愛車 ディ スカ バリ ー に ハイ ブリ ッ ド 型 カ ー ナ ビ を 装着 す 
る も ディ スカ バリ ー は 車速 パル ス を 出し て お ら ず 、 ジ ャ 
イロ が 作動 し な いこ と が わか る 。 そ の た め 、 速 度 ケ ー ブ 
ル に 車速 セン サー を 加工 し て 取り 付け 、 な ん と か ジャ イ 
ロロ に よる 自律 航法 が 可能 と な る 。 カ ー ナ ビ の 性 能 に は ほ 
ぽ ぼ 満 足 。 こ れ で 、 来 年 VICS (道路 交通 情報 通信 シス テム ) 
が 利用 で きる よう に な れ ば 言う こと な し か ? 基礎 か ら 
臨床 へ と 戻り 約 一 年 。 手術 も よう や く 板 に つい て きた よ 
うだ が 、 そ の 分 、 ぶ らぶ ら と つま ら な いこ と を する 時 間 
が 激減 し 、 執 筆 の 方 も 遅 え と し て 進ま ず 。 次 作 は いつ 陽 
の 目 を 見 る こと や ら 。 


著作 
「 螺 旋 の 肖像 】 (新潮 社 プ 新潮 新人 賞 受 賞 作 ) 
「 メ タリ ッ ク 」 (新潮 社 プ 三 島 賞 、 野間 文芸 新人 賞 候補 作 ) 
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答 説 II 戦地 の 果て で 逢う 日 まで 奥野 章 司 いつ か ら だ ろう か 、 ぼ くら は 記憶 の 劇場 に 棲 
みつ いて し まっ た 。 「 ブ レード ラン ナー や 「 マ ックス ・ ヘ ッ ド ルー ム 」、 「 マ ッ ド ・ マ ックス 」 は 、 誰 より も 
近しい 友人 と し て そこ に 生き て いる 。 そこ で は 、 ハル マゲ ドン で すら も 硬い いにしえ の で きこ と 
だ 。 ぼ くら は 何 度 も 破局 に 遭遇 し 、 こ うし て 今 バ ー チ ャ ファ イタ ー」| の 戦地 に た どり つい た 。 ぼく 
ら の 一 人 ひと り が 、 時 間 の 果て へ 旅 す る クリ スト ファ ー な の だ 。 (| バー チャ ファ イタ ー」 や また 、 そ 
うし た 友人 た ちの ひと り で ある 。 だ か ら こ そ 、 彼ら が 闘い 生き る 場所 は 、 ど こま で も 空 だ けが 続 
く 土地 で な けれ ば な ら な い 。 そ こも 、 か つて は 巨大 都市 で あっ た の だ ろう 。 多く の スト リー トド ファ イ 
ター た ち が 、 街 の 隅 々 か ら 遺 い 出 し て きた 場 で あっ た に 違い な い 。 だ が 、 度 重なる ハル マゲ ド 
ン が その 大 都市 を 砂漠 に 変え 、 地 平 線 の 向 こ つつ に は また 新た な バニ シン グ ・ ポ イン ト が 予定 さ 
れ た 。 が 、 そ れ さ えも 、 こ の 和 無限 の 砂漠 が 象徴 じ て に いる よう に 、 ぼ く た ち の 日 常 を 再生 産 す 
る だ け だ 。 だ か ら 、 そ の “日 常 か ら の 逃走 ” と いう こと が 、 ぼく ら を | バー チャ ファ イタ ー」 と 共に 闘い 
の 世界 へ と 誘う 最も 大 き な 理 由 な の だ 。 (@⑧) レ バー チャ ファ イタ ー] の キャ ラク ター は 、 人間 へ の 失 
態 で は な く 、 ア ンド ロイ ド に 擬態 する 人 間 と し て 登場 じ に き て いる 。 ゲ ー ム に は | 世界 格闘 ト ー ナ 
メン ト | な る バッ クス トー リー が ある が 、 擬 態 化 され た 人 間 た ち に と っ て は 何 の 意 味 も 持た な い 。 
正義 を 争う 聖戦 で は な い 。 た だ 、 闘う だ け だ 。 徒党 を 組む わけ で も な い 。 デ スマ ッ チ の バト ル 
ロイ ヤル で ある 。 ここ で は 、 闘 い に 理由 は いら な い 。 相手 を 投げ 飛ば す た め に 闘う と いう よ 
り 、 闘 い を 通じ て し か 自分 の 感覚 を 獲得 で き な い か ら だ 。 相 手 を 殴り 、 目 分 が 殴ら れ て 初め 
て 、 彼 ら は 五感 を 持つ アン ドロ イド だ と いう こと が 理解 で きる 。 暴力 世界 に 徹する こと で 、 自 分 
の 生 を 確認 する の だ 。 この 過程 を 際立た せる の が 、 デ イス プレ イト で の 、 二 次 元 か ら 三 次 元 
へ の 上 朋 間 的 な 次 元 転位 で あろ う 。 闘 つこ てい る 間 は 二 次 元 だ が 、 相 手 を 殴っ た り 投 げた りす る 
瞬間 に 、 三 次 元 に 変化 する 。( 技 術 的 問題 か ら こ の プロ トコ ル を 余儀 な くさ れ て いる の だ か が 、 怪 
我 の 功名 と 言う べき が 結果 的 に 、 こ の 次 元 転位 が プレ ー ヤ ー の リア リティ を 増幅 させ て いる 。 
実際 、 ヒ ト と いう 動物 は 、 常 に 三次 元 で 見 て いる わけ で は な い 。 例 えば 、 片 目 の 視 力 だ けが 
低下 じ て い る と いう 人 は 意外 と 多い が 、 彼ら は 両 眼 視 力 の 平均 値 で 見 て いる わけ で は な い 。 
視力 の 低い 方 に 、 高い 方 の 貞 が 合わ せ て いる わけ だ 。 この こと は 、 誰 も に と っ て 正しい 立体 
視 な ど は な いと いう こと を 証明 し て いよ う 。(⑱ ぼ く た ち が デパ スプ レイ ト の 像 を 三次 元 的 に 視覚 
する の は 、 遠近 法 に 基づく 画像 に よる 。 だ が 、 こ の 遠近 法 も 、 ル ネッ サン ス 当 時 の 額縁 様式 か 
仮想 的 に 生ま れ た も の に 過ぎ な い 。 し た が っ て 、 ぼ くら は この 像 を 、 動 物 学 的 に 立体 的 に 見 
て いる の で は な く 、 立 体 的 に 見 た いと 思う か ら 立 体 的 に 見 える の で ある 。 例え ば 、 カ エル に 
は 動い た も の し か 見 えな い 。 だ か ら 、 カ エル に と っ て は 動く も の だ けが | 世界 ] で ある 。 そ れ は 、 
動い た も の に 飛び つけ ば 館 を 捕る こと が で きる か ら だ が 、 レー ダー の よう に (実際 の レー ダー は 、 
カエ ル の 視覚 の 研究 に よっ て 開発 され た ) ド ッ プ ラー 効果 が 起き る も の に 対し て の み 、 カ エル の 


條 神経 は 反応 する 。 カ エル に せよ ヒト に せよ 、 共 に それ ぞ れ の 視神経 の 刺激 と 伝 達 に よっ て 
感覚 世界 を 縁取 っ つて いる が 、 次 元 転位 の 瞳 間 は 、 日 常 生 活 の 中 で は な か な か 体験 で きる も 
の で は な い 。 こ の た め 、| バ ー チ ャ ファ イタ ー| で 決定 打 が 出 た 時 に 仮想 視覚 的 に 体験 する 次 元 
転位 は 、 ば くら の 感覚 世界 を めまい させ 、 宿 蔽 と の 対決 に より リア リティ を 与え る 。⑯ 言 い 換 える 
と 、 刀 近 法 を 日 常 化 じ て いる 人 間 は 、 二 次 元 の 平面 に は 視覚 的 ズレ を 感じ る が | バー チャ ファ 
イタ ー]| で 闘 つ て いる 時 に は 、 キ ャ ラク ター の 動き に 神経 が 集中 じ て い る た め に 、 そ れ も ほ と ん ど 
タ い こ な ら な い 。 し か し 、 意 識 し な く と も 、 脳 の どこ か で いつ も 変 だ と は 感じ て いる 。 が 、 殴 っ た り 
殴ら れ た りす る 了 朋 間 は 、 そ れ ぞ れ の 場面 に 応じ た リア リティ が 急激 に 増幅 する 。 こ の 時 に 立体 
的 に 強調 され た 像 を 見 せつ けら れる と 、 麻 痺 、 屈 辱 、 至 福 、 覚 醒 を 、 よ り 激しく 強い 感覚 と し て 
受け 止め る こと が で きる の だ 。 だ か ら 、 そ れ ら が 繰り 返さ れる た びに 、 そ の 感覚 に は まっ て し 
まう 。 ア ンド ロイ ド が 殴ら れ た り 、 投 げ ら れる 時 の 浮遊 感 や 落下 時 の 重力 、 相 手 を 地面 に 投げ 
捨て る 時 の 重力 感 、 パ ンチ を ヒッ ト さ きせ た 時 の 手応え 。 そ れ ぞ れ の イン パク ト の 瞬間 に 、 強 調 き 
れ た 過剰 な 三次 元 が 、 ば ぼく ら の 感覚 世界 を 強く 刺激 する 。 この 感覚 の 過剰 は 、 闘 う フ ァ イ 
ター 同士 の 画像 構成 に も 表 わ れ て いる 。 ゲ ー ム 上 で は 、 劇 画 の よう に プレ ー ヤ ー の 視線 を 相 
対 化 さ せ て いる 。 つ まり 、 実 際 の 闘い で は 相手 の 顔 は 自分 の 正面 に ある は ず な の に 、 ゲ ー ム 
で は 、 画 面 の 横 か ら 自 分 と 敵 の 両方 を 見 な が ら 闘 うこ と に な る 。 そこ に 、 視 覚 の 逆説 が ある 。 
と ころ が 、 三 次 元 画面 に 転換 し た 時 に は 、 突 然 、 そ の 視覚 が 真 上 や 真下 か ら の 位置 に 変化 
する 。 こ の 転位 に より 、 威 圧 感 や 重力 感 、 相 手 の 圧 迫 感 が より 強調 さん れ 、 ぼ くら の 感覚 は ゲー 
ム 世 界 に 溶解 じ て いく 。 プレ イヤ ー は 、 決 し て 自分 が アン ドロ イド の 身体 を 獲得 し た いと いう 
わけ で は な い 。 バー チャ ファ イタ ー] を 通じ て 、 了 茎 っ た り 投 げ ら れ た りす る こと で 得 ら れる 感覚 を 、 
欲し て いる の だ 。 あ る SF で 、 も て な い 男 が 、 も て る 男 に 全 財 産 を 投げ 出し 、 彼 に 好き 放題 な こ 
と を 自分 の か わり に 実行 し て も らい 、 自 分 は その 感覚 だ け を 味わう 、 と いう も の が あっ た 。 主人 
公 は 、 も て る 協 の ヘッ ド ギ ア か ら 送 られ て くる 感覚 を 自分 の か ぶる ヘッ ド ギ ア で 受信 じ て へそ の 男 
の 感覚 だ け を 電気 的 に 味わう 。 この 主人 公 の よう に 、 ルレ エー チ ャ ファ イタ ー!| の プレ イヤ ー も 、 純 
粋 に 感覚 の 伝 達 だ け を 期待 じ こ いる の で ある 。(⑯ だ が 、 考え て みれ ば 、 ぼ くら が "実体 験 "な 
と ど と と いっ て いる も の も る 、 感 覚 の 集合 で し か な い の で は な いか 今日 の マル チ メ デ ィ ア の 神話 も 、 
また この 点 に 集約 され て いる 。 な ぜ な ら マ ル チ メ デイ ア で 実現 で きる の は 、 感 覚 世界 の 変換 、 
編集 と 伝 達 だ か ら で あ る 。 し た が っ て 、 バー チャ ルリ アリ ティ と リア リティ と の 差 を 強調 する 人 は 、 
感覚 以外 の 何 か が リア リティ の 構成 要素 と し て 不可 欠 で ある こと を 証明 し な けれ ば な ら な い 。 
一 方 、 バ パー チャ ルツ リア リティ 派 は 感覚 だ けが 現実 で ある と 考え る が 、 こ れ も ま た 現実 は 現実 を 
全 ん で いる が ゆえ に 感覚 的 で は な い 、 と いう 事実 が 欠落 し て いる 。 要する に 、 純 粋 感覚 こそ が 
ぼ ば くら を エク スタ シー に 導く の だ 。 そ の た め に 、 現 実は むし ろ 邪 魔 な だ け で ある 。 (か つて ぼく 


に 付き 含 つ て くれ て い だ た パソ コン 少年 た ち は 、 ゲ ー ム を 機械 語 で 楽し ん で い だ 。 つ まり 、0 と 1 の 
維 列 を 頭 の 中 で アナ ログ に 翻訳 で き 、 脳 の 中 で は 画像 が 見 えて いる と いう わけ だ 。 が 、 中 に 
は その 翻訳 過程 な し に 、 デ ジタル を デジ タル の まま 感覚 で きる 少年 も いた 。 し か し 、 少 な く と 
も ぼく は 、 マ ル チ メ デイ ア で 様々 な 感覚 を 翻訳 し 、 増 幅 じ て も ら わ な けれ ば 、 デ ジタル の 感覚 を 
その まま は 体験 で き な い 。 息 錠 で は な いぼ く の よ うな 麗人 に は 、 電 子 手段 を 介 き な けれ ば 、 と 
う て い ニル バー ナ に は 到達 で き な い の だ 。 [バー チャ ファ イタ ー」 の 吉 い プレ イヤ ー た ち が 純 
粋 感覚 に こだわ る に は 、 そ れ な り の 理由 が ある 。 自 分 を 傷つけ た く な い の だ 。 も ちろ ん 、 他 人 を 
傷つけ る こと も な い 。 相 手 の 中 まで は 踏み 込ま な い 。 そ れ が 、 近 未来 の 生き 方 で あり 、 情 報 都 
市 に お ける 人 間 関 係 な の で ある 。 例え ば 、 今 日 、 子 ども た ちの 多く は 、 生 まれ た 時 か ら マ ン シ 
ョ ン と いう コン クリ ー ト ・ ビ ル の 一 室 で 生活 じ て い る 。 マ ンション は 、 部 屋 で あっ て 家 で は な い 。 け 
れ ど 、 家 で も ある 。 ド ア を 開け た ら 外 。 外 だ けれ ども 廊下 。 隣 の 部 屋 が ある 。 隣 の 人 も また そこ 
を 自分 の 家 だ と 思っ て いる 。 と すれ ば 我々 は 、 都 市 と いう 大 家族 の 中 で (それぞれ 一 つの 部 
屋 を 分 け 与 えら れ て 住ん で いる の だ ろう 。 つ まり 今日 の 都市 の 住人 は 、 目 分 で は 個 的 に な れ 
ば な る ほど マク ロ に は 大 家族 に 同化 じ て し まう と いう 逆説 の 中 に いる の で ある 。 また ある 
調査 で は 、 都 市 全体 を 自分 の 部 屋 だ と 発言 し じ に いる 女の子 が いた 。 コ ン ビ ニ は 彼女 の 冷蔵 
庫 で あり 、 ホ テル の ロビ ー は 友人 と 談笑 する 居間 と 感じ て いる 。 そ こ で は 個室 と 都市 空間 と が 
融け 合い 、 虚 実 の 境界 すら 意味 を 失っ つて いた 。 コ ミュ ニテ ィ な ど と いう 概念 が 生き 残る 隙間 な 
と な い 。 今 日 、 都 市 に 生き る と は そう いう こと な の だ 。 し た が っ て 、 で きる だ け 相 手 の 中 に 踏み 
込ま な いと いう 流儀 和 ふ 痛 み を 伴わ な い 人 間 関 係 、 痛み の な い 日 常 生 活 が 必要 と な る 。 そ れ 
か が 、 これ か ら も すっ と 永遠 に 続い て いく <。 都 市 に 埋め 込ま れ た この 控 を 、 音 知 つて いる の だ 。 世 
紀 末 の ハル マゲ ドン が どん な に 用 意 き むれ てい た と し て も 、| 傷つけ な い 日 常 | は きら に 平然 と 続 
いて いく 。 (現実 に に 、 バ ブル 崩壊 が あっ た 。 関 西 で は 大 地震 が あっ た 。 オウ ム 事 件 も あっ た 。 
それ で も ぼく ら の 日 常 は 変わ ら な い 。 な し ろ 、 ハ ル マ ゲ ドン と 路 か れる 事象 が 繰り 返さ れる ほど 
に 、 ま すま す 「 傷 つけ な い 日 常 ] は 確定 され て いく 。 し か し 、 動物 行動 学 的 に は 、 ヒ ト は それ に 
附 え られ な い 。 互いに 傷 つか な い 、 傷 つけ な い 関 係 は 社会 的 に は 可能 だ が 、 コ ン ラ ー ト ロー レ 
ン ツ が 言う | 攻撃 性 」 は 少し も な く な っ て いな い 。 そこ で 、 現 実生 活 で は 避け る 喧嘩 を パソ コン 
通信 で し じ て み た り 、 ハ ッ カ ー に な っ て ネッ トワ ー ク を 荒らし 回 っ た りす る 。 そ の よう な 、 ぼ くら の 攻撃 
性 が 現実 の 世界 に 昌 響 を 及ぼ す 危 険 性 を 、 例え ば 【『 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 の 戦地 の 果て に 解 
放 で きる だ ろう 。(⑨ 京 都 の パー ト の 屋上 に 数 台 の ゲー ム 機 が 置か れ て いて 、 ば ぼく が | バー チャ 
ファ イタ ー」] を し て いる 間 、 そ こ に 集まっ て いる 子供 た ち は 、 誰 も 横 の ゲー ム 機 に 座 ろ うと は し な 
か っ た 。 が 、 ぼ く が ゲー ム 機 か ら 離 れる と 、 次 々 に 子ども た ち が 遊 び 始 め た 。 そ の 子供 た ち は 、 
グル ー プ で 遊び に 来 た わ け で は な い 。 二 台 の ゲー ム 機 で 対戦 じ C て いる が 、 友 達 同 士 に は と 


う て い 見 えな い 。 一 方 が 負け る と 、 何 事 も な か っ た よう に 次 の 見 知ら ぬ 子 供 と 交代 し て 、 勝者 
と の 闘い が 始ま る 。 と どうやら ぼく は 、 そ うい う 暗 黙 の ルー ル が 確立 じ に いる の を 知ら ず に 、 彼 ら 
の そう し た 関係 の 流れ を 止め て し まっ て いた らし い 。 これ は 、 ダ イヤ ル Q2 の 世界 と 同じ で あ 
る 。 今 、 テ レク ラ に 一 度 も 電話 し た こと が な いと いう 女子 大 生 は 珍し い 。 フ リー ダイ ヤル で 料金 が 
タダ だ か ら 、 か ら か いや 遊び で か ける らし い 。 だ か ら と いっ て 発 春 じ て いる わけ で は な いし 、 相 
手 と 付き 合っ た と いう 話 も 少な い 。 デ ジタル 感覚 で 、 相 手 が 変 な お っ きん な ら す ぐ 電 話 を 切る 。 
が 、 ノ れ ば 友達 同士 の 時 より も 深い 話 を する こと も ある と いう 。 一 方 、 男 性 の 方 は 、1 時 間 は 話 
さき な いと 、 オ フラ イン で 人 逢う まで は 持つ て いけ な い 。 彼 女 た ち は その 1 時 間 を 楽し む ひ わ け だ 。 (@) 
これ が 友達 や 知り 合い だ と 、 気 分 に 応じ て 簡単 に 電話 を 切る あと いう こと は で き な い 。 だ が 、 知 
ら な い 相 手 な らい つ で も 切れ る 。 そ の 気 に な れ ば 話す け 選 その 時 の 相手 に 回 答 を 求め て 
いる わけ で は な い 。 し か し 、 レ スポ ンス を 返し て くれ る 相手 は 必要 だ 。 つ まり 、 知 ら な い 相手 だ か 
ら こ そ イ ン テ ィ メ イト ( 親 審 ) な 関係 に な る こと が で きる 。 テ ウパ ー ト で 対戦 ゲー ム で 遊ぶ 子供 た ちと 
同様 に イン ティ イメ イト な の は スト レン ジャ ー( 未 知 の 人 ) に 限る と いう こと だ ろう 。 こ うし た イン ティ メ 
イト スト レン ジャ ー は 、 現 実 で は な く 、 ゲ ー ム の 仮想 世界 の 中 だ け で 深く ぐつ な が っ て いる 。 
[バー チャ ファ イタ ー] の 戦地 は 、 こ うし た イン ティ イズ イ トス トレ ンジャー に と っ て 愉 好 の ステ ー ジ で ある 。 
生物 と じ て の ヒト の 衝動 を 、( 暴 力 y と いう 共通 言語 を 下敷 き と す る 共 住 基盤 で 昇華 させ る の で 
ある 。 だ が 、 こ の 共 住 基 盤 と て 、 い ずれ は 砂漠 の 下層 に 埋葬 され る 時 が や っ て くる だ ろう 。 な 
ぜ な ら 、 イ ン テ ィ イメ イト スト レン ジャ ー は さら な る 感覚 世界 を 求め 始め る か ら で あ る 。 言 うま で も な く 、 
彼ら は 身体 性 へ の 幻想 を まっ た く 持っ つて いな い 。 空 間 を 制度 化す る こと で 造り 上 げ て きた ば 
くら の 誰 識 世 界 を 揺るが す 、 新 し い 視 覚 の 様式 を 求め て いる か に 見 える 。 例 えば 、 ウ イリ アム ・ ギ 
プス ン の サイ バー スペ ー ス の よう な 。 [バー チャ ファ イタ ー] が ビ ピクチャー レ スク を 超え 、 新 た な 有 眼 
の 購 隊 を 獲得 する まで 、 ヒ ト は アン ドロ イド に 擬態 する 。 が 、 そ れ を 獲得 し た な ら 、 そ の 上 間 に 
アン ドロ イド と ヒト の 人 違い すら 失わ れる 。 その 戦地 の 果て は 、 レ イチ ェ ル と の 出会い の 場 で ある 
共に 、 ぼ くら が (暴力 ) に 変わ る 普遍 的 な 共通 言語 を 獲得 する 時 空間 で は な い だ ろ うか 。 
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の 導入 に よる 文化 変容 の 発生 を 研究 じ て い る 。 ま た 、 イ ンタ ーネット を 介し て | グロ ー バ ル ・ ビ レッ ジン] と し て 地 
球 規模 で 共通 性 を 帯び て さて いる と 同時 に 、 共 通 の 関心 に よっ て エス ニン ティ (民族 性 ) が 深まっ て いく こと 
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関す る 国際 日 本 研究 シン ポジ ウム で 、「 フ ァ ミ コン の も た らし た 平成 文化 ] に つい て 招請 発表 する 。 主 な 著 
書 : [パソ コン 少年 の コス モロ ジー (筑摩 書房 )、「 情 報 人 類 学 」( ジ ャ スト シス テム )、 | グロー バル ・ ビ レッ ン ! 
(M マ クレ ルー ハン 著 、 ジ ャ スト シス テム / 近 刊 )、 [ポス ト ・ コ ンピュータ の 世界 」 (朝日 新聞 社 ・ 共 著 / 近 刊 ) な ど 。 


7995. 4.6。 77:30 新宿 西口 SPOT 21 に て 


3 bh) 

羽田 隆之 

@ ] 969 年 5 月 1 7 日 生ま れ 9 ライ ター、 編 集 者 、 新 宿 ジ ャ ッ キ ー 
週刊 ファ ミ 


コン 通信 の 編集 者 と し て の 仕事 を 適当 に こなし な が ら 、 日 夜 修業 に 励ん いで いる 。 な ら ば いい の 


だ が 、 実際 は 多忙 すぎ て 修業 に 励む 時 間 を 近 出 する の が 困難 の 様子 。 ジ ャ ッ キ ー を こよ な く 愛 し 、 フ ァ イ 
ヤー バタ ー ン の 革 ジ ャ ン を 普段 着 と し て いる 足り な い 人 。 俺 の 脚 は カミ ソリ だ ぜ ! と いう も の の 、『2」 以 
降 は 精彩 を 欠き 、 一 時 期 の 勢い が な く な っ て いた 。 し か し 、 思い つき で 行なっ た 復活 宣言 後 は 、 よう や く 息 


を 吹き 返し た よう だ 。 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー』」 が ある 限り 、 ゲ ー ム と 関わ っ て いき た いと いう 。 年 齢 的 に は 


も は や 曲がり 角 は 過ぎ た < いつ まで 現役 プレ ー ヤ ー で いら れる の か !? 少年 時 代 「 サ ー キ ッ ト の 狼 」 で 見 て 


代表 作 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー マニ アッ クス 』( 弊 社 刊 、 共 著 ) 


うー ん 、 どれ くら い ……。 夢 に 見 る で らい 。 


あり も し な い 技 を 、 夢 の 中 で 勝手 に 自分 で 編 
み 出 し て 、 ジャ ッ キ ー が その 新 技 を や っ た り 。 都 
合 の いい 愛 見 が ちな 夢 な ん で すけ ど ……。 客 
観 的 に プレ イヤ ー と し て の 自分 が いて 、 ゲー ム を 
や っ て る と いう シチュ エー ショ ン も ある ん だ けど 、 
それ と は 別に 、 リ オン と 話 を し た り 。 向い 合っ て 、 
日 本 語 で 話 を し た ん だ けれ ども 、 何 話 し た ん 
だ っ け か な あ …… o 


すご い 時 間 を 持て 余 し て た 。 TV も 1 日 10 時 
間 と か 付け っ 放し の 中 で 、 ゲー ム と いう の が 延 
長 と し て あっ た 。 で 、 シュ ー テ ィング と か や っ て る と 、 
な ん か 妙 に 頭 が 革 え て 、 弾 を 避け る と か や っ て 
る 時 に 、 全然 別 の 事 を 考え て た り し て 、 こう な ん 
か 貴 想 状態 に 入っ て た り と か 。 身 の 周 り の な 
ん か 細か い 問 題 を 、 弾 避 けし な が ら 自 分 で 解 
決し て いっ た 、 っ て いう 、 そ うい う の が 多 分 あっ 
て 。 …… 後 は 単純 な 時 間 潰 し 。 


な ん か ゲー ム に か な り 嫌 気 が さ し て て 、 どー し よ 
うか な っ て 。 まっ た く 面 白い と 思え な く て 、 ゲー ム 
を や っ て る 時 間 と いう の は な ん て 愚か な 時 問 な 
ん だ 、 ゲー ム の 時 間 と いう の は 無い も の な の に 
自分 の 時 間 は 流れ ちゃ っ て て 、 こん な くだ ら な 
いも の は 無い っ て いう 想い を ヒシ ヒシ と … … o 
2 年 ぐら い 前 で すか 。 で 、 そ の 時 に 、 鈴木 裕 き 
ん に イン タビ ュー し て 、「 す ごい の が 出る 」 っ て 。 
じゃ あ 、 こ れ は 見 て みる か 、 っ て 感じ で 見 た ら 、 
こう ……、 ショ ッ ク を 受け た わけ じゃ あな いで す 
か 、 人 間 が いる ! っ て 。 こう 、 呼吸 し て て 。 …… 
最初 は 見 て 括っ ちゃ っ た ん で すけ ど ね 。 


うー ん 、 キ ャ ラク ター の 存在 感 が 、 他 の 似 た 
様 な ゲー ム と 違う っ て と こ で し ょ う ね 。「 バ ー チ ャ 


ファ イタ ー」 の 場合 は 、 何 か が そこ に いて ……。 
いま す よ ね ! (それ を ) 自 分 が 操作 する ……。 


ジャ ッ キ ー と いう キャ ラク ター に 出 会 ん を る た め の 
箱 。 キャ ラク ター へ の 思い 込み の 部 分 が 、 す ご 


く 多 いか な ……。 割合 が 徐々 に 増し て いる よ 
リル bu 。 ゲー ム そ の も の 楽し き の 他 に 、 キャ ラ 


クタ ー が 好き 、 と いう の が 育っ て き て いる 。 


プ レー し て 、 没入 し て いく と 、 シン クロ し ちゃ うっ 
て の が ある ん で し ょ う ね 。 


「VF1』 の ショ ー の 出展 バー ジョ ン は 、 バー コー 
ド を 読ま せ て 、 攻 撃 力 や 何やら を 、 変え る っ て 
いう の が あっ た ん で すけ れ ど と も 、 製 品 版 で は 
な く な っ て し まい まし た ね 。 も うち ょ っ と 自分 で 細 


ロー タス ヨー ロッ パ 所 有 の 年 内 実現 に 向け 、 荒稼ぎ ざ S 猛 烈 借金 を 計画 中 。 
リャ トー チャ ファ テイ ター ドマーニ 


アッ クス リプ レイ ズ 』( 弊 社 刊 ) 


上 で きる 、 みた いな 要素 が 増え て くれ た ら 、 い 
いで すけ ど ね 。 


で 、 も っ と も っ と 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 が 一 般 化 し 
て 、 何 を 決め る の も これ に な っ た らい いん で す 
けど も 。 これ な ら 勝 て る っ て いう の が 人 それ ぞ 
れ に あっ て 、 車 の セー ルス や っ て て その 営業 成 
績 じゃ あ 他 の 人 に 勝て な いけ ど 、 こ れ な ら 勝 て 
る と か 。 ジャ ン ケ ン レ ベル な ん で すけ ど 、 勝っ た 
と いう 感覚 を 味 あ わせ て くれ る っ て いう ……。 


や っ ぱり 、 逃避 っ て ある ん じゃ な いで すか ね 
( 笑 )。 他 に や る こと が ある の に な ぁ 。 目立ち た い 
か ら 、 っ て いう の も あり ます 。 


| 趣味 は 何で すか ?」 | 釣り で す ] と いう の と 同 
じ よ うに 、 趣味 が 、 ゲー ム 。 ゲー ム 命 と か ゲー ム 
し か 考え られ な い 、 そ ん な 事 は な く て 、 し か も 今 
や 飯 の タネ に も な っ ちゃ っ た り し て 、 な ん か 純粋 
な 気持 ち で は 接し て な いん だ けど …… 陸 
眼 想 時 間 を と て も よく 作っ て くれ た 。 これ まで 
出会っ た ゲー ム た ち は …… o 


(デジ タル テク ノロ ジー か ら は ) 離 れ ら れ な い 体 
に な っ て る ん で 。 何で も いい けど 、 見 る と いう 行 
為 。 そ れ だ け で よく て 、 く だ ら な い 番 組 で も くだ 
ら な いと 思い な が ら 見 れる 。 それ を | あー 損し た 」 
と か 思わ な く て 。 TV に 育て られ た と 思っ て る 。 
うち っ て 、 母子 家庭 みた いな も ん だ っ た し 、 幼 
稚 園 の 頃 か ら ず っ と 10 時 間 ぐ らい 見 て まし た 。 
テレ ビ っ 子 、 っ て や つ で すか 。 な いと 、 ダメ な ん 
で す よ 。 常に スイ ッ チ が 入っ て な いと …… o 


(現実 と は ) 何 で し ょ う …… 。 伺か な あ …… 。 日 
常 で 覚醒 し て いる 時 間 で 見 聞き し た こと と TV 
と か で 得 た よう な (情報 )…… o 


その こと を 知る 手段 が な いわ け だ か ら 、 地球 が 
丸い と いう の も 、 な ん か 疑わ し い 。 見 た こと も な 
いし 。 た だ 写真 と か で 見 て 納得 せ ざ る を 得 な い 。 
と て も 曖昧 な ん で すね 。 明 味 な ん だ けど 、 今 ま 
で こう や っ て 生き て き て 情報 を 与え られ て 、 | ああ 、 
そう いう も ん な ん だ な 」 っ て 勝手 に 自分 で 解釈 


コン ピュ ー タ を 使っ た 仮想 現実 と か の 中 に 人 
れ ら れ た り し た ら 、 こり ゃ 普段 と 違う な と いう 感 
覚 は ある で し ょ う ? 今 、 一 番 バ ー チ ャ ルリ アリ 
ティ と いう 空間 を 提供 し て る の は 、 デ ィ ズ ニー ラ 

ンド だ と 思う ん で すけ ど 。 あそこ は 、 基 張 と いう 
土地 に あり な が ら 、 全然 違う 、 日 常 で な か っ た 
りす る 。 だ か ら 、 非 日 常 が 仮想 的 な も の で 、 そ 


一 チ m フ ァ イ ラ ター に ド 計 ー 


れ 以 外 の も の が 現実 。 


( 夢 を ) 現 実に 引っ 張り 出 そ う と し て る 最 中 な ん 
で す よ 。 そこ で 生じ る 快感 と か 如 び が 、 味わっ 
た こと も な い 夢 レベ ル の も の が 、 現実 に 現われ 


- ち ゃ いま し た 、 そ ー い う 感 覚 で す よ ね 。 UFO 


が その 辺 に 着陸 し た の を 見 ちゃ っ た よう な 感 
じ 。 (購入 予定 の ) ロ ー タ ス ヨ ー ロ ッ パ と か 、 意識 
の 中 に あっ て も 実際 買お うと は 思わ な か っ た 
けど 、 よく よく 考え る と 、 絵空事 みた いな も の も 
買え た りす る らし いっ て 分 か っ た か ら 。 夢み た 
いな も の を 手 に 入れ よう と し て いる 自分 を 発見 
する 時 に 、 生き て る っ て 感じ が する 。 それ が ある 
か ら こ そ 、 っ て 。 


フラ フラ し て いた いっ て いう の も あり ます ね 。 仕 
事 し て る ん だ か し て な いん だ か 、 住 む 土 地 も 
転々 と し …… 。 な ん か こう 、 普段 ゴミ ゴミ し た と 
こ で 生活 し て る と 、 山 の 中 に 行き た いと か 海 に 
行き た いと か 。 多分 一 週間 で それ は 飽き る と 
思う ん で すけ ど 、 と りあ え ず 行っ て 、 一 週間 で 飽 
き て 、 また 人 違う と ころ を 探し て みた り 。 


この 世に 満ち 溢れ る " 負 " の パワ リー。 人 が 起こ 
す “ 負 "の パワ ー。 実際 に も の を 盗ん じゃ う 奴 と 
か 、 バイ ク の 鍵穴 に イタ ズラ し ちゃ う 奴 と か ……。 
この あい だ きれ た ん だ けど 。 怒り と 同時 に 悲し 
く な る ん で す よ 。 この 世に こん な こと する 奴 が い 
る の か て っ て 。 そう いう こと が で きち ゃ う パ ワー 
が 居 い で す 。 


死に つい て は 極力 考え な いよ うに する し か な い 
ん で すけ ど 、 そ れ は 認め つつ 、 だ か ら こ そ 、 今 
ロー タス ヨー ロッ パ 買 っ と か な きゃ 、 っ て いう きっ 
か け に も な る ん で す 。 ……… うー ん 。 基本 的 に と 
て も 考え た く な い 、 後 回 し に し た いい 問題 で すね 。 
訪れ ちゃ っ た ら 受 け 入 れる し か な い 、 っ て 受動 
的 な 。 た だ 、 ジワ ジワ と は 殺し て 欲し く な いと 。 
核 が 落ち る ん だ っ た ら 、 爆 心 地 に いた い 。 


死ぬ な ら 変 死 が いい ( 笑 )。 全裸 で 、 変 な ポー 
ズ で 発見 され た り と か 、 直径 10cm くら い の パ 
イプ に 詰まっ て た り と か ( 笑 )。 | 何で こい つ は こ 
ん な 死に 方 し て る ん だ 」 っ て 。 


(ロー タス ヨー ロッ パ の ) シ ー ト に 最初 に 座っ た ら 、 
絶叫 する 予定 な ん で す 。 喜び を 表現 する 方 法 
が 、 絶叫 し か な いん で す よ 。 自 分 の 中 で 癌 び 

を 消化 する 方 法 が 。 誰 に も 聞こ えな いと ころ で 。 
可能 な 限り の 絶叫 を 、 ま ず す る つも りな ん で す 。 
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い の 構 造 


「VF1」 と 「VF2」、 そ の どちら も プレ ー し た 経験 の 
ある プレ イヤ ー な ら わ か る と 思う が 、 闘い に お ける 基 
本 的 な シス テム は そう 変わ っ て は いな い 。 立ち 合い 
の 間 か ら 打 撃 技 、 投 げ 技 を 使っ て どちら か の キャ ラク 
ター が ダウ ン し た ら 、 そこ で 起き 上 が り の 攻 防 を 迎え 
る 。 それ を 何 度 か 繰り 返す と 1] セット は 終了 し て いる 
と いう わけ だ 。 キャ ラク ター は リン グ と いう 限ら れ た 
空間 で 闘っ て お り 、 リ ング か ら 落 ち た ら ど れ だ け 体 力 
が 残っ て いて も 負け と いう 非常 に 戦略 性 が 求め られ る 
側面 も あわ る 。 だ か ら リ ング アウ ト を 狙っ た 闘い も 、 そ 
れ は 立派 な 戦略 と な る の だ 。 

プレ イヤ ー が で きる こと は 、 キ ャ ラク ター を 動か し 
て 技 を 出す こと 。 そ の 技 を 使っ て 攻撃 する こと と 、@ 
ボタ ン を 押す こと で 相手 の 技 を 防御 する こと だ け 。 い 
か に 攻め 、 い か に 防御 する か 、 その 術 ( す べ ) の 体得 こ 
そ が 勝利 へ の 一 歩 な の だ が 、 物 事 に は 順序 こと いう も の 
が ある 。 ま ず は 理想 の 戦闘 法 を 考え て 、 そ れ か ら 攻 撃 
に つい て 知る と し よう 。 基礎 編 に ある 通り 、10 人 の 
キャ ラク ター は それ ぞ れ に 強烈 な 個性 を 持っ て いる 。 
ー 部 の キャ ラク ター を 除き 、 フ ァ イ テ ィング スタ イル 
だ っ て みん な 違う 。 し か し 10 人 の キャ ラク ター 間 で 
の 強 さ の バラ ンス は 、 絶 妙 に 保 た れ て いる こと に 気 が 
付く 。 と は いえ 、「 攻 め る 」「 守 る 」 と いう 格闘 に 必要 な 
要素 は どの キャ ラク ター に も 共通 し て いる 。 そ れ ら を 


闘い の 構造 


PART.1 還 い の 構 造 攻撃 と 防御 


簡単 に まとめ て みよ う 。 

まず 攻撃 。 攻撃 に は 打撃 技 と 投げ 技 が ある 。 そ し て 
打撃 技 に は 3 つの 攻撃 区 分 が ある 。 ど ん な 技 で も 立っ 
て いる 相手 、 し ゃ が ん で いる 相手 の どちら か に 対し て 
有効 な よう に な っ て いる 。 攻撃 区 分 が 空中 と な っ て い 
る 技 だ っ て 、 しゃ が ん で いる 相手 に も 攻撃 が 決ま る の 
で 、 別 項目 に 分 類 さ れる こと は な い 。 投 げ 技 も 同様 で 、 
基本 的 に は 立っ て いる 相手 に 対し て か ける が 、 一 部 の 
キャ ラク ター は し ゃ が ん で いる 相手 も 授 げ られ る 。 つ 
まり 、 どん な 打撃 技 も 投げ 技 も 、 立 っ て いる 相手 に 有 
効 な 技 と し ゃ が ん で いる 相手 に 対し て 有効 な 技 の 2 通 
り に 分 類 で きる の で ある 。 こ う 見 る と 、 技 を 出し た 時 
に 相手 に 当たる 確率 は 、 相 手 の 姿 勢 に よっ て と 分 の 1 
の 確率 と な る か の よう に 見 える が 、 そ れ は 違う 。 当 た 
り 前 だ 。 攻撃 を 成功 させ る に は 、 や は り そ れ 相応 の 駆 
け 引 き が 伴 な う 。 揺さぶり を か け 、 相 手 が し ゃ が お よ 
う 誘導 させ る よう な 技 を 出し て お いて 本 病 の 技 を 出 
す 、 と いう よう な 工夫 が 必要 な の だ 。 防 件 側 も 、 た だ 
上 下 ど ちら か の ガー ド を 固め る し か な いわ け で は な 
い 。 後ろ に 下がる こと だ っ て で きる 。 そ し て 欠か せな 
い の が 、 相手 の 技 を ガー ド し て 反撃 に 転じ る 、 と いう 
こと 。 これ は “対抗 技 " の 項目 で 解説 し て ある の で 、 
徹底 的 に 把握 し て 、 知 識 と し て 役立て て も らい た い 。 


※30 秒 が 経過 し て も K.0. か リン グ 
アウ ト に よる 勝負 が つか な か っ た 場 
合 は タイ ム オ ー バ ー と な る 。 


退 の 攻防 大 本 容 勢 


闘い の 基本 3 ヶ条 
1. 攻撃 の 基本 


無防備 な 部 分 へ の 打撃 ・ 揺 さぶ り を か けた 上 で の 打撃 ・ ガ ー ド 中 の 相手 へ の 投げ 


2. 防御 の 基本 


級 密 な 移動 術 ・ 連 係 技 の 豊富 な 知識 


3. 反撃 の 基本 


相手 の 攻撃 を ガー ド し 、 反撃 する 一 技 に よっ て は 、 対抗 技 (理論 上 必中 する 攻撃 ) 


試合 の や り 取 り は 、「 攻 撃 」「 防 御 」「 反 撃 」 の 3 要素 か 
ら 成 り 立 っ て いる 。 こ れ ら ひと つ ひ と つの 説明 は 後に 
譲り 、 こ こ で は まず 心構え か ら 徹 底 す る こと に する 。 
試合 中 、 ら つの 要素 は 複雑 に 絡み 合う の で 、 いつ から 
いつ まで は 攻撃 で ある と か 、 防 御 し た か ら 必 ず 反 撃 、 
と いう 具合 に 単純 に パタ ー ン 化す る の は 難し い 。 た だ 
し 、 目 に は 見 えな い の だ が 、 プレ イヤ ー が 攻め よう と 
いう 意志 を 示せ ば 攻撃 だ し 、 い っ た ん ガー ド に 徹し よ 
うと すれ ば 防御 で あり 、 相 手 の 技 を ガー ド し た 後 で 攻 
め 込 も うと いう 意志 を 示せ ば それ が 反撃 と いう こと に 
な る 。 つ まり は 端 か ら 判断 で き な く て も 、 プレ ー し て 
いる 人 間 の 気持 ち 次 第 で 、 そ の 時 々 が 攻撃 な の か 、 防 
件 な の か 、 そ れ と も 反撃 な の か が 決ま る こと に な る だ 
つう 。 

個別 に 見 て いこ う 。 ま ず は 攻撃 。 単純 に 考え れ ば 、 
離れ た 間合い か ら は 打撃 技 で 攻め 込む の が リス ク が 少 
な いと いう こと に な り 、 その 際 は 相手 の ガー ド が 無効 
と な る 部 位 へ の 攻撃 が 普通 と な ろう 。 つ まり 、 立 っ て 
いる 相手 に 対し て は 下段 の 打撃 技 が 、 し ゃ が ん で いれ 
ば 中 段 へ の 打撃 技 が 有効 と いう わけ だ 。 相手 が 、 こ ち 
ら の 攻撃 に ひる ん で ガー ド に 徹し て いる よう に 思っ た 
り 、 様 子 を 何 っ て いる と 判断 で きた な ら 投 げ 技 を 狙え 
ぱい いこ と に な る 。 た だ し 、 相手 も た だ 突っ 立っ て い 
る わけ で は な いし 、 当 然 攻撃 も し て くる 。 そ こ で 防御 
の 要素 が 求め られ て くる 。 

一 般 に 近い 間合い な ら ば 、 防御 は 立ち ガー ド を 主体 


に する の が いい 。 何しろ よろ めか され る こと が な い 
の が 区 力 だ 。 や や 遠 め の 間合い に な る と 、 立 ち ガ ー ド 
と し ゃ が み ガ ー ド の どちら が 有効 な の か は 、 判 断 に 難 
し い 。 そ れ で も 豊富 な 知識 を 導入 する こと で 、 被 攻撃 
確率 を 大 幅 に 下げ る こと が で きる 。 こ こ で は 、 相 手 の 
キャ ラク ター の 性 所 を 知っ て お く こ と は 大 前 提 だ 。 
具体 的 に は 、 遠 い 間 合い か ら 繰 り 出 され る 強力 な 下段 
攻撃 を 持つ キャ ラク ター で あれ ば 、 し ゃ が み ガ ー ド を 
中 心 に 防御 を 考え れ ば いい と いう こと に な る し 、 技 の 
リー チ の 短い 相手 に 対し て は 、 や や 間合い を 取っ て 技 
を か わし た りす れ ば いい と いう こと に な る 。 だ が 、 そ 
れ 以 上 に 大 切な の は 、 対戦 相手 が どん な 闘い を する プ 
レイ ヤー な の か を 分 析 す る 、 と いう こと だ 。 す る と 、 
相手 の 得意 と する 攻撃 バ パターン が 見 えて きた りす る 。 
攻撃 の クセ と 言っ て も いい 。 次 に どん な 攻撃 を 仕掛 け 
て くる の か が 分 か る な ら 、 どん な キャ ラク ター の いか 
な る 攻撃 も 、 恐 れる 必要 は まっ た く な く な る わけ だ 。 
た だ し 、 一 般 に 上 級 プ レイ ヤー は 、 自 分 の 手の内 を 相 
手 に 読ま せな いよ うに する 。 こ うな る と 、 双 方 の 闘い 
の 綻 験 と 駆け 引き が 物 を 言う こと に な ろう か 。 

反撃 は と いう と 、 相手 の 技 に よっ て は 、 ガ ー ド で き 
た な ら 必 ず 何 ら か の 技 で 反撃 で きる 、 と いう 場合 が あ 
る 。 分 か りや すく 言え ば 、 相手 の 技 の スキ に 乗じ て 反 
撃 す る と いう わけ だ 。 た だ し 、 必 ず し も 反撃 に 転じ ら 
れる と いう わけ で は な い 。 そ の あたり も 重要 事項 と な 
る が 、 詳 し く は 後 で 述べ る こと に する 。 
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打撃 技 に 限っ て 言え ば 、 出し た 技 が 相手 に 届い た 場 
合 と 届か な か っ た 場合 と で は 、 そ の 意味 合い が まっ た 
く 違 う も の に な る 。 それ は パン チ 1 発 で も 相手 の ダメ ー 
ジ を 根こそぎ 奪う よう な 技 で あっ て も 同じ こと だ 。 
そもそも 打撃 技 は 、 コマ ンド が 入力 され て か ら 、 技 
ご と に 異な る 攻撃 力 発生 時 間 を 経た 後に 出 て 、 攻撃 力 
持続 時 間 、 そ し て 硬化 時 間 と いう 流れ で 構成 され て い 
る ( 図 1) 。 こ の 一 連 の 動作 を パン チ を 例 に 、 具体 的 に 
説明 する と 、 パ ンチ を 出す 時 に 腕 が 伸び る まで が 攻撃 
力 発生 時 間 、 パ ンチ が 出 て いる 最 中 (イン バク ト の 骨 
間 ) は 攻撃 力 持 続 時 間 で あり 、 伸 び た 腕 を 元 の ポジ ショ 
ン に 引く まで の 時 間 が 硬化 時 間 と いう こと に な る 。 
この 時 、 技 が 相手 に 届い て いれ ば 相手 の キャ ラク 
ター に 硬直 時 間 が 生ま れる 。 技 が ヒッ ト す れ ば 、 相 手 
は の け ぞ っ た り 前 の め り に な っ た り し て 、 ほ ん の わ ず 
か だ が 動け な く な る 。 ガ ー ド され た 場合 で も 、 相手 に 
“ガー ド す る "と いう 行動 を 強い る こと に な り 、 ヒ ッ ト 
時 より も 短い が 、 相手 は 身動き が 取れ な く な る (図ら )。 
と ころ が 、 攻 撃 が 届か な いと どう な る か が 。 相手 は 自 
由 に 動け る が 、 自分 は と いう と 技 の 硬化 時 間 の た め に 
身 動 キ を が 取れ な く な っ て し まう の だ ( 図 3) 。 確 か に 、 
身動き が 取れ な いと は 言っ て も 、 数 字 を 見 る 限り で は 
わずか な 時 間 に し か 思え な いか も し れ な い 。 だ が 
「VF2」 を や り 込め ば や り 込 む ほ ど 、 そ の 一 瞬 の 重み を 
ひし ひし と 感じ る よう に な る だ ろう 。 1 フレ ー ム が モ 


1 打撃 技 の し くみ 


コマ ンド 入力 完了 
攻撃 発生 時 間 


図 2 技 に よる 硬化 の 発生 


| 技 の 攻撃 発生 後 
2 . 技 が ヒッ ト し た 時 
う ③。 技 を ガー ド し た 時 


が 届く と いう こと 、 届か が な いと いつ うこ 


ノ を 言う 局面 な ど 、 い くら で も ある の だ 。 

と ころ で 、 硬 化 時 間 は 技 に よっ て 変化 する 。 こ れ は 、 
何と な く 理 解 し て も ら え る こと だ と 思う 。 例 外 は あ 
る が 、 概 し て 言え ば 、 相 手 に 与え る ダメ ー ジ が 大 きけ 
れ ば 大 きい ほど 、 技 の 硬化 時 間 は 長い も の と 思っ て い 
い 。 一 方 、 打 撃 技 を 相手 に 届か せ た 場 合 、 相 手 の 人 硬直 
時 間 は ガー ド し た 技 の ダメ ー ジ に よっ て 変わ る ( 図 4- 
1)。 ダ メー ジ の 大 きい 技 を ガー ド す れ ば 、 そ れ に 比 し 
て ガー ド し て いる 時 間 は 長く な る と いう わけ だ 。 こ の 
自分 側 の 技 の 硬化 時 間 と 、 ガ ー ド で 生じ る 相手 の 人 硬直 
時 間 と の 相関 性 は 非常 に 重要 で 、 こ こ か ら 対抗 技 " と 
呼ば れる 反撃 の 定石 が 生ま れ て くる ( 図 4-2) 。 こ の 対 
抗 技 に 関し て は 後に 詳し く 触 れ て いる 。 こ こ で は 技 を 
届か せる こと の 重要 性 だ け を 覚え て いて ほぼ ほしい 。 

その 辺り を 知っ て いる プレ イヤ ー な ら 、 や は り 中 自 
攻撃 の 有用 性 は 高い 、 と いう こと は お 分 か り い た だ け 
る だ ろう ( 図 5) 。 技 を 届か せ さ えす れ ば ガー ド さ れ よ 
う が ま ず 問 題 な し 、 ヒ ッ ト す れ ば 言う こと な し 、 と い 
うこ と に な る 。 も ちろ ん 、 す べ て の 中 段 攻撃 が 全く 反 
撃 さ れ な いと いう わけ で は な い 。 下段 攻撃 も 同様 で 、 
届か せ さ えす れ ば いい と いう 技 も 多い 。 と ころ が 、 上 
段 攻撃 だ け は 少々 事情 が 異な る 。 何 せ 相手 に し ゃ が ま 
れ て し まう と 、 どれ だ け 間 合い が 近 か ろ う が 、 相手 に 
は 届い て いな いと いう こと に な っ て し まう か ら だ 。 


この 間 、 技 を 出し た プレ ー ヤ ー は 何 も で き な い 


この 間 に は 次 の 技 の 先行 入力 が 可能 
(硬化 が 解け る 1 ら 2 フレ ー ム 前 より 可能 ) 


技 ご と に 、 絶対 的 な 硬化 時 間 が 定め られ て お 
り 、 プ レー ヤー が 介入 で きる 放 地 は な い 。 た 
だ し 、 先行 入力 (詳細 は 別項 目 を 参照 ) を 利用 
し た コマ ンド 入力 は 可能 。 だ が 、 便 化 時 間 中 
に すべ て の 技 の 先行 入力 が 効く わけ で は な 
い 。 ま た 、 ガ ー ド キャ ン セ ル の よう に 、 便 化 
の グラ フィ ッ ク が 変化 する こと は な い 。 


図 3 技 を 出し た 後 の 硬 化 


硬直 時 間 な し 
分 に (自由 に 動け る ) 


相手 が 自 
で 安 軸 自 由 自 在 "「「 


打撃 技 、 攻撃 が 相手 に 届か な か っ た 場合 、 無防備 な 時 間 を 相手 に 
写 え て し まう 。 この 場合 は 反撃 を 覚 語 し な けれ ば な ら な い 。 


図 4-1 健 化 時 間 の 相違 その 1 


自分 の 行動 


攻 軸 発生 当代 時間 


打撃 技 に よる 攻撃 が 相手 に 届く と 、 相手 に 便 直 時 間 が 発生 する 。 この 場合 は 
一 概 に そう だ と は 言い 切れ な い が 、 反撃 を 受け に くい こと が 多い 。 


図 4-2 人 硬化 時 間 の 相違 その 2 


自分 の 行動 


本 昌 
直 時 間 ( 短 い ) 
硬化 時 間 (長い ) 


この 間 反 撃 自由 自在 
対抗 馳 で 反 英 )「「「 


打撃 技 の 種類 に よっ て は 、 攻撃 が 相手 に 届い た 場合 で も 、 相手 の 硬直 時 間 が 自分 
の 便 化 時 間 よ り も 短い こと が ある 一 対抗 技 に よる 確実 な 反撃 


図 5 優れ た 中 ・ 下 段 攻撃 


ペ = 当たら な い 攻 撃 


自分 の 攻撃 上 段 へ = 届い て も ガー ド さ れる 
中 有 可能 性 の ある 攻撃 


〇 = 届け ば 確実 に ダメ ー ジ を 
下段 与え られ る 攻撃 
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こ ここ ビー = 


単発 の 技 に 関し て は 、 目 分 が 使わ な い キ ャ ラク ター 
の 技 も 含め 、 存 在 す る 技 の すべ て の コマ ンド 、 ダ メー 
ジ 、 攻撃 発生 時 間 、 硬化 時 間 を 把握 し て いる こと が 望 
まし い 。 軸 足 が 変わ る こと に よっ て 、 人 硬化 時 間 が 変化 
する よう な 場合 も 同様 だ 。 技 が ヒッ ト し た (され た ) 場 
合 に も 、 そ の 攻撃 が カウ ンタ ー だ っ た の か 、 小 カウ ン 
ター だ っ た の か な ど 、 どん な 当たり 方 を し た の か を 
すべ て 把握 し な が ら 闘 うべ き で ある 。 

コン ビ ネ ー シ ョ ン は 、 最初 の 1 発 が 当 た れ ば 続く 攻 
撃 は 全て ヒッ ト す る 連続 攻撃 、 と 定義 され て は いる が 、 
実戦 に お いて は 必ず し も その 通り で は な い 。 ひと え 
に 技 を 出し 始め る 間合い や 、 相 手 キ ャ ラク ター の 体重 
が 影響 する た め だ 。 体重 の 軽い キャ ラク ター だ と 、1 
発 目 を 食らっ た 際 に 後ずさり し て し まう た め 、 それ 以 
降 の 攻撃 が ヒッ ト し な いこ と が ある の だ 。1 発 目 が 当 
た っ た こと を 確認 し た か ら と 言っ て 、 そ の 後 の 技 を す 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
ここ "ーーー スー ンー エニ エー ツー ヤー ンー エン ーー ンド ーー エー ンコ ペー ペン ーー で で イー ズーー ズ ニー 


発 技 と コン ヒネ ーション 


べ て 繰り 出し て し まっ た の で は 、 攻 め て いる 側 に 大 き 
な 隙 が 生じ 、 ま た と な い チ ャ ンス を 相手 に 与え て し ま 
うこ と と な る 。 

当たっ た 場合 は いい が 、 技 が 届い て いな い 場 合 や 、 
ある い は 相手 に ガー ド さ れ た 場合 、 自 ら が 出し た 技 に 
伴 な う 硬 化 時 間 と 相談 し な が ら 、 続 け て 攻撃 を 仕掛 け 
る の か 、 そ れ と も いっ た ん ガー ド に 専 芝 する の か 、 あ 
る い は 相手 が 投げ 技 を 狙っ た 方 が いい の か 。 技 を 1 発 
出す と いう こと は 、 そ うい う 意 味 を 持つ 。 そう し た 掛 
け 合 い の 結 果 と し て 、「 技 が ヒッ ト し た 」「 ガ ー ド し た 」 
と いう こと が 出 て くる わけ だ 。 

希望 的 観測 で 漫然と 技 を 出し て は いけ な い 。 出し 
た 技 を すべ て 当て る の は 不可 能 だ と し て も 、 そ の ひと 
つ ひ と つ に 意味 を 持た せる よう に 心がけ な が ら 出 
し て いき た いも の だ 。 


コン ビビ ネー ション 技 を ヒッ ト さ せる 
最初 の 攻撃 が ヒッ ト し た の を 確認 し な が ら コ ン ビ ネー ショ ン 技 
を 出せ ば 、 続 く 技 は すべ て ヒッ ト す る は ず な の だ が 、 体 重 が 軽 
い キ ャ ラク ター を 相手 に 迎え た 時 に は 、 相 手 の の け ぞ り を 考慮 
し な けれ ば な ら な い 。 そ れ で も 大 抵 の 場合 は 、 最 初 に 繰り 出す 
パン チ を ゅ と いう 入力 か ら の 踏み 込み パン チ と する こと な ど 
で フォ ロー で きる 。 ま た 、 コ ン ビ ネー ショ ン 技 で あっ て も 最後 
まで つなが ら な い 性 質 の 技 は ある し 、 本 来 つ な が る コン ボ で も 
ディ レイ を か け す ぎる と つなが ら な く な る と いう こと も ある 。 
詳し く は 対抗 技 の 項 と ディ レイ の 項 を 参照 の こと 。 
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どの 技 も 、 カ ウン ター ヒッ ト す る に 越し た こと は な 
い 。 通常 ヒッ ト 時 に 比べ て 、 以下 の よう な 利点 が ある 
か ら だ 。 
① 技 単体 で の タダ メー ジ が 増加 する 


② 技 に よっ て は 相手 を 空中 に 浮か せら れる 
つ 空 中 コン ボ な どの 追撃 が 期待 で きる 


③ 相 手 か ら ダ ウン を 奪え る (こと が 多い ) 


(④ 相 手 の 硬 直 時 間 が 長く な り 、 投げ 無効 
時 間 が 減少 する 一 パン チ 投 げ の チャ ンス 


2 種類 の カウ ンタ ー 


法 な ど な い か ら だ 。 


技 が ヒッ ト し た 場合 に は すべ て 、 その 技 が 通常 ヒッ 
ト な の か 、 ダメ ー ジ が 1.5 倍 と な る 大 カウ ンタ ー な の 
か 、 そ れ と も 1.85 倍 + 1 の 小 カ ウン ター ヒッ ト な の か 


を 、 そ の 時 々 で 瞬時 に 判断 で きる よう に し た い 。 た だ 、 


大 ジャ ンプ の 相手 へ 打撃 技 を 当て る よう な 場合 な ど 、 
見 た 目 に 理解 し や すい カウ ンタ ー は いい の だ が 、 急 
所 カウ ンタ ー な ど は 見 た 目 に 地味 な の で わか り に く 
い 。 それ で も 、“ ダ ウン 技 ” に 規定 され て お ら ず 、 な お 
か つよ ろ め き 中 に 与え た 攻撃 で な い 場 合 に は 、 それ 
は 訪 所 カウ ンタ ー だ と 判断 する こと が で きる 。 

ダウ ン を 奪っ た と き の 効 果 音 で も ある 程度 の 判断 
は で きる 。 通常 ヒッ ト で ダウ ン す る 時 、 本 来 な ら 「 ピ 
シッ 」 と いっ た 軽 め の 効 果 音 が 発せ られ る と ころ が 、 
「 ガ ッ キ ー ン 」 と いう よう に 激しい 斉 が 出 た な ら 、 それ 
は 何かしら の カウ ンタ ー と な っ て いる と 思っ て 間 違 
いな い 。 画面 の グラ フィ ッ ク 、 そし て 人 筐 体 か ら 出 て い 
る 音 か ら 情 報 を 得る の だ 。 技 の 当たり 具合 に よっ て ダ 
メー ジ が どの よう に 変化 する の か に つい て は 、 基 礎 
編 の P.4 ら 6 で すでに 触れ て いる の で ここ で は 省く 。 と 
に か く 、 ど ん な ヒッ ト 状 態 か に よっ て 、 宙 に 浮い た 相 
手 に 仕掛 ける 追 軸 、 い わ ゆ る “空中 コン ボ " を 変え る 


ひと つの 突破 口 か ら 相手 に より 多く の ダメ ー ジ を 与 
える に は 、 華 肌 な 空中 コン ボ の 成立 が 欠か せな い 。 ほ 
と ん ご どの 空中 コン ボ に 当て は まる こと だ が 、 空 中 コ 
ン ボ の きっ かけ と な る 攻撃 は 、 まず カウ ンタ ー ヒ ッ 
ト を 前 所 と し な けれ ば な ら な い 。 自分 が どん な キャ 
ラク ター と 闘っ て いる の か を 認識 する の は 当然 の こ 
と と し て 、 技 が ヒッ ト し た その 瞬間 、 相手 の 体 が どの 
程度 浮い て いる の か を 見 極め 、 空中 に 浮い て いる 相 
手 に 対し て 出す 技 を 状況 に 応じ て 変え て いく 必要 が 
ある 。 いかに カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せる か に つい て は 、 
揺 ご ぶり を か ける 攻撃 で 相手 を 意図 的 に し ゃ が ませ 
た り 、 相手 が つい 手 を 出し た く な る よう 翻弄 させ る 、 
な ど と いう 不明 瞭 な 言い 方 し か で き な い 。 確実 な 方 


ざっ と 挙げ て も これ だ け の 利点 が ある 。 各 項 目 に 関 
し て は 、 解 説 を 加え る ほど の こと も な いか と 思う が 、 
③ に つい て な ど は 、 相 手 を 1 回 ダウ ン さ せる こと が ど 
れ だ け 重 要 な こと か を 十分 に 理解 し て ほし い 。 ダウ 
ン を 奪う こと の 重要 性 に 関し て は 、 後 述 する 。 

漫然と 当て て も 、 技 は ガー ド さ れる だ け 。 狙い の 攻 
撃 を 成功 させ る た め に は 、 布 石 こ な る 攻撃 が 必要 だ 。 
それ に は 、 硬化 時 間 が 短い 技 が 効果 的 。 相手 が 反撃 し 
た く な る よう 仕向 け 、 そ れ か ら 狙 い の 技 を 出す よう 
に すれ ば いい 。 自分 の 使う キャ ラク ター の 技 表 を 昭 ん 
で 、 人 硬化 時 間 の 短い 技 を チェ ッ ク す る と いい だ ろう 。 


r の G で ひゃく 


必要 が ある 。 

空中 で の 追加 攻撃 を 狙わ な い 場 合 で も 、 そ の 後 の ダ 
ウン 攻撃 の 種類 も 変わ っ て くる 。 大 ダウ ン 攻 撃 が 狙 
える の か 、 それと も 小 ダ ウン 攻撃 か 、 あ る い は 追い 打 
ち 攻 撃 に 留め て お いた ほう が いい の か 。 そう いっ た 判 
断 を 即座 に 、 と いう より 瞬間 的 に し な けれ ば 、 折角 の 
チャ ンス を 見 す 見 す 逃 し て し まう 。 瞬間 的 な 判断 を 不 
得手 と する 向き は 、 空中 で の 追加 攻撃 は と りあ え ず 
見 送り 、 ダ メー ジ を 1 段階 下げ た 攻撃 に 留め て お く よ 
うに する 。 大 ダウ ン 攻 撃 が 狙え る と 思わ れる 局面 で 
も 小 ダ ウン 攻撃 、 小 ダウ ン 攻 撃 が 狙え る と 思わ れる 
局面 で 追い 打ち 攻撃 を 掛け る の だ 。 こう すれ ば 、 対 戦 
に お ける 安定 性 が 高まる だ ろう 。 取れ る と ころ で ミ 
ス す る の は 、 痛 す ぎる 。 

最後 に 大 切な こと を ひと つ 。 カウ ンタ ー ヒ ッ ト に も 、 
相手 が 立ち 位置 で 生じ る 立ち カウ ンタ ー と 、 相 手 が 
し ゃ が み 状 態 で 生じ る し ゃ が み カ ウン ター で は 、 相 手 
の 浮き 方 が 異な る 。 キャ ラク ター の 重心 の 関係 で 立 
ち カ ウン ター の 方 が 相手 が より 高く 浮く た め 、 空中 
コン ボ な どの 追撃 は か け や す く な る 。 
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「VF2」 で 、 よ り 人 間 異 いや り と り を させ て いる 妥 
素 の ひと つと し て 、 ディ レイ [delay ( 動 ) 遅 ら せ る 、 
(名 ) 猫 予 の 意 ] が 挙げ られ る だ ろう 。 コン ビ ネ ー シ ョ 
ン の 技 と 技 の 間 に 長 め の 入 力 受付 時 間 が 設け られ て 


いる こと を 利用 し 、 入 力 タ イミ ング を 遅らせ る こと で 、 


攻撃 の テン ポ に 変化 を 付け 、 相 手 を だ ます よう な 技 の 
当て 方 を する テク ニッ ク の こと で ある 。 

1 発 目 を じっくり と 見 て か ら 反 応 、 反 撃 し よう と す 
る 相手 な ら 、 じっくり と 間 を 置い て か ら 2 発 目 以降 を 
出す 。 プレ ー ヤ ー の わずか な 動き に 反応 し て 反撃 を 試 
みる よう な 相手 に 対し て 、 あ る い は プレ ー ヤ ー の 動き 
と は 関係 な く 反 撃 し たよ うと し て くる ナチ ュ ラ ル な 相手 
に 対し て は 、 間 を 短め に 取り 、 や や 早め に ら 発 目 以降 
の 技 を 繋ぐ よう に する と 技 を 当て や すく な る 。 

この よう に 、 ディ レイ を か ける 際 に も 緩急 を つけ 、 
相手 の 反応 速度 や 思考 を 考え 合わ せ 、 数 フレ ー ム 単位 
の 微 調整 を 施す こと で 、 大 きか な 効果 を 発揮 する 。 ディ 
レイ は 「 上 段 か 下段 か ? 」 と いっ た よう な 見 えな い 部 
分 で の 探り 合い で は な く 、 視 覚 効果 で 相手 を だ ます 方 
法 だ 。 技 に よっ て は 、 か な り の 長 時 間 ( と は いえ 実戦 


ディ レイ の 例 


ここ で は ジャ ッ キ ー の エル ボー スピ ン キ ッ ク (⑤W@9) と いう 、 デ ィ レ イ と いう 事項 が 分 か 
りや すい コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 を 例 に 取っ た 。 最 初 の エル ボー を 出し た 後 、33 フ レー ム 
以内 に @ ボ タン を 押し て も 技 が つなが る と いう 極端 な コン ボ で は ある が 、 フレ ー ム 単位 
の 微妙 な 攻撃 タイ ミン グ の 差 に よる 効果 が 最も 実感 で きる も の と 思わ れる 。 右 ペー ジ で 
は “長め の ディ レイ "短め の ディ レイ "と いう 形 で 図説 し て いる が 、 実 戦 で は 完全 に ら つ 
に 区 切っ て し まう 必要 は まっ た く な く 、「 ほ ん の 少し だ け タ イミ ング を ずら し て や ろう 」 
と か 、 「 可 能 な 限り ディ レイ を か け て や ろう 」 な ど と いう 使い 分 け を すれ ば それ で いい 。 


で は 30 フ レー ム 程 度 が 限界 ) の 入力 受付 が 許さ れる 
も の も ある が 、 そ うし た 技 こ そ は 、 使 い 方 次 第 で と て 
つも な く 人 間 を だ ます よう な 攻め 方 が 可能 に な る 。 


また 、 コンビネーション の 場合 だ と 、 デ ィ レ イ を か 
ける こと で 1 発 目 が 当たっ た か どう か を 確認 し て か 
ら 残り の 技 を 出せ ば 、 す べ て が ヒッ ト す る 技 も ある 。 
わか りや すい 例 と し て は 、 一 部 の キャ ラク ター( バ イ 、 
ラウ 、 シ ュ ン 、 リオ ン ) を 除い た の コン ボ が 挙げ ら 
れる 。 これ は 1 発 目 の パン チ が 相手 に 当たっ た こと を 

認 し て か ら 次 の を 押し て も 、 そ の キッ ク は 必ず 語 
中 する と いう も の 。 も ちろ ん 、1 発 目 の バ ンチ が ヒッ ト 
し た 時 の 相手 の 硬化 時 間 以 内 に 次 発 が 届 く よ う に し 
な けれ ば な ら な いわ け だ が 、 こ うし た こと は 、 難 し く 
考え ず と も 実戦 で は 容易 に 行なえ る こと が 多い 。 

さら に 、 い か な る コン ボ に も 、 幾 分 奈 裕 を 持っ た 入 
力 受付 時 間 が 設定 され て いる の だ か ら 、 同 様 の こと は 
3 発 以 上 の コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 に 関し て も 当て は まる 。 
コン ビ ネ ー シ ョ ン の 特性 か ら 考 えて も 、 オ ー ル ヒッ ト 
が 十分 に 期待 で きる と いう わけ だ 。 


長め (30 フ レー ム ) の ティ レイ ーー 一 成功 例 


〇 
自分 の 行動 半 の ず 


相手 の 行動 ガー ドー 


O 


@ 
思考 目視 一 反撃 を 試み る 


1 発 目 を 目視 し た 相手 プレ イヤ ー は 、 そこ か ら 反 撃 を 試み る が 、 技 を 
出 そ う と し た と ころ へ 2 発 目 が カウ ンタ ー ヒ ッ ト 。 技 を 目 で 見 て 、 そ 
の 場 の 状況 に 応じ た 反撃 技 を 只 味 し て か ら 反 撃 に 転じ よう と する よう 
な 、 じっくり と 構え た 相手 へ ディ レイ の 効果 が 現われ た モデ ル 。 


長め (30 フ レー ム ) の ティ レイ ー 一 失敗 例 1 


O O 
自分 の 行動 人 の ⑤ 有 和信 


A 
相手 の 攻撃 が 
30 る ト 
相手 の 行動 ガー ドー 
〇 


O 
思考 目視 一 反撃 を 試み る 


反応 速度 が と て も 早い 相手 を 迎え た 場合 、 あ る い は この 一 連 の ディ レ 
イ 攻 撃 を あら か じ め 予 測 さ れ て し まい 、 相手 に 反応 され て し まっ た と 
いう モデ ル 。1 発 目 を 目視 し た 直後 に すぐ さま 反撃 に 転じ られ た 場合 、 
極端 な ディ レイ を か ける と 裏目 に 出る こと が 多い 。 


長め (30 フ レー ム ) の ティ レイ 一 失敗 例 2 


O 


相手 の 攻撃 が 
ヒッ ト 
30 っ し しょ 
相手 の 行動 ガード 計 9⑤ 
O O 
四 


こち ら が 1 発 目 を 出す より も 前 に 、 相手 は 攻撃 を 仕掛 け よ うと 考え て 
いた 。 1 発 目 の エル ボー の モー ショ ン は 相手 も 確認 で きた だ ろう が 、 
目 で 見 る だ け で 留まり 、 対応 策 は 取ら な い 。 相手 は すでに 、 「 下 段 パ ン 
チ を 出 そ う 」 と いう 思考 で 一 杯 で 、 コマ ンド 入力 を 始め よう と し て い 
る か ら で あ る 。 プレ イヤ ー の 狙い が 相手 に 伝わら な か っ た モデ ル 。 


短 め (15 フ レー ム ) の ティ レイ ー 一 成功 例 


'@@ 
攻 軸 発生 終 
め 15 み ルー め 


O ン パ ア / 
目視 一 反撃 を 試み る 


長め の ディ レイ の 成功 モデ ル と 同様 、 相手 が 1 発 目 の 攻撃 を 目視 一 反撃 
し よう と し て いる が 、 異な る の は 相手 が ほとん ど 条 件 反射 並み の 反撃 を 
し て いる 点 。 こう し た クイ ッ ク な 反応 を 示す 相手 に 対し て は 、 「 だ まし て 
や ろう 」 と いう あか ら さ まな ディ レイ より も 、 自然 に 生ま れ て し まっ た よ 
うな わずか な 間 を 演出 し た 方 が 、 攻撃 が 成功 する こと が 多い 。 


短 め (15 フ レー ム ) の ティ レイ ー 一 失敗 例 


O 
目視 一 央 踏 (呆然 ) 


相手 が 1 発 目 の 攻 撃 を 目視 し た も の の 、 忠 路 し て いる 間 に 次 発 を 出し 
て し まい 、 結果 ガー ド さ れ て し まっ た と いう モデ ル 。 相手 が 「 そ うだ 、 
あの コン ボ を 試し て みよ う 」 な ご ど と 、 別 の こと を 考え て いる よう な 場 
合 に も 該当 する だ ろう 。 


目 で 見 な が ら pk を 当て る 


〇 ⑥ 


O 


人 の 各 … (人 i 記 人 上 肖 


を oooeoeoe@e@oe@e 


AS eeeeeeee 


ヒッ ト 
相 還 の 生生 6 諸 ・ 


O 〇 O 
反撃 試み る (無効) 


相手 の 便 化 が 解け る 前 で あれ ば 、1 発 目 が ヒッ ト し た の を 確認 し て か 
ら 2 発 目 を 出し て も ゆっ くり と (と いっ て も 数 フレ ー ム し か な い が ) 間 
に 合う の だ 。 た だ し 、 相手 の 硬直 が 解け る まで に きち ん と 次 の 技 を 出 
さ な け れ ば 、 当然 な が ら ガ ー ド され て し まう 。 


JJ7/ 


990 


行 入力 


ひと つの 技 を 出し た 後 、 前 動作 の 硬化 が 残っ て い 
る 最後 の 1 つ 6 フレ ー ム の 間 で は 、 次 動作 の 入力 を 受け 
付け て こく れる 。 この 1 ら フ レー ム こ そ が 、 目 押し の 必要 
な く 連 続 的 に 技 を 繰り 出せ る 、 秘 密 の 時 間 な の で ある 。 
パン チ の よう な 、 ボ タン ひと つ だ け で 成立 する よう 
な コマ ンド な ら ば 、 ボ タン の 押さ れ た 瞬間 が 、 前 の 技 
の 硬直 が 解け る 1 ら フ レー ム 以 内 で あれ ば 、 入 力 受付 
を 完了 させ る こと が で きる 。 2 ら つ 以上 の ボタ ン の 同時 


フロ ー チ ャ ー ト に よる 解説 


技 の 硬化 時 間 中 


ニュ ー ト ラル の 状態 数 フレ ー ム 


先行 入力 を 有効 利用 する こと で 、 技 の 硬化 時 間 後 
に ロス タイ ム を 発生 させ る こと な く 、 即 座 に 次 の 技 
が 出せ る こと に な る 。 た だ し 、 次 の 技 の 入力 を 受け 付 
ける の は 、 技 の 硬化 が 始ま っ て か ら す ぐに と いう わ 
け で は な く 、 あ くま で も 技 の 硬化 が 角 け る 1 ね フ レー 
ム 前 か ら だ 。 技 に よっ て は 、 人 硬化 が 解け た 瞬間 と いう 
の が グラ フィ ッ ク 上 で は わか り に くい 場合 が ある 。 技 
デー タ を 見 て 、 技 の 硬化 時 間 が どれ くら いな の か を 
把握 し 、1 フレ ー ム を 実感 で きる よう に な れ ば こち ら 
の も の だ 。 


押し が 求め られ る よう な 場合 も 同様 だ 。 レバ ー 入 力 + 
ボタ ン 押 し の よう な コマ ンド 技 を 先行 入力 し て お く 時 
に は 、 レ バー に よる コマ ンド 入力 部 分 を 、 通常 の 入力 
受付 時 間 中 に 完了 させ れ ば よい 。 

要 は 、 コ マン ド の 最初 を 入力 し 始め る 時 、 つ まり コ 
マン ド の 入力 受付 を 開始 し た その 時 が 、 硬化 の 解け る 
直前 1 の フレ ー ム 以内 で あれ ば よい の だ 。 


先行 入力 の 特殊 例 を ひと つ 挙 げ て お こう 。 プレ ー 
ヤー の 操る キャ ラク ター が 相手 に 背中 を 見 せ て 立っ 
て いる 場合 で 、 プ レー ヤー の ⑤⑮ と 相手 の バン チ () 
が ほぼ 同時 に 打 た れ た 時 で ある 。 相手 の パン チ の 方 が 
早い の で 、 攻 撃 は 背中 に 当たり 、 プレ ー ヤ ー 側 の キャ 
ラク ター は 前 の め り に な る 。 だ が 、 攻撃 の 入力 は 生き 
て いる た め 、 前 の め り が 回 復 し た 直後 、 言 い 替 える と 
パン チ を 喰らっ た 際 の 硬化 が 解け た 瞬間 か ら 、⑤⑱⑯ の 
攻撃 が 出 始め る こと に な る 。 ちな み に 通 常 の ケー ス 
だ と 、 技 の 入力 が 完了 し て いて も 、 攻撃 を 喰らっ て し 
まっ た 時 点 で その 技 は 無効 に な っ て し まう 。 


9 引 


| VF2gJ で は 、 攻撃 後に 姿勢 判定 が 変化 する 技 が あ 
る 。 ジ ャ ッ キ ー の スラ ント バッ ク ナ ッ クル (⑤⑧⑤) を 例 
に 挙げ る と 、 こ の 技 は 立っ て いる 状態 か ら で な いと 出 
せな い 攻 撃 だ が 、 攻撃 発生 し て 硬化 が 解け る まで は 、 
し ゃ が み 姿 勢 に 判定 が 移る 。 姿勢 の 変化 の 逆 パ ター ン 
と し て は 、 ラウ の 斜 上 掌 (@@) が ある 。 この 技 は 、 し ゃ 
が み 状 態 で な けれ ば 出 な い 技 だ が 、 攻撃 発生 後に 硬 
化 が 角 け る と 立ち 姿勢 に な る 。 この よう な 技 は 、 他 の 
キャ ラク ター で も 多数 ある が 、 そ の うち で 特に 使い 
勝手 の いい 技 を 連続 的 に 出す 方 法 が 存在 する 。 技 の 
硬化 中 に 、 強制 的 に 立ち 姿勢 を 取ら せ た り 、 強 制 的 に 
し ゃ が み 姿 勢 を 取ら せ た り する 、 と いう や り 方 だ 。 

その 方 法 だ が 、 前 者 の スラ ント バッ ク ナ ッ クル な ら 、 
技 が 出 た あと の 硬化 中 に W 補 と 入力 し て や る こと で 、 
強制 的 に 立ち 姿勢 を 取る こと に な る 。 後者 の 斜 上 掌 
な ら 、 攻撃 発 生後 の 硬化 中 に $⑤@ る ⑧ と 入力 する と 、 し 
ゃ が み 姿 勢 を 取っ た の と 同じ こと と な る 。 これ を 利 
用 する と 、 連 続 的 に スラ ント バッ ク ナ ッ クル や 斜 上 掌 
が 出せ た りす る 。 た だ し 、 先 行 入力 を 伴っ た か な り 早 


示 上 P の 直 怖 


市 立ち と 強制 しゃがみ 


強制 し ゃ が み を 利用 し た 代表 格 、 斜 上 P。 継 目 な く 
連続 的 に 繰り 出さ れる 技 の 洪水 の 前 に 、 相手 は 防戦 
ーー 方 と な ら ざ る を 得 な い 。 た だ し 、 いわゆる " 八 メ " 
と は 違う つの で 、 し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク (⑤⑧⑤@⑤⑱) な ど 
の 対処 法 を 心得 て いれ は 脱出 も 不可 能 で は な い 。 そ 
れ で も 、 リ ング の 中 央 か ら 連 続 的 に 斜 上 P を 繰り 出 
し た 場合 、 脱出 で きる チャ ンス は 3 度 に 限ら れ 
る 。 そ こ で ミス し た 場合 は 、 そ の まま 押し 出し と 相 
成る わけ だ 。 


め の 入 力動 作 が 求め られ る た め 、 会 得 し て 実戦 で 使 
える よう に な る まで に は 、 少 々 の 練習 が 求め られ る 
だ ろう 。 


強制 し ゃ が み を 利用 し て 連続 的 に 斜 上 掌 を 繰り 出 
すこ と を 、 特 に “ 終 上 P” な ど と 呼ん だ りす る こと が 
ある 。 し ゃ が み 姿 勢 か ら 綱 上 掌 を 出し て パン チ を 働 意 
回 数 (た だ し 9 回 以内 ) を 打ち 、 そ し て 再び 強制 し ゃ が 
み を 利用 し た 綱 上 掌 へ と つない で いく 。 完璧 な “ 斜 上 
P” の 前 に は 、 バ ンチ の 出 が 遅い キャ ラク ター は 、 下段 
バン チ の 1 発 も 入れ る 暇 が な い の だ 。 そう し た キャ ラ 
クタ ー が で きる こと 、 それは し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク 
(@ ゆ ゅ め ) や 、 軸 足 の 入れ 替え を 駆使 し て の 攻防 だ 。 それ 
ら を マス ター し な く て は “ 綱 上 P” を 回 避 す る 手 は 何 
も な い 。 

ここ に 挙げ た ふた つの 技 以 外 に も 、 出す と 姿勢 が 
変化 する も の は 他 に も ある 。 し か し 、 ほ と ん どの 場合 
は 、 そ うし た 技 を 連続 で 出し て も 意味 が な いた め に 、 
クロ ー ズ アッ プ さ れる に 至っ て いな いと 言え る 。 


# 
ーー ュー ンー 


2 ーー ニーーー ニ ーー ニー テー 
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投 


投げ 技 が 成立 する 条件 と 、 さ ら に その 条件 以外 の 
状態 で 互い に 投げ られ な い 状 態 に 関し て は 、 基 礎 編 
の P.40 で 述べ た 通り だ が 、 そ の あたり を 一 括 し て 、 
互い に 投げ られ な い 時 と いう の は どの よう な 状態 な 
の か を 再 整理 し て みた 。 

投げ られ な い 状 能 

1. 打撃 が ヒッ ト し た 後 、 あ る い は ガー ド 後 の 

投 け られ な い 時 間 中 で ある 

. 自分 か 相手 の と ちら か 片方 で も 空中 に 
浮い て いる 

. 相手 が バウ ンド 中 

. 相手 が ダウ ン 中 

. 起き 上 が り 中 と 起き 上 が っ た 直後 の 

6 フレーム の 間 

. 逆 立ち 中 

. 避け 攻撃 以外 の 攻撃 で 、 まだ 攻撃 力 が 
な く な っ て いな い 

. 両者 の 向い 合う 角度 が 30 度 以上 開い て いる 
. 両者 の 問 合 い が 、 投げ け 問 合い より も 
離れ て いる 


(※: 1 の | 投げ られ な い 時 間 ]」 に つい て ) 

通常 ヒッ ト 時 : ダ メー ジ 量 x0.8 十 7 

カウ ンタ ー ヒ ッ ト 時 : ダ メー ジ 量 X0.8 十 5( 小 力 ウン ター も 含む ) 
ガー ド 成 功 時 : ダ メー ジ 量 メ ら /3 十 16( 最 大 3 の 2 フレ ー ム を 限界 と する ) 


特に 重要 な の は 1、5、7 あ た り で は な い だ ろ うか 。 


1 に つい て は 、 再度 その 計算 式 を 掲載 し て お く 。 例 
えば 、 パ ンチ を カウ ンタ ー で 喰らっ た 場合 に 、 な ぜ パ 
ンチ 投げ が 成功 し や すく な る か と いう こと が 、 こ の 数 
式 で 明らか に な る は ず だ 。 仮に ジェ フリ ー の スト レー 


立ち 姿勢 と し ゃ が み 姿 勢 


下段 投げ 成立 せ ず 


げ ら れる 時 、 授け げ ら れ な い 時 


トナ ッ ク ル () が カウ ンタ ー で 入っ た 後 で 、 ス プラ ッ 
シュ マウ ン テ ン (S③⑧: 記 ) を か けら れる と 想定 し て み 
よう 。 算式 は 、2 番 目 の “ カ ウン ター 時 " を 適用 する 。 
ジェ フリ ー の パン チ が カウ ンタ ー で 入っ た 時 の ダメ ー 
ジ 量 は 、14X1.5= ら 1 と な る の で 、 ら 1X0.8 十 5 ミ 
1 (小数 点 以下 切り 捨て ) と な る 。 つま り 、 ジェ フリ ー 
の バン チ が ヒッ ト し て か らら 1 フレ ー ム の 間 は 、 絶 対 
に 投げ 技 が 入ら な いこ と に な る 。 一 方 、 バン チ を 喰 ら 
っ た 側 の 硬化 時 間 は 、 ダ メー ジ 量 メ 0.8 十 6 の 算式 に 
あて は め て みれ ば いい の で 、 ら 1 X0.8 十 5 ほら ら と な 
る 。 亡 の よう に 、 わ ず か 1 フレ ー ム な が ら ジ ェ フ リー 
側が 有利 と な る 状況 が 生ま れ て いる わけ だ 。 同時 に 、 
カウ ンタ ー ヒ ッ ト で な けれ ば 、 防 御 側 に 1 つ フ レー ム 
の 獲 予 が ある こと に も 着目 で きる だ ろう 。 


5 に つい て だ が 、 起 き 上 が り 後 の 6 フレ ー ム は 互 
い に 投 げ ら れ な い " と いう 点 に 特に 注意 。 相手 の 起き 
上 が り に 合わ せ て 投げ を 狙い 、 タ イミ ング 的 に は 間 
題 な いと 思わ れ た に も か か わら まず 、 投 げ が 成功 し な 
か っ た 経験 が あめ る な ら ば 、 そ れ は この 秒 件 に 当て は 
まっ て いた に 違い な い 。 


7 か ら 読 み 取 れる こと を ひと つ 。 攻撃 力 が な く な っ 
て いな いと いう こと は 、 技 の 出 始め で 、 こ れ か ら 攻 撃 
力 が 発生 し よう と いう 時 点 で は 投げ られ な い 、 と い 
うこ と 。 つま り は 、 相手 の 技 の 出 が か り を 吸い 込ん で 
し まう よう な 現象 は 起こ と ら な い 、 と いう こと だ 。 さら 
に も う ひ と つ 。 「 避 け 攻 撃 以外 で 」 と いう 部 分 に 六 目 
し て みよ う 。 逆 に 言え ば 、 相手 が 避け 中 で あっ て も 、 
投げ は 成立 する と いう こと に な る わけ で ある 。 


直立 時 に レバ ー を 下 入 力 し た 場合 の キャ ラク ター の 姿勢 の 変化 


(円 内 は フレ ー ム 数 ) 


上 段 授け 成立 上 段 授 げ 成立 せ ず 


下段 投げ 成立 


特に 問題 な く 成功 する 投 け 技 一 覧 


げ ー 立 ちと し ゃ が み ー 


上 段 授 げ は 、 立 っ て いる 相手 に の み 有 効 な 投げ 技 。 
プレ イヤ ー 側 の キャ ラク ター も 立ち 姿勢 か ら 試み る 
こと に な る 技 が 大 多数 な の だ が 、 必 ず し も 立ち 姿勢 
で な く て も いい 場合 が ある 。 me コマ ンド に よる 投 
げ 技 が それ だ 。 当 然 、 相 手 キ ャ ラク ター は 立ち 姿勢 
で な けれ ば な ら な い が 、 gp:@ と いう ボタ ン 入 力 さ え 
され れ ば 、 ゞ mr.@ だ ろう が ゅ p:@ だ ろう が 投げ 技 が 出 
る 。 し ゃ が み 姿 勢 か ら で は 投げ られ な いと され る 、 ウ 
ルフ の 大 本 投げ で ある ブレ ー ン バス ター も 、 :@ を 
入力 する 瞬間 に レバ ー を 離し て ニュ ー ト ラル に すれ 
ば 、 投げ は 成立 する 。 ま た 、 相手 に 対し て プレ イヤ ー 
側 の キャ ラク ター が 完全 に 立ち 姿勢 か ら で な けれ ば 
成立 し な いと いう 投げ 技 も ある 。 下 記 の 表 で は 、 レ 
バー 入力 と 姿勢 の いずれ に も 影響 され な い 投 げ 技 に 
は 「 〇 」 が 、 立 ち 姿 勢 か ら の み 出 せる 投げ 技 に 対し て 


〇 転身 捜 倒 ( て ん し ん そう と う ) 0 2(O 


倒 身 陰 掌 (と うし ん いん し ょ う ) ②③⑤:⑯ 
旋風 燕 陣 (せん ぷう えん じん ) KC ツ !( 


〇 肩車 頭 落 ( け ん し ゃ と うら く ) 
柳 車 旋 転 (りゅう し ゃ せん て ん ) 


フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー の ⑯*⑯ 

スタ イナ ー ズ ・ ス クリ ュー ドラ イ バ ー  ⑧(⑧ ぺ ) 
〇 ジャ ー マ ン スー プレ ックス 後 で W)*@ 

ドラ ゴン スー プレ ックス 罰 で (・⑯*⑤ 


〇 パッ ク フ リ ッ プ Ao 
ボディ ー リ フト の る @ 
スプ ラッ ショ マウ ン テ ン SO⑤:⑯ 

〇 バッ ク ブ リー カー 和 で 
マシ ン ガ ン ニ ー リ フト (②③ 


〇 ⑨ 太 刀 :Q) 
弧 延 落 (こえ ん らく ) ⑨@ 
影 琶 (か げ が すみ ) @③⑤_ 

〇 葉 裏 霞 (は うら が すみ ) 背後 で P*G) 


〇 フロ ント スー プレ ックス 
〇 バッ ク ド ロ ッ プ 
ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ 


〇 ノー ザン ライ ト ボ ム 

ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ 
〇 フェ ー ス クラ ッ シ ャ ー 

ニー スト ライ ク 


〇 酔 歩 転身 肘 ( す い ほ て ん し ん ちゅ う ) 
倒 襲 裏 肘 (と うし ゅ うり ちゅ う ) 


〇 破 刀 手 秋 服 (は と うし ゅ し ゅ うた い ) 
七星 天 分 肘 ( し ちせ いて ん ぶん ちゅ う ) ぐ や (gp*⑥) 
貼 身 双 勾 手 (て ん し ん そう こう し ゅ ) つぐ ⑧①( ゆ ぐ ④(gx@) 
〇 連 勾 手 背 襲 (れん こう し ゅ は いし ゅ う ) 背 錠 <p*⑥) 
採 手 砲 工 ( さ いし ゅ ほう こう ) に 2 に 2!6 JR( 


姿勢 に よっ て 失敗 し や すい 投 け 技 一 覧 


は 「 〇 」 が 付い て いる 。 

し ゃ が み 姿 勢 で いる つも り で ある に も か か わら ず 、 
上 段 授 げ け を され て し まっ た 、 と いう 場合 に は 、 次 の よ 
うな 理由 が 考え られ る 。 立ち 姿勢 か ら 完全 に し ゃ が み 
姿勢 の モー ショ ン に 移る まで は 、 通常 で は 60 フ レー 
ム の 時 間 を 要する が 、 そ の うち し ゃ が み 初 めか ら 10 
フレ ー ム 未満 まで は 、 プロ グラ ム 的 に “立っ て いる " 
と 判断 され 、]11 フ レー ム 以 降 で は じ め て “し ゃ が ん で 
いる と 判断 され る よう に な る た め だ 。 また 、 よろ め 
き 中 に も 投げ は 成立 し な い (た だ し 、 ガ ー ド 崩し 技 に 
よる よろ めき と 、 ア キラ の 猛虎 硬 則 山 ( や ゆ ) に よる 
よろ めき は 除く ) 。 よろ めい て いる 相手 に 対し て 投げ 
技 を か け よ うと する 場合 に は 、 相 手 の ひ よ ろ め き が 収 
まっ た その 瞬間 に 投げ 技 の コマ ンド を 入力 し 終わ る 
よう な タイ ミン グ で 仕掛 けれ ば いい こと に な る 。 


〇 倒 身 捜 服 (と うし ん そう た い ) :@) 
心 意 把 ( し ん い は ) (②(⑤)( 
論 子 容 林 (よう し せん りん ) ぐ 〇 で ⑧(* 
大 纏 骨 振 ( だ いで ん ほう すい ) ツ ④ ツ (g* 下 ) 
月 撃 雲 身 双 虎 掌 ( ほ う げ き う ん し ん そう こし ょ う ) 


スム な 


( ギ xIKG)(⑤)(③)( 記 区 


プア ヘン ヘン ペン 


大 地頭 落 (て ん ちと うら 5 く ) @ 
〇 溝 燕 掛 塔 (せい えん か と う ) 〇 @③: 


ブレ ー ン バス ター 

ボディ スラ ム 

ジャ イア ント スイ ング 。 ぐ ③⑯⑨ ぐ 人 @ 

ダブ ルアー ム ス ー プ レッ クス ( 季 )⑤⑫():K:@) 
〇 サイ ドス ー プ レッ クス 6 但 K り !( 8( 〇 

タイ ガー ドラ イ バ ー 6 KC)( (| 


パワ ー ス ラム G26 
トー キッ ク ・ ス プラ ッシュ トー キッ クレ ヒッ ト 後 や ③)( ツ (KG) 
フロ ント バッ ク ブ リー カー ぐ ④ ツ ツ ()* 衣 で ) 


ンー 


ヘッ ド バ ッ ト COIG JR 9 
ダブ ル ヘ ッ ド バッ ト 
トリ プル ヘッ ド バ ッ ト 
アイ アン クロ ー () や ) 

パワ ー ポ ボム ( 季 ) ぐ )( 也 KG) 


)④③(②() 


KG 0 に 6 9 
CGIG2!0 RG RC! JR 
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け の 特殊 例 


背後 投 け 

振り 向き 攻撃 を か わし た 時 や 、 ウ ルフ の ショ ル ダ ー 
アタ ッ ク (④③@W) を し ゃ が ん で や り 過 ご し た 時 、 カ ゲ の 
雷 龍 飛 翔 脚 (人 ②②:K:@) を し ゃ が ん で 避け た 場合 、 リ 
オン の 小 ダ ウン 攻撃 を 避け た 場合 な ど に 背後 授 げ の 
チャ ンス が 訪れ る 。 な お 、「VF1」 で は 、 相手 の バッ ク 
を 取っ た 際 に 下段 パン チ を 1 発 当 て て か ら な ら 絶 対 に 
投げ られ る 、 と いう テク ニッ ク が あっ た が 、「VF ら 」 
で は 通用 し な く な っ て いる 。 


育 後 を 取る 特殊 例 
リオ ン の 小 ダ ウン 攻撃 で ある 落 量 脚 (@") を か わし 
て 、 起 き 上 が っ た 後に バッ ク を 取る まで の 流れ 。 起 
き 上 が る まで の 速 さ と どう 起き 上 が る か が 、 痛 後 を 
取れ る か どう か の カギ を 握っ て いる 。 下段 蹴り 起き 
な ど を する と 、 蹴 り は ヒッ ト す る が 当然 の こと な が 
ら 背後 授 げ の チャ ンス は 逸し て し まう 。 小 ダ ウン 攻 
撃 を 仕掛 け て くる リオ ン に は そう 出会え る も の で は 
な い が 、 常 に 試み る に 越し た こと は な い 。 


ここ に 挙げ た よう な 例 の 他 に 、 頻 繁 に 振り 向き 攻撃 
と 背後 攻撃 を 繰り 返す よう な 相手 に は 、 振 り 向 き 終わ っ 
た 瞬間 を 狙っ て 投げ に いく 、 と いう 方 法 も ある 。 状 況 
に 応じ て 仕掛 ける と いう より は 、 完 全 に 相手 の 行動 を 
読む と いう 頭脳 的 な プレ ー が 求め られ る わけ だ が 。 

ガー ド す れ ば 相手 の 背後 が 取れ る と いう 技 も 多い 
が 、 相 手 が 背 後 攻撃 を 仕掛 け よ うと し て いた 場合 に は 、 
背後 授 げ は 失敗 する 場合 が 多い 。 


育 後 授 げ の 例 
この 例 の よう に 、 いつ も 背後 攻撃 が 成功 する と は 限 
ら な い 。 相手 の 背中 を 目 で 見 て か ら コ マン ド を 入力 
し て も 、 背後 投げ が 間に合わ な いこ と が 多い か ら だ 。 
相手 が 背後 攻撃 を 繰り 出す 体勢 に 入っ て し まう こと 、 
カウ ンタ ー で 喰らう こと に な る 。 攻撃 を 仕掛 け て き 
そう な ら 、 様 子 を 見 る か 、 投 げ 技 を 狙わ ず に 攻撃 力 
発生 時 間 が 短い 打撃 技 を 叩き 込む 方 が 無難 。 


パン チ 投 け 

相手 に カウ ンタ ー の パン チ を 当て 、 相 手 の 硬 直 が 解 
ける 前 に プレ イヤ ー 側 の 投げ が 成立 し て し まう 恐ろし 
い 技 。 投げ 狙い 、 特 に 強力 な 投げ 技 を 持つ 相手 に カウ 
ンタ ー の パン チ を 喰らう こと の 恐ろし さ た る や ……。 


ーー 


パン チ 投 げ 成 立 の 瞬間 


は 投げ 技 を 決め る に 十分 な 時 間 こ な る の だ 。 


投 け 抜 け 

" 何 か 技 を 出し た が ヒッ ト し な か っ た 。 相手 は 何 か 
投げ 技 を 狙っ て くる に 違い な い 。 そう 思っ た な ら 、 技 
が 届か な か っ た り ガ ー ド され た 直後 か ら 、⑤:@ を 連打 
すれ ば いい 。 出 し た 技 の 硬化 中 で あっ て も 、 焦っ た 相 
手 が そ こ で ⑤:@ 投 げ な ら 投 げ 抜 け で きる し 、 コマンド 
投げ を 仕掛 け こ て きた な ら 、 プレ イヤ ー 側 の 基本 投げ が 
決ま る 可能 性 は 大 きく な る 。 

敢えて 強調 し た い の は 、 投 げ 抜 け の た め の :@ コ マ 
ンド は 、 連 打 し て も 有効 で ある と いう こと 。「VF1」 
で は や :@ る コマ ンド の 連打 は 受け 付け な いよ う プ ログ ラ 
ム さ れ て いた た め 、 連 打 は 不毛 で あり 、 タ イミ ング を 
測っ て 押す の が 最も 有効 な 手段 だ っ た 。 だ が 、 「VF2」 
で は 事情 が 変わ っ た か ら だ 。 投 げ 抜 けが 有効 な の は 、 
相手 が :@ コ マン ド を 入力 し て か ら 10 フ レー ム 以 内 
に ⑤:@ を 押し た 時 。 こ れ は 、 か な り ゆ っ くり し た 連打 
で も 十分 な 効果 が ある 、 と いう こと だ 。 投げ られ る 、 
と 思っ た 時 に は ⑤:⑤⑥ の 連打 で 決ま り 。 

た だ し 、 対 ジェ フリ ー 戦 だ け は 例外 で 、 こ の 時 だ け 
は @⑤:@ と 入力 すべ き 。 そ う 、 全 キャ ラク ター の 持つ 
基本 投げ 以外 の 投げ 技 で 、 唯 一 投げ 抜け が 可能 な 技 、 


ンド で も 、 ジェ フリ ー の 基本 投げ で ある バッ ク フ リ ッ 


パン チ を 喰らっ た 方 は 、 その 後 の 行動 が どう し て も 
遅れ る 。 時 間 に す れ ば わずか だ ろう が 、 パン チ と 投 
げ 技 を セッ ト で 考え て いる 側 か ら 見 れ ば 、 その 一 瞬 


プロ グラ ム 的 に 見 れ ば 、 パン チ が 入っ た か ら と いっ 
て そう そう パン チ 投 げ が 成立 する は ず も な い の だ が 、 
入力 タイ ミン グ が 極まっ た プレ イヤ ー は 、 い と も 簡単 
に この パン チ 投 げ を 決め て し まう 。 


ここ の と シン 
に コ ーー ニーーーー- ーー ニー ニー 一 較 


プ (:@⑥) は 投げ 抜け で きる の で 、 ご 安心 の ほど を 。 ち 
な み に ②:@ は 、 レ バー を る 方 向 に 入力 し た まま で 
:@ を 連打 する 、 と いう スタ イル で も 投げ 抜け を 受け 
付け て くれ る 。 投げ 抜け 後 の 両者 の 状況 に つい て は 、 
大 礎 編 P.41 に 詳し く あ る の で そちら を 参照 の こと 。 

特殊 な 状況 と し て は 、 両 者 が 寸分 の 狂い な く 、 同 一 
フレ ー ム で 投げ コマ ンド を 入力 し 終え た 場合 が ある 。 
この 時 だ け は 、 投げ の 成立 は ラン ダム で 決定 する こと 
に な る 。 


最後 に 。 自 分 の 出し た 技 が ガー ド さ れ た り 、 技 が 届 
か な か っ た り し た 時 に 、 炒 件 反射 的 に :⑥ を 連打 し て 
し まっ て いる と いう 向き へ 。 こ れ は か な り 危 険 な 症状 
だ 。“ カ ウン ター で 打撃 技 を 喰らっ た と し て も 、 投げ 
られ る より は マシ ” と いう 場面 や 、 相手 が 投げ を 狙っ 
て くる 可能 性 が 高い と 読ん だ 場合 な らい い の だ が 、 投 
げ と 打撃 の 2 ら 択 に よる “ ら 分 の 1 の 選択 " を 迫っ て きた 
昌 司 、 無造作 に :@ ば か り で 対応 し て いた の で は すぐ 
に 相手 に 読ま れ 、 中 段 や 下段 と いっ た 打撃 技 を 常に カ 
ウン ター で 喰らっ て し まう 羽目 に な る 。 技 が ガー ド さ 
れ た か 届か な か っ た の か 、 それ を 常に 認識 し て いる よ 
うに し た い 。 
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追い 打ち 攻撃 と ダウ ン 攻 撃 。 どちら も 倒れ て いる 相 
手 に 対し て か ける 攻撃 で ある こと は 共通 し て いる の だ 
が 、 初 め に その 違い に つい て 定義 付け て お こう 。 

ダウ ン 攻 撃 は 、 完 全 に ダウ ン 状態 に ある 敵 に 対し て 
か ける 攻撃 の こと 。 対し て 追い 打ち 攻撃 は ダウ ン し か 
か っ た 状態 の 、 地 面 で バウ ンド し て いる 敵 に 対し て か 
ける 追加 攻撃 の こと で ある 。 カ ゲ の 流 影 脚 な ど は 、 こ 
の 追い 打ち 攻撃 に 分 類 さ れる 。 

ダウ ン 攻 撃 と 追い 打ち 攻撃 を 合わ せれ ば 、 1 キャラ 
クタ ー あ た りら つつ 以 上 の 技 が あり 、 状 況 に 応じ て の 使 
い 分 けが 求め られ る 。 技 の ダメ ー ジ の 大 き さ と その ダ 
ウン 時 間 は 比例 する こと か ら 、 大 ダメ ー ジ を 与え て ダ 
ウン を 奪っ た 時 は 大 ダメ ー ジ を 与え る ダウ ン 攻 撃 を 狙 
いや すく 、 ダ メー ジ の 小さ い 技 で ダウ ン さ せ た 時 に は 
追い 打ち 攻撃 が 狙い や すい 、 と いう こと が 言え る 。 た 
だ し 、 与 えた ダメ ー ジ に よっ て は 、 相 手 を ダウ ン さ せ 
た 場合 で も 追い 打ち 攻撃 さえ 間に合わ な いこ と も ある 
の で 、 一 概 に そう だ と も 言い 切れ な い 。 

(ご く 一 部 の 、 博 打 要 素 を 多分 に 含む お 、 言 い 替 えれ 
ば リス ク が 大 きい 技 を 除い て ) 相手 が ダウ ン す る か ら 


加 攻 撃 一 ダウ ン 攻 撃 く 


追い 打ち 


こそ 、 ダ ウン 攻撃 や 追い 打ち 攻撃 を か ける チャ ンス が 
生ま れ て くる わけ だ が 、 そ の た め に は 技 を 当て て ダウ 
ン を 奪う こと が 前 提 で あり 必須 条件 で ある 。 だ が 、 そ 
こ で 大 ダメ ー ジ を 与え た も の の 、 相手 を 遠く へ 投げ 飛 
ば し て し まっ た り 、 硬 化 時 間 が 長 す ぎる 技 を 当て た が 
た め に 、 ダ ウン 攻撃 や 追い 打ち 攻撃 が 間に合わ な い 、 
と いう 事態 が 生じ る 。 ダ ウン 攻撃 は 、 キ ャ ラク ター に 
よっ て その 到達 可能 距離 が 大 きく 異な る の で 、 飛 距離 
の 短い キャ ラク ター だ と 、 ダ ウン を 奪っ た 相手 に ある 
程度 近寄っ て か ら 飛 ぶ こ と に な る 。 さ ら に 、 追い 打ち 
攻撃 に な る と 相手 の そば に 近寄ら な く て は 技 が 当 た 
られ な いた め 、 ほ と ん どの 場合 は ダウ ン を し て いる 相 
手 に 1 回 の クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド で 近寄ら な けれ ば な ら 
な いか ら だ 。 

な お 、 こ の 項 で は ダウ ン し た 相手 に 対す る ⑧ や 
$ ぶ に よる 攻撃 を 追い 打ち 攻撃 の 一 種 と し て 言及 し て 
いる 。 便宜 上 、 基礎 攻略 編 や キャ ラク ター 別 攻略 ペー 
ジ と は 異な っ た 分 類 と な っ て いる の で 、 読み 進め る 際 
に は 混乱 の な いよ う 注 意 し て いた だ きた い 。 


タダ ウン する まで の 流れ 


中 で …… 追い 打ち 攻撃 


5 KAXXI ダウ ン 攻 撃 


ペペ ベ M バ ベ で . 追い 打ち 攻撃 及び 
の ダウ ン 攻 撃 


タウ ン 攻 撃 性 能 


上 の 表 か ら も わか る よう に 、 リオ ン 以 外 の キャ ラク 
ター に は 、 小 ダウ ン 攻 撃 と 大 ダウ ン 攻 撃 の 飛 距離 に 差 
は な い 。 ま た 、 ダ ウン 攻撃 中 の 滞空 時 間 は 、 ダ ウン し 
た 相手 と の 距離 に は 影響 を 受け な い 。 つ まり 、 相手 の 
すぐ 傍ら で 繰り 出す 小 ダ ウン 攻撃 も 、 到達 可能 距離 ギ 
リ ギ リ か ら の 小 ダ ウン 攻撃 も 、 同 じ だ け の 滞空 時 間 を 、 
言い 替え れ ば 攻撃 発生 時 間 を 要する 、 と いう こと だ 。 
ちな み に 、 キャ ラク ター 別 の 技 表 に も ある この "攻撃 
発生 時 間 " と は 、 コ マン ド 入 力 が 完了 し た 瞬間 か ら 相 
手 に 到達 する まで の 所 要 時 間 の こと で ある 。 

た だ し 、 環 帝 と リオ ン の ふた り に 関し て は 、 相 手 と 
の 距離 に 関係 な く 常 に 同じ 距離 を 飛ん で し まう 。 この 
ふたり が 、 ダ ウン し た 相手 の 間近 で 大 ダウ ン 攻 撃 を か 
けた 時 に 、 飛 び 越 えて し まっ て ダメ ー ジ を 与え られ な 
いと いう 現 象 が 起こ る の は 、 こう し た 理由 に よる も の だ 。 

さら に も う ひ と つ 。 ダ ウン 攻撃 は ダウ ン 中 の 相手 の 
腹 ( キ ャ ラク ター の 中 心 点 ニ 上 半身 と 下半身 の 境界 面 
の 中 心 点 ) を めがけ て 飛 点 。 さ ら に 細か く 言 えば 、 ダ 


タウ ン 攻 撃 の 攻撃 部 位 


ウン 攻撃 の コマ ンド 入力 を 完了 し た その 瞬間 の 、 相手 
の 腹 の 位置 めがけ て 一 直線 に 飛ん で いく 。 こ の た め 、 
相手 が ダウ ン し つつ ある か 、 まだ 体 が 着地 し て いな い 
よう な 時 に ダウ ン 攻 撃 を 仕掛 けた 場合 に は 、 こ ちら が 
ジャ ンプ し た 直後 に 相手 の 体 が バウ ンド し て し まう た 
め に 、 腹 の 位置 に まれ が 生じ る 。 さ ら に 、 い っ た ん 飛 
ん で し まう と ずれ た 標的 へ の 軌道 修正 は 行なわ れ な い 
の で 、 ヒ ッ ト の 仕方 が 若干 変わ る こと が ある 。 

な お 、 ダウ ン 攻 撃 は 攻撃 判定 が 生じ る 部 位 が 相手 の 


ト し た 場合 の 方 が 、 号 える ダメ ー ジ は 大 きい 。 こ の こ 
と を 考え る と 、 相 手 と の 距離 が 大 きく 開い た 時 に は 、 
ざり ぎり 技 が 届く くら い の 距 離 か ら ダ ウン 攻撃 を 出す 
の が 理想 的 で は ある 。 た だ し 、 相手 が ヘッ ドス プリ ン 
グ 起 ぎ で か わす 可能 性 を 考慮 に 入れ る と 、 必 ず し も 断 
言 は で き な い 。 
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ダウ ン 攻 撃 は キャ ラク ター に より 技 数 や 性 質 に 違い 
が ある た め 、 個 別に 使用 法 を 考え る 必要 が ある 。 こ こ 
で は それ ぞ れ の キャ ラク ター の ダウ ン 攻 撃 の 考察 を 行 
な っ た 。 ダ ウン 攻撃 と て 、 相 手 に か わざ され れ ば 形勢 を 
逆転 され て し まう 。 相 手 の 起 キ 上 が り の スピ ー ド が 技 
の 成 和 否 に 大 きく 関係 する た め 、 使い 方 を 断言 で き を な い 
の が ダウ ン 攻 撃 の 難し いと ころ だ 。 ダ メー ジ は 少な く 
と も 安定 し た ダウ ン 攻 撃 を 目指 すべ きだ ろう 。 


アキ ラ の ダウ ン 攻 撃 は 、 レバ ー の 上 方 向 へ の 入力 時 間 が 
短い 撃 月 畠 (④) の み だ 。 攻 撃 発生 時 間 こ そ 早 い 部 類 に 入 
る の だ が 、 この 技 が 活躍 する 状況 は か な り 限 られ た も の に 
な る 。 ア キラ の 技 は 相手 を ダウ ン さ せる に は 都合 の いい 
技 が 多い の だ が 、 その 中 に は 相手 と の 間合い に よっ て ダメ 
ー ジ が 変化 する も の も 多い 。 ダ ウン は 奪っ つた も の の 、 45 
フレ ー ム と いう 時 間 を 要する 撃 崩 搾 が 避け られ て し まう 、 
と いう 場面 も 少な く な い だ ろ う 。 そ れ で も 、 猛 虎 便 記 山 
(⑯@@⑮) な ど が 接近 し て カウ ンタ ー ヒ ッ ト し た と いう よう 
に 、 大 ダメ ー ジ を 与え つつ 相手 を 遠く へ 飛ば し た よう な 状 
況 で は 出す こと に な る だ ろう 。 

こう し た 特別 な 場面 以外 で は 、 ダウ ン を 奪っ つた ら ク イッ 
ク フ ォ ワー ド で 近寄っ て か ら 槍 下 糧 (⑮)。 た だ し 、 禅 門 頂 
肘 (⑤③ あ ⑤) や 躍 歩 頂 肘 (⑤ あ あゆ ⑮) と いっ た ガー ド バ ハー フ 技 だ 
と 、 ダ ウン させ た も の の 相手 に 与え た ダメ ー ジ は 微々 た る 
も の 、 と いう こと が よく ある 。 こ ん な 時 は 、 起 き 上 が り が 
早い 相手 だ と 槍 下 糧 も 入ら ず 、 逆 に 拳 を 落と す モ ーション 
の 途中 で 蹴り 起き を 喰らっ て し まう 危険 性 が 生ま れ て し ま 
う 。 当 た り が 浅い こと が 確認 で きた ら 、 無 理 に 追い 打ち を 
か けず に 素直 に 相手 の 起 キ 上 が り に 備え る だ け に 留め よ 
う 。「VF1」 の 時 と は 異な り 、・ 下 糧 を 連続 し て ど 発 以上 入 
れ ら れる こと は そう は な い が 、 そ れ で も ダウ ン 状 態 の まま 
で 様子 そつ うか が っ て いる よう な 相手 に 対し て な ら 連 発 で き 
る こと も ある 。 

な お 、 ダウ ン 中 の 相手 の 足元 か ら ダ ウン 攻撃 や 追い 打ち 
攻撃 を 仕掛 けた 場合 、 定 に 当たら な いこ と が ある 。 倫 称 


[ 股 打ち ] と いう や つ だ 。 こ れ は 、 不運 だ と 思っ て 諦め る し 
か ない 


ダウ ン 攻 撃 に 大 と 小 の 区 別 が あり 、 小 は 相手 を 1 回 、 大 
は ら 回 相手 を 踏み 付け る と いう 、 見 た 目 に も ダメ ー ジ の 大 
き さ の 違い が 分 か りや すい 技 だ 。 飛 距離 は 長い 部 類 に 入 
る が 、 ラウ の 持つ 技 の 性 質 上 、 空中 コン ボ で 相手 を 遠く へ 
飛ば し て し まう こと も 多い 。 こ うし た 場合 、 相手 の 腹 に 到 
達 で きる くら い の 距 離 な ら ば いい の だ が 、 相手 と の 距離 が 
開き すぎ て 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド で 近寄っ て も 相手 の 定 先 
に し か 届か な か っ た 、 と いっ た 状況 も ある 。 大 ダメ ー ジ を 
奪っ た 後 で も 、 必ず し も 大 ダウ ン 攻 撃 が 入る わけ で は な い 、 
と 考え た 方 が いい 。 

さら に 、 ダ ウン し て いる 時 間 は 最後 に 与え た ダメ ー ジ 量 
に 比例 する 。 つ まり 、 ラ ウ の 大 ダウ ン 攻 撃 の 場合 、1 回 目 
に 踏ん で 与え た ダメ ー ジ 量 の 25 に 対し て 算出 され た ダウ 
ン 時 間 内 に し か 、 ら 回 目 の 踏み 付け は 入ら な いこ と に な る 。 
こう な る と 、 大 抵 の 場合 は 避け られ て し まう の だ 。 小 ダウ 
ン 攻 撃 に し て も 、 仰向け に 寝 た 相 手 に 対し て 、 足 側 か ら か 
ける 攻撃 で ある こと は 変わ りな い の で 、 相当 量 の ダメ ー ジ 
を 与え な いと ヘッ ドス プリ ング で 回 避 さ よれ や すい 。 そ こ で 
追い 打ち 攻撃 で ある 踏 柚 撃 ⑮⑯) の 登場 と な る わけ だ が 、 こ 
の 技 も 攻撃 範囲 は 狭い 。 相 手 の 間 近 ま で 近寄っ て か ら 攻 撃 
する よう に し た りり 。 


ラク ター 別 の ダウ ン 攻 撃 、 追 い 打 ち 攻 撃 解説 


ダウ ン 攻 撃 に 大 と 小 の 区 別 が ある 。 攻 撃 力 発 生 時 間 は 並 
の 部 類 だ が 、 残念 な こと に ヘッ ドス プリ ング で 避け られ や 
すい と いう 特徴 が あめ る 。 避 けら れ た 時 の 便 化 時 間 は 、 他 の 
キャ ラク ター と 比較 する と 幾 分 短め だ が 、 それ で も 凶 険 な 
こと に 変わ りな い 。 比 較 的 大 きき な ダメ ー ジ で ダウ ン さ せ て 
も 、 その まま 燕 襲 高 雷撃 (④⑤) へ は な か な か 結び 付か な い の 
は 苦し い が 、 それ で も 燕 旋 蹴る W*@) の よう か な 横 回 転 の 定 技 
が ヒッ ト し て 、 相手 が も ん どり うっ て ダウ ン し た よう な 場 
合 に は 、 回 転 に よっ て 双方 の 軸 に ね じ れ が 生じ る の で 、 相 
手 は ダウ ン 攻 撃 を 避け に くく な る 。 最 も 確実 に ダウ ン 攻 撃 
を 狙え る の は 、 相手 を うつ ぶせ に ダウ ン さ せ た 時 だ 。 高 由 
服 (⑯) な ど が ヒッ ト し た ら 、 即座 に ダウ ン 攻 撃 を 出し て みる 
と いい だ ろう 。 そ れ 以 外 の ダウ ン な ら 、 すべ て 雷 陰 掌 打 
(⑧⑮⑤⑮) を 当て て いっ た 方 が いい 。 

特殊 な 例 は 、 倒 身 陰 掌 (⑤⑨⑤⑨⑤*@⑱) の 後に 入る 電 陰 掌 打 。 相 
手 を 押し 倒し 、 さ ら に パン チ を 1 発 叩き 込む が 、 そ の 後に 
雷 陰 掌 打 が も う 1 発信 る の だ 。 シ ビア な タイ ミン グ が 要求 
され る が 、 ダメ ー ジ を 10 増 や せる こと を 考え て も 、 ぜひ マ 
スタ ー し た いと ころ だ 。 


ダウ ン 攻 撃 が 3 種類 、 過 い 打ち 攻撃 が 1 種類 ある 。 

エル ボー(⑬⑮⑤)、 人 ルイ エル ボー(⑬ ぁ ) が 他 の キャ ラク ター 
で いう と ころ の 小 ダ ウン 、 大 ダウ ン 攻 撃 に 当たる が 、 この 
両者 の 特徴 は 、 仕 掛け た ウル フ が いっ た ん ダウ ン 状 態 に な 
る こと 。 こ れ は 失敗 し て も 同様 な の で 、 相手 が 蹴り 起 ぎ を 
し て きた 場合 で も 、 直接 的 に 反撃 を 喰らう こと は 少な い は 
ず 。 し か し 、 その 射程 距離 の 短 さ は 十分 に 考慮 に 入れ ね ば 
な ら な い 。 ま た 、 避け られ た 場合 に 相手 と の 軸 が ずれ て し 
まう 点 に も 注意 。 エル ボー の 場合 だ と ウル フ は 相手 と ほぼ 
同時 か や や 遅れ て 起き 上 が る た め 、 軸 が ずれ た まま で 相手 
の 攻撃 を 一 方 的 に 喰らっ て し まう こと が ある か ら だ 。 

⑯⑱ ポ ボタ ン を 使う ダウ ン 攻 撃 で め る サマ ー ソ ルト ドロ ッ プ 
(る ⑥⑱) は 、 相 手 と の 位置 関係 を 入れ 替え た いな ら 使 う 、 と い 
うこ と に な る だ ろう か 。 そ れ で も 、 実 戦 で 多用 し て いる プ 
レイ ヤー は あま り 見 か が かけ な い 。 和 失敗 し た と き の 便 化 時 間 が 
75 フ レー ム と 、 か わ さ れ た 場合 に は 反撃 され 放題 に な っ 
て し まう か ら だ 。 

追い 打ち 攻撃 の エル ボー ドロ ッ プ (⑱⑤⑮) は 、 ダ ウン 攻 撃 を 
含め 最も 攻撃 発生 時 間 が 短い 技 で ある 。 相 手 に 与え る ダ 
メー ジ は 、 サマ ー ソ ルト ドロ ッ プ と 同じ く 20。 相手 の 近 
く で 出す 必要 が ある が 、 スキ が 少な い の は 利点 だ 。 


ダウ ン 攻 撃 の 大 、 小 と 、 追い 打ち 攻撃 1 種 が 使え る 。 ダ 
ウン 攻撃 の 射程 距離 は 短い も の の 、 小 ダウ ン 攻 撃 で ある フ 
ライ ング ボディ プレ ス (④⑮) に 限っ て 言え ば 、 体 を 大 きく 広 
げ て 相手 に の し 掛か る モー ショ ン な の で 、 実 戦 で は 数 字 よ 
り 長 め の 射 程 を 期待 で きる 。 攻 撃 力 発生 時 間 を 考え 合わ せ 
て も 、 優れ た ダウ ン 攻 撃 だ と 言え る 。 た だ し 、 失敗 し た と 
き の 便 化 時 間 は 馬鹿 に な ら ず 、 手 痛い 反撃 を 覚悟 し な く て 
は な ら な い 。 

大 ダウ ン 攻 撃 の ライ デン ドロ ッ プ (⑬⑤⑮) は 、 ダウ ン 攻 撃 が 
失敗 し て も 自ら が ダウ ン 状 態 に な る の で 、 直接 的 な 反撃 は 
受け に くい 。 た だ し 、 大 ダウ ン 攻 撃 が 入る よう な 局面 の 多 
く で は 、 も っ と 有益 な 空中 コン ボ を 畳み 掛け られ る よう な 
場合 が ほとん ご ど なの で 、 あま り 使 う 機会 は な い だ ろ う 。 

相手 を ダウ ン さ せ た ら 、 大 抵 の ケー ス で は 追い 打ち 攻撃 
の スト ン ピ ン グ (⑮⑱) で 十分 と 言え る が 、 こち ら も ダウ ン さ 
せ た ら 必ず 入る と いう も の で は な い の で 、 相 手 に 与え た ダ 
メー ジ を 即座 に 確認 し 、 攻撃 オプ ショ ン を 選び 出す よう に 
し た い )。 


S 種 類 の ダウ ン 攻 撃 が あめ り 、 コマ ンド は いずれ も 同一 の 
$ ぁ で 出る 。 ダ ウン 攻撃 を か けた 時 の プレ ー ヤ ー 側 と 倒れ 
た 相手 と の 距離 で 、 自動 的 に 攻撃 が 変化 する の が 特徴 だ 。 
いずれ に し て も 、 大 きく 飛び 上 が っ て か ら 技 を 出す た め 、 
攻撃 発生 まで の 時 間 が 長い 。 た だ し 、 ダウ ン 攻 撃 を 失敗 し 
た 時 の こと を 考え る と 、 飛 延 弾 ( 近 距 離 で ④⑤⑮) は 頭 か ら 落 
ち て ダウ ン 状 態 に な る の で 、 大 ダメ ー ジ の 技 で 返さ れる こ 
と は な いし 、 飛鳥 (中 距離 で ④⑤⑮) は 足 か ら 着地 する た め に 、 
便 化 時 間 が 非常 に 短い 。 ダ ウン し た 相手 と の 距離 を 詰め る 
た め に 飛鳥 を 出し た りす る の も 実用 的 だ 。 た だ し 、 上 段 蹴 
り 起 き し て くる 相手 に 対し て は 、 着地 際 で 体勢 が 整わ な い 
うち に 蹴 ら れ て し まう 。 こ れ ら ふた つ に 対し て 、 飛翔 撃 ( 速 
距離 で ④) は まっ た く お 勧 めで き な い 。 第 一 、 飛翔 撃 で ダ 
ウン 攻撃 を か ける ほど 、 ダウ ン を 奪っ た 相手 と の 距離 が 開 
く こ と は な いし 、 ダ メー ジ に し て も 飛鳥 の 方 が 上 回 っ て い 
る か ら だ 。 

カゲ の 追い 打ち 攻撃 は 2 種類 ある 。 ひ と つ は 路 落 と し 
(⑨⑮⑯)。 大 力 (*@) で 投げ た 後 な ど に 当て られ る 攻撃 で 、 完 
全 に ダウ ン し て いる 相手 に 対し て 、 あるいは 打撃 技 に よっ 
て で ダウ ン さ せ た 相 手 と の 距離 が 開い て いる 時 に 、 クイ ッ 
ク フ ォ ワー ド で 近寄っ て 仕掛 ける 追い 打ち 攻撃 だ 。 も う ひ 
と つ は 流 影 脚 (@ ざ あ ⑧⑱)。 こ の 技 は 、 通常 の 下段 攻撃 と し て の 
特性 と 、 ダウ ン 直 後に か けら れる 追い 打ち 攻撃 の 両側 面 を 
兼ね 備え て いる 。 打 撃 技 で ダウ ン を 奪っ た 時 、 届き そう な 
ら 流 影 脚 、 届か な か っ た ら ク イッ ク フ ォ ワー ド で 赴 落 と し 
と すれ ば いい だ ろう 。 


ジャ ン ピ ン グ ニ ー ス タン プ (⑬⑤)、 ハイ ジャ ン ピ ン グ ニ ー 
スタ ンプ (⑬⑮) と 名 付け られ て いる こと か ら わ か る よう に 、 
大 ダウ ン 、 小 ダウ ン 攻 撃 共に 同系 統 の 技 。 対 空 時 間 と ダメ 


ー ジ の み 異 な る と 考え れ ば いい だ ろう 。 そ うし た 数 値 の 設 
定 を 言 め て 、 サラ の ダウ ン 攻 撃 と 異な る の は 可能 到達 距離 
の み だ 。 ダ ウン 攻撃 に 関し て 言え ば 、 到達 可能 距離 は 標準 。 
だ が 、 注目 に 値する の は その 攻撃 力 発生 時 間 の 短 か さ だ ろ 
つ 。 

追い 打ち 攻撃 は サッ カー ボー ルキ ッ ク (⑨@⑱)。 サ ラ の 技 
に も 同名 の も の が ある が 、 数 値 デ ー タ や 性 質 は まっ た く 同 
じ 。 ダ ウン 攻撃 が 高 性 能 な の で 、 サッ カー ボー ルキ ッ ク で 
追い 打ち を か が ける 局面 は 非常 に 限ら れ て くる が 、 それ で も 
や は り 、 起 き 上 が り の 早い 相手 に 対し て は 安全 策 を 講じ る 
べき だ ろう 。 コ ン ボ エル ボー スピ ン キ ッ ク (⑮⑤⑤⑤⑱) を 例 
に 取っ て も 、 小 ダウ ン 攻 撃 が 入る 相手 と 、 サ ッ カ ー ボ ー ル 
キッ ク が 精 一 朴 と いう 相手 が いた りす る か ら だ 。 


大 小 の ダウ ン 攻 撃 が ある の だ が 、 攻撃 発生 時 間 に 着 目 す 
る と 大 ダウ ン 攻 撃 で ある 飛 転 落 服 (④⑤) の 方 が 1] フレ ー ム 遅 
い だ け 。 そ し て ダウ ン 攻 撃 失敗 時 に 目 を 向け る と 、 小 ダウ 
ン 攻 撃 の 落 中 脚 (④@) の 方 が 人 硬化 時 間 が 1 つら フレ ー ム も 長 
い 。 以 上 の と 点 を 考え 合わ せる と 、 小 ダウ ン 攻 撃 の 用 途 が 
今ひとつ は っ きり し な い 、。 中 段 キ ッ ク で 相手 が 宙 に 浮い た 
時 に も 、 下 統 捧 ( る ⑤)… 飛 転落 月 ま で が 必ず 入る 。 ダ ウン 攻 
撃 は 、 大 ダウ ン 攻 撃 の み を 使う つも り で 全く 支障 は 出 な い 
は ず だ 。 

リオ ン に は 個別 の 追い 打ち 攻撃 は な い が 、 固有 技 の うち 
で 追い 打ち に も 使え る 技 が ふた つ あ る 。 ひ と つ は 下段 キッ 
ク の 軸 服 (④⑱)。 さ ら に も う 1 発 キッ ク を 出す 前 掃 服 
(⑮⑱⑱) も ある が 、 この 場合 は 2 発 目 が 当たら な いこ と も 多 
い 。 も うつ ひと つの 追い 打ち 攻撃 が 可能 な 技 は 疾 地 掃 股 
(⑮⑱x⑥)。 いく ぶん 高め に バウ ンド し て いる こと を 確認 し 
て 、 早め に 反応 で きた な ら 、 か が かなり 離れ た 位置 か ら で も 追 
い 打ち する こと が で きる 。 


到達 可能 距離 3.5m と 、 抜群 の 性 能 を 誇る の サラ の ダウ 
ン 攻 撃 も 、 大 と 小 の 種類 が ある 。 ジ ャ ン ピ ン グ ニ ー ス タ 
ンプ (⑬⑮)、 ハイ ジャ ン ピ ン グ ニ ー ス タン プ (⑬⑤) で 、 名 前 か 
ら も 分 か る よう に 、 大 小 共 に 同じ モー ショ ン か ら 繰 り 出さ 
れる 。 当 然 な が ら 小 ダウ ン 攻 撃 は 攻撃 発生 時 間 が 短く 、 大 
ダウ ン 攻 撃 は 長め の 設定 と な っ て いる の だ が 、 失敗 時 の 硬 
化 時 間 は 大 ダウ ン 、 小 ダ ウン 攻撃 共に 同じ 。 ま た 、 ジャ ッ 
キー の ダウ ン 攻 撃 と の 違い は 、 その 到達 可能 距離 の み で あ 
⑳。 

実際 に プレ ー し て 他 の キャ ラク ター と 比較 し て みる と 分 
か る の だ が 、 3.5m と いう 飛 距 離 と 攻撃 発生 時 間 の 短 さ は 、 
か な り の 安心 感 を 与え て くれ る 。 ダ ウン 攻撃 に 共通 の 特性 
で 、 相手 の 腹 を めがけ て 飛ん で いく わけ だ が 、 到達 可能 
離 が 長い の で 相手 の 足元 に し か 届か ず に ヘッ ドス プリ ング 
で 避け られ て し まう 、 と いう よう な 状況 が 少な いか ら だ 。 

追い 打ち 攻撃 は サッ カー ボー ルキ ッ ク (⑧⑱)。 こ ちら は 、 
ジャ ッ キ ー の 同名 技 と 同じ で ある 。 完全 に ダウ ン し て いる 
相手 に 対し て は その 場 で 当たる の み だ が 、 まだ 完全 に ダウ 
ン し て いな い 相 手 に 当て る と 、 わ ず か な が ら 遠 く へ 蹴り 飛 
ば すこ と が で きる 。 た だ 、 サラ の 場合 は ダウ ン 攻 撃 の 性 能 
が 高い の で 、 相手 か ら ダ ウン を 奪っ た 大 抵 の ケー ス で は 小 
ダウ ン 攻 撃 が 間に合う と 考え て いい だ ろう 。 


小 ダウ ン 攻 撃 、 大 ダウ ン 攻 撃 が ある が 、 両 者 の 性 能 に は 
大 き な 差 が ある 。 小 ダウ ン 攻 撃 で ある 転 軸 落 脚 ④⑤) は 、 攻 
撃 力 発生 時 間 の 早 ざ に 目 を 見 張る べき 点 が ある が 、 射程 距 
離 は 定 先 ま で の 長 さ を 考慮 し て も あま り 長 いと は 言え な 
い 。 大 ダウ ン 攻 撃 の 転地 肘 撃 (④@⑮) は 、 よほど 大 ダメ ー ジ を 
号 え て 、 か つ 追 い 打ち 攻撃 を か けず に その まま ダウ ン 攻 撃 
を 狙い に いっ た 場合 くら い に し か 入ら な いと 考え た 方 が い 
い 。 ま た 、 技 を 出し た 際 に は 、 本 人 自ら が ダウ ン し て し ま 
う の で 、 投げ 技 を 入れ られ た だ りす る こと は な いも の の 、 相 
手 か が か ら の 追い 打ち 攻撃 の ひと つも 覚悟 し な く て は な ら な 
い 。 

弾 帝 は 個別 の 追い 打ち 攻撃 を 持っ て いな い が 、 固有 技 の 
中 で 追い 打ち 攻撃 に も 流用 で きる も の が ある 。 い ずれ も 低 
い 次 勢 で 相手 の 定 を 刈る よう な 技 だ が 、 ひと つめ は 旋風 掃 
月 ( ⑱⑯:@⑯)。 ゆ つく りこ と し た 動き の 技 で 、 ダメ ー ジ 変化 が 
ある た め 、 相手 と の 距離 が あっ た 方 が より 大 き な ダ メー ジ 
を 与え られ る 。 こ れ に 対し て 、 飲酒 後に 出せ る 連 前 旋 掃 服 
(⑨:@⑱) 系 の 技 は 、 素 速い 動き で 追い 打ち を か けら れる 。 
どら 杯 、3 杯 と 酒 を 飲ん で いる な ら 、 与え る ダメ ー ジ も さる こ 
と な が ら 、 相手 を 運ぶ と いう 側面 か ら 考 える と 、 こち ら の 
方 が 効果 的 だ ろう 。 
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ー ド ボタ ン 全 用法 


e ホ タ ン の 活用 例 


A. 相手 の 打撃 技 を 防御 する 
B. 技 を 途中 で キャ ン セ ル す る 


C. クイ ッ ク 移 動 を 途中 で スト ッ プ させ る 
D. コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 の 途中 、 コ マン ド 
入力 受付 時 間 内 で あっ て も 、 技 を 区 切る 


A に 関し て は 、 も うい い だ ろ う 。 基礎 編 の P.44 で も 
触れ られ て いる こと だ し 、 技 を ガー ド す る か ら こ その 
「 ガ ー ド ボタ ン 」 と いう 名 前 な の だ 。 そ れ で も 、 他 に 3 
つの 使用 法 が ある 。 順 に 解説 を 加え よう 。 

B に つい て は 詳し く 言 及 す る 必要 が ある の で 、 こ こ 
で は ひと まず 置い て お く 。 

C だ が 、 基礎 編 の P.33 で 触れ て いる が 、 ク イッ ク 移 
動 を 途中 で スト ッ プ させ る 状況 に つい て も う 少 し 考 
えて みよ う 。 ふた り の キャ ラク ター が 対 財 し 、 にらみ 
合っ て いる 状況 で は 、 素 速 さと 同時 に 移動 距離 の 微 調 
整 が 可能 な 移動 方 法 が 求め られ る 。 そ の よう な 状況 
で は 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド (⑤@⑤) や ステ ッ プ バッ ク 
(る ⑤③) 入 力 を @ ボ タン で 切り 、 間 合い を 図る の が 似 つ 
か わし い 。 

だ が 、 ある 特定 の 状況 と し て 、 体力 の 残り が 心 許 な 
く な っ た 相手 が リン グ 際 に 立ち 、 両 者 の 位置 を 逆転 す 


e ボ タン キャ ン セ ル 可 能 技 表 


アッ パー キッ ク 
バー ティ カル キッ ク 
ナッ クル ギ ッ ク 


る 投げ 技 し か 狙っ て いな いよ うな 場面 を 想定 し て みよ 
う 。 問 合い は 離れ て いる も の の どう に も 攻め に くい 、 
だ が 相手 は 全く 攻め て くる 気 が な いら し い 、 と の 判断 
の 下 で 、 ダ ッシュ で 近寄っ て 中 段 の 打撃 技 と 投げ 技 の 
ら 択 を 迫っ て みた い 、 と いっ た ケー ス だ 。 

ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の が 、 ダ ッシュ し て 
相手 に 近寄っ て か ら 投 げ 技 を 出す 場合 に は 、 相 手 の 近 
く へ 行っ た 時 に @ ボ タン を 押し て は いけ な い 、 と いう 
こと 。 さら に 、 相 手 と の 距離 が っ ら メー トル 前 後 (試合 開 
始 時 の 問 合 い 程 度 ) ま で 近づい た ら 、 レ バー を 離し て 
ニュ ー ト ラル に し な けれ ば な ら な い 。 こ うし な いと 、 あ 
る 程度 まで 近寄っ た と ころ で ダッ シュ が 止ま っ て し ま 
い 、 相手 の 間近 に 行け な く な っ て し まう の だ 。 レ バー 
を ニュ ー ト ラル に すれ ば 、 ダ ッシュ の 愉 性 に よっ て 相 
手 と 触れ 合う ほど に 近づく こと が で きる 。 

D に つい て の 基本 的 な こと は P.34 に ある 通り 。 

で は B に つい て 考え て みよ う 。 

確か に 技 を 出 そ う と し た 時 、 攻撃 発生 前 に @ ボ タン 
を 押せ ば その 技 は キャ ン セ ル さ れる の だ が 、 キャ ン セ 
ル 可 能 な 技 は さほど 多く は な く 、 限 られ て いる 。 そ の 
技 は 下 の 表 の 通り だ 。 単体 の 技 は これ ら に 限ら れる が 、 
特殊 例 が ひと つ あ り 、 サ ラ の スピ ンタ ー ン キッ ク 
(ある ) も @ ボ タン よる キャ ン セ ル が 可能 。 こ の 場合 
に は 、 サ ラ が 瞬間 的 に 振り 向く こと に な る 。 


突き 返し 蹴り 
播 り 蹴 り 


ヴァ ー テ イカ ルフ ッ ク ・ キ ッ ク 
ロー キッ ク 

バンチ ハイ キッ ク 

ヴァ ー テ ィ カ ル ・ フ ッ ク ・ キ ッ ク 
ロー キッ ク 

バン チリ リク 


技 を 出 が か り で キャ ン セ ル す る と いう こと に どの よ 
うな 意味 が ある の か ? と 言え ば 、 や は り キ ャ ラク ター 
の モー ショ ン を 見 て 反応 し た 相手 に 対し て フェ イン ト 
を か ける 、 と いう こと に な る だ ろう 。 現に 単発 技 を キャ 
ン セ ル し た 場合 だ と 、 そ こ に は フェ イン ト の 要素 し か 
な い 。 “全て の 動き が 見 えて いる " の な ら 、「 キ ッ ク を 
出 そ う と kw ボタ ン を 押し た が 、 相手 が し ゃ が ん で いる 
の で @ ボ タン で キッ ク を キャ ン セ ル し よう | な ど と い 
うこ と も ある だ ろう が 、 そこ まで 超人 的 な 反応 が 出来 
る プレ ー ヤ ー は いな いか 、 い て も まず 稀 だ ろう 。 


P K キャ ン セ ル の 利点 


ここ で 特に 強調 し た い の は 、 衣 を キャ ン セ ル す る 
と いう こと 。 こ れ は 全 キ ャ ラク ター が 持っ て いる 基 本 
と も 言え る コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 だ が 、 途中 で キャ ン セ 
ル を か けら れる の は アキ ラ 、 ウ ルフ 、 ジェ フリ ー、 カ 
ゲ 、 サ ラ 、 ジ ャ ッ キ ー( た だ し 、 レ バー を 前 方 向 に 入れ 
た まま で 出す バン チバ ハイキック (* ゅ pk) の み キ ャ ン セ 
ル 可 ) の 6 キャ ラク ター の み で ある 。 そ れ で は 、 な ぜ 
pi キャンセ ル な の か 。 そ れ は 、 相手 に フェ イン ト を 
か ける だ け で な く 、 そ の 他 に も 利点 が ある か ら だ 。 


1. 反応 が いい 相手 に 対し て は 、 フ ェ イ ント 


の 効果 が ある 


2. キッ ク の 出 が か り を キャ ン セ ル す る こと で 、 
パン チ の 戻り モー ショ ン を キャ ン セ ル す る 


こと に な る 


(バン チ の 硬化 時 間 < く 喰らっ た 相手 の 硬直 時 間 ) 


E K キャ ン セ ル 使 用 法 


1.⑤K キ ャ ン セ ル -+ 投げ 
2. MK キャンセル 一 中 段 攻撃 


< キャ ン セ ル の 利点 > の 項目 を 見 て ほし い 。 単 
発 の 攻撃 と 同様 に 、 技 を 途中 で キャ ン セ ル し て 相手 に 
反応 させ て フェ イン ト を か ける と いう 要素 が まず 最 
初 の 利点 と し て 挙げ られ て いる 。 そ し て も う ひ と つ 
は 、 バ ンチ 、 キッ ク と 出し て いく 過程 で 、 バ ンチ か が 出 
て キッ ク の モー ショ ン が 始ま る 時 に @ ボ タン を 押し た 
場合 、 パ バンチ が 戻る モー ショ ン を キャ ン セ ル す る こと 
が で きる と いう 点 だ 。 冷 静 に 考え る と 、 こ れ は 「 硬 化 
時 間 が 極端 に 短い パン チ 」 と 言え な くも な い 。 非常 に 
刀 ろ し い 技 だ 。 

中 の バン チ 部 分 だ け を 取り 上 げ て みる と 、 そ の パ 
ンチ が 届い た 場合 、 通 常 ヒ ッ ト し た 場合 、 カ ウンター 
ヒッ ト し た 場合 の 3 つの ケー ス が 考え られ る 。 な お 、 
バン チ が 相手 に 届か な いと いう 状況 は 、 キャンセ ル 
本 来 の 効果 が ほとん ど 発 揮 さ れ な い の で 論外 と する 。 

以上 の 3 つの ケー ス の うち 、 最 も 効果 的 な の は パン 
チ が カウ ンタ ー ヒ ッ ト し た 時 だ 。 何 し ろ 相 手 の 硬 直 


時 間 は ダメ ー ジ に 比例 し て 長く な る の で 、〈⑤ や K キ ャ ン 
セル 使用 法 > の 1 の パタ ー ン を 出し や すく な る 。 “名 & 
キャ ン セ ル か ら 投 げ へ の つなぎ "。 そ う 、 こ れこ そ が い 
わ ゆ る | 選 こ き 投 げ 」 で ある 。 通常 ヒッ ト し た 場合 で 
も 相手 が 固まっ て いる よう な ら 投 げ が 狙え る し 、 届 い 
た 場合 に も 然 り だ 。 要 は 、 パ ンチ か ら 何 か 攻撃 が 続き 
そう だ と 相手 が 判断 し た 時 に 、 立 ち ガ ー ド する 相手 な 
ら 上 段 授 げ が 、 し ゃ が み ガ ー ド に 徹する 相手 に は 中 段 
攻撃 や 、 一 部 の キャ ラク ター な ら 一 呼吸 置い こ か ら の 
下段 授 げ が 入る 、 と いう 理論 に な る 。 パ ンチ を 見 て 反 
射 的 に し ゃ が む よ う な クセ が 付い て いる プレ ー ヤ ー 
に 対し て は 、 や キャンセ ルー 中 段 攻撃 と いう 連係 が 
効果 的 。 キャ ン セ ルー 中 段 キ ッ ク と すれ ば 、 攻 撃 
発生 が 早い こと に 加え て 、 相 手 を よろ めか せる こと が 
で きる キャ ラク ター が 多い か ら だ 。 下段 授 げ を 持っ 
て いる キャ ラク ター な ら 、 下 段 授 げに いっ て も いい 。 
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本 バン チ と は ? 


に よる 連続 技 の 、 キ ッ ク の モー ショ ン が 始ま っ 
て か ら 1- ら フレ ー ム 以内 に ガー ド ボ タ ン を 押し て キッ 
ク を キャ ン セ ル し 、 さ ら に 先行 入力 で と 押し て 、 
再び ガー ド ボ タ ン で キャ ン セ ル す る 、 と いう 手順 を 


図説 千本 パン チ の 入力 タイ ミン グ 


昌和 
以内 に ⑤@ で モー ショ ン を キャ ン セ ル 


肖 川 
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コ ェ ーー 』 


アキ ラ の 千本 パンチ 実例 
千本 パン チ の 前 に は 、 し ゃ が むこ と すら で き な い 。 
で きる こと は た だ ひと つ 。 攻撃 を 受け 続け る だ け だ 。 
も っ と も 、 寺 本 パン チ の 入力 は か な り 難 し い が 。 


アキ ラ 、 サ ラ 、 カ ゲ 、 ウ ルフ 、 ジェ フリ ー の 5 人 が 使 
うこ と が 可能 な この 技 は 、 俗 に 「 千 本 パン チ 」 と 呼ば れ 
て いる 。 ど ん な 技 で も 前 も っ て 予測 で き て いれ ば 、 硬 
化 時 間 な どの スキ を 突い て 反撃 する こと が 可能 だ 。 だ 
が 、 こ の 和 干 本 パン チ は 違う 。 バ パン チ の 後 の 硬 化 時 間 は 
実質 的 に ゼロ に な り 、 喰らっ た 側 の 硬直 時 間 は その ま 
ま 残 る の で 、 ス キ は 存在 し な いこ と に な る の で ある 。 
この 寺本 パン チ は 、 あ る 時 期 か ら 一 部 の 上 級 プ レイ 
ヤー の 間 で は 知ら れ て いた が 、 長 い 間 公表 され る こと 
は な か っ た 。 そ れ は や は り 、「VF2」 と いう ゲー ム を 愛 
する プレ イヤ ー の 良心 の お か げ だ っ た の だ ろう 。 本 書 
で の 扱い に 関し て も 、 当然 そ の 是非 は 議論 され た の だ 
が 、 敢 えて 取り 上 げ る こと に し た 。 
千本 パン チ に 対し て は 、 こ の 本 の スタ ッ フ を 代表 し 
て ブン ブン 丸 が 次 の ひよ うな コメ ント を 寄せ て くれ た 。 
実戦 で 使用 する か し な いか は 、 こ れ を 読ん だ 上 で 個々 
の プレ イヤ ー の 判断 に 一 佳 す る 、 と し た い 。 
「 こ の 本 が 出る 頃 に は 、 寺 本 パン チ は どう な っ て い 


ルー プ さ せる 。 具体 的 な 入力 は @K⑥ や KG ……… 
と な る が 、 完 璧 な タイ ミン グ で この 動作 が 繰り 返 ご され 
る と 、 パ ンチ を 喰らっ た 相手 は 回 避 不 能 と な り 、 体 力 
が な く な る まで ジャ ブ を 喰らい 続け る こと に な る 。 
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る の だ ろう か ? 自己 満足 の 優越 感 に 浸り 、 町 中 で 誰 
も が 使用 し て いる の だ ろう か ? 確か に 、 対 戦 で は 勝 
て た 方 が 楽し いか も し れ な い 。 だ が 、 そ ん な や り 方 で 
勝っ て 本 当 に 満足 な の か ? 周り か ら の 冷た い 視 線 も 
気 に せ ず 、 寺 本 パン チ を 出し 続け る クソ 野郎 。 相手 が 
待ち 野郎 や チキ ン だ か ら と いっ て も 干 本 パン チ で 対抗 
する よう な ヤツ は そい つら 以下 の クズ 野郎 だ 。 こ ん な 
連中 ば か り 出 て きた ら 、「VFg」 は 間違い な く 終 わり の 
時 を 迎え る だ ろう 。 午 本 パン チ の た め に 、 こ の 素 晴 ら 
し い ゲ ー ム の 灯 を 消し て し まう の は 、 あ まり に も 悲し 
いこ と だ 。 俺 は 千本 パン チ を 使う ヤツ を 見 た 瞬間 、 蹴 
り 飛 ば すか も し れ な い 。 ブ ン 了 殴る か も し れ な い 。 そ ん 
な クン ソン 野郎 を 見 て し まっ た ら 、 自分 を 止め る 自信 が な 
い 。 た か が ゲー ム で 暴力 ふる うな ん て 最低 、 そ う 言 う 
ヤツ も いる だ ろう 。 最低 で 結構 、 何 と で も 言え 。 お 前 
ら こ そ 、 こ の 大 き な 現 実 か ら 目 を 背け て や し な いか ? 
自分 を 正当 化す る 気 は な い 。 だ が 、 寺本 パン チ だ け は 
認め ん 。 絶対 に だ 。」 
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ンプ 攻撃 


大 ジャ ンプ 攻撃 
ダメ ー ジ は 30 以 上 で 、 確実 に ダウ ン を 奪え る 技 ば 
か り だ が 、 攻 撃 の 前 後 は 空中 で 無防備 に 身 を さら け 出 
し て し まう た め 、 非 常に リス ク の 大 き な 攻 撃 だ と 言え 
る 。 実戦 で 目 に する の は 、 大 ジャ ンプ キッ ク ( 大 ジャ 


ーー ニー ハデ 


小 ジ ャ ンプ 攻撃 
固有 技 に 分 類 さ れる よう な 小 ジ ャ ンプ 攻撃 は 別 と し 
て 、 小 ジャ ンプ と 同時 に や 、 小 ジャ ンプ 着地 際 に 
と いっ た 攻撃 は 、 実 戦 で も っ と 脚光 を 浴び て も いい 技 
だ 。 何 し ろ 、 小 ジャ ンプ 攻撃 が ヒッ ト す れ ば 、 続 く パ 
ンチ か ら の 攻撃 は 必ず ヒッ ト す る と いう 性 質 を 持つ の 
だ か ら 。 着地 と 同時 に ボタ ン を 押す と 、 足 払い の よ 
うな 攻撃 に な っ て 相手 を ダウ ン さ せる こと が で きる 技 
も ある 。 使 うに 値する 小 ジ ャ ンプ 攻撃 だ が 、 いま いち 
使い に な し て いる プレ イヤ ー を 見 か け な い 。 や は り 、 
その 使い どこ ろ が は っ きり し な いた め だ ろ う 。 

それ で は 、 小 ジャ ンプ 攻撃 を か ける の に 最適 な タイ 
ミン グ は どこ な の か ? 最も 分 か りや すい の は 、 相 手 
の 起き 上 が り 際 で ある 。 何しろ 相 手 は 防戦 一 方 に な ら 
ざる を 得 な いわ け だ し 、 蹴 り 起 ぎ き を し て も 、 それ が 下 
段 で あれ ば 小 ジ ャ ンプ 攻撃 の 方 に 分 が ある 。 狙い 通り 
の 小 ジ ャ ンプ 攻撃 が ヒッ ト し 、 そこで 相手 が ダウ ン し 


ンプ 同時 %) ぐら いか と 思う 。 思 い 切 り が よく な いと 
出せ な い 技 で ある こと は 確か な の で 、 当 て れ ば ダウ ン 
と 精神 的 ダメ ー ジ を 与え る くら い は で きる だ ろう が 。 


大 ジャ ンプ 攻撃 
大 ジャ ンプ 攻撃 自体 、 多 く 見 か ける 技 で は な い の だ 
が 、 だ か ら こ そ ヒ ッ ト さ せ た 時 に 相手 に 与え る 精神 
的 ダメ ー ジ が 期待 で きる と いう も の 。 


な けれ ば 、 前 述 の ひよ うに パン チ か ら 始 まる コン ビ ネ ー 
ショ ン 技 を 出せ ば いい の だ か ら 、 こ れ は 使え る 。 も ち 
ろ ん 同 じ 攻 撃 ば か り 繰り 返し て いる と 、 起 き 上 が る 側 
に 中 段 蹴 り 起 き を 選択 され た 時 に あっ け な く 潰さ れ て 
し まう わけ だ が 。 ま た 後ろ に 下がる の が 好き な 相手 に 
対し て は 、 相 手 が 引 く の に 合わ せ 、 小 ジャ ンプ で 懐 に 
飛び 込む よう な が 形 で 攻撃 を 加え る の も 効果 的 だ ろう 。 
な お 、 そ うし た 起き 上 が り に 合わ せ た 小 ジ ャ ンプ 攻 
撃 に 対し て アド バン テー ジ を 取れ る 技 が ある 。 そ れ は 、 
ジャ ッ キ ー の ライ トニ ング キッ ク (③:GRKK) だ 。 
小 ジ ャ ンプ 攻撃 に 対し て いっ た ん キッ ク が 入っ た ら 、 
大 本 的 に 5 発 全部 が 入る と 考え て いい ほど の 優秀 さ で 
ある 。 


小 ジ ャ ンプ 攻撃 
小 ジ ャ ンプ 攻撃 は 、 特に 起 キ 上 が り の 攻防 に お いて 
より 優位 に 立つ た め の 決 め 手 と な る 。 上 段 蹴り 起き 
に は 弱い が 、 それ 以外 な ら ほ と ん どの 場合 に 有効 だ 。 
技 に よっ て は 、 ヒッ ト す れ ば 必ず つなが る 攻撃 も あ 
る と な れ ば 、 な お さら だ 。 
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軸 足 が 変わ る こと と その 意味 に 関し て は 、 大 礎 編 の 言え る だ ろう 。 画面 上 の 両者 の 定 を 見 な が ら 、 あ る い 
P.38 に 詳し く 書 か れ て いる 。 そ ちら を 理解 すれ ば 、 は 頭 の 中 で 「 順 方 向 」「 逆 方 向 ] と 常に 考え な が ら プ 
他 に は 追記 す べき こと は あま りな い 。 レー で きる よう に する と いい 。 ち な み に 、 一 度 ダ ウン 

た だ 、 “出せ は 軸 足 が 変わ る 技 " を 意図 的 に 出し 、 い し て も 、 相 手 と の 軸 足 の 関係 は ダウ ン 直 前 と 変わ ら な 
つい か な る 時 も その 効果 を 考え な が ら 閣 える よう に いこ と を 覚え て お こう 。 

な っ た ら 、 そ の プレ ー ヤ ー の 実力 は か な り の も の だ と 


図表 軸 足 の 変化 する 技 


拳 痛 搾 ( け ん は いす い ) (背後 攻撃 ) 
破 膝 服 (は し つた い ) (背後 攻撃 ) や K 

躍 歩 頂 肘 (や く ほ ちょ うち ゅ う ) EIC ツ IC ツ 6 

独歩 頂 膝 ( ど っ ぽ ぱち ょ うし つ ) K:G 後 @ 離 す 

八 門 開 打 (は ち も ん か い だ ) 1.20 ) 

大 纏 崩 捧 ( だ いで ん ほう すい ) 層 ぐ ④② ツ :*R 
揚 糧 (よう ほう ) ※ 返 し 技 ( 対 上 ・ 軸 逆 )@⑥ ぐ ④) 
背 歩 裏 肘 (は い ほ り ちゅ う ) ( 対 中 臣 )@⑤⑫ 

双 拍 手 ( そう は くし ゅ ) ( 対 下 wK)G 


スピ ニン グ キ ッ ク ・ タ ー ン の ③⑯ 
2 に スス 人 (背後 攻撃) 
スピ ニン グ ア ー ム キッ ク 9@ 人 R 
スピ ニン グ ・ ロ ー ス ピン キッ ク の 
スマ ント ロー スズ ビン オッ ク EK 
ミド ルス ピン キッ ク る @②(KxG 
スピ ニン グ キ ッ ク ・ ロ ー ス ピン キッ ク 攻 *@② や KG 
ニー スト ライ ク めぐ ④・K 


背 連 月 揺 ( は いれ ん ほう すい ) (背後 攻撃) め 2 ク ナ ッ クリ ルク ー シ KOKS) ) 


飛燕 単 膨 ( ひ えん た ん きゃ く )  @ ペ ター ン ナ ッ ク ル (背後 攻撃 ) や 
飛燕 鷹 蹴 (ひえ ん よう し ゅ う ) 大 ジャ ンプ 上 昇 中 ター ン - パ ックス ピン キッ ク (背後 攻撃 ) ④K 
裏 圏 揺 ( り けん すい ) CC ター ン ・ ラ イジ ング キッ ク (背後 攻撃 ) @K 
燕 風 輪 半 ( え ん ふう りん し ょ う ) 人 ) ゆ BxIRKx@ ター ン ・ ロ ー ス ピン キッ ク (背後 攻撃 )⑤ 臣 


ダブ ル ジ ョ イン トバ ッ ト ②)()K 
ダブ ルキ ッ ク の ) 
スピ ンタ ー ン キッ ク KO 
ダブ ルス ピン キッ ク N KO 
ジャ ッ ク ナ イフ キッ クサ イド RI 
2 の ) 
ライ ジン グ ニ ー 1 
ダッ シュ ニー ENG2I 
コン ボ ・ ラ イジ ング ニー 126 2 0 
コン ボ ・ ラ イジ ング キッ ク (6 6 6 (いい 


背 沖 拳 ( は いち ゅ うけ ん ) (背後 攻撃 ) 
背 連 拍 掌 (は いれ ん は くし ょ う )  ( 育 後 攻撃 )③K 
順 歩 沖 掌 (C ゅ ん ぽち ゅ うし ょ う ) SS) 避 

柳 手 掛 塔 ( りゅう し ゅ か と う ) KK り ! JR() 


ロー リン グ ハ ン マー (背後 攻撃 ) 
バッ クロ ー ハ ンマ ー (背後 攻撃 ) 
ツク ドロ ッ プ キッ ツク (背後 攻撃 )K 
エル ボー バッ ト CO 5 

ニー ブラ スト EN、9 

ロー リン グ ソ バッ ト 2 (で 

フラ イン グ ニ ー ル キッ ク に に 2 いい 


背 下 反 掌 (は いか は ん し ょ う ) (背後 攻撃 ) や ⑤ 
背 旋 服 ( は いせ ん た い ) (背後 攻撃 )K( 空 振り 時 ) 
低 踏 脚 ( て いと うき ゃ く ) (背後 攻撃 ) ず や 
転 再 落 脚 ( て ん ちゅ うら く < きゃく) (ダウ ン 攻 撃 ) 人 ④p 

爺 飲 杯 手 ( き ぎょ うい ん は いし ゅ ) SW 
旋風 掃 服 (せん ぷう そう た い ) K い ( 〇 ) 

転身 双 沖 泡 (て ん し ん そう ちゅ うし ょ う ) W* 反 


スピ ン ナ ッ ク ル (背後 攻撃 ) 連 撃 (れん げき ) 1 
パッ クダ ブル ハン マー (背後 攻撃 ) や 
7 パッ クビ ヒー ルキ ギ キック (背後 攻撃 )K 
スト ン ピ ン グ (ダウ ン 攻 撃 )$⑧ の 
ダッ シュ エル ボー CE ) 軸 服 (あつ た い ) KI い 1 
エル ボー アッ パー CN 6 > 弾 服 ( だ ん た い ) 3 
エル ボー スタ ンプ の > 奉 掌 背 転 (せん し ょ う は いて ん ) ②③g 
トー キッ クハ ンマ ー KR や 下 冠 乳 背 転 ( か せん た い は いて ん ) “②③④ 
ニー アタ ッ ク らい 背 連 容 掌 (は いれ ん せん し ょ う ) (背後 攻撃) 
スプ ラッ シュ マウ ン テ ン ぐ ) ぐ xK 飛 転落 乳 ( ひ て ん らく た い ) (ダウ ン 攻 撃 ) 
トー キッ ク ・ ス プラ ッシュ (に も 7 ⑥ ぐ @⑤:&ox@ 目 騰 空 撃 掌 ( と うく う げ きしょう )  ② 叶 
フロ ント バッ ク ブ リー カー お ②③) 区: 肉 転 空 財 ( せ ん て ん くう きゃ く )  ② 臣 


バッ ク ブ リー カー (背後 か ら ):@ 縦 跳 容 掌 (じゅ うち ょ う せ ん し ょ う ) 人 ④ 
掛 統 服 (か と うた い ) 9 
狗 首 提 膝 (こう し ゅ て いし つ ) ②) 
ーー 疾 地 掃 服 (し っ ち そ うた い ) る KG 
異 連弾 (うら れん だ ん ) 靖 彼 吉 り WI 転身 擦 陰 脚 (て 4L ん りょう い 4 き w く ) @@ 到 @ 
浮 身 膝 蹴り (ふし ん ひざ げ り ) 沈 双 磨 盤 手 ( ま ば ん し ゅ ) と 


地 走 り ( じ ば し り ) (CK 


斜 歩 斜 掃 搾 ( し ゃ ほし ゃ そう すい ) @ ぐ ⑤ 
勾 手 連 揺 ( こう し ゅ れん すい ) (6 
連環 空 掌 ( れ ん か ん せん し ょ う ) 
破 刀 手 秋月 (は と うし ゅ し ゅ うた い ) :@ 
採 手 砲 葉 ( さ いし ゅ ほう こう ) ざ (②))⑥) 


流 影 脚 (りゅう えい きゃ く ) に 
葉 叶 龍 ( は が りゅう ) EE (で 
裏 肉 刃 ( り せ ん じん ) UIC 8 
風 内 刃 ( ふ う せ ん じん ) KO 60 


中 コン ボ 


ひと つの 技 が ヒッ ト し て 相手 が 宙 に 浮い た 時 、 そ の 
まま ダウ ン 攻 撃 に いけ ば 、 堅実 に 体力 を 減ら すこ と が 
で きる 。 し か し 、 よ り 大 き な ダ メー ジ を 相手 に 与え ら 
れる 可能 性 が 残さ れ て いる な ら ば 、 多 少 の リス ク は 覚 
悟 し て 、 空 中 に 浮か ん で いる 相手 に 追撃 を か けた く な 
る の が 人 情 と いう も の だ ろう 。 

虹 礎 編 の P.46 で も 解説 され て いる が 、 主 に 突き 上 


空中 コン ボ の 有益 性 


1. タウ ン 攻 撃 を 当て る より も 大 き な タ メー 
ン が 期待 で きる 


げ る よう な 技 が ノー マル ヒッ ト 、 カ ウン ター ヒッ ト し 
た 時 に は 、 そ の 後に 相手 が 通常 より 高く 浮く の で 、 空 
中 で の 追い 打ち 攻撃 を か け や す く な る 。 本書 で は 、 複 
数 の 技 の 組み 合わ せ に よる 空中 で の 追撃 を 「 空 中 コン 
ポ ボ 」 と 称し て いる 。 空 中 コン ボ に は 、 よ り 大 ダメ ー ジ 
を 与え る と いう 他 に も 、 以下 の よう な 効果 が ある 。 


2. 相手 を 遠く に 運ぶ こと が で きる 


3. 希有 、 あ る い は 難易 度 の 高い 空中 コン ボ 
を 成功 させ る こと で 、 相 手 に 精神 的 プ 


レッ ン シ ャ ー を 与え る 


1 に 関し て は 、 前 述 の 通り 。 失敗 すれ ば ダウ ン 攻 撃 
を 仕掛 ける より も ダメ ー ジ が 減っ て し まう が 、 そ の こ 
と で 自分 が ダメ ー ジ を 受け る よう な こと は 当然 な い 。 

どら に つい て は 、 い わ ゆ る “お 手玉 状態 " で 相手 キャ ラ 
クタ ー を 浮か せ た ま ま 運 ん で いき 、 リ ング アウ ト を 狙 
いや すく する た め の も の 。 概して 、 こ の 場合 は 追加 ダ 
メー ジ を 犠牲 に し て 距離 を 優先 させ る 、 と いう こと に 
な る 。 通常 は 、 1 を 選 点 から を 取る か 、 つ まり 「 ダ メー 


ジ か が 運ぶ 距離 か ]」 の ら つ の 方 向 性 が 生ま れる 。 こ の 二 
要素 を 満た す 素 晴らし い 空中 コン ボ も な いわ け で は な 
い が 、 ご く 少 数 に 限ら れる だ ろう 。 

は 、 ギ ャ ラリ ー へ の アピ ー ル も さる こと な が ら 、 
テク ニッ ク と レベ ル の 差 を 見 せつ ける こと で 、 戦 意 を 
稚 う こと が で きる 。 た だ 、 空中 コン ボ に 固執 する あま 
り 、 駆け 引き な どの 本 質 的 な 部 分 を 見 失っ て し まい 、 
本 未 転倒 と な る こと の な いよ う 注 意 さ れ た い 。 


空中 コン ボ の 可変 的 要素 
1. 相手 キャ ラク ター の 体重 


2. 技 を 当て て 浮か せ た 時 の 軸 足 


と ころ で 、 ある オリ ジ ナ ル の 空中 コン ボ が あっ た と 
し よう 。 実戦 で は 、 そ れ が 全て の キャ ラク ター に 対し 
て 同じ よう に 入る と いう こと は 減 多 に な い 。 そ こ で 、 
空中 コン ボ の 成否 に 関わ る ふた つの 要素 を ここ に 挙げ 
て お いた 。 

最も 大 きく 影響 する の は 、 相手 の キャ ラク ター の 体 
重 。 こ ちら は 、 基 礎 編 の キャ ラク ター デー タ 部 を 参照 
の こと 。 重い 順に 名 を 挙げ ば れ ば 、 ジェフ リー、 ウル フ 、 
が ギラ 、。 シャ ッ ツキ ー、 カグラ ウ 、 ション 、 り リオン サ 
ラ 、 バ イ と いう こと に な る の だ が 、 ある 空中 コン ボ は 
ウル フ 、 ジェ フリ ー 以 外 の キャ ラク ター に は 決ま っ た 


り 、 ま た 別 の 空中 コン ボ は パイ と サラ に の み に 使 える 
な ど 、10 人 の うち の どこ で 線引き が で きる か に つい 
て は 、 その 技 ご と に 見 直さ な く て は な ら な い 。 

軸 足 は 、 技 の リー チ に 微妙 に 影響 を 及ぼ し て くる 。 
例え ば 、 ジ ャ ッ キ ー と バイ と の 対戦 で 、 軸 足 が 逆 の 時 
に ジャ ッ キ ー の ニー キッ ク (⑤② ざ ww) が カカ ウンター ヒット 
し た 場合 、 宙 に 浮い た パイ に は スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ 
クル (④⑤p) か ら サ マー ソル トキ ッ ク (⑤⑮) が 入る の だ 
が 、 軸 足 が 同 じ だ と サマ ー ソ ルト キッ ク が 入ら な く 
な っ て し まう 、 と いっ た 感じ だ 。 


953 


995. 4. 7。 79:00 初台 ファ ミコ ン 通 信 編 集 部 に て 


と 


條 原 元 買 


@ | 975 年 12 月 8 日 生ま れ 編集 者 、 ネ オ ゲ ー マ ー 
「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 を 通じ て 、 『 週 刊 ファ ミ 


コン 通信 編集 部 に 入っ た 男 。 ウル フ を こよ な く 愛 し 、 ジャ イ 


アン トス イン グ を 自由 に 使い こなす こと か ら 、 いつ し か "ブン ブン 丸 "と 呼ば れる よう に な っ た 。 数 々 の 
「 バ ー チ ャ 」 大 会 を 制覇 し 、 そ の 独特 の キャ ラク ター と 圧倒 的 な 強 さ で その 名 を 全国 に 脅 か せ る 。 [バー チャ 
ファ イタ ー」 の 楽し さ を 人 々 に 伝え る た め な ら ど ん な 努力 も 殿 わな い 、 と いう こと だ が 、 最近 は 忙し く て 
「 バ ー チ ャ ファ イタ ー 2 」 を プレ ー で きす ず 、 発狂 寸前 。 見 知ら ぬ 人 間 に 殴 りか か る 傾向 が ある の で 、 見 か け 
た 場合 に は 厳重 注意 。 わり と 怒り っ ぽい 性 格 に 見 られ が ち だ が 、 や っ ぱし 気 は 短い らし い 。 現在 は 、 若 さ を 


武器 に この 業界 を 渡り 歩く 、 怖い も の な し の 18 歳 。 


すげ 一 好き 、 と か そう いう 風 な 言い 方 し か で き 
な いん で す よ 。 何より も 好き 、 みた いな 感じ な 
ん で 。 今 、 と りあ えす 。 今 な く な っ ちゃ っ た ら 、 俺 
も う タ ダメ じゃ ー ん 、 ぐら い ( 笑 )。 


“ここ が 気に入っ た "っ て いう の は 、 一 番 最初 
見 て 、 と りあ え ず 、 技 と か 当たっ て る じゃ な いで す 
か 。 キッ ク と か 当たっ て 、 相手 が ちゃ ん と ふっ 飛 
ぶ 、 と か 。 | バー チャ 」 も 結局 、 ウ ソ み た いな 部 分 


も ある けど 、 ち ゃ ん と 技 が ヒッ ト し た ら 、 キャ ラ が 


あん な 痛 そ うに 倒れ る っ つ ー か 。 そう いう の 見 
て 、 こ れい いじ ゃ ん 、 っ て 始め て 、 ど ん どん ハマ っ 
て っ た 。 


下手 し た ら 、 夢 も 「 バ ー チ ャ 」 と か 、 そ ん な 時 も あ 


ヤバ イ っ す よ 。 「 ブ ンプ ブン 丸 が スポ ッ ト に いる よ 、 
じゃ あ 行 こう か 」 そ ん な 感じ じゃ な い ス か 。 な ん 
か 、 客寄せ パン ダ み た いで すけ ど ね 。 それは そ 
れ で し ょ う が な い 、 っ つ ー か 。 まあ 、 いろ いろ 変 
わり まし た よね 。 結局 、 ゲー ム で そん な 風 に な る 
な ん て 、 今 ま で 考え られ る こと じゃ な いじ ゃ な い 
で すか 。 俺 は 、 そ れ は それ で 面白 く て 好き な ん 
リー 


いや 、 日 は 開き ます よ 。 開く 開く 。 だ っ て 、 結局 、 
プレ イ す る こと 以外 考え らん な く な っ て 、 も う 、 こ 
の 辺 ( 唱 ) と か に 、 脳 か ら | 閉め と け !」 み た いな 
指令 が 行か な く な っ ちゃ っ て 、 も う 半 開き 。 今 ま 
で は ね 、 義 め て た と 思う ん で す よ 。 『「 バ ー チ ャ 』 
か ら は 開い て ます ね 、 き っ と 。 か な り 、 限界 を 
超え て て 、 そ うい う 余 計 な と ころ に 神経 使え な く 
な っ ちゃ っ た 、 っ つ ー か 。 


オッ ケー で す よ 。 楽し いで す も ん 。 


た ま に 負 け て 納得 いく 時 と か ある ん で すけ ど 、 
それ で も や っ ぱ 、 後に ビデ オ で 試合 と か 見 た り 
する じゃ な いで すか 、 や っ ぱ 死 ぬ ほ ど 悔 し い ス 
か ら ね 。 納得 が 行く よう に 勝っ た 時 と か 、 そ う 
いう 瞬 間 有 間 を 求め て ずっ と や り 続 け て いる 。 


うー ん 、 な ん だ ろう な あ …… 。 な ん で し ょ う 。 ちと 、 
か な り …… 。 いや 、 ゲー ム は ゲー ム で す よ 、 や っ 
ば 。 や っ て 楽し い 。 それ 以外 の 何 か は 出 て こ な 
い は ず で すけ ど ね 。 俺 が 楽し く な れる た め 、 の 
ゲー ム な ん で 、 そ うい っ た と ころ は あま り 見 な い 。 


親 と か が スト リッ パー だ っ た ん で 、 楽屋 と か に 
も ゲー ム 台 と か 置い て あっ た ん で す よ 。 親 の 金 
ちょ ろ ま か し て イン ベー ダー と か や っ て 、 後 で ブン 


殴ら れ た り し た ん で すけ ど 。 こう いう (テー ブル 
タイ プ の ) 筐 体 の や つ 、 や っ た り と か し た ん で す 
よ 。 そう いう 効 児 期 を 送っ て た ん で 、 ゲー ム は た 
だ 楽し か っ た っ つ ー か 。 一 人 で も 遊べ た わけ 
じゃ な いで すか 。 


平安京 エ イリ アン ] じ ゃ な いで すか 、 燃え て た 
の は 。 や っ ぱ 、 住む 場所 を 転々 を と する ん で 、 人 
と 付き 合っ て も すぐ 終わ っ ちゃ うみ た いな 感じ 
な ん で すけ ど 、 ゲー ム は 、 離れ て も そこ に 同じ も 
の が ある わけ じゃ な いで すか 。 俺 は それ が す 
げ 一 好き で や っ て た ん で すけ ど 。 小学 校 上 が っ 
て か ら は 、 も う 家 と か 固定 され た ん で 、 友達 と 
か と 普通 に 付き 合っ て た 。 それ で も ゲー ム は 
や っ て まし た けど 。 


| じゃ あ 、 ゲー ム の 英才 教育 みた いな も ん で す 
ね 」 っ て 言わ れる ん だ けど 、 そ ん な に お 上 品 な 
も ん で も 何で も な いじ ゃ な いで すか 。 た だ 、 そこ 
に ゲー ム が あっ た か ら や っ て た 、 そ ん な 感じ だ っ 
た ん で 。 で 、 や っ た ら 楽 し いじ ゃ な いで すか 。 


親父 は 親父 で 、 何 発 外 し て UFO 打 て ば 
300 点 、 と か 知っ て る わけ で す よ 。 そう いう の を 
聞い て 、 じゃ あ 俺 も 、 お お 300 点 、 す げ え 、 と か 
いっ て 。 


俺 は 、 育っ た 環境 の 中 に ゲー ム が あっ た ん で 。 
だ か ら 、 俺 が 例え ば テニ ス だ と か サッ カー が あ 
る 環境 で 育っ て 、 そ れ が すご いう まけ れ ば 、 そ っ 
ち が 楽 し か っ た ん だ ろう し 。 …… た だ 俺 は 、 生 
き て る 環境 の 中 で ゲー ム は 絶対 に 外せ な い 要 
素 だ っ た ん で 。 


終わ っ ちゃ うと 悔し か っ た で すね 。 100 円 で 
ずっ と や れる わけ じゃ な いで すか 、 う まく いけ 
ば 。 だ っ た ら ず っ と や っ て や ろう じゃ ん 、 みた い 
な 感じ で し た けど ね 。 


“デジ タル テク ノロ ジー は 世界 に と っ て …… _o 
まあ 、 必要 で す よ ね 。 絶対 。 ここ まで こう な っ 
ちゃ っ て る じゃ な いで すか 。 …… で も 、 俺 は わ 
り と 、 ゲー ム 以 外 で こう いう も の に 囲ま れ て いる 
感じ は な いで すね 。 …… 必要 な いか な 。 ああ 、 
で も あれ ば あっ た で 便利 と か 、 そ うい う 感 じ 
な ん で すか ね 。 楽に な っ ちゃ っ た ら 楽 に な っ 
ちゃ っ た で 、 「 あ あ 、 こ ん な に 楽 過 ぎ て も な ん だ 
な あ 」 と か 思っ た りす る と 思う ん で すけ ど 。 


で も な ん か 、 ち っ ちゃ い 頃 か ら ゲ ー セ ン と か 当り 
前 みた い に な っ ちゃ っ て た ん で 、 そん な に 衝撃 
を 受け ず に スン ナリ いけ る ん じゃ な いか 、 みた 


ー チ ファ イタ ダ ター! づ 店 一 


い の は ある ん で すけ ど 。 ちっ ちゃ い 頃 、 一 人 で 
ゲー ム を ポチ ポチ や っ て た じゃ な いで すか 。 そ 
れ も サ イ バ ー ス ペー ス な の か な 、 っ て いう 。 


うん 、 一 人 じゃ タメ か も 、 と か 思い ます ね 、 最近 。 
飽き ます よ 、 一 人 だ と 、 どん な に 面白 く て も 。 わ 

り と 頭打ち みた いな 感じ に な っ ちゃ っ て る 。 固 
定 さ れ た 動き し か で き な い 、 みた いな 感じ が 。 
で 、 人 は 同じ 動き を し な いわ け じ ゃ な いで すか 。 

それ が 自分 の ミス で あっ た に し ろ 、 いつ も と 違 
う 動 き を する わけ で 。 今 ま で ゲー ム 対 人 間 だ っ 

た の が 、 そ の 、 サ イ バ ー ス ペー ス っ て いう か 、 ゲー 
ム の 中 で 人 の 要素 が 絡ん で き て 面 白く な っ た 、 

と いう の が ある 。 


今 、 目 の 前 に ある も の が 現実 、 み た いな 感じ で 
すけ ど ……。 ゲー ム は ゲー ム で す よ 、 や っ ぱり 。 た 
だ 、 そ れ を 楽し む の に 、 現実 と か 仮想 現実 と か 、 
俺 は あん まり 考え な いで すけ ど 。 「 イ ン ベ ー ダ ー』 
や っ て て も そう いう 気持 ち に な る は ず な ん で す 
よ 。 そ れ だ け ハ マ っ て れ ば 。 た だ 、 「 バ ー チ ャ ] は 
そう いう 風 に な りや すか っ た 、 っ て いう 。 


「 俺 は 條 で ウル フ は ウル フ 」 な ん で す よ 。 た だ 、 ウ 
ルフ を 動か し て る の は 俺 で 、 勝つ の も 俺 。 ウル 
フ は 俺 の 思っ た 通り に ちゃ ん と 動い て くれ る 。 
そう いう 風 に 思え て て も 、 や っ ぱ 負 ける と 悔し い 
ん で 、 勝つ 、 と 。 


見 えな い 電 濾 で 、 こ う …… リア ル タイ ム で 、 こう 、 
想い が 交差 し あっ て る っ つ ー か 。 俺 の 想い に 反 
応 し て 、 ウ ルフ が ちゃ ん と 動い て くれ る 、 っ て いう 。 
そう いう 感じ で すね 。 


死ん し ゃ っ た ら す べ て が 終わ り 。 終了 じゃ な い 
で すか ね 。 ゲー ム オ ー バ ー。 た だ 、 ゲー ム オ ー バ ー 
に な っ て も 次 は な い 。 一 回 きり 。 …… 楽 し い 時 
に 死ん じゃ う 、 っ て の は 嫌 で すね 。 今 、 こ の 状 
況 は 楽し いん で す よ 。 だ か ら わ り と 、 今 死ん 
じゃ うっ て いう の は 、 す ご い 怖 い 。 


どん な に 楽し いっ た っ て 、 す げ え 強い 人 と や っ 
て る と | あま り 楽 し く な い 」 と か 思う わけ じゃ な い 
で すか 。 楽し い 時 間 を 維持 する た め に は 、 勝 
ち 続 け な い と 。 大 会 の 決勝 と か で 『「 バ ー チ ャ 』 
や っ て る と 、 体 中 気持 ちい いっ つ ー か 。 も うほ ん 

と 心 有 臓 の 音 と か 聞こ え ち ゃ っ た り 。 ギャ ラリ ー が 
いて 、 いろ ん な 反応 が 返っ て きた り 。 そう いっ た 
と ころ で 勝て る の が 、 今 す ご い 嬉 し いん で 。 だ 
か ら 今 も や り 続 ける 。 
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ウン 後 の 攻防 


ダウ ン を 奪わ れる こと の 意味 合い な ど 、 受 さ 
や か く 言 うこ と で も な いか と 思う が 、 その 恐 ろ 
を ここ で は っ きり と 認識 し て も ら お う 。 
端的 に 述べ る と 、 一度 ダウ ン す る と 、 相 手 の 追 撃 が 
正確 な も の で あれ ば 、 ら 分 の 1 の 確立 で 何 を する こと 
も で き な い まま 、 再び ダウ ン す る こと に な る 。 

基礎 知識 編 で 、 起 キ き 上 が り に は ダウ ン し た 姿勢 ( 頭 
の 向き 、 体 の 裏表 ) と 、 起 き 上 が る まで の モー ショ ン 、 
そし て 蹴り 起き を する か 否 か で 24 通り の 行動 が ある 
と し て いる が 、 さ ら に 厳密 に 言え ば 、 起 きた 後に 立っ 
て いる か し ゃ が ん で いる か の 姿勢 を 選ぶ こ と が で き 
る 。 具体 的 に は 、 起 き 上 が り の モー ショ ン が 始ま っ て 
か ら レ バー を その まま に し て お け ば 起き 上 が り 完 了 
時 に 立ち 姿勢 と な る し 、 起 き 上 が る 直前 に レバ ー を 下 
方 向 へ 入力 し て お け ば (画面 上 で どう 見 えよ う が ) 起 き 
上 が り 完 了 時 に は し ゃ が み 姿 勢 を 取っ て いる こと に 
な る 。 こ う 説 明 す る と 、 起 き 方 も すさ まじ く 複 雑 な よ 
うに 感じ られ る か も し れ な い が 、 沙 ち 着 いて 考え て ほ 
し い 。 ダ ウン を し た 側 は その 時 々 で 、 決 まっ た 数 種類 
の 起き 方 が で きる の み 。 し か も 究極 的 に 考え れ ば 、 蹴 
り 起 きす る か どう か と いう 点 と 、 立 っ て 起き る か し ゃ 
が ん で 起き る か と いう 点 の 計 4 通 り の 選択 肢 し か 持 
ち 合 わせ て いな いこ と に な る の だ ( 下 の 〈 く 起き 上 が り 
簡易 フロ ー チ ャ ー ト > を 参照 ) 。 

ダウ ン を 奪っ た 側 は 、 運命 や 予測 に 任せ は は する が ら 
分 の 1 の 確率 を 自分 の モノ に する べく 、 追い打ち を 掛 
ける だ ろう 。 タ イミ ング さえ 間違っ て いな けれ ば 、 
50% の 確率 で その 後 の 展 開 を と て つも な く 有 利 に 
持っ て いけ る の だ か ら 。 こ れ を せ ず 、 いっ た ん ステ ッ 
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上 段 蹴 り 起き か 下段 蹴り 起き か 


PART.2 体勢 回 復 、 そ し て 反撃 


プ バ ッ ク で 下がっ て 間合い を 取る と いう 、 目 を 疑い た 
く な る よう な プレ イヤ ー を た ま に 見 か ける が 、 これ は 
また と な い チ ャ ンス を 放棄 し て いる こと に な る の だ 。 
ダウ ン さ せら れ た 時 で も 、 逃 げ て 行っ た 相手 を 見 て 
憐 関 の 情 を 抱く よう に まで な れ ば 、 精 神 的 に ゆとり 
が 出 て きた 証拠 で は な い だ ろ うか 。 た だ し 、 相 手 に 
よっ て は 何ら か の 狙い が あっ て 下がる 場合 も ある だ 
ろう か ら 気 を 抜い て は いけ な い 。 

そし て 、 ダウ ン 側 は 起き 上 が り モ ーション 開始 か 
ら 起 き 上 が り が 完了 する まで の 間 は 、 蹴り 起き で な 
い 限 り い わ ゆ る 無敵 状態 と な り 、 打 撃 、 投げ 技 共 に や 
られ 判定 が な く な る 。 さ ら に 、 起 き 上 が り 直 後 の 6 フ 
レー ム の 間 は 、 両 者 共に 相手 を 授 げ る こと が で き な 
い 。 こ の ら 点 は 押さ えて お きた い 注 意 事 項 だ 。「VF1」 
の 闘い 方 が 体 に 染み 着い て し まっ て いる プレ イヤ ー 
は 、 特に 意識 し な けれ ば な ら な い だ ろ う 。 た だ し 、 
り 起 き を 試み た 時 は 、 ダ ウン 状態 か ら 蹴 り 足 が 伸び 
始め た 時 より 後に 、 わ ず か な が ら 当 た り 判 定 が 発生 
する 。 こ の 一 瞬 を 狙っ て 中 段 の 打撃 技 を 出せ ば 、 攻 
撃 を 加え られ な いこ と も な い の だ が 、 その 当たり 判 
定 が いつ か らい つま で 、 そ し て どの 部 分 に ある の か 
に つい て は 、 ダ ウン の 状態 ( 頭 の 向き 、 体 の 裏表 ) と 就 
り の 判定 区 分 (中 段 か 、 下 段 か か) に よっ て 微妙 に 変わ っ 
て くる 。 個々 の デー タ は 膨大 で 調査 は 不可 能 な た め 、 
ここ で は 割愛 する 。 利 那 の 当たり 判定 を 狙っ た 攻撃 
を 成功 させ る た め に は 、 相当 の リス ク と 技術 が 要求 
され る 。 一瞬 に 賭け る チャ レン ジャ ー は そう は いな 
い の で 、 さ ほど 気 に す る 必要 は な い だ ろ う 。 た だ し 、 
偶然 に 等 し い レ ベル で な ら 起 こり 得る こと で は ある 。 


ダウ ン 時 の 体勢 (4 種類 ) に より 、(a) か ら (d) の 4 種 の 起き 
上 が り は 、 す べ て 異な る モー ショ ン と な る 。 だ が 突き ぎ 詰 
め れ ば 、 結 局 の と ころ (8) 一 (d) の 4 通り と いう こと に な る 。 
それ ぞ れ の 起き 上 が り 蹴 り の 攻撃 発生 後 の 便 化 時 間 に は 
幅 が ある の で 、 後 述 の 対抗 技 の 組み 立て は 相手 に 合わ せ 
る 必要 が ある 。 


記 


ざさ 上 が つっ た 後 の 姿 論 に つい て 


上 段 蹴り 起き 後 一 ーーーーーー 一 ぁ w- 立ち 姿勢 (選択 不可 ) 
ーー テ N ロ 
ト 段 蹴り 起き 後 ーーーーーーーー 一 w- し ゃ が み 姿 勢 


通常 起き 、 横 転 起き 、 前 転 ・ 後 転 起き 一 一 wm 立ち 姿勢 か し ゃ が み 姿 勢 一 一 wm (選択 可 ) 


蹴り 起き を 選択 し た 場合 、 蹴り 定 が 引っ 込ん だ あ 
と の 姿勢 は 限定 され て し まう 。 さらに 、 上段 蹴 り 起 
き を すれ ば 、 蹴 り に 伴う 硬化 が 完全 に 解け る まで は 
立ち 判定 と な る し 、 下段 蹴り 起き を し た な らし ゃ が 
み 判 定 と な る 。 か な り 融 通 が 効か な く な っ て し まう 
と いう わけ だ 。 

それ が 、 蹴 り を 出さ な い 起き 上 が り と な る と 事情 
は 少々 変わ っ て くる 。 起き 上 が っ た 直後 の 姿勢 (立ち 
か し ゃ が みか ) を 選択 で きる の だ 。 こ れ は 起き 上 が 
り 方 に か か わら ず 、 いずれ の 場合 で も 起き 上 が り の 
モー ショ ン 中 の レバ ー 位 置 に よっ て 変わ る 。 ニ ュー 
トラ ル な ら 立 ち 姿 勢 で 起き 上 が る こと に な る し 、 下 
方 向 に 入力 し て お け ば し ゃ が み 姿 勢 と いう こと に な 
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ダウ ン さ せら れ て し まっ た 時 に は 、 レ バー を な り 
ふり 構わ ず 激 し く 動 か す 「 レ バ ガ チ ャ 」 を 最大 限 に 活 
か し た いと ころ だ 。 だ が 、 そ うし た 力任せ な 起き 上 
が り ば か り に 頼ら ず 、 相 手 の ダ ウン 攻撃 を テク ニカ 
ル に 避け て みた いも の で ある 。 

この 場合 、 ダ ウン させ られ た 時 の 両者 の 位置 関係 
が 特に 影響 し や すい 。 傾 向 と し て は 、 打撃 技 で ダウ 
ン さ せら れ た 時 は 、 相手 に 対し て 中 を 向け て 仰向け 
の 状態 に な る こと が 多い 。 そ の 時 に 相手 が ダウ ン 攻 
撃 や 追い 打ち 攻撃 を か け て きた 時 に は 、 ヘ ッ ド スプ リ 
ング 起き が 効果 を 発揮 する 。 た だ し 、 こ れ は 事後 フォ 
ロー の テク ニッ ク が 問わ れる こと に な る 。 な ぜ か と 
言う と 、 相 手 と て ダウ ン 攻 撃 な り 追 い 打 ち 攻 撃 を か け 
て 失敗 し た こと に な る わけ な の で 、 ヘ ッ ド スプ リン グ 
で 起き 上 が る プレ イヤ ー 側 の キャ ラク ター と 、 ダ ウン 


ワン 攻撃 対策 


る 。 特に 、 起 き 上 が り 直 後に し ゃ が み ス テッ プ バ ッ 
ク (@ る ゅ ) を 出し た りす れ ば 、 相 手 が 中 段 攻 撃 を 仕掛 
け て きた 場合 で も 、 か わせ る こと が よく ある 。 起き 
上 が る その 瞬間 で も 、 起 き 上 が る 側 に 選択 の 余地 が 
残さ れ て いる と いう こと だ 。 

蹴り 起き を 正確 に ガー ド す る の は 、 さ ほど 難し い 
こと で は な い 。 上 に 述べ た こと と あい まっ て 、 蹴 り 
起 さ を 選択 し た 時 点 で 自ら 行動 の 幅 を 狭め て いる と 
も 言え る 。 た だ 、 蹴り 起き が 絶対 に 厳禁 と いう わけ 
で は な いし 、 攻め に 焦っ た 相手 が 蹴り に 当たっ て く 
れれ ば ダウ ン を 奪え 、 立場 は 逆転 する 。 つ まり 、 蹴 り 
起 さ が 危険 な の で は な く 、 行 動 を 相手 に 読ま れる こ 
と が 危 陸 な の だ 。 


攻撃 の 硬化 時 間 が 解け る 相手 側 の どちら が 先 に 戦闘 
体勢 に 入れ る か 、 と いう 問題 に な っ て くる 。 先 に 立ち 
上 が っ て 、 起 き 上 が っ て くる 相手 を 待っ て いた 側が 有 
利 、 と いう わけ だ 。 そ れ か ら 、 ダ ウン 攻撃 を か けら れ 
た 際 の レバ ガチ ャ で は 、 衣 ボタ ン の 扱い に 注意 し な け 
れ ば な ら な い 。 キ ャ ラク ター の 蹴り 起き キモ ーション 
の 開始 時 に ダウ ン 攻 撃 を 喰らっ て し まう と 、 ダ メー 
ジ の 扱い は 通常 の 1.5 倍 と な っ て し まう か ら だ 。 た 
だ し 、 逮 需 の 起き 上 が り 攻 撃 の ひと つ で ある 金 絞 了 
(相手 に 足 を 向け て 仰向け 状態 で の 蹴り 起き ) は 、 ダ 
ウン 攻撃 を か け て くる 相手 を 撃ち 落と す と いう 使い 
方 が で きる 。 当 然 な が ら 、 相手 が 飛び 込ん で くる ま 
で に 攻撃 力 を 発生 させ て いな けれ ば 意味 が な い の は 
言う まで も な い が 。 


JO07/ 
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る ろ め ぎ と は ? 


自分 の キャ ラク ター が よろ めい て し まっ た 後 の 対 
処方 法 を 考え て みる 前 に 、 よろ めか され た プレ イヤ ー 
は その 時 点 で と て つも な く 不 利 な 状況 に 陥る 、 と いう 
認識 を し っ か り 持 っ て お いて ほし い 。 ど ん な 間合い 
で 、 どん な 技 に よっ て よろ めか され た の か 。 そ の 種類 
に よっ て は 、 攻撃 を 絶対 に 避け られ な い ケ ー ス も 出 て 
くる 。 た だ 、 一 部 の ケー ス で は 、 プレ イヤ ー の 根性 と 
テク ニッ ク 次 第 で は よろ めき か ら 素 速く 立ち 直る こ 
と が で きる 場合 が ある 。 

打撃 技 に よる よろ めき は どん な 技 で も 起き る わけ で 
は な く 、 “相手 を よろ めか せる こと が で きる 技 " を ある 
抄 件 下 で ヒッ ト さ せる と 起き る 現象 で 、 そ れ ら は ガー 
ド ハ ー フ 技 で ある こと が 多い 。 よ ろ め き は 、 その 度合 
い に よ っ て 軽度 (G9 フ レー ム )、 中 度 (41 フ レー ム )、 重 
度 (390 フ レー ム ) の 9 段階 に 分 けら れる 。90 フ レー ム 
は 、 時間 に 直 す と 1.5 秒 。 1 ラウ ンド 30 秒 の うち 、 
1.5 秒 も よろ めい て いる と いう こと は 重大 で ある 。 

軽度 の よろ めき に 関し て は プレ イヤ ー が 介入 で きる 
示 地 は まっ た く な い 。 だ が 、 中 度 と 重度 の よろ け は よ 
ろ め き 時 間 を 短縮 する 方 法 が ある 。 い わ ゆ る 「 レ バ ガ 
チャ 」 だ 。 ど の 方 向 で も 、 どの ボタ ン で も いい か ら 何 
か し ら の 入力 を 繰り 返し て 、 コ ンピュータ ー に 自分 の 
意志 を 伝え て や れ ば いい の だ 。 こ れ に より 、 中 度 の 
41 フ レー ム の よろ めき を 最短 で 35 フ レー ム に 、 重 
度 の 30 フレ ー ム を 最短 で 5 の フレ ー ム に まで 縮め る 
こと が で きる 。 こ こ で "最短 で ' と 表記 し た の は 、 こ 
れ ら の よろ めき の 回 復 は ひと え に “プレ イヤ ー の 根性 
と テク ニッ ク " に か か っ て いる か ら だ 。 自 分 の キャ ラ 
クタ ー の よろ めき モー ショ ン を 視認 し た 瞬間 に 反応 
し 、 ス ティ ッ ク 稲 妻 大 反復 (また は 回 転 ) 運 動き & ポ タン 
超 連 射 を 行なっ た 時 に は じ め て 、 上 記 の よう な 時 間 短 
縮 は 可能 と な る 。 加 えて 、 ア キラ の 順 歩 翻 肥 
(る $⑧⑤:@) は 投げ 技 に 属す る が 、 レバ ガチ ャ で の よろ め 
き 回 復 に より 、 11 ら フレ ー ム の 硬直 時 間 を 88 フ レー 
ム に まで 短縮 で きる こと も 併せ て 覚え て お きた い 。 

さて 、 レバ ガチ ャ の 際 に 注意 し な けれ ば な ら な い の 
が 、 よろ めき か ら 回 復 し た 直後 の 容 勢 に 冠 を つけ る 、 


な し の まま ボタン と 世 ボ タン の み を 連打 に 切り 替 
え 、 レ バー も よろ めき 回 復 後 に 立ち 姿勢 を 保っ つて お き 
た いな ら ⑤③ つ W⑤③ あ …… と 入力 、 回 復 直後 に すぐ に し ゃ 
が みた いな ら ば @ ぐ ⑧⑯⑧…… と 往復 させ る (この 場合 レ 
バー を ニュ ー ト ラル に せ ず 、 下方 向 に の み 入 力 を 続け 
る こと ) の が 理想 だ 。 ち な み に 、 よろ めき の 中 で 特に 
問題 に な る の が 中 度 の よろ めき か ら の 回 復 。 こ の 場 
合 は 自分 の キャ ラク ター が よろ めき 始め て か ら お よ 
そ 0.5 秒 の 間 に レ バ ガ チ ャ を 行なっ て 回 復 し 、 さ ら に 
その 後 の 対処 を も し な けれ ば な ら な い 。 最速 の レバ ガ 
チャ に つい て は PART3 で 考察 し て いる が 、 それ より 
も 短い 時 間 の 中 で 様々 な 判断 を 下 し て 行動 する の は 、 
難易 度 が 高 す ずる と 言え る か も し れ な い 。 だ が 、「 よ 
ろ め いた 体勢 か ら 追 い 打 ちさ れる より は 、 回 復 後に 不 
安定 な 体勢 に な る 方 が マシ 」 と 言う 向き な ら 試 し て み 
る 価値 は ある だ ろう し 、 常軌 を 人 逸し た 反応 速度 を 持つ 
プレ イヤ ー な ら ば 実戦 投入 で きる レベ ル で も ある 。 

も っ と 単純 に 言え ば 、 と に か く ボ タン を 連打 し つつ 、 
立ち 姿勢 な ら る @ ゆ 方 向 の 往復 、 し ゃ が み 姿 勢 な ら @$⑧ 
方 向 の 入力 を 繰り 返す 、 と いう こと 。 こ の 場合 どれ だ 
け 素 速く 自分 の キャ ラク ター の よろ めき を 認識 し て 、 
レバ ガチ ャ + ボ タン 連打 の 動作 に 移 れ る か が 重要 な ポ 
イン ト だ 。 ち な み に こ の 時 で も 、 立ち姿 勢 か らし ゃ が 
み 姿 勢 へ の 移行 に 10 フ レー ム を 要する こと は 変わ ら 
な い 。 つ まり は 、 よろめき か ら の 回 復 後に し ゃ が お む た 
め レ バー を 方 向 に 入力 し て いて も 、10 フ レー ム の 間 
は 上 段 判定 と な っ て いる の で ある 。 回 復 後 の 投げ を 警 
戒 す る な ら 、 一 心 不 乱 の レバ ガチ ャ 後に や :@ コ マン ド 
で の 下段 バン チ を 試み た 方 が 賢明 だ ろう 。 投 げ 抜 け と 、 
瞬時 に し ゃ が め る と いう ら つ の 利点 が ある か ら だ 。 

以上 の こと を 踏ま え 、 こ の 後に 説明 する 3 種類 の よ 
ろ め き に 対処 し て も らい た い 。 


軽度 の よろ け 
(29 フ レー ム ) 


ジャ ッ キ ー の スピ ニン バック ナッ クル (④:⑤) 
ジャ ッ キ ー の スマ ッシュ フッ ク 0 


と いう こと 。 い くら 回 復 に 成功 し て 立ち 直っ て も 、 そ 
の 直後 に キャ ラク ター が 意図 し な いよ うな 挙動 を 見 せ 
て いる よう で は 話 に な ら な い 。 具体 的 な 入力 例 を 説明 
し て いく と 、 よろめき を 判断 で きた その 瞬間 か ら レ バ 
ガチ ャ 開始 と な る が 、 初 め ゆ は と に か く ボ タン を 連打 、 
レバ ー は ⑤⑮⑧⑤⑮⑧……… と 終 め 方 向 を 意識 し た 反復 運動 
を する 。 回復 の 頃合 を 見 計ら い 、@ ボ タン は 押し っ ぱ 


アキ ラ 、 パ イ 、 ラウ 、 カ シュン 、 リ オン の 中 段 キ ッ ク ④W) 
アキ ラ 、 カ サラ 、 ジャッキー、 リ オン の ② ざ (コマ ンド に よる 肘 攻 撃 
アキ ラ の 禅 門 頂 肘 ② ツ ⑮⑧、 躍 歩 頂 肘 ② あ ツ ⑧ 
ジェ フリ ー の ダッ シュ エル ボー ツ ツ ) 

ジャ ッ キ ー の ビー トナ ッ ク ル 


中 度 の よろ け 
(41 一 36 フ レー ム ) 


重度 の よろ け 
(90 一 62 フ レー ム ) 
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る めき の 対処 方 法 


軽度 の よろ めき 対処 法 

軽度 の 場合 よろ めき の モー ショ ン 自 体 が 一 瞬 の で 
き ご と で ある 。 相手 が よろ めき を 利用 し て 追い 打ち を 
仕掛 け て きた な ら 、 そ れ は よろ めい た 次 の 瞬間 に や っ 
て くる と いう こと に な る わけ で 、 即座 の 対応 が 求め ら 
れる 。 技 の リス ト か ら も 分 か る よう に 、 軽 度 の よろ め 
きき は ジャ ッ キ ー の 技 で し が 発生 し な い 。 

と に か が かく 、 恐 れ の あま り た だ し ゃ が も うと し た り 、 
と りあ え ず バ パンチ を 出し た りす る こと の な いよ うに 
し た い 。 ジ ャ ッ キ ー に し て みれ ば 、 ダ ッシュ ハン マー 
キッ ク ( ぱ あゆ) で 追い 打ち を 掛け る の は 十分 に 定石 の 
男 囲 内 に 入る 選択 だ し 、 補 ⑤ ざ で ネッ ク ブ リー カー ド 
ロッ プ と ライ ジン グ エ ル ボー の 自動 選択 を 迫 ら れ た 
喝 生 は か な り 厳 し い 状況 に な る 。 後者 の 自動 選択 は 、 
タイ ミン グ が 掴め ゆ て いる な ら 、 よろ めき が 回 復 し た 直 


中 度 の よろ めき 対処 法 

中 段 キ ッ ク な ど 、 リー チ が 長い 技 を 喰らっ て よろ め 
いて し まっ た 場合 は 、 レバ ガチ ャ が 十分 に よろ け 回 復 
の 手助け と な る 。 特 に ラウ に よろ めか され た 場合 は 確 
実に 回 復 し て 、 その 後 の 綱 下 掌 (⑮⑤)、 斜 上 掌 (⑮⑤) で の 
追い 打ち を 喰らわ な いよ うに し な く て は な ら な い 。 回 
復 が 問 に 合わ な いと 、 キ ャ ラク ター は 笛 に 浮い て ラウ 
の な す が ま ま 。 た だ 、 こ の 中 度 の よろ めき の 間 は 投げ 
られ る こと は な い の で 、 よろ めき 後に 相手 が 投げ 技 を 
狙っ て きた 場合 、1] フレ ー ム の タイ ムラ グ も な く 相 手 
が 投げ を 仕掛 け て きた 時 以外 は 、 よろ めき が 回 復 し て 
か ら の 下段 パン チ な ど が 間に合う 。 た だ し 、 常 に よろ 
めき 一 回 復 一 下段 バン チ と いう ルー チン を 繰り 返し て 
いた の で は 、 よろ めい た 後に 中 段 攻撃 を 喰らう こと に 
な る 。 特 に 、 再度 中 段 キ ッ ク を 出さ れ た ら 、 回 復 し た 
述 端 に また よろ めく こと に な っ て し まう の で 注意 し た 


重度 の よろ めき 対処 法 

アキ ラ を 相手 に 迎え 、 下段 攻撃 を ガー ド さ れ た りか 
わ さ れ た 後に 、 し ゃ が み 姿 勢 か つ 技 の 硬化 中 に 猛虎 硬 
則 山 ( め ゆ ) を 当て られ た 場合 の み に 発 生 す る よろ め 
き が これ だ 。 何 し ろ よ ろ め きど ころ か 、 グラフィック 
を 見 れ ば 分 か る よう に 尻餅 を つい て し まう の だ 。 格闘 
技 の 試合 中 に 相手 の 目 の 前 で 尻餅 を 付く こと の 意味 を 
冷静 に 考え て みれ ば 、 いか に この 状況 が 不利 な の か が 
分 か る だ ろう 。 こ の 場合 も 懸命 に 回 復 に 努め た 方 が い 
い の だ が 、 と に か く 状 況 は 絶望 的 で ある 。 と いう の は 、 
よろ めき 時間 を 短縮 で きる と は いえ 、 尻 餅 中 は 投げ ら 
れ 判 定 が 存在 する の だ 。 つ まり は 崩 撃 雲 身 双 虎 掌 
(xx@eX@ ぐ xi⑨W) や 順 歩 翻 騰 (④⑤:@⑥) を 入れ 放題 
で ある と いう こと を 意味 する 。 こ れ ら は 難度 の 高い 技 


後に し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク (⑧⑤ ぷ ゅ ) が で きれ ば それ 
で 避け られ る 。 よろ めい た 後に 投げ 技 を 狙っ て くる 相 
手 に 対し て は 、 バ ンチ な ど で 相 手 の 動 き を 止め る と い 
う 選 択 も ちる の だ が 、 そ こ で サマ ー ソ ルト キッ ク (⑤) 
を 狙っ て いた 場合 に は 、 目 も 当て られ な い 結 果 と な る 。 
いずれ に せよ 、 場 は ジャ ッ キ ー 側 に 有利 な 状況 に な っ 
て いる こと は 間違い な い 。 安全 策 を 取る な ら 、 立 ち ガ ー 
ド か バッ クス テッ プ (⑤⑤③) で 防御 に 回 る べき だ ろう 。 カ 
ウン ター で サマ ー ソ ルト キッ ク 二 ハイ ジャ ン ピ ン グ 
ニー スタ ンプ (⑬④⑤) の 餌食 (30 二 40 で 計 130 の ダメ ー 
ジ ) に な る より は 、 最 悪 で も ニー ス トラ イク (②③⑤:K・ 
ダメ ー ジ 60) や ダッ シュ ハン マー キッ クー サッ カー 
ボー ルキ ッ ク (⑤⑭⑱) の ダメ ー ジ (30 二 15 で 計 45) を 覚 
悟 する 方 が ベタ ー と は 考え られ な い だ ろ うか 。 


い 。 要 は 打撃 か 投げ か 、 あるいは 中 段 打撃 技 か 下段 打 
撃 技 か の 2 択 と な る わけ だ が 、 絶 対 に 逃げ られ な い 、 
回 復 に 努め て も 間に合わ な い ケ ー ス が ある 。⑤W ざ に よ 
る 肘 攻 撃 で の よろ け の 後 で 、 相 手 が パ ンチ か ら 始 まる 
よう な 攻撃 を つない で きた 場合 が そう だ 。 

た だ し 、 各 キャ ラク ター の 体格 (体重 、 フ ァ イ テ ィ ン 
グ ポ ー ズ ) や その 時 の 状況 (間合い 、 軸 足 ) な ど を 考慮 に 
入れ る と 、 前 述 の よう な 中 度 の よろ めき か ら の 連係 が 
1009%6 確 実に 入っ て し まう と いう も の で も な い 。 特 
に 体重 の 軽い キャ ラク ター が 相手 の 場合 は 、 よ ろ め か 
せ た 時 に 後 ず さ っ て し まう の で 、 見 る か ら に 問 合 い が 
開き すぎ て し まう こと が ある か ら だ 。 こ うし た 状況 で 
は 、 ほ と ん どの 場合 は 踏み 込み パン チ (④⑤) か ら 連 係 を 
出せ ば ヒッ ト さ せる こと が で きる の だ が 、 こ ちら も や 
は り 10096 と いう わけ で は な い 。 


で ある の は 確か だ が 、 昨 飼 の プレ イヤ ー の 技術 レベ ル 
を 考慮 すれ ば 、 か な り の 確率 で 決め られ る と 考え た 方 
が いい だ ろう 。 それ で も 、 ア キラ 側 の ダッ シュ が 少し 
で も 遅れ れ ば 、 投げ 技 を 回 避 で きる チャ ンス は 袋 然 大 
きく な る 。 そう し た 場合 に 備え た 最も リス ク の 少な い 
返し 技 は 、 よろ めき 回 復 後 の 下 段 パ ンチ だ 。 ダッ シュ 
の 出遅れ に 気づい た アキ ラ 側 の プレ イヤ ー が 、 崩 撃 雲 
身 双 虎 掌 で の 追い 打ち を 中 止 し て 虫 歩 頂 肘 (②W②) な 
どの 安全 策 に 切り 替え た 場合 で も 、 相 手 の 攻撃 が ヒッ 
ト し て ダウ ン 状 態 に な る の で 、 と りあ えす 仕切 り 直 し 
に まで は 持っ て いけ る か ら で あ る 。 カ ウン ター ヒッ ト 
を 喰らう 可能 性 は 十 二 分 に ある が 、 崩 撃 雲 身 双 虎 掌 を 
回 避 で きる と 思え ば 仕方 な い だ ろ う 。 
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360 


移 


動 避 け に よる 攻撃 回 避 


姓 宙 と リオ ン の み が 可 能 な 移動 避け 。 相 手 の 技 を 
紙 一 重 で か わし 、 反 撃 に 転ずる …… と いう と いか が に 
も 格好 よく 聞こ る の だ が 、「 実 戦 で は どう に も 使い こ 
な せな い 」 と いう 声 を よく 聞く 。 こ れ は 、 | VF2」 で は 
軸 が ずれ て いる 相手 に 対し て 何ら か の 動作 を 行なっ 
た 場合 、 自動 的 に 相手 の いる 方 向 へ 軌道 が 修正 され 
る と いう “ホー ミン グ (自動 追尾 "シス テム が 導入 され 
て いる の が 最大 の 理由 だ 。 こ の た め 、 手 数 の 多い コ 
ン ビ ネー ショ ン 技 に 対し 、 移 動 避け で タイ ミン グ よ く 
初 弾 を 避け て も 、2 発 目 以降 は 自動 的 に 方 向 修正 され 
て し まい 、 結局 は 避け 切れ ず に 攻撃 を 喰らう 、 と いう 
こと が 多い よう で ある 。 ま た 、 多 く の 移 動 避 け は 、 移 
動 開始 後 の 1 フレ ー ム の 間 の み 、 相手 の 打撃 技 を 回 避 
で きる と いう 性 質 の た め 、 積 極 的 な 回 避 行 為 に は 適 
し て いな いこ と も 挙げ られ る か と 思う 。 

だ が 、 姓 需 の 向 側 後 避 (@e@) は また 別 だ 。 この 技 に は 
「 コ マン ド 入 力 か ら 10 フ レー ム 以 内 は ホー ミン グ さ れ 
な い 」 と いう 特性 が ある 。 攻撃 力 発生 時 間 + 攻 撃 力 持 
続 時 間 か ら 10 フ レー ム を 引い た フレ ー ム 数 の 間 に 移 
動 避 け の コマ ンド 入力 を 行なえ ば 、 ホ ー ミ ング され る 
こと な く 相 手 の 攻 撃 を か わせ る 、 と いう わけ で ある 
(詳細 は 償 需 の 技 デ ー タ P. ら 7 ら の 「56. 向 側 前 避 ] の 
項目 を 参照 )。 また 、 級 一 と リオ ン の 両者 は いずれ も 、 
移動 避け の み と 、 移 動 避 け + 打 撃 技 と いう 複合 技 が 出 
せる 。 より 実戦 的 に 考え れ ば 、 移動 避け の み を 使っ て 
相手 の 技 を か わす こと を 想定 し た 場合 な ら 、 相手 が 単 
発 の 攻撃 を 仕掛 け こ くる と 思え ば 移動 避け を すれ ば い 
いし 、 コンビ ネーション 技 で 来る と 思え ば 移動 避け 十 


瞬 帝 の 移動 避け 
移動 避け を 120% 活 用 し た 「 真 ・ 爺 (じじ い ) 
サイ クロ ン 」 は P274 で 解説 済み 。 ぜ ひび 実 
践 で 使っ て みて ほし い 。 移動 距離 は 短い と 
いう 印象 を 受け る が 、 組 帝 の 移動 避け は 相手 
の 技 を か わす こと に 長け て いる こと 言え る 。 


打撃 技 の 複合 技 を 使う 。 移 動 避 けが 成功 し 、 相 手 が 打 
撃 技 を 出し て 硬化 し て いる 時 に は 投げ 技 を 試み る と 
いい 。 リ オン の 貼 身 双 勾 手 (ゆる @@@@px@) な ど 入 力 
に 時 間 を 要する よう な 技 は 、 移 動 避 け の モー ショ ン 中 
に コマ ンド 入力 を 開始 し て 、 移 動 避け が 完了 し た 直後 
に コマ ンド 入力 を 終え る よう に すれ ば うま くい くだ 
ろう 。 い ずれ に せよ 、 相 手 の 闘い 方 の くせ や 挙動 か 
ら 次 の 行動 を 予測 する と いう “読み " が 必要 な の は 言 
うま で も な い 。 

さて 、 環 天 と リオ ン の 共通 コマ ンド に よる 移動 避 
け を 比較 し て みよ う 。e@ と 入力 し た 場合 、 姓 帝 が 相 
手 に 近付く 要素 を 持つ の に 対し て 、 リ オン は 真横 に 
避け る よう に 移動 する 。 償 和 間 は この 時 、 相手 が 攻撃 
し て こない よう な ら 投 げ と 打撃 の ら 択 を か ける こと 
に な る 。 リ オン も 相手 に 近 付 か な いわ け で は な い の 
だ が 、 その 度合 は シュ ン に 比べ れ ば 小さ いも の で 、 移 
動 避け を 使っ て 大 胆 に 相手 に 近付く と いう 芸当 は で 
き な い 。 た だ し これ は 、 リ オン の 前 後 の 移動 ス ビ ピー 
ド を 考え れ ば 無理 も な い 事 な の か も 知れ な い が 。 次 
に @@。 シ ュ ン は 身 を 徳 す よう な 格好 で 技 を 避け る 
の に 対し て 、 リ オン は 綱 め 後ろ る 、 そ れ も か な り 真 横 ぎ 
み に 移 動 す る 。 こ の た め 、 リ オン の @@ コ マン ド に よ 
る 移動 避け は 、 リン グ サ イド に 身 を 置く 羽目 に な っ た 
時 に 、 移 動 避 け を 繰り 返す こと で 相手 と の 位置 関係 を 
逆転 する こと も 不可 能 で は な い 。 た だ し 、 あ か ら さ 
ま 過 ぎる 行動 な の で 、 コ ン ビ ネー ショ ン 技 を 出さ れ 
た ら そ れ ま で と いう 話 も ある が 。 


リオ ン の 移動 避け 
相手 の 技 を 避け る と いう より は 、 自分 の ポジ 
ショ ン を 調整 し た り 、 移 動 避 け の 直後 で 中 段 
攻撃 と 投げ 技 の 2 択 を か ける た め の 布石 と い 
う 意味 合い が 強い 。 移 動 し た は いい が 自ら 
リン グ ア ウ ト 、 と いう の に は 注意 し た い 。 


し ゃ 


が み ス テッ プ バ ッ ク 


大 本 動作 の 応用 な の だ が 、 こ うし た 地味 な 動き も 完 
壁 に マス ター し な く て は “世界 格闘 トー ナメ ント " 
制覇 は まま な ら な い 。 特に 、 終 上 DP を マス ター し た ラ 
ウ の 猛攻 を 受け た 時 な ど は 、 こ の し ゃ が み ス テッ プ 
バッ ク な し で は 手 も 足 も 出 な い だ ろ う 。 ま た 、 し ゃ 
が み 姿 勢 の まま 後ろ に 下がる た め 、 単 な る ステ ッ プ 
バッ ク (@ る ) と 比べ て も 上 段 攻撃 は 元 よ り 、 中 段 攻 撃 
も や や 当たり に くく な る と 言え る 。 

コマ ンド を 表記 すれ ば @ ゞ る ゅ と な る の だ が 、 慣れ る 
まで は な か な か が 思う よう に は で き な い と 思う が 、 こ 
れ は 練習 が モノ を 言う 動作 の ひと つ 。 人 徐々 に 慣らし 


ee 大 


て いこ う 。 コ ツ と し て は 、 下方 向 を 意識 し な が ら 入 
力 を 行なう こと と 、 忘 れ が ち だ が ガー ド ボ タ ン を 押 
し た 状態 で は 前 後に 動け な い の で 、 レバ ー の み の 入 
力 と する こと が 挙げ られ る 。 

し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク と 同様 、 し ゃ が み ク イッ ク 
フォ ワー ド (⑧ ゞ $) も 利用 価値 が 高い 。 離 れ た 間合い 
か ら 相 手 に 近付く 場合 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド で 近 付 
く の と し ゃ が み ク イッ ク フ ォ ワー ド を 使う の と で は 
被弾 率 が 大 きく 変わ っ て くる 。 基本 的 な コツ は し ゃ 
が み ス テッ プ バ ッ ク と 同じ 。 こ ちら も 、 動 きた い 時 
に 動け る よう に な る に は 地道 な 練習 が 必要 と され る 。 


重量 級 に よる 対 終 上 P 回 避 
強制 し ゃ が み を 利用 し た 攻撃 の 代表 格 は 、 ラ ウ の 市 
上 掌 だ ろう 。 次 々 と 繰り 出さ れる 攻撃 の 前 に は 、 な す 
術 が な いと も 思わ れる 。 特に 重量 級 の キャ ラク ター 
は 、 苦労 さす られ る こと が 多い だ ろう 。 そ の 打開 策 
が 、 し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク だ 。 こ こ に 斜 上 P の 回 
避 例 を 挙げ て お く 。 か な しり 先 行 ざ み の 入 力 が 要求 さ 
れる の で 、 実 際 の 入力 と 画面 の 様子 と で 、 若干 違い 
が ある こと を 考慮 し て 見 て ほし い 。 
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まき 上 が り の 攻防 


「VF2」 を 究極 まで 突き 詰め 、 間合い と いう 概念 
無視 し て し まえ ば 、 すべ て の 攻撃 は 2 つの 選択 肢 か 
ら 成 り 立 っ て いる と 言え る 。 

起き 上 が り と いう 行動 は 特に 状況 が 限定 され る た 
め 、 こ の 「 ら 2 分 の 1」 を 実感 し や すい だ ろう 。 何しろ 、 
片方 は 自由 に 動け て 、 も う 一 方 は 寝 て いる 体勢 か ら 
起き 上 が ろう と する の だ 。 両 者 に 戦闘 の 意志 が あれ 
ば 、 次 の 瞬間 に 再び どちら か が 倒れ て いる 可能 性 は 
大 きい 。 そ れ は 同じ 側 と は 限ら な い が 、 倒さ ご され て い 
る 方 は 起き 上 が り を 待つ 側 より も 不利 な た め 、 一度 
ダウ ン さ せら れ て し まう と 、 再 び 倒 され て し まう 人 危 
険 性 は 高い 。 た だ し 、 試 合 が 始ま っ て 一 度 ダ ウン し 
た ら K.0. さ せら れる まで 寝 た ま まで あっ た 、 な ど と 
いう こと の な いよ うに 、 ゲ ー ム シス テム 上 で は 数 々 
の 配慮 が な され て いる 。 そ れ は 投げ 技 の 項 で 既に 解 
説 済 み の 、 「 起 き 上 が り 直 後 の 6 フ レー ム は 両者 と も 
に 投げ 技 を か ける こと は で き な い 」 と いう も の な ど で 
ある 。 再度 ダウ ン さ せら れ た な ら 、 相手 と の 読み 合 


蹴り 起き の 種類 に よっ て 、 ガ ー ド され た 後 圧倒 的 
に 相手 側が 有利 に な っ て し まう も の が ある 。 例 えば 、 
アキ ラ の 地 掃 脚 ( 英 定 方 向 ・ 仰 向け 時 KR 誠 ……) が 
挙げ られ る 。 ヒ ッ ト す れ ば 相手 が ダウ ン す る と いう 
利点 も ある が 、 何しろ 人 硬化 時 間 が 長く 、 ひ と た び ガ ー 
ド さ れ て し まう と 相手 の ガー ド 後 の 人 硬直 が 解け て も 
アキ ラ 側 は 硬化 し た まま な の で 、 や られ 放題 。 し か 
も し ゃ が み 判 定 に な っ て いる の で 、 打 撃 技 で は よろ 
めき が 発生 する よう な 中 段 攻 撃 、 あ る い は 下段 授 げ 
が 入っ て し まう と いう 恐ろし い 状 況 に 陥っ て し まう 。 
蹴り 起き で 、 ガ ー ド され た 後に ここ まで 不利 に な っ 
て し まう 技 は そう な い が 、 傾向 と し て 相手 が 頭 方 向 


い に 負 けた か 、 相手 の 方 が コマ ンド 入力 の 正確 さと 
素 速 さ に 秀 で て いた と 、 素 直 に 納得 せ ざ る を 得 な い 
シス テム だ 。 

起き 上 が り は 、 こ の 応用 攻略 編 で も 重要 項目 で あ 
る 。 起き 上 が り に お ける 駆け 引き は 、 ダ ウン させ ら 
れ た 時 の 相手 に 対す る 体勢 に 関係 な く 、 蹴り 起 ぎ を 
する か し か な いか 、 そ し て 蹴り 起き を し て も し な く 
て も 、 起 きた 時 の 体勢 を 立ち 姿勢 と する か し ゃ が み 
姿勢 と する か の 2 度 の 選択 に 集約 され る 。 こ れ は か 
な り 重 要 だ 。 蹴り 起き を し た 場合 、 上段 蹴 り 起 き を 選 
ん だ 時 点 で 蹴り が 出 た 後 の 体勢 は 強制 的 に 立ち 姿勢 
と な り 、 下段 蹴り 起き な ら 蹴 り が 出 た 後 は し ゃ が み 
姿勢 と な っ て し まう 。 と ころ が 起き 上 が り 攻 撃 を し 
な い 場 合 は 、 レ バー が ニュ ー ト ラル な ら 起 き 上 が っ 
た 後 は 立ち 姿勢 と な り 、 下 方向 に 入っ て いれ ば 立ち 
上 が っ た 瞬間 に し ゃ が ん で いる こと に な る 。 直後 に 
し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク (⑤⑧⑤ ゆ ) な ど を 行なえ ば 、 か 
な り 効 果 的 だ 。 


り 起 ぎ を ガー ド さ れる と いつ うこ 


で 、 う つぶ ぶせ 状態 か ら の 上 段 蹴り 起き な ど は 危 了 性 
が 高い こと が 多い 。 

と に か く 、 蹴 り 起 き を ガー ド さ れ て し まっ た 時 点 
で 、 その 後 の 試合 の 流れ は や や 相手 側 に 有利 に 展開 
する こと を 知っ て お きた い 。 こ こ で 「 や や 相手 側 に 有 
利 』 と し た の は 、 打 撃 技 同 士 が ふつ か り 合 う 場 合 に は 、 
蹴り 起き の 蹴り 部 分 を ガー ド し て すぐ に 打撃 技 の 準 
備 が で きる と いう 点 で 、 コ マン 入力 の 猫 予 が ある 
か ら だ 。 

蹴り 起き を ガー ド し た あと で 、 絶 対 に 反撃 で きる 
技 の 組み 合わ せ に 関し て は 、 後 の 対抗 技 の 項 を 参照 
の こと 。 


蹴り 起き を しない 


ダウ ン 攻 撃 攻撃 力 発生 する が 上 段 蹴り 起き な ら 立 ち 姿 勢 


追い 打ち 攻撃 が 入る 微 攻撃 判定 も ある 下段 蹴り 起き な らし ゃ が み 姿 勢 


(強制 的 、 選択 不可 ) 


追い 打ち 攻撃 が 入る し ゃ が み 姿 勢 か 
(レバ ー 入 力 で 選択 可能 ) 


〇 ) 攻め に は や っ た 相手 か ら ダ ウン を 奪う 可 〇 ) 起き た 後 の 姿勢 を 選択 で きる 


能 性 が ある 〇 ) 起き 上 が り 中 か ら 起き 上 が り が 完了 する 
X 呪 り が 届か な けれ ば 、 相手 に 大 き な チ ャ ン まで は 被 攻撃 判定 な し (無敵 状態 


ス を 与え る X 起き 上 が り 完 了 後 は 、 相 手 側 が や や 有利 
X 蹴り が 届い て も 相手 側が や や 有利 、 キ ャ 

ラク ター や ダウ ン の 姿勢 、 蹴 り 起き の 種 

類 に よっ て は 相手 側が 完全 に 有利 
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ダウ ン か ら 起 き 上 が っ た 瞬間 、 待 ちか まえ る 側 に 
は 十分 な 時 間 が ある 。 起き 上 が り に 合わ せ て 打撃 技 
で 攻め よう と する な ら 、 中 段 攻 撃 と 下段 攻撃 の 2 択 を 
迫 ら れる こと に な る 。 相手 が 投げ 技 で くる と 思え ば 、 
上 段 授 げ に 対し て は し ゃ が み 姿 勢 、 下段 授 げ に 対し 
て は 立ち 姿勢 を 取っ て いれ ば いい の だ が 、 積 極 的 に 
投げ を 回 避 し よう と する な ら 、 ゞ mp*@ コ マン ド に よる 
下段 パン チ を 出す の が 最も 効果 的 だ 。 た だ 、 相手 が 
打撃 技 を 狙っ て いた よう な 場合 は 、 勝ち目 は まず な 
く な っ て くる と いう 二 律 背 反 が 生じ る 。 

まず 、 起 き 上 が り に 攻撃 を 重ね て くる 相手 に 対し て 
は 、 リ スク の 少な さか ら 言 えば 防御 に 徹する の が 得策 。 
打撃 技 に 対し て は いっ た ん ガー ド す る し か な いし 、 投 
げ 技 を 仕掛 けら れ て も 、 上 段 授 げに は し ゃ が み ガ ー ド 、 
下段 授 げ に は 立ち ガー ド を する こと に より 、 ら 分 の 1 
の 確率 で 相手 の 投げ を 回 避 で きる こと に も な る か ら 
だ 。 た だ 、 こ の 「 ら 分 の 1 の 確率 」 は 相手 側 に も 同じ よ 
うに 存在 する の で 、 起 き 上 が り に 対し て 完璧 な タイ ミ 
ング で 投げ 技 を 仕掛 けら れ た 場合 に ガー ド に 専念 
る こと は 、 ら 分 の 1 の 確率 で 相手 に 投げ 技 を きめ られ 
る こと も 意味 する 。 相手 の 投 げ を 読み 切っ た と いう 
の で あれ ば 、 下段 パン チ や それ に 類する 攻撃 力 発生 
時 間 の 速い 技 で の 対応 が 適切 と いえ る 。 ち な み に こ 
の 時 、 起 き 上 が り 直 後 の 6 フ レー ム は 互い に 投げ られ 
な いこ と を 考慮 すれ ば 、 下段 バン チ は ブ プレイヤー が 
起き 上 が っ た 直後 か ら 6 フ レー ム 以 内 に 出せ ば いい 
と いう こと に な る 。 な お 、 下段 パン チ の 代替 技 と し 
て は 、 サ マー ソル トキ ッ ク (⑤ww) や 鉄山 凛 (④ ゆ ゆ p・ 衣 ) 
と いっ た ダメ ー ジ の 大 き な 技 を 先行 入力 で 出す の が 
効果 的 だ 。 

ここ まで 述べ て きた こと を 要約 する と 、「 蹴り 起き 


相手 の 技 ヒ ッ ト 


まき 上がり の 攻防 二 そ の どー 


は 相当 な リス ク を 伴 な う も の だ 」 と な る 。 だ が 、 起き 
上 が る 際 に 相手 に 密着 され る と 、 ら 分 の 1 の 確率 で 技 
を 喰らう た め 、 絶対 に 跡 り 起き キ を し な いと いう わけ に 
も いか な い 。 そ れ は < 蹴り 起き な し で 起き 上 が っ た 
場合 の 力 関係 図 > を 見 て も ら え ば 理解 で きる だ ろう 。 

た だ し 、 起 き 上 が っ た 直後 に プレ イヤ ー が 取れ る 第 
4 の 行動 と し て “ステップ バッ ク " が ある 。 間 合い の 
要素 を 加え て シミ ュ レ ー ト し て みる と 、 こ うし た 表 で 
すべ て を 説明 する こと が で き な く な り 、 相 手 が ご ん な 
打撃 技 を 仕掛 け こ くる の か が 問題 に な る 。 リ ー チ の 
長い 技 で あれ ば ステ ッ プ バッ ク 中 に 技 を 喰らう こと 
に な る が 、 技 の リー チ が 短けれ ば 相手 の 打撃 技 を か わ 
すこ と が で き 、 その 後 は プレ イヤ ー 側 に チャ ンス が 訪 
れる こと に な る 。 な お 、 リー チ の 長短 の 目安 は 、 中 段 
キッ ク (SK) な ら ば 追い 付か れる が 、 膝 蹴 り (@k) な ら 
ば ステ ッ プ バッ ク で か わせ る 、 と いっ た 程度 で いい 。 
相手 が 投げ 技 を 狙っ て きた 場合 に は 、 ス テッ プ バ ッ ク 
し よう と すれ ば 投げ 技 自 体 は まず か わせ る だ ろう 。 し 
か し 、 相 手 が 投 げ 技 を 失敗 し た 時 に は 、 何 か し ら の 打 
撃 技 が 出 て いる こと を 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 スプ 
ラッ シュ マウ ン テ ン (S⑧③: 衣 ) を 狙っ つて いた 場合 に は 
ロー ナッ クル が 1 発出 る こと に な る し 、 ジ ャ イア ント 
スイ ング (③④@⑤⑤ ゆ ) を 狙っ て いた な ら 、 バ ー テ ィ カ 
ル ア ッ パー が 出る こと も ある 。 た だ 、 バ ックス テッ プ 
する プレ ー ヤ ー に 対し て 、 相手 が 下段 パン チ を 1 発出 
し て きた な ら 、 その 後 の 両 者 の 立場 は 対等 と 言っ て 
いい 。 ス テッ プ バ ッ ク が 完了 する 頃 に は 、 バ ンチ の 
硬化 時 間 も 終 了 し て いる と 考え られ る か ら だ 。 た だ 
し 、 バ ー テ ィ カ ル ア ッ パー(*) の よう な 、 硬 化 時 間 
が 多少 長め ゆで リー チ の 短い 技 が 出 た な ら 、 プレ イヤ ー 
側 に チャ ンス が 訪れ る 。 


相手 の 技 ガ ー ド 相手 の 技 ヒ ッ ト 相手 の 投げ 成立 相手 の 投げ 回 避 
相手 の 技 ガ ー ド 


※1 - 相手 が 出す 技 に よっ て 相手 側が 有利 か 、 技 を か わし た プレ イヤ ー 側 が 有利 に 転じ る 。 


相手 の 投げ 回 避 相手 の 投げ 成立 


リル し 7 「 ロ 下 


※2 - 相手 が 狙う 投げ 技 に よっ て 両者 互角 か 、 プ レイ ヤー 側が 有利 に 転じ る 。 


起き 上 が り に つい て 長 々 と 論じ て きた が 、 重要 な の は 、 
起き 上 が る 際 に どん な 方 法 を 取っ た と し て も 、 相 応 の リ 
スク が 付き まとう と いう こと だ 。 特に 蹴り 起 ぎ を 選択 す 
る 場合 に は か な り の 覚悟 が 必要 で 、 最 悪 で も 相手 に 蹴り 
を ガー ド さ せな く て は な ら な い 。 ど ん な 起き 方 を し て も 
危険 と いう の は 、 ダ ウン させ られ る こと 自体 に 大 き な 意 


味 が 込め られ て いる の で ある 。 ま た 、 起 ぎ 上 が る 隊 に は 
選択 肢 を 相手 に 見 破 ら れ な いよ うに し な く て は な ら な い 。 
人 間 誰 し も 同じ 状況 に 置か れ た ら 同 じ 行 動 を 安易 に 取っ 
て し まい が ち 。 そ の 場 そ の 場 で し っ か り と 意味 を 持た せ 
な が ら 起 き 上 が る よう に し た い 。 


その 技 を 相手 に か けら れる と 、 無 防備 に 背中 を 見 
せ て し まう 技 が ある 。 ア キラ の 進歩 里 騰 (@・@)、 窒 
子 林 (②④S 豆 ・ 衣 )、 崩 撃 雲 身 双 虎 掌 の 2 手 目 まで の 鶴 
子 奉 林 (pkxe@' ぐ esp: 衣 )、 パイ の 燕 風 輪 翔 (A⑦ pk・@) 
が それ に 当たる 。 こ れ ら の 技 が 入っ た その 後 は 、 ど 
ん な 行動 を 取る の が ベス ト な の だ ろう か 。 率直 に 言 
えば 、 確 実 な 追撃 を 仕掛 け て きた 場合 に は 避け る こ 
と は 不可 能 だ 。 進 歩 里 膳 の 後 な ど 、 ウ ルフ や ジェ フ 
リー と いっ た 移動 速度 が 遅い キャ ラク ター は 鉄山 儲 
(る 裕 下 ) さ え 避 ける の は 無理 だ し 、 白 虎 双 掌 打 
(ある 層 更 ) や 猛虎 硬 山 ( ゃ やゆ) は どん な キャ ラク ター 
で も か わす こと は 不可 能 。 パ イ の 燕 風 輪 翔 も 、 か け 
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ヘッ ド バ ッ ト 
ダブ ル ヘ ッ ド バッ ト 


手 を 無防備 な 状態 に する 


た バイ の 方 が 8 フ レー ム は 先 に 動け る の で 、 その 間 に 
出さ れ た 攻撃 は 回 避 不 可能 だ 。 ま た 、 背後 に 回 ら な 
く て も 、 技 を か けた 方 が 一 方 的 に 動け る 投げ 技 が あ 
る 。 数 フレ ー ム 程度 な ら ば 、 相手 の 反応 と その 後 の 
行動 に よっ て は 反撃 を か ける こと も 可能 だ が 、 10 フ 
レー ム 、 ら 60 フレ ー ム と な る と 、 こ れ は 難し い 。 さ ら 
に アキ ラ の 技 な ど は 、 間合い が 近けれ ば 近い ほど 大 
き な ダ メー ジ を 受け る も の も 多い 。 

状況 に も よる が 、 相手 の 入力 が 1] フレ ー ム で も 遅れ 
る こと を 祈り つつ 、 硬直 が 解け た ら ク イッ ク フ ォ ワー 
ド (⑤@ ゅ ゆ ) で いっ た ん 間合い を 広く 保つ と いう の が 最も 
無難 な 選択 肢 だ ろう 。 
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百人 宮 豊 育 
人 @ 1965 年 12 月 3 日 生ま れ 依 ゲ ー ム プロ グラ ム デ ィ レ クタ ー 


『「94 LIVE-UFO FIGHTING TOURNAMENT」』 の 翻 者 。 この 優勝 を 期 に 、 人 生 が 一 変 し た 人 の 代表 格 。 
家庭 用 の ゲー ム プ ログ ラマ ー と し て 日 夜 コ ンピュータ ー と 対話 し て いる が 、 その 昔 、 夜 の 仕事 も や っ て い 
た らし い 人 怪し い 人 。94 年 、 結婚 し た の は いい が 、 奥さん と サラ を 両 天 竹 に か け よ うと し て 失敗 し 、 今や 離 
婚 十 前 に まで いっ て いる と いう 、 “バーチャ クラ ッ シ ャ ー" の 第 一 人 者 で も ある 。 特徴 ある 外観 か ら か 、TV や 
イベ ント な ど で マ スコ ミ に 顔 を 出し まく り 、 VIRTUA FIGHTER THE MAN OF THE YEAR 1994」 
を 新宿 ジャ ッ キー、 渋谷 洋一 と と も に 受賞 し た 。 今 年 で 三十路 の この 男 、 若手 の プレ イヤ ー に 絶対 負け た 
く な いと は 言っ て いる が 、 いっ た い 何処 まで 張り 合え る の か が 今後 の 課題 。 ま た 、 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 
以外 の ゲー ム の 腕 は 一 般 人 以下 と いう 、 ゲー マー らし か ら ぬ 一 面 も 持っ て いる 。 


(両手 を 大 きく 広げ ) こ れ ぐ らい 好き ( 笑 )。 


ほとん ど と ご飯 を 食べ た り 、 クソ レ し た り 、 シャ リー 
浴び た り っ て いう 、 そ うい う 感 覚 に な る ぐら い 好 
きき 。 日 常 で すね 。 


「 バ ー チ ャ 」 や ら な い 日 っ て の は な い 。 先週 、39 
度 く らい 熱 が あっ て 。 「 や ベー よ 、 今 日 [バー チャ 』 
や っ て な いよ 」( 笑 )。38 度 くら いま で 下がっ た 
段階 で 、「 日 課 だ か ら 」 っ て ( 笑 )。 


感覚 的 に すご く 面 白い ゲー ム 。 自分 の や り た 
いこ と が 、 モニ ター の 中 で 操作 で きる 。 人 と 人 
と の 交流 が ある 。 う ちの 親父 か らし て みれ ば 、 
[ゲー ム な ん か や っ て な いで 仕事 し ろ !」 っ て いう 
こと な ん だ けど 。 


先行 入力 の シス テム を まず 理解 し た ん で す よ 。 
それ を まず 自分 の も の に し て 、 コリ ジョ ン ( 当 た 
り 判 定 ) の シス テム を 、 自分 で 何と な く 考え て 。 で 、 
それ が 確定 で きれ ば 、 そ の 後 の 闘 い 方 が 変 
わっ て くる 。 最初 の うち は ブイ ブイ 言わ し て た ん 
で すけ ど 、 最近 は みん な 知っ て る っ て いう ( 笑 )。 
京都 は どちら か と いう と 理論 派 な ん で す よ 。 こ 
う 、 僕 み た い に 、「 ここ で これ が こう くる と 、 次 は 
これ が 入る | と か 、 ち ゃ ん と リス ト ア ッ プ し て 、 技 を 
出し ます か ら 。 で も 、 東京 の 人 間 っ て いう の は 
こう いっ た ら 、 次 は こう いけ る 」 っ て いう 、 感覚 
的 な も の が 強い で すね 。 


ゲー ム っ て いう の は ひと り で 遊ぶ も の で は な い 、 
と いう 考え 方 が あっ た 。 ゲー ム は みん な で 楽し 
みな が ら や る も ん だ っ て 。 …… ひと り で や る ゲー 
ム っ て 嫌 な ん で す よ ね 。 そん な ん だ っ た ら 、 みん 
な で 飲み に 行っ た り と か し て まし た か ら 。 


ゲー ム を 認め る よう に な っ た の は 、 や っ ぱり 自 
分 で 作る よう に な っ て か ら 。 16 ぐら い の 時 に 、 
買い 物 で 秋葉 原 に 行っ て 、MZ-80K が 飾っ 
て あっ た ん で す よ 。 「 こ れ か ら は この 時 代 だ よ 」 
みた いな こと を 店 の 人 間 に 吹 き 込ま れ て 、 「 よ し 、 
買お う 」 と 。 で も 、 あ ん な も ん 買っ た っ て 、 最 初 は 
全然 わか ん ね ぇ ( 笑 )。 仕事 し な が ら 、1 ヵ月 くら い 
か け て BASIC を マス ター し て 、 それ で も 何 や っ 
て いい か 分 か ん な く て 。 で 、 その頃 「 ド ン キ ー コ ン 
グ ] が 流行 っ て て 、 そ れ を 真似 し て 見 よう と 。 


僕 は 基本 的 に 、 ゲー ム は ほん と や ら な い 。 作る 
方 で すね 。 どっ ちか と いう と 。 と う せ だ っ た ら 、 
同じ よう な も の を 自分 で プロ グラ ム し て 、 他人 に 
や ら せ て 喜ん で も ら う 、 っ て いう 。 それ で 、 面白 
いっ て 言っ て も ら っ た こと に 対し て 、 充実 感 を 感 


じ る 。 だ か ら 、 ゲ ー セ ン の ゲー ム で あれ だ け ハ マ っ 
た の は 、 バー チャ ]」 が 初め て 。 


“ 目 分 が 作り た か っ た ゲー ム ”" な ん で す よ 。 で 、 作 
り た か っ た 時 に 、 ポー ン と 出 て き て 、 「 お お ーー っ!」 
闘 。 


必要 と いう より は 、 必 要 に 駆 ら れ た 物 の すべ 
て が デジ タル テク ノロ ジー だ っ た 、 っ て いう 。 必 
要 だ か ら こ そ 、 受け 入れ られ た ん で あっ て 。 要 
は 、 進化 し て いく わけ で すか ら 、 人 間 も 。 や っ 
ぱり 、 同時 に つい て いか な くち ゃ いけ な い 。 


現実 っ て いう の は …… 感覚 の ある 世界 、 っ て こ 
と じゃ な いで すか 。 [バー チャ 」 を や っ て て 痛み 
は 確か に 感じ ます ね 。 「 痛 そう だ 」 と か 、 そ うい 
う 感 覚 は ある けど 、 映画 観 て る 感覚 に 近い 。 現 
実は 触っ て 感触 が あっ た り と か 、 気持 ちよ か っ 
た り 、 腹 が 減っ た り 、 実際 に 感覚 と し て 味わえ 
る 冠 間 。 


だ か ら 、 仮想 現 実っ て いう の は 、 そ うい う の が 
一 切な いわ け で す よ 。 視覚 で し か 入っ て こ な 
い 。 ゴー グル し て 、 いろ ん な も の くっ つけ て 、 物 
が ぶつ か っ た ら ガ ー ン と き て 痛かっ た 。 それは 
“ 冶 い "で す よ 、 や っ ぱり ( 笑 )。 現実 で す よ ね 。 
痛い で すか ら 。 それ で 死ん じゃ う 場 合 だ っ て 、 
ある わけ だ か ら 。 それ っ て 、 仮想 じゃ な いで す よ 。 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 っ て いう サイ バー スペ ー ス が 
あっ て 、 そこ で や っ て る 分 に は いい 。 で も 、 そ れ 
が 自分 の 生活 だ と か 、 仕事 と か に 関わ っ て くる 
と 、 また 別 な ん で す よ ね 。 それ に よっ て 、 人 と 人 
と の 接点 が 離れ て いく 、 っ て 感じ が する 。 


例え ば 、 ビ デオ カメ ラ に 顔 が 映っ て いる か ら そ 
れ で いい じゃ な いか っ て 言わ れ て も 、 今 イチ 信用 
で き な い 。 実際 の 感覚 と か で 人 を 好き に な っ 
た りす る 時 っ て 、 実際 に 会 わな いと 好き に な れ 
な いで す よ ね 。 映像 で いく らい いこ と 言っ て た 
り 、 い い 奴 っ ぽか っ た り し て も 、 実際 会 うま で 
は 、 ね ぇ 。 


「 ウ ィ ザ ー ド リィ 』 か ら 抜 けら れ な く な っ て る 時 に 、 
まぁ 『 バ ー チ ャ ]」 も 最初 は そう だ っ た ん で すけ ど 、 
「 こ れ は ほん と 、 人 仮想 現 実 だ よ 」 っ て 言っ て た ん 
で す よ 。 だ けど 、 後々 に な っ て 冷静 に 考え て み 
る と 、 | 所 座 ゲ ー ム だ か ら 」 っ て こと に な っ て し ま 
うん で すけ ど 。 


で も 、 そ こま で 行か な いと 面白 く な いで すか ら 
ね 。 今 は 仮想 現実 だ と か 言っ て た 時 の ハマ り 


一 チャ ファ イタ ラーマ に ド 計 一 


様 か ら は 、 一歩 引 いて ます 。 強い 強い っ て 言 
われ て いる “池袋 サラ "が いて 、 や っ ぱち ょ っ と 
強く な きゃ いけ な いか な 、 みた いな 。 


「 名 前 が 人 に 知れ た 時 」。 例え ば テレ ビ だ と か 
雑誌 と か で 、 良 くも 悪く や 、 内 容 は どう で も 、 自 
分 の 名 前 が マス コミ に よっ て 公開 さ れ た 時 が 、 
すご い 気 持ち いい 。 


昔 、 死 の うと 思っ た こと が あっ て 、「 い や あ 、 あ ん 
時 死な な く て よかっ た よ 」( 笑 )。 笑い 話 だ っ た 
りす る ん で すけ ど 。 こう いう 場 で 取材 され て る 
じゃ な いで すか 。 これ は これ で 、“ 生き て る 実感 ” 
な ん だ よね 。 


「 バ ー チ ャ 」 に よっ て 人 が 集まっ て くる っ て こと に 
快楽 を 覚え る し 、 な お か つ 生 き て る 実感 も 感じ 
る 。 昔 は も う 、 逃げ 回 っ て ば っ か いま し た か ら ね 。 


一 番 強 い 人 間 で あり た い 。 「 2 」 に な っ て か ら タ 
イト ル 取 っ て な いん で す よ 。 無茶 苦 茶 悔し く て 、 
この まま 消え て 行く ん じゃ な いか と 。 実際 に 一 
番 で あれ ば 、 人 は つい て くる ん で す 。 だ か ら 、 
一 番 欲 し い の は 「『 全 国 一 位 ] で す 。 あと は 、 普 
通 の 生活 が 送れ る こと ( 笑 )。 子供 が いて 、 奥 
さん が いて 、 | バー チャ 」 が あっ て 、 仕事 が あっ て 
( 笑 )。 そ れ が 一 番 理 想 な ん で すけ ど ね 。 


て 、 起き て 目 が 覚め て 。 その 間 っ て 、 何 も な い 
じゃ な いで すか 。 それ が 永遠 に 続い て いる の 
が 死 だ と 思っ て る 。 ほん と "“ 無 "じゃ な いで すか 。 
寝 て か ら 起 きる まで 、 何 も な いじ ゃ な いで すか 。 
それ が ずーっと 続い て いく の が 死 だ と ……。 


最終 的 に は 、『「 バ ー チ ャ 」 が で き な く な る こと が 
一 番 居 い 。 [バー チャ ] の 場合 あちこち 行か な 
いと 強く な れ な い 。 SPOT21 だ け じ ゃ 、 井 の 
中 の 峠 に な っ ちゃ う 。 だ か ら “ 五 体 満足 で いら 
れ な く な っ ちゃ うこ と "が 一 番 居 い 。 昔 の 自分 に 
戻っ ちゃ いま すか ら 。 


「 バ ー チ ャ 』 和 失っ ちゃ っ た ら 、 そ の 周り に くっ つい 
て る も の も 全部 な く な っ ちゃ うか ら 。 他 の 人 か ら 
する と 「 何だ 、 そ りゃ | っ て 、 思う の か も し れ な い 
けど 、 バー チャ ファ イタ ー」 っ て いう ゲー ム か ら は 
離れ られ な い 。 


(| も う 2 時 間近 く た ち まし た けど 、 時 間 は 大 丈 
夫 で すか ?」 の 質問 に 対し て ) あ 、SPOT21 行 
か な くち ゃ ( 笑 )。 


構成 : 涼 谷 洋一 


[バー サス シテ ィ ]」 対応 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー ど 」 


ー そ の 特徴 と 対策 一 


この 本 が 書店 に 並ぶ 頃 に は 、 対 戦 専用 筐 体 「 バ ー サ スシ ティ 」 
対応 「 バーチャ ファ イタ ー の 」 (以下 「V F2.1」 と 表記 ) を 多数 
見 か け て いる こと と 思う 。 コン マ 1 の バー ジョ ン ア ッ プ だ け に 、 
技 の 種類 が 増え て いた り グ ラフ ィ ッ ク に 大 幅 な 手直し が 加え ら 
れ て いる と いう わけ で は な い 。 細か い 部 分 の 変化 で は ある が 、 
実際 に プレ ー し て みる と 消極 的 な 戦法 が 通用 し な く な っ て いた 
り 、 キ ャ ラク ター バラ ンス を より 深め る た め に 変更 が 加え られ 
て いた り と 、 文 章 で 読む 以上 に 勝手 が 異な っ て お り 、 と ま ど い 
を 感じ て いる プレ イヤ ー も いる こと だ ろう 。 
変更 され た 数 値 デ ー タ の ほとん ど が 未 公表 で ある こと 、 ま た 
キャ ラク ター 別 技 デ ー タ 集 を 担当 し た プレ イヤ ー の 「VF ど .1」 
の プレ ー 時 間 が 限ら ちら れ て いた と いう 部 分 も ある が 、 本 草 で は 
[「VF.1」 に お ける 変更 点 と 述べ る と 共に 、 実戦 で の 闘い 万 に 
どの 程度 影響 を 及ぼ す の か を 現時 点 で 可能 な 限り 考察 を 行 な 
い 、 担当 者 た ち に イン プレ ッ シ ョ ン を まとめ て も ら っ た 。 
(文責 : 羽田 隆之 ) 


ソフ トディ ッ プ スイ ッ チ の 項目 が 追加 

普通 な ら 目 に する こと は まず な いと 思わ れる が 、 各 種 設定 を 行なう メン テ 
ナン ス メ ニ ュー の 「TEST MODE」 に 「VS DIAGRAM」 の 項目 と 、「GAME 
ASSIGNMENT」 に [VERSION」 の 項目 が 追加 され た 。 前 者 は 、 そ の 人 筐 体 で 
の キャ ラク ター ご と の 対戦 成績 が 表示 され る 。 後者 は 「VF2」 と 「VF2.1」 の 切 
り 替 え 。 こ こ で 「VERSION 2.1」 を 選択 する こと で 、 以 下 の 変 更 が 行なわ れ 
る 。 つ まり 、 「VF ら .1」 の 穫 体 で 「VFO」 を プレ イ す る こと も 可能 と いう わけ 
だ 。 お そら く 、 すべて が 「VF ら .1」 に 切り 替わっ て し まう の で は な く 、 対 戦 台 
が 数 セッ ト 置 いて ある よう な 店 で は 、 両者 が 入り 交じっ て 稼働 し 、 プ レイ ヤー 
が 好み に 応じ て 「VF2」 か 「VF2.1 」 か を 選択 し て プレ イ す る よう に な る と 思 
われ る 。 「VF ら . 1 」 が 起動 し て いる か どう か は 、 画 面 上 の 変更 点 を 見 れ ば 分 か 
る よう に な っ て いる 。 


ソフ トディ ッ プ スイ ッ チ に よる バー ショ ン の 切り 替え 
長い 間 「VF2」 で 腕 を 鍛え た プレ イヤ ー な ら 、 前 作 
で 闘う 方 が し っ くり くる と いう 意見 も あろ う 。 須 択 
肢 が ある と いう 上 京 は 嬉し い 。 


アド バタ イズ 画面 の キャ ラク ター が 変更 され れる 

デモ 画面 で 演舞 する 画 融 を は じ め 、 キャ ラク ター の 性 詩 
カラ ー が ら P 側 の も の に な っ て いる 。 対戦 中 に は 分 用 少 全う 

か ら な いこ と だ が 。 < 


画面 上 で |2.1」 と 表示 され る 

ゲー ム 画 面 の 中 央 上 部 に 小さ く “. 1 " と いう 表示 が 
l 入っ て いる 。 ちな み に 、 タ イト ル 画 面 に も 同様 の 表 
| 示 が な され て いる 。 


「VFg.1」 の 特徴 と 変更 点 
「ik や 、 一 部 キャ ラク ター の ik で 相手 は ダウ ン し な く な っ た 」 
これ は か な り 大 き な 変 更 点 の ひと つ だ 。 全 キ ャ ラク ター が 持つ て いる 京 コ 
ン ボ を ヒッ ト さ せ て も 、 相手 は ダウ ン し な い 。 さら に 、 ラ ウ の 双 拳 旋風 脱 
(spik) で も 同様 に 相手 を ダウ ン さ せる こと が で き な く な っ た 。 具体 的 な 挙 
動 は 、 ゃ k の キッ ク が ヒッ ト し た 時 、 相手 は 一 上 通 よ ろ め く 。 そし て 両者 の 間合い 
も や や 開き 気味 に な る 。 ダ ウン を 前 提 と し た 追い 打ち 攻撃 を 出し て も 、 ま ず ガ ー 
ド さ れる と 思っ た 方 が いい 。 この た め 、 カ ゲ や サラ を 使い 、 安 易 に ゃ K に 頼る 
闘い を し て きた プレ イヤ ー は か な り の 苦戦 を 強い られ る こと に な る だ ろう 。 
利点 と し て は 、「VF2]」 で は や や リス ク の 大 きか っ た ヒザ 攻撃 ( ゅ k) な どの 
打撃 技 を 、 恐れ ず に 出し て いけ る よう に な っ た 。 と いう の も 、 ガ ー ド され た 後 
に ゃ 京 を 喰らっ て も ダウ ン さ せら れず 、 し か も 相手 が 有利 な 時 間 は 数 フレ ー ム 


程度 。 その 後 は ほほ 仕切 り 直 し に な る と 考え て いい か ら だ 。 つま り 、 技 の 性 質 
が 変わ っ た こと に 伴い 、 他 の 技 の リス ク も 変化 し た と いう わけ で ある 。 


「VF2| 1. ジ ャ ッ 見 る 光景 だ 。 
の ニー キッ ク の 人 硬化 時 間 は や や 長い た め 、 葉 重ね (mk) で 返 べ れ て し まう 。 


ー- ーーー ニン キー テー テー ニャ mmm ニー ニー 
5」 の 時 と 同じ く ニ ー キ ッ ク を ガー ド し て いる 。 ここ は まっ た く 変 わ ! 
. 葉 重ね で 返さ れる も 、 ダウ ン に は 至ら な い 。 
3. 技 の 後に これ だ け 問 合い が 開い て し まう 。 投げ に つなげ る の も 無理 。 


「 ガ ー ド ボタ ン に よる キャ ン セ ル タ イ ミン グ の 変更 

「VF2」 で は 、 ガ ー ド ボタ ン に よる モー ショ ン キ ャ ン セ ル 後 の 硬化 時 間 は ゼ 
ロ だ っ た が 、「VF ら .1 」 で は キャ ン セ ル し た 後に 4 フレ ー ム の 硬化 時 間 が 設定 
され て いる 。 これ に より 、 gk キャ ン セ ル を 使っ た “寺本 パン チ " (P.000 参 照 ) 
を 出し て も 、 パ ンチ と パン チ の 間 に ス キ が 生じ る よう に な っ た た め 、 完 全 に 逃 
げ ら れ な いと いう こと は な く な っ た 。 また 、 関連 する 事項 と し て は 、 | VFg」 で 
可能 だ っ た モー ショ ン キ ャ ン セ ル を 利用 し た テク ニッ ク が IVF2.1」 に お いて 
は 使え な く な っ て いる 。 具体 的 に は ら つ あり 、 ひ と つ は アキ ラ と ジャ ッ キ ー の 
み 出す こと の で きた "真空 蹴り "(P75 を 参照 )、 も う ひ と つ は サラ の スピ ンタ ー 
ン キ ッ ク ( ゃ る kk) を ガー ド ボ タ ン で キャ ン セ ル し て 瞬間 的 に 後ろ を 向く と いう 
テク ニッ ク (P.225 を 参照 )。 い ずれ も グラ フィ ッ ク 的 に 少々 無理 の ある 動作 で 
あり 、 う な ず け な い 変 更 で は な い だ ろ う 。 た だ し 、 サ ラ の "“ 朋 間 振り 向き "に ば 
か り 頼 っ て きた プレ イヤ ー に と っ て は 受難 の 時 代 と な る か も し れ な い 。 


[連続 し て ステ ッ プ バッ ク す る こと が で き な い 」 

] 回 の ステ ッ プ バッ ク (る る $) な ら 大 丈夫 だ が 、 ら 回 、3 回 と 連続 し て 下 が ろ 
うと する と 、 と ぎれ る よう に 後 ず すさ る 。 し か も 、 下 が っ て いる 時 に 攻撃 を 喰 ら 
うと 少し よろ めく (た だ し 追い 打ち は 無理 )。 弱気 に も 逃げ 回 る ブ プレイ ヤー の 
た め の 対 策 だ ろう か 。 な ぜ な ら 、 相手 が 次 に 出す 技 を 読ん で か わす 場合 な ら 、 
ら 回 も 3 回 も ステ ッ プ バッ ク す る 必要 は な いか ら だ 。 これ まで 、 そ うし た 路 骨 な 
後ずさり を し て いな い プ レイ ヤー な ら ば 、 こ の 変更 点 に は さほど の 違和感 を 
感じ な い は ず 。 


「 画 と リオ ン の “避け "の 性 能 が 向上 」 

P.274 や P.30 1 な ど で も 解説 され て は いる が 、 多 く の プ レイ ヤー に と っ て 
は “避け” は 使え な い 技 と し て 認識 され て いる の で は な い だ ろ うか 。 だ が 、 
「VF2.1」 で は その デー タ を イン プッ ト し 直す 必要 が ある と 言え る 。 向 側 前 避 
(se) と 斜 前 歩 ($@) の ホー ミン グ (自動 追尾 ) シス テム を 無効 に する フレ ー 
ム 数 が 延び た の だ 。 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 に 対し て も 、 初 弾 を 避け れ ば 続く 攻撃 
は 修正 され ず 、 あら ぬ 方 向 へ 向かっ て 繰り 出さ れる こと に な る 。 "避け" た あと 
で 、 相 手 の 後ろ へ 回 っ て いる こと も 多々 ある の だ 。 キャ ラク ター 相互 の 力 関係 
を も ゆる が す ほ どの 変更 点 と 言え る の で は な いか が 。 


「 針 劉 弾 が 何 度 で も 出せ る よう に な っ た 」 

「VF2.1」 以外 に も 、「VF2」 に は 2 種類 の バー ジョ ン が 存在 する こと を ご 人 存 
知 だ ろう か (ちな み に 、 両 者 は 画面 上 で は 区 別 が 付か な い )。 初期 の も の で は 
カゲ の 針 騙 弾 (前 ・ 後 転 を 3 回 以上 ) は 無制限 に 連続 し て 出す こと が で きた が 、 
続く バー ジョ ン で は 連続 3 回 まで し か 出せ な いよ うに な っ て いた 。 そし て 


「VFg.1」 で 再び 制限 が 取り 払わ れ た と いう わけ で ある 。 後述 の 「 入 力 コ マン ド 
許容 幅 の 拡大 ] と 相まって 多少 は 出し や すく な っ て いる は ず 。 全体 的 に キャ ラ 
クタ ー バ ワー が ダウ ン し た カゲ に 対す る 優遇 措置 と いえ る か 。 


「" 目 ら 倒れ る 攻撃 "の リス ク 増 加 」 

狂 帝 の 後 蹴 月 か ら 寝 る (@*@) な どの 「 自 ら 倒れ る 」 攻 撃 を 出し て ダウ ン し 
た 場合 、 完全 に ダウ ン し て いな く て も ダウ ン 攻 撃 が 入り 、 さ ら に ダウ ン し た 後 
に 技 を 当て る と 175 倍 の ダメ ー ジ が 与え られ る よう に 変更 され た 。 「VF2」 で 
は 、 わ ず か な ダメ ー ジ で 仕切 り 直 し が で きる と 安易 に 出す こと も で きた が 、 相 手 
の 反応 が よけれ ば 、 大 ダウ ン 攻 撃 で 予想 外 の ダメ ー ジ を 喰らっ て し まう 恐れ が 
ある 。 要 は 、 技 の 使い どこ ろ を 考え な けれ ば な ら な く な っ た と いう こと で ある 。 
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「 ラ ウ の 浮か せる 角度 の 変更 」 
「 入 力 コ マン ド 許 容 幅 の 拡大 」 
「 よ ろ め きか ら の 回 復 が や りや すく な っ た 」 

これ ら 3 点 に 関し て は 、 現 段階 で は 設定 が 変更 され た 部 分 の 数 値 が 発表 され 
て いな いた め 、 具 体 的 な デー タ を も と に 説明 する こと は で き な い 。 だ が 、 1 番 
目 の 項目 に 関し て は 、 次 ペー ジ の ラウ の イン プレ ッ シ ョ ン を 読ん で も ら え れ ば 、 
ある 程度 は 分 か っ て も ら え る と 思う 。 これ に 伴っ て 、 ラウ は 空中 コン ボ に 頼っ 
た 攻撃 スタ イル を 捨て 、 大 幅 な 戦法 の 変更 を 放 儀 な くさ れる こと だ ろう 。 と 番 
目 に つい て は 、「VF2」 で は か な り シ ビア な レバ ー 入 力 が 要求 され た @ ゆ や ⑤②③ 
と いっ た 技 が 「VF2.1」 で は か な り 出 や すく な っ て いる 。 いずれ も ⑤⑤③、 
*⑧⑨② と いう 感覚 で コマ ンド を 入力 し て も 受け 付け て も ら え る か ら だ 。 3 番目 
は 、 中 で ダウ ン せ ず に よろ めく だ け に な っ た と いう 変更 点 か ら も 、 お そら く 
レバ ガチ ャ と ボタ ン 連 打 に よる よろ めき 回 復 時 間 の 幅 が 「VF2」 の 時 より も 大 
きく な っ た と 思わ れる 。 これ に より 、 対 アキ ラ 戦 で 極端 に よろ めき を 恐れ る 必 
要 が な く な っ た 。 また 、 よろ めか され て か らい か に 冷静 に 対応 で きる か を 問わ 
れる よう に な っ た と も 言え る だ ろう 。 
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1. ラ ウ が 旋 中 服 (sk) で カウ ンタ ー を 取り 、 相手 を 浮か せ けた と ころ 。 
ら . 斜 下 掌 (mp) で 追い 打ち を か ける が 、 軽量 級 の パイ に も か か わら ず 浮 き は 低い 。 
3. ど 発 目 以降 は つなが ら な い 。 空中 コン ボ に も テク ニッ ク が 必要 と な っ て くる 。 


VF2.1. 


「1P、 ら ピロ キ ャ ラク ター が 同性 能 に な っ た 」 


「VF2J で は 、 ラ ウ と ジェ フリ ー に 限っ て 1 ピピ キャ ラク ター と ら P ロ キャ ラク 
ター の 性 能 に 違い が あっ た が 、 「VF2.1 」 で は この 差 が 埋め られ た 。 ラ ウ は 、 
「VF2g」 で は 1P 側 の 方 が 相手 を 高く 浮か せる こと が で きた が 、 「VF2.1」 で は 
1P と ら P の 中 間 程度 の 浮き 具合 に な る よう バラ ンス 調整 され た 。 1P と ら P 
で ダウ ン 攻 撃 で ある ボディ プレ ス (⑮) の 到達 距離 に 差 が あっ た ジェ フリ ー 
も 、 飛 距離 が 均等 に な っ た 。 


還 と Se S 二 


< 


「 数 値 デ ー タ の 変更 」 

ジェ フリ ー の マシ ン ガ ン ニ ー リ フト (&@W ざ ⑧⑱) の ダメ ー ジ 量 が 、「VF2」 の 
60 か ら 80 に 変更 され た 。 シビ ア な 入力 の わり に 報 わ れ な い 技 だ っ た が 、 こ れ 
で 多少 は 陽 の 目 を みる こと に な る だ ろう か 。 また 、 ジャ ッ キ ー の サマ ー ソ ルト 
キッ ク (⑮⑯) の ガー ド さ れ た 場合 の 硬化 時 間 が 1 ら フ レー ム ( 約 0.2 秘 ) 長く 
な っ て 56 フ レー ム と な り 、 ス キ が 増え た 。 ちな み に ヒ ッ ト し た 場合 の 硬化 時 
間 は 50 フ レー ム な の で 、 性 能 低 下 と いう 部 類 に は 入ら な い だ ろ う 。 な お 、 こ 
の 変更 は ジャ ッ キ ー の 技 だ け で 、 サラ の サマ ー ソ ルト キッ ク は その まま で ある 。 
また 、 走 る (⑤@ あ ゆ ) モー ショ ン か ら レ バー を ニュ ー ト ラル に し て スト ッ プ する ま 
で の 距離 が 、3.0m か ら 1.5m へ と 短く な っ た 。 走っ て 相手 の 懐 に 飛び 込み 、 意 
表 を 突い て 投げ る 場合 の タイ ミン グ も 変わ る の で 注意 。 


「 環 玖 で 段位 認定 モー ド の 「 名 人 」 が 取れ る 」 
「 効 果 音 の み の モ ー ド 設定 」 

対戦 を メイ ン に 考え た 場合 は どちら も 旧 細 な 変更 に 思え る か も し れ な い 。 
た だ 、 前 者 は 環 帝 使い に と っ て は か な り 大 き な 問 題 だ っ た が 。 まず 前 者 は 、 
「VF2」 の シス テム 上 の 問題 で クリ ア で き な か っ た 段位 認定 モー ド の 問題 が 
解消 され 、 環 帝 で 「 名 人 」 位 を 取れ る よう に な っ た 。 後者 は 「VF.1」 で の オリ 
ジ ナ ル の 機能 。 「READY GO!」 の 間 、1P、 つ P と も に START ボ タン を 押し て 
いる と 、 そ の ステ ー ジ で は BGM が 消え て 効果 音 の み と な る 。 


「 デ ュ ラ ル が 使用 可能 」 

ある 意味 で は 最大 の 仕様 変更 と 言え る か も し れ な い 。 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー 
リミックス 」 で も 使用 可能 で あっ た デュ ラル が 、 「VF ら .1 」 で も 正式 に 使え る 
よう に な っ た 。 た だ し 、 確 実に デュ ラル で 闘え る と いう わけ で は な い 。 出現 は 
ラン ダム で 決定 され 、 その 確率 は 16 分 の 1 と 、 ある 程度 の 運 任せ に な っ て いる 。 
デュ ラル が どん な 技 を 使え る か は 個々 で 確認 し て ほし い 。 対 CPU 戦 で 苦汁 
を 飲ま され た プレ イヤ ー な ら 、 身 を も っ て 技 を 覚え て いる だ ろう 。 お そら く 、 
コマ ンド が 重複 し て いな い 技 に 関し て は 、 か な り の 種類 を 出せ る は ず だ 。 


1]. キ ャ ラク ター セレ クト 画面 で 、1 P(GP) ボ タン 
* ぶ 福 を 押し な が ら 選 択 する 。 な お 、 対 戦時 で も 、 相 手 

由 が キャ ラク ター を 選択 する 時 に 1 P( る P) ボ タン を 
だ 報 。 押し て いれ ば 、 自 分 の キャ ラク ター を 16 分 の 1 の 


ーー ーー 


確率 で デュ ラル に 変更 で きる 。 


ど . 豊 富 な 技 を 持つ デュ ラル 。 単純 に 強 さ と いう 部 
分 で も そう な の だ が 、 や は り 複 数 の キャ ラク ター 
の 技 で 構成 し た 空中 コン ボ を 繰り 出せ る 点 が 面白 
い の で は な い だ ろ つう か 。 な お 、 そ れ ぞ れ の 技 の 性 
聞 は オリ ジ ナ ル に 準ずる も の と 思わ れる 。 


総括 


て IVF ら .1」 の 存在 理由 と は 


キャ ラク ター は 同一 の は ず な の に 、 1 P とら P の カラ ー が 違う 
と 性 能 が 異な る 点 や 、 途 中 の モー ショ ン を すっ 飛ば し て 一 瞬 の 
うち に 後ろ を 向い て し まう と いう 不条理 な 部 分 の 是正 、 付加 価 
値 と し て の デュ ラル 使用 コマ ンド の 是非 に つい て は さて お き 。 

連続 ステ ッ プ バッ ク が で き な く な っ て いた り 、 mk を ヒッ ト さ 
せ て も 相手 が ダウ ン し な く な っ て いた り と いう 変更 点 か ら は 、 
「 な し 崩し に 勝負 が 決ま っ て し まう こと の な いよ う 、 試 合 の 途中 
で 何 回 も 仕切 り 直 し が 行なわ れる 。 その 際 に は 消極 的 な 戦法 は 
通用 し な い 」 と いう 結 議 が 導き 出さ れる だ ろう 。 また 、「VF ら .1」 
で は レベ ル の 差 ほ ど に 一 方 的 な 試合 展開 に な る こと が 少な く 、 
チキ ン な ブレ イヤ ー の 肩身 が 狭く な っ た と も 言え る 。 この " チ 
キン 論争 "に際し て は 、「 チ キン 、 チ キン と うる さい 」 で ある と か 
「 自 分 の 闘い 方 だ けが 正しい と 思っ て る ん じゃ な いか ?」 な ど と 
いっ た 意見 が 我々 の 元 に 寄せ られ て いる 。 「VF ら .1 」 は 、 こ れ ら 
に 対す る ひと つの 回 答 だ と も 言え る の で は な いか が 。 

な お 、 個別 の 変更 点 に 関し て は 、「VF2」 で キャ ラク ター の 性 
本 に 安易 に 依存 し て いた 多く の 部 分 を 、「VF ら . 1 」 で は それ を 操 
る プレ イヤ ー が 担う よう に な っ た の だ と 解釈 で を よう 。 

いずれ に せよ 、 上 自ら が 楽し む 工 夫 を し な けれ ば 面白 く な い ゲ ー 
ム だ 。 | VFg.1 」 は 、 本 貸 的 な 部 分 で は 何ら 「VF2」 と 変わ っ て 
は いな い の で ある 。 


アキ ラ 
環 挿 腺 (⑤KW) で ダウ ン し な く な っ た こと に デメ リッ ト は な いと いっ て も い 
い 。 な ぜ な ら 環 挿 乳 を 喰らっ て の け ぞ っ て いる 相手 に も 、4 フ レー ム の 有利 さ 
を 活か し て 、 アキ ラ の 基本 戦術 で ある 中 段 攻撃 と 投げ の 二 択 攻撃 を 仕掛 ける 
こと が 可能 だ か ら だ 。 ダウ ン 攻 撃 一 発 分 の デメ リッ ト は 、 起 き 上 が り 攻 撃 を 喰 
ら う 心配 が な く な っ た と いう こと で 相殺 され る だ ろう 。 逆 に 、 猛 虎 硬 克 山 
( ゃ ⑤@) や 独歩 頂 膝 (*@・@ 放 す ) の リス ク が 軽減 し た と いう 点 か ら 見 れ ば 、 
メリ ッ ト の 方 が 大 きい の か も し れ な い 。 

よろ け 状 態 か ら の 回 復 が 容易 に な っ た こと は 、 大 き な マ イナ ス 有 要素 だ 。 主戦 
力 で ある 禅 門 頂 肘 (②⑤②⑤) 、 躍 歩 頂 肘 (②⑤ ゆ ⑤②p) で よろ めか せ て か ら の 、 ほぼ 
連続 技 と 言え る 連係 が 決め に くく な っ た の は 非常 に 痛い 。 これ も 中 段 攻撃 か 
投げ の 二 択 と いう 戦術 に 切り 替え る べき だ 。 

また 、 リ ー ド ブロ ー の 少な い ア キラ に と っ て 、 キャ ン セ ル に よっ て 素 速 
く 繰 り 出 され る パン チ は 大 変 あ り が た いも の だ っ た が 、「VF2」 で の 唯一 の ハ 
メ 技 と 言っ て も いい “寺本 パン チ " 対策 の た め に 、 キ ッ ク を キャ ン セ ル し た 後に 
4 フレ ー ム の 硬化 時 間 が 設定 され て し まっ た 。 と は いえ 、 そ れ で も 有効 で ある 
こと に は 変わ りな いし 、 普 通 に 使う 分 に は さほど 違和感 は な い の で 気 に する 
こと は な い 。 

基本 的 に 「VF2.1」 だ か ら と いっ て 戦術 を 変え る 必要 は な い 。 それ より も 、 
いく つか の 変更 点 に よっ て 他 の キャ ラク ター の 戦術 が どの よう に 変わ る か を 
研究 し 、 そ れ に 対す る 戦術 を 練る こと の 方 が 重要 だ 。 (谷塚 真一 ) 


バイ に と っ て も 、「VF ら .1」 の 最大 の 変更 点 と も 言え る “で ダウ ン を 奪え 
な い " と いう 設定 が 難点 と な っ て いる 。 対抗 技 と し て の 連 拳 服 (⑤⑭) か ら 燕 襲 
雷撃 (や @) へ と いう 連係 は パイ の 主力 武器 の ひと つ だ っ た が 、 連 拳 服 で ダウ 
ン を 奪え な く な っ た た め に ダメ ー ジ が 与え る チャ ンス が 減り 、 戦 力 が か な り 
低下 し て し まっ た こと は 否め な い 。 また 、 レバ ー を 入れ て いる と 、 基 本 投げ で 
ある 転身 掃 服 (@) を 出せ な く な っ た こと に 関し て は 、 バイ の 場合 は 一 長 一 
短 と な っ て いる 。 製 燕 掛 塔 (@⑤⑤:@) の 入力 に 失敗 し た 時 に 、 代 わり に 転身 掃 
腺 が 出る こと が な く な っ て し まっ た 反面 、 シ ステ ム の 変更 に より 多少 の 入力 
ミス も 許容 し て くれ る よう に な っ た た め 、「VF2」 の 時 より も 製 燕 掛 塔 が 成功 
し や すく な っ て いる 。 天地 頭 落 (②⑤⑤) も 同様 で 、@②⑤⑤:@ や @② ぐ ⑧⑤ な ど と 
いっ た 多少 大 雑 把 な コマ ンド 入力 か ら で も 技 が 出る 。 操作 が 荒く な る と いう 
危 健 より は 、 思 っ た よう に 技 が 出 て より イメ ー ジ 通り に 試合 を 組み 立て られ 
る よう に な っ た と いう メリ ッ ト を ここ で は 強調 し て お きた い 。 
その 他 に は 、 レバ ー や ボタ ン に よる よろ めき か ら の 回 復 が 早く な っ た こと 
も 注意 すべ き 点 。 これ に より 、 旋 中 服 ($) で よろ めか せ て か ら 容 沖 拳 ($⑤) 
と いう パイ の 黄金 バタ ー ン が 通用 し づら く な っ て し まっ た 。 た だ 、 相手 が よろ 
めき か ら の 回 復 時 に 下段 パ バンチ を 繰り 出し て くる よう な ら そ こ を 狙っ て 再び 
旋 中 腺 を 出し 、@ 連 打 で 回 復 し て か ら そ の まま 棒 立 ち し て いる 相手 な ら 投 げ 
技 を 仕掛 ける と いう 感じ で 、 よろ めか せ た 後 の 相手 の 状態 に よっ て 対応 を 適 
宜 変 える 必要 が ある 。 
この 原稿 を 書い て いる 時 点 で は 、 ま だ 密度 の 濃い 対戦 を 重ね て いな い だ け 
に 具体 的 に 断言 は で ご き な い の だ が 、「VF ら .1」 に お ける パイ の 闘い 方 は 、 製 燕 
掛 塔 を 中 心 に 投げ 技 を より 重視 し て 攻撃 を 組み 立て 、 そ し て 状況 に 応じ て 的 
確 な 対抗 技 を 出す と いう 、 よ り シ ビア な も の へ と 移行 する こと に な り そ う だ 。 
(平田 洋 ) 


まず 喜ば し いこ と に 、 理 不 尽 と し か いい よう が な か っ た 1 プレイ ヤー 側 と 
ら プ レイ ヤー 側 の 浮き 具合 い の 差 が 是正 され 、 ま っ た く 同 じ 性 能 に な っ た 。 
これ で 対 ラ ウ 戦 も さら に 熱く な る だ ろう し 、 何 より も 虎 の 刺 繍 が 非常 に か っ 
こい いら プレ イヤ ー カ ラー の ラウ を 選 点 人 が 増え る の が 嬉し い 。 ち な み に 、 
俺 の 好み も 当然 だ が 虎 刺繍 ラウ だ 。 

し か し 、 喜 ん で ば か り は いら れ な い 。 い わ ゆ る “立ち 綱 上 "入力 は 可能 な 
まま だ が 、「VF2.1」 に な っ て ラウ は 最も パワ ー ダ ウン し た キャ ラク ター と 
言え る か ら だ 。 

その 要因 は 、 す べ て の 技 に お いて 笛 に 浮か せる 高 さ が 抑え られ た こと に あ 
る 。「VF2」 で は “ 終 上 や ( ぐ ⑤⑤⑱・ 相 手 浮く ) 一 斜 上 一 抽 上 連環 転身 掃 肢 
(⑧⑮⑤@⑳②⑨) "や “ 旋 中 腺 (⑧WK・ 相 手 浮く ) 一 沖 拳 () 一 終 上 連環 転身 
脚 (⑤⑤⑳⑨⑤⑤⑤⑤) " と いつ た 極悪 空中 コン ボ も 比較 的 容易 に 決め る こと が 
で きた が 、「VF ら .1 」 で は ほぼ 不可 能 と いっ て も いい ぐら い 決 ま ら な く な っ た 。 


上 記 ふ た つの コン ボ を 無理 し て 狙 お うと せ ず 、“ 綱 上 (浮く) 一 斜 上 連環 転身 
掃 脚 "か " 旋 中 服 一 連環 転身 掃 脚 " くら い に し て お いた 方 が いい だ ろう 。 まあ 、 
これ と て 絶対 確実 に 入る と いう わけ で も な い の だ が 。 さら に 、 よろ け に 関す る 
調整 も 不利 に な っ た 。 肘 撃 (@) で よろ めか せ て か ら の 綱 上 掌 コ ン ボ や 投げ 
が 難し く な り 、 双 拳 旋風 腺 (⑤⑤K) を ヒッ ト さ せ て も ダウ ン し な く な っ た 。 
し か し 、 こ れ だ け パ ワー ダウ ン し て も 、 ラ ウ が 今 の 地位 か ら 切 激 に 失墜 する 
こと は な い だ ろ う 。 た だ 単に 強い か ら と いう 理由 で ラウ を 使っ て いた エセ ・ ラ 
ウ 使 い が 海 汰 され る だ け だ か ら だ 。 斜 上 だ け で 勝つ こと は 、 も う で き な い 。 
(谷塚 真一 ) 


「 ら 」 か ら 「2.1」 に な っ て も 、 ウル フ に は 特に 変更 点 は な い の で 、 ほ と ん ど 
違和感 な く 聞 うこ と が で きる は ず だ 。 だ が 、 コ ン ビ ネーション で ある ハン マー 
キッ ク (&@) を 多用 し て いた プレ イヤ ー に し て みれ ば 、 全 キャ ラク ター 共通 の 
仕様 変更 は 痛い \ か も し れ な い 。 し か し 、 こ の 変更 点 は ウル フ に と っ て は 良かっ 
た の か も 知れ な い 。 と いう の も 、 を 喰らっ た 場合 、 相手 か らし て みれ ば 、 
[2]」 で は ダウ ン に よっ て 仕切 り 直 し と な っ て いた と ころ が 、「 ら .1」 で は ウル 
フ の 方 が の フレ ー ム 速く 動け る よう に な る わけ だ か ら 、 大 き な プ レッ シャ ー に 
な る は ず だ 。 ウル フ 側 は 当然 、 そ の 後 の 相手 の 心理 を 読み 取っ て 攻撃 を 変え て 
いく 必要 が ある 。 ハン マー キッ ク が ヒッ ト し た 後 、 投 げ の 間合い か ら 少 し 離れ 
た と ころ か ら 、 相手 は どん な 攻撃 を 出し て くる の か ? 弱気 に な っ て 下段 バン 
チ で 牽制 し て くる よう な ヤツ な ら 、 タ イミ ング を 合わ せ て 下段 授 げ 。 逆 に 、 反 
撃 に 出 て くる よう な ら ば フェ イス リフ トキ ッ ク (⑧⑱) や ニー ブラ スト (⑤②⑱) 
で カウ ンタ ー を 喰らわ せ て て や れ 。 

さて 、 こ こま で は ウル フ が ⑤⑯ を ヒッ ト さ せ た 場 合 。 カゲ や サラ 、 ア キラ な 
ど を 相手 に し た 場合 に は 、 逆 に こち ら が ⑤⑤ を 喰らう 場面 も 多い だ ろう 。 こう 
な る と 、 今 まで の よう な ダウ ン し て か ら の 起き 上 が り の 攻 防 が 減り 、⑤% 後 の 
攻防 の 要素 が 加わ る こと に な る わけ だ 。 

こん な と ころ か ? ウル フ の 「2 ら .1」 の 闘い 方 は 、「2」 と 大 差 な い 。 相手 の 仕 
様 変 更 点 を 理解 し 、 そ れ に 対応 し て 闘っ て いく 、 と いう 姿勢 で いく べき だ ろう 。 

(篠原 元 買 ) 


「2.1」 に バー ジョ ン が 変わ っ た か ら と 言っ て も 、 ジェ フリ ー に は 変化 は な 
い 。 結論 は ウル フ と 同様 で 、 相 手 の 変更 点 に 合わ せ て 闘う 、 と いっ た 程度 の も 
の と な る 。 

た だ 、 連 続 し て ステ ッ プ バッ ク (@⑧@) す る こと が で き な く な っ て いる の で 、 密 
着 状態 か ら ス テッ プ バ ッ ク の 連続 で いき な り 間 合い を 開け て 、 ス プラ ッシュ マウ 
ン テ ン (⑧③:W) や フロ ント バッ ク ブ リー カー(⑤② ざ ざ :W:@ ) と いう 戦法 は 、 
仕掛 け に くく な っ た よう だ 。 それ と は 逆 に 、「2」 で は 相手 と の 間合い が 一 定 以 
上 な いと クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド (⑤②⑤W) 入力 を 受け 付け て くれ な か っ た が 、「 ら .1』 
で は その 問 合 い が 短く な っ て いる の で 、 接 近 戦 で ステ ッ プ バッ ク し た 直後 に フ 
ロン トバ ッ ク ブ リー カー を か ける 、 と いう テク ニッ ク が 使え る よう に な っ て い 
る 。 また 、 ス テッ プ バ ッ ク が 連続 し て で き な い と いう 変更 は 相手 も 同じ な の で 、 
ダッ シュ エル ボー (⑤②⑤② あ ) や ケン カキ ッ ク (⑤②@W⑱) な ど 、 大 きく 踏み 込み な が 
ら 出す 技 を 有効 に 使い 、 下 が ろう と する 相手 を 追い つめ て いこ う 。 な お 、 ダッ 
シュ エル ボー で よろ めか せ た 場 合 、 よろ めき か ら の 回 復 ス ビー ド は 「2」 より も 
速く な っ て いる の で 、 投 げに いく より は 回 復 し よう と する 相手 に 打撃 技 を 狙っ 
て いく の が 有効 か も し れ な い 。 

⑤⑯ の 変更 点 に つい て は 、 ウ ルフ と ほぼ 同様 と 言っ て いい だ ろう 。 た だ 、 ジェ 
フリ ー は 中 段 攻撃 も 多彩 な の で 、 下段 パン チ で 牽制 し て くる 相手 に これ を 使 
わな い 手 は な い 。 

「6」 か ら 「2.1」 に な り 、 弱 く な っ て し まっ た と いう キャ ラク ター も いる よう 
だ が 、 ジェ フリ ー や ウル フ に し て みれ ば 納得 の いく バラ ンス 調整 に な っ た の か 
も 知れ な い 。 (篠原 元 貴 ) 


自分 か ら は 攻撃 せ ず 、 反撃 の み に 徹 する 人 た ちや 、 反 撃 さ れ に くい 技 ば か り 
を 連発 する チキ ンプ レイ が 横行 し て いる 。 本 人 は 連勝 で いい 気分 に な っ て い 
る が 、 台 の 向こう 側 で は 「 や る 気 あ ン の か 、 コラ !?」 と つぶ や いて いる か も し れ 
な いこ と を 知ら な い 。 彼ら 、 彼女 ら の お か げ で 、 い くつ の 台 が 殴ら れ 、 競 られ 
た だ ろう か 。 

そん な 待ち 、 逃 げ ば 、 チ キン プレ イ が 不利 に な る よう に 調整 が 加え られ た らし 


い 。 普通 な ら 諸 手 を 挙げ て 喜ぶ べき と ころ だ が 、 あま り い い 話 は 聞か な い 。 実 
際 に プレ イ し て みて も 、 た だ 技 を 弱く し た だ け の よう な 感 さ え あ る 。 

例え ば 葉 重 ね (⑤@⑯) 。「VF ら 」 で は ヒッ ト さ せれ ば ダウ ン を 奪え た が 、 
「VF2.1」 で は カウ ンタ ー で な い 限 り 倒 れ な い 。 さら に 、 こ ちら の 硬化 が 解け 
る と 同時 に 、 技 を 喰らっ た 相手 も 動け る よう に な る の だ 。 速い 技 に 頼っ て いた 
部 分 が ある カゲ に と っ て 、 これ は 非常 に 手痛い 調整 で ある と 言え よう 。 次 に 弧 [ 
延 落 (④⑤)。 近い 間合い か ら 投 げ れ ば 相手 は 近く へ 落ち 、 遠 い 問 合い な ら 遠く 
へ 沙 下 する よう に な っ た 。 この た め 、 浮 身 膝 蹴 り ( ゃ ⑤⑧⑱) 一 散弾 裏 蹴 り 
(⑧⑯) や 、 落 刃 返り (④⑤@⑤) 一 散弾 裏 蹴 りな ど 、 リ ング アウ ト を 狙い や す 
い 空 中 4 段 の 連続 技 が 非常 に 入り に くく な っ て いる 。 

も ちろ ん すべ て が 悪く な っ た わけ で は な く 、 地 走り (④③@③⑯) の 出 始め が 上 
段 攻 撃 で 潰さ これ な く な っ た り 、 針 廊 弾 (前 ・ 後 転 を 3 回 以上 入力 ) が 連続 し て 何 
回 で も 出せ る よう に な っ た な ど 、“ 改 良 " も な され て は いる 。 

個人 的 な 予想 だ が 、 弧 延 落 か ら 飛 鳥 ( ダ ウン 攻撃 ・ や や ) だ けし か 狙っ て こ な 
か っ た り 、 葉 重ね を 喰らっ た (仕掛 けた ) 後 に 、 発 生 時 間 の 速い 打撃 技 を 適当 に 
先行 入力 し て お くだ け と いう 機械 的 な 対戦 が 流行 る 気 が す る 。 だ が 、 わ ず か ば 
か り の 変更 が 施さ れ た と し て も 、 依 然 と し て "自分 が 努力 し て 楽し くす る ゲー 
ム " で ある こと に 変わ り は な い だ ろ う 。「 強 いか ら カ ゲ を 選ぶ 」 と いう 人 間 が 減 
る の は 、 俺 と し て は 喜ぶ べき こと だ が …… o (河上 英 人 ) 


「VF2.1」 に な っ て 最も 不利 益 を 被る の は 、 何 と 言っ て も ガー ドキ ャ ン セ ル 
振り 向き に 頼っ て いた プレ イヤ ー だ ろう 。 確か に 、 あの 瞬間 的 に 振り 向い て し 
まう モー ショ ン は この ゲー ム に は 似つか わし く な い 、。 削除 され て 当然 と も 思う 。 

で は 、「VF ら .1」 で は どう 闘え ば いい の か ? 答 え は 簡単 で ちる 。 サラ らし さ 
を 全面 に 押し 出し た 闘い 方 、 すなわち スピ ー ド を 生か し た パン チ 攻 撃 と 、 一瞬 
の スキ も 逃さ な い 蹴 り 技 で の 攻め 、 そ し て フェ イン ト 攻 撃 を 使う こと で ある 。 
例え ば 、 ⑤⑤⑤ あ ゆか ら の フロ ント スー プレ ックス (⑤:@) や ネッ ク ブ リー カー 
ドロ ッ プ (⑤②@ あ ⑤) と いっ た 投げ 技 と 、 サ マー ソル トキ ッ ク (⑤%) や ニー キッ ク 
( あ ) な どの 打撃 技 の 二 択 で 攻め た り 、 ガ ー ド キャ ン セ ル 振 り 向 き の 代 わり に 
バッ ク ナ ッ クル ・ タ ー ン (③⑧⑤) や バッ クス ピン キッ ク ・ タ ー ン (③@⑧⑱) を 出し 
て 奇襲 を か ける の も 良い 。 特に 後者 の 振り 向き 攻撃 か ら は 、 依然 と し て 強力 な 
上 中 ら 段 攻撃 で ある パン チ サ イ ドキ ッ ク (⑤⑱) と 下段 の ター ン ・ ロ ー ス ピン 
キッ ク (⑤) と の 二 択 攻撃 を 迫る こと が で きる か ら だ 。 

また 、「VF2.1」 で の 変更 に 伴い 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン の 最初 の パン チ を ⑤:@ で 
代用 する こと が で き な く な っ て いる た め 、 パ ンチ サイ ドキ ッ ク (:@③@⑱) や コ 
ン ボ ・ サ マー ソル ト (⑤:@⑥⑤⑤⑤⑧⑱ ) を カッ コ 内 の コマ ンド で 出す こと は で き な 
く な っ た 。 また 、⑤⑤:@⑥ と いう 入力 で フロ ント スー プレ ックス と スク ァ ト ・ ス ト 
レー ト の 自動 二 択 が か けら れ な く な っ た 点 に も 注意 。 いずれ に し て も 、 投 げに 
行く 場合 は 投げ コマ ンド 、 打 撃 に 行く 場合 は 打撃 の コマ ンド を 状況 に 応じ て 
キッ チリ と 出せ る よう に し て お きた い 。 

最後 に パンチ ハイ キッ ク (⑤⑧⑱) で ダウ ン し な く な っ た 項目 に つい て 私 見 を 述 
べた い 。 次 否 両 請 は ある だ ろう が 、 全 キ ャ ラ 共 通 で 変更 に な っ た こと と し て 素 
直 に 受け 止め 、 そ こ か ら の 攻撃 コン ビ ネ ー シ ョ ン の 開発 に 情熱 を 傾け る 努力 を 
し て 欲し い 。 文句 を 言っ て いる だ け で は 先 に 進め な い の だ か ら 。 ( 吉 准 豊彦 ) 


レバ ー を 前 方 向 に 入力 し な けれ ば パン チ ハ イ キッ ク (⑤② ざ @⑯) と は な ら な い 
ジャ ッ キ ー に と っ て は 、 い わ ゆ る ⑤⑯ コ ン ボ で ダウ ン を 奪え な く な っ た と いう 
変更 点 に は さほど 大 き な 意 味 は な い 。 それ より も 、「 ダ ウン させ られ な く な っ 
た 」 と いう ポジ ティ ブ な 発想 で 捉え て 構わ な い 。 そこ か ら 生 まれ る 新た な 攻撃 
法 は 、 ニ ー キ ッ ク (⑤②⑮⑱) の 多用 だ ろう 。 も ちろ ん な ど で 反 撃 は 受け る が 、 
ダウ ン し な い の で そこ で 仕切 り 直 し と な る 。 直接 的 に 受け る ダメ ー ジ は 
I「VF2」 と は 比べ も の に な ら な いく らい に 低い と いう わけ だ 。 恐れ る こと は 何 
も な い 、 全員 に ニー キッ ク の 脅威 を 教え て や ろう 。 浮か せれ ば そこ で 空中 コン 
ボ を 完成 させ れ ば いい の だ し 。 

し か し 、 ラ イジ ング エル ボー(⑤ ゆ ⑤) で よろ めか せ て か ら 各 種 追い 打ち を か け 
る と いう 凍 い 方 は 成立 し に くく な っ て し まっ た 。 そ れ で も 、 ラ イジ ング エル ボー 
を 単発 で 終わ ら せ る の で は な く 、 エルボー スピ ン キ ッ ク (⑤② ざ ⑤$⑱) を 出す こと を 
常に 考え る よう に すれ ば 、 相手 に 与え る ダメ ー ジ は 追い 打ち より 減る と は い 
え 、 確 実に 体力 を 減ら し て ダウ ン を 奪え る と いう も の 。 また 、 カ ミソ リ 的 な 技 
の 象徴 で ある サマ ー ソ ルト キッ ク (⑤⑮ ぷ 5) の 、 ガ ー ド され た 場合 の 硬化 時 間 が 
1 ら フ レー ム ほ ど 増 えた が 、 これ も まあ いい だ ろう 。「VF2」 で も 、 ガ ー ド され 
た ら 打 撃 技 、 投げ 技 を 問わ ず 入 れ ら れ 放 題 だ っ た わけ だ か ら 。 


そし て リオ ン 、 弾 帝 を 相手 に 迎え た 場合 は 、 手 数 の 多い コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 
を 安易 に 出す の は 控え た 方 が いい か も し れ な い 。 豊富 な コン ボ を 誇る ジャ ッ 
キー だ が 、 移動 技 の 性 能 が 向上 し た この ふた り に は 、 避 けら れ た ら そ れ ま で と 
な る 汰 れ も あ る 。 

人 至 キ ャ ラク ター を 見 渡し た 場合 、 強 さ の 係数 が 上 下 し た キャ ラク ター も いる 
よう に 思え る が 、 ジャ ッ キ ー に 限れ ば それ は 見 当たら な い 。 闘い 方 も 、『VF2] 
と 同じ だ と 考え て いい だ ろう 。 自分 の 闘い 方 を 確立 し て いれ ば 、 カ ミソ リ に 錆 
が 浮 び 上 が る よう な こと は 、 未 来 永 却 な い の で ある 。 (羽田 隆之 ) 


まず 、 向 側 前 避 (@⑮@) な どの 避け 行動 の 強化 が 挙げ られ る 。 具体 的 に は 、 
ホー ミン グ さ れ な い フ レー ム 数 が 従来 の 1] フレ ー ム か ら フ 7 フフ レーム に 延長 さ 
れ て お り 、 こ の 変更 に よっ て 相手 の 技 を 避け や すく な っ て いる 。 この こと で 、 
飼 ま で 避け れ な か っ た 技 が 避け られ る よう に な っ た り 、 " 元 (じじ い ) サ イク ロ 
ン " で 回 り 込 むこ と が で き な か っ た 角度 へ の フォ ロー も で きる よう に な っ た 。 
また 、 コン ボ ポ で ダウ ン し な く な っ た 点 は 、 こ れ で 返さ れる 技 が 多かっ た 角 
帝 に と っ て は 大 き な プ ラス と 言え る 。 結果 と し て 、 細 は か な り 強 く な り 、 苦 
手 な 相手 で ある ジャ ッ キ ー や サラ と も 互角 に 闘え る こと だ ろう 。 さら に 月 了 牙 叉 
撃 ($⑤) な ど で の 浮き 具合 も 大 きく な っ た の で 、 空 中 コン ボ の 幅 が 広がる こと 
も 考え られ る 。 

注意 すべ き 点 と し て は 、 後 蹴 有 から 寝 る (@@) な どの 自ら 倒れ る 技 を 出し 
た 場合 、 倒れ る 途中 か ら 相 手 の ダ ウン 攻撃 が 入っ て し まい 、 さ ら に その 際 の ダ 
メー ジ は 1.75 倍 に 増え て し まう の で 、 安全 だ か ら と 安易 に 連発 する の は や や 
危険 だ ろう 。 

し か し 、 他 の キャ ラク ター の 弱体 化 に 伴う マイ ナス 面 も 同時 に 予想 され る 。 
狂 帝 以外 の キャ ラク ター か ら す れ ば 、 「VF ら .1 」 で の 変更 は 優遇 と も 映り 、 ひ 
が みや 反感 を 持つ も の も 出 て こよ う 。 さ ら に キャ ラク ター の 個性 を 無視 し て そ 
の 強 さ だ け を 利用 すべ く 、 に わか に 任 帝 使い と な る 者 が 多発 する に 違い な い 。 

「VF2」 で 途 天 と 共に 時 を 過ごし た 者 と し て は 、「 ど う せ な ら 向 側 前 避 は こ 
う 変 わっ て ほし か っ た 」 と 言い た い の は や まや まで ある 。 だ が 、 「VF ら .1 」 は こ 
れ ら の 変化 を プレ イヤ ー が どう 受け 止め る か で その 未来 が 決ま る と いう の が 
個人 的 な 感想 だ 。 (工藤 浩司 ) 


| ら .1」 に な り 、 リ オン の 地位 は 細 帝 と 共に 確実 に 上 昇 し た 。 これ は 、 今 ま 
で 使え な いと 言わ れ 続け て きた 斜 前 歩 (③@) を は じ め と する 軸 移 動 技 の 性 能 
の 飛躍 的 な 向上 に よる と ころ が 大 きい 。 

軸 移 動 の どこ が 使え る よう に 変わ っ た の か ? 前 の ペー ジ で 解説 され て い 
る が 、 分 か りや すく 言え ば ホー ミン グ (自動 追尾 ) シス テム の 追尾 判定 が 甘く な 
っ た の で ある 。 |2」 で は 、 軸 移動 し た 先 に コン ボ が 強引 に 向き を 変え て 追い か 
けら れ た が 、 「2.1」 で は コン ビ ネ ー シ ョ ン の 1 発 目 を 見 切っ て 軸 移 動 を 行なえ 
ば 、 相手 の 攻撃 を か わす こと も で きる よう に な っ た 。 その 技 の 特性 を 十 二 分 に 
発揮 で きる よう 変更 が 加え られ た と いう わけ で ある 。 実際 に は 、 文字 で 説明 す 
る 以上 に 軸 移 動 は 使い や すく な っ て お り 、 う まく すれ ば 完全 に 背後 に 回 る こと 
が で きる 。 連 勾 手 背 襲 ( 放 @⑤⑥) で 首 を 揺 っ 切る チャ ンス も 増え た と いう わけ 
だ 。 た だ し 、 サラ な ど 短 時 間 で 攻撃 力 が 発生 する コン ボ を 持つ キャ ラク ター を 
相手 に 迎え た 場合 は 、 1 発 目 を 見 切っ て も 素 速く 発 目 以降 が 繰り 出さ れる た 
め 、 ホ ー ミ ング シス テム が 作動 し て し まう こと が ある 。 ディ レイ を か けた 場合 
に は 、 相手 は 見 当 違 い の 方 向 に 向かっ て 行く の だ が 。 これ は 細 に も 言え る こ 
と だ が 、 性 能 が 上 が っ た 軸 移 動 を 過信 し て 頼り きる こと の な いよ うに 注意 し 
て ほし い 。 

さら に 、 入 力 コ マン ド の 許容 幅 が 広がっ た こと に より 、 リ オン の 技 の 中 で は 
最大 の ダメ ー ジ 量 を 誇る 貼 身 双 勾 手 (②⑤⑤⑤⑧③⑤:⑥@) も 若干 出し や すく な っ て 
いる 点 も 忘れ ず に お きた い 。 

移動 速度 の 速 さ を 軸 移 動 で 最大 限 に 活か し 、 相手 に 捕まら ぬ よ うに 攻撃 を 
ヒッ ト さ せ て いく 。 リオ ン が 弱い と 言わ れ た 時 代 は 、 も う 終 わっ た の だ 。 

(篠原 元 貴 ) 
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@ | 958 年 6 月 10 日生 まれ 念 (株 ) セ ガ . エ ンタ ー プ ライ ゼス アミ ュー ズ メ ント 研究 開発 本 部 取締 役 第 2 AM 研究 開発 部 部 長 

1989 年 4 月 、 (株 ) セ ガ .- エ ンタ ー プ ライ ゼス へ 入社 。 1 985 年 、 世界 初 の 体感 バイ ク ゲ ー ム で ある 「 ハ ング 
オン 』 を 世に 送り 出す 。 以来 、 数 々 の ビッ グ タ イト ル を 手掛け 、 1992 年 の /「 バ ー チ ャ レー シン グ 」 を 経て 、 
1983 年 12 月 に 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー』 を 世に 送り 出す 。 実体 験 を 元 に し て ゲー ム を 作る 、 と いう 制作 手法 


か ら は いく つも の 間 話 が 生ま れ て お り 、 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー ら 』 で は 中 国 に 渡り 、 実際 の 拳法 の 痛み を 体 で 


覚え て プロ グラ ミン グ で 再現 し た 、 と いう 話 は 有名 。 この 行動 の ひと つ ひ と つ に 、 ゲ ー ム に 対す る 姿勢 が 
現われ て いよ う 。 現在 は 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー 3 」 の 制作 に 全力 投球 中 。 


代表 作 『 ス ペー スハ リア ー 


「 バ ー チ ャ ファ イタ ー3」 の 制作 に 、 今 入っ て る わ 
け な ん で すけ ど 、 そ っ ち が お ろ そ か に な る くら い 
ハマ っ て ます ( 笑 )。 みん な に は 「「2』 を し っ か り 
や ら な いと 「3』」 が 見 えな いん だ 」 と 言い つつ 、 
本 人 は た だ 遊ん で る だ け か も し れ な いっ て いう 
( 笑 )。 

人 生 36 年 、 初め て 。“ ゲ ー ム が 楽し いん だ な "っ 
て 感じ は 。 作る の は 楽し か っ た で す よ 、 ず っ と 。 
だ けど 、 プ レイ し て 楽し い 、 い つ で も 楽し いっ て 
いう 感じ は 『「 バ ー チ ャ 2 」 が 初め て な ん で す よ 。 
「 バ ー チ ャ 2 」 は 今 で も 楽し い 。 


うん 、 な ん か ね 、 面白 いん で す よ 。 自分 が 作っ 
た どう こう じゃ な く て 、 単に 「 こ れ 面 白い 」 っ て 感 
じ 。 | あ 、 こ れ 面 白い や | っ て ( 笑 )。 人 間 、 頭 で 
考え る で し ょ 、 普通 は 。 「 こう で こう だ か ら 、 面白 
い 」| | ああ だ か ら 面 白い ]、 た くさ ん ある 。 な ん か 
も う 、 単純 に 面白 い 、 っ て ほら 、 細胞 が 言っ て 
る わけ で す よ 、 全体 が 。 脳 だ け じ ゃ な し に 。 全 
体 に 感じ も も の っ て いう の は 多分 、 人 間 の 全 
能力 を 使っ て そう 感じ て る ん だ と 思う ん で す よ 。 


顔 も 何 も な いよ うな キャ ラク ター。 顔 は た だ の 長 
方 形 、 色 だ っ て 2 色 ぐ らい し か 使っ て な い 、 無 
機 質 な ちの 。 それ が 、 生き て る よう に 動い た ん 
で す よ 。 その 時 の イン パク ト に 比べ た ら 、 (その 
後 の 変 化 は ) 僕 に は 小さ い 。 初め て 動い た 時 、 
初め て 蹴り が 決ま っ て 相手 が スッ 飛ん だ 時 の 
爽快 な 感じ 。 これ 。 


[ あ 、 こ れ だ 」 「 こ れ だ な 」 っ て 感じ 。 「 こ りゃ いい 
や 、 いい 物 見 っ けた 」 っ て ね ( 笑 )。 と りあ え ず 、 
ガラ ス 玉 の 中 に ダイ ヤ の 原 石見 つけ た っ て いう 、 
明らか に 人 違い が 分 か っ た 時 で すね 。 


僕 は キャ ラク ター が 立っ て 、 ゲー ム 以 外 の と ころ 
で いろ ん な 影響 を 与え て いく 、 っ て いう 経験 が 、 
初め て だ っ た ん で す よ 。 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 っ 
て いう の が 。 ひと つの 何 か 限 らち られ た ジャ ン ル よ 
り も 、 非 常に 枠 が 広い で す よ ね 。 そう する と 、 
いろ ん な こと が で きる 。 で 、 ひと つの キャ ラク ター 
ビジ ネス っ て こと に 関し て 、 僕 に と っ て は 新しい 
経験 させ て も ら っ て ます 。 だ か ら 今 は すご く 楽 し 
いで すね 。 


いろ ん な 考え が ある と 思う ん で す よ 。 年 を 取ら 
せる の か 、 年 を スト ッ プ させ て し まう の か 、 いろ ん 
な 考え が ある 。 僕 は 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー] に 関し 
て は 、 年 を 取ら す 方向 で 考え て ます 。 


や た ら キ ャ ラク ター 増やす の も ナニ か な 、 っ て 


」「 ア ウト ラン 』「『 ア フタ ー バ パー ナー」 「 バ ワー ドリ フト 』 『R-360』 「 バ 一 チャ レー シン グ 」 


思っ た り も する ん で す よ 。 純粋 に 自分 の 、 この 
キャ ラク ター た ち を 考え た 時 に ね 。 …… 4 人 増 
や す の を 2 人 に し て 、 そ の 労力 を 個々 の キャ ラ 
クタ ー を 魅 力 的 に する こと に 時 間 を 使う 、 っ て 
いう 考え る ゃ ある と 思う ん で す よ 、 や っ ぱり 。 何で 
すか 、 愛 情 を 、 っ て 言う ん で すか 、 注ぎ た いな っ 
て 気 が す る ん で す よ 。 


抽象 論 に な っ ちゃ うけ ど 、「 バ ー チ ャ ファ イタ ー』 
の 可能 性 っ て いう の は 、 キ ャ ラク ター の 可能 性 
だ と 思う ん で す よ 。 だ か ら 、 シス テム を 変え て も 、 
本 質 的 な も の は 変わ っ て こない 。 単純 に 表面 
的 な 遊び を 変え る こと は 可能 な ん で すけ ど と も 、 
も っ と 心から 嬉し いこ と と か 、 そ うい うこ と を 追 
及 し た いで すね 。 


何 か を 発散 で きる じゃ な いん で すか 。 スト レス と 
か 、 わ だ か まり と か 。 発散 する こと に よっ て 、 自 
分 の バラ ンス を 保てる 。 だ か ら 、 人 間 が 普通 に 
生活 する 上 で 、 な ん か 欠け て る 部 分 、 ち ょ っ と 
バラ ンス 崩し た 部 分 を 助け て くれ る と ころ が ある 
の か な 。 (『「 バ ー チ ャ ファ イタ ー」 は ) い い ビ タ ミ ン 剤 
に 見 える 、 僕 か ら は 。 


僕 に と っ て ゲー ム と は 、 作り 手 で すか ら 、 遊 ぶ も 
の と いう より も 作る も の 、 っ て いう 感覚 で す 。 僕 
は 何 か 作 っ て いく こと が 好き な ん で すね 。 何で 
も いい けど 。 メイ ク 、 で す ね 。 彫刻 で も 絵 を 描く 
で も 、 何 か ク リエ イ テ ィ ビ テ ィ を 感じ きせ る も の が 
好き で す 。 だ か ら 、 (ゲー ム は ) 僕 の 基本 的 な 欲 
求 を 満足 さす て くれ る も の 、 で すね 。 作る こと に 
よっ て 、 何 か 信 っ て いた い 、 常 に 。 


ゲー ム っ て いう の は 、 や っ ぱり 精神 的 な ゆとり 
を くれ る も の 。 生き て いく 上 の 必要 な も の 、 っ て 
いう より も 、 そ れ か ら ひ と つ 外 の 枠 の 、 余暇 と 
か 無駄 と か 。 無駄 が な きゃ 生き て いけ ませ ん か 
ら 、 人 間 っ て いう の は 。 天井 な ん か 、 雨風 し の 
ぐん だ っ た ら つ いて りゃ いい けど 、 で も 、 四角 い 
より 丸い 方 が 、 な ん か いい な 、 と か 。 その 、“ な 
ん か いい も の "で す よ ね 。 そ の 余裕 を くれ る も 
の で す 。 ちょ うど いい 言葉 が な いん で すけ ど 、 
精神 的 な 豊か さ を 示 す も の 、 で す よ 。 


新しい 刺激 っ て 、 人 間 に は 楽し いじ ゃ な いで 
すか 、 ず ー っ と 同じ こと を し て る より も 。 デジ タル 
テク ノロ ジー は 、 新しい も の を 、 刺激 を くれ ます 
よ 。 な に も デジ タル じゃ な く て も いい けど 、 これ 
は 新しい も の を くれ る ひと つの 手段 で す よ 。 み 
ん な に 楽し き と か 嬉し き と か を くれ る 可能 性 の 
ある も の で す 。 で すか ら 、 必要 だ と 思い ます よ 。 
豊か に な る た め に 。 


ー チ ファ イタ ダー づ ド K 言 一 


現実 っ て いう の は 、 や っ ぱり 現実 で す よ 。 これ 
食べ て お いし い 、 車 運転 し て ぶつ か っ て 痛い 。 
これ が 現実 。 夢 の 中 で 「 こ れ 、 現実 か な ?] っ て 、 
ほっ べた つね っ て 、 痛い か ら 、「 これ は や っ ぱり 
夢 じ ゃ な い 」 っ て いう 夢 を 見 た りす る 、 あの あ た 
り が 、 僕 に と っ て の 仮想 現実 か な 。 ああ いう 世 
界 が コン ピュ ー タ で で きる ん だ っ た ら 、 面白 いで 
す よ 。 ほん と に 期 違 いす る ほど の リア リティ を 
持っ て る 。 夢 と の 狭間 の あの 感覚 が 、 遊び と し 
て 活か せれ ば 面白 いこ と に な る で し ょ う ね 。 


最も 気持 ちい いと する 瞬間 は 、 僕 は プレ ー ニ 
ング 。 今 は 。 全て が 脳 を 介さ な く な る 。 思考 回 
路 を 通ら な く な る 。 す べ て 、 細胞 に 対 じ て ダイ レク 
ト な 感覚 。 本 当 に 、 い いで す よ 。 プ レー ニン グ っ 
て いう の は 、 ウイ ンド サー フィ ン で スピ ー ド が 上 
が っ て くる と 、 全体 が バー ッ と 空中 に 浮い て 、 フ ィ 
ン だ けし か 水面 に つい て な い 状 態 、 空 中 を 飛 
ん で る 状態 に な る ん で す 。 ロン グ ボ ー ド じゃ な く 
て ショ ー ト ボー ド 。 ちっ ちゃ きゃ ちっ ちゃ い ほ ど 、 そ 
の 研ぎ 浴 ま され た 感覚 に 近付い て くる 。 


生き て る 実感 を どん な 時 に 感じ も か …… 感じ 
た こと 、 な いで すね 。“ 生き て る "っ て いう こと 自 
体 が すご く 抽 象 的 だ か ら 、 これ を 素直 に 捉え る 
と 、 あま り 感 じ な いで す 。“ 生 き て る "っ て 実感 よ 
り も 、 面白 いと 思っ て いる 実感 と か 、 …… “ 生 
き て て よかっ た "と 思う 実感 は ある ん で すけ ど 、 
“生き て いる "実感 、 つ っ て いう の は な いん で すね 、 
や っ ぱり 。 


自分 で 正しい と 思っ て 、 本 来 や る べき こと が あ 
る 時 に 、 自 分 が 正しい と 思っ て 信じ て た こと に 
対し て 、 ず っ と ウソ や っ て いか な くち ゃ な ら な く 
な っ た 時 と か 、 そ れ は も う 、 死ん じゃ っ て る 。 そ 
れ や り 出 し た ら 、 死ん じゃ っ て る 。 


誰か の 心 の 中 で も いい か ら 、 ず っ と 残っ て いけ 
る 池 Oo それ は 幸せ で す よ ね 。 それ に 越し た 
こと は な いで すね 。 


求め て も ら え れ ば 、 そ れ で 本 望 な ん で す よ ね 。 
な ん か 、 面白 いっ て 言っ て も ら っ た ら 。 マイ ナス 
に な る も の じゃ な く て 、 時 細 な こと で も いい か ら 、 
ちょ っ と で も いい か ら 、 何 か こう 、 感じ て も ら え れ 
ば 。 そう いう も の が 作れ た ら 、 そ れ で いい で す 。 
ゲー ム じ ゃ な く て も 。100 人 に 聞い て 50 多 以上 
だ っ た ら 、 いい で す 。 プラ スマ イナ ス で 、 プラ ス に 
振れ て いれ ば いい 。 みん な に と っ て 。 それ だ け 
きま よ 。 


構成 : 渋 谷 洋一 
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「VF2」 で は 膨大 な 数 の 技 が 登場 する が 、 そ の ひと 
つ ひ と つ に 意味 が ある 。 確か に 見せ 技 "、“ 挑 発 技 と し 
て の 要素 が 強い も の は ある だ ろう が 、 基 本 的 に どん な 
技 で あっ て も 、 ま っ た く 使 えな いと いう も の は な い 。 
また 、 ラ ウ と パイ の 連環 育 転 脚 (@C⑥S⑥) と カゲ 
の 散弾 風神 脚 (⑥@⑥⑥⑯) は モー ショ ン を 比較 し て も 
わずか な 違い し か な いた め 、 技 の 系 続 は 類似 し て いる 
と いう 意見 に は うな ずい て くれ よう 。 だ が 、 カ ゲ の 水 
車 蹴り ( ほ ⑯+@⑥)、 サ ラ と ジャ ッ キ ー の サマ ー ソ ルト 
キッ ク (K⑥) 、 そ し て アキ ラ の 鉄山 箇 ( コ ゆ ゆ @⑥+ ぐ ⑥) 
が 同系 統 で ある と し た 場合 は どう だ ろう か 。 モ ー シ ョ 
ン は まっ た く 違 う が 、 数値 デー タ を 見 る と いずれ も 攻 
撃 力 発 生 時 間 が 短く 、 相 手 の 攻 撃 の 出 が か り に 合わ せ 
て カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せる の が 最も 効果 が 得 ら れる 技 
だ と いう 点 に 注目 すれ ば 、 似通っ た 性 質 を 持っ て いる 


単体 の 技 を 分 類する 


前 進 し な が ら 攻 撃 


リン グ ア ウ ト 勝 ち に 直結 し や すい 。 
後退 し な が ら 攻 撃 
単体 の 技 で 、 1 発出 し た ら 体 勢 が 後ろ に 引っ 込む よう な 技 。 
相手 が 飛び 込ん で 来る の を 誘い 、 攻撃 を 当て る 。 


フェ イン ト 攻 撃 
人 間 が 相手 だ か ら こ そ 通 用 する 攻撃 。 コン ビ ネ ー シ ョ ン に 


フェ イン ト 要 素 が 含ま れ て いる 技 を 差す 。 
カウ ンタ ー 攻 撃 
カウ ンタ ー ヒ ッ ト 時 に その 技 の 効果 が 最大 限 に 発揮 され る 
よう な 攻撃 。 ヒッ ト し た 時 の ダメ ー ジ に 比例 し て 、 リ スク も 
大 きい 。 


相手 の 攻撃 を 止め る 攻撃 


与え る ダメ ー ジ は 少な く て も 、 相手 の 前 進 を 止め る 働き が 
ある 技 。 単 発 の 下段 パン チ は その 代表 格 だ 。 


コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 に 多い 。 相 手 を 押し て いく 効果 が あり 、 


ディ レイ を が か けた も の や 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 その も の に 、 


PART.3 デジ タル に 勝つ 


と 言え な いこ と も な い だ ろ う 。 

これ は 多少 強引 な 考察 で は ある が 、 あな が ち 的 外れ 
だ と も 思わ な い 。 技 の 性 質 を 検証 する に あたっ て 大 切 
な の は 、 技 の モー ショ ン 自 体 は さほど 重要 な 意味 を 持 
た な いと いう こと 。 モ ーション こそ 違っ て も 、 使 い 方 
が 似通っ た 技 と いう の は いく ら で も ある か ら だ 。 そ れ 
より は 、 どん な 姿勢 の 相手 に ヒッ ト す る の か 、 あ る い 
は その 技 で 相手 を 押し て いけ る の か 、 そ れ と も 自分 が 
下がり な が ら 出 す 技 な の か 。 そ の 観点 か ら 、 技 の 性 質 
を 大 ま か に 抽出 し た の が 下 の 項 目 だ 。 

ひと つの 技 が 複数 の 意味 を 持つ 場合 も 多い 。 ど ん な 
技 が どん な 要素 を 含ん で いる の か に つい て は 、 こ こ に 
該当 する 項目 を 眺め て いれ ば わか る と 思う 。 全 く 使 い 
道 の な い 技 は な い 。 技 の 本 質 を 見 極め れ ば 、 使え る 状 
況 は 必ず どこ か に ある 。 


相手 の 懐 に 飛び 込む 攻撃 
ある 程度 射程 距離 の 長い 技 で 、 前 進 し よう と し て きた しり 後 
退 中 の 相手 に 対し て 仕掛 ける 攻撃 。 


待ち 受け て の 攻撃 
攻撃 区 分 を 問わ ず 、 回 転 系 の 技 に 多い 。 攻 撃 力 発生 時 間 の 
遅い 技 を 用 いて 、 相手 が 前 進 し て こく る タイ ミン グ に 合わ せ 
た り 、 こち ら が いっ た ん 下がっ た と ころ に 相手 が 飛び 込ん 
で 来る の を 狙っ て あら か じ め 出 す と いう よう な 使い 方 が 
効果 的 。 

接近 攻撃 
ダメ ー ジ 量 が 変化 する 技 の うち 、 相手 と 接近 し て いた 方 が 
大 き な ダ メー ジ を 与え られ る 技 。 ア キラ の み 。 

空中 撃墜 攻撃 
空中 に いる 相手 に 対し て 効果 を 発揮 する 技 。 当 然 、 攻撃 判 
定 区 分 は 空中 で ある こと が 多い 。 

避け て か ら の 攻撃 

移動 避け と スウ ェ ー パ ンチ が これ に 当たる 。 


オフ ェ ン ス 側 と ディ フェ ンス 側 と に 分 か れ て 闘う ア 
メリ カン フッ ト ボ ー ル の よう に 、 「VF2」 で の 闘い に お 
いて も 、 目 に 見 えな い 攻 撃 権 と 被 攻撃 権 の よう な も の 
が 存在 する 。 攻撃 権 を いっ た ん 相手 に 奪わ れ た ら 、 一 
度 も ダメ ー ジ を 与え る こと な く 試 合 が 終わ っ て し まっ 
た 、 と いう の は 誰 も が 一 度 や 二 度 は 経験 し て いる こと 
だ ろう 。 し か し 、 攻撃 権 と 被 攻撃 権 は 常に 目 ま ぐ る し 
く 移 り 変 わる も の で 、] 発 の パン チ で 簡単 に 入れ 替わっ 
て し まう ぐら い に 浮 動 要 素 が 強い 。 見 た 目 に も 分 か り 
や すい 入れ 替わり と いう の は 、 相手 の 攻撃 を 防御 し た 
後に 反撃 に 転じ た 時 だ ろう 。 相 手 が ス キ の 大 き な 技 を 
出し た 時 、 そ れ を ガー ド し た ら 、 確実 で より 大 き な ダ 
メー ジ を 与え られ る 技 で 反撃 し て や る 。 す る と 、 そ の 
時 点 で 攻撃 権 は 入れ 替わり 、 相 手 か ら ダ ウン を 奪え た 
な ら 圧 倒 的 な 優位 に 立て る こと に な る 。 
相手 の 技 を ガー ド し て 反撃 する 際 に 問わ れる の は 、 
ガー ド し た 相手 の 技 に 対し て 、 どの 技 を 出せ ば 確実 な 
反撃 が 可能 な の か 、 その 相関 人 性 を 知っ て いる か どう か 
と いう こと 。 こ の “確実 な 反撃 "” が で きる 技 を 、 本書 
で は [対抗 技 ] と 呼ぶ こと に し た 。 自 分 が 出し た 技 を 相 
手 に ガー ド さ せる の と 技 が 届か な い の で は 全く 意味 が 


対抗 技 の 意義 


パン チ の 出 が 早い キャ ラク ター の 場合 、 相手 キャ ラ 
クタ ー の 膝 攻撃 に 対し て 、 ガ ー ド 後に @@⑯ と 入力 し 
て や れ ば 、 必ず 反撃 が 可能 。 これ が 対抗 技 の 基礎 だ 。 


個 か がら 反撃 へ - 強 さ の 礁 、 対 抗 技 一 


違う し 、 出 し た 技 が ヒッ ト し た 時 と ガー ド さ れ た 時 で 
も 意味 が 違っ て くる 、 と いう こと は これ まで に 述べ て 
きた が 、 対 抗 技 と は 一 部 の 例外 を 除い て “相手 の 技 を 
ガー ド し た 後 、 確 実に 反撃 が 成立 する 技 " を さして い 
る 。 な お 、 こ こ で いう 「 例 外 」 と は 、 相手 の 技 が ヒッ ト 
し て も 確実 に 反撃 で き て し まう 技 の こと 。 詳し く は 
"鳴ら い 投げ " の 項目 で 説明 し て いる の で そちら を 参 
照 し て ほし い 。 

も ちろ ん 、 す べ て の 技 に 対し て 対抗 技 が 存在 する わ 
け で は な い 。 ガ ー ド し て も 、 続 く 双 方 の 技 の や り と り 
に よっ て 優位 に 立て た り 、 劣 勢 に 回 る こと に な っ た り 
する し 、 実 戦 で は 対抗 技 の な い (= ス キ の な い ) 技 の 応 
酬 と な る こと も 多い 。 と は いえ 、 確 実に 反撃 で きる 場 
面 に 遭遇 し た 際 に は 、 チ ャ ンス を 逃す こと な く 最 大 限 
に 活か し た い 。 ' 

対抗 技 の 知識 量 は 各 人 に よる と ころ だ が 、 こ の 量 は 
「VF2J に お ける 強 さ の 礎 で も ある 。 さ ら に 突き 詰 
て いく と 、 互 い の 知識 量 だ け で は 甲乙 つ か な く な り 、 
最終 的 に は プレ イヤ ー 自 身 で ある ウェ ッ ト ウ エア の 部 
分 で 勝敗 が 決する こと に な る 。 つ まり 、 対 抗 技 の 知識 
は 、 勝 つた め の 必 要 最 低 事項 の 塊 と いう わけ だ 。 


YO に の NT 
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抗 技 ー 打 撃 技 編 ~ 


この 項目 で は 、 対 抗 技 の 知識 を 徹底 的 に 深め て も ら 
お う 。 た だ 、 技 の 性 質 は それ ぞ れ 異な る の で 、 技 に 対 
し て の 対抗 技 を すべ て 網 維 す る た め に は 、 キ ャ ラク ター 
10 人 10 人 の 全 技 に 対し て すべ て の 組み 合わ せ を 示 
さ な け れ ば な ら な い 。 ま た 1 つの 技 に 対し て の 対抗 技 
が 複数 存在 する 場合 や 、 打 撃 技 と 投げ 技 の 両方 が 対抗 
技 と な る 場合 も わる 。 そ れ ら を まとめ て 扱う の は 少々 
無理 が ある の で 、 打 撃 技 で の 対抗 技 と 投げ 技 に よる も 


技 を 受け た 場合 の 硬直 時 間 の 計算 式 


ヒッ ト し た 場合 : ダメ ー ジ 量 X0.8 十 6 


どちら の 計算 式 に 関し て も 、 ダ メー ジ 量 と ある 部 分 
に 注目 し て ほし い 。 つ まり 通常 ヒッ ト な の か 、 ガ ー ド 
ハー フ な の か 、 空中 カウ ンタ ー な の か 、 技 が ヒッ ト し た 
その 時 々 の 状況 に 応じ て 、 技 を 受け る 側 の 硬直 時 間 は 
変化 する の で ある 。 た だ し 、 ガ ー ド し た 場合 の 硬直 時 間 
の 最大 値 は ら の な の で 、 ダメ ー ジ 4 以上 の 技 な ら 、 ガ ー 
ド し た 側 は すべ て らら 6 フレー ム だ け 動 け な い こと に な 
る 。 ま た 、 相 手 の 技 が ヒッ ト し て さら に ダウ ン さ せら れ 
た 場合 に は 、 こ の 計算 式 は 当て は ま ら な い 。 


まず 、 計 算式 (D) に 基づき 、 サ ラ が ウル フ の ニー ブラ 
スト を ガー ド し た 時 の ガー ド 便 直 時 間 を 求め る 。 

ウル フ の ニー ブラ スト の ダメ ー ジ 量 は 30、 こ れ を 
計算 式 に 代入 し て 30X ら 3 填 6=G6 フ レー ム と な 
る 。 た だ し 、 ガ ー ド 硬直 時 間 の 最大 値 は 8 らら な の で 、 こ 
の 数 字 が サラ の 硬直 時 間 と な る 。 一 方 、 ウ ルフ の ニー 


対抗 技 モ デル 1 


攻撃 力 持 続 時 間 = ど 


ガー ド 後 10 フ レー ム 以 降 に 
パン チ ハ イ キッ ク (⑤⑱) を 先行 入力 | | バン チ ハ イ キッ ク 開 始 


の と は 分 け て 考え る こと に する 。 
打撃 技 に よる 対抗 技 は 、 あ る 数 式 を 示す こと で すべ 
て 見 つか る 。 相手 が 出し た 技 の 硬化 中 に 反撃 を 試み る 
の が 対抗 技 な ら 、 その 技 の 硬化 時 間 よ り 短い 攻撃 力 発 
生 時 間 の 技 で あれ ば 対抗 技 と し て 機能 する こと に な る 
か ら だ 。 そ こ で 必要 な の は 、 技 を 喰らっ た り ガ ー ド し 
た り し た 時 の 硬直 時 間 の 算出 法 。 これ に 関し て は 、 プ ロ 
グラ ム デ ー タ が 公開 され て いる の で 容易 に 行なえ る 。 


ガー ド し た 場合 : ダメ ー ジ 量 X2/3 十 6( 最 大 値 を 22 と する ) 


※ 単 位 は フレ ー ム ノ 小 数 点 以下 は 切り 捨て 


対抗 技 を 割り 出す に は 、 硬直 時 間 を 割り 出す 計算 式 
の (a) 、 (b) と 、 技 表 に 載っ て いる 攻撃 力 発生 時 間 、 硬 
化 時 間 と いっ た 数 値 を 当て は め て や れ ば いい 。 攻撃 力 
発生 後 の 硬化 時 間 が 短い 技 だ と 対抗 技 が 存在 し な い 場 
合 も ある が 、 各 キャ ラク ター の 全 技 に 対し て 、 プレ イ 
ヤー が 使う キャ ラク ター の 技 に 対抗 技 が 存在 する か ど 
うか で 、 新 し い 何 か が 見 えて くる は ず だ 。 

以下 に いく つか 例 を 挙げ た 。 参 考 に し て ほし い 。 


ウル フ の ニー アタ ッ ク (⑤②⑯) を ガー ド し 、 バ ンチ ハイ キッ ク (⑤⑮) で 返す サラ 


ブラ スト の 攻撃 力 持 続 時 間 は ら フ レー ム だ が 、1 フ レー 
ム 目 で 攻撃 を ガー ド し た 場合 、 サラ は ら フ レー ム 目 か 
ら ガ ー ド 硬直 状態 に 入る こと に な る 。 つ まり 、 攻撃 
持続 時 間 の 余っ た 部 分 が 、 実 質 的 に 硬化 時 間 と な ん ら 
変わ ら な く な っ て し まう と いう わけ で ある 。 こ れ を 図 
示す る と 、 以 下 の よ うに な る 。 


A: 攻 撃 力 は 発生 し て いる が 
相手 は すでに ガー ド 人 硬直 中 


技 硬化 時 間 =29 
パン ヂ ヒ ッ ト 


8 フレ ー ム 後 攻撃 発生 


ガー ド 人 硬直 時 間 = ら どら 


この よう に 、 ウ ルフ の 硬化 時 間 の 解け る 最後 の フレ ー 
ム で 、 サ ラ の パン チ が 当たる 計算 と な る の で 、 ウ ルフ 
は ニー ブラ スト を 出し た 後に サラ の パン チ ハ イ キッ ク 
を ガー ド す る こと は 不可 能 で ある と いう こと が 証明 で 
きた 。 

た だ し 、 サ ラ が @⑥⑯ を 入力 する タイ ミン グ は 、 先 行 
入力 損 味 で な けれ ば 意味 が な く な る 。 こ の モデ ル か ら 
も 分 か る 通り 、 何 し ろ 1 フレ ー ム で も 技 が 出る の が 遅 
れれ ば 、 返 し 技 と し て の 機能 を 果たさ な く な っ て し ま 
うか ら だ 。 ま た 、 き ちん と 考慮 し て お か な く て は な ら 
な い の か が 数 値 (A) の 存在 で ある 。 この (A) と は 、“ 技 の 攻 
撃 力 持続 時 間 中 だ が 、 相手 は すでに ガー ド 硬 直 に 移っ 
て いる 時 間 " の こと 。 そ の モデ ル の 場合 、 両 者 が ご く 
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ざ て 、 ウ ルフ の ニー プラ スト に 対し て 、 サラ の バン 
チ ハ イ キッ ク が 対抗 技 と し て 機能 する こと は 判明 し 
た 。 な ら ば 、 パ ンチ か ら 始 まる コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 は 
どれ で も 対抗 技 に な り 得 る の で は な い だ ろ うか ? そ 
ん な 疑問 も 当然 の よう に 生ま れる だ ろう 。 解答 を 先 に 
言う と 、 そ れ は 正解 で ある 。 た だ し 、 コン ビ ネ ー シ ョ 
ン 技 全般 に 起こ り が ちな こと だ が 、 1 発 目 は ヒッ ト し 
て も ら 発 目 以降 の 攻撃 が 当たら な い 、 と いう 現象 が あ 
る 。 対抗 技 を 出す 場合 、 そ の 直前 に ガー ド し た 相手 の 
技 に 押さ れ 、 後 ず さ っ て 間合い が 開い て し まう こと が 
多い た め だ 。 

コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 を 全 弾 ヒッ ト さ せる た め の 工 夫 
と し て は 、 別 掲 の 表 に ある うち の 踏み 込み パン チ 
( 只 @⑥) を 使っ て コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 を 出す 、 と いう こ 
と が 挙げ られ る 。 例 えば 前 述 の モデ ル で 、 サ ラ の コン 
ポ ボ ・ サ マー ソル ト を 入れ る 時 に も 只 ⑥⑥⑥⑯ と すれ 
ば いい わけ だ 。 た だ し この 時 、 ぢ 発 目 以降 の パン チ を 
打つ 時 に レバ ー が ゆ ツ 方 向 に 入っ て いる と 、 コン ボ ・ サ 
マー ソル ト は 出 な い 。3 発 目 の パ ンチ で コン ビ ネ ー シ ョ 


接近 し て いる 状況 を 想定 し て お り 、 し た が っ て 攻撃 を 
ガー ド す る サラ は 、 ウ ルフ の ニー ブラ スト の 攻撃 力 持 
続 時 間 の うち 、 最初 の フレ ー ム で ガー ド 硬 直 に 移行 す 
る も の と し て いる 。 別 の ケー ス と し て 、 攻 撃 力 持 続 時 
間 が 5 フレ ー ム の 技 を ガー ド し た 時 、 そ の 技 を 1 フレ ー 
ム 目 で ガー ド し た な ら ば (A) の 値 は 4 と な り 、 相 手 の 
硬化 時 間 は 4 フレ ー ム 延び る と いう こと に な る 。 実戦 
に お いて は 、 ウ ルフ の ニー ブラ スト の よう に 攻撃 力 持 
続 時 間 が ら フ レー ム 程 度 の 技 で あれ ば 、 大半 は この モ 
デル の よう に 1 フレ ー ム 目 を ガー ド す る こと に な る と 
思わ れる 。 こ の よう な シミ ュ レ ーション を 全 技 に 対し 
て 行なえ ば 、 あ る 技 に 対し て 対抗 技 と し て 意味 を 為す 
も の は どの 技 な の か が 判明 する 。 


ン が 終わ っ て し まう の だ 。 そ の た め 、 最初 の 踏み 込み 
バン チ を 1 発出 し た 後 は し バー を いっ た ん ニュ ー ト ラ 
ル に 戻し 、 最後 の サ マー ソル トキ ッ ク に つなぐ 時 だ け 
尽 方 向 に 入力 し て 技 を 続け る 必要 が ある 。 説明 する 
の は 簡単 だ が 、 踏み 込み パン チ か ら コ ン ビ ネー ショ ン 
技 を 繰り 出す に は 訓練 を 要する 。 と っ さ の 場合 に は 、 
踏み 込み な が ら の パン チ ハ イ キッ ク ( ⑥⑯) や ダブ ル 
バン チ ス ナッ プ キ ッ ク ( 只 ⑥⑥@) に 切り 替え て 、 確実 
に 反撃 で きる よう に し た 方 が 無難 だ ろう 。 


ここ に 挙げ た ケー ス は 、 両者 が 立っ て いる 状態 で の 
話 だ が 、 こ れ は 蹴り 起き に 関し て も まっ た く 同 じ こ と 
が 言え る 。 蹴り 起き の 場合 に は 攻撃 力 持 続 時 間 が 長め 
に 設定 され て いる 場合 が 多い の で 、 よく 調べ て みる と 
対抗 技 も 相当 数 存在 する 。 傾 向 と し て は 、 中 段 蹴 り に 
分 類 さ れる 蹴り 起き に 関し て は 対抗 技 が 多い 。 ま た 、 
アキ ラ の 下段 蹴り 起き の よう な 、 ス ライ ディ ング の モー 
ショ ン か ら の 蹴り は 硬化 時 間 が 長い た め 、 対 抗 技 も 多 
く 、 さ ら に 決め や すい 。 


パン チ 3 種 類 の うち 、 対 抗 技 と し て 優れ て いる 踏み 込み パン チ 


立ち パン チ 
(少し 踏み 込ん で パン チ を 出す ) 


パ 
レン 
ナ 
の 
種 
類 


紗 商 ③NS せ 


相手 と の 距離 が 1.5m 以 内 で 、*⑥ か ⑤: か KKx@⑥ が 押さ れ た 時 
相手 と の 距離 が 1.5m よ り 離 れ て いて 、 が 入力 され た 時 


※ た だ し 、 同 じ コ マン ド で 別 な 技 が 出る 場合 に は 、 固有 技 が 優先 され る 。 
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また 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 が 完全 に つなが る 技 な の 
か 、 そ れ と も 途中 で ガー ド で きる 余地 が 残さ れ て いる 
の か と いう こと も 、 同 様 に 調べ る こと が で きる 。 

ここ で は パイ の 連 拳 服 (⑥⑯) を 例 に 取っ て みる 。 こ 
の 技 は 普通 に 使う と "つながらない" 技 と し て 有名 だ 
が 、 対 抗 技 と し て 使え ば 蹴り まで が きち ん と ヒッ ト す 
る の だ 。 連 拳 妥 と いう 技 を 一 手 ず つ 解 前 し て 調べ る こ 
と で 、 こ の 謎 に 迫っ て みよ う 。 

パイ の 連 拳 有 限 の ダメ ー ジ は 10 填 30 と な っ て いる 。 
パン チ 部 の 攻撃 力 持 続 時 間 は ら で 、10 フ レー ム の 硬化 
時 間 は 、 次 の キッ ク 部 分 の 攻撃 力 発生 に より 省略 され 
る 。 こ の た め 連 拳 服 は 、 バ ンチ が 出 て か らら フレ ー ム 
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バン チ ヒ ッ ト 


後に キッ ク 部 分 の モー ショ ン が 始ま り 、 攻撃 力 発生 時 
間 が 14 フ レー ム の キッ ク か が 出る 技 、 と 考え る こと が 
で きる 。 

まず 、 た だ 突っ 立っ て いる 相手 に 連 拳 服 を 出し て 
いっ た 場合 を シミ ュ レ ー ト し て みる 。P.37 ら に 掲載 
され て いる 、< 技 を 受け た 場合 の 硬直 時 間 > を 求め る 
計算 式 (a) に 準ずる と 、 最初 の パン チ 部 に 関し て は 
10x0.8 寺 6 で 、 相手 の 硬直 時 間 は 14 と な る 。 こ ち 
ら の 技 硬化 時 間 は 同じ 14 フ レー ム だ が 、 攻撃 力 持 続 
時 間 は ら な の で 、 1 フレ ー ム だ け 相 手 が ガ ー ド で きる 
時 間 が 存在 する こと に な る 。 こ れ で は 2@ 発 目 に つなが 
ら な いわ け だ 。 


これ 以降 ガー ド 可 能 


打撃 硬直 時 間 =14 


バ パイ 連 拳 豚 ・・・ バ くく 
⑤ の 攻撃 力 発生 時 間 


と ころ が 、 最初 の バン チ 部 分 が ノー マル ヒッ ト で な 
く 、 小 カウ ンタ ー だ と し た ら ど うだ ろう か 。 つま り 、 相 
手 の 何 ら か の 技 を ガー ド し 、 直 後に 連 拳 服 を 出す の だ 。 

小 カ ウン ター な の で 、 ダ メー ジ は 基本 値 を 1.125 倍 
し た も の に 1 を 加え た 数 字 と な る 。 基本 ダメ ー ジ は 
10 な の で 、 1 1.255 十 1 ニ 18.25、 小 数 点 以 下 を 切り 
捨て する と 与え る ダメ ー ジ は 12。 そ し て 、 こ れ を 技 
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の 攻撃 力 発生 時 間 =14 


攻撃 力 持 続 時 間 =2 


硬直 を 求め る 計算 式 (a) に 当て は め て や る 。 す る と 、 
15x0.8 寺 6=15.6。 や は り 小 数 点 以 下 を 切り 捨て 
る の で 、 相 手 の 硬 直 時 間 は 15 と な る 。 連 拳 服 の キッ 
ク 部 分 の 攻撃 発生 時 間 は 14。 つ まり 、 相 手 の ガ ー ド 
硬直 が 解け る 瞬間 に 2 発 目 の 蹴 り の 攻撃 力 が 発生 する 
と いう わけ で ある 。 


バン チ 小 カウ ンタ ー ヒ ッ ト 


ガー ド で きず に が ヒッ ト 


打撃 硬直 時 間 =15 


⑤ の 攻撃 力 発生 時 間 


攻撃 力 持 続 時 間 = ど 


⑯ の 攻撃 力 発生 時 間 =14 


これ で 、 パ イ の 連 拳 腺 を 対抗 技 と し て 使っ た 場合 に 
つなが る こと と 、 ディレイ を か けた 場合 に は つなが ら 
な く な る こと が 併せ て 理解 で きる だ ろう 。 
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"バン チ 投 け " は いか に し て 入る の か 

最後 に 、“ パ ンチ 投げ " が な ぜ 成 立 し て し まう の か も 
ここ で 証明 する こと に し よう 。 こ の “パンチ 投げ " と 
は 、 単発 の 上 段 な り 下 段 の パン チ を 相手 に 当て 、 相手 
の 人 硬直 中 に コマ ンド を 入力 し 、 相手 の 硬直 が 解け た と 
同時 に 投げ 技 を 決め て し まお うと いう も の で 、 投 げ 技 
に 依存 し が ちな キャ ラク ター の 常 査 手段 だ 。 果たし て 、 
バン チ を 喰らっ た 後 で 投げ を 回 避 す る 余地 は 残さ れ て 
いる の か ? ここ で 検証 し て みよ う 。 


ジェ フリ ー の 上 段 パ ンチ を 浴び た 後 の 
スプ ラッ シュ マウ ン テ ン (⑧⑧⑤: 区 ) は 回 避 で きる か 

まず す 、 初 期 動作 と し て 当て る パンチ は カウ ンタ ー ヒ ッ 
ト で な けれ ば な ら な い 。 ジ ェ フ リー の スト レー トナ ッ 
クル (⑥) の 基本 ダメ ー ジ は 14。 カ ウン ター 時 の 硬直 
時 間 は 、14x 1.5x0.8 寺 6=22.8。 小 数 点 以 下 は 切 
り 捨て る の で 、 ジ ェ フ リー の 上 段 パ ンチ を 喰らっ た 側 
は 、 ら ら フ レー ム の 硬直 時 間 を 甘んじ て 受け る こと に 
な る 。 ス トレ ー ト ナッ クル の 攻撃 力 持 続 時 間 は ら で 、 
便 化 時間 は 6。 こ れ ま で 挙げ て きた モデ ルケ ー ス に 単 
績 に 当て は め て 考え て も 、 ジェ フリ ー 側 に は 一 方 的 に 
動け る 時 間 が 差し 引 キ 15 フ レー ム 生 じ る こと に な る 。 
だ が 、 その 時 間 を 使っ て スプ ラッ シュ マウ ン テ ン の コ 
マン ド を 一 和 に 入力 し て も 相手 を 投げ る こと は で き な 
い 。 なぜなら 、 打 撃 技 に 伴っ て "ヒット" もしくは “ガー 
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攻撃 力 持 続 時 間 = ら フレ ー ム 


スト レー ト 
ナッ クル (⑤) 
ジェ フ リー の @ ら の の ゅ の の る の の @@@ 


便 化 時 間 
BB プ レーム 


ド "” 状態 に な っ た 時 に は 、 双方 に 投げ られ な い 時 間 が 
発生 する か ら だ 。 こ れ は P.340 の “投げ られ る 時 、 投 
げ ら れ な い 時 " の 項目 に ある の で 、 詳 し く は そちら を 
参照 し て ほし い 。 

だ が 、 硬化 時 間 終 了 の 1 ら 6 フレ ー ム 前 か ら 入力 を 受 
け 付 ける と いう 先行 入力 シス テム を 利用 すれ ば 、 投 げ 
技 が 成立 し な い フ レー ム の 間 で も コマ ンド 入力 を 受け 
付け させ る こと は で きる 。 攻撃 力 持 続 時 間 の 残り 1 フ 
レー ム と 出し た パン チ が 戻る まで の 6 フレ ー ム の 硬化 
時 間 は どう に も な ら な い が 、 投 げ 不 成立 時 間 は 15 フ 
レー ム 残 っ て いる 。 3 フレ ー ム 以上 経過 し て か ら 投 げ 
コマ ンド の 傍 中 まで 、 ス プラ ッシュ マウ ン テ ン の 場合 
は 名 名 を 入力 し て お き 、 硬化 時 間 の 終了 する らら 2 フ 
レー ム 目 に ぢ +⑥ を 入力 すれ ば 理論 上 は パン チ 投 げ 
は 回 避 で き な い こと に な る 。 

た だ し 、 コマ ンド は あく まで も 人 間 が 入力 する も の 。 
投げ 不成立 時 間 の 途切れ た 1 フレ ー ム を そう 毎度 毎 
度 、 狙い すま し て 入力 で きる も の で は な い …… な ど と 

合 の いい よう に 解釈 すれ ば 、 多 少 気分 は 楽に な る だ 
ろう か 。 パ ンチ を 喰らっ た 方 も 、 硬直 が 解け る 52 フ 
レー ム 目 に 先行 入力 で 下段 パン チ で も 出し て お け ば 、 
投げ を 回 避 で きる 可能 性 は 高く な る は ず だ 。 


スプ ラッ シュ マウ ン テ ン 入力 開始 


入力 完了 投げ 完成 


この 間 投 げ を 
受け 付け な い 
(14 フ レー ム ) 


投げ 技 に 対し 
無防備 に な る 
(1 ラフ レーム) 


カウ ンタ ー ヒ ッ ト 


る る る る る る る る る る る る 


投げ 無効 時 意 1 フ レー ム 
打撃 硬直 時 間 2 ら フレ ー ム 
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360 


ば げ 技 で の 対抗 技 


対抗 技 は 打撃 技 だ け で は な く 、 投 げ 技 も 存在 する 。 
相手 の 技 硬化 中 に 近寄っ て 投げ る こと に な る が 、 授 げ 
間合い の 内 側 で コマ ンド が きち ん と 入っ て いる な ら 、 
打撃 技 で 返す より も 安定 し た 効果 を 得 ら れる こと が 多 
いし 、 キ ャ ラク ター に よっ て は 投げ 技 の 方 が より 大 き 
な ダメ ー ジ を 与え られ る 場合 も わる 。 ま た 、 キ ャ ラク 
ター ご と に 返せ た り 返 せな か っ た り と いう 差異 が 生ま 
れる 打撃 技 に よる の 対抗 技 に 比べ て 、 授 げ 技 で の 対抗 
技 は どの キャ ラク ター を 使っ て も 変わ ら な いこ と が 特 
徴 だ ろう 。 自 分 の 使う キャ ラク ター と その 場 の 状況 に 
応じ て 、 打 撃 技 と 投げ 技 を 使い 分 けた い 。 

投げ 技 を 対抗 技 と する 際 の 注意 点 は 、 ガ ー ド 硬直 等 
の 数 値 面 だ け で な く 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド ( ゆ 必 ) で 相 


ENCODE 
( め ③② ざ ) 

(②② ざ ⑧⑤) 

(⑤②②)) 
(④② ざ W:) 


その 場 忠 き 上 がり 


横転 起き 上 が り だ ガ 6 
前 転 * 後 転 起き 上 が り だ 
後に 下段 


横転 起き 上 が り | 間 和 
敵 頭 方 向 
敵 足 方 向 仰向け 
前 転 ・ 後 転 起 上 が り | 衣 年 由 に 


手 に 近寄っ て か ら 投 げ 技 の コマ ンド を 入力 する と いう 
人 的 要素 が 非常 に た 大きな ウ エイ ト を 占め て いる 点 だ 。 
その た め 、 ガ ー ド 硬直 か ら 対 抗 技 を 算出 する と いう よ 
り は 、 経 験 に よっ て 導き 出す こと に な る 。 

以下 に 、 投 げ 技 に よる 対抗 技 の 表 を 載せ た 。 技 に よっ 
て は か な り シ ビア な タイ ミン グ を 求め られ る こと に な 
る が 、 ガ ー ド 硬直 が 解け る 直前 か ら 相手 へ クイ ッ ク フ ォ 
ワー ド を か け て 、 投 げ コ マン ド を 入れ て や れ ば 成功 す 
る は ず だ 。 

な お 、 簡便 さ を 図る た め に 、 起 き 上 が り 蹴 り の 名 称 
は 、 技 名 で は な く 相 手 の ダ ウン 姿勢 を 表記 し た 。 ま た 、 
大 ジャ ンプ 攻撃 は 、 そ の 実用 性 の 低 さ か ら あ えて 省略 
し て ある 。 


その 場 起 き 上 が り | 敵 足 方 向 うつ 伏せ 


うつ 伏せ 
横転 起き 上 が り 六 仰向け 

うつ 伏せ 

仰向け 


敵 足 方 向 
前 転 * 後 転 起き 上 が り | 北 中 軸 
敵 頭 方 向 
に 下 5 S 寺 
固有 技 | 菩 (⑨@-⑥ 


旋 蹴 
Po う つ 伏 せ 
その 場 起 き 上 が り うつ 侯 せ 
た マコ アア, ゃ 仰向け 
前 転 ・ 後 転 起き 上 が り 時 内 うつ 伏せ 
敵 頭 方 向 うつ 伏せ 


3 に と 5 
N ー 
又 ルプ バ 家 べ へ た ゅ ・4 


フェ イス リフ トキ ッ ク (⑨W) 
レベ ル パ バッ クチ ョ ッ プ (④⑤) 
リバ ー ス スレ ッ ジ ハン マー ( ⑤) 
ショ ル ダ ー ア タッ ク (④@⑤②⑤) 
ロー・ ド ロッ プ キ ッ ク CK り い 9 
フラ イン グ ニ ー ル キッ ク (②③⑨@⑯:⑥) 
CN 2 0 K り いり ドロ ッ プ キッ ク (②⑧)※ 着 地 直 後 の み 


転 (⑧⑤⑤⑤(⑤⑱) こら カロ 
転身 掃 有 小 ジャ ンプ 下降 中 gm) | | て の 場 起 まき 上 が り 品評 方 向 
横転 起 キ 上がり | 陣中 方 向 
その 場 起 き 上 が り | 敵 足 方 向 うつ 伏せ 
se | 疫 足 方 向 
敵 足 方 向 うつ 伏せ 前 転 * 化 転 起き 上 が り 
横転 起き 上 が り | 南 方向 仰向け OO 
敵 頭 方 向 うつ 伏せ りー ド 後 に 下段 投げ の の 


に いい に うつ フー で ウー SKY で に 2 の まそ 
テ 
前 寺 ・ 後 転 起き 上 が り | 方向 
かま EASY VPS 

の 

の ーー Sn 回 
9 Pe 0 
3 を ペーー 


の 
が いよ 記 トン と ィ ナー ーー ビル よ 。 
カー ト 俊 (に 下 
の 、 4 し に Sg ご 。 


デ 


/” ノ \ ・ oe に た 
CO 人 か 地 な まい に 
有 技 


その 場 起 き 上 が り | 庫 


前 転 * 後 転 起き 上 が り | 中 方 
敵 頭 方 向 


とっ 


yrto2 eo 


エル ボー スタ ンプ (④⑤⑨⑤) 
トー キッ クハ ンマ ー  (② ぬ ⑤) 
ダブ ル ハ ンマ ー ダ ウン  (@③⑧⑤) 
スト マッ ク ク ラ ッシュ (⑤②⑤②⑧:⑮) 


その 場 起 きま 上 が り | 敵 足 方 向 うつ 伏せ 


横転 起き 上 が り 


V.S. ジェ フリ ー 


敵 足 方 向 うつ 伏せ 
その 場 起 まき 上 が り 名 癌 方 向 うつ 伏せ 

敵 足 方 向 うつ 伏せ 
仰向け 
うつ 伏せ 
うつ 伏せ 
仰向け 


前 転 ・ 後 転 起 き 上 が り K ド 後に ~ ヌメ J 又 ( 


回 転地 摺り 脚 (④②⑨③⑧⑤②Q) 
後 転地 摺り 肢 (⑤⑨⑧⑨⑥ ぐ ⑨⑱) 


カ 
英 足 方 向 仰向け 
前 転 * 後 転 起き 上 が り | 敵 足 方 向 うつ 伏せ 
英 頭 方 向 仰向け 


その 場 起き 上 が り 


前 転 * 後 転 起き 上 が り 


敵 足 方 向 
英 足 方 向 
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V.S. シャ ッ キ ー 


エル ボー スピ ン キ ッ ク 

ダブ ルス ピニン グ キ ッ ク 

サマ ー ソ ルト キッ ク 

ダッ シュ ハン マー キッ ク 

ビー トナ ッ ク ル 

ライ トニ ング キッ ク (1 <5) (③ (@⑯@: いい | 
コン ボ エ ル ボー スピ ン キ ッ ク (② 政 ) 


リュ ー ジ ョ ン キ ッ ク 

ミラ ー ジ ュ キ ッ ク 

コン ボ ・ ラ イジ ング ニー 

コン ボ ・ サ マー ソル ト (⑧(⑤W) 
コン ボ ・ サ マー ソル ト (B) (や ぐ ④) 
コン ボ ・ ラ イジ ング キッ ク 6 2! 2 KN | 
コン ボ ・ ラ イジ ング キッ ク (B) (⑤④)W) 


その 場 起 き 上 が り 


横転 起き 上 が り 


に マコ ン \【 
前 転 * 後 転 起き 上 が り スピ ニン グロ ー ス ピン キッ ク (@⑤ 区) 
スラ ント ロー スピ ン キ ッ ク (⑤@ W) 
レッ グ ス ラ イサ ー 人 K い (て 
スピ ニン グ キ ッ ク ・ ロ ー ス ピン キッ ク ( 双 ・@)( や ) 還 ・@)) 
パン チロ ー ス ピン キッ ク  (②W) 


前 転 ・ 後 転 起き 上 が り 


WS ソフ ブン 


(⑤ あ ) (⑧⑤⑤) 


後 蹴 連 服 6C209 い 9) 
宙 舞 双 転 肢 (人 ざ あ 届 ) 
倒 肢 (⑨&*⑥) 


( 座 盤 過 か ら ) 
小 ジ ャ ンプ 攻撃 地 起 有 
その 場 起 き 上 が り 方 うつ 伏せ 
うつ 供 せ 
うつ 伏せ 
横転 起き 上 が り 方 仰向け 
うつ 伏せ 
仰向け 
前 転 * 後 転 起 き 上 が り だ カ うつ 伏せ 
うつ 伏せ 
ek | 人 3 
旋風 掃 服 (⑨・@) 
固有 技 連 前 旋 掃 叔 (⑨R:W) 
連環 前 旋 掃 月 KOI 8. 0 5 いす) 
敵 足 方 向 仰向け 
その 場 起 きま 上がり 前 足 方 向 うつ 伏せ 
前 、 有 有 英 足 方 向 うつ 伏せ 
前 転 * 後 転 起 きま 上 がり 有 』 敵 頭 方 向 仰向け 
敵 頭 方 向 仰向け 


(⑤) 


閲 転 空 肢 (@) 
小 ジ ャ ンプ 攻撃 落 歩 統 振 ( 小 ジ ャ ンプ 上 昇 中 ) 


背後 攻撃 後 容 肢 ( 愉 ) 
NR 敵 足 方 向 うつ 伏せ 
。 敵 足 方 向 うつ 伏せ 
横転 起き 上 が り 仰向け 
敵 頭 方 向 うつ 伏せ 


KK 9) 
(@⑥⑧W) 
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らい 対 質 技 


対抗 技 は 、 基本 的 に 相手 の 技 を ガー ド し た 後に 繰 
り 出す 反撃 技 で ある 。 だ が 、 技 が ヒッ ト し て か ら で 
も 反撃 の 寺地 が ある と いう 不幸 な 技 も 存在 する 。 カ 
ウン ター ヒッ ト で 相手 を ダウ ン さ せ た り 、 もみ合い 
の 中 で 相手 の 反応 が 遅れ る 場合 も わる の で 、 必 ず 返 


中 段 攻 撃 or 下段 授 げ で 反撃 可能 な 喰らい 対抗 技 
VS アキラ 


レッ グ ス ラ イサ ー くり) 


な せ ぜ 相手 の 技 を 喰らっ た の に 、 そ こ か ら の 反撃 が 
可能 な の か ? サラ 、 ジ ャ ッ キ ー が 使え る レッ グ ス ラ イ 
サー を 例 に 説明 し よう 。 こ の 技 は 基本 ダメ ー ジ が 20 
と 小さ い に も か か わら ず 、 攻 撃 力 持 続 時 間 が ら フ レー 
ム 、 人 硬化 時 間 が 36 フ レー ム と 長め の 数 値 設定 と な っ 
て いる 。 技 を 喰らっ て 、 カ ウン ター で な けれ ば ガー 
ド 人 硬直 は 2 ら 24 フレ ー ム と な り 、 こ こま で に 示し た 数 字 


喰らい 対抗 技 実例 

サラ や ジャ ッ キ ー の レッ グ ス ラ イサ ー( ひ @+@) は 
硬化 時 間 が 長い た め 、 通 常 ヒ ッ ト の 場合 は 、 多く の 
中 段 打撃 技 や 下段 投げ が 間に合っ て し まう 。 


され て し まう と いう わけ で は な い が 、 相手 の 反応 如 
何で は こち ら が 技 を ヒッ ト さ せ て も 無 意 味 と な っ て 
し まう こと が ある 。 そ ん な 技 を 、 こ こ で は “喰らい 対 
抗 技 と 称す る 。 以 下 に 挙げ た 技 は その 例 だ 。 


レッ グ ス ラ イサ ー 


(@W*⑥) 
ライ トニ ング キッ ク (@:W)※1 発 目 の み 


(⑨⑱) 


を ( 技 硬化 時 間 + 示 分 な 攻撃 力 持 続 時 間 ) 一 ガー ド 硬 直 
時 間 と いう 計算 式 に 代入 する と 、36+ 1 一 24=13、 
つま り 13 フ レー ム だ け 技 を 喰らっ た 方 が 自由 に 動け 
る 時 間 が 生じ る と いう わけ だ 。 ちな み に 、 技 を 喰らっ 
た 直後 に 相手 を 投げ に いく こと は 、 俗 に “喰らい 投げ " 
と 呼ば れ て いる 。 


90J 


oO4 


抗 技 が な い 時 の 行動 


対抗 技 だ け を 頭 に 詰め 込み 、 機 械 的 に パタ ー ン 対処 
を 繰り 返し て いる と 、 相手 の 技 を ガー ド し た が スキ が 
少な く て 対抗 技 が な い 、 と いう 状況 で 困る こと に も な 


カード 後 の 行動 選択 肢 


どの 選択 肢 を 取る に し て も 、 相 手 の 行 動 を ある 程度 
予測 し な けれ ば な ら な い 。 

この よう に 、 こ ちら に 反撃 の チャ ンス が ある の は 、 
相手 が 攻撃 力 発 生 の 遅い 打撃 技 か 、 投 げ 技 で くる と 判 
断 し た 時 だ け 。 そ れ 以 外 の 場合 に は 、 いっ た ん 防御 に 
徹し な けれ ば な ら な い 。 攻撃 力 発生 時 間 が 短く スキ の 
少な い 技 は リー チ の 短い も の も 多い の で 、 防御 選 択 肢 
の 中 で は し ゃ が み ス テッ プ バ ッ ク ( じ 性 珍 ) が 有効 だ 。 

スキ の 少な い 技 の 連発 で 攻め 込ま れ た 時 に は 、 試 合 


ガー ド さ せ た 後 の 行動 選択 肢 


打撃 技 の 項目 に ある 「 や られ 上 技 狙 い 」 は 、 相 手 を 洋 
か せる 技 の こと 。 追 い 込 まれ た 状況 で は 、 下段 バン チ 
で きっ か が け を 作っ て 窮地 を 脱し よう と する プレ イヤ ー 
も 多い の で 、 う まく カウ ンタ ー を 取っ て 空中 コン ボ に 
つなげ る こと が で きれ ば 、 形 勢 逆転 も 可能 だ 。 


りか ね な い 。 
に プレ イヤ ー が 選択 で きる 行動 を 見 て みよ う 。 


い 
> 
0 


- 上段 お よび リー チ の 短い 打撃 技 全般 に 対し て 


ここ で は 、 対 抗 技 が な い 時 に 、 ガ ー ド 後 


投げ に くる 相手 に 対し て 
0 くる 相手 に 対し て 


。 "中 了 呈し て 


SMMS 的 


22 時 ET 3 
リー チ の 短い 打撃 技 全 般 に 対し て 


の ペー ス を 相手 に 握ら れる こと も ある わけ だ 。 こ うな 
る と 相手 の ミス を 待つ か 、 攻撃 パタ ー ン の 裏 を か いた 
技 を 出し て いく か し な いと 、 展 開 は ジリ 貧 に な っ て し 
まう 。 時 に は 一 発 逆転 を 狙っ て リス ク の 大 き な 技 を 出 
すこ と も 必要 か も し れ な い 。 い ずれ に せよ 、 どん な に 
追い 込ま れ て も 冷静 さだ け は 失わ な いよ うに し た い 。 

さて 、 今 度 は 両者 の 立場 を 変え て 、 対 抗 技 が な いこ 
ちら の 技 を ガー ド さ せ た 後 の 行動 と し て どん な も の が 
ある か 、 そ れ を 見 て いこ う 。 


本 CON 


8 6 請 お C 』 s 中 て て ャ (っ 
RON ます トー ち 
cnn Cm ge 
ン 36 さ と ゃ コ 。。 ふ 。 』 イ ー ーー ユラ 
OR y "2 抽 3 1 で ナ * ワ ナリ 」 ] *l し の です. テム た 1 
2 を 9 RS EE ど 有 に て 4 _- ピ の M に こ で 生み ん 
は ソー ドー シッ し や SS っ Ac 
se x Eee aa ae 
の 4 だっ 記 の や ミス 0 と 
ベ 3 Pa 


また 、 敢 えて 「 ガ ー ド 」 と いう 項目 が 設定 され て いる 
が 、 こ れ は 対抗 技 の な い 技 で 優位 に 立ち な が ら 、 油 断 
し て 一 発 を 狙っ た 相手 の 大 技 を 喰らっ て し まう こと が 
まま ある か ら だ 。 く れ ぐ れ も こ うし た こと の な いよ う 、 
戒め の 意味 も 訪 め て 覚え て お いて も らい た い 。 


動 選 択 コ マン ド と は 


P.373 の “対抗 技 と し て の コン ビ ネ ー シ ョ ンー その 
1-" に お いて 、 パ ンチ に は 3 種 類 あ る こと を 解説 し た 。 
この 中 の ⑤+@ コ マン ド を 相手 と の 至近 距離 で 入力 す 
る と どう な る だ ろう か 。 投げ が 成立 する 条件 を 満た し 
て いる 時 に は 投げ 技 が 出る が 、 条 件 が 満た され な か っ 
た (も し く は 失敗 し た ) 場 合 に は パン チ が 出る 。 こ の よ 
うに 、 1 回 の 入力 で 、 相手 の 状態 や 状況 に 応じ て 種類 
の 技 が 自動 的 に 選択 され て 出る コマ ンド は 、『 自 動 選 
択 コ マン ド 」 と 呼ば れる 。@⑥+@⑨ と 並ん で 実戦 で 有効 
な の が 、 せら 6+@ に よる コマ ンド 入力 。 ウ ルフ 、 アキ 
ラ を 除く 他 の キャ ラク ター は 、 投げ 問 合 い で この コマ 
ンド を 入力 すれ ば 、 相手 が 立っ て いれ ば 投げ 技 が か か 
り 、 投 げ ら れ な い 場 合 に は 下段 パン チ が 出 て 相手 の 突 
進 を 食い 止め る こと が で きる 。 至近 距離 で の 乱打 戦 で 


コマ ンド の 代用 


は 、 特 に 効果 を 発揮 し て くれ る 。 

そし て 、 こ の ⑤@+@ に よる 自動 選択 コマ ンド で 出 た 
バン チ は 、 そ の まま パン チ か ら 始 まる コン ビ ネ ー シ ョ 
ン 技 の 1 発 目 と し て 代用 で きる 。 す な わ ち 、@⑥⑥⑯ と 
いう コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 の コマ ンド は (⑥+⑨@)@⑥@⑯ で 
も OK と いう こと だ 。 パ ンチ で 始ま る コン ボ の 1 発 目 
に 、 こ の ⑥+@ に よる 自動 選択 コマ ンド を 仕込 ん で お 
け ば 、 打 撃 技 が 失敗 し た 時 の 保険 に な る 。 た だ 、 通 常 
は 前 進 す る パン チ か ら 始 まる こと で 、 の け ぞ っ た 相手 
に 連続 で ビ ヒット する よう な コン ビ ネ ー シ ョ ン で も 、 
⑤⑥+⑥ で その 場 で の パン チ が 出 て し まい 、 続く 残り の 
コン ボ が ヒッ ト せ ず 、 大 ダメ ー ジ を 与え られ る よう な 
チャ ンス を 逃し て し まう 結果 に な る こと が ある 。 注意 
し た い 。 


1⑤ ⑤)⑯ 王 (⑤:G)))W)] 


⑥+@ コ マン ド に よる 自動 選択 は ボタ ン の み を 使っ 
た も の だ が 、 レバ ー 操 任 ボ タン 入力 で 成立 する よう 
な も の も ある 。 例え ば ウル フ や ジェ フリ ー と いっ た キャ 
ラク ター に は ゆ ゆ @ コ マン ド で 出る 投げ 技 が ある が 、 こ 
れ も 両 者 が し ゃ が み 状 態 か ら S⑥( ウ ルフ 、 ジ ェ フ リー 
と も に 技 名 は バー ティ カル アッ パー) を 入力 し た 場合 、 
相手 が 投げ 間合い に いれ ば 尼 方 向 へ の 入力 は 必 方 向 
を 訪 ん で いる と 識別 され る た め 、 必 @⑥ の 投げ 技 ( ウ ル 
フ は ボディ スラ ム 、 ジェフ リー は パワ ー ス ラム ) が 成 
立 す る こと と な る 。 こ の よう に 、 ま っ た く 違 う 技 で あっ 
て も コマ ンド は ほぼ 同じ と いっ た 、 あか ら さ まな まで 
の 自動 選択 コマ ンド も 存在 する 。 

特に 圧巻 な の は ジェ フリ ー の フロ ント バッ ク ブ リー 
カー(G ウ ウ ゆ @⑥+⑯+⑨⑥) だ 。 投げ 技 が 出 な い ( 失 敗 し 
た ) 場 合 に は ヒッ プア タッ ク (⑥+⑥+③) が 出る と いう 自 
動 選 択 コ マン ド だ が 、 注 目 す べき は コマ ンド の レバ ー 
入力 部 分 が すべ て 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド (② あ ゆ ) や ステ ッ 
プ バ ッ ク (@) と いっ た 基本 動作 の コマ ンド と 重複 
し て いる 点 。 つ まり 、 前 後 移動 ( フ ットワーク ) か ら 投 
け げ 技 へ と 移行 で き て し まう の だ 。 具体 的 に は 、 相手 と 


や や 距離 を お き な が ら 前 後 へ 動い て 間合い を 調整 。 相 
手 に 組み 付け る チャ ンス と 見 る や や 、 ク イッ ク フ ォ ワー 
ド で 懐 に 飛び 込ん で 6+⑥+@⑥、 と な る 。 前 後 の フ ッ 
トワ ー ク の 繰り 返し ( ゆ 忌 、 で や 、I ゆ 必 、 で や) が コマ 
ンド の 一 部 を 兼ね て いる と いう わけ だ 。 だ か ら 、 ジェ 
フリ ー の フロ ント バッ ク ブ リー カー は 、 (ステ ッ プ バッ 
クー クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド ー@+@⑯+③) と いう 入力 で 出 
す の が 実践 的 な 使い 方 な の だ 。 また 、 相 手 の 技 を ステ ッ 
プ バ パック で いっ た ん か わし て か ら 、 硬化 の スキ を つい 
て クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド で 近寄っ て ⑥+⑥+@、 と いう 
手 も あ る 。 ウ ルフ 、 ジェフ リー と いっ た 投げ 技 が メイ 
ン の キャ ラク ター に 与え られ た 優遇 措置 は 、 単 に 個々 
の 技 が 大 ダメ ー ジ を 与え る と いう こと に と ど ま ら ず 、 
こう し た コマ ンド 面 で も 考慮 され て いる の だ 。 

この 例 の 他 に も 、 アキ ラ の 大 纏 崩 挿 ( で 必 ⑥+ ぐ ⑥) 
や 、 ジ ャ ッ キ ー の ニー ス トラ イク ( ゆ @@⑥+@⑯) は 、 ク イッ 
ク フ ォ ワー ド で 相手 に 近付い て か ら 技 を 出す よう に す 
れ ば 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド の 必 ゅ と 技 コ マン ド と が 重 
復 し て いる の で 、 各 々 1 スト ロー ク ず つ 短 縮 す る こと 
が で きる 。 実戦 的 な コマ ンド 入力 と 言え よう 。 
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自動 選択 コマ ンド は 、 投げ が 成立 する な ら ば 投げ 、 
相手 の 姿勢 な ど で 投 げ が 成立 し な い 場 合 に は 打撃 技 が 


の 
心 意 把 (@②) 上 歩 頂 肘 (④) 
返し 技 全般 (@@ や な ど ) 単発 の パン チ () 


ガー ド 有 崩し 技 全 般 倒 身 捜 服 (⑤:@) 


> 有 単発 の パン チ (、 など ) 
(④:*@⑥、⑤⑤:@⑥ な ど ) (投げ 抜け ) 


パイ 


螺旋 披 掌 ( 対 上 段 Q・④) 
燕 旋 推 柳 ( 対 上 段 ・④) 


燕 旋 撮 柳 ( 対 中 段 ・@) 
架 脚 旋 転 ( 対 中 段 Q・②) 


旋風 燕 陣 (④⑤②) 単発 の パン チ (⑤) 


転身 捜 倒 (⑤⑥) 
製 燕 掛 塔 ④⑥⑤⑤:@) 単発 の 下段 パン チ (@⑤) 
(投げ 抜け ) 


CCTSrrn 


単発 の パン チ () 


育 身 沖 拳 (@ や ) 


ラウ ワ 
ELSED 


肩車 頭 落 (⑤*⑥) 
単発 の 下段 パン チ (@) 
(投げ 抜け ) 

ウル フ 


ボディ スラ ム (⑤②) ボディ ブロ ー (⑤⑤) 


サイ ドス ー プ レッ クス 単発 の 下段 パン チ (⑤⑤) 
(や :⑥) 昌 ( 投 げ 抜け ) 
ジャ イア ント スイ ング 単発 パン チ () 
バー ティ カル アッ パー(⑮) 
の) 示 デ ィ ブ ロー (@⑤) 


自動 選択 技 の プロ セス 


柳 手 掛 塔 (④⑤ や >:@) 


ラク ター 別 の 主 な 自動 選択 コマ ンド 


出る 、 と いっ た スタ イル の も の が 多い 。 キ ャ ラク ター 
ご と に それ ぞ れ の 自動 選択 コマ ンド を 抽出 し て みた 。 


ジェ フリ ー 


フロ ント リッ ク プ ブリーカー 
(@⑤②②⑤⑥) 


ヒッ プ アタ ッ ク (⑤:⑱x@) 


バッ ク フ リ ッ プ (や :⑥) 
単発 の パン チ (⑤) 


ボディ ー リ フト (④⑤:⑥) 


(投げ 抜け ) 
マシ ン ガ ン ニ ー ⑨②) ニー アタ ッ ク (⑤②W) 


カケ 


小手 返し (③ あ ) 単発 の 下段 パン チ (⑨ や ) 
影 酸 (④⑤②⑤) 肘 打ち (② ざ ) 
弧 延 落 (④) 単発 の パン チ (⑤) 


サラ 
ネッ ク プ リー カー ドロ ッ プ 、、』 ラ イジ ング エル ボー(⑤) 


ン ャ ツキ ズー 

ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ ライ ジン グ エ ル ボー(@⑤) 

ニー スト ライ ク (③②* 芝 ) | ビー トナ ッ ク ル (:5) 

朱 帝 

ceu |- 


リオ ン 


双 耳 旋風 (②:@) 
採 手 砲 佐 (@②⑤②:@⑥) 破 刀 手 秋 乳 (⑤*⑥) 
(投げ 抜け ) 


的確 な 間合い で 自動 ら 択 を 機械 的 に 迫っ て くる 相 
手 と いう の は か な りや っ か いな 存在 だ 。 し か し 、 
P.348 に 掲載 され て いる "ガー ド ボ タ ン 使 用 法 " に あ 
る 、@ ボ タン で キャ ン セ ル で きる 技 の 中 の 下段 キッ ク 
を うま く 活 用 すれ ば 、 これ を 防御 する こと が 可能 と 
な る 。 

例え ば サラ や ジャ ッ キ ー が 相手 で 、 ゆ 必 @6 と いう コ 
マン ド で 肘 と 投げ 技 ( ネ ッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ ) の 
目 動 二 択 を 狙っ て きた と し よう 。 こ れ に 対し て 、 相 
手 の コ マン ド 入 力 と ほぼ 同時 の タイ ミン グ で は ⑯ を 
入力 し 、 キ ッ ク の 出 が か り の モー ショ ン で @③@ ボ タン を 
押し て キッ ク を キャ ン セ ル 、 そ し て @⑧ ボ タン は 押し た 
まま で レバ ー を 離し て ニュ ー ト ラル 状態 に する 。 ゆ ⑥ 
と いう 入力 に よっ て 相手 の 投げ 技 の コマ ンド は 無効 


ファ ジィ ガー ドモ デル 


。 ネッ ク ブ リー カー(⑤⑤@⑤) 入 力 


動 ら 択 の 防御 策 "ファ ジ 


イガ ー ド " 


と な り 、 さ ら に @ ボ タン を 押し た まま レバ ー を ニュ ー 
トラ ル に 戻す こと で こち ら は 自動 的 に 立ち ガー ド と 
認 誠 され て 、 相手 の 打撃 技 を 防げ る よう に な る 。 攻 
撃 に 応じ て 立ち ガー ド に も し ゃ が み ガ ー ド に も 変化 
する 、 ま さ に “ファ ジィ (あい まい な )”" ガー ド だ 。 

た だ し 、 フ ァ ジ ィ ガ ー ド を 成功 させ る た め に は 、 コ 
マン ド 入 力 タ イミ ング が 非常 に シビ ア な 上 に 、 あ る 
程度 の コツ が 必要 と な る 。 さ ら に 、 相手 が 6 も +@ の 基 
本 授 げ を 狙っ て きた 場合 は 、 あ っ さり 投げ られ て し 
まう と いう 欠点 も ある 。 た だ 、 上 級 プ レイ ヤー は 硬 
化 時 間 が 長い 技 の 後に 自動 お 択 を 迫っ て くる こと も 
多い の で 、“ フ ァ ジ ィ ガ ー ド " は 知っ て お いて 損 は な 
い だ ろ う 。 


を 押し つづ ける 


ら る の の も の の ひ 9 も の 9 9 の 9 9 の 9 の 9 入ら らら の らら の ら の らら @ ら の らら の らら ゅ の ら の @⑥@ ら の @⑥@ る る 


し ゃ が み ガ ー ド 状態 一 一 杜 -ー 立ち ガー ド 状 態 一 - 誤 - 
(10 フ レー ム ) 


相手 が し ゃ が ん で いる た め 則 抄 
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バ ガ チ ャ 考 


P'357 の “ダウ ン 攻 撃 対 策 " で も 解説 し た く レ バ ガ チ 
ャ > だ が 、 こ こ で は どの よう な 入力 を 行なう の が 最も 効 
果 的 な の か を 考え て みる 。 

まず 、 レ バー に は 上 下 左右 の 4 方 向 に 対し て オン 
オフ の スイ ッ チ が 設け られ て いる ( 図 左 )。 ニ ュー トラ 
ル の 状態 で は 4 方 向 共 に オフ と な っ て いる 。 上 方 向 に 


レバ ー に よる スイ ッ チ の ON/OFF 


ニュ ー ト ラル 状態 の 場合 
UP 


(OFF ) 


RIGHT 
((OFF) 


LEFT 
(OFF) 


LEFT 
(OFF) 


DOWN 
(OFF) 


例え ば 、 レバ ー を 左右 に 激しく 振る よう に 動か し た 
場合 を 考え て みよ う 。 ニ ュー トラ ル 状 態 か ら 右 、 左 、 


モテ ル A ~ 左 右 方 向 へ の 入力 の 場合 


| STEP1 ニュ ー ト ラル | | STEP ら 右 方 向 


UP 
(OFF) (OFP) 


RIGHT LEFT 
(OFF) @ (OFF) (OFF) 人 @ 


DOWN DOWN 
(OFF) (OFF) 


(OFF) 


LEFT 
ーー (QFP) @⑳ 


DOWN 
(OFF) 


RIGHT 
| 


ニュ ー ト ラル も ス トロ ー ク に 含ま れる の で 、 1 往復 、5 
スト ロー ク で ら 回 スイ ッ チ が 入る こと に な る 。 

こう し た 左右 (ある い は 、 ご くま れ だ と 思う が 上 下 ) の よ 
うな ら 方 向 へ の 反復 運動 を 行なう より も 、1 度 に ら つ の ズ スイ 


モテ デル B 一 斜め 方 向 へ の 入力 の 場合 一 


STEP]1 ニュ ー ト ラル STEP ら 左上 方 向 
(OFF) 0 


LEFT 
(ON) 


UP 
(OFF) 


RIGHT = = LEFT 
(OFF) (OFF) 


し 選 F す RIGHT こ コ = 
(OFF) @ (OFF) 


DOWN 
(OFF) 


DOWN 
(OFF) 


この よう に 、 ニ ュー トラ ル 位 置 を 営め た 5 ス トロ ー ク で 、 
スイ ッ チ は モデ ル A の 借 で ある 4 回 オン に な る 。 
さら に 、 レ バー を グリ グリ と 回 転 さ せ た 場 合 は どう だ ろ 


上 方 向 に 入力 し た 場合 


UP 
(ON) 


DOWN 
(OFF) 


| STEP3 ニュ ー ト ラル 


STEP3 ニュ ー ト ラル 


入力 し た 場合 に は UP が オン と な り 、 他 の 3 方 向 は オフ 
の まま で ある ( 図 中 央 ) 。 斜め 方 向 へ の 入力 、 例 えば 左 
下方 向 へ の レバ ー を 入れ る と 、LEFT と DOWN の スイ ッ 
チ が オン に な り 、UP と RIGHT は オフ の まま と いう こ 
と に な る ( 図 右 ) 。 


左下 方 向 に 入力 し た 場合 


UP 
(OFF ) 


RIGHT 
(OFF) 


LEFT 
(ON) 


RIGHT 
(OFF ) 


DOWN 
(ON) 


ニュ ー ト ラル と いう 一 連 の 動作 を クロ ー ズ アッ プ す る 
と 、 ス イッ チ の オン オフ は 以下 の 様 に な る 。 


STEP5 ニュ ー ト ラル 


UP 
(OFF) 


| STEP4 友 方向 | 


(OFF) 


RIGHT 。。。 LEFT GO 


DOWN 
(OFF ) 


RIGHT 
(OFF) 


DOWN 
(OFF) 


RIGHT ss し LEFT 
(OFF ) (OFF) 


ッ チ が オン に な る 綱 め 方 向 へ の 入力 を 繰り 返し た 方 が 効 
率 が いい の で は な いか が ? と いう 仮説 を 立て 、 レバ ー の 左上 
と 右 下 と へ の 2 ら 方向 へ の 反復 運動 を 行なっ た と し よう 。 


STEP5 ニュ ー ト ラル 
UP 
(OFF) 


map LEFT 
(OFF) 人 @ 


DOWN 
(OFF) 


STEP4 石 下 方 向 
UP 
(OFF) 


RIGHT =。 し LEFT 
(OFF) (OFF) 


RIGHT 
(OFF) 


RIGHT 
(ON) 


DOWN 放 角 妨 
(ON) 


うか 。 こ こ で は 、 右上 方 向 を 基点 に レバ ー を 滑ら か に 時 計 
方 向 に 回 し た 場合 の ひ の ス イッ チ の 動き を 追っ て みよ う 。 


モテ ル C 回 転 さ せ た 場合 


STEP1 ニュ ー ト ラル STEP ら 右上 方 向 


UP 


STEP4 右 下 方 向 


UP UP UP UP 
(OFF) (ON) 上 時 4 昨 (OFF) (OFF) (OFF) 


RIGHT LEFT RIGHT =。 LEFT RIGHT LEFT RIGHT 
(ON) (OFF) (ON) (OFF) _@ (ON ) (OFF) 作 (OFF) 


LEFT RIGHT し LEFT 
(OFF) 【 】 (OFF) (OFF) 


STEP6 左下 方 向 STEP8 左上 方 向 | STEP5 上 方 向 | 


(OFF) 
RIGHT 。。。 し EFT RIGHT 
(OFF) (ON) @ (OFF) 
DOWN 


(OFF) 


モデ ル B で 取り 入れ た 仮説 を 織り 込ん で 、 基点 と する 右 
上 方 向 に 入力 し た 時 点 で すでに ら つ の スイ ッ チ が ON に な っ 
て いる 点 に 注目 し て ほし い 。 ス ティ ッ ク を 1 回 転 さ せ た 

合 、3 ス トロ ー ク で スイ ッ チ が 5 回 オン に な る 。 

3 つの モデ ル を 対比 させ て みる と 、 ス トロ ー ク 数 に 対す 
る 入力 は モデ ル B が 最も 優れ て いる よう に 思う か も し れ 
な い が 、 それ は 早計 だ 。 モ デル B の 場合 、 い っ た ん ニュ ー 
トラ ル 位 置 を 通過 し な けれ ば 反対 方 向 へ の 入力 は 認識 さ 
れ な いし 、 ある 方 向 へ 向かっ た 運動 エネ ルギー を 正反対 へ 
転換 させ る と いう の は か な り し ん どい 。 実際 、 ガ チャ ガチ ャ 
と 揺さぶる よう な 反復 運動 に は どう し て も 筋力 が 必要 と 
な る し 、 入力 の も た つき か ら 生 じ る タイ ムロ ス と いう の も 
馬 記 に な ら な い は ず だ 。 こう し た こと は 、 多 く の プ レイ ヤー 
が 実感 と し て 持っ て いる と 思う 。 さら に 、 こ れ ら は あく ま 
で も モデ ル に すぎ ず 、「1 ス トロ ー ク 1 フレ ー ム 」 と いう 


UP 
5 回 財 人 本 (ON) 


LEFT RIGHT LEFT 
ii( 員 いり の (OFF) 芝 。 (OFF) 


点 に 注意 し て ほし い 。 

また 、 プレ イヤ ー が 激しく レバ ー を 動か す の を 、 手 元 の 
スト ッ プ ウオ ッ チ を 見 な が ら 回 数 を 数 える と いう 原始 的 極 
まり な い 方 法 で サン プル を 取っ て みた 。 か な り 乱 暴 な 方 
法 な の で 、 あ くま で 目安 に 過ぎ な い が 、1 秒 間 に 可 能 な 謙 
め 方 向 へ の 反復 運動 は 4 往復 半 と いう 結果 が 出 た 。 入 力 
の すべ て が 有効 で ある と 仮定 し て 、 モデ ル B に あて は め て 
みる と 、 ス イッ チ の カウ ント 数 は 18 回 と な る 。 同様 に 、 
レバ ー を 回 し た 場合 を 調べ る と 、 同 じ プ レイ ヤー か ら の サ 
ンプ ル で 6 回 と いう 結果 に な っ た 。 全 入力 が 有効 と 仮定 
すれ ば 、 ス イッ チ は 秒間 あたり 30 回 の カウ ント と な る 。 

個人 差 を 考慮 に 入れ な けれ ば な ら ず 、 さ ら に 正確 な サン 
プル で は な い の で 断言 で き 兼ね る の だ が 、 机 上 で の シミ ュ 
レー ト か ら は "最も 現実 的 な 最速 の レバ ガチ ャ 方 法 は 円 
運動 で ある "と いう 結論 が 導き 出さ れる 。 
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タン 連打 考 宗 


レバ ガチ ャ に 際 し て は 、 レ バー の 動き の 他 に 、 ス イッ 
チ の オン オフ の 回 数 を 可能 な 限り 増やす た め に 、 ボ 
タン か ら の 入力 も 並行 し て 行なう こと に な る 。 確実 な 
入力 が 求め られ る 「VF2」 で は 、 連 打 は 限ら れ た 状況 
以外 で は 無用 の 長物 か も し れ な い が 、 こ こ で は 様々 な 
連打 方 法 を 取り 上 げ て 考察 を 加え 、「 ベ スト の 連打 テ 
クニ ッ ク と は ?」 と いう こと を 模索 し て いき た い 。 
ポタ ン 連 打 の テク ニッ ク は 、 シ ュー ティ ング ゲー ム 
と と も に 移り 変わ っ て きた と 言え よう 。 画面 中 に 1 発 
で も 多く の 弾 を ば ら ま くに は どう すれ ば いい か が 、 い 
ろ い ろ な 方法 で 試行 錯誤 され た の で ある 。 ま た 、 入 力 
の 速 べ が 画面 内 の 選手 の スピ ー ド に 直結 する と いう オ 
リン ピッ ク を 素材 に 取っ た ゲー ム が 共 に 出回っ た 頃 に 
は 、 プレ イヤ ー は 定規 を は じ め と する 様々 な 道具 を 使 
い 、 人 ルイ スコ ア を 目指 し た ほど だ 。 そ うし た 流れ を 経 
て 生き 残っ た 、 人 力 に よる ボタ ン 連 打 方 法 の 中 で 、 現 
在 で も アー ケー ド で 見 か ける こと の 多い も の は 、「 症 
舌 村 ] ち 」、「 コ スリ 」、「 ピ アノ 打ち 」 と いう 俗称 で 呼ば れ 
る 3 種類 で ある 。 

「 宮 蟹 打ち 」 は その 名 の 通り 、 肘 を 支点 に し て 肘 か ら 
先 を 剖 劉 させ 、 指先 に 岩 動 を 伝え て ボタ ン を 叩く 方 法 。 
か の 有名 な 高橋 名 人 は 、 家庭 用 ゲー ム 機 の 帯 明 期 に こ 
の 凍 搬 打ち に よっ て 1 秒間 に 16 回 の 入力 を 行ない 、 一 
世 を 風 歴 し た 。 実際 に や っ て みる と 、 素 速く 正確 に ボ 
タン を 連打 する に は 意外 と コツ が 必要 で 、 慣れ る まで 
は ボタ ン が 引っ 掛か っ て 叩く 間 が 開い て し まっ た りす 
る 。 そ の た め 、 こ の 連打 法 を 不得 手 と する 人 も 多い よ 
うだ 。 

「 コ スリ 」 は 、 指先 や 爪 を 腰 か せ て ボタ ン の 上 に 乗せ 、 
手 を 左右 に 振る よう に し て ボタ ン を こす っ て 入力 回 数 
を 増やす や り 方 。 ひと つの ボタ ン に 対し て 、 何 本 も の 
指 で 次 か ら 次 へ と 連続 し てこ こす っ て いく の で 、 か が なり 
効果 の ある 連打 方 法 だ と 言え る 。 し か し 、 爪 や 指 を 痛 
め る こと も 多い し 、 雑 に 手 を 動か す と ボタ ン が きち ん 
と 押さ れ て いな い 場 合 も ある の で 、 それ な り に 修練 が 
求め られ る 。 ま た 、 道 議 面 か ら の 意見 で は ある が 、 こ 
の や り 方 だ と ボタ ン の 痛み が 早く 、 ひど い 時 に は ボタ 
ン が エグ れ て し まっ た りす る た め 、 店 側 か ら は あま り 
歓迎 べ れ な いや り 方 で は ある 。 

「 ビ アノ 打ち 」 は 、 ら 本 な いし は 93 本 の 指 を 交互 に 人 バ 


タ 付 か せ て 、 ピア ニス ト が 鍵盤 を 叩く よう に ボタ ン を 
連打 する 方 法 。 タ イミ ング が 合え ば か な り 素 速い 連打 
を 実現 で きる が 、 指 を 1 本 ずつ 動か す の で 手 が 疲 れ や 
すい の が 欠点 と 言え る 。 キ ー ボ ー ド な どの タイ ピン グ 
(打鍵 ) が 得意 と いう プレ イヤ ー な ら 、 指 の 本 数 を 増 や 
し て 指 を 巻き 込む よう に し て 連打 すれ ば 、 多 少 疲れ を 
減少 させ る こと が 可能 か も し れ な い 。 

さて 、 どの 連打 方 法 が 最も 効率 が いい の か に つい て 
は 、 答 え を 出し 兼ね る と いう の が 正直 な と ころ だ 。 確 
か に 、 1 秒間 に 16 回 の 入力 を ら つ の ボタ ン で 交互 に 行 
な えた と すれ ば 、 秒間 32 回 の 入力 と いう こと に な る 。 
だ が 、 こ の 仮定 は あま り に 極端 で 、 一 般 レ ベル か ら か 
け 離 れ 過 ぎ て いよ う 。 ま た 人 間 は 、 左右 の それ ぞ れ の 
手 で 別々 の 動作 を 行なう た め に は 訓練 が 必要 と な る 。 
いき な り レ バ ガ チ ャ と ボタ ン 連 打 を 並行 し て 行 な お う 
と する と 、 どちら か が 中 途 半 端 に な っ て し まう こと も 
多い だ ろう 。 ま ず は レバ ー 回 転 に 主眼 を 置き 、 ボ タン 
連打 は その サポ ー ト くら い に 考 えて か ら 始 め て みて は 
いか が だ ろう か 。 特に 、 お むき に な っ て ボタ ン を 連打 し 
て いる うち に 誤っ て ⑤ ボ タン を 押し て し まい 、 意 に 反 
し て 蹴り 起き が 出 て 相手 の 反撃 を 喰らっ て し まっ た と 
いう プレ イヤ ー な ら な お さら だ 。 レ バ ガ チ ャ を 確実 に 
自分 の も の に で きる よう に な っ た ら 、 自 分 に 適し た ボ 
タン 連打 を 実戦 授 入 し て みよ う 。 


ダウ ン し て か ら 起 き 上 が る まで の 計算 式 は 、 基 礎 攻 
略 編 の P.49 で 触れ られ て いる 通り だ 。 つ まり は 「 ダ ウ 
ン し た 時 、 レバ ガチ ャ と ボタ ン 連 打 で スイ ッ チ 入力 す 
れ ば 、 それ だ け 起 き 上 が る の も 速く な る けれ ど 、 大 ダ 
メー ジ を 喰らっ て ダウ ン さ せら れ た 場合 に は 、 多 少 努 
力 し て も な か な か 起き 上 が れ な く な る よ 」 と いう こ 
で ある 。 

た だ 、 ど ん な 形 で ダウ ン し た と し て も 、 ひ た すら 全 
力 で レバ ガチ ャ を 行ない つつ 終始 ボタ ン を 連打 する 、 
と いう の は は っ きり 言っ て 無駄 な 努力 。 よ り 実 践 的 で 
理想 的 な レバ ガチ ャ ボタ ン 連 打 の 起き 上 が り 方 は 、 
ダウ ン 状 態 が 終わ っ て 立ち 上 が れる よう に な る 、 つま 
り 起 き 上 が り の フラ グ が 立っ た 直後 に ボタ ン 連 打 を 開 
始 す る 、 と いう も の だ 。 右 ペ ー ジ の 図 は 、 同じ 状況 か 
ら の 起き 上 が り の 失敗 例 と 成功 例 で ある 。 


レバ ガチ ャ 全開 で の 失敗 例 


@) @) 


プレ イヤ ー の 動き 時 レバ ガチ ャ 公則 、。。。。。。。。。。。。。。。。。 。 
ダウ ン 攻 撃 成功 


コン ピュ ー タ 内 部 で の 動き 


40 み ル _- ム 


起き 上 が り の 
ノラ ジン 立 つ 


た だ 、 フ ラグ 処理 は コン ピュ ー タ 内 部 で 行なわ れ て 
いる の で 目 に 見 える わけ も な く 、 モ ーション で 判断 で 
きる も の で も な い の で 、 思 っ た よう に は いか な い 。 あ 
くま で も 机上 諭 で し か な い が 、 こ の 流れ を 覚え て お け 
ば 実戦 で は プラ ス に な る だ ろう 。 

ちな み に 、 起 き 上 が り 可 能 と な っ て か ら 40 フ レー 
ム ( 狂 天 の み 60 フ レー ム ) の 間 、 レバ ー や ボタ ン を 通 
じ て 行 な われ る 起き 上 が り の た め の 入 力 が 何 も な い 
と 、 起 き 上 が り 方 は 通常 起 キ 上 が り と な る 。 た だ 、 レ 
バ ガ チ ャ を し て いれ ば 、 当 然 な が ら レ バー は いずれ か 
の 方 向 へ 入力 され て いる こと に な る の で 、 レバ ガチ ャ 


か ら 通 常 起 き 上 が り を し た い 場 合 に は 、 あ る 程度 ( ダ 

ウン させ られ た 際 に 受け た ダメ ー ジ 量 に よっ て も 異な 

る が 、 大 体 の 目安 と し て は レバ ー ら 回 転 ぐ らい ) の レバ 
ガチ ャ を 行ない 、 その 後 は @ ボ タン の み を 連打 すれ ば 
いい 。 ここ で ⑯⑤ ボ タン を 連打 し て し まう と 、 コ ン ピ ュ ー 

タ 内 部 で 「 ダ ウン し た プレ イヤ ー は 蹴り 起き を し た い 」 

と みな され て 、 その 処理 が 開始 され る 。 蹴り 起き を し 

よう と し た と ころ に ダウ ン 攻 撃 を 喰らっ た 場合 に は 、 

カウ ンタ ー と な っ て ダメ ー ジ は 1.5 倍 に な っ て し まう 

点 に は くれ ぐれ も 注意 し た い 。 入力 ひと つ を 取っ て も 、 
繊細 な 判断 が 要求 され る と いう わけ だ 。 
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立 ら 分 の 1 と 確立 4 分 の 1 


「VF」 シリ ー ズ が これ ほど まで に 人 を 熱く させ る 
理由 の ひと つ に 、 “絶対 の 必勝 法 が な い " こと が 挙げ ら 
れる 。 ど れ だ け 相 手 を 追い 詰め て も (も し く は 追い 詰 
め た 気 に な っ て いて も )、 追い 詰め られ た 方 に は 最低 ら 
通り の 選択 肢 を 選ぶ だ け の 余地 が 残っ て いる 。 そ こ か 
ら の 駆け 引き を 制す れ ば 、 逆 転 勝利 も 可能 と な る か ら 
で ある 。 

互い に 距離 を 置い て 対 財 し て いる 場合 は 、 打 撃 技 の 
応酬 と な る こと が 多い わけ だ が 、 それ は 厳密 に 言え ば 
技 同士 の 性 質 が 前 面 に 出 た ぶつ か り 合 いで し か な い の 
で ある 。 攻撃 力 発生 時 間 、 攻撃 力 持 続 時 間 と いっ た フ 
レー ム 単 位 で 技 の 優劣 が 比較 され た 未 、 どちら の 技 が 
当たっ た 、 外れ た 、 と いっ た 結果 が 生ま れる に すぎ な 
い 。 お 互い が 何ら か の 攻撃 を 同じ タイ ミン グ で 仕掛 け 
合っ た 場合 、 攻撃 力 発生 時 間 の 短い 技 が 有利 な の は 当 


打撃 技 に よる 攻撃 時 の 相手 の 姿勢 と の 相関 関係 


上 段 攻 撃 の 場合 
中 段 攻 撃 の 場合 
下段 攻撃 の 場合 


投げ 技 に よる 攻撃 時 の 相手 の 姿勢 と の 相関 関係 


然 だ が 、 それ だ けが 決め 手 に な る わけ で は な い 。 技 の 
リー チ も 関係 し て くる し 、 剖 キャ ラク ター 独特 の モー 
ショ ン に よっ て 一 時 的 に 攻撃 を 避け られ る よう に な る 
こと や 、 さ ら に 軸 足 や 間合い も 影響 し て くる 。 第 一 、 
双方 が まっ た く 同 時 に 技 を 出す と いう の は 、 実 戦 で は 
考え に くい 。 こ う 考 える と 状況 設定 は 無限 に 広がり 、 
ひと つ ひ と つ を シミ ュ レ ー ト し て いく と キリ が な い 。 
し か し 、 攻 撃 は 常に 相手 が 立っ て いる か 、 し ゃ が ん 
で いる か の どちら か に 対し て 仕掛 ける も の 。 つ まり 、 
相手 が 選べ る 最低 ら 通 り の 選択 肢 は 、 立 ち わ ガ ー ド か し 
ゃ が み ガ ー ド か の いずれ か 、 と いう こと だ 。 攻撃 権 を 
握っ て いる 状況 で は 、 ら 分 の 1 の 確率 で 攻撃 を 成功 さ 
せる こと が で きる 。 こ れ は 打撃 技 に 限っ た こと で は な 
く 、 投 げ 技 に 関し て も そう だ 。 プ レイ ヤー 側が 出し た 
技 と 、 相 手 の 姿 勢 と の 相関 関係 を 再 確認 し て みよ う 。 


( 注 : 出 し た 技 は 相手 に 届く も の と し 、 両 者 の 間合い は 考え な い ) 


下段 投げ の 場合 成立 


( 注 : 両 者 は 投げ 間合い に いる も の と する ) 


一 見 、「 分 か りき っ た 結論 」 が 出 て くる よう だ が 、 どら 
分 の 1 の 確率 " が 通用 する の は あく まで も 注釈 に 大 づ 
いた 状況 に お いて の み 、 つ まり 「 出 し た 打撃 技 が 相手 
に 届く 」 あ る い は 「 両 者 が 1.5m 以 内 の 投げ 間合い に あ 
る 」 よ うな 場合 で 、 付 け 加 えれ ば 「 両 者 に 戦闘 の 意志 が 
ある 時 」 に 限ら れる の で ある 。 

そし て 、 ら 分 の 1 の 確率 " に 対し て 相手 の 取り 得る 
選択 肢 は 、1. 上 段 ガ ー ド 、 ら . 下段 ガー ド 、3. ステ ッ プ 
バッ ク 、 4. 反撃 の 4 つ 。 プ レイ ヤー が 出す 技 ひ と つ に 
対し て 、 相手 は 常に 4 つの 行動 を 選択 、 つ まり “4 分 の 
1 の 選択 " を 行なっ て いる こと に な る 。 さ ら に 、 技 を 
入力 する タイ ミン グ が 1 フレ ー ム ずれ た りす れ ば 、 こ 
れ 以 上 は どう 考え て も シミ ュ レ ー ト 不可 能 だ 。 

た だ し 、 純粋 に ら 分 の 1 の 確率 で 攻撃 を ヒッ ト さ せ 
られ る 状況 が いく つか ある 。 そ れ が 起き 上 が り 、 よろ 
け 後 、 そ し て 対抗 技 が 存在 し な い 技 を 相手 に ガー ド さ 
せ た 後 で ある 。 そ れ ぞ れ 解 説 の 項目 を 設け て ある の で 、 
そちら を 参照 し て ほし い が 、 最後 の 項目 で ある 「 対 折 
技 が 存在 し な い 技 | に つい て 言及 し て みた い 。 


ある 技 を ガー ド さ せ た と する 。 対抗 技 が 存在 する 場 
合 、 反応 が いい 相手 で あれ ば し か る べき 技 で 返さ れる 
だ ろう 。 だ が 、 対 抗 技 が な く 、 な お か つ 硬 化 時 間 の 短 
い 技 を 出し て 相手 に ガー ド さ れ た 場合 は どう か 。 例 え 
ば アキ ラ の 躍 歩 頂 対 (じゅ 必 @⑥) 、 パ イ の 旋 中 服 ( く ⑥)、 
ジャ ッ キ ー の スピ ニン グ バ ッ ク ナ ッ ク ル (ぐら ) 、 肘 攻 
撃 (⑥) 全 般 な ど 、 どの キャ ラク ター に も 対抗 技 が な 
い 優 れ た 技 で ある 。 こ うし た 技 こ そ 攻 撃 の 糸口 と な り 、 
攻め の 組み 立て に お いて 要 と な る 、 いわ ゆる 実戦 向き 
の 技 だ 。 こ れ ら の 技 は 、 ガ ー ド され た 場合 で も 、 そ の 
後に 反撃 する か ガー ド に 専念 する か 後ろ に 下がる か 、 
と いう 選択 を 相手 に 負わ せる こと が で きる 。 そ の 場合 
の 反撃 は 、 下段 パ ンチ か それ に 準ずる 素 速い 技 で し か 
行なう こと は で き な い が 、 ス テッ プ バ ッ ク は ほとん ど 
の 打撃 技 を か わ さ れ る た め 注 意 が 必要 。 ス テッ プ バ ッ 
ク は 、 追い 詰め られ た 側 と し て は 非常 に 魅力 の ある 選 
択 肢 だ 。 こ れ を 完全 に 見 切っ た な ら 、 リー チ の 長い 技 
で 対応 する か 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド で 近寄る な どの 工 
夫 を し て みる と いい 。 


個々 の 技 の 性 質 を 把握 し て 攻撃 パタ ー ン を 作っ て し 
まう 。 手 っ と り 早 く 、 実 用 に も 耐え 得る や り 方 で は あ 
る 。 全 キャ ラク ター に 共通 する 一 般 的 な も の と し て は 、 
下段 パン チ か ら 次 の 技 を つない で いく パタ ー ン 。 パ ン 
チ を 相手 に 当て た 後 、 し ゃ が ん で いる 相手 に 対し て は 
中 段 キ ッ ク を 、 立 っ て いる 相手 に は 上 段 授 げ を 仕掛 け 
る と いう も の だ 。 実戦 で は 、 下段 パン チ の 後に 相手 が 
どん な 姿勢 を 取っ て いる か と いう の は 見 て か ら 判 断 す 
る も の で は な く 、 相手 は その 姿勢 で いる も の と 予測 し 


攻撃 パタ ー ン 代表 例 


この 連係 だ け で 飽き 足ら な けれ ば 、 こ こ か ら 発 展 さ 
せ て 自分 な り の パタ ー ン を 作っ て や れ ば いい 。 下段 パ 
ンチ の 後 で も う 一 度 パ ンチ を 出し て も いい の で は な い 
か ? 下段 バン チ の 後 の 中 段 キ ッ ク が 効果 的 な ら 、 別 の 
中 段 攻 撃 技 は 狙え な い だ ろ うか ? いや 、 下段 パン チ で 
な く て も 、 人 硬化 時 間 が 短けれ ば 上 段 、 中 段 の 打撃 技 も 
連係 の 一 環 と し て 使え る か も 知れ な い ……。 さ ら に フ 
レー ム 単 位 で 入力 タイ ミン グ を 変え る こと や 、 こ ちら 
の 技 に 対す る 相手 の 反応 も 要素 に 含め て 考え る と 、 攻 
撃 パ ター ン は いく つ に も 、 そ れこ そ 無 限 に 増やす こと 
が で きる 。 こ うな る と 、 必 然 的 に キャ ラク ター ご と の 
特色 が 出 て こよ う 。 

オー ソ ド ッ クス な 攻撃 パタ ー ン の 作り 方 と し て は 、 
硬化 時 間 が 短め の 技 を 前 振り と し て 出し て お き 、 そ れ 
か ら 本 病 技 を 出す と いう も の 。 前 振り と し て 機能 する 
技 は 、 何 も ひと つ だ け に 限ら れる わけ で は な い 。 ら つ 
3 つと 前 振り 技 を 出し て いけ ば 、 それ は 実に 効果 的 に 
作用 する 。 も ちろ ん 、 前 振り と な る 技 に 対抗 技 が あっ 
て は な ら な い が 。 さ ら に 一 歩 考 え を 進め れ ば 、 相 手 の 
反撃 を 誘っ て カウ ンタ ー ヒ ッ ト を 狙う と いう テク ニッ 
ク も ある 。 な お 、 キ ャ ラク ター ご と の 実戦 的 な 連係 パ 


撃 バ ター ン を 作り 、 そ し て 壊す 


て 技 を 出す こと に な る 。 

下段 パン チ の 後 で 中 段 キ ッ ク か 投げ を 狙え ば 、 常 に 
ら 分 の 1 の 確率 で 相手 に ダメ ー ジ を 与え られ る か の よ 
うに 見 える が 、 下段 パン チ が どん な 当たり 方 を する か 
だ と か 、 あるいは パン チ の 後 で 相手 が 下段 パン チ を 出 
し て くる か も し れ な いな ど 、 それほど 単純 な も の で も 
な い 。 そ れ で も 、 こ の シン プル な 連係 は ひと つの 定型 
と し て 覚え て し まっ て 構わ な い 。 


ター ン は 、" キ ャ ラク ター 別 実戦 攻略 ” の 項目 で 詳細 を 
紹介 し て いる の で 、 そ ちら を 見 て ほし い 。 

今 まで は 誰 に で も 通用 し た 連係 が 通用 し な く な っ 
た 」 と いう 場合 に は 再考 の 余地 が ある 。 同じ パタ ー ン 
を 漫然と 繰り 返し て いる だ け だ か ら 、 相 手 に 読ま れ て 
し まう の だ 。 そ ん な 時 は 、 例 えば 本 命 技 の 攻撃 区 分 
(上 ・ 中 ・ 下 段 ) を 変え た り 、 今 まで 打撃 で 攻め て いた と 
ころ を 投げ 技 に いく な ど 、 パ ター ン を 変え て みれ ば 解 
決 の 糸口 は つか め る は ず 。 

た だ 、 どれ だ け 優 れ た 連係 を 組み 立て た と し て も 、 
それ は 完璧 な も の と は 成り 得 な い 。 読ま れ た ら そ れ ま 
で 、 と いう こと も ある が 、 どこ まで 追い 詰め た と し て 
も 最後 の 最後 で 、 相 手 に は 常に ら つ 以上 の 選択 肢 が 
残っ て いる か ら だ 。 パ ター ン を 数 多く 作り 、 自分 の 引 
出し を 増やす の は 大 切 だ が 、 その 多用 と 過信 は 禁物 。 
プレ イヤ ー の レベ ル は 日 進 月 歩 し て いる し 、 今 日 は 最 
強 だ っ た 連係 が 明日 も そう で ある と いう 保証 は どこ に 
も な い の だ 。 自 分 の 常識 を すぐ さま 疑っ た り 、 二 段 構 
え 、 三 段 構え の 攻撃 パタ ー ン を 作る な ど 、 怠 る こと な 
く 研 緒 を 積ん で いき た いも の だ 。 
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船木 誠 勝 イン タビ ュー 


格闘 ゲー ム と 実際 の 格闘 技 。 両者 は これ まで 、 ま っ た く の 別 物 と し て 認 
識 さ れ て きた 。 否 、 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー2」 は 違う 、 と バー チャ ロイ ド た ち 
は 反論 する 。 それ は 単なる 瞬間 の 幻想 に し か 過ぎ な い の か ? それ と も 、 
ゲー ム を 通じ て の 新た な レベ ル へ の 突入 の 兆候 な の だ ろう か ? その 答 
え の カ ギ を 持つ で あろ う 、 鍛え 抜か れ た 肉体 と 精神 で 闘い に 臨む お 現 
役 の 格闘 家 と し て 、 我々 は 船木 誠勝 (ふか な き ・ ま さか つ ) 選 手 を 指名 し た 。 
“ハイ ブリ ッ ド ・ レ スリ ング "を 看板 に 掲 け る プロ レス 団体 「 パ ンク ラス 」 の 
長 で あり 、 常 に 求道 的 な 姿勢 で 格闘 と 向かい 合う プロ レス ラー で ある 。 
果たし て 、 船 木 選手 が 闘い の 向こう に 見 る も の と 、 バ ー チ ャ ロイ ド が 画 
面 の 向こう で 垣間見 た も の は 、 同 じ な の だ ろう か ……-。 


一 今回 の 本 は 、 | バー チャ ファ イタ ー2」 と いう ゲー ム が 素材 に な っ て いる ん 
で す が 、 今 まで の 、 格 闘技 を 題材 に と っ た ゲー ム と は まっ た く 違 っ た も の だ 
と 我々 は 感じ て まし て 。 メン タル な 部 分 が 非常 に 反映 され る ゲー ム な ん で す 。 


菜 「 バ パー チャ ファ イタ ー」 っ て いう ゲー ム を や っ た こと の ある 人 か ら 聞 いた ん 
で すけ ど 、 負 ける と 、 す ご い 悔 し いら し いで すね 。 本 当 に 負け た 気持 ち に な 
の 15. く 5 


ーー そう な ん で す よ 、 か な り 悔 し く な る ん で す 。 その 他 に も 、“ 動 き が リア ル ”" 
と いう こと だ け で は な く て 、 ゲー ム の 中 で いか に 試合 を 組み 立て て いく か と 
か 、 対戦 する 時 に は どう いっ た 心構え で 臨む か と いっ た と ころ で 、 実際 の 格 
闘技 に 近い も の が ある の で は と 思い まし て 。 


某 で も ゲー ム だ と 、 や っ ぱり “痛み "と いう も の が な いで すか ら 、 怖 さ の 度 
合い が 違う ん じゃ な いで すか が 2? 


ーー ええ 、 そ の 辺 も 含め て 、 リ ング の 上 で 体 を 使っ て "格闘 "し て いる 船木 選 
手 に 、 闘 い に つ いて いろ いろ な 話 を 聞き た いと 思い まし て 。 本 日 は よろ し く 
お 願い し ます 。 さて 、 パ ンク ラス の 興行 は 、 大 体 1 ヵ月 に 1 回 と いう ペー ス で 行 
な われ て いま すけ れ ど 、 船 木 選手 は 試合 まで の 間 、 どの よう に コン ディ ショ 
ン 作 り を な さっ て いる ん で すか が ? 


藻 だ いた い 3 週 間 前 ぐら いか ら で す ね 、 試 合 に 向け て の 本 格 的 な 準備 を 
始め る の は 。 最初 は 基礎 的 な 体力 作り 。 第 2 週 は 、 ス パー リン グ を メイ ン に 
練習 する ん で 、 肉体 的 に 一 番 疲労 する の は この 時 期 で す 。3 週 間 目 、 試合 
の 1 週間 前 で すか 、 こ の 辺 に な る と 本 当 に 緊張 が 高まっ て き て 、「 試 合 、 早 
く 終わ っ て くれ な いか な 」 っ て 気 に な る 。 で 、 試合 の 前 日 に な る と 、 も う や る こ 
と は や り ま し た か ら 、 あ と は 早く 体 を 動か し て 結果 を 出し た い 、 と いう か 「 早 
く 試合 が 始ま っ て ほし い 」 と いう 気持 ち に な る ん で す 。 それ が 、 当日 に な る と 、 
逆 に また 緊張 し て くる ん で す よ 。 怖く な っ て きち ゃ う 。 …… 繰り 返し で すね 、 
| 早く 来い ] つ て いう 気持 ちと 、「 イヤ だ な あ 」 っ て いう の と の 。 で も 、 ど ん な 
に 練習 を こなし て き て も 、 試合 の 直前 、 入場 の 時 に な る と 毎回 必ず きま す 
ね 。 走 張 感 と いう より も 、 怖 さ が 。 


ーー よく 、「 入場 の 時 は も の すご く 緊 張 は し て る けど 、 いっ た ん リン グ に 上 が 
る と それ は 吹き 飛ん じゃ う 」、 み た いな 話 が あり ます が 。 


薬 相手 と 体 が ぶつ か っ た 瞬間 で すね 、 や っ と 
ー じゃ あ 、 そ れ ま で と いう の は ? 

藻 や っ ぱり 怖い で す よ 。 

一 例え ば 、 逃 げ けた く な る と か ? 


基 いっ そ 逃 げ 出 せ た ら いい ん で すけ ど 、 そ れ は 一 番 格好 悪い で すか ら 、 
絶対 に し た く な い 。 それ で 、 リ ング に 上 が る と 相手 が いて 、“ あ と 数 秒 後に あ 
いつ が 殴り か か っ て くる ん だ よ な ” っ て いう 感覚 が 襲っ て くる 。 これ は 、 怖 い 
で す よ 。 それ が 分 か っ て いて 、 し か も 相手 が そこ に いる ん で すか ら 。 ゴン グ が 
鳴る まで っ て いう の は 、 何 と も 言え な い 時 間 で す よ 。 何で も 、 や る 直前 と い 
う の は 嫌 な 雰囲気 に た な り ま す よ ね ? ゲー ム の 場合 は 、 賭 けれ ば 別 で し ょ う 
けど 、 そ うじ ゃ な い 場 合 つ て いう の は 、 楽 し く な っ て くる ん で し ょ う ね 。 どう や っ 
て 攻略 し て や ろう と か 、 次 は どん な 技 を 使 お うか 、 と か 。 


闘う 気 に な れる の は 。 


一 そう いう 部 分 で は 、 ゲ ー ム と いう の は “勝負 "と いう より は "娯楽 "で すね 。 


某 ゲー ム は や っ ぱり 、 娯楽 で いい と 思い ます よ 。 ゲー ム が 勝負 に な っ ちゃ 
うと …… で も 、 最近 は ある ん で し ょ う ? そう いう 勝負 みた いな の が 。 


一 全国 大 会 と か が あり まし て 。 


匠 それ くら い の も の に な る と 、 お そら く 怖 さ が 出 て くる で し ょ う ね 。 で も 、 自 
分 で や っ て その 結果 が すぐ 出る 、 っ て いう の は 、 僕 ら の 試合 と 変わ らち な いで 
す よ 。 自分 の 頑張 り の 度合 い が 、 優 勝 す る か 3 位 で 終わ る か 、 賞 に も 入れ 
な いか と いう 結果 を 左右 する 。 そう いう 部 分 か ら す れ ば 、 本 当 の “試合 "で 
す よ ね 。 緊張 し て る ん で し ょ う ね 、 みん な 。 


ーー そう いっ た 大 規模 な 大 会 で は 、 メン タル な 面 で の 調整 が 大 事 だ と 思う 
ん で すけ ど 、 船木 選手 の 場合 、 精 神 的 な 波 み た いな も の は あり ます か ? 


基 練習 し た 直後 が 、 一 番 精神 が 安定 し て いま す よ 。 自 信 が 出 て き て 、 [よし 、 
大 丈夫 だ ] と 。 で も 、 そ こ か ら 1 時 間 と か 2 時 間 た つと だ ん だ ん 不安 に な っ て 
さて 、 夜 寝る 頃 に な る と 、「 大 丈夫 か な ? | っ て な っ ちゃ う 。 で 、 次 の 日 また 練 
習 す る 。 その 繰り 返し 。 恐怖 心 の 克服 方 法 は 、 や っ ぱり 練習 で すね 。 大 き 
く 変わ る わけ じゃ な いん で すけ ども 、 自 分 で 自分 に 暗示 を か ける 、 そ れ を や 
る こと に よっ て 精神 が 安定 する 、 み た いな 感じ で す 。 や ら な いと 不安 に な っ 
て くる ん で す よ 。 


一 何 か 、 精神 を 鍛え る 特別 な 訓練 な ど は し て いま すか が か? 


其 いや 普段 は 特に し て ませ ん ね 。 で も 、 試 合 の 前 日 の 夜 の 12 時 過ぎ ぐ 
らい に 、 気 持ち を 落ち 着 か せる た め に 習字 を 、 静か に 一 人 で 書い て みた り 。 


習字 、 で すか 。 


某 まあ 、 ペ ン 習 字 な ん で すけ ど 。 た だ ひたすら 、 自 分 の 名 前 を 繰り 返し 書 
いた り と か 。 そ うい う 風 な 感じ で 、 心 を 落ち 着 か せよ うと いう こと は や っ て ます 。 


一 逆 に 、 どう や っ て テン ショ ン を 上 げ る か と か 、 高揚 し た 気分 を 維持 させ る 
努力 と か と いう の は ? 


薬 自分 の 場合 は 、 特 に な いで ます 試合 が 近く な る と 、 自 然 に テン ショ ン が 上 
が っ て きま すか ら 。 導 に 、 そ れ を 抑え る 方 が 難し いで すね 。 眠れ な く な っ ちゃ 
うん で す よ 、 テ ンション が 高く な りす ぎる と 。 そう な る と 疲れ が た まる し 、 判断 
力も 沙 ち る 。 試合 中 に 、「 あッ 」 と 考え た 瞬間 に 形勢 が 不利 に な っ た り 。 そ 
うい う の が 原因 で 力 が 出せ な いっ て いう の が 一 番 嫌 で すね 、 今 は 。 


一 確か に 、『 バ ー チ ャ ファ イタ ー』 で も 同じ よう な こと が ……。 
凌 ある ん で すか 2? 


一 全国 レベ ル の 大 会 と いう の は 、 今 まで に 何 回 か 開か れ て る ん で すけ ど 、 そ 
こ に 38 度 くら い の 熱 が ある の に 参加 し た こと が ある ん で す 。 も う 、 頭 が ボー ッ 
と し て て 、 画面 で や っ て る こと を 認識 する の が や っ と 、 っ て いう 状態 で 。 わけ 
の 分 か ら な いう ち に 試合 が 終わ っ て まし た 。 


薬 特に 、 ゲ ー ム の 場合 だ と 目 と 手 を 使う で し ょ う 。 殴っ た り 蹴っ た り よ り も 、 
も っ と 細か い 作 業 だ か ら 、 神 経 も 使う と 思う ん で す よ 。 腕 回 し た り と か 足 伸 
ば し た り と か 、 そ うい う 大 きい 動作 で さえ 、 疲れ が た まる と ダメ に な っ て くる っ 
て いう こと は 、 指先 だ と も っ と 、 っ て いう こと に な る ん じゃ な いで すか ? だ か ら 、 
コン ディ ショ ン 調 整 つ て いう の は 、 本当に 大 事 だ と 思い ます よ 。 


基 贅 共 
一 実際 の 試合 で 「 先手 を 取る 」 と いう の は 、 ど の くら い 重 要 な ん で すか 2? 


薬 “自分 の 心 を 崩さ れる こと な く 、 相 手 の 心 を 月 す か そこ か ら 始 まり ます 
ね 。 入場 の 時 の 昭 み 合い で すでに 、 そ の 駆け 引き が 始ま っ て る こと も あり 
ます 。 その 次 だ と 、 ゴ ング が 鳴っ た 後 の 一 撃 。 それ さえ も 、 一 方 が 蹴り を 出し 
た ら 、 も う 一 方 が 蹴り 返し て 、 っ て いう 感じ で 、 単なる 技 の 交換 だ け で 終わ っ 
ちゃ う 場合 も ある 。 


一 相手 が 月 し に か か っ て きた の を 、 敢えて 受け た り 流し た りす る 、 と いう ご 
と も ある ん で すか ? 


ええ 、 そ れ も 戦 法 の ひと つ で す 。 崩 そう と し た りさ れ た り 、 いろいろ な や 
り と り が ある 中 で 、 お 互い が 交差 する 瞬間 と いう の が 、 試合 の どこ か で 必ず 
ある ん で すけ ど 、 そ の 時 に バラ ンス を 崩し た 方 が 先 に 負け る と 、 自 分 は そう 思 
いま す 。“ い つも の 自分 じゃ な く な っ ちゃ う 瞬 間 ” っ て いう ん で すか ね 、 今 ま 
で に 経験 し た こと の な い 状 況 に な っ た 時 、| どう し よう 」 っ て な っ ちゃ う 。 
ー それ は 、 パニ ッ ク に 近い 状態 で すか ? 
基 そう で すね 。 試合 だ と 、 反射 的 な 行動 で た また ま 切 り 抜 けら れる 場合 も 
ある し 、 逆 に は まり こん じゃ うこ と も ある 。 
ーー パニ ッ ク に 陥ら な い 心 境 を 目指 す に は 、 ど うし た ら よ いと ? 


碁 いろ ん な パタ ー ン を こなし て いく の が 一 番 だ と 思い ます よ 。 そう いう 意味 
で 、 キ ャ リア っ て いう の は 大 事 だ と 思い ます 。 キャ リア が 長い 選手 は 、 い ろ 


時 、 ぃ N、 


人 


NN いい 


ん な パタ ー ン を 経験 し し る ん で すか ら 。 ポッ と 出 た 新人 選手 で も 、 ま あ 強 い 
や つも いま すけ ど 、 良く も 悪く も 勢い と 、 あ と は 手先 の 器用 さ が 先 行 し て る 
だ け な ん で す 。 その 新人 と ベテラン が 手 を 合わ せ て 、「 い さ 勝 負 ] っ つて いう 
瞬間 に 、 新 人 が 今 ま で 経験 し た こと の な い 全 く 別 の パタ ー ン を 出さ れ ち ゃ う 
と 、 パニ ッ ク に な る 可能 性 は あり ます よね 。 


ーー 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー2」 で も 、 自 分 の 知ら な い パ ター ン で 攻め て こら れる 
と 、 ど うし て いい か わか ら な く な る 時 が あり ます 。 


薬 本 当 に 、「 勝 負 ] っ て や つ は 分 か ん な いも の で す よ ね 。 パタ ー ン が 何 百 、 
何 千 通り も ある ん で すか ら 。 で も 、 だ か ら こ そ 「 勝負] つて いう の は 面白 いん 
だ ろう し 、 い つの 時 代 に も 、 いろんな 形 で | 勝負 」 と いう も の が ある ん じゃ な 
いか と 思い ます 。 


一 船木 選手 自身 は 、 試 合 の 勝敗 に は どの 程度 だ だ わっ て 考え て いま すか が ? 


某 そう で すね え 、 や っ ぱり 「 落 と し た らい け な い 」 と いう 試合 は 、 こ だ わり 
ます ね 。 例え ば メイ ン イ ベン ト と か 、 何 か が か か っ て る 時 と か 、 あと は 初 対 決 
で すか 。 別 な 格闘 技 の 選手 と 試合 を し な きゃ いけ な い 場 合 も そう で すね 。 
それ と 、 後 募 と の 試合 は 絶対 に 落と せな い 。 た だ 、 そ うい っ た 試合 の 時 に あ 
まり に る 気 張 り すぎ る と 、 ポロ ッ と 落と し ちゃ いま すけ ど 。 で も 、 そ の 辺 の こと 
る 最近 に な っ て 分 か っ て きた ん で す 。 た だ 、「 どう いう 風 に し た らい いか 」 っ 
て いう の は 、 ま だ 出 て いま せん けど 。 そう いう の が 分 か っ た 時 点 で 、 お そら く 
プロ レス 自体 に 興味 が な く な っ て 、「 や っ て る 意味 な いな 」 つ て な る と 思い ま 
すね 。 で も や っ ぱり 、 体 が 動き 続け る うち は 「 負 けた く な い 」 と いう の は 、 大 
前 提 で す 。 


一 今 、 う か が っ た の は 、「 絶 対 に 勝ち た い 」 の か 、 そ れ と も 「 勝ち 負け よ り も 
むし ろ 試 合 の 内 容 に こだわ る 」 の か 、 どちら か と 思い まし て 。 


薬 相手 次 第 で すか ね 。 実力 が も の すご く 牛 抗 し て た り と か 、 人 間 的 に 本 
当 に 尊敬 し て る 人 が 相手 で 、|「 この 人 だ っ た ら 、 勝つ て も 負け て も どっ ち で も 
いい 」、 そ うい う 時 な ら 内 容 を 選ぶ か も し れ な いか な 。 逆 に 、 相手 に ナメ ら 
れる の が 一 番 嫌 な ん で 、 ナ メ て か か っ て くる 奴 に は 容赦 し ませ ん 。 そう いう 、 
ケン カ 腰 の 時 は 試合 し や すか っ た で すね 。 理屈 抜き に 、 た だ 叩き つぶ せ ば 
いい 、 っ て そう いう 感覚 で すか ら 。「 い い 試 合 を し よう 」 な ん て こと は 、 全然 
考え な か っ た 。 


ーー そう いう 時 は 、 リ ング の 上 で キレ た りす る ん で す が ? 


薬 一 瞬 な ら 、 あ り ます 。 ある ん で すけ ど …… 一 瞬 そう いう 気持 ち に な る ん 
で すけ ど 、 そ れ は “完全 に こち ら が 上 に 立っ た "っ て こと で すか ら ね 。 その 時 
点 で 元 に 戻り ます 。 それ で も まだ や っ て くる 奴 が いれ ば 、 そ うい う の は まだ い 
な いん で すけ ど 、 お そら くそ れ ま で の 2 倍 3 倍 の 力 で 叩き つぶ す と 思い ます よ 。 
話 は 戻り ます けど 、 単 な る 勝ち 負け だ け に こだわ っ て 勝っ た 時 の 試合 時 間 っ 
て いう の は 、 自 分 の 場合 だ と すご く 早 く 終わ っ ちゃ うん で す 。 その 後 で 、 格別 
な 気持 ちと いう の は まあ 出 て くる ん で すけ ど 、 一瞬 だ け な ん で す よ 。 ホテ ル 
に 帰っ て 鏡 見 て も 、 も ちろ ん 顔 は 無傷 で すか ら 、「 今 日 、 一 体 何 を や っ て た 
ん だ ろう 」 っ て いう 、 何と も 言え な い 虚 し さだ けが 残っ て 。 勝っ た の は 確か に 
嬉し いん だ けど 、 ほ ん の 1 分 と か 2 分 と か で よかっ た ん だ ろう か 、 そ うい う 気 
持ち に な る こと は あり ます 。 


ー そ の 、 試合 時 間 に つ いて お 聞き し た いん で す が 、『 バ ー チ ャ ファ イタ ー]』 の 
試合 時 間 と いう の は 、30 秒 で 設定 され て いる ん で すけ ど 、 時 々 それ が も の 
すご く 長 く 感 じ る こと が ある ん で す よ 。 パン クラ ス と いう の は “秒殺 "と いう 
言葉 が 生ま れる くら い 、 短 時 間 で 決着 が つく 試合 も 多い と 思う ん で すけ ど 、 
試合 中 の 時 間 感 覚 と いう の は 、 ど うな ん で し ょ うか が ? 


基 実際 の 試合 時 間 が 短く て も 、 す ご く 長 く 感じ る こと が あり ます ね 。1 分 
30 秒 の 試合 が 10 分 で らい に 感じ る 時 も ある し 、 逆 に 10 分 近い 試合 が 3 分 
か 4 分 で ご らい に 感じ られ た り 。 どちら か と いう と 、 余裕 が な い 時 の 方 が 時 間 
が 長く 感じ ます 。 そう いう 時 に 試合 が 長引く と 、 も の すご く 長 く 感 じ ま す ね 。 
[30 分 ご らい や っ た ん じゃ な いか 」 っ て 。 


ーー スパ ー リ ング の 時 は 、 あ る 程度 時 間 を 区 切っ て 練習 する ん で す よ ね ? 


藻 そう で すね 、 ス パー リン グ だ と 、 長 時 間 で も 大 丈夫 で す 。 心 の コン トロ ー 
ル が すご い 楽 で すか ら 。 試合 と 練習 の 一 番 の 違い は 、 心 だ と 思い ます 。 


アグ ルレ 


区 贅 夫 


薬 [バー チャ ファ イタ ー」 で は 、 性 格 の 設定 と か まで は で き な い ん で す よ ね ? 


HE の え 。 
基 じゃ あ 、 本 人 の 性 格 に な る ん で す よ ね 、 ど ん な キャ ラク ター 使っ て も 。 


ーー そう で すね 。 筐 体 が 2 台 背 中 合わ せ に な っ て て 、 向 こう 側 に いる 相手 の 姿 
は 見 えな いん で すけ ど 、 手 の 内 を よく 知っ て る 相手 と 対戦 する と 、 誰 が 向こう 
で や っ て る か と いう の が 分 か る ん で す 。 動き と か 、 技 の タイ ミン グ 、 つ な ぎ 方 と 
か 、 そ うい うと ころ で 個人 の 特徴 が 出 て くる ん で す よ 。 で 、| ああ 、 こ いつ な ら 
これ を 出し て くる だ ろう か ら 、 こ れ で 返 そ う 」 っ て 考え な が ら プ レー する ん で す 。 


基 じゃ あ 、1 回 2 回 闘っ た 人 だ と 、3 回 目 に は 相手 に 手の内 を 知ら れる と い 陳 
うこ と も ある わけ で すか ? 9 


ー 一 同じ こと を や っ て る と 、 返さ れ ち ゃ うん で す よ 。 
碁 だ と し た ら 、 奇 襲 と か を 考え な いと 、 勝つ て いけ な いと 。 
ーー そう いう こと に な っ て くる ん で す 。 


パン クラ ス な ん か 、 ま さ し くそ れ で す よ 。 同じ 相手 と や っ て も 、 や る 度 に 試 
合 内 容 が 違い ます か ら 。 昌 


基 バターン と いう の は 、 な いで す 。 相手 が どう 出 て き て 、 いか に 
その 闘い 方 の 方 が 重要 で すね 。 あの 選手 の この 技 を 喰らっ た ら 終 】 
て いう の は 、 だ ん だ ん な く な っ て き て る ん で す よ 。 特に 、 掌 底 パ 

技 、 っ て いう 選手 は どん どん 減っ て いま す 。 何 度 も 
読ま れ ち ゃ いま すし 、 組 み 技 や 寝技 を 狙っ て いる 相 
いう の を 研究 し な いと 、 当たら な く な っ て いま す 


一 船木 選手 自身 が プロ レス を 通じ て 求め て いる も の と 
薬 そう で すね え 、“ 強 さ ” プ ラス “どう いう 闘い 

て いう 言葉 は ある か も し れ な いけ ど 、 ま だ 形 に 
“瞬間 "は ある けど 、 ず っ と それ が 続く と いう の は 、・ 


例え ば A、B、C っ て いう 3 種 類 の 格闘 技 が あっ た 
B や C を や る より 最強 に 近い 」、 そ うい う 格 闘技 は 4 


ンク ラス の 選手 を 倒す に は 、 パ ンク ラス の スタ イル で や 
と いう 、 そ の ぐら い の 強 さ 、 で すか 。 だ か ら 、 そ の た め に 
を 経験 し な きゃ だ め だ な 、 と 思い ます 。 


一 船木 選手 の 中 で の 最強 の 証明 と いう の は 、 勝つ こと な ん て 


それ が 完成 する 頃 っ て いう の は 、 俺 が ヨ ボ ヨ ボ の ジジ ィ に な っ て て ( 笑 )、 そ 。 
れこ そ 頭 し か 動い て な いか も し れ な い 。 それ ぐら いま で 時 間 を か け な い と で 。 
き な い ん じゃ な いか 、 と いう 気 が し ます 。 と に か く 、 強く な る た め だ っ た ら 、 ど RA 

ん な こと で も 取り 入れ て いき ます よ 。 " ' 


一 最近 で は 、 グ レイ シー 柔術 を スタ イル に 取り 入れ て る そう で すね 。 


碁 あれ は 、 避 け て 通れ な いな 、 と 思い まし た ね 。 完璧 で は な いん で す よ 、 
や っ て みて 思っ た ん で すけ ど 。 完璧 じゃ な いけ ど 、 完成 度 は 高い 。 相当 先 を 
行っ て る 、 っ て いう ん で すか 。 逆 に 、 無駄 な こと を どん どん 省 い て る ん で 、 か な 
り シ ンプ ル に な っ て る と も いえ る 。 最近 の 格闘 技 界 の 闘い 方 っ て いう の は 、 
どん どん シン プル に な っ て き て る か ら 、 派手 さ を 求め る 客 に は 物足りな い 試 
合 が 多く な っ て る 気 が し ます ね 。 昔 は 、 お 互い が や っ て や られ て 、 最後 に どっ 


ちか が 勝つ 、 っ て パタ ー ン が 多かっ た けど 、 最近 は 、 ち ょ っ と スキ を 見 せ た ら 
パー ッ と 攻め 込ま れ て ……。 昔 と 今 で は 、 い い 試 合っ て 呼ば れる も る の の 質 と 
か 中 身 は 違っ て き て ます よ 。 


一 生死 は か か っ て な いけ ど 、 か つて の 真剣 勝負 みた いで す よ ね 。 闘い の 
本 質 に 戻り つつ ある よう な 気 が し ます 。 


藻 そう で すね 。 “一 撃 必殺 ” っ て いう の は 、 そ れこ て 劇 画 の 中 の も の だ っ 
た ん で すけ ど 、 そ れ が 現実 に な っ て き て る の か も し れ ま せん ね 。 


涼 贅 贅 


大 丈夫 、 こ れ を や れ ば 人 は つい て き て くれ る 」 っ て いう 自信 が あ 
8 は 「 や る だ け 」 だ っ た し 。 無 収 入 だ っ た 時 に 、 自 分 の 貯金 が 


) ら こう や っ て 答え られ る わけ で 、 な か っ た ら 
そう いう 意味 で 、 あと 何 年 リン グ で や っ て 


まだ 、 な いで す 。 作 っ て る 最 中 で すね 。 お そら くそ れ は 引退 
し く は 引退 し た 後に 発表 で きる ん じゃ な いか と 思い ます 宮本 武蔵 


の 人 の 語録 な ん か も あり ます けど も 、 そ れ と は ちょ っ と 違っ て も っ と 現 
な クラ ス っ て いう 闘い の 中 で 感じ られ る 勝負 に つい て の も の 、 っ 


区 贅 北 


_ 一 今回 、 格 闘技 に お ける 精神 論 を あれ これ お 聞き し た ん で すけ ど 、『 バ ー 
チャ ファ イタ ー2」 と いう ゲー ム と 、 も の すご < 通じ る 部 分 が 随所 に ある ん で す 
よ 。 違う の は 、 力 を さほど 使わ ず に 指先 だ け で で きる 、 と いう くら いで 。 で す 
か ら 、 パン クラ ス の 試合 を 見 た だ け だ と 、 や っ ぱり 「 選 ば れ た 人 が 闘っ て い 
る 」 っ て いう 見 方 し か で き な い と 思う ん で すけ ど 、 普 通 の 人 間 も 、 手 軽 に そ 
うい う 体 験 が で きた と いう 部 分 が ある ん だ な 、 と 実感 し て ます 。 


アグ / 


基 すご いで す よ ね 。 体 を 使っ て 闘え な い 人 の た め の 、 一 番 の 勝負 が で き 
る も の な ん じゃ な いか な 。 


一 昔 の | 勝敗 を 決め る も の 」 っ て いう と 、 メン コ だ と か そう いっ た 単純 な 遊 
び し か な か っ た ん で すけ ど 、 今 、 い ろ い ろ 進 化し て いる 中 で 、 精神 の や り 取 
り ま で で きる よう な 遊び 道具 、 勝 敗 を 決め る も の が で き て きた の か な 、 と 。 


某 それ も 、 コ ンピュータ じゃ な く て 人 間 同 士 が 。 で も 、 自 分 は 職業 と いう か 、 
いつ も が 勝負 じゃ な いで すか 。 そこ か ら 離 れ た ら 、 も うそ うい う 勝 負 ご と は 一 
切 し た く な い 、 っ て いう 。 だ か ら 、 ゲ ー ム な ん か は ほとん ど や ら な いで すね 。 
トラ ンプ も や ら な い 。 も ちろ ん 博打 、 ギ ャ ン ブ ル も し な いし 。 勝 峰 は リン グ の 
上 だ け で 充分 、 つ て いう 感じ で す 。 で も 、 バー チャ ファ イタ ー2」 っ て いう の は 、 
ゲー ム と は いっ て も か な り 深 いで すね 。 


ーー ええ 、 今 回 の よう な 質問 が 出 て き て し まう 、 そ うい う ゲ ー ム な ん で す よ 。 
ゲー ム そ の も の 、 っ て いう より も 、 ゲー ム を 通じ て ……。 


次 何 か 体 験 で きた り と か 。 
ーー- あ と 、 いろいろ な こと を 考え る と か 。 
半 な らち 、 そ の ゲー ム を や っ て る 人 は 、 か な り レ ベル 高い で す よ 。 


ーー あま り 考 えな い 人 も いる ん で すけ ど 、 そ うい う 風 に 考え る 人 間 に な る と 、 
止ま ら な く な っ て し まう ん で す 。 


其 な ん か 、 意 外 で すね 。 


一 目 分 が お ぼろ げに 感じ て いた こと と 同じ こと を 、 船木 選手 は 考え て いて 、 
格闘 技 を 通じ て 体験 し て いる こと が 、 ゲ ー ム で 再現 され て いる ん だ な 、 と 。 


療 だ と し た ら 、 そ れ は “格闘 家 に な れる 格闘 ゲー ム ” で すね 。 同じ こと を 考 
えら れる 、 と いう の は 、 も う 格 闘 家 に な っ て る ん で す よ 。 俺 、 思 うん で すけ ど 、 体 
と 体 が ぶつ か り 合 うだ けが 格闘 技 じ ゃ な いん で す よ 。 人 生 そ の も の が 格闘 
だ と 思う 。 大 人 に な っ て 社会 に 出 て いけ ば 、 形 は 違う に し ろ 、 必 ず “勝負 "っ 
て いう の が どっ か に 出 て きま す よ ね 。 例え ば 、 ひ と つの 仕事 を 取れ る か 取れ 
な いか 、 っ て いう の は 、 ひ と つの 勝負 だ と 思う 。 勝負 を 決め る まで の 自分 な 
り の 駆け ヲ | き と か や り 方 は 、 格 闘技 で いえ ば 戦法 で あり 、 パン チ 、 蹴り 、 投 
げ て 極め る と いう こと に な る 。 その 仕事 が 取れ な い 場 合 は 、「 負 けた 」 っ て 
敗北 感 を 感じ て 。 だ か ら 、 みん な “格闘 "し て る ん で す よ ね 、 結局 は 。 何 か ひ 
と つ 商 品 を 出す 時 も 、 勝負 で すか ら ね 。 売れ る か 売れ な いか 、 広告 の 出し 
方 ひと つも 戦法 で あり 、 売れ な か っ た ら 負 け に な っ ちゃ うし ( 笑 )。 嫌 な 思い 
を する の は 自分 で すか ら ね 。 体 が 痛い か 痛く な いか の 差 で あっ て 。 心 の 痛 
みっ て いう の は 、 大 きい 小さ い は 別に し て 、 同じ 種類 だ と 思い ます よ 。 

(1995 年 5 月 29 日 、 ワ リー ルド パン クラ スク リエ イト 事務 所 に て 収録 ) 


イイ タビ ーー : 羽田 隆之 
構成 : 秋 山 | 誠 


船木 誠勝 ・ プ ロフ ィ ー ル 

1969 年 3 月 13 日 生ま れ 。 15 歳 で 新 日 本 プロ レス か ら デ ビュ ー。 当時 か ら 
他 の 格闘 技 の ジム に も 積極 的 に 通い 、 実力 を 培っ た 。 その 後 UWF、 藤原 組 
の リン グ を 経て 、 残り の 格闘 人 生 の すべ て を 賭け る べく 、 1 993 年 5 月 16 
日 に 「 パ ンク ラス J』 を 設立 。 同年 9 月 21 日 に 旗揚げ 戦 を 行なう 。 以来 、 少 数 
精鋭 主義 、1 ヵ月 に 約 1 回 と いう 従来 ひび プロ レス と は 全く 異な る 興行 形態 、 
下位 の 選手 が 上 位 陣 を あっ さり 倒し て し まう と いう 下剤 上 的 戦国 絵巻 、 そ 
し て ファ ン の 間 で "秒殺 "と いう 流行 語 に まで な っ た 緊迫 感 溢れ る 一 瞬 一 瞬 
の 攻防 と 、 これ ま で の プロ レス の 常識 や 概念 を てこ と ご と く 覆 し て きた 。 し 
か し その どれ も が 、 船木 選手 の 格闘 に 対す る 真 撃 な 姿勢 が も た らし た 結果 
で ある 。 現在 も 、 自 団体 内 だ け に 踏み と ど ま る こと な く 、 他 の 格闘 技 の 研究 
に は 款 受 が な い 。 格闘 スポ ー ツ と し て の プロ レス =" 人 ハル ハイブリッド: レス リ 
ング "を 確立 し 、 次 世代 へ 継承 する こと が 最大 の 目標 。 

な お 、 パ ンク ラス の 試合 に 関す る 問い 合わ せ は 、 ワー ルド パン クラ ス クリ エイ ト 
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実 な 状況 把握 


特別 な 必勝 法 が 存在 し な い 「VF2」 で は 、 重要 な ポ 
イン ト で の 状況 把握 と た と プレイヤー 自身 の 心理 状態 が 勝 
敗 に つなが る こと も 少な く な い 。 

まず 、 ゲ ー ム 設定 。 若 に 設置 され て いる 人 筐 体 は 3 本 
先取 の 設定 が 主流 に な っ て いる と 思う が 、 大 会 に よっ 
て は それ が ら 本 だ っ た り と まち まち だ 。 さらに 難易 度 
設定 も ノー マル 設定 だ っ た り ハ ー ド だ っ た り と バラ バ 
ラ だ が 、 こ うな る と 体力 の 減り 方 が 変わ っ て くる の で 、 
この 問題 に 対し て は 意外 に 神経 質 に な る 必要 が ある 。 
3 本 先取 より は ら 本 先取 、 ノー マル 設定 より は ハー ド 
設定 の 方 が 、 勝 負 は 偶然 性 に 左右 され や すい 。 少 ない 
手数 で 勝負 の 結果 が 付い て し まう 、 と 言い 替え て も い 
い 。 相 手 の 手札 を 見 る 暇 も な い 状 況 で は 、 短期 決戦 と 
ば か り に 出し て くる バク チ 要 素 の 強い 大 技 に 注意 し 
て 、 より リス ク 少 な く 抽 えて 攻め る の が 正解 と いえ る 。 
また 、 闘い の 間 は 自分 の キャ ラク ター の 体力 が どの 
くら い 残 っ て いる の か 、 それ と 同時 に 相手 キャ ラク タ 
ー の 体力 を どこ まで 減ら し た の が 常に 把握 し て いた 
い 。 相手 が ダ ウン し た 時 な ど に チラ ッ と 見 れ ば それ で 
十分 。 体 力 差 が 歴然 と し て いて 、 劣 勢 に 立た され て い 
る 時 な ど 、 一 発 逆転 が 狙え る リス ク の 大 き な 技 を どう 
し て も 出し た く な る が 、 それ こそ 相手 の 思う ツボ 。 焦 
っ て いる 、 な ど と 見 透 か さ れ た ら そ の 時 点 で すでに 負 
けが 見 えて いる よう な も の だ 。 た だ し 、 リ ング サイ ド 
で ダウ ン さ せら れ た 後 、 出 し た 蹴り 起き に 相手 が 当 た 
っ て くれ た よう な こと が あれ ば 、 逆 に 相手 の 方 が 早く 
と ど め を 刺 そ うと 焦っ て いる 可能 性 が ある 。 体力 に か 
か わら ず 、 常に 同じ ペー ス で 攻め る べき だ 。 

また 体力 的 に 優位 に 立ち 、 間合い を 広め に 保ち な が 
ら 守 勢 に 回 っ て いる 相手 に 対し て は 、 不 用 意 に 突っ 込 
ん で いっ て は いけ な い 。 そ れこ そ 相 手 に 焦っ て いる と 
思わ れ て し まう 。 カ ゲ の 葉 叶 龍 ( 必 ゅ 上 ⑥+⑥、 立 ち ガ ー 
ド で 防御 可 ) と 雷 龍 飛翔 脚 ( ゆ ゆ 6+⑥+@、 し ゃ が み 
ガー ド で 防御 可 ) 、 リ オン の 転身 擦 隊 脚 ( ゆ 必 ⑤+@⑥、 
立ち ガー ド で 防御 可 ) と 疾 地 掃 服 ( 人 &⑯+@、 し ゃ が み 
ガー ド で 防御 可 ) な ど 、 モ ーション が 似 て いて 、 い ずれ 
か を 出す こと で ら 分 の 1 の 確率 で の ヒッ ト が 期待 で き 
そう な 技 は ある の だ が 、、 実 際 に 当たる 確率 は 2 分 の 1 
より も 低い と 考え た ほう が いい 。 ち な み に カ ゲ の 点 た 
つの 技 は 、 相 手 キ ャ ラク ター めがけ て カゲ が 飛ん で 行 
く と いう 点 で は 確か に 共通 し て いる が 、 相手 を よく 見 
る プレ イヤ ー で あれ ば 、「 技 の 出初 め に 前 転 す る の が 
雷 龍 飛翔 脚 ] な ど と 覚え て いて きっ ちり ガー ド さ れ て 


PART.4 ウェ ッ ト に 勝つ 


し まう だ ろう 。 た だ し 、 相手 が リン グ 際 に いる よう な 
時 に 、 技 を ガー ド さ れ て も 押し 出せ る 場合 な ら 、 出 し 
て いく 価値 は 十 二 分 に ある 。 


追い 詰め られ た プレ イヤ ー が 取り が ちな 人 行動 


] . ダウ ン し た ら 蹴 り 起き する 
(特に リン グ サ イド で は その 頻度 は 上 昇 する ) 
※ 蹴 り 起き し な く て も 、 起 き 上 が り 直 後 の 
大 ジャ ンプ キッ ク の 可能 性 は 考慮 に 入れ る こと 


2 . リス ク の 大 き な 技 を 出す 
③ . 安易 な 中 段 下 段 の 2 択 技 を 出す 


相手 の 焦り を 察知 する 方 法 


人 @ 蹴 り 起 き の 蹴 り に よく 当たっ て くれ る 

リス ク の 高い 技 を 平気 で 出す 

介 ス テッ プ バ ッ ク 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド を 多用 し 始め た 
人 コンビネーション は 技 の 最後 まで 全部 出す 
ひと つの 技 に 固執 し て いる よう に 見 える 

リプ レイ に スロ ー を か けら れ た 

人 き 筐 体 の 向こう か ら つ ぶ や き 等 が 聞こ える 

人 筐 体 が 激しく 揺れ て いる 

人 @ 負 けた 後に 続け てこ コイ ン を 投入 し て きた 


相互 の 体力 差 に 見 る 、 陥り が ちな 心理 


プレ ー ヤ ー 側 の 体力 : 多い 相手 側 の 体力 : 多い 
一 気 に 攻 め る こと も で きる し 、 相 手 の 出 方 を 見 る こと も で きる 。 
ニュ ー ト ラル な 状態 。 


プレ ー ヤ ー 側 の 体力 : 多 い プ 相手 側 の 体力 : 少 な い 
相手 の 様子 を じっくり 見 て 、 プ レッ シャ ー を 与え な が ら 闘 える 。 焦 
っ て いる 相手 に バク チ 技 を 誘発 させ る くら い の 気 持ち の ゆとり 
を 持ち た い 。 同時 に 、 そ うし た バク チ 技 を 喰らわ な いよ うに 警戒 
見 せ 技 を 狙い 、 さ ら に 精神 的 優位 に 立つ と いう の も いい だ ろう 。 


プレ ー ヤ ー 側 の 体力 : 少 な い プ 相手 側 の 体力 : 多 い 

一 発 逆転 を 狙う あまり 、 バ クチ 技 に 走ら な いよ うに 注意 。 定石 を 
守り な が ら も 大 胆 に 攻め る 、 と いう 闘い 方 が 効果 的 だ っ た りす 
る 。 勝 ち 方 に こだわ る よう な 相手 で あれ は ば 、 未 裕 の あま り 、 見 せ 
技 を 出し て くる よう な こと も 多い 。 こ の 場合 は 、 ガ ー ド し て か 
ら 確 実に 反撃 し 、 相 手 の 体力 を 少し で も 削り 取っ て いく よう に 。 


プレ ー ヤ ー 側 の 体力 : 少 な い プ 相手 側 の 体力 : 少 な い 
ステ ッ プ バッ ク クイ ッ ク フォ ワー ド の 頻度 が 急上昇 し が ち 。 下段 
パン チ や 下段 キッ ク 、 中 段 キ ッ ク と いっ た スキ の 小さ な 基本 技 
の 応酬 に な る こと が 多い が 、 実 際 の と ころ 、 攻 め る な ら ば そう し 
た リス ク が 少な めで リー チ の ある 技 が 有効 で は ある 。 守 勢 に 回 
っ た 場合 、 下段 キ ッ ク や 中 段 キ ッ ク は 、 双方 の キャ ラク ター の 組 
み 合 わせ に よっ て は 対抗 技 が 存在 する 場合 が ある こと を 忘れ て 
は な ら な い 。 相手 と の 問 合 い が 開い て いる 場合 は 、「 と りあ え 
ず 」 と いっ た 感じ の コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 が くる 場合 が ある の で 
警 戚 を 怠ら ず に 。 


リ 選 ノ ク の 位置 を 把握 する 


自分 が 館 、 リ ング の どの あたり の 位置 で 闘っ て いる 
の か を 意識 する こと も 必要 だ 。 頑張 っ て 相手 を リン グ 
際 へ と 追い 詰め た は いい が 、 不 用 意 な パン チ 1 発 が 災 
いし て 、 授 げ 捨て られ て 勝利 を 取り 逃がす よう な 場面 
を 多々 見 か ける 。 互い の 位置 関係 が 変わ る くら いな ら 
まだ し も 、 その 投げ が 直接 的 な リン グ ア ウ ト 負 け に つ 
な が っ て し まっ た りす る と 、 も う 泣 くに 泣け な い 。 相 


互い の 位置 を 入れ 替え る 投 け 技 


(⑥② づ <) 
(@:⑥) 一 安定 し た 打撃 技 
(④③②x⑥) 一 安定 し た 打撃 技 


(@④:@⑥)-… 安 定 し た 打撃 技 
旋風 燕 陣 (②③⑤ ざ ) 

※ 天 地頭 落 (②②⑧) 

※ ( 生 ②:Kx⑥)… 安 定 し た 打撃 技 
燕 旋 携 柳 ( 対 上 ⑤・ 対 中 @⑤) 


ブレ ー ン バス ター (②④⑤ ざ ⑤) 


※ ジ ャ イア ント スイ ング (③④⑤@⑨③⑤⑤) 
※ フ フラン ケン シュ タイ ナー (②W*@) 

ダブ ルアー ム ス ー プ レッ クス ( 和 &⑤②⑤<K*⑥) 

サイ ドス ー プ レッ クス (⑤:⑥) 

パワ ー ス ラム (⑤②) 

バッ ク フ リ ッ プ (⑤:⑥) 

太刀 (⑤:⑥) 
※ 弧 延 落 (④⑤) 一 安定 し た 打撃 技 
フロ ント スー プレ ックス (や:@) 
ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ (②② ざ ) 
ネッ ク ブ リー カー ドロ ッ プ (②② ざ ) 
ニー スト ライ ク (②③()*W) 


シュ ン 酢 歩 転身 肘 (@:@) 


リオ ・ 七星 天 分 肘 (④:Q⑯) 
の ーー 投げ の 後 、 術 疾 歩 ②@②⑤) で 位置 を 交代 で きる 


※ 印 は 特に 大 きく 飛ば すこ と が で きる 
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例え ば カゲ を 相手 に 迎え た 時 、 試合 開始 か ら 猛 攻 で 
押し て いた 場合 に は 一 発 の 投げ 技 、 特 に 弧 延 落 に だ け 
は 十分 に 気 を 付け る 必要 が ある 。 対抗 技 が な く 使用 頻 
度 の 高い 技 、 例 えば 中 蹴り (④⑯) を ガー ド し た 後 な ど に 
投げ を 喰らわ な いよ うに し な く て は な ら な い 。 そ れ な 
ら ば まだ 肘 打 ち (⑤⑤) か ら 葉 重ね (⑤⑯)ー 流 影 脚 (⑤⑤⑨@) 
と いう 一 連 の 技 を セッ ト で 喰らっ た 方 が 選択 と し て は 


手 が リ ング サイ ド を 痛 に 聞 っ て いて 、 プ レイ ヤー 側 の 
体力 に 奈 裕 が ある よう な 時 は 、4 択 を 迫 ら れ た 場合 で 
も 「 投 げ ら れ な けれ ば いい 」 く らい の 気持 ち で 投げ 対策 
の 攻撃 に 終始 し て 構わ な い 。 逆 に 、 打 撃 技 で 十分 に 追 
い 立て て リン グ 際 に 追い 詰め た その 時 に は 、 打 撃 技 を 
警戒 する 相手 を 投げ 技 で 一 気 に リ ング 下 へ と 落と し 、 
相手 に 読み 勝っ た 快感 に 本 い し れ よ う で は な いか 。 


追い 詰め た 相手 を リン グ 下 に 落と せる 投げ 技 


(⑥*(@)W*<W⑯) 
(⑥②⑨)②(W*W)) 

( 対 上 ⑤ @⑥②⑤) 

( 対 上 ・ 逆 足 @④⑤) 
( 対 上 MK @④②⑤) 

( 対 中 ⑤ @⑥②⑤) 

( 対 中 ・ 逆 足 ⑥⑤W) 
( 対 下 ⑯ @②) 


トリ プル ヘッ ド バ ッ ト (③④⑤(:K⑤(:K⑤)g*⑯)) 
マン ン ガ ン ニ ー リ フト  ⑱②⑤⑱) 


※ 印 は 特に 大 きく 飛ば すこ と が で きる 


正しい 、 と いう こと に な っ て し まう 。 カ ゲ の 場合 は 極 
喘 だ と し て も 、 ア キラ の 進歩 里 勝 、 パイ の 天地 頭 落 な 
ど に 対し て も 同様 の 配慮 が 必要 だ 。 た だ し 、 こ の 注意 
事項 は リス ク 面 だ け を クロ ー ズ アッ プ し た も の 。 両者 
の 体力 差 が さほど な いよ うな 時 な ど は 、 配慮 な ど と 悠 
長 な こと を 言っ て る 暇 は な く 、 上 か 下 か の ら 分 の 1 の 
選択 を 迫 ら れる こと に な る わけ だ が 。 
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応 速度 の 限界 


1 フレー ム 単 位 で の コマ ンド 入力 を 要求 され る 局 
面 。 こ れ は 対抗 技 全 般 に 言え る こと だ し 、 よろ め ぎ や 
難易 度 の 高い 空中 コン ボ も し か り だ 。 そ ん な 時 、 何 よ 
り 重要 な の は 、 い つ だ っ て “ 技 の 入力 は 人 間 が 行なう 
も の " と いう 不 確 定 要素 が つい て 回 る 点 で ある 。「 常 
に 正確 な コマ ンド 入力 を 心掛け ろ 」 と 言う の は 簡単 だ 
が 、 機 械 で も な けれ ば そん な こと は 不可 能 。 そ れ よ り 
も 、 反応 が 遅れ た 場合 を 常に 想定 し て お く 方 が 賢明 だ 。 
ここ で は 相手 を よろ めか せ て か ら の 追加 攻撃 に お ける 
反応 に つい て 考察 を 加え る 。 

相手 の よろ めき を 想定 し た 攻撃 を 出し た 後 で あれ 
ば 、 心 も 手 も 追撃 の 準備 が 整っ て いる は ず 。 し か し 、 
牽制 的 に 出し た 攻撃 で 思い が けず 相手 が よろ めい て し 
まっ た よう な 時 は 、 認 識 や 反応 が 遅れ て し まう こと は 
よく ある だ ろう 。 そ こ で 、 瞬時 に どん な 行動 が 取れ る 
か に よっ て プレ イヤ ー の 強 さ の レベ ル が 浮き 彫り に な 
っ て くる 。 相手 が いっ た ん ステ ッ プ バッ ク な ど し て 下 
が る よう で あれ ば 、 届き や すい 中 段 キ ッ ク な ど を 出せ 
ば いい し 、 よろ めか せ た 後 に 問 合 い が 開い て いな いよ 
うだ っ た ら 、 投 げ 技 を 狙っ て みて も いい だ ろう 。 

た だ 、 ど ちら の 方 法 を 取る に し て も 、 プレ イヤ ー 側 
の 反応 が 遅れ た 時 点 で 、 絶 対 の 追撃 法 で は な く な っ て 
いる 。 あ きら か に 認識 が 遅い と 思わ れる 場合 に リス ク 
を 伴 な う 技 を そこ か ら 仕 掛け て いく と いう の は 、 無 謀 
以外 の 何 物 で も な い 。 相 手 に 近寄る くら い の 時 間 は あ 
る だ ろう が 、 自 分 の 腕 の 方 が 相手 より も は る か に 上 と 
いう の で も な い 限 り は 、 こ うし た 行動 は 疑問 視 さ れる 。 

く 1-a> は 、 よろ めき の 認知 が 遅れ た も の の 、 相手 の 
よろ け 回 復 が や や 遅く 、 こ ちら の リカ バー が 正確 だ っ 


た 場合 ひ の モ デル 。 よ ろ け 後 の 対処 と し て は 理想 的 と は 
いか な いも の の 、 引 き 続 き 優位 を 保つ こと に 成功 し て 
いる 。 < く 1-b〉 で 挙げ た モデ ル は 失敗 例 。 こ の よう に よ 
ろ め き の 認 知 が 相手 の 回 復 よ り も 遅れ た 時 に は 、 言 う 
まで も な く 追 撃 は ガー ド さ れ て し まう 。 そ し て 、 その 
後 の 展開 は 2 ら 分 の 1 の 選択 に な る が 、 プレ イヤ ー 側 が 
不利 に な る こと が 多い 。 

図 中 の X フ レー ム に つい て 補足 する と 、 理論 上 は よ 
ろ め きか ら 通 常 の 状態 へ と 戻っ た 瞬間 に 投げ る こと も 
で きる の で 、「X= ニ 0 フレ ー ム 」 と いう の も あり 得 な い 
わけ で は な い が 、 多 少 の ロス タイ ム は ある と 考え る の 
が 妥当 だ ろう 。 

く 図 6> の の つの モデ ル は 、 相手 の 回 復 が 早く 、 よろ 
けが 回 復 し た 直後 の 下段 パン チ が 、 プレ イヤ ー の ロス 
タイ ム で ある X フ レー ム の 間 に 繰 り 出さ れ た 時 の も 
の 。 相手 の せ @6+@ と いう 入力 が こち ら の 投げ 技 コ マ 
ンド が 完了 する 前 に 押さ れれ ば 、 投げ は 下段 パン チ に 
よっ て 止め られ て し まう 。 相手 の 反撃 は 下段 パン チ に 
限ら れる わけ で は な い が 、 通 常 投 げ (⑥+⑥) の 投げ 抜 
け 効 果 を 持つ 反撃 を 想定 し て 、 ここ で は 多用 され る で 
あろ う ひ @⑥@+⑨ で 示し た 。 


図 1-。 リス ク の 少な い 打 撃 技 で 追撃 (成功 例 ) 
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の ” 選 "と " 実 39 


これ まで 述べ て きた 技 の 連係 や 、 デ ィ レ イ 、 ガ ー ド 
ボタ ン 活 用 法 な どの 項目 に 共通 する こと 、 そ れ は フェ 
イン ト の 要素 だ 。「VF2」 で の 人 間 同 士 の 対戦 に お い 
て は 、 フェイ ント が 大 きく 効果 を 上 げ る 。 そ れ は また 、 
反応 速度 が いい な らい い だ け 引っ 掛か りや すい 仕組 み 
と な っ て いる の だ ( 図 1)。 

フェ イン ト 、 つ まり " 虚 " を 生む よう な 攻め に 対し て 
は 、 “ 実 " で ある 技 に 込め た 相手 の 意志 を 見 極め な く て 
は な ら な い 。 特に ディ レイ の 幅 の 大 きい (ニコ マン ド 
入力 受付 時 間 の 長い ) コンビネーション 技 の 場合 、 “見 
て 反応 する " と いう より も お しろ “相手 が どう いう 意 
図 で その 技 を 出し て きた の か " に 重き を 置く べき だ 。 
ガー ド ボ タ ン に よる 技 の キャ ン セ ル に し て も そう だ 。 
相手 が ピク リ と 動い た か ら と いっ て 反射 的 に 技 を 出 そ 
うと し た り 、「 と りあ え ず 」 と いっ た 風情 で し ゃ が ん だ 
り 無 条 件 に 下段 パン チ を 出し て た り と いう の は 禁物 。 


図 1 画面 上 で 判断 する こと が 不可 能 な " 虚 と 実 


“ 虚 ” の 後に 、 ど の タイ ミン グ で 向かっ て くる 攻撃 が 
“ 実 " な の か 、 続け て 相手 が 何 を し よう と し て いる の か 
を 考え る ほう が 大 切な の だ 。 ど れ だ け 凝 っ つた フェ イン 
ト で あっ て も 、 それ が “ 虚 ” で ある と 予測 で きれ ば 大 し 
た こと は な い 。 特に 、 デ ィ レ イ の 幅 の 大 きい 技 は 、 そ 
の “ 実 " の 部 分 の 攻撃 は 硬化 時 間 が 長い こと が 多い の 
で 、 ガ ー ド 後 の 反 撃 は 約束 され た よう な も の だ 。 

た だ し 、“ 虚 ” は 1 回 で 終わ る と は 限ら な い 。 何 度 も 
繰り 返さ れる “ 虚 '" も ある し 、 プ レイ ヤー の 反応 を 探る 
こと が 目的 の 場合 に は 、“ 虚 "の み で “ 実 が な いこ と 
すら ある ( 図 2 )。 

繰り 返す よう だ が 、 フェイ ント 攻撃 は 反応 が いい プ 
レイ ヤー の 他 に 、 目 に 頼り が ち だ っ た り 、 パ ター ン で 
対応 し て いた りす る と 引っ 掛か っ て し まい や すい 。 こ 
の レベ ル の 駆け 引き に お いて は 、 目 に 頼る こと な く 相 
手 の 心 理 状態 を 読む よう に し た い 。 


手 の ら 択 を か いく ぐり 、 相 手 に ら 択 を 迫る 


相手 と の 駆け 引き が 最も 問わ れる の は 、 対 抗 技 の な 
い 技 を ガー ド し た (され た ) 直 後 で あお る と いう の は す で 
に 述べ た 通り 。 注目 すべ き は 、 一 方 が ガー ド 状 態 に あ 
る と いう 点 だ 。 ど う 考 えて も 、 その 時 の 両者 の 間合い 
は か な り 詰 まっ て いる わけ で ある 。 攻め て いる 側 に 、 
優れ た 連係 攻撃 を 用 いて の 攻撃 の 意志 が あれ ば 、 攻撃 
権 を 持っ て いな い 側 は ら 分 の 1 の 確率 で それ を 甘んじ 
て 喰らう こと に な る 。 

ら 分 の 1 の 確率 の 攻撃 を 受け ず に 済む 方 法 は な いも 
の か 。 残念 だ が 、 そ ん な も の は な い 。 そ れ は じゃ ん け 
ん に 必勝 法 が な いも の か と 思案 する の と 何ら 変わ りな 
いこ と だ 。 だ が じゃ ん けん に は 、 微 笑 ま し さ を 伴 な う 
よう な も の で は ある が 、 お ぼろ げ な が ら 必 勝 法 が 存在 
する 。 そ れ は 例え ば 、 熱 く な っ て る 相手 は 力 が 入っ て 
いる 証拠 だ か ら 、 力 の 入れ や すい グー を 出す は すず だ ! 
と いう 感じ で 相手 の 手 を 読む お こと だ っ た りす る 。 

も ちろ ん 、 そ ん な こと で 1009% じ ゃ ん けん に 勝て る 
わけ で は な いし 、 筐 体 を 挟ん で いる わけ だ か ら 相 手 の 
表情 が 見 えな い 「VF2] に これ を その まま 置き 換え ら 
れる と いう も の で も な い 。 だ が 、 熱 く な っ た 相手 の 出 
し 方 に 無意識 の 偏り が 生じ る よう に 、 同 じ よ うな こと 
が 「VF2] に も ある か も し れ な いと いう 点 だ 。 例 えば 、 
対抗 技 が な い 技 を ガー ド し 、 判 断 に あめ ぐね た ら と りあ 
え ず 下段 バン チ を 出す 、 と パ バターン を 決め て いる 相手 
が いた と し よう 。 確か に プレ イヤ ー が 投げ を 狙っ た り 、 
膝 で 浮か が せよ うな ど と 、 攻撃 力 発生 時 間 の 遅い 技 を 出 
そう と し た 場合 に は 下段 パン チ は 非常 に 有効 だ し 、 実 
戦 で の 使用 頻度 は 高い 。 し か し 、 ひ と た び 相 手 の そ う 
し た くせ が 見 抜け た と し た ら ど うだ ろう 。「 こ いつ は 
最初 に 絶対 チョ キ を 出す 」 と 分 か つた な ら 、 グ ー を 出 
せ ば いい と いう こと だ 。 負 ける わけ が な い 。 つ まり 、 
「 困 っ た ら 絶 対 に チョ キ を 出す ]」 と まで は 分 か ら な く て 
も 、「 比 較 的 パー が 好き らし い 」 と か 「 出 だ し は グー を 
出す こと が 多い よう だ 」 と いっ た 相手 の 噌 好 が 画面 を 
通じ て 見 えて くれ ば それ で いい 。 具体 的 に 「 け セッ ト が 
始ま っ て か ら 最 初 の ら 択 を 迫 ら れ た 時 に は 、 必 ず 打 撃 
技 で 対抗 し て し まう 」 だ と か 、 終盤 戦 で 迫 ら れ た 選択 
に 対し て は 、 投 げ 技 で 対抗 し て し まう 」 と いっ た こと 
が 分 か れ ば な お いい 。 そ の よう な 選択 を 無自覚 に し て 
いた と し た ら 、 そ こ に は 付け 入る スキ が ある と いう こ 
と だ 。 

この よう に 「VF2」 は 、30 秒 の 間 に 何 度 と な くじ ゃ 
ん けん を 繰り 返し 、 体力 を 礁 い 合 う ゲ ー ム だ と も 言え 


よう 。 し か も その じゃ ん けん は 、 ある 程度 の 後 出し も 
可能 だ し 、「 じ ゃ て ん けん 」 と 掛け 声 だ け 出 し て お い 
て 「 や っ ぱり や ー め た 」 と 一 方 的 に 放 茎 し て し まう こ 
も で きる と いう 、 複 雑 怪 奇 な ルー ル の 下 に 成り 立っ て 
いる 。 ち な み に 、 後 出し が で き な い よう な 動き が 遅い 
キャ ラク ター は 、 じ ゃ ん けん に 一 回 勝て た ら 相 手 の 体 
力 を た くさ ん 礁 える と いう よう な 、 そ うし た 強 さ の バ 
ラン ス を 取る 措置 が 講じ られ て いる 。 ま あ 、 バランス 
云々 と いう の は と も か く と し て 、 攻 め る 場合 は 、 相手 
が 出し た じゃ ん けん の 手 を 意識 し な が ら 闘 つよ うに す 
れ ば いい 。 逆 に 、 攻 め ら れ た 場合 に も 相手 の 手 を 意識 
し な が ら 闘 う 。 い ずれ に せよ 、 何 も 考 え ず に 無意識 で 
闘う の は 一 番 危 険 だ 。 

立ち ガー ド か し ゃ が み ガ ー ド する し か な いか と いう 
ら 択 を 迫 ら れ た 時 に は 、 プレ イヤ ー 側 は 立ち ガー ド を 
し て いれ ば 相手 の 攻撃 を 防げ た の か 、 そ れ と も し ゃ が 
み ガ ー ド を 選択 すべ きだ っ た の か 、 その 点 を し っ か り 
彰 目 し て お か な く て は な ら な い 。 そ し て 1 セッ ト の 間 
で 何 回 どちら の 行動 を 取っ た の か 、 し っ か り と カウ ン 
ト し て お く 。 83 本 勝負 に お いて 、 立ち ガー ド で 防げ た 
(つま り 上 ・ 中 段 の 打撃 技 、 も し く は 下段 授 げ で 攻め て 
きた ) ケ ー ス を “ 〇 " 、 し ゃ が み ガ ー ド で 防げ た (下段 の 
打撃 技 、 も し く は 上 段 授 げ 技 で 攻め て きた ) ケ ー ス を 
“" 信 " で 表わす と する 。 仮に 〈 図 1> の よう な 試合 の 流 
れ に な っ て いた 時 、3 本 目 は どう すれ ば いい の か ? 
これ は 迷わ すず 9 本 目 の 開 始 後 、 最初 に 訪れ た 選択 で は 
立ち ガー ド で 対処 する の が ベタ ー と 判断 する べき だ 。 
1 本 目 、2 ら 本 目 と も に 最初 の 選択 肢 に お いて 、 相手 は ど 
ちら も 打撃 技 で 攻め て き て いる か ら で あ る 。 そ し て 、 
試合 の 終盤 で は 必ず 投げ を 狙う か 下段 攻撃 で 攻め て き 
て いる 点 に 気づけ ば 、 試 合 後半 で の 対処 方 法 も 見 えて 
くる だ ろう 。 と まあ 、 これ は あく まで も ひと つの ケー 
ス で あり 、 相 手 が 意 識 的 に 攻め を 組み 立て て いた と し 
た ら 、 こ ん な も の は 糞 の 役 に も 立た な い 。 あ くま で 参 
考 程度 に 留め て お いて ほし い 。 

それ で も 、 投げ 技 に 依存 し が ち で ある か 、 打撃 一 本 


図 1 3 本 勝負 で の 攻撃 パタ ー ン 例 


1 本 目 ( ) () 


相手 の 勝ち 
ら 本 目 () 但 〇 ) 替 相手 の 勝ち 
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図 2 投 け 技 は リス ク が 大 きい か ? 
攻撃 技 に 伴う 行為 


投げ 技 に 伴う 行為 


反撃 を 受け る 
お それ の ある 時 間 


槍 で 攻め て くる の か は 、 プ レイ ヤー に よっ て か な り 顕 
閉 な 違い が 見 られ る 。 た だ し この 時 、 相 手 の キ ャ ラク 
ター を 自分 の フィ ルター を 通し て 見 て は いけ な い 。 例 
えば ウル フ だ か ら と いっ て 投げ 技 だ け を 警戒 し て いれ 
ば いい わけ で は な いし 、 ラ ウ な ら ま ず 打 撃 で 来る な ど 
と 思い 込ん で は 危険 で 、 あ くま で も それ を 操る の は 人 
間 だ と いう こと だ 。 

さて 、 く < 図 2 > を 見 て ほし い 。 一 般 に 、 投げ 技 は 打撃 
技 よ り も リス ク が ある よう に 思え る 。 そ れ は 誰 も が 肌 
で 感じ て いる こと だ ろう 。 遠く で 手足 を 振り 回 す 打撃 
技 と 、 投 げ 間 合い まで 近寄ら な いと 成立 し な い 投 げ 技 
と で は 、 相 手 に 近寄る 行為 が 伴 な う 点 で 後者 の 方 が 危 
険 で ある こと に は 間違い な い 。 し か し 、 一 度 相手 に 接 
近 し て コマ ンド を 入力 し 、 投 げ の モー ショ ン が 始ま っ 
て し まえ ば 、 も う 次 に つなげ る 攻撃 の こと が 考え る こ 
と が で きる 。 一 方 、 打 撃 技 は 間合い が 近 か ろ う が 遠 か 
ろう が 、 コマ ンド を 入力 すれ ば 当たる か どう か は 別 と 


し て 技 は 出る 。 こ の 時 、 打 撃 技 に は 引き の モー ショ ン 、 
つま り 技 の 硬化 時 間 が 発生 する こと も 押さ えた い 。 

まとめ る と 技 が 出る まで の リス ク が 大 きい の は 投 
げ 技 で 、 打 撃 技 は 出 て か ら の リス ク が 大 きい と いう こ 
と に な る 。 こ う 考 える と 、 打 撃 技 も 投げ 技 も どちら も 
似 た よう な も の だ と 割り 切れ る だ ろう 。 ど ちら か に 偏 
っ て 依存 する こと の な いよ う 心 掛け た い 。 そ うし な い 
と 、「 か た く な に ガー ド を 決め 込ん だ 相手 に 対し て は 
弱い 」 で ある と か 、「 し ゃ が み ガ ー ド で 待た れる と 弦 
い 」 と いっ た 対戦 相手 に よる 得手 不得 手 が 生 じ て し ま 
うか ら だ 。 極 諭す れ ば 、 キ ャ ラク ター に よっ て 違う の 
は 、 技 に よる ダメ ー ジ の 大 き さ と モー ショ ン だ け 。 打 
撃 技 に つい て は 攻撃 力 発生 時 間 と 技 硬化 時 間 も 問 われ 
る こと に な る が 、 そ れ は ここ で は 置い て お こう 。 と に 
か く 、 技 を 仕掛 ける 場合 に は 、 打 撃 と 投げ を バラ ンス 
良く 使う の が 相手 を 翻弄 する コツ だ 。 


「21 世 紀 を に な う ニ ュー タイ プ を さがし て 
(フジ テレ ビ 系 列 「 ポ ン キ ッ キ ー ズ 」 よ り ) 


敵 の バー チャ ロイ ド 


「VF2」 を プレ ー す る 時 に は どこ を 見 て 闘う の が い 
いか ? それ は ズバ リ 相 手 の 操る キャ ラク ター の 目 だ 。 
" 目 " と いう の は 少々 大 げ さ か も し れ な い が 、 相手 の 
キャ ラク ター を よく 見 な く て は 反応 も 何 も な い 。 ほ ん 
の わずか な 怪し い 動 作 も 、 見 逃さ な いよ うに 身構え る 。 

一 方 、 自分 の キャ ラク ター は 、 その 存在 を 何と な く 
感じ て いれ ば いい 。 た だ し 、 多 少 シ ビア な コマ ンド 入 
力 が 求め られ て いる 時 で も 手元 を 見 る よう な こと が あ 
っ て は な ら な い 。 相手 の キャ ラク ター の 動き を 見 逃す 
こと に な っ て し まう か ら だ 。 

この 辺り の 感覚 は 、 現役 の 格闘 家 に 話 を 聞い た りす 
る と 、 実 際 の 格闘 技 と の 差異 が ます ます 希薄 な も の に 
映っ て くる 。 本物 の 格闘 技 と の 違い が 希薄 な ゲー ム を 
前 に 、 プ レイ ヤー は “ 何 " を 感じ 、“ な ぜ " 夢中 で プレ ー 
する の だ ろう か 。 

これ まで この 応用 攻略 編 で 述べ て きた の は 、「VFg」 
は 常に ら 分 の 1、4 分 の 1 の 選択 の 連続 で あり 、 そ の 選 
択 加 何で 勝敗 が 決する と いう こと だ 。 ま た 、 それ 以前 
の 段階 で ゲー ム に お いて の 最低 限 の 知識 を 得る こと が 
必要 不可 欠 だ と も 述べ た 。 だ と すれ ば 、 互い に 手 を 知 
り 尽 くし て いる ら 者 間 で は 勝率 が 五 分 五 分 に な る の 
か ? そう か も 知れ な い 。 だ が 、 それだけ で は な い 何 か 
が ある 。 あ る と 信じ た い 。 ら 分 の 1、4 分 の 1 の 確率 の 
連続 だ け だ と し た ら 、 150 連 勝 す る こと な ど 不 可能 に 
近い で は な いか 。 

感じ た こと は な い だ ろ うか ? あの 感覚 を 。 "それ" 
は 不意 に や っ て くる 。 訪れ を 意識 で き な い ほど 突然 に 、 
だ 。 勝手 に 手 が 動き 、 ま た その 技 が よく 当たる 。 自 分 
が 次 に 何 を する 、 で は な く 、 “次 に 相手 が こう 動く " と 
感じ る 。 "バー チャ ロイ ド "へ の 移行 は 、 不意 に 訪れ る 。 

偶然 の 積み 重ね だ と 言わ れ た ら 確 か に 反論 の 奈 地 は 
な い 。 で も “あの 時 間 " を 過ごし た こと が ある プレ イ 
ヤー な ら 分 か る だ ろう 。 だ か ら こ そ 、 携 える べき 知識 
は すべ て 、 一 刻 も 早く 吸収 し な く て は な ら な い の だ 。 
人 の プレ ー を 後ろ で 見 て いた っ て 仕方 が な い 。 そ ん な 
こと を し た っ て 、 せい ぜ い 人 真似 の 連係 に 頼っ た 闘い 
方 が うま く な る 、 その 程度 だ 。 

何で も いい 。 何 か に 集中 し て いる 時 に 自分 が 消え 去 
り 、 ど こ か へ すっ 飛ん で し まっ て いた 、 と いう 経験 は 
な い だ ろ うか ? ゲー ム と いう イン タラ クティ ビ テ ィ 
が 高い も の 、 さ ら に プレ イヤ ー の 入力 が 画面 に ダイ レ 


クト に 反映 する 「VF2」 に は 、 他 の 何 か ら も 味わえ な 
い 感 覚 が 隠さ れ て いた と し て も お か し く は な い の で は 
な いか が 。 酒 や 薬 に 頼っ た ハイ で は な い 。 苦し い は ず の 
ラン ニン グ が 快感 に 変わ る 、「 ラ ン ナ ー ズ ・ ハ イ 」 の 感 
覚 と 似 た 面 も あろ う が 、 少 々 違う だ ろう 。「VF2」 に そ 
れ ほ どの 体力 は 要求 され な いか ら だ 。 で は 、 車 や バイ 
ク に 乗る こと で 得 ら れる 「 ド ライ バー ズ ( ラ イダ ー ズ )・ 
ハイ 」 は どう か 。 ド ライ バー( ラ イダ ー) の 五感 が 極度 
に 鋭く な り 、 タ イヤ の 接地 面 を 通じ て 踏面 状況 が 分 か 
る ほど と いう 。 キ ャ ラク ター の 指先 に まで 感覚 が 走っ 
た 経験 は な い だ ろ うか ?2 人 と 車 の 一 体感 が [ドライ バー 
ズ ・ ハ イ 」 だ と すれ ば 、 ポ リ ゴ ン キャ ラク ター と の 一 体感 
は 「 バ ー チ ャ ・ ハ バイ 」 状 態 と 言え る の で は な い だ ろ うか 。 

「 ド ライ バー ズ ・ ハ イ 」 に 至る に は 何 が 伴 な う の か 。 
コン ディ ショ ン と 、 車 に 乗っ て いる 最 中 の 岩 動 や 音 、 
そし て 何より も スピ ー ド 。 ス ピー ド を 出せ ば 運転 に 集 
中 せ ざ る を 得 な く な る の で 、 超 集中 状態 に 突入 する と 
いう の も うな ず け る 。 

そし て 、「VF2」 は 対人 戦 が メイ ン で ある 。 決 まり 切っ 
た いく つか の 行動 だ け を 取る コン ピュ ー タ で は な い 。 
誰 も が コン ピュ ー タ 相手 で は 味わえ な い 、 不 確定 要素 
を 持っ て いる 人 間 と の 闘い を 欲し て いる の だ 。 だ か ら 
こそ 、 体 力 が 減っ た ら 自 分 か ら は 攻め て こない だ と か 、 
と りあ え ず 待っ て みる 、 と いっ た 極め て 合理 的 な 闘い 
を する 相手 を 憎悪 し て こし まっ た りす る 。 勝つ た め に チ 
キン に な る と いう の な ら 、 それ も いい だ ろう 。 し か し 、 
果たし て それ で いい の だ ろう か ? 確か に 、 連勝 す れ 
ば する ほど 快感 は 大 きく な る が 、 勝利 を 示す 数 字 が 苺 
列 する か ら 気 持ち いい の か ? それ と も 、 そ こ か ら 得 ら 
れる 超 感覚 が 気持 ちい い の か ? 今 一 度 考え て みて ほ 
し い 。 ま あ 、 こ の 判断 は 個々 に 委ね られ る べき も の で 
あり 、 こ こ で どう こう 言い 合っ て も 始ま ら な い 。 た だ 、 
お 互い が 同 秒 件 の 下 で 、 そ れ ぞ れ が 勝 と うと し て いる 。 
そこ で は 、「 負 けた く な い 」 と いう 動機 付け は きっ と 不 
純 で あり 、「 味 わい た い 」 が 最も 重要 な の だ ろう 。 そ う 
信じ た い 。 

相手 の 次 の 行動 が 読め る な ん て 、 超 能力 者 みた い 
で カッ コイ イ 。“ 超 能力 " が 古 け りゃ "ニュ ー タ イプ "だ 。 
ニュ ー タ イプ は きっ と ゲー マー か ら 生 まれ る 。 バ ー 
チャ ロイ ド が その 指針 足 り 得 る こと を 信じ た い 。 
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単なる パタ ー ン 認識 に よる 攻略 だ け で は 完結 させ る と と の で き な 
い | バ ー チ ャ ファ イタ ー2」。 この ゲー ム を 語る 上 で は 、 脳 が 受け る 影 
響 も 無視 する わけ に は いか な い 。 バー チャ ロイ ド た ち が | 画面 内 の 
キャ ラク ター と の 融合 感覚 | を 得る 瞬間 に は 、 どん な 脳波 が 出 で 
いる の だ ろう か ? 脳 は 現実 と 非 現実 の 境界 線 を と ど と と に お いて いる 
の か ? さら に 、 人 類 が 新た な レベ ル に 突入 する 時 、 脳 は いか な る 
変容 を 遂げ る の だ ろう か ? こう し た 疑問 は 次 々 と 出 て くる が 、 人 間 
の 神経 糸 の 中 枢 を な す 難 解 な パー ツ に 関し て 、 我々 が 憶測 だ け で 
物 を 言っ て 自己 完結 し て いて も し ょ う が な い 。 そこ で 脳 の 専門 家 で 
ある 、 解剖 学 の 養老 衝 司 (よう ろう ・ た けし ) 先 生 に ご 登場 願い 、 
読み 解き に 協力 し て いた だ く こ と に し た 。 


一 杖 老 先生 は お 忙し いで し ょ うか ら 、 ゲー ム 目 体 は あま りや られ て いな いん 
じゃ な いで すか が 。 


$%e や る と ね 、 凝る か ら 。 始め ちゃ うと も う 、 ひ どい ん で す よ 。 
ーー | スー パー マリ オ ]| を や っ た こと が ある そう で すね 。 腕 の 方 は ? 
$%% 一 応 は クリ ア で きま す よ 。 徹夜 で 遊ん で 、 女房 に 門 ら れ た り し た けど 。 


ー [バー チャ ファ イタ ー2 (以下 VF2)』 は ゲー ム フ ァ ン の 枠 を 越え て 、 プ レイ ヤ 
ー 層 が か な り 広がっ て いる ん で す が 、 こ れ だ け 人 を 夢中 に させ て し まう 何 か が 
そこ に ある 、 た だ それ を うま く 言 葉 に は で き な い し 、 何 だ ろう と いっ た 疑問 が 
解明 で き な い まま で いる 状態 な ん で す が 


<%e (「 ス ー パ ー マ リ オ ] と ) 同 じじ ゃ な いで すか 、 あ る と ころ 似 て ます よね 。 違う 
の は タイ ミン グ で し ょ 。 相手 の 動き と 。 


ー 一 我々 と し て は 、 プ レイ ヤー を 熱く させ る 理由 の ひと つ に "絶対 的 な 必勝 法 ” 
と いっ た も の が 存在 し な いか ら 、 と いう 仮説 を 持っ て いま し て 。 


$% 今 お っ し ゃ っ た の は 、2 人 で や る 場合 で し ょ ? 最終 的 に 確率 で す よ ね 。 ギ 
ャ ンプ ブル 性 。 し か も 運動 が 入 つて き て る 。 身体 性 が 入っ つて いる の は か な り 大 き 
いで し ょ う ね 。 基本 的 に は 複雑 化し て る ん じゃ な いで すか 、 ゲーム と し て 。 


ー 一 特に その 身体 性 が 占め る 割合 が 大 きい と 思う ん で すけ ど 、 あ る 程度 続け 
< ぐい る と ハイ な 状態 に な っ て き て 、 脳 を 通し こない ん じゃ な いか と いう 感覚 で 
プレ ー し で いた りす る ん で す 。 その 状態 は 、 ど うい っ た も の な ん で し ょ うか が ? 


特 普段 、 そ れ に 近い こと っ て 、 あん まり な いで し ょ 。 絶え ず 視 覚 的 に 情報 を 
判断 し な が ら 、 し か る 単純 な 出力 を や っ て る 。 そう いう 組み 合わ せっ て 、 何だ 
ろう な あ 、 楽器 の 演奏 か ら 音 を 取っ ちゃ っ た よう な こと で す よ ね 。 比較 的 決ま 
っ た 運動 を 繰り 返し て いっ て 、 知覚 系 が か ら 入 っ た 情報 に 対応 する 運動 を し て 、 
それ で 使っ くい る 部 分 が いわ ば "反射 的 "に 変わ っ て いく 。 始め は お そら く 大 
脳 肥 質 の 運動 系 で コン トロ ー ル し て る わけ で 、 ある 程度 慣れ て くる と 、 運 動 の 
場合 に は 小脳 系 に 移行 し て いく ん で す よ ね 。 つ まり 大 脳 を 使っ た 回 路 で 運 
動 を 繰り 返す と 、 類 似 の 回 路 が 小脳 の 中 に 自動 的 に 形成 され て いく 。 だ か 
ら 、 小脳 に か な り の 部 分 が 乗り 換え る ん じゃ な いか と 。 


= いっ た ん 機械 か ら 離 れ で る と 、 ゼ ロ に 戻さ れる 感じ が する ん で す が ……^。 


3 いや や 小脳 に 入れ ば 、 ゼ ロロ と いう こと は な く て 、 いっ た ん 泳げ る よう に な っ 
た ら 三 度 と 忘れ な いこ と と 同じ に な る と 思い ます よ 。 お そら く は っ きり し た 習熟 
段階 が ある ん じゃ な いで すか が ? 


一 反射 の 速度 が 速く な っ て いく と か 、 そ うい っ た サイ ン が ある わけ で すか が か? 


4 反射 の 速度 自体 は 速く な ら な いん で す よ 。 いっ た ん 出来 上 が れ ば 、 同 じ 
速 さ に な る 。 だ か ら 、 最初 と の 比較 で す 、 あく まで も 。 ある 段階 まで いく と 、 そ 
れ 以 上 いか な い 。 つ まり 「 面 白く な いっ て いう 段階 が くる と 思う ん で すけ ど ね 。 


ーー ゲー ム を や っ て 面白 いと 感じ る の は 、 脳 の どの あたり に な る ん で し ょ う が ? 


9 面白 いと 感じ る の が 特定 の 場所 か 、 っ て いう の が 問題 で す よ ね 、 ま ず 。 
面白 いと いう の を 詰め て いっ た 時 に 、 何 に な る の か 、 ね 。 快感 に な る の か 。 


ー- それ は 個人 差 み た いな も の 、 個 人 の 認識 の 差 な ん で すか が? 


<%% 脳 の 場合 は まず 、 それ は 絶対 的 に あり ます か ら ね 。 つ まり 、 人 に よっ て は 
同じ こと や っ て る よう で 、 まっ た く 違 う 回 路 を 使 て る こと が あり ます か ら 。 習い 
憶え た 運動 と いう も の が 安定 する まで の プロ セス が 全然 違う 。 


ーー 一 同じ ゲー ム を し て いて も 、 人 に より 使っ て る 箇所 や 使い 方 が 違っ て る 、 と 。 


% を 違う 可能 性 が まず ある 、 つ て こと で すね 。 これ は 、 脳波 と か で 外 か ら 非 侵 
競 的 に 脳 を 見 る 技術 が 進ま まい と 分 か ら な い 。 


一 脳波 を 測定 し た ら 、 個 人 差 が 出 た り ……。 

$%% 実際 に は 脳波 は 取れ な いで す 、 この 場合 。 

ーー あ 、 そ うな ん で すか 。 

<%% 筋 電 図 が 入っ ちゃ う 。 手足 を 動か し ちゃ うか ら 。 脳波 は 頭皮 か ら 取 つて ま 


gg 人 5) 人 


すか ら 、 当然 その 影響 が 出 ちゃ う で し ょ 。 だ か ら 、 非常 に や り に くい で すね 、 
実際 に 脳 の 中 に 電極 を 入れ ちゃ わな いと だ め だ っ て いう 気 が し ます よね 。 そ 
うす っ と 嫌がる 人 が 多い だ ろう か ら 。 


ーー ちょ っ と 痛 そ う で すね ( 笑 )。 


6 Se ee 
ーー- こ の ゲー ム は 実力 が 伯 仲 し た プレ イヤ ー 同 士 だ と 、 読み が 当たる 当たら 
な い 、 と いう の が 勝負 に 直結 し て くる わけ で すけ ど 、 読み を 当て や すい 人 、 
当て に くい 人 は いる も の で すか が ? 


%%% それ は 、 非 常に 突き 詰め た 場合 で し ょ ? 読み を 当て る 当て な い 、 っ て い 
う の は 、 こ の 場合 局面 が 限局 され て る わけ で す よ ね 。 例え ば イン ディ アン ポ 
ー カ ー な ん か は 、 何 回 か 繰り 返す と 完全 に 勝ち 負け が は っ きり し て くる ん で す 
よ 。 こ れ は 完全 に 性 格 判断 で す 。 


ー 目 で 物 を 語っ て し まう と いう や つ で す か? 
%% そう で す 。 総合 判断 し て る わけ で す 、 相手 の 性 格 も 含め て 。 


な いん で す が 、 そ うい 2 う 状況 で も 可能 な ん で すか ? 。 


%%% だ か ら 、 そ こ が 非 常に 限局 され て いる 、 と 申し 上 げた こと で ね 。 イン ディ ア 
ン ポ ー カ ー の 場合 、 も の すご く 単 純 な わけ で し ょ 、 そ れ で も ゲー ム に な る ん で 
すか ら 。 こっ ちの 方 が 複雑 で す よ 。 動き の 判断 で すか ら ね 。 大 体 、 ゲ ー ム の ル 
ー ル っ て いう の は 、 厳密 に 詰め て いけ ば 単純 化 さ れ ち ゃ う で し ょ 。 


そう で ぐす ね 。 か なり ジャ ン ケ ン に 近く な っ て いく と 思う ん で す よ 。 


3 た だ 、 そ れ だ けが 興味 を 感じ る 主体 的 な 要素 で ある と は 限ら な いで し ょ 。 
習 熱 度 に 興味 が ある と か 、 勝つ こと 自体 に 興味 が ある と か 。 快感 に 根本 的 
に 結び つく も の 、 つ て いく つか ある わけ で す 。 お 金 、 名誉 、 権 力 、 大 体 そ ん な 
風 に な っ つて る ん で す よ 。 や っ ぱり 、 人 生 の シミ ュ レ ーション で し ょ 、 こ うい う も の 
は 。 社会 自体 が ゲー ム 化 し て ます か ら 。 社会 と いう 環境 を うん と 単純 に し て 
いっ て 、 限局 じ て で いっ て こう いう も の に な る 、 と 。 


ーー ブレ イ す る 年 齢 層 が 高め な ん で す が 、 何 か 理由 が ある の で し ょ うか 。 


%% そり ゃ そう で し ょ う 。 だ っ て 、 僕 が [スー パー マリ オ ] や る の ゃ 同じ だ も ん ( 笑 )。 
現実 を 単純 化し て 集約 し た と ころ が ある わけ で し ょ 。 人 間 っ て そう いう 風 に で 
き で てる ん じゃ な いで すか 。 そう する と 、 バー チャ ルリ アル っ て いう も の に な っ て 
くる ん で す よ 、 社 会 と いう の は 。 その 対極 に ある の が 自然 で あっ て ね 。 音 の 対 
自然 の 生活 で 負け る 、 つ て いう こと は 、 基本 的 に 自分 自身 に 対す る 、 な いし 
は 家族 、 社 会 まで 含め た も の に 対す る 危険 度 だ っ た わけ 。 と ころ が 今 の 世界 
つ で いう の は 、 そ れ よ り も 遥か に 安定 させ ちゃ つて ます か ら 、 ゲー ム の よう な 害 
が な いも の が 流行 っ て 当たり 前 で す よ 。 これ は 本 来 、 実 人 生 の 中 に 分 散 し 
て いた 危険 性 で すか ら ね 。 負け る 、 っ て いう 。 


一 危険 度 が な いと 、 精 神 は 安定 し な いん で し ょ うか ? 


8% その は ず で すね 。 人 間 が 自然 か ら 離 陸 し た の は 、 そ ん な に 古い 話 じ ゃ な 
いわ け で すか ら 。 そう する と 、 変わ っ て な いと いう 結論 で す 、 基本 的 な 性 質 は 。 


一 危険 と いう の は 、 生命 を 維持 し て いく た め に 必要 な も の な ん で す が ? 


%%% いや 、 生命 を 維持 し てい くに は 、 危 険 は な い 方 が いい わけ で すけ ども ね 。 
むし ろ 主 観 的 な 面 が 問題 、 っ て いう こと で す 。 危険 が 当然 ある と いう 前 提 で 
人 間 は で き て る わけ で 、 現代 社会 は その 危険 度 を 下げ ちゃ っ た 。 そう する と 、 
危険 性 に 対し て 反応 する 、 っ て いう 性 質 は 遊ん じゃ う 。 だ か ら 、 どう し て も ゲー 
ム が 必要 な ん で すね 、 


ー 一 満た され な い 部 分 を 満た す た め に 、 人 工 的 な も の が 必要 に な る 、 と 。 


<%% ある 意味 で は ね 、 そ う で す 。 危険 と いう 言い 方 が 強 過ぎ る な ら 、 要する 
に 予測 性 が な い 。 


ーー けれ ど 実 人 生 に 比べ る と 、 ゲ ー ム は 予定 調和 に し か 過ぎ な い の で は ? 


$%e それ は 、 遠く か ら 見 る か ら だ よね 。 だ けど も 、 実 人 生 の 場合 に も ね 、 非 常 


Bb、 伸和 、 介 遇 古 


に 狭い 範囲 で し か 見 て な いん じゃ な いか な 、 っ て 気 が し な いで も な い 。 映画 
館 で 火事 に な っ た 時 の パニ ッ ク 見 た ら 分 か り ま す よ 。 急激 に 視野 狭 室 が 起 
こっ て る で し ょ 。 全員 が ドッ と 出口 に 殺到 し た り し て ね 。 そう する と ゲー ム の 方 
が 、 毅 か に 周囲 の 状況 、 つ まり 画面 の 中 を よく 把握 し て る 。 


ーー ゲー ム に は 、 いわゆる "ハマ る "と いう 、 ある 種 ド ラッ グ み た いな 面 が ある で 
す が 、 な ぜ そ うな る ん で し ょ うか ? 


<%e むし ろ 、 今 の 質問 は まさ に 定義 じゃ や な いで すか が ? 
ー ゲ ー ム の で すか が ? 


<%% 基本 的 に 人 間 は そう いう 性 質 持っ て る か ら 、 こ うい う も の が で き で て くる わ 
け で 。 ゲー ム が で きた か ら そ うい う 性 質 が 現われ た わけ じゃ な いで し ょ 。 お そ 
らく 人 間 は 、 こ うい う も の に 引き つけ られ る 性 質 を 持っ て る か ら 、 生き 延び ら 
れる わけ で し ょ 。 対 自然 の 中 で 、 その 性 質 は 意味 を 持 さ て た は ず な ん で す よ 。 


ー 一 例え ば 、 ハイ テク ノロ ジー に よる バー チャ ルリ アリ ティ と いう も の は 、 新 し 
いか ら す ご いこ と だ と 思わ れ が ちな ん で すけ ど 、 あ る 種 プ リ ミ テ ィ ブ な こと を 、 
新しい メデ ィ ア で 表現 し て いる だ け な の で は な いで し ょ うか 。 


$%% そう だ と 思い ます よ 。 た だ 、 何 か 今 ま で で き な か っ た こと が 付け 加わ っ て 
いる こと は 間違い な い 。 さっ きも 言っ た よう に 、 ゲー ム で 一 番 感じ る の は 、 運 
動 系 が まとも に 入っ て きた な 、 と いう こと で すね 。 碁 、 将 棋 、 麻 雀 の 類 だ と 運 
動 系 の 習 難 度 は ほとん ど 問 題 に な ら な いわ 肛 の 捨て 方 と か 拾い 方 な ん 
て 、 特に 問題 な いか ら ね ( 笑 )。 


ーー コン ピュ ー タ ゲー ム は 、 視覚 的 に 新しい 体験 だ と 思う ん で す が 、 そ れ の 与 
える 影響 や 可能 性 と いう の は ? 


$%% そう いう 新しい も の っ て いう の は 、 自 然 の 状況 で は 起こ ら な いこ と で あ 
っ て 、 だ っ た ら そ れ は 新しい 実験 で すか ら 。 


一 何 に 対す る 実験 な ん で す が ? 


<%e 脳 で すね 。 脳 が どれ だ け の 準備 状態 を 持 さ て いる か 、 と いう こと で す 。 つ 
まり 、 自 然 と いう の は ある ルー ル で も っ て 生物 を 作り 上 げ る ん だ けど 、 そ こと に 
は 必ず 不測 の 部 分 を 持っ て る は ず だ し 、 あ る 意味 で は 剰余 の 部 分 を 持っ て 
る わけ で すね 。 神経 系 の 進化 その も の が 典型 な ん で す よ 。 本 来 は 、 遺 伝 子 
が 神経 系 を 規定 し て 、 規定 され た 神経 系 が 特定 の 行動 を 起こ すっ て いう 、 
その 繰り 返し で いい わけ 。 だ けど 、 遺伝 子 が ちゃ ん と 規定 し て 神経 系 を 作っ 
て いる に も 関わ ら ず 、 人 間 み た い に 、 神 経 系 自体 は 生ま れ て きた 段階 で は 
ほとん と 白紙 に 近い 状態 、 つ て いう 例 が 起こ っ ちゃ う 。 そこ に いろ ん な も の を 
入れ 込ん で 、 いろ ん な こと が 起こ り 得 る よう に な っ た 。 ゲー ム な ん か も それ に 
入っ て くる わけ で ね 。 ちょ うど 言葉 が で き て きた の と 同じ よう に 。 


一 特に 「VF2] は ゲー ム の 中 に 自分 が 入っ て いく 感覚 が すご く < 強い ん で す 。 
そう いう 意味 で 新しい 可能 性 も ある か も し れ な いと 思う ん で す が 。 


%% 夢中 に な っ て 小説 読む な ん て 、 そ うじ ゃ な いで すか 2? 

ーー と 、 同 じ な ん で す 

$%%% この 場合 は 、 だ けど 、 本 に 比べ た ら 入 力 が 広がっ て ます ね 。 
ーー ある 意味 で つなが っ て いる 感じ が する と いう ……。 


<%e 自分 の 手 を 動か し て る っ て いう こと で すね 。 手 を 動か し て る だ け で 、 この 
場合 だ と 全身 動か し て る よう な 錯覚 が する 、 っ て 言っ て る わけ で し ょ 。 だ けど 、 
それ は 本 質 的 に は 運動 系 を 導入 し て る こと に 変わ りな いわ け で すか ら 。 


一 手 を 動か し て いる だ け な の に 、 脳 の 中 で は 全身 で 動い て いる と 感じ る と 、 
脳 へ の 伝わり 方 自体 が 変わ っ て き て いる の で は な いか が 、 と 思い ます が 。 


$%e 変わ る と いう より も 、 非 常に 合理 的 だ と 思う 。 脳 と 人 間 の 身体 と の 相関 
図 を 繧 で 描く と 、 手 の 占め る 領分 は 非常 に 大 きい ん で す 。 で すか ら 、 手 を 使 
うと いう こと は 非常 に 大 きい で す よ 、 脳 と し て は 。 脳 っ て の は ね 、 奇妙 な と こ 
ろ が あっ て ね 。 その 領分 と いう の は 、 使い 方 で も 変わ っ て くる ん で す よ 。 2 本 


の 指 を 縛っ ちゃ っ て 、 2 本 が 1 本 で 動く よう に し と く と 、 そ の 部 分 は 縮小 し て く 
る 。1 本 分 で いい わけ だ か ら 。 その くら い 融 通 が さく も ん な ん で す よ ね 。 だ か 
ら 、 手 だ け だ か ら 身 体 と し て は 小さ いと 思う の は 誤解 で あっ て 、 プ ロボ ポーン ショ 
ン ( 全 体 像 ) で 考え る な ら ば 、 手 を 使っ て る こと は か な り 大 きい で す よ 。 


一 人 間 の 部 位 の 中 で は 一 番 細 か い 動 き が で きる と ころ で すか ら ね 。 
$%e そう で す 。 大 き さ と し て は 足 全体 ぐら い に 匹 英 す る ん じゃ な いで すか 。 


ーー テレ ビ ゲ ー ム で 遊ん で いる 今 の 子供 た ち が 大 きく な っ て 、 脳 が 変化 し て い 
る と いう の は 予想 され る わけ で すか が ? 


$%% その 変わ り 方 と いう の は ね 、 ある 程度 の 幅 が 脳 に は 当然 ある わけ で す 
ね 。 その 部 分 に つい て は 、 十 分 に 変わ り 得 る ん だ 、 初め か ら 。 


/ を を 
る ふ る % る 


ーー ゲー ム は 共通 の 言語 と 成り 得る ん で し ょ うか ? 


<%e えー と 、 結構 それ は 難し い 問題 点 で すね 。…… よ く 考 えて みる 必要 が あ 
り ま す 。 ゲー ム は そもそも コミ ュ ニ ケー ショ ン と いう 定義 に は まる か 、 と 。 つ まり 、 
誰が 誰 に 伝え る か 、 っ て いう 間 題 が ある ん で す 。 ゲー ム を 作っ て る 人 間 が 、 遊 
ん で る 人 間 に 対 し て メッ セー ジ を 発し て る の か 、 対戦 者 同士 が 何ら か の コミ ュ 
ニケ ーション を し て る の か と いう 非常 に 違っ た 問題 が まず ある 。 今 お っ し ゃ っ 
た の は 対戦 を し て る 2 人 が 何 か を 伝え 合う の か と いう こと だ と 思う ん で す が 、 
明らか に 何 か 伝 を て と ます よね 。 で すか ら 、 そ れ は コミ ュ ニ ケー ショ ン と いえ ば コ 
ミュ ニケ ーション で す よ 。 た だ コミ ュ ニ ケー ショ ン の 幅 、 っ て の は 測れ な い 。 非 
常に 限定 し た も の し か 伝わら な い 可 能 性 も ある し 、 ある い は 、 非 常に 広く 何 
か 伝え て る か も し れ な い 。 下手 に 話し 合い する より ゲー ム や っ た 方 が 。 


ー 一 外国 で ゲー ム を や っ て 、 何 か 通 じ た よ うな 感じ に な る 、 と いう 話 が あり ます 。 


s%e それ は 、 明 ら か に 言語 的 で は な く て 、 絵画 や 音楽 に 近い で す よ ね 。 1 枚 
の 絵 の 前 で 似 た よう な 体験 を する と いう こと は ある わけ で す よ ね 、 全く 言葉 
が 通じ な い 人 た ち が ね 。 


ーー それ で 、 知 ら な いう ち に 一 緒 に 顔 を 見 合わ せ て 笑っ て た りす る ん で す 。 そ 
れ は 、 コ ミュ ニケ ーション で は な く て 、 共有 と いう こと に な る ん で し ょ う 2 が? 


$%% いや 、 そ れ は 言語 に こだわ っ て る か ら だ と 思う ん で す よ 。 言語 の 場合 、 伯 
を 共有 し て る か と いう と 、 ルー ル な ん で す 。 ゲ ー ム と が 音楽 と か 絵 と か は 、 メ 
ッ セ ー ジ を 共有 し て る わけ で し ょ 。 そこ が ちょ っ と 井 う 。 だ けど 、 こ うい う も の を 
コミ ュ ニ ケー ショ ン と し て 捉 ら える 見 方 っ て 十分 ある と 思い ます よ 。 き ちん と 考 
えな いと 、 結構 難し い 間 題 だ けど ね 。 


ーー コミュ ニケ ーション の ツー ル と し て の 言葉 と いう の は 、 す ご く 不 自由 な も の 
だ と 思う ん で す が 。 


$%e だ か ら そ れ も ね ……、 難し いで す よ ね 。 つ まり 、 総 枠 と し て の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン の 能率 みた いな も の を 測る こと が で きる か と いう 問題 。 脳 っ < の は 、 確 
か に 奇妙 な 性 質 を 持つ て まし て ね 。 今 お っ し ゃ っ て た の は 、 情報 系 と し て の 脳 
の 性 質 な ん で す 。 ソフ ト は 共通 な ん だ けど 、 あ る ルー ル の 中 で し か 使え な い 。 
それ は ね 、 精 神 科 行 っ て る と よく 分 か る わけ 。 患者 さん の 言う こと は めちゃ く 

ちゃ だ 、 と 。 で も 患者 さん か ら す れ ば 、 あ ん た の 方 が 了解 不能 か る し れ な い 
ん だ か ら ね ( 笑 )。 完全 に 相対 的 な も の で あっ て 、 事 実 、 患者 さん の 言う こと 

も か な り 了 解 で きる ん で す よ 。 第 一 ね 、 既製 の 言葉 を 使っ て 、 異常 な 体験 を 
説明 し よう と し た 時 に は 、 い わ ば 言葉 の 極限 を 取っ た よう な 表現 に な る わけ 
で 、 と て る も 普通 に は 了解 で き な い こと に な っ で て くる 。 で 、 言葉 自体 が 壊れ る 可 
能 性 も 当然 あっ て 、 言 っ て る こと が めちゃ くち ゃ と いう 状況 が 起こ り 得 る わけ ね 。 
じゃ あ 、 変 な こと を 言っ て る 人 が いた 時 に 、 ど っ ち が 起 こっ て いる か どう や っ て 
判定 する か 、 つ て いう こと 。 両者 と も に 重なっ て る 箇所 も ある し ね 。 


ノ / る 
る * る % る ん 


一 人 間 の 脳 は 、 現 実 と フィ クシ ョ ン を どう 区 別して る ん で すか が? 


e%e 区 別して な いと 思い ます よ 。 人 に よっ て 違う と 、 僕 は 思い ます 。 何 が 現実 
で ある か と いう こと に つい て は 、 十 分 意見 が 食い 違う 。 ご く 一 般 的 に 定義 す 


る な ら ば 、 我 々 は 五感 の 全て か ら 入る も の に 対し て 、 実 在 を 疑う 人 は 少な い 。 
し か し 、 そ れ を 疑う 人 も いま す 。 デカ ルト が 典型 で し ょ ? 「 我 思う 、 ゆえ に 我 あり | 
と いっ た の は 、 お し ろ " 抽 旬 思 考 は 実在 する "と いう 立場 を 取っ た ん で すね 。 
その 一 番 の 典型 は 、 数 学者 な ん で す 。 普通 の 人 は 、 ミ カン が 2 個 と か カッ プ 
が 2 個 と か ね 、 全然 違う も の が 2 に な る か ら 、 2 は 抽象 だ っ て 考え る ん で す 。 と 
ころ が 数 学者 の 場合 は 全く 逆 で 、 2 が 実体 で あっ て 、 そ の 2 が 不 完全 に 実現 
され た も の が 「 ミ カン が 2 個 」 と か に な る と 考え る 。 だ か ら 、 現 実感 は 何 に 付 
着 す る か と いう こと で 変わ り 得る 。 普通 は 五感 か ら 入 っ て くる も の に 対し て 、 
現実 感 を 与え る わけ で す が 、 | それ だ けが 実在 だ 」 と 言い 出す と で すね 、 こ れ 
は 唯物 論 に な っ て 、 絶対 に 具合 の 悪い こと が 起き る ん で す 。 人 間 が 社会 生 
活 す る 上 に 必ず 持つ て る 、 ある 種 の 正義 感 と か 、 そ うい う も の は 現実 で は な 
いこ と に な る 。 し か し 、 そ れ は 間違い な く 現 実感 を 持っ て る わけ で す 。 誰か が 
何 か や っ て る 、 そ れ が けし か らん と いう こと に な る と 、 止め る た め に 行動 する わ 
け で し ょ 。 だ か ら 僕 は 、 現 実 と は その 人 の 行動 を 規定 する も の で ある 、 と 言っ 
で まめ 


一 現実 は その 人 に と っ て の ソフ トウ ェ ア と いう こと で すか ? 


<%% 重み づけ だ と 思っ て ます 。 決定 的 な 重み づけ が 現実 感 で す 。 


42% まず 軽い 重み づけ が ある ん で す 。 それ は 何かと いう と 、 好き 嫌い で す 。 皆 
さん 方 も そう だ と 思う ん で す が 、 好き な こと し か し な いし 、 嫌い な こと は や ら な 
い 。 これ は 軽い けど も 、 非常 に は っ きり し た ある 種 の バイ アス (偏り ) で すね 。 
バイ アス が な いと 具合 が 悪い ん で す 。 な ぜ な ら 、 完全 に 合理 的 、 論 理 的 に 
判断 する 脳 を 持つ と 、 決 断 が つか な い ケ ー ス と いう の が いく ら で も 出 て きち ゃ 
うん で す 。 それ を 避け る た め に まず バイ アス を か けれ ば いい 。 | 困っ た ら 右 に 
行け | けつ っ て いう バイ アス が ある や つ は | 俺 は 右 が 好き だ 」 っ て いう こと に な る 。 
だ か ら 、 そ れ は 知覚 系 、 つ まり 入力 系 に 対し て も 出力 系 に 対し て も 、 全く 同じ 
パイ アス が か か る わけ で 、 そ の 全体 を 統括 する タイ プ の 重み づけ が 現実 感 で 
すね 。 脳 っ て の は 、 脳 自体 の 中 で いろ ん な こと を 起こ し ます か ら 、 そ れ と 外界 
で 起こ る こと を 混同 し ちゃ 具合 が 悪い わけ で す 。 そう する と 、 そ れ を 混同 させ 
な いた め の あ る 種 の 機能 的 な 工夫 が 、 一 番 強 い 重 み づ け と し て の 現実 感 と 
な る 。 それ は 何 に 付着 じ て も ちっ と も お か し く な いん で す よ 。 だ か ら 、 ゲー ム の 
中 で 現実 感 を 感じ た か ら つ て 、 僕 は まっ た く 不 思 議 に 思わ な い 。 むし ろ 普 通 
の 人 の 現実 感 、 現 実に 対す る 定義 が 狂っ て る ん で す 。 普通 の 人 は 、 外界 に 
唯一 客観 的 な 現実 が 存在 する 、 と いう 風 に 思う ん で す よ 。 僕 は それ を 現代 
の イデ オロ ギー と 呼ん で ます 。 そこ で 僕 は 、 例 えば [日 本 の 人 口 を 数 えて ご ら 
ん 」 つ て 言う ん で す 。 数 えて る うち に どん どん 増え た り 減 っ た り し て 、 いつ まで た 
っ て や 正解 が で な い 。 そこ で 何 が 分 か る か と いう と 、「 現 実は 人 に よっ て 違う 
ん で す よ 」、「 唯一 客観 的 な 現実 は 把握 で きま せん よ 」 っ て こと 。 把握 で き な 
い 以 上 は 、 そ れ は イデ オロ ギー に 過ぎ な いん で す 。 その 時 に 不安 を 感じ る と 
すれ ば 、 皆 さん 方 の 把握 し て る 現実 と いう も の は 、 近代 社会 の イデ オロ ギー 
の 中 に し っ か り と 捕らえ られ て いる と いう こと で す 。 それ と 、 自 分 の 現実 感 が 
実は 他人 と 違 づ て る と いう こと を 意識 させ な いよ うに され て いる わけ で す 。 


ーー ゲー ム を 通し て 現実 認識 に つい て 考え る の は 、 大 けさ で し ょ うか が か? 


$2e ゲー ム が 流行 る っ て こと は 、 逆 に 言う と 、 多く の 人 が 、 現 実感 は 人 に よっ 
て 違う こと 、 動か し 得る る の だ と 知る こと に な る の で 、 役に立つ と 思い ます よ 。 
現代 社会 >〈 の は むし ろ ゲ ー ム に 近づい て る わけ だ か ら 、 そ の 結果 こう いう 
も の が 出 て くく る わけ で すけ ど ね 。 と ころ が 、 作 っ ちゃ っ た も の が 自分 自身 に フィ 
ー ド バッ ク し て き て 、 自分 が 何 を や つて る か と いう こと を も う 一 度 反 省 する 、 っ て 
の は し ょ っ ちゅ う あ る こと で し ょ ? それ は 人 間 の あら ゆる 行為 に つい て 言え る 
こと で す よ 。 だ か ら 、 新 し いこ と は や っ て し まっ て か ら 初 め て 分 か る わけ で 、 そ 
れ は まさ に 自然 の 世界 で あっ た りす る 。 生物 も 、 生ま れ ち ゃ っ て セレ クシ ョ ン 
を 受け て 生き 残っ た や つが また 子供 生ん で 、 っ て 絶え ず 結 果 論 と し て 進歩 し 
て いく わけ で すか ら 。 それ に 対し て 脳 は 、 先 取り する 形 を 取っ た わけ で す 。 つ 
まり 、 シ ミュ レー ト す る 形 を 取っ て ます 。 


ーー その 場合 の 自然 は 、 脳 が 関与 し て 動か せな いも の と いう こと で す が ? 


<%e そう で す 。 脳 が 本 来 設 計 じ て な い 、 っ て いう も の 。 だ か ら 、 人 間 が 人 間 で 
ある の は 、 脳 が 決め た わけ じゃ な い 。 


ーー 一 関与 は で きる けど に EE に Oo 


<%%% そり ゃ 、 関与 は で きま す 。 で すか ら 人 間 は 徹底 的 に 外部 環境 と 関与 する 
わけ で す 。 それ で 都市 を 作る わけ で し ょ う ? 都市 の 中 で は 、 自 然 的 な こと は 
一 切 起こ ら な いよ うに し て る わけ で す 。 


一 例え ば 、 こ の ゲー ム で 走っ て る プロ グラ ム と いう の は 、 人 間 が 作っ た も の 
な ん で す が 、 そ れ に ゲー ム を プレ ー す る と いう 形 で 関与 は で きる ん で すけ ど 、 
ゲー ム の 中 の 建物 を 動か すこ と は で き な い ん で す よ 。 そう する と ある 種 の 、 自 
准 と 言う と 極端 な ん で す が 、 ある が まま の も の と し て ……-。 


9 受け 入れ ざる を 得 な いと 。 その 場合 に は 、 自 然 的 な も の と し て 見 て る こと 
に な り ま す 、 確か に 。 


一 考え 方 に よっ て 、 自然 と いう の も 人 それ ぞ れ と いう こと で すか ? 


<%% 自然 と 人 工 と いう の は 、 当然 の こと で す が 脳 に よる 分 け 方 で 、 その 両者 
は 矛盾 する ん で すけ ど 、 矛 盾 する も の が 両方 立た な きゃ 、 成り 立た な いん だ 
よ 、 と いう の は 私 の 原則 な ん で すね 。 


ー- それだけ 、 と いう の は あり 得 な い 。 


%%% そう で す 、 片 方 が ある か ら 片 方 が ある と いう 。 生 と 死 と 同じ で す よ ね 。 
我々 の 脳 は 、 そ うい う 風 に し か 機能 し な いん で す よ ね 。 生 だ けし か な く て 死 が 
な いっ て な る と 当然 具合 が 悪い 。 必ず 死ぬ わけ で すね 。 だ けど 、 人 間 は 死 
ぬ た め に 生き て る か 、 っ て みん な 考え る か と いう と 、 そ うじ ゃ な いで し ょ ? 


ーー そう 2 で すね 。 今年 は 阪神 大 震 災 と か が あっ て 、 | 人 は 死ぬ ん だ 」 と いう 当 
た り 前 の こと に 、 多 く の 人 が 気づい た と 思う ん で す が 。 


%% そり や も う 、 ち ょ っ と 考え れ ば 分 か る わけ 。 た だ 、 日 常 的 に どれ だ け そ れ を 
考え る こと が で きる か は 人 に よっ て 違う わけ で 、 若 い 人 は 考え て な いよ うな 気 
が する ね 。 小 学生 が よく 自殺 し た りす る で し ょ ? それ は あく まで も 論理 的 可能 
性 と し て 考え て る ん で あっ て 、 現 実感 と し て は 非常 に 希薄 な ん だ と 思う 。 死 も 現 
実感 の 程度 の 問題 と な る と 、 相当 難し く な っ て くる 。 例え ば 、 夕 焼け は 実在 
で ある と 考え る か 、 か な り 当 て に な ん ね えな と 思う か で 、 す で に 現実 感 は 少し 
ずれ て くる わけ で すか ら ね 。 夕焼け 見 て ロマ ンチ ッ ク に な っ て る 人 を さ 、 み ん な 
が 笑う の は な ぜ か と いう と 、 現 実感 が 素朴 だ か ら で し ょ ? 


ーー ゲー ム に の め り 込 む の も 、 素 朴 な ん で し ょ う が ? 


%% いや 、 僕 は そん な に 素朴 だ と 思わ な いけ ど 。 や っ ぱり の め り 込 み ま すか ら 
ね 。 人 間 の 脳 っ て そう いう 面 を 持っ て る ん で し ょ う ね 。 実は 、 ゲ ー ム を 持つ こと 
は 、 近 代 人 、 現 代 人 の 特徴 な ん だ と 、 僕 は 思っ て る ん で す よ 。 ネ ア ン デ ル タ ー 
ル 人 は ほとん ど ゲ ー ム や っ て ね え だ ろ 、 っ て 。 いく ら 遺 跡 を 掘 つ て も サイ コロ も 
出 ね え 。 ああ いう 実用 の 役に立た な いも の が 出 て くる の が 、 現 代 人 の 特徴 
で す よ 。 一 番 の 典型 が アク セ サ リ ー で あっ て ね 。 動物 が ね 、 あ ん な 物 喜 ん で 
付け て る な ん て あり 得 な い 。 意味 が な いか ら 、 実 用 的 に は 。 で すか ら 、 僕 は 
言語 と いう シス テム も 現代 人 に な っ て 完成 し た と 思っ て ます 。 じゃ あ 、 ど うい う 
風 に 完成 し た か と いう と 、 脳 の 中 で は 一 気 に 完成 し ちゃ っ た と 思い ます ね 。 
つま り 、 言 語 能 力 と いう も の が 突然 で きち ゃ っ た 。 そう と し か 考え られ な い 。 


ーー 「 で きち ゃ う | と いう の も すご いで すね 。 


%% そり ゃ 、 準 備 状態 が ずっ と ある わけ で すけ ど ね 。 ある 日 ポー ン と いう の に 
近い 形 で で きち ゃ う 。 僕 が 今 し て る 話 は 、 何 百 万 年 と いう 単位 の こと だ けど 。 


ー こう いっ た ゲー ム が 準備 段階 に 当たる も の だ と すれ ば 、 サ イ バ ー ス ペー ス 
も 、 突 然 完成 する 可能 性 も か な り 高い か な 、 と 思う ん で す が 。 


<%% 後 か ら 見 た ら 突 然 に 見 える 、 と いう こと で すね 。 


ー る の 準備 段階 と し て は 、IVF2」 は 特に 効果 が ある 機械 じゃ な いか な 、 と 。 
子供 で も で きる わけ で すか ら 。 


$%%% も う ひと つ は 、 出来 上 が り が 見 えな いと いう こと だ ね 。 まだ ね 。 
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$%e つま り 、 言 語 が 使わ れ 出し た 時 に 、 言 語 の 出来 上 が り が 見 えた か 、 っ て 
いう 話 で す 。 マル チ メ デ ィ ア な ん か 、 典 型 的 に そう で し ょ 。 一 方 の 人 は 「 な ん 


だ 、 つ まん な い 」 っ て 。 他方 は | 非常 に 可能 性 が ある | と こう 考え る 。 いや 、 し か 
し ほとん ど そ うな る (電脳 化す る ) 可 能 性 ある ね 、 世 界 は 。 な ぜ か と いう と ね 、 
今 の 日 本 人 で 、 誰が 働い て 我々 を 食わ し て くれ て る か 、 っ て 言う の 。 そう 思い ま 
せん 2? 月 刊 フ ァ ミ コン だ か な ん だ か 知ら な いけ ど さ 、 こ こ で 働い て いる 人 は 一 
切 そ うい う も の に 寄与 し て な いと 思い ます けど ね ( 笑 )。 


一 実利 的 な 意味 で 、 と いう こと で すね 。 


$%e そう で す 。 人 間 の 生存 に 寄与 する 、 っ て いう 意味 で は 、 何 も し て いな い 
( 笑 )。 誰 が や っ て くれ て る ん だ ろう 、 っ て 疑問 、 生 じ ま せ ん ? そう する と 、 サ イ バ パー 
スペ ー ス の 中 に 完全 に 没入 で きる 、 っ て いう シス テム を 作っ て や れ ば 、99% 
の 人 は それ で いい 。 残り の 1% が 生物 と し て の 生存 を 維持 する 、 っ て いう こと 
に な る 。 言語 の 世界 と いう の も 、 そ うい う 風 に 機能 し て きた と 思い ます よ 。 


一 情け な い 話 な ん で す が 、 そ うい 2 う 状 態 に いる と 、 不安 に 陥る ん で す よ ね 。 


$%% それ に は ふた つの 考え が あっ て 、 まだ 技術 が 不 十分 だ か ら と いう 考え 方 
が ひと つ 。 それ は 、 日 本 の 戦後 が と つて きた 、 あ る い は 明治 以降 日 本 の 社 
会 が と っ て きた 考え 方 で あっ て 、 社会 に 様々 な 問題 が あっ て も 、 そ れ は すべ て 
未だ 進歩 が 足り な いか ら だ 、 と いう 時 代 が ある わけ で し ょ 。 そう いう 時 代 が あ 
る と いう こと は 、 人 間 が そう いう 考え 方 を と る っ て いう こと で ね 。 一 方 で どこ 
まで いっ て も 偽物 は 、 偽 物 だ と いう 考え 方 が ある 。 それ は 人 工 と 自然 の 問題 
で す よ ね 、 僕 流 の 表現 を すれ ば 。 だ か ら 、 極 端 を 意見 を 取れ ば 人 間 の 生活 
は ほとん ど サ イ バ ー ス ペー ス に 集中 じ て い っ て し まっ て 、 残り は いら ね えよ 、 っ 
て いう こと も 考え られ る わけ で す よ ね 。 それ は すでに 現代 社会 が ある 程度 達 
成 し ち ゃ っ て る こと じゃ な いか っ て いう 気 が 、 ど う も 僕 は する ん だ けど ね 。 


ーー そう いっ た 、「 人 の 役に立つ の か | と いう こと に な る と 、 自分 の 役 に 立 で れ 
ば いい か な 、 と いう すご く 勝 手 な 考え 方 も も ある ん で す が :……。 


$%% 普通 は そう や っ て 生き て る ん で す よ 。 そう や っ て 生き られ る よう に し て きた わ 
け で し ょ ? 自然 じゃ 、 そ う は いか な いわ け だ 。 まず 、 生き て いく た め に は 食い 
物 自 体 を 探さ な きゃ いけ な い 。 で も 、 そ うい う 素 朴 な こと は や め よ う や 、 と 。 要 
する に 、 物 が 豊か で あれ ば 、 ひ と り が 食い 物 集め て くれ ば 、 人 他 の や つ は それ 
で 全部 食え る と 。 実際 、 そ うい う 社 会 に に て きた わけ で し ょ ? あと は 偽物 、 っ 
て いう か ね 、 ま が い 物 で 問 に 合っ ちゃ う 。 だ けど 、 人 間 は 脳 を 持つ て ます か ら 、 
まがい 物 と し て だ まさ れ な い 領 域 ま で は 詰め な きゃ いけ な い 。 これ (「VF2]) 
プロ グラ ム す る 時 、30 分 の 1 秒 単位 まで 詰め て ぐま す ? 


ーー60 分 の 1 秒 で す 。 


<%e60 分 の 1 秒 。 そし た ら 、 も うほ と ん ど 区 別 つ きま せん も ん ね 。 人 間 の 能力 
で は 、 も うい っ ぱい で すか ら 。 


ー た だ 、 技 術 者 の 話 で す と 、120 分 の 1 秒 だ と 人 間 に 与 える 影響 は 変わ っ 
て くる は ず だ 、 と 。 


6 どう か な ? 画面 で は 、 も うだ め な ん じゃ な いか な 。 
ー 一 分 か ら な いで すか が ? 


$% 視覚 系 で は 分 か ん な いと 思い ます 、 30 分 の 1 秒 越 え ち ゃ っ た ら 。 それ で 
限界 だ と 思い ます ね 。 多少 サブ リ ミ ナ ル に 近い 影響 は ある か も し れ な い 。 聴 
覚 系 は 全然 違い ます けど ね 。 時 間 で いっ た ら ナ ノ 秒 単位 、 つ まり ミリ セカ ンド 
の ひと つ 下 の 単位 で ふた 桁 くら いま で は ちゃ ん と 区 別 し ま すか ら ね 、 耳 は 。 


一 次 は 匂い で すか ね 。 触覚 は ……? 
$%% 触覚 も 、 い ろ い ろ あ り ま す よね 。 
ー グロ ー ブ な ど が 実際 に 作ら れ て いま す 。 


s%% 手 だ け じゃ 、 や っ ぱり 触覚 の 場合 に は ね 、 う まく いか な い 可 能 性 が あり ま 
すね 。 手 も そ うだ けど 、 触覚 の 場合 、 唇 の 周り あたり が 非常 に 大 きい 。 


ーー あく まで も フィ クシ ョ ン な ん で す が 、 電 極 を 脳 に 直結 させ た サイ バー スペ ー 
ス の 可能 性 と いう の は …… o 


<%e えー と ね 、 電 極 の 難し さっ つて いう の は 、 ま ず ど うい う 電 極 を 使う か 、 な ん で 
すね 。 マ クロ に 使う と 、 刺激 する 男 囲 が だ どう し て も 広く な っ ちゃ う 。 限局 し て 使 


ト 、 生還 


うと いう こと に な る と 、 細胞 単位 に し な きゃ な ら な い 。 今 の 技術 で は で き な い 
わけ で す 。 人 間 の 体 と 完全 に アフ ニテ ィ ( 親 和 性 ) を 持つ よう な 媒体 が で き な 
いん で す よ 。 感染 が 起こ ら な いよ うな も の を 作る と 、 異物 と し て 誰 識 し て し ま 
う 。 そう な ら な い 程 度 の 単純 な 化合 物 を 使っ て る と 、 人 間 と の つ な き が 悪い 
か ら 、 感染 症状 を 起こ し て くる の で 脳 に は 使え な いと いう こと に な る 。 今 の と 
ころ は 、 全体 と し て 入力 系 を 投影 する 、 つ て いう や り 方 し か な い 。 


ーー ある 意味 で 、 脳 に 錯覚 させ る と 。 
9 そう で す 。 テレ ビ ゲ ー ム の 方 が むし ろ 條 部 的 に 仮想 現実 を 作っ て る 。 


/ ソノ を 
る を る % る % 


一 実生 活か ら な く な っ た リス ク と いう の を ゲー ム で 補っ て いる と する と 、 終末 
感 み た いな も の は 伺か メリ ッ ト が ある ん で す が ? 


<%e それ も 結構 難し いよ ね 。 僕 は ね 、 ハ ル マ ゲ ドン と いう の は 本 人 の 終 未 
だ 、 っ て 言う わけ 。 で も 、 そ うい う 感 覚 が 非常 に 薄く な っ ちゃ っ て て 。 「 世 の 中 
終わ り に な る っ て いう 考え 方 は 、 余計 な お 世話 な ん だ よね ( 笑 )。 人 間 っ て 現 
実 を 狭く し な いと や っ て け な い よう な 場合 も ある わ は 。 戦争 な ん か 典型 的 で 
すけ ど ね 。 この 世 の 終わ りな ん か で 、 不安 に な っ た っ て し ょ う が な いし ね 。 


ー 一 確か に そう で す よ 4 


<%% 自分 の 終わ り 考え た 方 が 、 よっ ぽ ど まし で す よ 。 確実 に 来る ん だ か ら 。 だ 
けど 、 そ れ は 面白 く な いわ は け 考え て も 。 この 世 の 終 わり に し ちゃ えば ね ( 笑 )。 


ー 一 盛り 上 が り ま すね 。 な ん で 盛り 上 が っ ちゃ うん で し ょ う が ? 


$%% や っ ぱり 、 潜在 的 に そう いう 記憶 持つ て る か ら で し ょ 、「 自 分 が 死ぬ 」 つ て 
いう 。 みん な 知っ て る わ は 、 暗黙 の うち に 。 


一 死 の 実感 が な い 、 と いう の は ……:。 


<%% あり 得 な いか ら ね 。 普通 、 ブ ラッ クア ウト で す も ん 。 ポー ン と 。 ブ ラッ クア 
ウト か ら 戻 つて きた 人 は 、 みん な 言う こと で ね 。 寝る 時 る そう で し ょ 、 ス トー ン と 
意識 が な く な っ て 、 あと 、 途 中 で 夢見 た り っ て いう の が 入っ て 、 最後 に 目 が 覚 
め る 。 別に 何 も 怖 が る こと は な いん だ よね 、 毎 日 死ん で る だ け だ 、 っ て いう 。 


一 気づい た ら 寝 て た 、 と いう より 気づい た ら 起 きた と いう の が 正しい の で は 
と 、 前 か ら 気 に な っ て いた ん で す 。 往 て る 時 は 意識 で き な い で すか ら 。 


Se そう で す 。 
ーー 起き な いと 寝 て る の が 分 か ら な い 。 


$%% だ か ら 、 そ れ で いい わけ で す よ 、 別 に 。 そこ に も 客観 主義 の イデ オロ ギー 
の 誤解 が ある わけ で ね 、 唯 一 客観 的 な 現実 が 存在 する と 考え る と 、 死 の 問 
題 が 分 か ん な く な っ ちゃ うん で す よ 。 な ぜ か っ て いう と 、 自分 の 死 、 っ て いう の 
は 、 唯 一 客観 的 な 現実 じゃ ね えん だ よ 。 そう で し ょ ? 実証 で き な い か ら 。 そ 
れ で すぐ 分 か る ん だ けど 、 世界 っ て の は 、 基本 的 に は 主観 的 な も の な ん で す 
よね 。 世の中 が 終わ る 前 に 、 自 分 が 終わ る こと の 方 が まず 確実 で す よ ( 笑 )。 
どう し て そん な 当たり 前 の こと 分 か ん な いん だ ろう 、 っ て 思う ん だ けど ( 笑 )。 


ーー よく 人 の 脳 は 3 割 し か 使わ れ て いな い 、 と いう 話 が ある ん で すけ ど 、 ゲー 
ム す る こと に よっ て 、 普段 使わ れ て いな い 部 分 が 使わ れる よう に な っ た り と か 、 
サイ バー スペ ー ス が 日 常 の 中 に 入り 込ん で きた 場合 に 、 人 間 の 脳 の 使い 方 
が 変化 する 可能 性 が ある で し ょ うか が ? 

$%e そり ゃ も う 、 必ず ある で し ょ 。 テレ ビ が 使わ れ 出 し て か ら 大 分 変わ っ て る と 
思い ます よ 。 間違い な く 出 て る の は 、 古 典 的 な 意味 で の 言語 能力 の 低下 で 


す よ ね 。 全 世 界 的 な 傾向 だ か ら 、 は っ きり し て る 。 テレ ビ と いう の は 文字 言語 
より は 聴覚 言語 だ か ら 。 そっ ち 側 に シフ ト し て きた だ け で あっ つて 。 


一 字面 で 難し い 就 語 並 べ る より 、 絵 で 見 せ て ……。 


$%e そう そう そう 、 絵 で 見 せ ち ゃ っ て 、 あと 耳 で 聞い て る わけ で すか ら 。 それ を 
進歩 と 考え る か 退 歩 と 考え る か は 、 考 え 方 の 違い で す 。 と いう の は 、 別 の タイ 


プ の 試験 を する と ね 、 昔 の 人 に 比べ て 全然 違う 能力 が 出 て る は ず な ん で す よ 。 
だ か ら 、 そ うい う ポ ジテ ィ ブ な 面 は 測 ら な いわ け で す よ ね 、 初め は 。 それ を 訂 
正す る に は 、2 世 代 、3 世 代 必 要 な わけ で 。 


ーー じゃあ 、 ト ー タ ル で 見 る と 、 進化 し た 部 位 が 退化 し た 部 位 を 補う よう な 形 
に な っ て る ん で すか ? 


< そう で すね 。 だ か ら 脳 で も 実際 そう いう こと が 起こ る 、 つ て さっ き 言 っ た で 
し ょ 。2 本 の 指 を 縛っ て 1 本 に する 話 。 ある 領域 が 減る 分 、 他 の 範囲 が 広 が 
る 、 っ て 言 つ て も いい わけ で す 。 た だ 、 容量 は 限ら れ て ます よ 。 それ が 遺伝 子 
で 与え られ た サイ ズ に ピン ッ と な っ ちゃ うわ け で あっ て 、 そ れ 以 上 の こと は で き 
な い 。 で 、 そ の 中 で や り と り が あり ます よね 。 


ーー ゲー ム を し て る 朋 間 に 、 脳 の 日 常 と は 違う 箇所 を 使っ て いた り と いう 場合 
は あり ます が か? 


<%% それ は 恐らく 、 使 っ て ん じゃ な いで すか ? そう いう 風 に な ら な いと 、 流行 
ら な いで す よ 。 身体 が そう で し ょ 2 使っ て な い 部 分 を 使う 快感 、 つ て いう の が 
必ず ある ん で す よ ね 。 運動 する と 気持 ちい いで し ょ ? 


ーー それ は 何 か 本 能 に 訴え る 快感 を 持っ て る 、 と いう こと で す が ? 
<%e 当然 、 そ う で す よね 。 
ー 一 何 か こ う 単 純 に 、 単なる 闘争 本 能 み た いな も の か な と 思っ た ん で す が 。 


we それ だ け じ ゃ な いで し ょ う 、 絶対 それだけ だ っ た ら 、 流行 ら な いで す よ 。 
ます 第 一 に 、 入力 系 に つい て は 運動 が か な り よ く 加 わっ て きた と いう と こ が 
一 番 違 うん じゃ な いか 、 っ て 気 が し ます ね 。 テレ ビ っ て 、 そもそも 動き が 入っ て 
る で し ょ 。 同じ 視覚 の モダ リティ (様式 ) で も 、 視 覚 の 中 に サブ ディ ビジ ョ ン ( 下 
位 区 分 ) が ある わけ で す 。 何 を 見 て る か と いう と 、 ひ と つ は 形 を 見 て る わけ で す 
ね 、 当然 の こと だ けど 。 も う ひ と つ は 色 を 、 も う ひ と つ は 、 動き を 見 て る わけ で 
す 。 あと 空間 配置 を 見 て る ん で す 。 形 と 空間 配置 っ て いう の は 、 混同 する と 
いけ な いん だ けど 、 ま っ た く 違 う も の で すね 。 ピカ ソ の キュ ー ビ ズ ム の 絵 を 見 
れ ば 分 か る ん だ けど 、 め ちゃ くち ゃ な 顔 を 描い て る よう に 見 えて 、 部 分 部 分 は 
きち っ と し た 形 な ん で す よ 。 鼻 は 横向 いて ん だ けど 、 目 は 前 を 向い て る 。 本 来 
ああ いう 空間 配置 の 組み 合わ せ が 起 こっ ちゃ いけ な いこ と を わざ と や っ て る 
わけ で す 。 で 、 ゲ ー ム と 絵 が 違う と ころ は 、 運動 が 入っ て る 点 で す 。 視覚 系 を 
ワル に 動員 じ て 、 さ ら に 身体 的 に は 手 の 運動 を 加え る こと が で きる わけ 。 その 
モ シ ュー ル (構成 ) が 増え れ ば 増え る ほど 、 バー チャ ルリ アル に な っ て いく わけ 
で あっ て くね 。 それ に つれ て 実体 感 が だ ん だ ん 増え て いく 、 っ て いう 形 に な る 。 


ュー そう 考え る と 、 今 こ の ゲー ム で イン ター フェ イス と し て 欠け て いて 、 次 の 可能 
性 が ある も の は 何だ と 思い ます か ? 


9 だ か ら ね 、 そ の 、 分 か ん ね えん だ よ 。…… 単 純 な 言い 方 すれ ば 、 ま ず 五 
感 の うち 一 部 し か 使 の て な いと いう こと は 間違い な いか ら ね 。 だ けど 、 そ れ じ 
ゃ あ そ う いう も の を 技術 的 に どう や っ て 取り 込む か が 分 か ん な い 。 


ー 一 強い 方 か ら 入 っ て いる よう な 気 も する ん で す 。 脳 の 部 位 で か な り の 部 分 
を 占め て る 指 を 使う こと で あっ た り …… K 


$%%% だ けど 人 間 の 脳 で 、 入力 系 の 5 割く らい を 占め る の は 視覚 な ん で す よ 。 
そこ に 、 運 動 系 の 指 が 入っ ちゃ えば 、 か な り 大 き な 部 分 を 占め ちゃ うわ け で ね 。 
それ 以上 大 きく し て も あま り 意味 が な い 、 じ ゃ な いか と 思う ん で す よ ね 。 吹 覚 
系 と が 味覚 系 つて の は 、 実は 大 脳 新 皮質 へ は あま り 上 が っ て こない ん で ね 。 
耳 は 使っ くる で し ょ 、 音 が 出 て る わけ で すか ら 。 か な り い い 線 いっ て ん じゃ な 
いで すか ね 、 入力 と し て は ね 。 た だ 、 運動 系 が よく 分 か っ て な いん で す よ 。 視 
覚 の モダ リティ の よう に 、 運動 の サブ ディ ビジ ョ ン と し て 手 以外 の も の を 、 ど 
うい う 風 に 入れ て いく か と いう こと 。 それ は ある か も し れ な い 。 


ー 一 便利 な テク ノロ ジー が 出 て くる と 、 そ れ に 依存 し ちゃ うこ と が ある と 思う ん 
で す 能動 的 に 楽し み を 見 つけ る 方 法 は な いん で し ょ うか ? 


%%e それ が で き な い と 、 人 生 つ ま ら な いん だ よね 。 
ーー それ に つき る と 。 具体 的 な 方 法 と か いう 間 題 で は な いん で すね 。 


<%% 問題 じゃ な いと 思う ね 。 態度 で すか ら ね 、 そ れ は 。 その 中 に も 、 い ろ ん な 
グレ ー ド が あり ます ね 。 家 に こも っ て ね 、 そ の 中 で で きる こと し て る 、 で きる だ け 
生活 単調 に し て 余計 な こと し な い 、 っ て いう や り 方 を と っ た 方 が 、 個 人 的 に は 
長生 き で きる 。 確率 的 に は ね 。 た だ 、 僕 み た い に か な り 危 険 な こと を し て る と 、 
も っ と マク ロ に 面白 い 、 つ て いう 。 つま り 、 極端 な 面白 が あ る わけ で 。 普通 、 
その 幅 が 人 に よっ て か な り 違 うと いう の は 間違い な い 。 ほとん ど 家 か ら 出 な 
い 人 と いう の が いる で し ょ 。 せい ぜ い 散 歩 す る で らい 。 だ けど 、 こ の 散歩 と い 
う の は 今度 、 同 じ よ うな 経験 を ディ テー ル の 中 に 見 出す こと に な る わけ で し ょ 。 
だ か ら 、 顕微 鏡 で 世界 を 見 る の か 、 肉眼 で 見 る の か 、 ある い は 望遠 鏡 で 見 る 
の か 。 そう いう 違い みた いな の に な っ て くる 。 


ーー そう で すね 。 と な る と 、 コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク の 、 国境 が な いと ころ と か 
時 差 が な いと ころ に 、 可 能 性 を 感じ ます が 。 


<%% 電話 と か テレ ビ と か の 初期 段階 な ん か に 近い で す よ ね 。 テレ ビ が ここ ま 
で 広がる 、 っ て いう 風 に 僕 は 思 の て な か っ た で すか ら 。 考え られ な い 速 さ で す 
よ 。 自分 が 生き て きた 間 で の テレ ビ の 進歩 に よっ て 、 いろ いろ 変わ っ た よう に 
思う けど 、 実 は 人 間 は 変わ っ て ね えん だ よ 。 


rー よく 言え ば 順応 性 が ある 、 悪く 言え ば は 大雑把 と いう こと な ん で すか ? 


%% いや 順応 性 が ある ん で す よ 、 や っ ぱり ね 。 脳 が も っ て る 幅 と いう の は 、 そ 
の くら いあ る わけ で 。 し ょ う が な いか ら 、 そ の 狭い 幅 の 中 で 生き て いる 、 っ て い 
う 面 が ずい ぶん ある ん で し ょ 。 だ か ら 、 勝手 に 脳 が 用 意 し ちゃ う 。 言語 が 典 
型 的 で し ょ 2 突然 、 言 語 が で き て し まう 。 …… た だ 、 最 近 思 う の は 言葉 が バ 
ブル に な っ くき て いる 。 す る と 、 言 葉 の 有効 性 が 消え て いっ ちゃ うん で す よ ね 。 
テレ ビ な ん か だ と 、 話 が と ぎれ た 瞬間 に 誰か が そこ を 埋め な きゃ 、 と 喋り 出す 
わけ で し ょ う 。 そう いう の を 聴い て いる と 、 言 葉 は 時 間 を 埋め る 埋め 草 に な 
つて き て る ん だ な 、 と 。 


一 言葉 の 意味 が 、 どん どん 失わ れ て いる ん で すね 。 


%%e で 僕 は 時 々 テレ ビ の 音 を 消し て 見 て る ん で す よ 。 言葉 と いう の は ずい ぶ 
ん 変質 し くき て る ん で す よ ね 、 僕 が 子供 の 頃 か ら 。 いい 、 悪い じゃ な いん で 
す よ 。 や っ ぱり 変わ つて いく ん で す よ ね 。 だ か ら 、 代 わり の そう いう 表現 を 発 
見 し な きゃ や いけない 。 ある い は 発明 し な きゃ いけ な いわ け で 。 


=ー そ れ が ヨコ 当 ンピュータ ゲー ム と か 、 テ クノ ミュ ー ジ ッ ク と か …-。 


⑭% も う 、 僕 ら は 古い 世代 で すか ら ね 。 君 ら が 考え る こと だ よね 、 そ うい う コ ミュ 
ニケ ーション と いう の は 。 言語 が 、 こ こま で 軽く な っ ちゃ っ た ら 、 代替 手段 が 必 
本 だ 、 つ て こと に な っ て くる 。 …… 現 実 も 、 ず いぶ ん 軽く な つて きた か ら ね 。 
(1995 年 6 月 19 日 、 ア スキ ー に て 収録 ) 
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辛かっ た 。 全く 勝て な く な っ て いた か ら だ 。 『 バ パー チャ ファ イタ ー2] | 
が リリ ー ス きれ て か ら の 1 ヵ月 で 開い た 差 は 、 い つま で 経っ で も 縮 ま 
る こと は な か っ た 。 そん な 状態 で 、 そ の 勝て で な い ゲ ー ム の 攻略 本 な 
ど 書 ける は ず も な い 。 いく ら 焦 っ て も 、 こなし た 場数 (ゲー ム 数 ) は ど | 
うし た っ て 問わ れる わけ で 、 こ れ ば か り は 時 間 を か け な け れ ば どう 
に も な ら な い 問 題 だ っ た 。 理論 を 先行 きせ て も 実証 し くみ な けれ 
ば 説得 力 は な い 。 秒間 60 フ レー ム で 動い て いる ゲー ム の 攻略 を 請 
る と き 、1 フ レー ム を 感じ られ な い 人 間 が モノ を 書く 資格 は な い 。 で 
も こう し て あと が きま で 書い て いる の に は 、 あ る 程度 パー チャ ファ イ 
ター2] と いう ゲー ム が 分 か っ た よう な 気分 に な っ て いる か ら だ 。 まだ 
まだ これ か ら 判 明 す る 事実 は ある だ ろう 。 だ が 、 プ ログ ラム ソー ス が か 
ら 得 た デー タ を 含め 、 原 稿 を 書い て いる 時 点 で 判明 じ で いる こと | 
は 可能 な 限り 収め た つも り だ 。 この 本 の 発刊 が 遅れ た 理由 の ひど 
つ に “新宿 ジャ ッ キー の 強まり 待ち "が あっ た こと を 、 に の を 人 
伝え て きせ て ほし い 。 0 の 
弱 々 な 状態 だ っ た 当初 、 この 本 の 着 作 に 訓 還 証 
チキ ン な つま ら な い プ レイ ヤー が いな く な れ ば いい と 思っ た 。 で も 
構成 を 詰め て いく 段階 で 、 そ ん な こと は どう で も いい と 思う よう に な 
っ て いっ た 。 き っ と みん な 楽し ん で いる ん だ 。 だ っ た ら 自 分 だ け 腹 還 
を 立て て いて も 仕方 が な い 。 どん な 相手 に 対し て も 勝 で る よう に な 
れ ば いい か ら 。 だ が 、 そ ん な 方 法 が な いと いう こと は 文章 の 中 で も 
再三 述 べ て きた 。 逃げ よう と し て いる 相手 に は 、 追 い 付く の も 無理 
だ か ら 。 相手 と 似 た よう な こと を すれ ば 勝て る だ ろう 。 で も 、 そ ん な = 
と を し て 勝っ て も 何 の 意味 も な い 。 これ は 、 ポリ シー の 問題 だ 絶 
対 に 勝て る こと を 信じ て プレ ー す る 。 それ だ け で いい で は な い が 詳 
楽し も うと する 純粋 な 心から バー チャ ロイ ド が 、 ひい て は ニュ ー タ イ 2 
が 生ま れる の だ と 思う 。 0 
繰り 返し 使っ て きた “チキン” や “バー チャ ロイ ド ? 
に 関し て は 、 も し か し た ら ご く 一 部 の 人 間 に し か 納得 し で も ら え な い 
か も し れ な い 。 どちら の 単語 も 、 意味 が 定義 不可 能 で 朋 味 だ っ た 」 
り 、 想像 の 域 を 出 て いな か っ た りす る か ら だ 。 だ か ら 、 何かしら の 
学術 的 な 裏付け が ほし か っ た 。 そん な わけ で 、 こ の 時 点 で も 心 残 
り が ある 。 [バー チャ ファ イタ ー2』 を プレ イレ て いる 時 に 、 人 間 の 有 は 1 
平常 時 と 比較 し て と う 人 違っ て いる の か 、 そ の 変化 を 測り た か っ た の 
だ 。 そ じ て 、 半 老 教授 へ の イン タビ ュー の 際 に 思い きつ て この こと を 
質問 し た の だ が 、「 脳 細胞 に 直接 針 を 刺 せ れ ば 、 正 礁 に 測る こ 
と が で きる ん で すけ ど ね 」 と いう 言葉 の 前 に あっ きり と 断念 し た 旨 
脳 に 針 を 刺す だ な ん て 、 そ ん な 実験 は 御免 だ 。 ソーe 二 
で き て ボタ ン を 押せ る と いう 有 能 な 実験 用 マウ ス と いう の は 、 今 の 
と ころ は まだ いな いら し い 。 だ か ら 今 、 家 で 飼っ て いる 天 に レバー 
の 撮り 方 と ボタ ン の 押し 方 を 教え 込ん で いる と ころ だ 。 ご めん 、 必 
書い た 。 20 
それ に し て も 、 も うち ょ っ と だ は けら れ な いよ うに な っ る 5 ー 
いな ぁ 。 [バー チャ ファ イタ ー3」。 
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ター』。 そし て [バー チャ ファ イタ ー2」。 これ ほど まで 
ませ て くれ た ゲー ム は 、 我 が ゲ ー ム 人 生 に お いて も 
ライ ター の 端くれ と し て 、 讃え な く て は な ら な い 素 晴 
だ が そん な バー チャ ファ イタ ー」、 レル バー チャ ファ イタ ー 
\ 楽 し い ほ ど や り 続け れ ば や り 続 ける ほど 、 な 
な に 面白 い の だ ろう 、 と 疑問 は 深まる ば か り 。 
も 、 そ の 答え の 核心 に 迫 ろ うと 思考 し 、 思考 し 、 
第 悩 し て し まう 。 
ム ス 。 ゲー ム が 己 を 映す 鏡 だ と は 、 普 か ら 何と な く 
[バー チャ ファ イタ ー] は 対 (人 ) 戦 ゲー ム 。 シュ ー 
っ て 、 己 以外 に 他人 と の 関わ り 合 いも 深い 。 
) 俺 が 、 ここ まで [バー チャ ファ イタ ー」 を や り 続 
合い の SHOJI や DRAGON が いた か ら こ そ 。 
5 も 俺 が いた か ら や り 続 け て これ た 。 俺 を 強く し た 
奴ら を 強く し た の は 俺 で ある 。 今 まで 、 ゲー ム な ん 
遊び ほう け て いた 奴ら が 、 仕 事 も 他 の 遊び も 山 
寝る 問 を 惜しん で も や り 続け る の は 、 な ぜ だ ろう 。 
ド る こと より 、 他 人 の 意識 を 探る こと に 、 俺 は 興味 
5 た 。 旅人 は 旅先 の 情景 に 、 己 の 姿 を 見 る ……。 プ 
ー の 向こう 側 に 、 何 を 見 る の だ ろう か 。 己 の 姿 か 、 
や 待て 、 向こう 側 に は 対戦 者 (他人 ) が いる で は 
! ま で 頑 な に スト イッ ク で あっ た この 渋谷 洋一 は 、 
』 に 出会っ た か ら こそ 、 他人 の 姿 (意識 ) の 中 に 
出す こと に 今 き ら な が ら に 気づき 、 つ い に 試み 


ンタ ビュ ー で 、 こう 言っ た 。「 考 えて みな よ 。(「 デ イ 
き し て ) この レー シン グ ゲ ー ム みた い に 、 実際 に 
ー ド を 出し て 実際 に 車 を 運転 で きる 人 は そう は い 
「 ゲ ー ム と は 、 夢 の 具現 だ 」。 また 「 パ バー チャ ファ 
る 鈴木 裕 氏 は 、「 自 分 の 見 る 夢 、 現実 で も な 
あの 感覚 を ゲー ム で 表現 し た い 」 と 言っ て い 


の 辞書 に は 、 ~ 1NNNNM 


を 使っ た ん だ 」。 ブ ン ブ ン 丸 が 言っ て た 、「 自 分 
みた 」。 池袋 サラ が 言っ て た 、「 寝 て る 時 間 は 
『 間 は 現実 。 夢 は その 中 間 だ 」。 ま た 佐藤 大 は こう 
ちゃ い 夢 は まだ ある けど 、 お っ きい 夢 は な く な っ た 」。 
\、「 どっ ち で も いい ! 」。 


、 仮想 、 妄想 、 バー チャ ルリ アリ ティ ー、 そし て 
て る あい だ に 見 る 夢 と 、 そ う で な い の が ある 。 て 


る と は 、 そ も そ も 何 だ ろう 。 目 を 上 須 っ て 動か な いで いる 状態 だ 
起き て る の と 、 寝 て いる と の 境目 は 、 と こ だ ろ う 。 俺 は 4 秒 ご と ! 
た り 起 きた り を 繰り 返し た こと が ある 。 パチ スロ は 4 秒 毎 に 約 
ム を 消化 する 。 どん な に 早く レバ ー を 叩い て も る 、 ボタ ン を 押 じ 
ゲー ム は 絶対 に 4 秒 か か る 。 な ぜ な ら 、 射 幸 心 を 煽 ら ぬ よ 
と 法 で 定め られ て いる か ら だ 。 死ぬ ほど 眠い 時 、 俺 は パ 
モー ニン グ へ 出かけ た 。 レバ ー を 叩き 、 ボタ ン を 押す 。 で も 
か ら な い 。 4 秒 が 経つ まで 、1 秒 ぐら い は 待つ 。 そ の 1 秒 て 
る 。 痛 が が くっ と な り 、 そ し て 起き て 、 また 1 秒 寝 る 。 眠く て 1 
な の だ が 、 こ うい う 時 に 限っ て 「777」 が 揃っ て し まい 、 眼 る わ ! 
は いか な っ て し まう ……。 さら に 俺 は 、 自分 で は 分 か ら な い が 、 
開け た まま 寝る こと が で きる らし い 。 と いう こと は 、 目 を 開け 
を 見 る こと も で きる と いう こと だ 。 8 

濾 労 困 値 し て いる 時 に 見 て し まう 幻覚 は 、 起き た まま 見 る 夢 . 
言え な いか 。 起き て いる の に 、 己 の 至ら ぬこ と を 指摘 きれ 
醒め た ! 」] な ど と 言っ て し まう こと は な いか 。 何 が 言い た い 
うと 、 夢 は 寝 て て も 起き て いて も 見 る こと が で きる と いう こ 
な 話 、 起き な が ら 嫌 ( 夢 見 ) て 、 寝 (夢見 ) な が ら 起 きる こと 
と いう こと だ 。 「 

ゲー ム と は 何だ ろう 。 ゲー ム を する と いう 
夢 か 幻 か 、 現実 か 。 


こと は 、 と うい うこ - と が 2 


見 て きた も の や 聞い た こと 今 ま で 営 を た ぜん ぶ で た ら め = 
面白い そん な 気持 ちら 分 か る で し ょ う “ 


う 。 現実 も 仮想 ふる 、 そ れ は 己 の 決め る こと だ 。 古い も 新しい 
も 汚い も 、 す ご いも へ ボ い も カッ コイ イ も ダサ イ も な い 。 意識 。 
己 の 中 に ある 。 いや 世界 は 己 の 外 に も あっ た ん だ 。 今 まで 
己 を 信じ て きた 。 それ は 、 な ぜ だ ろう 。 他人 を 信じ ま まじ 
信じ られ ま 信じ る の は 金 だ け と いう 人 間 を 何人 も 見 て き : 
ろう か 。 ハー ド な ゲー ム を プレ イレ 、 バイ ク に また が り プ ツ 飛 
イ と スピ ー ド の 世界 に リア テル を 感じ 、 そ れ 以 外 の 世界 は 、 
いと 感じ た か ら 、 己 を 信じ る こと が で きた の だ ろう か 。 ゲ 
逃避 だ と 言う 奴 も いる 。 で も 、 夢 と か 希望 か ら の 逃避 で 弄 
る と し た ら 、 そ れ は ちょ っ と 悲し い 気 が す る 。 


1995 年 。 バー チャ ファ イタ ー』 と 出会っ た お か げ で 、 よう や 
修 、 NRh は 全便 認め は じ め た よう だ 。 


折 を 見 林 め 、 行き着く 先 の 符 え は 、 どれ も 同じ 。 な ら ば 、 どう - 
いん じゃ な く 、| どっ ち で も いい ! 」 「 
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